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まえがき

まえがきばが　つーふぁい　っヴぁがまぬ　ときゃんどぅ　んまー　かん　ないたい。

あやひどぅ　ばー　ぱーん　そぅだてぃらいたい。ぱーや　がっこうまい　いでぃっだん

ば　ずーまい　ゆまいん　かつまいひらいん　やまとぅむぬいまい　あっじゃいん　ひと

ぅどぅあたい。ばんとぅ　ぱーとぅが　むぬいや　いつまい　すまぬ　むぬいどぅ　あた

い。また　がっこうんいきーまい　すまぬ　むぬいどぅ　はーさかたい。

私が赤ん坊のころ、私の母親は亡くなりました。それでわたしは祖母に育てられまし

た。祖母は学校もでていなかったので、字も読めず、書くこともできない、共通語も話せ

ない人でした。私と祖母の会話はいつも村の言葉でした。また、学校に行っても村の言葉

がたくさん話されていました。

あやひー　っさらぬ　こーこーんかい　いきー　やまとぅむぬいや　まーぬ　むぬっ

じゃいっだん。みどぅんあぐたが　なうやひー　ひろゆきゃー　こーこーあいきゃ　なう

ちゅんま　むぬっじゃだ　うたいそぅが　んなまー　なうやひー　うんそぅく　むぬっじ

ゅーがてぃ　つきゅーば　あがい　うらー　なうぬ　くとぅー　あらん、やまとぅ　むぬ

いぬ　あっじゃいんだきどぅ　あたいてぃー　あいてぃがー　ばらいー　うたい。だいが

くー　いでぃー　こーこーぬ　しーしーん　なりー　やまとぅ　むぬい　ほぅっでぃー　

あすてぃがー　ふっちゃ　くぱりーうたい。

そして、平良の高校に行きましたが、共通語はあまりはなせませんでした。同級の女子

学生たちがどうして博之は高校の時は何も話さなかったのに、いまはどうしてたくさんは

なすのかと聞くので、それはなんということはない、共通語を話せなかっただけだと、言

うと笑っていました。大学を出て、高校の教師になって、共通語を話そうとすると、口が

固まってしまっていました。

すまぬ　むぬいぬ　じてんぬ　っちゅふぁっでぃ　うむいたい　むぬー　んなまから

　１７かねんまいどぅ　あたい。ばー　いつまい　うなが　まっふぁぬ　あーぎん　ほー

げん　のーとを　うっきー　うむいいだすが　かず　かきゅーたい。ゆなか　すばい　っ

さっでぃー　あすとぅきゃんどぅ　ゆながい　つかいや　みーん　むぬいまい　うむいだ
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はい　うたいば　っふぁどぅくまんまい　かきゅーたい。すばいや　っしーってぃから　

かかっでぃー　あすてぃがー　んめ　きつぎんてぃー　ばっしーどぅ　うたい。あいえい

ば　っふぁどぅくま　やらばんまい　わいてぃー　かかだかーならっだん。

村の言葉の辞典を作ろうと思ったのはいまから１７年前でした。私はいつも自分の枕の

上に方言ノートを置いて、思い出すたびに書きました。夜中、小便をしようとするときに

は長い間使っていなかった言葉も思い出したので、暗いところでも書いていました。小便

をしてきてから書こうとしたら、（書こうとした単語を）きれいに忘れていました。だか

ら、暗いところであっても、一生懸命書かないといけませんでした。

くぬ　じてんな　たくぼしーしーや　とーきょー、いわさきしーしーや　ろすあんぜ

るす、ばー　うつなーん　うとぅい、いふてぃまい　へんしゅーかいぎゅー　ひーったい。

　あやひーまた　あくせんとぬ　いがらし　しーしー　へんしゅーぬ　なかがわ　しーし

ーが　そぅいー　やぐみ　じゃうたう　あたい。

この辞典は、田窪先生は東京、岩崎先生はロスアンジェルス、私は沖縄にいて、なんど

も編集会議をしてきました。また、アクセントの五十嵐先生、編集の中川先生が、参加し

てくれてとてもよかったです。

くらー　 17 かねんまいん　すきゃきたい　むぬ　えいば　うなが　かきゃー　むぬま

い　ばっしゅー　むぬまい　はーさ　あたい。あいえいば　すまぬ　あにそぅじゃんみん

から　ゆー　ならいまい　あすたい。いけまよしこ　しーしー　はずみ　つむでぃまい　

ほぅだ　ならーす　じゃうっじゃひー　ふぃーさまいー　やぐみ　すでぃがほー。あやひ

ーまた　たくぼしーしー　はずみ　こくりつこくごけんきゅーしょぬ　やびとぅーんーな

　やぐみ　すでぃがほー。

これは１７年前に始めたものですから、自分が書いたことを忘れているものもたくさん

ありました。それで、村の先輩方からもしばしば教えてもらいました。池間吉子先生はじ

め、怒りもせずに、ご教授下さり、大変ありがたく存じます。また、田窪先生はじめ、国立

国語研究所のみなさん、とても感謝いたします。

2022 年 1 月（文責　仲間博之　翻訳　田窪行則）
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序

本辞典は南琉球宮古語池間方言（以下「池間方言」）のうち宮古島北部に位置する西原

地区にみられる下位変種の基本的な語彙および成句、約 6,000 項目を収録したものである。

池間方言は宮古島の北に位置する池間島を発祥の地とし、現在はその池間島のほか、佐良

浜（宮古島西隣の伊良部島東部海岸より）、そして西原の三地区で話されている。佐良浜地

区には約 300 年前、西原地区には約 150 年前（明治 7 年）に池間島から、琉球王府の命令

により分村という形を通して池間方言話者が移住してきた。この三地域で話される池間方

言は微細な違いはあるもののお互いのコミュニケーションには全く支障はないとされてい

る。現在でもこの三地域の人々は「池間民族のつどい」という毎年の行事を通し、言語文

化を共有する「一民族」というアイデンティティ継承の努力を続けている。

宮古島市・統計みやこじま（miyakojima.lg.jp) によると令和二年 (2020 年）現在の人口

は西原（800 人）、池間島（521 人）、佐良浜（2654 人）であるが、このうち池間語を流ちょ

うに話せる話者は 60 歳から 65 歳以上の話者で、これは全人口の約 3 割にあたる 1300 人ほ

どと推定される。しかし、理解度テストを用いた我々の最近の調査では、30 代後半でも人

によっては 60 代以上とほとんど変わらない理解力を持っていることがわかっている。つま

り、これらの若い世代の話者は積極的に話すことはないものの、十分な理解力はあり、潜

在的には話者になる可能性があると思われる。このような潜在話者が池間方言を話さない

のにはさまざまな要因があるが、年上の世代から言葉の使い方をとがめられたり、学校教

育での共通語の強制的使用などがあげられるであろう。いずれにせよ若い世代が池間方

言を使わない今の状態が持続すれば現在 60 歳の人口が 90 歳になる 30 年後には池間方言

はユネスコの規定する消滅危機言語の中でも最も危機度のたかい「危篤状態」（Critically

Endangered）の段階に達していると思われる。この状態を鑑み、宮古地域でも地元地域言

語の活性化に関する関心は高まってきており、西原地区においては老人会総出の「西原村

立て」という歌と踊りをともなったお芝居の発表や、「ひよどり」幼稚園園長花城千枝子氏

による方言による創作絵本の作成、小学生による方言発表会などが行われている。本辞典

はこのような方言活性化への貢献、特に将来の学習者育成へのささやかな手助けになれば

という思いで作成されている。正確性を保つためにやや専門的な解釈や記述も混ざってい
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るが、なるべく一般の読者の理解の妨げにならないよう努力した。

本辞典に収められている見出し語は宮古語池間方言の西原下位方言の母語話者である

仲間博之氏の内省によるものであるため、池間島、佐良浜の方言形は含まれていない。田

窪行則（約 3500 語）、岩崎勝一（約 3500 語）、林由華氏（約 800 語）がフィールドワークで

採集した語彙を、仲間博之氏が独自で作成していたリストと照合しながらすべての語彙に

ついて、発音、品詞を確かめる形で進行した。例文については、仲間氏の作成したものの

外に、田窪・岩崎がフィールドワーク中に記録した例や、ひよどり保育園園長の花城千枝

子氏の創作童話や「西原村立て」のせりふなどからも適宜採用してある。例文作成に当た

っては、理解のための語彙集ではなく、現代生活を池間方言で営むための例も取り入れる

よう努力したが、十分ではないかもしれない。なお意味及び使用法が不確かな場合は他の

母語話者に確認を依頼した。特に池間吉子さんには語彙の意義および文化的な情報に関し

て度重なるご協力をいただいた。

辞書の形にするにあたり、アクセントについては五十嵐陽介が改めて調査し、その結果

を掲載してある（凡例のアクセントの項目参照）。エクセルの表を TeX に変換して、組版す

る作業は中川奈津子が行った。また、中川は編集全般を担当している。校正の最終段階で

は大野剛氏（カナダ・アルバータ大学教授）の協力を得た。

本辞典は 2006 年 1 月に正式に開始した「池間プロジェクト」の一成果である。このプロ

ジェクトは大野剛氏が提案し、それに田窪行則（当時京都大学教授、現在国立国語研究所）

と岩崎勝一（UCLA 教授）が加わり、さらに林由華氏、田村早苗氏、川田拓也氏をはじめと

する京都大学の大学院生らが参加する形で綿々と継続されてきた。これら池間プロジェク

トのメンバーおよび我々を支えてくださった支援者の皆さんとともにこの辞書の完成を喜

びたい。この辞書はまだ完成には程遠いものである。さらに改訂を続けて行きたいと思う。

第 2 刷のまえがき

２刷り目にあたり、以下の修正、追加を行った。この修正にあたっては、Daniel Wymark

氏の多大な助力を得ることができた。(1) 共通語から池間方言を引ける逆引き索引を巻末に

付した。文の共通語訳のなかから候補を自動抽出し、共通語訳の方を見出し語にして配列

したものである。共通語から本文の対応単語を探すための補助となるように作成したもの

である。あくまで簡略なものであり、本格的な共通語-池間方言辞典として使うものではな

い。(2)「。」や括弧が抜けているものや多すぎるものを修正し、辞書の例文などが見出しと

ずれているものを修正した。(3) 1 刷り印刷後に新たに思いついた単語や表現を追加した。
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凡例

1 見出し語

本辞典に採用した見出し語の大部分は現在池間方言 (西原下位変種) で使用されている

語彙および成句であり、池間方言を理解し話すために必要なものである。少数日本語など

からの借用語も含まれるが、借用元の言語は表示しない。さらに古謡の中から採集した語、

現在では使われない古語や差別的と思われる用語、蔑称、卑語なども一部含まれているが、

これらは歴史的記録として掲載することとした。例文についてはなるべく差別的なものは

取り除く努力をした。

2 表記・表示

見出し語はひらがなで表記したが、長音は「い」や「う」を用いず、長音記号「ー」を

もって示す (例：「みー (目)」、「どーそー (同窓、同級生)」「そぅー (野菜)」など)。「じ・ぢ」

「ず・づ」に関しては、語源にかかわらず、「じ」「ず」のみをもちいる。「ち」「つ」が連濁し

ても「ず」「じ」を用いる。例文の共通語訳では魚、植物、場所、人名などはカタカナ表記

を用いた。ただし漢字が定着している場合は漢字を用いる (例：「平良」など) ひらがな表

記とともに簡易発音記号および品詞を表示 (下記参照)。名詞の意味分類が必要と思われる

場合は略号 (〘魚〙、〘鳥〙など) により表示 (下記「略語・記号」参照)。動詞はその基本形を

示しその活用タイプを表示 (下記参照)。三モーラ以下の名詞、動詞、形容詞にはアクセン

ト型を表示した。詳しくは (下記「アクセント」参照)。

3 音節表

この表はこの辞書の見出し語における音声表記に現れる音節を「ひらがな」および簡易

音声表記で示したものである。簡易音声表記は精密な音声表記を記したものではなく便宜

的なものである。また動詞の活用の説明ではこの表記とは完全に一致しないローマ字表記
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3. 音節表

を使っているので注意されたい。簡易音声表記の留意点を以下にまとめた。

• 母音記号は [a, i, u, e, o] の五母音のほか中舌母音 [ɨ] を認める。

• 長母音は長音記号 [ː]で表す。

• 中舌母音 [ɨ] は子音 [s, ss, z, zz, ts, tts]のあとにのみ現れる。

• 母音 [e] および [o] をもつ音節はほぼ終助詞、借用語、感動詞、オノマトペに限られ

ており、頻度が極端に低いため、(　) にいれて示す。ほかのいくつか頻度の低い音節

も（　）に入れ示す。

• 池間方言では「ざ」はたまに「じゃ」の自由異音として現れる。この場合頭子音は

[z]～[dz]の間で揺れることもある。音節表では [z] をもちいる。

•「っざ」「っぞぅ」も頭子音は [z] をもちいる。

• その他の有声歯茎子音は [z, ʑ, zz, ʑʑ ]などで示す。

•「は」行の音に関しては常に [h] を用いる。

• なお「ふ」[fu] と「ほぅ」[hu] は対立する: (「ふ―」[fuː] (来る) 対「ほぅー」[huː]
(船の帆)

•「っら、っり、っる」は [rra, rri, rru]で示す。[rr]は正確にはそり舌 (retroflex) の完全

な閉鎖に後続するそり舌はじき音、すなわち [ɖɽ] であるがこれも揺れがある。

• 促音は子音を重ねて示す: [zza, ʑʑa]

• 拗音は [j] の渡り音をもってしめす: [hja, kju]

• 撥音「ん」は [m][n][ŋ] (直後の子音の調音位置に同化) であらわす。語末は [n]であ

らわす。

• 形態素の最初のみに現れる無声撥音「んﾟ」は、[n̥] [m̥] (直後の子音の調音位置に同

化) であらわす。

• なお表の中で空欄になっている部分は普通使われない音節である。
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3. 音節表

あ い う (え) (お) ちゃ ち ちゅ (ちょ)

[a] [i] [ɨ] [u] [e] [o] [tɕa] [tɕi] [tɕu] [tɕo]
か き く (け) (こ) っちゃ っちゅ

[ka] [ki] [ku] [ke] [ko] [ttɕa] [ttɕu]
っか っき っく だ でぃ どぅ (ど)

[kka] [kki] [kku] [da] [di] [du] [do]
きゃ きゅ (きょ) っだ っでぃ っどぅ (っど)

[kja] [kju] [kjo] [dda] [ddi] [ddu] [ddo]
っきゃ っきゅ な に ぬ (ね)

[kkja] [kkju] [na] [ni] [nu] [ne]
が ぎ ぐ (げ) (ご) にゃ にゅ

[ga] [gi] [gu] [ge] [go] [nja] [nju]
ぎゃ ぎゅ は ひ ほぅ

[gja] [gju] [ha] [hi] [hu]
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4. 見出し語の配列

さ し す そぅ (せ) (そ) ぱ ぴ ぷ

[sa] [ɕi] [sɨ] [su] [se] [so] [pa] [pi] [pu]
っさ っし っす っそぅ ば び ぶ (べ) (ぼ)
[ssa] [ɕɕi] [ssɨ] [ssu] [ba] [bi] [bu] [be] [bo]
しゃ しゅ (しょ) ひゃ ひゅ

[ɕa] [ɕu] [ɕo] [hja] [hju]
っしゃ っしゅ (っしょ) ぴゃ ぴゅ (ぴょ)
[ɕɕa] [ɕɕu] [ɕɕo] [pja] [pju] [pjo]
(ざ) (じ) ず っば っび っぶ

[za] [ʑi] [zɨ] [bba] [bbi] [bbu]
っざ っじ っず っぞぅ びゃ びゅ (びょ)
[zza] [ʑʑi] [zzɨ] [zzu] [bja] [bju] [bjo]
じゃ じゅ (じょ) っびゅ

[ʑa] [ʑu] [ʑo] [bbju]
っじゃ っじゅ ふぁ (ふぃ) ふ

[ʑʑa] [ʑʑu] [fa] [fi] [fu]
た てぃ とぅ (て) (と) っふぁ っふぃ っふ

[ta] [ti] [tu] [te] [to] [ffa] [ffi] [ffu]
つ っふゃ っふゅ

[tsɨ] [ffja] [ffju]
った ってぃ っとぅ (ゔぁ)
[tta] [tti] [ttu] [va]

っつ っゔぁ っゔぃ

[ttsɨ] [vva] [vvi]
っち っゔゃ っゔゅ

[ttɕi] [vvja] [vvju]
ま み む (め) (も) ら り る (ろ)

[ma] [mi] [mu] [me] [mo] [ra] [ri] [ru] [ro]
みゃ (みゅ) (っら) (っり) (っる)
[mja] [mju] [rra] [rri] [rru]
や ゆ (よ) りゃ (りゅ)
[ja] [ju] [jo] [rja] [rju]

わ [wa]
ん [n] [m] [ŋ] (直後の環境により変化)
(「ん」の長音は「んー」で示す)

んﾟ [n̥] [m̥] (直後の環境 (「ま、な」行のみ) により変化)
(「んﾟ」に「ん」が続く場合は「んﾟん」で示す)

4 見出し語の配列

見出し語の配列は日本語のひらがな五十音順に従うが、細部は以下の規則を適用してあ

るため日本語の辞書とは違う様相を呈している。

• 清音、濁音、半濁音は原則としてこの順序で示す。

• 長母音は短母音の後に現れる (例：「な」「なー」)

• 二重母音は長母音の後に現れる (例：「なー」「ない」)

• 拗音は長母音の後に現れる (例：「きー」「きゃ」「きゃー」)
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5. 語義

• 日本語にはない語頭促音は「つ」から始まる語とし、「た」行に入れる (例：「っく」

[kku])

• このため実際の発音では語頭子音が全く異なるものでも連続して表示されることが

ある (例：「っふ」[ffu]「つふ」[tsɨfu])

• 日本語にない [v]音はひらがな「う」に濁点をつけ「ゔ」の様に示すが、この音は少

数の例外をのぞいて促音としてあらわれるので「っゔ」[vv] として現れるのが原則

である。

• しかも語頭音節として現れるのは「っゔぁ」[vva]、「っゔぃ」[vvi]、「っゔゅ」[vvju]
にかぎられている。「っゔゃ」[vvja]は語中にのみ現れる。

• 同様に「っぞぅ・っそぅ」[zzu/ssu]も促音としてしか現れない。

• 語頭促音で始まる見出し語の順は以下のようになる：「っゔぁ]、「っゔぃ」、「っゔゅ」、

「っく」、「っさ・っざ」、「っし・っじ」、「っしゃ・っじゃ」「っしゅ・っじゅ」、「っそ

ぅ・っぞぅ」、「った・っだ」、「っちゃ」、「っちゅ」、「っつ」、「ってぃ・っでぃ」、「っふ

ぁ」、「っふぃ」、「っふ」

• 無声撥音「んﾟ」は有声撥音「ん」の後に現れる (例：「んな」「んﾟな」)

•「ん」の長音は「んー」と表すが、「んﾟ」と「ん」の連続は「んﾟー」でなく、「んﾟん」

と表す。無声撥音の連続は存在せず、必ず後ろは有声になるためである。また、「かー

かんんまり (ケチな奴)」のように明らかに二つの単語として発音されるものは、「ん」

が連続する場合でも長音表記を用いず、「ん」を明示的に表記した。

5 語義

語義にさらなる注釈が必要な場合は適宜 [　] をもちいてしめした。語彙に下位分

類が必要な場合は〘　〙をもって〘魚〙の様に示した。この下位分類は語義を明確に

することが目的であるため、普通名詞として確立している物、例えば「牛」「馬」な

どには〘動〙(＝動物) の下位分類を示すことはしない。また一つの言葉に二つ以上

の分類が可能な場合はその主な下位分類のみ示すのを標準としている (例：「ほぅぎ

ゃん」は高粱 (こうりゃん) で植物ではあるが、もっぱら食べ物としてとらえられてい

るので〘植〙の表示はせず、〘食〙のみを示した)。ここで用いた分類項目は以下のものである。
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5. 語義

〘生物〙 生物

〘動〙 動物

〘鳥〙 鳥類

〘魚〙 魚類

〘昆〙 昆虫

〘貝〙 貝類

〘植〙 植物

〘祭礼〙 祭礼

〘遊〙 遊戯

〘食〙 食べ物

〘果物・野菜〙 果物・野菜

〘道具〙 道具

〘蔑称〙 蔑称

〘地名〙 地名

〘人名〙 人名

〘古語〙 古語

〘歌語〙 歌語

〘幼児語〙 幼児語

語義が一つ以上にのぼり、それらの間に意味の隔たりがある場合はセミコロン (；) を

もって示した (例「あら」(家の) 外；(人や家の) 外見)。さらに語義間に関係が認められる

もののその意味拡張がさらに広がったと思われる場合は項目を別に立てた。(例 ( 1○「あみ

かうー」(水を) 浴びる 2○「あみかうー」(他人の) 借金を引き受ける)。この表示は同音でも

品詞が違う場合にも適用した (例 1○「いさら」名詞 (畑の) 石ころ 2○「いさら」形容詞 (畑が)

石ころだらけだ)。

ひとつの語に音韻論的に関係づけられる異形態がある場合は [変異] という項目により

示した。たとえば「かりうし」(航海安全) の [変異] の項には「かりゅーし、かりゆす、か

りうす」と記されているが、これは「かりうし」という言葉に対し三つの音韻論的に関係

づけられる変異形があることをしめしている。さらにこの情報はクロスレファレンスされ

ており、どの見出し語からでも関係する四つの形が探せるようになっている。

さらに一つの語に同義語がある場合は用例の最後に [類] という項目をもうけてしめし

た。たとえば「たま」は「分け前」の意味であるが「ばきだま、っじだま、とぅいまい」も

同じ意味の言葉なので [類] として三つの言葉を示している。これもクロスレファレンスが

されている。
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6. 用例

6 用例

語義に続く用例はなるべく多くのものを示すようにしてある。特に動詞に関してはその

格の取り方や活用形の使い方がわかるように工夫してある。語義の説明でセミコロン (；)

を用いた場合は、用例もその順序に現れるようにしてある。用例の日本語訳はなるべく日

本語としてこなれたものを用いるようにしているが、文の構成がわかるよう、あるものは

直訳に従い、それの意訳を [　] の中に入れて示した。その場合直訳は (＞) または (＜) の開

き側、意訳は閉じ側に来るようにした (例：ばが　っじだまー　いひなふだー (私の取り分

は少ない［＞これだけしかないのか］)。また [　] は例文への注釈をするためにも用いた。

さらに、池間方言と共通語で表現が対応しない場合、( ) を用いて補足した (例：っゔぁー

　んじゃんかいが［お前はどこにか［＞お前はどこに (行くの) か］)。
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7. 品詞

7 品詞

以下の 12 の品詞および成句を認定した。ある品詞にはその下位分類をいくつか認め

〘形式名詞〙の様に示した。
名詞 下位分類：〘形式名詞〙〘疑問詞〙〘数詞〙

代名詞 下位分類：〘指示詞〙〘再帰代名詞〙〘不定代名詞〙

動詞 基本形を見出し語とし、その活用パターンを示した (「活用形」の節を

参照)。

動詞活用形「ちゅー (投げる)」の連用形、命令形「てぃっゔぃ」のよう

に、規則から動詞の活用形が予測しにくい場合、基本形に加えて、活用

形そのものを見出しに入れてある。この場合、以下のように品詞の項

目には、「動詞」ではなく、「動詞活用形」としてある (例：「てぃっゔぃ」

動詞活用形　動詞「ちゅー (投げる、放る)」の連用形および命令形）。

形容詞 形容詞と名詞は形態論上ほとんど区別がないので、便宜的なものであ

る。形容詞として活用する場合は、接尾辞「かい」「かたい」や、否定

形「っふぁにゃーん」を用いた例をあげ、名詞として活用する場合は、

コピュラ「あい」「あたい」や否定形「あらん」を用いた例をあげるよ

うにした。形容詞の見出し語は語幹で示した。

助詞 下位分類：〘格助詞〙〘副助詞〙〘焦点助詞〙〘接続助詞〙〘終助詞〙

副詞 動詞や形容詞を修飾するものは副詞とした。名詞の用法があるもので

も「てぃ（と）」などをつけて主として副詞として用いられるものは副

詞としても立項した。

オノマトペ 特に「擬声語、擬態語」などの下位分類はもうけない。

感動詞 下位分類：〘間投詞〙〘応答詞〙〘フィラー〙

補助動詞 主に動詞の連用形に後接し様々な意味を付加する。それ自体も活用す

る。

接頭辞 動詞、名詞、形容詞の前につき意味を付加する。

接尾辞 動詞、名詞、形容詞の後につき意味を付加する。

助数詞 物などを数える際に用いられる接尾辞。

成句 慣用句や決まり文句など一単語以上の組み合わせ。動詞で終わる成句

は動詞の活用形を示した (例：っさ　んﾟん (m 語幹)「足が痺れる」な

ど)。
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8. 活用形

8 活用形

8.1 動詞の活用

池間方言における活用語は動 (コピュラを含む) 及び補助動詞のみである。形容詞自体

は活用せず、いわゆる「かり活用」である「かい」をつけて、存在動詞「あい」に準じた活

用をするか、「むぬ」をつけ、それに「コピュラ」の「あい」をつけて、活用させる。

動詞・補助動詞は見出しにその活用形タイプを記してある。タイプは「母音活用」「子

音活用」「不規則活用」にわかれる。「子音活用」はさらに語幹末に現れる子音の種類によ

り分類される。この分類は便宜的なものであり、必ずしも言語学的に厳密なものではなく、

活用のタイプを網羅的にするために採用されている。例えば、w 活用は共通語の「買う」の

場合は、「買わない (kaw-anai)」のように w が未然形で現れるために kaw-を子音語幹として

認める根拠となりえるが、池間方言では w の形が現れることはない。これは母音間で w が

脱落するためである。このため、「買わない」にあたる形は ka-an になるが、この ka-an の

an の形は他の子音語幹の動詞と同じであり、子音語幹動詞に延長語幹-a を加えた、いわゆ

る「未然形」に否定の接辞 n をつけた形になっている。以下にみられるように使役形、受

け身形などでも、このタイプの動詞はあたかも w があるかのようにふるまうため、便宜的

に w 活用として子音活用の一種として扱う。

8.2 動詞の基本的な活用について

「不規則活用」動詞は活用形により語幹がかわる動詞「あす (する)」と「あい (言う、歌

う)」「ふー (来る)」の三つを認める。ほかに、コピュラ「あい (だ、である)」と存在動詞

「あい (ある)」、「うい (いる)」は否定形にいわゆる補充形 (suppletion) を持ち、過去形が他と

異なるため、別に説明をした。音韻変化が複雑なため、やや活用形が予測しにくいものに

関しては、できるだけ本文に見出し語としてあげ、本文中でも説明を加えた。

8.2.1 動詞活用のパラダイムの説明

池間方言の活用は他の宮古方言に比べると比較的単純で、「未然形」「連用形/命令形」

「基本形」が分かれば、活用形式を示すことができる。語幹はこれらの活用形から取り出す

ことができる。動詞活用の語幹表記は煩雑さを避けるため本文中で使った簡略音声記号

を使わず、池間方言を表記するためのローマ字正書法を使っている。この表記に付いては

Takubo (2021) を参照。これは tts などの重子音表記を避けるためと視認性を高めるためで

ある。また、なるべく混乱が生じない場合はかな表記を用いる (かな表記の方針については

田窪 (2020) を参照)。8.2 節では左の音声記号の代わりに次の表記法を用いる。

xv



8. 活用形

[j] ＞ y

[ts]＞ c

[dz]＞ z

[ɨ] ＞ I (小文字の i に横線の入ったものを大文字の I でしめす)

[tɕa]＞ cya

[tɕu]＞ cyu

長音記号は母音のみ「:」を用いた。

「ん」は視認性を重視して N で表記する。

語幹 語幹は子音語幹と母音語幹に分けた。語幹の名称は便宜的なものであり、音韻規則、音

韻形態規則を設定することによりさらに一般化をすることができるが、複雑な規則なし

に簡単に実際の活用形が導き出せることを目的とした。詳しくは林 (2009)、下地 (2018)
などを参考にされたい。w 語幹は、「うむー」のように、語幹の最終母音が/u/になる場

合は umuw-のように子音語幹としてふるまう場合と、umu:-のように母音語幹としてふ

るまう場合があるが、それらはここでは明示しなかった。詳しくは Takubo (2021) を参

照されたい。ここでは基本的な活用形の作り方だけを述べた。

未然形 母音語幹は語幹と同じ形例：みー (見る)、いび (植える)
子音語幹は語幹に a をつける。例：あいか aik-a (歩く)

連用形 母音語幹は語幹が長母音「いー」i: の場合は語幹と同じ。例：みー

語幹が短母音「い」i の場合は、i をつけて長母音 i: にする。例：いびー

命令形 命令の意味を表し、文終止が可能。

母音語幹：語幹に「る」をつける。例：みーる (見る)、いびる (植える)
子音語幹：語幹に-i をつける。例：あいき aik-i (歩く)

基本形 文の終止形式としても使われるが、名詞修飾形式としても使われ、また様々な語を後続

させることもできるため、終止形でなく、基本形とした。基本形は次のように作られる。

母音語幹の基本形は語幹と同じ。

子音語幹の基本形は、語幹末子音の種類によりいくつかのタイプに分類される。
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8. 活用形

基本形の作り方 子音語幹の基本形は、まず語幹の種類により i をつけるもの、I (= [ɨ]) を
つけるもの、u を付けるものにわかれるが、そのあと様々な二次的音韻変化をおこすこと

がある。

【1】i をつけるもの［歴史的には舌尖母音だった I (= [ɨ]) が付いて、子音が落ち、それ

から I (= [ɨ]) が i に変化したと思われる］

-z, -r/-rr, -m/-n → -zi, -ri/-rri, -mi/-ni

(二次的音韻変化-1) zi, ri, rri はその子音が規則的に落ちる

zzi → i 例：azzi → ai あい (言う、歌う)

zi → i 例：bizi → bii びー (座る)

ri/rri → i 例：turi → tui とぅい (取る)

mugyarri → mugyai むぎゃい (おなかがごろごろする)

(二次音韻変化-2)mi/ni は i が落ち鼻音が撥音化する

mi/ni → m/n → N (撥音)

例：yumi → yum → yuN ゆん (読む)

sIni → sIn → sIN すん (死ぬ)

nmi → nm → nN んー (膿む)

【2】I ( = [ɨ]) をつけるもの

-ff, -c/-cc、-s/-ss → ffI, cI/ccI、sI/ssI

aic + I → aicI あいつ (歩く)

nbus + I → nbusI んぶす (蒸す)

cuff + I → cuffI ちゅっふ (作る)

cIcc + I → cIccI つっつ (切る)

ss + I ->muss + I むっす (むしる)

(二次的音韻変化) 語幹が二重子音で終わるものはそれを短子音にし母音を長母音化す

る。「作る」「切る」「むしる」などの二音節以上の動詞は上の単純形とこの二次的音

韻変化を経た形の両形が存在する。

ss + I → sI: すー (知る、わかる)
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8. 活用形

ff + I → fI: ふー (降る)

cuff + I → cufI: ちゅふー (作る)

cc + I → cI: つー (釣る、切る、切れる)

cIcc + I → cIcI: つつー (切る)

ss + I → musI: むすー (むしる)

【3】u をつけるもの

-ff, -b、-w, vv → -ffu, -bu、-wu, -vvu

(二次的音韻変化-2)bu, wu, vvu はその子音が落ちる

bu → u 例：ゆらう (呼ぶ)

wu → u 例：かう (買う)

vvu → u → u: 例：うー

8.2.2 活用の表

つぎの活用表には 2 種類の母音語幹と 21 種類の子音語幹動詞がまとめられている。母

音語幹動詞は語末が短母音 /i/ か長母音 /i:/ かによって区別する。子音語幹動詞は語幹の最

後の子音によって区別するが、あるものはこの子音自体が変化する (例：k 語幹動詞は「い

か」「いきー」「いつ・いふ」つまり k-k-c/f のように子音が変わっている)。また、あるもの

は連用形と命令形の間で規則的に子音がかわる (例：s/h 語幹は「うたひー (連用形)・うた

し (命令形)」のように /h/ 系列と /s/系列の子音が使われている)。
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8. 活用形

未然形 連用形/命令形 基本形

母音語幹 語幹と同じ 連用形：語幹末が長母音の場合、語幹と同

じ、短母音の場合は長母音にする/命令形：

語幹に「る」を加える

語幹と同じ

母音語幹 mii- (見る) みー みー/みーる みー

母音語幹 ibi- (植 え

る)
いび いびー/いびる いび

子音語幹 語幹 + a 連用形：語幹 + i (i) (長母音 i: が原則である

が短くなることもある)/命令形：語幹 + i
語幹 + {i/I/u}

b 語幹 yurab- (呼
ぶ)

ゆらば ゆらびー/ゆらび ゆらう

c/cc 語幹 cc- (切 る、

釣る、着る)
っちゃ っちー/っち つー

cc/tt 語幹 cIcc- (切
る)～cItt-
(切る)

つっちゃ つっちー～つってぃ/つっち～つってぃ つっつ～つ

つー

f/ff 語幹 ff- (降る) っふぁ っふぃー/っふぃ ふー

f/ff 語幹 cjuff- (作
る)

ちゅっふぁ ちゅっふぃー/ちゅっふぃ ちゅっふ～

ちゅふー

g 語幹 u:g- (泳ぐ) うーが うーぎー/うーぎ うーず

k 語幹 ik- (行く) いか いきー/いき いつ～いふ

m 語幹 yum- (読
む)

ゆま ゆみー/ゆみ ゆん

mm 語幹 mm- (膿む、

濡れる)
んま んみー/ (んみ) んー

n 語幹 sIn- (死ぬ) すな すにー/ (すに) すん

r/rr 語幹 tur- (取る) とぅら～(と
ぅっら)

とぅりー～（とぅっりー）～とぅいー/とぅい とぅい

r/rr 語幹 mugyar-
((水 な ど

が) 濁る)

むぎゃら～

むぎゃっら

むぎゃりー～むぎゃっり/むぎゃっり むぎゃーい

s 語幹 us- (な く

す)
うさ うしー/うし うす

s/ss 語幹 ss- (知 る、

わかる)
っさ っしー/っし すー

s/h 語幹 utas- (打た

す)
うたは うたひー/うたし うたす

c/t 語幹 tac-～tat-
(立つ)

たちゃ～た

た

たてぃー～たちー/たてぃ～たち たつ
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8. 活用形

未然形 連用形/命令形 基本形

zz/dd 語幹 cIzz-～
cIdd- (妨害

する)

つっだ～つ

っじゃ

つっでぃー～つっじー/つっでぃ～つっじ つっず～つ

ずー

vv 語幹 vv- (売る) っゔぁ っゔぃー/っゔぃ うー

w 語幹 kau- (買う) かー かいー/かい かう

z 語幹 biz- (座る) びじゃ びじー/びじ びー

zz 語幹 azz- (言う、

歌う)
あっじゃ あっじー/あっじ あい

8.2.3 使役形、受身・可能形、尊敬形の派生の仕方

使役形 母音語幹の場合：語幹に「っさす」をつける。結果は s/h 語幹の動詞になる。

例：みーっさす mii-ssasI、いびっさす ibi-ssasI

子音語幹の場合：語幹に-asI「あす」をつける。結果は s/h 語幹の動詞になる。

例：ゆます yum-asI、びじゃす bizy-asI、かわす kaw-asI ＞かーす ka-asI

受身・可能形 母音語幹の場合：語幹に rai「らい」をつける。結果は母音語幹の動詞に

なる。

例：みーらい mii-rai (見られる (受身、可能))、いびらい ibi-rai (植えられる (受身、可

能))

子音語幹の場合：語幹に -ai「あい」を付けて表す。結果は s/h 語幹の動詞になる。

例：ゆまい yum-ai (読まれる、読める)、(かわい kaw-ai ＞) かーい ka-ai (買われる、買

える)

「っそぅー (拾う)」のように「u:」で終わる動詞の場合は「ua ＞ u: という規則がはたらくた

め「っそぅー ssu + あい ai」は「っそぅーい ssu:i」となる。

尊敬形 母音語幹の場合：語幹に「さまい」を付けて表す。結果は母音語幹の動詞になる。

例：みーさまい mii-samai (ご覧になる)、いびさまい ibi-samai (お植えになる)

子音語幹の場合：語幹に「あまい)」を付けて表す。結果は母音語幹の動詞になる。

例：いかまい ik-amai (いらっしゃる)、ゆままい yum-amai (お読みになる)
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8. 活用形

8.2.4 それぞれの活用形に続くもの

未然形に続くもの

否定：ん (しない)

母音語幹：みーん、いびん

子音語幹：あいかん、ゆまん

意向形：でぃ (しよう)

母音語幹：みーでぃ、いびでぃ

子音語幹：いかでぃ、ゆまでぃ

意志否定：じゃーん (しない (よ))

母音語幹：みーじゃーん、いびじゃーん

子音語幹：いかじゃーん、ゆまじゃーん

否定過去：っだん (しなかった)

母音語幹：みーっだん、いびっだん

子音語幹：いかっだん、ゆまっだん

条件：ば (すれば)

母音語幹：みーば、いびば

子音語幹：いかば、ゆまば

譲歩 1：(否定) + まい (しなくても)

母音語幹：みーんまい、いびんまい

子音語幹：いかんまい、ゆまんまい

譲歩 2：(条件) + ばんまい (しても)

母音語幹：みーばんまい、いびばんまい

子音語幹：いかばんまい、ゆまばんまい
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8. 活用形

連用形に続くもの

アスペクト形式など

うい (～ている)、あい (～てある)、にゃーん (～てしまう)、すてぃ (～てしまう)、

うっつ (～ておく)

みー (～てみる)、はっじゃつ (～そこねる)

いつ (～ていく)、ふー (～てくる)、ふぃー (～てやる、てくれる)

うとぅい (～ながら、ていて)

接続助詞などから (＝てから (時間の始点))

いきーから (行ってから)

基本形に続くもの

テンス・モダリティ

たい (過去形)、がまた (べきだ、予定だ)、はず (はずだ、だろう)、など

接続形

そぅが (逆接：けれど)、んつきゃ (比較：より)、ばどぅ (条件・理由：たら、れ

ば；ので、から)、てぃがー (条件：たら、と)、きゃ (～時)、が (目的：に)、っち

ゃーん (同時進行：ながら) など

複合動詞

ぐり (～にくい)、やす (～やすい)、はっじゃつ (～失敗する)、ほぅす (～たい)、

はずみ (～始める)、すきゃき (～始める)、など

終助詞

な (禁止)、な (か、真偽疑問)、が (なの、疑問詞疑問)、どー (よ)、そぅーで (よ)、

ちゃ (そうだ)、てぃんどー (そうだ)、さ (だろう)、など
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8.3 不規則動詞

8.3.1 コピュラあい ai (だ、である)

語幹 a～ya、ar, yar
あい～やいあら～あ～やら

基本形 あい通常、肯定、文終止の位置では省略される。

過去形 あたい

連用形 (共通語の「で」に当たる活用形はない。「名詞 + や　ひー」などを用いて表すこともで

きる

例：くりゃー　まさいや　ひー　くりゃー　かに。

「これはマサイで、これはカニだ。」

未然形 あら

否定 あらん

例：あいやあらん。

「そうではない。」

否定過去形 あらっだん

例：うらー　あい　あらっだん

「それはそうではなかった。」

否定連用形 あらだ

例：くまー　がっこー　あらだ　こーみんかん。

「そこは学校ではなく、公民館だ。」

条件形 やらば

例：ばが　とぅいやらば　まいにつ　てぃんぬ　とぅー。「私が鳥だったら毎日空を飛

ぶ (のに)。」
接続形 やい

普通「やいば (なので)」、「やいそぅが (だけど)」、「やらばんまい (であっても)」、「やい

てぃがー (だったら)」などの形をとる。

例：からー　つむたみ　やいば「かれは冷静な人だから...」
　　からー　つむたみ　やいそぅが「かれは冷静な人だけれど...」
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8.3.2 存在動詞

あい (ある) うい (いる)
基本形 あい うい

過去形 あたい うたい

連用形 ありー うりー

未然形 あら うら

　否定 　にゃーん 　みーん

　否定過去

形

　にゃーっだん 　みーっだん

　否定連用

形

　にゃーだ 　みーだ

条件形 あらば うらば

接続形 あいば (あるので、あるから)、あいそぅが

(あるけれど)、あらばんまい (あっても)、
あいてぃがー (あったら) など

ういば (いるので)、ういそぅが (いるけれ

ど)、うらばんまい (いても)、ういてぃが

ー (いたら) など

8.3.3 あす (する)

語幹 as, hu, hii

基本形 あす

過去形 あすたい

連用形 ひー

未然形 ほぅ

　否定 　ほぅん

　否定連用 　ほぅだ

　譲歩 　ほぅんまい、ほぅばんまい

否定過去形 ほうっだん

否定連用形 ほぅだ

接続形 あすば (するから)、あっそぅが (するけれど)、

あすてぃがー (すれば)、

ひーから (してから)、

ほぅばんまい (しても) 、などの形をとる。

命令形 あっそぅ (しろ)
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8.3.4 ふー (来る)

語幹 fu:/ku:/tt

基本形 ふー

連用形 ってぃ～っち

未然形 くー

否定 くーん

否定連用 くーだ

譲歩 くーばんまい、くーんまい

命令形 くー

過去形 ったい

否定過去形 くーっだん

接続形 ふーば (来るので、来るから)、ふーそぅが (来るけれど)、

ふーてぃがー (来たら) 、などの形をとる。

8.4 形容詞の活用

形容詞、「むぬ」などを付け、語幹を名詞扱いしてコピュラの「あい」を付けて活用さ

せる場合と、「かい (r/rr 語幹)」を付けて活用させる場合とがある。ここでは「あつかい (暑

い、熱い)」の活用をあげる。

語幹 acIkar-

基本形 あつかい

連用形 あつかりー

未然形 あつから

　否定 　あつからん

　否定連用 　あつからだ

　譲歩 　あつからばんまい、あつからんまい

命令形 無し

過去形 あつかたい

否定過去形 あつからっだん

接続形 あつかいば (暑いので)、あつかいそぅが (暑いけど)、

あつかいてぃがー (暑かったら) 、などの形をとる。
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9 提題形と目的格形の変化

提題助詞 (「あ」a ) は接続する名詞の最後の音節のタイプにより次の様に変化をする。

前接名詞の語末音 提題形

短母音 (a) (長母音) さた (砂糖) + あ さたー (砂糖は)

短母音 (u) (長母音) っぞぅ (魚) + あ っぞぅー (魚は)

長母音 や きー (木) + あ きーや (木は)

二重母音 まい (米) + あ まいや (米は)

子音 + i ゃー あみ (雨) + あ あみゃー (雨は)

さき (酒) + あ さきゃー (酒は)

す っさ かーす (菓子) + あ かーっさ (菓子は)

つ っちゃ あかつ (血) + あ あかっちゃ (血は)

ず っじゃ ぶーず (サトウキビ) + あ ぶーっじゃ (サトウキビは)

ん1 んな みどぅん (女性) + あ みどぅんな (女性は)

目的格助詞 (「う」u ) は接続する名詞の最後の音節のタイプにより次の様に変化をする。

前接名詞の語末音

短母音 (a) う さた (砂糖) + う さたう (砂糖を)

短母音 (u) (長母音) っぞぅ (魚) + う っぞぅー (魚を)2

長母音 ゆ きー (木) + う きーゆ (木を)

二重母音 まい (米) + う まいゆ (米を)

子音 + i ゅー あみ (雨) + う あみゅー (雨を)

さき (酒) + う さきゅー (酒を)

す っそぅ かーす (菓子) + う かーっそぅ (菓子を)

つ っちゅ あかつ (血) + う あかっちゅ (血を)

ず っじゅ ぶーず (サトウキビ) + う ぶーっじゅ (サトウキビを)

ふ ふー たうふ (豆腐) + う たうふー (豆腐を)

っふ たうっふ (豆腐を)

ん3 4 ぬ みどぅん (女性) + う みどぅんぬ (女性を)

1高齢者 (85 歳以上) では語末の m と n は区別されるため、これらの話者では、im (海)、in (犬) の提題形は、

「いんま」imma (海は)、「いんな」inna (犬は) のように区別される。
2-u で終わる名詞 (「っぞぅ」) は提題形と目的格形がおなじになる。
3「ん」は「ぬ」でなく「ゆ」も許される。みどぅん + う＞みどぅんゆ。
4提題助詞と同じく高齢者 (85 歳以上) では語末の m と n は区別されるため、これらの話者では、im (海)、
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10 アクセント

池間方言は弁別的なアクセントを持ち、3 種類のアクセント型 (A 型、B 型、C 型) が対

立する (Igarashi et al. 2011; 五十嵐他 2012) A 型、B 型、C 型は、琉球祖語に再建されるアク

セント類である A 系列、B 系列、C 系列 (松森 2000) におおよそ規則的に対応することから、

池間方言は琉球祖語におけるアクセントの区別を比較的忠実に保持しているということが

できる。その一方で、祖語の A 系列に属する 2～3 モーラ単純名詞の大部分が、池間方言

では B 型として反映される (すなわちこの環境で A 系列と B 系列が合流している) という

新しい特質も観察される (五十嵐 2016b)。対立するアクセント型の数は品詞ごとに異なり、

名詞と形容詞は 3 種類、動詞は A 型と C 型の 2 種類が対立する (Igarashi et al. 2018)。

池間方言のアクセント型は広範な環境で中和するという特徴がある (五十嵐 2016a,

2016b)。例えば語を単独で発話した場合、2～3 モーラ名詞では A 型と B 型が中和し、4 モ

ーラ以上の単純名詞ではすべての型が中和する。したがって、ある語がどのアクセント型

を持つかを判定するためには、分析対象の語を特定のキャリア文に入れる必要がある。ど

のような環境において中和が生じないのかは完全には解明されていない。しかし (1) のキ

ャリア文を用いると、名詞、動詞、形容詞それぞれのアクセント型の判定が行えることが

明らかになっている。本辞書でも (1) のキャリア文を用いることによってアクセント型の

同定を行った。(X は分析対象の名詞、動詞あるいは形容詞を表す。)

(1) キャリア文

a. 名詞　　 X 　まい　にゃーん「X もない」

b. 動詞　　 X 　はず「X だろう」

c. 形容詞　 X 　むぬ　はず「X だろう」

(1) のキャリア文に入れられた 2～3 モーラ語のアクセント型は (2) のように実現する。(“ _”

と “ ^” はそれぞれピッチの上昇、下降を表す。また太字は高く実現するモーラを表す。)

in (犬) の目的格形は、「いんむ」immu (海を)、「いんぬ」innu (犬を) のように区別される。
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(2) 　

a. 名詞

A B C

た_び^　まい　にゃーん た_き^　まい　_にゃーん な_び　まい^　にゃーん

「旅もない。」 「丈もない。」 「鍋もない。」

ぬ_るい^　まい　にゃーん む_ぬい^　まい　_にゃーん う_むい　まい^　にゃーん

「呪いもない。」 「言葉もない。」 「思いもない。」

b. 動詞

A B C

た_つ^　はず た_つ　はず

「焚くだろう。」 「立つだろう」

す_かす^　はず す_かす　はず

「耕すだろう。」 「騙すだろう」

c. 形容詞

A B C

あ_ま^　むぬ　はず な_が^　むぬ　は_ず し_ば　むぬ^　はず

「味が薄いだろう。」 「長いだろう。」 「心配だろう。」

き_ばす^　むぬ　はず す_だす^　むぬ　は_ず が_ばー　むぬ^　はず

「貧乏だろう。」 「涼しいだろう。」 「大きいだろう。」

アクセント型は、フレーム文における 2 番目・3 番目の 2 モーラ以上の形態素の高さに

基づいて決定される。双方ともが高くないものが A 型であり、2 番目が低く 3 番目が高い

ものが B 型であり、2 番目が高く 3 番目が低いものが C 型である。

池間方言には 1 モーラの自由形式は存在せず、4 モーラ以上の語の多くは複合語である。

複合語と単純語とでは、たとえ同じアクセント型であっても、その実現が異なる。また、あ

る型を持つ単純語の実現が、別の型を持つ複合語の実現と表面上類似することがある (五

十嵐 2016b)。例えば、単純語「な_びゃ^ーら (へちま)」は C 型であるが (な_びゃ^ーら　_ま

い^ にゃーん)、「むず (麦)」と「ぐる (枯れた茎)」からなる複合語「む_ず^+ ぐる (麦の茎)」

は B 型である (む_ず^+ ぐる　_まい^ にゃーん)。さらに、同じアクセント型を有する複合語

であっても形態素境界の位置が異なると、アクセント型の実現が異なる。たとえば「みー

か (三日)」と「ない (成り)」からなる「_みーか^+ ない (一昨日)」と「みー (目)」と「かない

(敵い)」からなる「_みー^+ かない (目の良い人)」は同じく B 型であるが、複合語内部のピ

ッチ下降位置が異なる。

本辞書は、当該の語がどのアクセント型に属するかを A (A 型)、B (B 型)、C (C 型) のア
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ルファベットで表記する方法を用いる。この方法を採用した上で、4 モーラ以上の語のア

クセント型について十分な情報を記載するには、A, B, C のアルファベットに加えて、問題

の語が複合語か単純語かを示す必要がある。また、同じく複合語であってもアクセント型

の実現は形態素境界によって異なるため、複合語には形態素境界情報も付与する必要があ

る。しかしながら、ある語が複合語か単純語かを包括的に判断できる方法が見つかってい

ないため、これらの情報を網羅的に与えることができない。したがって、語の長さや形態

論的構造に拘わらずアクセント型に関する情報を統一的に与えるためには、A, B, C のアル

ファベット表記法を排して、“ _ ” や “^” といった記号を用いて表層のピッチパタンを表記

する方法が最も有益であると考えられるが、それは紙面の都合上不可能である。

以上の理由から、本辞書は 2 モーラ・3 モーラの名詞、動詞、形容詞について、A, B, C

のアルファベット表記法を用いてアクセント型の情報を記載した。その他の品詞に関して

は、アクセント型の調査方法自体が確立していないため、アクセント型の情報は与えられ

ていない。

3 モーラの名詞、形容詞の中には、上記の A, B, C の型に収まらないものが 16 語見つか

っている。本辞書ではそれを「B 特殊」「C 特殊」と名付け表記している (3)。

(3) B 特殊と C 特殊

B 特殊 C 特殊

ほぅ_な^ん　まい　_にゃーん ほぅ_ず^む　_まい^　にゃーん

「大波もない。」 「広い心もない。」

B 特殊に属するのは「ほぅなん (大波)」、「ほぅんつ (大通り)」の 2 語、C 特殊に属する

のは「はーか (赤毛の人)」、「はーな (大きい穴)」、「はーぶ (大きな洞窟)」、「ほぅーちゃ (大

口をたたく人)」、「ほぅーつ (伝染病の 1 種)」、「ほぅがら (大柄な)」、「ほぅぎゃん (高粱)」、

「ほぅずむ (広い心)」、「ほぅだに (大きな睾丸)」、「ほぅとぅー (大海)」、「ほぅどぅー (立派な

体格)」、「ほぅどぅー (リーフの名前)」、「ほぅぶに (大きな骨)」、「ほぅむず (大麦)」の 14 語

であり、そのほとんどすべてが語源的に接頭辞「ほぅ (大きい)」を含む語である。(アクセ

ント　文責　五十嵐陽介)
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あ

あ [a] 【助詞】提題を表す、「は」。提題

を表す「あ」はつく語の最後の音に従

って形が変わる（１）a で終わる語の

あとでは、aa になる　例：っふぁ（子

供）＋あ＝っふぁー（子供は）（２）u で

終わる語のあとでは u+a ＝ uu になる。

例：っぞぅ（魚）＋あ＝っぞぅー（魚

は）（３）i で終わる語の後では i+a=jaa

になる。例：さき（酒）＋あ＝さきゃー

（４）二重母音、長母音で終わる語の後

では　 ja になる。例：まい（米）+ あ

＝まいや（米は）。（５）子音＋ で終わ

る語の後では、子音を「っ」を入れて促

音にしてから「あ」をつける。例　ど

ぅす（dus、友達）＋あ＝どぅっさ（ど

もだちは）。（６）「ん」で終わる後のの

あとでは、「んな」になる。例　みどぅ

ん（miduN、女性）＋：みどぅんな（女

性は）。（６）n で終わる名詞は、nn にし

て「あ」をつける。例：いん（海、犬）+

あ＝いんな（海は）。 【例】あちゃー　

かでぃふっちゃ（明日は台風だそうだ）。

あいっぞぅー　あうさりむぬ（アイゴ

は生臭い）。うぬ　さきゃー　んめ　あ

ぱりー　ぬまいん（その酒はもうアル

コール分が抜けていて飲めない）。きゅ

ーや　やぐみ　あうひぐるむぬ（今日

はとても肌寒い）。あかいらうっちゃ　

びゅーい　むぬまいどぅ　あい（アカ

イラウツは毒のあるものもある）。かぬ

　みどぅんな　あてぃ　あぱらぎかい

ばならん（あの女性は余りにも美しい）。

［変異］や。

あ [a]【助詞】目的語を表す（「う」に対

して、第二目的格ともよばれる）、「を」。

提題を表す「あ」と同じ変化をする。

【例】さきゃー　ぬみー　みはなー　あ

かたん　なるー（酒を飲んで顔が赤く

なった）。じかんな　あーひー　っさら

んかい　いかでぃ（時間を合わせて平

良に行こう）。［変異］や。［類］う。

あー [aː] 【名詞】［B］粟。 【例】あー

だーら（粟俵）。あーぬ　っさ　とぅい

（粟の下草取り）。んきゃーんな　あーひ

ーどぅ　じゃうなうゆ　うさみゅーた

いちゃ（昔は粟で税金を納めていたそ

うだ）。

あーき [aːki] 【感動詞】困ったなあ。

【例】あーき、でぃんぬどぅ　ばっしー

　ってぃにゃーん（困ったなあ　お金

を忘れて来ちゃった）。
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あーぎ

あーぎ [aːɡi]【名詞】［A］上、高い方；

上座；上級。【例】ほぅんぬぎゃー　つ

くいぬ　あーぎん　うっき（本は机の

上におけ）。たむぬーぎゃー　かなまい

ぬ　あーぎん　ぬーひー　かみる（薪

を頭の上にのせろ）。っゔぁが　かない

まいぬ　あーぎんな　かじゃんぬ　と

びゅー（お前の頭の上に蚊が飛んでい

る）。まさいが　やーや　ばが　やーぬ

　あーぎなぎんどぅ　あい（マサイの

家はうちの家の北の方にある［上手の

高い後ろの方が北に当たることが普通

である］）。かじゃー　きーぬ　あーぎ

んどぅ　ふつ（風は木の上に吹く［＝

波風は最高責任者に吹く（当たる）］）。

そぅじゃっそぅー　あーぎんかい　い

かまてぃ（先輩達は上座に行って下さ

い）。あーぎぬ　がっこー（高校以上の

上級学校［昔は旧制中学、旧制高校、大

学のことを指した］）。んきゃーんな　

きばんかいてぃがー　うむくとぅ　あ

らばんまい　あーぎぬ　がっこうんか

いや　いかはいっだん（むかしは貧乏

だったら能力があっても上級学校には

進学させられなかった）。［類］あーび、

わーぎ、わーび、わーら。

あーきどぅーき [aːkiduːki] 【成句】

開けっ放し。 【例】かまぬ　やーや　

いつまい　あーきどぅーき（向こうの

家はいつも開けっ放しだ）。あーきどぅ

ーき　やー（戸の開けっ放しの家）。

あーぐ [aːɡu] 【名詞】［C］歌。 【例】

あーぐー　あい（歌を歌う）。かりゃー

　さぐー　いりー　あーぐー　あっじ

ゅー（彼は彼独特の歌い方で歌をうた

っている）。

あーぐしゃ [aːɡuɕa] 【名詞】歌の上

手い人、御嶽で祈願専任役の人。

あーさ [aːsa] 【名詞】［C］〘食〙あお

さ［岩に付着する食用の海藻］。 【例】

あーさう　とぅい（あおさを取る）。ほ

ぅらばまんきー　あーさ　かつが（大

浦湾にあおさをむしり取りに（行く））。

かーき　あーさう　むっす（乾いたあ

おさをむしり取る）。

あーす [aːsɨ] 1○【動詞】［s/h 語幹］［A］

（時間、性格などを）合わせる、重ねる；

重ね着する。【例】じかんな　あーひー

　っさらんかい　いかでぃ（時間を合

わせて平良に行こう）。にんぎんぬ　と

ぅずぶとぅー　うむくとぅ　あい　ひ

とぅぬどぅ　ほぅりむぬんかい　あー

すばどぅ　じゃうかい（人間の夫婦は

頭の良い人が馬鹿者に合わせる方が良

い）。うぬきゃが　ふたーいや　あーは

いん（その二人は合わせられない）。や

りずんぬ　あーひー　かうー（古着を

重ねて掛布団にする［＜重ねて被る］）。

2○【動詞】［s/h 語幹］［A］乗せる。【例】

っゔぁが　くるまんかい　くるー　あ

ーし（お前の車にこれを載せろ）。ぬー

まんな　ぐずき　ばかーいどぅ　あー

はい（馬には 50 斤［＝ 30 キロ］ぐらい

が乗せられる）。［類］ぬーす。

あーす [aːsɨ]【動詞】［s/h 語幹］［A］押
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あーす

しだす、しぼり出す、（膿やニキビなど

を）つぶしてだす。 【例】つーゆ　あ

ーす（母乳を出す）。んつんぬ　あーす

（ニキビを潰す）。ほぅがさー　んみーど

ぅーば　んーくー　あーし（おできは

赤く化膿しているので濃を出せ）。

あーつ [aːtsɨ] 1○【動詞】［k 語幹］［A］

（しまったものが）開く。 【例】やどぅ

ぬ　あーつ（戸が開く）。くぴんぬ　ふ

たー　あーかん（瓶の栓が抜けない）。

みーぷたいかいば　みーや　あーかい

ん（まぶしくて目が開かない）。［変異］

あーふ。［類］あつ、あふ。 2○【動詞】［k

語幹］［A］（しまったものを）開ける。

【例】やどぅー　あーつ（戸を開ける）。

くぴんぬ　ふたう　あーつ（瓶の栓を

抜く）。みーゆ　あーつ（目を開ける）。

ふっちゅぎゃー　あーかだうり（口を

開けるな［＞いらないことをしゃべる

な］）。［変異］あーふ。［類］あつ、あふ。

あーったつばう [aːttatsɨbau] 1○【名

詞】粟の収穫時期に粟の実を取るため

に粟を叩く棒。【例】あーったつばうひ

ー　あーゆ　ったつ（粟叩く棒で粟を

叩く）。 2○【名詞】柔道の背負い投げ［棒

を振り回すことと柔道の背負い投げが

似ていることからそう言われている］。

あーつな [aːtsɨna] 1○【形容詞】何をす

るか分からない、乱暴な、突拍子もな

い。【例】からー　あーつなんまりむぬ

　やいば、なうゆ　あすががら　っさ

いん（彼は突拍子もないやつなので、な

にをするかわからない）。からー　いつ

まい　あーつなかいばならん（彼はい

つもなにをしだすかわからない）。［類］

あじゃーな。 2○【名詞】何をするか分か

らない人、乱暴な人、突拍子もない人。

あーなか [aːnaka]【名詞】粟畑。【例】

ばー　あーなかう　まーりー　みーく

ーでぃ（私は粟畑を見て回ってこよう）。

ばー　あーなかー　むちや　うらん（私

は粟畑は持っていない）。

あーぬい [aːnui] 【名詞】粟のおにぎ

り。 【例】あーぬいゆ　ふぁう（粟の

おにぎりを食べる）。

あーぬいや　ばりーどぅ
[aːnuija bariːdu]【成句】瓜二つ。【例】

うぬきゃが　っざっふぁー　あーぬい

や　ちゃらてぃー　ばりーどぅ（彼ら

父子は（粟のお握りをまっぷたつに割

ったように）瓜二つだ）。

あーぬうはつ [aːnuuhatsɨ] 【名詞】

粟の初もの［お供えに使う］。 【例】あ

ーぬうはっちゅ　かんかい　うさぎで

ぃ（粟の初物を神様にお供えしよう）。

あーはな [aːhana]【名詞】上の方、表

面。 【例】つくえぬ　あーはなう　と

ぅみーみーる（机の上を探してみろ）。

みずぬ　あーはなん　っさぬどぅ　ゆ

りゅー。（水の上に草が揺れている）。あ

ーはなう　みーる（上側をみなさい）。

ゆーいぬ　すきむぬぬ　あーはなう　

とぅいー　かんかい　すきー（お祝い
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あーばん

の供え物の上（の方の一部）を取って

神に供える）。［類］はな。

あーばん [aːban] 【名詞】「名詞＋｛～

ぬ・が｝」や「節＋ぬ」の後ろについて

「～だけでなくその他に、～の上に」を表

す。 【例】りょこーぬ　あーばん　で

ぃんまい　っじたい（旅行をさせても

らった上に金も貰った）。りょこーんか

い　いきぬ　あーばん　でぃんまい　

はーさ　っじたい（旅行に行った上に、

お金もたくさんもらった［＞行かせて

もらった］）。ういが　あーばん（それ

以外に、その上に）。［変異］わーばん。

あーび [aːbi]【名詞】［A］上、高い方；

上座；上級。 ［変異］わーび。［類］あ

ーぎ。

あーび [aːbi]【名詞】［C］〘貝〙アワビ。

【例】あーびぬ　からひーどぅ　ぶー

ゆぎゃー　そぅー（アワビの殻で苧麻

の皮を削ぐ）。

あーびゅーい [aːbjuːi]【名詞】大祭

事日和、大日取り、仲間御嶽で行われる

収穫感謝祭で神酒が振舞われる。 ［類］

ほぅっびゅーい、かんびゅーい。

あーふ [aːfu] 1○【動詞】［k 語幹］［A］

（しまったものが）開く。 ［変異］あー

つ。 2○【動詞】［k 語幹］［A］（しまった

ものを）開ける。［変異］あーつ。

あーぶ [aːbu] 【名詞】［A］穴、洞窟。

【例】やらびんみゃー　あーぶぬ　な

かん　かっふゅーたい（子供たちは洞

窟の中に入って隠れていた）。［類］は

ーぶ。

あーぶ [aːbu]【名詞】［B］洞窟。［変

異］あぶ。

あーらうんーた [aːraunːta]【名詞】

〘植〙ヒメクマヤナギ。

あーらうんーたぎー [aːraunː-
taɡiː] 【名詞】〘植〙ヒメクマヤナギの

木。

あい [ai] 【動詞】［不規則動詞］［A］コ

ピュラ「だ、である」の終止形。過去形

は「あたい」、連用形はなく、代わりに

「名詞＋や　ひー」などを用いる。否定

形は「あらん」、否定過去形は「あらっ

だん」、否定連用形は「あらだ」。通常、

肯定、文終止の位置では省略される。接

続形　～ば、～そぅが、未然形＋ばんま

い、などでは「やいば」「やいそぅが」

「やらばんまい」の形をとる。

あい [ai] 【指示詞】〘指示副詞〙そのよ

うに、そう；そうだ；「あいぬ」の形で、

「そのような、そんな」　。 【例】あい

や　あらん（そうではない）。 A: うら

ー　あいな？　 B: んーでぃ　あいだら

（A: それってそうなの？　 B: そう、そ

うなんだよ）。うりゅーぎゃー　あいや

　ほぅん（それはそうはしない）。うり

ゅーぎゃー　あいや　あっじゃん（そ

れはそうは言わない）。あい、あいてぃ

ぬ　くとぅだら（そう、そういうわけな

んだよ）。あいはず（そのはずだ［＜そ
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あい

うであるはず］）。あいぬ　むぬー　に

ゃーん（そんなものはない）。あいぬが

ら　っさいん（そうかも知れない）。あ

いどぅ　あたい（そうだった）。あいど

ぅ　うむー（そう思う）。あいちゃ（そ

のはずだ）。あいだら（そうだよ）。

あい [ai] 【形容詞】［A］（人に対して）

付きまとう、じゃれつく。 【例】かり

ゃー　ばぬんかいどぅ　うんそぅく　

あいかい（彼は私につきまとっている）。

［類］あり。

あい [ai] 【名詞】［B］〘植〙藍。 【例】

みやこじょーふーぎゃー　あいひどぅ

　そぅみー（宮古上布は藍で染める）。

あい [ai] 【名詞】［B］〘魚〙アイゴ。

【例】あいや　さすどぅす（アイゴは（毒

針があって）刺す）。［類］あいっぞぅ。

あい [ai] 【動詞】［母音語幹］［C］和え

る。【例】あい　じゅー（和えた野菜）。

んーぎーぬ　はーゆ　あいー　まくぶ

なますてぃー　ふぁう（芋の葉をあえ

てブダイの刺身として食べる）。

あい　あっそぅ [ai assu] 【成句】

そうしなさい。 【例】しーしーが　あ

すがにゃーん　あい　あっそう（先生

がやる通り、そうしなさい［＞やる通

りにやりなさい］）。［変異］あいっそぅ、

あやっそぅ。

あい　あらだ [ai arada] 【成句】そ

うではなくて、逆に。 【例】うぬ　く

とぅー　あいや　あらだ　じょ　かい

　ほぅでぃ（そのことはそうじゃなく

て、こうしよう）。うらー　あい　あら

だ、かいぬ　くとぅちゃ（それはそう

ではなくて、こうらしい）。［類］かい　

あらだ。

あい　あり [ai ari] 【成句】すこし

して、すこし時間がたってから；目的

地まで行くのにすこし時間がかかる。

【例】あいや　ありどぅ　かでぃふつぬ

　かいすかじゃー　ふつ（すこし間が

あってから台風の返しの風は吹く）。き

ゅーや　あみ　やいば　すかまうぎゃ

ー　あい　ありーからどぅ　すきゃき

でぃ（今日は雨だから仕事をもう少し

してから始めよう）。っさらんかいや　

あい　ありどぅ　いきゅーたい（平良

に行くのはある程度時間がかかった）。

いきまたーひや　ふにひー　あい　あ

りどぅ　いかいー（池間までは舟であ

る程度時間をかけないと行けない［＜

ある程度時間をかけて（はじめて）い

ける］）。

あい [ai] 1○【動詞】［不規則動詞］［C］

存在動詞、「ある」。「あい」は、本来連

体形であるが、焦点助詞「どぅ」があ

る文では終止形として使われる。焦点

助詞がない文では普通「あり」が終止

形として使われる。過去形は「あたい」、

否定形は「にゃーん」。 【例】あかい

らうっちゃ　びゅーい　むぬまいどぅ

　あい（アカイラウツは毒のあるもの

もある）。うたきんな　かうるぬどぅ　

あい（ウタキには香炉がある）。かぬき
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あい

ゃが　まいんどぅ　んまむぬぬ　あい

（あの人たちの所にご馳走がある）。［類］

あり。 2○【補助動詞】［不規則動詞］（連

用形について）ある状態になっている

ことを示す「～てある、～た」［共通語の

「てある」と違い、意志的な動作でなく

ても使え、「前もって準備のために～し

てある」という意味はない］。【例】きー

ゆ　たうひーあい（木をたおしてある）。

やーんかい　ばーっしゃー　むぬー　

とぅいが　いつ（家に忘れ物を取りに

行く［ばっしゃー＝ばっし＋あい］）。う

らー　ばが　っちゃーい　っぞぅ（こ

れは私が釣った魚だ［っちー＋あい＝

っちゃーい］）。やーぬ　かぎゃー　ん

じゃんかい　うきゃーががら　むいと

ぅ　とぅみらいん（家の鍵はどこに置

いたのか全然見つからない［うきゃー

＝うき＋あい］）。きゅーや　うまんか

い　っちゃー　かいや　ありーどぅー

（ここに来たかいがある［っちゃー＝っ

てぃ（来る）＋あい］）。

あい [ai] 1○【動詞】［r/rr 語幹］［C］（人

が）あばれる。 【例】やらびんみゃー

　やーぬ　なかん　ありーどぅー（子

供たちは家の中で暴れまわっている）。

［類］あり。2○【動詞】［r/rr 語幹］［C］（生

き物が）餌を求めて激しく集まる。【例】

うぬ　っぞぅー　うぬ　びじゅんかい

どぅ　うんそぅく　あい（この魚はこ

の餌にとてもあばれる［＞良くくいつ

く］）。びーやぬどぅ　っさりむぬんか

い　ありゅー（ゴキブリが腐ったもの

に集まっている）。くぬいぬ　やらびん

みゃー　あかばたういんかいや　あら

ん（最近の子供たちはスイカには集ま

らない）。［類］あり。 3○【動詞】［r/rr 語

幹］［C］（海などが）荒れる。【例】きゅ

ーぬ　いんな　ありーどぅー（今日の

海は荒れている）。［類］あり。

あい [ai] 1○【動詞】［zz 語幹］［A］言う　

［否定形：あっじゃん、連用形：あっじ、

命令形：あっじ、過去形：あいたい］。

【例】ばが　なーゆぎゃー　まさいてぃ

どぅ　あい（私の名前はマサイと言い

ます）。っゔぁー　んなまー　なうてぃ

どぅ　あいたいが（あなたは今何と言

ったのですか）。っゔぁー　んなまー　

なうががら　あいたいな（あなたは今

何か言ったのですか）。ばが　あいがに

ゃーん　あっじ（私の言うとおりに言

いなさい）。っゔぁが　なーや　あいぐ

りかいば　ならん（あなたの名前はと

ても言いにくい［＞発音しにくい］）。っ

ゔぁが　あっじゅーが　にゃーん（君

の言う通りだ）。むぬいゆ　あい（もの

を言う）。［変異］あっじ。 2○【動詞】［zz

語幹］［A］（歌を）歌う［否定形：あっ

じゃん、連用形：あっじ、命令形：あっ

じ、過去形：あいたい］。【例】さちこ

ー　あーぐー　あい　むぬぬどぅ　う

むっし（さちこは歌を歌うのが好きで

す）。っゔぁが　んﾟぬ　あっじゅーた

い　あーぐーぎゃー　なうてぃどぅ　

あい（あなたが昨日歌っていた歌は何

といいますか）。
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あいあす　かいあす

あいあす　かいあす [aiasɨ ka-
iasɨ] 【成句】あれこれすること。 ［変

異］あやす　かやす。

あいえいそぅが [aieisuɡa] 【接続

詞】でも、しかし、そうだけれども。

【例】あいえいそぅが　ばー　ほぅじゃ

ーん（それはそうだけど、おれはやら

ない）。［変異］あいやいそぅが、あいや

そぅが。

あいえてぃがー [aietiɡaː]【接続詞】

そうだったら、それじゃあ。 【例】A：

あちゃー　かでぃふつちゃ。　 B：あ

いえてぃがー　あちゃー　いきまー　

いかいん（A：明日は台風だってさ。B：

だったら明日は池間は行けない）。あい

えてぃがー　ばー　いかじゃーん（そ

うだったら私は行かない）。［変異］あ

いやてぃがー、やいてぃがー、やてぃが

ー、えてぃがー。

あいかい [aikai]【副詞】あれこれ、あ

れこれと。 【例】あいかいぬ　はなっ

そぅ　あすたい（いろんな話をした）。

からー　ばが　すかまう　なうゆまい

　あいかい　かしーや　ひーふぃーた

い（彼は私の仕事をなんでもあれこれ

手伝ってくれた）。

あいがにゃーん [aiɡanjaːn]【成句】

（～の）言うとおり。 【例】ばが　あい

がにゃーん　あっじ（私の言うとおり

言いなさい）。かいが　あいがにゃーん

　あい　あっそぅ（あの人の言うとお

りやりなさい）。っゔぁが　あいがにゃ

ーん　むぬいばどぅ　ばいかい（あな

たの言うとおり話したら（事態は）悪

くなるばかりだ）。

あいぎだうり [aiɡidauri] 【感動詞】

〘応答詞〙そうらしい。【例】A: からー

　やみーどぅーちゃ　 B: あいぎだうり

（A: あいつは病気だって　 B: そうらし

いね）。

あいくとぅ　にゃーんくと
ぅ [aikutu njaːŋkutu]【成句】あること

ないこと。 【例】かりゃー　あいくと

ぅ　にゃーんくとぅー　なうまい　ん

なない　むぬっじゅーたい（あいつは

あることないことを何もかも全て話し

た）。

あいたー [aitaː] 【名詞】ハンセン氏

病患者の蔑称、ライ病患者。 ［類］く

んきゃ、くんちゃ。

あいだーだら [aidaːdara] 【感動詞】

〘応答詞〙そうだ、そうなんだよ。【例】

あいだーだら、っゔぁが　あっじゅー

が　にゃーん（そうなんだよ、あなたの

言っている通りだよ）。［類］あいだら。

あいだい [aidai] 【名詞】食べかすが

散らかっている様子、またその性質、散

らかったもの、穀物の種で使えないく

ず種。 ［変異］あいだり。

あいだら [aidara]【感動詞】〘応答詞〙

そうだ、そうなんだよ。 【例】あいだ

ら、っゔぁが　あっじゅーが　にゃー
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あいだり

ん（そうなんだよ、あなたの言ってい

る通りだよ）。［類］あいだーだら。

あいだり [aidari]【名詞】食べかすが

散らかっている様子、またその性質、散

らかったもの、穀物の種で使えないく

ず種。 【例】やらびんみんみぬ　むぬ

ー　ふぁいぬ　あとぅー　やぐみ　あ

いだりどぅ　あたい（子供たちが食事

したあとは（食べかすで）とても散ら

かっていた）。むぬーふぁいぬ　あとぅ

ぬ　あいだりゅーぎゃー　とぅい（食

べた後の食べかすを取りなさい）。あい

だりぬ　すきゃーりゅーい（食べかす

など（米粒など食べた時にこぼれたも

の）が散らかっている）。［変異］あいだ

い。［類］くず、あいだりくず、あいだ

いくず。

あいだりくず [aidarikuzɨ] 【名詞】

食べかすが散らかっている様子、また

その性質、散らかったもの、穀物の種で

使えないくず種。 ［変異］ありだいく

ず。［類］くず、あいだり、あいだい。

あいちゃ [aitɕa] 【感動詞】〘応答詞〙

そうだって（さ）、だそうだ（よ）。【例】

あいちゃ。かいが　あすがにゃーん　

あっそぅ（だってさ。あいつのやる通

りにやってよ）。

あいつ [aitsɨ]【動詞】［k 語幹］［C］歩

く；（学校や会社に）通う；走る。［変

異］あいふ。

あいつー [aitsɨː] 【動詞】［cc/tt 語幹］

言い込める、詰（なじ）る、非難する。

【例】あいや　ひとぅーぎゃー　あいっ

ちゃん（そんなに他人を罵らない［＞

罵ってはいけない］）。［変異］あいっつ。

［類］あいっち。

あいっそぅ [aissu]【成句】そうしな

さい。 ［変異］あい　あっそぅ。

あいっぞぅ [aizzu] 【名詞】〘魚〙ア

イゴ。 【例】あいっぞぅー　ばかばい

むぬ（アイゴは（食べると）吹き出物が

出る）。あいっぞぅぬ　つーずんな　さ

さいな（アイゴの刺には刺されるな）。

［類］あい。

あいっち [aittɕi] 【動詞】［母音語幹］

言い込める、詰（なじ）る、非難する。

【例】かりゅーぎゃー　ちゅーく　あい

っちたい（あいつを強く非難した）。［変

異］あいってぃ。［類］あいっつ。

あいっつ [aittsɨ] 【動詞】［cc/tt 語幹］

言い込める、詰（なじ）る、非難する。

【例】ひとぅーぎゃー　まーぬ　あいっ

ちゃん（他人をあまり非難するな）。か

いん　あいっちゃいー　ばー　かさま

すかいば　ならっだん（あいつになじ

られて私は悔しくて仕方がなかった）。

かさますかいば　たやん　あいっちー

　すてぃる（悔しいから強く言い返し

てやれ）。［変異］あいつー。［類］あい

っち。

あいってぃ [aitti] 【動詞】［母音語

幹］言い込める、詰（なじ）る、非難す

る。 ［変異］あいっち。

8



あいつびゃー

あいつびゃー [aitsɨbjaː] 1○【名詞】歩

く速度が速いこと。【例】あいつびゃー

　ひとぅぬ　あとぅー　うーいん（歩

くのが早い人の後はついていけない）。

2○【名詞】赤ちゃんの歩き始めが早い

こと。【例】ばんたが　みどぅんっゔぁ

ー　むいとぅ　あいつびゃー　あたい

（私たちの娘は、歩き始めるのがとても

早かった）。

あいつんつ [aitsɨntsɨ] 1○【名詞】いつ

も行き慣れた道。 【例】うまぬどぅ　

ふくやまんかいぬ　あいつんつ（これ

が福山へ行くいつもの道だ）。 2○【名詞】

目的地までの途中。【例】どぅーや　ぶ

らんかいぬ　あいつんつん　ってぃー

どぅー（私たちは保良に行く道の中間

ぐらいに来ている）。はいんかいぬ　あ

いつんつん　どぅすん　いじゃうたい

（畑に行く途中で友達に会った）。

あいでぃ [aidi] 1○【名詞】［C］少しず

つ大切に食べること、少しずつでもた

くさんご飯が食べられるおかず、また

その性質。 【例】むぬーぎゃー　あい

でぃがまーひー　ふぁい（ご飯は（おか

ずと）すこしずつ合わせて食べなさい

［＞少量のおかずを大切にして少しずつ

食べろ］）。［類］かてぃー、かてぃ。 2○

【形容詞】［C］食べでがある；少量でた

くさんご飯が食べられる［おかずに使

う］。【例】っゔぁから　かうたい　わ

ーや　やぐみ　あいでぃむぬ　あたい

（あなたから買った豚はとても食べでが

あった）。やぐみ　あいでぃ　わー（見

かけよりも多い豚肉）。ういがどぅ　あ

いでぃかい（これがたくさんご飯が食

べられる（おかずだ））。

あいてぃー [aitiː]【感動詞】〘応答詞〙

そうなんだ、（語尾を上げて）そうなの。

【例】あいてぃー（そうなんだ）。あい

てぃーだ（そう言うことらしい）。あい

てぃーちゃ（そうだそうだよ）。

あいてぃぬ　くとぅ [aitinu
kutu] 【感動詞】〘応答詞〙そういう

ことだ。 【例】あい、あいてぃぬ　く

とぅだら（そう、そういうことなんだ

よ）。

あいてぃぬ　むぬ [aitinu munu]

【感動詞】〘応答詞〙そういうことだ。

【例】うりゃー　あいてぃぬ　むぬ（そ

れは、そういうことなんだよ）。

あいてぃんどー [aitindoː] 【感動

詞】〘応答詞〙そうらしい、そうだそう

だ。 【例】A: まさいや　みがとぅどぅ

　あらういだすたいな　 B: あいてぃん

どー（A: マサイはミガと婚約したのか

い。B: そうらしいよ）。

あいてぃんぬがら [aitinnuɡara]

【感動詞】〘応答詞〙そうかも（しれな

い）。 【例】A: まさいや　みがうどぅ

　とぅずあすがまたびゃーい。B: あい

てぃんぬがら（A: マサイはミガを嫁さ

んにするのかね。B: そうかも（しれな

い）ね）。［類］あいてぃんむがら。
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あいてぃんむがら

あいてぃんむがら [aitimmuɡara]

【感動詞】〘応答詞〙そうかも（しれな

い）。 【例】A: まさいや　みがうどぅ

　とぅずあすがまたびゃーい。　 B: あ

いてぃんむがら（A: マサイはミガを嫁

さんにするのかね　 B: そうかもしれな

い）。［類］あいてぃんぬがら。

あいな [aina]【感動詞】〘応答詞〙そう

なの、そうか。 【例】A: まさいや　み

がうどぅ　とぅずあすがまたびゃーい

　 B: あいな、あいどぅ　あたいな（A:

マサイはミガを嫁さんにするのかね。B:

そうか、そうだったのか）。

あいぬ [ainu] 【連体詞】こんな、そん

な、あんな。 【例】あいぬ　むぬ（｛こ

んな、そんな、あんな｝もの）。あいぬ

　んまり（｛こんな、そんな、あんな｝

奴）。あい　かいぬ　ばーだら（そう言

う訳だよ）。ばー　んめ　ふたかいまて

ぃや　あいぬ　くとぅーぎゃー　ほぅ

じゃーんば　たんでぃやらー　ゆらひ

ー　ふぃーさまてぃ（私はもう二度と

そんなことはしないのでお願いですか

ら許してください）。

あいぬ　かいぬ [ainu kainu] 【成

句】それくらいのことも、あんなこと

も　そんなことも。 【例】ばー　あい

ぬ　かいぬ　くとぅがまうまい　っさ

っだん（私はそれくらいのことも知ら

なかった）。ばぬんな　あいぬ　かいぬ

　むぬまい　とぅみらいん（わたしに

はそれくらいのものも見つけられない

（よ））。

あいぬ　ばー [ainu baː] 【成句】そ

う言うわけ、こんな理由。 【例】っゔ

ぁが　あっじゅーくとぅー　あいぬ　

ばーだら（あなたが言っていることは

（結局）そう言うことなんだよ）。あいぬ

　ばーやひどぅ　ばぬんな　がっこー

や　いかいっだん（そう言うわけで私

には学校に行けなかった）。また　あい

ぬ　ばー（へー、そうなのか［応答詞と

して使われる］）。［類］かいぬ　ばー。

あいぬむぬ　かいぬむぬ
[ainumunu kainumunu]【成句】あんな

もの、こんなもの。 【例】あいぬむぬ

　かいぬむぬ　むちーふーな（こんな

もの持ってくるな）。

あいば [aiba]【感動詞】そうなんだ。

［変異］あいびゃ。

あいはず [aihazɨ] 【感動詞】〘応答詞〙

そうだろう、そのはずだ。 【例】A: ま

さいや　ってぃーどぅーな　 B: あいは

ず（A: マサイは来たの。B: そのはずだ）。

あちゃー　あみびゃーいー。あいはず

（明日は雨だろうね。だろうね）。［類］か

いはず。

あいひー [aihiː] 【接続詞】そうする

ことで、そのあとで、そして。【例】き

ゅーや　すとぅむてぃ　ひゃーひん　

うきー、あしゃー　ふぁいー、あいひー

　いんかい　いつたい（今日は朝早く

起きて、朝ご飯を食べて、そして漁にで
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あいびゃ

かけた）。でぃんな　はーさ　まうきー

　あいひー　ふにまい　かうたい（金

を儲けて、それで船まで買った）。［変

異］あやひー。［類］かいひー。

あいびゃ [aibja] 【感動詞】そうなん

だ。【例】あいびゃ、ばー　なうちゅん

ま　っさっだんさー（そうなんだ。私は

全然知らなかったよ）。［変異］あいば。

あいびゃーん [aibjaːn]【成句】そう

かな、そうだろうな［自分の考えを疑

っているとき、相手の言うことを疑っ

ているときの両方使える］。 【例】か

らー　かい　あっじゅーそぅが、あい

びゃーん（あいつはそういっているが、

そうなのかな）。うらー　さにんな。あ

いびゃーん（これは月桃かな。ちがう

かも）。［類］かいびゃーん。

あいふ [aifu] 【動詞】［k 語幹］［C］歩

く；（学校や会社に）通う；走る。【例】

はいぬ　あっじゃう　あいふ（畑の端

を歩く）。ひとぅぬ　あいふ　んっちゅ

ぎゃー　つっじゃん（人の歩く道をふ

さぐな）。ばー　あてぃ　うだいやひど

ぅ　ひとまた　あいふきゃー　いっち

ゃ　はーみきーどぅー（私はとても太

っているので一歩歩くと息が切れる）。

てぃびゅーぎゃー　みーだ　まいゆた

ーな　みー　あいき（後ろを見ずに前

だけ見て歩け）。いんぬ　あいふ（漁師

をする［＜海を歩く］）。がっこーんかい

　じてんしゃひー　あいふ（学校に自

転車で通学する［＜学校に自転車で歩

く］）。かいんな　んがいんやうんてぃ

　そぅっゔぃー　あいき（あいつにお

いつかれないように一生懸命走れ（［＜

走って歩け］）。［変異］あいつ。

あいほぅーきゃー [aihuːkjaː]【成

句】そうしている中に、そうこうしてい

る間に。【例】あいほぅーきゃー　ふに

ゃー　いでぃー　はりーにゃーん（そ

うしている間に船は出ていった）。［変

異］あやほぅーきゃー。［類］かいほぅ

ーきゃー。

あいほぅーば [aihuːba] 【副詞】そ

うしているから、そうだから。 ［変異］

あやほぅーば。

あいま [aima] 【名詞】［C］（ものや人

との空間的）間：（出来事が続く時間的）

間；（出来事と出来事の）合間。 【例】

っゔぁが　びー　あいまー　にゃーん

（お前が座る場所はない）。ひーまむぬー

　ふぁう　あいままい　にゃーん（昼

ごはんを食べる時間もない）。うぐなー

いぬ　あいまん　ぶとぅぬ　っちゅー

たい（集まりの最中に旦那が来た）。す

かまぬ　あいま（仕事の合間）。

あいや [aija]【副詞】そのように。［変

異］あや。

あいやいそぅが [aijaisuɡa] 【接続

詞】でも、しかし、そうだけれども。

【例】あーぎぬ　がっこーんかい　いつ

ぶすむぬ。あいやいそぅが　やーんな

　でぃんな　にゃーん（上の学校に行
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あいやいてぃがー

きたい。でも、家には金がない）。っさ

らんきー　あそぅーが　いつぶすむぬ、

いー。あいやいそぅが、どぅーや　まど

ぅー　にゃーん（平良に遊びに行きた

いね。でも、僕たち、時間がないよ）。あ

いやいそぅが　ばー　あいや　うむー

ん（だけど、私はそうは思わない）。［変

異］あいえいそぅが、あっそぅが、あい

やそぅが。

あいやいてぃがー [aijaitiɡaː]【接

続詞】そうだったら、それじゃあ。［変

異］あいやてぃがー、あいえてぃがー、

やいてぃがー、やてぃがー、えてぃがー。

あいやそぅが [aijasuɡa] 【接続詞】

でも、しかし、そうだけれども。 ［変

異］あいえいそぅが、あっそぅが、あい

やいそぅが。

あいやてぃがー [aijatiɡaː] 【接続

詞】そうだったら、それじゃあ。 【例】

A: っゔぁー　とぅずとぅみぶすむぬな

　 B: おー　 A: あいやいてぃがー　ば

が　みどぅんっゔぁー　なうばい（A:

お前は結婚したいのかい。B: そうです。

A: じゃー、うちの娘はどうだい）。［変

異］あいやいてぃがー、あいえてぃが

ー、やいてぃがー、やてぃがー、えてぃ

がー。［類］かいやてぃがー。

あう [au] 【動詞】［w 語幹］［C］（人が

人に約束して、または、偶然に）会う；

（人が事故、災難などに）会う。 【例】

んﾟぬ　かにんかい　あうたい（昨日カ

ニに会った）。みーかない　ばがっふぁ

ー　こーつーじこん　あうたい（一昨

日うちの子が交通事故にあった）。

あう [au]【動詞】［w 語幹］［C］（着物な

どが人に）似あう；（物の形状などが別

の物の形状と）一致する；（意見などが）

一致する　性格などが）合う; 　論理的

に説明がつく。【例】くぬ　つんな　た

るんかいまい　あうどぅす（この服は

だれにでも合う）。くぬ　かぎゃー　か

ぎぬ　あなんかいや　あーん（このカ

ギは鍵穴に合わない）。かいとぅー　は

なっさ　あーん（あいつとは話が合わ

ない）。ばんな　つむ　あーん　ひとぅ

ー　みーん（私には気の合わない人は

いない）。っゔぁが　きゅーぬ　はなっ

さ　んﾟぬぬ　はなすとぅ　あーん（お

前の今日の話は昨日の話と合わない）。

あう [au]【名詞】［C］青。 【例】みど

ぅんしーとぅんみゃー　あうすかーと

ぅー　っちゅーたい（女子生徒は青い

スカートをはいている）。［類］あう。

あうー [auː] 1○【動詞】［vv 語幹幹］［C］

（暖を取るために）火に当たる。 【例】

きゅーや　っしかいば　うまっちゅ　

あうー（今日は寒いので（暖を取るた

めに）火に当たる）。っしかいば　うま

っちゃ　あっゔぃ（寒いから火に当た

れ）。［類］あっゔぃ。 2○【動詞】［vv 語

幹幹］［C］（食べ物を）あぶる；火に

当てる。【例】うまつひー　っぞぅー　

あうー（火で魚をあぶる）。ひんじゃぬ

　ばたう　あっゔぃー　やきー　ふぁ
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あうー

う（山羊の腸を（火に）あぶって焼いて

食べる）。かじゃまきぬ　とぅきゃんな

　やりさばう　あっゔゅーとぅい　う

りゅー　かうかい　とぅくまんかい　

あたらすきゃー　なういどぅす（虫刺

されの時には古い草履を火にあぶって、

それをかゆいところにあてると治る）。

［類］あっゔぃ。

あうー [auː] 【動詞】［vv 語幹幹］［C］

扇ぐ。 【例】あうずひー　あうー（扇

で扇ぐ）。あつかいば　あっゔぃー　ふ

ぃーさまてぃ（暑いので扇いでくださ

い）。［類］あうず。

あうい [aui] 1○【動詞】［r/rr 語幹］［C］

（風や火が何かを）煽（あお）る。【例】

かでぃん　あうらい　たうりーにゃー

ん（風に煽られて倒れた）。うまつん

　あうらい　あつかいば　ならっだん

（火に煽られて暑くて仕方なかった）。 2○

【動詞】［r/rr 語幹］［C］（人に何かさせ

るために人をおだてて）何かをさせる。

【例】かにゅー　あうりー　あーぐー　

あっじゃすたい（カニをおだてて歌を

歌わせた）。まさいとぅ　かにゃー　ん

ーんなん　あうらい　ぶどぅいすきゃ

きたい（マサイとカニは皆におだてら

れて踊りはじめた）。

あうぎ [auɡi] 1○【動詞】［母音語幹］［A］

（水、土、石等を別の容器などに）入れ

る。 【例】うまんかい　んたうぎゃー

　あうぎる（ここに土を流し入れろ）。

［類］あうず。 2○【動詞】［母音語幹］［A］

（中のものを）捨てる。［類］あうず。

あうきゃ [aukja] 【名詞】［C］〘生物〙

10 ｃｍ位の小さいイカ。 【例】あうき

ゃー　たいがい　かまさーとぅどぅ　

ひとぅみ　うい（アウキャはたいがい

カマスと一緒にいる）。

あうく [auku]【名詞】［C］穀物を叩い

て実を取り出したり、殻を落としたり

する棒［長い棒と短い棒を連結し、短

い方をもって長い方を穀物に叩きつけ

る］。

あうくばら [aukubara]【名詞】穀物

などをあうくで叩くときに手にできた

マメ。

あうぐるくん [auɡurukun] 【名詞】

〘魚〙ハナタカサゴ。

あうさり [ausari]【形容詞】（魚が）生

臭い。 【例】あいっぞぅー　あうさり

むぬ（アイゴは生臭い）。

あうず [auzɨ] 1○【動詞】［g 語幹］［C］

（水、土、石等を別の容器などに）入れ

る。【例】うまんかい　んたうぎゃー　

あうぎ（ここに土を流し入れろ）。［類］

あうぎ。2○【動詞】［g 語幹］［C］（中のも

のを）捨てる。【例】ばきつぬ　みっじ

ゅぎゃー　あうぎー　すてぃる（バケ

ツの水をすててしまえ）。［類］あうぎ。

あうず [auzɨ]【動詞】［g 語幹］［C］扇

ぐ。 【例】あつかいば　あうずひー　

あうず（暑いので扇で扇ぐ）。［類］あ

うー。
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あうず

あうず [auzɨ]【名詞】［C］扇、うちわ。

【例】くばがさぬ　はーひーどぅ　あ

うっじゅぎゃー　ちゅっふ（ビロウの

葉で扇を作る）。

あうそぅ [ausu]【名詞】［C］（浅瀬で

なく）海の深いところ。 【例】ふか　

あうそぅ（深い海）。

あうそぅん [ausun] 【名詞】トンボ。

【例】かでぃふつゆらん　ないてぃが

ー　あうそぅんぬどぅ　うんそぅく　

とぅびーふー（台風の時期になるとト

ンボがたくさん飛んでくる）。あうそぅ

んぬ　とぅいー　あそぅー（トンボを

取って遊ぶ）。

あうだ [auda] 【名詞】［C］〘道具〙も

っこ。 【例】あうだんかい　っさー　

かりー　いりー（もっこに草を刈りて

入れる）。

あうたん [autan] 【副詞】（植物など

が）青く、青々と（茂る）；（殴られて皮

膚などが）青く（なる）。 【例】んーぎ

ーや　あうたん　なりー　ういー　は

やいーどぅーい（芋の蔓は青々と生い

茂っている）。まさいや　かにん　なっ

じゅらいー　みーや　あうたん　なる

ー（マサイはカニに殴られて、目が青

くなった［＞目の周りに青あざができ

た］）。［類］あう。

あうっどぅい [auddui] 【名詞】病

気がちの人が顔色に血色がないこと。

【例】やみどぅ　みはなー　あうっどぅ

いや　ひーゆー（病気で顔には血色が

よくない）。

あうなず [aunazɨ] 【名詞】〘生物〙青

大将（ヘビの一種）。 【例】あうなずぬ

　あっゔぁー　はいがさぬ　っそぅい

ん　ない（青大将の脂は台湾坊主［＝

禿頭病］の薬になる）。

あうぬー [aunuː] 【感動詞】〘フィラ

ー〙あのー、何というか［「あうぬぎゃ

ー」ともいう］；仕方がないので、とに

かく　［「あうぬぎゃー」とも言う］。

【例】じょー　いんかい　いかっでぃー

　うむいー　うたいそぅが　あうぬー

　ばー　かなまい　やんかいば　いか

じゃーん（「さあ、海に行くぞ」と思っ

ていたんだけど、あのー、頭が痛いん

でいくのやめるよ）。あうぬー　ゆくい

（どうでもいいからとにかく休め）。［類］

あにゃむぬー、あなむぬー。

あうぬがま [aunuɡama] 【名詞】そ

れくらいの人、物。 【例】あにゃ　あ

うぬがまうぎゃー　とぅっじゅぎゃー

　ほぅん（その程度の人は妻にしない）。

（小さなみすぼらしい魚を渡されて）あ

うぬがまうぎゃー　っじじゃーん（そ

んなものはうけとらない）。［類］あに

ゃるがま。

あうぬんみ [aunummi]【名詞】あん

なやつら、そんなやから。 【例】あう

ぬんみゅーぎゃー　てぃっゔゃーがら

ひー　すちゅーき（そんなやつらはほ

っておけ）。あにゃ　あうぬんみまいん
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あうばい

かいや　いかん（あんなやつらのとこ

ろには行かない）。

あうばい [aubai] 【名詞】〘昆〙銀蝿。

【例】さたんな　あうばいぬどぅ　た

かりゅー（砂糖には銀蝿がたかってい

る）。

あうばじゃかい [aubaʑakai] 【名

詞】（手、股、扇など閉じてあるものを）

開く、広げること；（手、股、扇など閉

じてあるものが）開くこと。 【例】う

ゆびゅー　あうばじゃかい　あっそぅ

（（手や足）の指を広げろ）。またうぎゃ

ー　あうばじゃかいやー　ひー　びー

な（股を開いて座るな）。あうっじゅ　

あうばじゃかい　あす（扇を広げる）。

とぅいぬどぅ　はにゅー　あうばじゃ

かい　ひーゆー（鳥が羽を広げている）。

［変異］あうばだかい。

あうばじゃかい [aubaʑakai] 【動

詞】［r/rr 語幹］（手、股、扇など閉じてあ

るものを）開く、広げる；（手、股、扇な

ど閉じてあるものが）開く。 【例】う

ゆびゅー　あうばじゃかい（（手や足）

の指を広げる）。ういびとぅん　なりー

　うゆびゃー　あうばじゃからん（年

寄りになって　指をひろげることがで

きない）。［変異］あうばだかい。

あうばじゃかす [aubaʑakasɨ] 【動

詞】［s/h 語幹］（手、股、扇など閉じて

あるものを）開く、広げる。 【例】う

ゆびゅー　あうばじゃかす（指をひろ

げる）。またうぎゃー　あうばじゃかひ

ー　びーな（股を開いて座るな）。あう

っじゅ　あうばじゃかす（扇を広げる）。

とぅいぬどぅ　はにゅー　あうばじゃ

かひーゆー（鳥が羽を広げている）。［変

異］あうばだかす。

あうばじゃからす [aubaʑakarasɨ]
【動詞】［s/h 語幹］（手、股、扇など閉じ

てあるものを）開く、広げる。【例】う

ゆびゅー　あうばじゃからす（指をひ

ろげる）。またうぎゃー　あうばじゃか

らひー　びーな（股を開いて座るな）。

あうっじゅ　あうばじゃからす（扇を

広げる）。とぅいぬどぅ　はにゅー　あ

うばじゃからひーゆー（鳥が羽を広げ

ている）。［変異］あうばだからす。

あうばだかい [aubadakai] 【名詞】

（手、股、扇など閉じてあるものを）開

く、広げること；（手、股、扇など閉じ

てあるものが）開くこと。 ［変異］あ

うばじゃかい。

あうばだかい [aubadakai] 【動詞】

［r/rr 語幹］（手、股、扇など閉じてある

ものを）開く、広げる；（手、股、扇な

ど閉じてあるものが）開く。 ［変異］

あうばじゃかい。［類］あうばじゃかす、

あうばじゃからす。

あうばだかす [aubadakasɨ] 【動詞】

［s/h 語幹］（手、股、扇など閉じてある

ものを）開く、広げる。 【例】うゆび

ゅー　あうばだかす（指をひろげる）。

またうぎゃー　あうばだかひー　びー

な（股を開いて座るな）。あうっじゅ　
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あうばだからす

あうばだかす（扇を広げる）。とぅいぬ

どぅ　はにゅー　あうばだかひーゆー

（鳥が羽を広げている）。［変異］あうば

じゃかす。［類］あうばじゃからす。

あうばだからす [aubadakarasɨ]【動

詞】［s/h 語幹］（手、股、扇など閉じてあ

るものを）開く、広げる。 ［変異］あ

うばじゃからす。［類］あうばじゃかす。

あうひぐる [auhiɡuru] 【形容詞】肌

寒い。 【例】きゅーや　やぐみ　あう

ひぐるむぬ（今日はとても肌寒い）。［変

異］あうぴぐる。

あうぴぐる [aupiɡuru] 【形容詞】肌

寒い。 ［変異］あうひぐる。

あうびつ [aubitsɨ] 【名詞】〘魚〙ロク

センスズメダイ。

あうます [aumasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

（作物に肥料を入れて）青々と成長させ

る。 【例】ぶーずんかい　っふぁいや

　いりー　あうます（サトウキビに肥

料を入れて青々を成長させる）。

あうまちゃ [aumatɕa] 【名詞】〘鳥〙

メジロ。 ［変異］あうまっちゃ。

あうまっちゃ [aumattɕa] 【名詞】

〘鳥〙メジロ。 ［変異］あうまちゃ。

あうみー [aumiː] 【名詞】臆病者。

【例】からー　あうみー　やいば　あう

やーゆぎゃー　ほぅだ　すぐ　ひんず

（あいつは臆病だからケンカはせずにす

ぐ逃げる）。［類］あうみーやから。

あうみーやから [aumiːjakara]【名

詞】臆病者。 ［類］あうみー。

あうやー [aujaː] 【名詞】ケンカ、言

い争い、とっくみあい。 【例】あうや

ーゆぎゃー　ほぅん（ケンカをしない

［＞ケンカをしてはいけない］）。うぬき

ゃが　ふたーいや　ばかかいきゃー　

うんそぅく　あうやーゆまい　ひーう

たい（その二人は若い頃はいつもケン

カばかりしていた）。

あうん [aun]【動詞】［m 語幹］［C］（作

物に肥料が入って）青々と成長する；

（海の色、空の色）青くなる。【例】んー

ぎーぬ　はーや　むいとぅ　あうみー

どぅー（芋の葉はとても青々としてい

る）。ふかいんな　むいとぅ　あうみー

どぅー（深い海は青々としている）。き

ゅーぬ　てぃんな　あうみーうい（今

日の空は青い）。

あか [aka] 1○【形容詞】［A］（周囲が）明

るい。 【例】くまどぅ　あかかいば　

くまんかい　くー（こっちが明るいか

らこっちにこい）。 2○【形容詞】［A］（色

が）赤い。【例】あかぎー（赤い髪）。か

んれきんな　あかずんぬ　つー（還暦

には赤い服を着る）。からー　いつまい

　さきゃー　ぬみー　あかみはな（あ

いつはいつも酒を飲んで赤い顔をして

いる）。

あか [aka]【名詞】［C］（色の名前）赤。

【例】あかいる（赤色）。いきまむぬいん

な　あか、あう、っふ、っそぅぬ　ほぅ
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あか

かんな　いるー　にゃーん（池間のこ

とばには赤、青、黒、白しか色はない）。

あか [aka] 【名詞】［C］髪の毛。 【例】

んまぎ　あか（見事な髪の毛）。ふすひ

ー　あかう　きっず（櫛で髪をすく）。

あかう　ゆー（髪を結う）。かなーいや

　みどぅんまい　びきどぅんまい　か

らっじゅぎゃー　ゆっゔぃどぅ　うた

い（昔は女性も男性も髪を結っていた）。

［類］からず。

あか [aka]【名詞】［C］船底にたまった

水。 【例】ふにぬ　あかう　んﾟん（船

底にたまった水を汲みだす）。［類］あ

かま。

あか [aka]【感動詞】期待とは裏腹のと

きに出る言葉、えっ、何だって。 【例】

あか、あにゃ　うさかがま（えっ、たっ

たこれだけ）。［類］あがい、あがー。

あがー [aɡaː] 【感動詞】痛いときに出

す悲鳴。 【例】いちゃかい　とぅきゃ

んな　あがーてぃどぅ　あい（痛いと

きにはアガーと言う）。あがー　いちゃ

かいば　ならん（アガー　痛くてしか

たがない）。［変異］あがい、あがえ、あ

っがー。

あかい [akai] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］

（雨が）上がる。 【例】あみぬ　あかり

ゅー（雨が上がった）。あみぬ　あかい

ぎかい（雨が上がりそうだ）。

あかい [akai] 【名詞】［B］明かり、灯

り。 【例】ゆーかーまんどぅ　あかい

ぬ　みーらいゆー（ずっと遠くに明か

りが見える）。やーぬ　あかい（家の灯

り）。あかいゆ　つきる（あかりをつけ

ろ）。

あかい [akai]【名詞】［B］蟻。【例】あ

かいぬ　すー（蟻の巣）。まーぬ　あか

いや　ゆみー　あいつな（あんまりゆ

っくり歩くな［＜蟻を数えて歩くな］）。

あがい [aɡai] 1○【感動詞】ああもう、あ

あしまった、ああ残念だ。 【例】あが

い　ひんじゃー　ひんがひーにゃーん

（ああ山羊を逃がしてしまった）。あがい

　ぶとぅー　すにーにゃーん（ああ、夫

が死んでしまった）。あがい　んめ　く

とぅすまい　やーっそぅ（ああ大変だ、

今年も飢饉だ）。あがい　んめ　きゅー

まい　さきくたんでぃ（ああ　もう大

変だ、今日も二日酔いだ）。あがい　た

んでぃ　なうばい　ほぅでぃが（ああ

もう、どうしようか）。［変異］あがえ。

2○【感動詞】相手を制止することば、こ

れ、こら。【例】あがい　んめどー、う

まんかいや　ふーな（こら、あぶない、

こっちには来るな）。

あがい [aɡai] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］

（太陽が）あがる、（月が）出る；（値段、

成績、給料などが）上がる；（家などに）

上がる。【例】てぃだぬ　あがりーふー

（太陽が上がってくる）。つっちゅぬ　

あがい（月が出る）。あがいてぃだ（朝、

東から昇る太陽）。くぬいや　むぬぬ　

だいぬどぅ　あがりゅー（最近は物価
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あがい

が上がっている）。んまがぬ　がっこー

ぬ　せいせきゃー　なうちゅんま　あ

がらん（孫の学校の成績は全然あがら

ない）。［類］ぬーい。

あがい [aɡai] 【名詞】［A］東。 【例】

あがいでぃんからどぅ　てぃだー　あ

がい（東の空から太陽は昇る）。あがい

かた（東の方）。

あがい [aɡai]【動詞】［r/rr 語幹］［A］い

まやっている仕事を終える；退勤する；

離職する。 【例】くまぬ　すかまー　

はやまり　あがりー　かまぬ　すかま

う　すきゃきでぃ（ここの仕事ははや

く終わらせて、向こうの仕事にとりか

かろう）。からー　すかまー　あがりー

　やーんかい　はりーにゃーん（あの

人は仕事を終えて家に帰った）。ていね

んな　ひー　こーちょーぬ　すかまー

　あがりーにゃーん（定年になって校

長職を退職した）。［変異］あがいー。

あがい [aɡai] 【感動詞】痛いときに出

す悲鳴。 ［変異］あがー。

あがい　たんでぃ [aɡai tandi]【感

動詞】何とまあ、びっくりした時の悲

鳴。 【例】あがい　たんでぃ、なうば

い　あすばどぅ　じゃうかいが（あれ

まー、どうすれば良いんだろう）。［類］

あがい　んみゃ。

あがい　んみゃ [aɡai mmja] 【感

動詞】もう大変だ、びっくりした時の悲

鳴。 ［類］あがい　たんでぃ。

あがいー [aɡaiː]【動詞】［r/rr 語幹］い

まやっている仕事を終える；退勤する；

離職する。 ［変異］あがい。

あがいがあがい [aɡaiɡaaɡai] 【成

句】まさか、そんなことがあるのか。

［類］うばいがうばい。

あがいじゃとぅ [aɡaiʑatu] 【名詞】

〘地名〙西原の東の集落［東支部と南支

部を合わせたもの］。【例】あがいじゃ

とぅ　ぶとぅ　むつてぃがー　かーう

り　くーさんよ（東里の夫を持つとヒ

ダガーでの水汲みが大変だよ）。

あがいにゃー [aɡainjaː] 【名詞】東

隣の家。 【例】あがいにゃーや　むと

ぅやー　かーばた（東隣は本家の川端

だ）。

あかいらうつ [akairautsɨ] 【名詞】

〘魚〙魚の一種。 【例】あかいらうっち

ゃ　びゅーいむぬまいどぅ　あい（ア

カイラウツは毒のあるものもある）。

あかうい [akaui] 【名詞】〘果物・野

菜〙瓜［表面がだいだい色の大き目の

瓜。ふつうの瓜よりは硬い］。

あかうぎー [akauɡiː]【名詞】〘植〙く

わ科の常緑高木。

あかうぎーぬ　んー [akauɡiːnu
nː]【成句】芋畑の取り残しの芋。【例】

あかうぎーぬ　んーぬどぅ　ういゆー

（取り残しの芋が生えている）。
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あがえ

あがえ [aɡae]【感動詞】ああもう、あ

あしまった、ああ残念だ。 ［変異］あ

がい。

あかがに [akaɡani] 【名詞】銅。

あかぎー [akaɡiː]【名詞】赤毛、赤毛

の人［実際には黒色が薄い髪、あるいは

その髪の人を指す］。【例】あかぎー　

みどぅんがま（赤い髪の女の子）。うま

んな　あかぎーや　みーん（ここには

赤毛の人はいない）。

あかぐー [akaɡuː]【名詞】食紅［昔は

これを入れて赤飯を作っていた］。

あかぐい [akaɡui] 【名詞】甲高い声、

また、甲高い声をしている人。【例】う

ぬ　みどぅんがまぬ　くいや　あかぐ

い　だらよ（その女の子の声は甲高い

声なんだよ）。

あかぐすな [akaɡusɨna]【名詞】つの

また［寒天の材料］。 【例】あかぐすな

ひー　たうふー　ちゅっふ（ツノマタ

で豆腐をつくる）。［類］うる。

あかさ [akasa] 【名詞】［C］未婚女性

の産んだ子供、私生児。 ［類］あかさ

っゔぁ。

あかさっゔぁ [akasavva]【名詞】未

婚女性の産んだ子供、私生児。［類］あ

かさ。

あかじゃら [akaʑara] 【名詞】〘魚〙

ベラ。 【例】んなまから　あかじゃら

う　つーが（今からベラを釣りに（行

こう））。

あかじん [akaʑin] 【名詞】〘魚〙赤メ

バル。

あかす [akasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［C］

吉凶を占う、ユタが祈祷して予見した

りする。 【例】びきむぬすーぬ　むぬ

ー　あかす（男性の祈祷師が吉凶を占

う）。むぬすーぬ　なうやひー　んまー

　すにーはりーにゃーんがてぃー　あ

かす（祈祷師がなぜ母親は亡くなった

か明らかにする［＜亡くなったかと］）。

あかすやー [akasɨjaː] 【名詞】床屋

［「あかそぅいやー」から来ているが「あ

かそぅやー」とは言わない］。 【例】あ

かすやーんきー　あかー　そぅりーく

ー（床屋に行って髪を切ってこい）。［類］

あかそぅいやー、さんぱつやー。

あかそぅいやー [akasuijaː] 【名詞】

床屋、散髪屋。 【例】あかそぅいやー

んきー　あかう　そぅい（床屋に行っ

て髪を切る）。［類］さんぱつやー、あか

すやー。

あかたん [akatan] 1○【副詞】明るく

（なる）。【例】すとぅむてぃん　なりど

ぅ　てぃんな　あかたん　なるー（朝

になって空が明るくなった）。 2○【副詞】

赤く（なる）。【例】さきゃー　ぬみー

　みはなー　あかたん　なるー（酒を

飲んで顔が赤くなった）。あかぺんきゃ

ー　ぬりー　やーぬ　かびゅーぎゃー
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あかつ

　あかたん　なしる（赤いペンキを塗

って家の壁を赤くしなさい）。つみゅー

　あかたん　そぅみる（爪を赤く染め

る）。

あかつ [akatsɨ]【名詞】［B］血。【例】

っざらひー　うゆびゃー　きりどぅ　

あかっちゃ　いだひーにゃーん（鎌で

指を切って血が出てしまった［＜血を

出してしまった］）。

あかっゔぁ [akavva]【名詞】赤ちゃ

ん、赤ん坊。 【例】あかっゔぁぬ　ん

ま（赤んぼの母親）。あかっゔぁぬ　ん

ぎゃーてぃー　なつ（赤ちゃんがおぎ

ゃーと泣く）。

あかつすばい [akatsɨsɨbai] 【名詞】

血尿。 【例】あかつすばいぬ　いでぃ

ー　いちゃかいばならん（血尿がでて

いたくて仕方がない）。

あかつつ [akatsɨtsɨ] 【名詞】明け方

［「しゃーか（深夜から午前３時ごろま

で、未明）」より後で、日の出前］。［類］

しゃーか。

あかない [akanai] 【名詞】（夕日や朝

日が）赤くなっていること［「あかない

あす」の形で用いられる」。 【例】て

ぃだ　あかないや　ひーどぅ（（朝焼け

で）太陽が赤くなっている）。ばかすか

いば　みはなー　あかないや　ひーど

ぅーたい（恥ずかしくて顔が赤らんで

いた）。

あかばたうい [akabataui]【名詞】ス

イカ。 【例】あかばたういや　うたひ

ーみーきゃー　っさきーにゃーん（ス

イカを落としたら割れてしまった［＜

「落としてみたら」意志的に落としたと

いう意味ではない］）。

あかばに [akabani] 【名詞】赤毛、赤

毛の人［実際には黒色が薄い髪、あるい

はその髪の人を指す］。［類］あかぎー。

あかばみつ [akabamitsɨ] 【動詞】［k

語幹］騒々しく騒ぐ。【例】みどぅんみ

ゃー　あかばみきゅー（女性たちは騒

々しくしている）。［変異］あかばみふ。

あかばみつ [akabamitsɨ] 【名詞】騒

々しく騒ぐこと。 【例】みどぅんみゃ

ー　あかばみっちゃ　ひーゆー（女性

たちは騒々しくしている）。

あかばみふ [akabamifu] 【動詞】［k

語幹］騒々しく騒ぐ。 ［変異］あかば

みつ。

あかばみふ [akabamifu] 【動詞】［k

語幹］騒々しく騒ぐ。 ［変異］あかば

みつ。

あかぶか [akabuka] 【名詞】生理。

【例】きゅーや　あかぶかぬどぅ　いじ

ゅー（今日は生理中だ）。

あかぶす [akabusɨ] 【名詞】金星。

【例】てぃんぬ　あかぶす（金星）。

あかふそぅ [akafusu] 1○【名詞】赤い

便。 2○【感動詞】断るときに使う拒否
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あかほぅにゃ

の言葉、いやだ。【例】あかふそぅ　ん

ば（いやと言ったら、いやだよ）。

あかほぅにゃ [akahunja]【名詞】人

参。

あかま [akama]【名詞】［C］船底に溜

まった水。 【例】ふにぬ　あかまう　

んﾟみ（船底に溜まった水を汲め）。［類］

あか。

あかます [akamasɨ]【動詞】［s/h 語幹］

赤くする；（顔を）赤らめる。 【例】や

どぅんかい　ぺんきゃー　ぬりー　う

まう　あかます（ドアにペンキを塗っ

てそこを赤くする）。ばかすかいば　み

はなう　あかますたい（恥ずかしくて

顔を赤らめた）。

あかやー [akajaː]【名詞】リーフと島

の間にある岩の凸凹しているところ。魚

がたくさんいる。 【例】あかやーんな

　っぞぅぬどぅ　むいとぅ　うい（ア

カヤーには魚がたくさんいる）。

あかやっとぅ [akajattu]【副詞】「や

っとぅ」の強調形、やっとのことで。

【例】だいがくんかいや　あかやっとぅ

がまんどぅ　ごーかくあすたい（大学

にはやっとのことで合格した）。［類］や

っとぅ。

あからす [akarasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

（部屋などを）明るくする。 【例】で

んとーゆ　つきー　くまー　あからし

（電灯をつけてここを明るくしなさい）。

あかん [akan] 1○【動詞】［m 語幹］［A］

（周りが）明るくなる；陽が昇る。【例】

てぃだー　あがりどぅ　てぃんな　あ

かみどぅーたい（太陽が昇って、空が明

るくなっていた）。んなーぎゃー　てぃ

だー　あかまん（まだ日が昇っていな

い）。てぃだぬ　あかんてぃがー　はい

んかい（日が昇ったら畑に（行こう））。

2○【動詞】［m 語幹］［A］（色が）赤く

なる。【例】ふがさー　あかみどぅ　ん

みゅー（おできは赤くなって膿んでい

る）。

あかんた [akanta]【名詞】赤土。【例】

あかんたばい（赤土の畑）。あかんたん

な　むぬー　まーぬ　でぃきん（赤土

には作物はあまりできない）。

あかんちゃ [akantɕa] 【名詞】〘魚〙

ロクセンフエダイ。 【例】あかんちゃ

う　つー（ろくせんふえだいを釣る）。

あき [aki] 【動詞】［母音語幹］［A］（周

りが）明るくなる、陽が昇る、（夜が）明

ける。 【例】てぃだぬ　あきてぃがー

　はいんかい（日が昇ったら畑に（行

こう））。［類］あつ（k 語幹）、あふ（k

語幹）、あかん（m 語幹）。

あき [aki]【名詞】［B］秋。 【例】くま

んな　あきゃー　にゃーん（ここには

秋はない）。

あき [aki] 【動詞】［母音語幹］［A］（ド

アなどを）開ける；（土地を）開墾する。

【例】やどぅー　あきる（戸を開けろ）。
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あきしゃる

はいゆ　あきー（開墾する）。［類］あ

つ、あふ。

あきしゃる [akiɕaru]【名詞】〘古語〙

早朝。 【例】あきしゃるぬ　つゆが　

はな（早朝の露の花［古謡「豆が花」か

ら］）。［類］しゃーか。

あきず [akizɨ]【名詞】［A］〘古語〙トン

ボ。 【例】んきゃーんな　あうそぅん

ぬぎゃー　あきずてぃーまい　あっじ

ゅーたいが　おーかん（昔はトンボの

ことをアケズとも言っていたようだ）。

あぎまーす [aɡimaːsɨ] 【動詞】［s/h

語幹］せかす。 【例】まーぬ　ばぬー

　あぎまーすな（あまり私をせかすな）。

すかまう　はやまり　あっそぅてぃー

　あぎまーす（仕事を早くやれとせか

す）。

あきや　ふー　ふー [akija fuː
fuː] 【成句】（戸を）開けたり閉めたり。

【例】やどぅー　あきや　ふー　ふー

　ほぅー（戸を開けたり閉めたりして

いる）。

あきゃうだ [akjauda] 【名詞】商人、

仲買人。 【例】っぞぅあきゃうだ（魚

の仲買人）。あきゃうだぬ　あつない　

あす（行商人が商いする）。

あきんさう [akinsau] 【名詞】（石切

り場など使う非常に重い）金棒。 【例】

あきんさうゆ　うまんかい　うすんき

（金棒をそこに差し込みなさい）。あきん

さうひー　いっそぅ　むたず（金棒で

（てこの原理で）石を持ち上げる）。あき

んさうひー　あなう　あきー（金棒で

穴を開ける［＜上からたたきつけて開

ける］）。

あぐ [aɡu] 【名詞】［C］同じ干支の人

［ふつうは同じ年回りの人で集まったり

する］、同級生。 【例】まーらいが　そ

ぅじゃぬ　あぐ（一回り上の同じ干支

の男性）。あぐー　かなすかいば　なら

ん（同級の友だちはいとおしい）。

あくまがま [akumaɡama]【名詞】生

後間もなく亡くなった子供［墓に入れ

ないので麻袋に入れて土に埋める］。

【例】あくまがまうぎゃー　むとぅんか

いや　いりん（生後間もなく亡くなっ

た子供は墓には入れない）。

あさ [asa] 【形容詞】［A］浅い。 【例】

あさ　いんがま（浅瀬）。うまぬどぅ　

かまんつきゃー　あさかい（ここのほ

うがあそこより浅い）。

あさぎ [asaɡi] 【名詞】［C］物置小屋、

屋敷内の農具、薪等を入れる家。 【例】

たむぬーぎゃー　あさぎん　うっつ（薪

を物置小屋に置く）。たむぬー　あさぎ

んどぅ　あい（薪は物置小屋にある）。

あさってぃ [asatti] 【名詞】明後日。

【例】あさっちゃー　うつなーんかい

（明後日は沖縄に（行く））。［変異］あさ

てぃ。

あさてぃ [asati] 【名詞】［C］明後日。

［変異］あさってぃ。
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あし

あし [aɕi]【名詞】［C］朝食。 【例】じ

ょ、あしゃー　ふぁいー　はいんかい

（朝ご飯を食べて、畑に（行こう））。じ

ょ、あしゅー　ふぁーでぃ（さあ、朝

ご飯をたべよう）。［類］すとぅむてぃ

むぬ。

あし [aɕi]【名詞】［B］汗。 【例】あし

ゅー　かつ（汗をかく）。あつふ　ない

てぃがー　あしゅーどぅ　かつ（暑く

なると汗をかく）。あしゃー　たいたい

てぃー　たらほぅー（汗をぽたぽたと

たらしている）。

あじゃ [aʑa]【名詞】［B］ホクロ。【例】

かりゃー　あじゃ　あい　びとぅ（あ

の人はホクロの多い人だ）。ふたいぬ　

あじゃ（額のほくろ）。

あじゃーな [aʑaːna]【形容詞】（話す

こと、行動に）自制心がない、短気な、

急に何かをしでかす；（仕事などが）ち

ゃんとしていない。 【例】あじゃーな

んまり（何をしでかすかわからないや

つ）。かりゃー　ふつあじゃーなかいば

ならん（あいつは言い出すと自制でき

ない）。ふつあじゃーなんまり（言いた

い放題に喋る奴）。にゅーあじゃーなん

まり（寝癖の悪い奴）。あじゃーな　す

かま（駄目な仕事）。［変異］あちゃー

な。［類］あーつな。

あじゃんつ [aʑantsɨ]【動詞】［k 語幹］

（駄々をこねている子を）あやす、なだ

める、言い聞かす。 【例】なつっじゃ

　っふぁう　あじゃんつ（泣き虫の子

をあやす）。っゔぁが　ぶとぅー　ぎっ

じゃ　ひらいんば、まさぐんてぃ　あ

じゃんきー　ならーし。（あんたの旦那

は言うことを聞かないので、よく言い

聞かせなさい）。［変異］あじゃんふ。

あじゃんふ [aʑanfu]【動詞】［k 語幹］

（駄々をこねている子を）あやす、なだ

める、言い聞かす。［変異］あじゃんつ。

あしん [aɕin] 【名詞】［A］汗疹（あせ

も）。【例】あつふ　ないてぃがー　あ

しんぬどぅ　いでぃー（暑くなると汗

疹が出る）。

あす [asɨ] 1○【名詞】［B］歩幅。【例】や

ぐみ　ながあす（とても歩幅が大きい）。

かいんかいや　あすぬ　うゆばんば　

ばぬんな　きょうさにゃーや　かちゃ

いん（彼には歩幅が負けるから私には

（彼に）競争は勝てない）。やぐみ　なが

あす　はーびとぅ（コンパスが長くて

速い人）。 2○【名詞】［B］足取り。【例】

あっさ　むちゃん（足取りが心もとな

い）。 3○【名詞】［B］（建築物、自然物

の）下の土地、（山の）ふもと、（島など

の）海岸に接する下の部分。【例】ほぅ

ぎーぬ　あっさ　すだすむぬ（大きな

木の生えている下は涼しい）。ばんてぃ

が　やーや　やまぬ　あすんどぅ　あ

い（私たちの家は山のふもとにある）。

あす [asɨ] 【動詞】［不規則］［A］やる、

する。【例】ばが　ほぅでぃ（私がしよ

う）。んなまー　なうゆどぅ　ひーゆー

（いまなにをしてるの）。かんち　あさま
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あず

てぃ（こんなふうになさってください）。

あんち　ほぅんまい　ゆぬくとぅ（そ

んなことしてもおなじだ）。うるー　た

るがなーん　あすみる（それをだれか

（ほかの人）にやらせなさい）。やらびゃ

ー　ばらいがま　あす（子供は笑って

いる［＜子供は笑いをする］）。うらー　

あすやすむぬ（それはやりやすい）。

あず [azɨ]【名詞】［C］味。 【例】あず

ぶたむぬ（味が濃い）。あずぬどぅ　う

すかい（味が薄い）。あっじゃ　にゃー

ん（味がない）。あず　くーた（味がと

ても濃い）。

あずがー [azɨɡaː] 【名詞】硬口蓋、上

あご。 【例】あてぃ　あずまむぬー　

ふぁうてぃがー　あずがーぬどぅ　ひ

ぎゃうかいば　ならん（とても甘いも

のを食べると硬口蓋がくすぐったくて

ならない）。［類］あずく。

あすかた [asɨkata] 【名詞】やり方。

【例】なうばい　あすかたまい　にゃー

ん（どうしようもない）。あすかたう　

ならひー　ふぃーさまてぃ（やりかた

を教えてください）。うぬ　げーむぬ　

あすかたうぎゃー　っしっどぅ　うら

まいな（このゲームのやり方をご存じ

ですか）。

あずき [azɨki]【動詞】［母音語幹］［C］

（もの、人をだれかに）預ける。 【例】

ぎんこーんかい　でぃんぬ　あずきー

（銀行に金を預ける）。っふぁう　むらに

ん　あずきー（子供を子守に預ける）。

あずく [azɨku]【名詞】［C］硬口蓋、上

あご。 【例】あずくん　むぬぬ　たば

りゅー（上顎に食べ物がくっついてい

る）。［類］あずがー。

あずくや [azɨkuja] 【名詞】シャコガ

イの殻。 【例】にぐーぬ　からう　あ

ずくやてぃー　あい（シャコガイの殻

をアズクヤと言う）。

あずつ [azɨtsɨ]【動詞】［k 語幹］［C］預

ける。 【例】どぅすんかい　でぃんぬ

　あずつ（友だちに金を預ける）。［変

異］あずふ。［類］あずき。

あすはっじゃき [asɨhaʑʑaki] 【動

詞】［母音語幹］やり損ねる。【例】あす

はっじゃきー　げんのーひー　うなが

　うゆびゅー　ったきーにゃーん（間

違えて金づちで自分の指を叩いてしま

った）。［類］あすはっじゃつ。

あすはっじゃつ [asɨhaʑʑatsɨ] 【動

詞】［k 語幹］やり損ねる。 ［変異］あ

すはっじゃふ。［類］あすはっじゃき。

あすはっじゃふ [asɨhaʑʑafu] 【動

詞】［k 語幹］やり損ねる。 ［変異］あ

すはっじゃつ。［類］あすはっじゃき。

あすはっじゃふ [asɨhaʑʑafu] 【動

詞】［k 語幹］やり損ねる。 ［変異］あ

すはっじゃつ。［類］あすはっじゃき。

あずふ [azɨfu]【動詞】［k 語幹］［C］預

ける。 【例】どぅすんかい　でぃんぬ

　あずつ（友だちに金を預ける）。［変

異］あずつ。［類］あずき。
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あずふ

あずふ [azɨfu]【動詞】［k 語幹］［C］預

ける。 ［変異］あずつ。［類］あずき。

あずま [azɨma] 【形容詞】［B］（味が）

甘い。 【例】さたー　あずまむぬ（砂

糖は甘い）。かーっさ　あずまむぬ（お

菓子は甘い）。

あずまうつ [azɨmautsɨ]【名詞】おせ

じ、甘言。 【例】かりゃー　あずまう

つびとぅ　やいば　かいが　ふつぐる

まんな　ぬーいな（彼は口のうまい人

だから彼の口車には乗るな）。

あすみ [asɨmi]【動詞】［母音語幹］［A］

「あす」の使役形、させる。 【例】すか

まう　あすみ（仕事をさせる）。

あそぅー [asuː] 【動詞】［b 語幹］［A］

遊ぶ。 【例】みなかん　いんがまとぅ

　あそぅー（庭で犬と遊ぶ）。やらびゃ

ー　あそぅーたらーん（子供は遊び足

りない）。まさいや　すかまー　ほぅだ

　あそぅびゅー（マサイは仕事をしな

いで、遊んでいる）。

あそぅー [asuː] 【名詞】［A］遊び。

【例】やらびぬ　すかまー　あそぅーど

ぅ　すかま（子供の仕事は遊ぶことだ）。

くぬいぬ　やらびんみゃー　あらぬ　

あそぅーゆぎゃー　っさん（最近の子

供は外の遊びを知らない）。くぬいぬ　

やらびんみゃー　あらん　あそぅーむ

ぬーぎゃー　ほぅん（最近の子供は外

で遊ぶことをしない）。

あたい [atai]【動詞】［C］コピュラ、繋

辞「あい（だ、である）」の過去形。「～

であった、だった」の意味を表す。

あたい [atai]【動詞】［C］存在動詞「あ

い（ある）」の過去形、「あった」の意味

を表す。

あたい [atai] 【名詞】［A］（「名詞＋

ぬ・が」、動詞基本形につけて）そのこ

との程度が大きくないこと、難しくな

いことを表す、「～くらい」、「～なんか」。

【例】うぬ　あたいがまー　なうまい

あらん（そのくらいのことは何でもな

い）。でぃんぬ　じゃーん　あいてぃが

ー、あめりかんかい　いふ　あたいや

　どぅーやすむぬ（金さえあれば、ア

メリカに行くぐらいは簡単だ）。

あたい [atai] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］

（的に）当る、（答えが）当たる、（いい人

に）当たる、正しい。【例】ふっじゃ　

あたりーにゃーん（くじは当った）。う

りゃー　あたりゅーむなうむ　ばぬん

な　さだかー　ひらいん（それはあっ

ているのか否か私には判断できない）。

かりゃー　じゃう　とぅずんかいどぅ

　あたりゅー（彼は良い奥さんに巡り

合っている）。ばー　きゅーや　ふーや

　ありどぅ　じゃうひとぅんかい　あ

たりゅーい（私は今日は運がよくてい

い人に当たった）。っゔぁー　あたらん

（あなたは間違っている）。

あたい [atai] 【名詞】［A］（くじなど

の）当たり、正解、正しいこと。 ［変
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あたいさわい

異］あたり。

あたいさわい [ataisawai]【名詞】支

障、あたりさわり。

あたくま [atakuma]【名詞】不意、急

なこと。【例】かいが　たぬんな　あた

くまどぅ　あたい（彼の頼みは急だっ

た）。かいが　あたくまぬ　たぬん（あ

いつの急な頼み）。ういびとぅー　あた

くまん　すにーにゃーん（年寄りは急

に亡くなった）。あたくまん　ふにゃー

　すずみーにゃーん（あっという間に

船は沈んでしまった）。［類］あたふず。

あたくまん [atakuman] 【副詞】急

に、あっという間に。【例】あたくまん

　かでぃっふちゃ　ってぃーにゃーん

（急に台風が来た）。やらびゃー　あたく

まん　ほぅいふ　なりゅーたい（子供

はあっという間に大きくなっていた）。

あたずむひとぅー　あたくまん　つむ

でぃー　んなす（短気な人は急に怒っ

てしまう）。［類］あたふずん。

あたずむ [atazɨmu] 【形容詞】短気、

短気な。 【例】かりゃー　あたずむん

まり（彼は短気な奴だ）。かりゃー　あ

たずむ　やいば　なうちゃーにゃー　

つむでぃー（彼は短期なのでなんでも

ないことに腹を立てる）。

あだつ [adatsɨ] 【動詞】［c/t 語幹］［C］

（足りないもの、必要なものを）捜し求

める。 【例】くらー　うまんな　にゃ

ーんば　まっちゃんきー　あだてぃー

　くー（これはここにはないので、お店

に行って買ってこい）。やーぬ　ぬくず

ーや　っちゃんば　あがいにゃーんき

ー　つー　ぬくずーゆ　あだてぃー　

くーでぃ（家のノコギリは切れないの

で東隣りの家に行って借りて来よう）。

［類］あだてぃ。

あだてぃ [adati] 【動詞】［母音語幹］

［C］（足りないもの、必要なものを）捜

し求める、買い求める。 ［類］あだつ。

あだなす [adanasɨ]【名詞】〘植〙アダ

ンの木の気根［縄をなうのに用いる］。

【例】んぎやまー　まーりどぅ　あだな

っそぅ　とぅいったい（アダンの木が

たくさん生えているところを回って気

根を取ってきた）。あだなすひー　んﾟ

なう　なう（アダナスで綱をなう）。

あだなす　んﾟな [adanasɨ n̥na]

【名詞】アダンの木の気根で編んだ綱。

あたばかーい [atabakaːi]【名詞】ち

ょっとの間［副詞としても使える］。

【例】あたばかーいがま　ばー　いきー

　くーっじゃー　うぬ　っふぁがまう

　みーうきよ（ちょっとの間出かけて

くるから子供を見といてくれ）。あたば

かーいぬ　ちゃん　ぬそぅどぅー　ひ

んぎーはりーにゃーん（ちょっとの間

に泥棒は逃げて行った）。

あたふず [atafuzɨ] 【名詞】あっとい

う間。 ［類］あたくま。
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あたふずん

あたふずん [atafuzɨn] 【副詞】急に、

突然に、あっという間に。 【例】あた

ふずん　ふにゃー　すずみーにゃーん

（あっという間に船は沈んでしまった）。

［類］あたくまん。

あたらか [ataraka] 1○【名詞】大切な

もの；大切なこと、大切である性質。

【例】ばぬんな　なうんつきゃーまい　

とぅずぬどぅ　あたらか（私には何よ

りも妻が大切だ）。でぃんな　あたらか

　やいば　まさぐん　つかい（お金は

大切なものだから正しく使いなさい）。

［類］あたらき。2○【形容詞】大切だ。【例】

でぃんな　あたらかかいば　まさぐん

　つかい（お金は大切なものだから正

しく使いなさい）。［類］あたらき。

あたらかぬ [atarakanu]【連体詞】大

切な。 【例】あたらかぬ　みどぅんっ

ゔぁうぎゃー　っゔぁんかいや　ふぃ

ーん（大切な娘をお前にはやらない）。

［類］あたらす。

あたらき [ataraki] 1○【名詞】大切な

もの；大切なこと、大切である性質。

［類］あたらか。2○【形容詞】大切だ。［類］

あたらか。

あたらす [atarasɨ] 【形容詞】大切な、

愛おしい。 【例】ばが　かなす　あた

らす　ぶとぅ（私の愛しい大切な夫）。

あたらす　ずん（大切な着物）。ばー　

みどぅんぬぎゃー　あたらすかいば　

ならん（私は妻が愛おしくてならない）。

［類］あたらか、あたらき。

あたらっさ　あす [atarassa asɨ]
【成句】［s/h 語幹］大切にする。 【例】

むぬーぎゃー　あたらっさ　ひー　ふ

ぁい（食べ物は大事にして食べなさい）。

さやふだうーゆぎゃー　あたらっさ　

ひー　つかい（大工道具を大切に使い

なさい）。んぬっちゅぎゃー　あたらっ

さ　ほぅだかーならん（命は大切にし

ないといけない）。

あたらん [ataran] 【動詞活用形】当

たってない、まちがっている［「あたい

（r/rr 語幹）：答えが正しい、言っている

ことが正しい、適当である」の否定形］。

【例】っゔぁー　あたらん（あなたは

間違っている）。っゔぁが　むぬいや　

あたらん（お前の言っていること間違

っている［内容、言い方の両方を指せ

る］）。さんばんぬ　くたいや　あたら

んば　なうし（3 番の答えは間違ってい

るから直しなさい）。

あたり [atari] 【名詞】［A］（くじなど

の）当たり、正解、正しいこと。 【例】

うぬ　ふずんな　あたりゃー　にゃー

ん（このくじには当たりはない）。っゔ

ぁが　くたいや　あたり（お前の答え

は正解だ）。かいが　あっじゅー　くと

ぅー　あたりや　あらん（あいつが言

っていることは正しくない）。［変異］あ

たい。

あたりゅーむ　なうむ [atar-
juːmu naumu] 【成句】正しいのか正し

くないのか。 【例】うりゃー　あたり
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あだん

ゅーむ　なうむ　ばぬんな　さだかー

　ひらいん（それはあっているのかど

うか私には確認できない）。

あだん [adan] 【名詞】［C］〘植〙アダ

ン。 【例】あだんな　ばすまい　つば

まい　ふぁーいどぅす（アダンは中の

実も外の実も食べられる［中の実を「ば

す」、外の実を「つば」という］）。［類］

あだんぎー、んぎ。

あだんぎー [adaŋɡiː]【名詞】〘植〙ア

ダンの木。 ［類］あだん、んぎ。

あだんば [adamba] 【名詞】〘植〙ア

ダンの葉［草履や帽子を作るのに使わ

れる］。 【例】あだんば　やー（アダン

の木で作られた家）。

あちゃ [atɕa]【名詞】［B］明日。【例】

きゅーや　きゅー　あちゃー　あちゃ

（今日は今日、明日は明日だ［＞今日で

きることは明日に持ち越さない］）。ま

た　あちゃんかい（また明日［別れの

挨拶に使う］）。あちゃー　あみ　はず

（明日は雨だろう）。

あちゃーな [atɕaːna]【形容詞】短気

な、急に何かをしでかす。 【例】あち

ゃーなんまり（急に何かをしでかす短

気な奴）。［変異］あじゃーな。

あちゃがみゃー　ひとぅに
[atɕaɡamjaː hituni] 【成句】翌朝まで目

覚めることなく寝ること。 【例】すば

いすーがまい　いかだ　あちゃがみゃ

ー　ひとぅに　ほぅでぃ（小便しにも

行かないで明日まで起きることもなく

熟睡しよう）。きゅーぬ　すかまー　く

ーかたいば　あちゃがみゃー　ひとぅ

にはず（今日の仕事はつらかったから

朝までぐっすりだろう）。

あつ [atsɨ] 1○【形容詞】［B］（物が）熱

い。【例】あつみず（お湯［＜熱い水］）。

あつちゃー（熱いお茶）。うまっちゃ　

あつむぬ　やいば　うまんかいや　ゆ

っじゃだうり（火は熱いのでそこには

近づくな）。 2○【形容詞】［B］（天気が）

暑い。【例】きゅーや　あつかいば　な

らん（今日は暑くてたまらない）。きゅ

ーや　あつかいば　うゆばん（今日は

暑くてたまらない）。なつん　なりー　

あつふ　なりーにゃーん（夏になって

暑くなった）。

あつ [atsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］（周り

が）明るくなる、陽が昇る、（夜が）明

ける。 【例】てぃだぬ　あつてぃがー

　はいんかい（日が昇ったら畑に（行こ

う））。［変異］あふ。［類］あき（母音語

幹）、あふ（k 語幹）、あかん（m 語幹）。

あつ [atsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］開け

る、（隙間が）空く。 【例】やどぅー　

あつ（戸を開ける）。やどぅー　あきや

　うらん（戸が開いていない）。［変異］

あふ。［類］あーつ、あーふ、あき。

あっゔぁ [avva] 【名詞】［B］油、脂。

【例】あっゔぁんそぅ（油みそ［ブタ

の脂肉と味噌を炒めたもの］）。ひんじ

ゃぬ　あっゔぁ（ヤギの脂）。
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あっゔぁうつ

あっゔぁうつ [avvautsɨ]【名詞】お

世辞、綺麗ごと；またそれを言う人。

【例】あっゔぁうつ　むぬぬ　むぬいゆ

ぎゃー　つかだうり（お世辞を言う奴

の話は聞くな）。あらうつびとぅー　あ

らから　あいそぅが　あっゔぁうつび

とぅー　ひとぅー　ほぅみー　ひとぅ

んかい　びらう（歯に衣着せず喋る人

はストレートに話をするが、お世辞を

いう人は人にへつらう）。

あっゔぁない [avvanai] 【名詞】脂

っこいこと［「あっヴぁないあす」の形

で用いられる］。 【例】あまんぬ　ふ

ぐいや　あっゔぁないや　ひーどぅー

（ヤドカリの肝は脂っこい）。

あっゔぁびーた [avvabiːta]【名詞】

（肉などが）脂っこい、油まみれ。【例】

くぬ　わーや　あっゔぁびーた　やい

ば　んめ　ふぁーいん（この豚肉は油

っこいのでもう食べられない）。かいが

　つんな　あっゔぁびーた（彼の服は

油まみれだ）。っゔぁが　あっゔぁびー

た　みはなう　あらいー　くー（お前

の脂ぎった顔を洗ってこい）。

あっゔぁびーた [avvabiːta] 【形容

詞】脂っこい、油まみれ。 【例】くぬ

　わーや　あっゔぁびーたかいば　ん

め　ふぁーいん（この豚肉は油っこい

のでもう食べられない）。

あっゔぁみー [avvamiː]【名詞】〘魚〙

クマノミ。 【例】あっゔぁみーがまー

　っぞぅぬみーとぅどぅ　ひとぅみ　

うい（クマノミはイソギンチャクと一

緒にいる）。

あっゔぃ [avvi] 1○【動詞】［母音語幹］

［C］火に当たる。［類］あうー。 2○【動

詞】［母音語幹］［C］（食べ物を）あぶ

る；（火に）当てる。［類］あうー。

あっがー [aɡɡaː] 【感動詞】痛いとき

に出す悲鳴。 ［変異］あがー。

あっく [akku]【名詞】［C］悪口。［変

異］あっこ。［類］あっくー、あっこー。

あっくー [akkuː]【名詞】悪口。【例】

あっくー　あす（悪口をする）。［変異］

あっこー。［類］あっこ。

あつぐー [atsɨɡuː]【形容詞】分厚い。

【例】あつぐー　かびー（分厚い紙）。あ

つぐー　んみゅーつ（分厚い胸）。うぬ

　すーっさ　あつぐーかいば　そぅら

いん（この肉は分厚いので切れない）。

あっこ [akko]【名詞】［C］悪口。［変

異］あっく。［類］あっくー、あっこー。

あっこー [akkoː]【名詞】悪口。【例】

あいや　ひとぅーぎゃー　あっこーゆ

ぎゃー　ほぅん（そんなに人の悪口を

言うもんじゃない）。［変異］あっくー。

［類］あっく。

あつさ [atsɨsa] 1○【名詞】［C］熱さ、熱

いこと。 【例】くぬ　ちゃーぬ　あつ

さー　やぐみ　あつさ（このお茶はと

ても熱い）。 2○【名詞】［C］暑さ、暑い

こと。【例】なつぬ　さなかー　あつさ

ぬ　ばんず（真夏は暑さの盛り）。きゅ
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あつさむい

ーぬ　ひーてぃーぬ　あつさぬ（今日

の太陽はとても暑い）。きゅーぬ　あつ

さー　やぐみ　あつさ（今日の暑さは

ひどい）。

あつさむい [atsɨsamui]【名詞】暑が

り、暑さに弱い。 【例】くぬ　やらび

ゃー　むいとぅ　あつさむい（この子

はとても暑がりだ）。

あっじ [aʑʑi]【動詞活用形】［A］「あい

（言う、歌う）」の連用形；「あい（言う、

歌う）」の命令形。 【例】あーぐー　あ

っじーみーる（歌をうたってください）。

やらびんかいや　あっじー　つかひー

　ならーし（子供には言い聞かせて教

えなさい）。あーぐー　あっじ（歌を歌

って）。［変異］あい。

あっじゃ [aʑʑa]【名詞】［B］（畑、道、

教室などの）端、すみ。 【例】はいぬ

　あっじゃう　あいつ（畑の端を歩く）。

んつぬ　あっじゃ（道の端っこ）。こー

えんぬ　あっじゃ（公園の端っこ）。き

ょーしつぬ　あっじゃ（教室のすみ）。

あっじゃき [aʑʑaki] 【名詞】畑の端

の草木を切ること。 【例】っゔぁー　

きゅーや　はいぬ　あっじゃきゅー　

ひーくー（お前は今日は畑の端の草刈

りをしてこい）。はいぬ　あっじゃきゅ

ー　あす（畑の端の草かりをする）。

あっそぅ [assu] 【動詞活用形】［不規

則］［A］「あす（やる、する）」の命令

形。 【例】すかまう　あっそぅ（仕事

をやれ）。っゔぁが　あっそぅ（お前が

やれ）。すかまう　はやまり　あっそぅ

てぃー　あぎまーす（仕事を早くやれ

とせかす）。かりゅーぎゃー　っさん　

ふい　あっそぅ（あいつのことを知ら

ない振りしなさい）。

あっそぅが [assuɡa]【接続詞】でも、

しかし、そうだけれども。 【例】あー

ぎぬ　がっこーんかい　いつぶすむぬ。

あっそぅが　やーんな　でぃんな　に

ゃーん（上の学校に行きたい。でも、家

には金がない）。［変異］あいえいそぅ

が、あいやそぅが、あいやいそぅが。

あったす [attasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

沸かす、あたためる。 ［変異］あっち

ゃす。

あったみ [attami]【動詞】［母音語幹］

（人、ものを）叩く、（釘、ボールなどを）

打つ。 【例】たるが　なーがどぅ　や

どぅふっちゅ　あったみゅー（だれか

がドアを叩いている）。やらびゅー　あ

ったみや　ならん（子供を叩いてはい

けない）。ぼーるー　ばっとひー　あっ

たみる（ボールをバットで打ちなさい）。

かにふっじゅ　げんのーひー　あった

みたい（釘を金づちでたたいた）。

あっち [attɕi] 【動詞】［母音語幹］［C］

熱くなる、沸騰する。 ［類］あっつ。

あっちゃ [attɕa] 【名詞】［C］下駄。

【例】あっちゃう　んﾟん（下駄を履く）。
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あっちゃい

あっちゃい [attɕai] 【動詞】［母音語

幹］託す、持って行ってくれと頼む。

［類］あっちゃう。

あっちゃう [attɕau]【動詞】［w 語幹］

託す、持って行ってくれと頼む。 【例】

うつなーんかいぬ　むぬー　かいんか

い　あっちゃいー　むたすたい（沖縄

への物を彼に頼んで持っていってもら

った）。むぬー　どぅすんかい　あっち

ゃいー　っふぁんかい　むちゃすたい

（物を友人に託して子供に渡してもらっ

た）。［類］あっちゃい。

あっちゃす [attɕasɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］沸かす、あたためる。 【例】みっ

じゅ　あっちゃす（お湯を沸かす［＜

水を沸かす］）。ちゃーゆ　あっちゃす

（お茶を沸かす）。くぬ　んっつーゆ　あ

っちゃし（このみそしるをあたためて

くれ）。［変異］あったす。

あっちゃぬぶー [attɕanubuː] 【名

詞】下駄の緒。 【例】あっちゃぬ　ぶ

ーや　つっちゅーば　なうはだかーな

らん　（下駄の鼻緒が切れているので

なおさないといけない）。

あっつ [attsɨ] 【動詞】［cc/tt 語幹］［C］

熱くなる、沸騰する。 【例】みっじゃ

　あっちーどぅー（水は熱くなってい

る［＞沸騰している］）。［類］あっち。

あつない [atsɨnai]【名詞】商い。【例】

あきゃうだぬ　あつない　あす（行商

人が商いする）。ぬずんどぅ　あつない

（希望するからこそ商い［＞商売は両者

が望むからこそ成り立つ］）。きゅーま

い　んまー　っさらんきー　あつない

あすが（今日もお母さんは平良の町に

商売に（出かけた））。

あっはーいー [ahhaːiː]【感動詞】何

を言っているかと相手を馬鹿にする時

に使う。 【例】A: ばー　でぃんな　さ

んおく　ありー　 B: あっはーいー　ほ

ぅりむぬいゆぎゃー　あすな（A: 俺は

金が三億ある。B: ばかなことを言うな）。

［類］あっはーえー。

あっはーえー [ahhaːeː]【感動詞】何

を言っているかと相手を馬鹿にする時

に使う。 ［類］あっはーいー。

あてぃ [ati] 1○【副詞】（動詞を修飾し

て）十分に（～することができる）。

【例】うさきぬ　さきがまうぎゃー　た

うかーひー　あてぅどぅ　ぬん（それ

くらい酒は一人で十分に飲むことがで

きる）。うぬ　ふくるんかいや　あてぃ

どぅ　はいー（この袋に十分に入る）。

2○【副詞】理由表現の中に使われて形容

詞の程度が大きいことを表す、余り（～

ので）。【例】とーきょーんな　あてぃ　

ひとぅぬ　ういかいば　ひとぅびゅー

いぬ　あす（東京には人が多すぎて人

酔いする）。かぬ　みどぅんな　あてぃ

　あぱらぎかいばならん（あの女性は

余りにも美しい）。ぶとぅー　すなひー

　あてぃ　かまらすかいばならん（旦

那を亡くして余りにも悲しくてならな
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あてぃ

い）。［類］あてぃくとぅ。

あてぃ [ati]【名詞】［C］当て、生きが

い。 【例】っふぁぬどぅ　ばが　あて

ぃ（子供が私の生きがいだ）。［類］みあ

てぃ。

あてぃ　かーん [ati kaːn] 【成句】

（～するのに）十分すぎる、十分に（～す

ることができる）。【例】うまんな　ふ

ぁうむぬー　あてぃかーんどぅ　あい

（ここには食べるものは十分過ぎる程に

ある）。ばが　たまー　うさきひー　あ

てぃ　かーん（私の分はそれだけで十

分過ぎる）。あてぃ　かーん　っしーど

ぅー（十分過ぎる程に知っている）。

あてぃがー [atiɡaː] 【接続詞】それ

では、じゃー。 【例】あてぃがー　ば

ー　やーんかい　はらでぃ（それでは

私は家に帰る）。

あてぃくとぅ [atikutu] 【副詞】余

り（～ので）。 【例】ぱーが　すんた

い　とぅきゃんな　あてぃくとぅ　か

まらすかいば　ならっだん（祖母が亡

くなったときには余り悲しくてどうし

ようもなかった）。あがいー　っゔぁが

　ぴーや　あてぃくとぅ　っさかいば

　んびゃーいん（お前の屁は臭くてが

まんできない）。ばかかいきゃー　あて

ぃくとぅ　むぬふぁう　くーかいば　

まいやーまいにち　なきどぅ　うたい

（若いときは食べるにも困っていたので、

毎日毎日泣いていた）。［類］あてぃ。

あでぃふ [adifu] 【名詞】［C］タコの

巣、タコの巣のありか。 【例】たくぬ

　あでぃふーぎゃー　たるんかいまい

　ならーはん（タコの巣の場所はだれ

にも教えない）。たくぬどぅ　あでぃふ

ん　びじゃりーうたい（タコがタコの

巣にデンと座っていた）。

あとぅ [atu] 【名詞】［C］（時間的に）

後（あと）。 【例】また　あとぅんかい

（また後で）。かいが　あとぅから　は

り（あの人の後から帰りなさい）。あう

やー　ひーまい　あとぅー　にゃーん

　ひとぅ（言い合いをしても後に持ち

越さない人）。あとぅぬ　ひーぬ　ぶー

とぅい（最終日のブートゥイ［ミャー

クズツの最終日に旗を触って神様から

の果報をもらう儀式］）。あとぅぬ　ゆ

ー（後の世）。あとぅ　ほぅかんな　あ

いどぅすな（あとほかにありますか）。

あどぅ [adu] 【名詞】［B］かかと。

【例】あどぅ　ぐるー　ふぁーす（（人

を）踵で強く打つ）。

あとぅ　ひとぅむちゃき [atu
hitumutɕaki]【成句】残りの一踏ん張り、

残り僅かの仕事。 【例】くーかいそぅ

が　あとぅ　ひとぅむちゃき　やいば

　わいてぃー　ほぅだかーならん（疲

れているが残り僅かの仕事だから頑張

らないとならない）。

あとぅがま [atuɡama]【名詞】後妻、

後添え。 【例】かいが　あとぅがまー
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あとぅざん

　あぱらぎ　ばかみどぅん（彼の後妻

は若くて美人だ）。［類］あとぅどぅみ。

あとぅざん [atuzan]【名詞】後産、胎

盤。 【例】あとぅざんぬ　はやまり　

いだはだかー　ならん（後産を早く出

さないといけない）。

あとぅだま　うーだま [atu-
dama uːdama] 【成句】残り物に福があ

る。 【例】いらう　ぬかすぬどぅ　あ

とぅだま　うーだま（選び残したもの

に残り福がある）。

あとぅどぅみ [atudumi]【名詞】後

妻、後添え。 ［類］あとぅがま。

あとぅなうい [atunaui]【名詞】大器

晩成。【例】ばが　ぶじゃー　あとぅな

ういや　ひー　うやきん　なるー（私

の叔父は大器晩成で金持ちになった）。

あとぅぬひー [atunuhiː]【名詞】〘祭

礼〙ミャークズツの最終日［ブートゥ

イと呼ばれる］。

あとぅぬゆー [atunujuː] 【名詞】後

の世。

あな [ana]【名詞】［B］穴、（人や物の）

欠損。 【例】うまん　かんぬ　あなぬ

　あい（そこに蟹（かに）の穴がある）。

ういが　あなー　っふぁはいん（あの

人の穴は埋められない［その人に能力

があったので後が埋められないという

意味と、その人が作った損失が埋めら

れないという意味の両方がある］）。あ

なう　ぷーつ（穴を開ける［物理的に

穴を開けるという意味と、損失を作る

という意味がある］）。

あな [ana]【連体詞】そんな（何でもな

い物）。 ［変異］あにゃ。［類］あなる、

あにゃる。

あなみ [anami]【動詞】［母音語幹］［C］

ねだる。

あなみ [anami]【動詞】［母音語幹］［C］

（人を）叱る。 ［類］あなん。

あなむぬー [anamunuː]【副詞】ほか

に方法がないから、しかたなく。 ［変

異］あにゃむぬー。

あなる [anaru] 【連体詞】そんな（何

でもない物）。 ［変異］あにゃる。

あなん [anan] 【動詞】［m 語幹］［C］

（人を）叱る。 【例】ひとぅーぎゃー　

まーぬ　あなまん（人をあまりしかる

な）。［類］あなみ。

あなん [anan] 【動詞】［m 語幹］［C］

（人にものを）ねだる［「ひとぅんかい

（人に）むぬー（ものを　あなん（ねだ

る）」の形と「ひとぅー（人を）あなん

（頼む）」の形がある］。 【例】ひとぅん

かいや　むぬーぎゃー　あなまん（人

に物をねだらない）。ひとぅー　あなみ

ー　むぬー　っじー　ふぁう（人にね

だって食事をもらって食べる）。［類］あ

なみ。
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あに

あに [ani] 【名詞】［C］姉。 【例】あ

に　そぅじゃぬ　むぬいゆぎゃー　う

っとぅんみゃー　わいてぃー　つきー

ならい（姉・兄の忠告は弟・妹たちはし

っかり聞いて身に付けなさい）。はーに

（長女［「親からいう長女」と「自分の一

番上の姉」の両方使える］）。なかーに

（次女［「親からいう次女」と「自分の上

から二番目の姉」の両方使える］）。

あにそぅじゃ [anisuʑa] 【名詞】姉

さんと兄さん。 【例】みがとぅ　まさ

いがどぅ　ばが　あにそぅじゃ（ミガ

とマサイが私の姉と兄だ）。

あにゃ [anja] 【連体詞】そんな（何で

もない物）。【例】あにゃ　かーかにが

まぬどぅ　でぃん　ない（そんな何で

もない空き缶がお金になる）。あにゃむ

ぬがまうぎゃー　っじん（そんなもの

は受け取れない）。ばが　たまー　あに

ゃ　うさきがまいー（私の分はそんな

ものなんだな）。［変異］あな。［類］あ

にゃる。

あにゃむぬー [anjamunuː] 【副詞】

ほかに方法がないから、しかたなく。

【例】きゅーや　あみまい　っふゅーば、

あにゃむぬー　やーん　ゆくいー　う

らでぃ（今日は雨も降っているし、仕

方がないから家で休んでいよう）。でぃ

んまい　にゃーんば　あにゃむぬー　

うつなーんかいや　いかじゃーん（金

がないので、仕方ないけど沖縄には行

かない）。じゃうかいむぬー　にゃーん

ば　あにゃむぬー　うるー　かーでぃ

（いいものはないので仕方ないからこれ

を買おう）。［変異］あなむぬー。［類］

あうぬー。

あにゃる [anjaru] 【連体詞】そんな

（何でもない物）。［変異］あなる。［類］

あにゃ。

あぬゆ [anuju]【名詞】［A］あの世、か

の世。 【例】ぱーや　あぬゆんかい　

はりーにゃーん（祖母はあの世に行っ

てしまった）。［変異］あぬゆー。［類］

かぬゆ。

あぬゆー [anujuː]【名詞】あの世、か

の世。 ［変異］あぬゆ。

あば [aba]【感動詞】あれ、何　［「あば、

あば」と繰り返して使うこともある］。

【例】あば　うらー　なうが（一体それ

は何だ）。あば　うらー　なうどぅ　あ

た（あれ、それは何だったかな）。あば

　あば　なうてぃーぬ　ばーが（あれ

れ、どうなってるの）。

あぱ [apa] 【名詞】［C］〘魚〙オニオコ

ゼ（毒魚の一種）。 【例】あぱぬ　つー

ずんな　どぅくぬどぅ　あい（オニオ

コゼの刺には毒がある）。

あぱ　うどぅるつ [apa udurutsɨ]
【成句】いきなりビックリすること。

【例】まずむぬー　みー　あぱ　うどぅ

るっちゃひーにゃーん（幽霊を見てい

きなりビックリした）。
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あばい

あばい [abai] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］

（田畑が）荒れる。 【例】かまぬ　はい

ぬ　ぬっさ　はいゆぎゃー　みばから

んば　はいや　ずみく　っさー　うい

ー　あばりゅーい（あそこの畑の持ち

主は畑を世話しないので、畑はたくさ

ん草が生えて荒れている）。

あぱい [apai] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］

アルコール分が抜ける。 【例】うぬ　

さきゃー　んめ　あぱりー　ぬまいん

（その酒はもうアルコール分が抜けてい

て飲めない）。

あばさ [abasa] 1○【名詞】［C］〘魚〙ハ

リセンボン。 2○【名詞】［C］おしゃべ

りの人、大げさな奴。【例】うぬ　あば

さが　ふっちゅぎゃー　ったきー　な

らーし（そのおしゃべりの口をたたき

なおせ）。

あぱつな [apatsɨna]【副詞】おかずな

しに。 【例】まいゆ　あぱつな　ふぁ

い（ご飯をおかずなしで食べなさい）。

あぱなつ [apanatsɨ] 1○【動詞】［k 語

幹］あおむけになる。 【例】あぱなき

ー　にっゔぃ（仰向けに寝ろ）。あぱな

きーみーる（仰向けになってみろ）。や

まぬ　はなう　あぱなきー　みー（山

の頂上を仰ぎ見る）。［変異］あぱなふ。

2○【名詞】あおむけ。【例】あぱなつに

ゅー（仰向けに寝ること）。

あぱなつみー [apanatsɨmiː] 【名詞】

仰ぎ見ること。 【例】てぃんぬ　あぱ

なつみー　あす（天を仰ぎ見る）。

あぱなふ [apanafu] 【動詞】［k 語幹］

あおむけになる。 【例】あぱなきー　

にっゔぃ（仰向けに寝ろ）。あぱなきー

みーる（仰向けになってみろ）。やまぬ

　はなう　あぱなきー　みー（山の頂

上を仰ぎ見る）。［変異］あぱなつ。

あぱなふ [apanafu] 【動詞】［k 語幹］

あおむけになる。 ［変異］あぱなつ。

あぱらぎがま [aparaɡiɡama]【名詞】

（感動詞的に使って）可愛い子供や動物。

【例】あがい　あぱらぎがま（あらっ、

可愛いー）。［類］あぱらぎっふぁがま。

あぱらす [aparasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

（秘密を）ばらす。 【例】うぬ　しぇい

ねんとぅ　しょじょぬ　くとぅー　あ

ぱらはいにゃーん（その青年と娘のこ

とはばれてしまった）。

あばらぶに [abarabuni]【名詞】あば

ら骨。 ［類］ゆんぶに、さうきぶに。

あばらやー [abarajaː] 【名詞】あば

ら屋。 【例】ばんてぃが　やーや　あ

ばらやーがま（私たちの家はあばら屋

だ）。

あぴゃー [apjaː]【名詞】［C］年取って

子の産めなくなったメス豚。 【例】っ

ふぁー　なさがりゅー　わーゆどぅ　

あぴゃーてぃー　あい（（年取って）子

を産めなくなった豚を「アピャー」と

言う）。［類］あぴゃーわー。

あぴゃーわー [apjaːwaː]【名詞】年

取って子の産めなくなったメス豚。
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あふ

【例】あぴゃーわーや　ひつにかいば　

ならん（子の産めなくなった豚はかた

くてしかたがない）。あぴゃーわーぬ

　かーや　あつぐー　ぷかむぬ（子の

産めなくなった豚の皮は分厚くてかた

い）。［類］あぴゃー。

あふ [afu] 【動詞】［k 語幹］［A］（周り

が）明るくなる、陽が昇る、（夜が）明

ける。 【例】てぃだぬ　あふてぃがー

　はいんかい（日が昇ったら畑に（行

こう））。［変異］あつ。［類］あき（母音

語幹）、あかん（m 語幹）。

あふ [afu] 【動詞】［k 語幹］［A］開け

る、（隙間が）空く。 ［変異］あつ。

あぶ [abu]【名詞】［B］〘昆〙虻（アブ）。

【例】あぶん　ささいてぃがー　いち

ゃむぬ（虻に刺されたら痛い）。

あぶ [abu]【名詞】［B］洞窟。【例】は

ーあぶ（大きな洞窟［＞「はーぶ」とも

言う］）。［変異］あーぶ。

あふい [afui] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］

（水が容器から）溢れる；たくさんある。

【例】たんくから　みっじゃ　あふり

ーどぅー（タンクから水があふれてい

る）。でぃんな　かさき　あふりーどぅ

ー（お金はくさるほどある）。

あふず [afuzɨ] 【名詞】［C］あくび。

【例】あふっじゅ　あす（あくびをする）。

やらびゃー　かまりゅーんががら　あ

ふっじゅ　ひーゆー（子供は飽きたの

かあくびをしている）。ながばなっそぅ

　つふてぃがー　あふずまい　あすど

ぅす（長話を聞くとあくびも出る）。

あふた [afuta]【名詞】［B］ゴミ、ちり；

役に立たないやつ。 【例】うまぬ　あ

ふたう　うぐないる（そこのゴミを集

めろ）。あふたう　むーす（ゴミを燃や

す）。あふたうぎゃー　っそぅい（ゴミ

を拾いなさい）。すかまー　ひらいん　

あふた（仕事のできない奴）。

あま [ama] 【名詞】［C］〘指示詞〙あち

ら　［「あまかま（あちらこちら）」とし

てしか使わない］。

あま [ama] 【形容詞】［A］味がうすい。

【例】っゔぁが　んっつーや　あまか

いば　ならん（あなたの味噌汁は薄味

すぎる）。

あまーす [amaːsɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

甘やかす。 【例】やらびゅーぎゃー　

あまーはん（子供を甘やかしてはいけ

ない）。

あまい [amai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

甘える。 【例】んまんかい　あまりゅ

ー（母親に甘えてる）。てぃびぬつーふ

ぁやがまー　あまいふだー（末っ子は

よく甘える［豚の末っ子は一番後ろの

乳を飲む。人間でも末っ子が最後の母

乳を飲むことから末っ子のことを「て

ぃびぬつーふぁやがま」と言う］）。ほ

ぅいふ　ないてぃが　あまいや　ほぅ

ん（大きくなったら甘えてはいけない）。

［類］あまい（母音語幹）。
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あまい

あまい [amai]【動詞】［母音語幹］［C］

甘える。 【例】んまんかい　あまい　

うい（母親に甘えてる）。［類］あまい

（r/rr 語幹）。

あまい [amai]【動詞】［母音語幹］［A］

（ニコニコと）笑う。 【例】やらびがま

ー　ひとぅんかい　あまいゆー（子供

が人ににこにこ笑っている）。［類］ば

らい（r/rr 語幹）。

あまい [amai]【名詞】［C］（食べ物の）

残りもの;（使った）余り。 【例】きゅ

ーぬ　ふぁいぬ　あまいや　んみゃ　

にゃーん（今日の食事の残り物はもう

ない）。つんな　かいぬ　あまいひーや

　そぅば　ふぁうが（服を買った余り

でソバを食べに（行こう））。

あまいあまい [amaiamai] 【副詞】

（こどもなどが）ニコニコする様子　

［「あまいあまいてぃ」ともいう］。【例】

やらびゃー　たるんかいまい　あまい

あまいてぃー　ひーゆー（この子は誰

にでもニコニコしている）。

あまいうむくとぅ [amaiumukutu]

【成句】生きるための知恵。 【例】にん

ぎんな　あまい　うむくとぅぬ　にゃ

ーだかー　ならん（人間は生きるため

の知恵がなければならない［＞単なる

知識だけでは生きていけない］）。

あまいずつ [amaizɨtsɨ] 【名詞】閏月

（うるうづき）。 【例】うるーどぅすん

な　あまいずつぬどぅ　あい（閏年に

は閏月がある）。

あまいどぅす [amaidusɨ]【名詞】閏

年（うるうどし）。 【例】くとぅっさ　

あまいどぅすちゃ（今年は閏年だって）。

［変異］うるーどぅす、うるどぅす。

あまいなう [amainau] 【名詞】竜巻。

【例】あまいなうぬどぅ　いんかい　

うりーふー（竜巻が海に降りてくる）。

あまかま [amakama] 【副詞】あちこ

ち。 【例】やらびゃー　あまかま　と

ぅみたいそぅがどぅ　とぅみらいっだ

ん（子供はあちこち探したがみつから

なかった）。［類］あまくま。

あまぐい [amaɡui] 【名詞】雨乞い。

あまくま [amakuma] 【副詞】あちこ

ち。 【例】あまくま　まーりー　った

い（あちこち回ってきた）。［類］あま

かま。

あまた [amata] 【連体詞】余計な、無

駄な。 【例】うらー　あまたむぬ（そ

れは余計なものだ）。あまたむぬいゆぎ

ゃー　あいな（余計なことをしゃべる

な）。あまたでぃんつかい（無駄使い）。

あまだい [amadai] 【名詞】雨だれ。

【例】やーぬ　んつきから　あまだいぬ

　うちゅーい（家の軒から雨だれが落

ちている）。

あまたすかま [amatasɨkama] 【名

詞】徒労、余計な仕事。 【例】っゔぁ

が　すかまー　あまたすかま（あなた

の仕事は徒労だ）。あまたすかまうぎゃ

ー　ほぅん（余計な仕事はしない）。
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あまたなんず

あまたなんず [amatananzɨ] 【名詞】

不要なことをやって後で苦労すること。

【例】くーっふぁ　にゃーだ　あまた

　なんっじゅぎゃー　ほぅん（楽しく

て余計な苦労をしてるわけではない）。

あままい　かままい [amamai
kamamai]【成句】あっちもこっちも。

［変異］うままい　くままい。

あままい　くままい [amamai
kumamai]【成句】あっちもこっちも。

［変異］うままい　くままい。

あまみず [amamizɨ] 【名詞】淡水。

【例】ひだがーぬ　みっじゃ　あまみず

（ヒダガーの水は淡水だ）。

あまみず [amamizɨ] 【名詞】雨水。

あまらす [amarasɨ] 【動詞】残す、余

らせる。 【例】ふぁいあまらす（食べ

残す［「ふぁうあまらす」とも言う］）。

あまり　かまり [amari kamari]【成

句】十分だ。 【例】ばー　うさきひー

　あまり　かまり（私はそれだけで十

分だ）。

あまん [aman] 【名詞】［C］ヤドカリ。

【例】あまんぬ　ふぐいひー　っぞぅ

ー　つー（ヤドカリの内臓で魚を釣る

［「ふぐい」は睾丸のこと］）。あまんぬ　

ふぐいあらい（ヤドカリが海の水にお

腹の卵を産卵すること［＜ヤドカリの

睾丸洗い］）。

あまんぶに [amambuni] 【名詞】踝

（くるぶし）の丸い骨。

あみ [ami] 【動詞】［母音語幹］［A］浴

びる。 【例】みっじゅ　あみ（水を浴

びる）。［類］あん。

あみ [ami]【名詞】［B］雨。【例】あち

ゃー　あみ（明日は雨だ）。あちゃー　

あみゃー　っふぁん（明日は雨は降ら

ない）。あみゃー　いりーにゃーん（雨

はやんだ）。あみん　ったかい（雨に打

たれる）。あみん　ふかい（雨に降られ

る）。あみぬ　あかいきゃたーひー　

まち（雨があがるまで待て）。やぐみ　

あみ（大変な雨、大雨）。ほぅすずあみ

（大粒の雨）。いみすずあみがま（霧状の

雨、小粒の雨）。かでぃふつあみ（台風

の雨）。すまうてぃあみ（漁をしている

ときに島が見えなくなるほどつよくふ

る雨）。かんないあみ（雷雨）。なつぬ

　あみ（夏の雨、スコール）。　やーら

あみ（やわらかい雨）。ひーてぃーあみ

（天気雨）。ゆがほぅーあみ（恵みの雨）。

あみかうー [amikauː] 1○【動詞】［vv

語幹幹］（水を）浴びる。 【例】ひぐる

　みっじゅ　あみかうー（冷たい水を

頭からあびる）。［類］あみかっゔぃ。 2○

【動詞】［vv 語幹幹］（他人の）借金を引

き受ける。【例】ひとぅぬ　うっかう　

あみかうー（他人の借金をひっかぶる）。

［類］あみかっゔぃ。

あみかっゔぁす [amikavvasɨ] 1○【動

詞】［s/h 語幹］（水などを）かける。
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あみかっゔぁらす

【例】みっじゅ　あみかっゔぁす（水を

かける）。ひぐる　みっじゃ　あみかっ

ゔぁはいーにゃーん（冷たい水を頭か

ら浴びせられた）。みっじゅ　かなまい

から　あみかっゔぁし（水を頭からか

けろ）。［類］あみかっゔぁらす。 2○【動

詞】［s/h 語幹］（他人の）借金を引き受

ける。

あみかっゔぁらす [amikavvarasɨ]
【動詞】［s/h 語幹］（水などを）かける、

浴びさせる。 【例】かにゃー　まさい

んかい　みっじゅ　あみかっゔぁらす

たい（カニはマサイに｛水を浴びさせ

た/水をかけた｝）。かにゃー　まさいん

かい　あっじー　やらびんかい　みっ

じゅ　あみかっゔぁらすたい（カニは

マサイに言って｛子供に水をかけさせ

た/子供に水を浴びさせた｝）。［類］あみ

かっゔぁす。

あみかっゔぃ [amikavvi] 1○【動詞】

［母音語幹］（水などを）かける。 ［類］

あみかうー。 2○【動詞】［母音語幹］（他

人の）借金を引き受ける。［類］あみか

うー。

あみがっふぃ [amiɡaffi]【名詞】雨

宿り。 【例】きーぬ　すたん　あみが

っふぃ　あす（木の下に雨宿りする）。

あみじゃた [amiʑata] 【名詞】飴。

【例】あみじゃたう　なんー　（飴を舐

める）。

あみすず [amisɨzɨ] 【名詞】雨粒、雨

足。 【例】あみすすぬどぅ　うちゅー

（雨が降っている）。

あみっふぁしゃ [amiffaɕa] 【名詞】

〘昆〙アメンボ。 【例】あみっふぁしゃ

ぬどう　みずぬ　はなん　うい（アメ

ンボが水面にいる）。あみっふぁしゃぬ

どう　みずぬ　はなん　とぅぬぎーま

ーるー（アメンボが水面を走り回って

いる）。

あみふー [amifuː]【名詞】雨降り、雨

の降っている日。【例】あみふーんな　

やーん　にっゔぃー　うらでぃ（雨の

日には家で寝ていよう）。きゅーや　ひ

とぅむてぃから　あみふー（今日は朝

から雨降りだ）。やぐみ　あみふー（土

砂降りだ）。くぬいや　あみふー（最近

は雨期だ）。あみふー　わーつつ（雨降

りの天気）。

あめりか [amerika]【名詞】天国（アメ

リカのように遠いところという意味）。

【例】おばーや　あめりかんかい　は

りーにゃーん（おばあさんは亡くなっ

た）。

あや [aja] 【副詞】そのように。 【例】

あや　ほぅだうり（そうはするな）。あ

やほぅーきゃー　ふにゃー　いでぃー

　はりーにゃーん（そうしている間に

船は出ていった）。［変異］あいや。

あや [aja]【感動詞】「（それは）だめだ」

と思ったときに発する感動詞、あちゃ、

あらまあ。 【例】あや、うらー　だみ

（あちゃ、これはだめだ）。
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あや

あや [aja] 【名詞】［B］綾。 【例】あ

やずん（綾のある着物）。つんぬ　あや

（着物の紋様）。

あやかーり [ajakaːri]【副詞】特別に、

本当に。 【例】かぬ　みどぅんな　あ

やかーりどぅ　かぎかい（あの女性は

特別に美しい）。あやかーりどぅ　ひぐ

るかたい（特別に冷たかった）。［変異］

あやかりー。

あやかい [ajakai] 【動詞】［r/rr 語幹］

（立派な人に）あやかる。 【例】ながん

ぬつ　ぱーが　あやーかりゅーとぅい

　ながんぬつ　あっそぅ（長寿のおば

あさんにあやかって長生きしなさい）。

あやかりー [ajakariː]【副詞】特別に、

本当に。 ［変異］あやかーり。

あやぎた [ajaɡita]【名詞】〘昆〙蝶。

【例】あやぎたー　かぎむぬ（蝶は美し

い）。［類］あやばさ、あやばに。

あやぐい [ajaɡui]【名詞】かすれ声。

【例】からー　あやぐいひー　あーぐー

　あい（彼女はかすれ声で歌を歌う）。

あやす [ajasɨ]【形容詞】［A］怪しい。

【例】かいがどぅ　あやすかい（彼が怪

しい）。

あやす [ajasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［C］

（子供を）あやす。 【例】っふぁう　あ

やす（子供をあやす）。

あやす　かやす [ajasɨ kajasɨ] 【成

句】あれこれすること。 【例】あやす

　かやすてぃー　ひーういきゃー　ひ

ーま　なりーどぅー（あれこれしてい

ると昼になった）。あやす　かやす　ち

ゃうきゃー（そうこうしている中に）。

［変異］あいあす　かいあす。

あやすてぃがー [ajasɨtiɡaː] 【接続

詞】そうしたら。 【例】まーたー　ゆ

っゔぃー　うまんさし、あやすてぃが

ー　まずむぬまい　ひとぅまい　とぅ

いや　はらん（ススキの魔除けを結ん

でそこに挿せ。そしたら魔物も人も取

って行かない）。

あやすふ [ajasɨfu]【形容詞】あやふや

だ、はっきりとしない。 【例】くまぬ

　すかまー　きゅーひーや　あやすふ

だーい（ここの仕事は今日で（終えら

れるかどうか）ちょっと微妙だ）。うい

が　あっじゅー　むぬいや　いつまい

　あやすふむぬ（彼が言うことはいつ

もあやふやだ）。［類］うかーすふ。

あやたーい [ajataːi] 【動詞】［r/rr 語

幹］ずば抜けている。 【例】うぬ　や

らびぬ　うむくとぅー　あやたーりー

どぅー（この子の知能はずば抜けてい

る）。［変異］あやたい、あやたり、あや

たりー、あやたーりー。

あやたーり [ajataːri] 【副詞】ずば抜

けて。 ［変異］あやたり、あやたりー、

あやたーりー。

あやたーりー [ajataːriː] 【副詞】ず

ば抜けて。【例】はーにゃ　すーがくー
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あやたい

　あやたーりー　でぃきゅーたい（長

姉の計算力はずば抜けてよくできた）。

［変異］あやたり、あやたーり、あやた

りー。

あやたい [ajatai] 【動詞】［r/rr 語幹］

ずば抜けている。 ［変異］あやたーい。

あやたり [ajatari] 【副詞】ずば抜け

て。 ［変異］あやたーり、あやたりー、

あやたーりー。

あやたりー [ajatariː] 【副詞】ずば抜

けて。 ［変異］あやたり、あやたーり、

あやたーりー。

あやっそぅ [ajassu] 【成句】そうし

なさい。 ［変異］あい　あっそぅ。

あやぬん [ajanun] 【名詞】南京虫。

【例】んきゃーんな　あやぬんまい　ぬ

んまい　うんそぅく　うたい（昔は南

京虫もノミも沢山いた）。あやぬん　か

まいー　かうかいば　ならん（南京虫

にかまれた）。

あやばさ [ajabasa]【名詞】蝶。【例】

あやばさー　きつぎむぬ（蝶は綺麗だ）。

［類］あやぎた、あやばに。

あやばに [ajabani]【名詞】蝶。［類］

あやばさ、あやぎた。

あやひー [ajahiː] 【接続詞】そうする

ことで、そのあとで、そして。【例】み

ががまう　かなすかたいばどぅ　うる

ー　とぅっじゃひどぅ、あやひー　ん

め　っふぁまい　いつぬひとぅ　まう

きたい（ミガちゃんが好きだったので、

彼女をめとり、そして、子供も 5 人もう

けた）。うらー　ひんじゃ、　あやひー

　うらー　ぬーま（これは山羊、そし

て、これは馬だ）。［変異］あいひー。

あやほぅーきゃー [ajahuːkjaː]【副

詞】そうしている中に、そうこうしてい

る間に。【例】あやほぅーきゃー　ふに

ゃー　いでぃー　はりーにゃーん（そ

うしている間に船は出ていった）。［変

異］あいほぅーきゃー。

あやほぅーば [ajahuːba]【副詞】そ

うしているから、そうだから。【例】あ

やほぅーばどぅ　かりゃー　うやきか

い（だからあいつは裕福なんだ）。［変

異］あいほぅーば。

あやみ [ajami]【動詞】［母音語幹］［C］

危害を加える［「殺す」という意味では

ない］。【例】ひとぅーぎゃー　あやみ

ん（人に危害を加えない）。［類］あやん。

あやら [ajara] 【感動詞】なにくそ。

［類］あらら、あららがま、あやらがま。

あやらがま [ajaraɡama]【感動詞】な

にくそ。 【例】あやらがま、っゔぁん

な　まきん（なにくそ、お前には負け

ないぞ）。［類］あらら、あやら、あらら

がま。

あやん [ajan]【動詞】［m 語幹］［C］危

害を加える［「殺す」という意味ではな

い］。 ［類］あやみ。
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あら

あら [ara]【名詞】［C］（家の）外；（人

や家の）外見。 【例】やらびゃー　ん

まぬ　あらんかい　いでぃでぃー　あ

すてぃがー　いつまい　がんない（子

供は母親が外出しようとしたら、いつ

も駄々をこねる）。とぅか　さうずばり

ゃーひー　やらびゅー　あらんかい　

いだひー　てぃだがなっそぅ　うがま

す（10 日目の魔除けをした後に赤ちゃ

んを外に出して太陽神を拝ませる）。あ

らんかい　いでぃー　あそぅー（外に

出て遊ぶ）。からー　あらー　うとぅな

すぎ（彼は外見はおとなしそうだ）。

あら [ara]【名詞】［C］（コメなどにはい

っている）小石など；欠点。 【例】ま

いぬ　あら（米に交じっている小石な

ど）。ひとぅぬ　あらー　とぅみん（人

の欠点はさがさないものだ）。

あら [ara] 【形容詞】［A］（仕事などが）

荒い。 【例】うぬ　さやふぬ　すかま

ー　あらかいば　うるー　つかう　ひ

とぅー　みーん（この大工の仕事は粗

いので彼を使う人はいない）。

あら [ara] 【助詞】〘終助詞〙だろうね、

だろうか、じゃないかな　［「あらんな」

の省略形］。【例】あいぬ　さんみんま

い　かいぬ　さんみんまいどぅ　ひー

ゆーや　あら（あれやこれやと考えて

るんじゃないのかな）。くらー　びゅー

いがっさ　あら（これはクワズイモじ

ゃないの）。［類］あらんな。

あらいず [araizɨ] 【名詞】闘争心、勝

負するときの元気、意気込み。【例】す

まう　とぅい　とぅきゃんな　あらい

っじゅ　むてぃ（相撲を取るときには

負けないぞという意気込みを持て）。

あらいだす [araidasɨ] 【動詞】［s/h

語幹］結婚を申し込む［「あらう　いだ

す」ともいう］。 【例】かぬきゃー　ん

ﾟぬどぅ　あらいだすたいちゃ（彼らは

昨日結婚を申し込んでオーケーをもら

ったそうだ）。じょー　みどぅんぬ　や

ーんかい　さきゃー　むちーいきー　

あらう　いだはでぃ（さあー女性の家

に酒を持って行って結婚を申し込もう

［昔は酒を持って行って相手の父親が許

可をすれば婚約が成立した］）。

あらいだすゆーい [araidasɨjuːi]
【名詞】婚約式。

あらう [arau] 【動詞】［w 語幹］［A］

（体を）洗う；（着物を）洗濯する；（食

器を）洗う。 【例】どぅーゆ　あらう

（体を洗う）。つんぬ　あらう（着物を洗

う）。まかいゆ　あらう（お椀を洗う）。

まなちゃうぎゃー　つかうてぃがー　

あらい（まな板を使ったら洗え）。かい

が　はなすん　つむー　あらーいたい

（彼の話に心が洗われた）。

あらうつびとぅ [arautsɨbitu] 【名

詞】歯に衣着せずはっきりものを言う

人。 【例】あっゔぁうつびとぅぬ　む

ぬいゆぎゃー　つかだ、あらうつびと

ぅぬ　むぬいゆ　つき（口のうまい人
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あらがー

の話を聞かずに、歯に衣着せず話す人

の話を聞け）。

あらがー [araɡaː]【名詞】（生き物、果

物などの）表皮。【例】わーぬ　あらが

ーや　くぱむぬ（豚の表皮はかたい）。

あらかぎ　なかっさり [arakaɡi
nakassari] 【成句】外側は綺麗だが内側

は汚い（外面だけの人間）。 【例】かり

ゃー　あらかぎ　なかっさり　やいば

　かいが　つむぬ　なかー　ゆまいん

（あいつは外面はいい人だか、心の中は

読めない）。からー　むいとぅぬ　あら

かぎ　なかっさりんまり（あいつは外

面だけの奴だ）。［類］あらかぎ　なか

ふとぅてぃ、あらかぎ　なかやり。

あらかぎ　なかふとぅてぃ
[arakaɡi nakafututi]【成句】外側は綺麗

だが内側は汚い（外面だけの人間）。

［類］あらかぎ　なかっさり、あらかぎ

　なかやり。

あらかぎ　なかやり [arakaɡi
nakajari] 【成句】外側は綺麗だが内側

は汚い（外面だけの人間）。 ［類］あら

かぎ　なかっさり、なかふとぅてぃ。

あらから [arakara]【副詞】直接的に、

率直に。 【例】あいや　ひとぅーぎゃ

ー　あらからー　んみかん（そのよう

に人を真正面から叱らないものだ）。あ

らから　あっじ（ちゃんと言え［＞回

りくどい言い方をするな］）。

あらがん [araɡan] 【名詞】〘生物〙オ

カガニ。 【例】あらがんな　んまっふ

ぁにゃーん（オカガニはうまくない）。

あらす [arasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［A］

（仕事で金を）稼ぐ。 【例】ぶとぅー　

でぃんぬぎゃ－　あらひー　やーでぃ

ん　ふぃーうたい（夫は仕事で稼いで、

家族を養っていた［＜家族に与えてい

た］）。

あらす [arasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［A］

（魚を）餌を求めて激しく集まらせる、

撒き餌する。 【例】びじゅー　てぃっ

ゔぃー　っぞぅー　あらし（餌を投げ

て魚を暴れるほど集めろ）。［類］あり

っさす。

あらずむびとぅ [arazɨmubitu]【名

詞】心が荒く短気な人。 【例】あらず

むびとぅー　すぐ　なうちゃーにゃー

　つむでぃどぅす（短気な人はすぐ何

でもないことに怒る）。

あ ら だ か ー な ら ん む ぬ
[aradakaːnarammunu] 【成句】なくて

はならない。 ［変異］にゃーだかー。

あらでぃーびとぅ [aradiːbitu]【名

詞】仕事が雑な人。 【例】あらでぃー

びとぅぬ　すかまー　じゃうっふぁに

ゃーん（仕事が雑な人の仕事は良くな

い）。

あらどぅくま [aradukuma] 【名詞】

幽霊が出ると言われて恐れられている

所。 【例】ほぅらだっちゃ　あらとぅ
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あらなー

くま（大浦集落の入口は幽霊等の出る

ところだ）。

あらなー [aranaː] 【名詞】あだ名。

【例】ひとぅーぎゃー　あらなーひや　

ゆらばん（人をあだ名では呼ばない）。

あらは [araha] 【名詞】［B］外海から

波が干瀬に寄せて波打っているところ、

波うち際。 【例】あらはんな　なんぬ

　ぶりゅー（干瀬の波うち際には波が

大きく立っている）。

あらはな [arahana]【名詞】一番最初。

【例】あらはなー　っゔぁから　すきゃ

きる（まずはあなたから始めなさい）。

あらび [arabi]【名詞】［C］〘祭礼〙（祭

事や記念行事）初日。【例】みゃーくづ

つぬ　あらび（ミャークズツの初日）。

あらまた [aramata]【名詞】相撲の外

掛け。 【例】あらまたう　かきー　た

うすたい（外掛けを掛けて倒した）。

あらら [arara] 【感動詞】なにくそ。

［類］あらら、あやらがま、あらら。

あららがま [araraɡama]【感動詞】な

にくそ。【例】あららがま　まきやなら

ん（なにくそ負けてはならない）。［類］

あやら、あやらがま、あらら。

あらん [aran] 【動詞】［C］（コピュラ

（指定辞）の否定形）～ではない、違う；

間違いだ［池間方言では「だ、である」

にあたることばは現在の終止の形では

通常現れない。条件形（～なら）は、「や

いてぃがー」、理由形（～だから）は、「や

いば」、過去形（～だった）は「あたい」、

否定形（～ではない）は、「あらん」を

使う。否定連用形（でなくて）は、「あ

らだ」］。 【例】うらー　とぅいや　あ

らん（これは鳥ではない）。あらん（違

うよ［応答詞として相手の言うことを

否定するときに使う］）。うらー　あら

っだん（これではなかった）。あいや　

あらん（そうではない）。

あり [ari] 1○【動詞】［母音語幹］［A］

（生き物が）餌を求めて激しく集まる。

［類］あい（r/rr 語幹）。2○【動詞】［母音語

幹］［A］（こどもがおとなに）付きまと

う、じゃれつく；（好きな異性に）じゃ

れつく。【例】やらびゃー　んまんかい

どぅ　うんそぅく　ありー（（その）子

供はお母さんにじゃれつきまくってい

る）。みがー　かにんかいどぅ　かなす

かんががら　うんそぅく　ありゅーた

い（ミガは（彼が）大好きなのかカニに

じゃれつき回っていた）。 3○【動詞】［母

音語幹］［A］（海などが）荒れる。［類］

あい（r/rr 語幹）。4○【形容詞】［A］（人に

対して）付きまとう、じゃれつく。【例】

くぬ　っふぁー　　むいとぅぬ　あま

いっゔぁーひどぅ　ばぬんかい　うん

そぅく　ありかい（この子は甘えん坊

でとても私にじゃれつく）。 5○【形容詞】

［A］（生き物が）餌を求めて激しく集ま

る、たかる。【例】ぐるくんな　びじゅん

かい　ありむぬ（グルクンはエサによ

くたかる［＞撒き餌がよく効く魚だ］）。
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あり

あり [ari]【動詞活用形】［r/rr 語幹］［C］

存在動詞「ある」の特別終止形［終止形

の「あい」は、焦点助詞「どぅ」がある

ときに使う。過去形は「あたい」、否定

形は「にゃーん」で、終止形と特別終止

形の区別はなくなる］。【例】ばー　で

ぃんな　はーさ　あり（私はお金はた

くさんある）。かいんな　っふぁー　み

ちゃーい　ありちゃ（彼には子供が三

人いるって）。

ありだい [aridai]【名詞】食べかすが

散らかっている様子、またその性質、散

らかったもの、穀物の種で使えないく

ず種。 ［変異］ありだり。［類］くず、

あいだり。

ありだいくず [aridaikuzɨ] 【名詞】

食べかすが散らかっている様子、また

その性質、散らかったもの、穀物の種

で使えないくず種。 ［変異］あいだり

くず。

ありだり [aridari] 【名詞】食べかす

が散らかっている様子、またその性質、

散らかったもの、穀物の種で使えない

くず種。［変異］ありだい。［類］くず、

あいだり。

ありや　みーん [arija miːn]【成句】

またとない素晴らしい（人）。 【例】ま

ーずんまぬ　あにゃー　ありや　みー

ん　じゃうひとぅ（まーずんまのおば

さんは見たこともない素晴らしいひと

だ［「まーずんま」は屋号］）。

あるまずー [arumazɨː]【名詞】（そこ

にあるもの、いるもの）みんな。 【例】

あるまずー　ふぁい（あるもの全て食

べなさい）。うまん　うるー　ひとぅん

みんかい　あるまずー　ほーびゅー　

ふぃーる（そこにいる人みんなにほう

びをあげなさい［＜そこにいる人にみ

んな］）。

あわてぃ [awati] 【動詞】［母音語幹］

［C］慌てる、急ぐ。 【例】たまっさに

ゃーんんまり、　まーぬ　あわてぃだ

うり（落ち着きのない奴だ、余り慌て

るな）。あわてぃる、　んめ　ふにん　

ぬーいうくいがまた（急げ、もう船に

乗り遅れるぞ）。

あん [an] 【動詞】［m 語幹］［C］編む。

【例】びらふー　あん（芋を入れるカ

ゴを編む）。

あん [an]【動詞】［m 語幹］［C］（水など

を）浴びる。 【例】ひぐる　みっじゅ

　あん（冷たい水を浴びる）。［類］あみ。

あん [an]【名詞】［B］網。 【例】あん

ぬ　ひつ（網を引く［サディヒツ（＝小

規模の地引網）などに使う］）。あんぬ

　がにー（網を（まとめて）引き揚げる

［漁船で使う規模の大きい網漁に使う］）。

あんぬ　ちゅっふい（網を繕う）。

あんぐーにゃ [aŋɡuːnja]【名詞】〘昆〙

蛾、主に沖縄クロホージャク（スズメ蛾

科）という大型の蛾を指す。網に寄っ

てくるので網グーニャと言う。外敵に
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あんぐーにゃ

見つからないようにホバーリングしな

がら花の蜜を吸う大型の蛾。 ［類］ぐ

ーにゃ。

あんし [anɕi] 【副詞】そう。 ［変異］

あんてぃー。

あんしー [anɕiː] 【副詞】そう。 ［変

異］あんてぃー。

あんしーがら [anɕiːɡara]【成句】そ

うかも［「あんしーぬがら」とも言う］。

【例】あんしーがら　っさいん（そう

かも知れない）。［変異］あんしがら、あ

んちがら、あんちーがら。［類］あいが

ら、あいぬがら。

あんしがら [anɕiɡara] 【成句】そう

かも［「あんしーぬがら」とも言う］。

［変異］あんしーがら。

あんだっちゃる [andattɕaru] 【連

体詞】そんな（人、こと、もの）。 【例】

あんだっちゃる　ひとぅんかいや　む

ぬー　たぬまいん（そんな人にはもの

は頼めない）。あんだっちゃる　くとぅ

ーぎゃー　うむーだうり（そんなこと

を考えてはいけない）。

あんち [antɕi] 【副詞】そう。 ［変異］

あんてぃー。

あんちー [antɕiː]【副詞】そう。［変

異］あんてぃー。

あんちーがら [antɕiːɡara]【成句】そ

うかも［「あんちーぬがら」とも言う］。

［変異］あんしーがら。

あんちがら [antɕiɡara]【成句】そう

かも［「あんちぬがら」とも言う］。［変

異］あんしーがら。

あんつかい [antsɨkai]【名詞】追い込

み漁［「あんつかいまーい」の省略形］。

［類］あんつかいまーい。

あんつかいまーい [antsɨkaimaːi]
【名詞】追込み漁。 【例】あんつかいま

ーいや　ひー　いらうっちゅ　とぅい

（追込み漁でブダイを取る）。きゅーまい

　あんつかいまーいゆ　でぃかひーみ

ーでぃ（今日も追込み漁で大漁だ［＜

大漁してみよう］）。［類］あんつかい。

あんつきぎー [antsɨkiɡiː] 【名詞】

〘植〙マングローブ。 【例】あんつきぎ

ーひー　あんぬ　そぅみー（マングロ

ーブの木（の樹液）で網を染める［マン

グローブの樹皮を煮詰めた樹液では防

腐効果があるため］）。

あんてぃ [anti] 【副詞】そう。 ［変

異］あんてぃー。

あんてぃー [antiː] 【副詞】そう。

【例】あんてぃー　あいぬがら　っさい

ん（そう言うかも知れない）。［変異］あ

んてぃ、あんち、あんし、あんちー、あ

んしー。

あんでぃら [andira]【名詞】（芋を入

れる）編みカゴ［アダンの木の根で綱

を作り、それを編んで作る］。

あんぬ　ほぅかぬ　うにゃ
[annu hukanu unja]【成句】網の外のフ
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あんぬ　ほぅかぬ　うにゃ

グ［＞蚊帳の外、関係ない人］。 【例】

っゔぁー　あんぬ　ほぅかぬ　うにゃ

　やいば　むぬっじゃだうり（お前は

部外者なので黙っておれ）。

あんばい [ambai]【名詞】食べ物の味

加減（を調べる）。 【例】あんばいゆ

　ひーみーみーる（味加減を見てみる）。

んっつーぬ　あんばい　あす（味噌汁

の味加減をする［「あんばいゆ　あす」

でもよい］）。

あんぱつ [ampatsɨ] 【動詞】［c/t 語幹］

負債や責任を背負う。【例】うっかー　

んなない　あんぱてぃーにゃーん（借

金を全部背負った）。

あんぱつ [ampatsɨ] 【名詞】負債や責

任を背負うこと、またその負債。 【例】

っゔぁが　あんぱっちゅぎゃー　っゔ

ぁが　あんぱつ　あっそぅ（お前の借

金はあなたが責任を負いなさい）。っゔ

ぁ　たうかーひー　うっかうぎゃー　

あんぱっちゃーひー　かっゔぃ（お前

一人で責任を取って借金をかぶれ）。

あんまーす [ammaːsɨ]【形容詞】（気

温や湿度のせいで）気分が悪くなって

いる。 【例】きゅーや　あてぃ　あつ

かいば　あんまーすむぬ（今日は余り

にも暑いので気分が悪い）。
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あんまーす
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い

い [i] 【接尾辞】～のころ［時期を表す接

尾辞］。 【例】くぬい（この頃）。ゆぬ

い（（前年と）同じ頃）。きじゃい（祭日

の頃）。

いー [iː] 1○【動詞】［r/rr 語幹］［A］入

る；（日、月が）沈む。 【例】っぞぅー

　あんかい　いりーにゃーん（魚は網

に入った）。てぃだの　いーんかい　い

ー（太陽が西に沈む）。［類］いり。 2○

【動詞】［r/rr 語幹］［A］（ものをなにか

に）入れる。【例】っぞぅー　あんかい

　いり（魚を網に入れろ）。［類］いり。

3○【動詞】［r/rr 語幹］［A］（雨、雷など天

候が）収まる。【例】あみゃー　いりー

にゃーん（雨はやんだ）。あまいなうや

　いりーはりーにゃーん（竜巻はおさ

まった）。かでぃふっちゃ　いりーにゃ

ーん（台風はおさまった）。んﾟむー　い

りーにゃーん（雲はなくなった）。［類］

いり。

いー [iː] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］要る、

必要だ。 【例】っゔぁー　でぃんな　

いかっさ　いーどぅす（お前はお金は

どれくらい要るの）。［類］いり。

いー [iː]【名詞】［B］〘魚〙エイ。 【例】

かまんたいー（エイ）。うまん　いーぬ

　うーぎゅーい（そこにエイが泳いで

いる）。［類］かまんた、かまんたいー。

いー [iː] 【名詞】［A］入江。 【例】い

ーんかい　ふにぬ　はいりっちゅーい

（入江に船が入ってきた）。

いー [iː] 【名詞】［A］西。 【例】てぃ

だー　いーんかい　いー（太陽は西に

入る）。いーにゃーなぎ（西隣辺り）。

いー [iː] 【名詞】［B］千枚通し、錐。

【例】いーひー　かびーゆ　ぴーつ（千

枚通しで紙に穴をあける）。

いー [iː] 【助詞】〘終助詞〙ね、ねー。

【例】くぬいや　っゔぁー　まーぬ　み

ーらいっだん　いー（最近は余り見え

なかったね）。

いーがま [iːɡama]【名詞】〘地名〙昔、

村立ての際に人々が池間から西原に入

った入江。 【例】いーがまん　あんぬ

　はい（イーガマに網を張る）。

いーがま　くーがま [iːɡama
kuːɡama]【成句】至る所、どこも。【例】

ぶとぅー　いーがま　くーがま　とぅ
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いーき

みー　まーいたい（夫をそこらじゅう

探し回った）。

いーき [iːki] 【動詞】［母音語幹］［A］

（ウロコを）はがす。 【例】っぞぅぬ　

いーきゅー　いーきでぃ（魚の鱗をは

がそう）。［類］いーつ。

いーき [iːki]【名詞】［B］ウロコ。【例】

はだらぬ　いーきゃー　かたかいば　

はずぐりむぬ（やくしまイワシの鱗は

硬くて剥がしにくい）。っぞぅぬ　いー

きゅー　はず（魚の鱗を剥ぐ）。［変異］

いーつ。

いーさ [iːsa]【名詞】［C］〘蔑称〙聾唖

者（ろうあしゃ）。 【例】いーさむぬい

（手話）。

いーじゃとぅ [iːʑatu] 【名詞】〘地

名〙西原の北支部（にぬは）、西支部（さ

いぬは）を合わせた地名。 【例】いー

じゃとぅ　ぶとぅ　むつてぃがー　あ

かじゃら　ばんまいよ（イージャトゥ

の夫を持つとベラの食事だけだよ［ア

カジャラは魚の名前で、小さく鱗も剥

ぎにくく美味しくない。まずい魚の代

表］）。

いーつ [iːtsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］煎

る。 【例】まみゅー　いーつ（豆を煎

る）。いーつまみ（煎った豆）。［変異］

いーふ。

いーつ [iːtsɨ]【名詞】［B］ウロコ。［変

異］いーき。

いーつ [iːtsɨ]【動詞】［k 語幹］［C］（ウ

ロコを）はがす。 【例】っぞぅぬ　い

ーきゅー　いーかでぃ（魚の鱗をはが

そう）。［変異］いーふ。［類］いーき。

いーなずき [iːnazɨki]【名詞】いいな

づけ。

いーにゃー [iːnjaː] 【名詞】西隣。

【例】いーにゃーなぎ（西隣辺り）。い

ーにゃーや　やまこー（西隣はヤマコ

ー）。

いーばー [iːbaː] 【感動詞】好都合だ、

良かった。 【例】うむい　うたいんつ

きゃー　やすだい、いーばーがま（思

ってたより安いね、ラッキー）。　　　

　いーばー　まいだー（良かった）。い

ーばーがま（よかった）。むいとぅ　い

ーばーがま（とってもよかった）。っぞ

ぅー　ふぃーっじゃ、いーばーどぅ　

っちゃー（魚くれるんだって、来て良

かったね［ふぃーっじゃ＜ふぃーでぃ

＋ちゃ（「くれる」の意志形＋伝聞の接

辞）］）。きゅーや　かでぃふっちゃひー

　がっこーや　にゃーんちゃ、いーば

ーまいだー（今日は台風で学校は休み

だって、良かったよね）。

いーふ [iːfu] 【動詞】［k 語幹］［C］煎

る。 ［変異］いーつ。

いーふ [iːfu]【動詞】［k 語幹］［C］（ウ

ロコを）はがす。［変異］いーつ。［類］

いーき。
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いーゆまい　あがいゆまい

いーゆまい　あがいゆまい
[iːjumai aɡaijumai]【成句】西も東も。

【例】からー　いーゆまい　あがいゆま

い　っさん（あいつは西も東も知らな

い［＞なにも分からない］）。

いかーす [ikaːsɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

（何かを取るため、捕まえるために手を）

伸ばす。 【例】てぃーや　いかーひー

　かっーそぅ　とぅい　みゃらまてぃ

（手を伸ばしてお菓子を取って食べてく

ださい）。

いかう [ikau] 【動詞】［w 語幹］［A］

（綱、糸、木等が何かに）届く。 【例】

うぬ　くばずーぬ　んﾟなー　まるかい

ば　いかーいん（この釣瓶の綱は短く

て届かない）。

いかがら [ikaɡara] 【名詞】（何に使

うかわからない）得体のしれないもの、

正体のわからない人；変な状況。 【例】

うらー　いかがらむぬ（それは妙なも

のだな）。いかがらむぬーぎゃー　すて

ぃる（何に使うかわからない得体の知

れないものは捨てろ）。うぬ　みどぅん

な　いかがらみどぅん（この女性は正

体がしれない人だ）。いかがらむぬ、う

まん　あたい　っぞうぬどぅ　にゃー

だ　んぎーにゃーん（おかしいな、ここ

にあった魚がなくなってしまった）。　

　［変異］いきゃがら。

いかがら [ikaɡara]【形容詞】（何に使

うかわからない）得体のしれない、（人

などが）正体のしれない；（状況などが）

変だ。 ［変異］いきゃがら。

いかっさ [ikassa]【名詞】〘疑問詞〙も

のの値段、量、そこまでの距離を尋ねる

ときにつかう使う疑問詞、いくら、どれ

くらい。【例】うぬ　っぞぅー　いかっ

さが　だい（この魚の値段はいくら？）。

うぬ　うっさ　ひとぅいん　っさうぎ

ゃー　いかっさばかーい　ふぁうどぅ

す（この牛は一日にどれくらいの草を

食べますか）。くまから　っさらたーひ

ー　あいつてぃがー　いかっさばかー

い　かかいどぅす（ここから平良まで

歩くとどれくらいかかりますか）。くま

から　いきまたーひや　いかっさ　ば

かーい　あり　やいば（ここから池間

までの距離はどれくらいあるの）。　く

ぬ　ぱそこんぬ　んぶさー　いかっさ

ばかーい　あり（このパソコンはどれ

くらいの重さがありますか）。［類］い

さか、いさき。

いかっさまい [ikassamai]【副詞】い

くらでも、（否定を伴って）いくらも。

【例】うらー　むぬーぎゃー　いかっさ

まい　ふぁうどぅす（あいつは飯をい

くらでも食べる）。でぃんな　いかっさ

まい　かしどぅす（お金はいくらでも

貸すよ）。からー　むぬーぎゃー　いか

っさまい　ふぁーっだん（あいつは食

べ物をあまり食べなかった）。

いから [ikara]【形容詞】［B］（量が）少

ない。 【例】ういがどぅ　いからかい
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いからさ

（これが少ない）。うらー　いから（それ

は　少ない）。うらー　いからかいば　

ばー　っじじゃーん（これは少ないか

らもらわない）。［類］いからさ。

いからさ [ikarasa] 【形容詞】（量が）

少ない。 【例】ういがどぅ　いからさ

（これが少ない）。［類］いから。

いがんぐい [iɡaŋɡui] 【名詞】遺言。

【例】いがんぐいゆ　っふぁんみんか

い　あす（遺言を子供達にする）。ぱー

が　いがんぐいゆ　つふ（おばあさん

の遺言を聞く）。

いきや　ふーふー [ikija fuːfuː]
【成句】頻繁に行ったり来たりすること。

【例】むとぅやーんかい　いきや　ふ

ーふー　あす（実家に頻繁に行き来す

る）。

いきゃがら [ikjaɡara] 【形容詞】（何

に使うかわからない）得体のしれない、

（人などが）正体のしれない；（状況など

が）変だ。 ［変異］いかがら。

いきゃがら [ikjaɡara] 【名詞】（何に

使うかわからない）得体のしれないも

の、正体のわからない人；変な状況。

［変異］いかがら。

いさうがん [isauɡan]【名詞】〘生物〙

岩ガニ科モクズガニ。

いさか [isaka] 【名詞】［C］〘疑問詞〙

ものの値段、量、そこまでの距離を尋ね

るときに使う疑問詞、いくら、どれくら

い。 ［類］いかっさ、いさき。

いさき [isaki]【名詞】［C］〘疑問詞〙も

のの値段、量、そこまでの距離を尋ねる

ときに使う疑問詞、いくら、どれくら

い。 ［類］いかっさ、いさか。

いさぐ [isaɡu]【名詞】［C］咳。 【例】

いさぐー　あす（咳をする）。かじゃー

　ひきどぅ　いさぐー　ほぅー（風邪

ひいて咳している）。いっだいびとぅー

　いつまい　いさぐーどぅ　あす（喘

息の人はいつも咳をする）。

いさら [isara] 1○【名詞】［B］（畑の）石

ころ。【例】かまー　いさらぬどぅ　は

ーさ　あい（あそこは石ころがたくさ

んある）。 2○【形容詞】［A］（畑が）石こ

ろだらけだ。【例】うまー　いさらかい

ば　ならん（そこは石ころだらけだ）。

いさらばい [isarabai]【名詞】石ころ

だらけの畑。 【例】いさらばいんな　

んーぬ　いびばどぅ　じゃうかい（石

ころだらけの畑には芋を植えると良く

できる）。［類］いすぐーばい。

いしだ [iɕida] 【名詞】［C］〘魚〙ヒレ

ナガスズメダイ［カツオの餌になる赤

い小さな魚、「ジャグ」の一種］。 ［変

異］いすだ。［類］むぎゃ。

いじゃ [iʑa]【名詞】［C］〘疑問詞〙場所

を尋ねる疑問詞、どこ。【例】かいが　

やーや　いじゃ（彼の家はどこだ）。っ

ゔぁー　いじゃんかいが（お前はどこ

に（行くの）か［朝の挨拶に使う］）。か

りゃー　いじゃんかいどぅ　はりーに

ゃー（あいつはどこに行ったの）。うぬ
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いじゃー

　っぞぅー　いじゃんまい　うり（こ

の魚はどこにでもいる）。からー　いじ

ゃんかい　いかばんまい　んーなから

　かなっさ　ひらいゆー（あの人はど

こに行っても人気者だ）。［変異］んじゃ。

いじゃー [iʑaː]【名詞】［C］どれくら

いの長さ、距離。 【例】いじゃー　ば

かーい（どれくらいの長さ、または距

離か）。［類］いなぎ、うなぎ。

いじゃい [iʑai] 【名詞】［B］足が不

自由で立って歩けない人。 ［類］いじ

ゃら。

いじゃい [iʑai] 【名詞】［A］夜の漁、

漁（いさ）り。 【例】いじゃいや　ゆ

いぬ　いん（漁りというのは夜の漁の

ことだ）。いじゃい　あすが　いつ（漁

りに行く）。

いじゃう [iʑau]【動詞】［w 語幹］［C］

（約束して）会う、（偶然に）出会う。

【例】どぅすんかい　いじゃうが　いつ

（友達に会いに行く）。きゅーや　すか

まぬ　あいば　っゔぁとぅや　いじゃ

ーいん（今日は仕事があるのであなた

とは会えない）。かいんかいや　ゆなが

い　いじゃいや　みーっだん（彼には

長い間会っていなかった）。きゅーや　

やびとぅーんなとぅ　いじゃーいー　

やぐみ　ほぅからすむぬ（今日は皆さ

んと会えてとてもうれしいです）。んﾟ

ぬ　かいんかい　いじゃうたい（昨日、

彼に出会った）。

いじゃどぅーす　かまどぅ
ーす [iʑaduːsɨ kamaduːsɨ] 【成句】方

々、あちこち。 【例】やらびゃー　い

じゃどぅーす　かまどぅーす　とぅみ

たいそぅが　とぅみらいっだん（子供

は方々探し回ったが見つけられなかっ

た）。［変異］んじゃどぅーす　かまど

ぅーす。

いじゃまい　かままい [iʑamai
kamamai]【成句】あちこち。 【例】や

らびゅー　いじゃまい　かままい　と

ぅみーまーい（子供をあちこち探し回

る）。

いじゃら [iʑara] 【名詞】［C］足が不

自由で立って歩けない人。 ［類］いじ

ゃい。

いす [isɨ] 1○【名詞】［B］大漁；運がい

いこと。 【例】きゅーぬ　いんな　や

ぐみ　いす　あたい（今日の漁は豊漁

だった）。いっさ　つきーどぅー（運が

ついている）。［変異］いそぅ。 2○【形容

詞】［A］大漁だ；運がいい。【例】きゅ

ーや　むいとぅ　いすかたい（今日は

大漁だった）。［変異］いそぅ。

いす [isɨ] 【名詞】［B］石。 【例】いっ

そぅ　っそぅー（石を拾う）。いすぐー

　ばい（石ころだらけの畑）。いっそぅ

　ゆーかーまんかい　ちゅー（石を遠

くに投げる）。

いす [isɨ] 【名詞】［B］椅子。 【例】い

すん　びー（椅子に座る）。
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いず

いず [izɨ]【名詞】［C］元気、勇気。【例】

うりゃー　いっじゃ　にゃーんんまり

　えいば　なうまい　ひらいん（彼は

意気地なしなのでなにもできない）。い

っじゅ　いだし（元気を出せ）。あらい

ず（勝負するときなどの最初の意気込

み）。いっじゃ　いだひー　あいき（元

気を出して歩け）。やぐみ　いず　あい

　びとぅ（とても元気のある人）。なう

ゆ　あすんまい　いずぬ　にゃーだか

ー　だみ（何をやるにしても元気がな

いとダメだ）。

いすうす [isɨusɨ]【名詞】石臼。【例】

いすうすひどぅ　まみゅーぎゃー　ひ

つ（石臼で大豆を引く）。

いすぐー [isɨɡuː] 1○【名詞】小石。【例】

いすぐーばい（小石の多い畑）。うまー

　いすぐー（あそこは石ころだらけだ）。

2○【形容詞】小石だらけの。

いすじゃやふ [isɨʑajafu]【名詞】石

工。

いすだ [isɨda] 【名詞】［C］〘魚〙ヒレ

ナガスズメダイ［カツオの餌になる赤

い小さな魚。「ジャグ」の一種］。 【例】

かっちゅぬ　びじゅてぃー　いすだう

　とぅい（カツオの餌としてイシダを

取る）。［変異］いしだ。

いすぬまら [isɨnumara] 【名詞】土

が丸く固くなり石になっているもの。

【例】いすぬまらー　とぅすんまい　な

いどぅす（土が硬くなり石になったも

のは砥石にもなる）。

いすぬみー [isɨnumiː] 【名詞】〘貝〙

牡蠣（かき）［岩にくっついているカキ、

岩ガキ］。【例】いすぬみーゆ　ばりー

　とぅい　ふぁう（牡蠣を割って取っ

て食べる）。

いすばい [isɨbai]【名詞】石灰。【例】

さたう　にーとぅきゃんな　いすばい

ゆどぅ　いり（黒糖を煮るときには石

灰を入れる）。うんどーかいんな　いす

ばいひどぅ　せんぬ　ひつ（運動会に

は石灰で線を引く）。

いすぱぎ [isɨpaɡi] 1○【名詞】（漁で）収

穫がないこと；（仕事で）成果がないこ

と。 【例】きゅーぬ　いんな　いすぱ

ぎどぅ　あたい（今日の漁は不漁だっ

た）。［変異］いそぅぱぎ。 2○【形容詞】

（漁で）収穫がない；（仕事で）成果がな

い。【例】きゅーぬ　いんな　いすぱぎ

かたい（今日の漁は不漁だった）。［変

異］いそぅぱぎ。

いすびとぅ [isɨbitu] 【名詞】獲物や

賞金などが多くとれる幸運な人。 【例】

かりゃー　いすびとぅ　やいば　きゅ

ーまい　はーさ　たくー　とぅいふー

はず（彼は幸運な人だから今日も沢山

タコを取ってくるはずだ）。マサイや　

いすびとぅ　やいば　ぱちんこん　ま

きゃー　くとぅー　にゃーん（マサイ

はくじ運の強いくやつだからパチンコ

で負けたことはない）。［変異］いそぅ

びとぅ。

いずびゃーき [izɨbjaːki] 1○【名詞】
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いずびゃーき

元気のある状態。 【例】すかまー　あ

すとぅきゃんな　いずびゃーきぬどぅ

　いつばん（仕事をするときには元気

なのが一番大切だ）。かりゃー　いずび

ゃーきひとぅ（彼は元気のある人だ）。

［類］いずぶた。 2○【形容詞】元気のあ

る。【例】からー　んﾟぬ　いじゃうたい

　とぅきゃんな　いずびゃーきかたい

（あいつは昨日会った時は元気だった）。

［類］いずぶた。

いずぶた [izɨbuta] 1○【名詞】元気のあ

ること。 【例】かぬ　ばかむぬー　や

ぐみ　いずぶた（あの若者はとても元

気がある）。［類］いずびゃーき。 2○【形

容詞】元気のある。【例】かいがどぅ　

いずぶたかい（あいつが元気がある）。

［類］いずびゃーき。

いそぅ [isu] 1○【名詞】［B］大漁だ；運

がいい。［変異］いす。2○【形容詞】［A］

大漁だ；運がいい。［変異］いす。

いそぅがす [isuɡasɨ] 1○【動詞】［s/h

語幹］せかす、急がせる。 【例】まー

ぬ　いそぅがすな（そんなに急がすな）。

すかまうぎゃー　いそぅがし（仕事を

急がせろ）。 2○【形容詞】忙しい。【例】

きゅーや　ひとむてぃから　いそぅが

すむぬ（今日は朝から忙しい）。

いそぅぱぎ [isupaɡi] 1○【名詞】（漁

で）収穫がない；（仕事で）成果がない。

［変異］いすぱぎ。 2○【形容詞】（漁で）

収穫がないこと；（仕事で）成果がない

こと。［変異］いすぱぎ。

いそぅばぎゃ [isubaɡja]【名詞】漁

でなにも取れなかった人。

いそぅびとぅ [isubitu] 【名詞】獲

物や賞金などが多くとれる幸運な人。

［変異］いすびとぅ。

いたき [itaki] 【動詞】［母音語幹］［A］

（液体を）こぼす。 【例】みっじゅ　い

たきー　すてぃる（水をこぼしてしま

いなさい）。［類］いたつ。

いだき [idaki] 【名詞】［C］〘疑問詞〙

どれくらい（の高さ、の深さ、の値段）

を表す疑問詞。 【例】いだきばかーい

ぬ　たかさ（どれくらいの高さ）。くぬ

　やーや　たかさー　いだきばかーい

（この家は高さはどれくらいですか）。く

まから　いんぬ　そぅくたーひー　い

だきばかーい　あり（ここから海底ま

でどれくらいの深さがありますか）。く

ぬ　くるまー　いだきばかーいひどぅ

　かーいー（この車はどれくらいで買

える）。ばー　でぃんな　いだきまい　

にゃーんば　くぬ　てれびゃー　かー

いん（私はお金はあまりたくさんない

のでこのテレビは買えない）。

いだす [idasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［C］

（外に）出す；（学校に）通わせる；（手

紙を）送る；（お金を）出す。 【例】と

ぅかんてぃん　っふぁがまう　あらん

かい　いだす（トゥカンティには子供

を外に出す［トゥカンティは出産後 10

日前後のお祝い］）。っふぁう　がっこ

うんかい　いだす（子供を学校に通わ
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いだすうや

せる）。てがみゅー　うつなーんかい　

いだはでぃやいそぅが　でぃんな　い

かっさ　かかいどぅす（手紙を沖縄に

出そうと思うんだけどお金はいくらか

かるの？［＜だそう＋だけど］）。でぃん

な　いかっさ　いだすがまた（お金は

いくらだすの？）。

いだすうや [idasɨuja]【名詞】〘祭礼〙

出産祝で赤子を戸外に出すお爺さん。

いだすぱー [idasɨpaː]【名詞】〘祭礼〙

出産祝で赤子を戸外に出すお婆さん。

いたつ [itatsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］

（液体を）こぼす。 【例】みっじゅ　い

たつ（水をこぼす）。んっつーゆ　いた

つ（みそ汁をこぼす）。［変異］いたふ。

［類］いたき。

いたふ [itafu]【動詞】［k 語幹］［A］（液

体を）こぼす。 ［変異］いたつ。［類］

いたき。

いたらーん [itaraːn] 【形容詞】つま

らない、必要のない、馬鹿な。【例】あ

いぬ　いたらーん　くとぅーぎゃー　

ほぅん（そんなつまらんことをするな）。

いたらーん　むぬいゆぎゃー　あすな

（つまらんことは言うな）。かいが　あっ

じゅー　くとぅー　いたらーん（彼が

言っていることはつまらない）。

いちころ [itɕikoro] 【名詞】簡単であ

ること。 【例】うい　あっさ　いちこ

ろ（これをすることは簡単だ）。

いちふ [itɕifu]【名詞】［C］従兄弟、従

姉妹。 ［変異］いちゅふ。

いちゃ [itɕa]【形容詞】［B］（体が）痛

い。 【例】くっゔぁ　あがいや　ひど

ぅ　くっゔぁー　いちゃかいば　なら

ん（こむらがえりして　ふくらはぎが

　痛くてならない）。ほぅがさー　いち

ゃかいば　ならん（おできは痛くてし

かたがない）。ふすぶす　やんかいば　

いちゃかいば　あいかいん（節々が痛

むから痛くて歩けない）。かなまいや　

まーぬ　いちゃっふぁにゃーん（頭は

あまり痛くない）。いじゃぬどぅ　いち

ゃかいがよ（どこが痛いですか）。

いちゃ [itɕa]【名詞】［B］板。【例】う

まぬ　いちゃんかい　かにふっじゅ　

うんき（ここの板に釘を打ちなさい）。

いちゃます [itɕamasɨ] 【動詞】［s/h

語幹］いじめる、苦しめる；痛めつけ

る。 【例】あいや　ひとぅーぎゃー　

いちゃまはん（そんなに人をいじめる

な）。とぅずんかいや　なうまい　ふぃ

ーだ　いちゃます　びきどぅんな　だ

み（妻に（生活費を）なにも与えずに苦

しめる男はだめだ）。ばー　かいん　い

ちゃまはいにゃーん（私は彼に苦しめ

られた）。じんとーぜいや　むいとぅ　

ひとぅー　いちゃますたいはず（人頭

税はとても人を苦しめたはずだ）。かに

ゅー　なっじゅりー　いちゃますたい

（カニをなぐって痛めつけた）。

いちゃん [itɕan]【動詞】［m 語幹］［C］
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いちゃん

痛む、苦しむ。【例】つむー　いちゃみ

ーどぅー（頭が痛い）。じんとーぜいひ

ー　ひとぅー　いちゃんたいはず（人

頭税で人は苦しんだはずだ）。

いちゃん [itɕan] 【名詞】［C］痛み。

【例】かなまいぬ　いちゃんてぃや　に

ゃーん（頭の痛みなどはない）。

いちゃん [itɕan]【名詞】［C］腰巻、長

じゅばん。 【例】いちゃん　ふかすま

ーい（腰巻めくり［現在のスカートめ

くりのいたずらにあたるもの］）。

いちゅ [itɕu]【名詞】［C］糸。［変異］

いとぅ。

いちゅに [itɕuni]【名詞】［C］高い音

調。 【例】みゃーくぬ　あーぐー　い

ちゅに（宮古の歌は高い音調だ［宮古

民謡「とうがにあやぐ」から］）。

いちゅふ [itɕufu]【名詞】［C］従兄弟、

従姉妹。 【例】いちゅふー　きょーだ

いぬ　んまりむぬ（いとこはきょうだ

いみたいなもの）。ゆまん　ほぅんぬ　

いちゅふんかい　ゆるきたい（読まな

くなった本をいとこに譲った）。またい

ちゅふ（またいとこ）。［変異］いちふ。

いちゅま [itɕuma] 【名詞】［C］休み、

暇。 ［変異］いとぅま。

いつ [itsɨ] 1○【動詞】［k 語幹］［A］行く。

【例】きゅーまい　すかまんかい　い

つ（今日も仕事に行く）。っさらんかい

　いきーくー（平良に行って来い）。け

んちじぬ　まいんかい　いつ（県知事

を訪問する）。かいまたんかい　あいき

ー　いつ（狩俣に歩いていく）。しーと

ぅー　ゆみーいつてぃがー　たうかー

　みーっだん（生徒をかぞえていった

ら一人いなかった）。いっでぃーいつ　

むぬー　くーかいばならん（生きてい

くのは苦しくて仕方がない）。［変異］い

ふ。 2○【補助動詞】［k 語幹］（動詞連用

形について）～ていく（「場所から離れ

ていく」「時間の経過とともに変化して

いく」など）の意味を添える。【例】こ

がにまるー　さんじん　いでぃーいつ

ちゃ（黄金丸は三時発だって［＜出てい

く（スケジュールが三時という意味）］）。

らんぷぬ　うまっちゃ　ひーちゃなー

　きゃーりーいつ（ランプの灯が少し

ずつ消えていく）。［変異］いふ。

いつ [itsɨ]【名詞】［C］息；命；勢い、元

気。【例】ばー　あてぃ　うだいやひど

ぅ　あてぃ　っふぁいやひどぅ　ひと

また　あいつきゃー　いっちゃ　はー

みきーどぅー（私はとても太っている

ので一股歩くと息がハーハーする）。ぱ

ーや　んめ　いっちゃ　にゃーん（お

ばあさんはもう息を引き取っている）。

あてぃ　ほぅからすかいば　いつまい

　ひらいん（とてもうれしくて息もで

きない）。ながいつびとぅ（息を長く止

められる人；長命の人）。ばが　いつぬ

　あいきゃー　うぬきゃん　まきやな

らん（私が元気があるうちはあいつら

に負けてはならない）。
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いつ

いつ [itsɨ]【名詞】［A］〘疑問詞〙いつ。

【例】いつ　うつなーんかい（いつ沖縄

に（行くの）？）。いつどぅ　じゃうかい

が（いつがいいですか）。からー　いつ

　っちゅーががら　っさいっだん（あ

いつがいつ来たかわからなかった）。い

つまい　くー（いつでも来い［「いつ　

やらばんまい　くー（いつでもいいか

ら来い）」と同じ意味）。ばー　いつま

い　さんじんどぅ　うきー（わたしは

いつも三時に起きる）。

いっゔぁす [ivvasɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］「ゆー（怖がる、恐れる）」の使役

形、「怖がらせる」。 【例】やぐいや　

かきー　いっゔぁす（大声をあげて驚

かす）。かいん　いっゔぁはいにゃーん

（あいつにビックリさせられた）。

いっゔぃ [ivvi] 【動詞】［母音語幹］

［A］恐がる。 【例】かりゃー　なうゆ

まい　いっゔぃん（彼は何事をも怖が

らない）。やらびゃー　っゔぁうぎゃー

　いっゔぃーどぅー（子供はあなたの

ことを怖がっている）。やらびゃー　か

りゅーぎゃー　ほぅーぐる　いっゔぃ。

（子供は彼を恐れ怖がっている）。いんぬ

ぎゃー　いっゔぃだうり（犬を恐がる

な）。かりゃー　なうゆまい　いっゔぃ

ん　はてぃ　みどぅん（彼女は何をも

恐れない強い女性だ）。［変異］うーっ

ゔぃ。［類］うー。

いつか [itsɨka] 【名詞】［A］〘数詞〙五

日。

いっかうー [ikkauː] 1○【動詞】［vv 語

幹幹］（水等を）ひっ被る。 【例】みっ

じゅ　かなまいから　いっかっゔぃー

にゃーん（水を頭からひっかぶった）。

2○【動詞】［vv 語幹幹］（借金などを）か

ぶる。【例】うっかう　いっかっゔぃー

にゃーん（借金をひっかぶった）。

いつががら [itsɨɡaɡara]【副詞】いつ

頃か。 【例】うつなーんかい　いつた

いむぬー　いつががらどぅ　あたいが

がら　うぶいや　うらん（沖縄に行っ

たのはいつごろだったのか覚えていな

い）。

いっかっゔぁす [ikkavvasɨ]【動詞】

［s/h 語幹］（水等を人に）ぶっかける；

（水を自分で）かぶる。 【例】やらびん

かい　みっじゅ　いっかっゔぁす（子

供に水を浴びせる）。かーんきー　みっ

じゅ　いっかっゔぁひー　くー（井戸

に行って水をかぶってこい）。［類］い

っかっゔぁらす。

いっかっゔぁらす [ikkavvarasɨ]
【動詞】［s/h 語幹］（水等を人に）ぶっか

ける；（水を自分で）かぶる。 ［類］い

っかっゔぁす。

いつがみまい [itsɨɡamimai] 【副詞】

いつまでも。 【例】っゔぁが　くとぅ

ー　いつがみまい　ばっしらいん（あ

なたのことはいつまでも忘れません）。

ゆながい　まちゅーそぅが　かりゃー

　いつがみまい　くーん（長い間まっ

ているが彼はいつまでも来ない）。うり
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いつから

ゃー　てぃびふぎゃ　やいば　いつが

みまい　うむくとぅー　いでぃん（彼

はもの覚えがわるいやつだからいつま

でたっても知恵がつかない）。

いつから [itsɨkara]【副詞】とっくに、

すでに。 【例】からー　いつから　や

ーんかい　はりーにゃーん（彼はとっ

くに家に帰った）。［類］きさから。

いつき [itsɨki]【名詞】［C］勢い、影響

力、健康で元気なこと。 【例】っざぬ

　いつきぬ　あいきゃー　っゔぁまい

　わいてぃ　かない（お父さんが元気

なうちにお前も頑張れ）。いつき　あい

　ひとぅ（勢いのある人）。っざー　う

いびとぅん　なりー　んみゃ　いつき

ゃー　にゃーん（父は年を取ってもう

影響力はない）。

いつぐ [itsɨɡu] 【名詞】［C］普段、い

つも（使うもの、おいてあるもの、食べ

るもの）。 【例】いつぐー　うまんか

いや　いかん（普段はそこには行かな

い）。いつぐぬ　むぬぬどぅ　にゃーん

（いつものものがない［＞普段使ってい

るもの、普段置いてあるもの］）。

いっさ [issa] 【名詞】［B］戦、戦争。

【例】いっさー　ひーや　ならん（戦

をしてはならない）。いっさゆー（戦の

世）。

いっず [izzɨ] 【動詞】［zz/dd 語幹］［C］

生きる。 【例】すなだ　わいてぃー　

いっでぃ（死なないでしっかり生きな

さい）。ゆながい　いっだんまい　なう

ぬ　みーんまい　ならん（長い間生き

てもなんの役にもたたない）。［類］い

っでぃ。

いっだい [iddai]【名詞】咳、痰、喘息。

【例】いっだいびとぅー　いつまい　

いさぐーどぅ　あす（喘息の人はいつ

も咳をする）。いっだいびとぅ（（病気

がちで）咳をして痰を吐く人）。いっだ

いや　なまらん（喘息がとまらない）。

いっだす [iddasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

生き返らせる。 【例】うーっふぃー　

すにーにゃーん　ひとぅー　いっだす

（溺れて死んだ人を生き返らす）。

いっだま [iddama] 【名詞】人を呪う

こと、呪いの言葉を言う。 【例】ひと

ぅー　いっだま　あすてぃがー　うな

が　どぅーんかいどぅ　ふー（人を呪

うと自分に来る［＞人を呪わば、穴二

つ］）。ひとぅーぎゃー　いっだまうぎゃ

ー　ほぅん（人を呪わない［＞人をを呪

ってはいけない］）。いっだまー　ひー

　ぬるー（呪いの言葉を言って呪う）。

いっちゃー　っさん [ittɕaː ssan]

【成句】自制が効かない、分別のない。

【例】まーぬ　いっちゃー　っさん　む

ぬふぁいゆぎゃー　あすな（あまり分

別のない食べ方はするな）。かりゃー　

つむでぃてぃがー　いっちゃーっさん

　ほぅりむぬ（彼は怒ると自制心が効

かなくなる馬鹿者だ）。まーぬ　いっち
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いつつ

ゃー　っさん　むぬいゆぎゃー　あす

な（あんまり馬鹿なことは言うな）。

いつつ [itsɨtsɨ] 【名詞】［A］〘数詞〙五

つ。

いつっふぃ [itsɨffi] 【動詞】［母音語

幹］息があがる、息ができない。 ［類］

いつふー。

いっでぃ [iddi] 【動詞】［母音語幹］

［C］生きる。 ［類］いっず。

いっとぅつ [ittutsɨ]【名詞】一時、す

こししたら。 【例】うぬくとぅー　い

っとぅつぬ　ばんがま（そのことは一

時的なものだ）。うりゃー　いっとぅつ

んな　むどぅいどぅす（彼はちょっと

したら戻ってくる）。

いつなんどぅつ [itsɨnandutsɨ] 【成

句】いつ何時。 【例】いつなんどぅつ

　ないぬ　ふーががら　っさいん（い

つ何時地震が来るかもしれない）。

いつぬにー [itsɨnuniː] 【名詞】息の

根。 【例】いつぬにーぬ　ふかっでぃ

ー　あすきゃ　くらはいたい（息の根

が止まるほど殴られた［「いつぬ　にー

ゆ（息の根を）」でもよい］）。

いつぬひとぅ [itsɨnuhitu] 【名詞】

〘数詞〙五人。

いつばかーい [itsɨbakaːi]【名詞】い

つ頃。 【例】っゔぁー　やーにゃー　

いつばかーいんどぅ　ふーがまた（あ

なたは来年はいつ頃来るのか）。［類］い

つなぎ。

いつふー [itsɨfuː] 【動詞】［f/ff 語幹］

息があがる、息ができない。【例】だり

ー　いっちゃ　ひらいんばかーい　い

つっふぃー　うたい（疲れて息もでき

ないくらい喘（あえ）いでいた）。［類］

いつっふぃ。

いつまい [itsɨmai] 【副詞】いつも。

【例】かぬきゃが　ふたーいや　いつま

い　ひとぅみ（あの二人はいつも一緒

だ）。いつむすがまうぎゃー　かなっ

さ　あっそぅ（動物をかわいがりなさ

い）。

いつむす [itsɨmusɨ] 【名詞】家畜、ペ

ット；動物。 【例】いつむすんな　む

ぬーまい　ふぃー　みっじゅまい　ぬ

まし（家畜に餌もやり、水も飲ませろ）。

じょー、　どぅーまい　いつむすがま

う、まゆがまう　つかなーでぃ（さ、私

たちもペット、猫を飼いましょ）。やま

ぬ　いつむっそぅぎゃー　かつまだう

り（山の生き物は捕まえるな［山に住

んでいる生き物は病気を持っているこ

とが多いから］）。やーぬ　いつむっそ

ぅ　つかなう（家畜の世話をする）。

いつむどぅい [itsɨmudui]【名詞】往

復。 【例】きゅーや　っさらとぅぬ　

いつむどぅいや　あいきー　だりーど

ぅーい（今日は平良との往復を歩いて

疲れている）。
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いつむん

いつむん [itsɨmun] 【名詞】親戚。

【例】ばんちゃー　いつむん（私たちは

親戚だ）。

いつんつ [itsɨntsɨ]【名詞】往路、行く

途中。 【例】むとぅやーや　がっこう

んかい　いつんつんどぅ　あい（実家

は学校に行く途中にある）。

いでぃ [idi] 1○【動詞】［母音語幹］［C］

（外に）出る、（偉い人物が）出る。【例】

あらんかい　いでぃー　あそぅー（外

に出て遊ぶ）。いでぃー　はり（出てい

け）。すかまんかい　いでぃー　はたい

（仕事に出ていった）。いでぃふつから　

いでぃる（出口から出ろ）。ぬーからど

ぅ　ぶっさ　いでぃー（恵まれない家

庭から偉人は生まれる）。 2○【動詞】［母

音語幹］［C］発生する、発症する。【例】

すばいがまぬどぅ　いじゅー（コバエ

が発生している）。さみかうしゃーや　

いでぃー　かうかいば　ならん（疥癬

が出て痒くてしかたがない）。

いでぃ [idi] 【名詞】［A］〘疑問詞〙ど

っち、どれ［人でも物でも可］。 【例】

いでぃがどぅ　っゔぁが　みどぅんっ

ゔぁ（どっちがあなたの娘だい）。っゔ

ぁー　いじゅー　とぅらでぃ（君はど

っちを取るの）。くいとぅ　くいとぅや

　いでぃがどぅ　ます（これとこれと

はどっちがいい［［わらべ歌「ナビンマ

ヤーヌ　ムク」にでる文句、日常語でも

使う］）。［変異］んでぃ。

いでぃーはいーふつ [idiːhaiː-

futsɨ]【名詞】出入口、戸口。【例】っゔ

ぁが　やーぬ　いでぃはいーふつん　

たつてぃがー　たるまい　やーなかん

かい　はいらいんだらよ（お前が戸口

に立ったら誰も家の中に入れないよ）。

［変異］いでぃはいふつ、いでぃーはい

ふつ、いでぃはいーふつ。

いでぃーはいふつ [idiːhaifutsɨ]
【名詞】出入口、戸口。 ［変異］いでぃ

ーはいーふつ。

いでぃいー [idiiː]【名詞】（人の）出

入り、往来。 【例】やどぅふっちゃ　

いでぃいー　あす　どぅくま（玄関は

出入りする所だ）。くまー　にんぎんぬ

　まーぬ　いでぃいーや　にゃーん　

とぅくま（ここはあまり人の往来がな

いところだ）。

いでぃそぅるー [idisuruː] 【動詞】

［w 語幹］出揃う。 【例】きゅーや　や

びとぅんーな　いでぃそぅるい　ふぃ

ーさまい　やぐみ　すでぃがほー（今

日はみなさんおそろいいただきありが

とうございます）。まみがはなー　いで

ぃそぅるいーよー（豆の花は出揃って

いるよ）［［古謡　豆が花から。次に「つ

ゆがはなー　さきそぅるいーよー（露

の花は咲き揃っているよ）と続く。古謡

では一般に対句を成し韻を踏む］）。［類］

いでそぅるい。

いでぃはいーふつ [idihaiːfutsɨ]
【名詞】出入口、戸口。 ［変異］いでぃ

ーはいーふつ。
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いでぃはいふつ

いでぃはいふつ [idihaifutsɨ] 【名

詞】出入口、戸口。 ［変異］いでぃー

はいーふつ。

いでぃみー [idimiː]【名詞】分担金。

【例】っゔぁが　いでぃみーや　いちま

んえん（お前の出し分は 1 万円だ）。［類］

はらいみー、いでぃみーはらいみー。

いでぃみーはらいみー [idim-
iːharaimiː]【名詞】分担金。［類］いで

ぃみー、はらいみー。

いでそぅるい [idesurui]【動詞】［母

音語幹］出揃う。［類］いでぃそぅるー。

いとぅ [itu]【名詞】［C］糸。【例】は

いんかい　いとぅー　っちゃんつ（針

に糸を通す）。［変異］いちゅ。

いとぅま [ituma] 【名詞】［C］休み、

暇。 【例】かりゃー　がんじゅーかい

ば　ひとぅいぬ　いとぅままい　にゃ

ーん（彼は健康だから一日の休みもな

い［＞健康で休みをとらない］）。［変異］

いちゅま。［類］ゆくい。

いなう [inau] 【名詞】［C］内海、リー

フと島との間の内海。 【例】みがにま

ーいゆ　いなうん　あす（素潜り漁を

内海でする）。いなうんどぅ　たくまい

　うい（内海にタコもいる）。

いなぎ [inaɡi] 【名詞】［C］［疑問詞］

長さ、高さ、幅、距離、どれくらい。

【例】くぬ　んﾟなー　いなぎばかーい

　あり（この綱の長さはどれくらいあ

るの）。かいが　たかさー　いなぎばか

ーい（あの人の背の高さはどれくらい

あるの）。くぬ　だいぬ　はばー　いな

ぎばかーい（この台の幅はどれくらい

なの）。っさらたーひー　いなぎばかー

い（平良までどれくらい距離があるの）。

［類］いじゃー。

いなびかい [inabikai] 【名詞】稲光。

【例】いなびかいや　ひかりどぅ　か

んないまい　なりゅー（稲光が光って

雷もなっている）。

いばい [ibai] 1○【動詞】［r/rr 語幹］［A］

威張る；自慢する。 【例】うやきてぃ

ー　まーぬ　いばいな（金持ちだと言

って余り威張るな）。っふぁぬどぅ　り

ゅーだいんかい　はいりーにゃーんて

ぃー　いばるー（子供が琉大に入った

と言って自慢している）。 2○【名詞】［A］

威張ること；自慢すること。【例】から

ー　うむくとぅあい　ひとぅ　やいば

　まーぬ　いばいてぃーまい　にゃー

っだん（あの人は賢い人だから自慢と

いうことはあまりなかった）。

いばいさー [ibaisaː] 【名詞】威張る

こと；自慢すること；ほら吹き、自慢

する人。【例】からー　いつまい　むい

とぅぬ　いばいさー　だら（彼はいつ

も威張る奴だよ）。たくーぎゃー　まー

ぬ　とぅいや　くーんそぅが　はーさ

　とぅいっちゃーてぃ　いばいさー　

やい（たこをたくさん取ってはこなか

ったけれどたくさん取ったと自慢ばか
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いばら

りしている）。からー　でぃんな　はー

さ　ありーどぅーてぃ　いばいさー　

やいだらよ（彼はお金はたくさんある

といって威張ってばかりいるよ）。［類］

いばら。

いばら [ibara]【名詞】［C］威張る人。

【例】からー　いばら　だら（あいつは

威張るやつなんだ）。［類］いばいさー。

いび [ibi] 【名詞】［B］御嶽のもっとも

神聖な場所［ここでナナムイの儀式や

お祈りをする］。【例】いびんかい　は

な、さき、まーそぅー　うさぎが　いふ

　（イビに供物、酒、塩を供えに行く）。

ななむいぬ　ぱーたー　いびんどぅ　

かんぬ　にがう（七杜の巫女たちはイ

ビで祈願する）。

いび [ibi]【動詞】［母音語幹］［A］（種、

苗を）植える。【例】かふーん　そぅー

ゆ　いびー（屋敷内の畑に野菜を植え

る）。ぶーっじゅ　いびー（サトウキビ

を植える）。んーぎーゆ　いび（芋づる

を植える）。ゆぬりゃ　なりーどぅーば

　ぶーずまい　いびだかーならん（そ

の時期になっているのでサトウキビも

植え付けないといけない）。

いびがん [ibiɡan] 【名詞】〘生物〙伊

勢海老。 【例】いびがんぬぎゃー　ゆ

いぬ　いんな　ひどぅ　とぅい（伊勢

海老は夜間の漁でとる）。いびがんぬ　

んまさ　あい　むぬー　にゃーん（伊

勢海老ほどうまいものはない）。

いひな [ihina] 【名詞】［C］少しの量；

少しの時間。 【例】ばが　っじだまー

　いひなふだー（私の取り分は少ない

［＞これだけしかないのか］）。だりーゆ

ーば　いひながまやらばんまい　ゆく

ーっさし（疲れているので少しだけで

も休ませてくれ）。

いびら [ibira]【名詞】［C］飯ヘラ、芋

をこねる細長い棒。【例】いびらひー　

んーぬ　ったつ（イビラで芋を叩く）。

いふ [ifu] 【接頭辞】〘疑問詞〙「たーい

（人）」、「つ（つ）」、「かいま（回）」「か

ら（匹、頭）」「うに（隻）」「うず（本）」

などの助数詞の前につき数量の疑問詞

を作る　いくつ、いくら、なんにん、何

回、何匹、何隻、何本。 【例】さうが

つ　たーひーや　んめ　いふか　あり

ーどぅ（正月までは後何日あるのか）。

いふ [ifu] 1○【動詞】［k 語幹］［A］行く。

［変異］いつ。 2○【補助動詞】［k 語幹］

（動詞連用形について）～ていく（「場所

から離れていく」「時間の経過とともに

変化していく」など）の意味を添える。

［変異］いつ。

いふーず [ifuːzɨ]【名詞】〘疑問詞〙細

長い植物や芋を数える疑問詞、何本、い

くつ。 【例】ぶーっじゅぎゃー　ひと

ぅたいひー　いふーずな　まるつ（サ

トウキビは一束に何本束ねるの）。あん

でぃらんな　んーな　いふーず　あり

（（この）アンディラには芋がいくつある
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いふか

の［アンディラは芋を入れる網かご］）。

［変異］いふすず。

いふか [ifuka]【名詞】［A］〘疑問詞〙日

にちを数える疑問詞、何日。【例】さう

がつたーひーや　んめ　いふか　あり

ーどぅ（正月まではあと何日あるの）。

いふかいま [ifukaima] 【名詞】〘疑

問詞〙回数を聞くための疑問詞、何回。

【例】みゃーくんかいや　いふかいま

　ってぃーだ（宮古には何回来たこと

がありますか）。やらびあいきゃー　ひ

とぅいん　いふかいままい　いんかい

や　いきゅーたい（子供の頃は一日に

何回も海に行っていた）。くぬ　しばい

や　いふかいま　みーばんまい　うむ

っし（この芝居は何回見ても面白い）。

［類］いふん。

いふから [ifukara] 【名詞】〘疑問詞〙

生き物、家畜、魚の数を数える疑問詞、

何匹、何頭。 【例】っゔぁるが　やー

んな　うっさ　いふから　うるーたい

（お前の家には牛は何頭いたの）。

いぷぎ [ipuɡi] 【名詞】［C］〘疑問詞〙

大きさ、高さ、重さを聞く疑問詞、どれ

くらい。 【例】っぞぅー　いぷぎばか

ーい　あた（（その）魚はどれくらいの

大きさだった）。からー　たかさー　い

ぷぎばかーい　あり（あいつは身長は

どれくらいあるの）。くぬ　いっさ　ん

ぶさー　いぷぎばかーい　あり（この

石の重さはどれくらいあるの）。［変異］

いほぅぎ。

いふすず [ifusɨzɨ]【名詞】〘疑問詞〙細

長い植物や芋を数える疑問詞、何本、い

くつ。 ［変異］いふーず。

いふたーい [ifutaːi] 【名詞】〘疑問

詞〙人の数を聞く疑問詞、何名、何人。

【例】っゔぁー　んまがー　いふたー

い　うり（おたくのお孫さんはなんに

んいるの）。きゅーぬ　うぐなーいんか

いや　いふたーい　ふーがまた（今日

の集まりには何人来るの）。

いふつ [ifutsɨ] 【名詞】［A］〘疑問詞〙

（年が）何歳、（ものの数が）いくつ。

【例】っゔぁー　いふつ　なりーどぅー

（あなたは何歳になったの）。かーっさ

　いふつ　あり（お菓子はいくつある

の）。

いふん [ifun]【名詞】［C］〘疑問詞〙回

数を聞くための疑問詞、何回。【例】か

いんかいや　いふん　いじゃうどぅす

たー（あの人には何回会いましたか）。

ほぅんぬぎゃー　いふんまい　いふん

まい　ゆんばどぅ　うぶいらい（本は

何回も繰り返して読めば覚えられる）。

ひとぅぬ　なーや　いふん　つかばん

まい　うぶいらいん（人の名前は名前

は何回聞いても覚えられない）。［類］い

ふかいま。

いほぅぎ [ihuɡi]【名詞】［C］〘疑問詞〙

大きさ、高さ、重さを聞く疑問詞、どれ

くらい。 【例】っゔぁー　っぞぅだま

ー　いほぅぎ　っじでぃ（あなたは漁

の分け前をどれくらいにしようか）。ば
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いみ

が　まうきゃー　いほぅぎまい　にゃ

ーん（私の稼ぎはいくらもない）。［変

異］いぷぎ。

いみ [imi] 【名詞】［B］夢。 【例】ぱ

ーが　すがたぬどぅ　いみん　みーら

いうたい（おばあさんの姿が夢にでて

きた［＜見えていた］）。ゆびゃー　んま

が　いみゅー　みーたい（昨晩は母の

夢を見た）。［変異］ゆみ。

いみ [imi]【形容詞】［B］小さい。【例】

ばが　やーぬどぅ　んながーな　いみ

かい（うちの家が一番小さい）。だいや

もんどー　いみからばんまい　じゃう

とぅー（ダイヤモンドは小さくてもい

い）。うまんな　いみ　っぞぅがまぬど

ぅ　はーさ　うい（ここには小さな魚

がたくさんいる）。くいんつきゃ　いみ

かい　ちゃばんな　むちーくー（これ

より小さい茶碗をもってこい）。ばー　

ほぅいかいむぬ　がばーかいむぬー　

とぅらでぃ　やいば　っゔぁー　いみ

かいむぬー　とぅい（私は大きい方の

物を取るからあなたは小さい方の物を

取れ）。［類］ぐま。

いみ　まそぅー　びとぅ [imi
masuː bitu] 【成句】夢が正夢になる人。

【例】かりゃー　いみ　まそぅーびぃ

とぅ　やいば　かいが　いみゃー　い

つまい　あたりーどぅー（彼は夢が正

夢になるひとなので、彼の夢はいつも

当たる）。

いみあみ [imiami]【名詞】小雨。【例】

あがい、いみあみがまぬどぅ　っふゅ

ーい（あ、小雨が降ってる）。

いみかいきゃ [imikaikja]【成句】幼

いころ。 【例】ばんちゃー　いみかい

きゃー　きばん　あたい（私たちは幼

ないころは貧乏だった）。

いみさみー [imisamiː] 【成句】見下

して見る事［いみさ＝小さいこと］。

【例】いみさみー　あすな（見下して見

るな）。ひとぅーぎゃー　いみさみー

ゆぎゃー　ほぅん（ひとを見下すこと

をしない［＞他人を見下してはいけな

い］）。

いみすず　あみがま [imisɨzɨ
amiɡama]【成句】霧状の雨、小粒の雨。

いみすず　んーがま [imisɨzɨ
nːɡama]【成句】（育ち切っていない）小

さい芋。 【例】っさに　んーがまうど

ぅ　いみすず　んーがまてぃーまい　

あい（（まだ育ち切っていない）ひげ根

芋を「いみすずん－がま」とも言う）。

いみずむ [imizɨmu]【形容詞】料簡が

狭い、人間が小さい。 【例】いみずむ

んまり（度量が小さい人）。

いみでぃーがま [imidiːɡama] 【名

詞】手が小さい；ケチな人。【例】みが

が　てぃーや　やらびぬ　てぃーぬ　

んまらーひー　いみでぃーがま（ミガ

の手はこどもの手のように小さい）。か

りゃー　いみでぃーがま　やいば　ひ
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とぅんかいや　なうゆまい　ふぃーん

（彼はケチだから人には何も恵まない）。

いら [ira] 1○【感動詞】〘談話標識〙話し

はじめに言いよどむときにだすことば、

あのね、えーと；〘フィラー〙つなぎ言

葉として使うことば、ね、えーと。【例】

いら、からー、いら　あぱらぎ（あのね、

彼女はね、美人だ）。っゔぁー、いら　

なかん　やらびどぅ　あたい（あなた

は、ね、泣かない子供だった）。いら、か

ぬ、いら（あのね　あの、あのね）。 2○

【助詞】〘終助詞〙文の最後に付けて念押

ししたり、確認することば、いいかい。

【例】ばんまい　いかでぃ、いら（私も

行くよ、いい）。

いら [ira] 【名詞】［C］（魚の）鰓（え

ら）。【例】っぞぅー　ばっじゃう　と

ぅきゃんな　いらうまい　とぅい（魚

をさばく時にはエラも取りなさい）。

いらう [irau]【名詞】［B］〘地名〙伊良

部。

いらう [irau]【動詞】［b 語幹］［C］（人

を）選ぶ、（くじなどを）選ぶ。【例】す

まぬ　そぅじゃっそぅー　いらう（村

の役員を選ぶ）。っゔぁが　じゃうか

いてぃー　うむー　ふっじゅ　いらび

（君がいいと思うくじを選びなさい）。

いらうつ [irautsɨ] 【名詞】〘魚〙ブダ

イ。

いらじゃーらん [iraʑaːran]【成句】

必要のない、要らない［動詞「いらじゃ

い」の否定形「いらじゃらん」と同じ意

味］。 ［変異］いらじゃらーん。

いらじゃい [iraʑai] 【形容詞】必要

のない、要らない。 【例】いらじゃい

　むぬいゆぎゃー　あすな（要らない

ことを言うな）。

いらじゃい [iraʑai] 【動詞】［r/rr 語

幹］要る、必要だ。【例】いらじゃらん

　むぬいゆぎゃー　あすな（いらんこ

とをいうな）。うぬ　とぅきゃー　みゃ

ーすかたいば　でぃんな　いらじゃら

だ　ふぁーいどぅすたい（そのころは

生活が楽だったので、金も要らずに生

活できた）。っゔぁ　でぃんな　いかっ

さばかーい　いらじゃいどぅすが（お

前は金はどれくらい要るのか）。

いらじゃらーん [iraʑaraːn]【成句】

必要のない、要らない［動詞「いらじゃ

い」の否定形「いらじゃらん」と同じ意

味］。 ［変異］いらじゃらん、いらじゃ

ーらん。

いらじゃらん [iraʑaran] 【成句】必

要のない、要らない［動詞「いらじゃ

い」の否定形「いらじゃらん」と同じ意

味］。 ［変異］いらじゃらーん。

いらびーつー [irabiːtsɨː] 【動詞】

［ccc/ttt 語幹］厳選する　［< 選び + 切

る］。【例】うまぬ　っぞぅ　なかから

　じゃうかいむぬー　いらびっちー　

みーる（そこの魚のなかからいいもの

を選んでみろ）。［類］いらびってぃ。
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いらびってぃ

いらびってぃ [irabitti] 【動詞】［母

音語幹］厳選する　［< 選び + 切る］。

［類］いらびーつー。

いらびってぃ [irabitti]【副詞】選び

に選んで、精選して。 【例】いらびっ

てぃ　とぅい（精選して（いいものを）

取れ）。

いり [iri] 1○【動詞】［母音語幹］［A］入

る。 ［類］いー。 2○【動詞】［母音語幹］

［A］（太陽、月が）沈む；（夜が）更け

る。【例】てぃだー　いりーにゃーん（太

陽は沈んだ）。ゆーや　いりーにゃーん

（夜は更けた）。［類］いー。3○【動詞】［母

音語幹］［A］（雨、雷など天候が）収ま

る。［類］いー。

いり [iri] 1○【動詞】［母音語幹］［A］入

れる。 【例】みっじゅぎゃー　どんな

い　いりる（水はどんどん入れなさい）。

［類］いー。 2○【動詞】［母音語幹］［A］

（ものをなにかに）入れる。［類］いー。

いり [iri]【動詞】［母音語幹］［A］要る、

必要だ。 ［類］いー。

いりずみ [irizɨmi]【名詞】刺青。【例】

いりずみゅー　ほぅー　やくざぬ　う

い（刺青をしているヤクザがいる）。［類］

はずつ。

いりばー [iribaː] 【名詞】入れ歯。

【例】ばー　はーや　にゃーんばどぅ　

いりばーゆ　ひーゆー（私は歯がない

ので入れ歯している）。

いりびたい [iribitai] 【名詞】入り浸

ること。 【例】かりゃー　いつまい　

かまぬ　やーんどぅ　いりびたいやひ

ー　むぬー　ふぁいゆー（彼はいつも

向こうの家に入り浸りして飯を食って

いる）。

いりよー [irijoː] 【名詞】必要、入用。

【例】でぃんな　いつまい　いりよー

（お金はいつも必要なものだ）。でぃんぬ

　いりよーぬ　とぅきゃんな　いつま

いあっじ（金が必要な時にはいつでも

言いなさい）。

いん [in] 1○【名詞】［C］海　［提題形、

第二目的格形は「いんな」、目的格形は

「いんぬ」であるが、80 代後半以上の世

代ではそれぞれ「いんま」、「いんむ」に

なる。 【例】かりゃー　いんかい　は

りーにゃーん（彼は海に行った）。いん

ぬ　かじゃ（海のにおい）。いんぬ　あ

いつ（漁に出る［＜海を歩く］）。じょ　

いんかい　うーずが（海に泳ぎに（行こ

う））。 2○【名詞】［C］漁。【例】いんかい

（漁に（行く））。かまんどぅ　いんうり

びとぅぬ　みーらいゆー（向こうで漁

をしている人が見られる）。いじゃいや

　ゆいぬ　いん（漁りは夜の漁）。いん

まーい（海に行くこと、漁に出ること）。

いんびとぅんみ（漁師たち）。いん　う

りが（漁に（行く））。いん　あす　ひと

ぅ（漁師）。いんしゃー（漁師）。

いん [in]【名詞】［B］犬　［「いん（海）」

と異なり、提題形、第二目的格形は「い
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いん

んな」、目的格形は「いんぬ（犬を）」で、

80 代後半以上の世代でも「いんま、いん

む」となることはない］。 【例】いんか

い　むぬー　ふぃーる（犬にエサをあ

げなさい）。いんぬ　ぶいーゆー（犬が

吠えている）。いん　っふぁいにゃーん

（犬に噛まれた）。いんな　むぬー　ふぃ

ーきゃたーひーや　びーないや　とぅ

んま　ほぅだ　むゆかん（犬は餌を与

えるまでは微動だにせず動かない）。

いんうす [inusɨ]【名詞】〘生物〙ウミ

ウシ。

いんかないびとぅ [iŋkanaibitu]

【名詞】良い漁師。 【例】まさいや　む

いとぅぬ　いんかないびとぅ（マサイ

はとても良い漁師だ）。

いんぐな [iŋɡuna] 【名詞】祝いの時

などに漁に出る担当者たち。 【例】ば

ー　きゅーや　いんぐな　やいば　い

んいきー　っぞぅー　とぅいーくーで

ぃ（私は今日は祝い漁担当なので漁に

行って魚を取ってこよう）。　

いんくらしゃ [iŋkuraɕa]【名詞】犬

の屠殺（とさつ）を生業にしている人、

犬捕り。

いんしゃー [inɕaː] 【名詞】漁師。

【例】いんしゃーたー　きゅーまい　い

んかい（漁師たちは今日も海に（行く））。

［類］いんまーら。

いんじゃう [inʑau] 【名詞】良い漁

師。 ［類］いんばう、いんしゃー。

いんだうー [indauː] 【名詞】漁具。

【例】いんだうーゆ　そぅるい（漁具を

そろえろ）。

いんとぅ　まゆ [intu maju] 【成

句】犬猿の仲［＜犬と猫］。 【例】うぬ

きゃが　ふたーいや　いつまい　いん

とぅ　まゆ（彼ら二人はいつも犬猿の

仲だ）。

いんどぅい [indui] 【名詞】海鳥。

いんどぅい [indui] 【名詞】〘魚〙ミ

ノカサゴ。 【例】いんどぅいぬ　つー

ずんな　どくぬどぅ　あい（ミノカサ

ゴの刺には毒がある）。

いんにんじゅ [inninʑu]【名詞】（一

緒に船に乗って漁に行く）漁師仲間。

【例】ばんてぃが　いんにんじゅ　いつ

ぬ　ひとぅ（私たちの漁のメンバーは

５名だ）。

いんぬ　いそぅ [innu isu] 【成句】

大漁［＜海の幸］。 【例】きゅーまい　

いんぬ　いそぅ　つきどぅーたい（今

日も大漁だった）。

いんぬ　すばな [innu sɨbana] 【成

句】岸壁。 【例】いんぬ　すばなんか

い　ぬーい（岸壁にのぼる）。

いんぬ　むー [innu muː]【成句】海

の藻。 【例】ふゆん　ないてぃがー　

いんぬ　むーぬ　ゆー　うい（冬にな

ると海の藻が良く生える）。

いんぬーまがま [innuːmaɡama]

【名詞】〘生物〙タツノオトシゴ。 【例】
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いんばい

いんぬーまがまー　びきむぬぬどぅ　

っふぁうぎゃー　なすちゃ（タツノオ

トシゴは雄が子供を産むらしい）。

いんばい [imbai]【名詞】好色な女性、

不倫女。 【例】いんばいやーや　かた

なばー（好色女の家は争いがたえない）。

いんばい　みどぅん（淫売婦）。

いんばう [imbau] 【名詞】〘生物〙ウ

ミヘビ（毒をもつ）。

いんばう [imbau]【名詞】優秀な漁師。

［類］いんじゃう、いんかないびとぅ。

いんばた [imbata] 【名詞】海のちか

く（浜辺も含む）。 【例】いんばたや

ー（海の近くの家）。いんばたう　あい

つ（浜辺を歩く）。ふにゅーぎゃー　い

んばたんかい　ゆっじゃし（舟を海辺

に寄せろ）。

いんまーら [immaːra] 【名詞】漁師。

［類］いんしゃー。

いんまらだに [immaradani]【名詞】

股関節にあるリンパ腺。 【例】いんま

らだにぬ　ふくりーにゃーん（股関節

のリンパ腺が腫れた）。
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う

う [u]【助詞】〘格助詞〙名詞について動

作の対象を表す格助詞、を［長音、二

重母音で終わる名詞に付く場合「ゆ」、

「ん」で終わる名詞に付く場合は「ぬ」、

「す、つ、ず」で終わる名詞のあとでは、

それぞれ「っそぅ、っちゅ、っじゅ」と

なる。子音＋ i で終わる名詞に付くとき

は、「み＋う＞みゅー、し＋う＞しゅー」

のように「子音＋ゆー」となる」となる。

「ふ」で終わる名詞に付く場合は、「たう

ふ（豆腐）＋う＞たうふー、たうっふ」

のように「ふー」「っふ」のどちらも可

能。それ以外の名詞に付く場合は「う」

で現れる］。 【例】はうゆ　かつん（ヘ

ビを捕まえる［はう＋う＞はうゆ］）。い

んかい　むぬー　ふぃーる（犬に食べ

物をやれ［むぬ＋う＞むぬー］）。いすぐ

ーばいぬ　むるっそぅ　っそぅい（石

が混ざった畑の石をとりのぞけ［むる

す＋う＞むるっそぅ］）。あんつかいま

ーいや　ひー　いらうっちゅ　とぅい

（追込み漁でブダイを取る［いらうつ＋

う＞いらうっちゅ］）。いんばたう　あ

いつ（海岸を歩く［いんばた＋う＞い

んばたう］）。まみゅー　ひきー　たう

ふー　ちゅふー（大豆をひいて豆腐を

作る［まみ＋う＞まみゅー、たうふ＋

う＞たうふー、「たうっふ」でもよい］）。

［変異］ゆ。［類］あ。

うー [uː]【動詞】［vv 語幹幹］［A］恐が

る。 【例】かりゃー　なうゆまい　う

っゔぁん（彼は何事も怖がらない［否

定形として「いっゔぁん」「ゆっゔぁん」

も可能）、「ゆーん」、「うーん」も可とす

る人あり］）。ばー　やらびあいきゃー

　まずむぬーぎゃー　むいとぅ　うっ

ゔゅーたい（私はこどものときは幽霊

がとても怖かった［＜怖がっていた］）。

［変異］ゆー。［類］いっゔぃ。

うー [uː] 【動詞】［vv 語幹幹］［A］売

る。 【例】っぞぅー　っゔぃー　うる

ーたい（魚を売ってくらしていた）。う

ーぬくい（売れ残る/売れ残り）。うら

ー　っゔぁんまい　でぃんな　ならん

（これを売っても（大した）金にはなら

ない）。

うー [uː] 【動詞】［w 語幹］［A］追いつ

く、（あとを）追いかける。 【例】まゆ

がまう　うーたいそぅがどぅ　かつみ

らいっだん（子猫を追いかけたが、つ

かまえられなかった）。ぬーまう　うー
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い（馬を追いかけろ）。やらびゃー　は

ーかいば　うーいん（子供は足が早い

ので追いつかない）。［類］うー（母音語

幹）、うーい。

うー [uː] 【動詞】［母音語幹］［A］追い

つく、（あとを）追いかける［w 語幹の

「うー」が受身形「うーい」、使役形「う

ーす」になるのに対して、母音語幹の

「うー」は、受身形「うーらい」、使役形

は「うーっさす」となる］。 【例】ぶー

っじゃ　ぬそぅみー　ぬすん　うーら

いーにゃーん（サトウキビを盗んで主

に追いかけられた）。［類］うー（w 語

幹）、うーい（母音語幹）。

うー [uː]【動詞】［vv 語幹幹］［A］怖が

る、恐れる。 ［類］うーっゔぃ。

うー [uː] 【動詞】［w 語幹］［A］（物を

保護するためや見えないようにするた

めに、そのものの上や前にものを広げ

て）隠す、覆う。 【例】うつつひー　

うるー　うーい（風呂敷でそれを覆え）。

［類］うー（vv 語幹幹）、うーい、うー

う、うーっゔぃ。

うー [uː] 【動詞】［vv 語幹幹］［A］（物

を保護するためや見えないようにする

ために、そのものの上や前にものを広

げて）隠す、覆う。 【例】うつつひー

　うるー　うっゔぃ（風呂敷でそれを

覆え）。［類］うー（w 語幹）、うーい、う

ーう、うーっゔぃ。

うーい [uːi] 【動詞】［母音語幹］［A］

（あとを）追いかける、追いつく。［類］

うー（母音語幹）、うー（w 語幹）。

うーい [uːi] 【動詞】［母音語幹］［A］

（物を保護するためや見えないようにす

るために、そのものの上や前にものを

広げて）隠す、覆う。【例】うつつひー

　うるー　うーいる（風呂敷でそれを

覆え）。［類］うー（w 語幹）、うー（vv

語幹幹）、うーう、うーっゔぃ。

うーう [uːu] 【動詞】［vv 語幹幹］［A］

（物を保護するためや見えないようにす

るために、そのものの上や前にものを

広げて）隠す、覆う。 【例】うつつひ

ー　うるー　うーっゔぃ（風呂敷でそ

れを覆え）。［類］うー（w 語幹）、うー

（vv 語幹幹）、うーい、うーっゔぃ。

うーぐる [uːɡuru]【名詞】おばけ、魔

物。 【例】うーぐるぬ　ふーば　なか

だうり（お化けが来るから泣くな）。や

らびゃー　うーぐる　いっゔぃ　あす

（子供はお化けを怖がる）。

うーじゅるかき [uːʑurukaki] 【名

詞】（煮物や汁ものをする）中型の鍋。

うーす [uːsɨ]【動詞】［s/h 語幹］［A］（馬

や牛に荷を）負わせる、（馬車などに荷

を）のせる。 【例】ぬーまんかい　っ

さう　うーし（馬に草束を負わせろ）。

うーず [uːzɨ] 【動詞】［g 語幹］［C］泳

ぐ。 【例】んすぬかーん　いきー　う

ーずが（ンスヌカーに行って泳ぎに（行

こう））。
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うーず

うーず [uːzɨ] 【名詞】［C］水泳、水浴

び。 【例】きゅーや　んすぬかーんき

ー　うーず　あすが（今日はヌスヌカ

ーに水浴びをしに（行こう））。すぷたい

　びとぅ、うーっじゅ　あっそぅ（不

潔な奴め、水浴びしろ）。

うーず [uːzɨ] 【動詞】［zz/dd］［A］（他

のものと）比較する；（報酬などが働き

ぶりなどに）応じる、よる；（他のもの

に比較して）優れる、及ぶ。［変異］う

ーっず。［類］うーでぃ、うーっでぃ。

うーっゔぃ [uːvvi] 【動詞】［母音語

幹］（物を保護するためや見えないよう

にするために、そのものの上や前にも

のを広げて）隠す、覆う。 【例】うつ

つひー　うるー　うーっゔぃる（風呂

敷でそれを覆え）。［類］うー（w 語幹）、

うー（vv 語幹幹）、うーい、うーう。

うーっゔぃ [uːvvi] 【動詞】［母音語

幹］怖がる、恐れる。 【例】うーっゔ

ぃだうり（恐がるな）。かりゃー　まず

むぬーぎゃー　うーっゔぃどぅー（あ

いつは幽霊を怖がっている）。くぬいぬ

　ひとぅんみゃー　まずむぬーぎゃー

　うーっゔぃん（最近の人たちは幽霊

を怖がらない）。［類］いっゔぃ。

うーっず [uːzzɨ] 【動詞】［zz/dd］（他

のものと）比較する；（報酬などが働き

ぶりなどに）応じる、よる；（他のもの

に比較して）優れる、及ぶ。［変異］う

ーず。［類］うーでぃ、うーっでぃ。

うーつつ [uːtsɨtsɨ]【名詞】大きなハン

マー。

うーっつ [uːttsɨ] 【動詞】［cc/tt］追い

かける、追い返す、追い出す。 ［変異］

うっつ。

うーっでぃ [uːddi] 【動詞】［母音語

幹］（他のものと）比較する；（報酬など

が働きぶりなどに）応じる、よる；（他

のものに比較して）優れる、及ぶ。［変

異］うーでぃ。［類］うーず、うーっず。

うーっふ [uːffu]【動詞】［f/ff 語幹］溺

れかける；溺れて死ぬ。 【例】うまん

　うーっふてぃがー　すんがまた（こ

こで溺れたら死んでしまう）。ばー　

んﾟぬ　うーっふぃー　んめちゃうたい

（私は昨日溺れかけて大変だった）。やら

びゃー　んすぬかーん　うーっふいー

にゃーん（子供はンスヌカーで溺れた）。

ばー　やらびあいきゃ　まじゃん　う

ーっふぁじゃうたい（私は子供のころ

真謝港で溺れかけた（ことがある））。

［変異］うーふ、うーふー。［類］うーっ

ふぃ。

うーっふぃ [uːffi]【動詞】［母音語幹］

溺れかける；溺れて死ぬ。 【例】やら

びぬどぅ　うーっふぃーにゃーん（子

供が溺れてしまった［普通は溺れそう

になることを意味するが、溺れて死ぬ

ことも表せる］）。［類］うーっふ、うー

ふ、うーふー。

うーでぃ [uːdi] 【動詞】［母音語幹］

［A］（他のものと）比較する；（報酬など
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うーでぃ

が働きぶりなどに）応じる、よる；（他

のものに比較して）優れる、及ぶ。【例】

っゔぁが　ばきぶんな　ん－なん　う

ーでぃてぃがー　っゔぁがどぅ　はー

さかい（あなたの分け前はみんなに比

較するとあなたの方が多い）。っゔぁが

　ばきぶんな　ゔぁが　はたらつんど

ぅ　うーでぃらい（あなたの分け前は

あなたの働きによります）。　から　う

いんな　うーでぃん（あれはこれに及

ばない）。なうばん　ほぅばんまい　か

いんかいや　うーでぃらいん（何をし

てもあいつには及ばない）。［変異］う

ーっでぃ。［類］うーず、うーっず。

うーふ [uːfu] 【動詞】［f/ff 語幹］［A］

溺れかける；溺れて死ぬ。 ［変異］う

ーっふ。［類］うーっふぃ。

うーふー [uːfuː]【動詞】［f/ff 語幹］溺

れかける；溺れて死ぬ。 ［変異］うー

っふ。［類］うーっふぃ。

うーんま [uːmma] 【名詞】〘祭礼〙七

杜（ななむい）の行事を取り仕切る代

表者、司祭者。

うーんま　とぅーい [uːmma tuːi]
【名詞】〘祭礼〙七杜のウーンマの石油ラ

ンプ［ナナムイにはランプは一つだけ

でウーンマが持って行った］。

うーんまぬ　とぅすぬばん
[uːmmanu tusɨnuban]【名詞】〘祭礼〙ウ

ーンマの健康祈願をする祈願の一つ。

うい [ui] 1○【動詞】［母音語幹］［A］生

える、成長する。 【例】っさぬ　うい

（草が生える）。やらびぬ　ういむぬー　

はーむぬ（子供の成長は早いね）。やら

びゃー　ういなかー　あぱらぎふ　な

るーたい（（この）子供は成長するにつ

れてだんだん｛ハンサム/美人｝になっ

た）。 2○【動詞】［母音語幹］［A］（陰茎、

陰核が）勃起する。【例】まらぬ　うい

（（男性が催して）陰茎が勃起する）。ぴ

ーぬ　うい（（女性が催して）陰核が勃

起する）。 3○【動詞】［母音語幹］［A］老

人になる、老いる。【例】っさだういき

ゃー　ういー　はちじゅーごんまい　

なりーにゃーん（知らないうちに年を

取って８５歳にもなってしまった）。

うい [ui] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］（人、

動物などが）いる、住む。【例】ぬーん

どぅ　みから　ぬーまぬ　うい（野原

に三頭馬がいる）。っゔぁー　んなま　

んじゃんどぅ　うるーば（お前はいま

どこに住んでいるのか）。ばー　んきゃ

ーんな　おーさかんどぅ　うたい（私

は昔大阪にすんでいた）。

うい [ui] 【補助動詞】［r/rr 語幹］（動詞

連用形について、進行、結果の状態を

表す）～ている。 【例】からー　なき

ー　うたいちゃ（彼女は泣いていたっ

て）。ふがます　っざー　つむでぃんき

ー　うたい（口うるさい父は怒ってい

た）。みどぅんがまー　ばらいんきー　

うたい（女の子は笑いこけていた）。で

ぃんぬどぅ　んつん　うちゅーい（お

74



うい

金が道に落ちている）。っふぁー　っざ

ん　んーしゅー（（その）こどもはお父

さんは似ている［んーしー＋うい］）。や

らび　あいきゃー　うつなーんどぅ　

うるーたい（子供の時は沖縄に住んで

いた［うり＋うい＋たい］）。

うい [ui]【動詞】［r/rr 語幹］［A］織る。

【例】ぶーずんぬ　うい（苧麻の着物を

織る）。ういんかい　つふてぃがー　っ

さいどぅす（彼に聞いたらわかるよ）。

うい [ui]【指示詞】［A］〘指示名詞〙　

それ、その人、そいつ；これ、この人、

こいつ［「うい」と「くい」は基本的に

区別なく使われるが、文脈指示は「く

い」でなく、「うい」が使われる］。【例】

ういがどぅ　じゃうかい（｛これ/それ｝

がいい）。ういひー　じゃうぶん（｛こ

れ/それ｝で十分）。うらー　なうがい

（｛これ/それ｝は｛何だろう/何だ｝）。う

まんかい　いつてぃがー　たるががら

ぬ　ういはずやいば、ういんかい　つ

き（そこに行ったらだれかいるはずな

ので、その人に聞いて）。

うい [ui]【名詞】［B］きゅうり；うり。

うい [ui]【名詞】［A］神、神様。 【例】

ういんかい　うがん（神に祈る）。うい

ぬ　みゅーぶき　たすきーふぃーさま

てぃ（神様のお力でお助けくださいま

せ）。ういか（神様からの果報）。うい

びらい（神にお願いをすること）。［類］

かんがなす。

うい [ui] 【名詞】［A］上。 【例】うい

が　ういんかい　うるー　ぬーし（そ

の上にそれをのせろ）。っゔぁが　かな

いまいぬ　ういんな　はいぬどぅ　と

ぅびゅー（お前の頭の上にハエが飛ん

でる）。［類］はな。

うい [ui] 【名詞】［A］北。 【例】うい

んかい　ふつ（北に向く）。ういかでぃ

（北風）。ういでぃん（北の空）。ういっし

ばら（北隣）。ういかた（北の方）。うい

んかい　ふきぬ　やー（北向きの家）。

ういが　はーさ [uiɡa haːsa] 【副

詞】そんなに早く。 【例】なうやひー

　ういが　はーさ　すかまから　むど

ぅりー　ったいが（なぜこんなに早く

仕事から戻ってきたのか）。

ういかぎ [uikaɡi] 【名詞】成長につ

れて、姿形が良くなったことを表す。

【例】かぬ　やらびゃー　ういかぎ（あ

の子は成長に従い｛ハンサム/美人｝に

なった）。かいが　んまー　ういかぎ　

あたいば　うぬ　っふぁまい　ういが

きん　ないはず（あの子の母親も成長

して美人になったから、その子も美人

になるだろう）。

ういぐり [uiɡuri] 【形容詞】住みに

くい、いづらい。 【例】くまぬ　やー

や　ういぐりかいば　はやまり　ひっ

こさでぃ（ここの家は居ずらいからす

ぐ引っ越そう）。ぶとぅとぅ　ばきゃー

りってぃ　むとぅやーんかい　むどぅ

りっちゅーそぅがどぅ　ういぐりかい
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ういざん

（夫と分かれて実家に戻ったけどいづら

い）。

ういざん [uizan]【名詞】初産。【例】

ばが　みどぅんっゔぁー　ういざん　

やいば　やーんかい　っちゅー（娘は

初産なので家に帰ってきている）。　

ういだつ [uidatsɨ] 【名詞】生まれ育

ち。 【例】じゃう　ういだつ（良い生

まれ育ち）。

ういだてぃ [uidati] 【名詞】〘祭礼〙

トゥカンティのときに初めて外に赤ん

坊を出すこと。 【例】ばかっゔぁぬ　

ういだてぃんな　んまぬ　うほぅっじ

ゅ　うがんが　いつ（赤ちゃんを最初

に外にだすときにお母さんのご先祖を

拝みに行く）。

ういつ [uitsɨ]【動詞】［k 語幹］［C］（機

械、車などが）動く、（人間や動物など

が）動く、（休んでないで）働き始める、

（石やものなどおいてあるものがおした

りして）動く、（心が）動く。 【例】う

まう　ういつな（そこを動くな）。くる

まぬ　ういかだ　んぎーにゃーん（自

動車が動かなくなった）。［変異］うい

ふ、うゆつ、。［類］むゆふ、むいふ、む

いつ、むゆつ。

ういてぃっじゅまい [uitiʑʑumai]
【成句】あいつというやつは。 【例】う

いてぃじゅまい　うむくとぅー　にゃ

ーん　ひと（あいつは知恵の足りない

人だ）。

ういなうす [uinausɨ]【動詞】［s/h 語

幹］成長に従い可愛くなる。 【例】か

ぬ　やらびゃー　ういなうひゃー　ひ

どぅ　あぱらぎふ　なりゅー（あの子

は成長するにつれてきれいになってき

た）。わいてぃういなうひーたかばなん

なりよ（頑張って大きくなったら高い

鼻になりなさい）。

ういびとぅ [uibitu] 【名詞】お年寄

り。 【例】びきういびとぅ（おじいさ

ん）。みどぅんういびとぅ（おばあさ

ん）。くすまがい　ういびとぅ（腰の曲

がった年寄り）。とぅっさ　とぅいー　

ういびとぅ　なりーどぅー（年を取っ

て年寄りになっている）。

ういびとぅ　ふい [uibitu fui]【成

句】実年齢よりも年寄りにみえる、年

寄りくさい。 【例】かりゃー　ういび

とぅ　ふい　びとぅ（彼は年寄りくさ

い）。

ういびとぅっじゃ [uibituʑʑa]【成

句】年を取って相応の分別がある　［「う

いびとぅじゃんまり（年寄みたいなや

つ」は使わない）］。 ［変異］ういびと

ぅっじゃー　にゃーん。

ういびとぅっじゃー　にゃ
ーん [uibituʑʑaː njaːn]【成句】年を取

って相応の分別がある　［「ういびとぅ

じゃんまり（年寄みたいなやつ」は使

わない）］。 【例】ういびとぅっじゃー

にゃーんまり（年相応の分別がないや

つ）。［変異］ういびとぅっじゃ。
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ういびらい

ういびらい [uibirai] 【名詞】〘祭礼〙

神様をあがめてお願いをすること。

ういふ [uifu]【動詞】［k 語幹］［C］（機

械、車などが）動く、（人間や動物など

が）動く、（休んでないで）働き始める、

（石やものなどおいてあるものがおした

りして）動く、（心が）動く。 ［変異］

ういつ。

ういまい　かいまい [uimai
kaimai] 【成句】誰も彼も、あれもこ

れも。 【例】ばんてぃが　やーにんじ

ゅー　ういまい　かいまい　いんしゃ

ーどぅ　あたい（うちの家族はみんな

漁師だった）。ういまい　かいまい　

うまぬ　やーんな　たるまい　みーん

（そこの家には誰もいない［＜誰も彼も

そこの家には誰もいない］）。

ういやっゔぃ [uijavvi] 【動詞】［母

音語幹］成長に従い可愛くなくなる。

【例】からー　ういやっゔぃどぅ　んず

ぎふ　なるー（あいつ成長して不細工

になった）。

うかーす [ukaːsɨ] 【形容詞】（雨や風

が）激しい、（人が）予想がつかない。

【例】やぐみ　うかーす　あみ（とても

とても大変な雨だ）。かりゃー　やぐみ

　うかーすびとぅ（彼は（何をするか

分からない）とても大変な人だ）。

うかーすふ [ukaːsɨfu] 【形容詞】（真

偽について）自信がない、確かでない。

【例】あちゃ　かいが　くーらい　む

ぬー　うかーすふかいば　あちゃぬ　

うぐなーいゆぎゃ　ほぅだうり（明日

あいつが来れるかどうかわからないの

で明日の会合はするな［＞やめよう］）。

［類］あやすふ。

うかーすふ [ukaːsɨfu] 【名詞】（真偽

について）自信がないこと、確かでない

こと。 【例】ういが　こーこんかいや

　ごーかくあすむぬー　うかーすふだ

ー（彼が高校に合格するかどうかはっ

きりしない）。ごうーかくほぅーたいむ

ぬー　うかーすふだ（合格したかどう

か怪しい［＞合格したと言っているが

それは怪しい、信じられないという意

味になる］）。からー　うっかー　かい

ひーだちゃうそぅが　うらー　うかー

すふだ（あいつは借金を返したと言っ

ているそれは怪しい）。［類］あやすふ。

うかい [ukai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

（人や壁に）寄りかかる。 【例】なうが

がらんかい　どぅーゆ　うからはだか

ー　ばぬんな　たちや　うらいん（何

かに身体を支えられていないと私は立

っていられない［＜何かに体をもたれ

させないと私には立っていられない］）。

うまんかい　うかり（そこにもたれろ）。

［類］うかい（母音語幹）。

うかい [ukai] 【動詞】［母音語幹］［C］

（人や壁に）寄りかかる。 ［類］うかい

（r/rr 語幹）。

うかう [ukau] 【動詞】［b 語幹］［C］

（抵当になっている土地を）借金を返し
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うかう

て取り返す［もととも自分の借金でな

く、それを肩代わりする形でもよい］。

【例】ばんな　でぃんな　にゃーんば　

ずーや　うかばいん（私には金がない

から土地は買い戻せない）。かいしゃ　

ずーゆ　うかびー　はいや　うながむ

ぬん　ないたい（会社（沖縄製糖のこ

と）の小作地を買い戻し、畑は自分の

ものになった）。［類］うかび。

うかす [ukasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［C］

（倒れているものを）起こす；（寝てい

るものを）起こす。 【例】うまぬ　ま

るたう　うかし（そこの丸太を起こせ）。

やらびゃー　うかひー　むぬー　ふぃ

ー（子供を起こして食事をさせる）。［変

異］うくす。

うかす [ukasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［C］

（魚を三枚に）おろす。 【例】っぞぅー

　うかひー　なまっそぅ　きり（魚を

おろして刺身にしろ［＜刺身を切れ］）。

うかずー [ukazɨː]【名詞】春の順風。

【例】きゅーや　じゃう　うかずーぬ　

ふきゅーば　ほぅーや　はりー　ふに

ゅー　とぅばはでぃ（今日は春の順風

が吹いているので帆を張って船を走ら

せよう）。

うかび [ukabi]【動詞】［母音語幹］［A］

（抵当になっている土地を）借金を返し

て取り返す［もととも自分の借金でな

く、それを肩代わりする形でもよい］。

［類］うかう。

うかま [ukama]【名詞】［C］竃（かま

ど）。【例】うかまんかい　なびゅー　

うっつ（カマドに鍋を置く）。［類］かま

どぅ。

うかまがん [ukamaɡan] 【名詞】〘祭

礼〙台所の神［＞火の神］。

うがん [uɡan] 1○【動詞】［m 語幹］［C］

頭を下げる；謝る；挨拶する。 【例】

ぬすどぅー　ゆらひーふぃーるてぃー

　うがみゅーたい（泥棒が許してくだ

さいと謝っていた）。しーしーんかいや

　いつまい　うがみ（先生にはいつも

頭を下げてあいさつしなさい）。にん

ぎんな　でぃんかいどぅ　うがん（人

間は金に頭を下げる［＞世の中は金次

第］）。かりゃー　ひとぅんな　うがま

いん（彼は（威張っていて）誰にも頭を

下げられない）。［類］うがまい。 2○【動

詞】［m 語幹］［C］礼拝する、祈願する。

【例】やらびゅーぎゃー　さうずばりゃ

ー　ひーからどぅ　てぃだうぎゃー　

うがます（赤ちゃんはお清めをしてし

てから外に出して太陽を礼拝させる）。

［類］うがまい。

うがん [uɡan] 【名詞】［C］〘地名〙大

神島。 【例】うがんな　いみずまがま

（大神島は小さな島）。

うがんぬ　んまが　っし
[uɡannu mmaɡa ɕɕi]【名詞】〘地名〙島

尻の後方にあるリーフの名前［＜ウガ

ンの母のリーフ］。
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うき

うき [uki]【動詞】［母音語幹］［C］起き

る。【例】にゅーたら、　はやまり　う

きる（寝坊助、早く起きろ）。やらびゃ

ー　うきばな　なりーどぅーな（子供

は起きる時間になっているのかい［＞

子供の起きてくるころだな］）。

うき [uki]【名詞】［C］海の浜から遠く

離れたところ、沖。 【例】うきんかい

ぬ　ふに（沖への船）。

うきくたい [ukikutai] 【名詞】応答、

受け答え。 【例】うぬ　やらびぬ　う

きくたいや　やぐみむぬ（この子の受

け答えは素晴らしい）。

うぎゃー [uɡjaː]【助詞】（格助詞＋提

題）「ゆぎゃー」の変異形、目的格形に

提題を付けた形、「をば」に当たる。

［変異］ゆぎゃー。

うきゃがい [ukjaɡai]【動詞】［r/rr 語

幹］浮ぶ。 【例】ふにゃー　うきゃが

りーどぅー（船は浮かんでいる）。

うきゃがいそぅー [ukjaɡaisuː]
【名詞】満ち潮に向かっていること。

【例】んなまー　うきゃがーそぅーん　

なりーどぅー（潮が満ちてきている）。

うきゃん [ukjan]【名詞】［C］虫の付

く木［和名不詳］。［類］うきゃんぎー。

うきゃん [ukjan]【名詞】［C］〘魚〙ブ

チアイゴ［アイゴの一種で、縞模様がつ

いている］。

うきゃんぎー [ukjaŋɡiː]【名詞】〘植〙

虫のつく木。 ［類］うきゃん。

うぎん [uɡin]【名詞】［C］〘道具〙魚を

突く漁具、銛（もり）。 【例】うぎんひ

ー　っぞぅー　つふ（銛で魚を突く）。

うくい [ukui] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］

（決まった時間に）間に合わない、（到着

の時間が）後になる、遅れる。【例】あ

わてぃる、　んめ　ふにん　ぬーいう

くいがまた（急げ、船に乗り遅れるぞ

［＜もう船に乗り遅れるぞ］）。きゅーま

い　みどぅんみゃー　うくりどぅ　ふ

ーはず（今日も女性たちは遅れて来る

はず）。めーるぬ　へんじゃー　うくり

ー　ばがどぅ　ばいかたい（メールの

返事が遅れて私が悪かったです［＞す

みませんでした］）。

うくい [ukui] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］

（事件などが）起こる。 【例】やぐみぐ

とぅぬどぅ　うくりゅーい（大変なこ

とが起こっている）。

うくい [ukui] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］

（ものを送付先に）送る；（出発する人

を）送る；（人を）送って行く。 【例】

うつなーんかい　にーゆ　うくい（沖

縄に荷物を送る）。えきたーひー　うく

らでぃ（駅まで送ろう）。［類］うくい

（母音語幹）。

うくい [ukui] 【名詞】［A］送ること。

【例】うくいとぅ　んかい（送りと迎

え）。
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うくい

うくい [ukui] 【動詞】［母音語幹］［A］

（ものを送付先に）送る；（出発する人

を）送る。 ［類］うくい（r/rr 語幹幹）。

うぐい [uɡui] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

蜂等が何らかの刺激で一瞬の中に怒り、

攻撃に出る。 【例】んまばすぬ　すー

ゆ　つつきー　みーてぃがー　んまば

っさ　うぐっりーにゃーん（蜂の巣を

つついたら蜂は一瞬に飛び出し攻撃に

でた）。んまばっそぅ　うぐっらす（蜂

を刺激して一瞬の中に怒らせ攻撃に出

させる）。にっゔゅー　はうゆ　つつき

ーみーてぃがー　うぐっりーにゃーん

（寝ていたヘビをつついたら、突然攻撃

してきた）。

うくす [ukusɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［C］

（倒れているものを）起こす；（寝ている

ものを）起こす。 ［変異］うかす。

うくたい [ukutai] 【動詞】［r/rr 語幹］

怠る。 【例】すかまうぎゃー　うくた

らん（仕事を怠らない［＞仕事を真面

目にしなさい］）。

うくっとぅ [ukuttu] 【形容詞】（人

が）おとなしい；（心が）安心だ、不安

でない；（場所が）静かだ。 【例】うく

っとぅ　びとぅ（おとなしい人）。かぬ

　っふぁがまー　うくっとぅ　っゔぁ

がま（あの子はおとなしい子だ）。なう

ぬどう　うくいががら　うっくとぅー

　ひらいん（何が起こるのか（わからな

いので）安心できない）。くまー　やぐ

み　うくっとぅ　じゃうどぅくま（こ

こはとても静かでいいところだ）。

うぐなーい [uɡunaːi]【動詞】［r/rr 語

幹］集まる、会って話し合う。【例】ひ

とぅとぅ　うぐなーらだかー　うむく

とぅまい　いでぃん（人と会って話を

しないと考えも出ない）。じゃーがまん

　うぐなーい（（村の）広場に集まる）。

やーにゃー　っゔぁが　やーんかい　

うぐなーりー　どーそーかい　ほぅで

ぃ（来年は君のところに集まって同窓

会をしよう）。

うぐなーい [uɡunaːi]【名詞】集まり、

会合。 【例】ういびとぅんみぬ　うぐ

なーい（老人達の集まり）。うとぅじゃ

　うぐなーい（親戚の集まり）。

うぐない [uɡunai] 【動詞】［r/rr 語幹］

（お金を）集める。 【例】ばいでぃんぬ

　うぐない（分担金を集金する）。ばな

むぬー　うぐない（（集落の各戸の）割

り当て金を集める［昔は各戸に災害時

や祭事の際に必要なものを割り当てて

持ってこさせたが、現在はお金を集め

るのが普通）。ぶーずぬ　からう　う

ぐない（サトウキビの枯れ茎を集めろ

［「から」は枯れ葉も含む）。［類］うぐな

い（母音語幹）。

うぐない [uɡunai]【動詞】［母音語幹］

（お金を）集める。［類］うぐない（r/rr

語幹）。

うさい [usai] 1○【動詞】［母音語幹］［A］

（手で）押さえつける。 【例】うまう　
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うさい

うさいる（そこを押さえろ）。［類］うさ

い（r/rr 語幹）。2○【動詞】［母音語幹］［A］

実際より能力等を低く見積もる、侮る；

他人を見下げて馬鹿にする。【例】ひと

ぅーぎゃー　あいや　うさいん（人を

そんなに侮らない［＞侮るな］）。からー

　ひとぅ　うさい　やなんまり（あい

つは人を押さえつけるダメな奴だ［＞

パワハラするダメな人だ）。［類］うさ

い（r/rr 語幹）。

うさい [usai] 1○【動詞】［r/rr 語幹］［A］

（手で）押さえつける。 ［類］うさい

（母音語幹）。 2○【動詞】［r/rr 語幹］［A］

実際より能力等を低く見積もる、侮る；

他人を見下げて馬鹿にする。［類］うさ

い（母音語幹）。

うさい [usai] 【名詞】［C］料理、つま

み。 【例】さきぬ　うさいや　んなな

い　ゆーいぬ　うさいや　んなない　

やらびんみんかい　ってつ　むっちゃ

ひー　はらひーにゃーん（お祝いの料

理は全部、お祝いの料理は全部、子供

たちにそれぞれ持ち帰らせた［さきぬ

　うさい（酒の料理）、ゆーいぬ　うさ

い（お祝いの料理）は同じ言葉の繰り

返し］）。

うさか [usaka]【名詞】［C］これだけ；

話の終わりに付け加えることば。 【例】

あか、あにゃ　うさかがま（何だって、

たったこれだけなの）。きゅーぬ　まう

きゃー　うさかがま（今日の稼ぎはた

ったこれだけ）。ばが　はなっさ　うさ

か（私の話はこれでおしまい）。［類］う

さき。

うさき [usaki] 【名詞】［C］これだけ。

【例】うさきだー（これだけしかない）。

うさきがまぬ　むぬーぎゃー　ひとぅ

きゃん　ふぁい　すてぃる（僅かの物

は一度に食べてしまいなさい）。ばが　

っじ　だまー　うさきひー　あてぃ　

かーん（私の分け前はすこしで十分）。

［類］うさか。

うさぎ [usaɡi] 1○【動詞】［母音語幹］

［A］載せる；捧げる、供える。 2○【動

詞】［母音語幹］［A］（学校教育を）受

けさせる。 3○【動詞】［母音語幹］［A］

（人を）見送る。

うさきなー [usakinaː] 【名詞】こん

なにたくさん。 【例】まさいや　うさ

きがまひー　かにゃー　うさきなーな

（マサイは僅かこれだけで、カニはそん

なに沢山か）。っゔぁんな　うさきなー

ゆぎゃー　ふぃーじゃーん（お前には

そんなにたくさんはやらない）。

うさす [usasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［A］

（雑草などを）取り除く。 【例】たいわ

んなーづっちゃ　なんとぅが　うさは

いん（紫カタバミはなかなか除去でき

ない）。

うさす [usasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［A］

（責任を）押し付ける、人のせいにする。

［変異］うっさす。
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うさず

うさず [usazɨ] 1○【動詞】［g 語幹］［A］

載せる；捧げる、供える。 【例】たむ

ぬー　ばが　かなまいんかい　うさぎ

ーふぃーる（薪を私の頭に押し上げて

くれ）。はなう　とぅいー　かんかい　

はなう　うさず（（供え物の）上（また

は端のごく一部）をとって神に供える）。

しーしーんかいぬ　うさず　むぬ（先

生へのみつぎもの）。 2○【動詞】［g 語幹］

［A］（学校教育を）受けさせる。【例】き

ばんかたいそぅが　っふぁうぎゃー　

がっこうんかい　うさぎたい（貧乏だ

ったが子供を学校教育を受けさせた）。

3○【動詞】［g 語幹］［A］（人を）見送

る。【例】っふぁー　さーりゅー　ひと

ぅ、うさずがっちゅー　ひとぅぬどぅ

　すきゃかい　うたい（子供を連れて

いる人、見送りに来ているひとで混雑

していた［＜人が混雑していた］）。

うさば [usaba]【名詞】［C］（皮膚病の

一種）たむし。 【例】うさばー　かう

むぬ（たむしは痒い）。

うさまい [usamai] 【動詞】［r/rr 語幹］

（喧嘩が）おさまる、（風などが）静まる。

【例】やどぅゆんな　うさまりーどぅ

ー（ケンカはおさまっている）。かじゃ

ー　うさまりーどぅー（風は静まって

いる）。

うさみ [usami]【動詞】［母音語幹］［C］

納める。 【例】じゃうなうゆ　うさみ

ー　ったい（税を納めてきた）。［類］う

さん。

うさん [usan]【動詞】［m 語幹］［C］納

める。 ［類］うさみ。

うしーはい [uɕiːhai] 【動詞】［r/rr 語

幹］一家離散する；（ものが）なくなる。

うじゃー [uʑaː]【名詞】［C］（ものの）

長さがこれくらい、（距離が）そんな遠

く。 【例】ばが　みーたい　はうや　

うじゃーばかーい（（長さが分かるもの

を見せて）私が見たヘビの長さはこれ

くらいだ）。ばー　うじゃーんかい　い

かじゃーん（私はそんな遠くには行か

ない）。

うじゃーなー [uʑaːnaː] 【名詞】と

ても長いこと、とても遠く。【例】かぬ

　はうや　うじゃーなー　あたい（あ

のヘビはこんなに長かった）。うじゃー

なーぬ　すまから　ってぃーふぃーさ

まい　やぐみ　すでぃがほー（とても

遠くの村から来ていただいて本当にあ

りがとうございます）。ばんちゃー　う

じゃーなーぬ　ぶらたーひー　いきゅ

ーたい（私達はずっと遠くの保良まで

行っていた）。

うじゅます [uʑumasɨ]【動詞】［s/h 語

幹］見せびらかす。 【例】っゔぁが　

なうばい　うじゅまはんまい　ばー　

なうてぃーまい　うむーん（お前がど

んなに見せびらかしても私はちっとも

うらやましくない）。

うしろい [uɕiroi] 【名詞】白粉（おし

ろい）。
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うす

うす [usɨ]【動詞】［s 語幹］［A］（ものが）

なくなる、消滅する、（人が）いなくな

る；一家離散する。 【例】かじゃー　

うしーにゃーん（風はなくなった）。っ

ゔぁー　かまんかい　うしーはり（お

前は向こうに消えうせろ）。うまん　あ

たい　でぃんな　うしーはりーにゃー

ん（ここにあったお金がなくなってし

まった）。かまぬ　やーや　うどぅきー

　うしーはりーにゃーん（向こうの家

は破産して一家離散した）。

うす [usɨ]【動詞】［s 語幹］［A］（人が人

を）押す；（仕事などを）押し付ける；

推薦する；（台風などが）近づく。【例】

あいや　ちゅーく　うさだうり（そん

なに強く押さないでくれ）。あいや　ひ

とぅんかいや　すかまうぎゃー　うさ

ん（そんなに人には仕事を押しつけな

い［＞押し付けるな］）。んなまぬ　せん

きょんな　かりゅー　うさでぃ（今度

の選挙には彼を推す）。かでぃふつぬ　

みゃーくんかい　うしっちゅー（台風

が宮古に近づいてきている）。

うす [usɨ] 【動詞】［s 語幹］［A］（～の）

せいにする。 【例】うぬ　くとぅーぎ

ゃー　かいんかい　うすな（この事を

彼のせいにするな）。うなが　ひーやー

　くとぅー　ひとぅんかい　うす（自

分のやったことを他人のせいにする）。

うす [usɨ] 【名詞】［B］牛。 【例】び

きうす（雄牛）。んまうす（メスの親牛

［「っざうす（雄の親牛）」という言葉は

ない］）。みーうす（牝牛）。

うす [usɨ]【名詞】［C］臼。【例】いすう

す（石臼）。きーうす（木臼）。うすひー

　まいゆ　つつ（臼で米を搗く）。あー

ゆ　うすひー　ひつ（粟を臼で挽く）。

うす [usɨ] 【名詞】［C］〘貝〙水字貝の

一種。

うず [uzɨ] 【名詞】［C］〘魚〙ウツボ。

【例】うっじゃ　あっゔぁむぬ（ウツボ

は脂っこい）。うっじゃ　んぬつじゅ

ーむぬ（ウツボは生命力が強い）。［類］

ぬず。

うず [uzɨ] 【助数詞】芋、茎等を数える

単位、個、本。【例】んーぬ　ひとぅう

ず　ふぁうたい（芋を 1 個食べた）。ぶ

ーっじゅ　にじゅーうずひー　ひとぅ

たいゆ　まるき（サトウキビを２０本

で一束をくくれ［＞２０本で一束にし

ろ］）。［類］すず。

うすあい [usɨai]【名詞】押し合い、レ

スリング；押し合いへし合い。【例】や

らびあいきゃー　ゆーどぅ　そぅじゃ

っそぅんみん　うすあい　あすみらい

たい（こどものころよく先輩たちにレ

スリングをさせられた）。はーさぬ　ひ

とぅぬどぅ　まっちゃぬ　やどぅふつ

ん　うすあいや　ひーゆー（たくさん

の人が店の入口で押し合いへしあいし

ている）。

うすつ [usɨtsɨ]【名詞】［C］食べ物をの

せて運ぶ膳。 【例】むぬーぎゃー　う
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うすばー

すつん　ぬーし（食事をお膳にのせろ）。

うすばーや　ふとぅてぃーばー（奥歯

は虫歯だ）。

うすばー [usɨbaː]【名詞】奥歯、臼歯。

【例】むぬーぎゃー　うすばーひー　

ちゅーく　かん（食べ物は臼歯で強く

噛む）。うすばーぬ　にゃーだかー　む

ぬー　かまいん（臼歯がないと物は噛

めない）。

うすぶらす [usɨburasɨ] 【動詞】［s/h

語幹］押し倒す。

うすみ [usɨmi]【動詞】［母音語幹］［A］

かがむ、しゃがむ、うつ伏せになる。

［変異］うそぅみ。

うずむす [uzɨmusɨ]【名詞】ウジ虫。

【例】ふそぅんな　うずむすぬどぅ　む

いとぅ　たかりゅー（糞にはウジ虫が

たかっている）。

うすん [usɨn]【動詞】［m 語幹］［A］か

がむ、しゃがむ、うつ伏せになる。［変

異］うそぅん。

うすん [usɨn]【名詞】［A］かがむこと、

しゃがむこと、うつ伏せになること。

［変異］うそぅん。

うずん [uzɨn] 【動詞】［m 語幹］［A］

（ものを土中に）埋める。 【例】うまん

かい　いっそぅ　うずみ（ここに石を

埋めろ）。

うすんつ [usɨntsɨ]【形容詞】引込み思

案だ、消極的だ。 ［変異］うそぅんつ。

うすんつ [usɨntsɨ]【動詞】［k 語幹］（も

のを中に）押し込む；（ものをなにかの

間に）差し込む、。［変異］うそぅんふ。

うすんつ [usɨntsɨ]【動詞】［k 語幹］う

つむく。 ［変異］うそぅんふ。

うすんっゔぁい [usɨnvvai] 【名詞】

人に見られないようにこっそりと食す

ること、またその人。 ［変異］うそぅ

んっゔぁい。

うすんっゔぁや [usɨnvvaja]【名詞】

隠れて食べる人。 ［変異］うそぅんっ

ゔぁや。

うすんばい [usɨmbai] 【名詞】人に

見られないようにこっそりと食するこ

と、またその人。 ［変異］うそぅんっ

ゔぁい。

うすんばい [usɨmbai]【名詞】隠れて

食べること。 ［変異］うそぅんばい。

うすんばや [usɨmbaja] 【名詞】隠れ

て食べる人。［変異］うそぅんっゔぁや。

うずんばらやー [uzɨmbarajaː]【名

詞】茅葺（かやぶき）の掘っ立て小屋

［真ん中に柱を埋め込んで作る小さな小

屋］。【例】んきゃーんぬ　やーんな　

うずんばら　やーまいどぅ　あたい（昔

の家には柱を埋め込んだ家もあった）。

うすんふ [usɨnfu]【動詞】［k 語幹］（も

のを中に）押し込む；（ものをなにかの

間に）差し込む、。［変異］うそぅんふ。
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うすんふ

うすんふ [usɨnfu]【動詞】［k 語幹］う

つむく。 ［変異］うそぅんふ。

うすんふぁや [usɨnfaja] 【名詞】隠

れて食べる人。 ［変異］うそぅんっゔ

ぁや。

うそぅー [usuː] 1○【動詞】［w 語幹］

［A］覆う。 【例】ほぅんぬぎゃー　う

つつーひー　うそぅい（本を風呂敷で

覆え）。うまう　うつつーひー　うそぅ

い（そこを風呂敷で覆え）。っゔぁが　

うつつーや　いみかいば　うるー　う

そぅーんまい　まんでぃどぅす（お前

の風呂敷は小さいからそれを覆っても

はみ出すよ）。［変異］うそぅい。 2○【動

詞】［w 語幹］［A］（地域を）支配する。

【例】みゃーくー　とぅゆみゃん　うそ

ぅーいー　うたい（宮古は豊見親に支

配されていた）。［変異］うそぅい。

うそぅー [usuː] 【動詞】［母音語幹］

［A］（ものを覆いで）覆う。 ［変異］う

そぅい。

うそぅー [usuː] 【動詞】［母音語幹］

［A］（地域を）支配する。 ［変異］うそ

ぅい。

うそぅい [usui] 1○【動詞】［母音語幹］

［A］（ものを覆いで）覆う。 ［変異］う

そぅー。 2○【動詞】［母音語幹］［A］（地

域を）支配する。［変異］うそぅー。

うそぅい [usui] 【名詞】［A］茅葺家

の天辺の半円形の覆い。 【例】やーぬ

　うそぅい（茅葺家の天辺の半円形の

覆い）。

うそぅい [usui]【動詞】［w 語幹］［A］

覆う。 ［変異］うそぅー。

うそぅい [usui]【動詞】［w 語幹］［A］

（地域を）支配する。［変異］うそぅー。

うそぅみ [usumi] 【動詞】［母音語幹］

［A］かがむ、しゃがむ、うつ伏せにな

る。 ［変異］うすみ。［類］うすん。

うそぅん [usun]【動詞】［m 語幹］［A］

かがむ、しゃがむ、うつ伏せになる。

【例】あいぬ　とぅくまん　うそぅまん

（そんなところにしゃがみこまない［＜

しゃがみこむな］）。やきゅーぬ　ぼー

るぬ　とぅびーふーば　あたらんやう

ん　うそぅんたい（野球のボールが飛

んできたのであたらないようにしゃが

んだ）。［変異］うすん。［類］うすみ。

うそぅん [usun] 【名詞】［A］かがむ

こと、しゃがむこと、うつ伏せになるこ

と。 【例】うまん　うそぅんにゅー　

あっそぅ（そこにうつ伏せになりなさ

い）。［変異］うすん。

うそぅんつ [usuntsɨ]【形容詞】引込

み思案だ、消極的だ。【例】うそぅんつ

びとぅ（目立たないようにする人）。か

らー　うそぅんつかいば　なうゆまい

　ほぅっでぃや　ほぅん（あいつは引

っ込み思案だからなにもしようとはし

ない）。［変異］うすんつ。
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うそぅんつ

うそぅんつ [usuntsɨ] 【動詞】［k 語

幹］（ものを中に）押し込む；（ものを

なにかの間に）差し込む。 ［変異］う

そぅんふ。

うそぅんつ [usuntsɨ] 【動詞】［k 語

幹］うつむく。 ［変異］うそぅんふ。

うそぅんっゔぁい [usunvvai]【名

詞】人に見られないようにこっそりと

食すること、またその人。 ［変異］う

そぅんばい、うすんっゔぁい、うすんば

い。［類］うそぅんっゔぁや。

うそぅんっゔぁや [usunvvaja]

【名詞】隠れて食べる人。 【例】かっふ

ぃー　ひとぅん　みーらいやうんてぃ

ー　むぬー　ふぁう　ひとぅーどぅ　

うそぅん　ばやてぃー　あい（隠れて

他人には見られないように飯を食べる

人をウソゥンバヤと言う）。［変異］う

そぅんふぁや、うそぅんばや、うすん

っゔぁや、うすんふぁや、うすんばや。

［類］うそぅんっゔぁい。

うそぅんばい [usumbai]【名詞】隠

れて食べること。 【例】からー　なか

じゃん　かっふぃ　うそぅんばい　あ

すたい（彼は台所に隠れて盗み食いを

した）。［変異］うすんばい。

うそぅんばい [usumbai]【名詞】人

に見られないようにこっそりと食する

こと、またその人。 ［変異］うそぅん

っゔぁい。

うそぅんばや [usumbaja]【名詞】隠

れて食べる人。 ［変異］うそぅんっゔ

ぁや。

うそぅんふ [usunfu]【動詞】［k 語幹］

（ものを中に）押し込む；（ものをなにか

の間に）差し込む、。 【例】むぬーぎゃ

ー　びばききゃたーひー　うそぅんき

ー　ふぁい（食べ物は吐き出すくらい

つめこんで食べなさい）。うそぅんつき

ゃー　んなない　はいーどぅす　はず

（無理に押し込めたらみんなはいるはず

だ）。ぶーずぬ　さにゅー　まにんかい

　うそぅんき（サトウキビの種子をう

ねに差せ）。あきんさうゆ　いすぬ　す

たんかい　うそぅんき（金棒を石の下

に差し込みなさい）。［変異］うすんつ、

うそぅんつ、うすんふ。

うそぅんふ [usunfu]【動詞】［k 語幹］

うつむく。 【例】うそぅんきー　あい

つ（俯いて歩く）。［変異］うすんつ、う

そぅんつ、うすんふ。

うそぅんふぁや [usunfaja] 【名詞】

隠れて食べる人。 ［変異］うそぅんっ

ゔぁや。

うだ [uda] 【形容詞】［A］太った、太

っている。 【例】うだびとぅ（太った

人）。くぬいや　っゔぁー　うだふ　な

りーどぅーいー（最近、君は太ってき

たねえ）。

うだい [udai] 【名詞】［C］〘道具〙縦

15 ㎝、横 20 ㎝、高さ 12 ㎝位の蓋のつ
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うだい

いた木箱、板厚は 1 ㎝位。煙草、釣り針、

釣り糸、水中メガネ等貴重品を入れ、中

の物が濡れないようになっている。

うだい [udai] 【動詞】［母音語幹］［A］

太る。【例】ばー　あてぃ　うだいや　

ひどぅ　あてぃ　っふぁいや　ひどぅ

　ひとまた　あいつきゃー　いっちゃ

　はーみきーどぅ（わたしはとても太

り過ぎて一歩歩いたら息が切れる［＞

「うだいや　ひどぅ、っふぁいや　ひど

ぅ」は同じじ意味の言葉の繰り返し］）。

うだい [udai]【名詞】［C］〘祭礼〙上か

ら言われた祭事の役割。 【例】みゃー

くづつぬ　うだいゆぎゃー　わいてぃ

　かなーだかー　ならん（ミャークズ

ツの勤めを頑張ってやらないといけな

い）。きゅーぬ　うたきぬ　うだい（今

日の御嶽の勤め）。うたきぬ　うだいゆ

ぎゃー　わいてぃー　かなーでぃ（御

嶽の役割はしっかり果たそう）。きゅー

ぬ　うだいや　っぞぅ　とぅいが　い

つ　くとぅ（今日の役割は漁に行くこ

とだ）。

うだか [udaka]【名詞】［C］この高さ。

【例】かいが　たかー　うだか（彼の

高さはこの高さ）。［類］うだつ。

うたがう [utaɡau] 【動詞】［w 語幹］

疑う。 【例】ひとぅーぎゃー　うたが

ーん（人を疑わない［＞疑ってはいけ

ない］）。

うたき [utaki] 【名詞】［C］〘祭礼〙御

嶽。 【例】ななむいぬ　うたき（ナナ

ムイの御嶽）。［類］かんぬやー。

うたす [utasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［C］

落とす。 【例】むぬー　うたす（物を

落とす）。あかばたういや　うたひーみ

ーきゃー　っさきーにゃーん（スイカ

を落としたら割れてしまった）。［変異］

うとぅす。

うだつ [udatsɨ] 【名詞】［C］梲（うだ

つ）、頭（があがらない）。 【例】から

ー　くぬいや　うだっちゃ　あがらん

（あいつは最近うだつがあがらない［＞

ぱっとしない］）。かいんかいや　うだ

っちゃあがらん（彼には頭が上がらな

い）。

うだつ [udatsɨ]【名詞】［C］この高さ。

［類］うだか。

うだつ [udatsɨ] 【動詞】［c/t 語幹］［C］

おだてる。 ［類］うだてぃ。

うだつまーい [udatsɨmaːi] 【名詞】

春一番（旧暦二月に吹く強い風）。【例】

うだつまーいんな　ちゅーかでぃぬ　

ふつ（旧暦 2 月ころには強い風が吹く）。

［類］にがつまーい。

うだてぃ [udati] 【動詞】［母音語幹］

［C］おだてる。 【例】うりゅーぎゃー

　うだてぃばどぅ　なうゆまい　あす

（彼はおだてたら何でもやる）。

うだまぶた [udamabuta]【名詞】（分

け前などが）多い；神様からの沢山の

87



うだまぶた

果報。 【例】きゅーぬ　ばが　ばきだ

まー　うだまぶた　あたい（今日は私

の分け前はたくさんだった）。みはなぶ

た　うだまぶた　がーらしゅーれ（満

面の嬉しさ、笑み、神様からの沢山の果

報で満ち溢れさせて下さい［御嶽の祈

願の文句］）。

うちゃーい [utɕaːi] 【動詞】［r/rr 語

幹］（人、車などが人、ものなどに）ぶ

つかる。 【例】くるまぬどぅ　んつや

っゔぁしゃんかい　うちゃーりーにゃ

ーん（車がブルトーザーにぶつかった

［んつ（道）＋やっゔぁしゃ（ダメにす

るもの）］）。くるまー　うちゃーらはい

ーにゃーん（車を追突させられた）。

うちゃーす [utɕaːsɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］（人がものを何かに）ぶつける、う

っかりぶつけてしまう。 【例】うーつ

っちゅ　いすんかい　うちゃーし（ハ

ンマーを石にぶつけろ［＞石をハンマ

ーでたたけ］）。くるまう　ますぎたん

かい　うちゃーひーにゃーん（車を石

塀にぶつけてしまった）。たうりー　ふ

たいや　いすんかい　うちゃーひーに

ゃーん（ころんで額を石にぶつけてし

まった）。

うちゃーす [utɕaːsɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］（人が人に）ぶつかっていく。【例】

かまぬ　ひとぅんみんかい　うちゃー

し（あそこの人たちにぶつかれ［ナナ

ムイのインギョウ（＝引退の式）の時

などに喜びを表すために皆でぶつかり

あうことがあった］）。

うちゃい [utɕai] 【動詞】［母音語幹］

［C］（手や道具などで人やものを）打つ；

（雨などが体を）打つ；（人や車などが

人やものに）ぶつかる、（雨などがもの

に）当たる。 ［類］うちゃう。

うちゃう [utɕau]【動詞】［w 語幹］［C］

（手や道具などで人やものを）打つ；（雨

などが体を）打つ；（人や車などが人や

ものに）ぶつかる、（雨などがものに）

当たる。 【例】ばうひー　てぃびたい

ゆ　うちゃうたい（棒でお尻を叩いた）。

かいんかい　うちゃい（あいつにぶつ

かれ）。あみぬ　くるまぬ　はなんかい

　うちゃうたい（雨が車の屋根にあた

った）。あみん　うちゃーいーにゃーん

（雨に打たれた）。［類］うちゃい。

うちゃう [utɕau] 【名詞】［C］〘祭礼〙

御帳（村で生まれた新生児の名前を記

載して神様に報告する帳面）。【例】う

ちゃうぬす（仲間御嶽の神様の名前）。

くとぅすん　んまりゃー　やらびゅー

　うちゃうんかい　ぬーす（今年に生

まれた子供を御帳に記載する）。

うちゃうぬす [utɕaunusɨ] 【名詞】

〘祭礼〙神様の名前。新生児が生まれた

らこの神様に報告をする。

うちゃなく [utɕanaku] 【名詞】〘祭

礼〙無病息災、五穀豊穣の祈願；その

祈願に使う三段に重ねた餅［お盆の両

サイドに三段餅を置き祈願する。昔コ
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うちゃなく

レラ等の伝染病で多くの人が亡くなっ

たのでウチャナクで無病息災を祈願し

た］。 【例】うちゃなく　にがい（健康

祈願の祭り）。

うちゃん [utɕan]【名詞】［C］投げ網。

【例】うちゃんひー　あさいぬ　っぞ

ぅー　とぅい（打ち網で浅瀬の魚をと

る）。うちゃんぬ　ちゅー（投網を投げ

る）。

うちゃん [utɕan]【名詞】［C］女性の

下半身用の下着、腰巻。 【例】みどん

みゃー　うちゃんぬ　つー（女性たち

は腰巻を付ける）。

うつ [utsɨ] 【名詞】［A］（建物などや入

れ物の）奥。 【例】やーぬ　うっちゅ

　みーみーる（部屋の奥を見てみろ）。

うつばら（奥座敷［奥の小さな部屋］）。

うつ [utsɨ] 【動詞】［t/c 語幹］［C］（注

射などを）打つ；（釘などを）打つ；（ボ

ールなどを）打つ。 【例】げどくざい

ゆ　てんてきひー　うつ（解毒剤を点

滴で打つ）。びょーいんきー　いたみど

みゃー　うたいっちゃーそぅがどぅ　

いちゃかいばならん（病院に行って痛

み止めを打ってもらったけれど、痛く

てしかたがない）。

うつー [utsɨː] 【名詞】［C］薪や炭火の

火の残ったもの、熾火（おきび）、残り

火。【例】んﾟぬぬ　うつーひー　うま

っちゅ　たつきる（昨日の熾火（おき

び）で火をおこせ）。

うつ [utsɨ] 1○【名詞】［B］「ふつ（口、口

中）」の母音に挟まれた時の形。「ふつ

ん　っふん（口に含む）」のように単独

で使う場合は「ふつ」が用いられる。

【例】いみうつがま（小さい口）。ひとぅ

うつ（一口）。［変異］ふつ。2○【名詞】［B］

「ふつ（（瓶などの）口、入り口）」の母音

に挟まれた時の形。単独では「ふつ」が

用いられる。【例】かでぃぬ　かいすう

つんな　かじゃー　にゃーん（台風の

目に入ったら風はない）。［変異］ふつ。

うつ [utsɨ] 1○【名詞】［B］「ふつ（話す

こと、話しぶり）の母音に挟まれた時の

形。「ふつがる　びとぅ（口の軽い人）」

のように最初に来る場合には「ふつ」を

用いる。 【例】あらうつ（歯に衣着せ

ぬ人）。あっゔぁうつ（誉め言葉を並べ

る人）。あずまうつ（お世辞［＜あまい

言葉］）。ほぅーつ（大げさな人）。ひゃ

ーうつ　びとぅ（早口の人）。［変異］ふ

つ。 2○【接尾辞】ことば、普通接尾辞的

に使って「～語」を表す。単独でことば

を表すときは「むぬい」を使う。【例】す

まうつ（故郷のことば）。みゃーくうつ

（宮古語［普通、平良のことばをさす］）。

やーまうっちゃ　っさいぐりむぬ（八

重山語は分かりにくい）。やまとぅうっ

ちゃ　むぬっじゃいん（共通語は話せ

ない）。［変異］ふつ。

うっか [ukka] 【名詞】［C］借金；（返

してない）恩や恨み。 【例】うっかぬ

　あてぃ　はーさかいば　かなまいま

い　ぬどぅまい　まーらん（借金が多
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うっくー

すぎて頭も首も回らない）。ばー　っゔ

ぁんかい　うんずぬ　うっかぬ　あい

ば　うるー　かいはでぃ（私はあなた

に借りがあるのでそれを返します［＜

恩義の借り］）。

うっくー [ukkuː] 【名詞】面倒くさが

ること　［＜おっくう］。 【例】まーぬ

　うっくー　あすな（あまり面倒くさ

がるな）。

うつぐーかっゔゃ [utsɨɡuːkavvja]

【名詞】〘生〙アカショウビン、くちばし

が赤く、体が赤褐色の鳥。 【例】てぃ

びぬ　やまんな　ひとぅむてぃ　はー

ひーから　うつぐーかっゔゃぬ　なき

ゅー（裏山では朝早くからアカショウ

ビンが鳴いている）。

うっさす [ussasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

（責任を）押し付ける、人のせいにする。

【例】かりゃー　うなが　ひーやー　

くとぅーまい　ひとぅんかい　うっさ

ひー　ひんぎーはい（彼は自分がやっ

たことも人のせいにして逃げて行く）。

［変異］うさす。

うっじゃ [uʑʑa] 【名詞】［B］〘鳥〙ウ

ズラ。【例】うっじゃぬ　とぅぬか（う

ずらの卵）。

うっずき [uzzɨki]【名詞】〘地名〙西原

の北東にある山。 【例】うっずき　や

ま（西原の北東にある山）。うっずきと

ぅ　ぴんふぬ　んなかぬ　てぃびかた

ん　まっさびぬ　うたきぬ　あい（ウ

ッズキとピンフの間の後方にマッサビ

の御嶽がある）。

うっそぅ [ussu]【名詞】［B］後頭部；

みね［＜包丁や鎌などの刃の反対側］。

【例】たうりー　うっそぅー　いすんか

い　ふぁーひーにゃーん（倒れて後頭

部を石にぶつけてしまった）。ながうっ

そぅ（長い後頭部）。っさたらうっそぅ

（平ぺったい後頭部）。っざらぬ　うっそ

ぅひー　ったつ（鎌のみねの部分で叩

く）。

うったーす [uttaːsɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］追いかける、追い返す、追い出す。

［変異］うっちゃーす。［類］うっつ。

うったーてぃー [uttaːtiː] 【副詞】

そのためだけに、わざわざ、特別に。

【例】きゅーや　みどりかいぬ　あいば

どぅ　うつなーから　うったーてぃー

　ったい（今日はみどり会があるので

沖縄からわざわざ来た）。

うっちーはらす [uttɕiːharasɨ] 【動

詞】［s/h 語幹］追い返す、追い払う。

【例】うぬ　さきふぁやうぎゃー　うっ

ちーはらし（この酒飲みは追い返せ）。

うっちゃーす [uttɕaːsɨ]【動詞】［s/h

語幹］追いかける、追い返す、追い出

す。［変異］うったーす。［類］うっつ。

うっちゃす [uttɕasɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］移す、移動させる。 【例】うまぬ

　つくいゆ　かまんかい　うっちゃし

（ここの机を向こうに移動させなさい）。
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うっちゃす

うっちゃす [uttɕasɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］（写真を）写す。 【例】しゃしんぬ

　うっちゃす（写真を写す）。

うっちゃらす [uttɕarasɨ]【動詞】［s/h

語幹］追いかけさせる。 【例】かいん

　かぬ　ぎずぎゃうなう　うっちゃら

し（あいつにあの腕白坊主を追いかけ

させろ）。

うっつ [uttsɨ]【動詞】［c 語幹］［C］（病

気が）うつる。 【例】やんぬ　うっつ

（病気がうつる）。がーなう　うっつ（ア

ヒルを追いかける）。

うっつ [uttsɨ]【動詞】［c 語幹］［A］追

いかける、追い返す、追い出す。 【例】

とぅいぬ　むっじゅ　ほぅしゃー　と

ぅくまんかい　っちゅーば　うるー　

うっち（鳥が麦を干してある所に来て

いるからそれを追い返せ）。やらびゅー

　てぃびから　うっち（子供を後ろか

ら追いかけろ）。［変異］うーっつ。

うっつ [uttsɨ]【動詞】［c 語幹］［C］（写

真が）写る。 【例】くぬ　しゃしん　

うっちゅーひとぅー　たるやいば（こ

の写真に写っているのはだれですか）。

んめひー　まいがまん　くーだかー　

うっちゃんだら（もっと近くに来ない

と写らないよ）。

うっつ [uttsɨ] 1○【動詞】［k 語幹］［C］

（ものをある場所に）置く［うかでぃ（意

向形）、うかん（否定形）、うっき（連用

形）となる。意向形、否定形は、「うっ

かでぃ」、「うっかん」とはならない］。

【例】うぬ　ばーきゅー　うまん（かい）

　うっき（その竹籠をここへ置け）。　

うぬ　っふすー　ちゃばんぬぎゃー　

うまん（かいや）　うっつな（そのよご

れた茶碗ははここへは置くな）。くぬか

みゅーだいぬはなん　うっき　（この

かめを棚の上においてください）。くま

んうっきゃーたいみがにぬどぅにゃー

ん（ここのおいておいたメガネがない）。

［変異］うっふ。 2○【補助動詞】［k 語幹］

（連用形について、ある状態にする）～

ておく。【例】でぃんぬ　ありゅーきゃ

　くっちゅぎゃー　かいー　うかでぃ

（金があるうちに靴を買っておこう）。

うつつー [utsɨtsɨː]【名詞】風呂敷、大

きな袋を広げて風呂敷として使うもの

（水浴びするときなどにタオル替わりに

使ったりする）。【例】うつつーひー　

うそぅい（風呂敷で覆え）。

うっとぅ [uttu]【名詞】［A］年下、弟、

妹。 【例】からー　ばぬんな　みーつ

　うっとぅ（彼女はわたしより 3 つ年

下だ）。うっとぅー　かなす（弟、妹は

愛おしい）。

うっとぅっそぅ [uttussu] 【名詞】

後輩。【例】うっとぅっそぅんみゃー　

そぅじゃっそぅんみぬ　むぬいゆ　つ

かだかー　ならん（後輩たちは先輩た

ちのいうことを聞かないといけない）。

［類］すたっさ。

うつなー [utsɨnaː] 【名詞】〘地名〙沖
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うつなー

縄本島。

うつない [utsɨnai]【名詞】身内、家庭

内。 【例】っふぁぬ　ゆーいゆぎゃー

　うつないたーなひー　ほぅでぃ（出

産祝は身内だけでやろう）。

うつにつ [utsɨnitsɨ] 【名詞】内熱、こ

もり熱。 【例】かんぼーやひどぅ　う

つにつぬ　あい（風邪で内熱がある）。

うつぬ　くーい [utsɨnu kuːi] 【成

句】奥の小さな部屋。 【例】ぶじゃが

まー　うつぬ　くーいんどぅ　にっゔ

ゅーい（おじさんは奥の小部屋に寝て

いる）。［類］うつばら。

うつばら [utsɨbara]【名詞】奥の小さ

な部屋。【例】ぶじゃがまー　いつまい

　うつばらぬ　くぶーがまんどぅ　に

っゔぃーうい（おじさんはいつも締め

切られた奥の小さな部屋に寝ている）。

［類］うつぬ　くーい。

うっふ [uffu] 1○【動詞】［k 語幹］［C］

（ものをある場所に）置く。 【例】たむ

ぬー　なかじゃんかい　うっつ（薪を

台所に置く）。［変異］うっつ。 2○【補助

動詞】［k 語幹］（連用形について、ある

状態にする）～ておく。【例】さかさんさ

ぐなうさぎーうっきゅーふばどぅうい

がみーやたりーうてぃーふー（逆さま

にほら貝を下げておいておけば（それ

の）身は垂れて落ちてくる）。

うつみつ [utsɨmitsɨ] 【名詞】〘魚〙マ

ルヒラアジ。 【例】うつみっちゅ　つ

ー（まるひらあじを釣る）。

うてぃ [uti] 【動詞】［母音語幹］［C］

落ちる。 【例】きーから　うてぃー　

かなまいや　ぴーきーにゃーん（木か

ら落ちて頭に穴があいた）。

うでぃ [udi]【名詞】［B］腕。【例】や

ぐみ　たやぎ　うでぃ（とても力強そ

うな腕）。［類］かいな。

うとぅい [utui] 【接尾辞】（動詞連用

形について）～しておいて、～していて。

【例】すまー　とぅい　うとぅい　て

ぃっゔぁい　うじゃー　すーたい（相

撲を取っていて、投げられて腕を擦り

むいた）。くまん　かっふぃうとぅい

　すぐ　まさいゆ　うどぅるかはでぃ

（ここに隠れていきなりマサイを驚かせ

よう［＞いきなり飛び出して］）。

うとぅがい [utuɡai] 【名詞】あご。

【例】ひとぅーぎゃー　うとぅがいひー

や　つかーん（人を顎では使ってはい

けない）。

うどぅかす [udukasɨ] 【動詞】［s/h

語幹］（騙して金などを）まきあげる。

【例】かいん　うどぅかはいーにゃー

ん　（彼に騙されて金を巻き上げられ

た）。

うどぅき [uduki] 【名詞】［C］（賭け

や株などの）損失額。 【例】っゔぁが

　きゅーぬ　うどぅきゃー　いかっさ

（あなたの今日の負けはいくらだ）。き

ゅーぬ　うどぅきゃー　ゆまいんばか
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うどぅき

い（今日の損は数え切れないくらいだ）。

かいが　かいしゃー　むいうどぅきゃ

ー　ひーにゃーん（彼の会社は大損し

た［「むい」は「量の多いことを表す接

頭辞］）。

うどぅき [uduki] 【動詞】［母音語幹］

［C］（賭けなどに負けて）損する、破産

する。 【例】ぱちんこー　ひー　さん

まん　うどぅきーにゃーん（パチンコ

をして、三万円損した）。かまぬ　やー

や　うどぅきー　うしーはりーにゃー

ん（向こうの家は破産して一家離散し

た）。［類］うどぅつ。

うとぅさた [utusata]【名詞】音沙汰。

【例】なうぬ　うとぅさたまい　にゃ

ーん（何の音沙汰もない）。

うとぅじゃ [utuʑa]【名詞】［C］親戚。

【例】うとぅじゃ　うぐなーい（親戚の

集まり）。うとぅじゃぶた　ひとぅ（親

戚の多い人）。［類］はらうず、かたい。

うとぅす [utusɨ]【動詞】［s/h 語幹］［C］

落とす。 【例】まかいや　うたひー　

ばりー　すてぃーにゃーん（碗を落と

して割ってしまった）。［変異］うたす。

うどぅす [udusɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

［A］（人や動物を）脅す。 【例】ひとぅ

ーぎゃー　うどぅはん（人を脅さない

［＞脅してはいけない］）。

うどぅつ [udutsɨ]【動詞】［k 語幹］［C］

（賭けや株などで）損をする。 ［変異］

うどぅふ。［類］うどぅき。

うとぅなす [utunasɨ]【形容詞】おと

なしい。【例】うとぅなす　やらび（お

となしい子供）。

うどぅぬ [udunu]【名詞】［C］〘祭礼〙

ウタキの中、神に願うところ。

うどぅふ [udufu]【動詞】［k 語幹］［C］

（賭けや株などで）損をする。 ［変異］

うどぅつ。［類］うどぅき。

うどぅるかす [udurukasɨ] 【動詞】

［s/h 語幹］驚かす、びっくりさせる。

【例】くまん　かっふぃうとぅい　すぐ

　まさいゆ　うどぅるかはでぃ（ここ

に隠れていきなりマサイを驚かせよう

［＞いきなり飛び出して］）。

うとぅるす [uturusɨ]【形容詞】（人や

話などが）怖い；（雨などが）多量な。

【例】うとぅるす　はなす（怖い話）。う

とぅるす　みどぅん（怖い女）。うとぅ

るす　ゆみゅー　みー（怖い夢を見る）。

やらびゃー　うとぅるすぎ　なりー　

たちー　うたい（子供はおどおどして

立っていた）。うとぅるす　あみ（大変

な雨、大雨）。

うどぅるつ [udurutsɨ] 【動詞】［k 語

幹］驚く。 【例】あてぃ　うどぅるっ

ちゃーひー　まずむぬん　たまっさ　

とぅらいーにゃーん（余りにもびっく

りして幽霊に魂を抜き取られた）。かい

ん　かぱてぃー　うどぅるかはいーに

ゃーん（彼に急に驚かされた）。［変異］

うどぅるふ。
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うどぅるつ

うどぅるつ [udurutsɨ]【名詞】驚き；

反省。 【例】がばー　はうや　みー　

ばー　うどぅるつ　あすたい（大きな

ヘビを見て私は驚いた）。うどぅるっち

ゃ　にゃーん（驚きはない［＞失敗し

ても改善しようとしない］）。かりゃー

　なうぬ　うどぅるつまい　にゃーん

　ほぅりもぬ（彼は何の反省もないバ

カ者）。

うどぅるつ [udurutsɨ] 【名詞】カツ

オの心臓。

うどぅるつ　うむくとぅ [udu-
rutsɨ umukutu]【成句】懲りる心、反省

心。 【例】かりゃー　なうばい　うど

ぅきぬ　しゅくんな　うどぅるつ　う

むくとぅー　にゃーん（彼はいくら損

をしても反省しない）。かぬ　ひとぅー

　うどぅるつ　うむくとぅー　にゃー

ん　さうや　にゃーんんまり（あの人

は反省しない、懲りることのないやつ

だ）。

うどぅるふ [udurufu] 【動詞】［k 語

幹］驚く。 ［変異］うどぅるつ。

うな [una]【名詞】［A］自分。【例】う

りゃー　うなが　むぬ（これは私のも

のだ）。うらー　うなが　むぬな（これ

はあなたのものかい［＜自分のものか

い］）。うぬ　さきゃー　んﾟぬぬ　ばが

　ぬん　ぬくい　やいば　うらー　う

なが　むぬ（この酒は昨日の私の飲み

残りだから、それは私のものだ）。おい

　まさい、うらー　うなが　むぬてぃ

ー　いばいな（おい　マサイ、これは

自分のものだといって自慢するな）。せ

んきょぬ　とぅきゃんな　うなが　か

たぬ　はーさからだかー　かちゃいん

（選挙のときには自分の味方が多くない

と勝てない）。うなが　むきむきん　か

なうてぃがー　あたり（各人の特性で

頑張ればそれが良い）。うなが　さみゃ

ー　かぎさみ（自分のサメ肌は綺麗な

肌だ［＞アバタもえくぼ］）。うなが　っ

ふぁ（自分の子供）。

うな [una] 【助数詞】～艘、船を数える

数詞。 【例】ひとぅうな（一艘）。ふた

うな（二艘）。

うながい [unaɡai] 【名詞】長い間。

【例】あいぬ　うながい（そんなに長い

間）。［類］ゆながい。

うながたき [unaɡataki]【成句】身の

程。 【例】かりゃー　うながたきゅー

ぎゃー　っさん　ほぅりむぬ（彼は自

分の実の程を知らないバカ者だ）。

うながたま [unaɡatama] 【成句】自

分の分、自分なりに。 【例】うなが　

たまうぎゃー　うなが　ふぁい（自分

の分は自分で食べろ）。うなが　たまう

ぎゃー　かないーどぅー（自分なりに

頑張っている）。

うながつむーぎゃー　むち
ゃん [unaɡatsɨmuːɡjaː mutɕan]【成句】

自制心がない、直ぐに怒る。 【例】か

りゃー　うなが　つむーぎゃー　むち
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うながどぅー

ゃん（彼は自分の心を持たない［＞彼

は直ぐに怒る］）。

うながどぅー [unaɡaduː] 【代名詞】

〘再帰代名詞〙自分自身、自分の体。【例】

うながどぅーから　すきゃきる（自分

自身から始めなさい）。ひとぅんかいや

　あっじゃだ　うながどぅーひー　あ

っそぅ（人に頼まないで自分でやれ［＜

人に言わないで］）。うながどぅー　む

つっちゃー　っさん（自分の体の管理

の仕方を知らない［＞自己管理能力が

ない、世渡りが下手］）。うながどぅーふ

ぁや（向こう見ずな奴）。うながどぅー

　ふぁいんまり（（自暴自棄になったり

して）自分自身をダメにするやつ）。う

ながどぅー　ふぁい　すかま（自分の

身体を消耗するだけの仕事）。

うながどぅーどぅー [unaɡaduː-
duː]【成句】各自、それぞれ。【例】う

ながどぅーどぅーぬ　うむい（各自の

考え方）。うながどぅーどぅーひー　あ

っそぅ（自分のことは各自でやれ）。

うなず [unazɨ] 【名詞】［C］ウナギ。

【例】うなっじゃ　なびーむぬ（鰻はぬ

るぬるしている）。

うにゃ [unja] 1○【名詞】［C］フグ。

【例】うにゃうぎゃー　ふぁーん（フグ

は食べない）。 2○【名詞】［C］大食い［＜

フグ］。【例】おい、うにゃ、まーぬ　ふ

ぁうな（おい、大食い野郎、余り食べる

な）。からー　むいとぅぬ　うにゃ（あ

いつはとても大食いだ。）

うぬ [unu] 【指示詞】〘指示形容詞〙　

その；この［「うぬ」と「くぬ」は基本

的に区別なく使われるが、文脈指示は

「くぬ」でなく、「うぬ」が使われる］。

うぬきゃ [unukja] 【名詞】［C］それ

ら、彼ら。 ［類］うぬきゃた。

うぬきゃた [unukjata] 【名詞】それ

ら、彼ら。 【例】うぬきゃた（それら

だ）。［類］うぬきゃ。

うぬしゅく [unuɕuku] 【名詞】その

程度。 【例】ういが　かなまいや　う

ぬしゅくだー（彼の頭はその程度だ）。

［変異］うんそぅく、うぬしゃく。

うぬっさかん [unussakan] 【名詞】

（決めたことなどを言い訳をして）無視

すること。 【例】かりゃー　すかまぬ

どぅ　あいてぃー　いつまい　うぬっ

さかんな　ひー　くーん（彼は仕事が

あると言って素知らぬ顔をして、来な

い）。［類］っさんふい。

うばいが　うばい [ubaiɡa ubai]
【成句】参った、懲りごりだ、大変だ。

【例】うばいが　うばい　ばー　んめ　

うまんかいや　ふたかいまてぃや　い

かじゃーん（こりごりだ、私はもうそこ

には二度とは行かない）。あいぬ　はな

すまいどぅ　あいな、うばいが　うば

い（そんな話もあるのか、もう大変だ）。

あがいー　うばいが　うばいよー。ば

ー　なうばい　あすばどぅ　じゃうか

いがよー（大変だ。私はどうすればいい

んだ）。うばいが　うばい。なうばいぬ
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うぱつ

　はなすが（大変だ。何ということだ）。

［類］あがいが　あがい。

うぱつ [upatsɨ]【名詞】［C］〘祭礼〙農

作物の初物の祈願祭、お初の収穫感謝

祈願［ウーンマの家で神酒を供えるな

どして行う］。 【例】あーぬ　うぱつ

（粟のお初祈願）。

うはるず [uharuzɨ] 【名詞】大主神社

の神様。 【例】うはるずんかい　てぃ

ーゆ　かん（ウハルズに祈願する［西

原のお祈りは両手を開き、手のひらを

上に向けて上げる］）。［変異］うぱるず。

うぱるず [uparuzɨ] 【名詞】大主神社

の神様。 ［変異］うはるず。

うぶ [ubu]【名詞】［C］〘幼児語〙水［赤

ちゃんに水を飲ます時に「うぶ、うぶ」

と言う］。 ［変異］おぶ。［類］おぶ。

うぶ [ubu]【名詞】［C］船の碇［石を縄

で巻いて碇にしていた］。 【例】ふに

ぬ　うぶー　うらし（舟の錨を下ろせ）。

うぶんﾟなう　まつ（錨の綱を巻く。

うぶい [ubui] 【動詞】［母音語幹］［C］

覚える。 【例】ひとぅぬ　なーゆぎゃ

ー　すぐ　うぶいる（人の名前は直ぐ

に覚えなさい）。ずーゆ　うぶい（字を

覚える）。

うぶい [ubui]【名詞】［C］記憶力、覚

え。 【例】かいが　うぶいや　いつま

い　にゅー（彼のもの覚えはいつも遅

い）。ばー　かまんかい　いふたい　う

ぶいや　にゃーん（私はあそこに行っ

た覚えはない）。やらびんみぬ　なーや

　うぶいらいん（子供達の名前は覚え

られない）。

うぶき [ubuki] 【名詞】［C］お陰で。

【例】んまーさぬ　うぶき　むぬまい　

ふぁーいー　うたい（両親のお陰で飯

も食べることができた）。ぶとぅぬ　う

ぶきどぅ　みゃーっさーひー　ふぁい

ゆー（旦那のおかげで楽して生活でき

る）。［類］みゅーぶき。

うぶく [ubuku]【名詞】［C］〘祭礼〙火

の神。

うぶしゅー [ubuɕuː]【名詞】〘魚〙近

海にいるカツオの一種、宗太鰹。 【例】

うぶしゅーや　はまうつんどぅ　っち

ゃいー（宗太鰹は近海で釣れる）。

うぷず [upuzɨ]【名詞】［C］亡くなった

先祖たち、先祖神。 ［変異］うほぅず。

うぷだらか [upudaraka] 【名詞】大

嘘［大浦方言の借用とされる］。 【例】

うぷだらか　ひとぅぬ　むぬいゆぎゃ

ー　つかだうり（大嘘つきの言うこと

は聞くな）。［類］ゆくし。

うぶゆー [ubujuː]【名詞】出産直後に

親戚等に配るお粥。 【例】っふぁがま

ぬ　んまいてぃがー　うとぅじゃんみ

んかい　うぶゆーゆ　くばりーまーい

（赤ちゃんが生まれたらお粥を配ってま

わる）。［類］しらゆー。
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うぶんﾟな

うぶんﾟな [ubun̥na] 【名詞】〘道具〙

錨を取り付けてある縄、錨綱。 【例】

うまんかい　うぶんﾟなう　てぃっゔぃ

（そこに錨綱を投げろ）。うぶんﾟなゆ　

なう（錨縄をなう）。

うほぅ [uhu]【形容詞】［B］大きい。

【例】うほぅゆー（大きな幸福）。うい

がどぅ　うほぅかい（これが大きい）。

［類］がばー、ほぅい。

うほぅが [uhuɡa]【形容詞】［C］これ

くらいの大きさだ。 【例】うらー　う

ほぅが（それはこれくらいの大きさだ）。

うほぅがばかーいぬ　かにふっじゅ　

むちーくー（これくらいの大きさの釘

をもってこい）。

うほぅず [uhuzɨ]【名詞】［C］亡くな

った先祖たち、先祖神。 【例】うほぅ

ずんかいや　てぃーゆ　かみだかー　

ならん（先祖には祈願しないといけな

い）。［変異］うぷず。

うほぅにゃ [uhunja]【名詞】［C］大

根。 ［変異］ほぅにゃ。

うま [uma] 【名詞】［C］そこ、ここ。

【例】うままい　あらん、くままい　あ

らん、かぬちゃ（そこでもない、ここで

もない、向こう側だ）。うまぬ　ままー

い（その周辺）。うま　くま（（近くの）

あちこち）。むとぅやーんかい　いきー

みーたいそぅが　っざー　うまんな　

みーっだん（本家にいってみたけれど、

お父さんはそこにはいなかった）。

うまかま [umakama] 【副詞】あちこ

ち。 ［類］あまくま。

うまがま [umaɡama] 【副詞】すぐそ

こ。 【例】むとぅやーや　すぐ　うま

がま（本家はすぐそこだ）。

うまくま [umakuma] 【名詞】あちこ

ち。 【例】やらびゃー　うまくま　あ

まくま　とぅみたいそぅがどぅ　とぅ

みらいっだん（子供はあちこち探した

が探せなかった［＜そこここ、あちこ

ち］）。［類］うまかま。

うます [umasɨ]【名詞】［C］箸。【例】

うますひー　むぬー　はさみー　ふぁ

う（お箸で食べ物を挟んで食べる）。［類］

うみゃす。

うまつ [umatsɨ]【名詞】［C］火。【例】

うまっちゅ　たつきでぃ（火をおこそ

う）。たむぬんかい　うまっちゅ　たつ

きる（薪に火をつけろ）。ろーそくぬ　

うまっちゅ　ふーってぃー　ふきー　

きゃーす（ロウソクの火をふーっと吹

いて消す）。うまっちゅ　つきー（火を

つける）。うまつん　んふばーい（火に

温まる）。

うまなぎ [umanaɡi] 【名詞】そこら

辺。【例】うまなぎゅー　とぅみる（そ

こら辺を探せ）。

うままい　かままい [umamai
kamamai]【成句】あっちもこっちも。

［類］うままい　くままい。
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うままい　くままい

うままい　くままい [umamai
kumamai]【成句】あっちもこっちも。

［類］あままい　かままい。

うみゃす [umjasɨ] 【名詞】［C］箸。

［類］うます。

うむー [umuː] 1○【動詞】［w 語幹］［C］

思う。 【例】ばー　あいどぅ　うむー

（わたしはそう思います）。からー　くー

んてぃどぅ　うむー（あの人は来ない

と思います）。かまんどぅ　いんうりび

とぅぬ　みーらいゆー（向こうで漁を

している人が見られる）。っゔぁ　なう

ばいどぅ　うむー（あなたはどう思い

ますか）。ばー　あいぬくとぅーぎゃー

　ひとぅかいままい　うむいや　みー

ん（私はそんなことはいちども考えた

ことはない）。 2○【動詞】［w 語幹］［C］

（人を）思慕する、愛する。【例】ばー　

みどぅんぬ　くとぅーどぅ　うんそぅ

く　うむいーゆー（私は妻のことをと

ても愛している）。ばー　んまりずまぬ

　くとぅー　うむいー　なだぬ　いで

ぃたい（わたしは生まれ故郷のことを

思って涙がでた）。　　

うむい [umui] 1○【名詞】［C］思い、考

え方。 【例】うながどぅーどぅーぬ　

うむい（自分自分の思い、考え方）。ば

が　うむいや　かい（私の考えはこう

だ）。 2○【名詞】［C］恋人、大切な人。

【例】うむいぬ　くとぅー　いつまい　

うむー（恋人のことをいつも思う）。く

ぬ　っふぁー　ばが　うむい（この子

は私の大切な子だ［＞「私が産ませた

子だ」という解釈もある］）。

うむいが　にゃーん [umuiɡa
njaːn] 【成句】思いのまま。 【例】う

なが　うむいが　にゃーん　あっそぅ

（自分の思いのままやれ）。

うむいくがい [umuikuɡai] 【動詞】

［r/rr 語幹］思い焦がれる。 【例】っゔ

ぁが　くとぅーどぅひー　うんそぅく

　うむい　くがりゅー（あなたのこと

でとても思い焦がれている）。

うむいだす [umuidasɨ] 【動詞】［s/h

語幹］思い出す。 【例】んきゃーんぬ

　くとぅー　うむいだす（昔のことを

思い出す）。なうばい　かんがいばんま

い　うむいだはいん（いくら考えても

思い出せない）。

うむいやす [umuijasɨ] 【形容詞】安

心である。 【例】っふぁんみまい　ほ

ぅいふなりー　うむいやすむぬ（子供

たち成長して安心だ）。

うむがい [umuɡai]【名詞】おもがい、

馬の顔につける馬具の一つ。

うむかじ [umukaʑi]【名詞】面舵、船

の操縦で船首を右へ回すこと。 【例】

うむかじゅー　きり（面舵を切れ）。

うむくとぅ [umukutu] 1○【名詞】考

え方、考え。 【例】ばー　あいぬ　う

むくとぅーぎゃー　ほぅん（私はそう

いう考え方はしない）。っゔぁが　うむ
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うむくとぅあい

くとぅー　あたらん（お前の考えは間

違っている）。ばー　あいぬ　うむくと

ぅー　にゃーん（私はそういう考えは

持っていない）。ゆがうむくとぅ　むち

や　ならん（曲がった考えは持っては

いけない）。 2○【名詞】知識、知恵、能

力。【例】うむくとぅあいぎ（頭の良さ

そうな）。うむくとぅ　にゃーんぎ（頭

の悪そうな）。うむくとぅあいかい　む

ぬぬどぅ　いつがみまい　ぬくいてぃ

ぬ　むぬー　あらんちゃ（賢いものが

いつまでものこるというものではない

そうだ）。うむくとぅん　そぅいどぅ　

なうまい　ひらいー（能力があるから

こそ何でもできる［＜（正しい）知識に

沿ってこそ］）。かりゃー　うむくとぅ

ー　にゃーん　さうや　にゃーんんま

り（彼は知恵のない思慮深さのない奴

だ）。

うむくとぅあい [umukutuai] 【成

句】頭の良い（人）。 【例】うむくと

ぅあい　ぶりむぬ（知識はあるが社会

性がない）。にんぎんぬ　とぅずぶとぅ

ー　うむくとぅ　あい　ひとぅぬどぅ

　ほぅりむぬんかい　あーすばどぅ　

じゃうかい（人間の夫婦は頭の良い人

の方が人が馬鹿な方に合わせる方が良

い）。

うむくとぅさーりどぅ [umuku-
tusaːridu] 【成句】能力次第で。 【例】

うむくとぅさーりどぅ　なうまい　ひ

らい（能力次第でなんでもできる）。

うむっし [umuɕɕi] 【形容詞】面白い。

【例】うむっし　はなす（面白い話）。

うむっしっふぁにゃーん（面白くない）。

かりゃー　うむっし　びとぅ（彼は面

白い人だ）。かいが　はなっさ　うむっ

しかいば　ならん（彼の話は面白くて

ならない）。

うむてぃ [umuti] 【名詞】［B］表情。

【例】っゔぁ　いつまい　つむでぃゆ

ーそぅがんまり　やいば　うむちゅー

ぎゃー　っふぁがらだうり（あなたは

いつも怒っているような表情をしてい

るから暗い顔をするな）。かいが　うむ

ちゃー　やな　うむてぃ　やいば　か

いとぅや　すかまー　ひとぅみゃー　

ひらいん。（彼の表情は嫌な表情だから、

彼とは仕事は一緒にできない）。やな　

うむちゅーぎゃー　みしだうり（嫌な

表情は見せるな）。かりゃー　うむてぃ

　っふぁぎゃら　（彼は表情が暗い）。

やぐみ　うむてぃ　ほぅからすぎ　ひ

とぅ（とても表情の明るい人）。うむち

ゃー　はるきー　ほぅからすむいぎ　

ひとぅ（表情が豊かで、とてもうれし

そうにしている人）。

うむてぃふさがい [umutifusaɡai]
【名詞】暗い表情。 【例】まーぬ　うむ

てぃふさがい　あすな（あまり暗い顔

をするな）。

うや [uja] 【名詞】［C］祖父、おじいさ

ん　［複数形は「うやた」］。 【例】ば

んてぃが　うやー　いんしゃーどぅ　
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うや

あたい（私の祖父は漁師だった）。しゅ

ーたまい　うやたまい　ばぬーぎゃー

　かーばたぬ　かにうやてぃどぅ　あ

いどー、ならすじゃうっじゃひー　ふ

ぃーさまてぃ（役人の皆さんもおじい

さんたちも私はカワバタのカニウヤと

申します、ご指導のほどよろしくお願

い致します［カワバタは屋号、カニウヤ

は名前］）。

うや [uja]【名詞】［C］池間の主などの

下級役人を指す。

うやい [ujai] 【動詞】［母音語幹］［A］

（植物が）生い茂る、（植物が生茂って）

広がる。 【例】ぎすっちゃ　ひとむと

ぅからどぅ　うさきなー　うやいーゆ

ーい（ススキは一株からとても沢山生

えている）。んーぎーや　あうたんなり

ー　うやいーどぅーい（芋の蔓は青々

と生い茂っている）。

うやいん [ujain] 【名詞】御嶽の祭事

等のための漁、役人のための漁労奉仕。

【例】きじゃいんな　うやいんぬ　ほ

ぅだかー　ならん（祭事には役人のた

めの漁労奉仕をしなければならない）。

うやき [ujaki]【名詞】［C］金持ち、裕

福、財産家。 【例】うやきゃー　きた

　とぅどぅみ　（裕福は家の桁に留ど

まる［＞幸福は家庭の中にある］）。うや

きんなりー　かりゅーぎゃー　みかい

はでぃ（金持ちになってあいつを見返

してやろう）。うやきてぃー　まーぬ　

いばいな（金持ちだと言って余り威張

るな）。

うやきゃー　まーる [ujakjaː
maːru] 【成句】金持ちは順番に回って

くる［＞金は天下の回りもの］）。

うやぐに [ujaɡuni]【名詞】〘歌語〙首

里。

うやすとぅ [ujasɨtu]【名詞】小姑。

［類］すたさうっとぅ。

うやっふぁ [ujaffa] 【名詞】親子。

うやまいむぬい [ujamaimunui]【名

詞】敬語。 【例】くぬいぬ　ばかむぬ

んみゃー　うやまいむぬいゆぎゃー　

っさん（最近の若者は敬語の使い方を

知らない）。

うやんま [ujamma] 【名詞】役人（う

や）の奥さん；女陰。 【例】うやんま

ー　つむかぎ　あぱらぎ（役人の奥さ

んは心がきれいで美人だ）。

うやんまふくる [ujammafukuru]

【名詞】〘祭礼〙ナナムイの女性の持つた

ばこ袋。

うゆー [ujuː]【動詞】［b 語幹］［A］（勝

負に）勝つ；（持ち物などが相手に）勝

る。【例】ばー　っゔぁんかいや　うゆ

ばん（私はお前には勝てない）。かいん

かいや　あすぬ　うゆばんば　ばぬん

な　はーさにゃーや　かちゃいん（彼

には歩幅が及ばないから私には（彼に）

競走は勝てない）。
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うゆつ

うゆつ [ujutsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］

（機械、車などが）動く、（人間や動物な

どが）動く、（休んでないで）働き始め

る、（石やものなどおいてあるものがお

したりして）動く、（心が）動く。【例】

やーからー　うゆかん（家から動かな

い［＞いつも家にいる］）。［変異］うゆ

ふ、ういふ、ういつ。［類］むゆふ、む

いふ、むいつ、むゆつ。

うゆび [ujubi]【名詞】［C］指。 【例】

ほぅーゆび（親指）。ひとぅさすゆび（人

差し指）。なかゆび（中指）。くゆび（小

指）。

うゆびずつ [ujubizɨtsɨ] 【名詞】指さ

すこと、指さし。 【例】ばが　うゆび

ずつ　あす　とぅくまう　みーる（私

が指しているところをみなさい）。ひと

ぅーぎゃー　うゆびずっちゅぎゃー　

ほぅん（人を指さししてはいけない）。

うゆふ [ujufu] 【動詞】［C］（機械、車

などが）動く、（人間や動物などが）動

く、（休んでないで）働き始める、（石

やものなどおいてあるものがおしたり

して）動く、（心が）動く。 【例】うま

からー　うゆふな（そこからは動くな）。

［変異］ういふ、ういつ、うゆつ。［類］

むゆふ、むいふ、むいつ。

うゆふ [ujufu] 【動詞】［k 語幹］［C］

（機械、車などが）動く、（人間や動物な

どが）動く、（休んでないで）働き始め

る、（石やものなどおいてあるものがお

したりして）動く、（心が）動く。 ［変

異］うゆつ、ういふ、ういつ。［類］む

ゆふ、むいふ、むいつ、むゆつ。

うらー [uraː] 【代名詞】〘指示詞〙「う

い」の提題形、それは、これは、彼は、

彼女は。

うらじゃ [uraʑa] 【名詞】［C］奥の部

屋、奥座敷、裏座。 【例】ばんてぃが

　うらじゃー　べんきょーしつどぅ　

あたい（うちの奥座敷は勉強部屋だっ

た）。

うらす [urasɨ] 1○【動詞】［s/h 語幹］［C］

下ろす、降ろす。【例】にーゆ　うらす

（荷を下ろす）。［変異］うるす。 2○【動

詞】［s/h 語幹］［C］（穀物の種を）蒔く。

【例】むぬだにゅー　うらす（穀物の種

を蒔く）。［変異］うるす。［類］まつ。

うり [uri] 【動詞】［母音語幹］［A］（人

が下に）降りる；（霜が）降りる；（下の

ほうの畑に）行く；（海に）漁に行く。

【例】やまう　うりー（山を降りる）。ち

ゅーぬどぅ　うりゅー（露が降りてい

る）。きゅーまい　いんゆ　うりが　い

かでぃ（今日も海に漁に行こう［＜今

日も海を降りに行きます］）。きゅーや

　かでぃうす　やいば　いんな　うり

らいん（今日は時化だから漁には行け

ない［＜海には下りられない］）。さか

まう　うりや　ぬーい　ぬーい　あす

（坂を降りたり上がったりする）。

うり [uri]【動詞】［母音語幹］［A］存在

動詞「うい（いる）」の特殊終止形。「う
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うり

い」が焦点形「どぅ」を含む文の終止形

に使われるのに対し、「うり」は焦点形

を含まない文の終止に使われる。 【例】

ばー　とぅっじゃ　うり（私は妻はい

る）。［類］うい。

うりー [uriː]【名詞】［C］（畑が）潤っ

ている時期。 【例】あみゃー　っふぃ

ー　うりー　なりゅーば　ぶーずまい

　いびだかーならん（雨が降って（畑

は）潤っているからサトウキビの植え

付けもしないといけない）。

うりななつ [urinanatsɨ]【名詞】午後

4 時ごろ　御嶽に行く時間。 ［類］て

ぃだななつ。

うりふつ [urifutsɨ] 【名詞】降り口。

【例】はまんかいぬ　うりふつ（海岸へ

の降り口）。だんぬ　うりふつ（階段の

降り口）。うまなぎんな　うりふっちゃ

　にゃーんば　ゆーかーままーい　ほ

ぅだかー　ならん（ここら辺には降り

口はないから、遠回りしないといけな

い）。

うる [uru] 【名詞】［A］サンゴ。 【例】

うるいす（サンゴ）。

うる [uru] 【名詞】［A］〘植〙紅藻植物、

スギノリ科の多年生海藻、ツノマタ、ま

たツノマタで作った食べ物、炊くと寒

天状になり食用となる。 【例】うるひ

ー　たうふー　ちゅっふ（ツノマタで

豆腐をつくる）。

うるー [uruː]【動詞】［w 語幹］［C］潤

う。 【例】あみゃー　っふぃー　はい

や　うるいーどぅーい（雨が降って畑

は潤っている）。［類］うるい。

うるーどぅす [uruːdusɨ] 【名詞】閏

年。 【例】うるーどぅすんな　あまい

ずつぬどぅ　あい（閏年には閏月があ

る）。［類］うるどぅす、あまいどぅす。

うるい [urui] 【動詞】［母音語幹］［C］

潤う。 ［類］うるー。

うるいす [uruisɨ] 【名詞】サンゴ。

【例】いんぬ　うるいす（海のサンゴ）。

うるす [urusɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［C］

下ろす、降ろす。 ［変異］うらす。

うるす [urusɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［C］

（穀物の種を）蒔く。 ［変異］うらす。

うるずつ [uruzɨtsɨ] 【名詞】閏月。

うるだうふ [urudaufu] 【名詞】〘食〙

ツノマタを炊いて寒天状にした食べ物。

うるどぅす [urudusɨ]【名詞】閏年。

【例】うるどぅすんな　あまいずつぬど

ぅ　あい（閏年には閏月がある）。［変

異］うるーどぅす。

うわい [uwai] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］

終わる。 【例】しばいぬ　うわいきゃ

　みーうたい（芝居が終わるまで見て

いた）。
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うわい

うわい [uwai] 【名詞】［A］終わり。

【例】ばが　はなっさ　うさきひー　う

わいどー（私の話はこれで終わりだよ）。

うん [un] 【形容詞】［A］大食いだ（ウ

ニが大食いなことから）。【例】からー

　うんかいば　たるからまい　みっふ

ぁさ　ひらいゆー（彼は大食いなので

みんなから嫌われている）。かずっちゃ

　うんかいばどぅ　うんてぃーまい　

あい（バフンウニは大食いなのでウニ

とも言う［＞ウニは大食いとされてい

る］）。ばー　くぬいや　むいとぅ　う

んふ　なりーどぅー（私は最近は大食

いになった）。

うん [un]【名詞】［B］ウニ。 【例】う

んびとぅー　なんとぅが　びとぅらは

いん（大食いの人はなかなか満腹にさ

せることはできない）。［類］かずつ。

うん [un] 【名詞】［B］鬼。

うん [un]【名詞】［C］運。 【例】うん

じゅー　びとぅ（運の強い人）。

うんかずつ [uŋkazɨtsɨ] 【名詞】〘生

物〙〘食〙バフンウニ。 【例】んきゃー

んな　うんそぅく　うんかずつまい　

うたいそぅが　んなまー　むいとぅ　

みーん（昔はとてもウニもいたが今は

全然いない）。［類］かずつ。

うんじゅー [unʑuː] 【形容詞】強運

だ、強運の。

うんじゅー [unʑuː]【名詞】強運、強

運な人。 【例】からー　うんじゅー　

やいば　たからふっじゅぎゃー　かい

ん　かーし（彼は強運な人だから宝ク

ジは彼に買わせろ）。［類］ふーじゅー。

うんず [unzɨ]【名詞】［C］恩、恩義。

【例】かりゃー　うんっじゃ　にゃーん

　ひとぅ　やいば　ういんな　なうゆ

まい　ふぃーだうり（彼は恩義を知ら

ない人だからなにもやるな）。　かりゃ

ー　うんっじゃ　っさん　ひとぅ　や

いば　かいんな　なうゆまい　いだは

だうり（彼は恩義を知らない人だから

彼には何もやるな）。んなまー　かいん

かい　うんっじゅ　かっゔぁほぅーき

（今は彼に恩を着せておけ）。かいんかい

ぬ　うんっじゃ　いつがみまい　かい

はいん（彼にうけた恩はいつまでも返

せない）。

うんそぅく [unsuku] 【副詞】沢山、

何回も、頻繫に。 【例】わいてぃ　あ

っそぅ、うんそぅくとぅんまだら（し

っかり頑張れ、それくらいはやらない

と（いけない））。あみぬ　っふぃぬ　

あとぅんどぅ　はるんなー　うんそぅ

く　うい（雨降りの後にカタツムリは

沢山いる）。かでぃふつゆらん　ないて

ぃがー　あうそぅんぬどぅ　うんそぅ

く　とぅびーふー（台風時期になると

トンボがたくさん飛んでくる）。うぬき

ゃが　とぅずぶとぅー　ばかかいきゃ

ー　うんそぅく　やどぅゆんぬまい　

ひーうたい（その夫婦は若い頃はいつ

もよくケンカしていた）。まさいや　み

がうどぅ　うんそぅく　かなす　かい
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うんそぅく

（マサイはミガをとても愛している）。ま

うきゃーいん　さじゅー　ひつてぃが

ー　うんそぅく　さいぬ　とらいたい

（大浦湾で小網を引いたらたくさんエビ

がとれた）。

うんそぅく [unsuku]【名詞】その程

度。 ［変異］うぬしゅく。

うんた [unta] 【名詞】［C］カエル。

【例】なびーうんた（殿様ガエル）。さみ

うんた（ヒキガエル）。

うんつ [untsɨ]【動詞】［k 語幹］［A］（釘、

柱等を）打つ、打ち込む。 【例】かに

ふっじゅ　うんき（釘を打ち込め）。か

にふっじゅ　うんかっでぃー　ひーは

っじゃきー　げんのーひー　うなが　

うゆびゅー　っつきーにゃーん（釘を

打とうとして打ち損じて金槌で自分の

手を打ってしまった）。［変異］うんふ。

うんふ [unfu]【動詞】［k 語幹］［A］（釘、

柱等を）打つ、打ち込む。 ［変異］う

んつ。
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え

えー [eː] 【感動詞】〘応答詞〙うん［対

等か目下の人に対する応答。目上に対

しては「おー」という］。【例】A: 　べ

ー　っぞぅ　ふぁい　 B: えー　ふぁー

でぃ（A: ほら、魚を食べろ B: うん、食

べる）。［類］ん－でぃ。

えい [ei] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］コピ

ュラ「やい」の変異形［「えいば（だか

ら）」、「えいそぅが（だけれど）」などで

現れる。また、未然形では「やら」を用

いる。 ［変異］やい、あい。

えいば [eiba] 【成句】～だから［コピ

ュラの条件形「やいば」の変化した形］。

【例】うい　えいばどぅ　あやほぅー

（彼だからそうしている［悪い意味にも

いい意味にも使える］）。まさいたが　

まゆ　えいばどぅ　あやほぅー、ひと

ぬ　まゆ　やいてぃがー　あいや　む

ぬーぎゃー　ぬそぅまん（マサイんち

の猫だから（こそ）そうしているんだ、

よその猫だったらそういうふうに食べ

物を盗まない）。［変異］やいばどぅ。

えげ [eɡe] 【感動詞】（不注意に気が付

いたとき、失敗してしまったときに発

する）しまった。【例】えげ　あいぬ　

たまうどぅ　ちゅーびゃー（びっくり、

そんな球を投げるのか）。えげー　まゆ

ぬどぅ　はいりー　っちゅーい、っぞ

ぅ　ふぁーいがまた（しまった。猫が入

ってきた。魚を食べられるぞ）。えげ　

くるまぬ　めんきょ　やーん　ばっし

ー　ってぃにゃーん（しまった。車の

免許を家に忘れてきた）。　えげ　しま

い、やらびゃー　ひんがひーにゃーん

（しまった、子供を逃がしてしまった）。

［変異］えげー、えっげー。

えげー [eɡeː]【感動詞】（不注意に気が

付いたとき、失敗してしまったときに

発する）しまった。 ［変異］えげ。

えっげー [eɡɡeː]【感動詞】（不注意に

気が付いたとき、失敗してしまったと

きに発する）しまった。 ［変異］えげ。

えてぃがー [etiɡaː] 【接続詞】だっ

たら、じゃあ「やいてぃがー」の変異

形。 【例】A：あちゃー　かでぃふつ

ちゃ。　 B：えてぃがー　あちゃー　

いきまー　いかいん（A：明日は台風だ

ってさ。B：だったら明日は池間は行け

ない）。［変異］あいやいてぃがー、あい
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えへーい

えてぃがー、あいやてぃがー、やいてぃ

がー、やてぃがー。

えへーい [eheːi] 【感動詞】相手の言

っていることが信じられずに、小ばか

にした風に言うときの感動詞。【例】え

へーい　かに（お前何言っているんだ、

カニ）。
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お

おー [oː] 【感動詞】〘応答詞〙はい（年

長者に対する返事）。

おーか [oːka] 【感動詞】相手の能力が

低く、思ったほどできない場合に発す

る感動詞、なんだ。【例】おーか、っゔ

ぁんな　うらーとぅんま　ひらいんな

（なんだ、お前にはそんなこともできな

いのか）。［類］おーこ。

おーかん [oːkan]【助動詞】「節＋がお

ーかん」あるいは「名詞＋がおーかん」

の形を取って、現在の観察状況や伝聞

状況から～と推論できるということを

表す、～らしい、～ようだ。 【例】あい

が　おーかん（そうらしい）。くるまぬ

　にゃーん　むぬー　みーてぃがー　

からー　やーんな　うらんが　おーか

ん（車がないのをみると彼はいないよ

うだ）。かまぬ　みどぅんっゔぁー　だ

いがくー　いでぃーだーが　おーかん

（あそこの娘は大学を出ているらしい）。

てぃんぬ　みーてぃがー　あみふー　

わーつつが　おーかん（空をみると雨

がふる空模様かもしれない）。かりゃー

　でぃんむちゃが　おーかん（あの人

は金持ちらしい）。［変異］やうかん。

おーこ [oːko] 【感動詞】相手の能力が

低く、思ったほどできない場合に発す

る感動詞、なんだ。 ［類］おーか。

おーたにわたり [oːtaniwatari]【名

詞】〘植〙樹上や岩肌に着生する常緑の

シダ類、おーたにわたり。

おーっさり [oːssari] 【感動詞】〘応

答詞〙年配者への返事に使う応答詞　

［「おー」より丁寧］。 【例】A: かにー、

がんじゅーな？　 B: おーっさり（A: カ

ニ、元気かい？B: 元気でございます）。

おい [oi]【感動詞】（呼びかけ）おい。

【例】おい　かなす、うりゅー　とぅい

ふぃーる（おいカナス、それを取って

くれ）。

おごい [oɡoi] 【感動詞】びっくりした

ときに発する言葉。 ［変異］おごえ。

おごえ [oɡoe]【感動詞】びっくりした

ときに発する言葉。 【例】おごえ　ん

め（ぎゃー大変だ）。おごえ　ばー　ま

ずむぬー　みー　かぱたまがいや　ひ

ーにゃーん（ぎゃ、私は幽霊を見て度肝

を抜かれた）。［変異］おごい。［類］あ

がい。
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おしいり

おしいり [oɕiiri] 【名詞】押入れ。 おぶ [obu] 【名詞】［C］〘幼児語〙水。

［変異］うぶ。
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か

が [ɡa] 1○【助詞】〘格助詞〙共通語「の」

に当たる。代名詞、人を表す固有名詞に

ついて所有格を表す、普通名詞に付く

場合は「ぬ」を用いる。人を表す名詞に

付ける場合は、「が」「ぬ」のどちらも可

能な場合がある。 【例】うりゃー　ば

が　むぬ（これは私の物）。ばが　うむ

いや　かい（私の考えはこうだ）。なら

が　ぬーま（自分の馬）。っざが　みが

に（お父さんの水中メガネ）。［類］ぬ。

2○【助詞】〘格助詞〙共通語「が」に当

たる。代名詞、人を表す名詞について主

格（動作、状態の主体）を表す。　普通

名詞の場合は「ぬ」を使う。人を表す名

詞に付ける場合は、「が」「ぬ」のどちら

も可能な場合がある。【例】ばが　いか

でぃ（私が行こう）。ばが　っちゃー　

っぞぅ（私が釣った魚）。かいがどぅ　

んながーな　かーかんかい（彼が一番

ケチだ）。かぬきゃがどぅうぬふにゅー

んだいたいちゃ（あのひとたちが　こ

のふねをこわしたんだって）。［類］ぬ。

が [ɡa]【接尾辞】動詞語幹について動作

の目的を表す接尾辞、　～に（行く、来

る、帰るなど）。 【例】どぅすんかい　

いじゃうが　いつ（友達に会いに行く）。

じょ、いんかい　うーずが（さあ、海に

泳ぎに（行こう））。やーんかい　ばっ

しゃー　むぬー　とぅいが（家に忘れ

物を取りに（行く））。でぃんぬ　とぅ

いが　くー（金を取りに来い）。

が [ɡa] 【助詞】〘終助詞〙疑問詞疑問文

につく終助詞、「動詞」、「述語として使

われた名詞」、「名詞＋助詞」につくこ

とができる。 【例】っゔぁ　いつどぅ

　かなだんかい　はいがまたが（君は

いつカナダに帰るんですか）。うらー　

なうが（これはなんだい）。からー　た

るが（あいつは誰だ）。んじゃんかいが

（どこに行くのか［＜どこにか］）。たる

が　いつがどぅ　ますが（誰が行くの

がいいんだい）。

が [ɡa] 【助詞】〘接続助詞〙節について

間接疑問詞節を作る接続助詞、共通語

と異なり「～がてぃ（かと）」のように

引用の「てぃー（と）」を伴うことも多

い。 【例】はらう　んじゃん　うっつ

が　にだん（柱をどこに置くか決める）。

まさいや　んなま　んじゃん　うるー

がてぃ　にじゃみーふぃーる　（マサ
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かー

イがいまどこに住んでいるかしらべて

くれ）。

かー [kaː] 【名詞】［B］井戸、水の湧き

出ている所。 【例】すまぬ　いーなぎ

んな　ひだがーてぃぬ　ばきみずぬ　

いじゅー　かーぬどぅ　あい（村の西

のほうにはヒダガーという湧き水がで

る泉がある）。　かーゆ　ほぅい（井戸

を掘る）。

がー [ɡaː]【名詞】［C］口論、話。【例】

がーや　ひらいん（（あなたには）何を

言っても無駄だ）。がーや　ならん（（あ

なたには）何を言っても無駄だ）。

がー [ɡaː] 【名詞】［C］我（をはる）。

【例】がーゆ　はい（我を張る）。がーゆ

　あす（我を張る）。がーじゅー（我が

強い）。まーぬ　がーみつな（余りガー

ガーと意地を張るな）。

かーい [kaːi] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］

代わる、交代する；取り替える。 【例】

ばー　だりゅーば　すかまう　かーい

ー　ふぃーる（疲れたから仕事を代わ

ってくれ）。みーきかいんかい　かーら

し（新しい機械に取り替える）。くまん

　くるまう　かーらはでぃ（ここで車

を替えよう）。じょ　まっちゃー　かー

りー　かまんきー　ぬまでぃ（店を変

えてそこで飲もう［＜さあ、店をかわっ

て］）。ひーちゃがま　むらにゅー　か

ーり（ちょっと子守りを変わって）。

かーい [kaːi] 【名詞】［A］代わり、代

理。 【例】ばー　かいが　かーいや　

ひどぅ　ったい　（私は彼の代わりで

来た）。ばー　かいが　かーい（私は彼

の代わりだ）。

かーい [kaːi] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］

（服、髪、土地など、濡れたものが）乾

く。 【例】んなーぎゃー　つんな　か

ーらん（まだ服が乾いてない［＜乾か

ない］）。あかー　んめ　かーりーどぅ

ー（髪はもう乾いている）。あみゃー　

っふぁんば　はいや　かーりーどぅー

（雨が降らないので畑は乾いている）。

かーい [kaːi] 【名詞】［C］乾くこと。

【例】つんな　なまがーいやいば　んな

ーぎゃー　っちゃっでぃ　ほぅばんま

い　っちゃいん（服はまだ十分に乾い

ていないので、まだ着ようとしても着

られない）。

がーい [ɡaːi] 1○【動詞】［r/rr 語幹］［C］

おしゃれをする。 【例】ばー　きゅー

や　がーりー　っさらんかい　いきー

くーでぃ（私は今日はおしゃれして平

良に行って来よう）。 2○【名詞】［C］お

しゃれ。【例】かぬ　みどぅんな　やぐ

み　がーいびとぅ（あの女性はとても

おしゃれだ）。やぐみ　がーいゆ　あす

（とてもおしゃれをする）。

がーい [ɡaːi]【動詞】［r/rr 語幹］［C］気

分がよい、晴れ晴れとしている、満足し

た気持ちでいる。 【例】んまがー　す

ぐりーゆーば　ばー　がーりーどぅー

（孫がえらくなっているのでうれしい）。

ばー　がーりー　うとぅいば　なうゆ
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がーい

まい　ほぅでぃ（私は気分がいいから

なんでもやろう）。

がーい [ɡaːi]【動詞】［r/rr 語幹］［C］自

慢する。 【例】ならがどぅ　うむくと

ぅ　あいてぃー　まーぬ　がーらだう

り（自分が優秀だとあまり自慢するな）。

からー　いつまい　うなが　っふぁぬ

　くとぅー　がーい（あいつはいつも

自分のこどものことを自慢する）。

がーい [ɡaːi] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

勝つ。【例】いーじゃとぅー　んﾟなひ

つん　がーいたい（西里は綱引きに勝

った）。っゔぁんかいや　なうまい　が

ーらいん（お前にはなんにも勝てない）。

とぅすんかいや　がーらいん（年には

勝てぬ）。

かーいばい [kaːibai] 【名詞】代わり

映え。 【例】かーいばいや　にゃーん

（代わり映えがしない）。

かーいばな [kaːibana] 【名詞】交替

してすぐ、変わりばな。 【例】かにゃ

ー　かーいばなん　ほーむらんな　う

ちゃいーにゃーん（カニは変わった矢

先にホームランを打たれてしまった）。

かーうり [kaːuri]【名詞】井戸に水汲

みに行くこと［昔は西原ではヒダガー

に水汲みに行くことを意味した］。

かーかす [kaːkasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

（干物をつくるために）乾かす、（乾かす

ために服を）干す。 【例】たくー　か

ーかす（タコを乾かす）。きゅーや　じ

ゃう　わーつつ　やいば　つんな　あ

らいー　かーかはでぃ（今日は天気が

いいから服を洗って乾かそう）。

かーかに [kaːkani]【名詞】缶。【例】

あにゃ　かーかにがまぬどぅ　でぃん

　ない（そんな缶が金になる）。やりが

ーかに（古い缶）。

かーかん [kaːkan] 【形容詞】ケチだ。

【例】からー　かーかんんまり（彼は

ケチな奴）。あいぬ　かーかん　くとー

ぎゃー　ほぅん（そんなしみったれた

ことをしてはいけない）。かいがどぅ　

んながーな　かーかんかい（彼が一番

ケチだ）。［類］がず、ほぅーらーす。

かーき [kaːki]【動詞】［母音語幹］［C］

（喉が）渇く。 【例】ばー　ぬどぅー　

かーきーどぅーば　みっじゅ　ぬまひ

ーふぃーる（私は喉が渇いているので

水を飲ませてくれ）。やーっさがーき

（ひもじさ）。みずがーき（水が飲みたい

こと）。［類］かーつ。

かーぎ [kaːɡi] 【名詞】［C］顔だち。

【例】あぱらぎ　かーぎ（美しい顔だち）。

ずみぎ　かーぎ（立派な顔だち）。じゃ

う　かーぎ（良い顔かたち）。やな　か

ーぎ（不器量）。くぬ　まゆがまぬ　か

ーぎゃー　じゃうかい（このねこの顔

立ちは素晴らしい）。　

かーきだく [kaːkidaku]【名詞】燻製

のタコ。 【例】かーきだくー　ぐむぬ

んまりゃーひー　ひつにかいばならん
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かーじゃい

（燻製のタコはゴムのように硬くてしか

たない）。

かーじゃい [kaːʑai] 【名詞】フナ虫

［海岸の岩場、浜辺の舟に見られる］。

かーす [kaːsɨ]【名詞】［C］菓子。【例】

かーっさ　あずまむぬ（お菓子は甘い）。

かーつ [kaːtsɨ]【動詞】［k 語幹］［C］渇

く。 【例】ぬどぅぬ　かーつてぃがー

　くぬ　ちゃーゆ　ぬみ（喉が渇いた

らこの茶を飲め）。ばー　なうちゅんま

　ぬどぅー　かーきや　うらん（私は

全然喉は渇いていない）。［変異］かー

ふ。［類］かーき。

がーな [ɡaːna] 【名詞】［C］アヒル。

【例】がーなう　うっつ　（アヒルを追

いかける）。

かーはぎゃ [kaːhaɡja] 【名詞】〘魚〙

カワハギ。

かーま [kaːma] 1○【名詞】［A］遠く。

【例】かりゃー　かーまんかい　はりー

にゃーん（彼は遠くに行ってしまった）。

かーままーい　あす（遠回りをする）。

かーまばい（遠方の畑）。ぶらー　かー

ま（保良は遠くだ）。 2○【形容詞】［C］遠

い。【例】むいとぅ　ゆー　か－ま（と

ても遠い）。かまどぅ　んながーな　か

ーまかい（あそこが一番遠い）。

がーまーす [ɡaːmaːsɨ] 【接尾辞】期

間を表す名詞を取ってその期間ずっと

という意味を表す、～中。 【例】ひと

ぅいがーまーす（一日中）。ふたいがー

まーす（二日中）。なつがーまーす（夏

中）。ひとぅてぃがーまーす（一年中）。

かーら [kaːra] 【名詞】［C］瓦。 【例】

あかがーら　やー（赤い瓦の家）。かー

らんな　びきがーらとぅ　みーがーら

ぬどぅ　あい（瓦には雄瓦と雌瓦があ

る）。

がーら [ɡaːra]【名詞】［B］水流。【例】

みずがーら（激流）。

がーら [ɡaːra] 【名詞】［B］〘魚〙ヒラ

アジ。

がーらい [ɡaːrai] 【動詞】［母音語幹］

（～に）負ける［「がーい（勝つ」の受身

形］、～次第。 【例】なうまい　でぃん

どぅ　がーらい（なんでも金次第だ）。

くぬ　ゆーや　がっこーうむくとぅん

どぅ　がーらい（この世は学校で学ぶ

知識次第だ［＞学歴次第だ］）。

かーらきー [kaːrakiː]【名詞】〘遊〙瓦

蹴り。 【例】じょ、かーらきー　ほぅ

でぃ（さあ、瓦蹴りをしよう）。だいし

ゃーひー　けんけんぱーや　ひー　か

ーらー　きりー　あそぅー（片足飛び

でケンケンパーして瓦蹴りの遊びをし

て遊ぶ）。

かーらす [kaːrasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

（人を）交替させる、変える、変化させ

る。【例】うぬ　やくいんな　なっちゃ

かんかいば　かーらし（この役員は怠

け者だから交替させろ）。うながどぅー
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かーらす

ゆ　かーらはい　むぬぬどぅ　いつが

みまい　ぬくいてぃぬ　むぬちゃ（自

分自身を変えられるものが残るのだ）。

くるまう　かーらひー　ふぃーる（車

を取り替えてくれ）。

かーらす [kaːrasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

（濡れた衣類などを）乾かす。 【例】つ

んな　かーらひゅー（服を乾かしてい

る）。あーゆ　かーらす（粟を乾かす）。

かーらずみゃ [kaːrazɨmja] 【名詞】

〘昆〙クマゼミ　［「っさずみゃ、なまだ

んずみゃ」の次に現れる大型のセミ］。

かーらつ [kaːratsɨ] 【動詞】［k 語幹］

（濡れた衣類などが）乾く。 【例】んな

ーぎゃー　つんな　かーらかん（まだ

服は乾いていない）。あかう　かーらか

し（髪の毛を乾かせ）。［変異］かーらふ。

かーらふ [kaːrafu] 【動詞】［k 語幹］

（濡れた衣類などが）乾く。 ［変異］か

ーらつ。

がーらみつ [ɡaːramitsɨ] 【動詞】［k

語幹］どっと、ごうごう［大量のものが

押し寄せる様子］。【例】はーさぬ　ひ

とぅぬどぅ　がーらみつきゃー　なう

まい　ひらいん（たくさんの人が押し

寄せるのでなにもできない）。みずぬど

ぅ　がーらみきー　ながりゅー。（水が

ゴーゴーと流れている）。［変異］がー

らみふ。

かーん [kaːn] 1○【名詞】［C］十分だ。

【例】ばが　っじ　だまー　うさきひー

　あてぃ　かーん（私の分け前はこれ

ぐらいで十分すぎる）。うすきぬ　でぃ

んがまひーや　かーんな　あらっだん

（これくらいのはした金では十分ではな

かった）。うさきぬ　さきがまうぎゃー

　たうかーひー　あてぃ　かーん　ぬ

んどぅす（それくらい酒だったら十分

一人で飲める）。 2○【形容詞】［B］十分

だ。【例】うさきひ－や　かーんっふぁ

にゃーん（それだけでは十分ではない）。

ばがたまー　むいとぅ　かーんかたい

（私の取り分は十分だった）。

かい [kai] 1○【指示詞】［A］〘指示名詞〙

遠くにあるものを指す指示詞、あれ［提

題形は「からー」、目的形は「かるー」

または「かりゅー」。 【例】からー　

なう　やいば（あれはなに）。かりゅー

　くまんかい　むちーくー（あれをこ

こに持ってこい）。 3○【代名詞】［A］あ

の人、彼、彼女［男女の区別はない。提

題形は「からー」、目的格形は「かるー」

または「かりゅー」］。【例】かいが　み

どぅん（彼の妻）。かいが　びきどぅん

（彼女の夫）。からー　たる　やいば（あ

いつは誰だ）。かるー　くまんかい　さ

ーりーくー（あいつをここに連れてこ

い）。 2○【指示詞】〘指示副詞〙そのよう

に、そう；そうだ。

かい [kai]【副詞】こう、このように、こ

んなに。【例】あいかいぬ　くとぅーひ

どぅ　かぬきゃが　ふたーい　とぅず

ぶとぅん　なりゅーい（あれやこれや

で彼ら二人は夫婦になった）。ばが　う
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かい

むいや　かい（私の考えはこうだ）。ば

が　みーたい　むぬー　かいぬ　むぬ

　あたい（私が見たのはこんなものだ

った）。かいぬ　んまっふぁにゃーん　

むぬー　ふぁーいん（こんなまずいも

のは食べられない）。かいぬ　んまむぬ

ーぎゃー　ふぁいや　みーん（こんな

においしいものは食べたことがない）。

かい [kai]【動詞】［r/rr 語幹］［A］借り

る。 【例】でぃんぬ　かい（金を借り

る）。

かい [kai] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］（草

などを）刈る。 【例】あちゃー　っさ

まい　かいが　いかだかーならん（明

日は草なども刈りにいかなければなら

ない）。

かい [kai]【名詞】［C］甲斐。 【例】き

ゅーや　うまんかい　っちゃー　かい

や　ありーどぅー（今日はここに来た

甲斐がある）。

かい [kai] 【接尾辞】性質を表す形容

詞性語幹について形容詞を作る接辞。

【例】はーかい（速い）。ほぅいかい（大

きい）。あぱらぎかい（美しい）。

かい [kai] 【動詞】［母音語幹］［A］（別

のものに）変える、（別のものと）交換

する；（店などを別のところに）移る。

【例】うるー　くいんかい　かいー　

ふぃーさまてぃ（それをこれに変えて

下さい）。みー　きかいんかい　かいる

（新しい機械に取り替えろ）。きぶんぬ　

かいー（気分を変える）。まっちゃう　

かいでぃ（店を変えよう）。［類］かーい。

がい [ɡai]【名詞】［C］害、言いがかり、

迷惑。 【例】がいにん（人に意地悪す

る人）。ひとぅんかいや　がいゆぎゃー

　ほぅん（人には言いがかりをつけな

いものだ）。ばぬんかい　がいゆ　かき

ーな（私に迷惑をかけるな）。

かいー [kaiː] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

転ぶ。 【例】やらびゃー　かいりーに

ゃーん（子供は転んだ）。かいりー　て

ぃーや　ぶりーにゃーん（転んで手を

骨折した）。うまん　かいーてぃがー　

やぐみぐとぅ（ここで転んだら大変だ）。

うまん　かいらだうり（ここで転ばな

いでくれ）。

かいえてぃがー [kaietiɡaː] 【接続

詞】そうだったら、それじゃあ。 【例】

A：あちゃー　かでぃふつちゃ。　 B：

かいえてぃがー　あちゃー　いきまー

　いかいん（A：明日は台風だってさ。

B：だったら明日は池間は行けない）。

あいえてぃがー　ばー　いかじゃーん

（そうだったら私は行かない）。［変異］

あいやいてぃがー、あいえてぃがー、あ

いやてぃがー、やいてぃがー、やてぃが

ー、えてぃがー。

かいくん [kaikun] 【動詞】［m 語幹］

心配してない、（勝つ、できる）自信が

ある。 【例】ばー　ういがまんな　ま

きんてぃどぅ　かいくみゅー（俺はそ
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かいしうす

んなやつには負けない自信がある）。か

いくんばらい（自信満々に笑うこと）。

かいしうす [kaiɕiusɨ]【名詞】台風の

吹き返しの風。 【例】かじゃー　かい

しうすぬどぅ　まさりー　ちゅーかい

（風は吹き返しの風が更に強い）。［変異］

かいしうつ、かいしふつ、かいすうす、

かいすうつ、かいすふつ。

かいしうつ [kaiɕiutsɨ] 【名詞】台風

の吹き返しの風。 ［変異］かいしうす、

かいしふつ、かいすうす、かいすうつ、

かいすふつ。

かいしき [kaiɕiki] 【名詞】食べ物を

盛る器。

かいしふつ [kaiɕifutsɨ] 【名詞】台風

の吹き返しの風。 ［変異］かいしうす、

かいしうつ、かいすうす、かいすうつ、

かいすふつ。

かいす [kaisɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［C］

（手などを）返す；（借りたものを）返却

する。 【例】てぃーゆ　かいす（（踊り

などの所作で）手を返す）。かいんかい

ぬ　うんっじゃ　いつがみまい　かい

はいん（彼への恩義はいつまでも返せ

ない）。

がいず [ɡaizɨ]【副詞】とても、非常に。

【例】かぬ　みどぅんな　がいず　し

ゃしんばい　ひとぅ（あの女性はとて

も写真写りがいい）。うらー　がいず　

そぅぎゃうや　あい　ひとぅ（彼はと

ても格好の良い人）。

がいず [ɡaizɨ]【名詞】［C］駄々をこね

ること、わがまま、めいわく。【例】ん

まんかいや　がいっじゅ　あすな（［お

母さんがこどもにさとし聞かせている

状況］母さんには駄々こねないで）。く

ぬ　やらびゃー　いつまい　んまんか

い　がいっじゅ　あす（この子はいつ

も母親に駄々をこねる）。ひとぅーぎゃ

ー　がいっじゅぎゃー　ほぅん（人を

邪魔しない［＞してはいけない］）。がい

ずびとぅ（邪魔ばかりする人）。

かいすうす [kaisɨusɨ]【名詞】台風の

吹き返しの風。［変異］かいしうす、か

いしうつ、かいしふつ、かいすうつ、か

いすふつ。

かいすうつ [kaisɨutsɨ] 【名詞】台風

の吹き返しの風。 【例】かでぃぬかい

すうつんなかじゃーにゃーん（風は吹

き返すとき無風状態になる［台風の目

に入り風が逆向きに吹き返すその直前

いったん無風状態になること］。［変異］

かいしうす、かいしうつ、かいしふつ、

かいすうす、かいすふつ。

かいすふつ [kaisɨfutsɨ] 【名詞】台風

の吹き返しの風。 ［変異］かいしうす、

かいしうつ、かいしふつ、かいすうす、

かいすうつ。

かいな [kaina] 【名詞】［B］腕（かい

な）。 【例】やぐみ　かいな（大きな

（立派な）腕）。ずみぎ　かいな（逞しそ

うな見事な腕）。
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がいにん

がいにん [ɡainin]【名詞】変人、へそ

曲がり。 ［類］がいずびとぅ、がいず

んまり。

かいぬ [kainu]【連体詞】こんな。【例】

かいぬ　むぬ（こんなもの）。かいぬ　

んまむぬーぎゃー　ふぁいや　みーん

（こんなにおいしいものは食べたことが

ない）。かいぬ　んまっふぁにゃーん　

むぬー　ふぁーいん（こんなまずいも

のは食べられない）。

かいまたさなず [kaimatasanazɨ]
【名詞】クラゲ。

かいやてぃがー [kaijatiɡaː] 【接続

詞】そうだったら、それじゃあ。 【例】

A：あちゃー　かでぃふつちゃ。　 B：

かいやてぃがー　あちゃー　いきまー

　いかいん（A：明日は台風だってさ。

B：だったら明日は池間は行けない）。

あいえてぃがー　ばー　いかじゃーん

（そうだったら私は行かない）。［変異］

あいやいてぃがー、あいえてぃがー、あ

いやてぃがー、やいてぃがー、やてぃが

ー、えてぃがー。

かいらく [kairaku] 【名詞】態度、動

作などが定まっていない様子、体がふ

らつく様子。 【例】まーぬ　かいらく

ー　あすな（どっちつかずの態度を取

るな）。びゅーいびとぅぬ　かいらくん

なりー　あいきー　まーりゅー（酔っ

ぱらいがふらつきながら歩き回ってい

る）。

かいらす [kairasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

（ものを）ひっくり返す、（人を）転ばす。

【例】いっそぅ　かいらす（石をひっ

くり返す）。やらびゅー　はっじゃ　と

ぅいー　かいらすたい（子供を足を引

っかけて転ばした［「とぅい（取る）」は

足でひっかけることも意味する］）。

かう [kau]【動詞】［w 語幹］［A］買う。

【例】まいゆ　かう（コメを買う）。た

かからばんまい　やすからばんまい　

なうやらばんまい　かーでぃ（（値段が）

高かろうが安かろうが何でも良いから

買います）。ひとぅぬ　やどぅゆんぬぎ

ゃー　かーん（他人のけんかは買わな

い）。くまなぎぬ　とぅくぬー　たかか

いば　かーいん（ここらへんの土地は

高くて私には買えない）。

かう [kau]【名詞】［B］線香。【例】か

んにがいんな　かうゆどぅ　たつ（祈

願には線香を焚く）。

かう [kau] 【形容詞】［B］痒い。 【例】

さみ　かうしゃーや　いでぃー　かう

かいば　ならん（疥癬が出て痒くてな

らない）。かうからばんまい　かかだう

り（かゆくても掻くな）。かうかい　と

ぅくまう　かつ（痒い所を掻く）。

がう [ɡau]【副詞】物を噛むときの様子

を表す擬態語、がぶり。 【例】べー　

ばが　ほぅーゆびゅー　がうてぃー　

かみ（さー私の親指をがぶりと噛め）。

［類］がうがう。
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がう

がう [ɡau]【助数詞】米や酒などを測る

単位、１合は１８０ cc。 【例】いつが

う（１合）。まいゆ　さんがう　かいー

くー（コメを３合買ってこい）。

がう [ɡau]【名詞】［C］量、計量。【例】

がうや　たらーん（（計量の間違いで）

量が不足している）。

かうー [kauː] 1○【動詞】［vv 語幹幹］［C］

（布団を自分に）かける、（帽子を）かぶ

る、（眼鏡を）かける。 【例】やりずん

ぬ　かっゔぃー　にゅー（古着をかけ

て寝る）。ぼーしゅー　かうー（帽子を

かぶる）。みがにゅー　かうー（眼鏡を

かける）。［類］かっゔぃ。 2○【動詞】［vv

語幹幹］［C］（水を）被る。【例】ひぐ

る　みっじゅ　あみかうー（冷たい水

を頭からあびる）。［類］かっゔぃ。 3○

【動詞】［vv 語幹幹］［C］（借金を）被る、

（罰を）受ける、（恩義を）受ける。【例】

っゔぁー　かいが　うっかう　かっゔ

ぃ（お前は彼の借金を被れ）。ひとぅー

　すてぃじゃん　あすてぃがー　うい

が　ばっちゅどぅ　かうー（人をない

がしろにしたらその罰を受ける）。うん

っじゅ　かうー（恩義を受ける）。［類］

かっゔぃ。

がうい [ɡaui] 1○【動詞】［r/rr 語幹］［C］

参る、降参する、負ける。【例】ばー　

みどぅんかいや　がうりーどぅー（私

は妻には参っている）。うぬきゃうぎゃ

ー　がういきゃたーひー　あっじー　

ならーし（彼らをもう降参だというま

で教え諭しなさい）。［類］がーい。 2○

【動詞】［r/rr 語幹］［C］（基本形につい

て）～し飽きる、参る。【例】みーがうり

ーどぅー（見飽きている）。わーゆぎゃ

ー　ふぁうがうりーどぅー（豚肉はも

う食べ飽きた）。［類］がうり。

がうがう [ɡauɡau]【副詞】擬態語、食

事を元気よく食べるときの動作や音を

表す、がぶがぶ、がつがつ。 【例】が

うがうてぃー　ふぁい（元気よく食べ

なさい）。

かうがま [kauɡama]【名詞】臆病、引

込思案、臆病な人。 【例】かうがま　

やらび（引込思案の子供）。からー　む

いとぅぬ　かうがま（あいつはとても

臆病だ）。かうがまんな　なうまい　ひ

らいん（臆病者者には何もできない）。

かうき [kauki]【形容詞】［B］食べ物を

欲しがる、食いしん坊（であること）。

【例】かりゃー　いつまい　かうき（あ

いつはいつも食べ物を欲しがる）。か

りゃー　かうきびとぅ（あいつは食べ

物を欲しがる食べ物を欲しがる人だ）。

くぬ　やらびゃー　むいとぅ　かうき

（この子はとても食いしん坊だ）。

かうきゃ [kaukja]【名詞】［C］食べ物

を欲しがる人、食いしん坊。 【例】か

りゃー　かうきゃ（彼は食べ物を欲し

がる食べ物を欲しがる人だ）。

かうさだい [kausadai]【形容詞】（頭

髪が）ばさばさで不潔な。 【例】かう
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かうさだり

さだい　やらび（頭髪がばさばさで不

潔な子供）。からー　いつまい　かうさ

だい（あいつはいつも頭髪がばさばさ

で不潔だ）。

かうさだり [kausadari]【形容詞】（疥

癬などできて）掻いた後肌がひどく荒

れること。 【例】かりゃー　むいとぅ

の　かうさだりびとぅ。

かうさだりゃ [kausadarja] 【名詞】

（頭髪が）ばさばさで不潔な人。 【例】

あかうまい　あらーん　かうさだりゃ

（髪も洗わない不潔な奴）。

かうしゃー [kauɕaː]【名詞】疥癬（か

いせん）。 【例】かうしゃーん　ない

てぃがー　かうかいば　ならん（疥癬

になると痒くてしかたがない）。かうし

ゃーや　ひー　どぅーや　さみんなり

ゅー（疥癬で身体はサメ肌になってい

る）。

かうす [kausɨ] 【名詞】［C］女性が頭

に物を乗せて運ぶ時に使う、茅ででき

た輪っかのクッション。 【例】ゆーく

いんな　ぱーたー　かうっさ　かっゔ

ぃー　よーんてーるてぃ　あいっちゃ

－ん　すまう　あいきーまーい（ユー

クイにはおばあさんたちは世を豊かに

して下さいと言いながら集落を歩き回

る）。

かうず [kauzɨ] 【名詞】［B］麹（こう

じ）。 【例】かうっじゃ　ちゅっふぃ

ーからどぅ　んそぅーぎゃー　つきー

（麹を作った後に味噌を漬ける）。かうっ

じゃ　んめ　たてぃーどぅー（麹はも

うカビが発生している）。

かうすばら [kausɨbara]【名詞】粟収

穫時に「かうす」でできたマメ。

かうつつ [kautsɨtsɨ]【名詞】線香を入

れる竹製の筒。 【例】んきゃーんぬ　

ななむいぬ　ぱーたー　かうや　かう

つつんかい　いりどぅ　うたきんかい

　いきゅーたい（昔のナナムイのおば

あさん達は線香を竹筒に入れて御嶽に

行っていた）。

がうみつ [ɡaumitsɨ] 【動詞】［k 語幹］

がつがつと食べる。 【例】むぬーぎゃ

ー　がうがうてぃー　がうみきー　ふ

ぁい（飯を元気よく食べなさい）。［変

異］がうみふ。

がうら [ɡaura]【名詞】［C］〘果物・野

菜〙ニガウリ。 【例】がうらー　んぎ

ゃ（ニガウリは苦い）。

がうり [ɡauri]【動詞】［母音語幹］［C］

飽きる、参る。 ［類］がうい。

かうる [kauru]【名詞】［C］香炉。【例】

うたきんな　かうるぬどぅ　あい（ウ

タキには香炉がある）。

かかい [kakai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

接触する、関わる。 【例】うぬ　まか

いんかいや　かかいな（このお椀には

触るな）。やなびとぅんかいや　かかい

な（悪い人には関わるな）。
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かかい

かかい [kakai]【名詞】［C］障害。【例】

なうぬ　かかいてぃや　にゃーん（何

の障害もない）。

かかいっじゃんふ [kakaiʑʑanfu]

【形容詞】（こどもが）まとわりつく；（木

などが）引っかかる；（子供などがまと

わりついて）イライラする；（木などに

引っかかって）引っかかってイライラ

する。 【例】やらびゃー　かかいっじ

ゃんふかいば　すかままい　いかいん

（こどもがまとわりついて仕事にも行け

ない）。さるかぎーや　かかいっじゃん

ふかいばならん（サルカケミカンの木

（の刺）は引っかかってイライラしてな

らない）。

かかっず [kakazzɨ] 【動詞】［zz/dd 語

幹］引っ搔く、引っかかる、搔き集める。

【例】まゆん　かかっじゃいたい　と

ぅくまぬ　ほぅがさん　なるー（猫に

引っかかれたところが化膿している）。

さるかん　かかっじゃいにゃーん（サ

ルカに引っかかった［サルカは棘のあ

る木］）。あーさう　かかっじー　とぅ

い（アオサを搔き集めて取れ）。

かかみきゃ [kakamikja] 【名詞】慌

て者。 ［類］ちゃーふきゃ、とぅとぅ

っふゃ、とぅっふゃ。

ががら [ɡaɡara]【接尾辞】「なうががら

（何か）」、「いつががら（いつか）」、「んじ

ゃががら（どこか）」などのように、疑

問詞の後について不定名詞を作る。「～

がら」でもよい。 【例】かまんどぅ　

なうががらぬ　あい（あそこになにか

ある）。いつががら　じょ　いじゃーで

ぃ（いつか一度会いましょう）。なうや

ひーががら　うまん　でぃんぬ　ある

ー（なぜかここにお金がある）。

ががら [ɡaɡara]【接尾辞】節のあとに

ついて疑問詞節を作る、～か、～のか。

【例】やーぬ　かぎゃー　んじゃんかい

　うきゃーががら　むいとぅ　とぅみ

らいん（家の鍵はどこに置いたのか全

然見つからない）。ばぬんな　うらー　

なうばいどぅ　ちゅっふゃーががら　

っさいん（私にはそれはどうやって作

ったのかわからない）。かりゃー　うっ

かぬ　はーさ　あたいががら　ふっで

ぃー　すにーにゃーん（彼は借金が沢

山あったのか首をくくって死んでしま

った）。いじゃどぅ　いじゃががら　さ

だかーひらい（どこかどこかわからな

い）。かりゃー　なうゆどぅ　かんがい

ゆーががら　っさいん（あいつは何を

考えているかわからない）。

かがん [kaɡan]【名詞】［B］鏡。【例】

っゔぁが　ぬどぅぬ　すかたいゆ　か

がんひー　みーみーる（あなたの首の

皺を鏡で見てみなさい）。

かき [kaki]【動詞】［母音語幹］［C］（秤

で）計量する。 【例】さたう　はかい

ひー　かきー　かう（黒糖を秤で計量

して買う）。

かき [kaki]【動詞】［母音語幹］［C］（声

を）掛ける、ものを（何かに）掛ける、。
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かき

【例】からー　みんぐ　やいば　やぐ

いゆ　かきる（彼は耳が遠いから大声

を掛けろ）。びらふー　うまんかい　か

きる（カゴをそこに掛けろ）。

かぎ [kaɡi]【名詞】［C］陰、影。【例】て

ぃだー　あたらん　きーぬ　かぎ（太

陽の当たらない木の陰）。うまー　あつ

かいば　かぎがまん　いきー　すなー

かがま　びじゅーき（そこは暑いから

陰に行って静かに座ってなさい）。

かぎ [kaɡi] 【形容詞】［B］（見た目が）

美しい；（心が）きれいだ；（日取りな

どが）良い、めでたい。 【例】あやば

さー　かぎむぬがま（蝶は美しいもの

だ）。かぎ　ずっちゅ（綺麗な月　［＞

満月］）。つむかぎ（親切な人）。かり

ゃー　あら　かぎ　なか　やり　やい

ば　かいがつむぬ　なかー　ゆまいん

（彼は外面はいいが彼の心の中は読めな

い）。きゅーや　かぎ　みゃーくずっち

ゃ　んかいさまい　おめでとーござい

ます（今日は麗しいみゃーくずつを迎

えられておめでとうございます）。

かぎさ [kaɡisa] 【名詞】［C］（見た目

が）美しいこと、（心が）きれいなこと；

（日取りなどが）良い、めでたいこと。

【例】そぅるいどぅ　かぎさ（集まるこ

とがめでたい）。

かぎそぅがい [kaɡisuɡai]【成句】盛

装、おしゃれして着飾ること。【例】さ

さぎゆーいんかいや　かぎそぅがいや

　ひー　いかでぃ（結婚式には盛装し

て行こう）。

かぎでぃー [kaɡidiː] 【名詞】（仕事

ぶりが）きちんとしている。 【例】か

ぎでぃー　じゃやふ（腕のいい大工）。

［類］くまでぃー。

かきら [kakira] 【名詞】［B］欠片（か

けら）。【例】かーらぬ　ひとぅかきら

（瓦の一かけら）。

かきらいん [kakirain]【動詞】［母音

語幹］言うことを聞かない［＜「かき

（掛ける）の可能否定「かけられない」］。

【例】かきらいん　やらび（言うこと

を聞かないどうしようもない子供）。ぎ

っじゃ　ひらいん　かきらいん　ぎず

ぎゃうな（言うことを聞かすことので

きない、手に負えない腕白坊主）。

がぐ [ɡaɡu] 【名詞】［C］縮れ毛；縮れ

毛の人。 【例】かぬ　みどぅんがまー

　がぐがま（あの娘は縮れ毛だ）。

かくまらす [kakumarasɨ]【動詞】［s/h

語幹］縮めさせる。 【例】うとぅるす

かいば　どぅーゆ　かくまらし（怖い

ので身体を縮めさせろ）。

かくん [kakun] 【動詞】［m 語幹］［C］

囲む。 【例】っぞぅー　あんひー　か

くん（魚を網で囲む）。

かくん [kakun] 【動詞】［m 語幹］［C］

（身体の一部を）折る、屈める。 【例】

あてぃ　っしかいば　どぅーゆ　かく
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がぐん

みゅー（余りにも寒いので身を屈めて

いる）。うとぅるすかいば　どぅーゆ　

かくん（怖いので身体を縮める）。［変

異］がぐん。

がぐん [ɡaɡun] 【動詞】［m 語幹］［C］

（身体の一部を）折る、屈める。 【例】

はっじゅがぐん（足を折って座る［＞

正座、あぐらなどを指す］）。［変異］か

くん。

かさ [kasa]【名詞】［B］麻疹（はしか）。

【例】かさがまぬどぅ　はやりゅー（麻

疹が流行っている）。ういびとぅ　なり

ーからぬ　かさ　いじゃー　やぐみぐ

とぅ（年取ってから麻疹になることは

大変なことだ）。やらびゃー　かさー　

いでぃどぅ　ぬーっじゅー（子供は麻

疹が出て唸っている）。

かさき [kasaki]【副詞】こんなに沢山。

【例】でぃんな　かさき　あふりーど

ぅ（お金はたくさん溢れている）。

かさに [kasani]【動詞】［母音語幹］［A］

重ねる。 ［類］かさん（m 語幹）、か

さみ。

かさび　かぎさ [kasabi kaɡisa]【成

句】良いことが重なって素晴らしいこ

と。

かさます [kasamasɨ] 【形容詞】悔し

い；面白くない、イライラしている。

【例】かいん　だまはいー　かさますか

いば　ならん（彼に騙されて悔しくて

しかたがない）。ばー　かさますかいば

　ばたー　むぎゃっりーどぅーい（私

はくやしくていきり立っている）。

かさみ [kasami] 【動詞】［母音語幹］

［A］重ねる。 ［類］かさん（n 語幹）、

かさに。

がさみ [ɡasami]【名詞】［C］〘生物〙マ

ングローブガサミ。

かさみき [kasamiki] 【動詞】［母音語

幹］イライラする。 ［類］かさみつ。

かさみき [kasamiki] 【形容詞】落ち

着きがない。 ［類］かさみつ。

かさみつ [kasamitsɨ]【動詞】［k 語幹］

苛立つ、イライラする。 【例】つむー

　かさみきーどぅー（イライラしてい

る［＜心がイライラしている］）。きゅ

ーや　かさますかいば　かさみきーど

ぅー（今日は面白くないので苛立って

いる）。かの　やらびゃー　いつまい　

かさみきーどぅー（あの子どもはいつ

もいらいらして落ち着かない）。［変異］

かさみふ。［類］かさみき（母音語幹）。

かさみつ [kasamitsɨ] 【形容詞】落ち

着きがない。 【例】かの　やらびゃー

　かさみつんまり（落ち着きがない人）。

かさみつ　やらび（落ち着きのないこ

ども）。［変異］かさみき。

かさみふ [kasamifu]【動詞】［k 語幹］

苛立つ、イライラする。 ［変異］かさ

みつ。［類］かさみき（母音語幹）。
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かさん

かさん [kasan] 【動詞】［n 語幹］［A］

重ねる。 ［類］かさん（m 語幹）、かさ

に、かさみ。

かさん [kasan] 【動詞】［m 語幹］［A］

重ねる。 ［類］かさん（n 語幹）、かさ

に、かさみ。

かさん　ぶん [kasan bun] 【成句】

重ね盆、更なる祈願盆。

かし [kaɕi] 【名詞】［B］織り糸。

かしー [kaɕiː] 【名詞】［C］加勢、手

伝い。 【例】やーふつかしーゆ　あす

（家づくりの手伝いをする）。ばーきゅー

やまーやにゃーんばかしーやひらいん

（今日は時間がないので手伝いはできな

い）。

かしぎ [kaɕiɡi] 【名詞】［C］紡いだ糸

を巻き取って糸の長さを測る H 型や X

型の道具。桛木（かせぎ）。

かじゃ [kaʑa]【名詞】［B］におい、か

おり。【例】さきかじゃ（酒のにおい）。

やまがらかじゃ（野生の生き物の臭い）。

かじゃう　かん（臭いを嗅ぐ）。なんつ

つかじゃ（焦げ臭いにおい）。ぴーかじ

ゃ（ニンニクの臭い）。がばかじゃ（加

齢臭）。あしかじゃ（汗の臭い）。かばす

　かじゃ（香ばしいかおり）。

かじゃー [kaʑaː] 1○【形容詞】［C］ず

っと遠い。【例】ぶらー　かじゃー（保

良はずっと遠い）。［類］ゆーかーま。 2○

【名詞】［C］ずっと遠く。【例】からー　

かなだぬ　かじゃーからどぅ　っちゅ

ー（あいつははるかカナダから来てい

る）。［類］ゆーかーま。

かじゃう [kaʑau]【形容詞】［B］風が

強いこと。 【例】きゅーや　かじゃう

かいば　ならん（今日は風が強い）。

がじゃてぃ [ɡaʑati] 【オノマトペ】

（木、紙、髪などを切るようすを表す擬

音を）バサッと、バッサと、ビリッと。

【例】きーゆぎゃー　がじゃてぃ　きり

（木をバッサと切れ）。がじゃてぃー　

かびーゆ　さつ（ビリッと紙を裂くさ

く）。あかう　かじゃてぃ　そぅい（髪

をバサッと切る）。

かじゃまーい [kaʑamaːi]【名詞】急

激に風向きが変わること、急激に強風

になること。 【例】いーかじゃまーい

（急激に北向きの強風になること）。いー

かじゃま－いぬ　ふーぎかいば　じょ

ー　はやまり　やーんかい　はらでぃ

（北からの突風が来そうだから、さあ早

く家に帰ろう）。［類］かでぃまーい。

かじゃまき [kaʑamaki] 【名詞】（虫

や植物で）皮膚がかぶれること。 【例】

やまんかい　はいりどぅ　かじゃまき

ゃー　ひーゆー（山に入ってむしかぶ

れしている）。かじゃまきぬ　とぅき

ゃんな　やりさばう　あっゔゅーとぅ

い　うりゅー　かうかい　とぅくまん

かい　あたらすきゃー　なういどぅす

（藪のなかに入ってかゆくなった時には
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がじゃみつ

古い草履をあぶっておいて、それをか

ゆいところにあてると治る）。

がじゃみつ [ɡaʑamitsɨ]【動詞】［k 語

幹］（人で）混雑する、がやがやとうる

さい。 【例】はーさぬ　ひとぅぬどう

　がじゃみきゅー（多くの人々で混雑

している）。やらびんみぬどぅ　がじゃ

みきゅー（子供達ががやがやとうるさ

い）。［変異］がじゃみふ。

がじゃみふ [ɡaʑamifu]【動詞】［k 語

幹］（人で）混雑する、がやがやとうる

さい。 ［変異］がじゃみつ。

かじゃん [kaʑan] 【名詞】［C］蚊。

【例】かじゃんー　ささいー　っさんﾟん

ぱずん　ないちゃ（蚊に刺されて象皮

病になるんだって）。

かじゅーす [kaʑuːsɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］増やす。 【例】やーふつ　にんじ

ゅー　かじゅーし（家づくりの人員を

増やせ）。ういんかいや　んめ　ひーち

ゃがま　かじゅーし（これにはもう少

しだけ増量しなさい）。

かじゅい [kaʑui] 【動詞】［母音語幹］

［C］（人数やものの量が）増える、～より

多い。 【例】くとぅっさ　くじゅんつ

きゃー　やらびゃー　かじゅいーどぅ

ー（今年は去年より子供の人数が増え

た）。すまぬ　ひとぅんみゃー　かじゅ

いーはたい（村の人口は増えていった）。

っゔぁが　たまー　かいが　たまんつ

きゃー　かじゅいーどぅー（あなたの

分け前は彼の分け前より多い）。

かす [kasɨ] 【動詞】［s 語幹］［A］貸す。

【例】でぃんぬ　かす（金を貸す）。

かす [kasɨ]【名詞】［B］糟、粕、滓、不

要なもの。 【例】っゔぁ　むいとぅぬ

　かす（お前は全くのカスだ）。

かず [kazɨ]【名詞】［B］舵、管理、仲良

くやること、いうことを聞かすこと。

【例】ふにぬ　かっじゅ　とぅい（船の

舵をとる）。っゔぁが　かっじゃ　とぅ

らいん（あなたの舵は取れない［＞あな

たとは上手くやっていけない］）。やら

びんみぬ　かっじゃ　とぅらいん（子

供に言うことは聞かせられない）。ぶと

ぅぬ　かっじゃ　とぅらいん（旦那の

管理はできない）。

がす [ɡasɨ]【オノマトペ】ごっそり、全

て。 【例】はーさぬ　むぬ　あたいそ

ぅが　がすてぃー　ふぁーいーにゃー

ん（たくさんの食べ物だったが全て食

べられてしまった）。

がず [ɡazɨ] 【名詞】［B］物を吊り下げ

るもの、鉤（木製もある）。 【例】びら

ふー　がずんかい　さぎー（籠を鉤に

下げる）。

がず [ɡazɨ] 【名詞】［B］お金やものを

出し惜しみすること；けちな人、お金

やものを出し惜しみする人。 【例】が

っじゃひー　ういてぃがー　うやきん

な　ならいん（けちけちしていては金

持ちにはなれない）。
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がず

がず [ɡazɨ] 【形容詞】［B］けちだ、お

金やものを出し惜しみする。 【例】ほ

ぅーらーす　がずんまり（見せびらか

しのケチ）。がずんな　うやきん　なら

いん（ケチは金持ちにはなれない）。

かすい [kasɨi] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

かする、かかる。 【例】んなまぬ　か

でぃふっちゃ　みゃーくんかいや　か

すいや　とぅんま　ほぅん（今度の台

風は宮古にはかすりもしない）。［類］か

かい。

かすかう [kasɨkau] 【形容詞】むず痒

い；（幽霊などがでそうで）ぞくぞくす

る。 【例】あだんぬ　ばっそぅ　ふぁ

うてぃがー　かすかうむぬ（アダンの

身を食べたらむずかゆい）。うまー　ま

ずむぬぬ　いでぃぎかいば　かすかう

むぬ（そこは幽霊が出そうでぞくぞく

する）。

かずつ [kazɨtsɨ] 【名詞】［C］〘生物〙

〘食〙バフンウニ。 【例】かずっちゃ　

うんかいばどぅ　うんかずつてぃー　

あっじゃいーゆーびゃーい（ウニは大

食いだから大食いウニと呼ばれている

のだろうか）。［変異］うんかずつ。

がずはなぎー [ɡazɨhanaɡiː] 【名詞】

ガジュマルの木。 【例】はいぬ　かつ

んな　がずはなぎーぬどぅ　ういゆー

（畑の垣根にガジュマルの木を植えてい

る）。

かた [kata]【名詞】［B］味方。【例】せ

んきょぬ　とぅきゃんな　うなが　か

たぬ　はーさからだかー　かちゃいん

（選挙のときには自分自身の味方が多く

ないと勝てない）。かりゃー　かまぬ　

かた（彼は向こうの味方）。

かた [kata] 【名詞】［C］〘昆〙バッタ。

【例】はーかがた（タイワンツチイナ

ゴ）。ぬーまぬ　ふらがた（クルマバッ

タ）。うななぎんな　かたぬどぅ　はー

さうい（ここらへんにはバッタが多い）。

はいぬ　むぬー　かたん　むいとぅ　

ふぁーいーゆー（作物がバッタの被害

にあっている）。

かた [kata] 【形容詞】［A］（味などが）

濃い、（間が空いていない）密な。【例】

かたちゃー（濃いお茶）。かたんっつー

（濃厚な味噌汁）。くまー　あーぬ　たに

ぬ　あてぃ　かたまっちゃ　ひーゆー

ば　あとぅん　っさう　とぅらだかー

　ならん（粟の種を密にまきすぎたの

であとで間引きしないといけない）。

かたー [kataː]【名詞】［B］体に障害の

ある人。 【例】かたー　むぬ（身体の

不自由な人）。

かたーっゔぁ [kataːvva]【名詞】身

体不自由な子供。 【例】かたーっゔぁ

がまー　つんだらすむぬ（体の不自由

なこどもはかわいそうだ）。

かたーむぬ [kataːmunu] 【名詞】体

に障害のある人。

かたあき [kataaki] 【名詞】役目、役

割。 【例】んまーっざう　つかなうや
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かたい

　っゔぁが　かたあき（両親の介護は

あなたの役目だ）。ぬーまぬ　っさかい

や　やらびんみぬ　かたあき（馬の草

刈りは子供たちの役目だ）。うぬ　すか

ーまー　っゔぁが　かたあき（その仕

事はお前の役目だ）。ひんじゃぬ　っさ

かいぬ　かたあきゅー　やらびんかい

　びす（山羊の草刈りの責任を子供に

負わせる）。

かたい [katai]【名詞】［C］親戚。【例】

くらー　ばが　かたいぬ　むくどー（こ

れは親戚関係の婿だ）。［類］はらうず、

うとぅじゃ。

かたいしゃ [kataiɕa]【名詞】〘遊〙足

の親指を捕まえてケンケンする子供の

遊び。

かたうき [katauki] 【動詞】［母音語

幹］傾く。 【例】んみゃ　ひーちゃ　

かたうきてぃがー　たういどぅすはず

（もう少し傾いたら倒れるはずだ）。［変

異］かたうつ。

かたうさ [katausa]【名詞】かさぶた。

【例】かたうさ　いじゅーば　んめ　

ほぅがさー　なうりーどぅー（かさぶ

たができているからもうおできは治っ

ている）。

かたうた [katauta]【名詞】片隅、（人

の体の）横、となり。 【例】うりゅー

ぎゃー　かたうたん　うっき（それは

片隅に置け）。ばが　かたうたんかい　

くー（私の横に来なさい）。

かたうつ [katautsɨ] 【動詞】［k 語幹］

傾く。 【例】かたうきー　みーみーる

（傾いて見てごらん）。ますぎたー　か

たうきーどぅ（（その）石垣は傾いてい

る）。［変異］かたうき。

かたうふ [kataufu] 【動詞】［k 語幹］

傾く、傾ける。【例】かなまいゆ　かた

うふ（頭を傾ける）。［変異］かたうつ。

かたか [kataka] 【名詞】［C］風、陽の

当たらない所、物陰、さえぎるもの。

【例】うまー　っしかいば　かたかがま

ん　いきー　すなーかがま　びじゅー

き（そこは寒いので風の当たらないと

ころに行ってじっとしていなさい）。や

らびぬ　かたかん　ない（子供の遮蔽

（しゃへい）になって子供を守る［＞身

をもって子供を守る］）。うまーあつか

いば　きーぬ　かたかがまんかい　い

き（ここは暑いので木陰に行きなさい）。

かでぃふつんな　かたかんかいや　か

じゃー　まーぬ　あたらん（台風のと

きは物陰には風はあまり当たらない）。

かたかす [katakasɨ] 【名詞】〘魚〙通

称：オジサン、和名：オオセジヒメジ。

かたかなまい [katakanamai]【名詞】

偏頭［「かたかなまいぬ　やん（偏頭痛

がある）」の形で使われる］。 【例】か

たかなまいぬどぅ　やんかいばならん

（偏頭痛で頭が痛い）。

かだき [kadaki] 【副詞】こんなに、こ

んな高さ、こんなに沢山。 【例】ばー
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かたぐー

　でぃんな　かだきあり（私はお金は

沢山ある）。

かたぐー [kataɡuː]【形容詞】固い、水

の量が少なくて粘度が多すぎる。 【例】

かたぐー　いす（固い石）。くぬ　かー

っさ　かたぐーかいばならん（この菓

子はかたくて仕方がない）。くぬ　みり

きんぐーや　かたぐーかいば　みっじ

ゅ　んめ　ひーちゃがま　いりる（こ

のメリケン粉は固めだから水をもう少

し入れろ）。［類］くぱ。

かただり [katadari]【形容詞】こって

りしている。 【例】くぬ　んーだりゃ

ー　やぐみ　かただりかい（このいも

がゆはとてもこってりしている）。くぬ

　んーだりゃー　かただりかいば　ん

め　ひーちゃがま　みっじゅ　いりる

（この芋かゆはこってりしているのでも

う少し水を入れろ）。

かたてぃーむぬ [katatiːmunu]【名

詞】独り者（男女とも）。 【例】かりゃ

ー　ぶとぅー　みーん　かたてぃーむ

ぬ（彼女は夫のいない独り者だ）。［類］

たうかーむぬ。

かたとぅき [katatuki] 【名詞】片時、

一瞬。【例】やらびゅーぎゃー　かたと

ぅきまい　みーゆぎゃー　はなすな（子

供から片時も目を話すな［＜子供を］）。

つゆがはな　かたとぅきよ（露の花一

瞬よ［古謡「豆が花」から］）。

かたな [katana] 【名詞】［C］包丁。

かたぶい [katabui]【名詞】片ぶり、一

方で日が照って他方では雨が降ること。

【例】かまー　てぃだー　いじゅーそ

ぅがどぅ　くまー　かたぶいや　ひー

ゆー（向こうは日が照っているがここ

は片ぶりしている［＞こちら側は雨が

降っている］）。

かたぶいあみ [katabuiami] 【名詞】

片ぶり雨。

かたふっじゃから [katafuʑʑakara]

【副詞】片っ端から。 【例】かたふっじ

ゃから　んなない　ふぁい（片っ端か

ら全部食べろ）。でぃんぬ　すてぃーに

ゃーん、じょー　かたふっじゃから　

とぅみでぃ（お金を落としてしまった。

くまなく探そう）。

かたまい [katamai]【動詞】［r/rr 語幹］

固まる。 【例】せめんな　かたまりー

にゃーん（セメントは固まった）。

かたみ [katami]【動詞】［母音語幹］［C］

担ぐ。【例】ぶーっじゅ　かたみる（サ

トウキビをかつげ）。

かたみ [katami] 【名詞】［C］形見。

【例】んまが　かたみ（母親の形見）。

かたみー [katamiː]【名詞】片目。【例】

かさがまんどぅ　にっちゃ　いでぃー

　かたみーや　みーだ　んぎーにゃー

ん（麻疹で熱が出て片目は見えなくな

った）。

かたむす [katamusɨ]【名詞】肩。【例】

やらびあいきゃー　っざが　かたむす
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かたゆい

んかい　うんそぅく　ぬーいたい（子

供の頃は父親の肩車に良く乗ったもの

だ）。やらびゃー　ひとぅいがーまーす

　くんぎー　かたむすまい　ふくりー

うたい（子供を一日中おんぶして肩も

はれていた）。かぬ　みどぅんな　ばが

　かたむす　だつ（あの女性は私の肩

の高さだ）。

かたゆい [katajui] 【動詞】［r/rr 語幹］

片寄る。 【例】ひだいんかいどぅ　か

たゆりゅー（左に片寄っている）。

かたん [katan] 【動詞】［m 語幹］［C］

担ぐ。 【例】ぶーっじゅ　かたみ（サ

トウキビをかつげ）。うらー　ばぬんな

　んぶかいば　かたまいん（それは私

には重くて担げない）。［類］かたみ。

かちゃ [katɕa]【名詞】［B］蚊帳。【例】

なつんな　ゆさらびん　ないてぃがー

　かちゃう　はいたい（夏には夕方に

なると蚊帳を張った）。

かつ [katsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］（か

ゆいところを）掻く。 【例】かうから

ばんまい　かかだうり（かゆくても掻

くな）。っさぶきゅー　かつ（フケを掻

く）。［変異］かふ。

かつ [katsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］枯れ

た下葉、下枝等を取る；（石などについ

ているアオサなどを）取る。 【例】ぶ

ーずぬ　はーゆ　かつ（サトウキビの

枯れた下葉を取る）。ふらばまんきー　

あうさ　かつが（大浦湾にあおさを取

りに（行こう））。［変異］かふ。

かつ [katsɨ] 【動詞】［c/t 語幹］［C］勝

る、勝つ。 【例】すまう　とぅいてぃ

がー　っゔぁんな　いつまい　かつど

ぅす（相撲を取るとお前にはいつでも

勝つ）。せんきょぬ　とぅきゃんな　う

なが　かたぬ　はーさからだかー　か

ちゃいん（選挙のときには自分自身の

味方が多くないと勝てない）。

かつ [katsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］（汗

を）かく。 【例】にゅーあしゅー　か

つ（寝汗をかく）。［変異］かふ。

かつ [katsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］組み

立てる。 【例】ぶだいゆ　かつ（舞台

を組み立てる）。［変異］かふ。

かつ [katsɨ]【動詞】［k 語幹］［C］書く。

【例】きつぎ　ずーゆ　かつ（きれいな

字を書く）。いーなずきんかい　てぃが

みゅー　かつ（許嫁に手紙を書く）。か

きーうっちゃす（書いて写す）。かつや

っゔぃ（書き損じ）。またがつ（書き直

し［＜二度書き］）。［変異］かふ。

かつ [katsɨ]【名詞】［B］垣根。【例】い

すがつ（石垣）。はいぬかつ（畑の垣根）。

やすつぬ　かつ（屋敷の垣根）。［類］か

つに。

がっゔぁ [ɡavva] 【オノマトペ】（頭

などを）ゴツン（と叩く）、（戸などを）

ドンドンと叩く。 【例】かなまいゆ　

がっゔぁ　ったつ（頭をゴツンと叩く）。

やどぅー　がっゔぁてぃ　ったつ（戸

をドンドンと叩く）。
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がっゔぁみつ

がっゔぁみつ [ɡavvamitsɨ] 【動詞】

［k 語幹］たくさんいる。 【例】っぞぅ

んな　はいぬどぅ　がっゔぁみきー　

たかりゅー（魚には蝿が沢山集ってい

る）。［変異］かっう゛ぁみふ。

がっゔぁんなりー [ɡavvannariː]
【成句】ぶんぶんと羽音をたてる。【例】

っさりっぞぅんな　はいぬどぅ　がっ

ゔぁんなりー　たかりゅー（腐った魚

には蝿がぶんぶんと羽音をたてて集っ

ている）。［類］ぐっゔぁんなりー。

かっゔぃ [kavvi] 1○【動詞】［母音語

幹］［C］（布団を自分に）かける、（帽子

を）かぶる、（眼鏡を）かける。 ［類］

かうー。 2○【動詞】［母音語幹］［C］（水

を）被る。［類］かうー。 3○【動詞】［母

音語幹］［C］（借金を）被る、（罰を）受

ける、（恩義を）受ける。【例】っゔぁー

　かいが　うっかう　かっゔぃる（お

前は彼の借金を被れ）。［類］かうー。

がっこー [ɡakkoː]【名詞】学校。【例】

がっこーぬ　なー（戸籍上の名前）。や

ーにゃー　うまん　がっこーぬ　ちゅ

っふぁいがまた（来年そこに学校がで

きる）。

がっこーうむくとぅ [ɡakkoːu-
mukutu] 【名詞】（学校で習う）知識。

【例】にんぎんな　がっこーうむくとぅ

たーなひや　なうまい　ならん（人間

は知識だけではどうしようもない）。

かっじゃ [kaʑʑa]【名詞】［B］鍛冶屋、

屋号。【例】かっじゃぬ　きじゃら（カ

ッジャのキジャラ［キジャラは神様の

名前、人名としても使われた］）。［類］

かんじゃーやー。

がっじゅい [ɡaʑʑui] 【動詞】［r/rr 語

幹］奪う。 【例】かいが　むちゅー　

むぬー　がっじゅりー　とぅい（あい

つが持っているものを奪い取れ）。［類］

ばかう。

かったつ [kattatsɨ] 【動詞】［k 語幹］

抱く。 【例】うぬ　なつっじゃ　っふ

ぁがまう　かったきゅーき（この泣き

虫のこどもを抱いておけ）。んきゃーん

　やらび　あいきゃー　ぱーん　かっ

たかい　んふばーりうたい（昔、こど

ものときは　おばあさんに抱かれてぬ

くもっていた）。みどぅん　びきどぅん

　かったつ（男女が抱き合う）。［変異］

かったふ。

かったふ [kattafu] 【動詞】［k 語幹］

抱く。 ［変異］かったつ。

かっちゅ [kattɕu] 【名詞】［B］〘魚〙

カツオ。 【例】かっちゅぬ　がばーゆ

どぅ　だいばんてぃー　あい（カツオ

の大型の物をダイバンと言う）。

がっつり [ɡattsɨri] 【副詞】まったく

（そっくり）［似ていることの強調］。

【例】うぬ　っざっふぁー　がっつり　

んーしーどぅー（その父子はほんとう

によく似ている）。うぬきゃが　っざっ

ふぁー　がっつり　ゆぬそぅい（その

父子は全くそっくりだ）。
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かつに

かつに [katsɨni] 【名詞】［B］垣根。

［類］かつ。

がつぬ [ɡatsɨnu] 【名詞】［C］〘魚〙メ

アジ。 【例】がつぬー　あんひー　が

にー（アジを網で囲み取る［＞囲み網

でとる］）。

かっふ [kaffu]【動詞】［f 語幹］［C］隠

れる。 【例】っゔぁ　かまぬ　ほぅぎ

ーぬ　てぃびん　かっふぃ（お前はあ

の大きな木の後ろに隠れろ）。［類］か

っふぃ。

かっふぁす [kaffasɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］隠す。 【例】でぃんぬぎゃー　か

っふぁし（金を隠せ）。

かつみ [katsɨmi] 【動詞】［母音語幹］

［A］捕まえる。 【例】ぬそぅどぅ－　

かつみる（泥棒を捕まえろ）。んでぃ　

んでぃ　っゔぁが　てぃーゆ　かつみ

ーみーみーでぃ（どれどれあなたの手

を摑まえて（触って）みよう［＜触って

みてみよう］）。ぬそぅどぅー　かつみ

らいにゃーん（泥棒は捕まった）。

かっら [karra] 【名詞】［C］居眠りし

て、こっくりする動作。 【例】ゆび　

ゆーかひー　ににゅーや　かっらん　

なりゅー（昨晩、夜更かしして居眠り

コックリしている）。

かっらみきー [karramikiː] 【副詞】

フラフラと。 【例】びゅーい　びとぅ

ー　かっらみきー　あいきーまーるー

（酔っぱらいはフラフラと歩き回ってい

る）。

かつん [katsɨn] 【動詞】［m 語幹］［A］

捕まえる、握る、つかむ。 【例】ぬそ

ぅどぅー　かつん（泥棒を捕まえる）。

みどぅんぬ　てぃーゆ　かつん（妻の

手を握る）。んまが　つんぬ　まいち

ゃう　かつん（母親の着物の裾をつか

む）。ぬそぅどぅー　かつまいーにゃー

ん（泥棒は捕まった）。

かてぃ [kati] 【動詞】［母音語幹］［C］

（おかずとご飯を）ちょっとずつ合わせ

て。 【例】まいゆ　っぞぅとぅ　かて

ぃー　ふぁい（ご飯に魚をおかずとし

て食べなさい）。おかっじゃ　はーさ

にゃーんば　かてぃがまひー　ふぁい

（おかずは多くはないので少しずつ節約

して食べなさい）。

かでぃ [kadi] 【動詞】［母音語幹］［C］

耕す、掘る。 【例】んーぬ　かでぃー

（芋を掘る）。はいゆ　かでぃー（畑を耕

す）。

かでぃ [kadi]【名詞】［B］風。【例】あ

がいかでぃ（東風）。いーかでぃ（西風）。

はいかでぃ（南風）。んすかでぃ（北風）。

かでぃふつ（台風）。ゆぶすかでぃ（つ

むじ風）。かでぃまーい（風向きが変わ

ること）。いーかでぃまーい（西風回り

［＞前線の通過で西風が北風に変わるこ

と］）。きーぬ　はなんどぅ　かじゃー

　ふつ（木の上の部分に風が吹く［＞

上位のものが苦情などを受ける］）。
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がでぃ

がでぃ [ɡadi] 【動詞】［母音語幹］［C］

（縄をなうなどのために）交差させる。

【例】みーつぬ　んﾟなう　がでぃー　う

ぶ　んﾟなう　なう（3 本の綱を交差さ

せて碇綱を綯う）。

かでぃうす [kadiusɨ] 【名詞】時化

（しけ）。 【例】きゅーや　かでぃうす

　やいば　いんな　うりらいん（今日

は時化だから漁には出られない）。［変

異］かでぃうつ。

かでぃうつ [kadiutsɨ] 【名詞】時化

（しけ）。 ［変異］かでぃうす。

かてぃぬ [katinu]【連体詞】より以上

の。 【例】ぶとぅー　がず　やいそぅ

が　とぅっじゃ　うりゃー　かてぃぬ

　がず（旦那はケチだが奥さんはそれ

以上のケチ）。

かでぃぬ　かいすふつ [kadinu
kaisɨfutsɨ]【成句】台風の目。 【例】か

でぃぬ　かいすふつんかい　はいーて

ぃがー　なうちゅんま　かじゃー　に

ゃーん（台風の目に入ったら全然風は

ない）。

かでぃふつ [kadifutsɨ]【名詞】台風。

【例】ちゅー　かでぃふつ（強い台風）。

んなまぬ　かでぃふっちゃ　みゃーく

んかいや　かすいや　とぅんま　ほぅ

ん（今度の台風は宮古にはかすりもし

ない）。

かでぃふつあみ [kadifutsɨami]【名

詞】台風の前兆の雨。

かでぃまーい [kadimaːi]【名詞】突

風。 【例】いーかでぃま－い（北から

の突風）。［類］かじゃまーい。

かてぃむぬ [katimunu]【名詞】おか

ず。

がでぃらく [ɡadiraku] 【名詞】（糸

等が）絡むこと、もつれること、（人に）

絡むこと。 【例】いとぅー　がでぃら

くんなりどぅ　なうちゅんま　はなは

いん（糸がからまって全然離れない）。

ばぬんかい　まーぬ　がでぃらく　あ

すな（あまり俺に絡むな）。

かどぅ [kadu] 【名詞】［B］角。 【例】

かまぬ　かどぅ（向こうの角）。

かどぅ　かどぅ [kadu kadu] 【名

詞】この角あの角、あちらこちら。【例】

みどぅんんみぬどぅ　かどぅ　かどぅ

ん　むぬー　ゆみゅーたい（女性達が

あちらこちらでお喋りしていた）。

がどぅい [ɡadui] 【動詞】［r/rr 語幹］

［A］奪い取る。 【例】ぬそぅどぅん　

がどぅらいーにゃーん（盗人に奪い取

られた）。かいが　でぃんぬ　がどぅり

（あいつの金を奪え）。［類］ばかい。

かな [kana]【名詞】［B］下ろし金、鉋。

【例】ほぅにゃう　かなひー　うらし

（大根を下ろし金でおろせ）。きーゆ　か

なひー　きっず（木を鉋で削る）。

かなーい [kanaːi] 1○【名詞】遠方。

【例】ぶらー　むいとぅ　かなーいん　

あい（保良はずっと遠方にある）。［変
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かない

異］かない。［類］ゆーかーま、かじゃ

ー。 2○【名詞】昔、ずっと以前。【例】か

なーいや　みどぅんまい　びきどぅん

まい　からっじゅぎゃー　ゆっゔぃど

ぅ　うたい（昔は女性も男性も髪を結

っていた）。かなーいんな　うまー　は

いどぅ　あたい（以前はそこは畑だっ

た）。［変異］かない。［類］ゆーかーま、

んきゃーん。

かない [kanai] 1○【名詞】［C］遠方。

［変異］かなーい。［類］ゆーかーま、か

じゃー。 2○【名詞】［C］昔、ずっと以前。

［変異］かなーい。［類］ゆーかーま、ん

きゃーん。

かない [kanai] 【形容詞】［A］仕事の

良くできる。 【例】かりゃー　いんか

ないびとぅ（彼は腕のいい漁師だ）。か

いがどぅ　かないかいば　かいんかい

　たぬみ（あの人の方が仕事の良くで

きるのであの人に頼みなさい）。

かない [kanai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

駄目な状態である。 ［変異］かにゃい。

かない [kanai] 【形容詞】［C］駄目な

状態である。 ［変異］かにゃり。

かない [kanai] 【名詞】［C］駄目な状

態である人。 ［変異］かにゃり。

かなう [kanau] 【動詞】［w 語幹］［C］

（仕事などを）頑張る。 【例】がんじ

ゅーや　ひー　ゆー　かないーゆーん

な？（元気でよく頑張っているか）。う

なが　たまうぎゃー　かないーどぅー

（自分なりに頑張っている）。うたきぬ

　うだいゆぎゃー　わいてぃー　かな

ーでぃ（御嶽の役割はしっかり果たそ

う）。

かなう [kanau] 【動詞】［w 語幹］［C］

叶う；気に入る。【例】うむいや　かな

う（思いは叶う）。かぬ　みどぅんな　

ばが　つむんな　かなーっだん（あの

女性は私の気持ちにはそわなかった）。

かなぎ [kanaɡi]【名詞】［C］これくら

いの（長い）長さ。 【例】ぶーずぬ　

ながさー　かなぎ　ありーどぅー（サ

トウキビの長さはこんなに長い）。

かなさ [kanasa] 【名詞】［C］〘人名〙

［男女ともに使う］。 【例】あぱらぎ　

かなさがま（可愛いカナサちゃん）。

かなす [kanasɨ] 1○【動詞】［s/h 語幹］［A］

好きだ、愛している、大切にしている。

【例】ばー　とぅっじゅぎゃー　かなは

ん（私は妻を愛していない）。ぶとぅー

　かなす（夫が好き）。 2○【形容詞】［A］

好き、愛おしい。【例】かなす　みどぅ

ん（愛おしい妻）。ばー　みどぅんぬぎ

ゃー　かなすかいば　ならん（私は妻

が愛おしくてならない）。

かなす [kanasɨ]【名詞】［C］〘人名〙［男

女ともに使う］；（神様につける）接尾

辞。 【例】てぃだがなす（太陽神）。か

んがなす（神様）。

かなすぎ [kanasɨɡi]【形容詞】親しそ

うな、愛おしそうな。 【例】うぬきゃ
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かなた

が　とぅずぶとぅー　いつまい　かな

すぎ（その夫婦はいつも仲がよさそう

だ）。

かなた [kanata] 1○【名詞】［A］遠く、

彼方。 【例】かまぬ　かなたんどぅ　

いみずまがまぬ　あい（ずっと遠方に

小さい島がある）。やまぬ　かなた（山

のかなた）。［類］かーま。 2○【形容詞】

［A］遠い。【例】かまぬどぅ　かなたか

い（あっちの方が遠い）。ぶらぬどぅ　

っさらんつきゃー　かなたかい（保良

の方が平良より遠い）。［類］かーま。

かなっさ [kanassa] 【名詞】かわいが

ること。 【例】とぅず　かなっさ　び

とぅ（奥さんを大切にする人）。

かなっさ　あす [kanassa asɨ] 【成

句】［不規則動詞］（人、生き物を）可愛

がる。 【例】まゆがまう　かなっさ　

あす（猫を可愛がる）。んまがうぎゃー

　なんみや　はってぃ　はってぃ　か

なっさ　あす（孫を大切に大切に愛す

る）。ばー　とぅっじゅぎゃー　かなっ

さ　ひーうたい（私は妻を愛していた）。

っふぁ　かなっさ　びとぅ（子煩悩）。

かなまい [kanamai]【名詞】頭；考え

る力。 【例】きーから　うてぃー　か

なまいや　ぴーきーにゃーん（木から

落ちて頭に穴があいた）。ずーじゅー　

かなまいや　うむくとぅー　にゃーん

（頑固な人は知恵がない）。ういが　かな

まいや　うぬしゅくだー（彼の考える

力はその程度しかない）。

かなまりゃ [kanamarja] 【名詞】間

違った考えの人；人をけなすときの呼

びかけ語、馬鹿野郎。 【例】ゆがかな

まりゃ（間違った考えの人）。くぬ　か

なまりゃ（この馬鹿やろう）。かりゃー

　ひとぅぬ　はなっそぅぎゃー　つか

ん　ゆががなまりゃ（彼は人の話に耳

を傾けない協調性にない人だ）。

かなみ [kanami]【名詞】［A］かなめ。

【例】あうずぬ　かなみ（扇のかなめ）。

かに [kani] 【名詞】［B］鉄、金属、強

いこと。 【例】かにふず（鉄の釘）。か

りゃー　ふっちゃ　かに　えいば　か

いんな　ばー　うゆばん（彼が口が強

いから彼には私には勝てない［＞あま

り強く主張するので言い返せない］）。

かに [kani] 【名詞】［B］鐘。 【例】か

にぬ　がーん　がーんてぃ　ない（鐘

がガーン　ガーンと鳴る）。

かに [kani] 【名詞】［C］〘人名〙カニ、

農業の神様。

かに [kani]【補助動詞】［母音語幹］（動

詞基本形について、その動作が困難で

あることを表す）～しかねる、～できか

ねる、～することが難しい。 【例】はっ

じゃ　ぶりー　あいつかにゅー（足を

骨折してなかなか歩けない）。ばたー　

んてぃー　んめ　ふぁうかにゅー（腹

がいっぱいでもう食べられない）。やら

びゃー　にゅーかにゅー（子供はなか

なか眠れない［＜眠りかねている］）。に

ゅーかに　ふがましゃ（中々寝つかな
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がに

いうるさいやつ［＜寝かねるうるさい

子］）。

がに [ɡani]【動詞】［母音語幹］［C］捻

じ曲げる。 【例】はりがにゅー　がに

ー（針金を捻じ曲げる）。

がに [ɡani]【動詞】［母音語幹］［C］（人

を）集める、（網を束ねて）引き上げる、

（足などを）引っ張る。 【例】いん　に

んじゅー　がにー（漁に行く人数をか

き集める）。あんな　がにー　っぞぅ　

とぅらでぃ（網を束ねて魚を取ろう［そ

ぅでぃあん（袖網）という網を使った

漁では網の両端を交差させて中に入っ

た魚を取る］）。あんかい　っぞぅー　

がにる（網に魚を束ねろ［＞網の両端

を交差させて中に魚を入れる］）。

かにふず [kanifuzɨ] 【名詞】釘。

かにゃい [kanjai] 【動詞】［r/rr 語幹］

［C］駄目な状態である。 【例】まさい

や　すかまー　ほぅだ　かにゃりーう

たい（マサイは仕事をしないで駄目だ）。

［変異］かない。

かにゃり [kanjari] 1○【形容詞】［C］駄

目な状態である。 【例】まさいや　す

かまー　ほぅん　かにゃりんまり（マ

サイは仕事をしないで駄目なやつだ）。

［変異］かない。 2○【名詞】［C］駄目な状

態である人。【例】まさいや　すかまー

　ほぅん　かにゃり　あたい（マサイ

は仕事をしないで駄目なやつだった）。

［変異］かない。

かにゅーんーた [kanjuːnːta] 【名

詞】山ブドウ。 【例】やまんきー　か

にゅーんーたう　とぅいが（山に行っ

て山ブドウを取りに（いく））。

かぬ [kanu]【指示詞】〘指示形容詞〙あ

の。

かぬいー [kanuiː] 【感動詞】〘フィラ

ー〙あのねー。

かぬきゃ [kanukja]【名詞】［C］あの

人たち。 【例】かぬきゃが　ふたーい

や　いつまい　ひとぅみ（あの二人は

いつも一緒だ）。かぬきゃが　まいんど

ぅ　んまむぬぬ　あい（あの人たちの

所にご馳走がある）。［類］かぬきゃた。

かぬきゃた [kanukjata]【名詞】あの

人たち。 ［類］かぬきゃ。

かぬちゃ [kanutɕa]【名詞】［C］向こ

う側。 【例】うままい　あらん、くま

まい　あらん、かぬちゃ（そこでもな

い、ここでもない、向こう側だ）。かぬ

ちゃうぎゃー　みーだ　くぬちゃう　

みーる（向こう側を見ないでこちら側

を見なさい）。やまぬ　かぬちゃ（山の

向こう側）。うまの　はいぬ　かぬちゃ

（そこの畑の向こう）。

かぬゆー [kanujuː] 【名詞】あの世。

【例】ぱーや　すにー　かぬゆーんかい

　はりーにゃーん（おばーさんは亡く

なってあの世に行った）。［類］かんぬ

ゆー、かまぬゆー。
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かぱ

かぱ [kapa] 【オノマトペ】急に、いき

なり、ビックリする時に発する言葉。

【例】かいん　かぱてぃー　うどぅるか

はいーにゃーん（彼に急に驚かされた）。

しーしーん　かぱてぃー　まーまー　

ふぁーはいーにゃーん（先生に急にげ

んこつを食らわされた）。

がば [ɡaba] 【形容詞】［C］（人や動物

が）年取った、（食べ物などが）古い。

【例】がばういびとぅ（年取った老人）。

がばかじゃ（加齢臭）。がばぬーま（老

馬）。くらー　がばかいば　ふぁーいん

（これは古いから食べられない）。

がばー [ɡabaː] 【形容詞】［C］大きい、

広い。 【例】ばー　ほぅいかいむぬ　

がばーかい　むぬー　とぅらっじゃー

　っゔぁー　いみかい　むぬー　とぅ

い（私は大きい方を取るからあなたは

小さい方を取れ）。がばー　っぞぅ（大

きい魚）。がばー　まっちゃ（大きい店）。

がばー　やー（大きい家）。ういがどぅ

　がばーかい（これが大きい）。くじゃ

ひつぬどぅ　んながーな　がばーかい

（客間が一番広いです）。

がばういびと [ɡabauibito] 【名詞】

老人。 【例】くすまがい　がばういび

とぅ（腰の曲がった年寄り）。

かばす [kabasɨ] 【形容詞】［A］香ばし

い；喜ばしい。 【例】ふにゅーや　か

ばす（ミカンは香ばしい）。かばす　か

じゃ（香ばしいかおり）。かばす　はな

す（喜ばしい話）。

かばすぐい [kabasɨɡui]【名詞】吉報。

かぱたまがい [kapatamaɡai]【名詞】

突然の出来事に驚くこと。 【例】おご

え　ばー　まずむぬー　みー　かぱた

まがいや　ひーにゃーん（ぎゃー、私

は幽霊を見てビックリしてしまった）。

がばみかす [ɡabamikasɨ]【動詞】［s/h

語幹］ゴツンと叩く、ドンドンと叩く。

【例】やどぅー　かばみかひー　った

つ（戸をドンドンと叩く）。［類］どんみ

かす。

かびー [kabiː]【名詞】［B］紙［複合語

では「かび」となることもある］。【例】

っそぅ　かびー（白い紙）。かびとぅい

（凧）。

かびーぎー [kabiːɡiː]【名詞】〘植〙楮

（こうぞ）［紙を作る材料になる木で。宮

古では紙はつくらないが、以前は内地

の業者が買い取りにきていた。いまで

はあまりみられない］。

かびとぅい [kabitui] 【名詞】凧。

【例】かびとぅいゆ　まーす（凧をあげ

る）。かびとぅいぬ　んﾟなう　たっゔ

ぃ（凧の紐を手繰れ）。

がびゃう [ɡabjau] 1○【形容詞】［B］病

弱だ。 【例】ういびとぅ　なりどぅ　

がびゃうふ　なりーうい（年取って病

弱になっている）。 2○【名詞】［B］病弱

なこと、病気がちの人。【例】かりゃー

　がびゃう　ひつにん（彼は病気がち
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かふ

で何もできない人だ）。がびゃう　びと

ぅ（病気がちの人）。がびゃうゆ　みー

　むぬー　くーむぬ（病気がちの人を

看病するのは疲れる）。

かふ [kafu] 【動詞】［k 語幹］［C］（汗

を）かく。 ［変異］かつ。

かふ [kafu] 【動詞】［k 語幹］［A］組み

立てる。 ［変異］かつ。

かふ [kafu]【動詞】［k 語幹］［C］書く。

［変異］かつ。

がふ [ɡafu] 【オノマトペ】ものともの

とがぴったり合うさまを表す。 【例】

がふてぃー　あいにゃーん（かっちり

合った）。あなんかい　がふてぃー　は

まりーにゃーん（穴にピッタリとはま

った）。

かふー [kafuː]【動詞】［f 語幹］［C］隠

れる。 ［類］かっふぃ。

かふー [kafuː] 【名詞】［B］屋敷内の

畑。 【例】かふーん　そぅーゆ　いび

ー（屋敷内の畑に野菜を植える）。かふ

ーん　なびゃーらぬ　なりゅー（家庭

菜園にヘチマがなっている）。

がぶがぶ [ɡabuɡabu] 【オノマトペ】

飲み物を飲むときの音、ゴクリゴクリ。

【例】さきゅーぎゃー　がぶがぶてぃ

ー　ぬみ（酒はガブガブと飲め）。

かま [kama] 【名詞】［C］（話し手、聞

き手から離れた場所を指す）あそこ、向

こう。 【例】かまう　みーる（あそこ

を見なさい）。かまんかい　はりーにゃ

ーん（向こうに行った）。かまんどぅ　

がっこーや　あい（あそこに学校はあ

る）。かまからどぅ　あみぬ　いりゅー、

やどぅー　っふぃ（あそこから雨が入

ってる。戸を閉めろ）。

がま [ɡama] 【名詞】［B］洞窟。 【例】

ほぅがま（大きな洞窟）。［類］あぶ。

がま [ɡama] 【接尾辞】小さいものや動

作、かわいく感じるものや動作に着く

指小辞。名詞、形容詞、動詞の連用形に

つくことができる。 【例】みどぅんが

ま（女の子）。ぱーがま（おばーちゃん）。

いみむぬがま（小さいもの）。やらびゃ

ー　ばらいがま　あす（子供がすこし

笑う）。

かまい [kamai]【動詞】［r/rr 語幹］［A］

（人が）嫌いになる、（動詞基本形につい

て、その動作をすることに）飽きる。

【例】ばー　かりゅーぎゃー　かまりー

どぅー（私は彼のことを嫌になった）。

ふぁうがまい（食べ飽きる）。わーや　

あてぃ　ふぁうや　ひー　みーがまい

まい　ひーどぅー（豚肉は食べ過ぎて、

見飽きもしている）。ばー　うるーぎゃ

ー　んぎゃがまい（私はそれにはうん

ざりしている）。むいがまい（嫌なほど

うんざりすること）。［類］がうい。

かまい [kamai] 【名詞】［C］賄賂、貢

ぎ物。 【例】かまいひー　すぐい（貢

ぎ物で偉くなる）。［類］わいる。
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かまかた

かまかた [kamakata] 【名詞】向こう

側、向こうの方。【例】かまかたうぎゃ

ー　みーだ　くまかたう　みーる（向

こうの方を見ないでこちらの方を見な

さい）。

がまく [ɡamaku] 【名詞】［C］お尻の

大きい骨のある部分。 【例】がまくぶ

に（お尻の両側の大きな骨）。

かまさー [kamasaː] 【名詞】〘魚〙カ

マス。 【例】あうきゃー　かまさーと

ぅどぅ　ひとぅみ　うい（アウキャは

カマスと一緒にいる）。［類］かます。

かます [kamasɨ] 【名詞】［C］〘魚〙カ

マス。 ［類］かまさー。

かます [kamasɨ]【名詞】［C］麻であん

だ袋。 ［類］かますぐー。

かますぐー [kamasɨɡuː]【名詞】麻で

あんだ袋。 【例】かますぐーんかい　

ぶーずぬ　さにゅー　いりー（カマス

にサトウキビの苗を入れる）。［類］か

ます。

がまた [ɡamata]【接尾辞】動詞基本形

について、すでに決まっている未来の

事態を表す、はずだ；（あるべき）未来

の行為を表す、べきだ。【例】うまんど

ぅ　やーに　がっこーゆ　ちゅっふが

また（ここに来年学校を作る（ことにな

っている））。いつどぅ　やまとぅんかい

　はいがまたが（いつ本土にかえるん

だ）。うぬ　あつないゆ　あすてぃがー

　まーんてぃ　まうきがまた（この商

売をしたらかならず儲かるはずだ）。く

ぬ　すかまー　いつがみ　あすがまた

が（この仕事はいつまでやるんですか）。

てれびゃー　くまんどぅ　うっつがま

た（テレビはここに置くべきだ）。しー

とぅんみゃー　べんきょー　あすがま

た（生徒たちは勉強すべきだ）。

かまつ [kamatsɨ]【名詞】［B］顎（のえ

らの部分）からほほにかけての部位。

【例】かいが　かまっちゅ　だみる（彼

の顎を殴れ）。はーや　やみどぅ　かま

っちゃ　ふくりゅー（歯痛で頬が腫れ

ている）。

かまどぅ [kamadu] 【名詞】［B］竈

（かまど）。 【例】かまどぅんかい　な

びゅー　うっつ（カマドに鍋を置く）。

［類］うかま。

かまぬゆー [kamanujuː] 【名詞】死

後の世界。【例】ぱーや　かまぬゆーん

かい　はりーにゃーん（おばあさんは

向こうの世界に逝ってしまった）。［類］

かぬゆー、かんぬゆー。

かまばく [kamabaku]【名詞】カマボ

コ。

かまらす [kamarasɨ] 【形容詞】悲し

い。 【例】ばー　かまらすかいば　つ

むー　やすまらん（私は悲しくて心は

休まらない）。あいぬ　くー　かまらす

　ゆーゆぎゃー　ふぁーん（こんなに

苦しくて悲しい世は生きたくない）。
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かまんた

かまんた [kamanta] 【名詞】〘魚〙エ

イ。 【例】かまんたー　とぅいぬ　ん

まりゃーひどぅ　うーず（エイは鳥の

ように泳ぐ）。［類］いー。

かみ [kami]【動詞】［母音語幹］［C］荷

を頭に乗せる；祈る。 【例】たむぬー

　かみー（薪を頭にのせる）。てぃーゆ

　かみー（両手を開いたまま頭の高さ

まで上げて祈願する）。

かみ [kami] 【名詞】［C］瓶（かめ）。

【例】んそぅがみ（味噌瓶）。みずがみ

（水瓶）。いっとがみ（一斗瓶）。

がみ [ɡami] 【格助詞】（目的地）まで；

（ある時間）まで　［「がみ」と「たーひ

ー」は重ねて使うことができる。～がみ

たーひー、～たーひーがみ］。 【例】ぶ

らがみまい　いきったい（保良まで行

ってきた）。さんじがみ　うまん　まち

（三時までここで待て）。［類］たーひー。

かみぬ　くー [kaminu kuː] 【成句】

亀の甲。 【例】かみぬ　くーんつきゃ

ー　とぅすぬ　くー（亀の甲より年の

功）。

かむー [kamuː] 【動詞】［w 語幹］［C］

出向いてくる、訪問してくる、訪ねてく

る。 【例】うりゃー　うとぅじゃうぎ

ゃー　かむーん（彼は親戚を見向きも

しない）。かりゃー　くまんかいや　か

むいや　くーん（あいつはここには訪

ねて来ない）。［類］かむい。

かむー [kamuː] 【動詞】［w 語幹］［C］

（人に）かまう、かかわる；必要だ、要

る。 【例】やらびんかいや　かむーな

（（その）子にかまうな）。いすがすかいば

　っゔぁんかいや　かむーいん（忙し

いのでお前にはかまっていられない）。

ばー　うりゅーぎゃー　かむーん（私

は、それは必要ない）。いつとぅー　か

むーん（行く必要ない）。［類］かむい。

かむい [kamui] 【名詞】［C］鴨居（か

もい）。

かむい [kamui]【動詞】［母音語幹］［C］

（人に）かまう、かかわる；必要だ、要

る。 ［類］かむー。

かむい [kamui]【動詞】［母音語幹］［C］

出向いてくる、訪問してくる、訪ねてく

る。 【例】うりゃー　うとぅじゃうぎ

ゃー　かむいん（彼は親戚を見向きも

しない）。［類］かむー。

かや [kaja]【名詞】［B］〘植〙茅。【例】

かややー（茅葺の家［実際にはすすき

で作られていた］）。

かや [kaja] 【名詞】［B］若い時の過労

等が原因で年取ってから起きる神経痛。

【例】ういびとぅ　ないてぃがー　か

やぬどぅ　うんそぅく　やん（年を取

ると神経痛が余りにも痛む）。

かや [kaja] 【感動詞】〘間投詞〙期待

と違ったときに発する間投詞、あれ。

【例】かや、　っゔぁが　とぅみゅー　

むぬー　かまん　あいさ（あれ、あな
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がやーす

たが探しているのは向こうにあるだろ

う）。［類］かやはい。

がやーす [ɡajaːsɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

（馬などに載せるために）一対の束ねた

草等を交差させる。 【例】っさー　が

やーひー　ぬーまんかい　ぬーす（草

を交差させて馬にのせる）。

かやはい [kajahai] 【感動詞】〘間投

詞〙期待と違ったときに発する間投詞、

あれ。 【例】かやはい、　っゔぁが　

とぅみゅー　むぬー　かまん　あいさ

（あれ、あなたが探しているのは向こう

にあるだろう）。［類］かや。

かやばた [kajabata] 【名詞】〘昆〙蜂

の一種、チビアシナガバチ。

かややー [kajajaː] 【名詞】茅葺の家。

【例】かややーや　かでぃふつんな　

っちゅい　やすむぬ（茅葺の家は台風

には壊れやすい）。かややーゆぎゃー　

ぎすつひどぅ　ちゅっふ（茅葺家はス

スキで作る）。

がやんちゅ [ɡajantɕu] 【名詞】雲雀

（ヒバリ）。 【例】がやんちゅがまー　

ちゅんちゅんてぃー　なつ（雲雀はち

ゅんちゅんと鳴く）。［類］ちゅんちゅ

ん、ちゅんくら。

かゆー [kajuː]【動詞】［w 語幹］［A］通

う。 【例】みどぅんぬ　まいんかい　

かゆー（妻のところに通う）。

から [kara] 1○【名詞】［B］（貝の）殻。

【例】にぐーぬ　から（シャコガイの

殻）。 2○【名詞】［B］（穀物の）殻。【例】

まいがら（籾を脱穀したときの殻）。

から [kara]【名詞】［B］茎、幹。 【例】

ぶーずがら（サトウキビの茎）。きーが

ら（木の幹）。

から [kara]【形容詞】［B］辛い。【例】く

ーそぅー　からむぬ（唐辛子は辛い）。

から [kara] 【助詞】〘格助詞〙（名詞に

ついて）出発地点をあらわす、「から」；

（名詞や動詞連用形に付いて）動作の始

まりの時点をあらわす、「から」；始点、

経由、手段をあらわす、「で」。 【例】

くまから　いんぬ　そぅくたーひー　

いだきばかーい　あり（ここから海底

までどれくらいの深さがありますか）。

っざから　つきゃー　はなす（父親か

ら聞いた話）。あちゃからー　あみちゃ

（明日からは雨だって）。つむー　やす

まひーから　ばが　はなっそぅ　つき

（心を落ち着けてから、私の話を聞きな

さい）。うぬ　にゅーっさ　てれびから

　みーたい（そのニュースはテレビで

見た）。

がら [ɡara] 【名詞】［C］柄。 【例】が

らずん（柄のある着物）。

がら [ɡara] 【助詞】〘接続助詞〙動詞に

基本形について疑念を表す節を作る、～

か（もしれない）、～のか。 【例】あい

ぬがらまい　っさいん（そうかも知れ

ない）。うぬ　ほぅんな　ゆみゃーむが

らまい　っさいん（その本は読んだこ
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がら

とがあるかもしれない）。あみぬ　っふ

ゅーたんががら　ずーや　すとぅりー

どぅー（雨が降ったのか地面がぬれて

いた）。［類］ががら。

がら [ɡara] 【接尾辞】疑問詞について

不定名詞を作る。 【例】なうがら　ふ

ぁうむぬー　むちーくー（なにか食べ

物をもってこい）。うまんな　たるがら

ぬ　うるーたんが　おーかん（ここに

は誰かいたらしい）。いじゃがらん　あ

いはずやいそぅが　いじゃがら　っさ

いん（どこかにあるはずだが、どこかわ

からない）。いつがら　かまんかい　い

つたい（いつかあそこに行った（はず

だ）［「いつたいはず」と言ってもよいが

「はず」はなくてもよい］）。［類］ががら。

がら [ɡara]【オノマトペ】簡単に、あっ

さり。 【例】やきゅーや　すぐ　がら

てぃー　まきーにゃーん（野球はすぐ

に簡単に負けた）。まかいや　がらてぃ

ー　ばりー　はりーにゃーん（お椀は

簡単に割れてしまった）。ぬそぅどぅー

　がらてぃー　ひんぎー　はりーにゃ

ーん（泥棒はするりと逃げて行った）。

からー [karaː]【助詞】形容詞接辞「か

い」の提題形、名詞について「として

は」、「のなかでは」の意味を表す；形容

詞語幹について「～からといって」の意

味を表す。 ［変異］かりゃー。［類］や

りゃー。

からい [karai]【名詞】［A］髪。 【例】

からいゆ　ゆー（髪を結上げる）。［類］

からず。

からいばい [karaibai] 【名詞】空威

張り。 【例】まーぬ　からいばい　あ

すな（余り空威張りするな）。

からがい [karaɡai] 1○【動詞】［母音語

幹］世話をする、子守りをする；（畑な

どを）手入れする。【例】ばー　いつま

い　ういびとぅー　からがいゆー（私

はいつも年寄りを世話している）。ばが

　はいんかい　いきゅーきゃ　っゔぁ

ー　やらびゅー　からがいる（私が畑

に行っている間、子供の面倒を見ろ）。

［類］からがう。2○【動詞】［母音語幹］修

繕する。【例】きゅーまい　やっゔぃ　

くるまう　からがい（今日も壊れた車

を直す）。［類］からがう。

からがい [karaɡai]【名詞】（人の）世

話；（畑などの）手入れ；（お金などの）

管理。【例】ういびとぅ　からがいや　

やぐみぐとぅ（年寄りの世話は大変な

ことだ）。ばー　ういびとぅ　ふたーい

ぬ　からがいゆどぅ　ひーゆー（私は

年寄り二人の面倒を見ている）。はいぬ

　ぶーずぬ　からがい（畑のサトウキ

ビの手入れ）。でぃんぬ　からがいゆぎ

ゃー　みどぅんぬどぅ　ひーゆー（お

金を管理を奥さんがしている）。

がらかいー [ɡarakaiː] 【動詞】［r/rr

語幹］ごろりと倒れる。 【例】みっふ

ぁまーいや　ひどぅ　がらかいらっじ

ゃうたい（立ち眩みして急に倒れそう

になった）。［類］ぶらかいー。
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からがう

からがう [karaɡau] 1○【動詞】［w 語

幹］世話をする、子守りをする；（畑な

どを）手入れする。 【例】ういびとぅ

ー　からがう（老人の世話をする）。ば

ぬんな　はいぬ　やそぅるー　からが

ーいん（私は畑の一反は世話できない）。

［類］からがい。 2○【動詞】［w 語幹］修

繕する。【例】うぬ　やぶりやどぅー　

からがいみーる（この壊れた戸を修理

してくれ）。［類］からがい。

がらがらてぃー [ɡaraɡaratiː] 【オ

ノマトペ】（戸を）ガラガラと開けるさ

ま。 【例】やどぅぬ　がらがらてぃー

　ない（戸ががらがらと鳴る）。［類］が

らてぃ。

からぎ [karaɡi]【動詞】［母音語幹］［C］

絡げる。 【例】つんぬ　からぎー　ま

ーい（着物を絡げて行く）。

からぐぴん [karaɡupin] 【名詞】空

瓶。 【例】うらー　さきゃー　はいり

や　うらん　からぐぴん（それは酒の

入っていない空瓶だ）。

がらさ [ɡarasa]【名詞】［C］カラス。

【例】はいぬ　がらさ（畑のカラス）。

がらさない [ɡarasanai]【名詞】足の

指の痙攣。【例】がらさないや　ひどぅ

　はずぬ　うゆびぬ　まがりゅー（痙

攣して足の指が曲がっている）。　

がらさばう [ɡarasabau] 【名詞】〘生

物〙ヒメヘビ（小型のヘビ）。

からす [karasɨ]【動詞】［s/h 語幹］［A］

貸す。 【例】でぃんぬ　からす（金を

貸す）。

からず [karazɨ]【名詞】［B］髪。【例】

かなーいや　みどぅんまい　びきどぅ

んまい　からっじゅぎゃー　ゆっゔぃ

どぅ　うたい（昔は女性も男性も髪を

結っていた）。［類］からい。

からずー [karazɨː] 【名詞】地べた。

【例】からずーん　うやたー　びー（地

べたにおじいさんたちは座る）。

からた [karata]【名詞】［B］体、体格。

【例】やぐみからた（立派な体格）。

がらてぃー [ɡaratiː] 【オノマトペ】

（建物が）ガラガラと倒れるさま；（人

が）くずれるように倒れるさま；戸が

開く音。【例】がらてぃー　たうりー　

はりーにゃーん。［類］がらがらてぃー。

からぱい [karapai]【名詞】灰。【例】

からぱい　まゆがま（灰だらけの子猫）。

うかまぬ　からぱい（釜の灰）。

からはず [karahazɨ] 【名詞】裸足。

［変異］からぱず。

からぱず [karapazɨ] 【名詞】裸足。

【例】んきゃーんな　くつまい　にゃー

んば　からぱずひー　あいきー　うた

い（昔は靴もないので裸足で歩いてい

た）。［変異］からはず。

からまつ [karamatsɨ]【動詞】［k 語幹］

絡巻く、巻きつける。［変異］からまふ。
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からまふ

からまふ [karamafu]【動詞】［k 語幹］

絡巻く、巻きつける。 【例】んﾟなう　

からまき（綱を巻きつけろ）。［変異］か

らまつ。

がらみつ [ɡaramitsɨ]【動詞】［k 語幹］

がらがらと音を立てる；内部に何もな

く空いている。 【例】がらみきー　み

ずぬ　ながりゅー（ガラガラと音を立

てて水が流れている）。まーぬ　がらみ

つな（余り音を立てるな）。うまぬ　や

ーや　がらみきー　たるまい　みーん

（ここの家は空っぽで誰もいない）。［変

異］がらみふ。

からゆか [karajuka] 【名詞】（何も引

いていない）床。 【例】なつん　から

ゆかん　にゅーてぃがー　すみゃーす

むぬ（夏になにも引いてない床に眠っ

たら心地良い）。

かり [kari] 【動詞】［母音語幹］［A］嗄

（か）れる。 【例】あてぃ　むぬいやひ

ー　くいまい　かりーにゃーん（余り

にも喋り過ぎて声も嗄れてしまった）。

かりー [kariː] 【形容詞】［C］大事な、

嘉例の。 【例】かりーな　むぬ（大切

なもの）。

かりうし [kariuɕi] 【名詞】航海安全、

安全。［変異］かりうす、かりうす、か

りゆし、かりゆす。

かりうす [kariusɨ] 【名詞】航海安全、

安全。【例】かりうっさひー　いき（安

全で行け）。［変異］かりうし、かりゅー

し、かりゆし、かりゆす。

かりゃー [karjaː] 【助詞】形容詞接辞

「かい」の提題形、名詞について「とし

ては」、「のなかでは」の意味を表す；形

容詞語幹について「～からといって」の

意味を表す。 【例】みどぅんかりゃー

　たかびとぅ（女の人の中では背が高

い）。たかかりゃー　じゃうかいてぃぬ

　くとぅー　にゃーん（値段が高いか

らといって（品物が）良いとは言えな

い）。［変異］からー。［類］やりゃー。

かりゅーし [karjuːɕi]【名詞】航海安

全、安全。 ［変異］かりうし、かりう

す、かりゆし、かりゆす。

かりゆし [karijuɕi]【名詞】航海安全、

安全。 【例】かりゆしぬ　たびゅー　

ひーくー（航海安全の旅をしてきなさ

い［＞道中お気をつけて］）。かりゆしぬ

　たびゅー　ひーったい（無事に帰っ

てきた）。［変異］かりうし、かりうす、

かりゅーす、かりゆす。

かりゆす [karijusɨ]【名詞】航海安全、

安全。 【例】うつなーんかい　かりゆ

っさひー　いき（沖縄に航海安全で行

きなさい）。［変異］かりうし、かりう

す、かりゅーす、かりゆし。

がる [ɡaru]【形容詞】［A］軽い。【例】

うぬきゃが　ふたーつからー　ういが

どぅ　がるかい（この２つではこっち

の方が軽い）。
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がるいす

がるいす [ɡaruisɨ]【名詞】軽石。【例】

がるいすぬ　ゆりっちゅー（軽石が流

れてきている）。

かん [kan]【動詞】［m 語幹］［A］嗅ぐ。

【例】かじゃう　かん（臭いを嗅ぐ）。

かん [kan]【動詞】［m 語幹］［C］噛む。

【例】あーゆ　かみー　んっちゅ　た

い（粟を噛んで神酒を作る）。むぬーぎ

ゃー　かみー　ふぁい（飯は噛んで食

べなさい）。

かん [kan]【名詞】［B］カニ。【例】す

でぃ　がん（脱皮したばかりの蟹（か

に））。ばたらがん（食用の中型の蟹（か

に））。んﾟぬがん（食用の渡り蟹（か

に））。っさかん（食用の小型の蟹（か

に））。いびがんぬ　んまさあいむぬー

　にゃーん（伊勢海老ほど美味しいも

のはない）。

かん [kan] 【名詞】［C］理解力。 【例】

かんな　にゃーんんまり（理解力が悪

い奴）。からー　すーがくぬ　かんな　

にゃーん（あいつは数学の理解力がな

い）。

かん [kan] 【名詞】［B］神。 【例】か

んかい　てぃーゆ　かみー（神に祈る）。

［類］かんがなす。

かんがい [kaŋɡai] 1○【動詞】［母音語

幹］考える。 【例】まさぎん　かんが

いる（ちゃんと考えよ）。 2○【名詞】考

え。【例】まさぐぬ　かんがいゆ　むち

（正しい考えを持て）。ゆがかんがいゆぎ

ゃーむちゃん（間違った考えをもたな

い［＞持つな」）。

かんがなす [kaŋɡanasɨ] 【名詞】神

様。 【例】かんがなすんかいや　てぃ

ーゆ　かみだかー　ならん（神様には

手を合わせないといけない［両手を開

いて上に向け、頭の上まで上げる］）。

かんぎ [kaŋɡi]【名詞】［B］とさか、た

てがみ。 【例】とぅいぬ　かんぎ（鶏

のとさか）。ぬーまぬ　かんぎ（馬のた

てがみ）。

かんきり [kaŋkiri]【名詞】〘遊〙缶蹴

り。

がんく [ɡaŋku]【形容詞】［B］頑固だ、

頑固な。 【例】むぬいゆぎゃー　つか

ん　がんくんまり（（人の）言うことを

聞かない頑固な奴）。

かんじゃーやー [kanʑaːjaː]【名詞】

鍛冶屋。 ［類］かっじゃ。

がんじゅー [ɡanʑuː]【形容詞】健康。

【例】がんじゅーさー　いつばん、つむ

かぎさまい　いつばん、うむくとぅまい

　いつばん（健康は一番、心情も一番、

知恵も一番［西原老人会の標語］）。がん

じゅーや　ひー　ゆー　かないーゆー

んな（元気でよく頑張っているか）。

かんすとぅばかーい [kansɨ-
tubakaːi] 【成句】（人が）神となって

人でなくなる、死ぬ。［＜「かん　ひと

ぅ　ばきゃーい（神と人が別れる）」　

昔ユタが唱えるときに使った］。
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かんだか

かんだか [kandaka]【形容詞】霊力が

高い、霊力が強い。 【例】かんだか　

みどぅん（霊力の強い女性）。

かんだっちゃる [kandattɕaru] 1○

【連体詞】こんな。 【例】かんだっちゃ

る　むぬ（こんなもの）。 2○【連体詞】

〘歌語〙このような（素晴らしい）。【例】

きゅーぬ　ゆーいや　かんだっちゃる

　むぬ、　くまぬ　くがにが　ゆーい

だらよー（今日の祝いは素晴らしいも

のだ、ここの子供のお祝いだよ［［歌語］

「きゅーぬほぅからしゃ」というお祝い

の歌の一部に囃子として付け加える］）。

かんだな [kandana] 【名詞】神棚。

かんつ　ぱだ [kantsɨ pada] 【名詞】

ユークイのときに着る白い着物［これ

を着ることで神になるとされ、死ぬと

きに一緒に持って行く］。

がんな [ɡanna]【名詞】［C］〘植〙メイ

シバ。

かんな　にゃーん　つつ
[kanna njaːn tsɨtsɨ]【成句】 7 月の別称、

不浄の月［御嶽では一年を春（びーず

ん）、神不在の 7 月（かんな　にゃーん

　つつ）、秋（っさんし）の 3 つに分け

る］。

かんない [kannai]【名詞】雷。 【例】

いなびかいぬ　あとぅんどぅ　かんな

いや　ない（稲光の後に雷は鳴る）。

がんない [ɡannai] 【動詞】［r/rr 語幹］

（子供などが）駄々を捏ねる。【例】んま

んかい　すがりんきー　がんない（母

親にすがりついて駄々をこねる）。や

らびゃー　んまぬ　あらんかい　いで

ぃでぃー　あすてぃがー　いつまい　

がんない（子供は母親が外出しようと

したら、いつも駄々をこねる）。うぬ　

やらびぬ　がんなりー　からー　たる

が　むぬいゆまい　つかん（この子が

駄々をこねたら誰の言うことも聞かな

い）。

かんないあみ [kannaiami] 【名詞】

雷雨。

かんにがい [kanniɡai] 【名詞】〘祭

礼〙祈願、神への祈願。 【例】かんに

がい　あーぐ（祈願する時の歌［御嶽で

は歌を歌うことも祈願の一つである］）。

［類］にがい。

かんぬゆー [kannujuː] 【名詞】あの

世。 ［類］かまぬゆー、かぬゆー。

かんぱな [kampana] 【名詞】神様の

一番上（になること）。 【例】かんぱな

　とぅゆまさ（ここの神様をもっと地

位をあげよう［ウタキで歌う神歌の歌

詞の一部：現代語なら「とぅゆまはで

ぃ」］）。

かんびゅーい [kambjuːi]【名詞】〘祭

礼〙神事の名前、仲間御嶽で行われる

収穫感謝祭で神酒が振舞われる、「ほぅ

びゅーい」と同じ。 ［類］ほぅっびゅ

ーい。
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かんびょー

かんびょー [kambjoː] 【名詞】看病。

【例】ういびとぅぬ　かんびょー　あ

す（年寄りの看病をする）。

かんぴょー [kampjoː] 【名詞】干瓢。

【例】かんぴょーじゅー（（おかずとし

ての）干瓢）。

かんふ [kanfu]【名詞】［B］岩。 【例】

あみぬ　ふーてぃがー　かんふんどぅ

　あみがっふぃ　あす（雨が降ったら

岩（の穴）で雨宿りをする）。

かんぶり [kamburi]【名詞】神のこと

で病むこと。 【例】かんぶり　びとぅ

ー　まうゆ　あきばどぅ　なうい（神

のことで病んでいる人は自分自身の守

護神を持てば治る）。

がんま [ɡamma]【オノマトペ】ゴツン。

【例】まーまう　がんまてぃー　ふぁ

ーす（げんこつでゴツンとくらわす）。

がんみつ [ɡammitsɨ]【動詞】［k 語幹］

大声を出して騒ぐ；（頭が痛くて）ガン

ガンする様子。 【例】まーぬ　がんみ

つな（あまり大声出して騒ぐな）。やど

ぅー　がんみかひー　ったつ（戸をド

ンドンと叩く）。かなまいぬどぅ　がん

みきー　やみゅー（頭がガンガン痛む）。

［変異］がんみふ。

かんる [kanru] 【名詞】［C］寒露（サ

シバの飛んでくる季節、10 月ごろ）。
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き

き [ki] 【助数詞】斤（重さの単位、600

ｇ）、１０より下は「きん」であらわす。

【例】ずき（10 斤）。にずき（20 斤）。

さずき（30 斤）。しずき（40 斤）。ぐず

き（50 斤）。ろくずき（60 斤）。ななず

き（70 斤）。はちずき（80 斤）。くずき

（90 斤）。ひゃっき（100 斤）。しぇんぎ

（1000 斤）。

ぎ [ɡi] 【接尾辞】形容詞の語幹につい

て、そういう様子を持つという意味を

表す、～そうだ、～そうな；動詞基本形

について、そうなりそうだという意味

を表す、～そうだ、そうな。 【例】がば

ーぎ（大きそうな）。ずみぎ（立派そう

な）。かぬ　みどぅんな　んなま　なつ

ぎかい（あの女はいまにも泣きそうだ）。

やらびゃー　んめ　あいつぎふだ（こ

どもはもう歩きそうだ）。あみぬ　んな

ま　ふーぎむぬ（雨がいまにも降りそ

うだ）。

きー [kiː]【名詞】［B］木。【例】ふにゅ

ーぎーや　ゆだー　たかりーどぅ（（そ

の）ミカンの木は枝が繁茂している）。

きーから　うりー（木から下りる）。き

ーんかい　ぬーい（木に登る）。

きー [kiː]【動詞】［r/rr 語幹］［C］切る；

（使ったり、売れたりして）切れる、なく

なる。【例】きーゆ　きー（木を切る）。

っざらひー　うゆびゃー　きりどぅ　

あかっちゃ　いだひーにゃーん（鎌で

指を切って血を出してしまった）。たば

くー　きりーにゃーんば　まっちゃん

きー　かいくー（タバコが切れたので

お店に行って買ってこい）。

きー [kiː]【動詞】［r/rr 語幹］［C］蹴る。

【例】はずひー　ぼーるー　きり（足

で蹴れ）。っさうきー（躓く［＜足を蹴

る］）。

きー [kiː]【名詞】［B］毛。 【例】まゆ

ぬ　きー（猫の毛）。っふぎ（陰毛）。ば

っだぎ（脇毛）。

ぎー [ɡiː] 【名詞】［C］びり、最下位。

【例】うんどーかいぬ　はーさにゃーん

な　いつまい　ぎー（運動会のかけっ

こにはいつも最下位だ）。

きーがら [kiːɡara] 【名詞】毛深いこ

と。 【例】きーがらびと（毛深い人）。

きーつきひだ [kiːtsɨkihida] 【名詞】

海辺で木を浸けて置いておくところ。
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きーどぅるん

【例】んきゃーんな　きーつきひだん　

きーや　つきーからどぅ　やーゆぎゃ

ー　ふきゅーたい（昔は木浸けひだに

木を浸けてから家の家を建てた）。

きーどぅるん [kiːdurun]【名詞】鳥

肌。 【例】うとぅるすかいば　きーど

ぅるんまい　ひーどぅー（怖いので鳥

肌も立っている）。

きーぬそぅら [kiːnusura]【名詞】木

の天辺。 【例】かじゃー　きーぬ　そ

ぅらんどぅ　ふつ（風は木の天辺に吹

く［> リーダーに庶民は文句を言う］）。

きーぬない [kiːnunai] 【名詞】果実、

木の実。

きーぬにー [kiːnuniː]【名詞】木の根、

木の根元。 ［類］きーぬ　ほぅむと。

きーぬみー [kiːnumiː] 【名詞】木々

の中。

きーぬみん [kiːnumin]【名詞】茸（き

のこ）。

きーはず [kiːhazɨ]【名詞】〘遊〙竹馬。

【例】ふゆん　ないてぃがー　やらび

んみゃー　きーぱずん　ぬーりー　あ

そぅびー　うたい（冬になると子供達

は竹馬に乗って遊んでいた）。［変異］き

ーぱず。

きーぱず [kiːpazɨ]【名詞】〘遊〙竹馬。

［変異］きーはず。

きーふか [kiːfuka] 【形容詞】毛深い。

【例】きーふかびとぅ（毛深い人）。［類］

きーがら。

きーむす [kiːmusɨ] 【名詞】毛虫。

ききゃーす [kikjaːsɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］かき回す、掻き乱す。 【例】うま

ぬ　みっじゅ　ききゃーし（ここの水

をかき回しなさい）。うむくとぅ　にゃ

ーん　ほぅりむぬぬ　うぐなーいんか

い　はいりってぃ　うまぬ　うぐなー

いや　ききゃーはいにゃーん（思慮分

別のない馬鹿者が集会に入ってきてそ

この集会は掻き乱された）。［変異］き

ぎゃーす。

きぎゃーす [kiɡjaːsɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］かき回す、掻き乱す。 ［変異］き

きゃーす。

ききゃーらす [kikjaːrasɨ]【動詞】［s/h

語幹］かき回す、掻き乱す。 【例】う

まぬ　みっじゅ　ききゃーらし（ここ

の水をかき回しなさい）。［類］ききゃ

ーす。

きさ [kisa] 【名詞】［C］先ほど、すで

に、さっき、とうに。 【例】ばー　あ

しゃー　きさ　ふぁいにゃーん（私は

朝ご飯はもう食べた）。きさ　やらびゃ

ー　がっこうんかい　はりーにゃーん

（さっき子供は学校に行った）。［類］き

さから。

きさから [kisakara] 【副詞】先ほど、

すでに、さっき、とうに［副詞としても
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きさから

使われる］。【例】むぬー　きさから　

ふぁいーにゃん（飯はとっくに食った）。

［類］きさ。

きざん [kizan] 【動詞】［m 語幹］［C］

刻む。 ［変異］きじゃん。

ぎしぐや [ɡiɕiɡuja] 【名詞】〘貝〙紫

貝（ムラサキガイ）。 【例】っしんﾟん

な　ひー　ぎしぐやまい　とぅいった

い（潮干狩りで紫貝も取って来た）。

きじゃ [kiʑa]【名詞】［C］精霊、神様；

〘人名〙男性の名前の一つ。 【例】さき

ぬ　はなー　きじゃが　たま（酒（容

器、ビン）の上部は精霊の分）。［類］き

じゃら。

きじゃい [kiʑai] 【名詞】［B］〘祭礼〙

祭事日、精霊の日。 【例】きじゃいん

な　むとぅやーんきー　そぅーかう　

あす（祭事には本家に行って焼香する）。

きじゃいんな　うたきん　うぐなーい

（祭日には御嶽で集まる）。きじゃいんな

　んまむぬぬどぅ　いでぃー（祭事に

は美味しいものがでる）。

きじゃら [kiʑara] 【名詞】［C］精霊、

神様；〘人名〙男性の名前の一つ。【例】

かっじゃぬ　きじゃら（鍛冶屋のキジ

ャラ）。［類］きじゃ。

きじゃん [kiʑan]【動詞】［m 語幹］［C］

刻む。 【例】きじゃんたばく（刻みタ

バコ）。［変異］きざん。

きじゅる [kiʑuru]【名詞】［C］魚など

の獲物が集まるところ。 【例】きじゅ

るん　あんぬ　はい（魚の集まるとこ

ろに網を張る）。じょー　かまぬ　きじ

ゅるんきー　たくー　とぅらでぃ（さ

あ　向こうの獲物の多くとれる所に行

ってタコをとろう）。

きす [kisɨ] 【名詞】［B］海岸の岩陰。

【例】かんないぬ　なりゅーば　きすぬ

　すたん　かっふぁでぃ（雷がなって

いるので岩陰に隠れよう）。

ぎず [ɡizɨ] 【名詞】［C］管理すること、

言い聞かすこと。 【例】やらびゅー　

ぎずあす（子供に言うことを聞かせる

［＜子供を言い聞かせる］）。ぎっじゃ　

ひらいん　ぎずぎゃうな　やらび（手

に負えない腕白坊主）。

ぎずぎゃうな [ɡizɨɡjauna] 1○【名詞】

やんちゃ、やんちゃな人。 【例】ぎず

ぎゃうなーひー　そぅじゃん　みんた

っゔぁー　ったかいたい（やんちゃし

て　兄にびんたを張られた）。［類］ふ

しびゃ。 2○【連体詞】言うことを聞かな

い。【例】ぎずぎゃうな　ならっしゃう

　やらび（言うことを聞かないどうし

ようもない子供）。

ぎすぐや [ɡisɨɡuja] 【名詞】〘貝〙ア

コヤガイ、真珠貝とも言う。

ぎすつ [ɡisɨtsɨ]【名詞】［C］〘植〙スス

キ。 【例】かややーぬ　くびゃー　ぎ

すつぬ　すずひどぅ　ちゅっふぁいゆ

ー（茅葺家の外壁はススキの茎で作ら

れている）。ぎすつだむぬ（枯れたスス

キの薪）。
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きた

きた [kita]【名詞】［B］家の桁、柱と柱

を繋いだ横材。 【例】うやきゃー　き

た　とぅどぅみ（裕福は桁に留め置く）。

やーぬ　きた（家の桁）。

きたあん [kitaan] 【名詞】〘道具〙袖

網［漁網の両わきに、さらに補助的に取

り付ける網］。 ［類］そぅでぃあん。

きたてぃ [kitati] 1○【副詞】とても、特

別に。 【例】きたてぃ　ゆながい（と

ても長い間）。きたてぃ　はーさ（とて

もたくさん）。きたてぃ　うむくとぅあ

い　ひとぅ（非常に頭の良い人）。きた

てぃ　あぱらぎ　みどぅん（際立った

美人）。つんだらさ、かりゃー　きたて

ぃ　やんな　たばりー　すにーにゃー

ん（かわいそうに、あいつは悪い病気に

かかってしんでしまった）。 2○【形容詞】

［A］際立った、変わった。【例】からー

　むいとぅ　きたてぃかい（あいつは

とても変わっている）。きたてぃんまり

（変わった奴）。きたてぃむぬい（（自分

達の言葉とは）変わった言葉））。かい

が　ふっちゃ　きたてぃふつ（彼は何

を言い出すかわからない）。

きたてぃ [kitati] 【動詞】［母音語幹］

［A］他と区別する、取り立てる。 【例】

うりゅーぎゃー　きたてぃる（それは

別にとっておきなさい）。

きだむぬ [kidamunu] 【名詞】木の枝

や幹の薪。 【例】きだむぬー　むーし

（薪を燃やせ）。

きちゅい [kitɕui]【形容詞】［A］脂身

が多く食べ難いこと。 【例】わーぬ　

あっゔぁー　きちゅいかいば　ならん

（豚の脂身が多く食べ難い）。きちゅい　

むぬー　はーさー　ふぁーいん（脂っ

こいたべものはたくさんは食べられな

い）。

きちゅみ [kitɕumi] 【動詞】［母音語

幹］［A］決めつけて厳しくすること、し

めつける。 【例】あいや　ひとぅーぎ

ゃー　きちゅみん（そんなふうに人を

決めつけない［＞決めつけてはいけな

い］）。［変異］きつみ。

きつぎ [kitsɨɡi]【形容詞】［B］綺麗な、

美しい。 【例】きつぎ　みどぅん（美

しい女性）。

きつきぎー [kitsɨkiɡiː] 【名詞】〘植〙

シャリンバイ。

ぎっさ [ɡissa] 【名詞】［C］シラミの

卵。 【例】っさんぬ　とぅぬかうぎゃ

ー　ぎっさてぃどぅ　あい（シラミの

卵のことをギッサと言う）。ぎっさー　

あかぬ　にーんどぅ　あい（シラミの

卵は髪の根元にある）。

ぎっじゃ　ひらいん [ɡiʑʑa hi-
rain] 【成句】管理・言い聞かすことは

できない、手に負えない。

きっず [kizzɨ]【動詞】［zz/dd 語幹］［A］

（櫛で髪を）とく、（カンナなどで木を）

削る。 【例】ふすひー　あかう　きっ
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ぎったー

ず（櫛で髪をすく）。きーゆ　かなひー

　きっず（木を鉋で削る）。

ぎったー [ɡittaː] 【名詞】能力のない

者、下の者。 【例】すかまー　ひらい

ん　ぎったー（仕事のできない無能者）。

［変異］げったー。

ぎっふぁにゃーん [ɡiffanjaːn]【接

尾辞】（動詞基本形について）～しそうに

ない。 【例】まくがんな　ちゅーかい

ば　とぅらいぎっふぁにゃーん（ヤシ

ガニは力が強いので捕れそうにない）。

ばた　んてぃー　んめ　ふぁーいぎっ

ふぁにゃーん（お腹がいっぱいでもう

食べられそうにない）。あみゃー　ふー

ぎっふぁにゃーん（雨は降りそうにな

い）。

きつみ [kitsɨmi]【動詞】［母音語幹］［A］

決めつけて厳しくすること、しめつけ

る。 ［変異］きちゅみ。

きつみ [kitsɨmi]【形容詞】［B］厳格な、

難しい。 【例】やぐみ　きつみ　ひと

ぅ（大変厳格な人）。

きな [kina] 【名詞】［C］しゃもじ。

きない [kinai]【名詞】［B］所帯、世帯、

家庭、家内。【例】うやき　きない（裕

福な家庭）。かぬ　みどぅんな　きない

　むつじゃうず（あの女性は家庭持ち

上手［＞あの女性はやりくり上手］）。

きないかず [kinaikazɨ]【名詞】各家。

【例】きゅーや　やーかず　きないかず

　うぐなーりー　ふぃーさまてぃ（今

日は各戸、各家お集まりください）。ふ

た　きない（二世帯）。

きないむつじゃうず [kinaimut-
sɨʑauzɨ]【名詞】家庭経営が上手（な人）。

きばす [kibasɨ] 1○【名詞】［A］貧乏な

こと。 ［類］きばん。 2○【形容詞】［A］

貧乏な、貧乏だ。［類］きばん。

きばすがい [kibasɨɡai] 【形容詞】貧

乏で頼りにならない。 【例】かりゃー

　きばすがいかいば　なうまいひらい

ん（彼は貧乏で頼りなく何もできない）。

くぬ　きばすがいぎんまり（この貧相

野郎め）。

きばすがりゃ [kibasɨɡarja] 【名詞】

貧乏で頼りにならない奴。 【例】かり

ゃー　きばすがりゃ　やいば　なうま

いひらいん（彼は貧乏で頼りならない

奴だから何もできない）。

きばすぎ [kibasɨɡi] 【形容詞】頼りな

さそうな、貧乏そうな。

きばん [kiban] 1○【名詞】［A］貧乏、貧

乏なこと。【例】きばん　きない（貧乏

な家庭）。ばんちゃー　やらびあいきゃ

ー　きばんどぅ　あたい（私達は子供

だった頃は貧乏だった）。［類］きばす。

2○【形容詞】［A］貧乏な、貧乏だ。【例】

きばんかいば　っふぁんみゃー　うむ

くとぅまい　あいそぅが　がっこうま

い　いだはいん（貧乏だから子供たち
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きばんさだます

は頭も良いが学校も出せない）。［類］き

ばす。

きばんさだます [kibansadamasɨ]
【成句】貧乏性。 【例】みどぅんっゔぁ

ー　きばんさだまっさ　ひー　むとぅ

やーから　ひつん　むぬー　とぅいは

い（娘は貧乏性で実家からいつも食べ

物を持っていく）。かりゃー　きばんさ

だますんまり（あいつは貧乏性だ）。

きばんすまがま [kibansɨmaɡama]

【名詞】貧乏な村。

きふなず [kifunazɨ] 【名詞】〘魚〙岩

穴の中にいる白いウナギ。 【例】きふ

なずっじゃ　なんとぅが　とぅみらい

ん（岩穴の中にいる白いウナギは中々

見つけられない）。

きみつき [kimitsɨki] 【動詞】［母音語

幹］他人のことを先入観を持って決め

つける。 ［類］きみつつ。

きみつつ [kimitsɨtsɨ]【動詞】［k 語幹］

他人のことを先入観を持って決めつけ

る。 【例】あいや　ひとぅーぎゃー　

きみつかん（そんなに人を先入観を持

って見てはいけない）。［変異］きみつ

ふ。［類］きみつき。

きゃ [kja] 【接尾辞】動詞基本形につい

てその動作をする時間を表す、（～し）

たら、（～する）とき、（～の）ころ。【例】

ゆながい　うーぎー　みーきゃー　み

ずぶくい　ひーゆー（長時間泳いでい

たら水でふやけた）。くぬ　きかいや　

くまう　うすきゃー　すぐ　むゆつど

ぅす（この機械はここを押すとすぐ動

く）。ばー　やらびあいきゃー　きばん

どぅ　あたい（私はこどものころ貧乏

だった）。ばたぶにぬ　ぶいきゃたーひ

ー　ばらいーにゃーん（お腹の骨が折

れるくらい笑った）。みーや　にゃーん

きゃ　ばらいーにゃーん（沢山笑った

［＜目がなくなるほど沢山笑った］）。や

らびぬ　にっゔゅーきゃん　んーぬ　

かでぃー　くーでぃ（子供の寝ている

間に芋を掘って来よう）。

ぎゃー [ɡjaː]【助詞】（目的格について）

提題を表す。 【例】ばー　うりゅーぎ

ゃー　っしーどぅ（私はそれを知って

いる）。

ぎゃー [ɡjaː] 【接尾辞】時間を表す名

詞について概数を表す、～位、程。【例】

くぬ　てれびゃー　ほぅだ　いっかね

んぎゃー　なりーどぅ（このテレビは

約一ヶ年位はなっている）。

ぎゃー [ɡjaː]【助詞】提題助詞「あ」の

同義語　［述語につける場合「べんりぎ

ゃー　べんりぎゃー　やいそぅが」の

ように繰り返して使われるが、繰り返

さなくてもよい。また、二番目の「ぎゃ

ー」はなくてもよい。主題につける場合

は繰り返さない］。【例】かにゃー　う

むくとぅぎゃー　うむくとぅぎゃー　

やいそぅが　むいとぅ　やなくんじゃ

う（かには賢いことは賢いが、とても

性格（根性）がわるい）。くぬせんたっ
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きゃーい

きゃーじゃうとーぎゃーじゃうとーや

いそぅがいみやーがまんなうっかいん

（この洗濯機は上等だが小さい家には置

けない）。かぬ　ひとぅぎゃー　ばが　

どぅすだら（あの人は私の友だちです）。

　　［類］あ。

きゃーい [kjaːi]【動詞】［r/rr 語幹］［A］

消える。 【例】うまっちゃ　きゃーり

ーにゃーん（火は消えた）。

きゃーぎ [kjaːɡi]【名詞】［A］〘植〙イ

ヌマキ。 【例】きゃーぎぬ　ないや　

ふぁーいどぅす（イヌマキの実は食べ

られる）。

きゃーす [kjaːsɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

［A］消す。 【例】うまっちゅ　きゃー

す（火を消す）。

きゃーん [kjaːn]【名詞】［C］〘植〙蔓

（カズラ）［ビラフ（籠）、綱引き大会用

の綱、およびユークイの時ウーンマた

ちが「よーんてる・ゆーんてぃる」と

唱えながら、ナナムイの御嶽を回って

祈願する時に顔を覆うためにかぶる鬘

（かつら）の材料］。【例】きゃーんひー

　んﾟなう　なう（蔓草で綱を綯う）。

きゃうだい [kjaudai] 【名詞】兄弟、

姉妹。 【例】ばぬんな　きゃうだいや

　にゃーん（私にはきょうだいはない

［兄弟、姉妹どちらも指す］）。ばぬんな

　びきどぅんきゃうだいや　ふたーい

　みどぅんきゃうだいや　みちゃーい

　うり（私には男のきょうだいが二人、

女のきょうだいが三人いる）。

きゅー [kjuː] 【助数詞】家を数える助

数詞、軒。 【例】ひとぅ　きゅー（一

軒）。ふた　きゅー（二軒）。

きゅー [kjuː]【名詞】［B］今日。【例】

きゅーや　とぅんでぃさうがつ（今日

は冬至正月だ［冬至正月は正月は１２

月２０日ごろ行われる冬至の祝い、現

在は干支を同じくする人たちの同期会

のようになっている］）。きゅーがーま

ーす（今日一日中）。きゅーや　きゅー

　あちゃー　あちゃ　やいば　きゅー

　あすがまたぬ　くとぅーぎゃー　き

ゅーひー　ひつなすばどぅ　じゃうか

い（今日は今日、明日は明日だから今

日やるべきことは今日で片付けた方が

良い）。きゅーどぅ　きゅー　んなまど

ぅ　んなまだら（今こそやるべき時だ、

今すぐに実行しよう）。

きゅー [kjuː] 【形容詞】［B］煙たい。

［類］きゅーす。

きゅーす [kjuːsɨ] 1○【名詞】［B］煙。

【例】かうぬ　きゅーす（線香の煙）。 2○

【形容詞】［A］煙たい。【例】たばくー　

ふきゅー　ひとぅぬ　ういば　きゅー

すかいば　ならん（タバコを吸ってい

る人がいるので煙たくてしかたない）。

［類］きゅー。

きらす [kirasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［C］

（品物などの買い置きを）なくす。【例】

たばくー　きらひーにゃーん（煙草を

切らした）。
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ぎり

ぎり [ɡiri]【名詞】［B］義理。【例】ぎ

りじゅー　びとぅ（義理堅い人）。

きん [kin] 【助数詞】斤（重さの単位、

600 ｇ）、１０以上は［ずき（１０斤）、

「ひゃっき（１００斤）」のように「き」

で表す］。 【例】いっきん（1 斤）。ぐ

きん（5 斤）。ろっきん（6 斤）。ななき

ん（7 斤）。はっきん（８斤）。っくぬき

ん（９斤）。［類］き。

きんだてぃ [kindati]【名詞】安全祈

願　［建築着工時に糸を張り柱等の位

置を定める］。【例】きんだちゃーひー

　やーぬ　ほぅいさ、　はらう　んじ

ゃん　うっつが　にだます（糸を張っ

て家の大きさ、柱をどこに置くか決め

る）。

きんちゃく [kintɕaku] 【名詞】袋状

の財布で上を縛る、巾着。

ぎんとぅどぅ [ɡintudu] 【副詞】本

当に、もしも。 【例】ぎんとぅどぅ　

っゔぁが　うるー　ひーやーてぃがー

　っゔぁうぎゃー　んがーはん（もし

もあなたがそれをやったとしたらあな

たを逃さない［＞許さない］）。

きんぴ [kimpi] 【名詞】［C］化学肥料。

【例】ほぅっゔぁいぬどぅ　きんぴん

つきゃー　じゃうかい（馬小屋、牛小

屋等から出た肥料の方が化学肥料より

良い）。ぶーずんかい　きんぴゅー　ふ

ぃー（サトウキビに化学肥料を蒔く）。

きんみ [kimmi] 【名詞】［B］目方、重

さ。 【例】うぬ　っぞぅぬ　きんみゅ

ー　はかりーみーる（その魚の重さを

測ってみなさい）。
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く

くー [kuː] 【助数詞】ものを数える助数

詞、個。 【例】ひとぅ　くー（一個）。

ふた　くー（二個）。

くー [kuː] 【動詞】［w 語幹］［C］乞う。

【例】むぬー　くいー　ふぁう（飯を

めぐんでもらって食べる）。むぬ　にゃ

ーんば　むぬ　くいが（食べ物がない

ので食べ物を乞いにいく）。

くー [kuː] 【名詞】［B］腰　［普通　

「くーまがい」「くーぶい」などと使い、

腰を単独で指す場合は「くす」を使う］。

【例】くーぶい　ういびとぅ（腰の折

れた年寄り）。ういびとぅ　ないてぃが

ー　くーや　まがりー　んじゃうなむ

ぬ（年寄りになったら腰が曲がって残

念だ）。［類］くす。

くー [kuː]【名詞】［B］粉。 【例】めり

けんぐー（メリケン粉）。かまぬ　くー

ゆ　むちーくー（あそこの（メリケン）

粉をもってこい）。

くー [kuː]【名詞】［C］昆布。 【例】く

ーじゅー（おかずとしての昆布）。

くー [kuː]【名詞】［C］着物などの破れ

たところを繕うこと、植え直すこと。

【例】つんぬ　くー　あす（衣類の穴の

あいているところを修繕する）。くーず

ん（継ぎ接ぎした着物）。ぶーずぬ　く

ー　あす（サトウキビの生えていない

ところに植え直す）。なうぬ　くーがが

ら　っさいん（何を繕ったか分からな

い［＞何のことだか分からない］）。

くー [kuː]【形容詞】［B］苦しい。【例】

ばー　やまだっちゃひー　くーかいば

ならん（私は下痢して苦しくてならな

い）。あいぬ　くー　かまらす　ゆー

ゆぎゃー　ふぁーん（こんなに苦しく

て悲しい世は生きたくない［＜生きな

い］）。

ぐー [ɡuː]【名詞】［C］囲碁。【例】ひ

とぅむてぃから　ぐーゆ　あす（朝か

ら囲碁をする）。

ぐー [ɡuː] 【名詞】［C］仲良し、似た者

同士。 【例】うぬきゃが　ふたーいや

　いつまい　ぐー（その二人はいつも

仲良しだ）。

ぐー [ɡuː] 【名詞】［C］固い岩。 【例】

ぷかぐーゆ　ばい（固い岩を割る）。

くーい [kuːi] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］
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くーい

（木の枝などが）十分成長する、（人が）

大人びる。 【例】ぶっーじゃ　んめ　

くーりー　ぶい　ずぶん　なりーどぅ

（サトウキビはもう熟して収穫する時期

にきている）。きーや　くーらだかー　

ないや　いでぃん（木は成熟しないと

実はでない）。くーいびゃー　やらび

（成長の速い子）。うぬ　みどぅんやらび

ゃー　くーりーどぅー（あの女の子は

もう大人びてきた）。

くーい [kuːi] 【名詞】［C］小さな物置

（＜くり）。 【例】うつばらぬ　くーい

（奥の小部屋の物置）。

くーさ [kuːsa]【名詞】［C］苦しさ、困

窮。

くーさぬ　だい [kuːsanu dai] 【成

句】苦しさの代償。 【例】てぃまーぬ

　あてぃ　やすだいかいば　くーさぬ

　だいや　にゃーん（手間賃が余りに

も安いので疲れの代償にならない）。

くーす [kuːsɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［A］

（大きな木の根や石などを）掘り起こす。

【例】ながうちゃひー　いっそぅ　く

ーす（つるはしで石を掘り出す）。うぬ

　きーぬ　にーゆ　くーはでぃな（こ

の木の根を掘り起こすよ［「一緒に掘り

起こそうか、お前は掘り起こそうとし

ているのか」の解釈も可］）。

くーす [kuːsɨ] 【名詞】［B］唐辛子。

［変異］くーそぅ。

くーすきゃ [kuːsɨkja]【名詞】〘魚〙メ

ガネクロハギ、ナミダクロハギ。 【例】

くーすきゃー　あうさり　むぬ（メガ

ネクロハギは　生臭い）。

くーすふぁや [kuːsɨfaja]【名詞】〘生

物〙木登りトカゲ。 ［変異］くーそぅ

ふぁや。

くーすみゃ [kuːsɨmja]【名詞】〘生物〙

〘食〙甲イカ、こぶじめ。 ［変異］くぶ

すみゃ。

くーずん [kuːzɨn]【名詞】破れた箇所

を繕った着物。

くーそぅ [kuːsu]【名詞】［B］唐辛子。

【例】やぐみ　からぐーそぅ（とても

辛い唐辛子）。［変異］くーす。

くーそぅふぁや [kuːsufaja]【名詞】

〘生物〙木登りトカゲ。 【例】ばなひー

　くーそぅふぁやう　ふんず（罠で木

登りトカゲを捕まえる［＜縛る］）。［変

異］くーすふぁや。

くーた [kuːta] 【名詞】［C］〘魚〙箱フ

グ。 【例】くーたがまー　ふぁーいど

ぅー（箱ふぐは食べられる）。くーたが

まー　だみやすむぬ（ハコフグは突き

やすい）。

くーた [kuːta] 【形容詞】［C］（味が）

とても濃い。 【例】くらー　あず　く

ーたかいば　ふぁーいん（これは味が

濃すぎて食べられない）。うらー　あず

くーたひー　んまい（これは味が濃く
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ぐーにゃ

ておいしい）。うぬ　わーにむんな　ま

ーぬ　くーたっふぁにゃーだ　んまい

（この豚肉の煮物はあまり味が濃くなく

てうまい）。

ぐーにゃ [ɡuːnja]【名詞】［C］蛾の一

種、沖縄クロホージャク（スズメ蛾科）

［外敵に見つからないようにホバーリン

グしながら花の蜜を吸う大型の蛾］。

【例】まずむぬぬ　ぐーにゃん　なりー

　ひがっりー　っちゅーい（幽霊が蛾

になって化けてでてきた）。ぐーにゃぬ

　とぅびー　うい（蛾が飛んでいる）。

［類］あんぐーにゃ。

ぐーはん [ɡuːhan] 【名詞】左右反対。

【例】うぬ　やらびぬ　くつぬ　んﾟん

かたー　ぐーはん（その子の靴の履き

方は左右反対だ）。

くーぶに [kuːbuni] 【名詞】腰骨。

【例】ういびとぅ　なりどぅ　くーぶに

まい　まがりーゆー（年取って腰骨も

曲がっている）。

ぐーみつ [ɡuːmitsɨ] 【動詞】［k 語幹］

つまらないことを言う。 【例】まーぬ

　ぐーみつな（あまり馬鹿なことを言

うな）。［変異］ぐーみふ。

くーむや [kuːmuja]【名詞】室内にい

る小さいクモ。 【例】くーむやぬ　す

ー（クモの巣）。［類］んﾟむ。

くーる [kuːru] 【名詞】［C］〘遊〙独楽

（こま）、手製の独楽。

くーわー [kuːwaː]【名詞】昆布。［類］

くー。

くい [kui]【動詞】［母音語幹］［C］（も

のを）乞う。 ［類］くー。

くい [kui]【指示詞】［A］〘指示名詞〙近

くにあるもの、人を指す、これ、この人、

こいつ；それ、その人、そいつ［提題形

は「くらー」「くりゃー」、目的格形は

「くりゅー」、「くるー」］。 【例】ういと

ぅ　くい（それとこれ）。［類］うい。

くい [kui] 【名詞】［C］声。 【例】が

ばー　ぐいゆ　いだし（大きな声を出

せ）。くいばーき（声を限りに）。ほぅぐ

い（大声）。やぐい（大声）。いみぐいが

ま（小声）。ぱーが　いがんぐいゆ　つ

ふ（おばあさんの遺言を聞く）。かりぐ

い（かれた声）。なつぐい（泣き声）。

くい [kui]【動詞】［母音語幹］［A］（溝

などを）超える、年末から年始になる

こと（年越し）。 【例】うまぬ　ふぐん

ぬ　またぎー　くいる（ここの溝をま

たいで越えろ）。とぅっそぅ　くい（年

を越す）。

くいがーい [kuiɡaːi] 【名詞】声変わ

り。 【例】やらびゃー　くいがーいや

　ひーどぅー（子供は変声している）。

くいちゃー [kuitɕaː] 【名詞】宮古の

伝統踊り。

くがい [kuɡai]【動詞】［r/rr 語幹］［A］

（思い）焦がれる、疲れる。 【例】うむ
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くがい

いくがい（思い焦がれる）。きゅーや　

だり　くがりーどぅー（今日は疲労困

憊だ）。

くがい [kuɡai] 【名詞】［C］焦がれる

こと。 【例】つむくがい（心が焦がれ

ること）。みどぅんぬ　くとぅー　あて

ぃ　うむいくがりゃー　ひーゆー（彼

女のことを思い焦がれている）。

くがに [kuɡani]【名詞】［A］黄金、（大

切なものとしての）子供。

くぐとぅ [kuɡutu]【名詞】［A］小言。

【例】まーぬ　くぐとぅがまー　あい

な（あまり小言を言うな）。

くさーん [kusaːn] 【副詞】（裏表）逆

に、裏返しに。 【例】つんぬ　くさー

ん　つー（着物を裏返しに着る）。

くさか [kusaka]【名詞】［C］これだけ。

［変異］ふさか。［類］くさき。

くさき [kusaki]【名詞】［C］これだけ。

【例】たやー　くさきてぃー　いりー

（力をこれだけと入れる［＞思い切り入

れる］）。っゔぁが　たまー　くさき（あ

なたの取り分はこれだけだ）。［変異］ふ

さき。［類］くさか。

くさんみ [kusammi] 【名詞】背中。

ぐしゃ [ɡuɕa]【オノマトペ】砂や土を

掘る音。 【例】んぷらひー　ぐしゃぐ

しゃてぃー　しなう　つふ（芋掘り棒

でグシャグシャと貝をつく［＞取る］）。

くじゃしつ [kuʑaɕitsɨ] 【名詞】一番

座（床の間、客間）。 【例】しーしー

ゆぎゃー　くじゃしつんかい　とぅむ

ーし（先生を一番座にお通ししなさい）。

［変異］くじゃひつ。

くじゃひつ [kuʑahitsɨ] 【名詞】一番

座（床の間、客間）。 ［変異］くじゃ

しつ。

くしゃん [kuɕan]【名詞】［A］くしゃ

み。 【例】かじゃー　ひきどぅ　くし

ゃんぬ　ひーゆー（風邪引いてくしゃ

みしている）。

ぐしゃん [ɡuɕan] 【名詞】［C］杖。

【例】ういびとぅー　ぐしゃんな　つき

ー　んっちゅ　あいつ（老人は杖をつ

いて道を歩く）。うーんまー　さつんな

りー　ぐしゃんな　ぐしゃぐしゃてぃ

ー　つふっちゃーん　あいきゅー（ウ

ーンマは先頭になって杖をグシャグシ

ャとつきながら歩いていた）。［類］で

ぃー。

くじゅ [kuʑu]【名詞】［B］去年。【例】

うらー　くじゅぬ　はなす（それは去

年の話）。

くす [kusɨ] 【動詞】［s 語幹］［A］こす、

ろ過する。 【例】んーくっじゅ　くす

（芋くずをこす）。

くす [kusɨ] 【名詞】［B］腰、後押し。

【例】ういびとぅ　ないてぃがー　くっ

さ　まがりー　んじゃうなむぬ（年を

取ると腰は曲がって残念だ）。くすぶい
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くず

　ういびとぅ（腰の曲がった年寄り）。

にんぎんな　くすぬ　あいばどぅ　じ

ゃうかい（人間は後押しがあった方が

良い）。にんぎんぬ　すぐいや　くすま

いどぅ　あい（人間が出世するのは後

押しもある）。［類］くー。

くず [kuzɨ]【名詞】［C］余計なもの、あ

まりもの；ものが散らかっている様子。

【例】うまぬ　くっじゅ　とぅい（そ

この余分なものを取れ）。

くず [kuzɨ]【動詞】［g 語幹］［C］漕ぐ；

生活する。 【例】ふにゅー　くず（舟

を漕ぐ）。うまぬ　きないや　やっとぅ

がまどぅ　くぎゅーはず（その家庭は

やっとのことで生活しているはずだ）。

くず [kuzɨ] 【名詞】［C］水際に生える

藻。 【例】みずんなかんういゆーくっ

じゃなびーやいば　まさがんみーあい

き（水の中にはえている藻はすべりや

すいからよく見て歩け）。

ぐず [ɡuzɨ] 【名詞】［C］垢。 【例】ど

ぅーぬぐっじゅあらい（体の垢を洗え）。

［類］なば。

くずあに [kuzɨani] 【名詞】子守姉。

［類］むらに。

くすぐー [kusɨɡuː]【名詞】腰。［類］

くす。

くすぶに [kusɨbuni] 【名詞】腰骨。

ぐずら [ɡuzɨra] 【名詞】［C］酒席等で

中々席を立たない人、ぐずぐずして世

話のやける人。 ［類］びだく、だらく

げった。

くたんでぃ [kutandi]【名詞】苦しん

でいること。【例】さきくたんでぃ（二

日酔い）。かりゃー　ゆび　あてぃ　さ

きぬんな　ひどぅ　さきくたんじゃー

　ひどぅ　くたんじゅーい（彼は昨晩

酒飲み過ぎて二日酔いして苦しんでい

る）。

くつ [kutsɨ] 【名詞】［C］（死人の）骨、

お骨。 【例】くつあらい（洗骨）。くつ

あぎ（お骨上げ）。

くっゔぁ [kuvva] 【名詞】［B］ふく

らはぎ、こむら。 【例】くっゔぁ　あ

がいや　ひどぅ　くっゔぁー　いちゃ

かいば　ならん（こむらがえりしてふ

くらはぎが痛くてしかたがない）。ばか

むぬぬ　くっゔぁ　ぱずみーどぅーい

（若者のふくらはぎは膨らんでいる）。

くっゔぁ　あがい [kuvva aɡai]
【成句】［r/rr 語幹］こむら返りする。

【例】ゆび　にっゔゅーきゃー　くっゔ

ぁ　あがりー　いちゃかいば　んびゃ

ーいっだん（夕べ寝ていたら、こむら

返りして痛くてたまらなかった）。

くっゔぁがい [kuvvaɡai]【名詞】ふ

くらはぎの痙攣、こむら返り。【例】く

っゔぁがいや　いちゃむぬ（こむら返

りは痛い）。

ぐっゔぁんなりー [ɡuvvannariː]
【成句】ぶんぶんと羽音をたてる。【例】
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くっじゃす

っさりっぞぅんな　はいぬどぅ　ぐっ

ゔぁんなりー　たかりゅー（腐った魚

には蝿がぶんぶんと羽音をたてて集っ

ている）。［類］がっゔぁん　なりー。

くっじゃす [kuʑʑasɨ]【動詞】［s/h 語

幹］苦労させる、難儀させる。【例】あ

いや　ひとぅーぎゃー　くっじゃはん

（そんなには人を苦労させない［＞苦労

させてはいけない］）。

くっず [kuzzɨ]【動詞】［zz/dd 語幹］［C］

苦労する、難儀する。 【例】ばー　で

ぃんな　すてぃー　むいとぅ　くっじ

ーにゃーん（私はお金を落としてとて

も難儀した）。［類］くっでぃ。

くっそぅ　たでぃー [kussu tadiː]
【成句】楽な姿勢を取るために柱などに

腰を当てて寄っかかる。 【例】ばー　

くすぬ　いちゃかいば　うまん　くっ

さ　たでぃー　びじゃでぃ（私は腰が

痛いのでそこに腰を当てて寄りかかっ

て座ろう）。くっそぅ　はらんかい　た

でぃー（腰を家の柱に当てる）。

くっでぃ [kuddi] 【動詞】［母音語幹］

［C］苦労する、難儀する。［類］くっず。

くでぃ [kudi]【名詞】［C］黒ずんでい

ること。 【例】ばが　てぃーや　あて

ぃ　すかまー　ひーどぅ　くでぃん　

なりゅー（私の手は仕事をやり過ぎて

黒ずんでいる）。

ぐでぃんぶー [ɡudimbuː]【名詞】御

前風（お祝いの時に歌う歌）。

くとぅ [kutu] 【名詞】［C］〘形式名詞〙

こと。 【例】なうぐとぅまい　にゃー

ん（何事もない）。きょーとんかいや　

いきゃーくとぅー　にゃーん（京都に

はいったことはない）。あいぬ　くとぅ

ぎゃー　ばー　っさん　（そんなこと

はわたしは知らない）。

くとぅす [kutusɨ] 【名詞】［A］今年。

【例】くとっさ　ゆがほぅー（今年は

豊年だ）。

ぐどぅん [ɡudun] 【名詞】［B］愚鈍、

バカ。

ぐな [ɡuna] 【接尾辞】～担当、～役割。

【例】つつぐな（聞き役）。むぬいぐな

（話役）。っぞとぅいぐな（魚とり役）。い

んぐな（海に行って魚をとる係り）。む

ぬにーぐな（食事を炊く係り）。

くなぎ [kunaɡi]【名詞】［C］これくら

いの（短い）長さ。 ［変異］くぬぎ。

くなす [kunasɨ]【動詞】［s/h 語幹］［A］

仕事を処理する、こなす。 【例】すか

まう　くなす（仕事をこなす）。

ぐに [ɡuni]【動詞】［母音語幹］［C］文

句を並べ立てる、ごねる；（駄々を）こ

ねる。 【例】すかまー　ひらいん　な

っちゃかんんまりゃー　んばてぃど　

ぐにゅー（仕事のできない奴は嫌だと

ごねている）。あいや　ぐにーな（そん

なに文句を言うな）。［類］ぐにゃい。

ぐにゃい [ɡunjai] 【動詞】［r/rr 語幹］

［C］文句を並べ立てる、ごねる；（駄々
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ぐにゃい

を）こねる。【例】くぬ　やらびぬ　ん

まんかい　ぐにゃいきゃー　ぎっじゃ

　ひらいん（この子が母親に駄々をこ

ねると手が付けられない）。［類］ぐに。

くぬ [kunu]【指示詞】〘指示形容詞〙　

その；この［「うぬ」と「くぬ」は基本

的に区別なく使われるが、文脈指示は

「くぬ」でなく、「うぬ」が使われる］。

くぬい [kunui]【名詞】［C］最近。【例】

くぬいや　っゔぁー　まーぬ　みーら

いっだん　いー（最近はあなた余り会

えなかったねぇー）。くぬいや　みーや

　むーっでぃー　しんぶんまい　ゆま

いん（最近は目がかすんで新聞も読め

ない）。

くぬぎ [kunuɡi]【名詞】［C］これくら

いの（短い）長さ。 ［変異］くなぎ。

くぬきゃ [kunukja]【名詞】［C］この

人たち。 【例】くぬきゃー　やぐみ　

うむくとぅ　あい　ひとぅんみ（この

人たちはとても頭がいい人たちです）。

［類］くぬきゃた。

くぬきゃた [kunukjata]【名詞】この

人たち。 【例】くぬきゃたー　ひとぅ

ーぎゃー　まつぎぬ　すたからどぅ　

みー（この人たちは他人をまつ毛の下

から見る［＞見下している］）。［類］く

ぬきゃ。

くぬちゃ [kunutɕa]【名詞】［C］こち

ら側。 【例】かぬちゃうぎゃー　みー

だ　くぬちゃう　みーる（向こう側を

見ないでこちら側を見なさい）。

くば [kuba]【名詞】［B］〘植〙クバ、檳

榔（ビロウ）。 【例】くばずー（クバで

作った釣瓶）。くばがさ（クバ傘）。くば

ぎー（クバの木）。

くぱ [kupa]【形容詞】［B］固い。【例】

くぱ　いす（固い石）。くぬ　かーっさ

　くぱかいば　かまいん（この菓子は

かたいから噛めない）。

くばい [kubai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

配る。 【例】かーっそぅ　くばい（菓

子を配る）。

くぱい [kupai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

（寒さなどで体が）硬くなる。 【例】ど

ぅーや　くぱりーどぅー（身体が硬く

なっている）。っしかいば　てぃーまい

　くぱりーどぅー（寒いので手も凍え

ている）。

くばずー [kubazɨː] 【名詞】釣瓶（つ

るべ）。 【例】うぬ　くばずーぬ　んﾟ

なー　まるかいば　みっじゃ　んﾟまい

ん（この釣瓶の縄は短いので水が汲め

ない）。くばずーひー　みっじゅ　んﾟ

ん（釣瓶で水を汲む）。

くぱん [kupan]【名詞】［C］〘祭礼〙御

嶽で使われる言葉で「塩」を意味する。

くび [kubi] 【名詞】［B］壁。 【例】か

ややーぬ　くび（茅葺家の壁）。
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くび

くび [kubi]【動詞】［母音語幹］［A］縊

（くび）る、しばる。 【例】ひんじゃぬ

　はっじゅ　んﾟなひー　くびー（ヤギ

の足を綱でしばる）。

くぴ [kupi] 【名詞】［B］小さいゴミ。

【例】ふとんぬ　くぴ（布団から出るゴ

ミ）。

くぴん [kupin]【名詞】［C］瓶。【例】

さきくぴん（酒瓶）。

くぶー [kubuː]【名詞】［B］締め切るこ

と、また締め切られたところ。【例】う

まぬ　やどぅ－　くぶーあっそぅ（こ

この戸を閉め切りなさい）。ぶじゃがま

ー　いつまい　うつばらぬ　くぶーが

まんどぅ　にっゔぃーうい（おじさん

はいつも締め切られた奥の小さな部屋

に寝ている）。

くぶすみゃ [kubusɨmja] 【名詞】〘生

物〙〘食〙甲イカ、こぶじめ。 【例】く

ぶすみゃう　つふ（甲イカを突く）。く

ぶすみゃー　ふゆんどぅ　ゆー　とぅ

らいー（甲イカは冬に良くとれる）。［変

異］くーすみゃ。

くま [kuma]【名詞】［C］ここ。【例】う

ま　くま（あちこち）。かま　くま（あ

ちこち）。あま　くま（あちこち）。くま

んかい　ってぃ　びじ（ここにきて座

れ）。

くま [kuma] 【形容詞】［B］（石や砂な

どが）細かい、（織が）細かい；（お金

が）細かい；（仕事が）丁寧だ、丁寧な。

【例】っゔぁー　くまかい　むぬー　

とぅい（お前は小さいほうを取れ）。か

いがどぅ　くまかい（これが小さい）。

くぬ　いちまんえんぬ　くまふ　あっ

そぅ（この 2 万円をくずしてくれ）。み

ゃーく　じょうふー　くま　ぬぬ（宮

古上布は織りの細かい布）。くまでぃん

（小銭）。うぬ　さやふぬ　すかまー　や

ぐみ　くま　すかま（あの大工の仕事

はとても丁寧だ）。［変異］ぐま。

ぐま [ɡuma] 【形容詞】［B］（石や砂な

どが）細かい、（織が）細かい；（お金

が）細かい。 ［変異］くま。

くまい [kumai]【動詞】［r/rr 語幹］［C］

籠る、閉じこもる。 【例】まーぬ　や

ーぬ　なかん　くまいな（あまり家の

中に閉じこもるな）。やーぐまい（家に

閉じこもる）。ゆーぐまい（夜籠り［＞

ウタキで夜を過ごすこと］）。

くまい [kumai]【名詞】［C］籠ること。

［変異］くむい。

くまい [kumai]【動詞】［r/rr 語幹］［C］

（紐などが間を）通る。 【例】ばなぬ　

くまい　まどぅない　にゃーん（罠の

通る隙間もない）。

くまかた [kumakata] 【名詞】こちら

側、こちらの方。【例】かまかたうぎゃ

ー　みーだ　くまかたう　みーる（向

こうの方を見ないでこちらの方を見な

さい）。
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ぐまずー

ぐまずー [ɡumazɨː] 【名詞】細かく切

ること、細切れ、たたきにすること。

【例】っぞぅーぎゃー　ぐまずー　あっ

そぅ（魚を細かく切りなさい）。

ぐまたん [ɡumatan] 【副詞】細かく、

小さく。 ［類］ぐまみん。

くまづかい [kumazɨkai] 【名詞】お

使い。 【例】やらびゅー　くまづかい

　あすみ（子供をお使いさせる）。

くまでぃー [kumadiː] 【名詞】大工

仕事等で手が細かい人、技術力のある

人。 【例】くまでぃー　じゃう　さや

ふ（腕のいい大工）。［類］ぐまでぃー。

ぐまみ [ɡumami] 【名詞】［B］粉々。

【例】いっさ　ばりー　ぐまみん　なす

（石を割って粉々にする）。

ぐまみん [ɡumamin] 【副詞】細かく、

小さく。 【例】ぐまみん　なしる（こ

なごなにしなさい）。［類］ぐまたん。

くまやき [kumajaki] 【形容詞】倹約

な、几帳面な。 【例】かりゃー　くま

やき　みどぅん　やいば　きない　む

つじゃうず（彼女は倹約な女性だから

家計をみるのが上手）。くまやき　びと

ぅ（倹約な人）。

くまらす [kumarasɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］（紐などの間を）通す。 【例】ゆだ

とぅ　ゆだぬ　なかう　ばなー　くま

らす（枝と枝の間を罠を通す）。

くみ [kumi]【動詞】［母音語幹］［C］入

れる、込める。【例】あなんかい　きー

ゆ　くみー（穴に木を押し込める）。ば

ふ　うっさ　つーび　とぅきゃんな　

ばふてぃー　まらう　くみー（種牛は

交尾するときにはずぼっとマラを入れ

る）。

くみ [kumi]【名詞】［B］米。 【例】く

みだーら（米俵）。［類］まい。

ぐむ [ɡumu] 【名詞】［B］ゴム。 【例】

かーきだくー　ぐむぬ　んまりゃーひ

ー　ひつにかいば　ならん（燻製のタ

コはゴムのようにかたくてしかたがな

い）。

くむい [kumui]【動詞】［r/rr 語幹］［C］

籠る。 ［変異］くまい。

くむい [kumui]【名詞】［C］籠ること。

【例】うたきんぬ　ゆーぐむいぬ　か

んにがい（御嶽での夜籠りの祈願）。［変

異］くまい。

ぐむかん [ɡumukan]【名詞】〘遊〙ぱ

ちんこ（子供のおもちゃの一つ）。【例】

ぐむかんひー　っふぁどぅりゃう　あ

てぃー（パチンコで雀を当てる）。

くや [kuja] 【感動詞】ほら。 【例】く

や　くや（ほら、ほら）。

くゆび [kujubi] 【名詞】［C］小指。

くゆん [kujun] 【名詞】［B］暦。

くらす [kurasɨ]【動詞】［s/h 語幹］［A］

殺す；懲らしめる。 【例】さうがつ　
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くり

わーゆ　くらす（正月用の豚を屠る）。

むぬいゆぎゃー　つかんやらびゅーぎ

ゃー　くらし（言うことを聞かない子

供は懲らしめなさい）。んぬつぬ　ふか

っでぃー　あすきゃ、　いつぬ　にー

ぬ　ふかっでぃー　あすきゃ　くらは

いたい（命がなくなるほど、息の根が

止まるほど懲らしめられた）。

くり [kuri]【動詞】［母音語幹］［A］（お

金を）両替する。【例】でぃんぐり（両

替）。でぃんな　くりー　つかーでぃ

（お金を両替して使おう）。でぃんな　く

りー　やらびんみんかい　おとしだま

　ふぃーでぃ（お金を両替して子供達

にお年玉をあげよう）。

ぐり [ɡuri] 【接尾辞】（動詞基本形につ

いて）「～しにくい」、「～しがたい」とい

う形容詞語幹を作る。 【例】くぬ　き

かいや　あつかいぐり（この機械は扱

い難い）。あいぐりむぬ（言いにくい）。

ふぁうぐりかいばならん（食べにくく

て仕方がない）。

ぐりし [ɡuriɕi] 【名詞】［C］（１セン

チから 2 センチぐらいまでの）小石。

［変異］ぐりす。

ぐりす [ɡurisɨ] 【名詞】［C］（１セン

チから 2 センチぐらいまでの）小石。

【例】はいぬ　ぐりっそぅ　っそぅいー

　すてぃでぃ（畑の小石を拾って捨て

よう）。［変異］ぐりし。

ぐる [ɡuru]【名詞】［C］粟、高黍（コー

リャン）等の枯れた茎、枯れた芋蔓。

【例】ほぅぎゃんぐる（高黍の枯れた茎）。

んーぎーぐる（芋蔓の枯れたもの）。ぶ

ーずぐる（枯れたサトウキビの茎）。

くるきゃ [kurukja] 【名詞】［C］〘魚〙

ヒレナガスズメダイ。

ぐるくん [ɡurukun] 【名詞】〘魚〙グ

ルクン、タカサゴ。 ［類］ぶるくん。

くるず [kuruzɨ] 【名詞】［C］鍋の底に

こびりついた食べ物。

ぐるったー [ɡuruttaː] 【名詞】ごろ

つき、ならず者。 【例】かりゃー　ひ

とぅだます　ぐるったー（あいつは人

をだますごろつきだ）。

くるぶす [kurubusɨ]【名詞】踝（くる

ぶし）。

くるまう　むつ [kurumau mutsɨ]
【動詞成句】［c/t 語幹］車を運転する；車

を所有すること。 【例】ばー　きゅー

や　くるまー　むてぃー　っさらんか

い（私は今日は車を運転して平良に（行

く））。からー　んなーぎゃー　くるま

ー　むちゃー　うらん（彼はまだ車を

持っていない）。

ぐるみつ [ɡurumitsɨ]【動詞】［k 語幹］

目が回る。 【例】みーぬどぅ　ぐるみ

きー　まーりゅー（目がグルグルと回

っている）。［変異］ぐるみふ。

くろんぼー [kuromboː] 【名詞】〘蔑

称〙黒人。
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くん

くん [kun] 【動詞】［m 語幹］［C］夜ご

もりする。 【例】うたきんな　ゆーや

　くみー　かんぬ　にがう（ウタキで

は夜ごもりして神に祈る［＜夜を籠っ

て神を願う］）。

ぐん [ɡun]【名詞】［C］〘魚〙ムッル（ム

ロアジ）が大きくなったもの。【例】ぐ

んぬどぅ　ほぅんみん　なりー　っち

ゅーい（むろあじが大群で来ている）。

くんきゃ [kuŋkja]【名詞】［C］〘蔑称〙

ライ病患者。 ［類］くんちゃー、あい

たー。

くんじゃう [kunʑau] 【名詞】（悪い）

性格。 【例】かりゃー　くんじゃうや

　あたらん（あいつは性格がよくない）。

やなくんじゃうひとぅ（性格の悪い人）。

くんず [kunzɨ]【動詞】［g 語幹］［C］背

負う。 【例】っふぁう　くんず（子供

を背負う）。

くんつ [kuntsɨ] 【名詞】［B］根気、元

気。 【例】くんっちゃ　にゃーんんま

り（元気のない奴）。んまむぬー　ふ

ぁいー　くんっちゃ　つきーどぅーい

（美味しいものを食べて体力がついてい

る）。くんつじゅー　びとぅ（根気強い

人）。くんつまき（根負け）。

くんつき [kuntsɨki] 1○【動詞】［母音語

幹］（人や動物を）押さえつける。【例】

ひんじゃう　くんつきる（山羊を押さ

えつけろ）。 2○【動詞】［母音語幹］（子

供などが）しがみつく。【例】やらびゃ

ー　くんつきー　はなりん（子供はし

がみついて離れない）。

くんぱい [kumpai]【動詞】［r/rr 語幹］

（後ろに下がったり、前に引っ張られな

いように）踏ん張る；（仕事や作業など

を）頑張る。 【例】んﾟなひつんな　わ

いてぃー　くんぱい（綱引きでは一生

懸命に踏ん張る）。あてぃ　くんぱりゃ

ー　ひー　むいだり（頑張りすぎて疲

れた）。くんぱりー　ぶーっじゅ　かた

ん（頑張ってサトウキビを担ぐ）。

ぐんばう [ɡumbau]【名詞】ごぼう。

くんぱにー [kumpaniː]【名詞】とて

も親しい友人。 【例】かにとぅ　まさ

いや　くんぱにー（カニとマサイはと

ても親しい友人だ）。

くんぱらす [kumparasɨ]【動詞】［s/h

語幹］（後ろに下がったり、前に引っ張

られないように）踏ん張らせる；頑張

らせる。【例】あちゃぬ　んﾟなひつん

な　んーなう　わいてぃー　くんぱら

し（明日の綱引きではみんなをしっか

り踏ん張らせろ）。
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け

けー [keː]【名詞】［B］おびえること。

【例】やらびゃー　んめ　うどぅるきー

　けーん　なりーどぅー（子供はもう

驚いておびえている）。

けーさん [keːsan]【名詞】計算。【例】

からー　けーさんじゅー（あいつは計

算高い）。けーさんばっぱい　あす（計

算間違いをする）。

けーひ [keːhi]【名詞】［C］経費。【例】

やーふっちゃ　けーひじゅー（家を作

るのは経費がかかり過ぎる）。

げったー [ɡettaː] 【名詞】能力のない

者、下の者。 ［変異］ぎったー。

けんけんぱー [keŋkempaː] 【名詞】

〘遊〙片足飛びの遊び。 【例】だいしゃ

ーひー　けんけんぱーや　ひー　かー

らー　きりー　あそぅー（片足飛びで

ケンケンパーして瓦蹴りの遊びをして

遊ぶ）。

げんのー [ɡennoː]【名詞】金槌。【例】

かにふっじゅ　うんかっでぃー　ひー

はっじゃきー　げんのーひー　うなが

　うゆびゅー　っつきーにゃーん（釘

を打とうとして打ち損じて金槌で自分

の手を打ってしまった）。

165



げんのー

166



こ

こーたい [koːtai]【名詞】交代、交替。

【例】じょ　すかまう　こーたい　ほ

ぅでぃ（仕事を交替しよう）。

こーどぅい [koːdui] 【名詞】フクロ

ウ。 【例】ゆなか　こーどぅいぬ　こ

ーこーてぃ　なつ（夜中フクロウがコ

ーコーと鳴く）。

ごん [ɡon]【オノマトペ】ごつん。【例】

かなまいゆ　ごんてぃー　ふぁーす（頭

をゴツンと叩く）。
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さ

さ [sa]【接尾辞】形容詞語幹について名

詞化する接尾辞、「～さ」。 【例】くぬ

　まんごーぬ　んぶさー　いかっさば

かーい（このマンゴーの重さはどれく

らいだ）。ほぅいさう　はかい（大きさ

を測る）。いみさ　みー（小ささを見る

［＞馬鹿にする］）。くぬ　みどぅんぬ　

あばらぎさー　みゃーくいち（この女

性の美しさは宮古一だ）。くとぅすぬ　

ぼーなすぬ　さかふさん　うどぅるつ

たい（今年のボーナスの少なさに驚い

た）。

さ [sa]【助詞】〘終助詞〙よ、だよ、だろ

う。 【例】っゔぁが　とぅみゅー　む

ぬー　かまん　あいさ（君が探してい

るものはあそこにあるだろう）。

さー [saː]【名詞】［C］差。 【例】やぐ

み　さーや　あり（大変な差がある）。

さー　やい [saː jai]【成句】「ーかい、

ーむぬ」のように形容詞語幹について

述語化する機能をもつ。「のだ」、「のだ

よ」。【例】からー　いつまい　いばい

さー　やい、がずさーやい　ひーゆー

（彼はいつもいばったり、ものをけちっ

たりする）。ばー　っゔぁうぎゃー　い

つまい　すーじゃさー　やい（おれは

いつもお前がうらやましい）。ばが　む

ちゅー　っぞぅぬどぅ　ほぅいさー　

やい（私が持っている魚の方が大きい

のだ）。くいがどぅ　いみさー　やいだ

ら（こっちの方が小さいのよ）。

さーい [saːi] 1○【動詞】［r/rr 語幹］［A］

連れる。 【例】うやう　さーりーくー

（おじいさんを連れて来なさい）。やら

びんみゃー　さーりー　っさらんかい

　いつ（子供たちを連れて平良に行く）。

ぱーや　ばぬー　さーりー　ぶらぬ　

むぬすーぬ　まいたーひー　いきゅー

たい（おばあさんは私を連れて保良の

ユタのところまで行った）。 2○【動詞】

［r/rr 語幹］［A］子守する。【例】っふぁ

う　さーい（子守する）。きゅーや　っ

ふぁ　さーい（今は子守だ）。

さーい [saːi]【動詞】［r/rr 語幹］［A］触

れる、さわる。 【例】くぬ　かみがま

んかいや　なんとぅが　さーいな（こ

のツボには絶対さわるな）。あつやかん

かい　さーりーみーてぃがー　てぃー

や　っさらはいにゃーん（あついやか

んに触ったら手をやけどした）。［類］さ
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さーい

ーい（母音語幹）。

さーい [saːi] 【動詞】［母音語幹］［A］

触れる、さわる。 ［類］さーい（r/rr 語

幹）。

ざーざーてぃー [zaːzaːtiː]【オノマ

トペ】（雨の降る様子）ザーザーと。

【例】あみぬどぅ　ざーざーてぃー　っ

ふゅーたい（雨がザーザーと降ってい

た）。［変異］じゃーじゃーてぃー。

さーるかもーたー [saːrukamoːtaː]
【名詞】カマキリ。 【例】さーるかもー

たーん　かかっじゃいにゃーん（カマ

キリにひっかかれた）。

さい [sai] 1○【動詞】［r/rr 語幹］［A］（植

物が）枯れる；（魚が）ひからびる；（着

物が）乾く。【例】ひむーひー　ぶーっ

じゃ　さりー　はりーにゃーん（旱魃

でサトウキビは枯れてしまった）。さり

っぞう（きびなごの干物）。っぞぅー　

さらす（魚を干す）。いすぬ　あーぎん

　さるまたう　さらす（石の上でパン

ツを乾かす）。あかう　さらす（髪を乾

かす）。あかー　さりーにゃーん（髪が

乾いた）。［類］さり。 2○【動詞】［r/rr 語

幹］［A］（土地などが）干上る。【例】っ

しゃー　っしどぅ　さりーゆー（礁は

潮が引いて干上がっている）。［類］さり。

さい [sai]【名詞】［C］悪だくみ、考え、

計画、。 【例】かいが　さいや　んが

いーにゃーん（彼の悪だくみがばれた）。

かいが　さいや　ばぬんな　っさいん

（彼の考えは私にはわからない）。

さい [sai] 【名詞】［C］エビ　［いびが

ん（伊勢海老）以外のエビは「さい」と

いう］。【例】さでぃあんな　ひきー　

さいゆ　とぅい（手網を引いてエビを

取る）。まうきゃーいん　さじゅー　ひ

つてぃがー　うんそぅく　さいぬ　と

らいたい（大浦湾で小網を引いたらた

くさんエビがとれた）。

さいじゅー [saiʑuː] 【形容詞】計算

高い。 【例】からー　さいじゅーかい

ば　かいんな　だまはいだうり（彼は

計算高いので彼にはだまされるな）。

さいぬは [sainuha]【名詞】酉（西）の

方。

さいぬはでぃー [sainuhadiː] 【名

詞】西支部［西原は東西南北の 4 つの支

部に分かれており、その西支部のこと］。

ざいばん [zaiban]【名詞】在番［人頭

税時代の宮古の最も偉い人で首里王府

から派遣された役人］。

ざいんみ [zaimmi]【名詞】ずぶ濡れ。

【例】あみん　ったかいー　ざいんみ

ん　ないたい（雨に叩かれてずぶ濡れ

になった）。［変異］じゃいんみ。

さう [sau] 【名詞】［C］思慮、分別。

【例】かりゃー　さうや　にゃーん　つ

っとぅい　ぱぎんまり（彼は分別がな

いやつだ）。かりゃー　さうや　ありゅ

ーんががらどぅ　まさがん　むぬーぎ

ゃー　ふぁいゆー（あの子は分別があ
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さう

るのか、ちゃんと食事をしている）。や

らびゃー　ほぅりみつっじゃひどぅ　

みーんな　さうやにゃーん（子供は右

往左往して目には落ち着きがない）。　

さう　ぱぎ　んまり（分別がないやつ）。

みーんな　さうや　にゃーだ　ほぅり

みつず（目には落ち着きがなく視点が

定まらない）。

さう [sau] 【名詞】［B］竿。 【例】む

ぬほぅすじゃう（物干し竿）。つんほぅ

すじゃう（物干し竿）。

さう [sau] 【名詞】［C］知恵。 ［変異］

しゃう。

さうー [sauː] 【動詞】［vv 語幹幹］［A］

刀等で突き刺す、突き刺す。 【例】ひ

んじゃぬ　ぬどぅー　さっゔぃ（山羊

の首を突き刺せ）。ひとぅー　さっゔぃ

や　ならん（人を突き刺してはいけな

い）。

さうか [sauka]【名詞】［C］〘食〙ショ

ウガ。

さうがつ [sauɡatsɨ] 【名詞】正月。

【例】さうがつんな　なうばいぬ　むぬ

ーどぅ　ふぁうが（正月にはどんなも

のを食べますか）。くとぅすぬ　さうが

っちゃ　やぐみじゃう　わーつつどぅ

　あたい（今年の正月はとてもいい天

気だった）。

さうがつわー [sauɡatsɨwaː] 【名詞】

正月に食べるために飼ってきた豚。

さうき [sauki]【名詞】［C］竹籠［１メ

ートルくらいの平たい底の浅いかごで

天井からぶらさげる」。【例】かぬ　さ

うきんな　なうぬどぅ　はいりゅーば

（あの竹籠には何が入っていますか）。

さうきぶに [saukibuni]【名詞】あば

ら骨。 【例】びきどぅんな　さうきぶ

にぬどぅ　ってぃつ　たらーんば　う

むくとぅー　にゃーん（男性はあばら

骨が一つ足りないから頭が悪い）。［類］

やかたぶに。

さうず [sauzɨ] 1○【名詞】［C］掃除。

【例】みなかぬ　さうず（庭の掃除）。 2○

【名詞】［C］お祓い、お清め。【例】うま

んな　やなむぬぬどぅ　ういば　まー

そぅさうず　あっそぅ（そこには悪霊

がいるから塩でお清めをする）。とぅか

　さうずばり（出産後、10 日目頃のお

祓い）。

さうずがら [sauzɨɡara] 【名詞】塵、

芥。【例】さうずがらう　とぅい　すて

ぃる（塵を取ってしまいなさい）。［類］

あふた。

さうずばり [sauzɨbari] 【名詞】〘祭

礼〙出産後約１０日（トゥカンティ）に

行うお祓い。【例】とぅかんてぃんな　

さうずばりゃー　ひどぅ　あかっゔぁ

ん　てぃだがなっそぅ　うがます（出

産祝いにはお祓いをして赤ちゃんに太

陽神をおがませる）。やらびゅーぎゃー

　さうずばりゃー　ひーからどぅ　て

ぃだうぎゃー　うがます（赤ちゃんを
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さうだん

お祓いをしてから外に出して太陽を礼

拝させる）。

さうだん [saudan] 【名詞】相談、談

合。【例】かいんかいや　さうだんな　

ひらいん（彼には相談できない）。［類］

だんがー。

さうみ [saumi]【名詞】［C］〘蔑称〙斜

視。

さうみん [saumin]【名詞】素麵。【例】

さうみん　ぶっとぅら（茹でた素麺を

炒めたもの）。

さかー [sakaː] 【名詞】［C］さかさま、

逆、裏返し。 【例】っゔぁが　つんぬ

　つーかたー　さかー（あなたの服の

着け方は表裏が逆だ）。［類］さかさ、さ

かさー。

さかい [sakai] 【名詞】［B］境、境界。

【例】やーぬ　さかい（家の境界）。く

まぬどぅ　やすつぬ　さかい（ここが

屋敷の境）。

さがい [saɡai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

（実などが木から）下がる、（人がもの

につかまって）ぶらさがる。 【例】ば

さぬ　ないぬどぅ　さがりゅー（バナ

ナの実がぶら下がっている）。かたてぃ

ーひー　きーから　さがらいどぅすな

（片手で木からぶら下がれるかい）。

さがい [saɡai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

つけで物を買うこと。【例】まっちゃん

きー　たばくー　さがりーったい（店

に行ってタバコをつけで買ってして来

た）。むぬー　さがりー　かう（物をつ

けで買う）。

さかさ [sakasa]【名詞】［C］さかさま、

逆、裏返し。 【例】つんぬぎゃー　さ

かさんな　っちゃん（着物を裏返しで

は着ない）。［変異］さかさー。［類］さ

かー。

さかさー [sakasaː] 【名詞】さかさま、

逆、裏返し。 ［変異］さかさ。

さかずき [sakazɨki]【名詞】杯、盃。

さかなやー [sakanajaː]【名詞】料亭、

遊郭。 【例】さかなやーんいきー　じ

ゅりゅー　かう（料亭に行って遊女を

買う）。さかなやーん　じゅりとぅ　あ

そぅー（料亭で遊女と遊ぶ）。とぅいし

ゃう　ほぅりむぬー　きゅーまい　さ

かなやーんかい（助平な馬鹿者は今日

も料亭に（行く））。［変異］さかぬやー。

さかぬやー [sakanujaː]【名詞】料亭、

遊郭。 ［変異］さかなやー。

さかふ [sakafu]【形容詞】［C］少ない。

【例】ばが　っぞぅだまー　っゔぁが

　むぬんつきゃー　さかふだー（私の

魚の取り分はお前のものより少ない）。

さかま [sakama] 【名詞】［B］坂、坂

道。 【例】さかまう　あいつ（坂を歩

く）。［類］さかまんつ。

さかまんつ [sakamantsɨ]【名詞】坂、

坂道。 【例】さかまんっちゅ　あいつ

（坂を歩く）。［類］さかま。
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さき

さき [saki] 【名詞】［B］酒。 【例】さ

きゅー　かーぬ　みずひー　ばいー　

くー（酒を井戸水で割って来い）。さき

ん　ぬまいー　すん（酒に呑まれて死

ぬ）。

さぎ [saɡi] 1○【動詞】［母音語幹］［C］

下げる、ぶら下げる。 【例】さぐなう

ぎゃー　きーん　さぎどぅ　みーゆぎ

ゃー　いだす（ほら貝を木に下げて中

身を出す）。うまぬ　がずん　いんか

らぬ　びらふー　さぎる（そこの鉤に

海からのカゴを下げろ）。［変異］さず。

2○【動詞】［母音語幹］［C］下痢をする。

【例】ばー　さぎー　っしぬ　ばん（私

は下痢してトイレの番［＞トイレから

でられないこと］）。きゅーや　さぎー

　やまだっちゃ　ひーゆー（今日は下

痢が止まらない）。わーぬ　あっゔぁう

　はーさ　ふぁうてぃがー　さずどぅ

す（ブタの脂をたくさん食べると下痢

する）。［変異］さず。

さきくたんでぃ [sakikutandi] 【名

詞】二日酔い、またその人。 【例】ん

ﾟぬ　あてぃ　さきぬんな　ひどぅ　き

ゅーや　さきくたんじゃー　ひーゆー

（昨日飲みすぎて今日は二日酔いだ）。さ

きくたんじゃー　ひー　くーかいば　

ならん（二日酔いで苦しくてならない）。

あがい　んめ　きゅーまい　さきくた

んでぃ（ああ　もう大変だ、今日も二

日酔いだ、今日も二日酔いだ）。［類］さ

きぬっち。

さきじゃう [sakiʑau]【名詞】大酒飲

み。 【例】ひとぅむてぃからぬ　さき

ぬん　さきじゃう（朝からの酒飲み大

酒飲み）。［類］さけじゃうぐ、さきぬみ

ゃ、さきふぁや。

さきじゃうぐ [sakiʑauɡu] 【名詞】

大酒飲み。 【例】さきぬん　さきじゃ

うぐ（酒飲み、大酒飲み）。［類］さきぬ

みゃ、さきふぁや。

さきじゅーばりがみ [sakiʑuːbar-
iɡami]【名詞】酒豪、割れ瓶。【例】さ

きゃー　いかっさ　ぬまばんまい　び

ゅーいん　さきじゅー　ばりがみ（酒

をいくら飲んでも酔わない酒豪だ）。

さきそぅるー [sakisuruː]【動詞】［w

語幹］咲き揃う。 【例】ひまわりぬ　

さきそぅるいゆー（ひまわりが咲きそ

ろっている）。つゆが　はなー　さきそ

ぅるいーどぅー（露の花は咲き揃って

いる［古謡「豆が花」から］）。

さきたりやー [sakitarijaː]【名詞】酒

屋。 【例】さきたりやーんきー　たり

かっそぅ　かいくー（酒屋に行って酒

かすを買ってこい）。

さきぬっち [sakinuttɕi]【名詞】二日

酔い。 ［類］さきくたんでぃ。

さきぬみゃ [sakinumja]【名詞】酒飲

み。 【例】うぬ　さきぬみゃー　びゅ

ーいどぅ　ぶいたがぶいたてぃー　ぶ

いたみきゅーい（この酒飲みは酔っぱ

らったらいろいろと愚痴をこぼす）。い
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さきぬん

っちゃーっさん　さきぬみゃ（加減を

知らない酒飲み）。かりゃー　むいとぅ

ぬ　さきぬみゃ（彼はとても酒飲みだ

［＜とてもの酒飲みだ］）。［類］さきふぁ

や、さきじゃうぐ。

さきぬん [sakinun] 【名詞】酒を飲む

こと。 【例】さきぬんまい　だうりぬ

どぅ　あいむぬ。（酒飲むことにも道理

があるものだ）。

さきぬんあぐ [sakinunaɡu] 【名詞】

酒飲み友達。 ［類］さきぬんどぅす。

さきぬんどぅくま [sakinun-
dukuma]【名詞】酒の席、酒座。 【例】

からー　いつまい　さきぬん　どぅく

まう　とぅみーまーい（彼はいつもど

こか酒の席を探しまわっている）。

さきぬんどぅす [sakinundusɨ]【名

詞】酒飲み友達。 ［類］さきぬんあぐ。

さきふぁや [sakifaja] 【名詞】酒飲

み。 ［類］さきぬみゃ。

さきやー [sakijaː] 【名詞】酒屋。

さぐ [saɡu] 【名詞】［C］その人の独特

な身振り、歌い方等。 【例】かりゃー

　さぐー　いりー　あーぐー　あっじ

ゅー（彼は独特の歌い方で歌をうたっ

ている）。

さぐな [saɡuna] 【名詞】［C］ホラ貝。

【例】さかさん　さぐなう　さぎー　

うっきゅーふばどぅ　ういが　みーや

　たりー　うてぃーふー（逆さまにほ

ら貝を下げておいておけば身が垂れて

落ちてくる［＜それの身は］）。

ささぎ [sasaɡi] 【名詞】［C］結婚する

こと。

ささぎゆーい [sasaɡijuːi]【名詞】結

婚式。 【例】きゅーや　うぬきゃが　

ささぎゆーいちゃ（今日はかれらの結

婚祝だってさ）。

さし [saɕi]【名詞】［C］柄杓。【例】み

っじゅ　さしひー　ぬん（水を柄杓で

飲む）。

さす [sasɨ] 1○【動詞】［s 語幹］［C］（指

や手でものを）指す、指し示す。 【例】

ばが　さす　とくまう　みーる（私が

指すところをみなさい）。 2○【動詞】［s

語幹］［C］（液体を入れ物に）注ぐ。【例】

ちゃーゆ　ちゃばんかい　さす（お茶

を湯呑に注ぐ）。 3○【動詞】［s 語幹］［C］

（針やキリなどの細いものを）刺す；（も

のをものの間に）差す；（傘を）さす。

【例】はいゆ　さしー　んーくー　いだ

す（針を刺して膿をだす）。んーぷらう

　んなぐんかい　さしー　しなう　と

ぅい（芋掘り棒を砂に刺して二枚貝を

取る）。まーたー　ゆっゔぃー　うまん

　さし（マータを結んでそこにさしな

さい［「マータ」はススキを結んだ魔除

け］）。さなう　さす（傘をさす）。 4○

【動詞】［s 語幹］［C］（蚊や鉢などの虫

が肌を）刺す。【例】かじゃんぬ　さし

どぅ　っさんﾟんぱずん　ないちゃ（蚊

が刺して象皮病になるんだって）。かじ
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さず

ゃん　ささいーにゃーん（蚊に刺され

た）。あいっぞぅぬ　つーずんな　ささ

いな（アイゴの刺には刺されるな）。か

たなひー　ひとぅー　さす（包丁で人

を刺す）。ばー　ばかかいきゃー　たう

んまばすん　ささいーにゃーん（私は

若いころスズメバチに刺された）。かじ

ゃんー　ささいー　っさ　んﾟんぱずん

　ないちゃ（蚊に刺されて象皮病にな

るんだって）。 5○【動詞】［s 語幹］［C］

（寒さが肌を）さす。【例】きゅーや　ひ

ぐるかいば　みずまい　さしーどぅー

い（今日は寒いので水は刺すように冷

たい）。 6○【動詞】［s 語幹］［C］魚肉

等が腐って、食べようとしたら唇等に

痛みを感じる。【例】っさり　っぞぅ　

ふぁうてぃがー　すばう　さすどぅす

（腐った魚を食べると唇を痛いほど刺激

する）。［類］そっゔぃ。

さず [sazɨ] 1○【動詞】［g 語幹］［C］下

げる、ぶら下げる。［類］さぎ。 2○【動

詞】［g 語幹］［C］下痢する。【例】わー

ぬ　あっゔぁう　はーさ　ふぁうてぃ

がー　さずどぅす（ブタの脂をたくさ

ん食べると下痢する）。［類］さぎ。

さず [sazɨ]【名詞】［C］佐司（昔の役人

の役職の一つ）。 【例】さずばい（佐司

の畑）。

さず [sazɨ]【名詞】［C］タオル。【例】さ

っじゅ　かなまいん　まつ（タオルを

頭に巻く）。べー　っゔぁが　っふすー

　みはなう　さずひー　ぬぐい（ほら、

お前の汚れた顔をタオルでぬぐえ）。

さた [sata]【名詞】［C］砂糖。【例】っ

ふじゃた（黒糖）。さたうぎゃー　ぶー

ずからどぅ　ちゅっふ（砂糖をサトウ

キビから作る）。

さだい [sadai] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］

先導する。 【例】ばが　まうきゃーゆ

　さだりー　あいき（私の前を先に歩

け）。

さだいあに [sadaiani]【名詞】（人生

の）先導役のお姉さん。

さだいそぅじゃ [sadaisuʑa]【名詞】

（人生の）先導役のお兄さん。

さだか [sadaka]【名詞】［C］理解する

こと、定めること、確認すること。【例】

うりゃー　あたりゅーむ　なうむ　ば

ぬんな　さだかー　ひらいん（それは

あっているのかどうか私には確認でき

ない）。みーまーいや　ひー　いじゃど

ぅ　いじゃががら　さだかーひらいん

（目がくらんでどこがどこだか分からな

い）。っゔぁー　なうてぃー　あっじゅ

ーががら　ばぬんな　さだかー　ひら

いん（あなたが何と言ったのか分から

ない）。ばぬんな　うらー　さだかー　

ひらいん（私にはそれは分からない）。

さたてぃんぷら [satatimpura]【名

詞】穴の開いてない沖縄風ドーナツ、。

さだり [sadari]【名詞】［B］海岸の角の

ない丸くなった小石、さざれ石。 【例】

はまぬ　さだり（浜のさざれ石）。
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さつ

さつ [satsɨ]【動詞】［k 語幹］［C］咲く。

【例】はなぬ　さつ（花が咲く）。［変

異］さふ。

さつ [satsɨ]【動詞】［k 語幹］［C］（紙や

布などを）手で二つにする、裂く；（仲

を）裂く。 【例】ほぅんぬ　さふ（本

を裂く）。かびーゆ　ふたーつん　さつ

（紙を二枚に割く）。うぬきゃが　ふたー

いが　なかー　さかいーにゃーん（彼

ら二人の仲は引き裂かれてしまった）。

［変異］さふ。

さつ [satsɨ] 【名詞】［A］先。 【例】ば

ー　さつん　はらでぃ（私は先に失礼

します）。さつん　なり（先になれ［＞

先に行け］）。にんぎんぬ　っふぁー　

ばうぬ　さつんどぅ　そぅだつ（人間

の子は棒の先に育つ［＞愛の鞭で育つ、

可愛い子には旅をさせよ］）。

さっゔぃ [savvi] 【動詞】［母音語幹］

［A］突き刺す。 【例】ひんじゃぬ　ぬ

どぅぐらう　さっゔぃ（山羊の喉を突

き刺せ）。［変異］さうー。

さつばい [satsɨbai] 【名詞】先頭、先

導役、指導役。 【例】んきゃーんな　

みどぅんな　いっさぬ　さつばいどぅ

　あたいちゃ（昔は女性は戦争の先頭

に立ったそうだ）。さだいそぅじゃー　

っふぁがまぬ　さつばい（サダイスジ

ャは赤ちゃんの先導役）。ばが　さつば

いん　ならでぃ（私が先頭にたとう）。

さでぃ [sadi] 【名詞】［B］小網、掬い

網の一つ、またその漁、叉手（さで）網。

【例】さじゃー　ひきー　っぞぅ　と

ぅらでぃ（叉手網を引いて魚をとろう）。

まうきゃーいん　さじゅー　ひつてぃ

がー　うんそぅく　さいぬ　とらいた

い（大浦湾で小網を引いたらたくさん

エビがとれた）。［類］さでぃあん。

さでぃあん [sadian]【名詞】小網、掬

い網の一つ、またその漁、叉手（さで）

網。 ［類］さでぃ。

さでぃふ [sadifu]【名詞】［C］〘植〙浜

木綿、ハマオモト。 【例】さでぃふひ

ー　はらんぬ　ちゅっふ（ハマオモト

で風船を作る）。

さどぅい [sadui] 【動詞】［r/rr 語幹］

［A］手探りする。 【例】っふぁどぅく

まう　さどぅりー　あいつ（暗いとこ

ろを手探りで歩く）。いすぬ　みーぬ　

かんぬ　さどぅりー　とぅい（石の中

の蟹（かに）を手探りでとる）。

さとぅびと [satubito] 【名詞】隣人。

【例】ゆーかーま　うとぅじゃんつき

ゃー　さとぅびとぅ（遠くの親戚より

隣人だ）。

さとぅやー [satujaː]【名詞】隣の家。

【例】かりゃー　さとぅやーや　まー

りーどぅ　むぬー　くい　ふぁいゆー

（彼は隣近所を回り、飯を乞うて食べて

いる）。

さな [sana]【名詞】［C］傘、笠。 【例】

さなう　さす（傘を差す）。きゅーや　

あみぬ　ふーぎかいば　さなう　むち
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さなか

ーはり（今日は雨が降りそうだから傘

を持って行け）。あみふーんな　さなう

　かうー（雨の日には笠をかぶる）。

さなか [sanaka]【名詞】［C］日中、9 時

から 10 時の間で（暑くなる前）。 【例】

なつぬ　さなかー　あつかいば　なら

ん（夏の日中は暑くてならない）。

さなず [sanazɨ]【名詞】［C］ふんどし。

【例】さなっじゅ　つー（ふんどしを

つける）。

さに [sani] 1○【名詞】［C］サトウキビ

の種［芽が出る茎を切ったものを植え

る］；オスの精子。 【例】ぶーずぬ　

さに（サトウキビの種）。さにんま（種

馬）。［類］たに。 2○【名詞】［C］血筋、

親戚。【例】ながんぬつ　さに（長生き

系統）。うぬきゃが　さにゃー　うむく

とぅ　あい　さに（この人たちの系統

は頭の良い系統だ）。にんぎんな　さに

んどぅ　がーらいー（人間の出来不出

来は血筋による）。

さにがーい [saniɡaːi] 【名詞】変種、

親と出来の違う子がうまれること、ま

たその子。 【例】からー　さにがーい

や　ひー　ぶんかーりー　うむくとぅ

　あいかい（彼は親、祖父母とは違っ

て頭が良い）。［類］たにがーい。

さにつ [sanitsɨ] 【名詞】［B］旧暦の 3

月 3 日の大潮の日。【例】さにつんな　

っしん　いきー　っしんﾟん　あす（旧

暦 3 月 3 日には礁（リーフ）で潮干狩り

する）。

さにん [sanin]【名詞】［B］〘植〙月桃。

【例】さにんな　かばすむぬ（月桃は

香ばしい）。

さにんま [sanimma] 【名詞】種馬。

【例】さにんまー　ほっかいどーからぬ

　ばんばどぅ　あたい（種馬は北海道

からのばん馬だった）。

さば [saba] 【名詞】［C］草履。 【例】

あだんば　さば（アダンの葉で作られ

た草履）。さばぬ　にゃーん（草履がな

い）。［類］ふだみ。

さば [saba] 【名詞】［B］鮫（サメ）。

【例】さばう　つー（サメを釣る）。

さぱーす [sapaːsɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

そそのかす、おだてる。 【例】うらー

　すかまうぎゃー　ほぅん　なっちゃ

かんむぬ　やいば　さぱーひー　あす

みる（彼は仕事をしない怠け者だから

おだてて、（仕事を）やらせなさい）。か

るーぎゃー　さぱーひー　ぶどぅらひ

ーみーる（彼をおだてておどらせろ）。

さばつ [sabatsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］

問いただす。 ［変異］さばふ。

さばつ [sabatsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］

（魚などを）捌（さば）く。 ［変異］さ

ばふ。

さばに [sabani]【名詞】［C］くりぶね、

小舟。 ［類］そぅーに。

さばふ [sabafu] 1○【動詞】［k 語幹］［C］

問いただす。 【例】ひとぅー　さばふ
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さびー

（人を問いただす）。ぬそぅどぅ　さばふ

（泥棒を問い質す）。かりゅーまい　さ

ばきーみーる（あいつにも聞いてみろ）。

［変異］さばつ。 2○【動詞】［k 語幹］［C］

（魚などを）捌（さば）く。【例】っぞぅ

ー　さばふ（魚を捌く）。［変異］さばつ。

さびー [sabiː] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］

没落する。 【例】かまぬ　やーや　さ

びりー　はりーにゃーん（向こうの家

は貧乏になってしまった）。

さびーてぃー [sabiːtiː]【副詞】物静

かに。 【例】かりゃー　さびーてぃー

　びじゅーたい（彼は物静かに座って

いた）。

さびす [sabisɨ] 【形容詞】［A］寂しい。

【例】やーにんじゅぬ　みーだかー　

さびすかいば　ならん（家族がいない

と寂しくてならない）。たうかー　うい

てぃがー　さびすかいば　ならん（一

人でいると寂しくてならない）。

さふ [safu]【動詞】［k 語幹］［C］（紙や

布などを）手で二つにする、裂く；（仲

を）裂く。 ［変異］さつ。

さふ [safu]【動詞】［k 語幹］［C］（花な

どが）咲く。 ［変異］さつ。

さぷん [sapun]【名詞】［C］石鹼。【例】

さぷんひー　みはなう　あらう（石鹸

で顔を洗う）。

さまい [samai] 【接尾辞】［母音語幹］

尊敬の接尾辞　母音語幹の動詞に付く。

子音語幹に付く場合は「まい」、未然形

につく。

さまい [samai]【動詞】［r/rr 語幹］［C］

（熱いものが）冷める。 【例】あつむぬ

　やいば　さまいきゃたーひー　まち

ーから　ふぁーでぃ（熱いので冷める

まで待ってたべよう）。

さまらす [samarasɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］（熱いものを）冷ます。 【例】あつ

むぬーぎゃー　さまらひーから　ふぁ

い（熱いものは冷ましてから食べなさ

い）。

さみ [sami] 【名詞】［B］疥癬（かいせ

ん）肌。 【例】うなが　さみゃー　か

ぎさみ（あばたもえくぼ［> 自分の疥

癬は綺麗な疥癬だ］）。さみ　かうしゃ

ーや　いでぃー　かうかいば　ならん

（疥癬が出て痒くてならない）。かうしゃ

ーやひー　どぅーや　さみん　なりゅ

ー（疥癬で身体はざらざら肌になって

いる）。

さみうんた [samiunta] 【名詞】ヒキ

ガエル。 ［類］さみっふなた。

さみっふなた [samiffunata] 【名詞】

ヒキガエル；侮辱的な呼びかけ。 【例】

おい　さみっふなた（おい　ヒキガエ

ル［＞他人を侮辱するときに使う］）。

［類］さみうんた。

さむい [samui] 【接尾辞】形容詞の語

幹について形容詞語幹を作る接尾辞～

に弱い、～がり。 【例】あつさむい（暑

178



さむい

がり）。っしさむい（寒がり）。ひぎゃ

うさむい（くすぐったがり）。うとぅる

っさむい（怖がり［「うとぅるすさむい」

もあり］）。

さむい [samui]【名詞】［C］〘遊〙数字

遊び（数字を出し合って遊ぶ）二人で

同時に指を出し、相手の指の数と合計

した数字を言った方が勝ち、両方正解

か、両方間違ったら引き分け。両者の前

に箸を数本置き、勝者は箸を一本とり、

箸が無くなれば終わり。

さや [saja] 【名詞】［B］（豆の）莢（さ

や）。 【例】まみぬ　さや（豆の莢）。

さやふ [sajafu] 【名詞】［B］大工。

【例】てぃーぬん　じゃやふぬ　すかま

ー　みーらいん（下手な大工の仕事は

見られたものではない）。

さやふだうー [sajafudauː] 【名詞】

大工道具。 【例】さやふだうーゆぎゃ

ー　あたらっさ　ひー　つかい（大工

道具は大切に使いなさい）。

さゆい [sajui] 【名詞】［C］〘魚〙サヨ

リ。【例】さゆいや　っそぅっぞぅ（サ

ヨリは白い魚）。

さら [sara] 1○【名詞】［B］皿　［連濁す

るときは「じゃら」になる］。 【例】ほ

ぅじゃら（大皿）。なかじゃら（中皿）。

いみじゃらがま（小皿）。むぬー　ふぁ

いや　うなが　さらう　あらい（ご飯

をたべたら自分の皿を洗え）。 2○【名詞】

［B］仕事［「皿」からの比喩］。【例】ば

ーきゅーや　むぬ　ふぁうじゃらう　

とぅみが（私は今日は仕事をさがしに

いく）。

さらう [sarau] 【動詞】［w 語幹］［A］

浚（さら）う、井戸の底に溜まった泥を

浚う。 【例】かーぬ　どぅるー　さら

い（井戸の泥をさらえ）。

さらす [sarasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［A］

空気に晒す、干す；人に見せる；人に

見せびらかす。 【例】どぅーゆ　さら

す（体を干す）。つんぬ　さらす（着物

を干す）。まーぬ　でぃんぬぎゃー　ひ

とぅんかい　さらすな（あんまり金を

人に見せびらかすな）。

さらたみ [saratami] 【副詞】わざと、

わざわざ。 【例】みどりかいぬ　あい

ば　さらたみ　ったい（みどり会があ

るのでわざわざ来た）。さらたみてぃ

ー　あいぬ　くとぅーぎゃー　ほぅん

（わざとそんなことはしない［＞しては

いけない］）。ほぅだ　うらばんまい　

くとぅー　さらたみてぃー　あす（や

らなくても（良い）ことをわざとやる

［＜していなくてもことを］）。さらたみ

てぃー　やどぅ　ばい（（怒って）わざ

と雨戸を割る）。かまんかいや　いつた

っふぁ　にゃーっだんそぅが　さらた

みてぃー　いきゅーたい（向こうには

行きたくなかったが仕方なく行った）。

さらに [sarani]【名詞】［A］再来年。

さらばんず [sarabanzɨ]【名詞】（人生

の）最高の盛り。【例】うぬ　ばかむぬ
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さり

ー　んなまどぅ　さらばんず（この若

者はいまが人生の最高潮）。［類］さい。

さり [sari] 1○【動詞】［母音語幹］［A］

（植物が）枯れる。 【例】ひゃーいな　

ぶーずまい　さりどぅす（旱魃にはサ

トウキビも枯れる）。ゆながい　あみゃ

ー　っふぁんば　ぶーずまい　さりー

にゃーん（長い間雨は降らないのでサ

トウキビも枯れてしまった）。［類］さ

い。 2○【動詞】［母音語幹］［A］（土地な

どが）干上る。【例】っしゃー　っしど

ぅ　さりーゆー（礁は潮が引いて干上

がっている）。

さりっぞぅ [sarizzu] 【名詞】きびな

ごの乾燥したもの。

さる [saru] 【名詞】［C］猿、顔を洗わ

ずに不格好な人のこと。 【例】おい　

やまじゃる　っゔぁー　んじゃんかい

が（おい、山猿、お前はどこに（行くの）

か）。

さるか [saruka]【名詞】［C］〘植〙サル

カケミカン［刺がある］。 【例】さるか

ぬ　とぅず（サルカケミカンの刺）。さ

るかんな　つーずぬ　あい（サルカケ

ミカンの木には刺がある）。さるかひー

　みどぅんぬ　つんぬ　からぎー（サ

ルカケミカンで女性の着物を絡げる）。

さるつ [sarutsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］

仲間外れにする。 【例】うりゅーぎゃ

ー　さるきーんなし（そいつを仲間外

れにしてしまえ）。［変異］さるふ。

さるまた [sarumata]【名詞】猿股、股

引、パンツ。【例】やり　さるまた（古

いパンツ）。

さん [san]【名詞】［B］高い岩山。【例】

まじゃぬ　さん（真謝の岩山）。

さん [san]【名詞】［B］魚のエラ。【例】

っぞぅぬ　さん。（魚のエラ）。

さんぎ [saŋɡi]【名詞】［C］鳥肌。【例】

さんぎぬどぅ　たちゅーい（鳥肌が立

っている）。

さんじゃい [sanʑai] 【動詞】［r/rr 語

幹］（高いところから）落ちる。 【例】

きーぬ　はなから　さんじゃりー　う

てぃーにゃーん（木の上から落ちた）。

［変異］しゃんじゃい。

さんじゅつ [sanʑutsɨ] 【名詞】算術、

算数、数学。

さんしん [sanɕin]【名詞】三線。【例】

さんしんぬ　ちる（三線の弦）。さんし

んぬ　ちんだみ（三線の調弦）。

さんしんばなり [sanɕimbanari]【名

詞】大浦湾の沖にある三線の形をした

岩礁。

さんだん [sandan]【名詞】（ますむい

の）会計をすること、（ますむいの）会

計係。 【例】ますむいぬ　くとぅー　

さんだんあす（ますむいのことを算段

する）。からー　ますむいぬ　さんだん

ちゃ（彼はますむいの算段役だって）。

［類］さんとぅりゃ。
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さんとぅら

さんとぅら [santura]【名詞】〘祭礼〙

ナナムイの役の名前（その年に生まれ

た子供の数を数えて記録し、みゃーく

ずつの時に発表する役）。

さんぱつやー [sampatsɨjaː] 【名詞】

床屋、散髪屋。 ［類］あかそぅいやー。

さんまい　すなーにゃーん
[sammai sɨnaːnjaːn] 【成句】（形容詞語

幹について）～でどうしようもない。

【例】んずぎさんまい　すなーにゃーん

（醜くくてどうしようもない）。あぱら

ぎさんまい　すなーにゃーん（美人で

どうしようもない「＞とても美人だ］）。

がずさんまい　すなーにゃーん（ケチ

でどうしようもない）。

さんみん [sammin] 【名詞】考えを巡

らすこと、計算、予測、予定。【例】あ

いぬ　さんみんまい　かいぬさんみん

まいどぅ　ひーゆーや　あら（あれや

これやと考えていたのではないか）。ば

ぬんな　うらー　さんみんな　ひらい

ん（私にはそれは理解できない）。あち

ゃー　うつなーんかい　いつ　さんみ

ん（明日は沖縄に行く予定）。
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さんみん
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し

しー [ɕiː] 【感動詞】赤ちゃんにおしっ

こを促すときに発する言葉。 【例】す

ばいゆ　しーってぃ　っし（小便を「シ

ー」としなさい）。

しー [ɕiː]【名詞】［B］岩。【例】しーぬ

　みーゆ　あまんぬ　とぅみーまーい

（岩の中をヤドカリを探して回る）。［類］

かんふ。

じー [ʑiː]【名詞】［B］痔。 【例】じー

ぬどぅ　やんかい（痔が悪い）。じーぬ

　しゅじゅっちゅ　あすたい（痔の手

術をした）。

しーぐ [ɕiːɡu]【名詞】［C］小刀。【例】

かぬやらびゃー　しーぐひー　えんぴ

っちゅ　きっじゅーい（あの子は　小

刀で鉛筆を削っている）。しーぐー　ん

じゃん　うっきゃーがてぃー　ばっし

ーにゃーん（小刀をどこに置いたか忘

れた）。

しーしー [ɕiːɕiː]【名詞】先生。 【例】

しーしーが　とぅず（先生の奥さん）。

くらー　いぬ　しーしーが　かばんが

（これはどの先生のカバンですか）。くぬ

　がっこーんな　しーしーや　にじゅ

ーめーばかーいどぅ　うい（この学校

には先生が２０人くらいいる）。びきっ

ゔぁー　ちゅーがっこーぬ　しーしー

ん　ないたい（むすこは　中学校の先

生になった）。

しーたう [ɕiːtau]【名詞】製糖。【例】

しーたうやー（製糖工場）。

しーとぅ [ɕiːtu] 【名詞】［C］生徒。

【例】しーとぅやらびんみ（生徒たち）。

くぬしーとぅぬ　んまぬどぅ　んﾟぬ　

がっこーんかい　っちゅーたい（この

生徒の　お母さんが　昨日学校に来て

いた）。びきどぅんしーとぅんみゃー　

ばうずがなまいどぅ　あたい（男子生

徒たちは坊主頭だった）。みどぅんしー

とぅんみゃー　あうすかーとぅー　っ

ちゅーたい（女子生徒は青いスカート

をはいている）。

しーとぅやらび [ɕiːtujarabi] 【名

詞】生徒。【例】がっこうんな　しーと

ぅやらびんみぬ　うい（学校には生徒

たちがいる）。んなま　しーとぅやらび

　んみゃー　うんどーじょーん　うぐ

なーりゅー（いま生徒たちが運動場に

集まっています）。しーとぅやらびんみ
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しーなう

ぬ　なーゆ　んーな　うぶいどぅーな

（生徒たちの名前を皆覚えていますか）。

しーなう [ɕiːnau] 【名詞】〘道具〙篩

（ふるい）。 【例】しーなうひー　みり

くんぐーゆ　ゆい（篩でメリケン粉を

よる）。

しーぶ [ɕiːbu] 【名詞】［C］〘祭礼〙年

末の男性の祭事、歳暮。

しーる [ɕiːru]【名詞】［C］トイレの汚

水。

しおから [ɕiokara]【名詞】〘食〙塩辛、

カツオの腸の塩漬け。

しかかい [ɕikakai] 【動詞】［r/rr 語幹］

混み合う。 ［変異］すかかい。

しがかい [ɕiɡakai] 【名詞】釣り針が

海底の石などに引っかかること、根掛

かり。 【例】つーぬどぅ　しがかいや

　ひーゆー（釣り針が石に引っかかっ

ている）。

しちぐつ [ɕitɕiɡutsɨ]【名詞】旧暦 7 月

のお盆。 【例】んすむらんな　しちぐ

っちゃ　にゃーっだん（西原にはお盆

はなかった）。［変異］しつぐつ。

しつ [ɕitsɨ]【動詞】［k 語幹］［A］（寝具

を）敷く。 【例】ふとんぬ　しき（布

団を敷きなさい）。［変異］しふ。

しつ [ɕitsɨ] 【名詞】［C］物入れ箱、タ

ンスの引き出し。 【例】しつんかい　

つんぬ　いりー（物入れ箱に着物をい

れる）。

しつき [ɕitsɨki]【動詞】［母音語幹］［A］

虐待する、厳しくしつける。 【例】ば

が　ぶとぅ　あたいひとぅ　ばぬー　

あてぃくとぅ　しつきゅーたいばどぅ

　とぅずぶとぅ　ばきゃーい　あすた

い（私の夫だった人は私をとても虐待

したので離婚した）。やらびゅーぎゃー

　しつきー　ならーし（子供を厳しく

教えろ）。

しつぐつ [ɕitsɨɡutsɨ]【名詞】旧暦 7 月

のお盆。 【例】んすむらんな　しつぐ

っちゅぎゃー　ほぅだどぅ　みゃーく

づっちゅ　あす（西原ではお盆はしな

いで宮古節をやる）。［変異］しちぐつ。

しどぅ [ɕidu]【名詞】［C］船頭、船長。

［類］しんどぅ。

しな [ɕina]【名詞】［C］ハマグリなどの

二枚貝。 【例】しなとぅい（二枚貝取

り）。ほぅらばまんな　しなぬどぅ　む

いとぅ　うたい（大浦湾にはハマグリ

が沢山いた）。んーぷらひー　しなう　

とぅい（芋掘り棒でハマグリをとる）。

しば [ɕiba] 1○【名詞】［C］心配。 【例】

いんかい　はりーにゃーん　ぶとぅぬ

　くとぅー　むいとぅ　しばよ（海に

行った夫のことがとても心配だ）。ばが

　みーぬ　っふかいきゃー　とぅず　

っふぁんみゅーぎゃー　むぬふぁいぬ

　しばうぎゃー　あすみん（私の目の
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しば

黒いうちは妻子には食べ物の心配はさ

せない）。んなまが　っさー　しばー　

にゃーん（今のところ心配はない）。し

ばあすな（心配するな）。っふぁー　ゆ

ららひー　むいとぅ　しば（子供を迷

子にさせてしまってとても心配だ）。や

らびゃー　たうかーひー　うつなーん

かい　はらひー　しば（子供を一人で

沖縄に行かせて心配だ）。［変異］しわ。

2○【形容詞】［C］心配だ。【例】ばー　

しばかいば　ならん（私は心配でなら

ない）。［変異］しわ。

しば [ɕiba]【形容詞】［C］狭い。 【例】

うまー　しばかいば　びー　まーや　

にゃーん（ここは狭いから座るところ

がない）。

しばな [ɕibana]【名詞】［B］海岸の崖

の上。 【例】いんぬ　しばな（海岸の

崖の上）。

しび [ɕibi] 【名詞】［B］マグロ。 【例】

しびの　っぞぅ　なます　（マグロの

刺身）。しびぬ　はいなー（マグロの延

縄）。［変異］しゅび。

しびら [ɕibira] 【名詞】［C］背中。

しびらぶに [ɕibirabuni]【名詞】肩甲

骨。 【例】さうがつんな　わーぬ　し

びらぶにゅーどぅ　さだいそぅじゃが

　まいんかいや　むちーいきゅーたい

（正月には豚の肩甲骨を先導役のお兄さ

んに前には持って行った）。

しぶに [ɕibuni] 【名詞】［B］背骨。

【例】しぶにゅー　んばす（背骨をのば

す）。

しまい [ɕimai] 【感動詞】しまった。

【例】しまい。むいとぅ　うどぅきーに

ゃーん（しまった。大損してしまった）。

しまな [ɕimana] 【名詞】［B］〘果物・

野菜〙〘食〙島菜。

しみ [ɕimi] 1○【動詞】［母音語幹］［C］

（縄などで）締める。 【例】ぶーずぬ　

にーゆ　ちゅーく　しみる（サトウキ

ビの荷を強く締めろ）。 2○【動詞】［母音

語幹］［C］催促する。【例】うっかう　

しみー　とぅい（借金を催促して取る）。

3○【動詞】［母音語幹］［C］狭める、追

い込む。【例】っゔぁが　まいから　っ

ぞぅー　しみーくー（あなたの所から

魚を追い込んで来い）。 4○【動詞】［母音

語幹］［C］責める。【例】いつまい　む

ぬいぎゃー　つかん　やらびん　くる

まう　かい　ふぃーるてぃ　しみらい

ゆー（いつも言うことを聞かない子供

に車を買ってくれと責められている）。

しみ [ɕimi]【動詞】［母音語幹］［C］閉

める。 【例】やどぅー　しみー（戸を

閉める）。

じゃー [ʑaː]【感動詞】目上の人に何か

差し出す時の言葉。 【例】じゃー　う

りゅー　みゃらまてぃ（どうぞ　これ

を召し上がって下さい）。

185



じゃー

じゃー [ʑaː]【名詞】［C］（村の）広場、

集会場。 【例】じゃーがまん　うぐな

ーい（（村の）広場に集まる）。

しゃーい [ɕaːi]【動詞】［r/rr 語幹］［A］

（心が）逸（はや）る、心がいきり立つ、

意地を張る。 【例】まーぬ　しゃーい

な（余り焦るな、意地を張るな）。［類］

しゃーがい。

しゃーか [ɕaːka] 【名詞】［A］早朝、

未明。 【例】しゃーかん　うきー　ひ

とぅむてぃんないば　あしゅー　ふぁ

うたい（未明に起きて朝になったので

朝食を食べた）。しゃーかん　うきー　

っさかいが　いつたい（未明に起きて

草刈りに行った）。っざたー　しゃーか

んどう　いんかいや　いつ（父親たち

は朝早く漁に行く）。

しゃーがい [ɕaːɡai] 【動詞】［r/rr 語

幹］（心が）はやる、意気込む；あれこ

れ駄々をこねる。 【例】からー　なう

ちゃーにゃー　つむでぃー　しゃーが

りゅーたい（彼は理由もなく怒って意

地を通そうとしていた）。かにゃー　ま

さいとぅ　すまとぅらでぃー　しゃー

がりゅーたい（カニはマサイと相撲を

とろうと意気込んでいる）。まーぬ　な

うちゃーにゃー　しゃーがいな（あま

りあれこれ文句を言うな）。［類］しゃ

ーい。

じゃーじゃーてぃー [ʑaːʑaːtiː]
【オノマトペ】（雨の降る様子）ザーザー

と。 ［変異］ざーざーてぃー。

じゃーにゃー [ʑaːnjaː]【接尾辞】（お

互いに）～同士。【例】うぬきゃー　ん

まじゃーにゃー　きょーだい（その人

達は母親同士が兄弟）。

しゃーみつ [ɕaːmitsɨ] 【動詞】［k 語

幹］焦る、意地をはる。 【例】まーぬ

　しゃーみかだうり（あまり焦るな、意

地をはるな）。［変異］しゃーみふ。［類］

しゃーがい。

じゃーん [ʑaːn] 【接尾辞】動詞未然

形について意思否定を表す「～しない」、

「～するつもりはない。 【例】ばー　い

かじゃーん（私は行かない）。ばー　ふ

ぁーじゃーん（私は食べない）。ばー　

ほぅじゃーん（私はしない）。ばー　あ

っじゃじゃーん（私は言わない/歌わな

い）。っゔぁが　いかじゃーだかー　ば

んまい　いかじゃーん（あなたがいか

ないのなら私も行かない）。

じゃーん　あすてぃがー [ʑaːn
asɨtiɡaː]【成句】動詞基本形について「～

さえしたら（十分だ、ほかは必要ない）」

ことを表す。 【例】ふぁうじゃーん　

あすてぃがー　ばー　っさん（自分さ

え食べたら私は（ほかの人のこと）知

らない）。いつじゃーん　あすてぃがー

　んめ　じゃうぶん（行きさえしたら

それで十分だ）。

じゃいんみ [ʑaimmi]【名詞】ずぶ濡

れ。 ［変異］ざいんみ。

しゃう [ɕau]【名詞】［C］知恵。【例】

むぬ　かんがいや　にゃーん　しゃう
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じゃう

やにゃーん　んまり（浅薄で馬鹿な奴）。

［変異］さう。

じゃう [ʑau] 【形容詞】［B］良い。

【例】ういがどぅ　じゃうかい（これが

良い）。

じゃう [ʑau] 【接尾辞】～が上手な人、

上戸；～が好きな人。 【例】さきじゃ

う（酒上戸）。わーじゃう（豚肉の好き

な人）。

じゃう [ʑau] 【名詞】［C］門。 【例】

やーぬ　じゃう（家の門）。

じ ゃ う か い が に ゃ ー ん
[ʑaukaiɡanjaːn] 【成句】（あなたが）良

いように（しろ）。 【例】じゃうかいが

にゃーん　あっそぅ（良いようにしな

さい）。

じゃうじゃ [ʑauʑa]【形容詞】［C］上

手。 ［類］じゃうず。

じゃうず [ʑauzɨ]【形容詞】［C］上手、

（動作について）～名人、名手。【例】か

りゃー　なうゆ　あすんまい　じゃう

ず（彼は何をしても上手）。あすじゃう

ず（やるのが上手）。うんてんじゃうず

（運転上手）。かいがどぅ　んながーな　

じゃうずかい（彼が一番上手い）。［類］

じゃうじゃ。

じゃうそぅく [ʑausuku] 【名詞】天

井、天井壁。 【例】たか　じゃうそぅ

く（高い天井）。じゃうそぅくー　にゃ

ーん　やー（天井のない家）。

じゃうとぅー [ʑautuː]【形容詞】上

等だ。 【例】ういがどぅ　じゃうとぅ

ーかいば　うるー　とぅい（これが一

番上等だからそれにしろ）。

じゃうどぅきゃ [ʑaudukja]【名詞】

良い天気、良い日、良い時。 【例】き

ゅーや　じゃうどぅきゃひどぅ　とぅ

りーゆー（今日は晴れている）。きゅー

や　じゃうどぅきゃがま（今日は良い

天気だ）。［類］じゃうどぅり。

じゃうなう [ʑaunau]【名詞】税金。

【例】じゃうなうゆ　うさみー（税を納

める）。

じゃうひかず [ʑauhikazɨ]【名詞】良

い日取り。 ［類］じゃうひゅーい。

じゃうひゅーい [ʑauçuːi] 【名詞】

良い日取り。 ［類］じゃうひかず。

じゃうぶん [ʑaubun]【名詞】十分。

【例】ばが　たまー　うさきひー　じゃ

うぶん（私の分はそれだけで十分だ）。

じゃか [ʑaka] 【名詞】［C］モグラ。

【例】じゃかー　ゆなかどぅ　いでぃー

　まーい（モグラは夜、出て回る）。

じゃかひとぅ [ʑakahitu]【名詞】イ

ルカ。 【例】じゃかひとぅー　うむく

とぅ　あい　いつむす（イルカは頭が

いい生き物だ）。

しゃく [ɕaku] 1○【名詞】［C］人を表す

人称代名詞や指示代名詞のガ格につい

て、つまらない、程度の低いやつという

意味を表す、～ぐらい、～ばかり、～みた
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しゃく

いな。 ［変異］そぅく。［類］しゅく。

2○【名詞】［C］ものを表す指示代名詞の

ノ格について、それ程度くらいでしか

ないという量を表す、また、単に程度を

あらわす、～ぐらい、～ばかり；ものや

時期を表す名詞のノ格についてだいた

いの時期を表す、～ころ。［変異］そぅ

く。［類］しゅく。

じゃぐ [ʑaɡu]【名詞】［B］カツオを釣

るときの餌にする小魚（< 雑魚）。【例】

じゃぐがま（カツオの餌）。

しゃし [ɕaɕi] 【名詞】［C］水差（みず

さし）。

しゃしんばい [ɕaɕimbai] 【形容詞】

写真写りが綺麗な、写真映えのする。

【例】かぬ　みどぅんな　やぐみ　しゃ

しんばい　ひとぅ（あの女性はとても

写真写りのいい人だ）。くいがどぅ　ん

ながーな　しゃしんばいかい（これが

一番写真写りがいい）。

じゃってぃー [ʑattiː] 【オノマトペ】

さっさと。【例】じょ、すかまうぎゃー

　じゃってぃー　ひーすてぃでぃ（さ

あ、仕事はさっさとやってしまおう）。

じゃまーにゃーだ [ʑamaːnjaːda]

【成句】これ以上（以下）はないくらい、

とても、非常に。 【例】っざたー　じ

ゃまーにゃーだ　はーさ　っぞぅ　と

ぃっちゃーい（お父さんたちはとても

たくさん魚を取ってきた）。じゃまーに

ゃーだ　ひーちゃがまぬ　っぞぅ（と

ても少ない魚）。

じゃまーにゃーん [ʑamaːnjaːn]

【成句】これ以上（以下）はないくらい

の、とても。 【例】じゃまーにゃーん

　はーさぬ　っぞぅ（これ以上はない

位の大量の魚）。じゃまーにゃーん　あ

ぱらぎ　みどぅん（とても美しい女性）。

じゃまーにゃーん　んずぎ　みどぅん

（とても不美人）。

じゃらてぃー [ʑaratiː] 1○【副詞】突

然に、不意に。 【例】どぅすん　じゃ

らてぃー　いじゃうたい（友達に思い

がけず出会った）。 2○【オノマトペ】も

のを叩いたり割ったりする時の音、が

ちゃんと；藁やサトウキビなどを切り

倒す時の音、バサっと。【例】さらう　

じゃらてぃー　ばい（皿をガチャンと

割る）。じゃらてぃー　ふぁーし（がつ

んと食らわせろ）。っざらひー　じゃら

てぃー　なぎー　たうし（鎌でバサッ

となぎたおせ）。

しゃり [ɕari] 【形容詞】［A］おしゃれ

な。 【例】しゃりびとぅ（おしゃれな

人）。かいがどぅ　んながーな　しゃり

かい（彼女/彼が一番おしゃれだ）。

じゃり [ʑari] 【動詞】［母音語幹］［A］

戯れる、ふざける。 【例】やらびんみ

ぬどぅ　じゃりんきー　あそぅびゅー

（子供たちがじゃれ合って遊んでいる）。

じゃり [ʑari] 【名詞】［C］砂利。

じゃん [ʑan] 【名詞】［B］ジュゴン。

【例】いんぬ　いつむすかりゃー　じゃ

んぬどぅ　んながーんな　んまかたい
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しゃんじゃい

ちゃ（海の生き物の中ではジュゴンが

一番おいしかったって）。

しゃんじゃい [ɕanʑai] 【動詞】［r/rr

語幹］（高いところから）落ちる。 ［変

異］さんじゃい。

じゃんぬ　ひぎ [ʑannu hiɡi] 【名

詞】ジュゴンの食べる海藻。 【例】じ

ゃんぬ　ふぁう　っさうどぅ　じゃん

ぬ　ひぎてぃー　あい（ジュゴンが食

べる海藻をジュゴンのひげという）。

しゅー [ɕuː] 【名詞】［C］役人、主。

じゅー [ʑuː] 1○【接尾辞】（名詞につい

て）～が強い人。 【例】みーじゅー（よ

く見える人）。どぅーじゅー（体の強い

人、健康な人）。ばたじゅー（お腹の強

い人）。さき　じゅー　びとぅ（酒の強

い人）。うんじゅー　びとぅ（強運の持

ち主）。 2○【接尾辞】（動詞について）よ

く～する人。【例】なつじゅー　やらび

（よく泣く子）。ばらいじゅー　やらび

（よく笑う子供）。ふぁうじゅー（よく食

べる人）。

じゅー [ʑuː] 【名詞】［B］尻尾、しっ

ぽ。【例】わーぬ　じゅー（豚の尻尾）。

ぬーまぬ　じゅー（馬の尻尾）。

じゅーぐや [ʑuːɡuja]【名詞】十五夜。

じゅーさ [ʑuːsa]【名詞】［C］〘食〙雑

炊。 【例】たか　じゅーさ（鷹（サシ

バ）の具の入った雑炊）。

じゅーばく [ʑuːbaku]【名詞】重箱。

しゅく [ɕuku] 1○【名詞】［C］人を表す

人称代名詞や指示代名詞のガ格につい

て、つまらない、程度の低いやつという

意味を表す、～ぐらい、～ばかり、～みた

いな。【例】かぬ　しゅくーぎゃー　ゆ

らはん（あいつのことは許さない）。う

いが　しゅくがまんな　でぃんぬぎゃ

ー　かしん（そんなやつにはお金は貸

さない）。かいが　しゅくがまうぎゃー

　ばらいー　すてぃる（あいつのこと

は笑ってしまえ）。っゔぁが　しゅくが

まんな　なうまい　ひらいん（お前み

たいなやつにはなにもできない）。かぬ

きゃが　しゅくがまんな　まきん（あ

いつらなんかには負けない）。［変異］そ

ぅく。［類］しゃく。 2○【名詞】［C］もの

を表す指示代名詞のノ格について、そ

れ程度くらいでしかないという量を表

す、また、単に程度をあらわす、～ぐら

い、～ばかり；ものや時期を表す名詞の

ノ格についてだいたいの時期を表す、～

ころ。【例】ういが　すかまー　いつま

い　うぬ　しゅく　だら（彼の仕事は

いつもその程度だ）。ばが　たまー　う

ん　しゅくな（私の取り分はこれくら

いか）。［変異］そぅく。［類］しゃく。

しゅく [ɕuku] 【名詞】［C］悪い習慣

にはまって抜けられないこと、悪い癖、

またその人のこと［動詞基本形＋提題

助詞＋しゅく　＝　ある行為、行動を

くりかえすこと。それから抜け出せな

いこと。悪い意味で使う］。 【例】から
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しゅく

ー　さきぬんな　しゅく（彼は酒には

まってぬけられない［アルコール依存

症だ］）。かりゃー　いつまい　でぃん

かいや　しゅく（彼はいつも金に対す

る奴隷［ばくちなどにはまってお金を

浪費する人」）。

しゅく [ɕuku]【名詞】［C］仕事。【例】

ばー　きゅーや　しゅく　とぅみが　

（私は今日は仕事探しに（行く））。

しゅくとぅら [ɕukutura]【名詞】公

務員、会社員などの給料取り、サラリ

ーマン。 【例】しゅくとぅらたがどぅ

　みゃーすかい（給料取りが生活は楽

だ）。

しゅしゃー [ɕuɕaː]【名詞】［C］緊張

状態。 【例】うらー　いつまい　みど

ぅんぬ　みーきゃー　しゅしゃーん　

なりゅー（彼はいつも女性を見たら緊

張する）。

しゅび [ɕubi] 【名詞】［B］マグロ。

【例】しゅびの　っぞぅ　なます（マグ

ロの刺身）。［変異］しび。

じゅふぎ [ʑufuɡi] 【名詞】［C］〘植〙

デイゴ。 ［変異］じゅふず。

じゅふず [ʑufuzɨ]【名詞】［C］〘植〙デ

イゴ。 【例】じゅふずぎー（でいごの

木）。［変異］じゅふぎ。

じゅり [ʑuri]【名詞】［B］（遊郭の）遊

女。 【例】さかぬ　やーんいきー　じ

ゅりゅー　かう（料亭に行って遊女を

買う）。

じゅるん [ʑurun]【動詞】［m 語幹］［C］

騙す、騙し取る。 ［変異］じるん。

じゅんてぃー [ʑuntiː] 【副詞】ちゃ

んと、はっきりと。 【例】やんな　じ

ゅんてぃー　なうりーどぅ（病気はち

ゃんと直っている）。ばー　うりゅーぎ

ゃー　じゅんてぃー　っしーどぅ（私

はそれがはっきりと分かる）。

じょ [ʑo]【感動詞】〘間投詞〙動作を誘

うときにいう、さあ。 【例】じょ　い

かでぃ（さあ　行こう）。じょ　ふぁー

でぃ（さあ　食べよう）。ゆくいにゃー

んば　じょー　すかまう　すきゃきで

ぃ（休んだから、（さあ）仕事を始めよ

う）。［変異］じょー。［類］じょーはい。

じょー [ʑoː]【感動詞】〘間投詞〙動作を

誘うときにいう、さあ。 ［変異］じょ。

しょーじき [ɕoːʑiki]【形容詞】正直。

じょーはい [ʑoːhai] 【感動詞】〘間

投詞〙動作を誘うときにいう、さあ。

【例】じょーはい　いかでぃ（さあー　

行こう）。［類］じょ。

しょじょ [ɕoʑo] 【名詞】［C］若い独

身女性（15 歳位から 20 歳位）。

しら [ɕira]【形容詞】［C］お産したての。

【例】しらぬーま（お産したての馬）。

しらいん（お産したての犬）。しらどぅ

い（しら鳥）。しら　わー（お産したて

の豚）。しらばう（お産したてのヘビ）。
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しらやー

しらやー [ɕirajaː]【名詞】お産したて

の家。 【例】しらやーんかいや　みど

ぅんんまたが　ってぃ　んまっふぁう

　みばかい（出産直後の家には女性た

ちが来て母子を見守る）。

しらゆー [ɕirajuː] 【名詞】お産して

間もない頃に親戚、近隣に配るお粥。

【例】っふぁぬ　んまいてぃがー　しら

ゆーゆ　うとぅじゃんみんかい　むち

ー　まーい（子供が生まれたらお産の

お粥を配って回る）。

しる [ɕiru]【名詞】［C］精液。【例】て

ぃんまらーひー　しるー　いだす（自

慰行為で精液を出す）。

じるん [ʑirun] 【動詞】［m 語幹］［C］

騙す、騙し取る。 【例】ばー　やなび

とぅん　でぃんな　じるまいにゃ－ん

（私は悪人にお金を騙し取られた）。でぃ

んぬ　じるん（金を騙し取る）。かいが

　でぃんぬぎゃー　じるみ　すてぃる

（彼の金を騙し取れ）。［変異］じゅるん。

しわ [ɕiwa] 1○【名詞】［C］心配。 ［変

異］しば。 2○【形容詞】［C］心配だ。［変

異］しば。

しんか [ɕiŋka] 【名詞】［C］仕事仲間、

（船の）乗組員、メンバー、遊び友達。

【例】ばんてぃが　ふにぬ　しんかー　

んなない　かないむぬ（私たちの船乗

り仲間はみんなよく仕事ができる）。さ

きぬんしんか（酒飲みの仲間）。

しんき [ɕiŋki] 【名詞】［C］フィラリ

ア、フィラリアの震え。 【例】しんき

ぬ　うくりゅー（フィラリアの震えが

起こっている）。

しんぎり [ɕiŋɡiri]【名詞】切り干し大

根。

しんどぅ [ɕindu] 【名詞】［C］船頭、

船長。 ［類］しんどぅ。
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しんどぅ
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す

すー [sɨː] 1○【動詞】［s/ss 語幹］［A］（腹

が）減る。 【例】ばたぬ　すー（お腹

が減る）。 2○【動詞】［s/ss 語幹］［A］（潮

が）引く。【例】むいとぅ　そぅーぬ　

すーてぃがー　さんしんばなりたーひ

ーまい　あいきー　いかいどぅす（大

潮になるとサンシンバナリまで歩いて

行ける）。そぅーぬ　っしーから　っし

んﾟん　かい　いかでぃ（潮が引いてか

ら潮干狩りに行こう）。そぅーゆ　っさ

し、そぅーぬ　っさだかー　っしんか

い　うりらいん（潮が引くまで待て、潮

が引かないと岩礁には行けない［＜潮

を引かせろ］）。

すー [sɨː]【形容詞】［B］酸っぱい。［変

異］そぅー。

すー [sɨː] 【動詞】［s/ss 語幹］［A］小便

をする。 【例】すばいゆ　すー（おし

っこをする）。

すー [sɨː] 【動詞】［s/ss 語幹］［A］擦っ

て擦り傷を作る。 【例】すまー　とぅ

い　うとぅい　てぃっゔぁいー　うじ

ゃー　すーたい（相撲を取っていて、投

げられて腕を擦りむいた）。ぎひつぬ　

はーひ　どぅーぬ　かーゆ　っさいた

い（ススキの葉で皮を擦って擦り傷を

受けた）。

すー [sɨː]【動詞】［s/ss 語幹］［A］知る；

分かる。 【例】かいが　なーゆぎゃー

　っしーどぅーな（あいつの名前をし

ってるかい）。ばー　っさん（私は｛知

らない／分からない｝）。かりゃー　なう

ゆまい　すーじゃうず（彼は何でもよ

く知っている）。ばー　っしゅーね（お

れが知っているかよ［＞私が知ってる

わけないでしょ］）。っゔぁー　かぬ　み

どぅんぬぎゃー　っしゅーだら（お前、

あの女の人のこと知ってるだろう）。た

るまい　すーんまー（誰も知らないん

だよ［＜誰でもしってるかよ（反語）］）。

ばー　うりゅーぎゃー　じゅんてぃー

　っし（私はそれを明確に知っている）。

っゔぁー　うぬ　すーがくぬ　もんだ

いゆぎゃー　すーどぅすな（あなたは

この数学の問題が分かりますか）。つぎ

ぬ　ばっさー　なんじんどぅ　ふーて

ぃー　っしな（次のバスは何時に来る

かわかりますか）。

すー [sɨː] 【名詞】［C］巣；（噂などの）

発信源、またその人。 【例】とぅいぬ
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すー

　すー（鳥の巣）。うぬきゃが　ふたー

いや　いつまい　ひとぅっじゃぬ　す

ー（彼女たち二人はいつも人の噂の発

信源だ）。

すー [sɨː] 【名詞】［B］汁。 【例】んー

　にー　すーゆ　すたん（芋の煮汁を

こぼす）。

すー [sɨː] 【名詞】［C］酢。 【例】すー

や　そぅーむぬ（酢は酸っぱい）。

すー [sɨː] 【名詞】［B］水分、水気、汗。

【例】すーや　たいたいてぃー　たら

ほぅー（水滴をぽたぽたと垂らしてい

る）。

ずー [zɨː]【名詞】［B］文字；勉強。【例】

ばぬんな　いみぐま　ずーがまー　か

かいん（私には小さい字は書けない）。

ずーゆ　ならーす（勉強を教える）。

ずー [zɨː]【名詞】［C］頭。【例】ずーや

　っふぁっつひー　ったかいー　ばり

ーにゃーん（頭を鍬でなぐられてケガ

した）。かにが　ずーや　ほぅがなまい

（カニの頭は大頭だ）。［類］かなまい。

ずー [zɨː]【名詞】［C］考え。 【例】う

なが　ずー　ずーやひー　なうまい　

きみらいん（各人の意見が意見なので

なにも決められない［＞各人の意見が

違っていて］）。かりゃー　うなが　ず

ーや　ずーひぬ　ひとぅやいば　なん

とぅが　ぶりん（彼は自分の意見が意

見の人なので全然折れない［＜自分の

意見だけが正しいと思っている人だか

ら］）。［類］かなまい。

ずー [zɨː]【名詞】［B］土地、地面。【例】

やーだま　ずー（長男が引継ぐ先祖代

々の土地）。がば　ういびとぅー　ずー

や　っふぃー　どぅーい（古老は腰が

曲がって頭は地面に着くほどだ（古老

は地面に噛みついている））。んす　ず

ー（肥沃な土地）。いさら　ずー（石こ

ろだらけの土地）。

ずー [zɨː]【名詞】［C］ススキ。【例】ず

ーんﾟなひー　ぶーっじゅ　すまい（す

すきの葉でできた綱でサトウキビを縛

る）。［類］ぎひつ、ぎすつ。

ずーくまりゃ [zɨːkumarja] 【名詞】

〘古語〙芋［＜土に籠っているもの］。

［類］んー。

すーじゅー [sɨːʑuː] 【名詞】物知り、

知恵のある人。 【例】ばんてぃが　っ

ざー　なうゆまい　すーじゅー（うち

のお父さんはなんでも知っている）。か

らー　すーがくーぎゃー　すーじゅー

（彼は数学をよく知っている）。すーじゅ

ーびとぅ（物知りで頭脳明晰な人）。

ずーじゅー [zɨːʑuː] 【形容詞】頑固

だ、意地っ張りだ。 【例】ずーじゅー

　びとぅ（意地を張る人）。かりゃー　

ずーじゅーかいば　ならーはいん（彼

は頑固なので言うことを聞かない）。

すーす [sɨːsɨ]【動詞】［s/h 語幹］［C］擦

り傷をつける。 【例】ぎひつぬ　はー
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すーす

ひ　どぅーぬ　かーゆ　すーはいたい

（ススキの葉で皮を擦って擦り傷を受け

た）。

すーす [sɨːsɨ]【名詞】［B］赤肉。【例】

わーぬ　すーす（豚の赤肉）。

すーつー [sɨːtsɨː] 【動詞】［cc/tt 語幹］

（魚、肉を）切る。 【例】あっちゃぬ　

ぶーや　すーっちゅーば　なうはだか

ーならん（下駄の鼻緒が切れているの

で直さないといけない）。っざらひー　

ぶぅーっじゅ　すーってぃ（鎌でサト

ウキビを切れ）。っざらひー　てぃーゆ

　すーつーたい（鎌で手を切った）。や

らびゃー　いとぅー　すーってぃー　

はりーにゃーん（こどもは糸を切って

しまった）。［変異］すーっつ。

すーっつ [sɨːttsɨ] 1○【動詞】［cc/tt 語幹］

（ものや糸が）切れる。 ［変異］すーつ

ー。 2○【動詞】［cc/tt 語幹］（魚、肉を）

切る。［変異］すーつー。

すーとぅず [sɨːtuzɨ]【動詞】［g 語幹］

（使いすぎて）擦り切る。 【例】ずぼん

な　すーとぅがいー　あなー　あきー

にゃーん（ズボンは擦り切れて穴が開

いた）。

ずーぱ [zɨːpa]【名詞】［C］簪（かんざ

し）。 【例】ぱーや　ずーぱう　さす

（おばあさんは簪を差す）。

すーはがい [sɨːhaɡai] 【動詞】［母音

語幹］（手や足などを）擦りむく、（車な

どが）すって傷がつく；（皮膚が）擦り

剝ける。 【例】たうりー　はっじゃ　

すーはがいーにゃーん（倒れて足をす

りむいてしまった）。ぎすつぬ　はーん

　すーはがいんやうんてぃ　まないん

　あいき（すすきの葉ですりむかない

ように気を付けて歩きなさい）。んつん

　たうりー　みはなー　すーはがいー

にゃーん（道に転んで顔を擦り切った）。

すまー　とぅいー　うでぃぬ　かーや

　すーはがいーにゃーん（相撲を取っ

て腕の皮が擦り剝いた）。［変異］すー

ぱがい。［類］すーはず、すーぱぎ。

すーぱがい [sɨːpaɡai] 【動詞】［母音

語幹］（手や足などを）擦りむく、（車な

どが）すって傷がつく；（皮膚が）擦り

剝ける。 ［変異］すーはがい。［類］す

ーはず、すーぱぎ。

すーはぎ [sɨːhaɡi]【動詞】［母音語幹］

（手や足などを）擦りむく、（車などが）

すって傷がつく；（皮膚が）擦り剝ける。

［変異］すーぱぎ。

すーぱぎ [sɨːpaɡi]【動詞】［母音語幹］

（手や足などを）擦りむく、（車などが）

すって傷がつく；（皮膚が）擦り剝ける。

［変異］すーはぎ、すーぱず、すーは

ず。［類］すーはず、すーはがい。

すーぱぎ　んだい [sɨːpaɡi ndai]
【名詞】擦り傷。 【例】すーぱぎんだい

んかい　っそぅいゆ　ぬい（かすり傷

に薬を塗る）。

すーはず [sɨːhazɨ]【動詞】［g 語幹］（手

や足などを）擦りむく、（車などが）す
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すーはず

って傷がつく；（皮膚が）擦り剝ける。

［変異］すーはず、すーはがい、すーぱ

がい。［類］すーぱぎ、すーはがい。

すーぱず [sɨːpazɨ]【動詞】［g 語幹］（手

や足などを）擦りむく、（車などが）す

って傷がつく；（皮膚が）擦り剝ける。

［類］すーぱぎ。

すーまん [sɨːman]【名詞】小満　［太

陽暦で５月２１日ごろ、旧暦で４月の

中頃。２４節気のひとつ］。

すーや　にゃーん [sɨːja njaːn]【成

句】隙間なく密集している。 【例】ふ

にゅーや　すーや　にゃーだ　すだり

んきーどぅ（みかんが隙間なく鈴なり

になっている）。

すーん　ない [sɨːn nai] 【成句】水

泡（水滴）のように消え失せる。 【例】

うぬきゃが　うやきゃー　んなない　

すーんなりー　にゃーん（この人たち

の富は水の泡となって消えていった）。

すいひ [sɨihi] 【名詞】［C］肥溜めの水

肥。

すいひだみ [sɨihidami] 【名詞】肥溜

め。

すかーらす [sɨkaːrasɨ]【動詞】［r/rr 語

幹］無駄遣いする。 ［類］すきゃーい。

すがい [sɨɡai] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］

痩せ衰える、苦しみやつれる。【例】つ

むー　やみどぅ　すがりゅー（心を痛

めて痩せ衰えている）。

すがい [sɨɡai] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］

（人に）縋（すが）りつく。 【例】んま

んかい　すがりんきー　がんない（母

親に縋り付いて駄々を捏ねる）。あいや

　ひとぅんかいや　すがらん（そんな

には人にすがりつかない［すがりつい

てはいけない］）。［変異］すがり。

すかかい [sɨkakai] 【動詞】［r/rr 語幹］

混み合う。 【例】きゅーや　まっちゃ

んな　ひとぅぬどぅ　すかかいゆ（今

日は店には人が混み合っている）。きゅ

ーぬ　ばっさ　すかからっだん（今日

のバスは混んでいなかった）。きゅーや

　ひとぅー　みーんば　まっちゃー　

すかかいんはず（今日はひとがいない

ので店は混んでいないはずだ）。［変異］

すきゃかい、しかかい、っさかい。［類］

すかかい（母音語幹）。

すかかい [sɨkakai]【動詞】［母音語幹］

混み合う。 ［類］すかかい（r/rr 語幹）。

すかす [sɨkasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［A］

鋤で耕す。 【例】はいゆ　すきひー　

すかす（畑を鋤で耕す）。［類］かでぃ。

すかす [sɨkasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［C］

騙（だま）す。 【例】かりゃー　やな

じゃい　やいば　かいんな　すかはい

な（彼はうそつきなので彼に騙される

な）。あいや　ひとぅーぎゃー　すかは

ん（そんなに人を騙さない［＞騙して

はいけない］）。

すがた [sɨɡata] 1○【名詞】［B］姿、恰

好。 【例】ぱーが　すがたぬどぅ　ゆ
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すかたい

みん　みーらいうたい。（おばあさんの

姿が夢に見られた）。 2○【名詞】［B］本

性、態度、振る舞い、言動。【例】かい

が　すがたうぎゃー　きゅーどぅ　み

ー（彼の本性を今日こそ見る）。かいが

　すがたー　みーにゃーんば　んめ　

かいが　まいんかいや　いかじゃーん

（彼の（私に対する）態度、振る舞いを

見たからもう彼の所には行かない）。

すかたい [sɨkatai] 1○【動詞】［r/rr 語

幹］（皮膚の皮が老齢などで）垂れ下が

る。 【例】ういびとぅ　ないてぃがー

　かーや　すかたりーどぅー（年取っ

たら皮膚の皮は垂れ下がっている）。 2○

【名詞】（顔、体の皮等が）垂れ下がるこ

と、皺、皺くちゃの様子。【例】かーぬ

　すかたい（皮膚の皺）。っゔぁが　ぬ

どぅぬ　すかたいゆ　かがんひー　み

ーみーる（あなたの首の皺くちゃのよ

うすを鏡で見てみなさい）。かいが　み

はなんな　すかたいや　なうぬ　ひて

ぃつまい　にゃーん（彼女の顔には皺

がぜんぜんない）。うぬ　っそぅいひー

　かーすかたいや　なういどぅす（こ

の薬で皮膚のしわくちゃが治る）。

すかま [sɨkama] 【名詞】［C］仕事。

【例】すかまー　にゃーん（仕事はない）。

くりゃー　てぃーくぱぬ　すかま（こ

れは不器用な人の仕事）。

すかま [sɨkama] 【名詞】［C］昼間。

【例】ばー　きゅーや　すかまー　にゃ

ーんば　すかまん　ってぃ　あそぅび

（私は、今日は仕事がないので昼間に来

て遊びなさい）。［類］ひーま。

すかみ [sɨkami]【動詞】［母音語幹］［C］

（顔を）しかめる、（威張った感じで）鼻

をツンとする　「すかん」を参照。【例】

はな　すかみゃ（ツンとした仕草）。じ

ょー　すかまう　すきゃきでぃ（さー

　仕事を始めよう）。［類］すかん。

すがり [sɨɡari]【動詞】［母音語幹］［A］

（人に）縋（すが）りつく。【例】まーぬ

　ひとぅんかい　すがりー　まーいな

（余り他人に縋りつくな）。［類］すがい。

すかん [sɨkan] 【動詞】［m 語幹］［C］

（顔を）顰（しか）める、（威張った感じ

で）鼻をツンとする。 【例】みはなう

　すかみ（顔をしかめる）。［類］すかみ。

すき [sɨki] 【動詞】［母音語幹］［A］供

える。 【例】うほぅずんみんかい　む

ぬー　すきる（先祖神に物を供えなさ

い）。

すき [sɨki] 【名詞】［C］〘道具〙鋤（す

き）（農機具）。

すきじゅー [sɨkiʑuː] 【名詞】供え物。

【例】かんにがいんな　すきじゅーゆ

　すきだかー　ならん（祈願には供え

物を供えないといけない）。［類］すき

むぬ。

すきなふ [sɨkinafu] 【名詞】家づくり

の無料奉仕、相互扶助の手伝い。 【例】

ほぅかでぃふつん　やーや　っちゅら
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すきむぬ

はいにゃーんば　あちゃー　やー　ふ

かっじゃー　すきなふー　ひー　ふぃ

ーさまてぃ（台風に家を壊されてしま

ったので明日家を建てるから手伝いを

してください）。やーふつ　すきなっふ

　たぬん（家づくりの奉仕を頼む）。や

ーふつ　すきなふー　あす（家づくり

の相互扶助の手伝いをする）。

すきむぬ [sɨkimunu] 【名詞】供物。

［変異］すきじゅー。

すきゃーい [sɨkjaːi] 1○【動詞】［r/rr

語幹］無駄遣いする。 【例】うぬきゃ

ー　でぃんな　すきゃーりーや　むぬ

ー　ふぁーいん（彼は金を使いすぎて、

飯が食えない）。［変異］すかーらす。 2○

【動詞】［r/rr 語幹］（家の中が）取り散ら

かっている、（ものが）散乱する。【例】

うまぬ　やーや　すきゃーりーどぅー

い（ここの家は（物が）散乱している

よ）。うまぬ　まっちゃぬ　むぬー　す

きゃーりーどぅー（ここの店の商品は

散乱している）。

すきゃーい [sɨkjaːi] 【形容詞】（家の

中が）取り散らかっている、（ものが）

散乱して整理されていない。 ［類］す

きゃーり。

すきゃーらす [sɨkjaːrasɨ] 1○【動詞】

［s/h 語幹］無駄遣いする。【例】うぬき

ゃー　でぃんな　すきゃーらひーや　

むぬー　ふぁーいん（彼は金を使いす

ぎて、飯が食えない）。［類］すきゃーい。

2○【動詞】［s/h 語幹］（家の中を）取り

散らかす、（ものを）散乱させる。【例】

むぬー　すきゃーらす（ものを散乱さ

せる）。うまぬ　くぴんぬぎゃー　ばり

ー　すきゃーらひーすてぃる（（ストレ

ス解消に）ここの瓶を割ってこなごな

にしてしまえ）。むぬーぎゃ－　すきゃ

ーらはん（ものは散らかさない）。［類］

すきゃーい。

すきゃーり [sɨkjaːri] 【形容詞】取り

散らかった、整理されていない、。【例】

うまー　すきゃーり　まっちゃ（ここ

は整理整頓されていない店）。［変異］す

きゃーい。

すきゃかい [sɨkjakai]【動詞】［r/rr 語

幹］混み合う。 ［変異］すかかい。

すきゃかす [sɨkjakasɨ] 【動詞】［s/h

語幹］急がせる、せかす。 【例】まー

ぬ　すきゃかすな（余りせかすな）。

すきゃき [sɨkjaki]【動詞】［母音語幹］

［A］始める。 【例】みどぅんみぬ　ゆ

がたいゆ　すきゃきてぃがー　んめ　

ゆさらびたーひー　なまらん（女たち

が話を始めたらもう夕方まで終わらな

い）。ゆくいにゃーんば　じょー　すか

まう　すきゃきでぃ（休んだから、（さ

あ）仕事を始めよう）。あらはなー　っ

ゔぁから　すきゃきる（まずはあなた

から始めなさい）。

すきゃき [sɨkjaki] 【名詞】［A］やり

方、具合。【例】ぶばがまが　すきゃき

ゃー　かいだら（おばちゃんのやり方
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すく

はこうだ）。かいが　すかまー　なうば

いぬ　すきゃきが？（あの人の仕事（ぶ

り）はどんな具合なの？）。

すく [sɨku] 【動詞】［k 語幹］［C］空く。

［変異］すふ、そぅつ、ふふ。

すぐ [sɨɡu]【副詞】直ぐ、直ぐに。【例】

かりゃー　ひゃーすてぃがー　すぐ　

ぶどぅいどぅす（彼ははやし立てたら

直ぐに踊る）。

すぐ　てぃびから [sɨɡu tibikara]

【成句】直ぐ後から、即座に。 【例】う

いびとぅ　なりー　ひとぅぬ　はなっ

そぅぎゃー　すぐ　てぃびから　ばっ

しーどぅーい（年取って人の話したこ

とを即座に忘れてしまう）。　　

すぐい [sɨɡui] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］

出世する。 【例】にんぎんな　くすぬ

　にゃーだかー　すぐらいん（人は後

押しがないと出世できない）。

すぐす [sɨɡusɨ]【名詞】［A］ひざ。【例】

すぐすからまい　なだぬ　いでぃばか

ーい　ほぅからすむぬ（膝から涙が出

るほどうれしい（すごくうれしい））。う

いびとぅ　ないてぃがー　すぐすぬど

ぅ　うんそぅく　やん（年を取ると足

の関節が良く痛む）。すぐすぬどぅ　や

みゅー（膝が病んでいる）。

ずくず [zɨkuzɨ]【名詞】［C］〘蔑称〙（人

が体が）小さい人、チビ；能力が低い

人。 ［変異］ずふず。

ずくず [zɨkuzɨ] 【形容詞】［C］〘蔑称〙

（人が体が）小さい；能力が低い。 ［変

異］ずふず。

すくつ [sɨkutsɨ] 【形容詞】［B］粗雑な

人、根性が悪い。 ［変異］そぅくつ。

すくつ [sɨkutsɨ]【名詞】［C］粗雑な人；

粗末にすること。 ［変異］そぅくつ。

すくつ [sɨkutsɨ]【副詞】粗雑に（扱う）、

乱暴に（扱う）。 ［変異］そぅくつ。

すくつな [sɨkutsɨna] 【形容詞】粗雑

だ、粗雑な、根性が悪い。 ［変異］そ

ぅくつな。

すくつな [sɨkutsɨna] 【名詞】粗雑な

人；粗末にすること。 ［変異］そぅく

つな。

すくつな [sɨkutsɨna] 【副詞】粗雑に

（扱う）、乱暴に（扱う）；（粗末に）する。

［変異］そぅくつな。

ずくにゃ [zɨkunja] 【名詞】［C］〘蔑

称〙（人が体が）小さい、また小さい人、

能力が低い人。

ずくにゃ [zɨkunja]【形容詞】［C］〘蔑

称〙（人が体が）小さい；能力が低い。

［類］ずまる。

すぐりびとぅ [sɨɡuribitu]【名詞】優

れた人、偉い人。 【例】やぐみ　すぐ

り　びとぅ（凄く優れた人）。

すす [sɨsɨ]【名詞】［B］煤（すす）。【例】

すすぬ　あい　やーんな　っさいや　
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すず

つかん（すすのある家には白蟻はつか

ない）。［類］っふすー。

すず [sɨzɨ] 【助数詞】サトウキビ、芋等

を数える単位。 【例】んーぬ　ひとぅ

すず　ふぁうたい（芋を 1 個食べた）。

［類］うず。

すず [sɨzɨ] 【名詞】［C］（サトウキビや

芋などの）茎；薪の束。 【例】ぶーず

ぬ　すず（サトウキビの茎）。たむぬす

ず（薪）。ぶーっじゅ　にじゅーすずひ

ー　ひとぅたいゆ　まるき（サトウキ

ビを２０本で一束をくくれ［＞２０本

で一束にしろ］）。かややーぬ　くびゃ

ー　ぎすつぬ　すずひどぅ　ちゅっふ

ぁいゆー（茅葺家の外壁はススキの茎

で作られている）。

すず [sɨzɨ]【名詞】［C］家筋、よいこと。

【例】まんちゅーや　まん　やいば　

にんぎんぬ　やーぬ　すたん　ういて

ぃがー　すずうす　あすちゃ（パパイ

ヤは「万」なので人の軒下に生えたら

家系が絶えるそうだ［パパイヤを軒下

に植えるのは家系が絶えるので縁起が

悪いというたとえ］）。

すず [sɨzɨ] 【名詞】［C］粒。 【例】ほ

ぅすずあみ（大粒の雨）。ほぅすずまみ

（大粒の豆）。

すず　うそぅー [sɨzɨ usuː] 【成句】

家の繁栄を阻む。【例】んつきぬ　すた

ぬ　まんちゅーぎーや　すず　うそぅ

ー　むぬ　やいば　っちゅひー　すて

ぃる（軒下のパパイヤの木は家の繁栄

を阻むものだから切りすててしまえ）。

［変異］すずうす、すずずすー、すずう

そぅ。

すずうす [sɨzɨusɨ]【成句】家の繁栄を

阻む。 ［変異］すず　うそぅー。

すずうそぅ [sɨzɨusu] 【成句】家の繁

栄を阻む。 ［変異］すず　うそぅー。

すずうそぅい [sɨzɨusui] 【名詞】精

神的に抑えられること。 【例】びきど

ぅんな　みどぅん　すずうそぅいや　

ひらいどぅ　はーひーん　すにーにゃ

ーん（夫は妻に精神的に抑圧されて早

死した）。

すすず [sɨsɨzɨ]【動詞】［g 語幹］［A］濯

ぐ（すすぐ）。 【例】つんぬ　すすず

（着物を濯ぐ）。つんな　あらいぬ　あと

ぅんな　すすぎ（着物は洗った後には

濯げ）。

すずずすー [sɨzɨzɨsɨː]【成句】家の繁

栄を阻む。 ［変異］すず　うそぅー。

すずだむぬ [sɨzɨdamunu] 【名詞】枯

れたススキの茎の薪。 ［変異］すっだ

むぬ。

すずみ [sɨzɨmi] 1○【動詞】［母音語幹］

［A］沈む。 ［類］すずん、つずん。 2○

【動詞】［母音語幹］［C］しまう、整頓す

る。［類］すずん、つずん。

すずん [sɨzɨn] 1○【動詞】［m 語幹］［A］

沈む。 【例】ふにゃー　すずみー　は
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すたい

りーにゃーん（船は沈んでいった）。あ

たくまん　ふにゃー　すずみーにゃー

ん（あっという間に船は沈んでしまっ

た）。［類］すずみ、つずん。 2○【動詞】

［m 語幹］［C］しまう、整頓する。【例】

まかいゆぎゃー　すずみ　うき（お椀

をしまっておきなさい）。むぬふぁう　

だうーゆぎゃー　すずみる（食器は片

付けなさい）。やーゆ　すずみる（（散

らかっている）家を片付けろ）。［類］す

ずみ、つずん。

すたい [sɨtai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

廃れる。 【例】かまぬ　きないや　う

んそぅく　うやきゃー　ひー　そぅる

きゅーたいそぅが　んめ　きばんふな

りー　すたりー　はりーにゃーん（あ

そこの家はとても金持ちで、がんばっ

ていたが貧乏になってすたれてしまっ

た）。［類］すたり。

すだい [sɨdai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

鈴なりになる。 【例】ふにゅーや　す

ーや　にゃーだ　すだりんきーどぅー

（ミカンは密集してすずなりになってい

る）。

すだき [sɨdaki]【動詞】［母音語幹］［A］

育つ、巣立つ。 ［変異］すだつ、そぅ

だつ、そぅだき。

すだき [sɨdaki]【動詞】［母音語幹］［A］

育つ、巣立つ。［変異］そぅだき。［類］

すだつ。

ずだき [zɨdaki] 【名詞】［C］織物を織

る際に模様をだすこと。

すたさ [sɨtasa] 【名詞】［C］舅（しゅ

うと）、夫または妻の父。 【例】すたさ

うまい　すとぅまうまい　わいてぃー

　たかさ　あっそぅ（舅も姑もちゃん

と大切にしなさい）。

すたさ [sɨtasa] 【名詞】［C］義理の父。

［変異］すとぅまっざ。

すだす [sɨdasɨ] 【形容詞】［B］涼しい。

【例】すだす　かでぃがま（そよ風）。

きーぬ　かぎゃー　すだすむぬ（木の

下は涼しい）。なつんな　きーぬ　した

ーら　すだす（夏には木の下辺りは涼

しい）。

すだす [sɨdasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［C］

抱卵する。 【例】とぅぬかう　すだほ

ぅー　とぅいんな　むすぬどぅ　つふ

（抱卵中の鶏には虫がつく）。

すたすた [sɨtasɨta] 【オノマトペ】さ

っさと。 ［類］すたすたてぃー。

すたすたてぃー [sɨtasɨtatiː] 【オノ

マトペ】さっさと。【例】すたすたてぃ

ー　あっそぅ（サッサとしなさい）。あ

かいゆぎゃー　ゆまだ　すたすたてぃ

ー　あいき（アリを数えずにさっさと

歩け［＞止まらずに早く歩けという意

味］）。むぬーぎゃー　すたすたてぃー

　ふぁい（さっさと食べろ）。［類］すた

すた。

すだすない [sɨdasɨnai] 【名詞】涼し

くなること。 【例】すだすないがま　
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すだつ

ひーゆー（（ちょっと）涼しくなってい

る）。

すだつ [sɨdatsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］

育つ、巣立つ。 【例】んまー　みーだ

　うらんまい　っふぁー　すだつどぅ

す（母親はいなくても子供は育つ［＜

見ていなくても］）。とぅいぬ　すだつ

（鳥が巣立つ）。［変異］すだふ、そぅだ

つ、そぅだふ。［類］すだき。

すたっさ [sɨtassa]【名詞】後輩。［変

異］うっとっそぅ。

すだてぃ [sɨdati] 1○【動詞】［母音語

幹］［A］育てる。 【例】たうかーっゔ

ぁー　すだてぃぐりむぬ（一人っ子は

そだてにくい）。うやどぅいぬ　っふぁ

うどぅいがまう　すだてぃー（親鳥が

ひなをそだてる）。［変異］そぅだてぃ。

2○【動詞】［母音語幹］［A］（作物など

が）育つ；（子供が）大きくなる、育つ。

［変異］そぅだてぃ。

すたてぃー [sɨtatiː]【オノマトペ】さ

っさと。 ［類］すたすたてぃー。

すたばー [sɨtabaː]【名詞】下葉。【例】

ぶーずぬ　すたばーゆ　かつ（サトウ

キビの下葉をむしり取る）。

すたばらい [sɨtabarai] 【名詞】嘲笑、

小ばかにした笑い、見下した笑い。【例】

うぬひとぅー　っゔぁんな　うらー　

ひらいんてぃ　すたばらい　ひー　う

たい（その人はお前にはそれはできな

いと小ばかにしていた）。ばー　っゔぁ

うぎゃー　すたばらいや　ひーどぅー

（私はお前を見下し笑いしている［＞お

前なんかに負けないぞという気持ちを

表す］）。

すたばらう [sɨtabarau]【動詞】［w 語

幹］馬鹿にして笑う。

すだふ [sɨdafu] 【動詞】［k 語幹］［C］

育つ、巣立つ。 ［変異］すだつ、そぅ

だつ、そぅだふ。［類］すだき。

すだま [sɨdama]【名詞】［C］じゅずだ

ま（植物名）、イネ科の多年草。 【例】

すだますずぬ　みぬい（じゅずだまが

実る）。

すたみ [sɨtami]【動詞】［母音語幹］［C］

炊いた芋汁、塩煮などをを鍋蓋を当て

て捨てる。 ［変異］すたん。

すたみー [sɨtamiː] 【名詞】見下すこ

と。 【例】ひとぅーぎゃー　すたみー

ゆぎゃー　ほぅん（ひとを見下さない）。

すたみー　ひらいてぃがー　にんぎん

な　うむっしっふぁにゃーん（上から

目線で見られたら人間は面白くない）。

すたらしゃ [sɨtaraɕa] 【名詞】評判

を下げる人。 【例】なー　すたらしゃ

（名前を廃らす者）。

すたらす [sɨtarasɨ] 1○【動詞】［s/h 語

幹］評判を下げる、悪く言う。【例】う

とぅじゃう　すたらす　ひとぅ（親戚

中の評判を下げる人）。かりゃー　ひと

ぅっじゃぬ　すー　やいば　いつまい
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すたん

　ひとぅー　すたらす（彼女は人の噂

の巣窟だからいつも人を悪く言いふら

す）。 2○【動詞】［s/h 語幹］蔑（さげす）

む；惨めな思いをさせる。【例】あいや

　ひとぅーぎゃー　すたらはん（そん

なに人を蔑むな）。あいや　とぅずっふ

ぁんみゅーぎゃー　すたらはん（そん

なに妻子に惨めな思いをさせるな）。

すたん [sɨtan]【動詞】［m 語幹］［C］炊

いた芋汁、塩煮などをを鍋蓋を当てて

捨てる。 【例】んーにーずーゆ　すた

ん（芋の煮汁をこぼす）。［変異］すたみ。

すつ [sɨtsɨ]【接尾辞】～好き。 【例】あ

そぅーずつ（遊び好き、また、その人）。

［変異］すふ。

すつ [sɨtsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］好き

だ。【例】まさいや　みがうどぅ　すつ

（マサイはミガが好きだ）。［変異］すふ。

すつ [sɨtsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］鋤く。

【例】はいゆ　すきひー　すつ（畑を

鋤ですく）。［変異］すふ。［類］すかす。

すつ [sɨtsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］敷く。

【例】なうさうどぅ　んつんかい　す

つ（石子を道路に敷く）。むっそぅー　

すき（筵を敷け）。［変異］すふ。

すつ [sɨtsɨ]【名詞】［B］時季。【例】ぶ

ーず　いび　すつ（サトウキビを植え

る時季）。

すっかかう [sɨkkakau]【動詞】［ｗ語

幹］引っかかる。【例】さるかぎーぬ　

んずん　すっかかいーにゃーん（サル

カケミカンの木の刺に引っかかった）。

すったーうー [sɨttaːuː] 【動詞】［vv

語幹幹］（徒競争や学校の成績などで他

を）追い抜く、追い越す；（追い越して）

差をつける。［変異］すったうー。［類］

すったーっゔぁす、すったーす、すって

ぃっゔぁーす、すってぃ。

すったーす [sɨttaːsɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］（徒競争や学校の成績などで他を）

追い抜く、追い越す；（追い越して）差

をつける。 【例】うりゅぎゃー　すっ

たーし（彼を引き離せ）。かいんな　ば

ぬー　すったっゔぁーはいん（（仕事や

徒競争などで）彼には私を追い抜けな

い）。［類］すったーう、すったーっゔぁ

す、すってぃっゔぁーす、すってぃ。

すったーっゔぁす [sɨttaːvvasɨ]【動

詞】［s/h 語幹］（徒競争や学校の成績な

どで他を）追い抜く、追い越す；（追い

越して）差をつける。【例】んみゃ　ひ

ーちゃがま　あすきゃー　からー　ば

ぬー　すったーっゔぁすどぅす（もう

ちょっとしたら彼は私を追い越すだろ

う）。ばー　かいん　すったっゔぁーは

いにゃーん（彼に追い越された）。［類］

すったーうー、すったーす、すってぃっ

ゔぁーす、すってぃ。

すったうー [sɨttauː]【動詞】［vv 語幹

幹］（徒競争や学校の成績などで他を）

追い抜く、追い越す；（追い越して）差

をつける。 ［変異］すったーうー。

203



すっだき

すっだき [sɨddaki] 【名詞】枯れたス

スキの茎。

すっだきだむぬ [sɨddakidamunu]

【名詞】枯れたススキの茎の薪（たきぎ）。

すっだむぬ [sɨddamunu] 【名詞】枯

れたススキの茎の薪。 ［変異］すずだ

むぬ。

すったらす [sɨttarasɨ]【動詞】［s/h 語

幹］（鼻などを）垂らす；（ふんどしのひ

も、ずぼんのベルトなどが緩んで）ずり

落ちる、。【例】やらびゃー　ぱんだい

や　すったらひー　まーりゅー（子供

は鼻を垂らしながら歩き回っている）。

ずぼんぬぎゃー　すったらはだ　まー

り（ズボンをずらしたまま歩き回るな

［＜ずらざずに歩き回れ）。

すってぃ [sɨtti] 【動詞】［母音語幹］

［A］（徒競争や学校の成績などで他を）

追い抜く、追い越す；（追い越して）差

をつける。 【例】んみゃ　ひーちゃが

ま　あすきゃー　からー　ばぬー　す

ってぃどぅす（もうちょっとしたら彼

は私を追いぬくだろう）。かいん　たる

ーゆ　すってぃっさし（彼に太郎を追

い抜かせよう）。［類］すてぃー、すっ

たーう、すったーゔぁす、すったーす、

すってぃっゔぁーす。

すっでぃ [sɨddi] 【動詞】［母音語幹］

［C］（骨の髄などを）吸い取る；（人のお

金などを）吸い取る。 【例】ほぅにぬ

　ずーゆ　すっでぃる（骨の髄を穿れ

（吸引しなさい））。ひとぅーぎゃー　ま

ーぬ　すっでぃだうり（他人をあまり

搾取するな）。かりゅーぎゃー　すっで

ぃー　うどぅかし（彼を（金、財産を）

吸い取れ）。ばー　ぱちんこんきー　す

っでらいにゃーん（私はパチンコに行

ってたくさんすった）。

すってぃっゔぁーす [sɨttivvaːsɨ]
【動詞】［s/h 語幹］（徒競争や学校の成績

などで他を）追い抜く、追い越す；（追

い越して）差をつける。 ［類］すった

ーう、すったーっゔぁす、すったーす、

すってぃ。

すつなす [sɨtsɨnasɨ]【動詞】［s/h 語幹］

終わらせる。 【例】さんじたーひー　

くぬすかまう　すつなひー　ふぃーさ

まてぃ（3 時までにこの仕事を済ませて

ください。　）。［変異］すてぃなす。

すつむてぃ [sɨtsɨmuti] 【名詞】朝。

［変異］ひとぅむてぃ。

すてぃ [sɨti] 1○【動詞】［母音語幹］［A］

捨てる；なくす。 【例】ばー　やりず

んぬぎゃー　すてぃにゃーん（私は古

い着物を捨てた）。でぃんぬどぅ　すて

ぃーにゃーん（金を無くした）。すてぃ

　じゃん　ひらい（粗末にされる）。 2○

【補助動詞】［母音語幹］（動詞連用形に

ついて）～てしまう。【例】ふぁい－す

てぃる（食べてしまえ）。ばらいー　す

てぃる（笑ってしまえ）。うるーぎゃー

　あてぃ　いばいかいば　ばらいーす
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すでぃ

てぃる（彼は余りにも威張るので笑っ

てしまえ）。っぞぅ　なまっそぅぎゃー

　ふぁいーすてぃる（刺身は食べてし

まいなさい）。ふぁいーすてぃーにゃー

ん（食べてしまった）。ふぁいーすてぃ

ーたい（食べてしまった）

すでぃ [sɨdi] 【動詞】［母音語幹］［C］

脱皮する、生まれる、生まれ変わる、再

生する。 【例】すでぃがん（脱皮した

直後の蟹（かに）［殻が軟らかい］）。す

でぃばう（脱皮したばかりのヘビ）。す

でぃみず（人間の子供を生まれ変わら

せる水）。すでぃみずがー（人間を生ま

れ変わらせる水のある井戸）。

すてぃー [sɨtiː]【動詞】［r/rr 語幹］［A］

（徒競争や学校の成績などで他を）追い

抜く；（追い抜いて）差をつける。［類］

すってぃ、すったーう、すったーっゔぁ

す、すったーす、すってぃっゔぁーす。

すてぃーうー [sɨtiːuː] 【動詞】［vv

語幹幹］（徒競争や学校の成績などで他

を）追い抜く；（追い抜いて）差をつけ

る。 【例】うりゅぎゃー　すてぃーっ

ゔぃ（彼を引き離せ）。［変異］すてぃー

うー。［類］すってぃ、すったーう、す

ったーっゔぁす、すったーす、すってぃ

っゔぁーす。

すてぃうー [sɨtiuː] 【動詞】［vv 語幹

幹］（徒競争や学校の成績などで他を）

追い抜く；（追い抜いて）差をつける。

［変異］すてぃーうー。［類］すってぃ、

すったーう、すったーっゔぁす、すった

ーす、すってぃっゔぁーす。

すでぃがほー [sɨdiɡahoː] 【感動詞】

ありがとう。 【例】やぐみ　すでぃが

ほー（大変ありがとうございます）。

すでぃがら [sɨdiɡara] 【名詞】脱け

殻（ぬけがら）。 【例】かんぬ　すでぃ

がら（蟹（かに）の脱け殻）。はうぬ　

すでぃがら（ヘビの脱け殻）。つみゃぬ

　すでぃがら（セミの脱け殻）。［変異］

すでぃぐる。

すでぃぐる [sɨdiɡuru] 【名詞】脱け

殻（ぬけがら）。 ［変異］すでぃがら。

すてぃじゃん [sɨtiʑan] 【成句】な

いがしろにすること、大切にしないこ

と、存外に、粗末にあつかうすること、

ほったらかしすること。 【例】むぬー

ぎゃー　すてぃじゃんぬぎゃー　ほぅ

ん（ものを粗末にしない）。すてぃじゃ

ん　やらび（ほったらかされている子

供）。ひとぅー　すてぃじゃん　あすて

ぃがー　ういが　ばっちゅどぅ　かう

ー（人をないがしろにしたらその罰を

受ける）。うぬ　っふぁー　すてぃじ

ゃんなひー　そぅだてぃらいたい（そ

の子供はほったらかしにして育てられ

た）。

すてぃなす [sɨtinasɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］終わらせる。 ［変異］すつなす。

すてぃらーす [sɨtiraːsɨ]【動詞】［s/h

語幹］（徒競争や学校の成績などで他
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すてぃらーす

を）追い抜く；追い抜いて差をつける。

［変異］すてぃらす。

すてぃらす [sɨtirasɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］（徒競争や学校の成績などで他を）追

い抜く；追い抜いて差をつける。 【例】

むいとぅ　すてぃらーはいどぅー（差

をつけられすぎた）。［変異］すてぃら

ーす。［類］すってぃ、すったーう、す

ったーゔぁす、すったーす、すってぃゔ

ぁーす。

すとぅい [sɨtui] 【形容詞】［B］湿っ

ぽい。 【例】あみふーぬ　とぅきゃん

な　すとぅいむぬ（雨降りの時には湿

っぽい）。［変異］すぷたい。

すとぅい [sɨtui]【動詞】［r/rr 語幹］［C］

湿る。 【例】あみゃー　っふぃどぅ　

はいや　すとぅりーゆー（雨が降って

畑が潤っている）。

すとぅま [sɨtuma]【名詞】［C］姑（し

ゅうとめ）、義理の母。 【例】すとぅま

ー　いつまい　んまがう　かなっさ　

あす（姑はいつも孫をかわいがる）。［変

異］すとぅまんま。

すとぅまうや [sɨtumauja]【名詞】義

理の父。 ［変異］すとぅまっざ。

すとぅまっざ [sɨtumazza] 【名詞】

義理の父。 【例】ばー　すとぅまっざ

うぎゃー　うとぅるす（私は義理の父

が怖い）。［変異］すとぅまうや、すたさ。

すとぅまんま [sɨtumamma] 【名詞】

姑（しゅうとめ）、義理の母。 ［変異］

すとぅま。

すとぅむてぃ [sɨtumuti]【名詞】朝。

【例】すとぅむてぃ　うきーてぃがー

　すぐ　ぬーまぬ　っさ　かいが（朝

起きたら直ぐに馬の草刈りに（行く））。

［変異］ひとぅむてぃ。

すな [sɨna]【名詞】［C］品、品格、品位、

風格。 【例】すなかぎ　ぶどぅい（品

のある踊り）。すなかぎ　みどぅん（上

品な女性）。すなーにゃーんんまり（品

性のない奴［＞どうしようもない奴］）。

すなーか [sɨnaːka]【副詞】静かに、音

を立てずに。 【例】やらびぬ　にっゔ

ゅーば　はずならうぎゃー　いだはだ

　すなーかがま　あいき（子供が寝て

いるから足音は立てずに静かに歩け）。

すなーす [sɨnaːsɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

合わせる。 【例】やそぅる　ぱずんか

いや　くっちゃ　すなーはいん（大き

い足には靴は合わすことはできない）。

ずない [zɨnai]【名詞】［C］地鳴り、地

響き。 ［変異］ずなり。

すなう [sɨnau] 【動詞】［ｗ語幹］［C］

（靴、服等サイズが）合う、（心が）合う。

【例】くっちゃ　すないー　どぅー（靴

のサイズは合っている）。やそぅる　

ぱずん　すなう　くっちゃ　にゃーん

（大きい足に合う靴はない）［「やそぅる」

＝一反（３００坪）のこと］。うぬ　ふ

くー　いみかいば　すなーん（この服
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すなす

はサイズが小さいので合わない）。しゅ

ーが　つむん　すなう（主（あるじ）の

心に合う）。

すなす [sɨnasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［A］

亡くす、死なせる。 【例】ぱーや　っ

ゔぁが　んまー　すなひー　つむー　

やまひー　うたい（おばあさんはおま

えのお母さんを死なせて心を痛めてい

た）。

ずなら [zɨnara]【名詞】［C］地響き。

ずなり [zɨnari]【名詞】［C］地鳴り、地

響き。 【例】みゃーくずつんな　うや

たがどぅ　ずなり　あすっちゃーん　

あいつ（ミャークズツにはおじいさん

達が地響きさせながら歩く）。［変異］ず

ない。

すぬい [sɨnui] 【名詞】［C］〘食〙モズ

ク。【例】すぬいや　なびーむぬ　（モ

ズクはすべすべしている）。［変異］そ

ぅぬい。

すば [sɨba] 【名詞】［B］唇。 【例】か

りゃー　すばー　だりー　つむいでぃ

ー　うたい（彼は下唇を垂らして怒っ

ていた）。あつちゃーん　すばー　っさ

らはいにゃーん（熱いお茶に唇は曝さ

れた［＞熱いお茶に唇が当たった］）。ほ

ぅすば（厚い唇）。すたすば（下唇）。あ

ーぎすば（上唇）。

すばい [sɨbai] 【名詞】［C］〘昆〙コバ

エ（小さなハエ）。 【例】なつん　ない

てぃがー　すばいがまぬどぅ　ゆー　

いでぃーふー（夏になるとコバエがよ

く発生する）。すばいがまぬどぅ　いじ

ゅー（コバエが発生している）。

すばい [sɨbai]【名詞】［C］小便。【例】

すばいゆ　すー（小便をする）。すばい

ゆ　ふかす（小便を漏らす、失禁する）。

すばい　かじゃ（小便の臭い）。

すばいづつん [sɨbaizɨtsɨn] 【名詞】

膀胱。 【例】すばい　すーたかいば　

すばいづつんぬ　ぱずきーはらっじゃ

う（小便をしたくて膀胱が破裂しそう

だ）。

ずばた [zɨbata] 【名詞】［C］地機（じ

ばた）手織り機の一種、地面に座って織

るもの。 【例】んきゃ－んな　ずばた

ひどぅ　つんぬぎゃー　うりゅーたい

ちゃ（昔は地機で着物を織っていた）。

すばだら [sɨbadara]【名詞】下唇の垂

れていること（人）。

すばな [sɨbana] 【名詞】［B］山や海で

絶壁になっているところ。

すばびー [sɨbabiː]【名詞】口笛。【例】

すばびーゆ　ふつ（口笛を吹く）。ゆな

かー　すばびーゆぎゃー　ふかん（夜

は口笛は吹かない［＞吹いてはいけな

い］）。

すびー [sɨbiː] 【名詞】［B］〘貝〙子安

貝、宝貝。 【例】まうきゃーいんどぅ

　すびーがまー　うんそぅく　とぅら

いー（大浦湾で小さい宝貝はたくさん

とれる）。
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すぴに

すぴに [sɨpini] 1○【形容詞】［B］（噛み

きれなくて）固い。 【例】くぬ　わー

や　なまにーわー　やいば　すぴにか

いば　かまいん（この豚は生煮えの豚

だから固くてかめない）。 2○【形容詞】

［B］粘り腰のある。【例】たかのはなー

　やぐみ　すぴに　すまとぅら（貴乃

花は粘り腰のある関取だ）。

すびゃー [sɨbjaː] 【形容詞】［B］素早

い。 【例】なうゆ　あすみんまい　す

びゃー　びとぅ（何をさせても素早い

人だ）。やぐみ　すびゃー　びとぅ（と

ても動きの早い人だ）。かりゃー　すか

ま　すびゃー　びとぅ（彼は仕事が素

早い人だ）。

すふ [sɨfu] 【動詞】［k 語幹］［C］空く。

［変異］すつ、そぅつ、そぅふ。

すふ [sɨfu] 【動詞】［k 語幹］［A］敷く。

【例】むっそぅー　すふ（筵を敷く）。

［変異］すつ。

すふ [sɨfu] 【接尾辞】～好き。 ［変異］

すつ。

すふ [sɨfu] 【動詞】［k 語幹］［C］好き

だ。 ［変異］すつ。

すふ [sɨfu] 【動詞】［k 語幹］［A］鋤く。

［変異］すつ。［類］すかす。

すふ [sɨfu] 【動詞】［k 語幹］［A］敷く。

【例】なうさうどぅ　んつんかい　す

つ（石子を道路に敷く）。むっそぅー　

すき（筵を敷け）。［変異］すつ。

すぶい [sɨbui] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

搾る。 【例】うすぬ　つーゆ　すぶい

（牛の乳を搾る）。

ずふず [zɨfuzɨ] 1○【名詞】［C］〘蔑称〙

（人が体が）小さい人、チビ；能力が低

い人。【例】かいがどぅ　あぐたが　な

かんな　んながーな　ずふずかい（彼

が同級生のうちで一番小さい）。かりゃ

ー　ずふず　ずまるがま（彼は小さい

背の低い人）。っゔぁー　すかまー　ひ

らいん　ずふず（お前は仕事のできな

いくずだ）。［変異］ずくず。［類］ずま

ず、ずまる。2○【形容詞】［C］〘蔑称〙（人

が体が）小さい；能力が低い。

すぷたい [sɨputai] 1○【形容詞】不潔

な。 【例】すぷたい　びとぅ（不潔な

人）。 2○【形容詞】（天気が）湿っぽい。

【例】きゅーや　あみゃー　っふぃぬ　

あとぅ　やいば　すぷたいむぬ（今日

は雨の後だから湿っぽい）。［類］すと

ぅい。

すぷたら [sɨputara]【名詞】不潔野郎。

【例】おい　すぷたら　うぬ　すぷた

い　つんぬぎゃー　はっでぃ（おい、こ

の不潔野郎め、その汚れた服を脱ぎな

さい）。

ずふにゃ [zɨfunja] 1○【名詞】［C］〘蔑

称〙（人が体が）小さい、また小さい人、

チビ、能力が低い人。 【例】ずふにゃ

がま（小さいもの（人））。［変異］ずく

にゃ。［類］ずまず、ずふず、ずまる。 2○
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ずぶる

【形容詞】［C］〘蔑称〙（人が体が）小さ

い；能力が低い。

ずぶる [zɨburu]【名詞】［C］頭。【例】

ほぅずぶる（大きな頭）。［類］かなまい。

すぶん [sɨbun] 【動詞】［m 語幹］［C］

（植物が）萎える、しぼむ。 【例】そぅ

ーや　すぶみーにゃーん（野菜は（ふ

るくなって）しなっとなってしまった）。

きつぎんてぃー　さきゅーたい　はな

ー　すぶみーにゃーん（きれいに咲い

ていた花はしぼんでしまった）。

ずぶん [zɨbun] 【名詞】［B］時分、頃、

時期。 【例】くぬ　まんごーや　ふぁ

う　ずぶんなりーどぅー（このマンゴ

ーは食べ頃になっている）。いつ　ずぶ

ん（行く時分）。ぶとぅ　むつ　ずぶん

（結婚適齢期）。ゆい　ふぁい　ずぶん

（夕食を食べる時分）。んぬつ　あいむぬ

ー　すん　ずぶんな　すなだかー　な

らん（命あるものは死ぬ時期には死な

なければならない）。かりゃー　ふー　

ずぶん　なりーどぅ（彼は来る時分に

なっている）。ぶーずまい　いび　ずぶ

ん　なりーどぅ（サトウキビも植える

時期になっている）。

すま [sɨma] 【名詞】［C］故郷、村、集

落、島。【例】どぅーぬ　すま　ひとぅ

（同郷の人）。くまー　ばが　んまりずま

（ここは私の生まれた村（故郷））。びつ

ずま（別の集落）。すまぬ　そぅじゃっ

そぅー　いらう（村の役員を選ぶ）。

すま [sɨma] 【名詞】［B］相撲。 【例】

すまとぅりゃ（相撲取り）。すまう　と

ぅらでぃ（相撲をとろう）。

すま　ならす [sɨma narasɨ] 【成句】

地面を鳴らす（ぐらい踊る）。 【例】み

ゃーくずっちゃ　すまー　ならし　ん

みゃいばよ（みゃーくづつは地面を鳴

らしながらおいでくださいませ　［み

ゃーくずつ歌詞　今なら「すまーなら

ひー」となる）。

すまーす [sɨmaːsɨ] 【名詞】島端、島

裾、島が海と接して所。 【例】いらう

ぬ　すまーすからどぅ　ふにがまぬ　

みーらいゆー（伊良部の島端から小舟

が見えている）。

すまーた [sɨmaːta] 【名詞】ウエスト、

腰回りの細くくびれている部分。 【例】

しょじょがまぬ　すまーたがま（若い

女性のお腹のくびれ）。

すまい [sɨmai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

括（くく）る、たばねる、縛る。 【例】

ひんじゃう　くらはっじゃー　ういが

　はっじゅ　すまり（ヤギをつぶすの

で足を縛れ）。ぬーまぬ　んﾟなう　ぎ

すつん　すまい（馬の綱をススキに縛

る）。っさう　すまい（草を束ねる）。

すまいふつ [sɨmaifutsɨ]【名詞】結び

目。

すまうさら [sɨmausara] 【名詞】村

の厄払い祈願の一つ。 ［変異］すまう

さら。

209



すまうつ

すまうつ [sɨmautsɨ] 【名詞】方言。

【例】くぬいぬ　ばかむぬんみゃー　す

まうっちゅぎゃー　まーぬー　っさん

（最近の若者たちは方言をあまり知らな

い）。［変異］すまふつ。

すまうてぃあみ [sɨmautiami] 【名

詞】（海で漁をしている時などに降る）

大雨　（島が落ちて見えなくなるとい

う意味）。【例】すまうてぃあみぬ　っ

ふぃー　すまー　みーらいん。（大雨が

降って、島が見えない）。

すます [sɨmasɨ]【動詞】［s/h 語幹］［C］

（水などを）汚れを沈殿させてきれいに

する、澄ます。 【例】ゆぐい　みっじ

ゅ　すます（汚れた水をきれいにする）。

みっじゅぎゃー　どぅるー　すまひー

から　ぬみ（水は泥を澄ませてから飲

め）。

す ま ず ー ほ ぅ っ び じ [sɨ-
mazɨːhubbiʑi] 【名詞】〘地名〙礁、リ

ーフの名前［島尻の近くに位置する］。

すまだてぃ [sɨmadati] 【名詞】村立

て、集落の始まり。

すまばき [sɨmabaki] 【名詞】島分け。

【例】んすむらー　いきまとぅ　さら

はまから　すまばき　ひらいたい（西

原は池間、佐良浜から島分けされた）。

すまばす [sɨmabasɨ]【名詞】島と島と

の間（の海峡）。 【例】いらうとぅ　い

きまぬ　すまばっさ　ゆーかーま（伊

良部と池間の島と島との間はとても遠

い）。

すまふさら [sɨmafusara]【名詞】〘祭

礼〙悪霊払いの祭事で、村の入口にナ

ガミツジを張る。 【例】すまふさらん

な　ながみつっじゅどぅ　すまぬ　は

いーふつん　はい（スマフサラには村

に病気等の悪霊が入らないように村の

入口にナガミツジを張る）。

すまふつ [sɨmafutsɨ] 【名詞】方言。

［変異］すまうつ。

ずまみ [zɨmami] 【名詞】［C］落花生。

【例】ずまみゅー　ふぁうてぃがー　

なまらいん（落花生を食べたら止めら

れない）。

ずまる [zɨmaru]【形容詞】［C］〘蔑称〙

（人が体が）小さい。 【例】うまぬ　す

まんな　ずまるー　みーん（ここの村

には小さい人はいない）。［類］ずふに

ゃ、ずふず、ずくにゃ。

ずまる [zɨmaru] 【名詞】［C］〘蔑称〙

（人が体が）小さい人、能力が低い人。

【例】うまぬ　すまんな　ずまるー　み

ーん（ここの村には小さい人はいない）。

［類］ずふにゃ、ずふず、ずくにゃ。

すみ [sɨmi]【動詞】［母音語幹］［C］（顔、

手を）洗う。 【例】｛みはなう／てぃー

ゆ／どぅーゆ／はっじゅ｝すみー　く

ー（｛顔を／手を／身体を／足を｝洗っ

て来い）。ひとぅむてぃ　うきや　みは
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すみ

なう　すみー（朝起きたら顔を洗う［＜

起きては］）。

すみ [sɨmi]【動詞】［母音語幹］［A］澄

む。 ［類］すん。

ずみ [zɨmi] 【形容詞】［C］快適である、

最高、最高の、格好良い、素晴らしい。

【例】くまー　ずみ（ここは快適だ）。や

ぐみ　ずみぎ　やー（とても素晴らし

い家）。

ずみ [zɨmi] 【接尾辞】（動詞基本形につ

いて）～心地がよい。 【例】つつずみ

（聞き心地が良い）。ぬーいずみ（乗り心

地が良い）。ういずみ（居心地が良い）。

ずみぎ [zɨmiɡi] 【形容詞】［A］心地良

さそうな、見事な、見た目がきれいな、

心地よさそうだ、見事だ、見た目がきれ

いだ。【例】ずみぎ　みどぅん（壮麗で

見事な女性）。きゅーぬ　ぼくしんぐぬ

　しあいや　ずみぎどぅ　あたい（今

日のボクシングの試合は最高だった）。

ずみぎ [zɨmiɡi] 【形容詞】［A］かっこ

いい、かっこよく見える。

ずみじゃ [zɨmiʑa] 【名詞】［C］あば

た、おできのあともいう、あばたを馬鹿

にしていう場合もある。 【例】くぬい

や　ずみじゃ　やらびゃー　みーらい

ん（最近はあばたのあるの子供は見ら

れない）。ずみじゃー　ほぅがさぬ　あ

とぅ（ズミジャはおできの跡）。ほぅり

むぬ、くぬ　ずみじゃ（馬鹿野郎）。

ずみず [zɨmizɨ] 【名詞】［C］ミミズ。

【例】ずみっじゅ　とぅいぬ　ふぁう

（ミミズを鳥が食べる）。

ずみゃー　にゃーん [zɨmjaː
njaːn] 【成句】気持ち悪い、（雰囲気

が悪くて）面白くない。 【例】みんき

ゃー　はーばすんかい　っふぁまらひ

ー　ずみゃー　にゃーん（するめが歯

の間にはさまって気持ち悪い）。んﾟぬ

ぬ　うぐなーいや　ずみゃー　にゃー

っだん（昨日の集まりは面白くなかっ

た）。

すみゃーす [sɨmjaːsɨ]【形容詞】心地

良い、気持ち良い、爽快な、爽やかな。

【例】なつん　からゆかん　にゅーて

ぃがー　すみゃーすむぬ（夏に床に直

接に眠ったら心地良い）。きゅーぬ　か

じゃー　すみゃーす　かでぃがま（今

日の風は爽やかな風だ）。っそぅいや　

ぬみー　ばたー　すみゃーすふ　なり

ーどぅーい（薬を飲んでお腹の調子は

良くなっている）。

すむい [sɨmui]【名詞】［C］巣守、孵化

しないで巣の中に残っている卵、巣籠。

【例】すむい　どぅぬか（孵化しない

で巣の中に残っている卵）。

すむずま [sɨmuzɨma] 【名詞】〘地名〙

下島、多良間・八重山諸島。

すん [sɨn]【形容詞】［B］しみて痛い。

【例】うぬ　っそぅいや　すんかいば　

ならん　（この薬はしみて痛い）。
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すん

すん [sɨn] 【動詞】［m 語幹］［A］（水な

どが）澄む。 【例】ひだがーぬ　みっ

じゃ　すみーどぅー（ヒダガーの水は

澄んでいる）。［類］すみ。

すん [sɨn] 【動詞】［n 語幹］［A］死ぬ。

【例】くぬ　みゃーくー　あてぃ　く

ーかいば　すんばどぅ　んぎゃーらい

（現世は余りにも苦しいので死ぬことで

逃れられる）。っゔぁが　くとぅー　あ

てぃ　うむいやひどぅ　すなっじゃう

たい（あなたのことを思いすぎて死に

そうだ）。ほぅりむぬー　すなだかー

　なうらん（バカは死なないと治らな

い）。

すん [sɨn]【名詞】［B］墨。 【例】すん

ひー　かきゃー　ずーや　きゃーらん

（墨で書いた文字は消えない）。すんしど

ぅ　ばが　ずしどぅ　しゅー　ないた

いよ（文字で学問で主になったよ［＜

墨で、自分の字で、四つのしまの主にな

った［古謡「ゆすまの主」から］］）。

すんがた [sɨŋɡata] 【名詞】死期の近

いこと。 【例】ういびとぅー　すんが

た　なりーどぅ（老人は死期が近くな

っている）。［類］すんばた。

すんつ [sɨntsɨ]【補助動詞】［k 語幹］［A］

（形容詞語幹、動詞基本形、動詞連用形

について、そのような状態になる　）～

ている［形容詞の語幹は最終母音を長

音化するか、「たかたん」「まーくん」な

どのように「たん（に）」、「ん（に）」な

どを付けて結果状態を示すのが原則］。

【例】やーゆ　ちゅふ　たみん　ずーや

　っさたらー　すんきー　あい（家を

作るために　土地を平らにしてある）。

やらびゃー　んまー　みーんば　なす

　すんつ　（子供はお母さんがいない

のでないている［＜泣く状態になって

いる）］。たかたん　なりー　すんきー

　うい（高くなっている）。まゆー　ま

ーくん　なりー　すんきー　うい（猫

は丸くなっている）。かりゃー　ひとぅ

んつきゃー　ぬどぅから　あーぎゃー

　いでぃー　すんきゅー（彼はひとよ

り（高いので）首から上は出ている状

態だ）。［変異］すんふ、つんふ。

すんどぅ　んがーい [sɨndu
ŋɡaːi]【成句】（あまりにもつらくて）死

ぬことが逃れること、死んだ方がまし

［「すんぬどぅ　んがーい」とも言う］。

【例】あいぬ　くー　とぅくまん　うり

や　んめ　すんどぅ　んがーい。（こん

なに苦しいところにいるよりは死んだ

ほうがましだ）。

すんばた [sɨmbata] 【名詞】死期の近

いこと。 ［類］すんがた。

すんぱっじゃき [sɨmpaʑʑaki] 【名

詞】死に損ない。 【例】すんぱっじゃ

きんまり（死に損ない）。

すんぱてぃ [sɨmpati]【名詞】死に物

狂い。 【例】すんぱちゃー　ひー　す

かまひー　まうきたい（死に物狂いで

仕事して稼いだ）。

ずんびゃう [zɨmbjau]【名詞】淋病。
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すんふ

すんふ [sɨnfu]【補助動詞】［k 語幹］［A］

（形容詞語幹、動詞基本形、動詞連用形

について、そのような状態になる）～て

いる［形容詞の語幹は最終母音を長音

化するか、「たかたん」「まーくん」な

どのように「たん（に）」、「ん（に）」な

どを付けて結果状態を示すのが原則］。

［変異］すんつ、つんつ。

すんぶり [sɨmburi] 1○【名詞】死ぬほ

どに惚れていること、またその状態。

【例】ばー　っゔぁんかい　すんぶりゃ

ー　ひーゆー（私はあなたに死ぬほど

惚れている）。 2○【形容詞】べたぼれだ、

べたぼれな。【例】からー　むいとぅぬ

　みどぅんかい　すんぶりむぬ（彼は

奥さんにべたぼれだ）。

ずんみ [zɨmmi]【名詞】［B］話し合い、

議論。 【例】ゆびゃー　ゆながいたー

ひー　うぐなーいぬ　くとぅー　ずん

み　あすたい（昨日は夜遅くまで集会

のことを議論した）。

ずんみじゃー [zɨmmiʑaː]【名詞】集

会所、公民館。 【例】んきゃーんな　

ずんみじゃーん　うぐなーりどぅ　す

まー　なうばい　あすばどぅ　じゃう

ふ　ないがてぃー　はなっそぅ　ひー

うたいちゃ（昔は集会所に集まって、村

をどうすればよくなるかと話をしたそ

うだ）。
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ずんみじゃー
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せ

せ [se] 【助数詞】畝（一反（300 坪）の 10 分の 1）。 【例】いっせ（1 畝）。
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そ

そーしき [soːɕiki] 【名詞】葬式。

そぅー [suː] 1○【名詞】［B］おかず。

【例】ゆいぬ　そぅー（夕食のおかず）。

まうきゃー　いんきー　ゆいが　そぅ

ー　とぅいが（前の海（大浦湾）に行っ

て夕食のおかずを取りに（行く））。 2○

【名詞】［B］野菜。【例】そぅーゆ　いび

ー（野菜を植える）。くとぅっさ　はい

ぬ　そぅーや　むいとぅ　でぃきーど

ぅー（今年の畑の野菜は豊作だ）。

そぅー [suː] 【動詞】［vv 語幹幹］［A］

（苧麻の木の皮を繊維を取るために）削

ぎとる、（カンナで木の皮を）削る、（穀

類を）脱穀する。【例】あーびぬ　から

ひーどぅ　ぶーゆぎゃー　そぅー（ア

ワビの殻で苧麻の皮を削ぐ）。かなひー

　きーゆ　そぅっゔぃ（カンナで木を

削れ）。まいぬ　ほぅーや　てぃーひー

や　そぅっゔぁいん（稲の穂は手では

すけない［＞脱穀できない］）。

そぅー [suː] 【動詞】［vv 語幹幹］［A］

腐る。 ［類］そぅっゔぃ。

そぅー [suː] 【形容詞】［B］酸っぱい。

【例】そぅー　ふにゅーや　ふぁいー

　はーや　びゔぁっゔぃー　どぅーい

（酸っぱいミカンを食べて歯にしみてい

る）。［変異］すー。

そぅー [suː] 【動詞】［vv 語幹幹］［C］

走る。 【例】わいてぃー　そぅっゔぃ

（一生懸命に走れ）。おい　ほぅりむぬ、

まーぬ　そぅーな（おい　バカ者、余

り走るな）。ぶーっじゃ　ぬそぅみや　

ちゃー　そぅー（サトウキビを盗んだ

ら一目散に走る）。

そぅー [suː]【名詞】［C］冬瓜（トーガ

ン）。 【例】そぅーや　がばー　（冬瓜

は大きい）。

そぅー [suː] 【名詞】［C］潮、潮流。

【例】なまそぅ（小潮［干満の差が小さ

いものを言う］）。そぅーつ（大潮　［干

満の差が大きいものを言う］）。さがい

じゅー（引き潮）。んてぃじゅー（満ち

潮）。そぅーや　ひきーどぅー（潮は引

いている）。そぅーや　んてぃーどぅー

（潮は満ちている）。そぅーじゅー　むぬ

（潮流が速い）。

そぅー [suː] 【名詞】［B］〘形式名詞〙

節を名詞化する形式名詞、「の」「こと」；
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そぅー

節を取って逆接を表す、「そぅが」と同

じ；引用をする際に用いる、「（～いう）

のには」。【例】やらびぬ　ほぅいふ　

ないそぅー　やぐみ　はーむぬ（こど

もの大きくなるのはとてもはやい）。か

いが　やりぐるまん　ぬーいたいそぅ

ー　ずみゃー　にゃーっだん（あいつ

のおんぼろ車にのったが乗り心地が悪

かった）。しーしーたが　あいそぅー　

あいや　あらんちゃ（先生がいうには

そうじゃないって）。ばが　つふたいそ

ぅー　かい　あたい（私が聞いたのは

こうだった）。　［類］とぅー、そぅが。

そぅー　やい　うい [suː jai ui]
【成句】動詞基本形についてそれぞれ別

の動作をしている複数の人がいること

を表す。「うい（いる）」は「あい（あ

る）」でもよい。 【例】ふぁうそぅー　

やい、ぬんそぅー　やい　うたい（食べ

ている人も、飲んでいる人もいた）。ひ

んずそぅー　やい、ひんがんそぅー　

やい　あたい（逃げる人も、逃げない

人もいた）。

そぅー　やい　ひーうい [suː
jai hiːui]【成句】動詞基本形について　

複数の人がそれぞれ別の動作をしてい

ることを列挙する。　「うい（いる）」は

「あい（ある）」でもよい。一人の人の動

作を列挙する場合は、「ばらいまい　あ

す、なつまい　あす」のように言う。

【例】やらびんみゃー　ばらうそぅー　

やい、なつそぅー　やい　ひーうたい

（子供たちは笑ったり、泣いたりしてい

た）。いつそぅー　やい、ぬくいそぅー

　やい　ひーうい（行く人もいれば、残

るもいた）。

そぅー　んつ [suː ntsɨ] 【成句】［c/t

語幹］潮が満ちる。 【例】んなーぎゃ

ー　そぅーや　んたん（まだ潮は満ち

ていない）。

そぅーうつ [suːutsɨ] 【名詞】旧暦の

1 日、15 日頃の干満差が最も大きい時

期。一年で潮の干満差が最も大きいの

は新暦４～５月。旧暦３月３日は節句

の行事になっている。 【例】そぅーう

つんな　っしんﾟんかい　いつ（旧暦３

月頃の干潮時にはリーフで潮干狩りす

る）。［変異］そぅーつ。

そぅーかう [suːkau] 【名詞】〘祭礼〙

（正月や「きじゃい」（祭事）などに実家

などに行って）ものを供えること、焼

香、法事。 【例】むとぅ　やーんきー

　そぅーかう　あすが　（本家に行っ

てお供え物をする）。そぅーかう　でぃ

ん　（香典）。

そぅーかうやー [suːkaujaː]【名詞】

（ものを供えに行く）実家、親戚の家。

【例】きゅーや　さうがつ　やいば　そ

ぅーかうやーんきー　むぬー　すきー

くーでぃ（今日は正月なので実家に行

ってものをそなえてこよう）。ばー　そ

ぅーかうんかい（私は法事に（行く））。

そぅーじゃ [suːʑa]【形容詞】［A］羨

ましい。 【例】っゔぁー　じゃうぶと
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そぅーずがま

ぅー　むちー　そぅーじゃ（あなたは

立派な旦那を持って羨ましい）。ばー　

っゔぁうぎゃー　そぅーじゃかいば　

ならん（私はあなたが羨ましくてなら

ない）。

そぅーずがま [suːzɨɡama] 【名詞】

小道。 【例】はいんかい　そぅーずが

まう　あいきー　いつ（畑に小道を通

って行く）。

そぅーつ [suːtsɨ]【名詞】［C］旧暦の 1

日、15 日頃の干満差が最も大きい時期

一年で潮の干満差が最も大きいのは新

暦４～５月。旧暦３月３日は節句の行

事になっている。 ［変異］そぅーうつ。

そぅーで [suːde]【助詞】〘終助詞〙自

分の推論をのべる、とくに根拠がなくて

もいい。「～なんだよ」「だよね」。 【例】

あいそぅーで（そうなんだよ）。ういが

　すかまー　いつまい　うぬ　しゅく

　そぅーで（彼の仕事はいつもその程

度なんだよ）。あいぬ　やなつむっちゃ

　むちや　だみそぅーで（そんな悪い

根性ではいけないんだよ）。ぶばがまが

　すきゃきゃー　かいそぅーで（おば

ちゃんのやり方はこうだ）。っゔぁまい

　いつたいそぅーでい（お前も行った

よね）。

そぅーてぃ [suːti]【名詞】［A］潮流。

【例】かまぬ　そぅーちゅーぎゃー　

まないん　うーぎ（向こうの潮流は気

を付けて泳ぎなさい）。［変異］そぅー

でぃ。

そぅーでぃ [suːdi] 【名詞】［A］潮

流。 【例】そぅーでぃぬ　あい　とぅ

くま（潮流のあるところ）。［変異］そぅ

ーてぃ。

そぅーに [suːni] 【名詞】［C］瘤（こ

ぶ）。

そぅーに [suːni] 【名詞】［C］小舟。

【例】そぅーにん　ぬーりー　たくとぅ

いが（小舟に乗ってタコ取りに（行く））。

［類］さばに。

そぅーひー [suːhiː] 【名詞】干潮。

【例】そぅーや　っしー　そぅーひー　

なりーどぅー（潮が引いて干潮になっ

ている）。そぅーひーんどぅ　っしんﾟ

んかいや　いつ（干潮時に潮干狩りに

行く）。そぅーひーんどぅ　しなうぎゃ

ー　とぅい（干潮にハマグリをとる）。

そぅーます [suːmasɨ]【動詞】［s/h 語

幹］見せびらかす、欲しがらす。 【例】

たかだいぐるまう　ひとぅんかい　み

しー　そぅーます（高価な車を見せて

自慢する）。

そぅーみゃ [suːmja] 【名詞】［C］う

らやましく思っている対象の人。 【例】

っゔぁー　そぅーみゃ（あなたのこと

が羨ましい）。

そぅーん [suːn]【動詞】［m 語幹］［C］

うらやましがる。 【例】あいや　ひと

ぅー　そぅーまん（そんなに人のこと

をうらやましがらないものだ）。ひとぅ

んかい　むぬーぎゃー　そぅーまはん
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そぅーんつ

（人にものを見せびらかさない［見せび

らかしてはいけない］）。

そぅーんつ [suːntsɨ] 【名詞】満潮。

【例】きゅーぬ　じゅーにっじゃ　そぅ

ーんつ（今日の 12 時は満潮）。んなま

ー　そぅーんつ（今は満潮だ）。そぅー

んつん　うーず（満潮に泳ぐ）。［変異］

そぅーうつ、そぅーつ。

そぅい [sui] 【動詞】［母音語幹］［C］

連れる；（に）比例して。 【例】うつな

ーんかい　やらびゃー　そぅいー　い

つ（沖縄に子供を連れて行く）。うむく

とぅん　そぅいどぅ　なうまい　ひら

いー（能力次第で何でもできる）。

そぅい [sui] 【名詞】［C］一緒にいる

こと。 【例】うぬきゃが　ふたーいや

　いつまい　そぅい（彼等二人はいつ

も一緒だ）。

そぅい [sui]【名詞】［C］同じもの、同

じようなもの、そっくり。【例】うぬ　

ふたーっちゃ　そぅいぬ　むぬ（その

二つは同じもの）。うぬきゃが　っざっ

ふぁー　むいとぅ　そぅい（あの父子

はそっくりだ）。そぅい　ふたーい（似

た二人）。

そぅい [sui] 【動詞】［母音語幹］［A］

加える、添える。【例】うるー　ういん

かい　そぅいる（これをそれに加えな

さい）。かいが　たまー　ひーちゃかい

ば　っぞぅー　みから　そぅいる（あ

いつの取り分は少ないので魚を三匹付

け足せ）。

そぅい [sui] 【動詞】［母音語幹］［A］

沿う、従う。 【例】ぶとぅとぅん　そ

ぅいー　ひとぅみ　まーり（夫に従っ

て一緒に行動しなさい）。

そぅい [sui]【動詞】［r/rr 語幹］［C］（髪、

草、紙）を（はさみ、鎌などで）切る；

（ひげをカミソリなどで）剃る［「（木を）

切る」は「きー」を使う］。 【例】あか

う　そぅい（髪を切る）。かやう　そぅ

い（茅を切る）。ひぎゅー　そぅい（髭

を剃る）。あかうぎゃー　にーから　そ

ぅり（丸坊主にしてくれ［＜髪を根か

ら剃れ］）。

そぅいなうい [suinaui]【動詞】［r/rr

語幹］一緒になって実を結ぶ（成功す

る）。【例】かぬ　びきりゃとぅ　そぅ

いなうり（あの青年と一緒になって成

功しろ）。

そぅが [suɡa] 【助詞】〘接続助詞〙節

をとって逆接を表す、「～が」、「～けれ

ど」［動詞の文終止の形につく］。 【例】

やーぬ　かぎゃー　みーがま　くーが

ま　とぅみたいそぅが　なうちゅんま

　とぅみらいん（家の鍵は隈なく探し

たが全く見つからない）。ゆながい　ま

ちゅーそぅが　かりゃー　いつがみま

い　くーん（長い間まっているが彼は

いつまでも来ない）。さうがつ　やいそ

ぅが　どぅすまい　やらびんみ　てぃ

っじゅまい　くーん（正月だが友達も

子供たちでさえも来ない）。まちゅーそ

ぅが（待っているが）。ふぁいゆーそぅ
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そぅがい

が（食べているが）。ばらいーゆーそぅ

が（笑っているが）。あいきーゆーそぅ

が（歩いているが）。うーぎーゆーそぅ

が（泳いでいるが）。

そぅがい [suɡai] 1○【動詞】［r/rr 語幹］

［C］装う、着飾る。 【例】ぱーたー　

かぎそぅがいやひー　いでぃー　はた

い（おばあたちは着飾ってでかけてい

った）。［類］そぅがい（母音語幹）。 2○

【名詞】［C］準備、支度、装い。【例】い

んかいぬ　そぅがい（海への支度）。か

ぎ　そぅがい（きれいな装い［＞出かけ

るまえにきれいに着飾ること］）。やぐ

み　そぅがい（すごいお洒落）。ひゃー

　そぅがい（速い支度）。しゃり　そぅ

がい（お洒落な身仕度）。かぎずんな　

っちー　かぎそぅがいやひー　ゆーい

んかい　いかでぃ（きれいな着物を着

て着飾ってお祝いにいこう）。［類］そぅ

ぎゃう。 3○【形容詞】［B］（いつも）着

飾るのに時間がかかる。【例】みどぅん

みゃー　あてぃ　そぅがいかいば　ま

ちゃいん（女性たちは余りにも着飾る

ので待てない）。

そぅがい [suɡai] 【動詞】［母音語幹］

［C］装う、着飾る。［類］そぅがい（r/rr

語幹）。

そぅから [sukara] 【形容詞】［B］塩

辛い。 【例】そぅから　んっつー（塩

辛い味噌汁）。んっつーや　そぅからか

いば　ぬまいん（味噌汁は塩辛いので

飲めない）。

そぅから [sukara]【名詞】［C］脛（す

ね）。

そぅからぶに [sukarabuni] 【名詞】

脛骨。 【例】そぅからぶにゃー　ぼー

るん　ふぁーはいー　いちゃかいば　

んびゃーいん（脛骨をボールをぶつけ

られて痛くて我慢できない［＜ボール

に］）。

そぅぎゃう [suɡjau]【名詞】［B］姿、

見かけ、恰好、踊る姿・歩く姿等の立ち

居振る舞い。 【例】やぐみ　じゃう　

そぅぎゃう（とても良い恰好だ）。かい

が　ぶどぅいや　やぐみ　そぅぎゃう

　かぎむぬ（彼女の踊りはとても品が

ある）。

そぅく [suku] 1○【名詞】［C］人を表す

人称代名詞や指示代名詞のガ格につい

て、つまらない、程度の低いやつという

意味を表す、～ぐらい、～ばかり、～みた

いな。【例】かぬ　そぅくーぎゃー　ゆ

らはん（あいつのことは許さない）。う

いが　そぅくがまんな　でぃんぬぎゃ

ー　かしん（そんなやつにはお金は貸

さない）。かいが　そぅくがまうぎゃー

　ばらいー　すてぃる（あいつのこと

は笑ってしまえ）。っゔぁが　そぅくが

まんな　なうまい　ひらいん（お前み

たいなやつにはなにもできない）。かぬ

きゃが　そぅくがまんな　まきん（あ

いつらなんかには負けない）。［類］そぅ

く、しゃく。 2○【名詞】［C］ものを表す

指示代名詞のノ格について、それ程度
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そぅく

くらいでしかないという量を表す、ま

た、単に程度をあらわす、～ぐらい、～ば

かり；ものや時期を表す名詞のノ格に

ついてだいたいの時期を表す、～ころ。

【例】うんそぅく　あすたー　んめ　じ

ゃうぶん　あらんな（これくらいで十

分じゃないかい）。すかまんかい　んな

まが　そぅく　ふーぬが（今頃仕事に

来るのか）。ういが　すかまー　いつま

い　うぬ　そぅく　だら（彼の仕事は

いつもその程度だ）。ばが　たまー　う

ん　そぅくな（私の取り分はこれくら

いか）。［類］そぅく、しゃく。

そぅく [suku]【名詞】［A］底、低い場

所。 【例】いんぬ　そぅく（海の底）。

そぅくずー（低いところにある土地）。

そぅくにゃー（＜そぅくぬ　やー、周

りよりも低いところにある家）。

そぅく [suku] 【名詞】［C］〘魚〙アイ

ゴの稚魚。 【例】そぅくぬどぅ　ゆり

ーっちゅーい（アイゴの稚魚が海流に

乗って寄ってきている）。

そぅぐ [suɡu] 【副詞】すぐに。 【例】

そぅぐ　くー（直ぐに来い）。

そぅくー [sukuː] 【名詞】［B］帯。

【例】つんぬぎゃー　そぅくーひどぅ　

すまい（きものを帯で結ぶ）。かーそぅ

くー（皮のベルト）。

そぅくい [sukui] 1○【動詞】［r/rr 語幹］

［A］ずれる。 【例】っゔぁが　ずぼん

な　そぅくりーはりーにゃーん（お前

のズボンはずり落ちかけてる）。 2○【動

詞】［r/rr 語幹］［A］滑る。【例】うるー

　うまんかい　そぅくらし（それをそ

こに滑らせろ）。なびー　どぅくまん　

そぅくりーにゃーん（すべすべした所

で滑ってしまった）。やらびゃー　なび

ー　どぅくまん　がらてぃー　そぅく

りーはりーにゃーん（子供はすべすべ

した所で滑ってしまった）。 3○【形容詞】

［A］滑りやすい。【例】うまー　なびー

かいば　そぅくいかいば　ならん（こ

こはすべすべしてよく滑ってしまう）。

そぅくがらす [sukuɡarasɨ] 【名詞】

〘食〙アイゴの稚魚の塩漬け。 【例】そ

ぅくがらっさ　そぅからむぬ（アイゴ

の稚魚の塩漬けは塩辛い）。そぅくがら

っさ　ろくがつぬ　かんないと　ひと

ぅみ　うてぃーふー（アイゴの稚魚は

月の雷と一緒に落ちてくる）。［変異］そ

ぅくがらそぅ。

そぅくがらそぅ [sukuɡarasu] 【名

詞】〘食〙アイゴの稚魚の塩漬け。 ［変

異］そぅくがらす。

そぅくつ [sukutsɨ] 1○【形容詞】［B］粗

雑な人、根性が悪い。 【例】かいがど

ぅ　んながーな　そぅくつかい（彼が

一番粗雑だ）。［変異］すくつ。 2○【名詞】

［C］粗雑な人；粗末にすること。【例】

あいぬ　そぅくつや　つかーいん（あ

んな粗雑なやつは雇えない）。かりゃー

　そぅくつ　びとぅ　やいば　なうゆ

どぅ　かんがいゆーががら　っさいん
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そぅくつな

（あいつは粗雑なやつだから何を考えて

いるかわからない）。［変異］すくつ。 3○

【副詞】粗雑に（扱う）、乱暴に（扱う）。

【例】むぬーぎゃー　そぅくつ　あすな

（物を粗末に扱うな）。［変異］すくつ。

そぅくつな [sukutsɨna] 1○【形容詞】

粗雑だ、粗雑な、根性が悪い。 ［変異］

すくつな。［類］そぅくつ。 2○【名詞】粗

雑な人；粗末にすること。【例】むぬー

ぎゃー　そぅくつなうぎゃー　ほぅだ

　あたらっさひー　つかい（物を粗末

にしないで大切に使いなさい）。［変異］

すくつな。［類］そぅくつ。 3○【副詞】粗

雑に（扱う）、乱暴に（扱う）；（粗末に）

する。［変異］すくつな。［類］そぅくつ。

そぅくびー [sukubiː]【名詞】底冷え。

［類］そぅくひぐい、そくひぐる。

そぅくひぐい [sukuhiɡui]【名詞】底

冷え。 【例】きゅーや　そぅくひぐい

やひー　っしかいば　ならん（今日は

底冷えして寒くてならない）。ふゆ　な

いてぃがー　そぅくひぐい　あす（冬

になると底冷えする）。［類］そぅくび

ー、そぅくひぐる。

そぅくひぐる [sukuhiɡuru] 【名詞】

底冷え。［類］そぅくびー、そくひぐい。

そぅじゃ [suʑa]【名詞】［C］兄。【例】

あに　そぅじゃぬ　むぬいゆぎゃー　

うっとぅんみゃー　わいてぃー　つき

ーならい（姉・兄の忠告は弟・妹たちは

しっかり聞いて身に付けなさい）。そぅ

じゃが　むぬいゆぎゃー　つき（兄の

言うことには従え）。

そぅじゃっそぅ [suʑassu] 【名詞】

先輩たち、村の役員、男の年長者。【例】

うたきんな　そぅじゃっそぅんみぬ　

むぬいゆぎゃー　まさぐんてぃー　つ

き（御嶽では先輩たちの話はちゃんと

聞け）。すまぬ　そぅじゃっそぅー　い

らう（村の役員を選ぶ）。そぅじゃっそ

ぅんみゅーぎゃー　たかさ　ほぅだか

ーならん（年長者は大切にしないとい

けない）。うっとぅっそぅんみゃー　そ

ぅじゃっそぅんみぬ　むぬいゆ　つか

だかー　ならん（後輩たちは先輩たち

にいうことに従わないとならない）。さ

きゅー　そぅじゃっそぅんかい　つづ

（酒を先輩に注ぐ）。

そぅだき [sudaki]【動詞】［母音語幹］

［A］育つ、巣立つ。 ［変異］すだき。

そぅだつ [sudatsɨ] 【動詞】［k 語幹］

［A］（作物などが）育つ；（子供が）大き

くなる、育つ。【例】くぬはなー　かぎ

んな　そぅだかん（この花は日陰では

育たない）。くとぅっさ　はーさぬ　ま

んごーぬどぅ　そぅだきゅー（今年は

たくさんマンゴーが育っている）。［変

異］そぅだふ。［類］そぅだつ（c/t 語幹）。

そぅだつ [sudatsɨ] 【動詞】［c/t 語幹］

［A］（作物などが）育てる；（子供を）育

てる。 【例】くぬはなー　かぎんな　

そぅだたん（この花は日陰では育たな

い）。くとぅっさ　はーさぬ　まんごー
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そぅだつ

ぬどぅ　そぅだちゅー（今年はたくさ

んマンゴーが育っている）。んまー　み

ーだ　うらんまい　っふぁー　そぅだ

つどぅす（母親はいなくても子供は育

つ［＜見ていなくても］）。［変異］すだ

つ。［類］そぅだつ（k 語幹）。

そぅだつ [sudatsɨ] 【動詞】［k 語幹］

［C］育つ、巣立つ。［変異］すだつ、そ

ぅだふ。

そぅだてぃ [sudati]【動詞】［母音語

幹］［A］（作物などが）育つ；（子供が）

大きくなる、育つ。 【例】っふぁうぎ

ゃー　まながん　そぅだてぃる（子供

はちゃんと育てろ）。［変異］すだてぃ。

そぅだてぃ [sudati]【動詞】［母音語

幹］［A］育てる。 ［変異］すだてぃ。

そぅだふ [sudafu] 【動詞】［k 語幹］

［A］（作物などが）育つ；（子供が）大

きくなる、育つ。 ［変異］そぅだつ（k

語幹）。［類］そぅだつ（c/t 語幹）。

そぅだふ [sudafu] 【動詞】［k 語幹］

［C］育つ、巣立つ。［変異］すだつ、そ

ぅだつ。

そぅつ [sutsɨ]【動詞】［k 語幹］［C］空

く。 ［変異］すつ、すふ、そぅふ。

そぅっゔぁす [suvvasɨ]【副詞】［s/h

語幹］走る。

そぅっゔぃ [suvvi] 1○【動詞】［母音

語幹］［C］（炊いたコメ等が）腐る、腐

りかける。 【例】まいや　そぅっゔぃ

ー　どぅーい（ご飯は腐っている）。 2○

【動詞】［母音語幹］［C］魚肉等が腐って、

食べようとしたら唇等に痛みを感じる。

【例】っぞぅー　そぅっゔぃー　すばう

まい　さしーどぅー（魚は腐っていて

唇を刺すように刺激する）。うぬ　っぞ

ぅー　んめ　そぅっゔぃーどぅ（その

魚はもう腐りかけている）。［類］さす。

そぅっゔぃ [suvvi] 【動詞】［母音語

幹］［C］勢いよく走る。【例】たやん　

そぅっゔぃる（力を入れて走れ）。［類］

そぅー。

そぅっふぃ [suffi]【動詞】［母音語幹］

［C］掬（すく）う；こそぐ。 【例】だ

いだまぬ　っぞぅー　だぶひー　そぅ

っふぃー　とぅい（ダイナマイトでの

密漁の魚を網カゴで掬ってとる）。［類］

そぅふー。

そぅでぃ [sudi]【名詞】［B］袖。【例】

つんぬ　そぅでぃ（着物の袖）。

そぅでぃあん [sudian] 【名詞】〘道

具〙袖網［漁網の両わきに、さらに補助

的に取り付ける網］。 ［類］きたあん。

そぅに [suni] 【名詞】［C］〘歌語〙海

の向こうの岩のような小さな島、漁師

が魚を取る場所でもある。 【例】みゃ

ーくぬ　あやぐー　そぅにーずま（宮

古の歌は沖の離れ小島までも（届くよ

うに）［古謡「とうがにあやぐ」三番よ

り］）。
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そぅぬい

そぅぬい [sunui]【名詞】［C］〘食〙モ

ズク。 【例】そぅぬいや　なびーむぬ

（モズクはぬるぬるしている）。［変異］

すぬい。

そぅば [suba] 【名詞】［B］（正面では

ない方向）側。 【例】そぅばみー　あ

すな（よそ見するな）。ばが　そぅばん

かい　くー（私の側にこい）。

そぅば [suba] 【名詞】［B］〘食〙宮古

ソバ（そば粉でなくメリケン粉ででき

た麵）。【例】じょ　っさらんきー　そ

ぅば　ふぁうが（平良に行って宮古そ

ばをたべよう）。

そぅふ [sufu] 【動詞】［f/ff 語幹］［C］

空く。 【例】むぬー　にゃーだ　んぎ

ー　まっちゃー　そぅっふぃー　どぅ

ー（商品は減って店は空っぽの状態で

ある）。［変異］すつ、すふ、そぅつ。

そぅふ [sufu]【動詞】［k 語幹］［C］空

く。 ［変異］すつ、すふ、そぅつ。

そぅふー [sufuː]【動詞】［f/ff 語幹］［C］

掬（すく）う；こそぐ。 【例】なびぬ

　すーゆ　そぅっふぃ　いだす（鍋の

汁を掬ってだす）。なびぬ　そぅくー　

そぅっふぃ　いだす（鍋の底（のおこげ

を）をこそげてだす）。［類］そぅっふぃ。

そぅまい [sumai] 【動詞】［r/rr 語幹］

［A］染まる；においがつく。 【例】っ

ゔぁー　かじゃー　そぅまりー　ふさ

かいば　ならん（お前は臭いがついて

臭くてしかたがない）。っそぅ　かじゃ

ぬどぅ　そぅまりゅー（糞の臭がつい

ている）。

そぅまりゃ [sumarja]【名詞】［C］見

染めた人、好きな人。 【例】くりゃー

　ばがとぅず、ばが　そぅまりゃ（こ

れは私の妻です。見染めた人です）。［変

異］そぅみゃりゃ。［類］そぅみゃー。

そぅみ [sumi]【動詞】［母音語幹］［A］

染める。 【例】あいひー　つんぬ　そ

ぅみー（藍で着物を染める）。

そぅみむぬ [sumimunu] 【名詞】染

物。 【例】みゃーく　じょうふー　あ

いひぬ　そぅみむぬ（宮古上布は藍で

の染物）。

そぅみゃー [sumjaː] 【名詞】［C］見

染めた人、好きな人。 【例】くりゃー

　ばがとぅず、ばが　そぅみゃー（こ

れは私の妻です。最愛の人です）。［類］

そぅまりゃ　（< そぅまい（染まる））。

そぅむつ [sumutsɨ] 【動詞】［k 語幹］

［A］背く。 【例】あいや　ひとぅんか

いや　そぅむかん（あまりひとに背か

ない［背くな］）。［変異］そぅむふ。［類］

そぅむき。

そぅむふ [sumufu] 【動詞】［k 語幹］

［A］背く。 ［変異］そぅむつ。［類］そ

ぅむき。

そぅら [sura] 【名詞】［C］先の方、先

端部分。 【例】きーぬ　そぅら（木の

てっぺん）。そぅら　っそぅがい（末広
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そぅりんだい

がり）。きーぬ　そぅらんどぅ　かじゃ

ー　ふつ（木の先端に風は吹く［＞上

に立つものに波風は立つ］）。ぶーずぬ

　そぅらう　きー（サトウキビの先端

を切る）。

そぅりんだい [surindai] 【名詞】切

り傷。 【例】くまー　ぎすつひぬ　そ

ぅりんだいどー（ここはすすきで切っ

た切り傷だよ）。

そぅるー [suruː]【動詞】［w 語幹］［C］

揃う。 【例】やーじゃー　んーな　そ

ぅるいーどぅ（家族は皆揃っている）。

そぅるいどぅ　かぎさ [suruidu
kaɡisa]【成句】（家族皆が）揃う事が一

番良い。 【例】きゅーまい　そぅるい

どぅ　かぎさどー、やびとぅーんな（き

ょうもみな一同に集まりすばらしいぞ、

みなさん）。

そぅるかす [surukasɨ]【動詞】（座を）

盛り上げて賑やかにさせる。 【例】そ

ぅるつ　びとぅから　ぶどぅりー　ん

ーなう　そぅるかし（盛り上げる人か

ら踊ってみんなを引き入れて賑やかに

させなさい）。

そぅるき [suruki] 【形容詞】［B］（人

がものごとに参加することに）積極的

な、躍動的な、動的な、賑やかな、元気

な；（場所が）賑やか。 【例】からー　

むいとぅぬ　そぅるきびとぅ（彼はと

っても（物事に参加することに）積極

的だ）。そぅるき　ぶどぅい（動的な踊

り）。くまんつきゃー　かまぬどぅ　そ

ぅるきかい（ここよりむこうのほうが

賑やかだ）。［類］そぅるつ。

そぅるき [suruki]【動詞】［母音語幹］

［C］元気よく頑張る、躍動する、そぅる

きー・そぅるきん・そぅるきる。 【例】

じょー　やびとぅーんーな　わいてぃ

ー　そぅるきーみーでぃ（さあ、みん

な元気よく頑張ろう［＜頑張ってみよ

う］）。［類］そぅるつ。

そぅるつ [surutsɨ] 【動詞】［k 語幹］

［C］積極的に参加する。 【例】からー

　ぶどぅいとぅきゃんな　ならからど

ぅ　いつまい　そぅるきー　ぶどぅい

（彼はいつも踊りの時は自分から積極的

に参加する）。［変異］そぅるふ。［類］

そぅるき。

そぅるふ [surufu]【動詞】［k 語幹］［C］

積極的に参加する。 ［変異］そぅるつ。

［類］そぅるき。

そぅるみつ [surumitsɨ]【形容詞】清

潔な。 【例】くまぬやーや　そぅるみ

つ　やー（ここの家は清潔な家）。［類］

そぅるき。

そぅん [sun]【動詞】［m 語幹］［A］染

める；染まる。 【例】ぶーずんぬぎゃ

ー　あいひどぅ　そぅみー（宮古上布

は藍で染める）。

そぅん [sun] 【名詞】［C］損。 【例】

んﾟぬー　ばくちゃーひー　そぅんな　

ひーにゃーん（昨日博打で損をした）。
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そぅんうー

そぅんうー [sunuː] 【動詞】［b 語幹］

（植物や生き物などが）成長する、（体

が）のびる、（道などが）のびる；（曲が

ったものを）のばす；（道を）延長する。

【例】やらびゃー　どぅーや　そぅん

び　んきー　なきゅーたい（子供は身

動き一つせず泣いていた）。［類］そぅ

んばす。

そぅんがん [suŋɡan]【名詞】家にあ

る最も大きなお椀。 ［類］そぅんがん

まかい。

そぅんがんまかい [suŋɡammakai]
【名詞】家にある最も大きなお椀。【例】

うやんかいや　そぅんがんまかいんか

い　むぬーぎゃー　いりー　みゃらし

（おじーさんには一番大きなお椀に食事

をいれて差し上げなさい）。［類］そぅ

んがん。

そぅんつきゃー [suntsɨkjaː] 【接尾

辞】（動詞基本形に付いて）のよりも

［そぅ（の、もの）＋んつきゃー（より

は）］。 【例】にんぎんな　っじそぅん

つきゃー　ふぃーばどぅ　ほぅからす

かい（人間は貰うのより与える方が嬉

しい）。

そぅんばす [sumbasɨ]【動詞】［s/h 語

幹］（体を）真っ直ぐにする；（釘など

曲がったものを）のばす；（道などを）

のばす。 【例】くっそぅ　そぅんばす

（腰を伸ばす）。かにふっじゅ　そぅんば

す（釘をのばす）。くまぬ　んっちゅ　

っさらたーひ　そぅんばし（ここの道

を平良まで伸ばせ）。

そろばん [soroban] 【名詞】算盤。
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そろばん
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た

だ [da]【接尾辞】動詞否定形「ん」の連

用形。動詞未然形について、「～しない

で、～せずに」を表す。 【例】くるまぬ

　ういかだ　んぎーにゃーん（自動車

が動かなくなった）。ゆみんかい　いか

だ　やーん　うたい（嫁に行かずに家

にいた）。ばっしだ　ういきゃ　なうゆ

まい　ほぅだかー　ならん（何事も忘

れないうちになんでもやらないといけ

ない）。

だ [da]【助詞】〘終助詞〙提題形について

「～はどう？」という意味を表す。 【例】

っゔぁーだ（あなたはどうなの？）。

たー [taː] 【接尾辞】動詞基本形につい

て過去を表す接尾辞［名詞述語の過去

「名詞＋だった」は「名詞＋あたい」、形

容詞述語の過去形は「形容詞語幹＋か

たい」で表す。 ［変異］たい。

だー [daː] 【助詞】〘終助詞〙述語とし

て使われる名詞について、「その程度だ」

という意味を表す；「名詞＋ん（に）」に

ついて、「～次第だ」を表す。【例】うい

が　かなまいや　うぬしゅくだー（彼

の考える力はその程度しかない）。ばー

　でぃんな　うさきだー（私はお金は

これだけだ）。っゔぁんだー（あなた次

第だ）。うぬ　みどぅんぬ　とぅっじゅ

　あす　むぬー　っゔぁんだー（その

女の人を妻にするかどうかはお前次第

だ）。びきどぅんぬ　すぐりーむぬー　

みどぅんだー（男の出世は妻次第だ［み

どぅんだー＝みどぅん＋ん＋だー］）。

たーい [taːi]【動詞】［r/rr 語幹］［A］熟

睡している、眠りこけている；（酔っぱ

らうなどして）正体不明である。 【例】

やらびゃー　たーいてぃがー　んめ　

うきん（子供は熟睡したら起きない）。

びゅーいー　たーりーどぅー（酔っぱ

らって眠りこけている）。にゅーたーり

びとぅ（眠りこんだ人）。びゅーいたー

りーどぅー（ぐでんぐでんに酔っぱら

っている）

たーう [taːu] 【動詞】［vv 語幹幹］［C］

めまいがする、ふらふらする。【例】わ

ーぬ　あっゔぁー　ふぁいー　たーっ

ゔぃーどぅー（豚のあぶら肉を食べて

くらくらしている）。さきゅー　ぬみー

　たーっゔぃどぅー（酒を飲んでふら

ふらする）。

たーがみ [taːɡami]【名詞】タガメ、カ
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たーがみ

メムシ、水生昆虫。 【例】くぬいや　

たーまい　にゃーんば　たーがみまい

　みーらいん（最近は田もないので、タ

ガメもいない）。［類］たーぬかみ。

たーす [taːsɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［C］

無駄遣いする。 【例】まーぬ　でぃん

ぬぎゃー　たーすな（あんまり金を無

駄遣いするな）。みっじゅぎゃー　まー

ぬ　たーはだうり（水を無駄使いする

な）。

たーっゔぃ [taːvvi] 【動詞】［母音語

幹］めまいがする、ふらふらする。［類］

たーう。

たーっぞぅ [taːzzu] 【名詞】鮒（フ

ナ）。 【例】たーっぞぅ　とぅい　う

やがま（鮒を取るおじいさん［昔は鮒

を取って薬にするために売っていた］）。

［類］たーぬっぞぅ。

たーどぅ [taːdu] 【名詞】［A］人を表

す疑問代名詞、「たる」（誰）の複数形。

【例】たーどぅがどぅ　った（誰［複数］

がきたのだ？）。うらー　たーどぅが　

ぬーま（これは誰［複数］の馬だ？）。う

ぬやらびんみゃー　たーどぅが（この

子供たちは　誰［複数］のこどもです

か）。［変異］たーる。

たーな [taːna] 【助詞】（名詞のあと、

格助詞のあとについて）それ以外はな

い、～しないことを表す、～だけ。 【例】

じゃう　はなっそぅたーな　あっそぅ

（いい話だけしなさい）。てぃびゅーぎ

ゃー　みーだ　まいゆたーな　みー　

あいき（後ろを見ずに前だけを見て歩

け）。まいたーな　ふぁーだ　っぞぅま

い　ふぁい（ご飯だけでなく魚も食べ

ろ）。やらびんみたーな　っちゅーたい

（子供だけが来た）。っさらんかいたーな

　いつたい（平良にだけ行った）。

たーぬかみ [taːnukami]【名詞】〘昆〙

タガメ。 【例】くぬいや　たーぬかみ

まい　みーらいん（最近はタガメも見

えない）。［類］たーがみ。

たーぬっぞぅ [taːnuzzu]【名詞】鮒

（フナ）。 ［類］たーっぞぅ。

たーぬぴー [taːnupiː]【名詞】蛭（ヒ

ル）。【例】たーぬぴーん　あかっちゃ

　ゆばいーにゃーん（蛭に血をすわれ

た）。

たーひー [taːhiː] 【助詞】場所を表す

名詞についてその場所まで（移動する

ことを）を表す、まで；時を表す名詞

についてその時間まで動作を継続する

ことを表す；時を表す名詞についてそ

の時間に動作を終えることを表す、ま

でに　［時間を表す動詞につくときは、

「～きゃ（時）」をつける］。 【例】ば

んちゃー　うじゃーなーぬ　ぶらたー

ひー　いきゅーたい（私達はずっと遠

くの保良まで行っていた）。みどぅんみ

ぬ　ゆがたいゆ　すきゃきてぃがー　

んめ　ゆさらびたーひー（女性たちが

おしゃべりを始めたらなんと夕方まで

（終わらない））。さんじたーひー　にゅ

230



たーまーら

ー（三時まで寝る）。ばが　ふーきゃた

ーひー　まちゅーとぅい　ふぃーさま

てぃ（私が来るまで待っていてくださ

い）。さんじたーひー　くぬ　すかまう

　とぅどぅみ　ふぃーさまてぃ（3 時ま

でにこの仕事を済ませてください）。

たーまーら [taːmaːra] 【名詞】〘昆〙

タイワンウチワヤンマ　［子供のころ

マーニの葉の芯で作った輪っかをスス

キの茎にむすんで引っかけて取ってい

た］。

たーまい [taːmai] 【名詞】水稲。

たーら [taːra] 【名詞】［A］俵。 【例】

あーだーら（粟俵）。くみだーら（米俵）。

まいだーら（米俵）。

たーらぐー [taːraɡuː]【名詞】〘祭礼〙

御嶽で使われる言葉、お供え物を載せ

るため木の葉などをお盆の代わりにし

たもの。葉の大きい「ゆなぎーぬはー」

（ゆうなの木の葉）（「やらうぎーぬはー」

（テリハボクの葉）「ばさぬはー」（芭蕉

の葉）などが使われた。［「たーら」は

「俵」からか］）。

たーらん [taːran]【成句】ありえない

（話）。 【例】からー　いつまい　たー

らんくとぅー　ずまん　あす（彼はい

つもありえないほら話を自慢する）。

たーる [taːru] 【名詞】［A］人を表す

疑問代名詞、「たる」（誰）の複数形。

［変異］たーどぅ。

たーんﾟん　はず [taːn̥n hazɨ] 【成

句】大きな足［＜田を踏む足］（稲を植

える前に田んぼを踏みこむが、大きい

足はより効果的なので、その時に有利

な大きな足のことを言う）。【例】たー

んﾟん　はずひー　たーゆ　んﾟん（大

足で田んぼを踏む）。たーんﾟん　はず

　びとぅ（とても足の大きい人）。［変

異］たーんﾟん　ぱず。

たい [tai] 【接尾辞】動詞基本形につい

て過去を表す接尾辞［名詞述語の過去

「名詞＋だった」は「名詞＋あたい」、形

容詞述語の過去形は「形容詞語幹＋か

たい」で表す。 【例】きゅーや　はち

じん　うきたい（今日は８時におきた）。

ひとぅむてぃ　てぃびぬ　んっちゅ　

あいつたい（今朝、裏の通りを歩いた）。

くじゅー　やぐみ　はーさ　すかまう

　あすたい（去年とてもたくさん仕事

をした）。［変異］たー。

たい [tai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］（酒

を粟を口で噛んで）作る。 【例】あー

ゆ　かみー　んっちゅ　たい（粟を噛

んで神酒を作る）。

たい [tai] 【動詞】［母音語幹］［C］腹

を立てる；（（配偶者などに対し）やき

もちを焼く；（配偶者などの愛人に）嫉

妬する。 【例】とぅっじゃ　ぶぅとぅ

ぬ　すかまー　ほぅんばどぅ　たいゆ

ー（奥さんは旦那が仕事をしないので

腹を立てている）。ばが　みどぅんな　

いつまい　ばぬんかい　たいーどぅー

231



たい

（私の妻はいつもわたしにやきもちをや

いている）。やーぬ　とぅっじゃ　にご

ーんかいどぅ　うんそぅく　たいゆー

（家の妻が（旦那の）愛人にとても嫉妬

している）。

たい [tai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］「ま

たう　たい」の形で、（幼児や酔っ払い

が）足元がふらつきながら歩く［「たい」

単独では使わない］　「またたい」を参

照。

たい [tai] 【名詞】［C］態度、考え。

【例】うぬきゃが　ふたーいや　ゆぬた

い（その二人は同じような考えや態度

をしている）。

だい [dai] 【形容詞】［B］なまけもの；

だるい。 【例】まさいや　むいとぅぬ

　だいむぬ（マサイはとても怠け者だ）。

ばー　きゅーや　だいかいば　すまう

ぎゃー　ほぅじゃーん（私は今日はだ

るいので仕事はしない）。

たいがいじゃんみん [taiɡaiʑam-
min] 【名詞】適当なやり方、いい加減

なやりかた［＜たいがい＋さんみん］。

【例】たいがいじゃんみんぬぎゃー　ほ

ぅだ　まさぐん　すかまうぎゃー　あ

っそぅ（適当なやり方をせず、ちゃん

と仕事をしなさい）。

だいぎし [daiɡiɕi]【名詞】怠け者、鼻

持ちならない人［＜代議士］。 【例】す

かまーひらいん　なまだん　だいぎし

（仕事のできない怠け者）。

だいきゃ [daikja]【成句】疲れるまで、

時間が大分経過していること。【例】す

かまー　だいきゃ　ひーにゃーん（仕

事は疲れる程たくさんやった）。かいが

　はりーからー　だいきゃ　なりーど

ぅ（彼が帰ってからは大分時間は経過

している）。

だいさ [daisa] 【名詞】［C］なまけ癖。

【例】かいが　だいさー　たるんまい

　ならーはいん（あいつのなまけ癖は

だれにもなおせない）。

だいしゃ [daiɕa] 【名詞】［C］〘遊〙

ケンケンする（遊びの一つ：一つの足

を反対の手でもって片足でけんけんす

る）。 【例】じょ、んーなひー　だいし

ゃう　ほぅでぃ（みんなでケンケン遊

びをしよう）。だいしゃーひー　けんけ

んぱーや　ひー　かーらー　きりー　

あそぅー（片足飛びでケンケンパーし

て瓦蹴りの遊びをして遊ぶ）。

だいずがだいず [daizɨɡadaizɨ]【成

句】まさか、そんなことがあるのか。

たいたい [taitai]【擬態語】（よっぱら

いや幼児が）足元がふらつきながら歩

く様子を表す、ふらふら、よちよち。

【例】やらびゃー　たいたいてぃ　あい

つ（こどもがよちよちと歩く）。

だいだま [daidama]【名詞】ダイナマ

イト。【例】だいだまー　ぱずきーにゃ

ーん（ダイナマイトは破裂した）。だい

だままーい（ダイナマイトでの密漁）。
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だいだままーい

だいだままーい [daidamamaːi]【名

詞】ダイナマイトでの密漁。 【例】だ

いだままーいや　んぬつ　ふぁう（ダ

イナマイトでの密漁は命を奪う）。

たいつき [taitsɨki] 【動詞】［母音語

幹］（相撲等でうわ手投げで人を）投げ

る、（ものを）たたきつける。 【例】ま

さいや　かにん　たいつきらいーにゃ

ーん（マサイはカニに投げられてしま

った）。くぬ　なうぬ　みーんな　なら

ん　ばりまかいゆぎゃー　たいつきー

すてぃる（この役立たずの割れ茶碗を

叩きつけてしまえ）。

たいてぃー [taitiː] 【副詞】ピタッと

（くっつける）。 【例】たいてぃー　む

ったーらし（ピタッとくっつけろ）。

だいばん [daiban] 【名詞】〘魚〙大型

のカツオ。

たいみつ [taimitsɨ] 【動詞】［k 語幹］

口うるさく言う、文句を言う、小言を

言う。 ［変異］たいみふ。［類］だいみ

つ、ぶいみつ。

だいみつ [daimitsɨ] 【動詞】［k 語幹］

口うるさく言う、文句を言う、小言を

言う。 ［変異］だいみふ。［類］たいみ

つ、ぶいみつ。

たいみふ [taimifu] 【動詞】［k 語幹］

口うるさく言う、文句を言う、小言を

言う。 ［変異］たいみつ。［類］だいみ

つ、ぶいみつ。

だいみふ [daimifu] 【動詞】［k 語幹］

口うるさく言う、文句を言う、小言を

言う。 ［変異］だいみつ。［類］たいみ

つ、ぶいみつ。

だいむぬ [daimunu] 【名詞】怠け者。

【例】かりゃー　すかまー　ひらいん

　だいむぬ（彼は仕事のできない怠け

者だ）。

たいわんなーずつ [taiwannaːzɨtsɨ]
【名詞】〘植〙紫カタバミ、四葉のクロー

バー。 【例】たいわんなーずっちゃ　

なんとぅが　うさはいん（四つ葉のク

ローバーはなかなか除草できない）。

た い わ ん ば る ん な [tai-
wambarunna] 【名詞】〘生物〙アフリ

カマイマイ。 【例】たいわんばるんな

ー　がばー　はるんな（アフリカマイ

マイは大きなカタツムリだ）。

だう [dau] 【形容詞】［C］沢山ある。

【例】うまんな　なうまい　だう（ここ

には何でも沢山ある）。かいがどぅ　ん

ながーな　でぃんな　だうかい（彼が

一番お金を沢山持っている）。

たうー [tauː] 【動詞】［vv 語幹幹］［C］

（網や綱を）手繰る、引き寄せる。【例】

あんぬ　たうー（網を手繰り寄せる）。

あんぬ　たっゔぃ（網を手繰りよせろ）。

んﾟなう　たっゔぃ（綱を引き寄せろ）。

うりゅーぎゃー　たっゔぃ　すてぃる

（彼を追い抜いてしまえ）。
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だうー

だうー [dauː]【名詞】［C］道具。【例】

だいだまー　やなだうー　やいば　う

りゅーぎゃー　つかーだうり（ダイナ

マイトは危険な道具なのでそれを使う

な）。かんにがいだうー（祭具）。さや

ふだうー（大工道具）。ふなだうー（船

具）。まかいだうー（食器）。あそぅーだ

うー（遊び道具）。

たうい [taui] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

倒れる。 【例】まさいや　かにん　う

さいー　たうりーにゃーん（マサイは

カニに押し倒された）。がらてぃー　た

うりー　はりーにゃーん（崩れるよう

に倒れた）。かでぃふつんな　きーぬ　

たうい（台風には木が倒れる）。たちゃ

っでぃ　あすきゃー　みっふぁまーい

や　ひー、たういぎかたい（立とうとし

たらめまいがして倒れそうになった）。

たうかー [taukaː]【名詞】一人、独り。

【例】うまんな　ばん　たうかーどぅ

　うたい（そこには私一人だけがいた）。

きゅーや　たうかーや　っさらんかい

　んめ　たうかーや　うるかんかいち

ゃ（今日は一人は平良に、もう一人は

ウルカ（砂川）に（行くん）だってさ）。

［変異］たうきゃー。

たうかーなー [taukaːnaː]【成句】1

人ずつ。 【例】たうかーなー　たうか

ーなー　ならーす（一人ずつ教える）。

た う か ー ぬ か ら だ
[taukaːnukarada]【成句】ひとり残らず。

［変異］たうかーぬくらだ。

たうかーぬくらだ [taukaːnuku-
rada]【成句】ひとり残らず。 【例】や

らび　ういびとぅ　たるーまい　たう

かーぬくらだ　ゆーいんかいや　とぅ

むーし（子供も年寄りも一人残らずお

祝いの席に招待しなさい）。［変異］た

うかーぬからだ。

たうかーびとぅ [taukaːbitu] 【名

詞】独り者。 ［類］たうかーむぬ。

たうかーむぬ [taukaːmunu] 【名詞】

独り者。 【例】うりゃー　とぅっじゃ

　みーん　たうかーむぬ（彼は奥さん

がいない独り者だ）。［類］たうかーび

とぅ。

たうかーむぬい [taukaːmunui]【成

句】独り言。 【例】かりゃー　いつま

い　たうかーむぬいゆどぅ　あす（彼

はいつも独り言を言う）。［類］たうか

ーむぬゆん。

たうかーむぬゆん [taukaːmunu-
jun] 【成句】独り言。 ［類］たうかー

むぬい。

たうがに [tauɡani] 【名詞】宮古民謡

の一つ［「とうがに」とも発音する］。

たうきゃー [taukjaː] 【名詞】一人、

独り。 ［変異］たうかー。

たうしんがー [tauɕiŋɡaː]【名詞】南

京袋、麻袋。【例】たうしんがーゆ　か

っゔぃー　にゅー（南京袋をかぶって

寝る）。たうしんがーぶくる（南京袋）。
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たうしんばい

たうしんばい [tauɕimbai] 【名詞】

おたふく風邪。 【例】たうしんばいや

　いでぃどぅ　かまっちゃ　ふくりゅ

ー（おたふく風邪が出て頬は腫れてい

る）。たうしんばいや　ひどぅ　みはな

ー　ふくりゅー（おたふく風邪で顔が

腫れている）。

たうす [tausɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［C］

倒す、（サトウキビを）収穫する。【例】

ゆつひー　きーゆ　たうす（斧で木を

倒す）。ぶーっじゅ　たうす（サトウキ

ビを収穫する）。

たうに [tauni] 【名詞】［C］豚に餌を

与える容器。 【例】わーぬ　ふぁうむ

ぬー　たうにんかい　いりー（豚の食

べ物を容器に入れる）。

たうふ [taufu]【名詞】［C］豆腐　［提

題形（～は）は、「たうふー」、「たうっ

ふぁ」のどちらでもよい。目的格形（～

を）も、「たうふー」、「たうっふ」のど

ちらでもよい］。 【例】あぎだうふ（揚

げ豆腐）。たうふゆー（ゆし豆腐）。

たうふがす [taufuɡasɨ] 【名詞】オカ

ラ［＜たうふ＋かす］。

たうふゆー [taufujuː] 【名詞】〘食〙

ゆし豆腐。

たうみつ [taumitsɨ] 【動詞】［k 語幹］

しなる。 【例】っぞぅ　つー　さうや

　たうみきーどぅ（釣り竿はしなって

いる）。［変異］たうみふ。

たうみふ [taumifu] 【動詞】［k 語幹］

しなる。 ［変異］たうみつ。

だうり [dauri] 【名詞】［B］道理、理

由。 【例】だうりぬ　あい　むぬいゆ

　あっそぅ（理屈の通った話をしろ）。

だうり [dauri] 【成句】動詞の未然形

について禁止を表す［動詞否定形「ん」

の連用形「だ」＋「うい（いる）」の命令

形「うり」］、～するな、～しないでいろ。

【例】ふぁーだうり（食べるな）。なか

だうり（泣くな）。あいかだうり（歩く

な）。たちゃだうり（立つな）。

たうんぎ [tauŋɡi] 【名詞】〘生物〙オ

ニヒトデ。【例】たうんぎゅー　んﾟん

てぃがー　やなむぬ（オニヒトデを踏

んづけたら大変なことになる）。たうん

ぎぬ　つーづんな　どくぬどぅ　あい

（オニヒトデの刺には毒がある）。

たうんまばす [taummabasɨ]【名詞】

〘昆〙蜂の一種、ハラナガスズメバチ。

【例】ばー　ばかかいきゃ　たうんまば

すん　とぅーいつからん　ささいたい

（私は若い頃スズメバチ 15 匹に刺され

た）。たうんまばすぬ　すーゆ　っざら

ひー　ったきー　みーてぃがー　んま

ばっさ　うぐっりー　にゃーん（スズ

メバチの巣を鎌で叩いてみたら蜂は攻

撃態勢に入った）。

たか [taka]【名詞】［B］〘鳥〙サシバ。

【例】たかぬどぅ　やぐみ　はーさ　ま

いゆー（サシバがとてもたくさん舞っ
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たか

ている）。うんどうかいぬ　ずぶんどぅ

　たかー　とぅびーふー（運動会の時

期にサシバは飛来する）。

たか [taka]【名詞】［C］高さ。【例】て

ぃんぬ　たか（天の高さ）。やーぬ　た

か（家の高さ）。ばー　かまぬ　やまぬ

　たかうぎゃー　っさん（私はあの山

の高さを知らない）。っゔぁー　たかー

　いっかっさ（あなたの身長はどれく

らいなの）。

たか [taka] 【形容詞】［B］（値段が、身

長が、地上からの高さが）高い、。【例】

たかだい（高価な）。たかびとぅ（身長

の高い人）。たかやま（高い山）。うだ

か（この高さ/この値段［「くだか」とも

いう］）。

だかー [dakaː] 【接続助詞】（未然形に

ついて）否定の条件を表す（～しない

と）。 【例】なうががらんかい　どぅ

ーゆ　うからはだかー　ばぬんな　た

ちや　うらいん（何かに身体を支えら

れていないと私には立っていられない

［＜なにかに体をもたれさせないと私に

は立っていられない］）。いかだかー　

ならん（行かないといけない）。っゔぁ

が　いかじゃーだかー　ばんまい　い

かじゃーん（お前が行かないなら僕も

行かない）。

たかい [takai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

集る、まとわりつく、病気にかかる。

【例】ふにゅーぎーや　ゆだー　たかり

ーどぅ（ミカンの木は枝が繁茂してい

る）。ほぅに　たかい　っぞぅ（小骨の

多い魚）。さたんな　あうばいぬどぅ　

たかりゅー（砂糖には銀蝿がたかって

いる）。まーぬ　ばぬんかいや　たかい

な（余り私に纏わりつくな）。やなやん

な　たかりーにゃーん（悪い病気にか

かった）。

たかさ [takasa] 【名詞】［C］尊敬、崇

拝。 【例】ういびとぅーぎゃー　たか

さ　ほぅだかーならん（お年寄りは尊

敬しなければならない）。

たかだい [takadai]【形容詞】高価、高

価な。 【例】たかだい　むぬ（高価な

物）。たかだい　ぐるま（高価な車）。か

まぬ　まっちゃー　くまんつきゃーま

い　たかだい（あそこの店はここより

高い）。くまぬ　まんごーぬどぅ　んな

がーな　たかだいかい（ここのマンゴ

ーが一番高い）。

たかっじゃー [takaʑʑaː] 【名詞】屋

号、高鍛冶屋。 【例】たかっじゃーぬ

　しどぅ（タカッジャーの船長［＞あ

る人のあだ名］）。

たかはずばい [takahazɨbai] 【名詞】

赤ちゃんの四つ足歩き。 【例】やらび

ゃー　たかはずばいゆ　ひーゆー（子

供は四つ足立ててハイハイしている）。

たかはずびー [takahazɨbiː] 【名詞】

立ち座り［＞しゃがんだ姿勢］。 【例】

たかはずびーや　くーさぬ　だいや　

にゃーん（立ち座りは苦しさの代償は

ない［＞いいことはなく疲れるだけ］）。
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たかび

たかび [takabi]【動詞】［母音語幹］［A］

崇める、尊敬する、敬う。 【例】うい

びとぅーぎゃー　たかびだかー　なら

ん（年寄りは敬わないといけない）。

たかま [takama] 【名詞】［C］〘魚〙ト

ビハゼ。 【例】たかま　とぅぬず（ジ

ャンプしながら進む）。たかまー　いす

ぬ　はなん　とぅぬーぎー　みーらい

（トビハゼは岩の上に跳んでいるのが見

られる）。

たかんな [takanna]【名詞】〘貝〙高瀬

貝［かつては高級ボタンの材料だった、

身は硬い］。【例】んきゃーんな　たか

んなひどぅ　たかだい　ぼたんぬ　ち

ゅっふぃたい（昔は高瀬貝で高価なボ

タンを作っていた）。

たき [taki]【名詞】［B］身長；身分；程

度；限度。 【例】っゔぁが　たきゃー

　いかっさ（あなたの身長はどれくら

いなの）。たきゃー　たらいーどぅ（十

分に成長している）。あいぬ　たんちゃ

ーゆぎゃー　たきゅーぎゃー　ほぅだ

うり（そんな短気者は相手にするな）。

っゔぁー　あてぃ　すぐりかいば、ば

が　っふぁー　っゔぁとぅや　たきゃ

ー　あらん（君はとても優秀なので僕

の子は君の相手にはならない）。んまつ

まーゆぎゃー　たきゅーぎゃー　ほぅ

ん（バカは相手にしない）。かりゃー　

うながたきゅーぎゃー　っさん　ほぅ

りむぬ（彼は自分の程度を知らない馬

鹿者だ）。ほぅりむぬと　ゆぬ　たきん

　ないな（馬鹿と同程度になるな）。ば

んちゃー　くーかいが　たきゃー　あ

りどぅ　くーかい（私達は苦しさの限

界にあるので生活が苦しい。）［類］た

かー。

だき [daki] 【助詞】だけ。 【例】やら

びゃー　なつだき　なきや　にっゔぃ

ーにゃーん（子供は泣くだけ泣いて眠

った）。

だきーまーい [dakiːmaːi] 【動詞】

［r/rr 語幹］一周する。 【例】んっちゃ

　すまー　だきーまーりゅー（道は島

を一周している）。

たきだき [takidaki]【名詞】（身分、富

貴などで）差別をすること。 【例】ひ

とぅーぎゃー　たきだきゅーぎゃー　

ほぅん（人を差別するな）。

たきたらい [takitarai]【動詞】［母音

語幹］成長する（「丈が足りる」から）。

【例】ういが　たきたらいきゃー　み

ばかり（彼が大きくなるまで面倒を見

ろ）。

たきぬふす [takinufusɨ]【名詞】竹の

節。

たきほぅどぅ　うい [takihudu
ui] 【成句】それなりの年齢に成長して

いること。 【例】やらびゃー　んめ　

たきほぅどぅ　ういーどぅー（子供は

それなりの年齢になり成長している）。

たきゃーならん [takjaːnaran] 【成

句】相手にならない、相手にしない。
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だきゃう [dakjau] 【名詞】［C］ラッ

キョウ。 【例】だきゃうぬ　つきなう

　っちゅっふぁっじゃー　だきゃうゆ

　っちゅっふいる（ラッキョウの漬物

を作るのでラッキョウのひげ根などを

切って下ごしらえをしろ）。

たく [taku] 【名詞】［B］タコ。 【例】

たくぬ　てぃー（タコの足）。たくー　

いふから　とぅいだー（タコは何匹と

ったの？）。かーきだく（タコの燻製）。

ぐっとぅーっとぅとぅ　たくぬてぃー

や　っとぅてぃー（ぐっとぅーっとぅ

とぅタコの足は一足［鳩の鳴き声をま

ねして数を数えながら遊ぶ歌、10 まで

数える］）。

たぐ [taɡu] 【名詞】［C］〘道具〙箱メ

ガネ、海の底の様子を見るための大き

なメガネ、円筒形。 【例】たぐひー　

いんぬ　そぅくぬ　たくー　とぅみー

（大メガネで海の底のタコをさがす）。た

ぐひー　いんぬ　なかう　ぬさきーみ

ー（タグで水中を覗いてみる）。たぐん

かい　みっじゅ　いりー　いんぬ　そ

ぅくー　みーやすふ　あす（箱メガネ

（の内側に）水を入れて、海の底をみや

すくする）。

たくー [takuː] 【動詞】［b 語幹］［A］

（布団、毛布等の寝具、着物）を片付け

る。 【例】ふとんぬ　たくび（布団を

片付けなさい）。［類］たくび。

たぐい [taɡui] 【名詞】［C］役割；類

（たぐい）、種類。 【例】うらー　なう

ぬ　たぐいまいにゃーん（これは何の

使い道もない）。うらー　なうぬ　たぐ

い　やいば（それは何の類なのか）。

たくっゔぁ [takuvva] 【名詞】足が

不自由で立って歩けない人。

たくび [takubi]【動詞】［母音語幹］［A］

（布団、毛布等の寝具、着物）を片付け

る。 ［類］たくー。

たくみ [takumi]【動詞】［母音語幹］［C］

騙す、陥れる、台無しになる。【例】か

いが　でぃんぬぎゃー　たくみーすて

ぃる（彼の金を騙し取ってしまえ）。か

いん　でぃんまい　やーまい　なうま

い　んなない　たくみらいーにゃーん

（彼に金も家も何もかも全て騙し取られ

た）。［類］たくん。

たくみーふぁう [takumiːfau] 【成

句】［w 語幹］騙して食い物にする。

【例】かまぬ　うやきやーや　かいん　

たくみーふぁーいーにゃーん（向こう

の裕福な家はかれに騙されてくいもの

にされた）。

たくん [takun] 【動詞】［m 語幹］［C］

企む、悪事を企てる、陥れる、謀る。

【例】かりゅーぎゃー　たくみーすてぃ

る（彼を騙してしまえ）。かなっさ　ゆ

ぬすん　たくまいー　うどぅきーにゃ

ーん（カナスはユヌスに騙されて損を

した）。かいん　たくまいー　うっかー

　あみかっゔぃーにゃーん（彼に騙さ

れて借金をたくさん被った）。かいん　
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たす

たくまいー　すまー　っゔぃー　ふぁ

ーいーにゃーん（彼の策略にかかって

集落の共有地を売って取られてしまっ

た）。

たす [tasɨ] 【動詞】［s 語幹］［C］加え

る。 【例】うぬ　さきゃー　ちゅーか

いば　んめ　ひーちゃがま　みっじゅ

　たし（その酒は強いからもう少し水

を加えろ）。

たず [tazɨ]【名詞】［C］〘植〙ソクズ［庭

などに自生し、乾燥させてお茶のよう

にして飲むと便秘薬として効果がある

とされる］。

たすき [tasɨki]【動詞】［母音語幹］［C］

助ける。 ［類］たすつ。

たすつ [tasɨtsɨ]【動詞】［k 語幹］［C］助

ける。 【例】かいん　たすかいー　な

んとぅが　んぬっちゃ　ぶいらいどぅ

ー（彼に助けられて何とか命はもらっ

たようなものだ）。［変異］たすふ。［類］

たすき。

たずな [tazɨna] 【名詞】［C］手綱（た

づな）。【例】ぬーまん　ぬーい　とぅ

きゃんな　たずなうぎゃー　はなはん

（馬に乗るときには手綱は離さない）。

たすふ [tasɨfu]【動詞】［k 語幹］［C］助

ける。 ［変異］たすつ。［類］たすき。

ただーてぃー [tadaːtiː] 【オノマト

ペ】水、物等がこぼれる様子、ジャー。

［変異］だだてぃー。

ただつ [tadatsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］

訪ねる、付き合う。 【例】かりゃー　

ゆーどぅ　うとぅじゃうぎゃー　ただ

つ（彼は親戚とよく付き合いをする）。

かりゃ－　ひとぅーぎゃー　ただかん

（彼は人とは親交しない）。かりゃー　き

ゅーまい　かじゃーなーから　ただき

ーっちゅーい（彼は今日も遠くから訪

ねてきている）。［変異］ただふ。

だだてぃー [dadatiː] 【オノマトペ】

水、物等がこぼれる様子、ジャー。【例】

みっじゅ　だだてぃー　いたつ（水を

ジャーとこぼす）。［変異］ただーてぃー。

ただふ [tadafu] 【動詞】［k 語幹］［C］

訪ねる、付き合う。 ［変異］ただつ。

たたん [tatan] 【動詞】［m 語幹］［C］

（衣類・寝具を）畳む。 【例】もーふー

　たたん（毛布を畳む）。

たたん [tatan] 【名詞】［B］畳。

だちゃー [datɕaː]【接尾辞】（動詞基本

形について）ほど、～くらい。【例】あ

てぃ　くーかいば　すんだちゃー　あ

たい（とても苦しくて死にそうだった）。

あいかいんだちゃー　だりゅーい（歩

けないほど疲れた）。［類］だちゃーい。

だちゃーい [datɕaːi] 【接尾辞】（動

詞基本形について） ほど、～くらい。

［類］だちゃー。

たちゃす [tatɕasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

［C］（物を）立てる、（人を）立たせる。
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【例】うまん　はらう　たちゃし（こ

こに柱を立てろ）。しーとぅやらび　あ

いきゃー　しーしーん　ばっちゃ　ひ

らいー　たちゃはいたい（学童だった

頃先生に罰せられて立たされた）。

たつ [tatsɨ] 【名詞】［C］歩いて行くこ

と。【例】たつからどぅ　ったい（（馬、

馬車等を利用することなく）歩いてき

た）。

たつ [tatsɨ]【動詞】［k 語幹］［A］焚く。

【例】かんにがいんな　かうゆどぅ　た

つ（祈願には線香を焚く）。［変異］たふ。

たつ [tatsɨ]【動詞】［c/t 語幹］［C］（座っ

た状態から）立つ、立ち上がる。 【例】

やらびゃー　たちー　あいきーどぅー

い（子供は立って歩けるようになって

いる）。たちゃっでぃ　あすきゃー　み

ーや　まーるーたい（立とうとしたら

目が回った）。うまん　たつてぃがー　

んめどー（そこに立つとあぶないよ）。

たつ [tatsɨ] 【動詞】［c/t 語幹］［C］発

つ、出かける、場を離れる。【例】から

ー　っさらんかい　たちー　はりーに

ゃーん（彼は平良に出かけてしまった）。

まーぬ　うむっしっふぁにゃーんば　

かまぬ　うぐなーいから　たちったい

（あまり面白くないので、その会議から

抜けてきた）。

たつ [tatsɨ]【名詞】［C］（馬の）小屋。

【例】ぬーまぬたつ（馬小屋）。

だつ [datsɨ]【動詞】［k 語幹］［A］抱く。

【例】やらびゅー　だつ（子供を抱く）。

［類］かったつ。

たっゔぁみつ [tavvamitsɨ] 【動詞】

［k 語幹］揺れる、ふらつく、（態度が）

ぐらつく；落ち着かない。 【例】かで

ぃぬ　ちゅーかいば　きーや　たっゔ

ぁみきーどぅー（風が強いので木がゆ

れている）。さきゅー　ぬみー　たっゔ

ぁみきーどぅー（酒を飲んでふらつい

ている）。［変異］たっう゛ぁみふ。

たっゔぁみふ [tavvamifu] 【動詞】

［k 語幹］揺れる、ふらつく、（態度が）

ぐらつく；落ち着かない。 ［変異］た

っう゛ぁみつ。

たっゔぃ [tavvi] 【動詞】［C］（網や

綱を）手繰る、引き寄せる。 ［類］た

うー。

たっゔゃ [tavvja]【名詞】［C］蛍（ホ

タル）。【例】たっゔゃー　ゆなかどぅ

　とぅー（蛍は夜中に飛ぶ）。

たっかーす [takkaːsɨ]【動詞】［s/h 語

幹］（サービスとして品物を）加える。

【例】っぞぅー　んめ　ひとぅから　た

っかーし（魚をもう一匹おまけにつけ

なさい）。

たつき [tatsɨki]【動詞】［母音語幹］［A］

火をつける。 【例】うまっちゅ　たつ

きでぃ（火をおこそう）。たむぬんかい

　うまっちゅ　たつきる（薪に火をつ
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けろ）。きだむぬー　たつきる（まきに

火をつけろ）。

たっじゃす [taʑʑasɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］（冷めたものを）温める、炊く、煮

る。 【例】さまりゅー　わーにむんぬ

ぎゃー　たっじゃし（冷めたブタの煮

物を温めなさい）。

たっず [tazzɨ]【動詞】［zz/dd 語幹］［A］

煮える。 【例】んっつーや　たっでぃ

ーどぅー（味噌汁は煮えている）。どろ

どろてぃーどぅ　たっじゅー（ぐつぐ

つとと煮えている）。んーな　たっでぃ

ぬ　あとぅんな　んぶすばどぅ　んま

かい（芋は煮えたあとの後に蒸したら

うまい）。

たった [tatta]【副詞】更に、いっそう。

【例】うぬ　しょじょー　たった　あ

ぱらぎふ　なりーどぅー（その娘はい

っそうきれいになった）。

たっつ [tattsɨ] 【動詞】［c/t 語幹］［A］

（他人の提案、申し入れなどを）断る、聞

き入れない。 【例】かいが　あっじゅ

ー　くとぅー　たっちーすてぃる（彼

が言っていることを聞き入れるな）。

だつっゔぁ [datsɨvva] 【名詞】赤ち

ゃん。 【例】だつっゔぁぬ　んま（赤

ちゃんの母親）。［類］あかっゔぁ、ばか

っゔぁ。

たつびー [tatsɨbiː] 【名詞】膝を曲げ

て座ること。【例】たつびー　あす（中

腰で膝を曲げて座る）。

たてぃ [tati]【助数詞】種類の数え方　

［１から１０までの種類の数え方：ひと

ぅたてぃ、ふたたてぃ、みたてぃ、ゆた

てぃ、いつたてぃ、んたてぃ、ななたて

ぃ、やたてぃ、っくぬたてぃ、とぅたて

ぃ］。

たてぃたてぃ [tatitati] 【副詞】色

々、様々、　「たてぃたてぃぬ」で名詞

修飾。 【例】きゅーぬ　ゆーいんな　

たてぃたてぃぬ　うさいぬどぅ　いじ

ゅー（今日のお祝いにはいろいろな料

理が出ている）。たてぃたてぃぬ　んま

むぬ（色々なご馳走）。たてぃたてぃん

どぅ　とぅゆみゅーい（色々なことに

名をはせている［古謡「まいぐむいま

うや」より］）。

たとぅい [tatui] 【動詞】［母音語幹］

［C］たとえる。 【例】たとぅいてぃが

ー　うらー　なうぬんまり（例えたら

なにに似てるのか）。

たない [tanai] 【名詞】［C］（仕事ぶり

などが）頼りになること。 【例】びき

っゔぁんみゃー　なうぬ　たないまい

　にゃーん。（男の子はなんの助けにも

ならない）。っゔぁがどぅ　ばが　たな

い（お前のことを頼りにしている）。う

りゃー　たないや　にゃーん　なっち

ゃかん　んまり（彼は頼りにならない

遊び人だ）。かりゃー　たないや　あり

どぅ　すかまうぎゃー　ひーゆー（彼

は手際よく仕事している）。すかまぬ　

たない　あい　ひとぅ（仕事の手際良
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い人）。いんたない（漁が上手い人）。は

いたない（畑仕事が上手な人）。すかま

たない（仕事が上手な人）。

たなっら [tanarra]【名詞】〘魚〙スズ

メダイ。 【例】たなっらう　つーが　

いつ（スズメダイを釣りに行く）。

たに [tani]【名詞】［C］陰嚢（ふぐり）、

ヤドカリのお腹。 【例】わーぬ　たに

とぅい（豚の去勢［＜豚の陰嚢取り］）。

ひんじゃぬ　たにゅー　あっゔぃ　や

きー　ふぁう（山羊の睾丸を炙って焼

いて食べる）。［類］さに。

たに [tani] 【名詞】［C］種。 【例】む

ぬだに（穀物等の種）。ひとぅだに（人

間の血統）。そぅーだにゅー　まつ（野

菜の種を蒔く）。むぬだにゅーぎゃー　

いらうどぅす、ひとぅだにゅーまい　

いらうどぅす（物種は選ぶもの。結婚

相手も選ぶもの）。［類］さに。

だに [dani]【動詞】［母音語幹］［C］捩

（ねじ）る；（足首などを）くじく。【例】

んﾟなうぎゃー　だにどぅ　なう（綱を

ねじって綯（な）う）。はっじゅ　だに

ーにゃーん（足を挫いた）。

だに [dani] 【名詞】［C］リンパ腺。

【例】いんまら　だにぬ　いじゅー（股

間のリンパ腺が腫れている）。ばっだだ

に（わきのリンパ腺）。

たにがーい [taniɡaːi] 【名詞】変種、

親と出来の違う子がうまれること、ま

たその子。 ［類］さにがーい。

たにく [taniku] 【名詞】［C］入り乱

れていること、塊になっていること。

【例】まっちゃんな　はーさぬ　ひとぅ

ぬどぅ　たにくん　なりーうい（店に

は多くの人が入り乱れている）。かまん

な　ひとぅぬどぅ　たにくんなりー　

んちゅー（向こうには人が塊になって

たくさんいる）。たくぬどぅ　いふから

まい　たにくん　なりー　うたい（タ

コが何匹も塊になっていた）。

たにず [tanizɨ]【名詞】［C］（夫のせい

で）子供ができないこと。【例】かまぬ

　やーや　たにっじゃ　ひーゆい（あ

そこの家は後継ぎができないでいる）。

たぬん [tanun] 【動詞】［m 語幹］［C］

頼む。 【例】むぬ－　たぬみー　むち

ゃす（ものを頼んで持たす）。やーふつ

　すきなふー　たぬん（家づくりの奉

仕を頼む）。からー　ひとぅんな　たぬ

まいん（彼は人には頼めない）。

たばい [tabai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

（人が人に、ものが服などに）くっつく；

ケンカする。 【例】やらびゃー　うい

びとぅん　たばりー　うたい（子供は

お年寄りにくっついていた）。まずむ

ぬぬみーつつうさぬ　とぅずぬどぅ　

ふくんかい　うんそぅく　たばりゅー

（シロバナセンダングサの刺が服に沢山

くっ付いている）。かぬきゃが　ふたー

や　きゅーまい　また　たばりーにゃ

ーん。（あの二人は今日もまた喧嘩を始

めた）。
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たばい

たばい [tabai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

（病気に）かかる、（悪霊に）とりつかれ

る。 【例】かりゃー　やなやんな　た

ばりー　すにーにゃーん（彼は悪い病

気にかかって死んでしまった）。

たばく [tabaku] 【名詞】［C］煙草。

【例】たばくー　ってぃーひー　ふつ（煙

草をキセルで吸う）。んきゃーんぬ　た

ばくふつ　ひとぅんみゃー　ふじゃう

から　きざみたばくー　とぅいー　う

るー　ってぃーんかい　いりー　ふき

ーうたい（昔の煙草を吸う人達は煙草

入れから刻み煙草を取ってそれをキセ

ルに入れて吸っていた）。たばくの　ふ

つぐる（タバコの吸い殻）。

たび [tabi] 【名詞】［A］旅。 【例】た

びんかい　いでぃ（旅に出る）。

たふ [tafu] 【動詞】［k 語幹］［A］焚く。

［変異］たつ。

たぶ [tabu]【名詞】［B］〘道具〙たも網、

水中の魚類をすくうのに用いる。 【例】

たぶひー　っぞぅー　っそぅー（たも

網で魚をすくう）。

だふ [dafu]【動詞】［k 語幹］［A］抱く。

【例】っふぁう　だふ（子供を抱く）。

［変異］だつ。

だふ [dafu] 【オノマトペ】ドスン（と

落ちる）、ズボッ（と入って抜けない）。

【例】あなんかい　だふてぃー　うてぃ

ーにゃーん（穴にドスンと落ちた）。う

ゆびゃー　くぴんかい　だふてぃ　は

まりー、なんとぅが　んがいん（指が

瓶にすぽっとはまってなかなか抜けな

い）。やーぬ　きたー　はらぬ　あなん

かい　だふてぃー　はまりーにゃーん

（家の梁は穴にスポッと填まった）。

たま [tama]【名詞】［B］分け前。【例】

んーなんかい　っぞぅだまう　なかー

り（皆に魚の分け前を分けろ）。うらー

　ばが　ふぁうぬ　たまー　にゃーん

（それは私の食べる分はない）。うらー　

っゔぁが　っじだま（それはあなたの

もらう分け前）。っぞぅだまう　ばきー

（魚の分け前を分ける）。ばきだま（分け

前）。っじだま（貰う分、分け前）。たま

うつ（分配）。［類］ばきだま、っじだま、

とぅいまい。

だま [dama] 【名詞】［B］ダマ、（衣類

の小さい糸など）が絡まって玉状に固

まったもの。 【例】いんぬきーや　だ

まん　なりーどぅ（犬の毛はダマにな

っている）。いとぅがまぬどぅ　だまん

　なりゅー（小さい糸が玉になってい

る）。

たまーつつ [tamaːtsɨtsɨ] 【動詞】［k

語幹］癲癇の発作を起こす。［「たまう

　つきたい」でもいいが「たま」だけで

は使わない）。 【例】たまーつきたい

（癲癇をおこした）。たまーつきーどぅ

ー（癲癇の発作を起こしている）。［変

異］たまーつふ。

たまーつふ [tamaːtsɨfu] 【動詞】［k

語幹］癲癇の発作を起こす。［「たまうつ
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たまーつふ

きたい」でもいいが「たま」だけでは使

わない）。 ［変異］たまーつつ。

たまい [tamai]【動詞】［r/rr 語幹］［A］

溜まる。 【例】てぃびほぅぎばーきん

な　みっじゃ　たまらん（竹籠には水

は溜まらない）。

たまう　うつ [tamau utsɨ] 【成句】

均等に配分する。

たまがい [tamaɡai] 1○【動詞】［r/rr 語

幹］驚く、怖がる、びっくりする。【例】

からー　なうゆ　ほぅんまい　たまが

らん（彼は何をしても驚かない）。から

ー　あうみー　やいば　かぱてぃー　

たまがらし（彼は臆病だからわっと驚

かしてやれ）。［類］だまがい。 2○【名詞】

驚くこと、怖がること。【例】ばー　ま

ずむぬー　みー　かぱ　たまがいや　

ひーにゃーん（私は幽霊を見てぎょっ

とたまげた）。［類］だまがい。

だまがい [damaɡai] 1○【動詞】［r/rr 語

幹］驚く、怖がる、びっくりする。［類］

たまがい。 2○【名詞】驚くこと、怖がる

こと。［類］たまがい。

たまがらす [tamaɡarasɨ]【動詞】［s/h

語幹］びっくりさせる。 【例】かいん

　たまがらはいーにゃーん（彼にビッ

クリさせられた）。［類］だまがらす。

たまぐつ [tamaɡutsɨ] 【動詞】［c/t 語

幹］分配する。 【例】じょー　いんか

らぬ　っぞぅー　たまぐちゃでぃ（さ

あ漁からの魚を分配しよう）。

たまじゃり [tamaʑari] 【名詞】玉砂

利。

たます [tamasɨ]【名詞】［C］魂。【例】

あてぃ　うどぅるっちゃーひー　まず

むぬん　たまっさ　とぅらいーにゃー

ん（余りにもびっくりして幽霊に魂を

抜き取られた）。

だます [damasɨ]【動詞】［s/h 語幹］［C］

騙す。 【例】ひとぅーぎゃー　だまは

ん（人は騙さない［＞だましてはいけ

ない］）。みどぅんんみぬ　なつむぬい

ん　だまはいな（女達の泣き落としに

騙されるな）。ばー　やなびきどぅん　

だまはいにゃ－ん（私は悪い男に騙さ

れた）。

たまっさにゃーん [tamassanjaːn]

【成句】魂がない、落ち着きのない。【例】

たまっさにゃーんんまり、　まーぬ　

あわてぃだうり（落ち着きのない奴だ、

余り慌てるな）。

たまつつ [tamatsɨtsɨ] 【動詞】［k 語

幹］癲癇の発作を起こす。 ［変異］た

まつふ。

たまつつやん [tamatsɨtsɨjan]【名詞】

癲癇。 ［類］つっゔぃやん。

たまつふ [tamatsɨfu]【動詞】［k 語幹］

癲癇の発作を起こす。［変異］たまつつ。

たまな [tamana] 【名詞】［B］キャベ

ツ。 【例】たまなう　ふぁう（キャベ

ツを食べる）。
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たまびーぎー

たまびーぎー [tamabiːɡiː] 【名詞】

〘植〙蓮葉桐（ハスノハギリ）［中心部は

かたく水が沁み込まないため、これで

水中眼鏡をつくった］。【例】たまびー

ぎーひー　みがにゅー　ちゅっふ（蓮

葉桐で水中メガネを作る）。

たみ [tami]【動詞】［母音語幹］［A］溜

める、留める、心穏やかにする。 【例】

つむたみびとぅ（冷静な人、心穏やか

人）。つむでぃだ　つむー　たみる（怒

らないで心穏やかにしなさい）。かんな

にがいー　んぬっちゅ　たみー（祈願

して命を留める）。

たみ [tami]【動詞】［母音語幹］［A］（狙

いを）さだめる、（銃や銛などで）ねら

う；（三線を）調弦する；向かう、目指

す。 【例】っぞぅー　うぎんひー　た

みー　つふ（魚を銛でねらって突く）。

はいぬ　みーゆ　たみー（（糸を通すた

め）針の目をねらう）。っぞぅーぎゃー

　たみゅーとぅい　つき（魚は狙いを

定めて突け）。うまぬ　まとぅんかい　

たみーみーる（この的に狙いを定めて

みろ）。うぎんぬ　っぞぅんかい　たみ

ー　つき（銛を魚に狙いを定めて突け）。

まうきゃーんかい　たみー　ふにゅー

ぎゃー　はらし（前に向かって舟を走

らせろ）。さんしんぬ　ちるー　たみー

（三線の調弦をする）。ひとぅぬ　はな

っそぅぎゃー　みんな　たみー　つき

（人の話は耳に全神経を集中して聞け）。

からー　いつまい　うまー　たみどぅ

　ってぃ　むぬー　ふぁい　はい（彼

は毎日ここに来て飯を食べて帰る）。

たみ [tami]【動詞】［母音語幹］［A］貯

める。【例】でぃんぬぎゃー　まーぬ　

ふぁーだ　ひーちゃうぎゃー　たみる

（金は余り無駄遣いしないで少しは貯蓄

しなさい）。ばー　でぃんな　たみー　

はわいりょこーんかい　いかでぃ（私

はお金をためてハワイ旅行に行こう）。

たみ [tami]【名詞】［C］（主に不倫で）～

との間にできた子。 【例】うぬっふぁ

ー　っゔぁが　たみ（この子はあなた

の子供だ）。くぬっふぁー　かいがたみ

（この子は彼との間にできた子）。

たみ [tami] 【名詞】［C］抑制、抑制す

ること。 【例】つむたみ（自制心）。つ

むたみ　じゅー（自制心が強い）。

たみ [tami] 【名詞】［C］目的、ため；

理由節を作る。 【例】くらー　っゔぁ

が　たみん　ひーやー　くとぅ　だら

（これはあなたのためにしたことだ）。だ

いがくん　ごーかくあす　たみんな　

んめひ　わいてぃ　べんきょー　ほぅ

だかー　ならん（大学に合格するため

にはもっと勉強しないといけない）。か

いが　うくりっちゃー　たみん　ひこ

ーきんな　ぬーらいっだん（彼が遅れ

てきたために飛行機に乗れなかった）。

だみ [dami]【動詞】［母音語幹］［A］（も

のや人などを強く）（銛で）突く；（こ

ぶしで）殴る、叩く。 【例】うぎんひ

ー　っぞぅー　だみー（銛で魚を突く）。
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だみ

くぬ　くるまぬ　がらっさ　っゔぁが

　なうばい　だみたんてぃー　ばりん

（この車のガラスはお前がいくら叩いて

も割れない）。なうばい　つむでぃた

んてぃー　ひとぅー　だみや　ならん

（どんなに腹が立っても他人を殴っては

いけない）。

だみ [dami] 【名詞】［A］駄目だ（述語

として使う）。 【例】うらー　だみ（そ

れは駄目だ）。からー　むいとぅぬ　

だみな　んまり（彼はとてもダメな奴

だ）。つんぬ　んみてぃがー　だみ　や

いば　つんぬ　すそーぎゃー　むたぎ

る（着物が濡れたらだめなので着物の

裾を持ち上げろ）。

たみーたみ [tamiːtami]【副詞】落ち

着いて、慎重に。［変異］たみーたみー。

たみーたみー [tamiːtamiː] 【副詞】

落ち着いて、慎重に。 【例】むぬーぎ

ゃー　たみーたみー　あっそぅ（物事

は落ち着いてやりなさい）。たみーたみ

ー　ふぁい（慌てずにたべなさい）。［変

異］たみーたみ。

たみす [tamisɨ]【動詞】［s/h 語幹］［C］

予測する。 【例】くぬ　やらびゃー　

ほぅいふないてぃがー　なうばいぬ　

にんぎんてぃ　ないがてぃ　たみひー

ゆー（この子はおおきくなったら　ど

んな人間になるだろうかと予測してい

る）。たからくっじゃ　あたりゅーむ　

なうむ　たみひーみーでぃ（宝くじが

当たるか否か予測してみよう）。

たむぬ [tamunu]【名詞】［C］薪（たき

ぎ）の総称（ススキ・木の葉、木の枝等

を使う）。【例】たむぬんかい　うまっ

ちゅ　たつきる（たきぎに火を起こせ）。

ぎすつだむぬ（枯れたススキの薪）。す

っだき　だむぬ（枯れたススキの茎の

薪）。まつぎーだむぬ（松の木の薪）。

たむぬぶー [tamunubuː] 【名詞】薪

（たきぎ）や農具をしまう小屋。

たや [taja] 【名詞】［C］力、体力、力

持ち。 【例】やぐみ　たやあい　ばか

むぬ（凄く体力のある若者）。かりゃー

　たや（彼は力持ちだ）。たやー　くさ

きてぃー　いりー　んぶむぬー　むつ

（力はこれくらいあるぞと　重いものを

持つ［＞力の限りをふりしぼって重い

ものを持つ］）。たやびゃーき　なっじ

ゅり（力いっぱい殴れ）。

たやびゃーき [tajabjaːki]【成句】力

いっぱい。

たやん [tajan]【副詞】力を入れて、力

いっぱい、たくさん。 【例】むぬー　

たやん　ふぁうたい（飯をたくさん食

べた）。むぬーぎゃー　たやん　ふぁい

（飯をたくさん食べなさい）。たやん　そ

ぅっゔぃ（一生懸命走れ）。かまぬ　び

ょういんな　っそぅいゆどぅ　たやん

　むちゃす（向こうの病院は薬をたく

さん持たせる）。

だら [dara] 【助詞】〘終助詞〙（形容詞、

名詞、動詞基本形などについて）相手が
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だら

知らない情報を言うときに付ける、～な

んだ、～だよ；〘終助詞〙自分が推論した

内容を自分、あるいは聞き手に示す、～

だろう。 【例】うらー　がばー　だら

（それは大きんだよ）。あぱらぎ　だら

（きれいだよ）。からー　なうふや　だ

ら（彼は格好をつける人なんだ）。ぶば

がまが　すきゃきゃー　かいだら（お

ばちゃんのやり方はこうだ）。あいだら

（そうだ）。んーでぃだら（そうだよ）。

たらーす [taraːsɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

不足を補う。 【例】やーふつ　にんじ

ゅー　たらーす（家づくりの人数の不

足を補う）。

たらう [tarau] 【動詞】［w 語幹］［A］

足りる。 【例】つん　かーでぃ　やい

そぅがどぅ　でぃんな　たらーん（洋

服を買いたいがお金が足りない）。びき

どぅんな　さうきぶにぬどぅ　ってぃ

つ　たらーんば　うむくとぅー　にゃ

ーん（男性はあばら骨が一つ足りない

から頭が悪い）。きゅーぬ　いんにんじ

ゅー　たらいーどぅー（今日の漁員数

は足りている）。かーっさ　んーなが　

たまー　たらーん（お菓子は皆の分は

足りない）。びーるー　はーさ　かいや

ーば　んーなが　たまー　たらいどぅ

ー（ビールはたくさん買ってあるから

みんなの分足りてるよ）。

だらか [daraka]【名詞】［C］ウソ［大

浦の方言からの借用、西原では「ゆく

す、ゆくし」と言う］。

たらき [taraki] 【名詞】［C］親戚一族。

【例】うぬきゃが　たらきゃー　やぐ

み　すぐり　たらき（この親族一同は

とても優れた親族だ）。うむくとぅあい

　たらき（優秀な家系）。

だらく [daraku] 1○【名詞】［C］なまけ

もの。 【例】からー　むいとぅぬ　だ

らく（彼はとても怠け者）。 2○【形容詞】

［C］なまけものだ。【例】まさいがどぅ

　だらくかい（マサイが怠け者だ）。

だらくげった [darakuɡetta] 1○【名

詞】なまけもの（「だらく」よりも程度

がひどい）。【例】かりゃー　すかまー

　ひらいん　だらくげった（彼は仕事

のできない怠け者だ）。 2○【形容詞】な

まけものだ。【例】まさいがどぅ　だら

くげったかい（マサイが怠け者だ）。

だらす [darasɨ]【動詞】［s/h 語幹］［C］

困らす、疲れさせる。 【例】あいや　

ひとぅーぎゃー　だらはん（そんなに

人を困らてはいけない）。ばー　かいん

　だらはいーにゃーん（私は彼に疲れ

させられた）。

たらま [tarama] 【名詞】［C］〘地名〙

多良間島；遠いことのたとえにつかう。

【例】ぶとぅぬ　はたらっちゅぎゃー

　ばらいどぅ　ふぁう、っふぁぬ　は

たらっちゅぎゃー　なきどぅ　ふぁう、

んまがぬ　はたらっちゃ　たらまどぅ

ー（夫の稼ぎは笑って食べる、子供の

稼ぎは泣いて食べる、孫の稼ぎははる

かかなた［池間の格言］）。
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たらみつ

たらみつ [taramitsɨ] 【動詞】［k 語幹］

だらだらとした様子でなにかをする。

【例】まーぬ　たらみかだうり（あんまり

だらだらするな［＞場面によっては「文

句を言うな」のような意味にもなる］）。

まーぬ　たらみきー　あいつな（あま

りだらだら歩くな）。［変異］たらみふ。

たらみふ [taramifu] 【動詞】［k 語幹］

だらだらとした様子でなにかをする。

［変異］たらみつ。

たり [tari]【動詞】［母音語幹］［C］（酒

や神酒を）造る。 【例】まいひー　さ

きゅーぎゃー　たりー（米でさけをつ

くる）。

たり [tari] 【動詞】［母音語幹］［C］垂

らす；（男性器、女性器、乳房などを）

露・顕（あらわ）にする。 【例】んき

ゃーんな　つんぬ　そぅくーゆ　たり

ー　まーりゅー　やらびまい　うたい

（昔は着物の帯紐を垂らして歩き回る子

どももいた）。

たり [tari] 【動詞】［母音語幹］［C］垂

れる。 【例】さかさん　さぐなう　さ

ぎー　うっきゅーふばどぅ　ういが　

みーや　たりー　うてぃー　ふー（逆

さまにほら貝を下げておいておけばそ

れの身は垂れて落ちてくる）。

だり [dari] 1○【動詞】［母音語幹］［C］疲

れる。 【例】きゅーや　すかまー　ひ

ー　だりーどぅー（今日は仕事をして

疲れた）。だりーてぃがー　うぬー　っ

ふじゃたう　ふぁい（疲れたらこの黒

糖をたべなさい）。んﾟぬ　あてぃ　だ

りー　きゅーや　ぶがりかいば　なら

ん（昨日余りにも疲れたので今日は疲

労感が残っている）。きゅーや　むいだ

り（今日は非常に疲れている）。はっじ

ゃ　だりーにゃーん（足が疲れた）。だ

りー　ににゅーや　かっらん　なりゅ

ーたい（疲れて居眠りコックリコック

リしていた）。だりー　ぬどぅふずまい

　たりーどぅー（疲れて首筋までも垂

れている）。ういびとぅー　みばかりー

　だりーどぅ（年寄りを介護して疲れ

ている）。ばー　んなーぎゃー　だりや

　うらん（私はまだ疲れてはいない）。

2○【形容詞】［B］疲れている。【例】きゅ

ーや　だりかいばならん（今日はとて

も疲れた）。 3○【名詞】［C］疲れ。【例】

きゅーや　だりんかい　つふ　やちゅ

ーゆどぅ　ひーったい（今日は疲れに

効く灸をしてきた）。さきゅー　ぬみー

　やなだりゅー　とぅい（酒を飲んで

ひどい疲れを取る）。

だり [dari] 【接尾辞】［名詞について形

容詞を作る接尾辞］～まみれだ。 【例】

あしだり（あせまみれ）。あかつだり（血

だらけ）。きゅーや　あつかいば　あし

だりかいば　ならん（今日は暑いから

汗をかいて仕方がない）。

たりかす [tarikasɨ] 【名詞】泡盛を作

った後に出る酒かす。

たりかす [tarikasɨ]【名詞】〘鳥〙サシ
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たりかす

バの幼鳥。

たる [taru]【名詞】［A］人を表す疑問代

名詞、誰　［複数は「たーどぅ」。【例】

っゔぁー　たる（君はだれだ？）。ばが

ほぅだかー　たるがどぅ　あすがまた

（お前がしなかったら誰がするのか）。っ

ゔぁ　うりゃー　たるがどぅ　ちゅっ

ふゃーがてぃ　っしな（君は、これを

誰がつくったかわかりますか［＜誰が

作ったかと］）。

たる [taru] 【名詞】［C］樽。 【例】さ

た　だる（砂糖樽）。

だるー [daruː] 【形容詞】［C］ダラダ

ラしていること。 【例】すかまー　ひ

らいん　だるーんまり（仕事のできな

い怠け者）。からー　むいとぅぬ　だる

ーんまり（あいつはとても怠け者だ）。

たるががら [taruɡaɡara] 【名詞】誰

か。 【例】ばー　かりゃー　たるがが

ら　っさん（私はあいつが誰なのかわ

からない）。

だん [dan]【名詞】［B］ダニ。【例】や

まだん（山ダニ）。だん　ささいてぃが

　むいとぅ　かいかいばならん（ダニ

に刺されるととてもかゆい）。

だんがー [daŋɡaː]【名詞】相談。【例】

じょ、まうきだんがーう　ほぅでぃ（さ

ー、儲かる話をしよう）。

たんかーばい [taŋkaːbai]【名詞】酒

と水を半々に割ること。 【例】さきゅ

ー　たんかーばい　ひーくー（酒を水

と半々で割って来い）。

たんかーゆーい [taŋkaːjuːi]【名詞】

〘祭礼〙数え年 3 歳の祝　［ノート、お

金等を子供に取らせて将来を占う］。

だんかーりー [daŋkaːriː]【副詞】特

別に、際立って。 【例】かいが　かな

まいや　だんかーりどぅ　ちゅーかい

（彼は際立って頭脳明晰だ）。

たんた [tanta]【名詞】［C］〘鳥〙鶚（ミ

サゴ）。【例】たんたー　いんぬ　はな

から　っぞぅ　とぅみー　ますたんか

い　とぅびー　っぞぅー　とぅい（鶚

は海の上空から魚を探して直滑降で海

に飛び込み魚を取る）。

だんだん [dandan]【副詞】段々に、次

第次第に。

たんちゃー [tantɕaː]【名詞】短気者。

【例】あいぬ　たんちゃーゆぎゃー　

たきゅーぎゃー　ほぅだうり（そんな

短気者は相手にするな）。［変異］たん

ちゃー。［類］たんちゃ。

たんつ [tantsɨ]【形容詞】［B］短気だ。

【例】かりゃー　うなが　つむーぎゃー

　むちゃん　たんつんまり（彼は自分

の気持ちを制御できない怒りん坊だ）。

たんつ　ずむびとぅ（短気な人）。

たんでぃ [tandi] 【副詞】どうか、お

願いだから。 【例】たんでぃ　いきー

ふぃーる（どうか行ってくれ）。
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たんでぃやらー

たんでぃやらー [tandijaraː]【副詞】

どうか、お願いだから。 ［変異］たん

でぃやりゃー。

たんでぃやりゃー [tandijarjaː]
【副詞】どうか、お願いだから。 【例】

ばー　んめ　ふたかいまてぃや　あい

ぬ　くとぅーぎゃー　ほぅじゃーんば

　たんでぃやりゃー　ゆらひー　ふぃ

ーさまてぃ（私はもう二度とそんなこ

とはしないのでお願いですから許して

ください）。［変異］たんでぃやらー。

だんどぅい [dandui]【名詞】段取り。

【例】すかまうぎゃー　だんどぅいや

　とぅいー　あっそぅ（仕事は段取り

を取ってやりなさい）。

だんびー [dambiː] 【名詞】太って大

柄な人。 【例】すまとぅらたー　だん

びー（相撲取りは体格が大きい）。

だんま [damma] 【オノマトペ】どん。

【例】つくいゆ　だんまてぃー　った

つ（机をどんと叩く）。［類］どぅんま。

だんまくらす [dammakurasɨ] 【動

詞】［s/h 語幹］騙される。 【例】ばー

　かぬ　ゆががなまいん　ずみく　だ

んまくらはいーにゃーん（私はあの馬

鹿野郎にきれいに騙されてしまった）。

だんまみつ [dammamitsɨ]【動詞】［k

語幹］どたんという音を出す。【例】か

でぃ　ふつんな　やどぅぬどぅ　だん

まみきー　なりゅーたい（台風には戸

がどたんどたんと鳴っていた）。［変異］

だんまみふ。

だんまみふ [dammamifu]【動詞】［k

語幹］どたんという音を出す。 ［変異］

だんまみつ。
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ち

ちーぬん [tɕiːnun]【名詞】お尻の穴；

お尻。 ［類］ちびるん、ちびぬん、ち

ーるん、てぃびるん、てぃびぬん、てぃ

ーるん、てぃーぬん。

ちーるん [tɕiːrun] 【名詞】お尻の穴；

お尻。 ［類］ちびるん、ちびぬん、ち

ーぬん、てぃびるん、てぃびぬん、てぃ

ーるん、てぃーぬん。

ちかみ [tɕikami] 【名詞】［C］近眼。

ちから [tɕikara]【形容詞】［B］力が強

い。 【例】まくがんな　ちからかいば

　かつみらいん（ヤシガニは力が強い

のでつかまえられない）。

ちびぬん [tɕibinun] 【名詞】お尻の

穴；お尻。 ［類］ちびるん、ちーるん、

ちーぬん、てぃびるん、てぃびぬん、て

ぃーるん、てぃーぬん。

ちびるん [tɕibirun]【名詞】お尻の穴；

お尻。 ［類］ちびぬん、ちーるん、ち

ーぬん、てぃびるん、てぃびぬん、てぃ

ーるん、てぃーぬん。

ちゃ [tɕa] 【終助詞】名詞、動詞の終止

の形について伝聞を表す、って、そう

だ。 【例】いつむっさ　ちゅーかいむ

ぬぬ　ぬくいてぃぬ　むぬーあらんち

ゃ（生き物は強いものが残るとは限ら

ないそうだ）。かまぬ　んまがー　だい

がくんかいどぅ　ごーがくひーゆーち

ゃ（あそこの孫は大学に合格したんだ

って）。んきゃーんどぅ　くまぬ　すま

んな　やぐみ　あぱらぎ　みどぅんぬ

　うたいちゃ（昔ここの村にはとても

美しい女の人がすんでいたそうです）。

からー　すかまー　なまりどぅ　すま

ん　むどぅりー　っちゅーちゃ（彼は

仕事をやめて村に帰ってきたそうだ）。

かまぬ　んまがー　うむくとぅあいち

ゃ（あそこの孫は賢いんだって）。 A：

あちゃー　かでぃふつちゃ B：あいえ

てぃがー　あちゃー　いきまー　いか

いん（明日は台風だってさ。そうだっ

たら明日は池間はいけない）。みがー　

だいがくせいちゃ（ミガは大学生だっ

て）。［類］てぃんどー。

ちゃー [tɕaː] 【副詞】いつも、しょっ

ちゅう。 【例】かりゃー　いつまい　

ちゃー　ほぅりむぬゆん（彼はいつも

いつも馬鹿な事を言う）。まさいや　ち

251



ちゃーい

ゃー　すかまんかい　うくりー　ふー

（マサイはしょっちゅう仕事に遅れてく

る）。

ちゃーい [tɕaːi]【動詞】［r/rr 語幹］［C］

ぶつかる、衝突する。【例】くるまぬ　

ちゃーい（車がぶつかる）。おーとばい

ぬ　ばすんかい　ちゃーりーにゃーん

（オートバイがバスに衝突した）。くるま

ー　ちゃーらひー　やっゔゃひーにゃ

ーん（車をぶつけて壊してしまった）。

ちゃーす [tɕaːsɨ] 【形容詞】［B］簡単

だ、容易だ。 【例】うい　あっさ　ち

ゃーすむぬがま（それをやることは簡

単なことだ）。

ちゃーっゔぃ [tɕaːvvi]【形容詞】行

動に落ち着きのない。 【例】ちゃーっ

ゔぃ　っざ（行動に落ち着きのないお

父さん「＞浮気者］）。

ちゃーふきゃ [tɕaːfukja]【名詞】慌

て者。 ［類］かかみきゃ、とぅとぅっ

ふゃ、とぅっふゃ。

ちゃう [tɕau] 【名詞】［C］〘祭礼〙新

しく生まれた子供の名前を記録する神

様の帳面。 【例】っふぁぬ　んまいて

ぃがー　ちゃうんかい　あぎー（子供

が生まれたら（神様の）帳面に上げる）。

［類］うちゃう。

ちゃうき [tɕauki]【名詞】［C］お茶う

け。 【例】ちゃーぬ　ちゃうきゃー　

きゅーまい　んそぅがま（お茶のお茶

請けは今日も味噌だ）。

ちゃうぬぬす [tɕaununusɨ] 【名詞】

〘祭礼〙御帳の主、新しく生まれた子供

の名前を報告する神様の名前。

ちゃばん [tɕaban] 【名詞】［C］湯吞。

【例】んなまから　ばが　ほぅちゃば

んじゃきゅー　まーはっじゃ　んまい

てぃ　みゃりー　ふぃーさまてぃ（い

まからおとーりの湯飲みのお酒を回し

ますので、うまいといって召し上がっ

てください）。

ちゃら [tɕara] 1○【オノマトペ】割れる

音、バリ。 【例】こっぷー　ちゃらて

ぃー　ばりーにゃーん（コップはバリ

と音を立てて割れた）。 2○【オノマトペ】

よく似ている様子。【例】っざ　っふぁ

ー　かーぎゃー　ちゃらてぃー　ばり

ーどぅー（父子の顔かたちはそっくり

だ）。

ちゃん [tɕan] 【名詞】［C］（時間を表

す名詞 + の、動詞基本形について）～う

ちに、間に、隙に。 【例】あちゃぬ　

ちゃん（明日中に）。んなまぬ　ちゃん

（今のうちに）。ゆなかぬ　ちゃん　ぬ

そぅどぅん　はいらい　にゃーん（夜

中の間に泥棒に入られた）。あたばかー

いぬ　ちゃん　みどぅんな　ひんぎー

はりーにゃーん（ちょっとの間に妻は

逃げて行った）。にっゔゅーちゃんやぐ

みあみぬっふゅーたい（寝ている間に、

大雨が降っていた）。

ちゃんくら [tɕaŋkura] 【名詞】小さ

いもの、小さい人。 【例】ちゃんくら
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ちゃんくる

がま（小さいもの）。［類］ちゃんくる。

ちゃんくる [tɕaŋkuru] 【名詞】小さ

いもの、小さい人。 ［類］ちゃんくら。

ちゅー [tɕuː] 【動詞】［vv 語幹幹］［C］

（渡すために）投げる、（すてるために）

放る［語幹は tiv であり、基本形は「ち

ゅー」になる。［否定形［＋あん］］てぃ

っゔぁん、［ている形［＋うい］］　てぃ

っゔぃーうい、てぃっゔゅー、［過去形

［＋たい］］　ちゅーたい。【例】あいぬ

　とぅくまん　いっそぅぎゃー　ちゅ

ーな（こんなところで石を投げてはい

けない）。いっそぅ　あんち　ちゅーて

ぃがー　だみ（石をそんなに放ったら

いけない）。むぬー　ちゅーとぅきゃん

な　ひとぅー　みーから　てぃっゔぃ

（ものを投げるときはまわりに人がいる

かどうかを確認してから投げろ）。うま

んかい　うぶんﾟなう　てぃっゔぃ（そ

こに錨綱を投げろ）。うまんかい　ひら

う　てぃっゔぃ（こっちにへらを放れ）。

うにゃー　ふぁーいんば　いんかい　

てぃっゔぃすてぃる（ウニは食べられ

ないから海に放ってしまえ）。いっそぅ

　うまんかい　てぃっゔぁっじゃ　か

まんかい　ゆっでぃ（石をそっちに投

げるからあっちに寄れ）。でぃんぬぎゃ

ー　てぃっゔぁだうり（お金を投げち

ゃいけません）。［類］てぃっゔぃ。

ちゅー [tɕuː] 【名詞】［C］露、朝露。

【例】ちゅーぬ　うりーゆー（朝露が降

りている）。

ちゅー [tɕuː] 【形容詞】［B］強い。

【例】ちゅー　びとぅ（力の強い人）。ち

ゅーくん　ひき（強く引け）。まくがん

な　ちゅーかいば　とぅらいぎっふぁ

にゃーん（ヤシガニは力が強いのでつ

かまえられそうにない）。

ちゅーい [tɕuːi]【動詞】［r/rr 語幹］［C］

強くなる、成長する。 【例】やらびゃ

ー　ちゅーりどぅ　あいきゅー（子供

は強くなって歩ける）。やらびゃー　ち

ゅーりーどぅーい（子供は成長してい

る）。

ちゅーか [tɕuːka]【名詞】［C］急須。

【例】ちゅーかぬ　ちゃーゆ　ぬん（急

須のお茶を飲む）。

ちゅーぎ [tɕuːɡi]【形容詞】［B］強そ

うな。【例】かりゃー　じゃうからた　

なうががら　ちゅーぎ　びとぅ（彼は

立派な体格で何となく強そうな人だ）。

ちゅーぎ　ふい（力が強そうな振り）。

ちゅーく [tɕuːku]【副詞】強く。【例】

ちゅーく　たやう　いりー　んﾟなう

ぎゃー　ひき（強く力を入れて綱を引

け）。

ちゅーずむびとぅ [tɕuːzɨmubitu]

【成句】心の強い人。

ちゅーばー [tɕuːbaː] 【名詞】自分の

考えを曲げない人、有能な人、やり手

（「がーじゅー」とは違い、良い意味にも

使う）。【例】からー　やぐみ　ちゅー

ばーやひー　うむくとぅ　あいびとぅ
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ちゅーばん

（彼はとても考えがしっかりして賢い人

だ）。ちゅうばー　かないびとぅ（有能

でよく働く人）。

ちゅーばん [tɕuːban]【名詞】〘魚〙中

型のカツオ。

ちゅきゃー [tɕukjaː]【副詞】すでに、

すぐに、あっという間に。【例】うりゃ

ー　ちゅきゃー　いでぃー　はりーに

ゃーん（彼はすでに出ていった）。かい

が　やーや　ちゅきゃー　とぅみらい

どぅ　うたい（彼の家はすぐに探せた）。

うらー　ちゅきゃーぬ　はなす（それ

はあっという間の話だ）。やらびゃー　

ちゅきゃーん　ほぅどぅいどぅす（子

供はあっと言う間に大きくなる）。かり

ゃー　ちゅきゃーん　みーだんぎーに

ゃーん（あいつはあっという間にいな

くなった）。

ちゅっふ [tɕuffu]【動詞】［f 語幹］［C］

（ものを）作る；（作物を）栽培する。

【例】んきゃーんな　あーひどぅ　んっ

ちゅぎゃー　ちゅっふゅーたい（昔は

粟で神酒を作っていた）。さんしんぬ　

ちゅっふ（三線を作る）。はいん　そぅ

ーゆ　ちゅっふ（畑で野菜を作る）。［変

異］ちゅふー。［類］ちゅふー。

ちゅっふい [tɕuffui]【動詞】［母音語

幹］野菜の泥や毛根を取ってきれいに

する；布や網を繕う、。 【例】｛そぅー

ゆ／んーぬ／だきゃうゆ｝ちゅっふい

る（野菜／芋／ラッキョウの泥、毛根

をきれいに取りなさい）。あんぬ　ちゅ

っふいる（網を繕え）。

ちゅっふぃかい [tɕuffikai] 【名詞】

造り替え。 【例】やーぬ　ちゅっふぃ

かい（家の改造）。

ちゅふー [tɕufuː]【動詞】［f 語幹］［C］

（ものを）作る；（作物を）栽培する。

［変異］ちゅっふ。［類］ちゅっふぃ。

ちゅんくら [tɕuŋkura] 【名詞】〘鳥〙

雲雀（ヒバリ）。 【例】ちゅんくらがま

ー　ちゅんくら　ちゅんくらてぃー　

なつ（ひばりはチュンクラ　チュンク

ラと鳴く）。［類］ちゅんちゅん。

ちゅんちゅん [tɕuntɕun]【名詞】〘鳥〙

雲雀（ヒバリ）。 【例】ちゅんちゅんが

まぬ　ちゅんちゅんてぃー　なつ（雲

雀がチュンチュンと鳴く）。［類］ちゅ

んくら。

ちゅんな [tɕunna] 【副詞】～さえも、

も。 ［類］ちゅんま。

ちゅんま [tɕumma] 【副詞】～さえも、

も。 【例】ういびとぅ　なりー　んま

がんみぬ　なーや　ちゅんま　うぶい

らいん（年取って孫たちの名前さえも

覚えられない）。うまぬ　いんな　っぞ

ぅまい　たくまい　なうちゅんま　み

ーん（ここの海には魚もタコも全然い

ない）。［類］ちゅんな。

ちょーず [tɕoːzɨ] 【名詞】［C］手水、

手を洗うこと、簡便な手洗い器。 【例】
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ちょろ

がっこうの　しーしーたー　ちょーず

ひー　てぃーゆあらう（学校の先生達

は簡便な手洗い器で手を洗う）。

ちょろ [tɕoro] 【副詞】簡単に。 【例】

うりゅーぎゃー　ちょろ　あすどぅす

（これは簡単にできる）。

ちりぐい [tɕiriɡui] 【名詞】甲高く響

きのある声。

ちる [tɕiru]【名詞】［C］（三線の）弦。

ちるだい [tɕirudai] 【名詞】三線の弦

が緩んでいる；疲れ気味、体がだるい。

【例】きゅーや　ちるだいや　ひーど

ぅ（今日は疲れ気味だ）。

ちるだみ [tɕirudami] 【名詞】（三線

の）調弦。【例】さんしんぬ　ちるだみ

　あす（三線の調弦をする）。さんしん

ぬ　ちるだみゃー　むずかすむぬ（三

線の調弦は難しい）。［類］ちんだみ。

ちんくるがた [tɕiŋkuruɡata]【名詞】

〘昆〙精霊バッタ、キリギリス。

ちんだみ [tɕindami]【名詞】（三線の）

調弦。 ［類］ちるだみ。
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ちんだみ
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つ

つー [tsɨː] 【動詞】［b 語幹］［A］交尾

する。 【例】いんぬどぅ　つーびゅー

（犬が交尾している）。［類］つーび。

つー [tsɨː]【動詞】［c/cc 語幹］［A］釣る。

【例】うつみっちゅ　つー（まるひら

あじを釣る）。っぞぅ　つー　が（魚釣

りに（行こう））。んﾟぬ　つーたい　っ

ぞぅ（昨日釣った魚）。

つー [tsɨː]【動詞】［c/cc 語幹］［A］着る。

【例】つんぬ　っち（着物を着れ）。き

つぎつんな　っちぃー　っさらんかい

　いつ（きれいに着飾って平良に行く）。

きつぎつんぬ　っちゅーい　みどぅん

（きれいな着物を着た女性）。

つー [tsɨː]【動詞】［vv 語幹幹］［A］（目

を）つぶる。【例】みーゆ　つーてぃが

ー　なうまい　みーらいん（目をつぶ

るとなにも見えない）。［類］つっゔぃ。

つー [tsɨː] 【動詞】［vv 語幹幹］［A］癲

癇の発作を起こす。 【例】つっゔぃ　

すにーにゃーん（癲癇などの病気で死

ぬ）。つっゔぃー　ぶらかいりーにゃー

ん（癲癇で気を失ってひっくり返った）。

つっゔぃやん（癲癇）。［類］つっゔぃ。

つー [tsɨː]【名詞】［B］乳；乳房。【例】

つー　ふぃー（母乳を飲ませる）。つー

や　にゃーん（母乳はでない）。つーふ

ぁい　っゔぁ（乳飲み子）。やらびゃー

　つーゆ　ぬん（子供は乳を飲む）。て

ぃびぬ　つーふぁや（末っ子。子豚達

の中で一番後ろの乳を飲む一番小さい

子豚）。ほぅずー（巨乳）。

つー [tsɨː] 【名詞】［B］血、血の気［体

外に出たものは「あかつ」というのが

普通］。【例】かいが　みはなんな　つ

ーや　にゃーん（彼の顔には血の気が

ない）。かりゃー　つーや　ひきーどぅ

ー。つーんつ（血管）。

つー [tsɨː] 【名詞】［B］釣り針。 【例】

っぞぅぬ　つーゆ　っふぃーゆー（魚

が釣り針を食っている）。つーんかい　

びじゅー　つきー（釣り針に餌をつけ

る）。っぞぅ　つー　つー（魚を釣る釣

針）。

つー [tsɨː] 【名詞】［B］気、気力、気持

ち。 【例】つー　あい　びとぅ（元気

な人）。つーや　にゃーんんまり（元気

がない人）。つーゆ　いだし（元気を出

せ）。

257



つー

つー [tsɨː]【形容詞】［B］よく切れる、切

れ味の良い。【例】つー　がたな（よく

切れる刀）。つー　っざら（切れ味の良

い鎌）。くぬ　かたなー　つーむぬ（こ

の包丁はよく切れる）。

つー [tsɨː]【補助動詞】［c/cc 語幹］（動詞

連用形について）徹底してやる。 【例】

からー　うむくとぅ　にゃーんば　あ

いっちー　ならーし（あいつは頭が悪

いから、強く言って教えろ）。ふぁいっ

ちーにゃーん（洗いざらいみんな食べ

た）。むぬーぎゃー　まーぬ　ふぁいっ

ちゃだうり（食べ物をそんなに食べる

な）。まさいや　さきゅー　ぬんっちー

にゃーん（マサイは酒を全部飲み干し

た）。まさいや　さきゅー　ぬんっつた

い（マサイは酒を全部飲み干した）。

つーき [tsɨːki]【名詞】［C］雨季。【例】

んめ　つーき　なりーどぅー（もう雨

期になっている）。つーきゃーひどぅ　

うんそぅく　あみぬ　っふゅー（雨季

で雨が良く降っている）。

つーきゃ [tsɨːkja] 【名詞】［C］（皮膚

病ではなく）小さく突起している皮膚。

【例】みんどぅ　つーきゃがまぬ　あ

い（耳に小さなこぶがある）。

つーず [tsɨːzɨ] 【名詞】［B］（魚の）刺、

（草木の）とげ。 【例】あいっぞぅぬ　

つーずんな　ささいな（アイゴの刺に

は刺されるな）。あだんぎーぬ　つーず

（アダンの木の刺）。

つーだり [tsɨːdari] 【形容詞】元気が

ない、やる気がでない。 【例】つーだ

りんまり（元気のない奴）。きゅーや　

あみゃー　っふぃー　なうががら　つ

ーだりかいば　ならん（今日は雨が降

ってなんとなく元気がでない）。

つーつ [tsɨːtsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］

（魚を）鰓（えら）から口にススキで通

す。 ［変異］つーふ。［類］つーっつ。

つーっつ [tsɨːttsɨ]【動詞】［k 語幹］（魚

を）鰓（えら）から口にススキで通す。

【例】っぞぅー　ぎすつひー　つーっき

（魚をススキで鰓から口に通せ）。［変異］

つーっふ。［類］つーつ。

つーっふ [tsɨːffu]【動詞】［k 語幹］（魚

を）鰓（えら）から口にススキで通す。

［変異］つーっつ。［類］つーつ。

つーにゃ [tsɨːnja] 【名詞】［C］乳の

出ない女性。 【例】つーにゃんまぬ　

っふぁー　いつまい　やーっさがーき

（乳の出ない母親の子供はいつもひもじ

い思いをしている）。

つーぬ　つぶんがま [tsɨːnu
tsɨbuŋɡama]【名詞】乳首。［類］つー

ぬ　ふつ。

つーぬ　ふつ [tsɨːnu futsɨ] 【名詞】

乳首。 ［類］つーぬ　つぶんがま。

つーばー [tsɨːbaː]【名詞】上前歯の後

ろの一対の歯、牙、犬歯。

つーび [tsɨːbi]【動詞】［母音語幹］［C］

交尾する。 ［類］つー。
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つーふ

つーふ [tsɨːfu]【動詞】［k 語幹］［C］（魚

を）鰓（えら）から口にススキで通す。

［変異］つーつ。［類］つーっつ。

つーふつ [tsɨːfutsɨ] 【名詞】切り口。

っゔぁ [vva] 【代名詞】［A］あなた、

お前。 【例】っゔぁー　んじゃぬ　っ

ふぁ（お前はどこの子供だ）。っゔぁが

　とぅい（お前が取れ）。っゔぁう　と

ぅずあす　ぶすむぬ（お前をめとりた

い）。っゔぁんかい　くるー　ふぃーで

ぃ（お前にこれをやろう）。

っゔぁーす [vvaːsɨ] 【形容詞】細い

（糸）；細い（人）。 【例】っゔぁーす　

いとぅがま（細い糸）。っゔぁーす　ひ

とぅがま（瘦せて細身の人）。

っゔぁどぅ [vvadu] 【代名詞】［C］

っゔぁ（お前）の複数形、お前たち。

［変異］っゔぁる。

っゔぁる [vvaru]【代名詞】［C］っゔ

ぁ（お前）の複数形、お前たち。 ［変

異］っゔぁどぅ。

っゔぁん [vvan] 【動詞】［vv 語幹幹］

［A］「うー（売る）」の否定形。

っゔぃ [vvi] 【動詞】［vv 語幹幹］［A］

「うー（売る）」の連用形。

っゔゅー [vvjuː] 【動詞】［A］売って

いる［（売る）の連用形「っゔぃ（売っ

て）」＋「うい（いる）」＝「っゔぃーう

い（売っている）」の変異形］。

っゔゅー [vvjuː] 【動詞】［vv 語幹幹］

［A］（酸っぱさが歯に）しみる。 【例】

そぅー　ふにゅーや　ふぁいどぅ　は

ーや　っゔぃっゔゅー（酸っぱいミカ

ンを食べて歯が沁みている）。［類］っ

ゔぃっゔぃ。

つが [tsɨɡa] 【名詞】［C］上面と底面は

正方形の形で穀物の量を量る枡、木製

の度量衡器の 1 つ、5 合・１升がある。

【例】いっしょ　つが（1 升枡）。まみゅ

ー　つがひー　はかい（豆を枡ではか

る）。

つかい [tsɨkai]【動詞】［母音語幹］［A］

聞こえる、聞ける、理解できる；信用で

きる。 【例】いんぬ　なつぐいぬ　つ

かい（犬の鳴き声が聞こえる）。からー

　ほぅむぬゆみゃ　やいば　とぅー　

ぬなか　ひてぃっちゃとぅんま　つか

いん（彼は大ぼら吹きだから 10 の中 1

つも信用できない）。くぬいぬ　ばかむ

ぬんみゃー　むぬいや　つかいそぅが

　むぬっじゃいん（最近の若者たちは

方言は聞けるが話せない）。うらー　ひ

とぅんな　つかいん　むぬい（それは

人には信用されない話だ）。

つかい [tsɨkai] 【名詞】［A］使うこと、

使い。 【例】やらび　つかいや　どぅ

ー　つかい（子供使いは自分使い［＞

知恵の足りないものを使うと自分の身

に降りかかってくる］）。

つがい [tsɨɡai] 1○【動詞】［母音語幹］

［A］着替える。 【例】つがいゆ　むち
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つかいでぃ

ゅーてぃがー　つがいる（着替えを持

っていたら着替えろ）。 2○【名詞】［A］

着替え。

つかいでぃ [tsɨkaidi]【名詞】使い勝

手。 【例】あいぬ　いみむぬがまー　

つかいでぃーや　にゃーん（こんな小

さいものは使い勝手が悪い）。

つかいはー [tsɨkaihaː] 【名詞】使途、

用途、使い道。【例】うらー　なうぬ　

つかいはーまい　にゃーん（それは何

の使い道もない）。つかいはーや　っさ

いん　でぃん（使途の分からない金）。

つかう [tsɨkau] 【動詞】［w 語幹］［A］

使う。【例】でぃんぬ　つかう（お金を

使う）。ひとぅー　つかう（人を使う）。

くぬ　すかまんかいや　まーぬ　じか

んぬぎゃー　つかうな（この仕事には

あまり時間を使うな）。くらー　かなま

いゆ　つかう　すかまー　あらん（こ

れは頭を使う仕事ではない）。

つがき [tsɨɡaki] 【名詞】［B］（ミカン、

アダンの実の中の）小袋、またその実。

【例】あだんぬ　つがきゃー　まーぬ

　あずまっふぁにゃーん（アダンの実

はあんまり甘くない）。

つかさやー [tsɨkasajaː] 【名詞】漲水

神社。

つかす [tsɨkasɨ]【動詞】［s/h 語幹］［A］

聞かせる。 【例】はなっそぅ　つかす

（話を聞かせる）。きゅーや　うむっそぅ

　はなっさ　つかひーふぃーさまいー

　やぐみ　すでぃがほー（今日は面白

い話を聞かせていただいて大変ありが

とうございます）。

つかなう [tsɨkanau] 【動詞】［w 語幹］

（家畜、動物を）飼う、育てる、（妻子を）

養う、年寄の世話をする。【例】いつむ

すがまう　つかなう（家畜を飼う）。う

いびとぅー　つかなう（年寄りの面倒

を見る）。っふぁう　つかなう（子供を

養育する）。うなが　はだんな　わいて

ぃー　かないー　とぅず　っふぁうぎ

ゃー　つかなーだかーならん（自分が

生きている間にはしっかりと働いて妻

子を養わないとならない）。［類］みば

かい。

つかん [tsɨkan] 1○【動詞】［m 語幹］［C］

つかむ。 【例】っぞぅー　てぃーひー

　つかみ（魚を手で掴め）。 2○【名詞】

［C］つかむこと。【例】ほぅずかん　あ

す（たくさん掴み取る）。

つかんふい [tsɨkanfui] 【名詞】聞か

ないふり。【例】かりゃー　ふつあじゃ

ーなびとぅ　やいば　ういが　むぬい

ゆぎゃー　つかんふい　あっそぅ（彼

は言いたい放題ものをいう人だから彼

の話には耳を傾けるな）。

つき [tsɨki]【動詞】［母音語幹］［A］漬

ける、塩漬けにする。 【例】んきゃー

んな　きーつきひだん　きーや　つき

ーからどぅ　やーゆぎゃー　ふきゅー

たい（昔は木つけ浜に木を浸けてから

家を建てた）。そぅーゆ　つきー　つき
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つぎ

なう　ちゅっふ（野菜を漬けて漬菜を

つくる）。かうっじゃ　ちゅっふぃーか

らどぅ　んそぅーぎゃー　つきー（麹

を作った後に味噌を漬ける）。

つぎ [tsɨɡi]【動詞】［母音語幹］［A］付

ける。 【例】っざらぬ　ゆるー　ぶり

ーにゃーんば　ういが　ゆるー　つぎ

る（鎌の取っ手が折れたのでその取っ

手を付けろ）。

つきだき [tsɨkidaki] 【名詞】マッチ。

【例】つきだきぬ　にゃーだかー　む

ぬー　にーらいん（マッチがなければ

飯は炊けない）。

つきな [tsɨkina] 【名詞】［B］〘食〙塩

漬けした野菜。

つぎゃーい [tsɨɡjaːi] 【動詞】［r/rr 語

幹］繋がる。 【例】くまぬ　んっちゃ

　かまぬ　んつんかどぅ　つぎゃーり

ゅー（ここの道は向こうの道に繋がっ

ている）。

つぎゃーらす [tsɨɡjaːrasɨ] 【動詞】

［s/h 語幹］つなげる。【例】くまぬ　ん

つとぅ　かまぬ　んっちゅ　つぎゃー

らし（ここの道と向こうの道を繋がら

せろ）。

つきゃがい [tsɨkjaɡai] 【動詞】［r/rr

語幹］思い上がる、つけあがる。 【例】

まーぬ　つきゃがいな（あまり思い上

がるな）。

つきゃがい [tsɨkjaɡai] 【動詞】［r/rr

語幹］（感情が）こみあげる。 【例】か

りゃー　むいとぅどぅ　つきゃぎゃり

ゅー（彼はとても押えきれない感情が

こみあげている）。

つきゃふ [tsɨkjafu]【名詞】［A］海猫；

不美人（女性を貶したりする時に使う）。

【例】つきゃふがまぬどぅ　すでぃーゆ

ー（海猫の雛が卵から生まれている）。

つぐい [tsɨɡui] 【名詞】［C］瓢箪（ひ

ょうたん）。【例】つぐいぬどぅ　なり

ゅー（ひょうたんが　なっている）。き

つぎ　つぐいがま（形の綺麗な瓢箪）。

つくつ [tsɨkutsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］

重ねる。 【例】ふゆんな　やりずんぬ

　つくきー　かうー（冬には古い着物

を重ねて被る）。［変異］つくふ。

っくつぎー [kkutsɨɡiː] 【名詞】〘植〙

福木。 【例】っくつぎーや　やーぬ　

かつんどぅ　ない（福木は家の垣にな

る）。

っくぬか [kkunuka]【名詞】〘数詞〙九

日。

っくぬつ [kkunutsɨ]【名詞】〘数詞〙九

つ。

っくぬぬひとぅ [kkununuhitu]【名

詞】〘数詞〙九人。

つくふ [tsɨkufu] 【動詞】［k 語幹］［A］

重ねる。 ［変異］つくつ。

っさ [ssa]【名詞】［B］噂、悪口。【例】

ひとぅぬ　っさ　あっさ　どぅーぬ　

っさ　あす（人の悪口を言う事は自分
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っさ

の悪口を言うようなもの［＞全て自分

に返ってくる］）。ひとぅぬ　っさ（人の

噂）。かりゃー　ひとぅっじゃぬ　すー

　やいば　いつまい　ひとぬ　っさう

　ゆみーまーい（彼女は人の噂の発信

源だからいつも人の噂を言いふらす）。

［類］ふさ（fsa）。

っさ [ssa]【名詞】［B］草。 【例】ぬー

まぬ　っさかいや　やらびんみぬ　す

かま（馬の草刈りは子供達の仕事）。ぬ

ーまー　っさう　ふぁう（馬は草を食

べる）。みなかぬ　っさう　ひつ（庭の

草を引く）。

っさ [ssa] 【名詞】［B］足のくるぶしよ

り下の部分、足の甲、足首。 【例】っ

さう　きー（躓く）。っさー　んﾟまん

（足が地につかない）。［類］っさびじゃ。

っさ [ssa]【名詞】［B］低い。 【例】っ

さびとぅがま（身長の低い人）。

っさ [ssa]【名詞】［B］痺れ。【例】くぬ

　てぃーぬ　っさー　とぅらいん（こ

の手のしびれは取れない）。

っさ [ssa]【形容詞】［B］臭い。【例】あ

がいー　っゔぁが　ぴーや　あてぃく

とぅ　っさかいば　んびゃーいん（あ

れ、お前の屁はあんまり臭くて我慢で

きん）。なうばいぬ　っさ　びーが（な

んて臭いおならなんだ）。

っさ　んﾟん [ssa n̥n] 【成句】［m 語

幹］神経が麻痺して痺れる、足が痺れ

る。 【例】あがい　はずぬどぅ　っさ

ー　んﾟみー　あいかいん（あーもー　

足が痺れて歩けない）。ばー　てぃーま

い　はずまい　っさー　んﾟみーどぅー

（私は手も足も痺れている）。

っざ [zza]【名詞】［C］父親、お父さん。

【例】っざー　いつまい　わいてぃー

　すかまう　かないーゆー（お父さん

はいつも一生懸命働いている）。っざ、

はやまり　くー（お父さん早く来て）。

っさい [ssai]【動詞】［r/rr 語幹］［C］熱

い物に触れる。【例】あつむぬんかいや

　っさいな（熱いものには触るな）。ん

ーぬ　すーや　すたまっじゃいきー　

っさりーにゃーん（芋の煮汁をこぼそ

うとしてそれに触れてしまった）。うま

つん　っさらはいにゃーん（火に触れ

てしまった［＜触らされてしまった］）。

うまつん　っさりーにゃーん（火に触

れてしまった）。

っさい [ssai]【動詞】［r/rr 語幹］［C］腐

る、腐った。 【例】っさりー　ふぁー

いん（腐って食べられない）。っさい　

むぬ（腐った物）。

っさい [ssai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

「言う、伝える」の謙譲語。 【例】かま

の　ういびとぅんかいどぅ　とぅっじ

ゃ　とぅみたいてぃー　っさりったい

（あそこの長老に結婚したとお伝えして

きた）。［変異］ふさい。［類］っさい（母

音語幹）。

っさい [ssai]【名詞】［B］白蟻。【例】

ばんてぃが　やーや　っさいん　たく
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っさい

まいーにゃーん（私たちの家はシロア

リにやられてしまった）。

っさい [ssai] 【名詞】［A］〘鳥〙メジ

ロ。

っさい [ssai]【動詞】［r/rr 語幹］［C］発

情する。 【例】わーぬどぅ　っさりゅ

ー（豚が発情している）。いつむすまい

　にんぎんまい　っさいてぃがー　な

うちゅんま　ぎっじゃ　ひらいん（動

物も人間も発情するとどうしようもな

い）。

っさい [ssai] 【動詞】［母音語幹］［A］

「言う、伝える」の謙譲語。 ［類］っさ

い（r/rr 語幹）。

っさうちゃ [ssautɕa]【名詞】〘貝〙高

瀬貝に似た貝、身は軟らかい。

っさうつ [ssautsɨ] 【名詞】口の形容、

唇があまりでてない、のっぺりした口

をしていること。 【例】からー　っさ

うつびとぅ（彼は口が平たい）。

っざがー [zzaɡaː] 【名詞】〘地名〙西

原の裏手にある大きな洞窟、この洞窟

の中には川が流れていて、ンスヌカー

に通じていると言われている。

っさかい [ssakai] 【名詞】草刈り。

っさかい [ssakai] 【動詞】［r/rr 語幹］

混み合う。 ［変異］すかかい。

っさがい [ssaɡai] 【動詞】［r/rr 語幹］

（道を）ふさぐ、（人を）とうせんぼする、

（目を）つぶる。 【例】んっちゅ　っさ

がいな（道をふさぐな）。みーゆぎゃー

　っさがらだうり（目を閉じるな）。

っさがい [ssaɡai] 【動詞】［r/rr 語幹］

（木などに）ぶら下がる。 【例】きーん

　っさがい（木からぶら下がる）。くぬ

やらびゃー　んまが　すかまんかい　

いかっでぃ　あすきゃー　なきー　っ

さがい（この子はお母さんが仕事に行

こうとすると泣いて（お母さんの腕に）

ぶら下がる）。

っさかう [ssakau] 【動詞】鳥肌が立

つ様な変な気持ちになる、不気味な変

な気持ちになる、（怖くて）足が竦（す

く）む。 【例】かまー　うとぅるす　

っさかう　とぅくま（向こうは怖くて

鳥肌が立つようなところ）。んきゃーん

　ばかぬ　まいゆ　あいつてぃがー　

っさかうむぬ（昔の墓の前を歩くと足

が竦む）。

っさかす [ssakasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

（怒って皿などを）滅茶苦茶に割る。

【例】さらう　っさかす（皿を滅茶苦茶

に割る）。

っさからす [ssakarasɨ] 【動詞】［s/h

語幹］（怒って皿などを）滅茶苦茶に割

る。 【例】さらう　っさからす（皿を

滅茶苦茶に割る）。

っさがりや　むちゃい　む
ちゃい [ssaɡarija mutɕai mutɕai]【成

句】ぶら下がったり抱かれたりするこ
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っさがりや　むちゃい　むちゃい

と。 【例】くぬやらびゃー　いつまい

　っさがりや　むちゃい　むちゃいど

ー（この子はいつも、駄々をこねて抱

っこ抱っこ言うんだよ）。

っさかん [ssakan] 【名詞】〘生物〙バ

タラに似た小さなカニ。

っさき [ssaki]【動詞】［母音語幹］［C］

割れる。 【例】あかばたういや　っさ

きーにゃーん（スイカは割れてしまっ

た）。

っさぎ [ssaɡi]【名詞】［C］白髪。【例】

ういびとぅ　なりどぅ　っさぎ　がな

まいん　なりゅー（年取って白髪頭に

なっている）。

っざく [zzaku]【名詞】［B］櫂（かい）。

【例】っざくひー　ふにゅー　くず（櫂

で舟を漕ぐ）。

っさぐい [ssaɡui] 【名詞】濁（だみ）

声。 【例】かいが　っさぐいや　つつ

ずみ（彼の濁声は聞きやすい）。

っざくぎー [zzakuɡiː] 【名詞】〘植〙

櫂を作る木　［＞チーク、チーク材］。

【例】んきゃーんな　っざくぎー　ひど

ぅ　っざくーぎゃー　ちゅふゅーたい

（昔はチーク材で櫂は作っていた）。

っさす [ssasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［A］

知らせる、教える。 【例】かいが　く

とぅー　ばぬんかいまい　っさし（（彼

がどんな人か、彼がいまどうしてるの

か）私にも教えてくれ）。かいんな　っ

さはだうり（彼には知らせるな）。かい

が　がんじゅーや　ひーゆーむ　なう

む　っさし（彼が元気でいるのかどう

か教えてくれ）。かいんかい　っさすた

い（彼に知らせた）。

っさずみゃがま [ssazɨmjaɡama]

【名詞】〘昆〙草ゼミ［季節の最初に現れ

るセミで小型］）。

っさだ　ういきゃ [ssada uikja]

【成句】いつの間にか、しらないうちに。

【例】やらびゃー　っさだ　ういきゃ

　ほぅいふ　なりーどぅー（子供はい

つの間にか大きくなっている）。

っさだつ [ssadatsɨ]【名詞】（深さ、高

さが）足首までの深さ、高さ。 ［変異］

ひさだつ。

っさたら [ssatara] 【形容詞】平ぺっ

たい。 【例】っさたら　かなまい（頭

の後ろが平べったい人）。っさたら　う

っそぅ（後頭部が平べったい人）。っさ

たら　どぅくま（平ぺったい所）。

っさたらす [ssatarasɨ] 【動詞】［s/h

語幹］平たくする。 【例】うまう　っ

さたらし（そこを平たくしろ）。

っさつ [ssatsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］

割く、裂く。 【例】たきゅー　っさつ

（竹を割る）。［変異］っさふ。

っさでぃ [ssadi] 【名詞】［C］芋のひ

げ根。 ［類］っさでぃら、つさに。
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っさでぃら

っさでぃら [ssadira] 【名詞】芋のひ

げ根。 【例】かいが　まいんな　でぃ

んな　っさでぃん　なりー　んちゅー

んだら（彼のところはお金が芋のひげ

根のようにたくさんあるだろう）。っさ

でぃらんーな　っさに（ひげ根芋は芋

のひげ根）。［類］っさでぃ、つさに。

っさに [ssani] 【名詞】［B］（小さい芋

などが付いた、主根になりかけている）

根。 【例】んーぬ　っさにゅー　とぅ

い（芋のひげ根を取る）。［変異］ふさ

に。［類］っさでぃら、さでぃ。

っさぱず [ssapazɨ] 【名詞】裸足（は

だし）。 【例】なうや　んﾟまん　っさ

ぱずひー　やまんかい　はいりー　い

つたい（何も履かない裸足で山に入っ

ていった）。

っさばな [ssabana] 【名詞】低い鼻。

【例】っさばな　やらび（低い鼻の子

供）。

っさぱや [ssapaja] 【名詞】白癬。

っさび [ssabi] 【名詞】［C］楔（くさ

び）。 【例】っさびゅー　っふぁし（楔

を噛ませろ）。っさびゅー　かまし（楔

を噛ませろ）。

っさび [ssabi] 【名詞】［C］しゃっく

り。 【例】っさびぬどぅ　ひとぅむて

ぃから　なまらだ　いじゅーい（しゃ

っくりが朝から止まらず出る）。っさび

ぬどぅ　なまらはいん（しゃっくりが

止められない）。

っさび [ssabi]【動詞】［母音語幹］［C］

（土地の）草、塵などをとって綺麗にす

る、（土地を）整備する；苧麻木の葉を

取る、脱穀する。 【例】やーゆ　っさ

び（家を整備する）。

っさびじゃ [ssabiʑa]【名詞】足首か

ら下の部分、足の甲。 【例】っゔぁが

　っさびじゃー　やそぅる　っさびじ

ゃ（お前の足は一反足のデカ足）。たー

んﾟん　がばー　っさびじゃ（田を踏む

大足）。［類］っさ。

っさびつ [ssabitsɨ] 【動詞】［k 語幹］

引きずる。 【例】うるー　っさびきー

　かまんかい　ゆっじゃし（これを引

きずって、向こうに寄せろ）。［変異］っ

さびふ。

っさひつにん [ssahitsɨnin] 【名詞】

「ひつにん」の強調形。［類］ひつにん。

っさびふ [ssabifu]【動詞】［k 語幹］引

きずる。 ［変異］っさびつ。

っさふ [ssafu]【動詞】［k 語幹］［A］割

く、裂く。 ［変異］っさつ。

っさぶき [ssabuki]【名詞】フケ。【例】

っさぶきゅー　かつ（フケを掻く）。

っさやん [ssajan]【名詞】フィラリア

虫による象皮病。 【例】んきゃーんな

　っさやん　ひとぅぬどぅ　うたいそ

ぅが　んなまー　みーん（昔は象皮病

の人がいたが今はいない）。っさやんな

ひー　ほぅーりゅーたい（象皮病の発

作で震えていた）。
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っさら

っさら [ssara] 【名詞】［A］〘地名〙平

良。 【例】んきゃーんな　っさらたー

ひー　あいきー　いちじかんばかーい

　かかいたい（昔は平良まであるいて

１時間ぐらいかかった）。

っざら [zzara]【名詞】［C］〘道具〙鎌。

【例】つー　っざら（切れ味の良い鎌）。

たうんまばすぬ　すーゆ　っざらひー

　ったきー　みーてぃがー　んまばっ

さ　うぐっりー　にゃーん（スズメバ

チの巣を鎌で叩いてみたら蜂は攻撃態

勢に入った）。

っさらす [ssarasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

熱い物で火傷する。 【例】はっじゃ　

あつみずん　っさらはいにゃーん（足

を熱い水でやけどした）。あつなびん　

っさらはい　にゃーん（暑い鍋に当た

ってやけどした［＜さらされて］）。

っさり [ssari] 【動詞】［母音語幹］［C］

腐る。 【例】うぬ　っぞー　っさりー

　ふさかいば　ならん（その魚は腐っ

ていて臭くてならない）。っさり　っぞ

ぅー　さすどぅす（腐れた魚を食べる

と唇が痛くなる）。［類］ふさり、っさい。

っさり [ssari] 【動詞】［母音語幹］［C］

発情する。 【例】ぬーまー　っさりー

　どぅー（馬は発情している）。ばんて

ぃが　わーや　っさりゃー　ひどぅ　

わーぬ　っしから　ひんぎー　まーり

ゅー（うちのブタは発情して豚小屋か

ら逃げ回っている）。［類］っさい。

っさり [ssari] 【接尾辞】様、敬意を表

す接辞。【例】っざ　っさり（お父様）。

んま　っさり（お母様）。やびとぅーん

ーなっさり（皆様）。

っさん [ssan] 【名詞】［C］シラミ。

【例】っさんぬ　とぅぬかー　あかぬ　

にーんどぅ　あい（シラミの卵は髪の

毛の根っこにある）。かなまいん　っ

さんぬ　うりー　かうかいば　ならん

（頭にシラミがいて痒くてならない）。っ

さんぬ　とぅぬかうぎゃー　ぎっさて

ぃどぅ　あい（シラミの卵のことをギ

ッサと言う）。

っさんﾟんぱず [ssam̥mpazɨ]【成句】

象皮病（フィラリア症）で太くなった

足。 【例】かじゃんー　ささいー　っ

さんﾟんぱずん　ないちゃ（蚊に刺され

て象皮病になるんだって）。

っさんす [ssansɨ]【名詞】旧暦１０月、

１１月ころ。 【例】っさんすぬ　ふた

ゆぐむい　（（ウタキでミャークズツの

後）秋に二晩夜ごもりをすること）。

っさんすぎー [ssansɨɡiː]【名詞】〘植〙

チークの木、櫂を作る木。 ［類］っざ

くぎー。

っさんふい [ssanfui] 【成句】しらな

いふり、こっそりと。 【例】からー　

いつまい　ばぬん　いじゃうてぃが　

っさんふいゆ　ひーゆ（あいつは私に

あったら、いつも知らないふりをして

いる）。っさんふいや　ひー　いかっさ
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っし

まい　ふぁう　ひとぅ（こっそりとい

くらでも食べる人だ）。

っし [ɕɕi] 【名詞】［C］リーフ　［＜ひ

し（干瀬）　複合語では「すまずーほぅ

っびじ（島尻大干瀬）」のように「ひし」

が使われる］。【例】さにつんな　っし

ぬ　いでぃー（旧暦の 3 月 3 日にはサ

ンゴ礁が現れる）。

っし [ɕɕi] 【名詞】［C］トイレ。 【例】

わーぬ　っし（豚小屋［昔は豚小屋で

用便をしていたから］）。

っし [ɕɕi] 【形容詞】［B］寒い。 【例】

っし　どぅきゃん　あつ　んっつーゆ

　ぬんてぃがー　どぅーぬどぅ　んふ

ばーい（寒いときは暑い汁を飲んだら

体が温まる）。ひーふんな　っしかいば

　んびゃーいん（寒波のときは寒くて

しかたがない）。っしさぐぱい（寒さで

震え上がる）。っしびーふんな　いんき

ー　っぞぅー　っそぅー（寒波のとき

には海に行って魚を拾う）。

っじ [ʑʑi]【動詞】［母音語幹］［C］受け

取る、もらう［共通語の「もらう」と違

い、話し手から聞き手が受けとる場合

も使う。「～てもらう」のような補助動

詞用法はない］。【例】かいから　っぞ

ぅー　っじー　ふぁうたい（彼から魚

をもらって食べた）。っじ　ぶすかいて

ぃがー　くー（貰いたければ来なさい）。

べー　うるー　っじる（ほら、これを

受け取りなさい［＞これあげるよ］）。う

りゅー　っじる（これを受け取りなさ

い）。にんぎんな　っじそぅんつきゃー

　ふぃーばどぅ　ふからすかい（人間

は貰うよりも与える方が嬉しい）。

っしがい [ɕɕiɡai] 【動詞】［r/rr 語幹］

（大勢の人で）ごった返している。【例】

うんどーかいんな　ひとぅぬ　っしが

りゅーたい（運動会には多くの人でご

った返していた）。

っしさ [ɕɕisa]【名詞】［C］寒さ。【例】

きゅーや　っしさぬ　ちゅーかい（今

日は寒さが厳しい）。

っしさぶかい [ɕɕisabukai] 【名詞】

寒さで凍えること。 【例】やまとぅー

　あてぃくとぅ　っしかいば　っしさ

ぶかいや　ひーうたい（内地は余りに

も寒いので寒さで凍えていました）。き

ゅーや　とぅりひぐいや　ひー　っし

さぶかい（今日は底冷えで、寒さに凍

えている）。

っしさむい [ɕɕisamui] 【形容詞】寒

がりだ。【例】ういびとぅ　なりどぅ　

っしさむいふ　なりゅー（年取って寒

がりになっている）。［類］っしさむや。

っしさむや [ɕɕisamuja]【名詞】寒が

りや。 ［類］っしさむい。

っじだま [ʑʑidama] 【名詞】取り分、

分け前。 【例】ばが　っじだまー　く

さき（私の取り分はこれだけだ）。うら

ー　っゔぁが　っじだま（それはあな

たが受け取る分だ）。［類］たま、ばきだ

ま、とぅいまい。
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っしばら

っしばら [ɕɕibara] 【名詞】裏手、後

方、後ろ隣。 【例】っしばらたが　や

ー（後ろ隣の家）。

っじゃ [ʑʑa] 【接尾辞】～ぽい、～らし

い。 【例】やらびっじゃんまり（こど

もみたいなやつ）。ういびとぅっじゃー

　にゃーん（老人らしくない）。

っじゃー [ʑʑaː] 【接尾辞】（動詞未然

形について）次に続く動作の理由を表

す、～するから、～しようと思うから。

【例】ばんまい　いかっじゃー　っゔぁ

まい　いきーふぃーる（私も行くので

お前も行ってくれ）。いっそぅ　うまん

かい　てぃっゔぁっじゃ　かまんかい

　ゆっでぃ（石をそっちに投げるから

あっちに寄れ）。

っじゃーきゃー [ʑʑaːkjaː] 【接尾

辞】（動詞未然形について）～しようと

していたら。［変異］っじゃうかー、っ

じゃうきー、っじゃいきー、っじゃんき

ー、っじゃーんきー。

っじゃーにゃーん [ʑʑaːnjaːn]【成

句】（年寄）らしくない、分別がない。

【例】かりゃー　っじゃにゃーん　うい

びとぅ（彼は老人らしくない老人だ［=

元気だ、分別がない］）。からー　っじゃ

ーにゃーんまり（あいつは分別がない

やつだ）。

っじゃーんきー [ʑʑaːŋkiː] 【接尾

辞】（動詞未然形について）動作の最

中に次に続く出来事があったことを表

す、～しようとしていたら。 ［変異］っ

じゃうかー、っじゃうきー、っじゃーき

ゃー、っじゃいきー、っじゃーんきー。

っじゃいきー [ʑʑaikiː]【接尾辞】（動

詞未然形について）動作の最中に次に

続く出来事があったことを表す、～しよ

うとしていたら。 【例】さかなやーん

かい　いかっじゃいきー　とぅずん　

んみかいー　いかっだん（遊郭に行こ

うとしたが、妻に叱られて行かなかっ

た）。すてぃっじゃいきー　あたらかて

ぃー　ほぅっだん（捨てようとしたが

もったいなくてやめた）。むぬー　とら

っじゃいきー、とぅいはっじゃきーに

ゃーん（ものを取ろうとして取り損ね

た）。［変異］っじゃうかー、っじゃう

きー、っじゃーきゃー、っじゃんきー、

っじゃーんきー。

っしゃう [ɕɕau] 【接尾辞】［w 語幹］

（動詞基本形について）その動作ができ

なかったことをあらわす、～しそこね

る。 【例】すかまぬ　ありーみーきゃ

ー　うつなーんかい　いつっしゃうた

い（仕事があったので沖縄に行きそこ

ねた）。じかんな　ばっしどぅ　かいん

　いじゃうっしゃうたい（時間を忘れ

て彼に会いそこねた）。んっちゃ　あて

ぃ　くるまぬ　うりどぅ　ひこーきん

　ぬーいっしゃいーにゃーん（道はと

ても車が多く、飛行機に乗りそこねた）。

っぞぅー　とぅいっしゃいーにゃーん

（魚を取りにがした）。

268



っじゃうかー

っじゃうかー [ʑʑaukaː] 【接尾辞】

（動詞未然形について）動作の最中に次

に続く出来事があったことを表す、～し

ようとしていたら。 ［変異］っじゃう

きー、っじゃーきゃー、っじゃいきー、

っじゃんきー、っじゃーんきー。

っじゃうきー [ʑʑaukiː]【接尾辞】（動

詞未然形について）動作の最中に次に

続く出来事があったことを表す、～しよ

うとしていたら。 ［変異］っじゃうか

ー、っじゃーきゃー、っじゃいきー、っ

じゃんきー、っじゃーんきー。

っしゃな [ɕɕana]【形容詞】［B］汚い、

不潔な、汚れた。 【例】かりゃー　う

ーっじゅまい　ほぅん　っしゃな　ん

まり（彼は水浴びもしない汚い奴）。っ

しゃな　みず（汚れた水）。っしゃな　

むぬいゆぎゃー　ほぅん（汚い言葉づ

かいはしない）。

っじゃんきー [ʑʑaŋkiː]【接尾辞】（動

詞未然形について）動作の最中に次に

続く出来事があったことを表す、～しよ

うとしていたら。 ［変異］っじゃうか

ー、っじゃうきー、っじゃーきゃー、っ

じゃいきー、っじゃーんきー。

っじゅ [ʑʑu]【名詞】［C］火鉢（そこに

穴の空いた鍋を使うことも多かった）、

〘祭礼〙ウタキでお茶を沸かすところ。

【例】んきゃーんな　っじゅん　うまっ

ちゃ　たつきー　んふみゅーたい（昔

は火鉢で火を熾して暖を取っていた）。

っじゅん　ちゃーゆ　あっちゃす（御

嶽の囲炉裏でお茶を沸かす）。

っしゅーつ [ɕɕuːtsɨ]【動詞】［k 語幹］

（人や動物の）相手をせずにおく、構わ

ずにおく。 【例】かりゅーぎゃー　っ

しゅーき（あいつのことは構うな）。［変

異］っしゅーふ。

っしゅーとぅい [ɕɕuːtui] 【成句】

知っていながら（（こどもなどのやるこ

とを）干渉せずに自由にやらせておく）

［っしゅー＋うとぅい］。 【例】やらび

ゃー　なうゆどぅ　あすがてぃー　っ

しゅーとぅい　みーんふい　あっそぅ

（子供が何をやろうとしても（干渉せず

に）見ないふりをしなさい）。

っしゅーふ [ɕɕuːfu]【動詞】［k 語幹］

（人や動物の）相手をせずにおく、構わ

ずにおく。 ［変異］っしゅーつ。

っしんﾟん [ɕɕin̥n] 【名詞】潮干狩り

　［＜リーフを踏む］。 【例】さにつん

な　っしん　いきー　っしんﾟん　あす

（旧暦 3 月 3 日には礁（リーフ）で潮干

狩りする）。

つず [tsɨzɨ] 【副詞】更に。 【例】かい

まい　ばいかいそぅが　っゔぁー　つ

ず（彼も悪いがお前は更に悪い）。かり

ゃー　むいとぅぬ　がず　やいそぅが、

とっじゃ　つず（彼はケチだが、奥さ

んはもっと（ケチ）だ）。

つず [tsɨzɨ] 【動詞】［g 語幹］［A］継ぐ。

【例】くまぬ　やーや　さんなんぬど
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つず

ぅ　つずちゃ（この家は三男が継ぐら

しい）。

つず [tsɨzɨ] 【動詞】［g 語幹］［A］注ぐ、

（酒、水等）を注ぐ。【例】さきゅー　ど

ぅすぬ　ちゃばんかい　つず（酒を友

達の茶碗に注ぐ）。んめ　とーとー、さ

きゅーぎゃー　んめ　つがだうり（も

う十分だ。酒はもう注ぐな）。

つず [tsɨzɨ] 【名詞】［B］唾（つば）。

【例】つっじゅ　とぅぱってぃー　とぅ

ぱつ（唾をぺっと吐く）。

つず [tsɨzɨ]【名詞】［A］頂上。【例】や

ーぬ　つずんかい　ぬーいたい（屋根

のてっぺんにのぼった）。やまぬ　つず

（山の頂上）。

つずん [tsɨzɨn] 【動詞】［m 語幹］［C］

（開いた手のひらを）閉じる。 【例】っ

ゔぁが　てぃーんかい　でぃんぬ　う

っかっじゃー　てぃーゆ　つづみ（あ

なたの手にお金を置くから手を握って

とじろ）。

つずん [tsɨzɨn] 【動詞】［m 語幹］［C］

しまう、整理する。 【例】つんぬ　た

んすんかい　つずん（着物をタンスに

しまう）。［変異］すずん、すずみ。

っそぅ [ssu]【名詞】［B］糞。【例】っ

しんきー　っそぅー　まい（トイレに

行って糞をする）。っそぅまたむぬ（糞

をしたい）。っそうまたふ　なりーにゃ

ーん（糞がしたくなった）。［類］ふそぅ。

っそぅ [ssu]【形容詞】［B］白い。【例】

っそぅびとぅ（色白の人）。

っそぅ [ssu]【形容詞】［B］細い。【例】

っそぅびとぅがま（細い人）。

っぞぅ [zzu] 【名詞】［B］魚。 【例】

っぞぅ　つー（魚釣り）。っぞぅー　あ

んひー　がにー　とぅい（魚を網で巻

き取る）。まーっぞぅ（近海魚）。びゅー

いっぞぅ（それを食べると中毒をおこ

す魚）。

っぞぅ　すん　びーふ [zzu sɨn
biːfu]【成句】魚が凍死する寒さ［「ひー

ふ」＝寒波］。

っそぅー [ssuː]【動詞】［w 語幹］［A］

拾う；掬（すく）う。 【例】うまん　

うちゅー　かーっそぅ　っそぅい（そ

こに落ちているお菓子を拾え）。たぶひ

ー　っぞぅー　っそぅー（たも網でさ

かなをすくう）。

っそぅい [ssui]【名詞】［C］薬。［変

異］ふそぅい、ふすい。

っそぅい [ssui]【動詞】［r/rr 語幹］［A］

拭く。 【例】ゆかう　っそぅり（床を

拭け）。

っそぅい [ssui]【名詞】［C］薬、農薬。

【例】っそぅいや　んぎゃむぬ（薬は

苦い）。っそぅいまき（薬負け）。っそぅ

いゆ　はうい（農薬を撒く）。［類］ふ

すい。
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っそぅい　あす

っそぅい　あす [ssui asɨ] 【成句】

一緒に行きたがる。 【例】やらびゃー

　んまんかい　っそぅいー　ひー　な

つ（子供は母親と一緒に行きたがって

泣く）。

っそぅがー [ssuɡaː] 【形容詞】薄い。

【例】ぶーぬぬー　っそぅがー　むぬ

（苧麻布は薄い）。

っそぅがい [ssuɡai] 【動詞】［r/rr 語

幹］（手や足などを）広げる；うわさや

伝染病などが広がる；子孫などが増え

て行く。 【例】たくぬどぅ　はっじゅ

　っそぅがりゅー（タコの足が広げて

いる）。ころなー　あたくまん　っそぅ

がりーにゃーん（コロナはあっという

まに広がった）。っふぁんまがー　っそ

ぅがりーどぅー（孫や子が多い［＜（家

系図的に）広がっている］）。

っそぅがい [ssuɡai]【動詞】［母音語

幹］（手や足などを）広げる；うわさや

伝染病などが広がる；子孫などが増え

て行く。

っそぅぎ [ssuɡi] 【動詞】［母音語幹］

［A］（手や足などを）広げる；うわさや

伝染病などが広がる；子孫などが増え

て行く。 ［類］っそぅず。

っそぅず [ssuzɨ]【動詞】［g 語幹］［A］

（空間的に）広げる、（商売などを）広げ

る、（自分のものを人に）分け与える。

【例】ふにぬ　ほぅーゆ　っそぅず（船

の帆を広げる）。うつつーゆ　っそぅず

（風呂敷を広げる）。かまぬ　やーゆ　

はいんかい　っそぅぎ（あの家を南に

ひろげろ）。てぃーゆ　っそぅずばどぅ

　まさりーまい　うやきふ　ない（手

を広げれば益々裕福になる［＞自分の

ものを皆に分け与えればより裕福にな

る］）。［類］っそぅぎ。

っそぅすー [ssusɨː] 【名詞】よだれ。

【例】っそぅすーびーた　やらび（よ

だれまみれの子供）。やらびゃー　っそ

ぅすーや　たらすっちゃーん　ういび

とぅぬ　はなっそぅ　むいとぅ　たみ

ー　つきゅーたい（子供はよだれを垂

らしながら年寄りの話を夢中になって

聞いていた）。

っそぅすばい [ssusɨbai] 【名詞】大

小便。【例】っそぅすばいや　むつ（大

小便の世話をする）。ういびと　なりー

　っそぅすばいや　むちゃいー、かま

らすかいば　ならん（年取って下の世

話になり悲しくてならない）。

っぞぅだま [zzudama]【名詞】（漁で

の）魚の取り分。 【例】んーなんかい

　っぞぅだまう　なかーり（皆に魚の

取り分をを分けろ）。

っそぅっさぎ [ssussaɡi] 【名詞】白

髪。 【例】っそぅさぎ　がなまい（白

髪だらけの頭）。っそぅっさぎぬ　うい

ゆー（白髪が生えている）。

っぞぅぬみー [zzunumiː]【名詞】魚

の目［手、足の皮膚病の一種］。 【例】

271



っぞぅぬみー

うゆびんどぅ　っぞぅぬみーぬ　いじ

ゅー（指に魚の目ができている）。

っぞぅぬみー [zzunumiː]【名詞】イ

ソギンチャク。 【例】あっゔぁみーが

まー　っぞぅぬみーとぅどぅ　ひとぅ

み　うい（クマノミはイソギンチャク

と一緒にいる）。

っそぅひだ [ssuhida]【名詞】サザエ

の蓋。【例】っそぅひだう　はずき（サ

ザエの蓋を弾け［昔はサザエの蓋をお

はじきにして遊んだ］）。

っそぅひだぶに [ssuhidabuni]【名

詞】半月板［膝関節の間にあってクッ

ションの役割をする軟骨組織］。 【例】

たうりー　っそぅひだぶにゃー　ばり

ーにゃーん（転んで半月板が割れてし

まった）。

っそぅます [ssumasɨ]【動詞】［s/h 語

幹］白くする。 【例】おしろいや　つ

きー　みはなう　っそぅます（白粉を

つけて顔を白くする）。

っそぅまた [ssumata] 【形容詞】便

意をもようす。 【例】っそぅまたかい

ば　んびゃーいん（糞したくて我慢で

きない）。

っそぅん [ssun]【動詞】［m 語幹］［A］

白くなる、白む、明け方になる。 【例】

てぃんぬ　っそぅん（空が白む）。てぃ

だーあがりー　てぃんな　っそぅみー

　っちゅー（日が昇って空は白んでき

ている）。

った [tta]【名詞】［B］舌。 【例】やら

び　あいきゃー　やーら　やっゔぃ　

じゃたう　ったひー　なんたい（こど

もの時はやわらかい質の悪い黒糖を舌

で舐めた（ものだ））。

った [tta]【名詞】［B］高瀬貝、ほら貝、

水字貝などのエナメル状の蓋　［サザ

エの蓋は「っそぅひだ」という］。

ったー [ttaː]【接尾辞】〘接続助詞〙「て

ぃがー」の縮約形、節を取って仮定条

件を表す、「たら」、「れば」、「なら」。

［変異］てぃがー。

ったい [ttai] 【動詞】［C］動詞「くー」

（来る）の過去形。 【例】たるがどぅ　

ったいが（誰が来たのか）。かいがどぅ

　ったい（彼が来た）。

ったつ [ttatsɨ]【動詞】［k 語幹］［C］叩

く、殴る。【例】ひとぅー　ったきや　

ならん（人を叩いていけない）。やらび

ゅーぎゃー　ったかだ　ならーし（子

供は叩かないで教えろ）。がぱてぃー　

ったつ（ゴツンと叩く）。ぎずぎゃうな

ーひー　そぅじゃん　みんたっゔぁー

　ったかいたい（やんちゃして、兄にび

んたを張られた）。かまぬ　ぎずぎゃう

なうぎゃー　ったきー　ならーし（向

こうの腕白坊主は叩いて教えなさい）。

［変異］ったふ。

ったてぃー [ttatiː] 【副詞】さっさっ

と。 【例】ったてぃー　ふぁい（さっ

さっと食べろ）。
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つだに

つだに [tsɨdani]【名詞】［A］お産直後、

乳が固くなっていること。 【例】つだ

にゅー　ばい（お産直後、固くなって

いる乳をやわらかくすること）。

ったふ [ttafu]【動詞】［k 語幹］［C］叩

く、殴る。 ［変異］ったつ。

っだん [ddan] 【接尾辞】動詞未然形

について過去の否定を表す。 【例】ゆ

まっだん（読まなかった）。つかっだん

（聞かなかった）。ほぅっだん（しなかっ

た）。っゔぁっだん（売らなかった）。っ

ちゃっだん（着なかった、釣らなかっ

たなど［「つー」の否定過去］）。くーっ

だん（来なかった）。

っちゃー [ttɕaː] 【接尾辞】（動詞基本

形について）方法、～方（の基本を知っ

ている）［「知る、知らない」だけがあと

に続く］。 【例】ふぁうっちゃー　っ

さん（ちゃんとした食べ方を知らない）。

くぬ　やらびゃー　んなーぎゃー　あ

いつっちゃー　っさん（この子供はま

だ歩けない）。ならーすっちゃー　っし

ーどぅー（（一応の）教えかたを知って

いる）。ばらうっちゃー　っさん　ゆが

ばらい（笑い方を知らない不自然な笑

い）。

っちゃー [ttɕaː] 【接続詞】それでは。

【例】じょ　っちゃー　すかまう　す

ぅきゃきぃでぃ（さあ　それでは仕事

を始めよう）。っちゃー　ばんちゃー　

やーんかい　はらでぃ（それでは私達

は家に帰ります）。

っちゃーん [ttɕaːn] 【接尾辞】（動詞

基本形について）～しながら。【例】ふ

ぁうっちゃーん　あっそぅ（食べなが

らやりなさい）。かぬ　やらびゃー　な

つっちゃーん　あいきー　ったい（あ

の子は泣きながら歩いて帰ってきた）。

っちゃす [ttɕasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

［A］（直接相手に）着せる、（相手に言

って他の人に）着させる。 【例】うっ

とぅんかい　つんぬ　っちゃし（弟に

着物を着せろ、弟に着物を着させろ）。

かいん　っちゃす　つんな　にゃーん

（あいつに着せる着物がない）。

っちゃすみ [ttɕasɨmi] 【動詞】［母音

語幹］（相手に言って他の人に）着させ

る。 【例】うっとぅんかい　つんぬ　

っちゃすみる（弟に着物を着させろ［母

親が姉に命令して、その結果弟が服を

着る場合などに使う］）。

っちゃまい [ttɕamai]【動詞】［r/rr 語

幹］（人が）成熟する、大人っぽくなる。

【例】うぬ　みどぅんがまー　っちゃ

まりゅーががら　みっりーどぅー（そ

の女の子は成熟しているのか、女性っ

ぽくなっている）。みどぅんっゔぁー　

っちゃまりどぅ　ぶとむつ　はだん　

なりーうい（女の子は成熟して結婚す

る頃になった［＜夫を持つ］）。うぬ　び

きどぅんやらびゃー　っちゃまりどぅ

　みっりーゆー（その男の子は成熟し

て男らしくなっている）。

っちゃまいびゃー [ttɕamaibjaː]
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っちゃまいびゃー

【形容詞】（人が）成熟が早い、早熟だ。

【例】かぬ　やらびゃー　っちゃまいび

ゃー　やらび（あの子供は早熟だ）。

っちゃんつ [ttɕantsɨ] 【動詞】［k 語

幹］（針の）目を通す；（運ぶために魚の

エラの方から口の方に、ススキを）通

す。 【例】はいぬ　みーゆ　っちゃん

つ（針の穴から糸を通す）。はいんかい

　いとぅー　っちゃんつ（針に糸を通

す）。ぎすつひー　っぞぅー　っちゃん

つ（ススキを魚の鰓（えら）から口に通

す）。［変異］っちゃんふ。

っちゃんふ [ttɕanfu] 【動詞】［k 語

幹］（針の）目を通す；（運ぶために魚の

エラの方から口の方に、ススキを）通

す。 ［変異］っちゃんつ。

っちゃんふ [ttɕanfu]【形容詞】くや

しい。 【例】っちゃんふむぬ（くやし

い）。

っちゅい [ttɕui]【動詞】［r/rr 語幹］［C］

壊れる、倒れる。 【例】やーや　かで

ぃふつん　っちゅりー　はりーにゃー

ん（家は風で壊れてしまった）。

っちゅす [ttɕusɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

［C］壊す、倒す。【例】やりやーゆ　っ

ちゅす（古い家を壊す）。ますぎたう　

っちゅす（石垣を壊す）。んつきぬ　す

たぬ　まんちゅーぎーゆぎゃー　っち

ゅひー　すてぃる（軒下のパパイヤの

木を倒して捨てろ）。ほぅかでぃふつん

　やーや　っちゅらはいにゃーん（大

風で家が壊されてしまった）。

つつ [tsɨtsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］（銛

で）突く、（杖を）突く、（まりを）つく、

（杵で）搗（つ）く。 【例】っぞぅー　

うぎんひー　つつ（魚を銛で突く）。う

すひー　まいゆ　つつ（臼で米を搗く）。

［変異］つふ。

つつ [tsɨtsɨ]【動詞】［k 語幹］［A］聞く；

聞き従う；尋ねる、質問する；（言葉を

聞いて）理解する。 【例】むぬいゆ　

つつ（話を聞く）。ぱーが　いがんぐい

ゆ　つつ（おばあさんの遺言を聞く）。

からー　ほぅむぬ　ゆみゃ　やいば　

とぅーぬ　なか　ひてぃっちゃとぅん

ま　つかいん（彼は大ぼら吹きだから

10 の中 1 つも聞けない［＞信用できな

い］）。むぬーぎゃー　つきどぅ　なら

う（ものを聞いて学ぶ）。ゆーかーまん

　ひんじゃぬ　なきゅーむぬぬ　つか

いたい（遠くでヤギのなくのが聞こえ

た）。そぅじゃが　むぬいゆぎゃー　つ

き（兄の言うことには従え）。なーゆ　

つふ（名前を聞く）。くぬいぬ　ばかむ

ぬんみゃー　すまぬ　むぬいゆぎゃー

　つつそぅが　むぬっじゃいん（最近

の若い人たちは、方言を理解すること

はできるけど話すことはできない）。［変

異］つふ。

つつ [tsɨtsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］（薬

などが）効く。 【例】うぬ　っそぅぃ

や　やんかいや　つかっだん（その薬

は病気には効かなかった）。つつ　っそ

ぅい（利く薬）。つかん　っそぅい（き

かない薬）。［変異］つふ。

274



つつ

つつ [tsɨtsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］着

く、到着する；（岸などに）接岸する。

【例】うつなーんかい　つきーどぅーな

（沖縄本島に着いたか）。［変異］つふ。

つつ [tsɨtsɨ]【名詞】［B］月（暦）、月（天

体）。 【例】つつぬ　ゆーんな　てぃ

んぬ　ほぅっそぅ　みー（月夜には天

の星を眺める）。ひとぅつつ、ふたつつ

（一月（ひとつき）、二月（ふたつき））。

くぬいや　ふたつつひー　やーや　ち

ゅっふぁいどぅす（最近は二か月で家

はできる）。

つつー [tsɨtsɨː]【動詞】［cc/tt 語幹］［C］

切る。 【例】わーゆ　つっちー　にー

ふぁう（豚肉を切ってたいて食べる）。

いとぅーぎゃー　つっちゃだうり（糸

を切るな）。

つつー [tsɨtsɨː] 【名詞】［C］ナマコ。

【例】つつーや　なびー　むぬ（ナマコ

はつるつるしている）。ぬーまぬはなず

つー（黒ナマコ）。

つっゔぃ [tsɨvvi] 【動詞】［母音語幹］

［C］（目を）つぶる。 ［類］つー。

つっゔぃ [tsɨvvi] 【動詞】［母音語幹］

［C］癲癇の発作を起こす。 【例】つっ

ゔぃ　すにーにゃーん（癲癇などの病

気で死ぬ）。つっゔぃー　ぶらかいりー

にゃーん。（癲癇で気を失ってひっくり

返った）。［類］つー。

つっゔぃやん [tsɨvvijan]【名詞】癲

癇。 ［類］たまつつやん。

つつぐたい [tsɨtsɨɡutai]【名詞】聞き

ごたえ。

つつじゃうず [tsɨtsɨʑauzɨ]【名詞】聞

き上手。 【例】つつじゃうっじゃ　ひ

ー　ふぃーさまてぃ（よく聞いてくだ

さい）。

つっず [tsɨzzɨ]【動詞】［zz/dd 語幹］［A］

妨害する；塞ぎとめる。 【例】ぎずぎ

ゃうぬやらびぬどぅ　あぐー　あいか

はじゃんてぃー　んっちゅ　つっじゅ

ー（腕白坊主が友達をあるかせないと

道をふさいでいる［＞通さないと］）。ひ

とぬ　とぅーい　んちゅぎゃー　つっ

じゃん（人の通る道は遮らない）。っぞ

ぅー　ひんがはん　やうん　うまう　

つっでぃ（魚を逃がさないようにそこ

を塞き止めろ）。

つっちゃす [tsɨttɕasɨ]【動詞】［s/h 語

幹］切らす。 【例】まいや　つっちゃ

ひーにゃーん（米を切らした）。

つっちゅ [tsɨttɕu]【名詞】［A］月（天

体）、月夜。 【例】つっちゅ　ぬどぅ

　いでぃーうい（月が出ている）。つっ

ちゅぬ　ゆーんな　てぃんぬ　ほぅっ

そぅ　みー（月夜には天の星を眺める）。

［類］つつ。

つっちゅい [tsɨttɕui] 【動詞】［r/rr 語

幹］拳で殴る。 【例】かいが　かまっ

ちゅ　つっちゅり（彼の頬を殴れ）。

っつつ [ttsɨtsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］

（金槌等で）叩く；（棒などで）つつく。
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っつつ

［変異］っつふ、つつつ。［類］つつふ、

つつつ。

つっつ [tsɨttsɨ]【動詞】［cc/tt 語幹］［C］

（糸などを）切る；切れる。 【例】やら

びゃー　いとぅー　つってぃー　はり

ーにゃーん（こどもは糸を切って行っ

てしまった）。あっちゃぬ　ぶーや　つ

っちゅーば　なうはだかーならん（下

駄の鼻緒が切れたので直さないといけ

ない）。まーにぬ　んﾟなー　なんとぅ

が　つっちゃいん（黒ツグのひもはち

ょっとやそっとでは切れない）。［類］つ

つー。

つつつ [tsɨtsɨtsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］

（金槌等で）叩く；（棒などで）つつく。

【例】かにふっじゅ　うんかっでぃーひ

ー　はっじゃきー　げんのーひー　う

なが　うゆびゅー　つつきーにゃーん

（釘を打とうとして打ち損じて金槌で自

分の手を打ってしまった）。んまばすぬ

　すーゆ　つつきー　みーてぃがー　

んまばっさ　うぐっりーにゃーん（蜂

の巣をつついたら蜂は一瞬に飛び出し

攻撃にでた）。［変異］つつふ。［類］つ

つふ、っつつ。

つつっふ [tsɨtsɨffu]【動詞】［f/ff 語幹］

慌てふためく、パニックを起こす。【例】

うぬやらびゃー　んまー　とぅみかに

ー　つつっふぃー　まーりゅーい（こ

の子はお母さんをみつけられずパニッ

ク状態になって歩き回っている）。［変

異］つつんつ。

つってぃ [tsɨtti] 【動詞】［母音語幹］

［C］切る、切れる。【例】あがい、あっ

ちゃぬ　ぶーや　つってぃーにゃーん

（あっ、下駄の緒が切れちゃった）。［類］

つつー、つっつ。

つっとぅい [tsɨttui]【名詞】思慮、分

別、判断、反応。 【例】うるー　つっ

とぅいや　ひーみーる（それをよく検

討してみなさい）。

つっとぅいぱぎ [tsɨttuipaɡi] 【名

詞】思慮分別にかけている人、間抜け。

【例】つっとぅいぱぎゃー　たきゃー

　ひらいん（間抜けは相手にできない）。

かりゃー　さうや　にゃーん　つっと

ぅいぱぎんまり（彼は思慮がない、無

分別な奴だ）。［類］つっとういぱぎゃ。

つっとぅいぱぎゃ [tsɨttuipaɡja]

【名詞】思慮の足りない奴。 ［類］つっ

とぅいぱぎ。

つつふ [tsɨtsɨfu] 【動詞】［k 語幹］［C］

（金槌等で）叩く；（棒などで）つつく。

［類］つつつ、っつつ。

っつふ [ttsɨfu] 【動詞】［k 語幹］［C］

（金槌等で）叩く；（棒などで）つつく。

［変異］っつつ、っつつ。［類］つつふ、

つつつ。

つつふい [tsɨtsɨfui]【成句】聞くふり。

【例】むぬいゆぎゃー　つつふい　あ

す（話を聞くふりをする）。

つつぶり [tsɨtsɨburi]【名詞】聞きほれ

ること。 【例】かいが　あーぐんかい
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つつむどぅい

　つつぶりゃー　ひーにゃーん（あい

つの歌に聞きほれてしまった）。

つつむどぅい [tsɨtsɨmudui] 【名詞】

とんぼ返り、着いたらどどまらず、取っ

て返すこと（着き + 戻り）。 【例】つ

つむどぅい　あっそぅ（とんぼ返りし

ろ）。

つつむらす [tsɨtsɨmurasɨ]【動詞】［s/h

語幹］聞き洩らす。

つつやう [tsɨtsɨjau]【成句】聞きよう、

聞き方次第。 【例】むぬー　つつやう

（ものは聞きようだ）。

つつんく [tsɨtsɨŋku]【名詞】慌てふた

めくこと、パニックを起こすこと、落ち

着きなく動き回ること。 【例】まーぬ

　ほぅりぎなりー　つつんく　あすな

　（そんなに落ち着きなく動き回るな）。

［変異］つつんつ、つつんふ。［類］つつ

んつ、つつんふ、。

つつんつ [tsɨtsɨntsɨ] 1○【動詞】［k 語

幹］慌てふためく、パニックを起こす、

落ち着きなく動き回る。 【例】やらび

ゃー　んまー　とぅみかにー　つつん

きー　まーりゅー（この子はお母さん

をみつけられずパニック状態になって

歩き回っている）。［変異］つつんふ、つ

つんく。［類］つとぅっふ。 2○【名詞】慌

てふためくこと、パニックを起こすこ

と、落ち着きなく動き回ること。［変異］

つつんく。

つつんふ [tsɨtsɨnfu] 【動詞】［k 語幹］

慌てふためく、パニックを起こす、落ち

着きなく動き回る。 ［変異］つつんつ、

つつんく。［類］つとぅっふ。

ってぃー [ttiː] 【名詞】［B］キセル。

【例】たばくー　ってぃーひー　ふつ

（煙草をキセルで吸う）。んきゃーんな　

きざみたばくー　ってぃーんかい　い

りー　ふきゅーたい（昔は刻み煙草を

キセルに入れて吸っていた）。

っでぃー [ddiː] 【成句】でぃてぃー

（意志の接尾辞「でぃ（よう）」＋引用助

詞「てぃー（と）」）の省略形、「ようと」。

【例】たちゃっでぃ　あすきゃー　み

ーや　まーるーたい（立とうとしたら、

目が回った）。［類］あてぃがー。

ってぃつ [ttitsɨ] 【名詞】［C］一つ。

【例】たうかーひー　ってぃつなー　と

ぅい（一人で一つずつ取れ）。んなない

　ゆーいぬ　うさいや　ってぃつ　む

っちゃひー　はりーにゃーん（全員　

お祝いの料理をそれぞれひとつずつ持

ち帰らせた）。［類］ひてぃつ。

つとぅ [tsɨtu] 【名詞】［C］お土産。

【例】うぬ　たんかんな　うつなーから

ぬ　つとぅ（このみかんは沖縄からの

お土産だ）。くりゃー　やまと　からぬ

　つとぅがま（これは内地からのお土

産です）。

つとぅっふ [tsɨtuffu] 【動詞】［f 語

幹］慌てふためく、パニックを起こす、
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つとぅっふ

落ち着きなく動き回る。 ［変異］つと

ぅふー。［類］つつんつ、つつんふ、つ

つんく。

つとぅふー [tsɨtufuː]【動詞】［f 語幹］

慌てふためく、パニックを起こす、落

ち着きなく動き回る。 ［変異］つとぅ

っふ。

つなず [tsɨnazɨ] 【動詞】［g 語幹］［A］

繋ぐ。 【例】んﾟなう　つなず（綱を繋

ぐ）。

つば [tsɨba] 【名詞】［B］アダンの実の

外の方の実。 【例】あだんな　ばすま

い　つばまい　ふぁーいどぅす（アダ

ンは中の実も外の実も食べられる）。

つばい [tsɨbai] 【名詞】［A］柱等に強

度を持たせるための斜めの梁、筋交い。

【例】つばいや　いりー　はらう　ち

ゅーふ　なす（筋交いを入れて柱の強

度を強くする）。

っふ [ffu] 【形容詞】［B］黒、黒い。

【例】っふあか（黒髪）。っふじゃた（黒

糖）。っふつ（黒い血）。っふがー（黒い

肌の人）。っふびかい（黒光り）。っふ　

あじゃ（黒いあざ）。うまぬ　んたー　

っふ（そこの土は黒い）。ばが　みはな

ぬどぅ　っゔぁんつきゃー　っふかい

（俺の顔の方がお前より黒い）。

つふ [tsɨfu] 【動詞】［k 語幹］［A］（銛

で）突く、（杖を）突く；（まりを）つ

く；（杵で）搗（つ）く。 【例】うぎん

ぬ　っぞぅんかい　たみー　つき（銛

を魚に狙いを定めて突け）。ういびとぅ

　ないてぃがー　でぃーや　つきーま

ーい（年を取ると杖を突いて歩く）。ま

ーいゆ　つふ（まりをつく）。うすひー

　まいゆ　つつ（臼で米を搗く）。［変

異］つつ。

つふ [tsɨfu]【動詞】［k 語幹］［C］着く、

到着する；（岸などに）接岸する。【例】

ばっさ　んなーぎゃー　つかん（バス

はまだ到着しない）。ふにゅーぎゃー　

うまんかい　つかし（舟をそこに着け

ろ）。［変異］つつ。

つふ [tsɨfu]【動詞】［k 語幹］［A］聞く；

聞き従う；尋ねる、質問する；理解す

る。 【例】からー　ほぅむぬゆみゃ　

やいば　かいが　むぬいや　とぅーん

　ひてぃっちゃ　つかいん（彼は大ぼ

ら吹きだから彼の言うことは 10 の中 1

つも聞くことができない［＞信用でき

ない］）。ひとぅぬ　はなっそぅぎゃー

　みんな　たみー　つき（人の話は耳

を傾けて聞け）。［変異］つつ。

つふ [tsɨfu] 【動詞】［k 語幹］［A］（薬

などが）効く。 【例】うぬ　っそぅい

や　やんかいや　つかっだん（その薬

は病気には効かなかった）。つふ　っそ

ぅい（利く薬）。［変異］つつ。

つぶ [tsɨbu] 【名詞】［B］つぼ、灸所；

話の要点。 【例】つぶー　やちゅーさ

　ひー　やつ（ツボをもぐさで焼く）。

はなすぬ　つぶ（話のつぼ［＞話の大

事な所］）。
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つぶ

つぶ [tsɨbu]【名詞】［B］壺。 【例】っ

しん　ばらじゃんぬ　あす　とぅきゃ

んな　みじゅきぬ　つぶん　あんな　

はりゅーとぅいどぅ　っぞぅーぎゃー

　がにー　とぅい（リーフで追い込み

漁をするとき瀬と瀬の間の深みの壺に

網を張っていてそこに魚を追い込み巻

き込んでとる）。

っふぁ [ffa] 【名詞】［A］子供。 【例】

かまぬ　やーんな　びきどぅんっゔぁ

　いつぬひと　みどぅんっゔぁー　む

ゆぬひとぅ　うりーどぅ（向こうの家

には男の子は５人、女の子は 6 人いる）。

っふぁだに（子種）。っゔぁが　っふぁ

う　ばぬん　ふぃーる（あなたの娘を

私にくれ）。

っふぁ [ffa]【形容詞】［A］暗い。【例】

っふぁゆー（暗い夜）。っふぁふ　ない

（暗くなる）。うまー　っふぁかいば　な

らん（ここは暗くてならない）。

っふぁーす [ffaːsɨ]【動詞】［s/h 語幹］

穴を埋める、（失敗などの）穴埋めをす

る。 ［類］っふぁす。

っふぁい [ffai]【動詞】［母音語幹］［C］

太る、太った。 【例】っふぁいびとぅ

（肥満の人）。かりゃー　くぬいや　っふ

ぁいーどぅー（彼は最近は太っている）。

まどぅゔぁい　あすてぃがー　っふぁ

いどぅす（間食すると太る）。

っふぁい [ffai] 【名詞】［B］肥料。

【例】っふぁいゆ　はいんかい　いりー

（肥料を畑に入れる）。ぬーまぬ　たつか

ら　っふぁいゆ　いだす（馬小屋から

堆肥を出す）。

っふぁさーい [ffasaːi] 【名詞】子守

すること、また子守する人。

っふぁす [ffasɨ]【動詞】［s/h 語幹］［C］

穴を埋める；（楔などを）噛ます；（失

敗などの）穴埋めをする；げんこつな

どを食らわせる。 【例】うまぬ　あな

う　っふぁし（そこの穴を埋めろ）。っ

さびゅー　っふぁし（楔を噛ませろ）。

ういが　みーや　っふぁはいん（彼の

失敗は取り戻せない）。あどぅぐるー　

っふぁし（踵で叩け）。［類］っふぁーす。

っふぁつ [ffatsɨ] 【名詞】［B］〘道具〙

鍬（くわ）、農具。 【例】っふぁつひー

　んーぬ　かでぃー（鍬（くわ）で芋を

掘る）。

っふぁどぅい [ffadui] 【名詞】スズ

メ。［類］っふぁどぅりゃ、ふぁどぅら。

っふぁどぅら [ffadura] 【名詞】ス

ズメ。 ［変異］っふぁどぅりゃ。［類］

っふぁどぅりゃ、ふぁどぅい。

っふぁどぅりゃ [ffadurja] 【名詞】

スズメ。 【例】うさき　うたい　っふ

ぁどぅらまい　くぬいや　まーぬ　み

ーらいん（あんなに沢山いたスズメも

最近は余りみかけない）。［変異］っふ

ぁどぅら。［類］っふぁどぅら、ふぁど

ぅい。

279



っふぁなす

っふぁなす [ffanasɨ]【動詞】［s 語幹］

子供を産む、お産する。 【例】うぬ　

みどぅんな　んなまどぅ　っふぁなす

　はだ（この女性は今が子供を産みそ

だてる年ごろだ）。

っふぁまい [ffamai] 【動詞】［r/rr 語

幹］隙間がない位密集する、窮屈であ

る；隙間なくはまる。 【例】やーんな

　うとぅじゃんみぬどぅ　っふぁまり

ゅー（家には親戚達が沢山集まってい

る）。っふぁまりー　びじ（くっついて

座れ）。くさびゃー　ずみく　っふぁま

りー　どぅ（楔はきちんとはまってい

る）。

っふぁまい [ffamai] 【形容詞】狭い、

隙間がない位密集している、窮屈であ

る、隙間なくはまる。 【例】うまー　

っふぁまいかいば　たるが　びー　ま

どぅまい　にゃーん（ここは狭いので

誰の座る場所もない）。

っふぁまらす [ffamarasɨ]【動詞】［s/h

語幹］きつくする、窮屈な状態にする。

【例】くさびゅー　っふぁまらし（楔

を噛まして動かないようにしろ）。あな

んかい　うりゅー　っふぁまらし（穴

にそれをはめろ）。

っふぁみつ [ffamitsɨ] 【動詞】［k 語

幹］息をハーハーする、息切れする。

［変異］っふぁみふ。［類］はーみつ。

っふぁみふ [ffamifu] 【動詞】［k 語

幹］息をハーハーする、息切れする。

［変異］っふぁみつ。［類］はーみつ。

っふぁむい [ffamui] 【名詞】子守す

ること、また子守する人。【例】っふぁ

むいや　くーむぬ（子守りは大変だ）。

っふぁむつ [ffamutsɨ] 【名詞】子育

て。 【例】んなーぎゃー　っふぁむつ

　ばな（まだ子育ての真っ最中）。

っふぁむつじゃうず [ffamut-
sɨʑauzɨ] 1○【名詞】子育て上手。 【例】

っふぁむつじゃうっじゃ　あらん（子

育て上手ではない）。 2○【形容詞】子育

て上手な。【例】っふぁむつじゃうずっ

ふぁにゃーん（子育て上手ではない）。

っふぁむつばな [ffamutsɨbana]【名

詞】子育て真っ最中。 ［類］っふぁむ

つばんず。

っふぁむつばんず [ffamutsɨbanzɨ]
【名詞】子育て真っ最中。 ［類］っふぁ

むつばな。

っふぁむらがん [ffamuraɡan] 【名

詞】〘生物〙蟹（かに）の一種、ソデガ

ラッパ。 【例】っふぁむらがんな　ふ

ぁうとぅくまー　にゃーん（ソデガラ

ッパには食べるところがない）。

っふぁんまが [ffammaɡa] 【名詞】

子と孫、子孫代々。 【例】ばいさう　

あすてぃがー　っふぁんまがたーひー

まい　とぅがまいどぅす（悪事を働い

たら子孫代々まで非難される）。っふぁ

んまがー　いふたーい　うり（子と孫

は何人いますか）。
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っふぁんみ

っふぁんみ [ffammi] 【名詞】「っふ

ぁ（こども）」の複数形、子供たち。

【例】あちゃ　あめりかから　っふぁん

みぬ　んまがー　さーりー　むどぅり

ーふー（あしたアメリカから子供たち

が孫を連れて帰ってきます）。っふぁん

みぬ　まいんきや　むぬーぎゃー　び

びききゃ　ふぁうだら（子供たちのと

ころにいったら食べ物は吐き出すまで

食るんだよ［＞親が成人した子供の家

に行ったらたくさんごちそうになった

ほうがいい］）。

っふぃ [ffi] 【名詞】［B］（習字に使う）

墨、（タコやイカの）墨。 【例】たくぬ

　っふぃ（タコの墨）。

っふぃま [ffima] 【名詞】［B］〘地名〙

来間島。

っふがー [ffuɡaː]【名詞】色黒の人。

っふぎ [ffuɡi]【名詞】［C］陰毛。【例】

っふぎぬどぅ　ういゆー（陰毛が生え

ている）。

っふすー [ffusɨː] 【形容詞】汚い、汚

れた、黒くなった。【例】っふすーみず

（黒く汚れた水）。っふすーみはな（汚れ

た顔）。っふすー　つんぬぎゃー　みず

ん　つきーから　あらい（汚れた服は

水につけてから洗え）。

っふた [ffuta] 【名詞】［C］〘蔑称〙馬

鹿野郎。

っふたん [ffutan]【副詞】黒く（なる）。

【例】なつぬ　ひーてぃー　じゃりゃ

ー　ひどぅ　どぅーや　っふたん　な

りゅーい（夏の日太陽にさらされて体

が黒くなっている）。

っふなず [ffunazɨ] 【名詞】〘魚〙フエ

フキダイ。 【例】っふなっじゅ　つー

たい（フエフキダイを釣った）。

っふなた [ffunata] 【名詞】ヒキガエ

ル；相手を馬鹿にする言葉、この野郎。

【例】くぬ　っふなた（この馬鹿野郎）。

つふはんず [tsɨfuhanzɨ]【動詞】［zz/dd

語幹］突きそこなう。 【例】っぞぅー

　つふはんじーにゃーん（魚を突きそ

こなった）。

っふます [ffumasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

黒くする。

っふみ [ffumi]【動詞】［母音語幹］［C］

黒くなる。 ［類］っふん。

つぶや [tsɨbuja]【名詞】［B］瓦窯を持

つ瓦屋［＜壺屋］。

っふん [ffun]【動詞】［m 語幹］［C］黒

くなる。 【例】てぃんぬ　っふん（空

が雨雲で暗くなる）。［類］っふみ。

っふん [ffun]【動詞】［m 語幹］［C］（口

に）含む。 【例】やらびゃー　あみじ

ゃたう　ふつん　っふみゅー（こども

は飴を口に含んでいる）。みっじゅ　っ

ふみ（水を口に含め）。

つぶん [tsɨbun] 【名詞】［B］蕾（つぼ

み）；乳首；皮膚等の尖がったもの。
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つまい

【例】はなぬつぶん（花の蕾）。［類］つ

ーぬふつ。

つまい [tsɨmai] 【名詞】［A］血便、鼻

たれみたいな便（液状になった便）。

つみ [tsɨmi]【名詞】［B］爪。 【例】っ

ゔぁが　つみゃー　んびゅーば　きり

（お前の爪は伸びているから切れ）。

つみぐる [tsɨmiɡuru] 【名詞】糸を巻

く竹の筒［宮古上布を折るとき、横糸を

巻く竹のこと。ヤマ（糸車）で整形して

から、カシギにかけて長さを測り、バフ

に巻いてから、ツミグルに移して使う］。

つみゃ [tsɨmja] 【名詞】［C］〘昆〙セ

ミ。 【例】つみゃぬ　すでぃぐる（セ

ミの脱け殻）。

つみゃー [tsɨmjaː] 【名詞】［C］せい、

原因。【例】ほぅかでぃふつぬ　つみゃ

ーん　やーや　っちゅりー　にゃーん

（台風のせいで家は壊れてしまった）。

つむ [tsɨmu]【名詞】［B］心、肝、気、気

持ち。 【例】からー　ほぅずむびとぅ

（彼は心の大きな人だ［＞こころの広い

人だ］）。からー　いみずむびとぅ（彼は

心の小さな人だ［＞心の狭い人だ］）。つ

むまい　んみまい　やすまらん（心も

胸も休まらない）。つむぬ　そぅくから

　みどぅんぬ　くとぅー　うむー（心

の底から妻のことを思う）。つむー　ほ

うがはいー　にゃーん（心は満足させ

られた）。うなが　つむーぎゃー　むち

ゃん　ひとぅ（短気で直ぐに怒る人）。

かりゃー　たるんかいまい　つむ　つ

かう　ひとぅ（彼は誰にも気配りの人）。

っゔぁが　つむー　とぅらいん（あな

たの心は理解できない［＞あなたとは

上手くやっていけない］）。すかまうぎ

ゃー　つむー　ひてぃつん　なりー　

あす（仕事は心を一つになってやる）。

にんぎんな　つむぬ　またぎす（人間

関係は心次第［＞人間は心の良い人に

は共感する］）。

つむ　かさみつ [tsɨmu kasamitsɨ]
【成句】［k 語幹］心が煮えくり返る。

【例】かさますかいば　つむー　かさみ

きーどぅー（悔しくて心は煮えくりか

えっている）。［変異］つむー　かさみふ。

つむ　かさみふ [tsɨmu kasamifu]

【成句】［k 語幹］心が煮えくり返る。

［変異］つむー　かさみつ。

つむー　いだす [tsɨmuː idasɨ] 【成

句】［s/h 語幹］（誰かに対して）怒る；

（誰かを）怒らせる。 【例】あいや　つ

むーぎゃー　いだすな（そんなに怒る

な）。やぐみ　つむ　いだす　ひとぅ　

いー（とても｛怒る/人を怒らせる｝人

なんだね）。

つむー　だり [tsɨmuː dari] 【成句】

［母音語幹］気落ちする。 【例】ぬー

まん　ひんがい　つむー　だりーどぅ

（馬に逃げられて気落ちしている）。

つむー　なうす [tsɨmuː nausɨ]【成

句】［s/h 語幹］機嫌を直す、機嫌がなお
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つむー　なうす

る。 【例】やらびゃー　なきゅーたい

そぅがどぅ　つむー　なうひー　ばら

いーゆー（子供は泣いていたが機嫌が

直って笑っている）。

つむー　にゃーん [tsɨmuː njaːn]

【成句】思いやりがない、薄情な。【例】

かりゃー　うとぅじゃうまい　ただか

ん　つむーにゃーん　ひとぅ（彼は親

戚も世話をしない薄情な奴だ）。

つむー　ぷず [tsɨmuː puzɨ] 【成句】

［g 語幹］満足する。 ［変異］つむーほ

ぅず。

つむー　ほぅず [tsɨmuː huzɨ] 【成

句】［g 語幹］満足する。 【例】すかま

ー　まさぐん　ひらいー　つむー　ほ

ぅがはいーにゃーん（仕事は成就出来

て満足した（< 満足させられた））。［変

異］つむー　ぷず。

つむー　ほぅず [tsɨmuː huzɨ] 【成

句】［g 語幹］満足する。 ［変異］つむ

ー　ぷず。

つむー　やます [tsɨmuː jamasɨ]【成

句】［s/h 語幹］心を痛める、（人の）心

を苦しめる。 【例】ぱーや　っゔぁが

　んまー　すなひー　つむー　やまひ

ー　うたい（おばあさんは　あなたの

母親を亡くして心を痛めていた）。

つむー　やん [tsɨmuː jan]【成句】悩

む。 【例】つむー　やんむぬ（心が痛

む）。

つむー　ゆるつ [tsɨmuː jurutsɨ]【成

句】［k 語幹］人を信用して心を許す。

【例】しーとぅんみゃー　しーしんかい

　つむー　ゆるきー　なうゆまい　あ

い（生徒たちは先生に心を許して、な

んでも打ち明ける）。［変異］つむー　

ゆるふ。

つむー　ゆるふ [tsɨmuː jurufu]【成

句】［k 語幹］人を信用して心を許す。

［変異］つむー　ゆるつ。

つむあいひとぅ [tsɨmuaihitu] 【名

詞】情のある人、やさしい人。【例】か

らー　つむあいひとぅ　やいば、ひと

ぅーぎゃー　みっふぁさ　ほぅん（彼

は優しい人なので、他人を嫌うことは

ない）。［変異］つむあいびとぅ。

つむあいびとぅ [tsɨmuaibitu] 【名

詞】情のある人、やさしい人。 ［変異］

つむあいひとぅ。

つむいでぃ [tsɨmuidi]【動詞】［母音

語幹］怒る。 ［変異］つむでぃ。［類］

つむいだす。

つむうつ [tsɨmuutsɨ] 【名詞】みぞお

ち。 【例】つむうつぬ　ったかいてぃ

がー　いちゃかいば　ならん（みぞお

ちを叩かれて痛くてならない）。

つむがーい　あす [tsɨmuɡaːi asɨ]
【成句】心を入れ替える、改心する、心

変わりする。 【例】やらびあいきゃー

　ぎずぎゃうな　あたいそぅがどぅ　

たきゃー　たらいーみーてぃが　つむ
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つむかぎ

がーいや　ひー　うとぅなすふ　なり

ーうい（子供の頃は腕白だったが年齢

相応になったら心を入れ替えて、大人

しくなっている）。うぬ　みどぅんな　

つむがーいや　ひー　ゆそぅぬ　びき

どぅんぬ　まいんかい　はりーにゃー

ん（その女は心変わりをして、別の男

のところに行ってしまった）。

つむかぎ [tsɨmukaɡi] 【形容詞】心が

良い、情け深い；気前がいい。【例】つ

むかぎかいばどぅ　うやきんな　なら

いー（心が良いので金持ちになれる）。

がんじゅーさー　いつばん、つむかぎ

さまい　いつばん、うむくとぅまい　

いつばん（健康は一番、心根の良さも

一番、知恵も一番［「みどり会（西原老

人会）の標語］）。

つむかさみつ [tsɨmukasamitsɨ] 【形

容詞】イライラする。 【例】かさます

かいば　つむかさみつむぬ　（うるさ

いのでイライラする）。［類］かさみつ。

つむがま [tsɨmuɡama] 【名詞】短気、

短気な。 【例】かりゃー　つむがま　

えいば　すぐ　つむでぃー（彼は短気

だから直ぐに怒る）。

つむじゃ [tsɨmuʑa] 【名詞】［C］よく

怒る人。

つむだす [tsɨmudasɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］（誰かを）怒らせる。 【例】つむだ

すんまり（人を怒らせる奴）。かりゃー

　やぐみ　ひとぅ　つむだす　ひとぅ

　いー（あいつはとても人を怒らせる

人だ）。［類］つむいだす。

つむたみ [tsɨmutami] 1○【名詞】冷静

（な人）、心穏やか（な人）。【例】からー

　つむたみ　やいば　つむでぃてぃぬ

　くとぅー　にゃーん（彼は冷静な人

だから怒るということはない）。つむた

みゃー　あらん（冷静でない）。 2○【形

容詞】冷静だ、心穏やかだ。【例】つむ

たみっふぁにゃーん（冷静でない）。つ

むたみびとぅ（冷静な人）。

つむたみゃ [tsɨmutamja] 【名詞】冷

静な人、心穏やかな人。［類］つむたみ。

つむちゃー [tsɨmutɕaː] 【名詞】互い

に心が通いあう関係にあること、持ち

つ持たれつの関係にあること。 【例】

にんぎんな　つむちゃー（人間はおた

がいに持ちつ持たれつだ）。［類］つむ

ちゃい。

つむちゃい [tsɨmutɕai] 【名詞】互い

に心が通いあう関係にあること、持ち

つ持たれつの関係にあること。 【例】

にんぎんな　つむちゃい　やいば　い

つまい　まさぐん　あすばどぅ　じゃ

うかい（人間はもちつもたれつなのだ

から、正直にしている方がいい）。

つむつ [tsɨmutsɨ] 【名詞】［B］気立て、

性質。 【例】つむつ　かぎびとぅ（気

立てのいい人）。じゃうつむつみどぅん

（気立てのいい女性）。
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つむつかうひとぅ

つ む つ か う ひ と ぅ [tsɨmut-
sɨkauhitu]【名詞】気をつかう人。【例】

かりゃー　たるんかいまい　つむつか

う　ひとぅ（彼は誰にも気配りをする

人だ）。［変異］つむつかうびとぅ。

つ む つ か う び と ぅ [tsɨmut-
sɨkaubitu]【名詞】気をつかう人。［変

異］つむつかうひとぅ。

つむでぃ [tsɨmudi]【動詞】［母音語幹］

［C］怒る。 【例】かいが　つむでぃー

からー　まいゆぎゃー　みーん（あい

つが怒ったら前を見ない［＞あいつは

怒ると分別がなくなる］）。かりゃー　

すばー　だりー　つむでぃー　うたい

（彼は下唇を垂らして怒っていた［＞む

っとして］）。まーぬ　つむでぃな（余り

怒るな）。たるんかいどぅ　つむでぃー

が（誰に対して怒っているのか）。つむ

でぃだ　つむー　たみる（怒らないで、

心を静めなさい）。［変異］つむいでぃ。

［類］つむいだす。

つむぬなか [tsɨmununaka]【名詞】心

の中。

つむひぐりゃ [tsɨmuhiɡurja]【成句】

薄情なひと。 【例】かりゃー　ほぅー

らーす　つむひぐりゃ（彼はケチで薄

情な人だ）。

つむひぐる [tsɨmuhiɡuru] 1○【名詞】

薄情な人。【例】からー　つむひぐる　

やいば　でぃんぬぎゃー　かしゃー　

ふぃーんよ（彼は薄情者だから金は貸

してくれないよ）。 2○【形容詞】薄情だ。

【例】からー　つむひぐるかいば　でぃ

んぬぎゃー　かしゃーふぃーんよ（彼

は薄情だから金は貸してくれないよ）。

つむびゃー [tsɨmubjaː] 【名詞】急に

怒り出す人。

つむやん [tsɨmujan]【成句】［m 語幹］

心が痛む、心が苦しい。 【例】みどぅ

んぬ　くとぅーひどぅ　つむー　やみ

ゅーい（彼女のことで心が苦しい（恋

煩い））。

つむん　かなう [tsɨmun kanau]

【動詞】［w 語幹］意に適う、心が寄り添

う。 ［類］つむん　すなう。

つむん　すなう [tsɨmun sɨnau]【動

詞】［w 語幹］意に適う、心が寄り添う。

【例】うらー　ばが　つむんな　すな

ーん（それは私の意に適わない）。うぬ

きゃが　とぅずぶとぅー　つむー　す

ないーどぅー（その夫婦は心が寄り添

っている）。［類］つむん　かなう。

つむんな　かなーん [tsɨmunna
kanaːn] 【成句】心にかなわない、気に

入らない。 【例】うらー　ばが　つむ

んな　かなーん（これは私の気にいら

ない）。

つん [tsɨn] 【動詞】［m 語幹］［A］（糸

を）紡ぐ。 【例】いとぅー　つん（糸

を紡ぐ）。ぶーや　つみー　いとぅん　

なしる（苧麻を紡いで糸にしなさい）。

285



つん

つん [tsɨn] 【動詞】［m 語幹］［A］つね

る。 【例】ちゅーく　つんな（強くつ

ねるな）。［類］つんみ、つんむい。

つん [tsɨn]【名詞】［B］着物。【例】つ

んぬ　つー（着物を着る［「つんゆ　つ

ー」ともいう］）。ふたいずん（二重の着

物）。ぶーずん（宮古上布）。

つん [tsɨn] 【名詞】［B］稗（ヒエ）。

【例】ばー　つんぬぎゃー　ふぁいや　

みーん（私は稗を食べたことはない）。

つん [tsɨn] 【名詞】［B］〘魚〙黒鯛。

つん [tsɨn]【動詞】［m 語幹］［A］積む。

【例】ぶーずぬ　にーゆ　とらっくん

かい　つん（サトウキビの荷をトラッ

クに積む）。

つんかー [tsɨŋkaː]【名詞】衣類。【例】

きばんかいば　つんかーまい　にゃー

ん（貧乏だから衣類もない）。つんかー

ゆ　ほぅす（衣類を干す）。

つんだみ [tsɨndami]【名詞】（三線の）

調弦。

つんだらさ [tsɨndarasa] 1○【名詞】可

哀想な人。 【例】うぬ　っふぁがまー

　んまー　にゃーん　つんだらさがま

　（その子は母親のない可哀想な子ど

もです）。 2○【形容詞】可哀想だ。 3○【感

動詞】可哀想に。【例】つんだらさ、か

りゃー　きたてぃやんな　たばりー　

すにーにゃーん（可哀想に、彼は悪い

病気にかかって亡くなってしまった）。

つんだらすぎ [tsɨndarasɨɡi] 【形容

詞】可哀想な。 【例】つんだらさ　つ

んだらすぎ　やらび（可哀想　可哀想

な子供）。

つんつ [tsɨntsɨ] 【補助動詞】［k 語幹］

［A］（形容詞語幹、動詞基本形、動詞連

用形について、そのような状態になる

　）～ている［形容詞の語幹は最終母音

を長音化するか、「たかたん」「まーく

ん」などのように「たん（に）」、「ん

（に）」などを付けて結果状態を示すの

が原則］。 ［変異］つんふ、すんつ、す

んふ。

つんつき [tsɨntsɨki]【動詞】［母音語幹］

積み重ねる。 【例】ぶーずぬ　にーゆ

　とらっくんかい　つんつきる（サト

ウキビの荷をトラックに積み重ねる）。

［変異］つんつふ。

つんつつ [tsɨntsɨtsɨ] 【動詞】［k 語幹］

積み重ねる。 ［変異］つんつふ。［類］

つんつき。

つんつふ [tsɨntsɨfu] 【動詞】［k 語幹］

積み重ねる。 ［変異］つんつつ。［類］

つんつき。

つんぬっそぅ [tsɨnnussu]【名詞】着

物の裾。 【例】ばー　やらびあいきゃ

ー　いつまい　ぱーが　つんぬっそぅ

ー　かつみーまーりゅーたい（私は子

供の頃、いつも祖母の着物の裾を捕ま

えていた）。
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つんぬふず

つんぬふず [tsɨnnufuzɨ]【名詞】着物

の襟。 【例】あかー　つんぬふずたー

ひー　ぬびゅーたい（髪は着物の襟ま

で伸びていた）。

つんふ [tsɨnfu] 【補助動詞】［k 語幹］

［A］（形容詞語幹、動詞基本形、動詞連用

形について、そのような状態になる）～

ている［形容詞の語幹は最終母音を長

音化するか、「たかたん」「まーくん」な

どのように「たん（に）」、「ん（に）」な

どを付けて結果状態を示すのが原則］。

［変異］つんつ、すんつ、すんふ。

つんま [tsɨmma] 【名詞】［A］ネギ。

【例】つんまー　かばすむぬ（ねぎは香

ばしい）。

つんみー [tsɨmmiː]【名詞】〘鳥〙サシ

バの成鳥。

つんむい [tsɨmmui]【動詞】［r/rr 語幹］

つねる。 【例】ちゅーく　つんむらだ

うり（つよくつねるな）。［類］つん、つ

んみ、つんむい（母音語幹）。

つんむい [tsɨmmui] 【動詞】［母音語

幹］つねる。 【例】ちゅーく　つんむ

いな（強くつねるな）。［類］つん、つん

み、つんむい（r/rr 語幹）。
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て

てー [teː] 【名詞】［C］数を数えるとき

の言い方、１［「てー（てぃーも可）、た

ー、みー、ゆー、いつ、むゆ、なな、や

ー、くぬ、とぅー」と数える］。［変異］

てぃー。

てーち [teːtɕi] 【名詞】［C］数を数え

るときの言い方、一つ　［「てーち［て

ぃーち　も可）、たーち（つ）、みーち

（つ）、ゆーつ、いつつ、んーつ、ななつ、

やーつ、っくぬつ、とぅー」と数える］。

［変異］てぃーち。

でぃ [di] 【接尾辞】動詞未然形につい

て自分の意志をあらわす。疑問文では

聞き手の意志、相手に対する勧誘が可。

２人称、３人称も「～しようとしてい

る」の意味で可。 【例】ばが　いかで

ぃ（私が行こう）。うぬ　きーぬ　にー

ゆ　くーはでぃな（この木の根をほり

おこすのか）。まさいが　あーぐ　あっ

じゃでぃな（マサイが歌を歌うのか）。

てぃー [tiː] 1○【名詞】［B］手。 【例】

んすでぃー（利き手、右手）。ひだいて

ぃー（左手）。てぃーゆ　あぎー（手を

あげる）。 2○【名詞】［B］空手。【例】か

いが　てぃーや　やぐみ（彼の空手は

凄い）。 3○【接尾辞】［B］西原の４つの

支部の土地名に使う接尾辞。【例】とぅ

らぬはでぃー（東支部）。さいぬはでぃ

ー（西支部）。んまぬはでぃー（南支部）。

にぬはでぃー（北支部）。

てぃー [tiː] 【助詞】〘接続助詞〙名詞

や節に付いて引用を表す、「と」；動作

の資格を表す「～として」。 【例】ばが

　なーゆぎゃー　まさいてぃどぅ　あ

い（私の名前はマサイといいます）。あ

いや　あたらんてぃー　あい（それは

間違っていると言う）。こーちょーてぃ

ー　はなす　あすたい（校長として話

をした）。あざちょーてぃー　うぐなー

いんかい　いでぃたい（村長として集

まりに出席した）。かっちゅぬ　びじゅ

てぃー　いすだう　とぅい（カツオの

餌としてイシダを取る）。［変異］てぃ。

てぃー [tiː] 【接尾辞】名詞について副

詞を作る接尾辞、に。 【例】まさがん

てぃー（ちゃんと）。［変異］てぃ。

てぃー [tiː]【名詞】［B］数を数えると

きの言い方、１［「てー（てぃーも可）、

たー、みー、ゆー、いつ、むゆ、なな、
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てぃー

やー、くぬ、とぅー」と数える］。 ［変

異］てー。

でぃー [diː]【名詞】［C］杖。【例】う

いびとぅ　なりーどぅ　でぃーや　つ

きー　まーりゅー（年取って杖ついて

まわっている）。［類］ぐしゃん。

てぃー　ばっじゃーしゃ [tiː
baʑʑaːɕa] 【名詞】手であちこち触る人、

べたべたする人、（冗談で）触り魔。

【例】ばぬんかい　かかいな、てぃー　

ばっじゃーしゃ（私に触るな、触り魔

め）。

てぃー　ばっじゃーす [tiː
baʑʑaːsɨ] 1○【動詞】［s/h 語幹］手であ

ちこち触る、べたべたする。【例】くぬ

　やらびゃー　んまんかい　いつまい

　てぃーばっじゃーす（この子供はお

母さんにいつもべたべたしている）。て

ぃーばっじゃーすんまり、まーぬ　ば

ぬんかい　かかいな（この触り魔、そ

んなに私にさわるな）。 2○【形容詞】い

たずらな。【例】かぬ　ぎずぎゃうな　

やらびゃー　いつまい　てぃーばっじ

ゃーすかいばならん（あの腕白坊主は

いつも落ち着きなく、いたずらでしょ

うがない）。

てぃーくぱ [tiːkupa] 1○【名詞】不器

用な人。 【例】くりゃー　てぃーくぱ

ぬ　すかま（これは不器用な人の仕事

だ）。 2○【形容詞】不器用だ。【例】かい

がどぅ　んながーんな　てぃーくぱか

い（あいつが一番不器用だ）。

てぃーたーり [tiːtaːri]【形容詞】手

間のかかる、面倒な。 【例】うぬ　す

かまー　てぃーたーりむぬ（その仕事

は面倒だ）。てぃーたーり　すかまーう

ぎゃー　あすたっふぁにゃーん（面倒

な仕事はやりたくない）。

てぃーち [tiːtɕi]【名詞】［C］数を数え

るときの言い方、一つ［「てぃーち［て

ーちも可）、たーち（つ）、みーち（つ）、

ゆーつ、いつつ、んーつ、ななつ、や

ーつ、っくぬつ、とぅー」と数える］。

［変異］てーち。

てぃーっそぅぎびとぅ [tiːs-
suɡibitu]【名詞】行動範囲の広い人、付

き合いの広い人。

てぃーぬん [tiːnun] 【名詞】お尻の

穴；お尻。 【例】てぃーぬんぬ　ふか

でぃ（お尻を拭こう）。がばー　てぃー

ぬん（おおきなおしり）。［類］ちびる

ん、ちびぬん、ちーぬん、てぃびるん、

てぃびぬん、てぃーるん。

てぃーぬん　じゃやふ [tiːnun
ʑajafu]【名詞】下手な大工（てぃーぬん

＋さやふ）。【例】てぃーぬん　じゃや

ふぬ　すかまー　みーらいん（下手な

大工の仕事は見られたものではない）。

てぃーはず [tiːhazɨ] 【名詞】手足。

【例】てぃー　はっじゅぎゃー　むゆか

ひー　すかまうぎゃー　あっそぅ（手

足をちゃんと動かして仕事をしてくだ

さい）。［変異］てぃーぱず。
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てぃーぱず

てぃーぱず [tiːpazɨ] 【名詞】手足。

［変異］てぃーはず。

てぃーはず　かないびとぅ
[tiːhazɨ kanaibitu] 【成句】行動的な人、

仕事のよくできる人。 【例】かりゃー

　てぃーはず　かないびとぅ　やいば

　なうゆまい　あすどぅす（彼は行動

的な人だから何にでも挑戦する）。

てぃーばっじゃーす [tiːbaʑʑaːsɨ]
【名詞】いたずら。 【例】おい　ぎずぎ

ゃうな、まーぬ　てぃーばっじゃーす

　あすな（おい　やんちゃ坊主、あま

りいたずらするな）。

てぃーふず [tiːfuzɨ] 【名詞】手首。

【例】んﾟぬ　てぃーっふじゃ　ないらひ

ー　みーてぃがー　まがらすまい　ひ

らいん（昨日手首を痛めてしまったの

で曲げることもできない）。ぶどぅいゆ

　ぶどぅい　とぅきゃんな　てぃーふ

っじゅ　まさぐんてぃー　つかうばど

ぅ　じゃうずんない（踊りを踊るとき

には手の関節を上手く使えば上手にな

る）。からー　てぃーふずぬ　ほぅいか

いば　くぬ　とけいや　はいらはいん

（あいつは手首が太いのでこの時計は入

らない）。［変異］てぃふず。

てぃーや [tiːja]【成句】とは、という

ものは、などというものは［＜てぃー

（と）＋や（は）］。 【例】なうぬ　かか

いてぃーや　にゃーん（なんの障害も

ない［＜障害とは］）。びきどぅん　みど

ぅんてぃーや　むまだ　かないかい　

ひとぅー　いらび（男女を問わず仕事

のできる人を選べ）。

てぃーゆ　かみ [tiːju kami] 【成

句】［母音語幹］祈りを捧げる、祈願す

る［西原では祈願するときは、両手の平

を上にして開いたまま、頭の高さまで

持ち上げる］。【例】うぷずんかいや　

てぃーゆ　かみだかー　ならん（先祖

には祈願しないといけない）。［類］て

ぃーゆ　かん。

てぃーゆ　かん [tiːju kan] 【成句】

［m 語幹］祈りを捧げる、祈願する。

［類］てぃーゆ　かみ。

てぃーゆ　とぅい [tiːju tui] 【成

句】［r/rr 語幹］手をとる、協力する。

【例】っゔぁとぅや　てぃーゆぎゃー　

とぅらじゃーん（あなたとは協力しな

い）。

てぃーるん [tiːrun] 【名詞】お尻の

穴；お尻。 ［類］ちびるん、ちびぬん、

ちーるん、ちーぬん、てぃびるん、てぃ

びぬん、てぃーぬん。

てぃうさ [tiusa] 【名詞】［C］〘祭礼〙

ユークイの時に人を見ないために両手

にそれぞれ持つ草、手草［ユークイのパ

ーたちに見られた人は死ぬと信じられ

ていた］。【例】ひとぅー　みーん　た

みん　てぃうさー　ふたてぃーひー　

むちー　みーゆ　うーい（一般の人々

を見ないために手草を両手で持ち目を

覆う）。てぃうさひどぅ　みはなー　か
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てぃがー

っふぁひー　よーんてーるてぃ　あっ

じー　すまう　まーい（手草で顔を隠

してヨーンテール（世を満たせ）と言

って御嶽から御嶽に行進する）。

てぃがー [tiɡaː] 【助詞】〘接続助詞〙

節を取って条件を表す。「（実際に）～て

みたら、～すると」のような事実条件と

「もし、～たら、なら」のような仮定条件

のどちらにも使える、「と」、「たら」、「れ

ば」、「なら」。 【例】すとぅむてぃ　う

きーてぃがー　すぐ　ぬーまぬ　っさ

　かいが（朝起きたら直ぐに馬の草刈

りに（行く））。なつん　ないてぃがー　

すばいがまぬどぅ　ゆー　いでぃーふ

ー（夏になるとコバエがよく発生する）。

ぱちんこんかい　いつてぃがー　でぃ

んぬ　たにゃー　にゃーん（パチンコ

に行くと直ぐにお金がなくなる）。［類］

とぅー、ったー。

でぃかす [dikasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

［C］大漁になる；（植物などを）大きく

する、成長させる。 【例】きゅーや　

ぐんな　ごひゃっき　でぃかひー　っ

たい（今日はムロアジを５００斤とい

う大漁だった［＜大漁してきた］）。っふ

ぁいや　はーさ　いりー　ぶーっじゅ

　でぃかひーみーでぃ（肥料をたくさ

ん入れてサトウキビをたくさん収穫で

きるようにしてみよう［＜豊作させて

みよう］）。

てぃがに [tiɡani]【名詞】［C］指輪。

【例】てぃがにゅー　かうが　いつ（指

輪を買いに行く）。てぃがにゃー　たか

だいむぬ（指輪は高価だ）。

でぃき [diki] 【接頭辞】質の良い。

【例】でぃきまい（良く実った米）。でぃ

きぶーず（良くできたサトウキビ）。

でぃき [diki] 【動詞】［母音語幹］［C］

（作物などが）できる。

でぃきぶつ [dikibutsɨ] 【名詞】優秀

な人、勉強が良くできる人。 【例】ん

ながーんな　でぃきぶつ（一番良く勉

強ができる人）。

てぃぐすい [tiɡusɨi] 【名詞】ナイロ

ン製の釣り糸、てぐす。

てぃぐすに [tiɡusɨni]【名詞】十分に

準備して待ち構える、手ぐすねを引く。

【例】てぃぐすにゅー　ひつ（手ぐす

ねを引く）。

てぃぐすにゃ [tiɡusɨnja]【名詞】手

ぐすねを引く人。

てぃじゃーかー [tiʑaːkaː] 1○【形容

詞】雑な、粗い、手抜き。 【例】かい

が　すかまー　いつまい　てぃじゃー

かーかいばならん（彼の仕事はいつも

いいかげんだ）。かいが　すかまー　い

つまい　てぃじゃーかー　すかま。 2○

【名詞】雑なこと、大雑把なこと、また

そのような人。【例】まーぬ　てぃじゃ

ーかー　あすな（余りいい加減なこと

をするな）。

てぃじゅー [tiʑuː] 【形容詞】［B］経

済力のある（家）。 【例】かまぬ　やー
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てぃだ

や　やぐみ　てぃじゅー　きない（向

こうの家は非常に経済力のある家だ）。

てぃだ [tida]【名詞】［C］太陽。【例】

てぃだぬ　ぬーい（日が昇る）。てぃだ

ぬ　あがい（日が昇る）。てぃだぬ　い

ーん（日がしずんでいない）。てぃだ　

いーりー　っふぁふ　なりにゃーん　

（太陽が沈んで暗くなった）。にんぎん

な　てぃだやぐみぬ　まか（人の一生

はお天道様の思し召し次第だ）。あがい

　てぃだがなす（お天道様［＞池間の

主］）。んま　てぃだがなす（お月様［＞

池間の主の奥さん］）。

てぃだい [tidai] 【動詞】［母音語幹］

［C］（人に食事などを）奢る、物をあげ

る、賄賂を与える。 【例】まーぬ　ひ

とぅんかいや　むぬーぎゃー　てぃだ

いな（あまり人に物をあげるな）。んき

ゃーんな　しーしーんたんかいどぅ　

うんそぅく　むぬー　てぃだいー　う

たい（昔は先生によく付け届けをして

いた）。

てぃだい [tidai] 【名詞】［C］贈り物、

賄賂。 【例】たんにんぬ　しーしーん

かい　てぃだい　あす（担任の先生に

賄賂をする）。

てぃだいびとぅ [tidaibitu] 【名詞】

気前がいいひと。 【例】からー　やぐ

み　てぃだいびとぅ（彼はとても気前

がいい）。

てぃだななつ [tidananatsɨ] 【名詞】

〘祭礼〙御嶽に行く時間帯（午後４時ご

ろ）。 【例】じょー　てぃだななつ　

なりゅーば　うたきんかい（4 時頃だか

ら御嶽に行こう）。てぃだななつん　な

いてぃがー　ぱーたー　うたきん　そ

ぅるい　うたい（午後 4 時ごろになる

と、おばあさんたちは御嶽にそろって

いた）。

てぃっゔぁん [tivvan] 【動詞活用

形】動詞「ちゅー」の否定形。［類］て

ぃっゔぃん。

てぃっゔぃ [tivvi] 【動詞】［母音語

幹］［C］（渡すために）投げる、（すて

るために）放る。 【例】うまんかい　

ひらう　てぃっゔぃる（こっちにへら

を放れ）。［類］ちゅー。

てぃっゔぃ [tivvi] 【動詞活用形】動

詞「ちゅー（投げる、放る）」の連用形

および命令形。 ［類］てぃっゔぃる。

てぃっゔゃーがらーす [tivv-
jaːɡaraːsɨ] 【動詞】［s/h 語幹］放り投げ

る、すてる。 ［変異］てぃっゔゃーが

らす、てぃっゔゃがらーす、てぃっゔゃ

がらす。［類］てぃっゔぃーすてぃ。

てぃっゔゃーがらす [tivv-
jaːɡarasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］放り投

げる、すてる。 ［変異］てぃっゔゃー

がらーす、てぃっゔゃがらーす、てぃっ

ゔゃがらす。［類］てぃっゔぃーすてぃ。

てぃっゔゃがらーす [tivv-
jaɡaraːsɨ] 【動詞】［s/h 語幹］放り投

げる、すてる。 ［変異］てぃっゔゃー
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てぃっゔゃがらす

がらーす、てぃっゔゃーがらす、てぃっ

ゔゃがらす。［類］てぃっゔぃーすてぃ。

てぃっゔゃがらす [tivvjaɡarasɨ]
【動詞】［s/h 語幹］放り投げる、すてる。

［変異］てぃっゔゃーがらーす、てぃ

っゔゃーがらす、てぃっゔゃがらーす。

［類］てぃっゔぃーすてぃ。

てぃなー [tinaː] 【名詞】［C］魚の一

本釣り、手縄。 【例】てぃなーや　ひ

ー　っぞぅー　つー（一本釣りで魚を

釣る）。

てぃぬ [tinu] 【助詞】〘接続助詞〙引

用表現を名詞修飾表現にする、「との」、

「という」［「てぃー＋ぬ」であるが通常

「てぃー」は「てぃ」と発音される］；「～

としての」。【例】なうてぃぬ　ばーが

（どういうことだ）。からー　つむたみ

　やいば　つむでぃてぃぬ　くとぅー

　にゃーん（彼は冷静な人だから怒る

ということはない）。やーまんな　おも

とだけてぃぬ　たかやまぬどぅ　あい

（八重山には於茂登岳という高い山があ

る）。あてぃがー　っゔぁー　いかいん

てぃぬ　ばーな（じゃあ、お前はいけ

ないというのか）。まさいや　くとぅす

んな　そつぎょー　あすがまたてぃぬ

　くとぅな（マサイは今年には卒業す

るということですか）。こーちょーてぃ

ぬ　はなっそぅ　あすたい（校長とし

ての話をした［＜挨拶した］）。あざちょ

ーてぃぬ　くとぅーひー　うぐなーい

んかい　いでぃたい（字長として集会

に参加した［＜字長ということで］）。　

てぃび [tibi] 1○【名詞】［A］お尻。【例】

やーんな　てぃびゃー　つかん（家に

は尻をつかない［＞落ち着きなくいつ

も外に出歩く］）。 2○【名詞】［A］後ろ;

（家の）裏、後ろ、後方、（鍋の）底。【例】

てぃび　にー（積み荷が後ろの方が重

くバランスが良くないこと）。てぃびん

かいぬ　ふつ（後ろ向き）。つんぬ　て

ぃびゃー　まいや　ひー　つー（服を

後ろを前にして着る）。てぃびんかいど

ぅ　はーかい（一歩前進二歩後退）。て

ぃびゅーぎゃー　みーだ　まいゆたー

な　みー　あいき（うしろは見ないで

前だけ見て歩きなさい）。やーぬ　てぃ

びんどぅ　かふーぬ　あい（家の裏に

家庭菜園がある）。なびぬ　てぃびぬ　

んーぬ　とぅい　ふぁう（鍋の底の芋

を取って食べる）。

てぃび　ふっず [tibi fuzzɨ]【成句】

［zz/dd 語幹］他人の気に障ることを言っ

たり、したりする。 【例】からー　む

いとぅぬ　てぃび　ふっずんまり（あ

いつやたらと悪さをするやつだ）。っゔ

ぁー　なうばいぬ　ひとぅぬ　てぃび

　ふっじゃが（お前は何でそんなに人

の気に障ることを言うのか［＜どんな、

ひとの気に障る人なのか］）。［類］てぃ

び　ふっでぃ、ばた　ふっず。

てぃび　ふっでぃ [tibi fuddi]【成

句】［母音語幹］他人の気に障ることを

言ったり、したりする。 ［類］てぃび
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てぃびがる

　ふっず、ばた　ふっず。

てぃびがる [tibiɡaru] 1○【名詞】腰の

落ち着かない人、尻軽。 【例】てぃび

がる　みどぅん（尻軽女）。 2○【形容詞】

腰の落ち着かない。【例】くぬ　みどぅ

んがどぅ　てぃびがるかい（この女の

方が尻軽だ）。

てぃびぐー [tibiɡuː] 【名詞】お尻。

【例】かぬ　みどぅんぬ　ほぅてぃびぐ

ーゆ　みーみーる（あの女の人の大き

なお尻を見てみなさい）。

てぃびぐーぶに [tibiɡuːbuni] 【名

詞】坐骨。 【例】てぃびぐーぶにゃー

　ぶりーにゃーん（座骨を折った）。

てぃびたい [tibitai]【名詞】臀部、お

尻からっ太ももの部分。 【例】ほぅて

ぃびたい（大きなお尻）。

てぃびぬ　つーふぁやがま
[tibinu tsɨːfajaɡama]【成句】末っ子［豚

の子で一番小さい子（末っ子）は一番

後ろの乳を飲むため。人間でも末っ子

が最後の母乳を飲むことから末っ子の

こともさす］。【例】てぃびぬ　つーふ

ぁやがまー　あまいふだー（末っ子は

よく甘える）。

てぃびぬん [tibinun]【名詞】お尻の

穴：お尻。 ［類］ちびるん、ちびぬん、

ちーるん、ちーぬん、てぃびるん、てぃ

ーるん、てぃーぬん。

てぃびふきゃ [tibifukja]【名詞】や

ったことを学ばず次の実行に生かせな

い人、後始末の悪い人。 ［変異］てぃ

びほぅきゃ。

てぃびふぎゃ [tibifuɡja]【名詞】や

ったことを学ばず次の実行に生かせな

い人、後始末の悪い人。 ［変異］てぃ

びほぅぎゃ。

てぃびふちゃ [tibifutɕa]【名詞】や

ったことを学ばず次の実行に生かせな

い人、後始末の悪い人。 ［変異］てぃ

びほぅちゃ。

てぃびふっでぃむぬ [tibifud-
dimunu] 【名詞】（鍋の底に）へばりつ

いた食べ物。 【例】なびぬ　そぅくぬ

　てぃびふっでぃむぬーぎゃー　くる

ずてぃどぅ　あい（鍋の底の残り物の

ことをクルズと言う）。

てぃびほぅぎばーき [tibi-
huɡibaːki] 【成句】後ろの穴の開いた

竹籠　［稼ぎはするが浪費が強いこと

のたとえに使う］。【例】てぃびほぅぎ

ばーきんな　みっじゃ　たまらん（竹

籠には水は溜まらない）。うぬきゃが　

っざー　てぃびほぅぎばーき　やいば

　なんとぅが　うやきんな　ならいん

（彼らの父親は稼ぐが浪費癖があるので

全然裕福にはなれない）。

てぃびほぅきゃ [tibihukja]【名詞】

やったことを学ばず次の実行に生かせ

ない人、後始末の悪い人。 ［変異］て

ぃびふきゃ。［類］てぃびほぅぎゃ、て

ぃびほぅちゃ。
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てぃびほぅぎゃ

てぃびほぅぎゃ [tibihuɡja]【名詞】

やったことを学ばず次の実行に生かせ

ない人、後始末の悪い人。 ［変異］て

ぃびふぎゃ。［類］てぃびほぅちゃ、て

ぃびほぅきゃ。

てぃびほぅちゃ [tibihutɕa]【名詞】

やったことを学ばず次の実行に生かせ

ない人、後始末の悪い人。【例】うりゃ

ー　てぃびほぅちゃ　やいば　いつが

みまい　うむくとぅー　いでぃん（彼

は前にやったことを学習しないからい

つまでたっても知恵がつかない）。［変

異］てぃびふちゃ。［類］てぃびほぅぎ

ゃ、てぃびほぅきゃ。

てぃびゃー　つかん [tibjaː
tsɨkan] 【成句】居座らない、落ち着

いていない。 【例】いそぅがすかいが

がら　うぬ　みどぅんな　やーんな　

てぃびゃー　つかん（忙しいのかその

女性は家には落ち着いていない）。

てぃびゃーい [tibjaːi] 【名詞】後ろ

から、一緒に。 【例】やらびゃー　い

つまい　んまぬ　てぃびゃーい　まー

い（子供はいつも母親の後ろについて

まわる）。［変異］てぃびゃーうい。

てぃびゃーうい [tibjaːui] 【名詞】

後ろから、一緒に。 ［変異］てぃびゃ

ーい。

てぃびゃーまい [tibjaːmai]【成句】

後ろにあるべきものが前に来ているこ

と、後ろ前。 【例】っゔぁが　つんぬ

　つーかたー　てぃびゃーまい（あな

たの服の着方は後ろ前だ）。

てぃびゅー　ほぅがす [tibjuː
huɡasɨ] 【成句】秘密をばらす、秘密が

ばれる。【例】まーぬ　てぃびゅーぎゃ

ー　ほぅがすな（そんなすぐばれる嘘

を言うな［＞見え透いた嘘をつくな］）。

っゔぁが　てぃびゃー　いつまい　ほ

ぅがはいどぅーい（お前の嘘は見え透

いている）。

てぃびら [tibira] 【名詞】［C］手のひ

ら。

てぃびるん [tibirun] 【名詞】お尻の

穴；お尻。 ［類］ちびるん、ちびぬん、

ちーるん、ちーぬん、てぃびぬん、てぃ

ーるん、てぃーぬん。

てぃふず [tifuzɨ]【名詞】［C］手首。

［変異］てぃーふず。

てぃまー [timaː]【名詞】［C］手間賃。

【例】ひでぃまー（日当）。ひでぃまー

びとぅ（日当で働く人）。たかだい　で

ぃまー（高い賃金）。

てぃまーぶい [timaːbui]【名詞】手

間賃での稼ぎ。

てぃまさり [timasari] 【名詞】器用

（な人）。 ［類］てぃまさりゃ。

てぃまさりゃ [timasarja]【名詞】器

用（な人）。 【例】むぬちゅふー　じゃ

うず　てぃまさりゃ（物を作るのが上

手なひと、器用な人、あるいはそのこ

と）。［類］てぃまさり。
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てぃむちゃー

てぃむちゃー [timutɕaː] 【名詞】て

きぱき仕事ができない人、仕事が遅い

人。 【例】かりゃー　てぃむちゃー　

やいば　すかまー　ぬーがらん（彼は

仕事が遅いから仕事がはかどらない）。

てぃらじゃ [tiraʑa]【名詞】［C］〘貝〙

巻貝の一種。 【例】てぃらじゃぬ　み

ーゆ　とぅい（巻貝の身を取る）。

てぃん [tin]【名詞】［A］天。【例】て

ぃんぬ　んﾟむまい　きーぬ　んﾟむま

い　ゆぬ　んﾟむ（天の雲も木の蜘蛛も

同じ「くも」だ）。てぃんぬ　あかぶす

（金星）。

でぃん [din]【名詞】［B］お金。 【例】

ばー　でぃんな　にゃーん（私は金が

ない）。でぃんぬ　まうきが（金を稼ぎ

に（行こう））。でぃんふぁや（金のかか

る人）。かりゃー　ばくちゃーひー　で

ぃんな　はーさ　うどぅきーにゃーん

（彼はばくちで大金をなくした）。ばくち

ゃー　ひー　でぃんぬ　まうきかたう

　ならーひー　ふぃーさまてぃ（ばく

ちでお金を儲ける方法を教えてくださ

い）。

てぃんくーとぅんま [tiŋkuː-
tumma]【副詞】全然。【例】でぃんな

　てぃんくーとぅんま　むちゃん（お

金は全然持っていない）。

でぃんぐり [diŋɡuri]【名詞】両替す

ること、金回りが厳しいこと。【例】ぎ

んこーんきー　でぃんぐり　ほぅでぃ

（銀行に行って両替しよう）。

てぃんじゃう [tinʑau]【名詞】天井。

【例】てぃんじゃうゆ　みーる（天井を

みなさい）。んきゃーんな　てぃんじゃ

うから　さぐなう　さぎー　みっじゃ

　ばかほぅーたい（むかしは　天井か

らほら貝を下げて水を沸かしていた）。

てぃんたうがなす [tintauɡanasɨ]
【名詞】天の神様。 【例】にんぎんぬ　

んぬっちゅ　てぃんたうがなすぬ　ま

か（人間の命は天の神様のみぞ知る［＜

神様しだいだ］）。

てぃんど [tindo] 【接尾辞】動詞基本

形について伝聞を表す、～そうだ、～ら

しい　［動詞は省略することができる］。

［変異］てぃんどー。

てぃんどー [tindoː]【接尾辞】動詞基

本形について伝聞を表す、～そうだ、～

らしい　［動詞は省略することができ

る］。【例】かりゃー　きゅーや　うつ

なーんかい　てぃんどー（彼は、今日

は沖縄に行くらしい）。［変異］てぃん

ど。［類］ちゃ。

でぃんぬ　たにゃー　にゃ
ーん [dinnu tanjaː njaːn]【成句】お金

は直ぐになくなる　［＜お金の種はな

い］。【例】ぱちんこんかい　いつてぃ

がー　でぃんぬ　たにゃー　にゃーん

（パチンコに行くと直ぐにお金がなくな

る）。

てぃんぬたか [tinnutaka]【名詞】天

の高さ。 【例】でぃんな　てぃんぬた
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てぃんばう

か　ありーどぅー（お金は天の高さほ

どある（＞たくさんある））。

てぃんばう [timbau] 【名詞】虹。

【例】あみがまぬ　っふぃー　てぃんば

うぬ　いじゅー（小雨が降って降って

虹が出ている）。

てぃんぱな [timpana] 1○【名詞】お

てんば。 【例】かぬ　てぃんぱなー　

むぬいかいばならん（あのおてんばは

よくしゃべる）。 2○【形容詞】おてんば

な、おてんばだ。【例】かぬ　てぃんぱ

な　みどぅんな　いばいかいば　なら

ん（あのおてんば女はよく威張る）。

てぃんびー [timbiː] 【名詞】女性の

自慰行為。

でぃんびつ [dimbitsɨ] 【名詞】博打。

【例】でぃんびっちゅぎゃー　ほぅん

（博打はしない）。

てぃんぷら [timpura] 【名詞】天ぷ

ら。昔は天ぷらの衣だけをあげていた

が、最近は魚の天ぷらなども指す。

てぃんまら [timmara] 【名詞】自慰

行為。 【例】てぃんまらーひー　しる

ー　いだす（自慰行為で精液を出す）。

テント [テント]【名詞】［C］ビニール

シート［キャンプなどで使うものでは

ない。米軍からの払い下げのテントを

地面に敷くビニールのようにして使っ

た。「あーったつばう」を使って粟の殻

などを取るときに使う］。
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と

とー [toː] 【感動詞】終わり、十分とい

う掛け声。 【例】んめ　とーとー、さ

きゅーぎゃー　んめ　つがだうり（も

う十分、酒をもう注がないでくれ）。

どー [doː] 【終助詞】相手が知らないと

思えることを述べる終助詞、「よ」、「だ

よ」。 【例】うらー、あらんどー（それ

は違ってるよ）。ばが　はなっさ　うさ

きひー　うわいどー（私の話はこれで

終わりだよ）。ひとぅんかい　てぃーゆ

ぎゃー　にゃーらんどー（人に手を出

して（叩いて）はいけないよ）。

とう [tou] 【名詞】［C］〘地名〙唐、中

国のこと。 ［変異］たう。

とぅ [tu] 【助詞】〘格助詞〙共同格を表

す、「と」。 【例】ういとぅ　くいとぅ

ー　ゆぬむぬ（それとこれとは同じだ）。

うぬきゃが　ふたーいや　いつまい　

いんとぅ　まゆ（彼ら二人はいつも犬

猿の仲だ）。

どぅ [du]【助詞】〘焦点助詞〙（名詞＋助

詞、動詞連用形、形容詞語幹、形容詞 +

フ、副詞、述語としての名詞について）

焦点や強調を示す。【例】ういがどぅ　

んながーんな　じゃうかい（それが一

番いい）。ばー　ういびとぅ　ふたーい

ぬ　からがいゆどぅ　ひーゆー（私は

年寄り二人の面倒を見ている）。ういま

いどぅ　じゃうかい（それもいい）。か

らー　んなま　すかまう　ひーどぅー

　［＜　ひーどぅ　うい］（彼は今しご

とをしている）。ばが　とぅっじゃ　ば

かかいきゃー　あぱらぎどぅ　あたい

（私の妻は昔はきれいだった）。ばが　ば

きだまー　んーなんつきゃー　はーさ

ふだー（私の分け前はほかの人より多

い［はーさふだー　＜はーさふどぅ　

あい］）。A：かまんな　たるがどぅ　う

い？　 B：かにがどぅ　うい（A：向こ

うには誰がいるの？　 B：カニ（人名）

がいる）。はやまりどぅ　いかだかー　

ならん（早めに行かないといけない）。

ばが　っざー　いんしゃーどぅ　あた

い（私の父親は漁師だった）。んまむぬ

まいだーい［＜　んまむぬまい＋どぅ

＋あい］（うまくもぞある　＞　うまい

なあ）。

どぅ [du] 【成句】「どぅー（焦点助詞

「どぅ」＋「うい」）」の変異形、前に付く
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どぅ

動詞連用形が長音になるときは「どぅ

ー」でなく、「どぅ」になることも多い。

【例】ぬーまん　ひんがい　つむー　

だりーどぅ（馬に逃げられて気落ちし

ている［＜つむー　だりーどぅー］）。

とぅー [tuː] 【名詞】［A］〘数詞〙十。

とぅー [tuː] 【動詞】［b 語幹］［A］飛

ぶ。 【例】たっゔゃー　ゆなかどぅ　

とぅー（蛍は夜中に飛ぶ）。とぅいぬ　

とぅー（鳥が飛ぶ）。

とぅー [tuː]【名詞】［C］海洋、大海原。

【例】ふにゃー　とぅー　ほぅとぅー

んかい　いでぃたい（船は大海原に出

た）。［類］とぅなか。

とぅー [tuː] 【助詞】〘接続助詞〙節を

取って条件節を作る、「と」、「たら」、「れ

ば」、「なら」［事実条件「～てみると」も、

仮定条件も可能、「もし～たら；節を取

って名詞節を作る、「～の」。【例】んみ

ゃひー　でぃんぬ　あいとぅー　みゃ

ーっさひー　うらいたいはず（もっと

お金があったら楽に暮らせたはずだ）。

かまぬ　かどぅー　まがいとぅー　ま

っちゃぬ　あいば　かうゆ　かいー　

んみゃてぃ（あそこの角をまがったら

店がありますから、お香を買ってきて

ください）。すとぅむてぃ　うきとぅー

　すぐ　ぬーまぬ　っさ　かいが（朝

起きたら直ぐに馬の草刈りに（行く））。

ばが　つふとぅー　かいどぅ　あたい

（私が聞いたのはこうだった）。しーしー

たが　あいとぅー　あいや　あらんち

ゃ（先生たちが言うにはそうじゃない

って）。［類］てぃがー、そぅー。

どぅー [duː]【代名詞】［C］自分［コン

テクストにより話者（単数、複数）、相

手（単数、複数）をさすことができる。

他の代名詞と異なり、属格、主格は「ぬ」

を取る］通常聞き手も含む。聞き手を

含まないときは「ばんてぃ、ばんた」が

使われる。 【例】どぅーぬ　すま（我

々の村［聞き手も含む］）。どぅーぬ　

やー（私たちの家［家族同士で話すと

き］）。どぅーぬ　ほぅだかー　たるが

どぅ　あすがまた。（我々がやらなけれ

ば誰がやるのか）。やらび　つかいや　

どぅー　つかい（子供使いは自分使い

［＜能力のない物に仕事を任せると責任

は自分に回ってくる］）。

どぅー [duː] 【名詞】［C］体格、体。

【例】ほぅどぅー（大きな体格）。ういび

とぅなりー　どぅーや　かなーん（年

取って身体は思うように動かない）。き

ゅーや　あみゃー　っふぃー　どぅー

　ぶがりむぬ（今日は雨が降って体が

だるい）。どぅーや　むつじゃうず　

あっそう（体の管理はしっかりしなさ

い）。

どぅー [duː] 【接尾辞】（ほかの土地と

の）距離、間。【例】いらうどぅー（池

間と伊良部との間）。たらまどぅー（自

分たちの村と多良間との間［遠いこと

の比喩に使う］）。っさらどぅーゆ　か

ゆー（西原と平良の間を通う）。ぶとぅ
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とぅーい

ぬ　はたらっちゅぎゃー　ばらいどぅ

　ふぁう、っふぁぬ　はたらっちゅぎ

ゃー　なきどぅ　ふぁう、んまがぬ　

はたらっちゃ　たらまどぅー（旦那の

働きは笑って食べる。息子の働きは泣

いて食べる。孫の働きは多良間との距

離［＞遠い未来のことであてにならな

い］）。

とぅーい [tuːi]【動詞】［r/rr 語幹］［C］

（道を）通る。 【例】ひとぬ　とぅーい

　んっちゅぎゃー　つっじゃん（人の

通る道はさえぎらない）。かまらすかい

ば　なうばいぬ　んまむぬまい　ぬど

ぅー　とぅーらん（かなしくて、どん

なおいしいものも喉を通らない）。

とぅーい [tuːi] 【名詞】［C］燈火、ラ

ンプ。 【例】とぅーいぬ　さうず（ラ

ンプの掃除）。

とぅーか [tuːka] 【名詞】［A］〘数詞〙

十日。 ［変異］とぅか。

とぅーかす [tuːkasɨ] 【動詞】貫通さ

せる、貫く。 【例】いーひー　いちゃ

う　とぅーかす（錐で板を貫通させる）。

やまー　とぅーかひー　とんねるー　

ちゅっふ（山を貫通させてトンネルを

つくる）。［類］とぅーつ、とぅーす。

どぅーかつ [duːkatsɨ]【名詞】自分自

身の垣、自分自身を守るもの。【例】で

ぃんな　にんぎんぬ　どぅーかつ（お

金は人間を守るものだ）。

とぅーきみん [tuːkimin]【成句】良

く聞こえる耳（の人）、地獄耳。【例】か

ぬ　ういびとぅぬ　みんな　やぐみ　

とぅーきみん　やいば　なうばいぬ　

みそぅか　むぬいがまうまい　つふど

ぅす（あの年寄りの耳はよく聞こえる

のでどんなひそひそ話でも聞きとる）。

どぅーぐり [duːɡuri]【形容詞】気ま

ずい。 【例】うるー　つふむぬー　ど

ぅーぐりかいばならん（それを聞くこ

とは気まずくてならない）。かりゃー　

どぅーぐりんまり（彼はやり難い奴だ）。

かいんかいや　どぅーぐりかいば　む

ぬっじゃいん（彼には気まずい思いが

あるので喋り難い）。

どぅーじゅー [duːʑuː]【形容詞】体

が丈夫な、体が丈夫だ、体力がある。

【例】かりゃー　やぐみ　たや　どぅー

じゅー　びとぅ（彼は力の強い強健な

身体の持ち主だ）。

とぅーす [tuːsɨ]【動詞】［s/h 語幹］［C］

（穴を）あけて貫通させる（穴に糸など

を）通す。 【例】うまん　あなう　あ

きー　とぅーす（ここに穴を開けて貫

通させる）。はいぬ　みーんかい　いと

ぅー　とぅーす（針の穴に糸を通す）。

［類］とぅーつ、とぅーかす。

とぅーずき [tuːzɨki]【動詞】［母音語

幹］届ける、（願いなどが）届く、伝わ

る。 ［変異］とぅーずふ、とぅーずつ。

どぅーすたい [duːsɨtai]【形容詞】気

だるい。 【例】きゅーや　どぅーすた
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とぅーずつ

いかいば　ならん（今日は気だるくて

しかたがない）。

とぅーずつ [tuːzɨtsɨ]【動詞】［k 語幹］

届ける、（願いなどが）届く、伝わる。

【例】くるー　ばが　っふぁんかい　と

ぅーずきー　ふぃーさまてぃ（これを

私の子供に届けて下さい）。きゅーぬ　

にがいや　かんがなすんかい　とぅー

ずきーどぅー（今日の祈願は神様に届

いている）。［変異］とぅーずふ。［類］

とぅーずき。

とぅーずふ [tuːzɨfu]【動詞】［k 語幹］

届ける、（願いなどが）届く、伝わる。

［変異］とぅーずつ。［類］とぅーずき。

とぅーずん [tuːzɨn]【名詞】石油ラン

プの芯、（ダイナマイトの）信管。【例】

だいだまぬ　とぅーずんかい　うまっ

ちゅ　つきー（ダイナマイトの信管に

火をつける）。

とぅーつ [tuːtsɨ]【動詞】［k 語幹］［C］

（穴を）あけて貫通させる；（穴に糸など

を）通す。 ［変異］とぅーふ。［類］と

ぅーす、とぅーかす。

とぅーふ [tuːfu]【動詞】［k 語幹］［C］

（穴を）あけて貫通させる；（穴に糸など

を）通す。 ［変異］とぅーつ。［類］と

ぅーす、とぅーかす。

どぅーむつ [duːmutsɨ] 【名詞】自己

管理能力。 【例】どぅ－むつ　じゃう

ず　びぃとぅ（自己管理が上手な人、世

渡り上手）。どぅーむつ　っちゃー　っ

さん（体の管理の仕方を知らない［「っ

ちゃー」は「方法」を意味する接尾辞］）。

かりゃー　いつまい　さきゃー　ぬみ

ー　どぅーむつっちゃー　っさん（彼

はいつも酒を飲んで自己管理の仕方を

知らない）。

どぅーやす [duːjasɨ] 【形容詞】安易

な、容易な；身軽な。 【例】うい　あ

っさ　どぅーやすむぬ（それをやるこ

とは簡単なことだ）。どぅーやす　びと

ぅ（すぐ機敏に動く人）。どぅーやす　

すかま（簡単な仕事）。

とぅい [tui]【動詞】［r/rr 語幹］［C］（連

用形は「とぅい」または「とぅり」）、（も

のを）取る、（他人のものを）盗む、（魚

や貝を）採る、（席を）とる。 【例】う

るー　とぅらでぃ（それを取ろう）。う

りゅーぎゃー　かまんかい　とぅいー

　ゆっじゃし（これは向こうに取って

寄せろ）。なまっそぅ　とぅいー　ふぁ

い（刺身を取って食べなさい）。たかう

　とぅい（鷹を捕獲する）。つくえぬ　

あーぎぬ　むぬー　とぅいくー（机の

上のものを取ってこい）。ひとぅぬ　む

ぬー　とぅいや　ならん（人のものを

盗ってはいけない）。しな　とぅいが　

まうきゃーいんかい　いかでぃ（はま

ぐりを取りに前の海（大浦湾）に行こ

う）。ばが　たまうまい　びーどぅくま

う　とぅい　うっきゅーき（私の分も

席を取っておけ）。

とぅい [tui]【動詞】［r/rr 語幹］［C］（連
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とぅい

用形は「とぅい」または「とぅり」）（写

真を）撮る。 【例】しゃしんぬ　とぅ

い（写真を撮る）。あてぃ　うどぅるっ

ちゃーひー　まずむぬん　たまっさ　

とぅらいーにゃーん（余りにもびっく

りして幽霊に魂を抜き取られた）。

とぅい [tui] 【名詞】［B］干支。 【例】

くとぅすぬ　とぅいや　なうどぅ　あ

た（今年の干支は何だった）。

とぅい [tui]【名詞】［B］鳥。【例】び

きどぅい（雄鶏）。みーどぅい（雌鶏）。

にぶいどぅい（寝ぼけた鶏［＞間違っ

て時を告げる鶏］）。とぅいぬ　はにが

い（鳥の翼）。とぅいぬ　すー　やーが

ま（鳥の巣の様な小さな家）。

とぅいかいす [tuikaisɨ]【動詞】［s/h

語幹］取り返す。 【例】ばかーいーや

ー　むぬー　とぅいかいす（奪われた

ものを取り返す）。

とぅいがますだしゃ [tuiɡamasɨ-
daɕa] 【名詞】〘貝〙タイラギ貝。

とぅいしゃう [tuiɕau]【名詞】スケ

ベな人。

とぅいたいつき [tuitaitsɨki]【動詞】

［母音語幹］（人、動物や物を）取って投

げる。 【例】ばー　べんきょーや　あ

すっふぁにゃーんば　ほぅんぬぎゃー

　とぅいたいつきすてぃる（俺は勉強

なんかしたくないから本なんか放りす

ててくれ）。

とぅいてぃっゔぃ [tuitivvi] 【動

詞】取って投げる。 【例】はくほーや

　ことしょーぎくー　とぅいてぃっゔ

ぃー　すてぃーにゃーん（白鵬は琴奨

菊を取って投げた）。

とぅいどぅくま [tuidukuma] 【名

詞】取り柄。 【例】かりゃー　とぅい

どぅくまー　にゃーん（彼は取り柄が

ない）。

とぅいはっじゃつ [tuihaʑʑatsɨ]
【動詞】［k 語幹］取り損なう。 【例】と

ぅいはっじゃきーにゃーん（取りそこ

なった）。［変異］とぅいはっじゃふ。

とぅいはっじゃふ [tuihaʑʑafu]

【動詞】［k 語幹］取り損なう。 ［変異］

とぅいはっじゃつ。

とぅいまい [tuimai]【名詞】取り分、

分け前。 【例】ばが　とぅいまいや　

にゃーん（私の取り分はない）。［類］た

ま、ばきだま、っじだま。

とぅいまつ [tuimatsɨ] 【名詞】鳥の

舞う群れ。 【例】とぅいまつぬ　すた

んどぅ　かっちゅー　うい（鳥の舞う

群れの下にカツオはいる）。

とぅいまやーす [tuimajaːsɨ] 【動

詞】取って（宙に浮かせて）投げる。

【例】はくほーや　ことしょうぎくー　

とぅいまやーひーにゃーん（白鵬は琴

奨菊を取って投げた）。とぅいまやーは

いにゃーん（取って投げられた）。
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とぅいみ

とぅいみ [tuimi] 【名詞】［A］鳥目、

夜盲症、夜盲症の人。 【例】とぅいみ

ゃー　ひー　ゆなかー　むぬー　みー

らいん（夜盲症で夜中はものが見えな

い）。とぅいみんな　ゆなかー　むぬー

　みーらいんちゃ（夜盲症には夜中に

は物が見えないんだって）。

とぅいむす [tuimusɨ]【名詞】抱卵中

の鶏につく小さな虫。 【例】とぅぬか

う　すだほぅー　とぅいんな　とぅい

むすぬどぅ　つふ（卵を抱いている鶏

には虫がつく）。

とぅか [tuka] 1○【名詞】［B］（名詞の）

決めた通り、やる通り、次第；「動詞

基本形＋ぬ/が（どぅ）＋とぅか」の形

で、～の方がいい。 【例】かんぬ　と

ぅかどぅ　ひらいー（神様の決めた通

りにやる）。うらー　っゔぁが　とぅか

（それは　あなた次第）。ふにひー　い

つんつきゃー　ひこーきひー　いつが

どぅ　とぅか（船で行くより飛行機で

行く方がいい）。 2○【名詞】［A］「とぅ

か」の前に「動詞否定形＋「が」または

「ぬ」」がついて「～ない方がいい」とい

う意味を表す［「が」「ぬ」は省略も可。

さらに「がどぅ　とぅか」、「ぬどぅ　と

ぅか」でもよい。］。【例】あいぬ　くと

ぅーぎゃー　っさんが　とぅか（そん

なことは知らぬ方がいい）。ふぁーんが

　とぅか（食べない方がいい）。

とぅか [tuka] 【名詞】［A］〘数詞〙十

日。 ［変異］とぅーか。

とぅが [tuɡa] 【名詞】［C］咎、罪。

【例】かりゅーぎゃー　んみつな、かい

んな　なうぬ　とぅがまい　にゃーん

（彼を叱るな、彼には何の罪もない）。

とぅがい [tuɡai] 【名詞】［C］岬、土

地の先端部分。 【例】かまぬ　とぅが

いん　っぞぅー　つーたい（向こうの

岬で魚を釣った）。んなー　っしぬ　と

ぅがいんどぅ　はーさ　うい（サザエ

はリーフの先端にたくさんいる）。

とぅがい [tuɡai] 1○【動詞】［r/rr 語幹］

［C］尖がる。 ［類］とぅんず、とぅん

でぃ。 2○【動詞】［r/rr 語幹］［C］（角、釘

などが中から）突き出る、（乳房、お尻、

目玉など体の部分が）外に出る。［類］

とぅんず、とぅんでぃ。

とぅがい [tuɡai] 1○【動詞】［母音語幹］

［C］尖がる。［類］とぅんず、とぅんで

ぃ。 2○【動詞】［母音語幹］［C］（角、釘

などが中から）突き出る、（乳房、お尻、

目玉など体の部分が）外に出る。［類］

とぅんず、とぅんでぃ。

とぅかきん [tukakin]【名詞】〘魚〙イ

ソマグロ。【例】んﾟぬ　とぅかきんぬ

　っちゃいー　うたい（昨日、イソマ

グロが釣れた）。きたてぃ　がばー　と

ぅかきん（とても大きな磯マグロ）。

とぅかさうずばり [tukasauzɨbari]
【名詞】〘祭礼〙生後 10 日頃の魔除、出

産祝い。 ［類］さうずばり。
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とぅがん

とぅがん [tuɡan]【動詞】［m 語幹］［C］

咎める、非難する。 【例】ひとぅーぎ

ゃー　まーぬ　とぅがまん（他人をあ

まり非難してはならない）。ばいさう　

あすてぃがー　っふぁんまがたーひー

まい　とぅがまいどぅす（悪事を働い

たら子孫代々まで非難される）。

とぅかんてぃ [tukanti] 【名詞】〘祭

礼〙出産祝（出産後 10 日目頃に行う）。

とぅきゃ [tukja] 【名詞】［C］時。

【例】なんあらとぅきゃんな　いんかい

や　いかん（波の荒いときには海には

行かない）。あみふーどぅきゃ（雨降り

の時）。いつとぅきゃ（行く時）。すん

とぅきゃ（死ぬとき）。やらびぬ　なつ

たい　とぅつんな　ぎっじゃ　ひらい

ん（子供が泣いた時にはどうしようも

ない）。［類］とぅつ。

どぅきゃ [dukja]【名詞】［C］生まれ

つき皮膚の白い人、アルビノ。【例】ど

ぅきゃびとぅー　っそぅびとぅ（アル

ビノの人は白い）。

とぅくっとぅ [tukuttu] 【名詞】静

かにしていること、おとなしくしてい

ること。【例】うぬびき　やらびゃー　

とぅくっとぅぎゃー　ほぅん（この男

の子はおとなしくしていられない）。と

ぅくっとぅーひー　びじー　うり（静

かに座っておけ）。

とぅくぬ [tukunu] 【名詞】［B］土地、

敷地。 【例】やーふつどぅくぬ（家を

建てる土地）。

と ぅ く ぬ だ み 　 に が い
[tukunudami niɡai] 【名詞】〘祭礼〙家

屋敷を繁盛させるための祈願。

とぅす [tusɨ]【名詞】［B］砥石。【例】

いすぬまらー　とぅすんまい　ないど

ぅす（土が硬くなり石になったものは

砥石にもなる）。とぅすひー　っざらう

　とぅず（砥石で鎌を砥ぐ）。

とぅす [tusɨ] 【名詞】［B］年齢、年。

【例】とぅっさ　いふつ（年齢はいくつ

か）。とっそぅ　くい（年を超える）。と

ぅすかず　はだかず（年年歳歳）。とぅ

っさ　とぅいー　ういびとぅ　なりー

どぅー（年を取って年寄りになってい

る）。

とぅず [tuzɨ] 【名詞】［A］妻。 【例】

さつぬ　とぅず（先妻）。とぅっじゅ　

とぅみー（妻を探す＞結婚する）。ばー

　とぅっじゃ　みーん（私は妻はいな

い＞独身です）。とぅずとぅみゃー　ひ

ー　うい（結婚相手を探している）。

とぅず [tuzɨ] 【動詞】［g 語幹］［C］研

ぐ。 【例】っざらう　とぅすひー　と

ぅず（鎌を砥石で研ぐ）。

とぅず [tuzɨ] 【名詞】［C］刺。 【例】

さるかぬ　とぅず（サルカの刺）。

どぅす [dusɨ]【名詞】［C］友達。【例】

んﾟぬ　すーたい　どぅっそぅ　やーん

かい　さーりったい（昨日知り合った

友達を家に連れてきた）。どぅす　びら
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どぅす

い（友達にいろいろな送りものをする

こと）。

どぅす [dusɨ] 【助動詞】動詞基本形に

付いて述語に焦点を当てる表現、「だよ」

［「どぅ（焦点助詞）＋あす（する）」の

縮約形］。

とぅずあす [tuzɨasɨ] 【動詞】妻にす

る。 【例】まさいや　かなっそぅ　と

ぅずあすたい（マサイはカナスを妻に

した）。

とぅすかず　はだかず [tusɨkazɨ
hadakazɨ]【成句】毎年毎年、年年歳歳。

【例】とぅすかず　はだかず　がんじ

ゅーや　ひー　うらまてぃ（いつもい

つもお元気でいらっしゃって下さい）。

とぅすかず　はだかず [tusɨkazɨ
hadakazɨ] 【成句】毎年毎年、いつもい

つも。【例】とぅすかず　はだかず　が

んじゅーや　ひーうらまてぃ（いつも

いつもお元気でいらっしゃて下さい）。

とぅずっふぁ [tuzɨffa]【名詞】妻子。

【例】ばー　とぅずっふぁうぎゃー　

やぐみ　かなす（私は妻子をとても愛

おしく思っている）。

とぅすぬ　くー [tusɨnu kuː] 【成

句】年の功。 【例】かみぬ　くーんつ

きゃー　とぅすぬ　くー（亀の甲より

年の功）。

どぅすぬ　はな [dusɨnu hana]【成

句】友達の中の一番。 【例】びきどぅ

ん　やらばん　みどぅん　やらばん　

あぐぬはな　どぅすぬ　はなひー　と

ぅゆまだかーならん（男性であろうが

女性であろうが同級生達、友達の花と

して頑張らないとならない）。

とぅすびー [tusɨbiː] 【名詞】生まれ

た干支の年。 【例】くとぅっさ　どぅ

ーぬ　とぅすびー（今年は私たちの生

まれた干支の年だ）。

とぅずぶとぅ [tuzɨbutu]【名詞】夫

婦。 【例】かぬきゃが　ふたーいや　

とぅずぶとぅん　ないがまたちゃ（あ

の二人は夫婦になるんだって）。

とぅずぶとぅばかーい [tuzɨbu-
tubakaːi] 【成句】離婚（夫婦別れ）。

［変異］とぅずぶとぅばきゃーい。

とぅずぶとぅばきゃーい
[tuzɨbutubakjaːi] 【名詞】離婚（夫婦別

れ）。【例】とぅずぶとぅばきゃーいや

　ひー　まーいかたー　にゃーん（離

婚して八方ふさがりだ）。　 ばがぶと

ぅ　あたいひとぅ　ばぬー　あてぃく

とぅ　しつきゅーたいばどぅ　とぅず

ぶとぅばきゃーい　あすたい（私の夫

だった人はあまりにも私を怒ったので

離婚した）。［変異］とぅずぶとぅばか

ーい。

とぅずます [tuzɨmasɨ] 【動詞】［s/h

語幹］終了する、完成する。【例】くま

ぬ　すかまうぎゃー　きゅーぬちゃん

　とぅずまはだかー　ならん（ここの
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とぅずみ

仕事は今日中に終えないとならない）。

［類］とぅどぅます、とぅずみ、とぅど

ぅみ、とぅずん、とぅどぅん。

とぅずみ [tuzɨmi]【動詞】［母音語幹］

［C］終了する、完成する。 【例】くま

ぬ　すかまうぎゃー　きゅーぬちゃん

　とぅずみでぃ（ここの仕事は今日中

に終えよう）。［類］とぅずます、とぅど

ぅます、とぅどぅみ、とぅずん、とぅど

ぅん。

とぅずん [tuzɨn]【動詞】［m 語幹］［C］

終了する、完成する。 【例】やーふっ

ちゃ　きゅーんな　とぅずまいん（家

づくりは今日には終了できない）。［類］

とぅずます、とぅどぅます、とぅずみ、

とぅどぅみ、とぅどぅん。

とぅつ [tutsɨ] 【名詞】［C］時。 ［類］

ときゃ。

とぅっふゃ [tuffja]【名詞】［C］慌て

者。 ［類］ちゃーふきゃ、かかみきゃ、

とぅとぅっふゃ。

とぅどぅか [tuduka] 【形容詞】［B］

（人が）おとなしい、静かな、（海など

が）静かな。 【例】とぅどぅか　やら

び（おとなしい子供）。きゅーぬ　いん

な　とぅどぅか　いん（今日の海は静

かな海だ）。

とぅとぅっふぁす [tutuffasɨ] 【動

詞】［s/h 語幹］はやし立てて何かやらせ

る。 【例】かいん　ぶどぅいや　とぅ

とぅっふぁはいー　だりどぅ　うたい

（あいつに踊りを（しろと）囃子立てら

れて疲れた）。

とぅとぅっふぃ [tutuffi]【副詞】一

目散に。 【例】ぶーっじゅ　ぬすまっ

じゃうたい　やらびんみゃー　はいぬ

　ぬすん　みちきらいー　とぅとぅっ

ふぃ　ひんずたい（サトウキビを盗も

うとしていた子供達は、畑の持ち主に

見つかり一目散に逃げだした）。

とぅとぅっふゃ [tutuffja] 【名詞】

慌て者。 ［類］ちゃーふきゃ、かかみ

きゃ、とぅっふゃ。

とぅどぅまい [tudumai]【動詞】（風

などが）一か所に留まる、止まる；終わ

る。 【例】かじゃー　とぅどぅまりー

どぅー（風は留まっている）。くまぬ　

すかまうぎゃー　きゅーじゅーん　と

どぅまらはでぃ（この仕事は今日中に

終わらせよう）。くるまう　とぅどぅま

らし（車をとめろ）。

とぅどぅます [tudumasɨ]【動詞】［s/h

語幹］終了する、完成する。 【例】く

まぬ　すかまー　きゅーひや　とぅど

ぅまらはいんはず（ここの仕事は今日

で終えることができないはずだ）。［変

異］とぅずます。［類］とぅずみ、とぅ

どぅみ、とぅずん、とぅどぅん。

とぅどぅみ [tudumi] 【動詞】［母音

語幹］［C］終了する、完成する。 【例】

うやきゃー　きた　とぅどぅみ（裕福

は桁に留め置く［家の富は桁のように

家のなかに留めろということわざ］）。
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とぅどぅん

［変異］とぅずみ。［類］とぅずます、と

ぅどぅます、とぅずん、とぅどぅん。

とぅどぅん [tudun]【動詞】［m 語幹］

［C］終了する、完成する。 ［変異］と

ぅずん。［類］とぅずます、とぅどぅま

す、とぅずみ、とぅどぅみ。

とぅなか [tunaka] 【名詞】［C］海洋、

大海原。 【例】ふにゃー　とぅなかん

かい　いでぃー　はりーにゃーん（船

は大海原に出帆していった）。［類］と

ぅー。

とぅなみ [tunami]【動詞】［A］（数を）

ならす；（土地を）平らにする。 【例】

うまん　うるー　ひとぅんみぬ　とぅ

っそぅ　とぅなみてぃがー　にじゅー

ばかーい（そのにいる人の年を平均す

ると 20 ぐらいだ）。うまうぎゃー　と

ぅなみー　んなし（ここをなだらかに

しなさい）。

とぅなみ [tunami]【名詞】［A］平均；

平らなこと、またその様子。 【例】し

ーとぅぬ　せーせきぬ　とぅなみゃー

　さん（生徒の成績の平均は 3 だ）。う

まー　とぅなみ　どくまびゃーい（こ

こは平らな土地かなー）。

とぅなら [tunara] 【名詞】［C］〘植〙

アキノノゲシ。 【例】とぅならー　ん

ぎゃむぬ（秋ののげしは苦い）。

とぅぬか [tunuka] 【名詞】［C］卵。

【例】うっじゃぬ　とぅぬか（うずらの

卵）。すむいどぅぬか（巣籠の卵　［＞

雛の孵らない卵］）。

とぅぬがなす [tunuɡanasɨ] 【名詞】

お殿様。

と ぅ ぬ か ぬ 　 あ か み ー
[tunukanu akamiː] 【成句】卵黄。

とぅぬぎ [tunuɡi]【動詞】［母音語幹］

［A］飛び上がる、ジャンプする。 ［類］

とぅぬず（g 語幹）。

とぅぬず [tunuzɨ]【動詞】［g 語幹］［A］

飛び上がる、ジャンプする；飛び越え

る。 【例】うまぬ　ばだうぎゃー　と

ぅぬぎー　ばたり（ここの溝はジャン

プして渡れ）。たかま　とぅぬず（ジャ

ンプするように走る）。うまう　とぅぬ

ぎ（ここを飛び越える）。［類］とぅぬぎ

（母音語幹）。

とぅぱ [tupa] 【オノマトペ】（唾を吐

くときの音）ペッ。 【例】つっじゅぎ

ゃー　とぅぱてぃー　とぅぱつな（唾

をペッと吐くな）。

とぅばす [tubasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

［A］走る、疾走する。 【例】とぅばひ

ー　まうきゃーぬ　ひとぅー　んがし

（疾走して前の人を追い越せ）。

とぅぱつ [tupatsɨ] 【動詞】［k 語幹］

［C］（唾を）吐く。 【例】つっじゅぎゃ

ー　とぅぱつな（唾を吐くな）。んじゃ

んまい　つっじゅぎゃー　とぅぱかん

（どこにも唾を吐かない）。あかっちゅ　
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とぅぱふ

とぅぱちゅー（血を吐いている）。［変

異］とぅぱふ、とぅぴゃつ、とぅぴゃふ。

とぅぱふ [tupafu]【動詞】［k 語幹］［C］

（唾を）吐く。 ［変異］とぅぱつ、とぅ

ぴゃつ、とぅぴゃふ。

とぅびゃがい [tubjaɡai]【動詞】［r/rr

語幹］飛び上がる。 ［変異］とぅびゃ

ぎゃい。

とぅびゃぎゃい [tubjaɡjai]【動詞】

［r/rr 語幹］飛び上がる。 【例】かりゅ

ー　とぅびゃがりー　とぅい（あれを

飛び上がって取れ）。［変異］とぅびゃ

がい。

どぅま [duma] 【名詞】［B］土間。

とぅまい [tumai] 【動詞】［r/rr 語幹］

［A］泊まる、宿泊する；（船が）停泊す

る。 【例】ほてるんな　とぅまらだ　

どぅすぬ　まいん　とぅまいたい（ホ

テルに泊まらずに友達のところに泊ま

った）。んなとぅんどぅ　ふにゃー　と

ぅまい（港に船は泊まる）。［類］とぅま

い（母音語幹）。

とぅまい [tumai] 【動詞】［母音語幹］

［A］泊まる、宿泊する。 ［類］とぅま

い（r/rr 語幹。

とぅまい [tumai]【名詞】［A］泊まり、

泊まり込むこと。 【例】うたきぬ　と

ぅまいがんにがい（御嶽における泊ま

り込みの願い）。

とぅまいいん [tumaiin] 【名詞】泊

まり込み漁［昔はフディ岩礁（大神島

の 1 キロほど北東ある岩礁）まで行っ

て泊まり込みで漁をしたという。そこ

には頑丈に積まれたた石垣の宿泊用屋

敷跡があった。フディ岩礁までは手漕

ぎのサバニで行くと一日かかる］。

どぅまっゔぃ [dumavvi]【動詞】［母

音語幹］戸惑う、迷う。 【例】ばー　

いじゅー　いらばでぃががら　どぅま

っゔぃーどぅー（私はどれを選ぼうか

迷っている）。どぅまっゔぃんまり（戸

惑っている奴）。ばー　なうばい　ほぅ

でぃががら　どぅまっゔぃー　さだか

まい　ひらいん（私はどうするか迷っ

ていて分からない）。ばー　どぅまっゔ

ぃどぅ　っゔぁー　たるががら　っさ

いん（私は混乱してあなたが誰なのか

分からない）。おい　どぅまっゔぃんま

り　っゔぁー　なうゆどぅ　かんがい

ゆー（おい、うすらとんかち、お前は何

を考えているんだ）。

とぅみ [tumi] 【動詞】［母音語幹］［C］

探す、捜す；見つける。【例】ぶとぅぬ

　さきふぁやう　とみが　いつ（酒飲

みの旦那を探しに行く）。ひとぅぬ　あ

らうぎゃー　とぅみん（他人の欠点は

探さない）。とぅっじゅ　とぅみる（嫁

になる人を探せ）。なうゆどぅ　とぅみ

ーゆーが（何を探しているの）。すかま

うぎゃー　はかうっちゃ　とぅみー　

あすばどぅ　ぬーがい（仕事を段取り

を探してやれば捗る［＜段取りを考え
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とぅむ

て］）。ばー　うまん　たからむぬー　

とぅみたい（わたしはそこで宝物を見

つけた）。

とぅむ [tumu]【名詞】［C］船尾。【例】

ふにぬ　とぅむ（船尾）。

とぅむ [tumu] 【名詞】 ［C］ 〘祭

礼〙とも　［うたきの用語、ウー

ンマに 1 人、アーグスンマに 1 人

に 付 く、 ナ カ バ イ に は つ か な い。

http://kikigengo.jp/nishihara/doku.php?id=exhibition:daily:religion

参照］。 【例】うーんまが　とぅむ（ウ

ーンマのお供）。

とぅむーす [tumuːsɨ]【動詞】［s/h 語

幹］一緒に連れてくる、招待する；お

供する。 【例】ぶじゃう　とぅむーす

（おじさんを一緒に連れてくる）。うやう

　ゆーいんかい　とぅむーはでぃ（お

じいさんをお祝いに招待する）。ういび

とぅー　とぅむーひー　くー（お年寄

りをお連れして来なさい）。［変異］と

ぅむす。

とぅむす [tumusɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

［A］一緒に連れてくる、招待する；お

供する。 ［変異］とぅむーす。

とぅやーす [tujaːsɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］問い合わす。【例】なうばい　なる

ーがてぃ　とぅやーひーみーる（どう

なっているか問い合わせてみなさい）。

とぅゆみゃ [tujumja]【名詞】［C］〘人

名〙仲宗根豊見親（なかそね　とぅゆみ

ゃ）（西暦 1500 年に八重山に侵攻した）；

優れ者。 【例】とぅゆみゃー　ゆなう

す　あす（豊見親は世直しする［＞指

導者はいい世の中を作る（べきだ）］）。

とぅゆん [tujun]【動詞】［m 語幹］［C］

響（とよ）む、鳴り響く、名高くなる。

【例】どぅすぬ　はな　あぐぬ　はな　

とぅゆみ（友達のなかの一番、同級生

のなかの一番として成功しろ）。

とぅらす [turasɨ] 1○【動詞】［s/h 語幹］

［C］（借金などを）返す；渡す。 【例】

かいんかい　うっかう　とぅらす（彼

に借金を返す）。かいん　いんかい　む

ぐらひー　っぞぅー　とぅらし（あい

つに海に潜らせて魚をとらせろ［＞あ

いつを］）。かいん　くぬ　っぞぅー　

むちーきー　とぅらし（彼にこの魚を

もっていってわたせ）。 2○【補助動詞】

［s/h 語幹］（動詞連用形について）～てや

る。【例】くぬひゃーゆぎゃー　ひつき

ーとぅらし（この野郎を躾けてやりな

さい）。

とぅらぬい [turanui]【名詞】寅の日。

【例】きゅーや　とぅらぬい（今日は

寅の日だ）。

とぅらぬは [turanuha] 【名詞】寅

（東）の方。

とぅらぬはでぃー [turanuhadiː]
【名詞】東支部（西原東部）。

とぅり [turi] 1○【動詞】［母音語幹］［A］

風がなくて天気がおだやかになる、風

や波がなくなる。 【例】きゅーや　じ
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とぅりばい

ゃう　なぎ、かじゃー　とぅりーどぅ

ーい（今日は海が穏やかで、風は凪いで

いる）。きゅーぬ　いんな　とぅりーど

ぅー（今日の海は穏やかだ）。あちゃー

　とぅりん　はず（明日は天気が悪く

なるはず）。あちゃー　とぅりてぃがー

　みがにまーい　あすが（明日晴れた

ら素潜り漁に（行こう））。［類］とぅり

ー。2○【名詞】［A］凪いでいること。【例】

きゅーぬ　いんな　じゃうどぅりがま

（今日の海は良い凪だ）。 3○【名詞】［A］

天気がいいこと。【例】きゅーや　じゃ

うどぅり（今日は良い天気だ）。［類］と

ぅりー。

とぅりばい [turibai] 【動詞】［r/rr 語

幹］集中できずものが考えられない、仕

事ができない、ぼんやりする。【例】ば

ー　みどぅんぬ　くとぅー　うむいど

ぅ　とぅりばりー　うたい（私は妻の

ことを思ってぼんやりしていた）。おい

　とぅりばらだ　はやまり　すかま　

あっそぅ（おい　ぼんやりしないで早

く仕事しなさい）。

とぅりばら [turibara] 【名詞】ぼん

やりしている者。 【例】おい　とぅり

ばら　っゔぁー　なうゆどぅ　ほぅー

（このぼんやり者、お前は何をしている

んだ）。

とぅりひぐい [turihiɡui]【名詞】冬

の晴れた日に寒気がおそうこと、放射

冷却。 【例】きゅーや　とぅりひぐい

や　ひー　っしかいばならん（今日は

放射冷却で寒くてならない）。ふゆんな

　とぅりひぐいぬどぅ　あい（冬には

放射冷却がある）。きゅーや　とぅりひ

ぐいや　ひーゆーば　いんぬ　っぞぅ

まい　すにゅー　はず　やいば　っそ

ぅいが　いかでぃ（今日は底冷えして

いるから、海の魚も死んでいるはずだ

から拾いに行こう）。

どぅる [duru] 【名詞】［B］泥、奴。

【例】ふたてぃ　どぅる（馬鹿な奴）。

どぅるだり [durudari] 【名詞】泥ま

みれ。 【例】ぎずぎゃうな　やらびゃ

ー　きゅーまい　どぅるだり（いたず

ら小僧は今日も泥だらけだ）。［類］ど

ぅるびーた。

とぅるな [turuna] 【名詞】［C］〘植〙

アキノノゲシ。 【例】とぅるなー　ん

ぎゃむぬ（アキノノゲシは苦い）。

どぅるびーた [durubiːta]【名詞】泥

まみれ。 ［類］どぅるだり。

どぅるんた [durunta]【名詞】泥土。

とぅん [tun] 【副詞】ぐるっと、即座

に。【例】うまう　とぅん　まーり（こ

こをぐるっと回れ）。っさらん　いきー

　とぅん　むどぅい（平良に行って直

ぐに引き帰す）。

とぅんから [tuŋkara] 【名詞】まだ

結婚していない若者達が（男女別々に

中学生くらいから）一緒に寝泊りする

こと。「とぅんからあぐ」は一生の友達

311



とぅんから

となる。 【例】とぅんからあぐ（一緒

に寝泊りする友達）。とぅんから　やー

（友達同士一緒に寝泊りする家）。

とぅんぎ [tuŋɡi] 【動詞】［母音語幹］

［A］（角、釘などが中から）突き出る、

（乳房、お尻、目玉など体の部分が）外

に出る。

どぅんぎゃ [duŋɡja]【名詞】［C］大

きなマグロの群。 【例】どぅんぎゃう

　みーみーぶすむぬ（マグロの大群を

見てみたい）。

とぅんくい [tuŋkui]【動詞】［母音語

幹］飛び越える。 【例】うまぬ　ばだ

うぎゃー　とぅんくいる（そこの溝を

飛び越えろ）。

とぅんず [tunzɨ]【動詞】［g 語幹］［A］

尖がる；（角、釘などが中から）突き出

る、（乳房、お尻、目玉など体の部分が）

外に出る。 【例】とぅんがらす（尖が

らす）。［類］とぅがい。

とぅんず [tunzɨ] 【動詞】［zz/dd 語幹］

［A］尖がる；（角、釘などが中から）突

き出る、（乳房、お尻、目玉など体の部

分が）外に出る。 【例】かいが　なが

うっそぅー　とぅんじゅーい（あいつ

の後頭部は尖がっている）。かにふずぬ

どぅ　とぅんじゅー（釘が突き出てい

る）。かいが　てぃびるんな　とぅんで

ぃーどぅー（あいつのお尻は突き出て

いる）。［類］とぅがい。

とぅんでぃ [tundi] 【動詞】［母音語

幹］［A］尖がる；（角、釘などが中から）

突き出る、（乳房、お尻、目玉など体の

部分が）外に出る。［類］とぅがい、と

ぅんず。

とぅんでぃ [tundi] 【名詞】［A］冬

至。

とぅんでぃさうがつ [tundis-
auɡatsɨ] 【名詞】冬至正月、小正月［冬

至正月は正月は１２月２０日ごろ行わ

れる冬至の祝い、現在は干支を同じく

する人たちの同期会のようになってい

る］）。 【例】とぅんでぃさうがつんな

　どーそーかいゆ　あす（冬至には同

期会をやる）。

とぅんびゃん [tumbjan]【名詞】〘植〙

竜舌蘭（リュウゼツラン）。 【例】と

ぅんびゃんな　とぅずくぬどぅ　あい

（竜舌蘭には刺がある）。

とぅんま [tumma]【助詞】〘副助詞〙～

も、さえも。 【例】うりゃーとぅんま

　っさんな（それさえも知らないのか）。

うらーとぅんま　ひらいんな（それさ

えもできないか）。んなーぎゃー　すか

まー　なからーとぅんま　くーん（今

のところ仕事は半分も来ていない）。っ

ゔぁんな　とぅずどぅんま　とぅみら

いんな（お前には結婚もできないのか）。

［類］どぅんま、とぅんな、ちゅんま、ち

ゅんな。

とぅんま [tumma] 【副詞】少しも変

化しないこと強調する、（微動）さえ、

312



とぅんま

だに（しない）。 【例】いんな　むぬー

　ふぃーきゃたーひーや　びーないや

　とぅんま　ほぅだ　むゆかん（犬は

餌を与えるまでは微動だにせず動かな

い）。うまぬ　やーや　ないんまい　び

ーないや　とぅんま　ほぅん（ここの

家は地震でもびくともさえしない）。

どぅんま [dumma] 【オノマトペ】ド

ンと。 【例】うまん　どぅんまてぃー

　うっき（そこにドンと置け）。

どきょー [dokjoː]【名詞】［B］度胸。

【例】どきょーや　にゃーんんまり（度

胸のない奴）。

とっゔぁずー [tovvazɨː]【名詞】〘地

名〙真謝の北東辺り、船で１０分から

１５分くらいのところにあるリーフの

名前。

どんない [donnai] 【オノマトペ】ど

んどん。 【例】みっじゅぎゃー　どん

ない　いりる（水はどんどん入れなさ

い）。どんない　ふぁい（どんどん食べ

なさい）。

どんま　どんま [domma domma]

【オノマトペ】どたんどたん。
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どんま　どんま
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な

な [na] 【助詞】〘終助詞〙動詞基本形に

ついて禁止の意味を表す。 【例】ふぁ

うとぅきゃんな　ふつならう　いだす

な（食べるときにはくちゃくちゃ音を

だすな）。うまん　なまいな（そこに止

まるな）。

な [na] 【助詞】〘終助詞〙動詞基本形に

ついて、真偽疑問文を作る。【例】っゔ

ぁ　きゃうだいや　うりな（兄弟はい

ますか）。ういひー　じゃうぶんな（こ

れで足りますか）。うらー　っゔぁが　

むぬな（これはあなたのですか）。きょ

ーとんかいや　いきゃー　くとぅ　あ

りどぅ　うらまいな（京都にいったこ

とがありますか）。うぬ　まんごーや　

んまいどぅ　あたいな（このマンゴー

はうまかったですか）。っゔぁまい　い

かでぃな（お前も行くのか）。

なー [naː]【名詞】［B］名前。 【例】ば

が　なーや　かに（私の名前はカニで

す）。ばが　なーゆぎゃー　まさいてぃ

どぅ　あい（私の名前はマサイと言い

ます）。なーゆ　ならーひー　ふぃーさ

まてぃ（名前を教えてください）。

なー [naː]【感動詞】〘応答詞〙聞き返す

ときに使う、なに、えっ。 【例】なー、

なうてぃー（え、何だって）。なー、っ

ゔぁー　んなま　なうてぃどぅ　あい

たー（え、君いまなんて言ったの）。

なー [naː]【名詞】［B］縄。 【例】なー

ゆ　なう（縄をなう）。［類］んﾟな。

なー [naː] 【接尾辞】名詞について、量

を同じだけ割り当てることを表す、ず

つ、だけ、ごと。 【例】たうかーなー

　たうかーなー　ならーす（一人ずつ

教える）。たうかーひー　ってぃつなー

　とぅい（一人で一つずつ取れ）。ふた

ーつが　ゆいなーや　ひぬ　ゆたーい

ぬ　きょーだい（二つおきの４人の兄

弟）。

なーぎ [naːɡi]【動詞】［母音語幹］［A］

敬う。 【例】かんぬ　なーぎでぃ（神

様を敬おう）。［類］なーず。

なーぎ　むぬい [naːɡi munui]【名

詞】敬語。 【例】そぅじゃっそぅんか

いや　なーぎ　むぬいゆ　あい（先輩

には敬語を使う）。

なーす [naːsɨ] 【動詞】［C］（太陽に芋

を）晒す。 【例】んーぬ　なーす（太
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なーず

陽に芋を晒す）。

なーず [naːzɨ] 【動詞】［g 語幹］［C］

（人、神を）尊敬する、褒めたたえる。

【例】とゆみゃー　たるからまい　なー

がいどぅー（豊見親は皆から尊敬され

ている）。かんがなっそぅ　なーぎーう

い（神様をたたえている）。［類］なーぎ。

なーすたらしゃ [naːsɨtaraɕa] 【名

詞】名を下げる人、一家の恥。

なーどぅ [naːdu] 【代名詞】［C］〘再

帰代名詞〙「なら」の複数形、自分たち

　［主語が１人称なら「私たち」、主語

が二人称なら「お前たち」、主語が三人

称なら「彼ら、彼女ら」を指す］。【例】

おい　まさいた、うらー　なーどぅが

　むぬてぃー　いばいな（おい、マサ

イ、お前たち、それは自分たちのものだ

と自慢するな［＜マサイたち］）。うぬ

　っふぁっちゃ　っゔぁるが　むぬー

　あらだ、うらー　なーどぅが　むぬ

（おい　その鍬はお前たちのものではな

くて、それは私たちのものだ）。うぬ　

さきゃー　んﾟぬぬ　ばんてぃが　ぬん

　ぬくい　やいば　うらー　なーどぅ

が　むぬ（この酒は昨日の私達の飲み

残りだから、それは私たちのもの）。　

　 かぬきゃー　なーどぅが　むちっち

ゃー　むぬー　つくえぬ　はなんかい

　ならびゅーたい（あいつらは自分た

ちが持ってきた品物を机の上にならべ

た）。［変異］なーる。［類］ならどぅ。

なーどぅが　かた [naːduɡa kata]

【名詞】自分たちの味方；自分たちの親

戚。

なーる [naːru] 【代名詞】［C］〘再帰代

名詞〙「なら」の複数形、自分たち　［主

語が１人称なら「私たち」、主語が二人

称なら「お前たち」、主語が三人称なら

「彼ら、彼女ら」を指す］。 ［変異］な

ーどぅ。

ない [nai] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］（A

が B に）変化する；形容詞を取る場合

は、形容詞語幹に「ふ」を付けて「～ふ

　ない」と言う；節を取る場合は「～や

うん　ない（ようになる）」と言う。

【例】とぅずぶとぅん　ない（夫婦に成

る）。ながみんふ　なりーにゃーん（耳

が遠くなった）。ばー　ういびとぅ　な

りどぅ　ひとぅぬ　むぬいや　つかい

だ　んぎゅー（私は年取って人の話が

聞こえなくなっている）。

ない [nai] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］（実

などが）実る。 【例】ふにゅーぬどぅ

　なりゅー（みかんがなっている）。み

なかぬ　ばさぬ　ないや　んなーぎゃ

ー　なりや　うらん（庭のバナナの実

はまだなってない）。

ない [nai] 【名詞】［B］実。 【例】き

ーぬ　ない（木の実）。ばさない（バナ

ナ［＜芭蕉の実］）。

ない [nai]【名詞】［B］地震。【例】ほぅ

ないや　やぐみ　うとぅるすむぬ（大

地震はほんとうにこわい）。ないや　ひ
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ない

ー　やーや　かたうきーにゃーん（地

震で家は傾いた）。こんくりやーや　が

ばー　ないんまい　びーないや　とぅ

んま　ほぅん（コンクリートの家は大

地震でもびくともしない）。

ない [nai]【動詞】［r/rr 語幹］［A］太陽

にさらして甘くなる。 【例】ない　ん

ー（太陽に晒した甘い芋）。

ない [nai] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］鳴

る。 【例】ないぬ　とぅきゃんなずー

ぬどぅ　ない（地震のときには地響き

する［＜地面が鳴る］）。かんないぬ　な

い（雷が鳴る）。

ない [nai] 【名詞】［B］苗。 【例】ん

ーぎーぬ　ない（芋の苗）。ぶーずぬ　

ない（サトウキビの苗）。んーぎーぬ　

ない（芋づるの苗）。

ない [nai] 【動詞】［母音語幹］［C］萎

える、枯れる。 ［類］ない（r/rr 語幹）、

ないー（r/rr 語幹）。

ない [nai]【動詞】［r/rr 語幹］［C］萎え

る、枯れる。 【例】そぅーや　ないー

どぅ（野菜は枯れている）。［類］ない

（母音語幹）、ないー（r/rr 語幹）。

ない [nai]【動詞】［母音語幹］［C］捻挫

する、痛める。 ［類］ない（r/rr 語幹）、

ないー（r/rr 語幹）。

ない [nai]【動詞】［r/rr 語幹］［C］捻挫

する、痛める。［類］ない（母音語幹）、

ないー（r/rr 語幹）。

ないー [naiː] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

萎える、枯れる。 ［類］ない（母音語

幹）、ない（r/rr 語幹）。

ないー [naiː]【動詞】［r/rr 語幹］［C］捻

挫する、痛める。 【例】はっじゅ　な

いらす（足を捻挫する）。［類］ない（母

音語幹）、ない（r/rr 語幹）。

ないがた [naiɡata]【成句】～になりそ

うである。 【例】かいまい　ういびと

ぅ　ないがた（あの人も年寄りになり

そうだ）。

ないかに [naikani] 【名詞】神名、御

帳主。 ［類］うちゃうぬす。

ないぎゃ [naiɡja]【名詞】［C］足の不

自由なひと。 ［類］ないず　びとぅ。

ないくっじゃ [naikuʑʑa]【名詞】成

長の良くないもの。 【例】ないくっじ

ゃがまー　いみふだー（成長の良くな

いものは小さい）。ないくっじゃ　やら

びがま（生育の悪い子供）。ないくっじ

ゃがまー　やらびあいきゃどぅ　やみ

ーうたいちゃ（成長の良くない人は子

供の頃に病気していたんだって）。

ないず [naizɨ]【動詞】［g 語幹］［C］び

っこを引く。 【例】はっじゃ　ぶりー

　ないぎーどぅー（骨折してびっこを

引いている）。

ないず [naizɨ] 【名詞】［C］びっこの

人、足の不自由な人。 【例】ないず　

びとぅ（びっこの人）。
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ないてぃがー

ないてぃがー [naitiɡaː] 【副詞】で

きたら、なるべく。 【例】ばー　ない

てぃがー　いふたっふぁにゃーん（私

はできたら行きたくない）。

ないらす [nairasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

（足や手を）捻挫する、（自分を）捻挫さ

せる。 【例】いすぐーん　はっじゃ　

とぅらいー　はっじゃ　ないらひーに

ゃーん（石ころに足を取られて、捻挫

した）。はっじゃ　ないらはいにゃーん

（足は捻挫した）。

なう [nau]【動詞】［w 語幹］［C］綯（な）

う。 【例】ぶーず　たうすぬ　んﾟな

う　なう（サトウキビ収穫用の縄を綯

（な）う）。んﾟなう　だにー　なう（綱

をねじって綯（な）う）。んﾟなうぎゃー

　だにどぅ　なう（綱はねじらせて綯

（な）う）。みーつぬ　んﾟなう　ゆいー

　がばー　んﾟなう　なう（三本の縄を

なって太い縄をなう）。

なう [nau]【名詞】［C］〘疑問詞〙何、ど

れ（ぐらい）、なん（の）。【例】うらー

　なう（それは何）。なうんまい　なら

ん（何の役にも立たない）。かりゃー　

なうばかーいぬ　ほぅりむぬ（彼はど

れ位のバカ者）。うりゅーぎゃー　なう

てぃどぅ　あい（これはなんというか）。

なうぬ　くとぅが（何の事だ）。

なう　あすかたー　にゃー
ん [nau asɨkataː njaːn]【成句】退屈、何

をすることもない。 【例】きゅーや　

なう　あすかたー　にゃーん（今日は

退屈だ（何もすることもない））。

なう　ほぅっでぃ [nau huddi]
【成句】なにをしに、なんのために。

【例】っゔぁー　なうほぅっでぃどぅ　

うまんかい　った（お前はなにをしに

ここに来たのか）。

なう　やらばんまい [nau
jarabammai] 【成句】何でも、何であ

っても。 【例】なう　やらばんまい　

ゆぬむぬ　やいば　ばぬんな　うるー

　ふぃーる　（なんでもおんなじだか

ら俺にはこれをくれ）。

なうい [naui] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

（穀物などが）実る；（地域などが）豊か

になる；添い遂げる。 【例】くとぅっ

さ　あーぬ　ゆー　なうりゅー（今年

は粟が良く実っている）。なうい　まい

（実った稲）。ゆーや　なうりーどぅ（村

は豊かになっている）。なぐかでぃぬ　

なうらす（穏やかな風が実らす）。かぬ

　びきりゃとぅ　そぅいなうり（あの

男と添い遂げろ）。なうい　ゆー（豊か

な世）。

なうい [naui] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

（病気が）治る。 【例】ほぅりむぬー　

すなだかー　なうらん（バカは死なな

いと治らない）。ほぅがさー　なうりー

どぅ（おできは治っている）。

なうががら [nauɡaɡara] 【代名詞】

〘不定代名詞〙なにか。 【例】うまんな
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なうががら

　なうががらぬどぅ　うい（そこに何

かいるよ）。なうががらんかい　どぅー

ゆ　うからはだかー　ばぬんな　たち

や　うらいん（何かに身体を支えられ

ていないと私は立っていられない［＜

何かに体をもたれさせないと私には立

っていられない］）。［類］なうがら。

なうががら [nauɡaɡara]【副詞】なぜ

か原因はわからないが、何となく；見

るからに、いかにも。 【例】きゅーや

　なうががら　かなまいぬ　やみゅー

（今日はなんとなく頭が痛い）。かりゃー

　じゃうからた　なうががら　ちゅー

ぎ　びとぅ（あの人は立派な体格でい

かにも強そうな人だ）。

なうががら [nauɡaɡara] 【成句】何

か、何であるか。 【例】うらー　なう

ががら　っさいん（これが何だか分か

らない）。かぬ　とぅきゃん　っゔぁが

　かうたい　むぬー　なうががらてぃ

ー　うぶいどぅー（あの時君が買った

のはなんだか覚えてるかい）。

なうががらむぬ [nauɡaɡaramunu]

【成句】変だな、どうしたんだろう。【例】

なうががらむぬ、うぬ　やらびゃー　

うまん　あそぅびゅーたいそぅがどぅ

　とぅみらいん（変だな、その子はそ

こで遊んでたはずだけど、いなくなっ

た）。

なうがら [nauɡara] 【感動詞】〘フィ

ラー〙えーと、何というか、あのー。

なうさ [nausa] 【名詞】［B］石子、小

石、サンゴの化石で道路の舗装に使っ

た。 【例】なうさうどぅ　んつんかい

　すつ（石子を道路に敷く）。

なうじゃん [nauʑan] 【名詞】〘疑問

詞〙理由、目的を尋ねる疑問詞、なんで、

どういうわけで。 【例】っゔぁー　き

ゅーや　なうじゃんぬ　ばーが（お前

は今日は何しに来たの）。んﾟぬー　な

うじゃんな　ひどぅ　からー　くーっ

だんが（昨日はなんで彼は来なかった

の）。［類］なうばい。

なうす [nausɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［C］

（壊れたものを）直す；（病気などを）直

す：（人の仲を）修復する。 【例】あっ

ちゃぬ　ぶーや　つっちゅーば　なう

はだかーならん（げたの鼻緒が切れた

から、直さなければならない）。きかい

ゆ　なうす（機械を直す）。から　いし

ゃんな　なうはいん　やな　やん　な

りゅー（彼は医者には直せない難病に

かかっている）。

なうす　ふぁーっでぃ [nausɨ
faːddi]【成句】どういうつもりで、なん

のために。 【例】っゔぁー　なうす　

ふぁーっでぃどぅ　うまんかい　った

（お前は何しにここに来た）。

なうすたる [nausɨtaru] 【成句】（相

手を非難して）どうなっているんだ。

【例】っゔぁが　すかまー　なうすたる

むぬ　やいば（お前の仕事はなんだ［＞

ダメじゃないか、もう一回やり直せ］）。
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なうすなうす

なうすなうす [nausɨnausɨ] 【副詞】

（機械や人間の仲を）直し直し、直しな

がら［「なうす」の反復形］。 【例】や

り　きかいゆぎゃー　なうすなうす　

つかいゆー（古い機械を直しながら使

っている）。うぬきゃ　とぅずぶとぅー

　いつまい　やどぅゆんな　ひや　な

うすなうす　ひーゆー（その夫婦はい

つも喧嘩をしては仲直りする）。

なうちゃーなー [nautɕaːnaː] 【成

句】無意識的に；［否定を伴って］なん

でも（いいわけではない）；（「すぐ」を

あとにつけて）いきなり、突然に。［変

異］なうちゃーにゃー。

なうちゃーにゃー [nautɕaːnjaː]
【成句】無意識的に；［否定を伴って］な

んでも（いいわけではない）；（「すぐ」

をあとにつけて）いきなり、突然に。

【例】かりゃー　なうちゃーにゃー　す

ばー　っふぃどぅ　つむでぃーうたい

（あいつは無意識に唇を噛んで怒ってい

た）。かりゃー　むぬがま　やいば　

なうちゃーにゃーや　ふぁーん（彼は

小食だからなんでも食べるわけではな

い）。かりゃー　あたずむ　やいば　な

うちゃーにゃー　つむでぃー（彼は短

気だから何にでも腹を立てる）。なうち

ゃーにゃーや　ふぁーいん（何でもか

んでも食べられる訳はない）。なうちゃ

ーなー　すぐ　っゔぁん　うどぅるか

はい　にゃーん（いきなり、お前にび

っくりさせられてしまった［＞いきな

りじゃないか、びっくりしたぞ］）。［変

異］なうちゃーなー。

なうちゅん [nautɕun] 【副詞】何も、

全然、主題形の「な（ま）」を伴うこと

がある。 【例】かりゃー　くぬいや　

なうちゅん　みーらいん（彼は最近全

然見かけない）。［類］なうとぅん。

なうちゅんな [nautɕunna] 【副詞】

何も、全然。［変異］なうちゅんま、な

うとぅんま、なうとぅんな。

なうちゅんま [nautɕumma] 【副詞】

何も、全然。 【例】っゔぁが　むぬい

や　なうちゅんま　あたらん（お前の

言っていることは全然的外れだ）。っゔ

ぁが　すかまー　なうちゅんま　ぬー

がらん（あなたの仕事は全然捗らない）。

なうちゅんま　あいや　あらん（全然

そうではない）。ばぬんな　うらー　な

うちゅんま　っさいん（私にはそれは

全然分からない）。［変異］なうちゅん

な、なうとぅんま、なうとぅんな。

なうっしゃー [nauɕɕaː] 【成句】何

のために。 ［類］なうほぅっじゃ、な

うっしゃーなー。

なうっしゃーなー [nauɕɕaːnaː]
【成句】何のために。 【例】なうっしゃ

ーなー　なうやひー　っゔぁー　うま

んかい　いつたいが（何のために、な

ぜ君はそこに行ったのか）。［類］なう

ほぅっじゃ、なうっしゃー。

なうてぃー [nautiː] 【感動詞】〘応答

詞〙聞き返すときにつかう、何だって、
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なうてぃー

まさか。 【例】なうてぃー、かりゃー

　すにーにゃーん（何だって　彼は亡

くなったのか）。

なうてぃどぅ　あい [nautidu ai]
【成句】〘フィラー〙言いよどむときに使

う、えーっと、何というか。

なうてぃぬ　ばーが [nautinu
baːɡa]【成句】どうしたんだろう。【例】

なうてぃぬ　ばーが、　やどぅー　あ

かん（どうしたんだろう。戸が開かな

い）。

なうでぃんね [naudinne]【成句】大

したことはない。［類］なうでぃんまー。

なうでぃんまー [naudimmaː] 【成

句】大したことはない。 【例】なうで

ぃんまー　なうまいあらん（大したこ

とはない。大丈夫だよ）。［類］なうでぃ

んね。

なうとぅが [nautuɡa] 【副詞】どう

しても～ない、全然～ない。 【例】な

うとぅが　ひとぅぬ　むぬいゆぎゃー

　つかん（どうしても人の言うことを

聞かない）。［変異］なんとぅが。

なうとぅん [nautun] 【副詞】何も、

全然。

なうとぅんな [nautunna]【副詞】何

も、全然。 ［変異］なうちゅんま、な

うちゅんな、なうとぅんま、。

なうとぅんま [nautumma] 【副詞】

何も、全然。 【例】ばー　すまぬ　く

とぅーぎゃー　なうとぅんま　っさん

（私は村のことは何も知らない）。［変異］

なうちゅんま、なうちゅんな、なうとぅ

んな。

なうぬ　くとぅまい　にゃ
ーん [naunu kutumai njaːn]【成句】何

の連絡もない、何の便りもない。 【例】

かいが　あめりかんかい　はりーから

ー　みーてぃないそぅが　なうぬ　く

とぅ　まいにゃーん（彼がアメリカに

行ってから 3 年だが何の便りもない）。

なうぬ　みーんな　ならん
[naunu miːnna naran]【成句】何の役に

も立たない。 【例】やっゔぃ　ぐるま

ー　なうぬ　みーんまい　ならん（故

障した車は何の役にも立たない）。

なうばい [naubai] 【名詞】「ぬ」を付

けて、性質を聞く疑問詞、どういう、ど

んな。 【例】なうばいぬ　むぬ（どう

いうもの）。なうばいぬ　ひとぅ（どん

な人）。なうばいぬ　くとぅ（どんなこ

と）。なうばいぬ　ばーが（どうしたわ

けだ）。［類］いんしー。

なうばい [naubai] 【副詞】〘疑問詞〙

どんなに、どうやって。 【例】なうば

いどぅ　くまんかい　った（どうして

ここに来たの）。なうばい　ふぁーんま

い　ふぁうはてぃらいん（どんなに食

べても食い尽くせない）。なうばい　あ

すばどぅ　じゃうかい（どうすればよ

いのか）。なうばいちゃーにゃー　ひと

ぅーぎゃー　んみかん（何となしに人
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なうばいが

を𠮟らない［＞叱ってはいけない］）。な

うばい　あすかたまい　にゃーん（ど

うしようもない）。でぃんまい　にゃー

ん、なうばい　ほぅでぃ（金もない。ど

うしよう）。

なうばいが [naubaiɡa]【感動詞】〘応

答詞〙知り合いに会ったときにする挨

拶、どうだい、うまくいっているか。

なうばいてぃー [naubaitiː] 【感動

詞】〘応答詞〙相手の言ったことを聞き

返すときに使う。え、何だって。 ［類］

なー、なうてぃー。

なうふぁーっでぃー [naufaːddiː]
【成句】何をしに、なんのために　「な

うす　ふぁーっでぃ」と同じ。【例】っ

ゔぁー　なうふぁーっでぃどう　うま

んかい　った（お前は何しにここに来

た）。

なうふい [naufui]【形容詞】格好をつ

ける。 【例】なうふいんまり（格好を

つける奴、目立ちたがり屋、自惚れの強

い奴）。

なうふい [naufui]【名詞】格好をつけ

る人。 ［類］なうふや。

なうふや [naufuja] 【名詞】格好をつ

ける人。 【例】からー　なうふや　だ

ら（彼は格好をつける人なんだ）。

なうふや [naufuja] 【形容詞】格好を

つける。 ［類］なうふや。

なうまい [naumai] 【副詞】何も。

【例】ばー　すまぬ　くとぅーぎゃー　

なうまい　っさん（私は村のことは何

も知らない）。

なうまい　んなない [naumai
nnanai] 【成句】何もかも全て。 【例】

かりゃー　あいくとぅ　にゃーん　く

とぅー　なうまい　んなない　むぬっ

じゅーたい（彼はあることないこと何

もかも全て話した）。かいん　でぃんま

い　やーまい　なうまい　んなない　

たくまいーにゃーん（彼に金も家も何

もかも全て騙し取られた）。

なうまいあらん [naumaiaran]【成

句】何でもない、大丈夫。 【例】なう

でぃんまー　なうまいあらん（大した

ことはない。大丈夫だよ）。

なうや　あすかたーにゃー
ん [nauja asɨkataːnjaːn]【成句】どうし

ようもない、途方に暮れる。【例】ばー

　うっかー　あみかっゔぃー　なうや

　あすかたーにゃーっだん（借金をた

くさん負ってどうしようもなかった）。

なうやあらん [naujaaran] 【成句】

そんなことはない、そうではない、ちが

う。

なうやひー [naujahiː] 【副詞】理由

を聞く疑問の副詞　なぜ、どうして　

反問としても使える。 【例】なうやひ

ー　あい　ないたー（どうしてそうな

ったの）。なうやひーどぅ　うまんかい
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なうやらばん

　った（なぜそこにいったの）。なうや

ひー　ふぁーじゃーん（なぜ食べない）。

なうやひー　かるー　とぅず　あすた

い（何故彼女を妻にしたか）。なうやひ

ー　ゆびゃー　さきぬんが　くーっだ

んが（何で昨晩は酒飲みに来なかった

か）。

なうやらばん [naujaraban] 【成句】

何でも良いから、何でも。 ［類］なう

やらばんまい、なうやらん、なうやらん

まい。

なうやらばんまい [naujarabam-
mai] 【成句】何でも良いから、何でも。

【例】たかからばんまい　やすからば

んまい　なうやらばんまい　かーでぃ

（（値段が）高かろうが安かろうが何で

も良いから買います）。やーすかいば　

なうやらばんまい　ふぁーでぃ（おな

かがすいているから何でも食べます）。

［類］なうやらばん、なうやらん、なう

やらんまい。

なうやらん [naujaran] 【成句】何で

も良いから、何でも。 ［類］なうやら

ばん、なうやらばんまい、なうやらん。

なうやらんまい [naujarammai]【成

句】何でも良いから、何でも。［類］な

うやらばん、なうやらばんばんまい、な

うやらんまい。

なうらす [naurasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

成長させる、実らせる。 【例】あぐぬ

　はな　どぅすぬ　はなひー　なうら

はだかーならん（同級生、友達の出世

頭として成功させないとならない）。く

ぬ　あみゃー　はいぬ　ぶーっじゅま

い、んーぎーゆまい　なうらすがまた

（この雨は畑のサトウキビや芋を成長さ

せるだろう）。

なうんだい [naundai] 【感動詞】〘応

答詞〙命令されたことを拒否するとき

に使う、何でだ、いやだ。【例】なうん

だい、ばー　うりゅーぎゃー　ほぅん

（なんでだ、おれはそんなことしない）。

なか [naka]【名詞】［C］中、中身；（外

面に対し）内面；（木と木などの）間。

【例】かりゃー　あら　かぎ　なか　っ

さり　やいば　かいが　つむぬ　なか

ー　ゆまいん（彼は外面はきれいだが

中は汚いので、彼の心の中は読めない）。

ばなぬ　とぅーい　なかまい　にゃー

ん（罠の通る隙間もない）。

なか [naka] 【名詞】［C］次男。

なが [naɡa]【形容詞】［B］長い。【例】

なが　んﾟな（長い綱）。ながたび（長

旅）。ながみはな（面長）。ばー　ういび

とぅ　なりー　ながみんふ　なりー　

ひとぅぬ　むぬいや　むいとぅ　つか

いだ　んぎゅー（私は年取って耳が遠

くなって全然人の話し声が聞こえなく

なっている）。

なが　うっそぅ [naɡa ussu] 【名

詞】後頭部のとがった人。
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なかーい

なかーい [nakaːi] 【動詞】［r/rr 語幹］

分ける。 【例】たまう　なかーい（分

け前を分ける）。いんからぬ　っぞぅー

　なかーい（漁の魚を分ける［＜海か

らの］）。じょー　っぞぅー　なかーら

でぃ（さー、魚を分けよう）。

なかーに [nakaːni]【名詞】次女。【例】

ばー　なかあにゅーど　むいとぅ　ぬ

ずみゅー（私はおたくの二番目の娘さ

んを愛しています）。

ながーみ [naɡaːmi] 【名詞】梅雨。

【例】ながーみんかい　なりーにゃーん

（梅雨入りした）。ながーみゃー　あきー

にゃーん（梅雨が明けた）。

ながーみふー [naɡaːmifuː] 【名詞】

長くつづく雨。【例】くぬいや　みーか

まい　ながーみふーや　ひーゆー（こ

のごろは３日も雨が続いている）。

ながあーぐ [naɡaaːɡu] 【名詞】長綾

語（長い歌）。

ながい [naɡai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

流れる。【例】んすぬかーぬ　みっじゃ

　がーらみどぅ　ながりゅー（ンスヌ

カーの水はゴーゴーと流れている［ン

スヌカーは西原の北にある地下からの

湧水の取水場］）。

ながうちゃ [naɡautɕa] 【名詞】〘道

具〙鶴嘴（つるはし）。 【例】ながうち

ゃひー　いっそぅ　くーす（つるはし

で石を掘り出す）。

ながさ [naɡasa]【名詞】［C］長さ、長

いもの。 【例】ゆぬ　ながさ（同じ長

さ）。ながさー　ます（長い方が良い）。

なかじゃ [nakaʑa] 【名詞】［C］台所。

ながす [naɡasɨ]【動詞】［s/h 語幹］［C］

流す。 【例】みずんかい　ながす（水

に流す）。

なかずむ [nakazɨmu] 【名詞】心の中

の思い、優しさ。 【例】じゃう　なか

ずむ（良い内心）。まーぬ　むぬい　ひ

とぅー　なかずむー　にゃーん（余り

にも喋る人は心の中の思い［＝優しさ］

がない）。［類］なかち。

なかたがい [nakataɡai]【名詞】仲違

い。 【例】うぬきゃが　ふたーいや　

なかたがいや　ひーどぅ（その二人は

仲違いしている）。

なかち [nakatɕi]【名詞】［B］女性の陰

核。 【例】なかつがま（女性の陰核）。

［変異］なかつ。

なかち [nakatɕi] 【名詞】［A］心の中

の思い、優しさ。 ［変異］なかずむ。

なかつ [nakatsɨ]【名詞】［B］女性の陰

核。 ［変異］なかち。

ながつず [naɡatsɨzɨ] 【名詞】長い行

列、長く繋がること。 【例】かまぬ　

まっちゃんな　ひとぅぬどぅ　ながつ

っじゃ　ひーゆー（向こうの店には人

々が長い行列をつくっている）。
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ながてぃび

ながてぃび [naɡatibi] 【名詞】中々

離席しない人。 【例】うりゃー　なが

てぃび　びーったー（彼は最後まで離

席しない）。

ながに [naɡani] 【名詞】［B］背中。

［類］くすんみ。

なかまーい [nakamaːi] 【名詞】自分

の懐に公金等入れること、競争等で走

る距離の噓をつくこと。 【例】でぃん

ぬ　なかまーい　あす（公金等を自分

の懐に入れる）。

ながみーだつ [naɡamiːdatsɨ]【名詞】

年増の独身女性。

ながみつず [naɡamitsɨzɨ]【名詞】〘祭

礼〙祭事「すまふさら」に使う悪霊払い

の綱でそれに肉片、骨を途中、途中に入

れる。 【例】すまふさらんな　ながみ

つっじゅどぅ　すまぬ　はいーふつん

　はい（スマフサラには村に病気等の

悪霊が入らないように村の入口にナガ

ミツジを張る）。

ながみん [naɡamin] 1○【形容詞】耳が

遠いこと。 【例】ながみん　ういびと

ぅ（耳の遠い年寄り）。ばー　ういびと

ぅ　なりー　ながみんふ　なりー　ひ

とぅぬ　むぬいや　むいとぅ　つかい

だ　んぎゅー（私は年取って耳が遠く

なって全然人の話し声が聞こえなくな

っている）。かぬ　ういびとぅー　なが

みんかいば　ひとぅぬ　むぬいゆぎゃ

ー　つかん（あの年寄りは耳が遠いの

で人の話し声は聞かない）。［類］みん

ぐ。2○【名詞】耳が遠い人。［類］みんぐ。

ながやーじゃう [naɡajaːʑau] 【名

詞】年取って弱くなりこもりきりにな

ること；長い間病気で養生しているこ

と。 【例】うやー　ながやーじゃうや

　ひーゆー（おじいさんは年取ってこ

もりきりになっている）。まさいや　は

ずぬ　ふにゅー　ぶりー　ながやーじ

ゃうゆ　ほぅーたい（マサイは足の骨

を折って長い間養生している）。［変異］

ながやうじゃう。

ながやうじょう [naɡajauʑou] 【名

詞】年取って弱くなりこもりきりにな

ること；長い間病気で養生しているこ

と。 ［変異］ながやーじゃう。

ながゆ [naɡaju] 【名詞】［A］〘魚〙ボ

ラ。 【例】だーながゆ（大型のボラ）。

なから [nakara] 【名詞】［C］（入れ物

の）半分（の量）。 【例】さきゃー　く

ぴんぬ　なから　あり（酒はビンの半

分ある）。んなーぎゃー　すかまー　な

からーとぅんま　くーん（今のところ

仕事は半分も来ていない）。

なからぐぴん [nakaraɡupin]【成句】

思慮の足りない人［＜中身が半分しか

入っていない瓶］。【例】かりゃー　う

むくとぅー　にゃーん　なからぐぴん

（彼は思慮の足りない人だ）。

ながんぬつ [naɡannutsɨ] 【名詞】長

命。【例】ながんぬつ　ういびとぅ（長
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ながんぶ　だーい

命のお年寄り）。

ながんぶ　だーい [naɡambu daːi]
【成句】［r/rr 語幹］（疲れを取るために）

横になる、寝そべる。 【例】ながんぶ

　だーりー　ゆくー（横になって休む）。

2○【動詞】［g 語幹］［C］（鉈（なた）や鎌

でサトウキビを）薙ぎ倒す。［類］なず。

なぎ [naɡi] 1○【動詞】［母音語幹］［C］

殴る。 ［類］なず。

なぎ [naɡi] 【名詞】［B］凪。 【例】と

ぅりどぅ　なぎゃー　ひーゆー（晴れ

て凪になっている）。きゅーや　なぎゃ

ーひー　かじゃーにゃーん（今日は凪

で風がない）。

なぎ [naɡi]【接尾辞】［B］（名詞につい

て）周辺を表す、～辺、～近く、～あたり。

【例】うまなぎ（そこら辺）。かまなぎ

（向こうら辺）。かーまなぎ（遠くの方）。

っさらなぎ（平良辺り）。くまなぎ（こ

こら辺）。んじゃなぎ（どこら辺）。あが

いなぎ（東の方辺り）。

なぐい [naɡui] 【名詞】［B］波や風の

うねり、余波。【例】きゅーぬ　いんな

　やぐみ　なぐい（今日の海は大変な

うねりだ）。かでぃふつぬ　あとぅんな

　なぐいぬどぅ　あい（台風の後には

余波がある）。きゅーまい　いんな　か

でぃふつぬ　なぐいぬどぅ　あい（今

日も海には台風の余波がある）。

なぐかでぃ [naɡukadi] 【名詞】和や

かな風、そよ風。 【例】きゅーぬ　か

じゃー　なぐかでぃがま（今日の風は

そよ風だ）。なぐかでぃぬ　なゆらしば

よ（和風が実らすからよ［古謡「豆が

花」より］）。

なさがい [nasaɡai]【動詞】［r/rr 語幹］

高齢で子を産めなくなる。 【例】っふ

ぁー　なさがりゅー　わーゆどぅ　あ

ぴゃーてぃー　あい（年を取って子を

産めなくなった豚をアピャーと言う）。

ばんてぃが　ぶばー　っふぁー　なさ

がりーどぅー（私の叔母はもう子供が

産めなくなった）。［変異］なすあがい。

なさがい [nasaɡai] 【名詞】高齢で子

供が産めなくなること。 【例】かぬ　

みどぅんな　んめ　なさがいん　なり

ーどぅー（あの女性はもう年を取って

子どもを産めなくなっている）。あぴゃ

ーわーや　なさがい　わー（子供の産

めない豚は出産能力のない豚だ）。［変

異］なすあがい。

なさんっゔぁ [nasanvva]【名詞】妻

か夫の連れ子。 【例】うらー　ばが　

なさんっゔぁ（それは私の｛妻/夫｝の

連れ子だ）。［変異］なさんっふぁ。

なさんっふぁ [nasanffa]【名詞】妻

か夫の連れ子。 ［変異］なさんっゔぁ。

なす [nasɨ]【動詞】［s 語幹］［C］（子供

を）産む、出産する。 【例】わーぬど

ぅ　っふぁがまう　なしゅー（豚が子

供を産んでいる）。わいてぃー　んくま

だかー　っふぁー　なさいん（うんと
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なす

力まないと子供は産めない）。びきどぅ

ん　っゔぁう　なす（男の子を産む）。

なす [nasɨ] 【動詞】［s 語幹］［C］A を

B に変化させる、変える。 【例】いっ

さ　ばりー　ぐまみん　なす（石を割

って粉々にする）。

なず [nazɨ] 1○【動詞】［g 語幹］［C］なぐ

る。 【例】ぎずぎゃうぬ　やらびゅー

　なず（いたずらな子供をなぐる）。 2○

【動詞】［g 語幹］［C］（鉈（なた）や鎌

でサトウキビを）刈る。【例】ぶーっじ

ゅ　っざらひー　なず（サトウキビを

鎌で刈る）。

なず [nazɨ]【名詞】［B］ヘビ。【例】あ

うなず（青大将）。

なすあがい [nasɨaɡai] 【動詞】［r/rr

語幹］（年を取って）出産能力がなくな

る。 ［変異］なさがい。

なすあがい [nasɨaɡai] 【名詞】高齢

で子供が産めなくなること。 ［変異］

なさがい。

なずき [nazɨki] 【名詞】［C］〘形式名

詞〙（動詞基本形について）～のが原因

で；口実。 【例】くらはい　なずきん

　ほぅにゃー　ぶりーにゃーん（殴ら

れたのが原因で骨が折れてしまった）。

うにゃー　ふぁうたい　なずきん　す

にーにゃーん（フグを食べたのが原因

で死んでしまった）。うぬ　みどぅんな

　っふぁなす　なずきん　すにー　は

りーにゃーん（その女性は出産が原因

で亡くなった）。かりゃー　ういなずき

ん　ひんぎー　はりーにゃーん（彼は

それを口実に逃げて行ってしまった）。

なすずつ [nasɨzɨtsɨ] 【名詞】産む月、

臨月。 【例】ばが　みどぅんな　っふ

ぁなすずつ　なりーどぅーい（私の妻

は臨月になっている）。

なすっゔぁ [nasɨvva] 【名詞】実子。

［変異］なすっふぁ。

なすっちゃ [nasɨttɕa] 【名詞】末っ

子。

なすっふぁ [nasɨffa]【名詞】実子。

［変異］なすっゔぁ。

なずばい [nazɨbai] 【名詞】薙ぎ切る

こと。 【例】っさう　なずばい　あす

（草を薙ぎ切る）。

なすんま [nasɨmma]【名詞】実母、産

みの親。 【例】ばが　なすんまー　つ

むかぎ　あたい（私の生母は優しかっ

た）。

なそぅー [nasuː]【名詞】［C］なすび。

【例】くとぅっさ　なそぅーゆ　いび

でぃ（今年は茄を植える）。なそぅー

ぎーぬ　すたぬ　ばう　まーしゃがま

（茄子の木の下で棒を振り回す者［小さ

い人の形容］）。

なだ [nada]【名詞】［B］涙。 【例】ふ

からっさー　なだとぅ　ひとぅみ（よ

ろこびは涙と共に）。
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なだつ

なだつ [nadatsɨ] 【名詞】［C］〘植〙ハ

イキビ　［根が深く作物の成長を阻害

する］。

なだやす [nadajasɨ] 1○【名詞】涙もろ

い人、涙もろいこと。【例】なだやっさ

　かんこくどらまう　みーきゃー　す

ぐ　なつどぅす（涙もろい人は韓国ド

ラマを見るとすぐ泣く）。くぬいや　う

いびとぅん　なりー　むいとぅ　なだ

やすん　なりーどぅー（最近は年寄に

なってとてもなみだもろくなった）。 2○

【形容詞】涙もろい。【例】ばー　むいと

ぅぬ　なだやすびとぅ（私はとても涙

もろい人）。くぬいや　ういびとぅん　

なりー　むいとぅ　なだやすふ　なり

ーどぅー（最近は年寄になってとても

なみだもろくなった）。

なだら [nadara]【形容詞】［B］平坦な。

【例】なだら　ずー（平坦な土地）。な

だら　んつ（平坦な道）。

なだらかす [nadarakasɨ]【動詞】［s/h

語幹］平らにする。 ［類］なだき、な

だつ。

なだらき [nadaraki] 【動詞】［母音語

幹］平らにする、なだらかにする。【例】

うまう　なだらきる（そこを平らにし

ろ）。［類］なだらかす、なだらつ。

なだらつ [nadaratsɨ]【動詞】［k 語幹］

平らにする、なだらかにする。【例】う

まう　なだらき（そこを平らにしろ）。

［変異］なだらふ。［類］なだらき、なだ

らかす。

なだらふ [nadarafu] 【動詞】［k 語幹］

平らにする、なだらかにする。 ［変異］

なだらつ。［類］なだらき、なだらかす。

なちゃーら [natɕaːra] 【名詞】海神

草。 【例】なちゃーらう　ぬんてぃが

ー　ばたむすぬどぅ　うりふー（海神

草を飲んだらお腹の虫が下り出る）。

なちゃみ [natɕami]【名詞】［C］梅雨。

なつ [natsɨ]【動詞】［k 語幹］［A］（人が）

泣く、（動物が）鳴く。 【例】あかっゔ

ぁぬ　んぎゃーてぃー　なつ（赤ちゃ

んがおぎゃーと泣く）。ういびとぅー　

なうちゃーにゃー　かまらすかいがが

ら　いーいーてぃー　なきゅー（年寄

りがなにか悲しいのかしくしくと泣い

ている）。あがいよーてぃー　なつ（ア

ガイヨーと泣く）。まゆぬどぅ　みゃー

みゃーてぃ　なきゅー（猫がニャーニ

ャーと鳴いている）。いつばんどぅいぬ

　なきゅー（一番鳥が鳴いている）。［変

異］なふ。

なつ [natsɨ]【名詞】［A］夏。 【例】な

つん　なりー　あつふ　なりーにゃー

ん（夏になって暑くなった）。

なっじゅい [naʑʑui] 【動詞】［r/rr 語

幹］殴る、打つ。 【例】たやびゃーき

　なっじゅり（力いっぱい殴れ）。ぼー

るー　ばっとひー　なっじゅり（ボー

ルをバットで打て）。
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なっちゃい

なっちゃい [nattɕai] 【動詞】［r/rr 語

幹］（仕事などが）終わる；（仕事などを）

終える；（仕事などを）やめる。 【例】

くぬ　すかまー　きゅーひーや　なっ

ちゃらいん（この仕事は今日中には終

わらない）。きゅーぬ　うぐなーいや　

ういひー　なっちゃらでぃ（今日の集

まりはこれで終わろう）。やくばぬ　す

かまー　んめ　なっちゃいたい（役所

の仕事はもうやめた）。

なっちゃかん [nattɕakan] 1○【形容

詞】無能だ、怠け者だ；（病気で）仕事

ができない。 【例】うまんな　たるが

どぅ　んながーな　なっちゃかんかい

（ここで一番仕事ができないやつはだれ

だ）。うりゃー　たないや　にゃーん　

なっちゃかんんまり（彼は頼りになら

ない怠け者だ）。すかまーひらいん　な

っちゃかん　ひつにんな　やーんきー

　にっゔゅーき（仕事のできない無能

な奴は家に帰って寝ておけ）。がびゃう

かいば　なっちゃかん（病弱で余り仕

事ができない）。からー　はっじゃ　ぶ

りーからどぅ　なっちゃかんふ　なり

ゅー（彼は足を骨折してから仕事が効

率よくできなくなった）。［類］なっちゃ

らん。 2○【名詞】仕事のできない人、無

能な人、怠け者。【例】なっちゃかんな

　やーんかい　はり（怠け者は家に帰

れ）。［類］なっちゃらん。

なっちゃらん [nattɕaran] 1○【形容

詞】無能だ、怠け者だ；（病気で）仕事

ができない。 ［類］なっちゃかん。 2○

【名詞】仕事のできない人、無能な人、怠

け者。【例】かりゃー　なっちゃらん　

やいば　いつがみまい　すかままい　

つかん（彼はどうしようもない奴だか

らいつまでも仕事にもつかない）。［類］

なっちゃかん。

なつっじゃ [natsɨʑʑa] 【名詞】泣き

虫。 【例】なつっじゃ　やらび（泣き

虫の子供）。なつっじゃ　っふぁう　あ

じゃんつ（泣き虫の子をあやす）。みー

が　かず　いつまい　なきゅー　なつ

っじゃ（見る度にいつも泣いている泣

き虫）。

なつぬ　あみ [natsɨnu ami] 【名詞】

夏の雨、スコール。

なつむぬい [natsɨmunui] 【名詞】泣

き言、泣落し。 【例】みどぅんんみぬ

　なつむぬいん　だまはいな（女達の

泣き落としに騙されるな）。

なでぃ [nadi] 【動詞】［母音語幹］［C］

撫でる。 【例】やらびぬ　かなまいゆ

　なでぃー（子供の頭を撫でる）。

なな [nana] 【接頭辞】〘数詞〙七。

ななうさい [nanausai] 【名詞】〘祭

礼〙神に供える七つの料理、七盆。［類］

ななぶん。

ななつ [nanatsɨ] 【名詞】［C］〘数詞〙

七つ。

ななぬひとぅ [nananuhitu] 【名詞】

〘数詞〙七人。
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ななぶん

ななぶん [nanabun]【名詞】〘祭礼〙神

に供える七つの料理、七盆。 【例】な

なむいぬ　うたきん　うーんまたが　

かんかい　すきー　ななぶんぬ　むぬ

んな　にーから　ばかすたーひー　あ

りーどぅーい（ななむいの御嶽にウー

ンマが神にささげる七盆の食べ物は煮

物からさしみまである）。［類］ななう

さい。

ななむい [nanamui] 【名詞】〘祭礼〙

七杜　西原地区の祭事にかかわる集団。

メンバーはくじで選ばれる。現在は男

性７年、女性は１０年務める。【例】な

なむいぬ　うやた（七杜のおじいさん

達）。

ななむいぬ　つかさ [nanamuinu
tsɨkasa]【名詞】〘祭礼〙七杜（御嶽）の

司［うーんま（大按母）、うーんまぬ　

とぅむ（大按母のお供）、なかばい（供

え物の端を取り神に捧げる）、あーぐし

ゃ（祈願役）、あーぐしゃぬ　とぅむ（祈

願役のお供）からなる］。

なぬか [nanuka] 【名詞】［A］〘数詞〙

七日。

なば [naba] 【名詞】［C］汚れ、垢。

【例】かみぬ　なばう　うたす（水瓶の

汚れを落とす）。［変異］ぐず。

なば [naba]【名詞】［C］藻。 【例】あ

うなば（水中に生えた藻）。

なび [nabi] 【名詞】［C］鍋。 【例】な

びゅー　んーす（鍋を載せる）。

なびー [nabiː]【形容詞】［B］滑らかな、

すべすべした、ツルツルした。【例】う

なっじゃ　なびーむぬ（鰻は滑々して

いる）。うまー　なびーかいば　そぅく

いかいば　ならん（ここはすべすべし

てよく滑ってしまう）。なびー　どぅく

まんな　まさぐん　あいき（滑る所で

はちゃんと歩け）。

なびーうんた [nabiːunta]【名詞】〘生

物〙トノサマガエル。 【例】なびーう

んたー　なびーむぬ（トノサマガエル

はすべすべしている）。

なびつ [nabitsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］

なびく。 【例】ぎひつぬどぅ　かでぃ

ん　なびきゅー（ススキが風になびい

ている）。［変異］なびふ。

なびぬ　くー [nabinu kuː] 【名詞】

鍋の鋳掛屋。 【例】なびゃー　むりゅ

ーば　なびぬ　くーゆ　ゆらび（鍋が

漏れているから鋳掛屋を呼べ）。

なびふ [nabifu] 【動詞】［k 語幹］［A］

なびく。 ［変異］なびつ。

なびゃーら [nabjaːra]【名詞】〘果物・

野菜〙ヘチマ。【例】なびゃーらぬ　な

りゅーたい（ヘチマが実っていた）。か

ふーん　なびゃーらぬ　なりゅー（家

庭菜園にヘチマがなっている）。

なふ [nafu] 【動詞】［A］（人が）泣く、

（動物が）鳴く。 【例】くぬ　なつっじ

ゃ、なふな（この泣き虫、泣くな）。［変

異］なつ。
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なま

なま [nama]【接頭辞】少し、ちょっと、

何となく。 【例】なまあつむぬ（生温

かい）。なまひんなむぬ（ちょっと不思

議だ）。なまひぐるむぬ（ちょっと冷た

い）。なまにゅー（眠り足りない）。な

まひぐるむぬ（ちょっと冷たい）。なま

ぶりむぬ（少しバカな奴）。なまひんな

（ちょっと変な）。

なま [nama] 【接頭辞】生、十分に～し

ていない。 【例】なまにー（十分に炊

かれていない）。なまむぬ（なまもの）。

なまみず（生水）。なまにー（生煮え）。

なま [nama]【副詞】すこし、ちょっと。

【例】なま　いびがんぬ　んまりむぬ

（ちょっと伊勢海老みたいなものだ）。な

ま　あいぬむぬ（ちょっとそんなかん

じだ）。なま　ばばんぎむぬ（ちょっと

おおざっぱだ、ちょっと気前がいい）。

なまい [namai]【動詞】［r/rr 語幹］［C］

止まる；やめる。【例】うまん　なまり

（ここに止まれ）。なまいな（止まるな）。

っさびぬどぅ　なまらん（しゃっくり

が止まらない）。すかまうぎゃー　なま

りー　ゆくい（仕事をやめて休みなさ

い）。くるまうぎゃー　なまらし（車を

止めろ）。すかまう　なまい（仕事を辞

める）。ずまみゅー　ふぁうてぃがー　

なまらいん（落花生を食べたら止めら

れない）。みどぅんんみぬ　むぬーゆみ

ーからー　なまらん（女性達がお喋り

すると止まらない）。

なまうぶい [namaubui]【名詞】うろ

覚え。

なまじゃーか [namaʑaːka] 【名詞】

もうすぐ朝になる時間、「しゃーか（未

明）」より少しあと。 【例】なまじゃー

か　なりー　どぅーい（もうすぐ朝に

なる時間になっている）。

なます [namasɨ] 【名詞】［B］刺身。

【例】っぞぅ　なます（魚の刺身）。ぶー

た　なます（芋ずるの葉っぱの膾［ブ

ダイなどの高級魚の代用にした］）。［類］

なまだん。

なまずー [namazɨː] 【形容詞】やる気

のない、怠惰だ。【例】かいがどぅ　ん

ながーな　なまずーかい（あいつが一

番怠惰だ）。［類］なまずん、なまだん。

なまずー [namazɨː] 【名詞】やる気の

ない者、怠け者。 【例】なまずーや　

すかまうぎゃー　ほぅだ　やーんかい

　はり（やる気のないやつは仕事をや

めて家に帰れ）。［類］なまずん、なま

だん。

なまずん [namazɨn] 【名詞】半殺し。

【例】ばー　なまずん　あすきゃ　し

ーしーん　くらはいたい（私は半殺し

にされるまで先生に殴られた）。

なまずん [namazɨn]【形容詞】怠惰な、

仕事をしようとしない。 【例】かりゃ

ー　すかまうまい　ほぅん　なまずん

んまり（あいつは仕事をしない怠け者

だ）。［類］なまずー、なまだん。
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なまずん

なまずん [namazɨn]【名詞】仕事を怠

けること；なまけもの。 【例】ばー　

なまずんな　ひー　しーしーん　くら

はいたい（私は半殺しにされるまで先

生に殴られた）。　［類］なまずー、な

まだん。

なまそぅ [namasu] 【名詞】［C］小潮

［潮の干満差が最も小さくなる潮回りの

こと］。

なまだん [namadan] 【名詞】やる気

がない者、怠惰な人、仕事をしようと

しない人。 【例】なまだんな　すかま

うぎゃー　ほぅだ　やーんかい　はり

（やる気のないやつは仕事をやめて家に

帰れ）。なまだんな　あそぅーどぅ　す

かま（怠け者は遊びが仕事）。［類］なま

ずー、なまずん。

なまだん [namadan] 【形容詞】やる

気がない、怠惰な、仕事をしようとしな

い。 【例】うまんな　たるがどぅ　ん

ながーな　なまだんかい（そこではだ

れが一番仕事をしないのか）。かりゃー

　すかまー　ひらいん　なまだんむぬ

（彼は仕事のできない怠け者だ）。［類］

なまずー、なまずん。

なまだんずみゃ [namadanzɨmja]

【名詞】〘昆〙「っさずみゃ」の次にに現

れる中型のセミ。

なまだんむす [namadammusɨ] 【名

詞】〘生〙オキナワヤスデ。

なまちゃ [namatɕa] 【名詞】［C］怠

け者。 【例】すかまー　ひらいん　な

まちゃ（仕事のできない怠け者）。すか

まうぎゃー　まさぐん　あっそぅ　な

まちゃ（仕事はちゃんとやれ、怠け者

め）。

なまちゃー [namatɕaː] 【名詞】生意

気な奴。 【例】くぬひゃーや　むいと

ぅぬ　なまちゃー（こいつはとっても

生意気な奴だ）。

なまっじゃ [namaʑʑa] 【名詞】生半

端。 ［類］なまはんか、なまはんぱ。

なまにー [namaniː] 【名詞】生煮え。

【例】なまにー　むぬー　んまっふぁ

にゃーん（生煮えのものは美味しくな

い）。

なまにー [namaniː]【名詞】寝不足気

味。 【例】ゆびゃー　なまにーやひー

　にゅーたかいば　ならん（昨夜は寝

不足気味で眠たくて仕方がない）。［類］

なまにゅー。

なまにー [namaniː]【形容詞】生煮え

だ。 【例】ういんつきゃー　かいがど

ぅ　なまにーかい（これよりあれが生

煮えだ）。

なまにゅー [namanjuː]【名詞】寝不

足気味。【例】きゅーや　なまにゅーや

ひー　にゅーたかいば　ならん（今日

は中途半端な眠りで眠くてならない）。

［類］なまにー。
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なまはんか

なまはんか [namahaŋka]【名詞】い

い加減だ。 【例】なまはんかぬ　すか

まうぎゃー　ほぅん（中途半端な仕事

はしない）。［類］なまっじゃ、なまは

んぱ。

なまはんぱ [namahampa]【名詞】い

い加減だ。 【例】すかまー　まさぐん

な　ひらいん　なまはんぱむぬ（仕事

はまともにできない生半端者）。なまは

んぱんまり（いい加減な奴）。［類］なま

っじゃ、なまはんぱ。

なまひぐる [namahiɡuru] 【形容詞】

肌寒い。 【例】きゅーや　なまひぐる

むぬ（今日はちょっと肌寒い）。

なまみず [namamizɨ] 【名詞】生水。

【例】なまみっじゅ　ぬん（生水を飲む）。

なまむぬ [namamunu] 【名詞】生も

の。 【例】なまむぬーぎゃー　にーど

ぅ　ふぁう（生ものは煮て食べる）。

なみ [nami] 【動詞】［A］並べる；比較

する。【例】うりゅーぎゃー　うまん　

なみる（これをそこにならべろ）。うい

とぅ　くいとぅー　なみーみーる（こ

れとそれを比べてみろ）。

なみじゅるい [namiʑurui] 【名詞】

多くの人が集まること。 【例】きゅー

ぬ　うぐなーいんかいや　やびとぅー

んな　なみじゅるいひー　ふぃーさま

いー　やぐみすでぃがほー（今日の集

会には多くの皆様が集まって頂きあり

がとうございます）。

なら [nara]【名詞】［B］音。【例】うぬ

　さんしんな　ならー　いでぃん（こ

の三線は音が出ない）。はずなら（足音）。

みんなら（耳鳴り）。むぬー　ふぁう　

とぅきゃんな　ふつならうぎゃー　い

だすな（食事をするときにはくちゃく

ちゃ音を出すな）。

なら [nara] 【代名詞】［B］〘再帰代名

詞〙自分。【例】ならが　ほぅでぃ（自

分がしよう）。ならが　あっそぅ（お前

がやれ）。からー　ならが　つむーぎゃ

ー　むちゃん（あいつは自制心がない）。

ならが　ほぅだかー　たるが　ほぅで

ぃ、ならが　ほぅだかー　ならん（自

分がやらないなら誰がやるのか、自分

がやらないといけない［「なら」は話し

手、聞き手どちらにもとれる］）。［類］

どぅー、うな。

ならーす [naraːsɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

教える。 【例】ずーゆ　ならーす（勉

強を教える）。やらびんかいや　あっじ

ー　つかひー　ならーし（子供には言

い聞かせて教えなさい）。うらー　ひと

ぅぬ　むぬいゆぎゃー　つかんば　な

らーはいん（彼は人の話を聞かないか

ら教えられない）。にんぎんぬ　っふぁ

ー　んみきー　ならーすんつきゃー　

ほぅみー　ならーすばどぅ　じゃうか

い（人間の子供は𠮟って教えるよりも

褒めて教えた方が良い）。

ならーす [naraːsɨ] 【名詞】教えるこ

と、教え導くこと。 【例】ゆがならー
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ならーっしゃう

す（間違った教え）。やびとぅんーんな

　ひー　ならーす　じゃうっじゃひー

　ふぃーさまてぃ（みなさま指導ご鞭

撻をお願いいたします）。

ならーっしゃう [naraːɕɕau]【形容

詞】行儀悪い、どうしようもない、躾が

なっていない。 【例】ぎずぎゃうな　

ならーっしゃう　やらび（言うことを

聞かない躾がなっていない子供）。

ならい [narai]【名詞】［C］習い、教え、

教育。 【例】やー　ならいや　ほぅか

　ならい（「家庭での躾けは大切［＜家

の教育は外の教育だ］）。

ならう [narau] 【動詞】［b 語幹］［C］

（人が）並ぶ、整列する；（品物などが）

並ぶ、陳列される。 【例】うまん　な

らび（そこに並べ）。まっちゃんどぅ　

むぬぬ　はーさ　ならびーゆーい（店

には商品がたくさんならんでいる）。ま

っちゃんきー　ますく　かーっでぃ　

ならうたい（お店に行ってマスクを買

おうと並んだ）。

ならう [narau] 【動詞】［w 語幹］［C］

学ぶ、習う。 【例】しーしーから　ず

ーゆ　ならう（先生から勉強を習う）。

ならーす　じゃうっじゃひー　ふぃー

さまてぃ（ご指導の程よろしくお願い

します［挨拶するときの決まり文句］）。

すかまー　なりむぬ、すかまうぎゃー

　すかまぬどぅ　ならーす（仕事は慣

れていくもの、仕事が仕事を教える）。

ならういむぬ [narauimunu]【名詞】

自生植物［＜自分で生えるるもの］。

【例】ならういむぬー　ちゅーむぬ（自

生植物は強い）。

ならす [narasɨ]【動詞】［s/h 語幹］［A］

鳴らす。【例】すばびーゆ　ならし（口

笛を吹け）。

ならす [narasɨ]【動詞】［s/h 語幹］［A］

平定する、統治する。 【例】とぅゆみ

ゃー　すまー　ならひどぅ　とぅゆみ

ーうたい（豊見親は島を平定して有名

になっていた）。

ならす [narasɨ]【動詞】［s/h 語幹］［A］

（土地を）平らにする。 【例】ずーゆ　

ならす（土地を平らにする）。

ならす [narasɨ] 【動詞】［A］飼いなら

す。 【例】ぬーまう　ならす（馬を飼

いならす）。

ならっしゃう [naraɕɕau] 【形容詞】

躾けの悪い。 【例】ならっしゃう　や

らび（躾けの悪い子供）。

ならどぅ [naradu]【代名詞】［C］〘再

帰代名詞〙「なら」の複数形。 ［変異］

ならる。［類］なーどぅ。

ならる [nararu] 【代名詞】［C］〘再帰

代名詞〙「なら」の複数形。 ［変異］な

らどぅ。

ならん [naran] 【成句】「ない」の否定

形、ならぬ、ダメだ。 【例】うらー　

あいひや　ならん（それはそうしては
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ならん

駄目だ）。あいや　ならん（そうはなら

ぬ）。

ならん [naran] 【成句】「（形容詞語幹

の活用　かいば（～なので）に付いて程

度のはなはだしいことをあらわす、～く

てならない；動詞否定条件形「～だかー

（なければ）」について、義務をあらわ

す。 【例】うぬ　っぞぅー　っさりー

　ふさかいば　ならん（その魚は腐っ

ていてくさくてしかたがない）。いかだ

かー　ならん（行かないといけない）。

なり [nari]【名詞】［C］習慣、普段のや

り方。 【例】ばんてぃが　やーんな　

あいぬ　なり（うちではそういう習慣

だ［そういうやり方をしている］）。あい

ぬ　あすかたー　ばが　なり（これが

私の普段のやり方だ）。

なり [nari]【動詞】［母音語幹］［C］（動

物が人に）馴れる。 【例】いんがまー

　やーにんじゅん　なりゅー（犬は家

族に馴れている）。

なり [nari] 【動詞】［母音語幹］［C］慣

れる。 【例】すかまー　んめ　なりー

どぅ（仕事はもう慣れている）。すかま

ー　なりーにゃーん（仕事は慣れた）。

なりむぬ [narimunu]【名詞】（仕事や

痛みなどに）慣れるもの。 【例】やら

びんみゃー　なりむぬ（子供は慣れる

ものだ）。 すかまー　なりむぬ（仕事

は慣れるものだ）。

なん [nan] 【名詞】［B］波。 【例】き

ゅーや　なんぶりかいばなん（今日は

波が立ってどうしようもない）。なんぬ

　ぶりーゆー（波が立っている）。

なんー [nanː] 【動詞】［mm 語幹］［C］

舐める。 【例】あみじゃたう　なんー

（飴を舐める）。んなまー　みーつむぬー

ぎゃー　なんまん（今は目のごみはな

めて取らない）。いんかい　なんまいに

ゃーん（犬に舐められた）。［類］なんみ。

なんく [naŋku]【名詞】［C］〘果物・野

菜〙〘食〙カボチャ。 【例】なんくー　

みゃーむぬ（カボチャはホクホクして

いる）。

なんざ [nanza] 【名詞】［C］銀。

なんず [nanzɨ]【名詞】［C］難儀。【例】

くぬ　すかまー　なんず（この仕事は

難儀だ）。

なんつつ [nantsɨtsɨ]【形容詞】焦げた。

【例】なんつつ　んー（焦げた芋）。

なんつつまい [nantsɨtsɨmai]【名詞】

〘食〙お焦げご飯。

なんとぅが [nantuɡa] 1○【副詞】どう

しても、全然、なかなか。 【例】うぬ

きゃが　ふたーいや　なうゆ　ほぅば

んまい　なんとぅが　はなはいん（彼

ら二人はどうやってもまったく別れな

い）。いちゃー　っふぃーゆーば　なん

とぅが　んがいん（板はかみ合ってい

てどうしても取り外せない）。ばー　か
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なんみ

いんかいや　なんとぅが　まみっふぁ

ん（私は彼には全然及びもつかない）。

からりゃ－　ばんちゅーぎゃー　なん

とぅが　みゃーぎん（彼は私達を全然

振り向かない）。 2○【副詞】何とか。【例】

かいん　たすきらいー　なんとぅが　

んぬっちゃ　ぶいらいどぅー（彼に助

けられて何とか命はもらったようなも

のだ）。しばうぎゃー　ほぅだうり、な

んとぅが　ないどぅす（心配するな、何

とかなる）。［変異］なうとぅが。［類］

なうとぅんま、なうとぅんな。

なんみ [nammi]【動詞】［母音語幹］［C］

舐める。 【例】みーんかいどぅ　みー

つむぬぬ　はいりーにゃーんば　なん

みーふぃーる（目にごみがはいったの

でなめて（とって）ください［昔は目に

入ったごみはなめて取ったり、乳をか

けて取った］）。べー　あみだまう　な

んみー　ふつぬ　ばん　あすみゅーき

（ほら、飴玉をなめて口の番をさせてお

け）。いん　なんみらいーにゃーん（犬

に舐められた）。［類］なんー。
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に

にー [niː]【名詞】［B］荷。 【例】ばし

ゃんかい　にーゆ　つん（馬車に荷を

積む）。

にー [niː] 【名詞】［B］音［音楽用語と

して使われる］。【例】いちゅぬ　にー

（細い絹糸を引いたような高い音、宮古

島の音楽）。

にー [niː] 【名詞】［C］根、根元　［複

合語では「に」となる］。 【例】きーぬ

　にー（木の根）。にむとぅ（根元）。に

ーにゃー（屋号「にーぬやー」と同じ）。

にーぬやー（屋号［根元の家］）。

にー [niː] 【動詞】［母音語幹］［A］煮

る、飯を炊く；煮える。 【例】ゆいが

　そぅーゆ　にー（夕食のおかずを煮

る）。むぬー　にー（食事をつくる）。ん

ーな　んめ　にーどぅー（芋がもう煮

えている）。

にー [niː] 【動詞】［母音語幹］［A］（太

陽に皮膚を）焼く。 【例】なつぬ　あ

つびーてぃーん　にーらいーにゃーん

（夏の熱い日照りに焼き付けられた）。

にーか [niːka]【名詞】［C］夜の遅い時

間。 【例】んめ　にーか　なりー　ど

ぅーば　やーんかい　はらでぃ（もう

おそくなったから家に帰ろう）。にーか

たーひー　うきー　べんきょーゆ　あ

すたい（夜遅くまで起きて勉強した）。

にーから　ばかすがみ [niːkara
bakasɨɡami]【成句】煮物から生もの（さ

しみ）まで。 ［類］にーからばかすた

ーひー。

にーから　ばかすたーひー
[niːkara bakasɨtaːhiː] 【成句】煮物から

生もの（さしみ）まで。【例】ななむい

ぬ　うたきん　うーんまたが　かんか

い　うさぎ　ななぶんな　にーから　

ばかすたーひー　ありーどぅーい（な

なむいの御嶽にウーンマが捧げる七盆

は煮物からさしみまである）。［類］に

ーから　ばかすがみ。

にーだ [niːda]【名詞】［C］だだ（をこ

ねる）。 ［変異］にーら。

にーだ　くず [niːda kuzɨ] 1○【成句】

［g 語幹］だだをこねる。 ［変異］にー

ら　くず。 2○【名詞】だだをこねること

（「くず」は「こぐ」）。［変異］にーら　

くず。
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にーだーす

にーだーす [niːdaːsɨ]【名詞】根絶す

ること。 ［変異］にーだす。

にーだーつ [niːdaːtsɨ] 【名詞】根絶

すること。 ［変異］にーだす。

にーだす [niːdasɨ] 【名詞】根絶する

こと。 ［変異］にーだーつ、にーだす、

にーだーす。

にーだつ [niːdatsɨ] 【名詞】根絶する

こと。 【例】かやー　にーだっちゃ　

ひらいん（茅は根絶できない）。［変異］

にーだつ、にーだーつ、にーだーす。

にーつ [niːtsɨ]【名詞】［C］寝息。【例】

にーっちゅ　たてぃー（寝息をたてる）。

にーまい　そぅらまい　に
ゃーん [niːmai suramai njaːn]【成句】

根も葉もない、何の根拠もない、にー＝

根、そぅら＝木の天辺。 【例】っゔぁ

が　あっじゅー　くとぅー　にーまい

　そぅらまい　にゃーん　ほぅりむぬ

い（お前が言っていることは何の根拠

もないバカな話）。

にーむぬ [niːmunu] 【名詞】煮物。

【例】ゆーいぬ　にーむぬ（お祝いの煮

物）。［変異］にむぬ。

にーら [niːra]【名詞】［C］だだ（をこ

ねる）。【例】にーらうぎゃー　ほぅだ

うり（駄々をこねるな）。［変異］にーだ。

にーら　くず [niːra kuzɨ] 1○【成句】

［g 語幹］だだをこねる。【例】んめ　っ

ゔぁー　ほぅいふ　なりゅーば　まー

ぬ　にーら　くがだうり（もう大きい

んだからそんなに駄々をこねないの）。

［変異］にーだ　くず。 2○【名詞】だだを

こねること（「くず」は「こぐ」）。【例】う

ぬ　やらびゃー　んまが　すかまんか

い　いかっでぃ　あすてぃがー　いつ

まい　にーら　くっじゃ　ひー　なつ

　（その子供は母親が仕事に行こうと

するといつも駄々をこねて泣く）。［変

異］にーだ　くず。

にあし [niaɕi]【名詞】［C］寝汗。【例】

にあしゅー　かつ（寝汗をかく）。［類］

にゅーあし。

にうち [niutɕi] 【名詞】［C］値打ち。

【例】うらー　にうちゃー　にゃーん

（それは値打ちはない）。

にがい [niɡai] 【名詞】［C］〘祭礼〙祈

願、神への祈願。【例】かぎにがいぬ　

ぶんびしぶどぅい（ありがたい願いの

ためのお盆を備えた後の踊り）。んぬつ

だみにがい（命乞いの祈願）。っふぁだ

みにがい（子供を授かる祈願）。にがい

まにゃーん　うむきまにゃーん　ほぅ

やぐみゃー　たすきー　ふぃーさまい

（祈願した通りに、思った通りに神様は

助けて下さる）。［変異］かんにがい。

にがやたー [niɡajataː]【名詞】祈願の

おばーさんたち。 ［類］にがいんまた。

にがら [niɡara]【名詞】［C］早起き。

【例】かりゃー　にがらびとぅ（彼は早

起きだ）。
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にぐー

にぐー [niɡuː] 【名詞】［C］〘貝〙シャ

コガイ。 【例】にぐーぬ　からう　あ

ずくやてぃー　あい（シャコガイの殻

をアズクヤと言う）。

にごー [niɡoː] 【名詞】［C］めかけ。

にし [niɕi] 【名詞】［B］背負い投げ。

［変異］んし。

にしゃい [niɕai] 【名詞】［C］青年。

【例】じゃうぎ　にしゃい（好青年）。

［類］ばかむぬ。

にじゃま [niʑama] 【名詞】［C］起き

抜けでまだ寝ぼけている状態、寝入り

端（あるいは起き抜け）。 【例】やらび

ゅーぎゃー　にじゃまんな　うかはん

（子供を寝入り端には起こさない［＞起

こしてはいけない］）。［類］にじゃみ、

みじゃみ。

にじゃまうつ [niʑamautsɨ] 【名詞】

起き抜けでまだ寝ぼけている状態。

【例】やらびゃー　にじゃまうっちゃ　

ひどぅ　にゅーたぎ　なりゅーたい（子

供は寝起きなので眠そうだった）。

にだまい [nidamai]【動詞】［r/rr 語幹］

（仕事が）さだまる。 【例】すかまー　

にだまらん　（仕事が定まらない）。

にだん [nidan] 【動詞】［m 語幹］［A］

確定する、定める。 【例】じょ、なう

がら　ゆーいぬ　ひかっじゅ　にだみ

ーみーでぃ（さあ、お祝いの日取りを決

めよう）。きんだっちゃーひー　はらう

　んじゃん　うっつが　にだます（糸

を張って柱をどこにたてるかを決めさ

せる）。ささぎゆーいぬ　ひかっじゃ　

にだまいゆーな（結婚式の日取りは決

まったか）。

につ [nitsɨ] 【名詞】［C］熱。 【例】か

じゃー　ひきどぅ　にっちゃ　いじゅ

ー（風邪引いて熱が出ている）。かじゃ

ー　ひきー　にっちゃ　いでぃー　ど

ぅーや　ほぅみきゅー（風邪引いて熱

が出て体は熱くなっている）。

にっゔぃ [nivvi] 【動詞】［母音語幹］

［A］寝る。

にっゔぃばな [nivvibana]【名詞】寝

入りばな。

にっゔぃや　うきうき [nivvija
ukiuki]【成句】（仕事をせず）食っちゃ

寝、食っちゃねしていること；（何もせ

ず）寝たり起きたりすること。【例】ま

いやーまいにち　すかまー　にゃーん

ば　にっゔぃや　うきうき　ひーゆー

（毎日毎日仕事がないので、食っちゃ寝、

食っちゃ寝の生活をしている）。かでぃ

ふつんな　にっゔぃや　うきうき（台

風の時にはには寝たり起きたりしてい

る［＞なにもせず家でごろごろしてい

る］）。

ににゅー [ninjuː]【名詞】［B］居眠り。

【例】だりー　ににゅーや　ほぅーた

い（疲れて居眠りしていた）。ににゅー

や　たっゔぁみきーどぅ（こっくりこ
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にぬは

っくりと居眠りしている）。やらびゃー

　つーゆ　ぬんきゃー　ににゅーや　

かっら（赤ちゃんは乳を飲むとこっく

りこっくり（眠った））。すみゃーすみゃ

ー　ふぁいぬ　あとぅんな　ににゅー

ゆどぅ　あす（昼食後は居眠りする）。

にぬは [ninuha] 【名詞】［C］子の方、

北の方角。

にぬはでぃー [ninuhadiː]【名詞】北

支部。

にばら [nibara] 【名詞】［C］〘魚〙マ

ダラハタ［ハタの一種］。 【例】にばら

う　つー（ハタを釣る）。ほぅーつ　に

ばら（口の大きいハタ）。にばらー　ほ

ぅーうつ　むぬ（マダラハタは口が大

きい）。

にぶい [nibui] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］

寝ぼける。 【例】やらびゃー　にぶり

ーどぅー（子供は寝ぼけている）。［類］

にぶり。

にぶいどぅい [nibuidui]【名詞】寝

ぼけて時を告げる鳥。 ［類］にぶりど

ぅい。

にぶり [niburi]【動詞】［母音語幹］［A］

寝ぼける。 ［類］にぶい。

にぶりどぅい [niburidui]【名詞】寝

ぼけて時を告げる鳥。 ［類］にぶいど

ぅい。

にまい [nimai]【動詞】［r/rr 語幹］［A］

染み込む。 【例】うまー　すばい　か

じゃぬどぅ　にまりゅー（ここは小便

臭が染み込んでいる）。

にむとぅ [nimutu]【名詞】［B］根本。

【例】ぎすつぬ　にむとぅ（ススキの

根本）。

にむぬ [nimunu] 【名詞】［C］煮物。

【例】ゆーいぬ　にむぬ（お祝いの煮物）。

［変異］にーむぬ。

にむぬい [nimunui] 【名詞】寝言。

【例】いみゃー　みー　にむぬい　あす

（夢を見て寝言する）。にむぬや（よく寝

言を言う人）。

にゃー [njaː]【接尾辞】（名詞、動詞基

本形について）競い合い、競い合う。

【例】はーさにゃー（かけっこ［「はーす

にゃー」ともいう）。うーずにゃー（水

泳の競争）。なつにゃー（泣き合い）。ば

らうにゃー（笑い合い）。だますにゃー

（騙し合い）。あすにゃー（やり合い）。

んみつにゃー（叱り合い）。ばかいにゃ

ー（奪い合い）。ったつにゃー（殴り合

い）。すまとぅい　にゃー（相撲取り勝

負）。きゅーぬ　はーりゃー　くずしょ

ーぶにゃー（今日のハーリーは漕ぎ勝

負だ）。んまむぬぬ　いでぃっちゅーた

いばどぅ　ふぁうにゃーや　ほぅーた

い（ごちそうが出てきたので我先にと

食べた）。たるがなーが　ばかすむぬい

ゆ　あっじゅーたいばどぅ　ばらうに

ゃーや　ほぅーたい（誰かが冗談を言

ったのでみなで大笑いをした）。
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にゃーい

にゃーい [njaːi] 1○【動詞】［r/rr 語幹］

（相手にものを渡すために）手を前に出

す；手を差し伸べる、助ける；（物を）

あげる。 【例】うるー　っじさまてぃ

てぃー　ういびとぅんかい　てぃーゆ

　にゃーいたい（これを受け取ってく

ださいと言ってお年寄りに手を差しだ

した）。んーぬ　ふぃーっじゃー　てぃ

ーゆ　にゃーり（芋をやるから手を出

せ）。きばんむぬんかい　てぃーゆ　に

ゃーい（貧乏な人に手を差しのべる）。

かいが　とぅっじゃ　がずかいば　む

ぬーぎゃー　にゃーらん（彼の妻はケ

チなので人にものはあげない）。［類］に

ゃーい（母音語幹）。 2○【動詞】［r/rr 語

幹］（相手に）手をあげる、手を出す、叩

く。【例】ひとぅんかい　てぃーゆぎゃ

ー　にゃーらんどー（人に手を出して

（叩いて）はいけないよ）。［類］にゃー

い（母音語幹）。

にゃーい [njaːi] 1○【動詞】［母音語幹］

（うけとるために）手を前に出す；（わ

たすためにまたは助けるために）手を

差し伸べる。 【例】くらー　ばが　に

ゃーいん　でぃんがま（これは私の僅

かしかない金［＞あげられないお金］）。

［類］にゃーい（r/rr 語幹）。2○【動詞】［母

音語幹］（相手をたたくために）手をあ

げる、叩く。［類］にゃーい（r/rr 語幹）。

にゃーす [njaːsɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

［C］失くす。【例】でぃんな　にゃーひ

ーにゃーん（お金をなくしてしまった）。

からー　うんかいば　むぬーぎゃー　

ふぁいー　にゃーはん（彼は大食いだ

だから食べ物を食い尽くしてしまう）。

にゃーだ　んず [njaːda nzɨ] 【成

句】［g 語幹］なくなる（「にゃーん」の

連用形「にゃーだ」＋「んず」）。 【例】

やーや　むいー　やーや　にゃーだん

ぎーにゃーん（家は火事になって家は

なくなってしまった）。やーぬ　かぎゃ

ー　にゃーだんずてぃがー　うらー　

なんとぅが　とぅみらいん（家の鍵は

無くしたら（それは）全然見つけられ

ない）。

にゃーだかー [njaːdakaː]【成句】な

くてはならない。 【例】にゃーだかー

　ならんむぬ（なくてはならないもの）。

［変異］あらだかーならんむぬ。

にゃーん [njaːn] 【助動詞】［不規則］

動詞連用形について意図しない動作の

完了の意味を付け加える、～てしまった

［過去形は、「～にゃーっだん（てしまっ

た）」］。 【例】むぬー　んめ　ふぁいに

ゃーん（食べ物はもう食べてしまった）。

いきーにゃーん（行っちゃった）。なう

ちゃーにゃー　ばらいーにゃーん（思

わず笑ってしまった）。

にゃーん [njaːn]【動詞】［不規則］［C］

（無生物が）ない［生物の非存在は「み

ーん」を使う。；持っていない［（生物

には～が）ない、（無生物には～が）な

い］。 【例】ばー　とぅっじゃ　にゃ

ーん（私は妻がない［＞結婚していな

い］）。でぃんな　にゃーん（金がない）。
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にゃーん

じかんな　にゃーん（時間がない）。ば

ぬんな　むぬ　ふぁう　まどぅーまい

　にゃーん（私には食事をする時間も

ない）。くぬ　すかまー　みくんな　

にゃーん（この仕事は将来性がない）。

［類］みーん。

にゃーん [njaːn]【接尾辞】「動詞基本

形＋が」について様態を表す、ように。

【例】かいが　ならーすがにゃーん　

あっそぅ（あの人が教えるようにやり

なさい）。からー　っぞぅぬ　うーずが

にゃーん　うーず（あいつは魚がおよ

ぐように泳ぐ）。ばが　あすがにゃーん

　あっそぅ（私がやるようにやりなさ

い）。みーたいがにゃーん　かき（見た

ように書きなさい）。

にゃーんひー [njaːnhiː] 【副詞】無

いように、無く。 【例】うるーぎゃー

　にゃーんひーんなし（それは無くし

てしまえ）。

にゅー [njuː] 【動詞】［vv 語幹幹］［A］

眠る［否定形：にっゔぁん、連用形：に

っゔぃ］。 【例】んめ　にっゔぁでぃ

（もう　眠る）。やらびゃー　にっゔぃー

どぅ（子供は寝ている）。ばー　にっゔ

ゅーらでぃ（私は寝ておく）。ばー　い

つまい　はーひーん　にゅー（私はい

つも早い時間に眠る）。ばー　んめ　に

ゅーたかいば　にっゔゅーらでぃ（私

はもう眠いから寝ていよう）。やらびゃ

ー　にっゔぃーどぅーば　はずならう

ぎゃー　いだはだ　やーらきふがま　

あいき（子供が寝ているから足音をだ

さずに静かに歩け）。

にゅー [njuː] 【形容詞】［B］遅い。

【例】かりゃー　なうゆ　あすみんまい

　にゅー（彼は何をさせても遅い）。か

りゃー　いつまい　にゅー（彼女はい

つもおそい（遅れてくる））。からー　は

ずにゅー　ひとぅ（彼は足の遅い人）。

にゅーあし [njuːaɕi]【名詞】寝汗。

【例】にゅーあしゅー　かつ（寝汗をか

く）。［類］にあし。

にゅーあじゃーな [njuːaʑaːna]

【形容詞】寝相が悪い。 【例】にゅー　

あじゃーなんまり（寝相の悪い奴）。

にゅーぐり [njuːɡuri] 【形容詞】寝

苦しい。 【例】ゆびゃー　あつかいば

　にゅーぐりかいば　ならっだん（昨

晩は暑くて寝苦しかった）。

にゅーさい [njuːsai] 【動詞】［r/rr 語

幹］腐りかけている。 【例】んーな　

にゅーさりーどぅ（芋は腐りかけてい

る）。うぬ　まいや　にゅーさりー　ど

ぅ（この米は腐れかかっている）。にゅ

ーさりむぬーぎゃー　ふぁーん（腐れ

かかったものは食べない）。

にゅーずみ [njuːzɨmi] 【名詞】寝心

地が良いこと。

にゅーた [njuːta]【形容詞】［A］眠い。

【例】にゅーたぎ　ひとぅ（眠そうな

人）。くいが　はなっそぅ　つふてぃが
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にゅーたら

ー　いつまい　にゅーたふ　ないどぅ

す（あいつの話を聞いたらいつも眠く

なる）。

にゅーたら [njuːtara]【名詞】良く眠

るもの（人、家畜）、眠たがり、寝坊助。

【例】かりゃー　やぐみ　にゅーたら

（彼はよく眠る人だ）。にゅーたら、　う

きー　ひんじゃぬ　っさー　かりー　

くー（眠たがりめ、起きてヤギの草刈

りて来い）。にゅーたら、はやまり　う

きる（寝坊助、早く起きろ）。

にゅーたらーん [njuːtaraːn]【成句】

寝足りない、寝不足だ。 【例】ばー　

きゅーや　にゅーたらーん（私は今日

は寝足りない）。

にゅーたらぎー [njuːtaraɡiː] 【名

詞】〘植〙ねむの木。

にゅーどぅくな [njuːdukuna] 【名

詞】寝るところ。［類］にゅーどぅくま。

にゅーどぅくま [njuːdukuma]【名

詞】寝るところ。【例】にゅーたふ　な

いてぃがー　にゅーどぅくまう　とぅ

みー（眠くなったら寝所を探す）。［類］

にゅーどぅくな。

にゅーぱぎ [njuːpaɡi] 【名詞】床ず

れ。 【例】ぶじゃが　にゅーぱぎゃー

　いちゃぎむぬ（おじさんの床ずれは

痛そうだ）。

にゅーふい [njuːfui] 【名詞】寝たふ

り。【例】にゅーふいゆぎゃー　ほぅだ

　はやまり　すかまんかい　はり（寝

たふりをしてないで早く仕事に行け）。

にゅーふがます [njuːfuɡamasɨ] 1○

【形容詞】ぐずって中々寝かせられない

子供。 【例】にゅーふがます　やらび

（寝るときにぐずる子供）。 2○【名詞】ぐ

ずって中々寝かせられない子供。

にゅーふたら [njuːfutara]【名詞】足

の遅い人。 【例】っゔぁー　なうばい

ぬ　にゅーふたらが（あなたは何でそ

んなに足が遅いのか）。

にゅーやっゔぃ [njuːjavvi] 【名詞】

寝違い。 【例】にゅうやっゔゃー　ひ

ー　ぬどぅー　まーらん（寝違えて首

が回らない）。

にんぎん [niŋɡin]【名詞】（まともな）

人間。【例】ういんな　にんぎんな　ひ

らいん　（あいつには人間はできない

［＞あいつの行動は人間らしくない］）。

かりゃー　にんぎんな　あらん（あい

つは人間ではない［＞彼は信用できな

い］）。

にんじゅ [ninʑu]【名詞】［C］仕事仲

間、（船などの）乗組員。 【例】ふなに

んじゅ（船の乗組員）。

にんそぅー [ninsuː] 【名詞】人相。

【例】やな　にんそぅー（見かけがわる

いこと、またその人）。
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にんそぅー
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ぬ

ぬ [nu] 【助詞】〘格助詞〙属格　普通名

詞について所有を表す［代名詞、固有名

詞では「が」を用いる、人間を表す普通

名詞ではどちらでもよい場合がある］；

「名詞＋格助詞」「述語」などに付いて次

の名詞を修飾する機能を持つ、「の」［代

名詞、固有名詞では「が」を用いる、人

間を表す普通名詞ではどちらでもよい

場合がある］。【例】しーしーぬ　ほぅ

んぬ　かりったい（先生の本を借りて

きた）。ひんじゃぬ　っさー　かりーく

ー（ヤギの草を刈ってこい）。はーさぬ

　ひとぅ（たくさんの人）。いつぬ　ひ

とぅ（五人［＜５の人］）。かなだからぬ

　てぃがみ（カナダからの手紙）。いふ

がまたぬ　ひとぅ（行く予定の人）。ま

た　あいてぃぬ　ばー（そういうこと

なのだ［＜またそうだとのこと］）。［類］

が。

ぬ [nu]【助詞】〘格助詞〙主格　普通名詞

について動作、状態の主体を表す、「が」

［代名詞、固有名詞では「が」を用いる、

人間を表す普通名詞ではどちらでもよ

い場合がある］。【例】っぞぅぬどぅ　

びじゅー　っふぃーうい（魚が餌を食

っている）。ほぅらだつん　まずむぬぬ

　ういてぃんどー（大浦口に幽霊がい

るそうだよ）。うまん　がっこーぬどぅ

　あい（そこに学校がある）。っゔぁ　

じかんぬ　あるーんな（お前時間があ

るかい）。［類］が。

ぬー [nuː]【動詞】［b 語幹］［C］（体が）

延びる、（ゴムなどが）延びる、（道など

が）延びる。 ［類］ぬび。

ぬー [nuː]【動詞】［C］縫う。【例】つ

んぬ　ぬー（着物を縫う）。

ぬー [nuː]【名詞】［B］野、野原、在野。

【例】ぬーぬ　みー（野原の中）。うま

ぬ　はいや　っさー　ういどぅ　ぬー

ん　なりーゆー（あの畑は草が生えて

野原になってしまった）。ぬーからどぅ

　ぶっさ　いでぃー（在野から偉人は

生まれる）。

ぬーい [nuːi] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］

（乗り物などに）乗る、（木などに）登る、

（家などに）上がる。 【例】くるまんか

い　ぬーい（車に乗る）。あわてぃる、

　んめ　ふにん　ぬーいうくいがまた

（急げ、もう船に乗り遅れるぞ）。きー
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ぬーがい

んかい　ぬーい（木に登る）。かりゃー

　あずまうつ　びとぅ　やいば　かい

が　ふつぐるまんな　ぬーいな（彼は

甘言な人だから彼の口車には乗るな）。

かいだんぬ　うりや　ぬーい　ぬーい

　あす（階段を降りたり上がったりす

る）。やーんかい　ぬーりー　んみゃて

ぃ（家に上がっていらっしゃい）。うま

んかい　ぬーりー　くー（ここに上が

って来なさい）。

ぬーがい [nuːɡai] 1○【動詞】［r/rr 語幹］

はかどる。 【例】きゅーや　すかまー

　ぬーがらん（今日は仕事は捗らない）。

［類］ぬびゃがい。 2○【形容詞】よくは

かどること。【例】きゅーや　すかまー

　やぐみ　ぬーがいむぬ（今日は、仕

事は良くはかどる）。ぬーがい　すかま

（捗る仕事）。［類］ぬびゃがい。

ぬーす [nuːsɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［A］

（ものや人を乗り物に）乗せる；（機械な

どに）セットする。 【例】ぶーっじゅ

　ばしゃんかい　ぬーし（サトウキビ

を馬車に乗せろ）。まいや　すいはんき

んかい　ぬーひーだー（ごはんを炊飯

器にセットした）。

ぬーず [nuːzɨ]【動詞】［zz/dd 語幹］［A］

（高熱、病気等で）唸（うな）る。 【例】

ぱーや　かなまいや　やみー　くーか

んががら　ぬーじゅー（おばあさんは

頭痛で苦しいのかうなっている）。［変

異］ぬーでぃ。［類］ぬーっず、ぬーっ

でぃ、ぬーでぃ。

ぬーっず [nuːzzɨ]【動詞】［zz/dd 語幹］

（高熱、病気等で）唸（うな）る。【例】ば

んてぃが　ぱーや　やんとぅきゃんな

　いつまい　ぬーっじゅーい（私の祖

母は病気の時はいつもうなっている）。

［類］ぬーず、ぬーっでぃ、ぬーでぃ。

ぬーっでぃ [nuːddi]【動詞】［母音語

幹］（高熱、病気等で）唸（うな）る。

【例】ぬーっでぃ　ういびとぅ（（高熱等

で）うなってる年寄り）。ぱーや　かな

まいや　やみー　くーかんががら　ぬ

ーっでぃーどぅー（おばあさんは頭が

痛くて苦しいのかうんうんうなってい

る）。［変異］ぬーでぃ。［類］ぬーず、ぬ

ーっず、ぬーでぃ。

ぬーっでぃ [nuːddi] 【動詞】（病気、

苦痛で）唸る。 【例】かなまいや　や

みどぅ　ぬーっでぃー　うい（頭痛で

唸っている）。

ぬーでぃ [nuːdi] 【動詞】［母音語幹］

［A］（高熱、病気等で）唸（うな）る。

［変異］ぬーっでぃ。［類］ぬーず、ぬー

っず、ぬーっでぃ。

ぬーま [nuːma] 1○【名詞】［B］馬。【例】

んまぬーま（親（母）馬）。びきぬーま

（雄馬）。みーぬーま（雌馬）。ふしびゃ

ぬーま（言うことをきかない暴れ馬［人

間にも使う］）。 2○【名詞】［B］三線の

駒。

ぬーまじゅー [nuːmaʑuː]【名詞】馬

肉。 【例】うぬ　ぬーまじゅーや　ひ
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ぬーまぬ　かんぎ

つにかいば　かまいん（この馬肉はか

たくてかめない）。

ぬーまぬ　かんぎ [nuːmanu
kaŋɡi] 【名詞】馬のたてがみ。

ぬーまぬ　ふらがた [nuːmanu
furaɡata]【名詞】〘昆〙クルマバッタ。

ぬい [nui] 【名詞】［B］糊（のり）、ペ

ンキ。 【例】ぬいひー　かびーゆ　は

い（糊で紙を貼る）。

ぬい [nui] 【名詞】［r/rr 語幹］［B］（ペ

ンキなどを）塗る。 【例】ぺんきゅー

　ぬい（ペンキを塗る）。

ぬい [nui]【名詞】［B］おにぎり。【例】

まいぬい（（米の）おにぎり）。あーぬ

い（粟のおにぎり）。んーぬい（芋のお

にぎり）。

ぬい [nui]【名詞】［B］海苔、藻。【例】

すぬい（モズク）。

ぬい [nui]【名詞】［B］（屋根などの）漆

喰。 【例】やーぬ　ぬい（瓦の漆喰）。

ぬいじゅー [nuiʑuː]【名詞】〘植〙念

珠藻（ネンジュモ）［ラン藻の一種］。

ぬいみ [nuimi]【名詞】［B］（着物など

の）縫い目。 【例】ぬんな　つんぬ　

ぬいみんどぅ　うい（ノミは着物の縫

い目にいる）。

ぬか [nuka] 【名詞】［B］糠（ぬか）。

【例】まいぬか（米糠）。

ぬがい [nuɡai]【動詞】［r 語幹］［C］抜

かれる。 ［変異］んがい。

ぬかす [nukasɨ]【動詞】［s/h 語幹］［C］

残す。 【例】ふぁいぬかす　むぬ（食

べ残し）。［変異］ぬくす。

ぬかす [nukasɨ] 【名詞】［C］（食べた

り、飲んだりした）残り。 【例】から

ー　ひとぅぬ　ふぁいぬかっそぅぎゃ

ー　ふぁーん（彼は人の食べ残しは食

べない）。［変異］ぬくす。

ぬくい [nukui]【動詞】［r/rr 語幹］［C］

残る。 【例】かぬきゃが　はだぬ　ひ

とぅんみゃー　たうかー　ぬくらだ　

まみっじゃにゃーだ　せんそーん　す

にー　はりーにゃーん（彼等の年頃の

人達は一人残らず誰もかれも戦争で亡

くなって行ってしまった）。

ぬくい [nukui]【名詞】［C］残り。【例】

ふぁいぬくい（食べ残り）。うーぬくい

（売り残り）。

ぬぐい [nuɡui]【動詞】［母音語幹］［C］

（手ぬぐいなどで）ふく、ふいてきれい

にする。

ぬぐう [nuɡuu] 【動詞】［w 語幹］［C］

（手ぬぐいなどで）ふく、ふいてきれい

にする。【例】べー　さずひー　っゔぁ

が　っふすー　みはなう　ぬぐい（ほ

ら、タオルでお前の汚れた顔を拭え）。

むぬー　ふぁいぬ　あとぅんな　ふっ

ちゅ　ぬぐい（食後は口を拭え）。ぬす

みー　ふぁいやー　くとぅーぎゃー　
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ぬくす

ふっちゃ　ぬぐいー　うき（盗み食い

したときは口を拭え［＞悪いことをし

たときは証拠を隠せ］）。

ぬくす [nukusɨ]【動詞】［s/h 語幹］［C］

残す。 【例】むぬーぎゃー　ぬかはだ

　ふぁい（食べ物は残さないで食べな

さい）。［変異］ぬかす。

ぬくずー [nukuzɨː] 【名詞】のこぎり。

【例】ぬくずーひー　きーゆ　きー（鋸

で木をきる）。

ぬさき [nusaki]【動詞】［母音語幹］［A］

覗く。［変異］ぬすき、ぬそぅき。［類］

ぬさつ、ぬすつ、ぬそぅつ。

ぬさつ [nusatsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］

覗く。 【例】たぶひー　いんぬ　なか

う　ぬさきーみー（タグで水中を覗い

てみる）。ひとぅぬ　きないゆぎゃー　

ぬさつな（他人の家庭は覗くな）。［変

異］ぬさふ、ぬすつ、ぬすふ、ぬそぅつ、

ぬそぅふ。［類］ぬさき、ぬすき、ぬそ

ぅき。

ぬさふ [nusafu] 【動詞】［k 語幹］［A］

覗く。 ［変異］ぬさつ、ぬすつ、ぬそ

ぅつ、ぬそぅつ、ぬそぅふ。［類］ぬさ

き、ぬすき、ぬそぅき。

ぬす [nusɨ]【名詞】［C］持ち主。 【例】

やーぬす（家主）。はいぬ　ぬす（畑の

主）。

ぬず [nuzɨ] 1○【動詞】［g 語幹］［C］追

い抜く。 【例】まうきゃーぬ　ひとぅ

ー　ぬぎ（前の人を追い抜け）。［変異］

んず。 2○【動詞】［g 語幹］［C］先回り

する、気持ちを読む。【例】まいかい　

んっちゃ　とぅーりー　んーなう　ぬ

ずたい（近道を通ってみんなの先回り

をした）。まいや　ぬぎー　あい（前を

先回りして話す［＞相手の気持ちを読

んで話をする］）。［変異］んず。

ぬすつ [nusɨtsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］

覗く。 ［変異］ぬすふ、ぬさつ、ぬさ

ふ、ぬそぅつ、ぬそぅふ。［類］ぬすき、

ぬさき、ぬそぅき。

ぬすふ [nusɨfu] 【動詞】［k 語幹］［A］

覗く。 ［変異］ぬすつ、ぬさつ、ぬさ

ふ、ぬそぅつ、ぬそぅふ。［類］ぬすき、

ぬさき、ぬそぅき。

ぬずん [nuzɨn] 【動詞】［m 語幹］［A］

好きだ、（結婚相手として）望む。【例】

ばー　っゔぁう　ぬずみゅー（私はあ

なたを望む［＞あなたがすきだ、あな

たと結婚したい］）。ばー　なかーにゅ

ーどぅ　ぬずん（私は（あの家の）次女

が好きだ、（あの家の）次女と結婚した

い）。ばー　かりゅーどぅ　ぬぞぅみゅ

ー（私はあの人が好きだ、あの人と結

婚したい）。

ぬずん [nuzɨn] 【名詞】［A］希望する

こと、望むこと。 【例】ぬずんどぅ　

あつない（のぞむことが商い［＜希望

するからこそ何事も成立する］）。

ぬそぅき [nusuki]【動詞】［母音語幹］

［A］覗く。 【例】あらう　ぬそぅきー
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ぬそぅどぅ

　みーみーる（戸外を覗いて見てごら

ん）。［変異］ぬさき、ぬすき。［類］ぬ

さつ、ぬすつ、ぬそぅつ。

ぬそぅどぅ [nusudu]【名詞】［B］泥

棒。 【例】ぶーず　ぬそぅどぅ（サト

ウキビ泥棒）。ぬそぅどぅー　かつみら

いーにゃーん（泥棒は捕まえられた）。

ぬそぅん [nusun] 【動詞】［m 語幹］

［C］盗む。 【例】ぶーっじゅ　ぬそぅ

みー　ふぁう（サトウキビを盗んで食

べる）。

ぬだつ [nudatsɨ] 【名詞】［C］〘地名〙

久松集落。

ぬっちー [nuttɕiː]【形容詞】動作が緩

慢な。 【例】ぬっちーんまり　はやま

り　あいき（のろまめ、早く歩け）。

ぬっちーやらび [nuttɕiːjarabi]【名

詞】動作の鈍い子。

ぬっちゃー [nuttɕaː] 【名詞】動作の

鈍い子。

ぬどぅ [nudu] 【名詞】［C］首筋、喉、

首。 【例】ながぬどぅびとぅ（首の長

い人）。ぬどぅー　ながたんなりどぅ　

っゔぁう　まっちゅーたい（首を長く

してお前を待っていた）。かじゃー　ひ

きどぅ　ぬどぅぬ　やみゅー（風邪を

ひいてのどが痛い）。っぞぅぬ　ほぅに

うぬ　ぬどぅん　かかるー（魚の骨が

のどに引っかかっている）。［変異］ぬ

ぶい。

ぬどぅぐら [nuduɡura]【名詞】のど

ぼとけ。 【例】んきゃーんな　ひんじ

ゃぬ　ぬどぅぐらまい　ふぁいどぅー

たい（昔はヤギののどぼとけも食べて

いた）。うぬ　びきやらびゃー　ぬどぅ

ぐらー　んなーぎゃー　いでぃや　う

らん（この男の子はまだのどぼとけは

出ていない）。

ぬどぅだつ [nududatsɨ]【名詞】首の

高さ。 【例】からー　ばが　ぬどぅだ

つ（彼は私の首までの高さだ）。うぬ　

ぷーるぬ　ふかさー　ばが　ぬどぅだ

つ（このプールの深さは私の首まであ

る）。

ぬどぅふず [nudufuzɨ]【名詞】首（が

すわる）；首すじ。【例】ぬどぅふっじ

ゃ　むちーどぅ（首が座っている）。に

ゅーやっゔゃーひー　ぬどぅふずぬ　

やみゅー（寝違えて首筋が痛い）。

ぬどぅぶに [nudubuni]【名詞】首の

骨。

ぬどぅむぬ [nudumunu] 【名詞】無

口な人。【例】うぬ　ぬどぅむぬー　い

つまい　まむぬいや　にゃーん（あの

無口な人はいつもまともに話さない）。

ぬぬ [nunu]【名詞】［B］布。 【例】ぬ

ぬー　んます（布を湿らす）。ぬぬふぁ

や（布を食う人［＞長身の人、長身の人

は多くの布を必要とする］）。

ぬぬずん [nunuzɨn] 【名詞】「ぬぬず

ん　ますぎた」と同じ。きれいに積まれ
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ぬぬずん

た石垣。

ぬぬずんますぎた [nunuzɨm-
masɨɡita] 【名詞】きれいに積まれた

石垣。

ぬぬばた [nunubata] 【名詞】織機。

ぬび [nubi]【動詞】［母音語幹］［C］（体

が）延びる、（ゴムなどが）延びる、（道

などが）延びる。 【例】だりー　どぅ

ーや　ぬびーどぅ（疲れて胴体はのび

ている［＞曲がった腰が寝たために伸

びたから］）。うぬ　ぐむー　やりふ　

なりー　ぬびん（このゴムは古くなっ

て延びない）。くぬ　んっちゃ　っさら

たーひー　ぬびーどぅー（この道は平

良まで延びている）。

ぬびー [nubiː] 【名詞】［C］〘植〙〘食〙

野蒜（ノビル）。 【例】きゅーや　ぬび

ー　とぅいが（今日は野蒜取りに（行

こう））。

ぬびゃがい [nubjaɡai] 1○【動詞】［r/rr

語幹］伸びあがる；（人が）出世する；

（会社が）業績が伸びる。 【例】かんち

　てぃーゆ　あぎー　どぅーゆ　ぬび

ゃがらし（こういう風に手を上げて、体

をのばしなさい）。から　ぬびゃがりー

どぅ　しゃちょーん　なりーにゃーん

（あいつは出世して社長になった）。かま

ぬ　かいしゃー　ぬびゃがりどぅ　が

ばーん　なりーにゃーん（あそこの会

社は成長して大きくなった）。 2○【動詞】

［r/rr 語幹］はかどる。【例】すかまー　

ぬびゃがらん（仕事は捗らない）。［類］

ぬーがい。

ぬぶい [nubui] 【名詞】［C］首筋、喉、

首。【例】ながぬぶいびどぅ（首の長い

人）。ひんじゃぬ　ぬぶい（ヤギの首）。

［類］ぬどぅ。

ぬぶす [nubusɨ]【動詞】［s/h 語幹］［A］

（頭が）のぼせる。 【例】かなまいや　

ぬぶひーどぅー（頭はのぼせている）。

ぬるー [nuruː] 【動詞】［w 語幹］［A］

呪う。 【例】いっだまーひー　ぬるー

（生き霊で呪う）。ひとぅーぎゃー　ぬる

ーん（人を呪わない［呪ってはいけな

い］）。

ぬるい [nurui] 【名詞】［A］呪い、呪

うこと。 【例】ひとぅーぎゃー　ぬる

いゆぎゃー　ほぅん（人を呪わない［呪

ってはいけない］）。［変異］ぬるー。

ぬん [nun] 【名詞】［C］蚤（ノミ）。

【例】つんから　ぬんぬ　とぅい（着物

からノミを取る）。

ぬん [nun]【名詞】［B］〘道具〙ノミ、大

工道具。 【例】ぬんひー　あなう　あ

きー（ノミで穴を開ける）。

ぬん [nun] 【動詞】［m 語幹］［C］飲

む；（要求を）飲む。 【例】さきゅー　

ぬん（酒を飲む）。みっじゅ　ぬん（水

を飲む）。じょー　さきゅー　ぬまでぃ

（さあ　酒を飲もう）。しゃちょーや　し

んかぬ　あっじゅーくとぅ　ぬんたい

（社長は社員のいうことを飲んだ）。
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ぬんくん

ぬんくん [nuŋkun] 【動詞】［m 語幹］

飲み込む。 【例】ぬどぅん　っぞぅぬ

　ほぅにぬ　かかいてぃがー　んーぬ

　ふつぬ　ひてぃつ　かまだ　ぬんく

み（食道に魚の骨が引っかかったら芋

を口いっぱい噛まないで飲み込め）。
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ね

ね [ne] 【助詞】〘終助詞〙基本形につい

て突き放した態度、反語的な態度を示

す［「ん」をともなうことも多い］、～か

よ。 【例】ばー　っしゅーんね（俺が

知ってるかよ）。
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は

ば [ba]【接尾辞】動詞基本形、形容詞に

付いて理由節を作る、焦点助詞「どぅ」

が付くことが多い、文末に来て理由を

述べる場合もある、「から」「ので」「か

らね」「なんだよ」；動詞基本形に付い

て条件節を作る質問を説明を加える「；

動詞未然形について仮定条件を表す。

【例】とぅいぬ　むっじゅ　ほぅしゃー

　とぅくまんかい　っちゅーば　うる

ー　うっち（鳥が麦を干してある所に

来ているからそれを追い返せ）。ばー　

ぬどぅー　かーきーどぅーば　みっじ

ゅ　ぬまひーふぃーる（私は喉が渇い

ているので水を飲ませてくれ）。あみゃ

ー　っふぁんば　あまぐい　ほぅだか

ー　ならん（雨が降らないので雨乞い

しないとならない）。あつかいば　あう

ずひー　あうず（暑いので扇で扇ぐ）。

でぃんな　あたらかかいば　まさぐん

　つかい（お金は大切なものだから正

しく使いなさい）。

ば [ba] 1○【助詞】〘終助詞〙動詞命令形

に付いて、「～たらどうだ」と命令口調

を弱めたり、勧誘的な口調を加える。

【例】みーるば（見なさいよ）。くーば

（来なさいよ）。 2○【助詞】〘終助詞〙動詞

基本形について疑問詞疑問を表す。説

明を求める場合に多く用いられる。【例】

うらー　なうやいば（これはなんなの）。

っゔぁ　んなま　んじゃんどぅ　うる

ーば（お前今どこにいるの）。

はー [haː]【名詞】［B］歯。 【例】ふと

ぅてぃばー（虫歯）。まいばー（前歯）。

つーばー（犬歯）。はーぬ　いちゃかい

ば　んびゃーいん（歯が痛いので我慢

できない）。うすばー（臼歯）。はーゆ　

ぎーつぎーつ　ならす（歯をぎりぎり

ならす［＞歯ぎしりをする］）。

はー [haː] 【名詞】［B］刃。 【例】か

たなぬ　はー（包丁の刃）。っざらぬ　

はーや　つーむぬ（鎌の刃はよく切れ

る）。

はー [haː]【名詞】［B］葉。 【例】きー

ぬ　はー（木の葉）。んーぎーぬ　はー

や　んまい（芋の葉っぱはおいしい）。

はー [haː]【形容詞】［B］速い、早い。

【例】はーさにゃーや　ばがどぅ　かい

んつきゃー　はーかい（競争は私が彼

より速い）。かいが　すかまー　てぃび
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はー

んかいどぅ　はーかい（彼の仕事は仕

事は一向に前に進まない［＜後ろの方

に早い］）。［類］ひゃー。

はー [haː] 【接頭辞】［B］大きい、年長

であることを表す。 【例】はーな（大

きい穴）。はーぶ（大きな洞窟［＜はー

＋あーぶ］）。はーに（長女、年齢が上の

親しい女性、お姉さん）。

はー [haː] 【名詞】［C］おばあさん。

［変異］ぱー。

はー [haː] 【副詞】すでに、早々と。

［変異］ひゃーん。

はー [haː]【感動詞】〘応答詞〙目上の人

に対しての承諾のことば、「はは」「さよ

うでございます」。【例】んまーさんか

いや　いつまい　はーてぃ　うがまだ

かー　ならん（両親にはいつも「さよ

うでございます」と頭を下げないとい

けない）。

ばー [baː] 【代名詞】［C］一人称単数代

名詞主題形　私、ぼく　［複数形は「ば

んちゃー」（「私たちは（聞き手を含ま

ない）」］。 【例】ばー　あちゃ　うつ

なーんかい（私は明日沖縄に（行く））。

ばー　くまぬ　すまんどぅ　んまりた

い（私はこの島で生まれた）。［類］ば

ん、ばが、ばぬー、ばぬんかい。

ばー [baː] 【名詞】［C］わけ、状況。

【例】あいぬ　ばー（そんなわけだ）。ま

た　あいぬ　ばー（そうなんですか）。

なうてぃぬ　ばーが（どういうわけだ）。

ばー　いかでぃばー（俺はいくのだ）。

あてぃがー　っゔぁー　いかじゃーん

てぃぬ　ばー（じゃ、お前は行かないの

か）。っゔぁー　でぃんぬぎゃー　かし

や　ふぃーじゃーんてぃぬ　ばー（あ

んたは金を貸してはくれないというこ

となのか）。

ぱー [paː] 【名詞】［C］おばあさん。

［変異］はー。

はーうつ [haːutsɨ]【名詞】早口。【例】

はーうつ　びとぅ（早口の人）。［類］は

ーらうつ。

はーえー [haːeː] 【感動詞】あー　そ

うだ。

はーか [haːka] 1○【形容詞】［A］真っ赤、

真っ赤な。 【例】はーか　てぃだ（真

っ赤な太陽）。はーか　あか（潮で焼け

た髪）。 2○【名詞】［C 特殊］赤毛の人。

はーかがた [haːkaɡata]【名詞】〘昆〙

タイワンツチイナゴ。

はーからういうさ [haːkarauiusa]

【名詞】〘植〙セイロンベンケイソウ、マ

ザーリーフ。 【例】はーからういうさ

ー　はーからどぅ　みーや　いでぃー

（セイロンベンケイソウは葉っぱから新

芽が出る）。

ばーき [baːki] 【名詞】［C］（竹ででき

た）ざる。 【例】てぃび　ほぅぎ　ば

ーきんな　みっじゃ　たまらん（（お尻

に穴が開いている）竹籠には水は溜ま
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はーさ

らない［＜お金が貯められない人の形

容］）。

はーさ [haːsa]【名詞】［C］速さ、早さ。

【例】ひかいぬ　はーさー　はからい

どぅすちゃ（光の速さは測れるんだっ

て）。ばぬんな　かいが　すかまぬ　は

ーさんな　かちゃいん（私には彼の仕

事の早さには勝てない）。［変異］ひゃ

ーさ。

はーさ [haːsa] 【形容詞】［A］多い。

【例】っゔぁが　っじだまどぅ　はーさ

かい（お前の取り前がより多い）。せ

んきょぬ　とぅきゃんな　うなが　か

たぬ　はーさからだかー　かちゃいん

（選挙のときには自分自身の味方が多く

ないと勝てない）。

はーさにゃー [haːsanjaː]【名詞】競

争、かけっこ。 ［変異］ひゃーさにゃ

ー。［類］きゃーさにゃー。

はーす [haːsɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［C］

這わせる、ハイハイさせる。 【例】や

らびゅー　はーす（赤ちゃんをハイハ

イさせる）。やらびゅー　はーすにゃー

　あすみる（赤ちゃんにハイハイ競争

をさせる［＜あかちゃんを］）。

はーだ [haːda]【形容詞】［A］（眠りな

どが）中途半端な、（やり方、仕事が）雑

だ。 【例】はーだ　ゆん（不正確な数

え方）。はーだ　ふぁう（雑な食べ方）。

はーだ　にゅー（中途半端な眠り）。は

ーだ　あす（雑なやり方）。かいが　す

かまー　はーだかいば　ならん（彼の

仕事は雑だ）。はーだ　びとぅ（仕事が

雑な人）。

ばーってぃー [baːttiː]【オノマトペ】

ザッと、ひととおり。 【例】かまう　

ばーってぃー　みーみーみーる（向こ

うをざっーと見てみてごらん）。

ぱーとぅ　うや [paːtu uja]【成句】

祖父母。 【例】ばんてぃが　ぱーとぅ

　うやー　んなーぎゃー　がんじゅー

（私達の祖父母はまだ元気だ）。

はーどぅい [haːdui] 【動詞】［r/rr 語

幹］這う。 【例】やらびゃー　はーど

ぅりー　どぅー（子供はハイハイして

いる）。［類］はい。

はーな [haːna] 【名詞】［C 特殊］大き

い穴、洞窟。 【例】はーなんかい　は

いー（洞窟に入る）。

はーに [haːni] 【名詞】［C］長女。

はーばす [haːbasɨ] 【名詞】歯と歯の

間。 【例】みんきゃー　はーばすんか

い　っふぁまらひー　ずみゃー　にゃ

ーん（するめを歯の間にはさまらせて

いらいらする）。

はーひー [haːhiː]【副詞】（朝）はやく

に、とうに、さっき、早い時分。 【例】

ひとぅむてぃ　はーひー（早朝）。ばー

　はーひーから　ってぃーどぅ（私は

早い時分から来ている）。［変異］ひゃ

ーひー。［類］しゃーか。
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はーひー

はーひー [haːhiː]【名詞】早朝、速く、

以前。 ［変異］ひゃーひー。

はーぶ [haːbu] 【名詞】［C 特殊］大き

な洞窟。 ［類］あーぶ。

ばーふー [baːfuː] 【動詞】［f/ff 語幹］

冗談を言ってからかう、悪口を言って

いじめる、ばかにする、相手にしない。

【例】ばー　っゔぁが　なうてぃ　あ

っじゃばんまい　ばー　っゔぁうぎゃ

ー　ばーっふぃーどぅーだら（私はお

前が何といっても私はおまえなんか相

手にしない）。あいや　ひとぅーぎゃー

　ばーっふぁん（そんなに人をからか

ってはいけない）。うぬ　みどぅんがま

う　ばーっふぃ　なかし（あの女の子

をからかって泣かそう））。［類］ばーっ

ふぃ。

はーみつ [haːmitsɨ] 【動詞】［k 語幹］

息はハーハーしている。 【例】ばー　

あてぃ　うだいやひどぅ　ひとまた　

あいつきゃー　いっちゃ　はーみきー

どぅー（私はとても太っているので一

歩歩くと息が切れる）。［変異］はーみ

ふ。［類］っふぁみつ。

はーみふ [haːmifu] 【動詞】［k 語幹］

息はハーハーしている。 ［変異］はー

みつ。［類］っふぁみつ。

はーもー [haːmoː] 【名詞】歯のない

人。 【例】はーもー　ういびとぅ（歯

のない年寄り）。

はーらー [haːraː] 【助詞】（節を取っ

て伝聞や伝聞に基づく推論を表す）～そ

うだ、（～言った）らしい［引用の「て

ぃー」を付けてもよい］。 【例】しーし

ーがどぅ　うぬ　くとぅーぎゃー　っ

さすなてぃー　はーらーい（そんなこ

とを知らせるなと言ったらしい）。しー

しーが　うるー　むちいきてぃ　はー

らー（先生がそれを持って行けと言っ

たそうだ）。あい　はーらー（そう言っ

たらしい）。いつたい　はーらー（行っ

たらしい）。なつたい　はーらー（泣い

たらしい）。

はーらうつ [haːrautsɨ]【名詞】早口。

【例】はーらうつびとぅ（早口の人）。

はーらうつひー　むぬい（早口でしゃ

べる）。［類］はーうつ。

はーり [haːri]【名詞】［C］爬龍船（は

りゅうせん）競争、船漕ぎ競争の祭事、

ハーリー［旧暦の５月４日に行われる

船漕ぎ競争］。【例】はーりん　ふにゅ

ー　くず（ハーリーに船を漕ぐ）。

はーりくず [haːrikuzɨ] 【名詞】爬龍

船（はりゅうせん）競争、船漕ぎ競争の

祭事、ハーリー［旧暦の５月５日に行わ

れる船漕ぎ競争　＜はー（早）＋くず

（漕ぎ）］。 ［類］はーり。

はい [hai] 【動詞】［母音語幹］［C］這

（は）う。 【例】やらびゃー　はいどぅ

ー（赤ちゃんは這っている）。［類］はー

どぅい、はう。

358



はい

はい [hai]【動詞】［母音語幹］［C］映え

る、美しい。 【例】かぬ　しょじょぬ

　かーぎゃー　はいどぅーい（あの若

い女性の顔は美しい）。うぬ　みどぅん

な　しゃしんな　ばりどぅ　はいゆー

（その女性はとても写真写りがよくてき

れいだ）。［変異］ばい。

はい [hai] 【接尾辞】（写真などで）映

えること、美しいこと。 【例】しゃし

んばいひとぅ（写真写りが良い人）。

はい [hai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］行

く、帰る、（連用形について）～てしま

う。 【例】っゔぁー　かまんかい　は

り（お前は向こうに行け）。かりゃー　

やーんかい　はりーにゃーん（彼は家

に帰った（行った））。かぬきゃー　ばん

ちゅーぎゃー　すてぃーはりーにゃー

ん（彼らは私達をおいてきぼりにして

いった）。かまんかい　はりーにゃーん

（向こうに行った）。うつなーんかい　は

りーにゃーん（沖縄に行った）。かりゃ

ー　いんかい　はりーにゃーん（彼は

海に行った）。んなない　ゆーいぬ　う

さいや　ってぃつ　むっちゃひー　は

りーにゃーん（全員お祝いの料理をそ

れぞれ持ち帰った）。やーんかい　はら

でぃ（家に帰る）。じょ、やーんかい　

はら（さあ、家に帰ろう）。すにー　は

りーにゃーん（死んでしまった）。

はい [hai]【動詞】［A］貼る。【例】ぬ

いひー　かびーゆ　はい（糊で紙を貼

る）。

はい [hai] 【動詞】［母音語幹］［C］（家

が）栄える。 【例】かまぬ　きないや

　むいとぅ　はいーどぅ（向こうの家

はとても栄えている）。

はい [hai]【名詞】［B］ハエ。【例】は

いまい　やーでぃ（蝿も家族）。

はい [hai] 【名詞】［C］畑。 【例】は

いぬ　あっじゃう　あいつ（畑の端を

歩く）。いすぐー　ばい（石ころだらけ

の畑）。きゅーや　あみゃー　っふぃぬ

　あとぅ　やいば　はいや　すとぅり

ー　どぅーい（今日は雨降った後だか

ら畑は湿っぽい）。　　はいゆ　あきー

（開墾する）。［類］はる、だーず、だやず。

はい [hai] 【名詞】［C］針。 【例】は

いぬ　ふつ（針先）。はいぬ　みーゆ　

たみー（（糸を通すため）針の目をねら

う）。はいぬ　みーゆ　っちゃんつ（針

の目を通す）。ういが　つむー　はいぬ

　ふつぬ　ほぅいまい　にゃーん（あ

いつの心は針先の大きさもない）。

はい [hai] 【名詞】［B］南。 【例】っ

ゔぁが　とぅみゅーむぬー　はいなぎ

んどぅ　あい（お前が探しているもの

は南にある）。

はい [hai]【感動詞】〘応答詞〙そう、そ

うだ。【例】はい、あいだら（そう、そ

のとおりだね）。

ばい [bai]【動詞】［r/rr 語幹］［A］似て

いる。 【例】っざ　っふぁぬ　かーぎ
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ばい

ゃー　ばりー　どぅーい（父子の顔か

たちはよく似ている）。

ばい [bai] 【形容詞】［B］悪い。 【例】

ばがどぅ　ばいかたい（私が悪かった）。

むぬいばどぅ　ばいかい（何かものを

言うと悪いことがある［＞物言えば唇

寒し］）。

はいー [haiː]【動詞】［r/rr 語幹］［C］入

る。【例】はいふつから　はいり（入口

から入れ）。うまから　はいらいん（こ

こから入れない）。

はいーふつ [haiːfutsɨ] 【名詞】入口。

［変異］はいふつ。2○【動詞】［r/rr 語幹］

［A］映える、美しい。［類］はい。

ばい [bai] 1○【動詞】［母音語幹］［C］映

える、美しい。

ばい [bai] 1○【動詞】［r/rr 語幹］［A］（瓦、

石などを）割る。 【例】かーらう　ば

い（瓦を割る）。やーゆ　ばい（家を壊

す）。まかいゆ　ばい（お椀を割る）。 3○

【動詞】［母音語幹］［A］割る。【例】さ

きゅー　みずひー　ばいー　くー（酒

を水で割って来い）。 2○【名詞】［A］割

れたもの、破片。【例】かーらぬ　ばい

（瓦の破片）。

はいがさ [haiɡasa] 【名詞】主に子供

がかかっていた脱毛病、禿頭病。 【例】

んきゃーんぬ　やらびんみゃー　すぷ

たいかたいばどぅ　うんそぅく　はい

がさまい　いじゅーたい（昔の子供は

不潔だったからたくさん脱毛症状がで

ていた）。

はいかでぃ [haikadi]【名詞】南風。

【例】はいかでぃがまぬどぅ　ふきどぅ

　すだすないがま　ひーゆー（今日は

南風が吹いて涼しい［＜ちょっとすず

しくなっている］）。はいかでぃぬ　は

やらしばよー（南風が生い茂らすから

よ）。

はいから [haikara] 【名詞】ハイカラ

な人。

ばいくみ [baikumi] 【動詞】［母音語

幹］大声で叱る、説得する、どなりこむ。

【例】ぬそぅどぅー　はいぬ　ぬすん

　ばいくみらいにゃーん（泥棒は畑の

主に言い込められた）。［類］ばいくん。

ばいくん [baikun] 【動詞】［m 語幹］

大声で叱る、説得する、どなりこむ。

【例】ひとぅーぎゃー　ばいくまん（人を

怒鳴らない［＞怒鳴ってはいけない］）。

やらびぬ　くとぅーひー　がっこうん

かい　ばいくん（子供のことで学校に

抗議する）。［類］ばいくみ。

ばいさ [baisa] 【名詞】［C］悪事。

【例】ばいさう　あすてぃがー　っふぁ

んまがたーひーまい　とぅがまいどぅ

す（悪事を働いたら子孫代々まで非難

される）。

はいすーばだ [haisɨːbada] 【名詞】

排水溝。 【例】あみゃー　っふぃどぅ

　はいすーばだんな　みずぬ　たまり
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はいつー

ゅーたい（雨が降って排水溝は水がた

まっていた）。

はいつー [haitsɨː] 【名詞】腱、靭帯、

血管。 【例】ぬーまぬ　はいつーや　

ひつにかいば　かまいん（馬の筋はか

たくて噛み切れない）。っゔぁが　てぃ

ーぬ　はいつーや　みーらいんば　あ

かっちゃ　とぅらいん（あなたの手の

血管は見えないので血が取れない）。

はいつー [haitsɨː]【形容詞】ねばりづ

よい、筋力が強い。 【例】やぐみ　は

いつー　すまとぅら（とても土俵際で

粘りづよい相撲取り）。［類］はいつー

じゅー。

はいつつ [haitsɨtsɨ] 【名詞】刺青。

【例】ばんてぃが　ぱーが　てぃーんな

　はいつつぬ　あたい（私の祖母の手

には入れ墨があった）。はいつつ　あす

（入れ墨を入れる）。［類］はずつ。

はいでぃー [haidiː] 【動詞】［母音語

幹］（家が）栄える。 【例】かまぬ　や

ーや　はいでぃーどぅー（あそこの家

は栄えている）。はいでぃー　やー（栄

えている家）。

ばいでぃん [baidin] 【名詞】村の各

家族への割り当て金。 【例】すまぬ　

ばいでぃんぬ　うぐないる（村の割り

当て金を集めなさい）。

ばいど [baido] 【名詞】［C］サトウキ

ビの根元に土を盛ること、培土。 【例】

ぶーずぬ　ばいどぅ（サトウキビの根

元に盛った土）。

はいどー [haidoː] 【感動詞】相手の

言うことに同意するときに使う、「そう

だ」。 【例】A:（ものを渡しながら）っ

ゔぁが　むぬ　ういな。B: 　はいどー、

ういどぅ　あたい（A: 　あなたのはこ

れですか。そうです。B: 　それです［<

それでした］）。

ばいどく [baidoku] 【名詞】梅毒。

はいばら [haibara]【名詞】南の辺り。

ばいふ [baifu]【副詞】悪く（言う、思

う、なる）。 【例】ひとぅーぎゃー　ば

いふ　あっじゃん（人のことは悪くは

言わない）。ばいふ　うむーだうり（悪

く思うな）。かいが　やなやんな　ばい

ふ　なりーどぅー（彼の病気は悪くな

っている）。

はいふつ [haifutsɨ]【名詞】入口。【例】

ひとぅぬどぅ　やーぬ　はいふつんか

い　っちゅーい（人が家の入り口に来

ている）。はいふつから　はいり（入口

から入れ）。［変異］はいーふつ。

はいまい　とぅばん [haimai
tuban]【成句】蝿も飛ばない　［＞人の

出入りがない状態］。【例】せんきょん

　まきーみーてぃがー　かまぬ　やー

んな　はいまい　とぅばん（選挙に負

けるとあそこの家にはハエも飛ばない

［＞誰も寄ってこない］）。
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はいまがん

はいまがん [haimaɡan] 【名詞】〘生

物〙スナガニ科メナガオサガニ［砂浜

にいる白っぽく足の速い蟹（かに）］。

ばいみつ [baimitsɨ] 【動詞】［k 語幹］

色々と不平不満を言う。 【例】いっじ

ゃ　いでぃー　ばいみき（いくらでも

不平不満を言え）。［変異］ばいみふ。

ばいみふ [baimifu] 【動詞】［k 語幹］

色々と不平不満を言う。 ［変異］ばい

みつ。

はいゆはい [haijuhai]【感動詞】（自

分に気が付いてない相手に呼びかける

ときに使う）あのちょっと、おい君。

【例】はいゆはい、マサイ、っゔぁ　ん

じゃんかいが（おい、マサイ、お前はど

こに行くんだ［＜どこにか］）。はいゆは

い　まいざとぅぬ　うやっざよ（あの

ちょっと前里の親父さんよ）。

ばいんき [baiŋki] 1○【動詞】［母音語

幹］喋る；文句を言う、怒鳴りこむ、事

を荒立てる。 ［類］ばいんふ、ばいん

つ。 2○【動詞】［母音語幹］詰め込む、押

しこむように食べる。［類］ばいんふ、

ばいんつ。

ばいんつ [baintsɨ] 1○【動詞】［k 語幹］

文句を言う、喋る、怒鳴りこむ、事を荒

立てる。 ［変異］ばいんふ。 2○【動詞】

［k 語幹］詰め込む、押しこむように食

べる。［変異］ばいんふ。

ばいんふ [bainfu] 1○【動詞】［k 語幹］

文句を言う、喋る、怒鳴りこむ、事を荒

立てる。 【例】おい　ゆががなまい　

まーぬ　ばいんふな（おい、馬鹿野郎、

がたがたさわぐな）。ばー　ぶーっじゃ

　ぬすみー　ふぁーっでぃー　ひー　

むいとぅ　ばいんかいーにゃーっだん

（私はサトウキビを盗んでたべようとし

てひどく叱られた）。まーぬ　ばいんか

だうり（あまり事を荒立てるな）。［変

異］ばいんつ。 2○【動詞】［k 語幹］詰め

込む、押しこむように食べる。【例】か

ばんかい　つんぬ　ばいんきー　いり

る（カバンに衣類を詰め込め）。やーら

ふ　ないがまた　やいば　まーぬ　ば

いんかだうり（やわらかくなるのであ

まり押し込むな）。　むぬー　ばいんき

ー　ふぁう（飯を押し込むように食べ

る）。［変異］ばいんつ。

はう [hau]【動詞】［w 語幹］［C］這う。

【例】やらびゃー　んめ　はいーどぅ

ー（子供はもうハイハイすることがで

きる）。はうぬどぅ　はいーゆー（ヘビ

が這っている）。［類］はい。

はう [hau]【名詞】［B］ヘビ。【例】は

うぬ　すでぃがら（ヘビの脱け殻）。［変

異］ぱう。

ばう [bau] 【名詞】［C］棒。 【例】な

そぅーぎーぬ　すたぬ　ばう　まーし

ゃがま（茄の木の下で棒を回す人［＞

小さい人の比喩的表現］）。

ぱう [pau]【名詞】［B］ヘビ。 ［変異］

はう。
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はうい

はうい [haui] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］

（水、種などを）まく。 【例】っふぁい

ゆ　はうり（肥料をまけ）。みなかんか

い　みっじゅ　はうり（庭に水をまけ）。

はいん　むっじゅ　はうい（畑に麦を

まく）。［類］はうり。

はうか [hauka] 1○【名詞】［C］有能な

人、やり手。 【例】うまぬ　すかまん

かいや　はうかう　いらび（そこの仕

事にはやり手を選べ）。 2○【形容詞】［C］

有能な；有能だ。【例】ばが　にんじゅ

から　かにがどぅ　んながーな　はう

かかい（私の部下のうちでカニが一番

有能だ）。

ばうず [bauzɨ]【名詞】［C］坊主。【例】

てらぬ　ばうず（寺の坊主）。

ばうちら [bautɕira]【名詞】腕白坊主、

暴力的な人。 【例】ぎっじゃ　ひらい

ん　ばうちら　やらび（手に負えない

腕白坊主）。くぬ　ぎずぎゃうな　ばう

ちらー　ひとぅぬ　むぬいゆぎゃー　

なうちゅんま　つかん（このわんぱく

坊主、人の話をぜんぜん聞かない）。

はうつ [hautsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］

掃く。 【例】うまぬ　ぷきゅー　はう

つひー　はうき（ここの細かいゴミを

箒で掃け）。［変異］はうふ。

はうつ [hautsɨ] 【名詞】［C］ほうき。

【例】うまぬ　ぷきゅー　はうつひー

　はうき（ここの細かいゴミを箒で掃

け）。

ばうばう [baubau] 【オノマトペ】ワ

ンワン、犬の鳴き声を示す擬声語。【例】

いんぬ　ばうばうてぃー　ぶいーゆー

（犬がワンワンと吠えている）。

はうふ [haufu] 【動詞】［k 語幹］［C］

掃く。 ［変異］はうつ。

はうり [hauri]【動詞】［母音語幹］［A］

（水、種などを）まく。 ［類］はうい。

はか [haka]【名詞】［B］墓。 【例】は

かぬ　まいゆ　あいつてぃがー　ひぎ

ゃうむぬ（墓の前を通ったら鳥肌が立

つ）。［類］むとぅ。

ばか [baka]【形容詞】［A］（人が）若い；

（植物、果物が）育ってない、熟してな

い。 【例】ばかむぬ（若者）。ばー　ん

め　ばかっふぁにゃーん（私はもう若

くない）。ばかあかほぅにゃー　すぐ　

ふぁーいどぅす（若いニンジンはその

まま食べられる）。くまんな　んめ　ば

かかい　まんじゅーゆ　おかっじゃ　

ひー　ふぁう（ここではまだ熟してい

ないパパイヤをおかずにして食べる）。

ばが [baɡa] 【代名詞】一人称単数代名

詞所有格形、「私の」、「ぼくの」　［複

数形は「ばんてぃが」（「私たちの（聞き

手を含まない）」］。 【例】うらー　ばが

　とぅず（これは私の妻だ）。［類］ば

ん、ばぬー、ばー、ばぬんかい。

ばが [baɡa] 【代名詞】一人称単数代名

詞主格形、「私が」、「ぼくが」　［複数

形は「ばんてぃが」（「私たちが、私たち
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ばが

の（聞き手を含まない）」］。 【例】ばが

　ほぅだかー　たるがどぅ　あすがま

た（私がやらないならだれがやるんだ）。

［類］ばん、ばぬー、ばー、ばぬんかい。

ばが　そぅみゃー [baɡa sumjaː]
【名詞】私の愛おしい人。

ばかーい [bakaːi] 1○【動詞】別れる。

【例】うぬきゃが　ふたーいや　ばかー

りーにゃーん（その二人は別れた）。と

ぅずとぅ　ばかーい（妻と離婚する）。

うぬきゃうぎゃー　ばかーらし（彼ら

を別れさせろ）。［変異］ばきゃーい。 2○

【名詞】別れ。【例】かんすぅとぅばかー

い（（人が）神となって人々と別れるこ

と［＞死ぬこと］）。とぅずぶとぅばかー

い（夫婦別れ、離婚）。ばが　ぶとぅ　

あたいひとぅ　ばぬー　あてぃくとぅ

　しつきゅーたいばどぅ　とぅずぶと

ぅ　ばかーい　あすたい（私の夫だっ

た人は私をとてもも虐待したので、離

婚した）。［変異］ばきゃーい。

ばかーい [bakaːi] 1○【接尾辞】くらい。

【例】うるー　みーつばかーい　ふぃー

る（それを三つぐらいくれ）。ひこーき

ひー　とーきょーたーひーや　さんじ

かんばかーい　かかいどぅす（飛行機

で東京まで三時間ぐらいかかる）。ぶー

っじゃ　ふたひるばかーい　あり（サ

トウキビは２尋［＝約 3.6 メートル］ぐ

らいある）。くまぬ　はいや　にたんば

かーい　あり（ここの畑は 2 反ぐらい

ある）。いさきばかーい（どれ位）。い

だきばかーい（どれくらいの高さ（深

さ）位）。いじゃーばかーい（どれ位の

長さ（距離））。いかっさばかーい（値

段はどれ位）。いほぅぎばかーい（どれ

位の大きさ）。いなぎばかーい（どれ位

の長さ）。んじゃばかーい（どこら辺）。

［類］だちゃー。 2○【助詞】節を取って概

数を表す、～するくらい。【例】ゆーいん

な　んまむぬー　ふぁーいんばかーい

　あたい（お祝いにはごちそうが食べ

られないぐらいあった）。すぐすからま

い　なだぬ　いでぃばかーい　ほぅか

らすむぬ　（膝から涙が出るほどうれ

しい［＜とてもうれしいときの形容］）。

はかい [hakai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

測る。 【例】まみゅー　つがひー　は

かい（豆を枡ではかる）。

はかい [hakai]【名詞】［C］秤。 【例】

じてんしゃー　はかいむぬ（自転車は

バランスもの）。さたう　はかいひー　

かきー　かう（黒糖を秤で計量して買

う）。

ばかい [bakai]【動詞】［母音語幹］［C］

（人のものを）奪う、（取られたものを）

取り返す。 ［類］ばかう。

はかいむぬ [hakaimunu] 【名詞】自

転車、オートバイ等（バランスを取る

乗り物）。 【例】はかいむぬん　ぬー

い　とぅきゃんな　まさぐん　ぬーり

（自転車などに乗るときは気を付けて乗

れ）。
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ばかう

ばかう [bakau] 【動詞】［w 語幹］［C］

（人のものを）奪う、（取られたものを）

取り返す。 【例】ひとぅぬ　むぬーぎ

ゃー　ばかーん（人の物は奪わない）。

ばかいにゃー（奪い合い）。ばかーいー

やー　むぬー　とぅいかいす（奪われ

たものを取り返す）。とぅらいたい　む

ぬー　ばかい（取られたものを奪い返

せ）。［類］ばかい。

はかうつ [hakautsɨ]【名詞】（仕事の）

やり方、順番、段取り。 【例】すかま

うぎゃー　はかうっちゃ　ちゅっふぃ

　あっそぅ（仕事を段取りを（ちゃん

と）してやれ）。かいが　すかまぬ　は

かうっちゃ　じゃうっふぁにゃーんば、

かいが　すかまー　ぬーがらん（彼の

仕事の段取りはよくないので、彼の仕

事ははかどらない）。すかまぬ　はかう

っちゅ　あきる（仕事の段取りをうま

くやれ）。はかうっちゅ　つきー　あっ

そぅ（段取りをつけて仕事をする）。

ばかさう [bakasau] 1○【名詞】見かけ

が実際より若く見える人。 【例】ばー

　ばかさうゆ　ぬずん（私は若く見え

る人がいいです）。［変異］ばかしゃう。

2○【形容詞】見かけが実際より若く見え

る。【例】どぅすんみぬ　なかから　か

いがどぅ　んながーんな　ばかさうか

い（彼が一番若く見える）。［変異］ばか

しゃう。

ばかしゃう [bakaɕau] 【名詞】見か

けが実際より若く見える人。 ［変異］

ばかさう。

ばかしゃう [bakaɕau] 【形容詞】見

かけが実際より若く見える。 ［変異］

ばかさう。

ばかす [bakasɨ] 1○【形容詞】［B］恥ず

かしい。 【例】ばー　あいぬ　かんじ

がままい　っさいだ　ばかすかいば　

ならん（私はこんな漢字も知らなくて

恥ずかしくてならない）。 2○【形容詞】

［B］面白おかしい。【例】あてぃ　ばか

すかいば　ばたぶにぬ　ぶいきゃ　ば

らいーにゃーん（余りにも面白いので

お腹の骨が折れるまで笑った）。かいが

　はなっさ　あか　ばかすかいば　な

らん（彼の話は可笑しくてならない）。

あいぬ　ばかす　むぬいゆぎゃー　ほ

ぅん（そんな可笑しな話はしない［> す

るな］）。

ばかす [bakasɨ]【動詞】［C］沸かす。

【例】みっじゅ　ばかす（水を沸かす）。

ばかす [bakasɨ] 【名詞】［B］（普通は

一升用の）酒を入れる壺。

ばかっゔぁ [bakavva] 【名詞】赤ち

ゃん。 【例】ばかっゔぁぬ　んま（赤

ちゃんの母親）。［類］あかっゔぁ、だつ

っゔぁ。

ばかてぃ [bakati] 【擬態語】〘オノマ

トペ〙ぱんと、ばちんと　［手などで叩

く音］。

ぱかてぃ [pakati] 【擬態語】〘オノマ

トペ〙ぱんと、ばちんと　［手などで叩
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ぱかてぃ

く音］。【例】ひとぅから　ぱかてぃ　

うたひー　かつんたい　とぅきゃぬ　

あたい（一匹バチンと叩き落してつか

まえたときがあった［＞タカをつかま

えたときの話］）。

はかどぅい [hakadui] 【動詞】［r/rr

語幹］捗（はかど）る。 【例】すかま

ー　はかどぅりーどぅー（仕事は捗っ

ている）。

ばかばい [bakabai] 1○【動詞】［r/rr 語

幹］植物が青々と再生して繁る、芽吹

く。 【例】あみゃー　っふぃーみーて

ぃがー　んーぎーや　ばかばいーどぅ

ーい（雨が降ったあとで、芋ずるは青

々と芽吹いている）。 2○【動詞】［r/rr 語

幹］吹き出物が広がる。【例】ふがさー

　ばかばいーどぅー（おできは広がっ

ている）。

ばかばいむぬ [bakabaimunu] 【名

詞】（食べると）吹き出物を悪化させる

食べ物。【例】あいっぞぅー　ばかばい

むぬ（アイゴは食べると吹き出物がわ

くるなる）。ほぅがさぬ　あいとぅきゃ

んな　ばかばいむぬーぎゃー　ふぁー

ん（おできのあるときは吹き出物を悪

化させる食べ物を食べたらいけない）。

ばかばう [bakabau]【名詞】神様の名

前、命の神様。

はがみ [haɡami] 【動詞】［母音語幹］

［C］ニコニコ笑う。 ［類］はがん。

はがみつ [haɡamitsɨ]【動詞】［k 語幹］

ニコニコ笑う。［変異］はがみふ。［類］

はがみんつ。

はがみふ [haɡamifu]【動詞】［k 語幹］

ニコニコ笑う。［変異］はがみつ。［類］

はがみんつ。

はがみんつ [haɡamintsɨ] 【動詞】［k

語幹］ニコニコ笑う。 ［変異］はがみ

んふ。［類］はがみつ。

はがみんふ [haɡaminfu] 【動詞】［k

語幹］ニコニコ笑う。 ［変異］はがみ

んつ。［類］はがみつ。

ばかむぬ [bakamunu]【名詞】若者。

［類］にしゃい。

はかり [hakari]【動詞】［母音語幹］［C］

（量を）測る。 【例】っぞぅぬ　んぶさ

ー　いっかっさ　ありがてぃー　はか

りたい（魚の重さはいくらあるのか測

った）。［類］はかい。

はがん [haɡan] 【動詞】［m 語幹］［C］

ニコニコ笑う。 【例】やらびゃー　ほ

ぅからすかいががら　はがみーどぅー

（子供は嬉しいのかニコニコ笑ってい

る）。［類］はがみ。

ばかんまり [bakammari] 【名詞】 1

月から 3 月に生まれた子、早生まれ。

【例】くぬ　っふぁ　ばかんまり　やい

ば　ひてぃつが　すじゃんみとぅ　が

っこーん　いじゅー（この子は早生ま
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はぎ

れなので、一つ年上の子たちと学校に

行っている）。

はぎ [haɡi]【動詞】［母音語幹］［C］（髪

の毛が）はげる、（色が）あせる。【例】

ばー　んなーぎゃー　はぎや　うらん

（私はまだはげてない）。うぬ　しゃしん

ぬ　いるー　はぎーどぅー（この写真

の色はあせている）。

はぎ [haɡi] 【名詞】［C］はげ。 【例】

はぎがなまい（剥げ頭）。

ばき [baki] 1○【動詞】［母音語幹］［A］

湧き出る。 ［類］ばつ。 2○【動詞】［母

音語幹］［A］沸騰する、沸く。［類］ば

つ。 3○【動詞】［母音語幹］［A］発酵す

る。【例】んつがまー　みーかばかーい

ひー　ばきどぅす（お神酒は三日ぐら

いで発酵する）。［類］ばつ。

ばき [baki]【動詞】［母音語幹］［C］分

ける、分配する。 【例】っぞぅだまう

　ばきー（魚の取り分を分ける）。

ばきがみ [bakiɡami] 【名詞】髪の毛

を分けること、また、髪の毛を分けた

人。 【例】からー　ばきがみ　ひーゆ

ー（彼は髪を分けている）。ばんてぃが

　ぱーや　んきゃどぅらぬ　ばきがみ

ん　とぅなかう　ばかーいたい（うち

の祖母は荷川取の分け髪男に卵をとら

れた［「荷川取の分け髪男」は 100 年ほ

ど前の実在の人物」）。

ばきだま [bakidama]【名詞】分け前。

【例】ばが　ばきだまー　くさき（私

の分け前はこれだけだ）。くまぬ　はい

や　ばが　ばきだま（あそこの畑は私

の取り分だ）。［類］たま、っじだま、と

ぅいまい。

ばきゃーい [bakjaːi]【動詞】別れる。

［変異］ばかーい 1。

ばきゃーい [bakjaːi]【名詞】別れ。

［変異］ばかーい 1。

はぎゃう [haɡjau] 1○【形容詞】［B］（場

所、人、もの、話などが）鳥肌が立つ様

な変な気持ちにさせる、嫌な気持ちに

させる。【例】かまー　はぎゃう　とぅ

くま（あそこは不気味なところだ）。か

らー　はぎゃうんまり（あいつは気味

がわるいやつだ）。ういびとぅから　は

ぎゃうはなっそぅ　つふたい（お年寄

りから気味悪い話を聞いた）。かいが　

はなっさ　はぎゃうむぬ　あたい（彼

の話は気味が悪かった）。 2○【形容詞】

［B］嫌な気持ちになる。【例】かるー　

みーてぃがー　はぎゃうさぬ（あいつ

を見ると気持ちが悪くなる）。

はく [haku]【名詞】［C］箱。 【例】じ

ゅーばくぬ　にゃーんば　くぬ　はく

ん　むつーゆ　つみる（重箱がないの

で、この箱にもちをつめろ）。

はぐい [haɡui]【動詞】［r/rr 語幹］［A］

（仕事などの）機会を失う、（仕事に）あ

ぶれる、（人と）はぐれる。 【例】かり

ゃー　うむくとぅあい　かないびとぅ

　やいば　すかままい　なうまい　は
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ばくらう

ぐらん（彼は頭がいい、まじめな人だか

らしごとにはあぶれない）。やらびゃー

　んまから　はぐりーはりー　とぅみ

らいっだんぎーにゃーん（子供はお母

さんからはぐれてしまって（探しても）

みつからなくなった）。［類］はぐり。

ばくらう [bakurau] 1○【名詞】馬を売

買・周旋する人、馬喰。 【例】まうき

ゃーぬ　っざー　ばくらうどぅ　あた

い（向かいの家の父親は博労だった）。

2○【名詞】噓つき。【例】からー　むい

とぅぬ　ばくらう（彼はとっても噓つ

きだ）。あいや　ひとぅんかいや　ばく

らうゆぎゃー　ほぅん（そんなに人に

うそをつくな）。かいが　むぬいや　い

つまい　ばくらう（彼の言うことはい

つも嘘だ）。

はぐらかす [haɡurakasɨ]【動詞】［s/h

語幹］はぐらかす、ごまかす。【例】あ

いや　ひとぅぬ　はなっそぅぎゃー　

はぐらかはん（そういうふうに人の話

ははぐらかしてはいけない）。［類］は

ぐらす。

はぐらす [haɡurasɨ]【動詞】［s/h 語幹］

はぐらかす、ごまかす。 【例】あいや

　ひとぅぬ　はなっそぅぎゃー　はぐ

らはん（そういうふうに人の話をぐら

かしてはいけない）。［類］はぐらかす。

はぐり [haɡuri]【動詞】［母音語幹］［A］

（仕事）機会を失う、（仕事に）はぐれる。

［類］はぐい。

ばさ [basa] 【名詞】［C］芭蕉、バナナ。

【例】ばさない（バナナの実）。ばさず

ん（芭蕉布の着物）。

ばさぎー [basaɡiː] 【名詞】バナナの

木。

ばさない [basanai] 【名詞】バナナの

果実。

はさん [hasan] 【動詞】［m 語幹］［C］

挟む。 【例】うますひー　むぬー　は

さみー　ふぁう（お箸で食べ物を挟ん

で食べる）。

はさん [hasan] 【名詞】［C］ハサミ。

【例】はさんひー　ぬぬー　きー（ハサ

ミで布を切る）。

ばし [baɕi]【名詞】［C］（家や島などの）

間、すき間、（雨戸などの）通り道、桟。

［類］ばす。

ばしゃ [baɕa]【名詞】［B］馬車。【例】

ばしゃんかい　にーゆ　つん（馬車に

荷を積む）。ばしゃむちゃ（御者）。

ばじゃう [baʑau]【動詞】［vv 語幹幹］

［A］くすぐる。 ［類］ばじゅー。

ばじゃかい [baʑakai] 【動詞】［r/rr

語幹］（自分の指、肢、四肢を）広げる。

【例】たくぬどぅ　ばじゃかりゅーい

（タコが足を広げている）。ばじゃかりー

　にゅー（大の字になって寝る）。［変

異］ばだかい。［類］ばだからす、ばだ

かす。
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ばじゃかす

ばじゃかす [baʑakasɨ] 【動詞】［s/h

語幹］（自分の四肢を）広げる、（他人

の四肢を）広げさせる。 ［変異］ばだ

かす。［類］ばじゃかい、ばじゃからす、

ばだからす、ばだかす。

ばじゃからす [baʑakarasɨ] 【動詞】

［s/h 語幹］（自分の四肢を）広げる、（他

人の四肢を）広げさせる。 ［変異］ば

だからす。［類］ばじゃかい、ばじゃか

す、ばだからす、ばだかす。

ば じ ゃ ば じ ゃ て ぃ ー
[baʑabaʑatiː] 【オノマトペ】さっさと。

【例】すかまうぎゃー　ばじゃばじゃ

てぃー　あっそう（仕事をさっさとや

れ）。

ばじゅー [baʑuː] 【動詞】［vv 語幹幹］

［A］くすぐる。 【例】からー　ばぬー

　ばじゅーたい（彼は私をくすぐった）。

かいん　ばじゅっゔぁいー　ひぎゃう

かいば　ならっだん（彼に擽られてく

すぐったくてしかたなかった）。っざー

　なうちゃーにゃー　やらびゅー　ば

じゅっゔぃーにゃーん（お父さんはな

んとなく子供をくすぐってしまった）。

［類］ばじゃう。

ぱじゅら [paʑura] 1○【名詞】［C］人

を軽蔑して言う言葉、奴。 【例】んじ

ゃうなぱじゅら（どうしようもない奴）。

ほぅりぱじゅら（バカな奴）。っそぅだ

すからん　ぱじゅら（どうしようもな

い奴）。みーちゃぎぱじゅら（見苦しい

奴）。 2○【名詞】［C］おしゃべりで落ち

着きがない人。【例】からー　むぬいや

　つっちゃん　ぱじゅら（彼は話が切

れないおしゃべりだ）。むぬゆん　ぱじ

ゅら（おしゃべり）。

はす [hasɨ] 【名詞】［C］箸。 ［類］う

ます。

はず [hazɨ]【動詞】［g 語幹］［C］（皮な

どを）はぐ、（うろこ）を取る。 【例】

ぬーまぬ　かーゆ　はず（馬の皮をは

ぐ）。っぞぅぬ　いーっちゅ　はぎ（魚

の鱗を取る）。

はず [hazɨ] 【動詞】［g 語幹］［C］剝が

す。 【例】はだらぬ　いーきゃー　か

たかいば　はずぐり（やくしまイワシ

の鱗は硬くて剥がしにくい）。

はず [hazɨ]【動詞】［g 語幹］［C］（船を）

つくる。 【例】ふにゅー　はず（造船

する）。

はず [hazɨ]【名詞】［C］足［接尾辞的に

使う場合は「ぱず」になることが多い］。

【例】ながぱず（長い足）。まるぱず（短

い足）。ほぅっぱず（大きい足）。たーん

ﾟんぱず（大きい足、田んぼ作業に向い

た足）。まずむぬんな　はっじゃ　にゃ

ーんちゃ（幽霊には足がないんだって）。

ひとぅぬ　はずとぅいゆぎゃー　ほぅ

ん（人の足を引っ張ることをしない）。

ばす [basɨ]【名詞】［B］（家や島などの）

間、（雨戸などの）通り道、桟。 【例】

んきゃーんな　やーばっさ　しばっふ

ぁ　にゃーっだん（昔は家と家の間は
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ばす

狭くはなかった）。いらうとぅ　いきま

ぬ　ばす（伊良部と池間の間）。やらび

ゃー　あみぬ　ばすがまうどぅ　とば

す（子供は雨と雨の隙間を走る）。やど

ぅ　ばす（雨戸のさん）。［類］ばし。

ばす [basɨ] 【名詞】［B］アダンの実の

中の芯。

ばすー [basɨː] 【動詞】［s/ss 語幹］［A］

忘れる　［基本形の形はあまり使わな

い］。【例】ばぬんな　ぱーぬくとぅー

　ばっさいん（私には祖母のことが忘

れられない）。［類］ばっし。

はすか [hasɨka]【形容詞】［B］（こども

が）しっかりした、動きの良い。 【例】

やぐみ　てぃーや　かからん　はすか

やらび（全然手のかからないしっかり

した子供）。からー　やらびあいきゃー

　はすかむぬどぅ　あたい（あいつは

子供の時はしっかり者だった）。

はずかないやらび [hazɨkanai-
jarabi] 【名詞】小さいときに歩けるよ

うになった子供。

はずき [hazɨki]【動詞】［母音語幹］［C］

（爆弾などが）爆発する、（風船、膀胱な

どが）破裂する。［変異］ぱずき。［類］

はずつ。

はずじゅー [hazɨʑuː]【形容詞】健脚。

【例】はずじゅーびとぅ（健脚の人）。

からー　はずじゅーかいば　ぶらたー

ひーや　あいかいどぅす（あの人は健

脚なので、保良までは歩いて行ける）。

はずつ [hazɨtsɨ] 1○【動詞】［k 語幹］［C］

（爆弾などが）爆発する、（風船、膀胱な

どが）破裂する。 【例】だいだまー　

はずきーにゃーん（ダイナマイトは破

裂した）。すばいずつんな　はずかっで

ぃどぅ　ほぅー（膀胱が破裂しそうだ）。

［変異］はずふ、ぱずつ、ぱずふ。［類］

はずき。 2○【動詞】［k 語幹］［C］（手で

何かを）弾く。【例】っそぅひだう　は

ずき（サザエの蓋を弾け［サザエの蓋

をおはじきとして使っていた］）。［変異］

はずつ、ぱずつ、ぱずふ。［類］はずき。

はずつ [hazɨtsɨ] 【名詞】［C］唇の端、

口角。 【例】はずつぬ　つってぃ　い

ちゃかいばならん（唇の端が切れて、痛

くて仕方がない）。

はずつ [hazɨtsɨ] 【名詞】［C］刺青。

【例】ばが　やらびあいきゃー　みどぅ

ん　ういびとぅんみゃー　はずつぬど

ぅ　あたい（私が子供の頃、女性の年

寄り達には刺青があった）。［類］はい

つつ。

ぱずつ [pazɨtsɨ] 1○【動詞】［k 語幹］［C］

（爆弾などが）爆発する、（風船、膀胱な

どが）破裂する。 ［変異］はずつ。 2○

【動詞】［k 語幹］［C］（手で何かを）弾

く。［変異］はずつ。

はずなら [hazɨnara] 【名詞】足音。

【例】やらびぬ　にっゔゅーば　はずな

らうぎゃー　いだはだ　すなーかがま

　あいき（子供が寝ているから足音は

立てずに静かに歩け）。ういが　ふー
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はずふ

ふっちゃ　はずならひー　っさいどぅ

す（彼がかえってくることは足音でわ

かる）。

はずふ [hazɨfu] 1○【動詞】［k 語幹］［C］

（爆弾などが）爆発する、（風船、膀胱な

どが）破裂する。［変異］ぱずふ、はず

つ、はずふ。［類］はずき。 2○【動詞】［k

語幹］［C］（手で何かを）弾く。［変異］

ぱずつ、はずつ、はずふ。［類］はずき。

ぱずふ [pazɨfu] 1○【動詞】［k 語幹］［C］

（爆弾などが）爆発する、（風船、膀胱な

どが）破裂する。 ［変異］はずつ、は

ずつ、ぱずふ。 2○【動詞】［k 語幹］［C］

（手で何かを）弾く。［変異］はずつ、は

ずつ、ぱずふ。

はずふず [hazɨfuzɨ] 【名詞】足首。

【例】はずふっじゅどぅ　ないらひーに

ゃーん（足首をねん挫した）。

はずん [hazɨn] 【動詞】［m 語幹］［A］

膨らむ、（筋肉が）盛り上がっている。

【例】くーきゅー　いりばんまい　たい

やーや　はずまん（空気を入れたのに

タイヤが膨まない）。ばかむぬぬ　くっ

ゔぁ　はずみーどぅーい（若者のふく

らはぎは筋肉が盛り上がっている）。ふ

ーせんぬ　はずまし（風船を膨らませ

ろ）。［変異］ぱずん。

はた [hata]【動詞】［C］「はい」の過去

形「はたい」の省略形。 【例】かりゃ

ー　くるまひー　はた（彼は車で帰っ

た）。

はた [hata]【名詞】［B］織り機、はた。

はた [hata]【名詞】［B］（建物、土地、場

所などの）境界、端、縁、浜；（皿、鍋、

お椀などの）縁。 【例】やすつぬ　は

た（屋敷の境界）。はいぬ　はたぬ　っ

さう　とぅい（畑の端の草を取る）。い

んぬ　はたう　あいきーまーい（浜を

歩き回る）。まかいぬ　はたー　ばりー

にゃーん（お椀の縁が割れた）。

ばた [bata] 【名詞】［B］腹。 【例】ば

たー　んてぃーどぅー（満腹している）。

ばた　やん（腹痛）。ばたぶ（出っ腹の

人）。ばたぐーむぬ（おなかが苦しい）。

ばた　ずみゃー　にゃーん（お腹の調

子が悪い）。

ばだ [bada]【名詞】［B］溝。【例】うま

ぬ　ばだー　ふかかいば　ばたらいん

（そこの溝は深いから渡れない）。うまぬ

　ばだん　っふぁいや　いりー、ぶー

っじゅ　いび（そこの溝にたい肥を入

れてサトウキビを植えろ）。

ばた　ふさい [bata fusai] 【成句】

［r/rr 語幹］腹が立つ。 【例】ばー　っ

ゔぁが　なうてぃ　あっじゃばんまい

　ばたー　ふさらん（私は君が何と言

っても腹は立たない）。かるーぎゃー　

ばたふさらし（彼を怒らせろ）。

ばた　ふっでぃんまり [bata
fuddimmari]【成句】人に意地悪する奴。

【例】ばたふっでぃんまりとぅや　う

ぐなーらん（人に意地悪する人とは同

席しない）。
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ばたー　にゃーん

ばたー　にゃーん [bataː njaːn]

【成句】度胸がない［< 腹がない、腹が

座っていない］。【例】ばたー　にゃー

んんまり（度胸のない奴）。

ばたー　むぎゃっりー [bataː
muɡjarriː] 【成句】酷く腹を立てる、は

らわたが煮えくりかえる。 【例】ばー

　かさますかいば　ばたー　むぎゃっ

りーどぅーい（私はくやしくてはらわ

たが煮えくりかえっている）。

はだ [hada] 1○【名詞】［B］年頃、（その

ことに適切な）時期、適齢期。【例】ゆ

ぬはだ（同じ年頃）。はだ　なりーどぅ

ーい（その時期になっている［種まき、

き、結婚、学校に行くなど］）。うなが　

はだんな　わいてぃー　かないー　と

ぅず　っふぁうぎゃー　つかなーだか

ーならん（自分が生きている間にはし

っかりと働いて妻子を養わないとなら

ない）。ぶとぅ　むつ　はだ（夫を持つ

年頃［女性の結婚適齢期］）。とぅず　と

ぅみ　はだ（妻を探す年頃［男性の結

婚適齢期］）。がっこう　いつ　はだん

　なりーどぅー（学校に上がる年齢に

なっている）。っふぁ　なす　はだ（出

産可能な年齢）。 2○【名詞】［B］直前、

間近　［連濁して「ばた」になるのが原

則］。【例】ねんきんぬ　いでぃばたん　

なりーどぅー（もうすぐ年金が出る頃

だ）。っふぁ　なす　ばた（出産間近）。

はだ [hada] 1○【名詞】［B］（年寄りや若

者が）年齢相応でないこと。 【例】は

だーにゃーんんまり（年齢相応でない

奴［若作りの年寄り、年寄りっぽい若

者）。 2○【形容詞】［B］（子供が）しっ

かりしている、（子供が）手がかからな

い。【例】はだやらび（（幼い子が）年齢

にしてはしっかりしている）。うぬ　や

らびゃー　やぐみ　はだむぬ（その子

はとてもしっかりしている）。

はだ [hada] 1○【名詞】［B］（人の）肌。

【例】きつぎ　はだ（綺麗な肌）。っそぅ

はだびとぅ（色白の人）。はだーにゃー

んんまり（不健康そうな顔色の悪い奴）。

ういが　はだー　ぴたーてぃどぅ　ほ

ぅー（彼女の肌は滑らかだ）。 2○【名詞】

［B］相性。【例】かいとぅや　はだー　

あーん（彼とは肌が合わない）。

ばたい [batai] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］

（向こう側に）渡る。 【例】ふにひー　

すまう　ばたい（舟で島を渡る）。

はだかす [hadakasɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］（服を）脱がす、（人が人に指示し

て服を）脱がせる。 【例】やらびぬ　

つんぬ　はだかす（子供の服を脱がす）。

うまん　やらびんみん　つんぬ　はだ

かし（ここで子供たちに服を脱がせな

さい）。［変異］はっだかす。

ばだかす [badakasɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］（手、扇、股などたたんであるもの

を）開く、広げる。 ［変異］ばじゃか

す。［類］ばだつ、ばじゃからす。

はだかんま [hadakamma]【名詞】馬

具を着けていない馬、裸馬。 【例】は
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はだき

だかんまん　ぬーいてぃがー　てぃー

ぬんぬ　やん（馬具を着けていない馬

に乗るとお尻が痛くなる）。

はだき [hadaki]【動詞】［母音語幹］［C］

（服を）脱ぐ。 ［変異］はっだき。

はたきまい [hatakimai]【名詞】〘植〙

陸稲。

ばだく [badaku]【名詞】［C］溝。【例】

ばだくー　ばたり（溝を渡れ）。［類］

ばだ。

ばたずみ [batazɨmi]【名詞】お腹の調

子［「ばたずみゃー　にゃーん」形で否

定的に用いられる］。【例】わーぬ　あ

っゔぁー　ふぁいどぅ　ばたずみゃー

　にゃーん（豚の脂肉を食べてお腹の

調子が良くない）。

はだたつ [hadatatsɨ] 【形容詞】憎ら

しい、イライラする。 【例】かいが　

むぬいゆ　つふてぃがー　はだたつむ

ぬ（彼の話を聞くとイライラする）。

はだつ [hadatsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］

（服を）脱ぐ。 【例】つんぬ　はっだき

（服を脱げ）。［変異］はだふ。［類］はっ

だつ。

ばだつ [badatsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］

（手、扇、股などたたんであるものを）開

く、広げる。 【例】てぃーはっじゃ　

ばだきー　にっゔゅーい（手足を開い

て大の字で寝ている）。［変異］ばだふ。

［類］ばだかす。

ばたっさい [batassai]【動詞】［r/rr 語

幹］腹を立てさせる。 ［変異］ばたふ

さい。

ばたっさい [batassai] 【形容詞】腹

立たしい。 ［変異］ばたふさい。

はだっさり [hadassari] 1○【形容詞】

気さくな、人見知りしない；よく成長し

ている、年相応に成長している。 【例】

はだっさりびとぅ（気さくな人）。はだ

っさりやらび（人見知りしない、元気

で手のかからない子）。 2○【形容詞】（病

気などで）顔色が悪い、気分がすぐれ

ない。【例】からー　やんぬ　あとぅー

ひどぅ　はだっさり（彼は病気の後で

顔色が悪い）。きゅーや　ぱちんこー

　まきー　むいとぅ　はだっさりむぬ

（今日はパチンコで負けておもしろくな

い）。

ぱたてぃー [patatiː]【オノマトペ】パ

タッと。 【例】ういびとぅー　んつん

　ぱたてぃー　たうりーにゃーん（老

人は道でパタッと転んだ）。［変異］ば

たてぃー。

はだふ [hadafu] 【動詞】［k 語幹］［C］

（服を）脱ぐ。 ［変異］はだつ。

ばだふ [badafu] 【動詞】［k 語幹］［C］

（手、扇、股などたたんであるものを）開

く、広げる。 ［変異］ばだつ。［類］ば

だかす。

ばたふくる [batafukuru]【名詞】（お

金やたばこなどを入れる）キンチャク
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ばたふくる

袋。 【例】ばたふくるんかい　でぃん

ぬ　いりー（財布に金を入れる）。

ばたふさい [batafusai] 【動詞】［r/rr

語幹］腹を立てさせる。 【例】かいん

　ばたふさらはいにゃーん（彼に腹を

立てさせられた［＞彼の言動で腹が立

った］）。［変異］ばたっさい。

ばたふさい [batafusai] 【形容詞】腹

立たしい。 【例】ばたふさいかいば　

ならん（腹立たしくてならない）。［変

異］ばたっさい。

ばたふっじゃ [batafuʑʑa]【名詞】他

人の感情を逆撫でする人、人をイライ

ラさせる人。 【例】かりゃー　むいと

ぅぬ　ばたふっじゃ　やいば　かいが

　やかたんな　びじゃだうり（彼はと

ても他人の感情を逆なでする人だから

彼のとなりに座るな）。

ばたふっず [batafuzzɨ]【動詞】［zz/dd

語幹］他人の気分を害する、他人をイラ

イラさせる。 【例】まーぬ　ひとぅー

ぎゃー　ばたふっずな（あまり人をイ

ライラさせるな）。［類］ばたふっでぃ。

ばたふっでぃ [batafuddi] 【動詞】

［母音語幹］他人の気分を害する、他人

をイライラさせる。 【例】からー　ば

たふっでぃんまり　やいば　うりゅー

ぎゃー　たきゅーぎゃー　ほぅだうり

（あいつは他人の神経を逆なでする奴だ

から彼を相手にするな）。［類］ばたふ

っず。

ばたぶに [batabuni]【名詞】お腹の骨

［おなかに骨はないが、大笑いするとき

の比喩に使われる］。【例】あてぃ　ば

かすかいば　ばたぶにぬ　ぶいきゃ　

ばらいーにゃーん（余りにも面白いの

でお腹の骨が折れるまで笑った）。

はだやらび [hadajarabi] 【名詞】手

のかからない子供。

はだら [hadara] 【名詞】［C］〘魚〙ヤ

クシマイワシ、トウゴロウイワシ［浜辺

に群れを作って泳ぐ鱗のかたい小魚］。

【例】はだらぬ　いーきゃー　かたかい

ば　はずぐり（やくしまイワシの鱗は

硬くて剥がしにくい）。

ばたら [batara]【名詞】［C］〘生物〙ワ

タリガニ科イシガニ。 【例】ばたらん

　うゆびゃー　かんむらいーにゃーん

（バタラに指を嚙まれてしまった）。

はたらつ [hataratsɨ] 1○【動詞】［k 語

幹］働く。【例】てぃーん　はらぬ　い

でぃきゃ　はたらつ（手にマメができ

るまで働く）。［変異］はたらふ。 2○【名

詞】働き、稼ぎ。

はたらふ [hatarafu] 【動詞】［k 語幹］

働く。 ［変異］はたらつ。

ばたらみつ [bataramitsɨ] 【動詞】［k

語幹］（足を）バタバタさせる。 【例】

やらびゃー　がんなりー　はっじゅ　

ばたらみきゅーたい（子供は駄々をこ

ねて足をバタバタしていた）。［変異］ば

ららみふ。
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ばたらみふ

ばたらみふ [bataramifu] 【動詞】［k

語幹］（足を）バタバタさせる。［変異］

ばたらみつ。

ばたんつ [batantsɨ] 【動詞】［k 語幹］

満腹になる。 【例】ばたんちゅーば　

んめ　ふぁーいん（おなかがいっぱい

でもう食べられない）。っふぁんみぬ　

まいんきや　むぬーぎゃー　ばたんつ

きゃ　びびききゃ　ふぁうだら（子供

たちのところに行くと食事をお腹いっ

ぱいになるまで、口からあふれるほど

食べる）。［変異］ばたんふ。

ばたんふ [batanfu] 【動詞】［k 語幹］

満腹になる。 ［変異］ばたんつ。

ばちゃみ [batɕami] 1○【動詞】［母音語

幹］［C］大事にしまう、隠す。【例】ば

が　ばちゃみー　あたい　さきぬどぅ

　ひなりゅー（私が大事に取って置い

た酒が減っている）。でぃんぬぎゃー　

まさがんてぃー　ばちゃみゅーき（お

金をちゃんとしまっておけ）。 2○【動詞】

［母音語幹］［C］（食器等を）片付ける。

【例】ちゃばんぬ　あらいー　ばちゃみ

る（湯呑を洗って片付けなさい）。まか

いゆぎゃー　ばちゃみーんなし（お椀

を片付けてしまいなさい）。まかいや　

ばちゃみらいどぅー（お椀は片付けら

れている）。［類］ばちゃん。

ばちゃん [batɕan] 1○【動詞】［m 語幹］

［C］大事にしまう、隠す。 ［類］ばち

ゃみ。 2○【動詞】［m 語幹］［C］（食器等

を）片付ける、しまう、隠す。［類］ば

ちゃみ。 3○【名詞】［C］片付けること、

しまうこと。【例】ぺんな　ふかばちゃ

んひー　とぅみらいん（ペンを奥深く

しまって見つけられない）。

はつ [hatsɨ] 【動詞】［c/t 語幹］［C］（動

詞基本形について）動作が尽きる、終

わる。 【例】なうばい　ふぁーんまい

　ふぁうはたいん（どんなに食べても

食べきれない）。［類］はてぃ。

ばつ [batsɨ] 1○【動詞】［k 語幹］［A］湧

（わ）く。 【例】みずぬ　いすぬ　ばす

からどぅ　ばきーゆー（水が石の間か

らわきでている）。［変異］ばふ。［類］

ばき。 2○【動詞】［k 語幹］［A］（お湯が）

沸（わ）く。【例】なびぬ　みっじゃ　

ばきー　どぅー（鍋のお湯は沸いてい

る）。［変異］ばふ。［類］ばき。 3○【動

詞】［k 語幹］［A］発酵する。［変異］ば

ふ。［類］ばき。

ばつ [batsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］（鋸

で木を）切る。 【例】ぬくずーひー　

きーゆ　ばつ（鋸で木をきる）。［変異］

ばふ。

ばつ [batsɨ] 【名詞】［B］ばち（があた

る）、罰（を受ける）。 【例】かりゃー

　やなばっちゃ　あたりー　すにーに

ゃーん（彼は悪い罰を受けて死んでし

まった）。きゅーや　がっこーん　ばっ

ちゃ　ひらいたい（今日は学校で罰を

受けた）。

ばっし [baɕɕi]【動詞】［母音語幹］［A］

忘れる。 【例】くぬいや　むいとぅ　
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むぬー　ばっしー　ならん（最近はよ

くものを忘れて仕方がない）。ういびと

ぅ　なりー　ひとぅぬ　はなっそぅぎ

ゃー　すぐ　てぃびから　ばっしーど

ぅーい（年取って人の話したことを即

座に忘れてしまう）。みどぅんぬ　くと

ぅーぎゃー　ばっしる（女の事は忘れ

ろ）。べんとーゆぎゃー　ちゅっふぃや

ーば　むちーいつ　むぬーぎゃー　ば

っしーな（弁当を作ってあるので持っ

ていくのを忘れるな）。かぎゅー　かば

ん　いりゅーたい　くとぅー　ばっし

ーにゃーん（鍵をかばんに入れていた

ことを忘れていた）。

ばっじゃい [baʑʑai] 【動詞】［母音

語幹］（魚、ヤギ等を）捌（さば）く。

【例】っぞぅー　ばっじゃいる（魚をさ

ばく）。［類］ばっず、ばっじゃう。

ばっじゃう [baʑʑau] 【動詞】［w 語

幹］（魚、ヤギ等を）捌（さば）く。【例】

っぞぅー　ばっじゃう（魚を調理用に

鱗を剥いだり、内臓を取り出したり、肉

を切ったりする）。わーゆ　ばっじゃう

（豚を調理用に内臓を出したり、毛を剥

いだり、肉を切ったりする）。［類］ばっ

ず、ばっじゃい。

はっじゃき [haʑʑaki] 1○【動詞】［母

音語幹］（狙った的を）外す、（金づちな

どを釘に）あてるのに失敗する。 ［変

異］ぱっじゃき。［類］はっじゃつ、は

っじゃす。 2○【動詞】［母音語幹］（動詞

基本形について）しようとした動作が

できない、しようとした動作に失敗す

る、～そこなう、～そびれる。

はっじゃす [haʑʑasɨ] 1○【動詞】［s/h

語幹］（狙った的を）外す、（金づちな

どを釘に）あてるのに失敗する。 【例】

かにふっじゅ　うんかっでぃーひー　

はっじゃひー　げんのーひー　うなが

　うゆびゅー　っつきーにゃーん（釘

を打とうとして打ち損じて金槌で自分

の手を打ってしまった）。［変異］ぱっ

じゃす。［類］はっじゃつ、はっじゃき、

はっじゃす。 2○【動詞】［s/h 語幹］（動

詞基本形について）しようとした動作

ができない、しようとした動作に失敗

する、～そこなう、～そびれる。

ばっじゃす [baʑʑasɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］捌（さば）く。 【例】っぞぅー　

ばっじゃす（魚を捌く）。［類］ばっじゃ

い、ばっじゃう、ばっず。

はっじゃつ [haʑʑatsɨ] 1○【動詞】［k

語幹］（狙った的を）外す、（金づちな

どを釘に）あてるのに失敗する。 【例】

まとぅ　はっじゃきー　うーつつひー

　うなが　はっじゅ　ったきーにゃー

ん（的を外して大ハンマーで自分の足

を叩いてしまった）。［変異］はっじゃ

ふ。［類］はっじゃき。2○【動詞】［k 語幹］

（動詞基本形について）しようとした動

作ができない、しようとした動作に失

敗する、～そこなう、～そびれる。【例】

いつはっじゃき（行きそびれる）。ふぁ

うはっじゃき（食べそびれる）。すか
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はっじゃふ

まー　あすぱっじゃきーにゃーん（仕

事をやり損ねた；ちゃんとできなかっ

た）。やーや　ふつはっじゃきーにゃー

ん（家を作りそこなった［「作る機会が

なかった」と「ダメな家を作った」の両

方の意味がある］）。［変異］はっじゃふ。

［類］はっじゃき。

はっじゃふ [haʑʑafu] 1○【動詞】［k

語幹］（狙った的を）外す、（金づちな

どを釘に）あてるのに失敗する。 【例】

まとぅ　はっじゃきー　うーつつひー

　うなが　はっじゅ　ったきーにゃー

ん（的を外して大ハンマーで自分の足

を叩いてしまった）。［変異］はっじゃ

つ。［類］はっじゃき。2○【動詞】［k 語幹］

（動詞基本形について）しようとした動

作ができない、しようとした動作に失

敗する、～そこなう、～そびれる。［変異］

はっじゃつ。［類］はっじゃき。

はっず [hazzɨ] 1○【動詞】［zz/dd 語幹］

［C］（服を）脱ぐ。 【例】あいぬ　と

ぅくまん　つんぬぎゃー　はっじゃん

（そんなところで服を脱ぐな）。［類］は

だつ、はっだつ、はっでぃ。 2○【動詞】

［zz/dd 語幹］［C］（仲間から）外れる。

ばっず [bazzɨ]【動詞】［zz/dd 語幹］［A］

（魚、ヤギ等を）捌（さば）く。 【例】

ひんじゃう　ばっじ（ヤギをさばけ）。

［類］ばっじゃい、ばっじゃう。

ばっだ [badda]【名詞】［C］脇。【例】

ばっだー　ばっだかじゃぬどぅ　あす

（脇は腋臭がする）。

ばっだかじゃ [baddakaʑa] 【名詞】

腋臭。

はっだかす [haddakasɨ]【動詞】［s/h

語幹］（服を）脱がす、（人が人に指示し

て服を）脱がせる。 ［類］はだかす。

はっだかす [haddakasɨ]【動詞】［s/h

語幹］（服を）脱がせる。 【例】つんぬ

　はっだかし（服を脱がせろ）。［変異］

はだかす。

はっだき [haddaki] 【動詞】［母音語

幹］（服を）脱ぐ。 【例】っゔぁが　っ

ふすーつんぬ　はっだきーみーる（お

前の汚い服を脱いでみろ）。［変異］は

だき。［類］はっだつ、はだす、はだす。

ばっだぎー [baddaɡiː] 【名詞】脇毛。

ばっだだき [baddadaki] 【名詞】脇

までの高さ、深さ。 ［類］ばっだだつ。

ばっだだつ [baddadatsɨ] 【名詞】脇

までの高さ、深さ。 【例】かりゃー　

ばが　ばっだだつ（彼は私の脇までし

かない）。うまぬ　いんな　ばが　ばっ

だだつ（（海の）あそこのあたりは脇ぐ

らいの深さだ）。［類］ばっだだき。

ばっだだに [baddadani] 【名詞】脇

のリンパ腺。【例】ばっだだにぬどぅ　

ふくりゅー（脇のリンパ腺が腫れた）。

はっだつ [haddatsɨ] 【動詞】［k 語幹］

（服を）脱ぐ。 【例】ふくー　はっだき

ー　うーっじゅ　あっそぅ（服を脱い
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はっだふ

で水浴びしなさい）。［変異］はっだふ、

はだつ、はだふ。［類］はっだき。

はっだふ [haddafu] 【動詞】［k 語幹］

（服を）脱ぐ。 ［変異］はっだつ、はだ

つ、はだふ。［類］はっだき。

はっでぃ [haddi] 1○【動詞】［母音語

幹］［C］（服を）脱ぐ。 【例】おい　す

ぷたら、うぬ　すぷたい　つんぬぎゃ

ー　はっでぃる（おい、この不潔野郎、

その不潔な服を脱げ）。［類］はだつ、は

っだつ、はっず。 2○【動詞】［母音語幹］

［C］（仲間から）外れる。【例】やなどぅ

すんみから　はっでぃー　はりーにゃ

ーん（悪い友達グループから抜けた）。

はっどー [haddoː]【成句】はず（はず

だ）＋どー（終助詞）の縮約形、～はず

だよ。 【例】あいはっどー（そのはず

だよ）。なつはっどー（なくはずだよ）。

いつはっどー（行くはずだよ）。にゅー

はっどー（眠るはずだよ）。なうがらは

っどー（何かあるはずだよ）。

ばっぱい [bappai] 1○【動詞】［母音語

幹］間違える。 【例】えげ、んっちゅ

　ばっぱいーにゃーん（しまった、道を

間違えた）。かにゅー　まさいてぃー　

ばっぱいーにゃーん（カニをマサイだ

と見間違えた）。けーさんぬぎゃー　ば

っぱいな（計算を間違えるな）。 2○【名

詞】勘違い、間違い。【例】つつばっぱ

い（聞き間違い）。みーばっぱい（見間

違い）。きゅーまい　けいさんばっぱい

や　ひーにゃーん（今日も計算間違い

をしてしまった）。

はてぃ [hati]【名詞】［B］はるか遠く、

1 番はしの所。 【例】かまぬ　はてぃ

（ずっと向こうの方）。かまぬ　ぶらはて

ぃたーひー　いきゅーたい（あの遠く

にある保良まで行った）。

はてぃ [hati] 【動詞】［母音語幹］［A］

（動詞基本形について）動作が尽きる、

終わる。 【例】なうばい　ふぁーんま

い　ふぁうはてぃらいん（どんなに食

べても食べきれない）。あてぃ　かーま

　やいば　いつ　はてぃらいん（とて

も遠いので行き着くことはできない）。

かいが　あぱらぎさー　あいはてぃら

いん（彼女の美しさは言い尽くせない）。

きゅーんな　うぬ　ほぅんな　ゆんは

てぃらいん（今日中にはその本は読み

切れない）。［類］はつ。

はてぃ [hati] 【形容詞】［A］果敢な、

向こう見ずな。 【例】はてぃみどぅん

（失敗を恐れない果敢な女性）。

はてぃびとぅ [hatibitu]【名詞】（失

敗を恐れない）果敢な人、向こう見ず

な人。 【例】かりゃー　なうゆまい　

いっゔぃん　はてぃびとぅ（彼・彼女

は何をも恐れない強い人だ）。［類］は

てぃむぬ。

はてぃみどぅん [hatimidun] 【名

詞】勇敢で、怖さを恐れない女性。【例】

うぬ　はてぃみどぅんな　あつないや
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はてぃむぬ

　ひどぅ　うやきん　なりーにゃーん

（その失敗を恐れない女性は商売をして

裕福になった）。

はてぃむぬ [hatimunu]【名詞】怖さ

を知らない人。 ［類］はてぃびとぅ。

はとぅ [hatu] 【名詞】［B］山鳩。

はな [hana] 1○【名詞】［B］（家、机、モ

ノの）上、上の方、（階級などの）一番

上。 【例】やーぬ　はなんかい　かー

らう　ぬーす（家の上［＝屋根］に瓦を

のせる）。つくいぬ　はなんかい　ぬー

いな（机の上に乗るな）。やーぬ　はな

んどぅ　つっちゅぬ　いじゅー（家の

上に月が出ている）。どぅすぬ　はな　

あぐぬ　はな　とぅゆまし（友達の上

（一番）として同級生の上としてえらく

なりなさい［古謡：［ますむいぬ歌］か

ら）。 2○【名詞】［B］供え物の上または

端のごく一部分。【例】かんかい　はな

う　うさぎ（供え物の上または端のご

く一部を神に供える［供え物を用意し

て、神にお祈りをして、それから供え物

の一部をトゥムたちがとって神に供え

る］）。

はな [hana]【名詞】［B］花。 【例】は

なぬ　つぶん（花のつぼみ）。はなー　

さきーどぅー（花が咲いている）。

はな [hana]【名詞】［B］鼻。 【例】び

だばな（低い鼻）。たかばな（高い鼻）。

はなぬ　あーぎん　ほぅがさぬ　いで

ぃー　いちゃかいば　ならん（鼻の上

の方におできができて痛くてしかたが

ない）。からー　あてぃ　いばいかいば

　かいが　はなー　ぶらだかー　なら

ん（あいつは威張りすぎてるので、あ

いつの鼻をへし折ってやらないといけ

ない）。

ばな [bana] 1○【名詞】［B］頃、時期、時

分。 【例】てだぬ　ぬーい　ばな（太

陽がのぼる頃）。すかま　あすばな（仕

事を始める頃）。たかー　ふー　ばな　

なりーどぅー（サシバが飛来する時期

になっている）。んめ　っさらんかい　

つふばな（もう平良に着く時分だ）。ロ

サンゼルっさ　んなまずぶんな　んめ

　ゆい　ふぁうばな（ロスアンジェル

スはいまごろはもう晩御飯を食べる時

分だ）。 2○【名詞】［B］（あることをす

る）年頃、適齢期。【例】ぶとぅとぅみ

　ばな（夫を探す年頃［＞女性が結婚

する年頃］）。とぅずとぅみ　ばな（妻

を探す年頃［＞男性が結婚する年頃］）。

んまがー　んめ　がっこー　いでぃ　

ばな　なりーどぅー（孫は学校に入学

する年頃になっている）。

ばな [bana] 【名詞】［B］紐などを輪の

形にして獲物を捕るためのもの、罠。

【例】ばなひー　たかう　ふんず（紐を

輪にしたワナで鷹を引っ掛ける）。

はない [hanai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

（場所から）離れる、（人から）別離する。

【例】ふにゃー　んなとぅから　はな

りーはい（船は浜から離れて行く）。み

379



はない

どぅんな　ばんから　はなりー　はり

ーにゃーん（妻は私から離れて行って

しまった）。［類］はない（母音語幹）。

はない [hanai]【動詞】［母音語幹］［C］

離れる。

はなう　ならす [hanau narasɨ]【成

句】［s/h 語幹］いびきをかく。【例】ぶ

じゃー　はなー　ならひー　にっゔゅ

ー（おじさんはいびきをかきながら寝

ている）。

はなう　ひつ [hanau hitsɨ] 【成句】

［k 語幹］風邪をひく、くしゃみをする。

【例】やらびゃー　はなー　ひきどぅ　

にっちゃ　いだひー　にっゔゅー（子供

は風邪をひいて熱を出して寝ている）。

はなひつ　とぅきゃんな　ひとぅんか

い　つっじゅぎゃー　とぅばすな（く

しゃみをするときには唾を飛ばすな）。

なうががら　はなひつ　びとぅ（何か

しらよくクシャミする人）。［変異］は

なう　ひふ。

はなう　ひふ [hanau hifu] 【成句】

［k 語幹］風邪をひく、くしゃみをする。

［変異］はなう　ひつ。

ばなかん [banakan] 【名詞】〘形式名

詞〙（動詞基本形について）～している

間に。 【例】やらびぬ　にっゔゅー　

ばなかん　つんぬ　あらーでぃ（子供

が寝ている間に洗濯しよう）。ささぎゆ

ーいぬ　ばなかん　びきどぅんな　ほ

ぅからっさひー　なきーたーな　うた

い（結婚式の間、新郎はうれしくてず

っと泣いていた）。

はながんふ [hanaɡanfu]【名詞】（浜

からみて）上にある岩。 【例】はなが

んふぬ　あーぎんな　とぅいがまぬ　

うたい（岩の上に小鳥がいた）。

はなぎー [hanaɡiː]【名詞】〘植〙ブッ

ソウゲ、ハイビスカス。

はなす [hanasɨ] 1○【動詞】［s/h 語幹］［C］

（人や物を人や物から）離す、離れたと

ころに連れていく、（部品を本体）外す。

【例】んまー　いすがすかいば　うぬ

　なつっじゃうぎゃー　はなひー　う

き（お母さんは忙しいのでその泣き虫

を離しておきなさい）。っざらう　ゆる

から　はなす（鎌の刃を柄からはずす）。

みがにゅー　はなひーみーる（メガネ

を取ってみろ）。ぬーまん　ぬーいとぅ

きゃんな　たづなうぎゃー　はなはん

（馬に乗るときには手綱は離さない）。 2○

【動詞】［s/h 語幹］［C］（絡まったものを）

ほどく。【例】いとぅー　がでぃらくん

なりどぅ　なうちゅんま　はなはいん

（糸がからまってぜんぜんほどけない）。

はなす [hanasɨ]【名詞】［B］話、相談、

お話し。 【例】うたきんな　じゃう　

はなっそぅたーな　あっそぅ（ウタキ

ではいい話だけしなさい）。っゔぁとぅ

　はなすぬどぅ　あい（お前と話があ

る）。あいぬ　はなっそぅぎゃー　つき

ゃー　みーん（そんな話は聞いたこと

がない）。
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はなず

はなず [hanazɨ] 【名詞】［A］（船など

の）先頭部分、（動物などの）鼻先。

【例】ふにぬ　はなず（船の船首）。ぬー

まぬ　はなず（馬の鼻先）。［変異］はな

でぃ。

はなた [hanata]【名詞】［A］崖、絶壁。

【例】いんぬ　はなた（岸壁）。やまぬ　

はなた（山の崖になっているところ）。

はなでぃ [hanadi]【名詞】［A］（船な

どの）先頭部分、（動物などの）鼻先。

【例】ふにぬ　はなでぃ（船の先端）。［変

異］はなず。

はなならす [hananarasɨ] 【名詞】い

びき。 【例】かまぬ　っざが　はなな

らっさ　んじゃたーひーまい　つかい

どぅす（あそこのお父さんのいびきは

どこまでも聞こえる）。

はなぬぱー [hananupaː] 【名詞】〘祭

礼〙七杜の上位五人の司　［ウーンマ、

アーグシャ、ナカバイ、アーグシャヌ　

トゥム、ウーンマヌ　トゥムからなる」。

［類］はなぬんま。

はなぬんま [hananumma]【名詞】〘祭

礼〙七杜の上位五人の司　［ウーンマ、

アーグシャ、ナカバイ、アーグシャヌ　

トゥム、ウーンマヌ　トゥムからなる」。

［類］はなぬぱー。

はなひつ [hanahitsɨ]【名詞】風邪、く

しゃみ。 【例】からー　いつまい　ゆ

ーどぅ　はなひつ　あす（彼はいつも

くよくしゃみをする）。

はなぶー [hanabuː] 【名詞】下駄など

の緒の先の部分、鼻緒。 【例】あっち

ゃぬ　はなぶーぬ　つってぃーにゃー

ん（下駄の鼻緒が切れた）。

はなみず [hanamizɨ] 【名詞】鼻水。

はなむつ [hanamutsɨ] 【名詞】（海岸

の）切り立っているところ、崖。 【例】

いんぬ　はなむつ（海岸べりの崖）。

ばなむぬ [banamunu]【名詞】分担金

や分担品（村の祭事、台風等で各戸に

割り当てられる）。 【例】かでぃふつ

ぬ　あとぅんな　ばなむぬー　いだす

（台風の後には割り当てを出す）。ばなむ

ぬー　たるまい　いだはだかー　なら

んむぬ（割り当て金は誰もがみな出さ

なければならないものだ）。

はなり [hanari]【名詞】［C］離れ小島。

【例】さんしんばなり（三線離れ小島）。

［変異］ぱなり。

ぱなり [panari]【名詞】［C］離れ小島。

［変異］はなり。

はに [hani]【名詞】［B］羽根、翼。【例】

とぅいぬ　はに（鳥の羽根）。［類］はに

がい。

はにがい [haniɡai]【名詞】翼。［類］

はに。

はにぐい [haniɡui]【動詞】［r/rr 語幹］

跳ね返る。 【例】やきゅーぬ　ぼーる

ー　はにぐりー　ばぬんかい　うちゃ

ーりーにゃーん　（野球のボールは跳

ね返って、ぼくに当たった）。んきゃー
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ばぬー

んぬ　っしゃー　っそぅー　まいきゃ

ー　しーるぬ　はにぐりっちゅーたい

（昔のトイレは糞をすると水肥が跳ね返

った）。

ばぬー [banuː] 【代名詞】［C］一人称

単数代名詞目的格形　私を、ぼくを　

［複数形は「ばんちゅー」（「私たちを、僕

たちを（聞き手を含まない）」］。 【例】

ばぬー　みーる（私を見てください）。

ばぬーぎゃー　まさいてぃどぅ　あい

（私はマサイと言います［自分の名前を

言う時の言い方］）。［類］ばん、ばが、

ばぬんかい。

ばぬんかい [banuŋkai]【代名詞】一

人称単数代名詞与格　私に、ぼくに　

［複数形は「ばんてぃんかい（「私たち

に」聞き手を含まない）」］。 【例】ばぬ

んかいまい　っさひー　ふぃーる（私

にも知らせてください）。［類］ばん、ば

が、ばぬー、ばぬんかい。

はばす [habasɨ] 【名詞】［C］歯茎、歯

間。 【例】はばすぬどぅ　ふくりゅー

（歯茎が腫れている）。

はばつ [habatsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］

（職などを）探す、（必要なものを）調達

する、工面する。【例】すかまう　はば

きーくーでぃ（仕事を探してくる）。か

らー　むぬ　はばつ　じゅー（彼は物

資を調達するのが上手い）。［変異］は

ばふ。

はばふ [habafu] 【動詞】［k 語幹］［C］

（職などを）探す、（必要なものを）調達

する、工面する。 ［変異］はばつ。

ばばん [baban] 1○【形容詞】［B］とても

気前の良い；ものにこだわらない；（仕

事が）おおざっぱだ。 【例】かりゃー

　ばばんんまり（彼は気前よしだ、もの

にこだわらない）。かいが　すかまー　

ばばんかいばならん（彼の仕事はおお

ざっぱだ）。 2○【名詞】［A］気前の良く

ふるまうこと。【例】なうゆまい　すぐ

　ばばんな　ひー　ひとぅん　ばきー

ふぃー　うながたまー　にゃーん（な

んでもすぐきまえよく分けて、自分の

取り分がない）。

ばふ [bafu] 【名詞】［C］宮古上布の糸

をヤマで整形して、それからカシギに

かけて長さを測り、そのあとでバフに

巻き、それからツミグルに巻いて織る。

ツミグルより大きい糸巻。

ばふ [bafu] 1○【動詞】［k 語幹］［A］湧

（わ）く。 ［変異］ばつ。［類］ばき。 2○

【動詞】［k 語幹］［A］（お湯が）沸（わ）

く。［変異］ばつ。［類］ばき。 3○【動詞】

［k 語幹］［A］発酵する。［変異］ばつ。

［類］ばき。

ばふ [bafu] 【動詞】［k 語幹］［C］（鋸

で木を）切る。 ［変異］ばつ。

ばふうす [bafuusɨ] 【名詞】大きいお

すの牛、雄牛。 【例】ばふうすんな　

がばー　んﾟぬぬどぅ　あい（牡牛には

大きな角がある）。
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はま

はま [hama]【名詞】［C］浜、海岸（主

として砂浜、海岸の付近で魚や貝がと

れるところ）。 【例】じょ、はまんき　

っぞぅ　とぅいが（さあ、浜に魚を取

りに（行こう））。じょー　はまうりが

（さあ漁に出よう）。［変異］ひだ。

はまい [hamai]【動詞】［r/rr 語幹］［C］

（ものが穴に）はまる。 【例】っさびゃ

ー　あなんかい　ずみく　はまりーに

ゃーん（楔は穴に見事にはまった）。

はまうつ [hamautsɨ] 【名詞】浜辺。

［変異］はまふつ。

はまうり [hamauri]【名詞】漁に出る

こと。 【例】きゅーや　かじゃー　ふ

きー　はまうりゃー　ひらいん（今日

は風があって漁に出られない）。

はまぐんばう [hamaɡumbau] 【名

詞】〘植〙アザミ。

はまだてぃ [hamadati]【名詞】浜沿

い。 【例】はまだてぃん　あいきー　

いき（浜に沿って歩いて行け）。

はまふつ [hamafutsɨ]【名詞】浜辺。

【例】はまふつがまんな　なんがまぬ　

ぶりーうい（浜のほうにさざ波が押し

寄せている）。はまうつんな　はいまが

んがまぬ　うい（浜辺には足の速い蟹

（かに）がいる）。［変異］はまうつ。

ばみつ [bamitsɨ] 1○【動詞】［k 語幹］［A］

大声を出して騒ぐ、大声を出す、喚く。

【例】あいや　ほぅりぎなりや　ばみ

かん（そんなに馬鹿みたいに喚かない）。

っゔぁがどぅ　ばいかい。まーぬ　ば

みかだうり（お前が悪い。大声で騒ぐ

な）。［変異］ばみふ。 2○【名詞】［A］大

声を出して騒ぐこと。【例】ほぅりばみ

つ（バカ騒ぎ）。

ばみふ [bamifu] 【動詞】［k 語幹］［A］

大声を出して騒ぐ、大声を出す、喚く。

［変異］ばみつ。

はむぬ [hamunu] 【名詞】［A］刃物。

はやーす [hajaːsɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

（植物のつる、雑草などを）繁らせる、繁

茂させる。 【例】びーずん　なるーば

　っふぁいや　いりー　んーぎーゆ　

はやーす（春先になったので肥料を入

れて芋づるを成長させる）。あっじゃき

ゃー　ばっしー　っさー　はやーひー

にゃーん（畑の端の草刈りを忘れて、雑

草を繁茂させてしまった）。［類］はや

らす。

はやい [hajai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

（植物が）生い繁る。 【例】んーぎーや

　あうたんなりー　ういー　はやいー

　どぅーい（芋の木（蔓）は青々と生え

て蔓は伸び繁っている）。

はやい [hajai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

（疫病、ファッションなどが）流行る。

【例】かさがまぬどぅ　はやりゅー（麻

疹が流行っている）。くぬえーがー　ん

なまどぅ　むいとぅ　はやりゅー（こ

の映画は今とてもはやっている）。
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はやまり

はやまり [hajamari] 【副詞】さっさ

と、早く、急いで。 【例】はやまり　

ふぁい（さっさっと食べろ）。

はやらす [hajarasɨ]【動詞】［s/h 語幹］

（植物のつる、雑草などを）繁らせる、繁

茂させる。 【例】はいかでぃぬ　はや

らしばよー（南風が生い茂らすからだ

よ［古謡「豆が花」から］）。［類］はや

ーす。

はら [hara] 【助数詞】「村」を数えるた

め助数詞［歌語］。 【例】すまんーなぬ

　みそぅばらぬ　そぅじゃがまた（島

全体の 30 の集落の先輩たち［民謡「漲

水のクイチャー」から］）。

はら [hara] 【名詞】［C］柱。 【例】う

ずんばら　やー（柱を地面に埋め込ん

だ小屋）。ぶとぅー　やーぬ　んなかば

ら（夫は家の大黒柱だ）。くっそぅ　は

らんかい　たでぃー（腰を家の柱に当

てる）。

はら [hara]【名詞】［C］（肉体労働等で

手などにできた）肉刺（まめ）。 【例】

はらぬ　いでぃきゃ　はたらつ（マメ

が出るまで働く）。

ばら [bara] 【名詞】［B］藁。 【例】ば

らんな（藁綱）。

ばらい [barai]【名詞】［A］笑い。【例】

ゆがばらい（作り笑い）。ばーっふぃば

らい（冷やかし笑い）。なつばらい（泣

き笑い）。ちゅっふぃばらい（作り笑

い）。すたばらい（見下した笑い）。は

がみばらい（照れ笑い）。ふからすぎば

らい（嬉し笑い）。ほぅりっじゃばらい

（節操のない笑い）。ほぅりぎばらい（バ

カ笑い）。はなすかみばらい（鼻をしか

める笑い）。かいくんばらい（大丈夫だ

と言う笑い）。

はらいっぱい [haraippai]【成句】腹

一杯。 【例】ばー　はらいっぱいてぃ

　あっじー　あとぅん　っさん　ふい

や　ひー　いかっさまい　ふぁう　ひ

とぅーどぅ　ふぁーん　ふい　ななま

かいてぃー　あい（私はお腹一杯と言

って後でこっそりといくらでも食べる

人を「食べない振り七お椀」と言う）。

はらう [harau] 【動詞】［w 語幹］［C］

（ゴミやほこりを）はらって取る、取り

除く。 【例】てれびぬ　はなぬ　ぷき

ゅー　ういひー　はらい（テレビの上

のゴミをこれで取り除け）。

はらう [harau] 【動詞】［w 語幹］［C］

（代金、手間賃、給料などを）払う。【例】

てぃまーゆ　はらう（手間賃を払う）。

ばらう [barau] 【動詞】［w 語幹］［A］

笑う。 【例】みーや　にゃーんきゃ　

ばらいーにゃーん（沢山笑った［< 目が

なくなるまで笑った］）。わいてぃー　

ばらい（うんと笑え）。からー　ばらう

っちゃー　っさん（彼は笑い方を知ら

ない、彼は冗談を理解しない）。

はらうず [harauzɨ] 【名詞】親戚［血

縁のみを含む］。 【例】はらうず　う
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ばらじゃん

ぐなーい（親戚の集まり）。［「はらうず」

は近親関係。「うとぅじゃ」は義理の関

係も含んだ広い意味］。「かたい」は姻戚

を表す。はらうっじゃ　かなすむぬ（親

戚は愛おしい）。［類］うとぅじゃ、か

たい。

ばらじゃん [baraʑan] 【名詞】リー

フでの追込み漁の一種。 【例】っしん

　ばらじゃんぬ　あす　とぅきゃんな

　みじゅきぬ　つぶん　あんな　はり

ゅーとぅいどぅ　っぞぅーぎゃー　が

にー　とぅい（リーフで追い込み漁を

するときは、瀬と瀬の間の深みに網を

張っていてそこに魚を追い込み、（網を）

引っ張ってとる）。

はらす [harasɨ] 1○【動詞】［s/h 語幹］［C］

（人を家に）帰す。 【例】やらびゅーぎ

ゃー　やーんかい　はらす（子供を家

に帰す）。 2○【動詞】［s/h 語幹］［C］（船

を）航行させる。【例】ふにゅー　はら

す（船を走らせる）。

はらふにゃ [harafunja]【名詞】野に

できる野生の大根。 【例】くぬいや　

はらふにゃまい　みーらいん（最近は

野大根も見えない）。はらふにゃー　ん

ぎゃむぬ（野大根は苦い［辛味がある

ものも苦いという］）。

はらふにゃ [harafunja] 【名詞】〘魚〙

アミアイゴ。

はらます [haramasɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］（女性を）妊娠させる、（子供を）受

胎させる。 【例】みどぅんぬ　はらま

す（女をはらます）。みどぅん　っふぁ

う　はらます（女に子をはらます）。

はらん [haran] 【動詞】［m 語幹］［C］

（子）を妊娠する。 【例】みどぅんっゔ

ぁー　はらみーどぅー（娘ははらんで

いる）。

はらん [haran] 【名詞】［B］魚卵、白

子。 【例】っぞぅぬ　はらん（魚の体

内のタマゴ）。びきばらん（白子）。みー

ばらん（魚卵）。

はり [hari] 【名詞】［B］屋根を支える

木材、梁（はり）。 【例】やーぬ　はり

（家の梁）。

ばり [bari]【名詞】［A］破片。【例】か

ーらぬ　ばり（瓦の破片）。

はる [haru]【名詞】［A］春。 【例】は

るんなりー　んふふ　なりーにゃーん

（春になって温くなった）。

はる [haru]【名詞】［B］畑。 【例】き

ゅーや　はるんきー　んーぎーゆ　い

びでぃ（今日は畑に行って芋ずるを植

えます）。

はるばんやー [harubanjaː] 【名詞】

畑の番屋。 【例】ひーまゆくいんな　

はるばんやーん　ゆくー（昼の休みに

は番屋で休む）。［類］はいばんやー。

はるやー [harujaː] 【名詞】専業農家。

【例】はるやーたー　いんぬ　すかま

うぎゃー　ほぅん（専業農家の人たち

は漁業はしない）。
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ばるん

ばるん [barun]【名詞】［B］ススキやサ

トウキビの穂のふくらみ。 【例】ぶー

ずぬ　ばるん（サトウキビの穂のふく

らみ［成長しきると膨らみができる］）。

はるんな [harunna]【名詞】〘生物〙カ

タツムリ。 【例】あみぬ　っふぃぬ　

あとぅんどぅ　はるんなー　うんそぅ

く　うい（雨降りの後にカタツムリが

沢山いる）。

はん [han]【名詞】［B］印鑑。【例】は

んぬ　うす（押印する）。

ばん [ban] 1○【名詞】［B］順番、担当；

監視をすること。 【例】くとぅっさ　

はんちょーん　ない　ばん（今年は支

部長になる順番だ［自治会の 4 つの支

部の長を班長という］）。はまばん（浜

に行ってカツオの餌になる小魚を取る

係り）。きゅーや　やーばん（今日は留

守番）。うるー　ばんな　ひーうき（こ

れを番しておけ）。 2○【名詞】［B］いる

こと、滞在すること。【例】やらびあい

きゃー　ひとぅいぎゃーみゃーす　い

んぬ　ばんあたい（子供の頃は一日中

海にいた）。

ばん [ban]【代名詞】［C］一人称単数代

名詞の単独形　私、ぼく　［複数形は

「ばんてぃ」（「私たち（聞き手を含まな

い）」］。 【例】ばんから　ほぅでぃ（私

からやろう）。ばんとぅ　ひとぅみ　い

かでぃ（私と一緒に行こう）。ばんまい

　っさっだん（私も知らなかった）。う

ぬ　しゃしんー　うっちゅー　むぬー

　ばん（この写真に写ってるのは僕だ）。

ばんつきゃー　かいがどぅ　たかかい

（私より彼の方が背が高い）。うるーぎゃ

ー　ばんかい　ふぃーる（それを私に

くれ）。［類］ばが、ばぬー、ばー。

はんき [haŋki]【名詞】［B］亀頭。【例】

はんきまら（亀頭の出た陰茎）。［変異］

ぱんき。

ぱんき [paŋki]【名詞】［B］亀頭。【例】

ぱんきまら（亀頭の出た陰茎）。［変異］

はんき。

はんきまら [haŋkimara] 【名詞】陰

茎、ちんぽこ。 ［変異］ぱんきまら。

ぱんきまら [paŋkimara] 【名詞】陰

茎、ちんぽこ。 ［変異］はんきまら。

ぱ ん き ま ら ん ー た [paŋki-
maranːta] 【名詞】〘植〙イチゴ。 ［類］

ぱんきぬそぅらんーた。

はんし [hanɕi]【動詞】［母音語幹］［A］

完遂する、（難しい仕事を）やり遂げる、

（借金を）完済する、（登山などに）挑戦

しやり切る。 【例】んめ　うぬ　すか

まー　はんしーだー（もうその仕事は

やってある）。うっかうぎゃー　こんげ

つひー　はんしらいどぅす（借金をこ

んげつで完済できる）。きゅーや　ふじ

さんぬ　はなんかい　はんしーみーで

ぃ（今日は富士山の頂上に登ってみる

ぞ）。

はんし [hanɕi]【動詞】［母音語幹］［A］

（的を）はずす、（動詞連用形について）～
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はんし

するのに失敗する、～損じる。 ［変異］

はんでぃ。

はんじ [hanʑi]【動詞】［母音語幹］［A］

（的を）はずす、（動詞連用形について）～

するのに失敗する、～損じる。 ［変異］

はんでぃ。

はんじゃう [hanʑau] 【名詞】繁盛、

繁栄。 【例】かまぬ　きないや　はん

じゃうや　ひどぅ　うやきゃー　ほぅ

ー（あそこの家庭は繁栄していて、裕

福だ）。

はんじゃつ [hanʑatsɨ] 【動詞】［k 語

幹］（的を）はずす、失敗する。 【例】

かにふっじゅ　げんのーひー　うちゃ

っじゃいきー　はんじゃきーにゃーん

（釘を金づちで打とうとして、はずして

しまった）。［変異］はんじゃふ。［類］

はっじゃつ。

はんじゃふ [hanʑafu] 【動詞】［k 語

幹］（的を）はずす、失敗する。［変異］

はんじゃつ。［類］はっじゃつ。

ばんじゅーがに [banʑuːɡani] 【名

詞】直角に曲がった金属製の物差し、大

工道具の一つ。指金、曲尺（かねじゃ

く）。

はんず [hanzɨ]【動詞】［zz/dd 語幹］［A］

（的を）はずす、（ひもなどを）切り離す、

（動詞連用形について）～するのに失敗

する、～損じる。 【例】かにふっじゅ　

げんのーひー　うっちゃっじゃいき　

はんじーにゃーん（釘を金づちで打と

うとしてはずしてしまった）。んﾟなう

　かたなひー　はんず（縄を包丁で切

り離す）。むぬー　ふぁいはんじーにゃ

ーん（飯を食い損じた）。んﾟなう　か

たなひー　つーはんず（縄を包丁で切

り離す）。［類］はんじゃつ、はんす。

ばんず [banzɨ] 【名詞】［A］人生の最

盛期、（子育てなどの）忙しい時期、真

っ最中。 【例】かぬ　ばかむぬー　ん

なまどぅ　ばんず（あの若者はいまが

最盛期だ）。さらばんず（人生の盛り）。

っふぁむつ　ばんず（子育だての真っ

最中）。ひーまぬ　ばんず（真っ昼間）。

はんた [hanta]【形容詞】［A］繁多、忙

しい。 【例】きゅーや　はんたかいば

　ならん（今日は忙しくてならない）。

［変異］ぱんた。

ばんた [banta] 【代名詞】［C］一人称

複数形、私たち。 ［類］ばんてぃ。

ぱんた [panta]【形容詞】［A］繁多、忙

しい。 ［変異］はんた。

はんだい [handai]【名詞】鼻をたらす

こと、また、鼻水；鼻たれ小僧。 【例】

はんだいやらび（鼻たれ小僧）。［変異］

ぱんだい。［類］はんだら。

ぱんだい [pandai] 【名詞】鼻をたら

すこと、鼻水；鼻たれ小僧。［変異］は

んだい。

はんだま [handama] 【名詞】〘果物・

野菜〙〘食〙水前寺菜［春菊ににた野菜］。
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はんだら

はんだら [handara]【名詞】鼻たれ小

僧。 ［変異］ぱんだら。

ぱんだら [pandara]【名詞】鼻たれ小

僧。 【例】くぬいや　ぱんだらまい　

みーん（最近は鼻たれ小僧もいない）。

［変異］はんだら。

はんち [hantɕi]【動詞】［母音語幹］［C］

かじる。 ［変異］はんっち。［類］はん

つ、はんっつ、はんつー。

ばんちくら [bantɕikura] 【名詞】グ

アバ。 ［変異］ばんちゅくら。

はんちまー [hantɕimaː]【名詞】いい

加減な奴。 ［変異］はんつまー。

ばんちゅー [bantɕuː]【代名詞】一人

称複数代名詞「ばんてぃ」の目的格形、

「私たちを、僕たちを（聞き手を含まな

い）　［単数形は「ばぬー」。

ばんちゅくら [bantɕukura] 【名詞】

グアバ。 【例】やらびあいきゃー　ば

んちゅくらう　ゆー　ふぁうたい（子

供の頃はよくグアバを食べた）。ばんち

ゅくらー　んみーどぅ（グアバは熟し

ている）。ばんちゅくらう　むい（グア

バを捥ぎ取る）。［変異］ばんちくら。

はんつ [hantsɨ] 【動詞】［c/t 語幹］［C］

（的を）はずす、（動詞連用形について）～

するのに失敗する、～損じる。［類］は

んず、はんじゃつ、はんでぃ。

はんつ [hantsɨ]【動詞】［cc/tt 語幹］［C］

かじる。 ［変異］はんっつ、はんつー。

［類］はんっつ、はんっち。

はんつ [hantsɨ] 【名詞】［C］かじるこ

と。 ［変異］はんっつ。

ばんつぎー [bantsɨɡiː] 【名詞】桑の

木。【例】ばんつぎーぬ　んーたー　ん

みーどぅーい（桑の実は熟している）。

ばんつぎーぬない [bantsɨɡiː-
nunai] 【名詞】桑の実。 【例】ばん

つぎーぬないや　んめ　んみー　どぅ

（桑の実はもう熟している）。［類］ばん

つぎーぬみー。

ばんつぎーぬみー [bantsɨɡiːnu-
miː] 【名詞】桑の実。 ［類］ばんつぎ

ーぬない。

はんっつ [hanttsɨ]【動詞】［cc/tt 語幹］

かじる。 【例】っぞぅー　はんっちー

　ふぁい（魚を（生のまま）かじって食

べろ）。うぬ　ひんじゃー　なまにー　

やいば　はんちゃいん（このヤギは生

煮えなのでかみ切れない）。　　［変異］

はんつ、はんつー。［類］はんち、はん

っち。

はんっつ [hanttsɨ] 【名詞】かじるこ

と。 【例】っぞぅー　なまばんっつ　

あす（魚を（調理しないで）生のままか

じって食べる）。［変異］はんつ、はんつ

ー。［類］はんち、はんっち。

はんつまー [hantsɨmaː]【名詞】いい

加減な奴。 ［変異］はんちまー。

はんでぃ [handi] 【動詞】［母音語幹］

［A］（的を）はずす、（動詞連用形につ
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はんでぃ

いて）～するのに失敗する、～損じる。

［変異］はんじ、はんし。［類］はんじゃ

つ、はんす、はんでぃ。

はんでぃ [handi] 【動詞】［母音語幹］

［A］はみ出る。 【例】からー　たかか

いば　もーふから　はっじゃ　はんで

ぃーどぅー（彼は身長が高いので毛布

から足がはみ出ている）。

ばんてぃ [banti] 【代名詞】［C］一人

称複数形、私たち。 ［類］ばんた。

はんぱむぬ [hampamunu]【名詞】半

端もの。 【例】すかまー　ひらいん　

はんぱむぬ（仕事のできない半端者）。

はんまい [hammai] 【名詞】食糧、食

べる物。 【例】きばんかいば　きゅー

ぬ　はんまいまい　にゃーん（貧乏だ

から今日の食糧もない）。

ばんまい [bammai]【接尾辞】動詞未

然形や形容詞について譲歩を表す、「～

ても」。【例】くーきゅー　いりばんま

い　たいやーや　はずまん（空気を入

れたのにタイヤが膨まない）。さきゃー

　いかっさ　ぬまばんまい　びゅーい

ん　さきじゅー　ばりがみ（酒をいく

ら飲んでも酔わない酒豪だ）。たかから

ばんまい　やすからばんまい　なうや

らばんまい　かーでぃ（（値段が）高か

ろうが安かろうが何でも良いから買い

ます）。［類］んまい。

ばんや [banja] 【名詞】［B］番屋、番

小屋。 【例】ばんやんかい　やまばん

　あすが　いかでぃ（番屋に山番しに

行こう）。
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ひ

ひー [hiː]【助詞】〘格助詞〙手段、道具

を表す格助詞、「で」。【例】うぎんひー

　っぞぅー　つふ（銛で魚を突く）。う

ますひー　むぬー　はさみー　ふぁう

（お箸で食べ物を挟んで食べる）。

ひー [hiː] 【助詞】〘接続助詞〙「やひー」

の形で、コピュラの連用中止法を表す、

「で」「なので」。 【例】やぐいやひー　

やどぅゆん　あす（大声でケンカする）。

やびとぅーんーな　がんじゅーやひー

　うらまいんなー（皆さんお元気でい

らっしゃいますか）。とぅずぶとぅばき

ゃーいやひー　まーいかたー　にゃー

ん（離婚してどうしようもない）。　

ひー [hiː]【名詞】［B］日より、日取り。

【例】きゅーぬ　ひーや　やぐみ　じ

ゃうどぅりがま（今日はとてもいい天

気だ）。きゅーぬ　ひーや　やぐみ　じ

ゃう　ひゅーい（今日はとてもいい日

取りだ）。

ひー [hiː] 【名詞】［B］おなら。 【例】

っさ　びー（臭いおなら）。ひーゆ　ひ

つ（おならをする）。［変異］ぴー。

ひー [hiː] 【名詞】［B］女性器。 【例】

ひーゆ　まず（性交する）。ひーぬ　う

い（女性の陰部が興奮して大きくなる）。

［変異］ぴー。

ひー [hiː]【名詞】［B］ニンニク。 ［変

異］ぴー。

びー [biː]【動詞】［z 語幹］［A］座る。

【例】うまん　びじ（ここに座れ）。うま

ー　びーまーや　あきーどぅー（ここ

は座るところは空いている）。

びー [biː] 【接尾辞】（～を主に引き受け

て行う）人、（稼ぎ）手、（働き）手。

【例】ばんてぃが　やーんな　まうきび

ーや　たうかーどぅーい（私たちの家

では稼ぎ手は一人しかいない）。つかな

うびー（働き手）。しんどぅー　ふに　

はらす　びー（船長は船を走らせる人

だ）。

ぴー [piː]【名詞】［B］おなら。［変異］

ひー。

ぴー [piː]【名詞】［B］女性器。［変異］

ひー。

ぴー [piː]【名詞】［B］ニンニク。【例】

ぴーつきな（ニンニクの漬物）。はいん
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ひーき

どぅ　ぴーぬ　ういゆー（畑にニンニ

クが生えている）。［変異］ひー。

ひーき [hiːki] 【名詞】［A］（戸、壁な

どで）あいていて向こうが見える穴。

【例】やどぅぬ　ひーき（戸の穴）。［変

異］ぴーき。

ぴーき [piːki] 【名詞】［A］（戸、壁な

どで）あいていて向こうが見える穴。

［変異］ひーき。

びーぐじゃ [biːɡuʑa]【名詞】座った

まま中々立とうとしない人（尻の重い

人）。【例】からー　んめ　ふーてぃが

ー　やーんかい　はらっでぃや　ほぅ

ん　むいとぅぬ　びだく　びーぐじゃ

（彼はもうきたらもう家にはかえろうと

しない尻の重い人だ）。［類］びーぐず。

びーぐず [biːɡuzɨ] 【名詞】座ったま

ま中々立とうとしないこと、尻の重い

こと、ながっちり。 【例】まーぬ　び

ーぐず　あすな、とぅずぬ　まいんか

い　はり（そんなにながっちりせずに、

奥さんところに帰りな）。［類］びーぐ

じゃ。

ひーさ [hiːsa]【名詞】［C］寒さ。【例】

っぞぅ　すん　びーさ（魚が凍え死に

そうな寒さ）。［変異］ぴーさ。［類］っ

しさ、びーふ。

ぴーさ [piːsa]【名詞】［C］寒さ。［変

異］ひーさ。

びーずん [biːzɨn]【名詞】春先。【例】

びーずん　なりー　っさまい　むいと

ぅ　ういどぅー（春先になって草もと

ても青々として来ている）。

ひーそぅー [hiːsuː] 【名詞】引き潮。

【例】ひーそぅーんな　っしんﾟん　あ

すが　いつ（引き潮にはリーフに漁を

しに行く）。

びーた [biːta] 1○【形容詞】［C］（人や場

所などが）じめじめして不潔だ。 【例】

うまー　びーたかいば　ならん（ここ

はとてもじめじめして不潔だ）。びーた

　やらび（水洟まみれで汚い子）。あみ

　ふーぬ　はいや　びーたかいば　は

いらいん（雨降りの畑は水でどろどろ

で入れない）。［類］すぷたい。 2○【形容

詞】［C］～まみれだ、～だらけだ、（太

陽、虫など）あふれている。【例】あし

ゃー　びーた（汗がびっしょりだ）。っ

ゔぁ　どぅるー　びーたかいば　かー

んきー　あらいくー（お前は泥で汚い

から井戸で洗って来い）。てぃだー　び

ーた（日がカンカン照りだ）。あっゔぁ

ー　びーた（脂だらけだ）。っしゃなさ

ー　びーた（とても不潔だ）。っそぅ　

びーた（糞でまみれている）。っそぅそ

ぅー　びーたやらび（よだれを垂らし

た子供）。 3○【名詞】［C］～まみれ、～だ

らけ、（太陽、虫など）あふれているこ

と［意味は形容詞に準じる。形容詞用

法と違い、程度を問題にしない］。【例】

うまー　びーた　やいば　ばー　びじ

ゃじゃーん（ここはじめじめして不潔

なので座らない）。　　　
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びーた

びーた [biːta]【名詞】［C］酒座等でい

つまでも居座る人、尻が重い人。 【例】

かりゃー　びーた　やいば　さきゅー

　ぬんきゃー　やーんかいや　はらっ

でぃや　ほぅん（彼は尻が重いから酒を

飲んだら家には帰ろうとしない）。［類］

びだく。

ひーだき [hiːdaki]【名詞】笛、口笛。

【例】ぴーだきゅー　ぴーてぃー　ふつ

（口笛をぴーと吹く）。きーぬ　はー　ひ

ーだき（木の葉の笛（= 草笛））。［変異］

ぴーだき。［類］すばびー。

ぴーだき [piːdaki] 【名詞】笛、口笛。

［変異］ひーだき。

ひーちゃ [hiːtɕa] 1○【形容詞】［A］少

ない。 【例】っゔぁー　ひーちゃかい

　むぬー　とぅい（おまえは少ない方

をとれ）。ひーちゃがま（少しだけ）。ひ

ーちゃかい　でぃん（少ない方のお金）。

［変異］ぴーちゃ。［類］ひっちゃ、ぴっ

ちゃ。2○【名詞】［A］少量、すこし。【例】

ひーちゃぬ　でぃん（僅かのお金）。ひ

ーちゃまい　にゃーん（少しもない）。

［変異］ぴーちゃ。［類］ひっちゃ、ぴっ

ちゃ。

ぴーちゃ [piːtɕa]【形容詞】［A］少な

い。 ［変異］ひーちゃ。

ぴーちゃ [piːtɕa] 【名詞】［A］少量、

すこし。 ［変異］ひーちゃ。

ひーちゃー [hiːtɕaː]【名詞】女性器同

士を合わすこと。 ［変異］ぴーちゃー。

ぴーちゃー [piːtɕaː]【名詞】女性器同

士を合わすこと。 ［変異］ひーちゃー。

ひーつ [hiːtsɨ]【動詞】［k 語幹］［C］（き

りなど尖った物で）穴をあける。 【例】

いーがまひー　かびーゆ　ひーつ（千

枚通しで紙に穴をあける）。［変異］ぴ

ーつ、ひーふ、ぴーふ。

ぴーつ [piːtsɨ]【動詞】［k 語幹］［C］（き

りなど尖った物で）穴をあける。 ［変

異］ぴーふ、ひーつ、ひーふ。

ひーてぃー [hiːtiː]【名詞】太陽光線、

（強い）陽ざし。 【例】なつぬ　ひーて

ぃー（夏の陽射し）。

ひーてぃーあみ [hiːtiːami] 【名詞】

日が照っているときに降る雨、日照り

雨、天気雨。 【例】ひーてぃーあみぬ

どぅ　っふゅー（日照り雨が降ってい

る）。

ひーてぃーじゃり [hiːtiːʑari] 【名

詞】日焼け、太陽光線をまともに受ける

こと。 【例】なつぬ　ひーてぃーじゃ

りゃー　ひどぅ　どぅーや　っふたん

　なりゅーい（夏の日差しにさらされ

て、日焼けした）。

びーない [biːnai] 【副詞】（否定を伴

って）微動だに（～ない）。 【例】くぬ

　いんな　むぬー　ふぃーきゃたーひ

ーや　びーないや　とぅんま　ほぅん

（この犬はエサを与えるまでは微動だに

しない）。うまん　びーないや　ほぅだ
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ひーふ

　びじうき（そこにじっとすわってい

ろ）。［類］ぶーない。

ひーふ [hiːfu]【名詞】［A］寒波。【例】

っしびーふんな　いんきー　っぞぅー

　っそぅー（寒波のときには海に行っ

て魚を拾う）。っぞぅ　すん　びーふ

（魚が凍え死ぬような寒波）。［変異］ぴ

ーふ。［類］っしさ、びーさ。

ひーふ [hiːfu]【動詞】［k 語幹］［C］（き

りなど尖った物で）穴をあける。 ［変

異］ぴーつ、ひーつ、ぴーふ。

ぴーふ [piːfu]【名詞】［A］寒波。［変

異］ひーふ。

ぴーふ [piːfu]【動詞】［k 語幹］［C］（き

りなど尖った物で）穴をあける。 ［変

異］ぴーつ、ひーつ、ひーふ。

ひーま [hiːma] 【名詞】［A］昼、昼間。

【例】ひーまむぬ（昼食）。ひーまぬ　

んなか（真昼間）。ひーまゆくい（昼休

み）。

ひーまあとぅ [hiːmaatu]【名詞】午

後 1 時から 3 時ぐらいまで、昼過ぎ。

【例】ひーまあとぅん　ひーに　ほぅで

ぃ（昼過ぎに昼寝をしよう）。

ひーまばかっじゃ [hiːmabakaʑʑa]

【名詞】〘生物〙岸の上トカゲ［赤っぽく

て大きい］。【例】んーぬ　かじゅーき

ゃーどぅ　ひーまばかっじゃぬ　いで

ぃっちゅーたい（芋を掘っていたら岸

の上トカゲが出てきた）。

ひーまむぬ [hiːmamunu] 【名詞】昼

食。 ［類］すみゃーすむぬ。

ひーまら [hiːmara] 【名詞】中性（男

でも女でもない、オスでもメスでもな

い）の人や動物。 ［変異］ぴーまら。

ぴーまら [piːmara] 【名詞】中性（男

でも女でもない、オスでもメスでもな

い）の人や動物。 ［変異］ひーまら。

ひーまらひんじゃ [hiːmarahinʑa]

【名詞】生殖器のない中性の山羊。【例】

ひーまらひんじゃんな　つーびまい　

ひらいんば　っふぁー　なさはいん（中

性のヤギには交尾もできないので、子

供はできない）。［変異］ぴーまらひん

じゃ。

ぴーまらひんじゃ [piːmarahinʑa]

【名詞】生殖器のない中性の山羊。 ［変

異］ひーまらひんじゃ。

びーや [biːja]【名詞】［C］ゴキブリ。

［類］く－むや。

ひかい [hikai] 1○【名詞】［A］光、輝き、

明かり。 【例】かまぬ　てぃんぬ　あ

かびかいゆ　みーる（あそこの空の赤

い光を見ろ）。いなびかい（稲光）。ち

ゅーびかい（強い光）。だいあもんどぬ

　ひかい（ダイヤの光）。［類］あかい。

2○【形容詞】［B］まぶしい。【例】まな

つぬ　てぃだー　ひかいかいばならん

（真夏の太陽はまぶしくてならない）。

ひかい [hikai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

光る、輝く、明るくなる。 【例】かま
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ひがい

ん　ひかるー　ほぅっそぅぎゃー　な

うてぃどぅ　あいが（あそこに光って

いる星はなんていうの）。かまー　っふ

ぁかいば　かまう　ひからし（あそこ

は暗いからあそこを照らせ）。［類］あ

かい。

ひがい [hiɡai] 1○【動詞】［r/rr 語幹］［C］

変化する、化ける、。 【例】はうや　か

んぬ　ひがい　むぬ（ヘビは神の化け

たもの）。まずむぬぬ　ぐーにゃん　な

りー　ひがりー　っちゅーい（幽霊が

昆虫になって化けて来ている）。［類］ひ

がいー（r/rr 語幹）、ひがっり（r/rr 語幹）。

2○【動詞】［r/rr 語幹］［C］破産する、夜

逃げする。【例】かまぬ　やーや　ひが

いりー　はりーにゃーん（あそこの家

は破産してしまった）。かまぬ　きない

や　ひがっりー　はりーにゃーん（向

こうの家は消え失せてしまった）。

びかい [bikai]【動詞】［母音語幹］［A］

賭けにまけて取られる。 【例】でぃん

な　びかいーにゃーん（金は賭けで取

られた）。かにふっじゅ　びかいーにゃ

ーん（（子供の遊びで）釘を賭けで取ら

れる）。

ひがいー [hiɡaiː] 【動詞】［r/rr 語幹］

変化する、化ける、。 ［変異］ひがい。

ひかず [hikazɨ] 【名詞】［A］日数、日

取り。 【例】かんにがいぬ　ひかっじ

ゅ　とぅい（祈願の日取りをとる）。

ひがっり [hiɡarri] 【動詞】［r/rr 語幹］

変化する、化ける、。 ［変異］ひがい。

ひがん [hiɡan] 【動詞】［m 語幹］［C］

うらやましがる、ねたむ。 【例】あい

　ひがんたんてぃ　なうぬ　たみんま

い　ならん（そんなにうらやましがっ

てもどうにもならない）。ひとぅぬ　く

とぅー　ひがんな（他人のことをねた

むな）。

ひがん [hiɡan] 【名詞】［C］彼岸。

ひぎ [hiɡi]【名詞】［B］髭。【例】ひぎ

ゃー　ぬびゅーば　さんぱつやーんき

ー　ひぎゅー　そぅらだかー　ならん

（ひげがのびたので、散髪屋に行って髭

を剃らないといけない）。ひぎゅー　う

ーす（ひげを　はやす）。

びき [biki] 【接頭辞】（動物）雄、男性。

【例】びきひんじゃ（雄の山羊）。びき

ゆむぬ（オスのネズミ）。びきずみゃぬ

どぅ　なつ（オスのセミがなくのだ）。

びきうす [bikiusɨ]【名詞】雄牛（おう

し）。

びきだつ [bikidatsɨ] 【名詞】独身男

性、男やもめ。【例】ながびきだつ（ず

っと独身の男）。びきだつせーねん（（結

婚適齢期をすこしすぎた）独身男性）。

びきどぅい [bikidui]【名詞】雄鶏。

びきどぅん [bikidun] 1○【名詞】男。

【例】みどりかいぬ　うぐなーいんな　

いつまい　びきどぅんぬどぅ　ひーち

ゃかい（みどり会の集会にはいつも男

性がすくない［「みどり会」は西原地区

の老人会の名前］）。びきどぅんういび
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びきどぅんびー

とぅ（老人）。かまぬ　やーんな　びき

どぅんっゔぁ　いつぬひと　みどぅん

っゔぁー　むゆぬひとぅ　うりーどぅ

（向こうの家には男の子は５名、女の子

は 6 名いる）。 2○【名詞】夫。【例】ばが

　びきどぅんな　すかまんかい　はり

ーにゃーん（私の夫は仕事に行った）。

びきどぅんびー [bikidumbiː] 【名

詞】あぐら。 【例】びきどぅんびー　

あす（あぐらをかく）。

びきぬーま [bikinuːma] 【名詞】雄

馬。

ひきゃう [hikjau] 【動詞】［w 語幹］

［A］引っ張る。 【例】んﾟなう　ひきゃ

い（綱を引っ張れ）。

びぎゃう [biɡjau]【動詞】［vv 語幹幹］

［A］（すっぱいものを食べたりしたとき

に）歯にしみる。 ［変異］ひぎゃう 2。

びぎゃう [biɡjau] 【形容詞】［B］（す

っぱいものを食べたりしたときに）歯

にしみる。 ［変異］ひぎゃう 2。

ぴぎゃう [piɡjau]【動詞】［vv 語幹幹］

［A］（すっぱいものを食べたりしたとき

に）歯にしみる。 ［変異］ひぎゃう 2。

ぴぎゃう [piɡjau] 【形容詞】［B］（す

っぱいものを食べたりしたときに）歯

にしみる。 ［変異］ひぎゃう 2。

ひぎゃう [hiɡjau] 1○【形容詞】くすぐ

ったい。【例】かいん　ばじゅっゔぁい

ー　ひぎゃうかいば　ならっだん（彼

にくすぐられてくすぐったくて仕方が

なかった）。ひぎゃうかいば　ばじゅっ

ゔぁだうり（くすぐったいからくすぐ

るな）。 2○【形容詞】（こわいので）鳥肌

が立つ。【例】はかぬ　まいゆ　あいつ

てぃがー　ひぎゃうむぬ（墓の前を通

ったら鳥肌が立つ）。

ひぎゃう [hiɡjau] 1○【動詞】［vv 語幹］

（すっぱいものを食べたりしたときに）

歯にしみる。 【例】やまとぅぬ　ひと

ぅー　そぅーむぬー　ふぁーばんまい

　はーや　ひぎゃっゔぁんちゃ（やま

との人はすっぱいものを食べても歯に

しみないそうだ）。［変異］びぎゃう、ぴ

ぎゃう。 2○【形容詞】（すっぱいものを

食べたりしたときに）歯にしみる。【例】

そぅーむぬー　ふぁいー　はーぬ　ひ

ぎゃうかいばならん（すっぱいものを

食べて歯がしみて仕方がない）。［変異］

びぎゃう、ぴぎゃう。

びきやどぅむら [bikijadumura]【名

詞】〘貝〙水字貝［門や軒先などに下げ

て魔除けに使う。角が魔物、幽霊の目を

突いて追い払うと言われる］。

びきりゃ [bikirja] 【名詞】［C］若い

男性。 【例】かぬ　びきりゃとぅ　と

ぅずぶとぅん　なり（あの若者と結婚

しろ）。

びく [biku]【名詞】［C］〘歌語〙男の子。

【例】びくが　はな　とぅゆませ（男

の子の出世頭になれ［古謡「マスムイ

のあーぐ」から］）。
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ひぐい

ひぐい [hiɡui] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

（体が）冷える、（液体、個体、食べ物な

どが）冷える、（空間が）冷える。【例】

やらびゃー　ひぐりーにゃーん（子供

は体が冷えた）。みっじゃ　ひぐりー　

さしーどぅー（水は冷えて、肌にしみ

る）。あらー　ひぐりーどぅーい（外は

とても寒い）。いんぬ　みっじゃ　ひぐ

りーどぅー（海の水は冷えている）。

ひぐい [hiɡui]【名詞】［C］寒さ、冷た

さ、寒気。【例】ひぐいや　いりーどぅ

　っしふなりゅー（（冬の）寒気が入っ

て寒くなっている）。ひぐいつー（冷気）。

きゅーぬ　ひぐいや　やぐみ　ひぐい

（今日の冷たさは大変な冷たさだ）。

ひぐい [hiɡui]【形容詞】［B］寒い；冷

たい。 【例】あうひぐい（肌寒い）。き

ゅーぬ　みっじゃ　ひぐいかいば　な

らん（水が冷たくてしかたがない）。

ひぐらす [hiɡurasɨ]【動詞】［s/h 語幹］

冷やす。【例】みっじゅ　ひぐらし（水

を冷やせ）。

ひぐる [hiɡuru] 1○【形容詞】［B］（気候

が）寒い、（物が）冷たい；（人が）薄情

だ、冷たい。 【例】きゅーや　ひぐる

（今日は寒い）。きゅーぬ　かじゃー　ひ

ぐる（今日の風は冷たい）。ひぐる　み

ず（冷たい水）。からー　ひぐるっふぁ

にゃーん（彼は冷たくない）。 2○【名詞】

［A］薄情な人。【例】からー　ひぐる　

やいば　でぃんぬぎゃー　かしゃー　

ふぃーんよ（彼は薄情者だから金は貸

してくれないよ）。　　　

ひぐるつー [hiɡurutsɨː]【名詞】冷気。

【例】ひぐるつーぬどぅ　あい（冷気

がある）。

ひさ [hisa]【名詞】［B］足のくるぶしよ

り下の部分、足の甲、足首。【例】ひさ

う　きー（つまづく）。ひさひー　ぼー

る　きー（足の甲でボールを蹴る）。は

ずぬ　ひさう　かつん（足首をつかむ）。

［変異］っさ。［類］っさびじゃ。

ひさだつ [hisadatsɨ] 【名詞】（深さ、

高さが）足首までの深さ、高さ。 【例】

そぅーや　ひきー　ひさだつ　なりゅ

ー（潮が引いて足首ほどの浅さになっ

ている）。ぐらんど　ごるふじょーぬ　

しばふー　ひさだつん　なるーば　じ

ょ　そぅらでぃ（グランドゴルフ場の

芝生が足首くらいになったので、刈ろ

う）。［変異］っさだつ。

びし [biɕi] 【動詞】［母音語幹］［A］置

く、設置する。 【例】くまん　やーゆ

　びしる（ここに家を建てなさい）。か

んだなん　かうるー　びしる（神棚に

香炉を置け）。

びじーまい　たちーまい　
うらいん [biʑiːmai tatɕiːmai urain]

【成句】居ても立っても居られない。

【例】んまがぬ　くとぅー　しば　やい

ば　ばぬんな　びじーまい　たちーま

い　うらいん（孫のことが心配で、私

は居ても立っても居られない）。　　
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びじゃい

びじゃい [biʑai] 【動詞】［r/rr 語幹］

［A］（人や動物、雨雲などが）長く居座

る、その場所を離れずとどまる。 【例】

かいが　びじゃりーきゃー　やーんか

いや　はらん（彼が居座ったら家には

帰らない）。うまん　びじゃり（そこに

座ってろ）。たくぬどぅ　あでぃふん　

びじゃりーうたい（タコがタコの巣に

デンと座っていた）。びじゃらだ　たち

（ぐずぐずせずに立て）。

びじゃら [biʑara] 【名詞】［C］（酒席

などで）居座り続ける人。 ［類］びだ

く、ぐずら。

びじゅ [biʑu] 1○【名詞】［C］（魚を釣

る）餌。 【例】っぞぅぬどぅ　びじゅ

ー　っふぃーゆーい（魚が餌にくいつ

いている）。 2○【名詞】［C］こどもをあ

やすための遊び道具。【例】うぬ　やら

びんな　まーいゆ　びじゅ　あすみー

　んたばほぅーき（この子供にはボー

ルを遊び道具としてもたして遊ばして

おけ）。

ひず [hizɨ] 【動詞】［B］肘（ひじ）。

【例】ひっじゅぎゃー　つかだ　むぬー

ぎゃー　ふぁい（ひじをつかずに食事

をしろ）。

ひず [hizɨ] 【名詞】［g 語幹］［C］（お

ろし金などで）薄く削る、（やすりや砥

石などで木の大きさを調整するために）

削る。 【例】んーな　かなひー　ひぎ

ー　んーくっじゅ　とぅい（芋を下ろ

し金で薄く削って芋の澱粉を取る）。き

ーゆ　ひず（木を削る）。

びす [bisɨ] 【動詞】［s 語幹］［A］置く、

設置する。 ［類］びし。

びす [bisɨ] 【動詞】［s 語幹］［A］役割

を与える、担当させる。 【例】ひんじ

ゃぬ　っさかいぬ　かたあきゅー　や

らびんかい　びす（山羊の草刈りの担

当を子供に任せる）。うまぬ　たーや　

かいんかい　びさはいたい（そこの田

んぼは彼にまかせられた）。

ひずー [hizɨː]【形容詞】［C］切れない。

【例】ひずーがたな（切れない刀）。

ひだ [hida] 【名詞】［C］（海岸べりで）

湧き水が海水と交わり、浜、海岸の付近

で魚や貝がとれるところ）。 【例】じ

ょ、ひだんき　いきー　ぬーまう　あ

らーでぃ（さあ、淡水のある海岸べり

に行って馬を洗おう）。［類］はま。

びだ [bida]【形容詞】［A］（仕事ができ

なくて、役に立たなくて）だめなやつ

だ、（病気で）つらい。 【例】からー　

すかまー　ひらいん　びだむぬ（彼は

仕事をしない怠け者だ）。かぬ　ひとぅ

ー　やみゅーそぅがんまらーひどぅ　

びだびだてぃー　ひーゆーい（あの人

は病気のようでつらそうにしている）。

びだ [bida] 【形容詞】［A］（山などが）

低い；（人の背が）低い。 【例】かまぬ

　やまー　びだがま（あそこの山は低

い）。かぬ　ひとぅー　びだひとぅがま
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ぴたー

（あの人は背が低い）。うぬ　くしかき

ゃー　ばぬんな　あてぃどぅ　びだか

い（この腰掛は私には低すぎる）。［類］

っさ。

ぴたー [pitaː] 【オノマトペ】（肌など、

表面が）すべすべだ（擬態語）。 【例】

かいが　はだー　ぴたーてぃどぅ　ひ

ーゆー（彼の肌はスベスベしている）。

ひだい [hidai]【名詞】［A］左。 【例】

ひだらー　ひだいでぃーひー　ずーゆ

　かつ（左利きは左手で字を書く）。

ひだいんﾟな [hidain̥na] 【名詞】〘祭

礼〙魔除用の左綯（な）いの祭事用の

綱。

ひだがー [hidaɡaː]【名詞】〘地名〙ヒ

ダガー、西原の北西にある湧水の出る

場所、集落から２００ m 位離れたとこ

ろにある。 【例】いきまから　ってぃ

や　ひだがーぬ　みっじゅどぅ　ぬみ

ゅーたいちゃ（池間から来た当時はヒ

ダガーの水を飲んでいたそうだ）。

びだかす [bidakasɨ]【動詞】［s/h 語幹］

（指、手、扇、股、包みなど、折ったり、

たたんであるものを）開く、広げる、開

ける。 ［変異］びらかす。

びだく [bidaku] 1○【名詞】［C］座った

まま中々立とうとしないこと、尻の重

いこと、ながっちり。 【例】からー　

んめ　ふーてぃがー　んめ　やーんか

いや　はらっでぃやほぅん　むいとぅ

ぬ　びだく　びーぐじゃ（あいつはも

う来るともう家に帰ろうとしない大変

なながっちりだ）。 2○【形容詞】［C］座

ったまま中々立とうとしない、尻の重

い、ながっちりである。【例】かりゃー

　いつまい　さきゅー　ぬん　とぅき

ゃんな　びだく（彼はいつも酒を飲む

ときはながっちりだ）。

びだくげった [bidakuɡetta] 【名詞】

座ったまま中々立とうとしないこと、尻

の重いこと、ながっちり。 ［類］びだ

く、ぐずら。

ひだたす [hidatasɨ]【動詞】［s/h 語幹］

（二つのもの、二人）の間をあける。

【例】うぬきゃが　ふたっちゅぎゃー　

ひだたひーうっき（これらの二つは隔

てて置け）。やらびんみゅーぎゃー　ひ

だたひー　びじゃし（子供たちを間を

あけて座らせなさい）。

ひだつ [hidatsɨ]【動詞】［c/t 語幹］［A］

（人や物の）間を置く、（人や物から）人

や物の間をあける、（ほかの人やものに）

差をつける、格別よい。［類］ひだてぃ。

びだつ [bidatsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］

（指、手、扇、股、包みなど、折ったり、

たたんであるものを）開く、広げる、開

ける。（本、箱など閉じてあるものを）

開ける。 ［変異］びだふ、びらつ、び

らふ。

びだっふぃ [bidaffi] 1○【形容詞】（仕

事ができなくて、役に立たなくて）だ

めなやつだ、（病気で）つらい、（機械や
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びだっふぃ

物が）使い物にならない。 ［類］びだ

ふー。 2○【動詞】（仕事をせず）ぶらぶ

らしている、（病気で）つらくなる、（機

械や物が）使い物にならなくなる。［類］

びだふー。

びだっふゃ [bidaffja] 【名詞】（仕事

をしない）ダメな人、なまけもの。【例】

うりゃー　びだっふゃ　やいば　うり

ゅーぎゃー　たきゅーぎゃー　ほぅだ

うり（彼は信用できないだめな奴だか

ら、あいてにするな）。

ひだてぃ [hidati] 【動詞】［母音語幹］

［A］（人や物の）間を置く、（人や物から）

人や物の間をあける；（ほかの人と）差

をつける；（人を）差別する。 【例】う

ぬきゃが　ふたーいゆぎゃー　ひだて

ぃー　びじゃし（この二人は離して座

らせろ）。うまつからー　むい　むぬー

ぎゃー　ひだてぃる（火からは燃える

ものを遠ざけなさい）。かりゃー　ひだ

てぃどぅ　うむくとぅ　あいかい（彼

は特別に頭が良い）。ひとぅーぎゃー　

あいや　ひだてぃん（人をそんなには

差別するな）。［類］ひだつ。

ひだばん [hidaban]【名詞】カツオ船

を浜で待っている人；カツオの餌であ

る雑魚を確保して、カツオ船に知らせ

る役目の人；浜番。 ［類］はまばん。

びだふ [bidafu] 【動詞】［k 語幹］［A］

（指、手、扇、股、包みなど、折ったり、

たたんであるものを）開く、広げる、開

ける。（本、箱など閉じてあるものを）

開ける。 ［変異］びだつ、びらつ、び

らふ。

びだふー [bidafuː] 1○【動詞】（仕事を

せず）ぶらぶらしている、（病気で）つ

らい、（機械や物が）使用不可能になる。

【例】かりゃー　きゅーや　すかまう

ぎゃー　ほぅだ　びだっふぃーどぅー

い（彼は今日は仕事をせずにぶらぶら

している）。うぬ　くるまー　やりー　

びだっふぃー　んめ　ぬーらいん（こ

の車は古くなって使い物にならなくな

ってもう乗れない）。うぬ　うまっさ　

じゃうぎーひー　ちゅっふぁいゆーば、

　なうちゅんま　びだっふぁいん（こ

の箸は上等の木で作られているので折

れない）。［類］びだっふぃ。 2○【形容

詞】（仕事ができなくて、役に立たなく

て）だめなやつだ、（病気で）つらい、

（機械や物が）使い物にならない。【例】

かりゃー　すかまうぎゃー　ほぅん　

びだっふぃんまり（彼は仕事をしない

怠け者だ）。びだふー　むぬ（壊れて使

えない物）。［類］びだっふぃ。

びだふくり [bidafukuri]【名詞】（仕

事をせず）ぶらぶらしている（人、も

の）、（病気で）つらくしている（人）、

（機械や物が）使い物にならない、また

その機械やもの。【例】うりゃー　びだ

ふくりんまり　やいば　うりゅーぎゃ

ー　たきゅーぎゃー　ほぅだうり（あ

いつはろくでなしだからあいつを相手

にするな）。くぬ　けいたいや　むいと

ぅぬ　びだふくり（この携帯はまった

400



びだふくる

く使い物にならない）。［類］びだふく

る、びだふくりゃ。

びだふくる [bidafukuru]【名詞】（仕

事をせず）ぶらぶらしている（人、も

の）、（病気で）つらくしている（人）、

（機械や物が）使い物にならない、また

その機械やもの。【例】うらー　びだふ

くる　むぬ（それはダメなもの）。［類］

びだふくり。

ひだます [hidamasɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］低くする、へこませる。［変異］び

だます。

びだます [bidamasɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］低くする、へこませる。［変異］ひ

だます。

ひだまらす [hidamarasɨ] 【動詞】低

くする、へこませる。 【例】うまうぎ

ゃー　んめ　ひーちゃがま　びだまら

し（そこをもう少しだけ低くしなさい）。

［変異］びだまらす。

びだまらす [bidamarasɨ] 【動詞】低

くする、へこませる。 ［変異］ひだま

らす。

ぴたみつ [pitamitsɨ] 【動詞】［k 語幹］

（肌など、表面が）すべすべだ。［変異］

ぴたみふ。

ぴたみふ [pitamifu] 【動詞】［k 語幹］

（肌など、表面が）すべすべだ。［変異］

ぴたみつ。

ひだら [hidara] 【名詞】［C］左利きの

人。

ひだん [hidan] 【動詞】［m 語幹］［A］

へこむ、（花や風船が）しぼむ。 【例】

くるまぬ　たいやー　ぱんくーひー　

ひだみーにゃーん（車のタイヤはパン

クしてぺちゃんこになった）。［変異］び

だん。［類］ひだみ、びだみ。

びだん [bidan] 【動詞】［m 語幹］［A］

へこむ、（花や風船が）しぼむ。［変異］

ひだん。

びちゃ [bitɕa] 1○【形容詞】［C］（人が仕

事が）下手だ、（仕事のできが）水準に

達していない、（ものが）粗悪だ。【例】

かりゃー　なうゆ　あすみんまい　び

ちゃ（彼は何をさせても下手だ）。うい

が　すかまー　いつまい　びちゃかい

ば　ならん（あいつの仕事はいつも出

来が悪い）。あいぬ　びちゃむぬーぎゃ

ー　かーだうり（そんな粗悪なものは

買うな）。 2○【名詞】［C］仕事が下手な

人、水準に達していない仕事、粗悪なも

の。【例】からー　なっちゃかん　びち

ゃ　やいば　かるーぎゃーつかーだう

り（あいつはろくでもない仕事下手な

のであいつは使うな）。　かいが　すか

まー　んながーんな　びちゃ　あたい

（あいつの仕事は一番ダメだった）。あい

ぬ　びちゃうぎゃー　てぃっゔぃすて

ぃる（そんな粗悪なものは捨ててしま

え）。

ひつ [hitsɨ] 1○【動詞】［k 語幹］［A］（も
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ひつ

のを手前に）引く、引っ張る；（草など

を）引き抜く；（くじを）引く。 【例】

やらびぬ　てぃーゆ　ひつ（子どもの

手を引く）。んﾟなう　ひつ（綱を引く）。

みなかぬ　っさう　ひつ（庭の草を引

きぬく）。ふっじゅ　ひつ（くじを引く）。

［変異］ひふ。 2○【動詞】［k 語幹］［A］

（食べた後の食器などを）引く、（食べ

ものの恵みを）減らす［神事のことば］。

【例】まかいだうゆ　ひつ（食器をかた

づける）。じゃうっふぁにゃーん　きな

い　やいば　ふつかたう　ひかはでぃ

（よくない家庭だから幸せ運を減らそう

［＞神様が不和家庭の戒めをする際の文

句］）。　　［変異］ひふ。 3○【動詞】［k

語幹］［A］（潮が）引く。【例】そぅーや

　ひきーどぅー（潮は引いている）。そ

ぅーぬ　ひつきゃたーひー　っしんか

い　うり　むぬーぎゃー　まてぃ（潮

が引くまでリーフに行くのは待ちなさ

い）。［変異］ひふ。

ひつ [hitsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］（楽

器を）弾く、（風邪を）ひく、（最盛期

が）すぎる。 【例】さんしんぬ　ひつ

（三線を弾く）。はなう　ひつ（風邪をひ

く）。かりゃー　つーや　ひきーどぅー

（彼は盛りをすぎて、元気がなくなって

いる）。にっちゃ　ひきーにゃーん（熱

が引いた）。［変異］ひふ。

ひつ [hitsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］（む

しろや布団を）敷く。 【例】むっそぅ

ー　ひつ（むしろを敷く）。ふとんぬ　

ひつ（布団を敷く）。［変異］ひふ。

ひつ [hitsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］（屁

を）ひる。 【例】ひーゆ　ひつ（屁を

ひる）。［変異］ひふ。

ひつ [hitsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］（食

事の量などが）減る。 【例】ういびと

ぅ　なりゅーそぅが　むぬー　ひかん

（年取っているが食事の量は減らない）。

［変異］ひふ。

ひつ [hitsɨ] 【名詞】［C］着物を入れる

箱。【例】ひつん　つんぬ　いりー（櫃

（ひつ）に着物を入れる）。

ひつ [hitsɨ] 【名詞】［C］特別に目をか

けて便宜をはかること、味方、引き。

【例】うりゃー　せんきょんな　かまぬ

　ひき（彼は選挙には向こう側に付い

ている）。

ひつ [hitsɨ]【名詞】［B］〘魚〙スズメダ

イ（小さい魚でサンゴ礁でよくとれる、

塩漬けして冬場に食べる）。【例】あん

つかいたがどぅ　ひつがまうぎゃー　

とぅい（追い込み漁師達がスズメダイ

をとる）。

ひつ [hitsɨ] 【名詞】［A］（選挙などで

同じ候補を応援している）仲間。 【例】

かぬきゃー　ばんてぃが　ひつ（あい

つらは私たちの応援仲間だ）。

びつ [bitsɨ]【動詞】［k 語幹］［A］賭けに

勝って相手のかけたものを取る。 【例】

でぃんぬ　びつ（金を賭けで取る）。で

ぃんぬ　びつにゃー（賭博での金の賭

け合い）。かにふっじゅ　びつ（（子供
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ひっがい

の遊びで）釘を賭けで取り合う）。ばぬ

んな　はなふだひや　でぃんな　びか

いっだん（私は花札では賭けに勝てな

かった）。

ひっがい [hiɡɡai] 【動詞】［r/rr 語幹］

（人とか家が）なくなる、破滅する。

【例】かまぬ　やーや　ひがっりー　は

りにゃーん（あそこの家はつぶれて一

家離散した）。

ひつき [hitsɨki]【動詞】［母音語幹］［A］

躾（しつ）ける。 【例】やらびゅーぎ

ゃー　あいや　ひつきん（子供をあん

なにはしつけない［＞そんなに厳しく

しつけをするな］）。くぬひゃーゆぎゃ

ー　ひつきー　とぅらし（この野郎を

躾けてやりなさい）。［類］ひつつ。

ひっくす [hikkusɨ]【動詞】［s 語幹］引

っ越す。

ひったうー [hittauː] 【動詞】［vv 語

幹］（嫌がっている人を）引っ張り出す。

【例】かりゅー　ひったっゔぃー　くい

ちゃーゆ　ぶどぅらし（あいつを引っ

張り出してクイチャーを踊らせろ）。ぶ

どぅいんかい　かにゅー　ひったうー

そぅが　んばてぃ　たちゃっだん（踊

りにカニを引っ張ったが嫌と言って立

たなかった）。［類］ひったっゔぃ。

ひったっゔぃ [hittavvi]【動詞】［母

音語幹］（嫌がっている人を）引っ張り

出すこと。 ［類］ひったうー。

ひったんぐー [hittaŋɡuː]【名詞】（嫌

がっている人を）引っ張り出す。 【例】

みがう　ぴーてぃーえーぬ　やくいん

かい　ひったんぐー　あす（ミガを PTA

の役員に引っ張り出す）。

ひっちゃつ [hittɕatsɨ] 【動詞】［k 語

幹］（紙や布などを）引き裂く、（人と人

の仲を）裂く。 【例】かびーゆ　ひっ

ちゃき（紙を引き裂け）。ばが　つんな

　うまぬ　ひっちゃかいー　ぴーきゅ

ーば　うまう　くーやひー　ふぃーる

（私の着物はそこが破れて穴が開いてい

るので、繕ってくれ）。うぬきゃが　ふ

たーいゆぎゃー　ひっちゃきーすてぃ

る（彼ら二人（の仲）を引き裂いてしま

え）。［変異］ひっちゃふ。

ひっちゃふ [hittɕafu] 【動詞】［k 語

幹］（紙や布などを）引き裂く、（人と人

の仲を）裂く。 ［変異］ひっちゃつ。

ひつつ [hitsɨtsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］

躾（しつ）ける、いじめる。［変異］ひ

つふ。［類］ひつき。

ひつなす [hitsɨnasɨ]【動詞】［s/h 語幹］

仕上げる、やってしまう。 【例】くま

ぬ　すかまうぎゃー　きゅーぬちゃん

　ひつなはでぃ（ここの仕事を今日の

うちにやってしまおう）。きゅーや　き

ゅー　あちゃー　あちゃ　やいば　き

ゅー　あすがまたぬ　くとぅーぎゃー

　きゅーひー　ひつなすばどぅ　じゃ

うかい（今日は今日、明日は明日だか

403



ひつに

ら今日やるべきことは今日で片付けた

方が良い）。

ひつに [hitsɨni] 1○【形容詞】［B］硬く

て噛みきれない、（相撲などが）粘っこ

い。 【例】うぬ　ぬーまじゅーや　ひ

つにかいば　かまいん（この馬肉は硬

くて噛みきれない）。かーきだくー　ぐ

むぬ　んまりゃーひー　ひつにかいば

　ならん（燻製のタコはゴムのように

すごく硬くてかみ切れない）。かぬ　す

まとぅりゃが　すまー　やぐみ　ひつ

に（あの相撲とりの相撲はねばりっこ

い）。 2○【名詞】［B］筋肉、硬くて噛め

ない筋肉。【例】ぬーまぬ　ひつにゃー

　ひつにむぬ（馬の筋肉は硬くて噛み

きれない）。

ひつにん [hitsɨnin] 【名詞】昔納税を

免れた障碍（がい）者、転じて、仕事の

あまりできない人。 【例】かりゃー　

すかまー　ひらいん　ひつにん（彼は

仕事のできない障がいをもった人だ）。

すかまー　ひらいん　ひつにんな　や

ーんきー　にっゔゅーき（仕事のでき

ない奴は家に帰って寝とけ）。

びっぴーまちゃ [bippiːmatɕa]【名

詞】〘鳥〙ヒヨドリ。 【例】びっぴーま

ちゃー　んきゃーんな　みーらいっだ

ん（ヒヨドリは昔は見られなかった）。

ひつふ [hitsɨfu] 【動詞】［k 語幹］［C］

躾（しつ）ける、いじめる。［変異］ひ

つつ。［類］ひつき。

ひつむどぅい [hitsɨmudui] 1○【動詞】

［r/rr 語幹］引き戻る、引き返す；（嫁に行

った人が離婚して）実家に戻る。 【例】

っさらん　いきー　すぐ　ひつむどぅ

い（平良に行って直ぐに引き返す）。か

ぬ　みどぅんな　やなびきどぅん　あ

たりどぅ　ひつむどぅりーっちゅー（あ

の女の人は悪い男に当たって出戻って

きた）。 2○【名詞】引き返すこと。【例】

はい　いきー　そぅぐ　ひつむどぅい

　あすたい（畑に行って直ぐに引っ返

した）。かぬ　みどぅんな　やなびきど

ぅん　あたりどぅ　ひつむどぅい　あ

すたい（あの女の人は悪い男に当たっ

て出戻ってきた）。

ひつん [hitsɨn] 【副詞】頻繫に、いつ

も、常に、ひっきりなしに。【例】かり

ゃー　ひつん　つむでぃーどぅー（彼

は常に怒っている）。くぬいや　ひつん

　あみぬ　っふゅー（最近はいつも雨

が降っている）。うまぬ　んつからー　

ひつん　くるまぬ　とぅーい（この道

はひっきりなしに車が通る）。

ひでぃー [hidiː]【名詞】［B］傷跡、お

できの治った痕、火傷の痕。 【例】か

なまいぬ　ひでぃー（頭の傷痕）。ほぅ

がさぬ　なうりぬ　あとぅぬ　んずぎ

　ひでぃー（おできが治った後の醜い

傷痕）。

ひでぃー [hidiː] 【名詞】［B］ひでり、

旱魃（かんばつ）。 【例】くとぅっさ　

ひでぃーや　ひー　ぶーずまい　さり
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ひてぃつ

ー　はりーにゃーん（今年は日照りで

サトウキビも枯れてしまった）。

ひてぃつ [hititsɨ]【名詞】［C］ひとつ

［ものの数量を表す］、一歳［年齢を表

す］。【例】ばぬんまい　にぐーゆぎゃ

ー　ひてぃっちゅぎゃー　ばきー　ふ

ぃーる（私にもシャコガイを一つ分け

てくれ）。やらびゃー　ひてぃつ　なり

ーどぅー（子供は 1 歳になった）。うま

んな　つかーい　まかいや　ひてぃつ

まい　にゃーん（ここには使えるお椀

は一つもない）。かんにがいぬ　ひてぃ

っちゃ　んぬっちゅぎゃー　ぶいどぅ

す（一回の祈願で命を（神から）頂くこ

とができる［＞神に一回祈ることで健

康になれる］）。［類］ってぃつ。

ひてぃつがゆい [hititsɨɡajui] 【名

詞】 1 つ違い。 【例】うぬきゃが　き

ょーだいや　ひてぃつがゆいや　ひー

　いつぬひとぅ　うり（この人たちの

兄弟は一つ違いで 5 人いる）。

ひとぅ [hitu]【名詞】［A］人、他人。

【例】ひとぅー　うまんな　いふたーい

　うり（人はそこに何人いるの）。ひと

ぅだすきゃー　どぅー　だすき（人を

助けることは自分を助けることだ（情

けは人の為ならず））。ひとぅづかいぬ

　あらびとぅ（人使いが荒い人）。ひと

ぅー　すかす（人をだます）。

ひとぅー　ひとぅ　どぅー
や　どぅー [hituː hitu duːja duː]

【成句】他人は他人、自分は自分。【例】

ひとぅー　ひとぅ　どうーや　どぅー

　やいば　うなが　うむいが　にゃー

ん　あっそぅ（自分は自分他人は他人

なので自分が思う通りにしなさい）。

ひとぅあん [hituan] 【名詞】追込み

漁でのひと網。 【例】あうきゃー　ひ

とぅあんな　ふたから　みからがまど

ぅ　とぅらい（あおりいかは一網で二

三尾だけとれる）。［類］ひとぅふん。

ひとぅい [hitui]【名詞】［B］一日；あ

る日。 【例】うまぬ　すかまー　ひと

ぅいんな　ひらいん（ここの仕事は一

日ではできない）。ひとぅいんな　どぅ

すぬ　まいんかい　いきゅーきゃー　

からー　さきゅー　ぬみゅーたい（あ

る日、友だちのところに行ったら、彼は

酒を飲んでいた）。

びとぅい [bitui]【動詞】［r/rr 語幹］［C］

満腹になる。 【例】ばー　んめ　びと

ぅりーどぅーば、んみゃひや　ふぁー

いん（私はもう満腹でもうこれ以上食

べられない）。

びどぅい [bidui] 【名詞】［C］亥（い

のしし）年。 【例】ばー　びどぅいん

まり（私は亥年生まれだ）。

ひとぅいがーまーす [hituiɡaː-
maːsɨ] 【成句】一日中。 ［変異］ひと

ぅいぎゃーみゃーす。

ひとぅいぎゃーみゃーす [hi-
tuiɡjaːmjaːsɨ]【成句】一日中。【例】や

らびあいきゃー　ひとぅいぎゃーみゃ
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ひとぅいつ

ーす　いんぬ　ばんあたい（子供の頃

は一日中海であそんでいた）。かぬ　む

ぬゆみゃー　ひとぅいぎゃーみゃーす

まい　むぬー　ゆみーどぅーい（あの

おしゃべりは一日中でもおしゃべりし

ている）。きゅーや　ひとぅいぎゃーみ

ゃーす　むぬー　ふぁーんば　やーす

かいば　ならん（今日は一日中食事は

していないのでひもじい）。［変異］ひ

とぅいがーまーす。

ひとぅいつ [hituitsɨ] 【名詞】一気、

一息、すごく近い。 【例】んみゃ　ひ

とぅいつひー　くぬ　にぐーや　とぅ

らいどぅす（あと一息でこのシャコガ

イは取れる）。さきゅーぎゃー　ひとぅ

いつん　ぬみ（酒は一気に飲め）。っさ

らたーひや　ひとぅいつ（平良までは

あっという間だ）。

ひとぅいっゔぃ [hituivvi] 【名詞】

人見知り。 【例】くぬ　やらびゃー　

ひとぅいっゔゅーがー　ほぅん（この

子は人見知りしない）。

ひとぅいひゃうす [hituiçausɨ]【名

詞】ある時、ある日（副詞としても使え

る）。【例】ひとぅいひゃうす　っしん

ﾟんかい　いきゅーきゃー　がばー　た

くー　とぅいたい（ある日サンゴ礁で

の潮干狩りに行ったら、大きなタコが

とれた）。

ひとぅかき [hitukaki] 【名詞】一房

の中の一かけら。 ［類］ひとぅつがき。

ひとぅかた [hitukata]【名詞】人形。

【例】みどぅんやらびがまー　ひとぅか

たー　むちー　あそぅびゅーたい（（そ

の）女の子は人形をもって遊んでいた）。

ひとぅきゅーやー [hitukjuːjaː]
【名詞】一軒家。 【例】かまんどぅ　ひ

とぅきゅーやーぬ　あい（向こうに一

軒家がある）。

ひとぅだかーい [hitudakaːi] 【名

詞】人がたくさん集まっている。 【例】

かまんな　ひとぅだかーいや　ひどぅ

　ひとぅぬ　っふぁまりゅー（あそこ

には人がたくさん集まって混雑してい

る）。うんどうかいや　ひとぅだかーい

　あたい（運動会は人がたくさん集ま

っていた）。［類］ひとぅだかい。

ひとぅだかい [hitudakai]【名詞】ひ

とだかり。 ［類］ひとぅだかーい。

ひとぅっゔぁまい [hituvvamai]
【名詞】（動けないほどの）人の混雑。

【例】みゃーくずつんな　じゃーがまん

な　ひとぅっゔぁまいや　ほぅー（ミ

ャークヅツは広場は人で混んでいる）。

ひとぅつがき [hitutsɨɡaki] 【名詞】

一房の中の一かけら。 【例】ぴーぬ　

ひとぅつがき（ニンニクの一房の中の

一かけら）。［類］ひとぅかき。

ひとぅっさ [hitussa]【名詞】人の噂。

【例】ひとぅっさ　あす（人の噂をす

る）。ひとぅっさう　またつつ　あす
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ひとぅっじゃ

（他人の噂をまた聞きする）。［変異］ひ

とぅっじゃ。

ひとぅっじゃ [hituʑʑa] 【名詞】人

の噂。

ひとぅっじゃぬ　すー [hi-
tuʑʑanu sɨː] 【名詞】他人を噂をよくす

る人、うわさの発信源。 【例】あいや

　ひとぅっじゃぬ　すーゆ　ぎゃー　

ほぅん（そんなに人のことを言いふら

すな）。

ひとぅっでぃ [hituddi] 【名詞】お

なじ干支の人、同年生。 【例】ひとぅ

っじゃー　かなす（同じ学年の友達は

愛おしい）。ばんちゃー　ひとぅっでぃ

（私達は同じ学年だ）。［類］あぐ。

ひとぅてぃ [hituti]【名詞】［B］ある

年、一年間。 【例】ひとぅてぃんな　

やぐみ　ほぅーつぬ　ありどぅ　はー

さぬ　ひとぅぬ　すんたいちゃ（ある

年にははやり病があって、たくさんの

人が死んだそうだ）。くぬ　すかまー　

ひとぅてぃんな　ほぅだかー　ならん

（この仕事は一年でしないといけない）。

［変異］ひとぅてぃー。［類］ひとぅてぃ

ない。

ひとぅてぃー [hitutiː]【名詞】ある

年、一年間。 ［変異］ひとぅてぃ。

ひとぅでぃー [hitudiː] 1○【名詞】（人

の）労働力、ひとで（がたりない）。

【例】ひとぅでぃーぬ　たらーんば　く

まぬ　すかまー　きゅーんな　ひらい

ん（人手が足りないのでここの仕事は

今日中にはできない）。 2○【名詞】他人

の所有、ひとで（にわたる）。【例】かま

ぬ　やーや　ひとぅでぃーんかい　ば

たりーにゃーん（あそこの家は人手に

渡った）。

ひとぅてぃーない [hitutiːnai]【名

詞】ある年、一年間。 ［変異］ひとぅ

てぃない。

ひとぅてぃない [hitutinai] 【名詞】

ある年、一年間。 ［変異］ひとぅてぃ

ーない。［類］ひとぅてぃ。

ひとぅに [hituni]【名詞】［C］朝まで

起きることもなく眠ること（熟睡する

こと）。【例】あちゃがみゃー　ひとぅ

に（あした（の朝）まで熟睡する）。［変

異］ひとぅにー。

ひとぅにー [hituniː] 【名詞】朝まで

起きることもなく眠ること（熟睡する

こと）。 ［変異］ひとぅに。

ひとぅぬ　くとぅ　あす [hi-
tunu kutu asɨ]【成句】［不規則］他人の

（世話、面倒）を見る。 【例】ひとぅぬ

　くとぅ　あっさ　どぅーぬ　くとぅ

　あす（人のことをやる事は自分の事

をやるのも同然だ［＞良いことをする

と自分に返ってくる］）。まーぬ　ひと

ぅぬ　くとぅーぎゃー　あすな（あま

り他人のことをするな［＞自分の（家

庭の）ことをちゃんとしろ］）。

407



ひとぅぬ　っさ　あす

ひとぅぬ　っさ　あす [hitunu
ssa asɨ]【成句】［不規則］人のうわさ話

をする。 【例】ひとぅぬ　っさ　あっ

さ　どぅーぬ　っさ　あす（人の悪口

を言う事は自分の悪口を言うようなも

のだ［＞全て自分に返ってくる］）。［類］

ひとぅっさ。

ひとぅぬ　ばたう　ふっず
[hitunu batau fuzzɨ]【成句】［zz/dd 語幹］

人の気に触ることを言う。

ひとぅぬっさ [hitunussa]【名詞】人

の噂。 ［変異］ひとぬふさ。

ひとぅばた [hitubata] 【名詞】時々、

たま　［「ん（に）」をつけて副詞とし

て使う］。 【例】ひとぅばたぬ　ゆく

い（たまの休み）。ひとぅばたんな　く

まんかいまい　まーりーくー（たまに

はここにも寄って来い）。ひとぅばたん

な　あそぅーがまい　いつ（たまには

遊びにも行く）。

ひとぅばたなー [hitubatanaː] 【名

詞】時々、たま　［「ん（に）」をつけて

副詞として使う］。 ［類］ひとぅばた。

ひとぅはな [hituhana] 【名詞】一輪

の花。 【例】かまぬ　やーぬ　みなか

ぬ　はなう　ひとぅはな　とぅいくー

（あそこの家の庭の花を一輪取ってこ

い）。まみがはな　ひとぅはなよ（豆の

花一輪よ［古謡「豆が花」］より）。

ひとぅひゃーい [hituçaːi] 【名詞】

一食分。 【例】うさきがまひや　やー

にんじゅぬ　ひとぅひゃーいぬ　たま

まい　にゃーん（これだけでは家族の

一食分もない）。

ひとぅひゃーい [hituçaːi] 【名詞】

たま、ときどき、ひところ。 【例】ひ

とぅひゃーいんな　っぞぅ　つーがま

い　いつぶすむぬ（たまには魚釣りに

も行ってみたい）。ひとぅひゃーいんな

　でぃんぬ　まうきたい（ひところは

金を儲けた）。

ひとぅひゃうす [hituçausɨ]【名詞】

ある時、ある日［副詞としても使える］。

【例】かりゃー　ひとぅひゃうす　うー

っふぃー　すなっじゃうたい（彼はお

ぼれて死にそうになったことがある）。

［類］ひとぅいひゃうす、ひゃうす、ひ

ゃうな、ひとぅひゃうな。

ひとぅひゃうな [hituçauna] 【名

詞】ある時、ある日（副詞としても使え

る）。

ひとぅびゅーい [hitubjuːi] 【名詞】

人が多くて気分が悪くなること、人酔

い。 【例】とーきょーんな　あてぃ　

ひとぅぬ　ういかいば　ひとぅびゅー

い　あす（東京には人が多すぎて人酔

いする）。

ひとぅふぁや [hitufaja] 【名詞】他

人にたかって生きる人。 【例】かりゃ

ー　すかまうぎゃー　ほぅん　むいと

ぅぬ　ひとぅふぁや（彼は仕事をしな

いで人にたかって生きているやつだ）。
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ひとぅふい

ひとぅふい [hitufui] 1○【名詞】偉ぶ

ること、実際より自分をえらく見せる

こと。 【例】ひとぅふいんまり（格好

をつけるやつ）。まーぬ　ひとぅふいゆ

ぎゃー　あすな（あんまり格好つける

な）。 2○【形容詞】偉ぶる、実際より自

分をえらく見せる。【例】からー　むい

とぅぬ　ひとぅふい　にんぎん（彼は

とても虚勢をはるやつだ）。からー　ば

かかいきゃー　むいとぅ　ひとぅふい

かたい（彼は若いときは格好ばかり付

けていた）。

ひとぅふりゃ [hitufurja]【名詞】偉

ぶること、実際より自分をえらく見せ

ること。

ひとぅまた [hitumata] 【名詞】ごく

近く、一跨ぎ。【例】っさらー　ひとぅ

また（平良はすぐ近くだ）。はわいたー

ひや　ひこーきひや　ひとぅまた（ハ

ワイまでは飛行機で一跨ぎだ）。

ひとぅみ [hitumi] 【副詞】一緒に。

【例】じょー　っさらんかい　ひとぅみ

　いかでぃ（さあ、平良に一緒に行こ

う）。ほぅからっさー　なだとぅ　ひと

ぅみ（嬉しさは涙と一緒に）。うぬきゃ

が　ふたーいや　いつまい　ひとぅみ

（この二人はいつも一緒だ）。むぬーぎ

ゃー　やーにんじゅー　ひとぅみ　ふ

ぁい（食事は、家族は一緒に食べなさ

い）。

ひとぅむつき [hitumutsɨki] 【名詞】

僅かの間。 【例】うまぬ　すかまうぎ

ゃー　ひとぅむつきんな　あすどぅす

（ここの仕事はわずかの間にやってしま

える）。

ひとぅむてぃ [hitumuti]【名詞】朝。

【例】ひとぅむてぃむぬ（朝ご飯）。［変

異］すつむてぃ。

ひとぅむてぃ [hitumuti]【名詞】朝、

早朝。 【例】ひとぅむてぃぬ　まみが

はな（朝の豆の花［古謡「豆が花」よ

り）］。

ひとぅむてぃ　ゆさらび [hi-
tumuti jusarabi] 【成句】朝夕。 【例】

くまなぎゃー　ひとぅむてぃ　ゆさら

びゃー　すだすむぬ（ここらへんは朝

夕はすずしい）。ひとぅむてぃ　ゆさら

び　いんぬ　はまう　あいきーまーい

（朝夕海浜を歩き回る）。

ひとぅむとぅ [hitumutu]【名詞】一

株。 【例】ぎすっちゃ　ひとむとぅか

らどぅ　うさきなー　うやいーゆーい

（ススキは一株だけからこんなに増えて

いるんです）。

ひとぅん [hitun]【副詞】一度、一回。

【例】かりゃー　みーかん　ひとぅん

　くまんかい　あそぅーが　ふー（彼

は 3 日に一度ここに遊びに来る）。

ひとぬふさ [hitonufusa] 【名詞】人

の噂。 【例】ひとぅぬふさう　あすて

ぃがー　うながどぅーんかいどぅ　ま

ーりーふー（人の悪い噂をすると自分

自身にはねかえってくる）。ひとぅぬ　
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ひない

ふさうぎゃー　つかだうり（人の噂は

聞くな）。ひとぅぬ　ふさうぎゃー　ほ

ぅん（人の噂はしない）。［変異］ひとぅ

ぬっさ。

ひない [hinai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

（物、生き物、人の数が）減る、（腹が）減

る。 【例】ばが　ばちゃみー　あたい

　さきぬどぅ　ひなりゅー（私が大事

に取って置いた酒が減っている）。くぬ

いや　みどりかいんかい　ふー　ひと

ぅー　ひなりーどぅー（最近はみどり

かいに来る人が減っている）。ばたー　

ひなりー　やーすかいば　ならん（腹

が減ってしかたがない）。

ひなかい [hinakai]【動詞】［r/rr 語幹］

（足を取られて、おされて）倒れる、（驚

いて）ひっくり返る。 【例】っさーき

りー　ひなかいたい（つまづいてこけ

た）。あてぃ　うどぅるっちゃーひー　

ひなかいりーにゃーん（余りにもびっ

くりしてひっくり返った）。［変異］ひ

なかいー。

ひなじゃ [hinaʑa]【名詞】［C］へなへ

なした人、馬鹿な奴、仕事能力のあまり

ない人、差別的な使い方。 【例】おい

　すかまー　ひらいん　ひなじゃ（お

い　仕事のできない奴）。

ひにー [hiniː] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

（首、足首、手首などを）ひねる、（抜く

ために木の根などを）ねじる、（瓶のフ

タなどを取るために）ねじる。【例】ば

ー　んﾟぬ　はっじゃ　ひにりー　ない

ぎーどぅーば　いかいん（私は足をひ

ねってびっこをひいているので行けな

い）。きーぬ　にーゆ　ひにりー、　う

るー　んず（木の根をねじって、それを

抜く）。くぴんぬ　ふたー　ひにりー　

はなす（瓶のフタをねじって開ける）。

びばくーす [bibakuːsɨ] 【形容詞】吐

き気がする。 【例】っさりむぬー　ふ

ぁいー　びばくーすむぬ（腐った物を

食べて吐き気がする）。びばくーすかい

ばならん（吐気がしてならない）。

びばつ [bibatsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］

（物を食べ過ぎて）吐く、戻す。 【例】

っさん　さきぬんな　ひー　びばきー

にゃー（分からないほど酒を飲んで戻

した）。むぬーぎゃー　びばつきゃたー

ひー　ふぁい（食べ物を吐くまで食べ

ろ）。［変異］びばふ。

びばふ [bibafu] 【動詞】［k 語幹］［C］

（物を食べ過ぎて）吐く、戻す。［変異］

びばつ。

びびゃう [bibjau]【動詞】［vv 語幹幹］

［C］酸っぱくて歯に浸みる。 【例】そ

ぅー　ふにゅーや　ふぁいー　はーや

　びびゃっゔぃーどぅーい（酸っぱい

ミカンを食べて歯に浸みている）。［類］

ひぎゃう。

ひふ [hifu] 1○【動詞】［k 語幹］［A］（も

のを手前に）引く、引っ張る；（草など

を）引き抜く；（くじを）引く。［変異］

ひつ。 2○【動詞】［k 語幹］［A］（食べた
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ひふ

後の食器などを）引く、（食べものの恵

みを）減らす［神事のことば］。［変異］

ひつ。 3○【動詞】［k 語幹］［A］（潮が）

引く。［変異］ひつ。

ひふ [hifu]【動詞】［k 語幹］［A］（楽器

を）弾く、（風邪を）ひく、（最盛期が）

すぎる。 ［変異］ひつ。

ひふ [hifu]【動詞】［k 語幹］［A］（むし

ろや布団を）敷く。 ［変異］ひつ。

ひふ [hifu] 【動詞】［k 語幹］［A］（屁

を）ひる。 ［変異］ひつ。

ひふ [hifu]【動詞】［k 語幹］［A］（食事

の量などが）減る。 ［変異］ひつ。

びふ [bifu] 【動詞】［k 語幹］［A］賭け、

遊びで相手の物品等をせしめる。 【例】

でぃんぬ　びふ（金をせしめる）。かに

ふっじゅ　びふ（釘をせしめる）。めん

こー　びふ（メンコをせしめる）。［変

異］びつ。

びふっじゃ [bifuʑʑa]【名詞】人の気

に触ることを言う人。【例】かりゃー　

むいとぅぬ　びふっじゃ　やいば、か

いが　ふーてぃがー　いつまい　あう

やー（彼は人の気に触ることを言うの

で、彼が来るといつも喧嘩だ）。

ひむ [himu]【名詞】［A］干ばつ。【例】

くじゅぬ　ひむんな　んなない　むい

とぅ　やーっさ　あすたい（去年の干ば

つではみんなとても飢えに苦しんだ）。

ひむーひー　ぶーっじゃ　さりー　は

りーにゃーん（旱魃でサトウキビは枯

れてしまった）。［類］ひゃーい。

ひゃー [çaː] 1○【形容詞】［B］速い、早

い。 【例】ひゃーにゃーんな　かいが

どぅ　んながーな　ひゃーかい（かけ

っこでは彼が一番早い）。ひゃー　ぶじ

ゃがま（競争の速いおじさん）。みんび

ゃー（早耳）。［類］はー。 2○【副詞】速

く、早く；すでに、早々と。［類］ひゃ

ーひー、はーひー。

ひゃー [çaː] 【名詞】［C］〘蔑称〙「人」

の卑称、野郎。 【例】くぬ　ひゃーゆ

ぎゃー　ゆらはん（こいつは許せない）。

かぬ　ひゃーや　ひんぎー　はりーに

ゃーん（あいつは逃げちゃった）。くぬ

　びきどぅんひゃーたー　なうまい　

ひらいん（この男連中はなにもできな

い）。

ひゃー [çaː]【名詞】［C］昔、以前。【例】

ひゃーぬ　はなす（もう済んだ話）。

びゃー [bjaː]【助詞】〘終助詞〙文につ

いて話者の疑念を表す、「かな」「かし

ら」；名詞について様々な場合に当ては

まることをを表す、「～でも～でも」。

【例】あいびゃー（そうかしら）。あいび

ゃー、いー（そうなんですかねえ）。［類］

びゃーい、びゃーん。

ひゃーい [çaːi] 【名詞】［A］干ばつ。

【例】くとぅっさ　あみまい　っふぁ

ん　ひゃーいたーな　やいば　やーそ

ぅんどぅ　ないぎかい（今年は雨も降
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ひゃーい

らない日照りばかりで、飢饉になりそ

うだ）。ひゃーいな　ぶーずまい　さり

どぅす（旱魃にはサトウキビも枯れる）。

なつぬ　ひゃーい（夏の旱魃）。［類］

ひむ。

ひゃーい [çaːi] 【接尾辞】助数詞、数

詞について食を数えるのに使う。 【例】

ひとぅ　ひゃーいが　たま（一食分）。

っゔぁから　かうたい　わーや　いふ

ひゃーいまい　ふぁーいどぅ　うたい

（あなたから買った豚は何食でも食べら

れる）。

びゃーい [bjaːi] 【助詞】〘終助詞〙文

について話者の疑念を表す、「かな」「か

しら」；名詞について様々な場合に当て

はまることをを表す、「～でも～でも」。

【例】あいびゃーい（そうかしら）。［類］

びゃー、びゃーん。

びゃーき [bjaːki] 【名詞】［A］（ちか

ら）いっぱい。思い切り。 【例】たや

びゃーき　なっじゅり（力いっぱい殴

れ）。

ひゃーくいち [çaːkuitɕi]【名詞】百

に一つしか本当のことを言わない人、ほ

ら吹き。

ひゃーさ [çaːsa]【名詞】［C］速さ、早

さ。 ［変異］はーさ。

ひゃーさにゃー [çaːsanjaː] 【名詞】

かけっこ、徒競走。 【例】ひゃーさに

ゃーゆ　あす（かけっこをする）。［変

異］はーさにゃー。

ひゃーす [çaːsɨ]【動詞】［s/h 語幹］［C］

はやしたてる、おだてる。 【例】ひゃ

ーひー　ぶどぅらし（おだてて踊らせ

ろ）。ぶどぅりてぃー　ひゃーす（踊れ

とせかす）。［変異］ぴゃーす。

ぴゃーす [pjaːsɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

［C］はやしたてる、おだてる。 ［変異］

ひゃーす。

ひゃーひー [çaːhiː] 【副詞】（朝）は

やくに、とうに、さっき、早い時分。

【例】ひゃーひー　ったんまー（早く来

たら（良かったのに））。ひとぅむてぃ

　ひゃーひー　くー（朝早く来い）。

ひゃーひー [çaːhiː]【名詞】早朝、速

く、以前。 【例】てぃだぬ　いでぃだ

　ういきゃ　ひゃーひーん　いんかい

や　いかでぃ（太陽が出ない中、朝早

く海に行こう）。むぬーぎゃー　ひゃー

ひーん　ふぁい（飯は急いで食べなさ

い）。からー　あいぬ　くとぅー　ひゃ

ーひーから　あっじゅーたい（彼はそ

んなことを以前から言っていた）。［変

異］はーひー。［類］ひゃー、はー。

ひゃーまい [çaːmai] 【動詞】［r/rr 語

幹］（日取りなどが）早まる。【例】こん

げつぬ　みどりかいや　とぅか　ひゃ

ーまいたい（今月のみどり会は 10 日早

まった）。すかまうぎゃー　んめひー　

ひゃーまらし（仕事はもっと早まらせ）。

ひゃーまり　ふぁい（早く食べろ）。

ひゃーん [çaːn]【副詞】すでに、早々

と。 【例】からー　ひゃーん　っさら
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びゃーん

んかい　はりーにゃーん（彼はもう平

良に行った）。［変異］はー。

びゃーん [bjaːn]【助詞】〘終助詞〙文

について話者の疑念を表す、「かな」「か

しら」；名詞について様々な場合に当て

はまることをを表す、「～でも～でも」。

【例】あいびゃーん（そうかしら）。あい

びゃーん、いー（そうなんですかねえ）。

［類］びゃー、びゃーい。

ひゃーんつ [çaːntsɨ] 【名詞】下り坂

　［＜ひゃー（早い）＋んつ（道）」。

ひゃうす [çausɨ] 【名詞】［C］たま、

［「～ん（に）」を伴って副詞として用い

られる、たまに、ときどき］。 【例】き

ゅーや　ひゃうすぬ　ゆくい　やいば

　よーんな　にっゔぃ　うらでぃ（今

日はたまの休みなので、ゆっくり寝て

いよう）。ひゃうすんな　んまむぬーま

い　ふぁう（たまにはご馳走もする）。

ひゃうすんな　うつなーゆまい　いき

ーみーだかーならん（たまには沖縄本

島も行ってみないとならない）。ひゃう

すんな　ばがまいんかいまい　まーり

ってぃ　あすび（たまにはうちにも来

て遊べ）。ひゃうすんな　えいがうまい

　みーが　いつ（たまには映画も観に

行く）。

ひゃうな [çauna] 【名詞】［C］たま、

［「～ん（に）」を伴って副詞として用い

られる、たまに、ときどき］。 ［類］ひ

ゃうす。

ひゃうな [çauna] 【名詞】［C］海の

深いところ、外海。 【例】ぶらぬ　あ

らひゃうな（保良の東平安名崎の波の

荒い外海）。きゅーや　かまぬ　ひゃう

なんきー　っぞぅー　っちーくーでぃ

（今日は例の外海に行って魚を釣りに行

ってこよう）。

ひゃっき [çakki] 【名詞】［C］100 斤

（60 キログラム）。 【例】っぞぅー　ひ

ゃっき　がにどぅったい（魚を 100 斤

網で取ってきた）。

ひゅーい [çuːi]【名詞】［B］祭日（御

嶽の祭事、正月等）、（陰暦の）日取りを

計算すること。【例】くとぅすぬ　みゃ

ーくずつぬ　ひゅーいゆ　とぅい（今

年のミャークズツの日取りを決める）。

びゅーい [bjuːi] 1○【動詞】［母音語幹］

［C］酔っぱらう。 【例】びゅーいー　

まーっさ　んﾟまだ　あいきゅー（酔っ

てふらついて歩いている）。さきゃー　

あてぃ　ぬんなひどぅ　びゅーいーに

ゃーん（酒を飲み過ぎて酔っぱらって

しまった）。たーくん　なりー　びゅー

い（ぐでんぐでんに酔う）。ばー　んな

ーぎゃー　びゅーいや　うらん（私は

まだ酔っぱらってはいない）。びゅーい

びゃー　びとぅ（酔いの早い人）。びゅ

ーいやす　ひとぅ（酔いやすい人）。 2○

【動詞】［母音語幹］［C］（腐った魚や肉

で）食あたりを起こす。【例】あかいら

うっちゃ　ふぁいどぅ　びゅーいー　

ゆー（ビブダイを食べて食あたりして
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びゅーいがっさ

いる）。 3○【名詞】［C］酔うこと。【例】

さきびゅーい（酒に酔うこと）。ひとぅ

びゅーい（人混みに酔うこと）。なまび

ゅーい（ほろ酔い）。びゅーい　びとぅ

（酔っぱらい）。

びゅーいがっさ [bjuːiɡassa] 【名

詞】〘植〙クワズイモ。 【例】びゅーい

がっさー　ふぁーいん（クワズイモは

食えない）。［類］びびーがっさ。

ひゅーいとぅいんま [çuːitu-
imma] 【名詞】〘祭礼〙祭事の日取り

とるおばあさん。

ひら [hira] 【名詞】［C］〘道具〙芋等を

植える農機具、箆（へら）。 【例】ひら

ひー　んーぬ　いびー（ヘラで芋を植

える）。

ひらい [hirai]【動詞】［母音語幹］［C］

あす（する）の可能形、できる。 【例】

ほぅりむぬんな　ほぅりむぬぬ　まー

びゃー　ひらいん（馬鹿は馬鹿のまね

はできない）。っゔぁとぅや　ひとぅみ

　ひらいどぅす（お前とは一緒に（仕

事が）できる）。ぎっじゃ　ひらいん　

ぎずぎゃうな　やらび（手に負えない

腕白坊主）。

ひらい [hirai]【名詞】［C］交際のため

の贈り物、つけとどけ。【例】やくにん

かいや　まーぬ　ひらい　あすな（役

人にはあまり付け届けをするな）。ひと

ぅびらい（知り合いに贈り物をするこ

と）。どぅすびらい（ともだちとの贈り

物の交換）。ういびらい（上司などへの

贈り物）。どぅすびらいや　ひどぅ　ど

ぅすんかい　さきゃー　むちいきー　

ぬますたい（友達との交際のために酒

を持って行って飲ませた）。［類］てぃ

だい。

ひらいがにゃーん [hiraiɡanjaːn]

【成句】できる限り、（無理をせず）でき

る範囲内で。 【例】ひらいがにゃーん

どぅ　あす（できる範囲内でやる）。

びらう [birau]【動詞】［w 語幹］［C］お

世辞を言う、へつらう；（わいろを）わ

たす。 【例】からー　いつまい　しー

しーんかい　びらう（あいつはいつも

先生にお世辞を言う）。せいじかんかい

　びらいゆ　びらいー　きーひつん　

かつみらいにゃーん（政治家にわいろ

を渡して警察につかまってしまった）。

びらかす [birakasɨ]【動詞】［s/h 語幹］

（指、手、扇、股、包みなど、折ったり、

たたんであるものを）開く、広げる、開

ける。【例】うゆびゅー　びらかし（指

を開け）。たろーが　じろーんかい　っ

ぞぅぬ　ばたう　びらかすたい（太郎

が次郎に魚のはらわたを取らせた）。［変

異］びだかす。［類］あうばだかす、び

らつ。

びらつ [biratsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］

（指、手、扇、股、包みなど、折ったり、

たたんであるものを）開く、広げる、開

ける。（本、箱など閉じてあるものを）

開ける。 【例】ほぅんぬ　びらき（本
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びらふ

を開け）。はくー　びらきー　なかう　

みーみーる（箱を開けてなかをみろ）。

にぐーや　ふっちゃ　びらきーどぅー

（シャコガイが口を開けている）。［変異］

びらふ、びだつ、びだふ。［類］びらかす。

びらふ [birafu]【名詞】［C］（キャーン

と言う蔓草（つるくさ）の芯で作られ

た）籠（かご）。 【例】びらふー　うま

んかい　かきる（ビラフ籠をそこに掛

けろ）。いんかい　むちーいつ　びらふ

ーぎゃー　うきゃんひどぅ　ちゅっふ

ぃー　うたい（海に持って行くビラフ

籠をウキャンで作っていた）。

びらふ [birafu] 【動詞】［k 語幹］［A］

（指、手、扇、股、包みなど、折ったり、

たたんであるものを）開く、広げる、開

ける。（本、箱など閉じてあるものを）

開ける。 ［変異］びらふ、びだつ、び

だふ。［類］びらかす。

びり [biri]【名詞】［C］最下位、ビリ、ビ

リの人。 【例】っゔぁんな　びりどぅ

　んびゃう（お前は最下位しかできな

い）。びりゃー　くまんかい　くー（ビ

リはここに来い）。

ひるます [hirumasɨ] 【形容詞】変だ、

不思議だ、（人に関して）変わった。

【例】ゆびゃー　みーや　みーん　ひる

ます　ゆみゅー　みーたい（昨夜は見

たこともない不思議な夢を見た）。ひる

ますむぬ、　でぃんぬ　にゃーんふ　

ないびゃーさぬ（不思議だなあ、すぐ

にお金がなくなる）。ひるますむぬ、す

まほぬ　とぅみらいん（変だな、スマ

ホが見つからない）。やーにんじゅぬ　

なかんな　くいがどぅ　んながーんな

　ひるますかい（家族の中では彼が一

番変人だ）。

ひるます [hirumasɨ]【形容詞】ありが

たい、欲しい、大切だ。【例】かぬとぅ

きゃん　っゔぁが　でぃんぬ　かしー

ふぃー　あたいば、やぐみ　ひるます

　ほぅからすむぬ　あたい（あの時は、

あなたがお金を貸してくれたので、と

てもありがたくて、うれしかった）。う

いが　なうばい　たかだいむぬ　やら

ばんまい　ばー　ひるますっふぁにゃ

ーん（これがどんなに高いものだとし

ても、私は何とも思わない）。

ひろし [hiroɕi]【名詞】［A］〘魚〙ナポ

レオンフィシュ。 【例】ひろしっぞぅ

（ひろし）。

ひんぎ [hiŋɡi]【動詞】［母音語幹］［C］

逃げる。 ［類］ひんず。

ひんじゃ [hinʑa]【名詞】［C］やぎ。

【例】ひんじゃぬ　やー（山羊小屋）。

ひんず [hinzɨ] 【動詞】［g 語幹］［C］

逃げる。 【例】うぬ　ぎずぎゃうな　

やらびゅー　ひんぎや　はらん　やう

んてぃー　んつみゅーき（この言うこ

とを聞かない子供を逃げていかないよ

うにおさえておけ）。ぶーっじゃ　ぬす

みー　ひんず（サトウキビを盗んで逃

げる）。ぬーまー　ひんがひーにゃーん

（馬を逃がしてしまった）。［類］ひんぎ。
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ひんそぅー

ひんそぅー [hinsuː] 【形容詞】貧乏

だ、貧相だ。【例】ひんそぅーかいば　

っふぁんみゃー　うむくとぅまい　あ

いそぅが　がっこうまい　いだはいん

（貧乏だから子供たちは頭も良いが学校

も行かせられない）。かりゃー　ひんそ

ぅーないぎ　ほぅーそぅが　やぐみ　

うやきびどぅ（彼は貧乏そうに見える

が、（本当は）とても金持ちだ）。［類］

きばん。

ひんた [hinta] 【形容詞】［C］役に立

たない（もの、ひと）。 【例】ひんた

　びきどぅん（なんの役にも立たない

男）。ひんた　むぬがま（何の役にも立

たない物）。ひんた　かんがい（役に立

たない考え）。からー　むいとぅぬ　ひ

んた（あいつは全く役に立たないやつ

だ）。［類］ひんだぐー。

ひんたぐー [hintaɡuː] 【形容詞】役

に立たない（もの、ひと）。 ［類］ひ

んた。

ひんたら [hintara] 【形容詞】駄目な。

【例】ひんたらむぬーぎゃー　てっゔ

ゃがらーひー　すてぃる（駄目なもの

は捨てなさい）。

びんだらい [bindarai] 【形容詞】洗

面器。 【例】びんだらいんかい　みっ

じゃ　いりー　みはなう　すみー（洗

面器に水を入れて顔を洗う）。

ひんな [hinna]【形容詞】［A］変な、不

思議な。 【例】うらー　まーだー　ひ

んなむぬ（それはちょっと変なもの）。

なま　ひんな（ちょっと変だ）。ひんな

むぬ　うぬ　やらびゃー　うまん　あ

すびー　うたいそぅがどぅ　とぅみら

いん（へんだなあ、あの子はそこで遊

んでいたけど、見つからない）。

ぴんふ [pinfu] 【名詞】［B］〘地名〙西

原の北東にある山。
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ふ

ふー [fuː] 【動詞】［不規則］［C］来る、

（聞き手のところに）行く［否定形：「く

ーん」、連用形：「ってぃ、っち」、過去

形：「ったい」命令形：「くー」。 【例】

かいがどぅ　うつなーから　ふー（彼

が沖縄から来る）。ばー　んなまから　

っゔぁがまいんかい　くーでぃ（僕は

お前のところに行くよ［＜来るよ］）。は

やまり　ばがまいんかい　あそぅーが

　くー（早くうちに遊びに来い）。んな

まどぅ　ったい（（私は）帰ったよ［＝

ただいま」）。みどぅんぬ　ふー　むぬ

ー　まつ（妻が帰るのを待つ）。

ふー [fuː] 【補助動詞】（動詞連用形に

ついて、話し手や視点のある方に動作

が向かう；本来の場所に戻ることを示

す）～てくる。 【例】あまいなうぬ　

いんかい　うりー　ふー（竜巻が海に

おりてくる）。あみぬ　ふぃー　ったい

（雨が降ってきた）。むどっり　ったい

（戻ってきた）。いきー　くーでぃ（行っ

てくるよ）。

ふー [fuː] 【動詞】［f/ff 語幹］［C］（雨

が）降る。 【例】あちゃー　あみぬど

ぅ　ふーはず（明日は雨が降るだろう）。

ゆびゃー　あみぬ　ふーたいちゃ（昨

夜は雨がふったって）。ひーまから　あ

みぬ　ふーぶすぎむぬ（昼から雨が降

りそうだ）。やぐみ　ほぅすず　あみぬ

　っふゅー（とても大粒の雨が降って

いる）。

ふー [fuː] 【動詞】［f/ff 語幹］［A］（窓、

ドア、箱などを）閉める、（窓、ドア、箱

などが）閉まる、（栓、フタなどを）す

る、（栓、フタなどが）閉まる。 【例】

やどぅー　ふー（戸、窓を閉める）。は

くー　ふー（箱を閉める）。くぬ　くぴ

んぬ　ふたー　ばぬんな　っふぁいん

（この瓶の栓は私には閉められない）。み

ーつむぬー　はいりー　みーや　っふ

ぁいん（目にゴミが入って目が閉じら

れない）。

ふー [fuː] 【動詞】［f/ff 語幹］［C］（人

や動物が歯で）噛む、（魚がエサに）食

いつく；（蚊や蜂が）さす。 【例】か

りゃー　なうちゃーにゃー　すばー　

っふぃどぅ　つむでぃーうたい（彼は

突然理由もなく唇をかんでおこってい

た）。ひとぅー　ふー　いん　（人をか

む犬）。がばういびとぅー　ずーや　っ
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ふー

ふぃーどぅーい（古老は腰が曲がって

頭は地面に着くほどだ［＜古老は地面

に噛みついている］）。っぞぅぬどぅ　

びじゅー　っふぃーうい（魚が餌を食

っている）。っぞぅぬどぅ　つーゆ　っ

ふゅー（魚が釣り針を食っている）。か

じゃん　っふぁいーにゃーん（蚊に刺

されてしまった）。［類］かん。

ふー [fuː]【名詞】［C］運。 【例】やぐ

み　ふー　あい　ひとぅ（とても運の

良い人）。やらびゃー　ふーや　にゃー

だ　すにーはりーにゃーん（子供は運

がなく死んで行ってしまった）。きゅー

や　ふーや　にゃーだんががら　いす

ぱぎ　あたい（今日は運がなかったの

か不漁だった）。

ぶー [buː]【名詞】［C］隅。【例】っし

ぬ　ぶー（リーフのはしのところ）。た

むぬー　なかじゃぬ　ぶーん　うっき

（薪は台所の隅に置きなさい）。じゃー

ぬ　ぶー（広場のはし）。かふーぬ　ぶ

ー（家庭菜園［家の後ろにある畑］のは

し）。

ぶー [buː]【名詞】［B］〘植〙苧麻（ちょ

ま）［宮古上布の糸の材料］。 【例】ぶ

ーずん（苧麻でできた着物）。ぶーずん

ぬ　つー（宮古上布の着物を着る）。ぶ

ー　んﾟん（苧麻の糸を紡ぐ）。［類］ぶ

ばい。

ぶー [buː]【名詞】［C］（下駄の）緒、紐、

ロープ。 【例】あっちゃぬ　ぶー（鼻

緒）。くばずーぬ　ぶー（釣瓶の綱）。あ

んかーぬ　ぶー（イカリのロープ）。

ぶーうー [buːuː] 【動詞】［vv 語幹幹］

揺さぶる、振り回す。 【例】やらび　

あいきゃ　ぬーまん　っふぁいー　ぶ

ーっゔぁいたい（こどものころ馬に嚙

まれて振り回された）。

ふーき [fuːki]【形容詞】［B］大げさだ。

【例】ふーき　んまり（大げさな奴）。

かりゃー　いつまい　ふーきかいば　

かいが　むぬいゆぎゃー　つかだうり

（あいつはいつも大げさだからあいつの

言うことは聞くな）。

ぶーず [buːzɨ] 【名詞】［C］サトウキ

ビ。 【例】あずま　ぶーず（甘いサト

ウキビ）。ほぅすず　ぶーず（太い茎の

サトウキビ）。ながすず　ぶーず（長い

茎のサトウキビ）。ぶーっじゅ　ゆつひ

ー　ぶりー　たうす（サトウキビを手

斧で切り倒して収穫する）。ぶーずぬ　

からがいゆ　ほぅだかーならん（サト

ウキビの手入れをしないといけない）。

ぶーずがら [buːzɨɡara] 【名詞】サト

ウキビの収穫後の枯れた葉っぱや茎な

ど。 【例】きゅーや　ぶーずがら　む

ーはでぃ（今日はサトウキビの枯葉を

燃やします）。

ふーずき [fuːzɨki] 【名詞】ほおずき。

［類］ふーずきばらん。

ふーずきばらん [fuːzɨkibaran]【名

詞】ほおずき。【例】ふーずきばらんぬ
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ぶーずぐる

　んたう（ほおずきをいじくる）。［類］

ふーずき。

ぶーずぐる [buːzɨɡuru]【名詞】サト

ウキビの茎。 【例】ぶーずぬ　さり　

ぐる（サトウキビの枯れた茎）。

ぶーずすず [buːzɨsɨzɨ] 【名詞】さと

うきびの茎。

ぶーずたうす [buːzɨtausɨ]【名詞】サ

トウキビ収穫。 【例】ぶーずたうすぬ

　んﾟなう　なう（サトウキビ収穫用の

縄をなう）。［類］ぶーずぶい。

ぶーずなか [buːzɨnaka]【名詞】サト

ウキビ畑の中。 【例】ぶーずなかんど

ぅ　はうぬ　うたい（サトウキビ畑に

ヘビがいた）。

ぶーずぬ　さに [buːzɨnu sani]【成

句】サトウキビの茎を植えるために切

ったもの。 【例】ぶーずぬ　さに　と

ぅい（サトウキビの種取り（サトウキ

ビの茎を植用に 25 ㎝に切ること））。

ぶーずぬ　はーがら [buːzɨnu
haːɡara]【成句】サトウキビの枯れた葉。

【例】っゔぁー　ぶーずぬ　はーがら

とぅ　ぐー（お前はサトウキビの枯れ

た葉と同じようなものだ［＞お前は何

の役にも立たない奴だ］）。

ぶーずぬすどぅ [buːzɨnusɨdu] 【名

詞】サトウキビ泥棒。

ぶーずぶい [buːzɨbui] 【名詞】サト

ウキビ収穫。 ［類］ぶーずたうす。

ぶーずん [buːzɨn]【名詞】宮古上布。

【例】ぶーずんな　っゔぁんかいや　は

いどぅす（宮古上布の着物はあなたに

は似合う）。

ぶーた [buːta] 【名詞】［C］〘魚〙アオ

ブダイの一種、大型の高級魚。【例】ぶ

ーたなます（ぶーたのさし身［御嶽の

女性たちが芋の葉のあえものを「ぶー

たなます」といって食べた］）。

ふーたい [fuːtai] 【名詞】計量すると

きの本体以外の容器、袋など（の重さ）

のこと、サトウキビなら葉や土の部分、

体重なら服などの重さ。 【例】はかり

ゃー　んぶさから　ふーたいゆ　ひつ

（測った重さから容器などの重さを引

く）。ばが　んぶっさー　ふーたいゆ　

ひきー　 90 キロ（私の体重は服などを

引いて 90 キロだ）。っゔぁどぅが　ぶ

ーずぬ　ふーたいや　いかっさばかー

い　あた（お前たちのサトウキビの風

袋（全体から不要部分として引かれた

部分）はどれくらいだった）。

ぶーつ [buːtsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］

すすぐ。 【例】つんぬ　ぶーつ（着物

をすすぐ）。［変異］ぶーふ。

ぶーっゔぁす [buːvvasɨ]【動詞】［s/h

語幹］（木などを）揺さぶる、（言うこと

を聞かせるため、正気にもどすため人

を）揺する。 【例】きーぬ　ないゆ　

ぶーっゔぁひー　うたし（木の実を揺

さぶって落とせ）。あいや　あらんてぃ

ー　やらびゅー　ぶーっゔぁひー　む
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ぶーとぅい

ぬいゆ　つかす（そうじゃないと子供

（のからだ）を揺すって言うことを聞か

せる）。

ぶーとぅい [buːtui] 【名詞】〘祭礼〙

五穀豊穣の祈願、ミャークヅツの二日

目、ナナムイのおじーたちが旗に神様

からの果報を持ってきて、一般の人が

旗を触って神様から果報をいただくこ

と。 【例】ないかにから　ぶーとぅい

ゆ　あす（ナイカニ神（農業の神様）か

ら五穀豊穣の果報を頂く）。

ぶーない [buːnai] 【名詞】（否定を伴

って）微動（だに～ない）。 【例】こん

くりやーや　がばー　ないんまい　ぶ

ーないや　とぅんま　ほぅん（コンク

リートの家は大地震でもびくともしな

い）。［類］びーない。

ぶーない [buːnai] 【副詞】微動だに

（にしない）。 ［変異］ぶいない。

ぶーふ [buːfu]【動詞】［k 語幹］［A］す

すぐ。 ［変異］ぶーつ。

ふーふつ [fuːfutsɨ]【名詞】（人が近づ

く）気配、（足音などでわかる）帰って

きた気配。 【例】からー　はずならー

　にゃーんば　かいが　ふーふっちゃ

　っさいん（彼は足音を立てないので

彼が帰ってきたかどうかわからない）。

ういが　ふーふっちゃ　はずならひー

　っさいどぅす（彼が来るときは足音

でわかる）。

ぶーや　とぅい [buːja tui] 【成句】

奥の小部屋に閉じこもること。 【例】

ぱーや　ういびとぅ　なりー　ぶーや

　とぅい　うたい（おばあさんは年取

って（病弱になり）奥の小部屋に閉じ

こもっていた）。［類］ぶーゆとぅい。

ぶーら [buːra] 【名詞】［C］年の近い

もの。 ［変異］ぶーりゃ。

ぶーりゃ [buːrja]【名詞】［C］年の近

いもの。 【例】ぶーりゃたが　うぐな

ーい（年の近い者同士の集まり）。［変

異］ぶーら。

ふぁーす [faːsɨ]【動詞】［s/h 語幹］［A］

（手で）殴る、（かかとを）ぶつける、（石

などを）ぶつける。 【例】みんたっゔ

ぁう　じゃらてぃ　ふぁーし（耳の周

囲を（平手で）ばしっと叩け）。まーま

う　がんまてぃー　ふぁーす（げんこ

つをガッチンとくらわす）。あどぅぐる

ー　ふぁーす（かかと落としを食らわ

せる）。うーつつひー　いっそぅ　ふぁ

ーし（ハンマーで石を叩け）。

ふぁーす [faːsɨ]【動詞】［s/h 語幹］［A］

穴を埋める、（失敗などの）穴埋めをす

る。 ［類］っふぁす。

ふぁーず [faːzɨ]【動詞】［g 語幹］［A］

（他人の悪口を）言って回る。 【例】ひ

とぅー　ふぁーず（人の悪口をいいふ

らす）。［変異］ふぁやず。

ふぁーんふい　ななまかい
[faːnfui nanamakai]【成句】食べない振
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ふぁーんふい　ななまかい

りして沢山食べる人。 【例】ばー　は

らいっぱいてぃ　あっじー　あとぅん

　っさん　ふいやひー　いかっさまい

　ふぁう　ひとぅーうどぅ　ふぁーん

ふい　なな　まかいてぃー　あい（私

はお腹一杯と言って後でこっそりとい

くらでも食べる人を「食べない振り七

お椀」と言う）。からー　むいとぅぬ　

ふぁーんふい　ななまかい（彼は食べ

てないふりをして大食らいする）。

ふぁいでぃむぬ [faidimunu] 【名

詞】食べでがあること。

ふぁいぱなつ [faipanatsɨ]【動詞】食

う［「ふぁい」より下品な言い方］。

ふぁう [fau] 1○【動詞】［w 語幹］［A］食

べる。【例】あしゅー　ふぁう（朝ご飯

を食べる）。んなーぎゃー　ひーまむぬ

　ふぁーん（まだ昼飯は食べていない）。

まくがんぬぎゃー　ふぁいや　みーん

（ヤシガニは食べたことがない）。うっじ

ゅぎゃー　ふぁいみーみーだ（ウツボ

は食べたことあるかい）。うらー　ばが

　ふぁうぬ　むちゃー　にゃーん（そ

れは私の食べる分はない［私の取り分

はない］、それは私の食べる分としては

十分ではない［私が全部食べたい］）。ふ

ぁうがまい（食べ飽きる）。ふぁうあま

らす（食べ残す）。ふぁうはっじゃつ（食

べ損ねる）。ふぁいでぃむぬ（食いでが

ある）。わーや　あてぃ　ふぁうや　ひ

ー　みーがまいまい　ひーどぅー（豚

肉は食べ過ぎて、見飽きもしている）。

2○【動詞】［w 語幹］［A］生活する、生

きる、食っていく。【例】きゅーまい　

すかまー　ひー　ふぁーだかー　なら

ん（今日も仕事して生きないとならな

い）。あいぬ　くー　かまらす　ゆーゆ

ぎゃー　ふぁーん（こんなに苦しくて

悲しい世は生きたくない）。あいや　ふ

ぁーいん（そんなふうには生きていけ

ない）。 3○【動詞】［w 語幹］［A］する、

やる。【例】なうす　ふぁーっでぃどぅ

　あいぬ　くとぅ　ほぅー（何のため

にそんなことをするのか）。なうす　ふ

ぁーっじゃーにゃーだ　あいぬ　いた

らーん　くとぅーぎゃー　ほぅん（何

のつもりなのかあんなつまらないこと

はしない）。 4○【動詞】［w 語幹］［A］（人

を）だます。【例】かいん　ふぁーいー

にゃーん（かれにだまされた）。 5○【動

詞】［w 語幹］［A］浪費する。【例】あ

いてぃがー　あいだき　ふぁうどぅす

（あったらあったで浪費する）。 6○【補助

動詞】［w 語幹］（動詞連用形について、

完了の強調を表す、失敗等のニュアン

スが濃いが、必ずそうとは限らない。）～

てしまう［無意志の自動詞には使えな

いか不自然、その場合は「ふぁーいー

にゃーん」を使う］。【例】やーゆ　っ

ゔぃ　ふぁいにゃーん（家を売ってし

まった）。ったつきゃー　なきー　ふぁ

いにゃーん（叩いたら泣いてしまった）。

やーや　っちゅりー　ふぁーいにゃー

ん（家は壊れてしまった）。やーゆ　っ

ちゅらひー　ふぁいにゃーん（家を壊

してしまった）。からー　ぬどぅー　ふ
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ふぁうがしー

っでぃー　すにー　ふぁーいにゃーん

（彼は首をくくって死んでしまった）。

ふぁうがしー [fauɡaɕiː]【成句】（家

の修理の時などに）本当に手伝うので

はなく、食事に参加し手伝っているの

だとすること（あるいは言うこと）。

ふぁうふー [faufuː] 【名詞】食事中

や、宴会などに出会って食事をもらう

こと、食べ福、食事運。

ふぁうふつ [faufutsɨ]【名詞】食べる

口（食うに困らないこと）、仕事。【例】

きゅーまい　ふぁうふっちゃ　にゃー

ん（今日も仕事はない）。にんぎんぬ　

っふぁー　ふぁうふっちゃ　ありどぅ

　んまりーふー（人間の子供は食うこ

とに困らないように生まれてくる［＞

人間は助けあって生きていく］）。［類］

ふぁいふつ。

ふぁうむぬ [faumunu] 【名詞】食べ

物。 【例】きゅーまい　ふぁうむぬー

　にゃーん（今日も食べ物がない）。

ふぁや [faja] 【名詞】［C］（接尾辞的

に）～を食うひとやもの、～を消費する

ひとやもの。 【例】くぬ　くるまー　

やぐみ　あっゔぁふぁや（この車は燃

費が悪い）。びきどぅん　ふぁや（男を

駄目にする女）。ひとふぁや（詐欺師）。

でぃんふぁや（お金を浪費する人、（維

持や所有に）お金がかかるもの）。やー

　ふぁや（家を食潰す人）。

ふぁやず [fajazɨ]【動詞】［g 語幹］［A］

（他人の悪口を）言って回る。 ［変異］

ふぁーず。［類］ふやず。

ふい [fui]【動詞】［r/rr 語幹］［C］振る。

【例】んばてぃー　かなまいゆ　ふり

ーにゃーん（いやだと首を振った）。は

たう　ふり（旗を振れ）。てぃーゆ　ふ

い（手を振る）。

ふい [fui] 【接尾辞】動詞の基本形につ

いて、その動作をするふりをする、～ふ

り。 【例】にゅうふい（眠っているふ

り）。なつふい（うそなき）。うむくと

ぅ　あい　ふい（頭の良さそうなふり）。

でぃん　あいぎ　ふい（お金がありそ

うなふり）。かりゅーぎゃー　っさん　

ふい　あっそぅ（彼のことは知らない

ふりをしなさい）。うむっしふぁにゃー

ん　はなす　あたいそぅが　ばー　ば

らうふい　ほぅーたい（面白くない話

だったが私は笑うふりをした）。ばー　

すかまんかい　いつふい　あすたいそ

ぅが　いかっだん（私は仕事に行くよ

うなふりをしたが行かなかった）。

ふぃー [fiː] 1○【動詞】［母音語幹］［A］

（動植物に餌、水などを）与える；（話者

が聞き手や第三者にものを）やる、あげ

る；（聞き手や第三者が話し手およびそ

の身内にものを）くれる。 【例】がう

らんかい　みずまい　ふぃー　っふぁ

いまい　ふぃー（ニガウリに水もまき、

肥料も入れる）。ひんじゃん　っさう　

ふぃー（山羊に草をやる）。うるーぎゃ
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ぶい

ー　っゔぁん　ふぃーでぃ（これをお

前にやろう）。うるーぎゃー　ばぬんか

い　ふぃーさまてぃ（これを私に下さ

い）。かいがどぅ　ばぬん　でぃんぬ　

ふぃーたい（彼が私にお金をくれた）。

そぅるいどぅ　かぎさ　やいば　むぬ

ーぎゃー　ひとぅみ　ふぃーる（みん

なで集まる方が楽しいから食事は一緒

に食べるようにさせてくれ）。　 2○【動

詞】［母音語幹］［A］（父親などが聞き

手や第三者に娘を）嫁にやる、（父親な

どが話し手およびその身内に娘を）嫁

にくれる。【例】ばが　みどぅんっゔぁ

うぎゃー　っゔぁがまんかいや　ふぃ

ーじゃーん（私の娘はお前なんかには

やらない）。っゔぁが　っふぁう　ばぬ

ん　ふぃーる（あなたの娘を私にくれ）。

3○【補助動詞】［母音語幹］［A］（動詞連

用形について、話者が聞き手や第三者

に）～てやる、～てあげる；（動詞連用形

について、聞き手が、第三者や話し手お

よびその身内に）～てくれる。【例】ぶじ

ゃー　ばぬん　でぃんぬ　かしーふぃ

ーたい（おじさんは私にお金をかして

くれた）。やらびん　っぞぅぬ　ほぅに

ゃー　とぅい　ふぃー（子供に魚の骨

を取ってあげる）。

ぶい [bui] 1○【動詞】［母音語幹］［C］（犬

などが）吠える。 【例】いんぬ　ぶい

ーゆー（犬が吠えている）。 2○【動詞】

［母音語幹］［C］口うるさく言う。【例】

まーぬ　ぶいな（あんまり文句を言う

な）。

ぶい [bui] 1○【動詞】［r/rr 語幹］［C］（木

の枝などをわざと）折る；（事故などで

足などを）折ってしまう；（釘や針金を）

折り曲げる；（立っている木や植物をな

たなどで）切り倒す、またそのように

して（サトウキビなどを）収穫する。

【例】まつぎーぬ　ゆだう　ぶいてぃが

ー　だみ（松の木の枝を折ったらだめ

だ）。はずぬ　ほぅにゅー　ぶりーにゃ

ーん（足の骨を折ってしまった）。かに

ふっじゅ　ぶい（釘を曲げる）。ぶーっ

じゅ　ゆつひー　ぶい（サトウキビを

手斧で切り倒す）。［類］ぶり（母音語

幹）。2○【動詞】［r/rr 語幹］［C］（骨が）折

れる、（紙が）折れる、（釘や針金が）折

り曲がる、（腰が）曲がる。【例】はずぬ

　ほぅにぬ　ぶりーにゃーん（足の骨

が折れた）。かでぃふつん　ぶーっじゃ

　ぶりーにゃーん（台風でサトウキビ

が折れた）。くーぶり　ういびとぅ（腰

の曲がった年寄り）。［類］ぶり（母音語

幹）。 3○【動詞】［r/rr 語幹］［C］（着物な

どを）折りたたむ、（紙を）折る。【例】

つんぬ　きつぎんてぃ　ぶい（着物を

きれいに折りたたむ）。かびーゆ　ぶり

ー　つるー　ちゅふー（紙を折ってつ

るを作る）。［類］ぶり（母音語幹）。 2○

【動詞】［r/rr 語幹］［C］（神から）もらう、

奉（うけたまわ）る、頂く（敬語形）。

ぶい [bui] 1○【動詞】［母音語幹］［C］（神

から）もらう、奉（うけたまわ）る、頂

く（敬語形）、（給金などを）もらう、（命

を）助けられる。【例】きゅーや　あみ
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ぶい

ゃー　ぶいー　ぶーずまい　ういなう

い　あすどぅす（今日は（めぐみの）雨

を得て、サトウキビもまたちゃんとそ

だつだろう）。ばー　すかまんきー　で

ぃんぬ　ぶいくーでぃ（私は仕事に行

って、お金をかせいで来よう）。かんが

なすから　くがにゅー　ぶいたい（神

様から子供をさずかった）。かいが　う

ぶき　んぬっちゅ　ぶいたい（彼のお

かげで命を救われた）。［類］ぶい（r/rr

語幹）。

ぶい [bui]【名詞】［C］着物の幾何学模

様。

ぶいたが　ぶいた [buitaɡa buita]

【副詞】ぶつぶつと（文句をいう）。【例】

うぬ　さきぬみゃー　びゅーいどぅ　

ぶいたがぶいたてぃー　ぶいたみきゅ

ーい（その酒飲みは酔っぱらって、ぶ

つくさ文句を言っていた）。

ぶいたみつ [buitamitsɨ] 【動詞】［k

語幹］ぶつぶつ文句をいう。 ［変異］

ぶいたみふ。［類］ぶいみつ、たいみつ、

だいみつ。

ぶいたみふ [buitamifu]【動詞】［k 語

幹］ぶつぶつ文句をいう。 ［変異］ぶ

いたみつ。［類］ぶいみつ、たいみつ、だ

いみつ。

ぶいない [buinai] 【副詞】微動だに

（にしない）。 【例】ほぅいっさ　ぶい

ないや　とぅんまほぅん（この大石は

微動だにしない）。［変異］ぶーない。

ぶいみきゃ [buimikja] 【名詞】口う

るさい人、文句を言う人。 【例】ふが

ます　ぶいみきゃー　いつまい　ぶい

みきーどぅ（口うるさい人は　いつも

ブツブツと文句を言う）。

ぶいみつ [buimitsɨ] 【動詞】［k 語幹］

口うるさく言う、文句を言う、小言を言

う。 【例】かまぬ　っざー　ぶいみつ

んまり（あそこのお父さんはブツブツ

文句を言う奴だ）。かいが　みどぅんな

　ぶとぅぬ　なうゆ　あすんまい　い

つまい　ぶいみきーどぅー（彼の奥さ

んは旦那がなにをしてもいつも文句を

言っている）。やらびあいきゃー　ばー

　いつまい　っざから　ぶいみかい　

うたい（こどものころ私はいつも父親

から小言を言われていた）。［変異］ぶい

みふ。［類］ぶいたみつ、たいみつ、だ

いみつ。

ぶいみふ [buimifu] 【動詞】［k 語幹］

口うるさく言う、文句を言う、小言を言

う。 ［変異］ぶいみつ。［類］ぶいたみ

つ、たいみつ、だいみつ。

ぶいむぬ [buimunu] 【名詞】奉り物、

祭事、祝いからの頂き物、お祝いで頂く

ご馳走、神様に供えたものを下げた飲

食物、おさがり。【例】やらびゃー　ゆ

ーいぬ　ぶいむぬー　とぅいが　いつ

（子供はお祝いのご馳走を取りに行く）。

ふか [fuka]【形容詞】［B］（水深が）深

い。【例】ふか　あうそぅ（深い海）。ふ

か　いん（深い海）。くまなぎゃー　ふ
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ふか

かかいば　はっじゃ　いんぬ　そぅく

んかいや　つかん（ここら辺は深いの

で、足が海の底につかない）。うまー　

ふかかいば　まさぐん　うーぎ　（こ

こは深いのでちゃんと泳げ）。

ふか [fuka]【形容詞】［B］（ものや地面

が）固い、（体が）固い。［変異］ぷか。

ぷか [puka]【形容詞】［B］（ものや地面

が）固い、（体が）固い。 【例】ぷかぐ

ーゆ　ばい（固い岩を割る）。くぬ　か

ーっさ　ぷかかいば　かまいん（この

菓子は硬くて噛めない）。ゆながい　ひ

むーひー　ずーや　ぷかかいば　かで

ぃらいん（長い間干ばつで地面が固い

ので耕せない）。ういびとぅん　なりー

　ばかかいんつきゃー　どぅーや　ぷ

かふ　なりーどぅー（年を取って若い

時より体がかたくなっている）。［変異］

ふか。

ふがい [fuɡai] 1○【動詞】［r/rr 語幹］［C］

不平、不満を言う。【例】まーぬ　ふが

いな（そんなに不平を言うな）。からー

　いつまい　たるんかいまい　ふがい

りゅー（彼はいつも誰に対しても不満

を言っている）。［類］ふがいり。 2○【形

容詞】［C］愚痴っぽい。【例】やぐみ　

ふがいびとぅ（とても文句を言う人）。

ぶがい [buɡai] 1○【動詞】［r/rr 語幹］［C］

疲れる。【例】きゅーや　あみゃー　っ

ふぃー　どぅーや　ぶがっりゅー（今

日は雨が降って体がだるい）。 2○【名詞】

［A］疲れ。【例】ぶーずぶいぶがい（サ

トウキビの収穫疲れ）。

ぷかい [pukai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

固くなる。 【例】っしかいば　てぃー

まい　ぷかりーどぅーい（寒いので手

もかじかんでいる）。［変異］ほぅかい。

ふかいぬみー [fukainumiː] 【名詞】

（取れないぐらい）深いところ、（探せな

いほど）奥まったところ。【例】たくー

　ふかいぬみーんどぅ　うるーば　と

ぅらいん（（その）タコは奥深いところ

にいるので取れない）。でぃんな　むい

とぅ　ふかいぬ　みーん　ばちゃみー

　あたいそぅがどぅ　ぬそぅまいーに

ゃーん（金はとても奥まったところに

隠してあったが、盗まれてしまった）。

ふがいり [fuɡairi] 【動詞】［r/rr 語幹］

不平、不満を言う。【例】ふがますんま

りゃ－　きゅーまい　ふがいりーどぅ

（うるさい奴は今日も口うるさくブツブ

ツものを言っている）。［類］ふがい。

ふがいり [fuɡairi] 【動詞】［r/rr 語幹］

（ものが）消えてなくなる、（家庭が）一

家離散する。 【例】かまぬ　やーや　

ふがっりー　はりーにゃーん（向こう

の家は一家離散してしまった）。［類］ふ

がい。

ふかす [fukasɨ]【動詞】［s/h 語幹］［A］

（大、小便を）漏らす。 【例】すばいゆ

　ふかす（小便を漏らす）。っそぅー　

ふかす（大便を漏らす）。
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ぶがなす

ぶがなす [buɡanasɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］〘歌語〙分相応な振る舞いをする。

【例】ぶがなしば　ぶがどぅ　ない（そ

の地位になればその地位にふさわしく

なる［古謡「豆の花」から］）。

ふがましゃ [fuɡamaɕa]【名詞】口う

るさい人。 【例】かぬ　ういびとぅー

　やぐみ　ふがましゃ（あの老人はと

ても口うるさい人だ）。

ふがます [fuɡamasɨ] 1○【形容詞】口う

るさい、よく文句を言う。 【例】ふが

ます　ういびとぅ（口うるさい老人）。

ういびとぅん　ないてぃがー　たるま

い　ふがますふ　ない（老人になると

だれもが口うるさくなる）。 2○【形容詞】

（子供が）だだをこねる、（動詞基本形に

ついて）～するさいに文句を言う。【例】

やらびゃー　んまんかい　っそぅいや

ひー　ふがますふ　ない（その子は母

親についていこうとしてぐずる）。にゅ

ーふがます　やらび（寝るときにぐず

る子供）。うらー　いつまい　ふぁうふ

がます　やいば　ういんな　むぬーぎ

ゃー　ふぃーだうり（あいつはいつも

食べるものに文句を言うのであいつに

食べ物をやるな）。 3○【名詞】文句を言

うこと、またはそのような人、だだを

こねること、またはそのような人。【例】

まーぬ　ふがます　あすな（あんまり

口うるさく言うな）。

ふかみー [fukamiː]【名詞】奥目。【例】

ふかみー　みどぅん（奥目の女性）。

ふからす [fukarasɨ]【形容詞】嬉しい、

楽しい、幸せだ。【例】にんぎんな　っ

じすんつきゃー　ふぃーばどぅ　ふか

らすかい（人間は貰うよりも与える方

が嬉しい）。ばー　っゔぁん　いじゃう

てぃがー　いつまい　ふからす（私は

あなたに出会ったらいつも嬉しい）。ふ

からっさー　なだとぅ　ひとぅみ（嬉

しさは涙とともに（ある））。［変異］ほ

ぅからす。

ふからっさむい [fukarassamui]【形

容詞】嬉しがりな、嬉しがりだ。 【例】

ふからっさむい　ひとぅー　いつまい

　ばらい　ばらいてぃー　あす（嬉し

がりの人はいつもニコニコしている）。

ぶがり [buɡari] 【形容詞】［C］気だる

い。 【例】きゅーや　あみゃー　っふ

ぃー　ぶがりかいば　ならん（今日は

雨が降って気だるくてしかたがない）。

ふき [fuki] 1○【動詞】［母音語幹］［A］

口をすぼめて息を出す、（笛を、ほらを）

吹く、（煙草を）吸う。 【例】あつむぬ

ーぎゃー　ふーふーてぃ　ふきー　ふ

ぁい（熱い食べ物はふーふーと吹いて

食べろ）。からー　いつまい　ぶらう　

ふきーまーい（彼はいつもほらを吹い

て回ってる）。すばびーゆ　ふきる（口

笛を吹け）。［類］ふつ。 2○【動詞】［母音

語幹］［A］（風が）吹く。【例】かでぃぬ

　ふき（風が吹く）。［類］ふつ。 3○【動

詞】［母音語幹］［A］（中から液体、気

体が）吹きだす。【例】ほーっさ　ぱず
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ふき

きー　みっじゃ　ふきーにゃーん（ホ

ースが破裂して水が吹きだした）。すば

いぬどぅ　ふきぎかい（小便が漏れそ

うだ）。ぴーぬどぅ　ふきぎかい（おな

らが漏れそうだ）。［類］ふつ。 4○【動詞】

［母音語幹］［A］（水が）沸騰する、（鍋、

やかんなどが）噴（ふ）く。【例】みっ

じゃ　ふきー　どぅーい（水は沸騰し

ている）。なびぬ　んっつーや　ふきー

どぅー（鍋のおつゆが沸騰している）。

［類］ふつ。 5○【動詞】［母音語幹］［A］

（息、命が）途絶える。【例】んぬつぬ　

ふきーきゃ（命が途絶えるまで）。［類］

ふつ。

ふき [fuki]【動詞】［母音語幹］［A］（家

と家の間などを）通り抜ける。【例】う

まぬ　やーばっさ　ふきらいん（ここ

の家と家との間は通り抜けられない）。

［類］ふつ。

ぷき [puki] 1○【名詞】［B］細かいゴミ、

ほこり。 【例】うまぬ　ぷきゅー　は

うつひー　はうき（ここの細かいゴミ

を箒で掃け）。てれびぬ　はなぬ　ぷき

ゅー　ういひー　はらい（テレビの上

の細かいゴミをこれで取り除け）。［変

異］ほぅき。 2○【名詞】［B］フケ。［変

異］ほぅき。

ぷぎ [puɡi]【動詞】［母音語幹］［A］（心

が）満ち足りる、満足する。［変異］ほ

ぅぎ。

ふきゃかす [fukjakasɨ] 【動詞】［s/h

語幹］疾走する；（皿などを）投げて割

る。 【例】ふきゃかひー　まいぬ　ひ

とぅー　んぎ（疾走して前の人を追い

越せ）。

ふきゃぎ [fukjaɡi] 【名詞】［C］〘食〙

十五夜に食べる米の団子（小豆と一緒

に煮る）。［平良と西原ではふきゃぎの

つくりかたがちがう。平良ではもち米

の粉で団子をたいて、そのだんごに塩

味のするあずきをつける。西原では団

子と小豆を一緒にたく］。 【例】ふき

ゃぎゃー　ぷかかいば　んぶひー　ふ

ぁーでぃ（この米の団子は固いので蒸

して食べよう）。まみそぅい　ふきゃぎ

（小豆が表にのった団子）。

ふきゃつ [fukjatsɨ] 【動詞】［k 語幹］

［C］突進する。 ［変異］ふきゃふ。

ふきゃふ [fukjafu] 【動詞】［k 語幹］

［C］突進する。 ［変異］ふきゃつ。

ふく [fuku] 【名詞】［C］〘食〙（食用と

しての動物の）肺臓。 【例】わーぬ　

ふくー　んまかいむぬ　あらん（ブタ

の肺はうまいものではない）。

ふくい [fukui] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］

腫（は）れる、膨（ふく）れる。 【例】

やらびゃー　ひとぅいがーまーす　く

んぎー　かたむすまい　ふくりーうた

い（子供を一日中おんぶして肩もはれ

ていた）。たうしんばいや　ひどぅ　み

はなー　ふくりゅー（おたふく風邪で

顔が腫れている）。
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ふぐい

ふぐい [fuɡui]【名詞】［C］陰嚢（ふぐ

り）、蟹・ヤドカリ等のお腹の卵。【例】

あらがんぬ　ふぐいゆ　あらう（オカ

ガニが産卵する）。

ふぐみ [fuɡumi] 【名詞】［A］くぼみ、

溝。 ［変異］ふぐん。

ふぐん [fuɡun] 【動詞】［m 語幹］［A］

くぼむ、へこむ。 【例】かまぬ　んっ

ちゃ　ふぐみゅーば　まさがん　うん

てんあっそぅ（あそこの道はくぼんで

るから注意して運転しろ）。くるまぬ　

ばんぱーや　ふぐみーどぅー（車のバ

ンパーがへこんでいる）。

ふぐん [fuɡun] 【名詞】［A］くぼみ、

溝。 【例】うまぬ　ふぐんぬ　またぎ

ー　くいる（ここの溝をまたいで越え

ろ）。ふぐんー　はっじゃ　とぅらいー

にゃーん（くぼみに足をとられた）。は

いぬ　ばだぬ　ふぐんぬぎゃー　まさ

ぐん　あいき（畑の溝の窪みはちゃん

と歩け）。［変異］ふぐみ。

ふさ [fusa] 1○【名詞】［B］数量、量。

【例】くるまんかいや　はいー　ふさど

ぅ　はいー（車には入るだけしか入ら

ない）。かいが　ふさ　ばぬんまい　ふ

ぃーさまてぃ（彼と同じ量を私にも下

さい）。 2○【助数詞】（数詞を伴って）～

倍。【例】ふたふさ（２倍）。からー　む

ぬーぎゃー　ばが　ふたふさ　ふぁう

どぅす（彼は食べ物を私の２倍食べる）。

からー　ばぬんつきゃー　いふふさま

い　はーふだー（彼はわたしより何倍

も速い）。

ふさ [fusa]【名詞】［B］草。【例】ぬー

まぬ　っさかいや　やらびんみぬ　す

かま（馬の草刈りは子供達の仕事）。ん

つふさうぎゃー　ふぁーだ　はやまり

　あいき（道草を食ってないで早く歩

け）。［変異］っさ。

ふさ [fusa]【名詞】［C］噂、噂話。【例】

あいや　ひとぅぬ　っさうぎゃー　ほ

ぅん（そんなに人の噂話はしない）。［変

異］っさ。

ふさ [fusa]【形容詞】［B］臭い。 【例】

うぬ　っぞぅー　っさりー　ふさかい

ば　ならん（その魚は腐っていてくさ

くてしかたがない）。ふさ　びー（臭い

屁）。ふさ　いつ（臭い息）。

ふさい [fusai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

腐る、腐った。【例】ふさい　むぬーぎ

ゃー　ふぁーん（腐ったものは食べな

い）。っぞぅー　ふさりや　うらん（魚

は腐っていない）。ふさい　んー（腐っ

た芋）。［変異］っさい。［類］ふさり。

ふさか [fusaka]【名詞】［C］これだけ。

［変異］くさか。［類］うさか。

ふさがい [fusaɡai] 1○【動詞】［r/rr 語

幹］（道を）ふさぐ、（穴を）埋める。

【例】うまー　んーなが　あいつ　んつ

　やいば　うまうぎゃー　ふさがいな

（そこはみんなの通り道だからそこをふ

さぐな）。うまぬ　あなうぎゃー　ふさ
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ふさき

がい（ここの穴を塞ぐ）。［類］ふさず、

ふさがい（母音語幹）。 2○【動詞】［r/rr

語幹］（障害物で道が）ふさがる、通れ

なくなる；（穴が）埋まる。【例】うま

ぬ　んっちゃ　みっじゃ　たまりー　

ふさがりゅーば　かまう　あいき（こ

の道は水が溜まって通れなくなってい

るからあっちを歩け）。かまぬ　あなー

　んなまー　ふさがりーどぅー（あそ

この穴はもう埋まっている）。 3○【動詞】

［母音語幹］（道を）ふさぐ、（穴を）埋

める。［類］ふさず、ふさがい。 4○【名

詞】（通り道を）ふさいでいるもの、ま

た、通り道をふさぐこと；（表情が）暗

いこと。【例】うまぬ　ふさがいゆ　と

ぅいすてぃる（そこの（通り道を）ふさ

いでるものをどかせ）。うまん　たちー

　あいや　ふさがいや　ほぅん（そこ

に立って道をふさぐな）。うむてぃ　ふ

さがい（顔の表情が暗い人）。

ふさき [fusaki]【名詞】［C］これだけ。

［変異］くさき。

ふさず [fusazɨ] 【動詞】［g 語幹］［A］

（道を）ふさぐ、（穴を）埋める。 ［類］

ふさがい（母音語幹、子音語幹）。

ふさに [fusani]【名詞】［A］（小さい芋

などが付いた、主根になりかけている）

根。 【例】いみすず　んーがまうどぅ

　ふさに　んーがまてぃー　あい（小

さい芋を「ふさに　んーがま」という）。

［変異］っさに。

ふさり [fusari]【動詞】［母音語幹］［C］

腐る。 【例】まいや　ふさりーどぅー

（米は腐っている）。ふさりまい（腐った

米）。［類］っさい、っさり。

ふし [fuɕi]【名詞】［C］癖、性癖。［変

異］ふす。

ふしびゃ [fuɕibja] 【名詞】［C］言う

ことを聞かない暴ん坊、管理が難しい

人や馬。 【例】ふしびゃ　ぬーま（言

うことをきかない暴れ馬（皮肉で人間

にも使う））。ふしびゃ　んまり（人の

言うことを聞かない奴）。ふしびゃ　や

らび（腕白坊主）。［類］ぎずぎゃうな。

ぶじゃ [buʑa] 【名詞】［C］おじさん

（父方、母方、父親、母親より上か下か

は問わない）親族でなくとも近所の中

年以上の男性を指すこともできる。名

称、呼称ともに使える。 【例】かいが

どぅ　はーぶじゃ（彼が足の速いおじ

さんだ）。

ぶじゃがま [buʑaɡama] 【名詞】お

じさんの中で一番年齢が若い人。

ぶじゅぶじゅ [buʑubuʑu] 【オノマ

トペ】ニョロニョロ。

ぶじゅみつ [buʑumitsɨ]【動詞】［k 語

幹］（ヘビなどの動作が）ニョロニョロ

する；（虫などが集まって）動く。［変

異］ぶじゅみふ。

ぶじゅみふ [buʑumifu]【動詞】［k 語

幹］（ヘビなどの動作が）ニョロニョロ

する；（虫などが集まって）動く。【例】
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ふす

はうぬどぅ　ぶーずぬ　はーがらぬ　

すたから　ぶじゅぶじゅてぃー　ぶじ

ゅみきー　いでぃっちゅー（ヘビがサ

トウキビの葉っぱの下からニョロニョ

ロと這い出てきた）。むいとぅ　はーさ

ぬ　むすぬどぅ　きーぬ　すたん　ぶ

じゅみきゅーたい（とてもたくさんの

虫が木の下にうじゃうじゃうごめいて

いた）。［変異］ぶじゅみつ。

ふす [fusɨ]【名詞】［C］癖、性癖。【例】

やな　ふす（悪い癖）。っゔぁが　やな

ふしゅーぎゃー　なうし（お前の悪い

癖を直せ）。［変異］ふし。

ふす [fusɨ]【名詞】［B］（竹や木などの）

節（ふし）。 【例】たきぬ　ふす（竹の

節）。きーぬ　ふす（木の節）。ふすあな

（節穴）。

ふす [fusɨ] 【名詞】［B］櫛（くし）。

【例】ふすひー　あかう　きっず（櫛で

髪をすく）。

ふず [fuzɨ]【名詞】［B］くじびき、また

くじびきに用いる紙片など。 【例】ふ

っじゅ　ひつ（くじを引く）。ふっずぬ

　あたい（くじがあたる）。はーにゃー

　ふずん　あたりー　うーんまん　な

いたい（一番上のお姉さんはくじにあ

たって、ウーンマになった）。

ふず [fuzɨ]【名詞】［B］（手、足、体の）

首、襟足。 【例】てぃーふず（手首）。

はずふず（足首）。ぬどぅふず（首）。や

らびゃー　ふっじゃ　むちーどぅーい

（（この）子供は首が座っている）。

ふず [fuzɨ] 【名詞】［B］釘。 【例】か

にふず（鉄の釘）。きーふず（木の釘）。

ふっじゅ　うつ（釘をうつ）。ふっじゅ

　んず（釘を抜く）。くぬ　ふっじゃ　

まがりーどぅー（この釘は曲がってい

る）。

ぶす [busɨ]【名詞】［A］偉人［＜武士］。

【例】みどんぶす（女傑）。ぬーからど

ぅ　ぶっさ　いでぃー（在野から偉人

は生まれる）。

ぶす [busɨ] 【形容詞】［B］動詞基本形

について、～したがる/したい　［「ほぅ

す」（ほしい）の項を参照。「ぶす」は

「ほぅす」の連濁した形、聞き手に～し

てほしいという場合は、「動詞連用形＋

ふぃーぶす」を使う、三人称に～してほ

しいという場合は使えず、その場合は、

「～てぃがー　じゃうかい（～たらいい

のに）、「～ふぃーばー　いー（～てくれ

たらいいのに）を使う」。 【例】どぅん

ぎゃう　みーみーぶすむぬ（マグロの

大群を見てみたい）。［変異］ほぅす。

ぷず [puzɨ] 【動詞】［g 語幹］［A］（心

を）満たす。 ［変異］ほぅず。

ふずー [fuzɨː]【形容詞】［C］身支度が

遅い。 【例】みどぅんな　ふずーかい

ば　ならん（女性は身支度が遅くてな

らない）。

ふずー [fuzɨː]【形容詞】［C］もたもた

すること、準備に時間がかかること。

【例】みどぅんみゃー　ふずーかいば　

まちゃいん（女性たちは準備に時間が
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ふすい

かかって待ってられない）。ふずー　み

どぅん（準備に時間のかかる女）。

ふすい [fusɨi] 【名詞】［C］薬。 【例】

ふすいゆ　ぬん（薬を服用する）。ほぅ

がさんかい　ふすいゆ　まみー（おで

きに薬を塗る）。［変異］っそぅい。

ふずくぱ [fuzɨkupa]【名詞】くじ運の

悪い人。

ふずつ [fuzɨtsɨ] 【名詞】［A］（家の周

りの）敷石、家の縁石。 ［類］ふずつ

いす。

ふずついす [fuzɨtsɨisɨ]【名詞】（家の

周りの）敷石、家の縁石。［類］ふずつ。

ふすぶす [fusɨbusɨ] 【名詞】（関節な

どの）節々。 【例】ふすぶす　やんか

いば　いちゃかいば　あいかいん（節

々が痛むから痛くて歩けない）。

ふずやぱ [fuzɨjapa] 【名詞】くじ運の

良い人。【例】からー　ふずやぱびとぅ

　やいば　たからふっじゅぎゃー　か

いん　かーし（あいつはくじ運の良い

人だから宝クジはあいつに買わせろ）。

ふずんみ [fuzɨmmi]【名詞】〘地名〙西

原の後方にある丘。

ふそぅ [fusu] 【名詞】［B］糞。 【例】

ふそぅー　まい（大便をする）。えっげ

ー　ふそぅー　んﾟみーにゃーん（しま

った、糞をふんでしまった）。ふそぅん

な　はいぬどぅ　むいとぅ　たかりゅ

ー（糞にはハエが集っている）。ふそぅ

だすからんんまり（どうしようもない

奴）。［変異］っそぅ。

ふそぅい [fusui]【名詞】［C］薬。［変

異］っそぅい。

ふそぅすばい [fususɨbai]【名詞】糞

尿。 【例】つんだらさ　ういびとぅな

りどぅ　ふそぅすばいや　むちゃいー

ゆー（可哀想に年取って下の世話をし

てもらっている）。

ふそぅだすからん [fusudasɨkaran]

【成句】仕事をしない、（障がいなどがあ

って）仕事ができない。 【例】すかま

ーひらいん　ふそぅだすからん　んま

り（仕事のできない能のない奴）。

ふそぅみず [fusumizɨ] 【名詞】海水。

【例】ふそぅみっじゅ　んﾟん（海水

を汲む）。うーふぁっじゃいきー　ふそ

ぅみっじゃ　はーさ　ぬみーにゃーん

（溺れそうになって海水をたくさん飲ん

でしまった）。［変異］ふすみず、ほぅす

みず。

ぶた [buta] 1○【形容詞】［A］（見かけよ

り中身が）多い。 【例】ういがどぅ　

ぶたかいはず　やいば　うるー　とぅ

い（こちらが中身が多そうだからこっ

ちを取れ）。くぬ　はくぬどぅ　ぶたか

い（この箱の方が中身が多いよ）。かま

ぬ　っぞぅぬどぅ　ぶたかいどー（あ

っちの魚の方が中身が多いよ）。 2○【接

尾辞】（見かけより内容物が）多い、（嬉

しさなどが）満ち溢れている。【例】い
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ふだー

そぅぶた（とても幸運な人）。ばー　ほ

ぅからすかいば　みはなぶたむぬどぅ

　あたい（私は嬉しくて満面の笑みだ

った）。うだまぶた（神様からのたくさ

んの果報）。うぬ　っぞぅー　みーぶた

むぬ（その魚は見かけより中身が多い）。

からー　やぐみ　いずぶた（あの人は

とても元気がいい）。

ふだー [fudaː]【接尾辞】形容詞の語幹

について、「～んだよ」「～だな」という

強調の意味を表す語尾。 【例】いみふ

だー（小さいんだ）。ほぅいふだー（大

きいんだ）。きつぎふだー（きれいなん

だ）。んずぎふだー（見にくいんだ）。い

からふだー（少ないんだ）。ひーちゃふ

だー（少ないんだ）。

ふたーい [futaːi]【名詞】〘数詞〙二人。

ふたーつ [futaːtsɨ] 【名詞】〘数詞〙二

つ。

ふたい [futai]【名詞】［B］額（ひたい）、

おでこ。 【例】うむくとぅ　あいぎ　

ふたい（頭の良さそうな額）。なが　ふ

たい（突き出たおでこ（をした人））。

ぶだい [budai] 【名詞】［B］舞台。

【例】ぶだいんかい　ぬーり（舞台にあ

がれ）。ぶだいから　うりる（舞台から

降りろ）。

ふたか [futaka] 【名詞】［A］双子。

【例】ふたかー　むいとぅ　んーしーど

ぅ（（この）双子はとっても似ている）。

ふたかいまてぃや [futakaimatija]

【成句】（否定をとって）二度とは～な

い。【例】ばー　ふたかいまてぃや　あ

いぬ　くとぅーぎゃー　ほぅじゃーん

（私は二度とそんなことはしません）。

ふたきな [futakina] 【助詞】〘接続助

詞〙（動詞連用形（＋や）、動詞基本形 +

きゃー（時）について）「～やいなや」、

「～と同時に」の意味を表す接続助詞。

【例】あいきゃー　ふたきな（言うやい

なや）。からー　ぬーまじゃき　やいば

　ぬんきゃー　ふたきな　ぎっじゃ　

ひらいん（あいつは酒癖が悪いので飲

んだらすぐに手が付けられなくなる）。

やーゆ　いでぃや　ふたきな　あみぬ

　っふぃったい（家を出たらすぐに雨

が降ってきた）。

ふたっとぅい [futattui]【動詞】［r/rr

語幹］ぼんやりする、迷う、ためらう。

【例】ふたっとりー　たちゃだうり（ぼ

んやり立っているな）。やらびゃー　

さんすーぬ　もんだいや　っさいんば

　ふたっとぅりーうたい（その子供は

算数の問題が分からないので困ってい

た）。っゔぁ　なうゆどぅ　ふたっとぅ

りゅー（お前は何を迷っているんだ）。

ふたっとぅらだ　すぐ　きみる（迷わ

ないですぐ決めろ）。［類］ふたっとり。

ふたっとぅらす [futatturasɨ] 【動

詞】［s/h 語幹］立ち往生させる、戸惑わ

す。 【例】むずかす　しつもんな　ひ

ー　やらびゅーぎゃー　ふたっとぅら
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ふたっとぅり

すな（難しい質問をして子供を困らせ

るな）。

ふたっとぅり [futatturi] 1○【動詞】

［母音語幹］ぼんやりする、戸惑う。【例】

ふたっとぅりだ　すぐ　きみる（迷わ

ないですぐ決めろ）。ばー　なうばい　

ほぅでぃがてぃー　ふたっとぅりーう

い（私はどうしようか戸惑っている）。

すかまー　なまりー　なうや　あすか

たー　にゃーだ　いつまい　ふたっと

ぅりー　うい（仕事をやめて、なにも

することがなくていつもぼんやりして

いる）。［類］ふたっとぅい。 2○【名詞】

立ち往生すること、困惑すること、ぼん

やりすること、また、その人。【例】お

い　ふたっとぅり　とぅりばりんまり

（おい、（この）ぼんやりの、うすらとん

かち）。

ふたっとら [futattora] 【名詞】ぼん

やりした人。

ふたてぃあとぅ [futatiatu] 【名詞】

一年後、来年［池間は数えで年を数える

ので、今年が１年となるため、来年は文

字通りには「２年後」となる］。 ［類］

やーに。

ふたてぃない [futatinai]【名詞】一

年前、去年［池間は数えで年を数えるの

で、今年が１年となるため、昨年は文字

通りには「２年前」となる］。 【例】ふ

たてぃないや　あみぬどぅ　むいとぅ

　うんそぅく　あたい（去年は雨がと

ても多かった）。ふたてぃないぬ　まう

きゃー　ひゃくまんえんどぅ　あたい

（去年のもうけは 100 万円だった）。［類］

くじゅ。

ぶだひつまーい [budahitsɨmaːi]
【名詞】（急激に東寄りの風が北向きの強

風になること。

ふだみ [fudami]【名詞】［A］草鞋（わ

らじ）。 【例】っしんﾟんかいや　ふだ

みゅー　んﾟみー　いつ（リーフでの潮

干狩りには草履を履いて行く）。

ふたんてぃや [futantija]【成句】（否

定をとって）二度とは～ない。【例】か

まぬ　まっちゃんかいや　ふたんてぃ

や　いかん（あそこの商店には二度と

行かない）。［類］ふたかいまてぃや。

ふちゃ [futɕa] 【名詞】［C］お喋りの

人、口数の多い人。 【例】かりゃー　

むいとぅぬ　ふちゃ（あいつはとても

おしゃべりだ）。からー　ふちゃ　やい

ば　むぬいゆぎゃー　つっちゃん（彼

はお喋りなので話をやめない）。

ぶちゃうな [butɕauna]【形容詞】（子

供が、体の）成長が遅い、年齢相応に成

長していない。 ［類］ぶちゅーな、ぶ

ちゅーい。

ふちゃんた [futɕanta] 【名詞】粘土。

ぶちゅーい [butɕuːi] 【形容詞】（子

供が、体の）成長が遅い、年齢相応に成

長していない。 ［類］ぶちゃうな、ぶ

ちゅーな。
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ぶちゅーな

ぶちゅーな [butɕuːna] 【形容詞】成

長が遅い、年齢相応に成長していない。

【例】ぶちゅーな　やらび（年齢相応

に成長していない子供）。［類］ぶちゅ

ーい、ぶちゃうな。

ぶちゅーながま [butɕuːnaɡama]

【名詞】成長が遅い、年齢相応に成長し

ていない子供。

ふつ [futsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］（風

が）吹く。 【例】きゅーや　かでぃが

まぬ　ふきー　すだすむぬ（今日はす

こし風があって涼しい）。かじゃー　き

ーぬ　あーぎんどぅ　ふつ（風は木の

上に吹く［＞一番責任のあるものには

風当たりが強いという意味］）。かいす

かでぃぬ　ふつ（台風の返し風が吹く）。

［変異］ふふ。［類］ふき。

ふつ [futsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］（家

を）建てる。 【例】やーゆ　ふつ（家

を建てる）。［変異］ふふ。

ふつ [futsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］（も

のの表面を）拭く、拭いて（汚れなど

を）取る。【例】だいゆ　ふつ（台を拭

く）。てれびぬ　はなぬ　ぷきゅー　う

いひー　ふき（テレビの上のほこりを

これで拭け）。さずひー　みはなう　ふ

き（タオルで顔を拭け）。［変異］ふふ。

ふつ [futsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］通り

抜ける。 【例】ひとぅぬ　やーや　ふ

きー　んつんかい　いでぃー（人の家

屋敷を通り抜けて道に出る）。うまぬ　

やーばっさ　ふかいん（ここの家と家

との間は通り抜けられない）。［変異］ふ

ふ。［類］ふき。

ふつ [futsɨ]【名詞】［B］仕事口。 【例】

ふっちゃ　にゃーん（仕事はない）。き

ゅーや　すかまふつ　とぅみが（今日

は仕事口探しに）。ばー　すかまー　に

ゃーんば　ふぁうふつ　とぅみが（私

は仕事がないので、仕事口を探しに（行

く））。［変異］うつ［母音間］。

ふつ [futsɨ]【名詞】［B］頃、時間；（少

しの）間、すき。 【例】ばー　ゆびゃ

ー　みどぅんぬ　やーんかい　ふー　

ふっちゅぎゃー　っさっだん（私は昨

晩の妻の帰宅時間は知らなかった）。や

らびぬ　にっゔゅー　ふつん　つんぬ

　あらーでぃ（子供が寝ている間に洗

濯しよう）。

ふつ [futsɨ]【名詞】［B］（包丁や鎌など

の）刃。【例】かたなぬ　ふつ（包丁の

刃）。っざらぬ　ふっちゅ　とぅず（鎌

の刃を研ぐ）。

ふつ [futsɨ]【名詞】［B］サンゴ礁などの

終わりのところ、縁（ふち）。 【例】っ

しぬ　うてぃふつ（礁の外側のへり）。

ふつ　あす [futsɨ asɨ] 【成句】［不規

則］（ある方向を）向く。 【例】くまん

かい　ふっちゅ　あっそぅ（こちらを

向け）。かまぬやーや　はいんかいどぅ

　ふっちゃ　ひーゆー（向うの家は南

に向いている）。
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ふつ　くぱら

ふつ　くぱら [futsɨ kupara] 【成句】

口下手。

ふつ [futsɨ] 1○【名詞】［B］口、口中。

【例】ひとぅふつ（一口）。いみふつがま

（小さい口）。ふつん　っふん（口に含

む）。あにゃ　うさきがまぬ　むぬー　

ふつんな　さーらん（そんなすこしの

食べ物では少なすぎて足りない）。あつ

ちゃーやぬみーふつぬなかーっさらひ

ーにゃーん（熱いお茶を飲んで口の中

をやけどした）。［変異］うつ［母音間］。

2○【名詞】［B］（瓶などの）口、入り口。

【例】うぬ　くぴんぬ　ふっちゃ　いみ

かいば　じょーぐぬ　にゃーだかー　

さきゃー　いりらいん（この瓶の口は

小さいので、じょうごがないと酒は入

れられない）。すまぬ　ふつんな　んな

とぅぬどぅ　あい（島の入り口には港

がある）。かでぃぬ　かいす　ふつんな

　かじゃー　にゃーん（台風の目に入

ったら風はない）。［変異］うつ［母音

間］。

ふつ [futsɨ] 1○【名詞】［B］話すこと、話

しぶり。 【例】ふっちゅ　あーす（口

裏を合わす）。ふつかた　びとぅ（口の

堅い人）。ふつがる　びとぅ（口の軽い

人）。ふつくぱい　ひとぅ（口下手な人、

吃りがちな人）。うぬ　あばさが　ふっ

ちゅぎゃー　ったきー　ならーし（そ

のお喋りの口は叩きなおせ）。ふつあじ

ゃーな　びとぅ（口の悪い人）。ふつぱ

ぎんまり（口の悪い奴）。あらふつ（歯に

衣着せぬ人）。あっゔぁふつ（誉め言葉

を並べる人）。ひゃーふつ　びとぅ（早

口の人）。ふつたーなぬ　にんぎん（口

（口先）だけの人間）。うなが　ふつん　

ふぁーいーにゃーん（自分の口に食わ

れた［＞口は禍の元］）。ふつかない　

びとぅ（雄弁な人）。［変異］うつ［母音

間］。2○【接尾辞】ことば、普通接尾辞的

に使って「～語」を表す。「うつ」と発

音される場合も多い。単独でことばを

表すときは「むぬい」を使う。【例】す

まふつ（故郷のことば）。みゃーくふつ

（宮古語［普通、平良のことばをさす］）。

やーまふっちゃ　っさいぐりむぬ（八

重山語は分かりにくい）。やまとぅふっ

ちゃ　むぬっじゃいん（共通語は話せ

ない）。［変異］うつ［母音間］。

ふつ [futsɨ] 1○【動詞】［k 語幹］［A］（水

が）沸騰する、（鍋、やかんなどが）噴

（ふ）く。 【例】みっじゃ　ふきー　ど

ぅーい（水は沸騰している）。なびぬ　

んっつーや　ふきーどぅー（鍋のおつ

ゆが沸騰している）。［変異］ふふ。［類］

ふき。 2○【動詞】［k 語幹］［A］口をす

ぼめて息を出す、（笛を、ほらを）吹く、

（煙草を）吸う。【例】あつむぬーぎゃー

　ふーふーてぃ　ふきー　ふぁい（熱

い食べ物はふーふーと吹いて食べろ）。

からー　いつまい　ぶらう　ふきーま

ーい（彼はいつもほらを吹いて回って

る）。すばびーゆ　ふつ（口笛を吹く）。

はーもにかーゆ　ふつ（ハーモニカを

吹く）。たばくー　ふつ（煙草を吸う）。

［変異］ふふ。［類］ふき。 3○【動詞】［k

435



ふつあじゃーな

語幹］［A］（中から液体、気体が）吹き

だす。【例】ほーっさ　ぱずきー　みっ

じゃ　ふきーにゃーん（ホースが破裂

して水が吹きだした）。すばいぬどぅ　

ふつぎかい（小便が漏れそうだ）。ぴー

ぬどぅ　ふつぎかい（おならが漏れそ

うだ）。［変異］ふふ。［類］ふき。 4○【動

詞】［k 語幹］［A］（息、命が）途絶える。

【例】んぬつぬ　ふきーきゃ（命が途絶

えるまで）。いつぬにーゆ　ふつ（息の

根を止める［＜息の根を吹く］）。［変異］

ふふ。［類］ふき。

ふつあじゃーな [futsɨaʑaːna] 【形

容詞】言いたい放題、言うべきことを判

断できない。 【例】かりゃー　ふつあ

じゃーなかいばならん（彼は言いたい

放題だ）。

ふつあまーす [futsɨamaːsɨ] 【形容

詞】話し方が乱暴で失礼だ。 【例】か

らー　ふつあまーすびとぅ　やいば　

ういが　むぬいゆぎゃー　つかだうり

（彼は口が悪いので彼の言うことは気に

するな）。

ふついでぃ [futsɨidi]【成句】口出し。

ぶっゔぁみつ [buvvamitsɨ] 【動詞】

［k 語幹］（大きな声で）騒ぐ；（蜂やハ

エなどがたくさん集まって）ワンワン

と音をだす。 【例】たうんばばすぬぶ

っゔぁみきゅーたい（スズメバチがワ

ンワンと音をだしていた）。［変異］ぶ

っう゛ぁみふ。［類］ばみつ。

ぶっゔぁみふ [buvvamifu] 【動詞】

［k 語幹］（大きな声で）騒ぐ；（蜂やハ

エなどがたくさん集まって）ワンワン

と音をだす。 ［変異］ぶっう゛ぁみつ。

［類］ばみつ。

ふつか [futsɨka]【名詞】［A］〘数詞〙二

日。

ふつがーい [futsɨɡaːi] 【成句】自慢

すること。

ふつかじゃ [futsɨkaʑa]【名詞】口臭。

【例】っゔぁが　ふつかじゃ－　っさ

かいば　ならん（お前の口臭は臭くて

ならない）。

ふつかた [futsɨkata] 【名詞】幸せ運。

［類］ゆー。

ふつかない [futsɨkanai]【形容詞】口

が上手い（人、ほめ上手、うまいことを

言ってだます）。 【例】かりゃー　ふ

つかない　むいとぅぬ　あっゔぁうつ

（彼は口がうまい、ゴマすりだ）。

ふつぐたい [futsɨɡutai]【名詞】反論、

口答え。 【例】まーぬ　ふつぐたい　

あすな（あまり口答え）。

ふつぐるま [futsɨɡuruma]【名詞】口

車。 【例】かいが　ふつぐるまんかい

や　ぬーいな（彼の口車には乗るな）。

ふっじゃ [fuʑʑa]【名詞】［A］クジラ。

【例】うまなぎんな　ふっじゃー　み

ーん（ここら辺にくじらはいない）。
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ふつすー

ふつすー [futsɨsɨː] 【名詞】よだれ。

【例】うぬ　やらびゃー　ふつすー　た

らしゃ（その子は良く涎を垂らす子）。

［類］っそぅすー。

ふっず [fuzzɨ] 1○【動詞】［zz/dd 語幹］

（穴などを）ほじくる、ほじくって取る；

（神経を）逆なでする。 【例】みんぬ　

ふっじー　みんぬ　っそぅー　とぅい

（耳をほじくって耳垢を取る）。わーぬ

　ほぅにぬ　ずーゆ　ふっでぃ（豚の

骨の髄をほじくって取る）。ばた　ふっ

ず（怒らせる）。からー　ひとぅぬ　ば

た　ふっずんまり（彼は人の神経を逆

なでするやつだ）。［類］ふっでぃ。 2○

【動詞】［zz/dd 語幹］（ものを見つけるた

めに、引き出し、カバンなどを）探す。

【例】ひきだしぬ　みーゆ　ふっでぃー

　かぎゅー　とぅみたい（引き出しの

中を探ってカギを探した）。［類］ふっ

でぃ。

ふっず [fuzzɨ] 1○【動詞】［zz/dd 語幹］

（縄やはりがねなどで）引っ掛けてとる。

【例】たかう　ばなひー　ふっでぃー

　とぅい（鷹をわなでひっかけてとる）。

［類］ふっでぃ。 2○【動詞】［zz/dd 語幹］

（首などを）くくる。【例】ぬどぅー　ふ

っでぃー　すにーにゃーん（首を吊っ

て死んだ）。［類］ふっでぃ。

ぶったーらす [buttaːrasɨ] 【動詞】

［s/h 語幹］揺り動かす。【例】うぬ　く

るまう　ぶったーらし（その車を揺り

動かせ）。

ふつだま [futsɨdama] 【名詞】主張し

た分だけ分け前があること。 【例】ふ

つかない　びとぅんな　ふつだまぬど

ぅ　あい（よく主張できる人には主張

した分だけの分け前がある）。

ふっちゃ　はまい [futtɕa hamai]
【成句】［r/rr 語幹］能力があると自慢す

る。 【例】うらー　ふっちゃ　はまり

んきゅーそぅが　ういんな　なうまい

　ひらいん（口ではできると威張って

いるが彼には何もできない）。

ふっでぃ [fuddi] 【動詞】［母音語幹］

［C］（鍋の底に焦げ付いた食べ物を）こ

そげとる。

ふっでぃ [fuddi] 1○【動詞】［母音語幹］

（穴などを）ほじくる、ほじくって取る、

（神経を）逆なでする。［類］ふっず。2○

【動詞】［母音語幹］（ものを見つけるた

めに、引き出し、カバンなどを）探す。

［類］ふっず。

ふっでぃ [fuddi] 1○【動詞】［母音語

幹］（縄やはりがねなどで）引っ掛けて

とる。 ［類］ふっず。 2○【動詞】［母音

語幹］（首などを）くくる。［類］ふっず。

ふっとぅらー [futturaː] 【名詞】ト

ラブルメーカー。 【例】からー　ふっ

とぅらーぬ　すーびとぅ（彼はトラブ

ルを起こす人だ）。

ぶっとぅる [butturu]【名詞】皮膚に

生まれつき出ている小さいこぶ、突起
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ぶっとぅる

物。 【例】みんばにぬ　ぶっとぅるが

ま（耳のちいさなこぶ）。

ふつな [futsɨna] 【名詞】［A］〘植〙ハ

ルノノゲシ［春の野野菜、食用にする］。

［変異］ふつにゃ。

ふつなず [futsɨnazɨ] 【名詞】〘魚〙海

のウナギの一種。 【例】きゅーや　ふ

つなっじゅ　とぅいったい（今日はウ

ナギを取ってきた）。

ふつなら [futsɨnara] 【名詞】（ご飯を

食べるときに出る）音。 【例】むぬー

　ふぁうとぅきゃんな　ふつならうぎ

ゃー　ほぅだうり（ものを食べるとき

には口から音をだすな）。

ふつにゃ [futsɨnja] 【名詞】［A］〘植〙

ハルノノゲシ［春の野野菜、食用にす

る］。 ［変異］ふつな。

ふつぬそぅら [futsɨnusura] 【名詞】

口先（ことばだけ）。 【例】うらー　ふ

つぬ　そぅらばかーいひー　あっじゅ

ー（彼は口先だけでしゃべっている）。

ふ つ ば ら い に が い [fut-
sɨbarainiɡai] 【名詞】〘祭礼〙神願い

の一種、人の悪口を払い捨てて元気に

なるための願い。

ふつひぎ [futsɨhiɡi] 【名詞】口髭。

【例】ふつひぎゅー　うーす（口ひげを

生やす）。

ふつびゃ [futsɨbja] 【名詞】［C］皮

膚病の一種で突起してイボの様なもの。

【例】うゆびんどぅ　ふつびゃぬ　い

じゅー（指に皮膚病のイボができてい

る）。

ふつむとぅ [futsɨmutu]【名詞】舟が

出入りする場所。 【例】まじゃぬ　ふ

つむとぅ（［リーフを割って作った］真

謝の舟の出入り口）。

ふつむとぅにがい [futsɨmutu-
niɡai] 【名詞】〘祭礼〙漁船の出入りの

安全祈願［旧暦 2 月（3 月から 4 月ごろ）

に安全に出入りできるようにと祈願し

た］。

ふつんきゃー [futsɨŋkjaː]【名詞】接

吻、キス。 【例】かなす　ふたーいや

　ふつんきゃーゆ　ひーうたい（愛し

合う二人はキスしていた）。みどぅんと

ぅ　ふつんきゃー　あす（女の人と接

吻する）。

ふつんつ [futsɨntsɨ] 【動詞】［k 語幹］

向かい合う；キスする。 【例】んなま

ー　ころな　やいば　ふつんかだ　む

ぬっじゃだかー　ならん（今はコロナ

だから向かい合わないで話さないとい

けない）。うぬきゃが　ふたーいや　ふ

つんきゅーたい（彼等二人は向かい合

っていた）。［変異］ふつんふ。

ふつんふ [futsɨnfu] 【動詞】［k 語幹］

向かい合う；キスする。 ［変異］ふつ

んつ。

ふでぃ [fudi] 【名詞】［A］〘地名〙大

神島の後方岩礁。 【例】うがんぐすん
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ふてぃてぃばー

どぅ　ふじゃー　あい（大神島の後方

にフディ岩礁はある）。

ふてぃてぃばー [futitibaː] 【名詞】

虫歯。 【例】ふてぃてぃばーぬどぅ　

やみゅー（虫歯が痛んでいる）。［類］ふ

とぅてぃばー。

ぶとぅ [butu] 【名詞】［A］夫。 【例】

ぶとぅー　むつ（（女性が）結婚する）。

うぬ　みどぅんな　ぶとぅぬ　からが

いゆぎゃー　ほぅん（この女性は夫の

面倒を見ない）。

ぶどぅい [budui] 【動詞】［r/rr 語幹］

［A］踊る。【例】ぶどぅいゆ　ぶどぅい

　とぅきゃんな　てぃーぬ　ふっじゅ

　まさぐんてぃー　つかうばどぅ　じ

ゃうずん　ない（踊りを踊るときには

手の関節を上手く使えば上手になる）。

ばー　ぶどぅいたっふぁにゃーん（私

は踊りたくない）。

ぶどぅい [budui]【名詞】［A］踊り。

【例】すなかぎ　ぶどぅい（品のある踊

り）。うぬきゃが　ぶどぅいや　むいと

ぅ　たないや　にゃーん（あの人たち

の踊りはとても不器用だ）。

ふとぅくる [futukuru]【名詞】懐（ふ

ところ）。【例】うぬ　でぃんぬぎゃー

　っゔぁが　ふとぅくるんかい　いり

ーうき（このお金をお前のふところに

入れておけ）。ふゆんな　ぱーが　ふと

ぅくるん　かったかいー　にっゔぃー

　うたい（冬にはおばあちゃんに抱か

れてねていた）。［類］ふちゅくる。

ふとぅた [fututa]【名詞】［C］ダメな

奴、バカなやつ。 【例】かりゃー　ふ

とぅちゃ（彼はダメな奴だ）。［類］ふと

ぅちゃ。

ふとぅつ [fututsɨ]【動詞】［cc/tt 語幹］

［C］（木などが）朽ちる、（芋などに虫が

入って）食べられなくなる。 【例】く

ぬ　きーや　ふとぅちゅー（この木は

腐っている）。［類］ふとぅてぃ。

ふどぅつ [fudutsɨ] 【動詞】［k 語幹］

［C］（異性を）口説く、説得する。【例】

うぬ　あぱらぎ　みどぅんな　ふどき

ー　とぅずあっそぅ（そのきれいな女

性を口説いてお嫁さんにしなさい）。う

らー　ふどぅきー　だいがいくいんか

い　いかし（彼を説得して大学院に行

かせろ）。［変異］ふどぅふ。

ふとぅてぃ [fututi] 【動詞】［母音語

幹］［C］木などが）朽ちる、（芋などに

虫が入って）食べられなくなる。 ［類］

ふとぅつ。

ふとぅてぃ [fututi]【形容詞】［B］朽

ちた（木など）、虫の入った（芋など）、

おろかな（人）。 【例】ふとぅてぃ　ん

ー（虫の入った芋）。ふとぅてぃんまり

（馬鹿な奴）。うぬ　はーぬどぅ　んなが

ーんな　ふとぅてぃかい（この歯が一

番虫歯が進んでいる）。

ふとぅてぃばー [fututibaː] 【名詞】

虫歯。 【例】ふとぅてぃばーゆぎゃー

　んがだかー　ならん（虫歯を抜かな
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ふとぅてぃんー

いといけない）。うすばーや　ふとぅて

ぃーばー（奥歯は虫歯だ）。

ふとぅてぃんー [fututinː] 【名詞】

虫のはいったいも。 【例】んきゃーん

な　ふとぅてぃんーなぎ　ひどぅ　ん

ーくっじゅ　ちゅっふゅーたい（昔は

虫の入ったいもなどでいもくずをつく

っていた）。

ふどぅふ [fudufu] 【動詞】［k 語幹］

［C］（異性を）口説く、説得する。 ［変

異］ふどぅつ。

ぷとぅぷとぅ [putuputu] 【オノマ

トペ】ぶるぶる。【例】っしかいば　ぷ

とぅぷとぅてぃー　ほぅーりー　うた

い（寒いのでぶるぶると震えていた）。

ぷとぅみつ [putumitsɨ] 【動詞】［k

語幹］（怖くて、うれしくて）ドキドキ

する。 【例】まずむぬー　みー　つむ

ぬどぅ　ぷとぅみきゅー（幽霊を見て、

（怖くて）胸がドキドキした）。あぱらぎ

　みどぅん　いじゃいー　つむー　ぷ

とぅみきゅーたい（きれいな女性に出

会って胸がドキドキした）。［変異］ぷ

とぅみふ。

ぷとぅみふ [putumifu]【動詞】［k 語

幹］（怖くて、うれしくて）ドキドキす

る。 ［変異］ぷとぅみつ。

ぷとぅらん [puturan] 【擬態語】〘オ

ノマトペ〙（寒くて、怖くて）ブルブル

（震える）。 ［類］ぷとぅぷとぅ。

ふない [funai] 【名詞】［C］船酔い。

【例】ばー　ふにん　ぬーいきゃー　ふ

たきな　ふない　あす（私は船に乗っ

たらすぐに船酔いする）。

ふなうさぎ [funausaɡi]【名詞】旅に

出る船を見送ること。 【例】じょ、た

ろーゆ　ふなうさぎ　あすが（さー、太

郎を見送りに（行こう））。

ふなず [funazɨ] 1○【動詞】［g 語幹］［C］

交接の動作をする。 【例】ぴーゆぎゃ

ー　ふなずっちゃーん　まず（上下の

動きをしながら女陰器と交合する）。 2○

【名詞】［C］交接の時の上下の動き。【例】

ぴーゆ　まず　とぅきゃんな　ふなず

　あす（セックスするときは（腰の）上

下運動をする）。

ふなつき [funatsɨki] 【名詞】舟着き

場。 【例】かまぬ　ふなつきんかい　

ふにゅー　とぅみる（あそこの船着き

場に舟を泊めろ）。

ふなばんやー [funabanjaː] 【名詞】

舟を置くための掘立小屋。

ぶなりゃ [bunarja] 【名詞】［C］女性

（普通は若くて品のある女性を言うとき

に使う）。【例】かぬ　あぱらぎ　ぶな

りゃう　とぅずほぅでぃ（あのきれい

な女性を妻にしよう）。

ふに [funi]【名詞】［C］船、舟。 【例】

ふにぬ　とぅむ（船尾）。ふにぬ　うや

かた（船主）。ふにぬ　しんどぅ（船長）。

ふにぬ　しんか（船員）。ふにゅー　は
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ふにぬとぅむ

ず（船を作る）。んきゃーんな　ふにか

ら　うつなーたーひー　いきゅーたい

（昔は船で沖縄まで行っていた）。

ふにぬとぅむ [funinutumu] 【名詞】

船尾、とも。【例】ばー　ふにぬ　とぅ

むん　びじー　かっじゅ　とぅらでぃ

（私は舟のともに座って舵をとろう）。

ふにぬはなず [funinuhanazɨ] 【名

詞】船首。 【例】っゔぁー　ふにぬ　

はなずん　たちー　かっちゅー　っち

（お前は船首に立ってカツオを釣れ）。

ふにゅー [funjuː]【名詞】［C］柑橘類

の総称、みかん。 【例】そぅー　ふに

ゅー（すっぱいみかん）。

ふにゅーぎー [funjuːɡiː]【名詞】ミ

カンの木。 【例】ふにゅーぎーや　ゆ

だー　たかりーどぅー（そのミカンの

木は枝が繁茂している）。

ぶば [buba] 【名詞】［C］おばさん［自

分の父親、母親の姉、妹］、親族でなく

とも近所の中年以上の女性を指すこと

もできる。名称、呼称ともに使える。

【例】かいがどぅ　かないぶば（彼女が

仕事の良くできるおばさんだ）。［類］ぶ

ばま、ぶばんま。

ぶばい [bubai]【名詞】［B］〘植〙苧麻

（ちょま）［宮古上布の糸の材料］。【例】

ぶばいぎー（苧麻の木）。［類］ぶー。

ぶばがま [bubaɡama]【名詞】おばさ

ん［自分の父親、母親の一番下の妹］、親

族でない大人の女性を親しみを込めて

指す。名称、呼称ともに使える。 【例】

ぶばがまー　みゅーいんつきゃーまい

　うっとぅ（（その）末のおばさんは、

おい（めい）よりも年下だ）。

ぶばな [bubana]【名詞】［C］穂。【例】

ぎすつぬ　ぶばな（ススキの穂花）。ぶ

ーずぬ　ぶばなぬどぅ　いじゅーい（砂

糖キビの穂花がでた）。

ぶばま [bubama] 【名詞】［C］おばさ

ん［自分の父親、母親の姉、妹］、名称、

呼称両方に使える。親族のみに使う。

［類］ぶば、ぶばんま。

ぶばんま [bubamma] 【名詞】おばさ

ん［自分の父親、母親の姉、妹］、名称、

呼称両方に使える。親族のみに使う。

［類］ぶば、ぶばま。

ふふ [fufu]【動詞】［k 語幹］［C］（風が）

吹く。 ［変異］ふつ。［類］ふき。

ふふ [fufu] 【動詞】［k 語幹］［A］（家

を）建てる。 ［変異］ふつ。

ふふ [fufu]【動詞】［k 語幹］［A］（もの

の表面を）拭く、拭いて（汚れなどを）

取る。 ［変異］ふつ。

ふふ [fufu] 【動詞】［k 語幹］［A］通り

抜ける。 ［変異］ふつ。［類］ふき。

ぶぶーい [bubuːi] 【動詞】［r/rr 語幹］

（服などに付いたごみ、ほこりを）払っ

たり、振ったりして落とす。 【例】も

ーふぬ　くぴゅー　ぶぶいりー　うた
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ふふ

す（毛布のゴミをふるって落とす）。［変

異］ぶぶい。

ふふ [fufu] 1○【動詞】［k 語幹］［A］（水

が）沸騰する、（鍋、やかんなどが）噴

（ふ）く。 ［変異］ふつ。［類］ふき。 2○

【動詞】［k 語幹］［A］口をすぼめて息を

出す、（笛を、ほらを）吹く、（煙草を）

吸う。［変異］ふつ。［類］ふき。 3○【動

詞】［k 語幹］［A］（中から液体、気体が）

吹きだす。［変異］ふつ。［類］ふき。 4○

【動詞】［k 語幹］［A］（息、命が）途絶

える。［変異］ふつ。［類］ふき。

ぶぶい [bubui]【動詞】［r/rr 語幹］［C］

（服などに付いたごみ、ほこりを）払っ

たり、振ったりして落とす。［変異］ぶ

ぶーい。

ふや [fuja]【名詞】［C］知ったかぶりを

するひと。 【例】からー　むいとぅぬ

　ふやがま（あいつは知ったかぶりを

するやつだ）。

ふやず [fujazɨ] 【動詞】［g 語幹］［C］

（他人を）悪く言う。 【例】あいや　ひ

とぅーぎゃー　ふやがん（そんなに他

人の悪口を言うな）。からー　いつまい

　うなが　んまーさぬ　くとぅーどぅ

　ふやぎーまーるー（彼はいつも自分

の両親の悪口を言ってまわっている）。

［類］ふぁやず。

ふゆ [fuju] 【名詞】［A］冬。 【例】ふ

ゆん　なりー　っしふ　なりーにゃー

ん（冬になって寒くなった）。

ふゆー [fujuː]【名詞】［A］怠け者、骨

惜しみ。 【例】からー　むいとぅぬ　

ふゆー（あいつはとっても怠け者だ）。

まーぬ　ふゆー　あすな（骨惜しみせ

ずにちゃんとやれ）。

ふゆー [fujuː] 【形容詞】［B］（いいわ

けをして）仕事をしない。 【例】かり

ゃー　いつまい　ふゆーかいばならん

（彼はいつも（あれこれと理由をつけて）

怠けてばかりいる）。からー　すかまー

　ひらいん　ふゆーんまり（彼は仕事

をしない怠け者だ）。

ふら [fura]【名詞】［B］（馬の）くら。

【例】ぬーまぬ　ふら（馬のくら）。

ぶら [bura] 【名詞】［A］〘地名〙保良

（ぼら）。 【例】ぱーや　ばぬー　さー

りー　ぶらぬ　むぬすーぬ　まいたー

ひー　いきゅーたい（おばあさんは私

を連れて保良のユタのところまで行っ

た）。

ぶらーい [buraːi] 【動詞】［母音語幹］

（風に）煽（あお）られる。 ［変異］ぶ

りゃーい。

ぶらう [burau] 【動詞】［w 語幹］［C］

風が吹く、（扇風機やせんすの）風が当

たる；（風が旗などを）はためかせる。

【例】きゅーや　ちゅーかでぃぬどぅ　

ぶらいゆー（今日は風が強い）。あうず

ひー　くまんかい　かじゅー　ぶらー

し（扇子でこっちに風を送れ）。［変異］

ぶりゃう。
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ぶらかいー

ぶらかいー [burakaiː] 【動詞】［r/rr

語幹］転倒する、ひっくり返る。 【例】

んﾟぬ　うまん　ぶらかいーたい（昨日、

ここで転んだ）。ういびとぅ　ないてぃ

がー　はっじゃ　ゆーりー　でぃーゆ

　つかだかー　ぶらかいーがまた（年

取ったら足が弱って杖を突かないとひ

っくり返る）。みっふぁまーいや　ひど

ぅ　ぶらかいらっじゃうたい（立ち眩

みして急に倒れそうになった）。［類］ぶ

らかいり。

ぶらかいす [burakaisɨ] 【動詞】［s/h

語幹］ひっくり返す。 【例】いっさ　

ぶらかいひー　かんぬ　とぅい（大き

な石をひっくり返して蟹（かに）を取

る）。

ぶらかいり [burakairi]【動詞】［母音

語幹］転倒する、ひっくり返る。 ［類］

ぶらかいー。

ぶらふきゃ [burafukja]【名詞】嘘つ

き、ほら吹き。 【例】かりゃー　ぶら

ふきゃ　やいば　かいが　むぬいゆぎ

ゃー　まさぐんな　つかだうり（彼は

ほら吹きだから彼の話はまともには聞

くな）。うりゃー　ぶらふきゃ　やいば

　ういが　むぬいや　まとぅー　ひら

いん（彼はほら吹きだから彼の言うこ

とは当てにできない）。

ぶり [buri] 1○【動詞】［母音語幹］［C］

（木の枝などをわざと）折る；（事故など

で足などを）折ってしまう；（釘や針金

を）折り曲げる；（立っている木や植物

をなたなどで）切り倒す、またそのよう

にして（サトウキビなどを）収穫する。

［類］ぶい（r/rr 語幹）。2○【動詞】［母音

語幹］［C］（骨が）折れる、（紙が）折れ

る、（釘や針金が）折り曲がる、（腰が）

曲がる。［類］ぶい（r/rr 語幹）。3○【動詞】

［母音語幹］［C］（着物などを）折りたた

む、（紙を）折る。［類］ぶい（r/rr 語幹）。

ぶりー [buriː]【名詞】［C］失礼、無礼。

【例】ばー　んﾟぬー　っゔぁんかい　

いたらーん　くとぅー　あっじー　や

ぐみ　ぶりー　あたい（私は昨日あん

たに対して思慮の欠けたことを言って

大変申し訳なかった）。

ぶりなん [burinan] 【名詞】リーフや

岸辺に打ち寄せる波。 【例】うがんぐ

す　ふでぃ　ならび　ぶりなんがまぬ

よ　いちゅんな　なりー　かしんな　

なりー（大神の後方にフデ岩が並んで

いて、（それに）当たる白波が　糸にな

り、かし糸になり［古謡「漲水のクイチ

ャー 5 番、6 番」より］）。

ぶりゃーい [burjaːi]【動詞】［母音語

幹］（風に）煽（あお）られる。 【例】

かでぃん　ぶりゃーいーにゃーん（風

に煽られた）。［変異］ぶらーい。

ぶりゃう [burjau] 【動詞】［w 語幹］

［C］（風が旗などを）はためかせる。

【例】かでぃぬ　はたう　ぶりゃいゆー

（風が旗をはためかせている）。［変異］

ぶらう。
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ぶりんつ

ぶりんつ [burintsɨ] 1○【動詞】［k 語幹］

（穴等に誤まって）落ちる。 【例】はー

なんかい　ぶりんきーにゃーん（大穴

に落ちてしまった）。［変異］ぶりんふ。

2○【動詞】［k 語幹］（家とか石垣などが

いっぺんに）崩れ落ちる。【例】やりや

ーや　ないん　ぶりんきー　たうりー

にゃーん（古家が地震でどっと崩れ落

ちた）。［変異］ぶりんふ。

ぶりんふ [burinfu] 1○【動詞】［k 語幹］

（穴等に誤まって）落ちる。 ［変異］ぶ

りんつ。 2○【動詞】［k 語幹］（家とか石

垣などがいっぺんに）崩れ落ちる。［変

異］ぶりんつ。

ぶるくん [burukun] 【名詞】〘魚〙タ

カサゴ。 【例】ぶるくんつーや　うむ

っし（タカサゴを釣ることは面白い）。

［類］ぐるくん。

ふん [fun]【名詞】［C］（学校などの）組、

味方。 【例】くまぬ　ふんな　でぃき

ふん（こっちの組は頭のいい組だ）。ば

んてぃが　ふん（味方側）。

ぶん [bun] 【名詞】［C］盆（配膳のた

めに食器や食べ物をのせる平たい器）。

【例】かんにがいぬ　ぶん（祈願の盆）。

ぶんかいり [buŋkairi] 【副詞】特別

に、非常に。 【例】からー　ぶんかい

りどぅ　うむくとぅ　あいかい（彼は

非常に頭が良い）。かりゃー　ぶんかい

りどぅ　かないかい（彼は特別に仕事

ができる）。［変異］ぶんかっり、ぶんか

りー。

ぶんかっり [buŋkarri] 【副詞】特別

に、非常に。 ［変異］ぶんかいり。

ぶんかりー [buŋkariː] 【副詞】特別

に、非常に。 ［変異］ぶんかいり。

ふんず [funzɨ]【動詞】［zz/dd 語幹］［A］

わなで引っ掛ける；縄で縛る；（契約、

条件などが行動を）制約する。【例】ば

なひー　たかう　ふんず（ワナで鷹を

引っ掛ける）。ひんじゃう　ふんず（ヤ

ギを縄で縛る）。でぃんぬ　かいてぃが

ー　ういんどぅ　ふんじゃらい（お金

を借りたらそれに縛られる）。

ぶんびし [bumbiɕi]【名詞】〘祭礼〙祈

願のお膳を供えること、そのお盆の置

き方。 【例】ぶんぶしゅーぎゃー　ま

さがん　あっそぅ（お盆の置き方をち

ゃんとしなさい）。

ぶんびしぶどぅい [bumbiɕibudui]
【名詞】〘祭礼〙お膳を供えて祈願が神様

に通じるように願う踊り。 【例】かぎ

にがいぬぶんびしぶどぅい（ありがた

い願いのためのお盆を備えた後の踊り）

［祈願をするために香炉を設置し、それ

ができたとき喜び勇んで踊ること。カ

ンダカビトゥ（霊感の強い人）は燃え

るお香の煙の中に神様やその他の霊を

見ることができその神様や霊たちに色

々と祈願する。ナナムイの修業年限 10

年の間に多くの人達は神様や霊達が見

えるようになるとされている］。

ぶんみかす [bummikasɨ]【動詞】［s/h
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ぶんみかす

語幹］一目散に走る。 【例】ぶんみか

ひー　とぅばし（一目散に走れ）。

ぶんみゃー [bummjaː] 【名詞】昔女

性たちが上布を作ったところ、村番所

（現在の旧公民館）。 【例】んきゃーん

な　みどんみゃー　ぶんみゃーん　う

ぐなーらはいどぅ　ぶーずんぬ　うら

はい　うたいちゃ（昔は女性たちがぶ

んみゃーに集められて苧麻を織らされ

たそうだ）。
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ぶんみゃー
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へ

べー [beː]【感動詞】〘間投詞〙命令、依

頼の前に使う、「ほら」［同年以下に使

う。年上には「じゃー」を使う］。【例】

べー　っゔぁが　っふすー　みはなう

　くぬ　さずひー　ぬぐい（ほら、お

前の汚れた顔をこの手拭いで拭け）。べ

ー　ふぁい（ほら、食べなさい）。
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ほ

ぼーしゅー [boːɕuː]【名詞】 24 節気

の一つ。太陽の黄径が 75 度のときをい

う。陰暦 5 月の節で、陽暦の 6 月 6 日頃

に当たる。稲、麦など芒（のぎ）をもつ

穀物の種をまく時期とされていた。芒

種。 【例】ぼーしゅー　なりゅーば　

まいまい　むずまい　いびだかーなら

ん（芒種になっているので米も麦も植

えないとならない）。

ほーらいまい [hoːraimai]【名詞】そ

れまで主流だったタイ米に代わって、台

湾で品種改良されて作られたジャポニ

カ米の一種、おいしいコメの代名詞だ

った。 【例】ほーらいまいや　んまい

（蓬莱米は美味い）。

ほぅ [hu]【動詞】不規則動詞「あす（す

る）」の未然形。否定形（－ん）、意志形

（－でぃ）、否定条件（－だかー）を取る

ときに使われる。 【例】ばが　ほぅだ

かー　たるが　ほぅでぃ（私がやらな

いと誰がやるのだ）。

ほぅ [hu] 【接頭辞】大きい、最年長を

表す。 【例】ほぅやー（大きい家）。ほ

ぅなん（大波）。ほぅみどうん（大きい

体格の女性）。ほぅがばー（とても大き

い）。ほぅーに（大きな船）。ほぅっびと

ぅ（大人、偉い人）。ほぅじなん（二男

を力強く呼ぶ言い方）。

ほぅー [huː]【名詞】［B］帆。【例】ふ

にぬ　ほぅー（舟の帆）。

ほぅーい [huːi]【動詞】［r/rr 語幹］［A］

（体が）震える；（怖くて、寒くて、緊張

して）震える。 【例】あてぃ　っしか

いば　ほぅりーどぅ（余りにも寒いの

で震えている）。うとぅるすかいば　ほ

ぅーりゅーたい（怖くて震えていた）。

っし　かいば　ほぅーりーどぅー（寒

いので震えている）。ひとぅぬ　まいん

　はなす　あすてぃがー　ほぅーいど

ぅす（人の前で話をすると緊張して震

える）。［類］ほぅーり。

ほぅーい [huːi] 1○【動詞】［r/rr 語幹］

［C］欲しい、欲しがる。【例】いんぬど

ぅ　っぞっー　ほぅーりー　ゆー（犬

がさかなをほしがっている）。がずむぬ

ー　いつまい　でぃんぬ　ほぅーりー

ゆー（ケチな人はいつもお金を欲しが

る）。［類］ほぅーい（母音語幹）。 2○【動
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ほぅーき

詞】［母音語幹］［A］欲しい、欲しがる。

［類］ほぅーい（r 語幹）。

ほぅーき [huːki] 1○【動詞】［母音語幹］

［C］実際より誇張して話す、大げさに

言う。 【例】まーぬ　ほぅーきだうり

（余り大げさにものを言うな）。 2○【形容

詞】［B］（話が実際より）誇張されてい

る、大げさだ。【例】からー　いつまい

　ほぅーきかいば　ならん（彼はいつ

も話が大げさだ）。ほぅーきんまり（大

げさな奴）。

ほぅーぐる [huːɡuru] 【名詞】おば

け、魔物。 【例】ほぅーぐるぬ　ふー

ば　なかだうり（お化けが来るから泣

くな）。やらびゃー　ほぅーぐる　いっ

ゔぃ　あす（子供はお化けを怖がる）。

［変異］うーぐる。

ほぅーぐる [huːɡuru]【形容詞】とて

も怖い、恐ろしい。 【例】ほぅーぐる

　まずむぬ（怖いおばけ）。ほぅーぐる

　あす（怖がる）。

ほぅーぐるうー [huːɡuruuː] 【成

句】［vv 語幹幹］（お化けなどを）とて

も怖がる。 【例】やらびゃー　まずむ

ぬー　ほぅーぐるいっゔぃ（子供はお

化けをとても怖がっている）。しーとぅ

んみゃー　うぬ　しーしーゆ　ふーぐ

るいっゔゃー　ほぅー（生徒たちはそ

の先生をとても怖がる）。

ほぅーじゃにゃーん [huːʑanjaːn]

【成句】年齢相応でない。 ［変異］ほぅ

ーでぃや　にゃーん。

ほぅーたい [huːtai] 【名詞】広い額

（ひたい）。【例】ほぅーたいびとぅ（額

の広い人）。

ほぅーちゃ [huːtɕa]【名詞】［C 特殊］

大口をたたく人。 【例】からー　むい

とぅぬ　ほぅうつ（あいつは大口たた

きだ）。

ほぅーつ [huːtsɨ]【動詞】［k 語幹］［C］

実際より誇張して話す、大げさに言う。

【例】まーぬ　ほぅーかだうり（余り

大げさにものを言うな）。［変異］ほぅ

ーふ。

ほぅーつ [huːtsɨ]【名詞】［C 特殊］コ

レラなどの伝染病のこと；〘祭礼〙また

それを防ぐための無病息災の祈願、ウ

チャナクを供えて祈願する。ジャウヌ

　カニソゥジャウヤが１００年ほどま

えに始めた。【例】ほぅーつにがい（疫

病予防の祈願）。

ほ ぅ ー っ じ ゃ に ゃ ー ん
[huːʑʑanjaːn]【成句】年齢相応でない。

［変異］ほぅーでぃや　にゃーん。

ほぅーでぃや [huːdija]【副詞】大体

において。 【例】っゔぁが　たまぬど

ぅ　ほぅーでぃや　はーさかい（あな

たの分け前が大体において多いです）。

ほぅーでぃや　にゃーん
[huːdija njaːn] 【成句】年齢相応でな

い。 【例】かりゃー　ほぅーっじゃに

ゃーん　ういびとぅ（彼は年相応の分
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ほぅーふ

別がない年寄りだ）。［変異］ほぅーじ

ゃにゃーん、ほぅーっじゃにゃーん。

ほぅーふ [huːfu]【動詞】［k 語幹］［C］

実際より誇張して話す、大げさに言う。

［変異］ほぅーつ。

ほぅーます [huːmasɨ]【動詞】［s/h 語

幹］見せびらかす、欲しがらす。 【例】

やらびんかい　おもちゃう　ほぅーま

す（子供におもちゃを見せびらかす）。

ほぅーみつ [huːmitsɨ] 【動詞】［k 語

幹］（興奮して）声を荒立てる。 【例】

まーぬ　ほぅーみつな（そんなに声を

荒立てるな）。［変異］ほぅーみふ。

ほぅーみふ [huːmifu] 【動詞】［k 語

幹］（興奮して）声を荒立てる。［変異］

ほぅーみつ。

ほぅーや [huːja] 【名詞】［C］長男。

ほぅーらーしゃ [huːraːɕa] 【名詞】

見せびらかすだけでくれない人、ケチ。

【例】かりゃー　むいとぅぬ　ほぅら

ーしゃ（彼はとてもケチだ）。からー　

いつまい　むぬー　むぬー　ほぅーら

かひーぬ　ほぅーらーしゃ（彼はいつ

もものをみせびらかすケチだ）。［変異］

ほぅーらしゃ。

ほぅーらーす [huːraːsɨ] 1○【動詞】［s/h

語幹］見せびらかす、欲しがらす。【例】

まーぬ　ひとぅんかい　でぃんぬぎゃ

ー　ほぅーらーすな（あまり人に金を

見せびらかすな）。ほぅーらーす　がず

んまり（見せびらかしのケチ）。［変異］

ほぅーらす。［類］ほぅーらかす。2○【形

容詞】見せびらかすだけでくれない、ケ

チでしみったれている。【例】からー　

ほぅーらーすんまり（あいつはケチだ）。

あいぬ　ほぅーらーす　くとーぎゃー

　ほぅん（そんなしみったれたことを

しない［＞してはいけない］）。［類］か

ーかん、がず。

ほぅーらかす [huːrakasɨ]【動詞】［s/h

語幹］見せびらかす、欲しがらす。

ほぅーらしゃ [huːraɕa] 【名詞】見

せびらかすだけでくれない人、ケチ。

［変異］ほぅーらーしゃ。

ほぅーらす [huːrasɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］見せびらかす、欲しがらす。 ［変

異］ほぅーらーす。

ほぅーり [huːri] 【動詞】［母音語幹］

［A］（体が）震える。 ［類］ほうーい。

ほぅーん [huːn]【動詞】［m 語幹］［C］

欲しがる。【例】ばが　っざー　さきゅ

ーぎゃー　ぬまんば　さきゅー　ほぅ

ーんてぃぬ　くとぅー　にゃーん（私

の父は酒は飲まないので酒を欲しがる

ことはない）。

ほぅーんみ [huːmmi]【名詞】（魚の）

大群。 【例】ぐんぬどぅ　ほぅーんみ

ん　なりー　ゆりっちゅーば　じょ　

あんぬ　はらでぃ（むろあじが大群に

なって押し寄せてきているから網を張

ろう）。
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ほぅい

ほぅい [hui]【動詞】［r/rr 語幹］［C］（穴

を）掘る、周りを掘る、掘って取る。

【例】かーゆ　ほぅい（井戸を掘る）。き

ーぬ　にーゆ　ほぅい（木の根を掘る）。

んーぷらひー　んーぬ　ほぅい（芋掘

り棒で芋を掘る）。

ほぅい [hui]【動詞】［r/rr 語幹］［A］惚

れる、（恋愛の対象として）好きになる。

【例】ばー　あぱらぎ　なかーにんか

い　ほぅいたい（私はきれいな次女を

好きになった）。［類］ほぅり。

ほぅい [hui] 【形容詞】［B］大きい。

【例】ほぅいかい　っぞぅー　とぅいー

　っじる（大きい魚を取って自分の分

にしなさい）。ほぅいふ　ない（大きく

なる）。うぬ　にぐーや　まーぬ　ほぅ

いっふぁにゃーんば　とぅいや　だみ

（このシャコガイはあまり大きくないか

ら取っちゃだめだ）。じゅーがつぬ　か

でぃふつぬどぅ　ほぅいかたい（10 月

の台風の方が大きかった）。

ほぅいさ [huisa]【名詞】［C］大きさ、

おおきいこと。 【例】ほぅいさう　は

かい（大きさを測る）。っぞぅー　ほぅ

いさー　ます（魚は大きいのがいい）。

てぃんぬ　ほぅいさー　っさいん（空

の大きさは分からない）。

ほぅいさー　ます [huisaː masɨ]
【成句】大きい方が良い、大は小を兼ね

る。 【例】ほぅいさー　ます（大きい

方が良い）。

ほぅいつ [huitsɨ] 【名詞】［C］（驚い

たときに出る）声にもならない声；（失

望した時に出る）ため息。 【例】かり

ゃー　うどぅるきどぅ　ほぅいっちゃ

　すんきー　うたい（彼は驚いて声に

もならない声を上げていた）。やきゅー

ゆ　みーっちゃーん　ほぃいつ　あす

（野球を見ながらため息をつく）。

ほぅか [huka] 【名詞】［C］（自分の家

でない）よそ、～以外、外側。 【例】や

らびんみゃー　ほぅかんかい　あそぅ

ーが　はりーにゃーん（子供たちは他

所（よそ）に遊びに行ってしまった）。

やらびんみぬ　ほぅかんな　うまんな

　たるまい　みーん（子供たちのほか

にはそこには誰もいない）。あんぬ　ほ

ぅかぬ　うにゃ（網の外のフグ［＞役

立たず、仲間外れ］）。

ほぅか [huka]【名詞】［C］外海、リー

フの外側の海。 【例】きゅーや　ほぅ

かんきー　いきー　っぞー　とぅらで

ぃ（今日は外海に行って魚を取ろう）。

ほぅか [huka]【名詞】［C］以外。【例】

てれびゃー　やぶりゅーば　かいふー

　ほぅかー　にゃーん（テレビは壊れ

ているので買ってくる以外にない）。

ほぅかい [hukai] 【動詞】［r/rr 語幹］

［C］固くなる。 ［変異］ぷかい。

ほぅがさ [huɡasa] 【名詞】［B］おで

き、外傷が膿んだもの。【例】ほぅがさ

ー　んみーどぅ（おできが膿んだ）。い
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ほぅがさー

ちゃ　ほぅがさー　いでぃー　やんか

いば　ならん（痛いおできが出て痛く

てならない）。［類］ふがさ。

ほぅがさー [huɡasaː]【名詞】裏がえ

し、さかさ。 【例】つんぬ　ほぅがさ

ーん　つー（服を裏返しに着る）。［類］

さかさー。

ほぅがす [huɡasɨ] 1○【動詞】［s/h 語幹］

［A］穴をあける、（穴を）あける　［「穴」

は「ほぅがす」の意味に入っているた

め、無くてもよいが、明示してもよい］。

【例】がばーちゃ　ほぅがし（大きな

穴をあけろ）。くまう　ほぅがひーみー

る（そこに穴をあけろ）。いーがまひー

　かびーゆ　ほぅがす（千枚通しで紙

に穴をあける）。みーゆ　ほぅがす（体

に穴をあける［＞だます］）。 2○【動詞】

［s/h 語幹］［A］（心に）穴をあける［=

気落ちさせる］。【例】ばー　きゅーや　

かいん　あてぃくとぅ　あっじゃーい

　つむー　ほぅがはいにゃーん（私は

今日は彼にあまりにも（あれこれ）い

われて気が滅入った））。

ほぅがす [huɡasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

［A］（穴を）開ける。 【例】いいひー　

あなう　ほぅがし（錐で穴を開けろ）。

ほぅがなまい [huɡanamai] 【名詞】

頭の大きい人、偉い人（比喩的表現）。

【例】からー　ほぅがなまい　やいば

　くぬ　ぼーしゃー　いみふだー（彼

は頭が大きいからこの帽子は小さすぎ

る）。ほぅがなまいたが　むぬいゆぎゃ

ー　つかだかー　ならん（偉い人達の

話は聞かないといけない）。

ほぅかびじ [hukabiʑi] 【名詞】〘地

名〙保良の北側にあるリーフの名前。

ほぅがら [huɡara]【形容詞】［C 特殊］

大柄な、大柄だ。 【例】ほぅがら　び

とぅ（大柄な人）。

ほぅからす [hukarasɨ] 【形容詞】嬉

しい、楽しい、幸せだ。 【例】きゅー

や　やびとぅーんなん　いじゃーい　

やぐみ　ほぅからすむぬ（今日はみな

さんにお目にかかれてとてもうれしい

です）。んまがぬ　すぐいてぃがー　ほ

ぅからす（孫が出世してくれたら嬉し

い）。［変異］ふからす。

ほぅからっさ [hukarassa]【名詞】楽

しいこと、うれしいこと。 【例】ゆー

いんな　ほぅからっさ　あす（お祝い

で楽しくすごす）。ほぅからっさー　な

だとぅ　ひとぅみ（うれしさはなみだ

とともに［＞うれしいときは涙もでる

ものだ］）。

ほぅき [huki] 1○【名詞】［B］細かいゴ

ミ、ほこり。 ［変異］ぷき。 2○【名詞】

［B］フケ。［変異］ぷき。

ほぅぎ [huɡi] 【動詞】［母音語幹］［A］

（心が）満ち足りる、満足する。 【例】

んまむぬー　ふぁいー　つむまい　ほ

ぅぎーどぅー（おいしいものを食べて

心も満ち足りた）。［変異］ぷぎ。［類］

ほぅず。
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ほぅぎ

ほぅぎ [huɡi] 【動詞】［母音語幹］［A］

穴があく、穴をあける。 ［類］ほぅず。

ほぅぎゃん [huɡjan] 【名詞】［C 特

殊］〘食〙高粱（コウリャン）。【例】ほ

ぅぎゃんぬ　ほぅーぐる（高粱の茎）。

ほぅじゃう [huʑau] 【名詞】［C］煙

草入れ（革製）。 【例】んきゃーんぬ　

ひとぅんみゃー　ほぅじゃうん　きざ

み　たばくー　いるーたい（昔の人達

は煙草入れに刻み煙草を入れていた）。

ほぅす [husɨ] 1○【動詞】［s 語幹］［A］

欲しがる/ほしい。 【例】いんぬどぅ　

みっじゅ　ほぅしゅーい（いぬが水を

ほしがる）［「どぅ」は語調の整え、なく

てもよい］）。 2○【形容詞】［B］欲しが

る/ほしい。【例】ばー　ういがどぅ　ほ

ぅすかい（私はそれが欲しい）。ばー　

きばんかいば　でぃんぬ　ほぅすかい

ばならん（私は貧しいから金が欲しく

てならない）。 3○【形容詞】［B］動詞基

本形について、～したがる/したい　［通

常　連濁して「ぶす」となる、聞き手

に～してほしいという場合は、「動詞連

用形＋ふぃーぶす」を使う、三人称に～

してほしいという場合は使えず、その

場合は、「～てぃがー　じゃうかい（～

たらいいのに）、「～ふぃーばー　いー

（～てくれたらいいのに）を使う」。【例】

からー　うぬっぞぅー　みーぶすむぬ

ちゃ（彼はその魚を見たがっているん

だって）。っゔぁー　なうゆどぅ　ふぁ

うぶすかいが（あなたは何をたべたい

ですか）。んまっぞぅー　ふぁうぶすか

い（おいしい魚を食べたい）。っゔぁが

　っふぁー　んじゃんかいどぅ　いつ

ぶすかいが　いー（君の息子はどこに

行きたいのかね）。っゔぁが　っさらん

かい　いきーふぃーぶすむぬ（君が平

良に行ってほしい）。ばー　っゔぁん　

うるー　けんきゅーや　ひーふぃーぶ

すむぬ（君にこれを研究してほしい）。

［変異］ぶす。

ほぅす [husɨ]【動詞】［s 語幹］［C］（着

物などを）干す。【例】つんぬ　ほぅす

（着物を干す）。つんほぅすじゃう（物干

し竿）。すまんな　っぞぅーぎゃー　ほ

ぅしや　ふぁーっだん（村では魚を干

して食べなかった）。

ほぅす [husɨ]【動詞】［s 語幹］［C］（乾

かすために）干す。 【例】つんぬ　ほ

ぅす（着物を干す）。

ほぅす [husɨ] 【名詞】［A］星。 【例】

つっちゅな　てぃんぬ　ほぅっそぅ　

みー（月夜には天の星を眺める）。［類］

ふす。

ほぅず [huzɨ]【動詞】［g 語幹］［A］（心

を）満たす。【例】つむー　ほぅずきゃ

たーひー　んまむぬ　ふぁうたい（心

ゆくまでごちそうを食べた）。んまがぬ

　だいがくんかい　ごーかくー　ひー

　つむー　ほぅがはいにゃーん（孫が

大学に合格してうれしかった［＜心が

満たされた］）。［変異］ぷず。［類］ほ

ぅぎ。
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ほぅず

ほぅず [huzɨ]【動詞】［zz/dd 語幹］［A］

穴があく、穴をあける。 【例】っゔぁ

が　ずぼんぬ　てぃびゃー　ほぅぎー

どぅー（お前のズボンのお尻は穴があ

いている）。［類］ほぅぎ。

ほぅずむ [huzɨmu] 【名詞】［C 特殊］

広い心、また、心の広い人。 【例】か

らー　つむかぎ　ほぅずむびとぅ（彼

は心がきれいで、優しい人だ）。［変異］

ほぅっずむ。

ほぅすん [husɨn]【動詞】［m 語幹］［C］

欲しがる/ほしい。 【例】やらびぬどぅ

　みっじゅ　ほぅすみゅー（こどもが

水を欲しがっている）。ひとぅぬ　むぬ

ーぎゃー　ほぅすまん（人の物を欲し

がるな）。

ほぅそぅー [husuː] 【名詞】［C］海

水、潮。 【例】ほぅそぅーゆ　んﾟんが

　いかでぃ（海水を汲みに行こう）。［変

異］ほぅっそぅー、ほぅっそぅ。［類］ほ

ぅそぅみず。

ほぅそぅみず [husumizɨ]【名詞】海

水、潮。 ［類］ほぅそぅー。

ほぅだ [huda]【副詞】量を表す表現の

前に来て概数を表す、大体、およそ。

【例】くぬ　てれびゃー　ほぅだ　いっ

かねんぎゃー　なりーどぅ（このテレ

ビは（買ってから）約一年くらいにな

る）。くまぬ　はいや　ほぅだ　やそぅ

る（ここの畑は約 1 反だ）。うつなーた

ーひー　ひこうきひー　ほぅだ　いち

じかん　かかい（沖縄まで飛行機で約 1

時間かかる）。

ほぅだに [hudani] 【名詞】［C 特殊］

大きな睾丸、また象皮病が原因で睾丸

が大きくなること、またその睾丸、また

その人。 【例】んきゃーんな　かじゃ

ん　っふぁいー　っさやんな　ひー　

ほぅだにんまい　ないたいちゃ（昔は

蚊に刺されて象皮病になって、大きな

睾丸になったりしたそうだ）。

ほぅっゔぁい [huvvai] 【名詞】牛・

馬等によってできた肥料、堆肥［化学肥

料は「きんぴ」という］。 【例】ほぅっ

ゔぁいや　むぬ　でぃかす　むぬ（堆

肥は植物の成長に良い）。

ほぅっさ　あす [hussa asɨ] 1○【動

詞】［不規則］ほしがる、ほしい（と思

う）。【例】ばー　んなま　とぅず　ほ

ぅっさ　ひーうい（私は嫁が欲しいと

思っている）。からー　ばかかいきゃー

　むいとぅ　でぃんほぅっさ　あすた

い（彼は若いときはとてもお金を欲し

がった）。さきゅー　ほぅっさ　ひーう

い（酒を飲みたがっている）。 2○【接尾

辞】［不規則］（動詞の基本形について）

たがる、たい。【例】ばが　っざー　い

つまい　さきゅー　ぬんぶっさ　ひー

うい（私の父はいつも酒をのみたがっ

ている）。とぅずとぅみぶっさ　ひーう

い（嫁を貰いたがっている）。

ほぅっずむ [huzzɨmu] 【名詞】広い

心、また、心の広い人。 ［変異］ほぅ
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ほぅっそぅ

ずむ。

ほぅっそぅ [hussu] 【名詞】［C］海

水、潮。 ［変異］ほぅそぅー。

ほぅっそぅー [hussuː]【名詞】海水、

潮。 ［変異］ほぅそぅー。

ほぅっばば [hubbaba] 1○【形容詞】幅

が広い、大股だ。 【例】ほぅっばば　

んつ（幅の広い道）。ほぅっばば　やす

つ（大きな敷地）。 2○【名詞】幅が広い

こと、大股。【例】ほぅっばばひー　あ

いつ（大股で歩く）。

ほぅっばんまい [hubbammai]【名

詞】主食。 【例】んきゃーんぬ　ほぅ

っばんまいや　んー　あたい（昔の主

食は芋だった）。［変異］ほぅばんまい。

ほぅっびとぅ [hubbitu] 【名詞】偉

い人。 【例】かぬ　だいがくぬ　しー

しーや　やぐみ　ほぅっびとぅ（あの

大学の先生はとても偉い人だ）。ほぅっ

びとぅ　ふいゆ　あす　ひとぅ（偉そ

うなふりをする人）。ほぅっびとぅ　ふ

や（えらくないのに偉そうにする人）。

ほぅっびとぅふいんまり（偉そうにし

て鼻持ちならない奴）。

ほぅっびゅーい [hubbjuːi] 【名詞】

〘祭礼〙神事の名前、仲間御嶽で行われる

収穫感謝祭で神酒が振舞われる。 【例】

ほぅっびゅーいんな　あーんっちゅ　

ぬん（大日取りには粟の神酒を仲間御

嶽で飲む）。

ほぅっぶに [hubbuni] 【名詞】大き

な骨、大きい骨格。 【例】からー　ほ

ぅっぶに　びとぅ　やいばどぅ　んぶ

かい（彼は骨太なので体重が重い）。ほ

ぅっぶにゅーぎゃー　っゔぁが　ふぁ

い（大きな骨はお前が食べろ）。［変異］

ほぅぶに。

ほぅっぶらふきゃ [hubburafukja]

【名詞】大ぼら吹き。

ほぅてぃ [huti]【動詞】［r/rr 語幹］［C］

（体を温めるために火、たき火などに）

あたる。 ［変異］ほぅてぃー。

ほぅてぃー [hutiː]【動詞】［r/rr 語幹］

［C］（体を温めるために火、たき火など

に）あたる。 【例】うまつん　ほぅて

ぃー　んふばーい（火にあたって温ま

る）。［変異］ほぅてぃ。

ほぅでぃー [hudiː]【名詞】［C］手が

大きい（人）、気前がよい（人）。 【例】

ばんてぃが　ぱーや　つむかぎ　ほぅ

でぃー　あたい（私のおばあさんは心

優しくて、気前の良い人だった）。

ほぅとぅー [hutuː] 【名詞】［C 特殊］

大海、大海原。 【例】ふにゃー　ほぅ

とぅーんかい　いでぃたい（船は遠く

の大海原に出た）。［類］うほぅとぅー、

うほぅとぅ。

ほぅどぅー [huduː]【名詞】［C 特殊］

立派な体格。 【例】まさいや　たやぎ

　ほぅどぅーびとぅ（マサイはとても

立派な体格で力がありそうだ）。
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ほぅどぅー

ほぅどぅー [huduː]【名詞】［C 特殊］

八重干瀬の中にあるひとつリーフの名

前。

ほぅどぅい [hudui] 【動詞】［母音語

幹］［A］（こどもが）成長する。 【例】

やらびゃー　あたくまん　ほぅどぅい

どぅす（子供はあっと言う間に大きく

なる）。

ほぅどぅつ [hudutsɨ] 【動詞】［k 語

幹］［A］（結んだ帯、糸、もつれた糸な

どを）ほどく。 【例】そぅくーゆ　ほ

ぅどぅつ（帯を解く）。まつっだりゅー

　いとぅー　ほぅどぅき（絡み合って

いる糸を解きなさい）。［変異］ほぅど

ぅふ。

ほぅどぅふ [hudufu] 【動詞】［k 語

幹］［A］（結んだ帯、糸、もつれた糸な

どを）ほどく。 ［変異］ほぅどぅつ。

ほぅなん [hunan]【名詞】［B 特殊］大

波。 【例】きゅーや　ほぅなんぬ　た

ちゅーば　っぞぅとぅいが　いかじゃ

ーん（今日は大波が立っているから魚

を取りに行かない）。

ほぅに [huni]【名詞】［C］骨；魚の小

骨。【例】ほぅに　たかい　っぞぅ（小

骨の多い魚）。っぞぅぬ　ほぅにぬどぅ

　ぬどぅん　かかりゅー（魚の骨が喉

にひっかかっている）。

ほぅにずー [hunizɨː] 【名詞】（食べ

やすくするために）魚を骨ごと切るこ

と。 【例】いみかい　っぞぅぎゃー　

ほぅにずー　あっそぅ（小さい魚は骨

ごと切りなさい）。

ほぅにぶかい [hunibukai]【形容詞】

骨身にこたえる（寒さ、つらさ）。【例】

きゅーや　やぐみ　ほぅにぶかい　っ

しさ（今日は骨身にこたえる寒さだ）。

ほぅにゃ [hunja]【名詞】［C］大根。

【例】ほぅにゃー　ふゆんどぅ　やすだ

いかい（大根は冬がやすい）。［変異］う

ほぅにゃ。［類］だいほぅにゃ。

ほぅばんまい [hubammai] 【名詞】

主食。 ［変異］ほぅっばんまい。

ほぅぶに [hubuni] 【名詞】［C 特殊］

大きな骨、大きい骨格。 ［変異］ほぅ

っぶに。

ほぅみ [humi]【動詞】［母音語幹］［C］

ほめる。 【例】やらびゅーぎゃー　ん

みかだ　ほぅみる（子供は叱らないで

褒めて使え）。

ほぅみたーっゔぁす [humitaːv-
vasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］ほめちぎる。

【例】うりゃー　ほぅみばやー　やいば

　ほぅみたーっゔぁし（彼は褒められる

とその気になる奴だから褒めちぎれ）。

ほぅみつ [humitsɨ] 1○【動詞】［k 語幹］

［A］（風邪などで体が）熱くなる、火照

る。 【例】かんぼーや　ひどぅ　っゔ

ぁが　どぅーや　ほぅみきーどぅ（あ

なたの身体は熱っぽい）。［変異］ほぅみ

ふ。 2○【動詞】［k 語幹］［A］興奮する、
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ほぅみつ

熱くなる、騒ぎ立てる。【例】まーぬ　

いたらーんくとぅんかい　ほぅみつな

（余りつまらないことに騒ぎ立てるな）。

［変異］ほぅみふ。 3○【形容詞】［A］（火

の近くにいるために）熱い、（熱で体が）

熱い。【例】うまつぬ　やかたー　ほぅ

みつかいばならんば　ひーちゃがま　

はなりる（火の側は熱いから少し離れ

なさい）。にっちゃ　いでぃー　みはな

ー　むいとぅ　ほぅみつむぬ（熱が出

て顔はとても火照っている）。

ほぅみつ [humitsɨ] 【動詞】［k 語幹］

［A］（体に）熱がある。 【例】かじゃー

　ひきどぅ　どぅーや　ほぅみきーゆ

ー（風邪をひいて熱がある）。［変異］ほ

ぅみふ。

ほぅみばやー [humibajaː] 【名詞】

ほめられとすぐその気になる人、おだ

てにのりやすい。 【例】かりゃー　む

いとぅぬ　ほぅみばやー（彼はほぅめ

られるとすぐその気になる人だ）。うり

ゃー　ほぅみばやー　やいば　ほぅみ

ー　つかい（彼はほめられたらその気

になる人だからほめて使いなさい）。

ほぅみふ [humifu] 1○【動詞】［k 語幹］

［A］（風邪などで体が）熱くなる、火照

る。 ［変異］ほぅみつ。 2○【動詞】［k

語幹］［A］興奮する、熱くなる、騒ぎ

立てる。［変異］ほぅみつ。

ほぅみふ [humifu] 【動詞】［k 語幹］

［A］（体に）熱がある。 ［変異］ほぅ

みつ。

ほぅむず [humuzɨ] 【名詞】［C 特殊］

大麦。 【例】んっそぅ　ちゅふ　とぅ

きゃんな　ほぅむずひーどぅ　かうっ

じゅ　ちゅっふ（味噌を作るときには

大麦で麹を作る）。

ほぅむぬい [humunui] 【名詞】大げ

さにものを言うこと。 【例】たくー　

ひとぅから　とぅいってぃまい　とぅ

から　とぃったいてぃー　ほぅむぬい

ゆ　あす（タコを一匹取って来ても 10

匹取って来たと大げさにものを言う）。

［変異］ほぅむぬゆい。

ほぅむぬゆい [humunujui] 【名詞】

大げさにものを言うこと。 ［変異］ほ

ぅむぬい。

ほぅむぬゆみゃ [humunujumja]

【名詞】大げさにものを言う人、大ぼら

吹き。 【例】からー　ほぅむぬゆみゃ

　やいば　かいが　むぬいや　とぅー

ん　ひてぃっちゃ　つかいん（彼は大

ぼら吹きだから彼の言うことは 10 の中

1 つも信用できない）。

ほぅらだつ [huradatsɨ] 【名詞】〘地

名〙ホゥラダツ（大浦集落の入口）。

【例】ほぅらだつんな　まずむぬぬ　う

い（ホゥラダツには幽霊がいる）。

ほぅらつ [huratsɨ] 【動詞】［k 語幹］

［A］（目や本を閉じられた状態から）開

ける［「ふー（閉じる）」の反対語］。

【例】あてぃ　ばかすかいば　みーや　

ほぅらかだ　ばらうたい（あんまりお
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ほぅらな

かしかったので目を開けないで笑った

［あまりの嬉しさで笑うこと］）。ほぅん

ぬ　ほぅらきーみーる（本をあけなさ

い）。［変異］ほぅらふ。

ほぅらな [hurana]【名詞】［C］（水を

ためるために掘った）ため池［馬など

を洗うために掘った］。【例】みっじゃ

　たまらん　ほぅらな（水の溜らない

掘り穴）。んきゃーん　やらびんみゃー

　ほぅらなぬ　みっじゅまい　ぬみゅ

ーたい（昔のこどもたちはため池の水

まで飲んでいた）。がっこうぬ　てぃび

ぬ　ほぅらな（学校後方の池）。

ほぅらふ [hurafu] 【動詞】［k 語幹］

［A］（目や本を閉じられた状態から）開

ける［「ふー（閉じる）」の反対語］。

［変異］ほぅらつ。

ほぅらふきゃ [hurafukja]【名詞】ほ

ら吹き。 【例】うりゃー　ぶらふきゃ

　やいば　ういが　むぬいや　まとぅ

ー　ひらいん（彼はほら吹きだから彼

の言うことは当てにできない）。［類］ぶ

らふきゃ。

ほぅらふつ [hurafutsɨ] 【名詞】ほら

を吹くこと。 【例】ほぅらふっちゃ　

じゃうかいむぬ　あらん（ほらを吹く

ことはいいことではない）。

ほぅり [huri] 【動詞】［母音語幹］［A］

惚れる。 【例】ばー　っゔぁがまんか

いや　ほぅりん（俺はおまえなんかに

は惚れない）。［類］ほぅい。

ほぅり [huri] 【名詞】［A］惚れるこ

と、自分をわすれるほど夢中になるこ

と［連濁して「ぶり」となる］。 【例】

みどぅんぶり（女に夢中になること）。

びきぶり（男に夢中になること）。かり

ゃー　どぅすぶりゃーひどぅ　すかま

まい　ほぅだ　どぅすぬ　まいんかい

　あそぅーが　はりーにゃーん（彼は

友達づきあいがよくて、今日も仕事も

せず友達のところに遊びに行った）。

ほぅりぎちくら [huriɡitɕikura]【名

詞】バカな奴。 【例】むいとぅぬ　ほ

ぅりぎちくら（とてもバカな奴）。

ほぅりちくや [huritɕikuja] 【名詞】

馬鹿な奴。 ［類］ほぅりちくら、ほぅ

りぎちくら、ほぅりぎちくや。

ほぅりちくら [huritɕikura] 【名詞】

馬鹿な奴。 ［類］ほぅりちくや、ほぅ

りぎちくら、ほぅりぎちくや。

ほぅりっふぁい [huriffai] 【名詞】

非常に太っていること、またそのよう

な人。 【例】からー　あてぃ　うんか

いばどぅ　ほぅりっふぁいや　ひーゆ

ー（彼はとても大食いなので太ってい

る）。

ほぅりふい [hurifui] 【形容詞】バカ

げた、冗談の。 【例】ほぅりふい　む

ぬい　あす（馬鹿なことを言う）。ほぅ

りふいんまり（冗談をよくいう奴）。

ほぅりみつず [hurimitsɨzɨ] 【名詞】

右往左往、落ち着かない様子、ショック
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ほぅりみつず

などでどうしていいかわからない状態。

【例】みーんな　さうや　にゃーだ　

ほぅりみつず　あす（目には落ち着き

がなく視点が定まらないようすだ）。

ほぅりむぬ [hurimunu]【名詞】バカ

者。 【例】かりゃー　うむくとぅー　

にゃーん　まーんてぃぬ　ほぅりむぬ

（彼は考えの浅い本当の愚か者だ）。ほぅ

りむぬぬ　ほぅりむぬふぁう（バカの

大食い）。ほぅりむぬぬ　ほぅりさきぬ

ん（バカの大酒飲み）。かりゃ－　ばぬ

ーぎゃー　いつまい　ほぅりむぬ　み

ー（彼は私のことをいつも馬鹿扱いす

る）。ほぅりむぬんな　ほぅりむぬぬ　

まーびゃー　ひらいん（馬鹿は馬鹿の

まねはできない）。

ほぅりむぬみー [hurimunumiː]【名

詞】見下すこと、馬鹿扱い。 【例】ほ

ぅりむぬみー　あす（馬鹿扱いする）。

ほぅりむぬゆん [hurimunujun]【名

詞】馬鹿なこと、くだらないこと。【例】

まーぬ　ほぅりむぬゆんぬぎゃー　あ

すな（余り馬鹿なことを言うな）。

ほぅん [hun]【動詞】［m 語幹］［A］ほ

める。 【例】やらびゅーぎゃー　んみ

かだ　ほぅみー　つかい（子供は叱ら

ずに褒めて使え）。うながどぅーゆぎゃ

ー　ほぅまん（自分をほめない）。

ほぅん [hun] 【名詞】［B］本。 【例】

ほぅんぬ　ゆん（本を読む）。ほぅんぬ

　っふぃみーみーる（本を閉じなさい）。

ほぅんぬ　かふ（本を書く）。ほぅんな

　うむくとぅ　いだす　むぬ（本は知

識を与えてくれるもの）。

ほぅんだい [hundai] 【名詞】我がま

ま、自分勝手、またその対象。【例】な

らほぅんだい　やらびがま（自分勝手

な子供）。ばー　っゔぁが　ほぅんだい

や　あらん（私はお前の我がままの相

手じゃない）。まーぬ　ほぅんだい　あ

すな（あんまりわがまま言うな）。うぬ

　みどぅん　やらびがまー　むいとぅ

ぬ　ほぅんだいがま（この女の子はと

ても自分勝手だ）。

ほぅんつ [huntsɨ]【名詞】［B 特殊］大

通り。 【例】がっこーんかい　いつと

ぅきゃんな　ほぅんっちゅ　あいきー

　いき（学校に行くときには大通りを

歩いていけ）。

ぼろぼろ [boroboro]【オノマトペ】ぐ

つぐつ、ぐらぐら。 【例】なびぬ　ん

っつーや　ぼろぼろてぃどぅ　ふきゅ

ー（鍋のおつゆがぐらぐらと沸騰して

いる）。［類］ふき。
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ま

ま [ma] 【助詞】〘終助詞〙基本形につい

て突き放した態度、反語的な態度を示

す［「ん」をともなうことも多い］、～か

よ。 【例】ばー　すーんま（俺が知る

かよ）。

まー [maː]【名詞】［C］空間的余裕、空

き間、すき間；時間的余裕、暇。 【例】

うまー　しばかいば　びー　まーや　

にゃーん（ここは狭いから座る余裕が

ない）。うまー　っゔぁが　びーまーや

　あきーどぅー（ここは君の座るとこ

ろがある）。まーや　ありー　びじ（間

隔をおいて座れ）。ばー　きゅーや　ま

ーや　にゃーんば　かしーや　ひらい

ん（今日は時間がないので手伝いはで

きない）。きゅーや　いすがすかたいば

　むぬー　ふぁう　まーまい　にゃー

っだん（今日は忙しかったので食事を

する時間もなかった）。

まー [maː] 【名詞】［C］足跡、手の形、

痕跡。 【例】ひとぅぬ　はずぬ　まー

（人の足跡）。ぬそぅどぅぬ　はいらー　

まーぬどぅ　あるー（泥棒の入った跡

がある［「はいらー」＜「はいりゃー」＜

「はいりー＋あい」（入って＋ある）］）。

まーい [maːi] 1○【動詞】［r/rr 語幹］［A］

歩いて訪ねる；遠回りをする。【例】す

まう　まーい（集落を歩き回る）。かま

から　まーりー　くー（向こうから回

って来い）。 3○【動詞】［r/rr 語幹］［A］（動

詞の連用形についてその動作をしなが

ら何か所かに連続して）移動する。【例】

あいきーまーい（歩き回る）。んすぬ　

いんぬ　うーぎーまーい（真謝の海を

泳ぎ回る）。とぅびーまーい（走って回

る）。ぶーっじゃ　ぬすみー　ひんぎー

まーいたい（サトウキビを盗んで逃げ

まわった）。やーばっそぅ　ふきーまー

い（家と家の間を通り抜けて近道をす

る）。とぅみーまーい（探し回る）。なき

ーまーい（泣きながら歩き回る）。ばら

いーまーい（（人の悪口を言いながら友

達のところなどをたずねて）馬鹿にし

て回る）。かっふぃーまーい（隠れて逃

げまわる）。 2○【接尾辞】（名詞につい

て）歩き回ること、訪問すること。【例】

はらうずまーい（親戚回り）。すままー

い（集落を歩き回ること）。 4○【接尾辞】

動詞基本形について名詞を作る接尾辞、

（その動作をしながら）歩き回る。【例】

さきぬんまーい（集落を酒を飲むため
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まーい

に歩き回ること）。かにゃー　ういびと

ぅん　なりー　くぬいや　むぬゆんま

ーいゆぎゃー　ほぅん（カニは年を取

って最近はおしゃべりして回ることは

しない）。

まーい [maːi] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］

（ものや身体が）回転する；（回転して、

忙しくて目が）回る；（否定をともなっ

て、借金で首が）回らない。 【例】ぐ

るたん　なりー　まーるーきゃー　み

ーぬどぅ　まーるーたい（ぐるぐる回

ってたら目が回った）。きゅーや　いす

がすかたいば　みーぬ　まーりゅーた

い（今日は忙しかったので目が回った）。

うっかぬ　はーさ　ありー　ぬどぅま

い　まーらん（負債が沢山あって首も

回らない）。

まーい [maːi] 【名詞】［A］（ものや人

の）周り、周囲；交際範囲。 【例】や

ーぬ　まーい（家の周囲）。ばたぬ　ま

ーいゆ　はかい（腹の周りを測る）。か

いが　まーいんな　ひとぅぬどぅ　う

んそぅく　うぐなーりゅー（彼の周り

には人がたくさん集まっている）。

まーい [maːi]【名詞】［A］順番。【例】

ばが　まーいぬどぅ　っちゅー（私の

順番がきている）。［類］まーる。

まーい [maːi] 【名詞】［C］ボール、ま

り。 【例】まーいゆ　つふ（まりをつ

く）。みどぅんやらびんみゃー　まー

いひー　あそぅー（女の子供達はまり

で遊ぶ）。まーいゆ　きー（ボールを蹴

る）。

まーい [maːi] 【接尾辞】名詞について

漁の種類を表す接尾辞。【例】いんまー

い（漁に出ること）。みがにまーい（素

潜り漁［＜水中メガネ漁］）。だいだまま

ーい（ダイナマイト漁［終戦直後、不発

弾の火薬を抜き取りそれを使って多く

の人が密漁していた］）。あんつかいま

ーい（網を使った追込み漁）。たくとぅ

いまーい（タコとり漁）。っぞぅつーま

ーい（魚釣り［＜魚釣り回り］）。

まーいうむくとぅ [maːiumukutu]

【名詞】社会性；人付き合いがちゃんと

できること、また、そのための知恵。

【例】うらー　がっこー　うむくとぅー

　あいそぅが　ばぬんつきゃー　まー

いうむくとぅー　にゃーん（彼は勉強

はできるが、私より社会性はない）。

まーいかたー　にゃーん
[maːikataː njaːn]【成句】（感情的に、金

銭的に解決の方法がなくて）どうしよ

うもない、八方ふさがりだ。 【例】と

ぅずぶとぅ　ばきゃーいや　ひー　さ

びすかいば　まーいかたー　にゃーん

（離婚してさびしいのでどうしようもな

い）。うっかー　あみかっゔぃー　まー

いかたー　にゃーん（借金をみんなひ

きうけてしまってどうしようもない）。

からー　まーいかたー　にゃーんんま

り（彼は使いものにならないどうしよ

うもない奴だ）。
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まーく

まーく [maːku] 【名詞】［C］背が低い

人。 【例】まーくがま（背の低い人）。

からー　まーくがま　やいそぅが　た

やー　っゔぁんつきゃー　あり（彼は

背は低いけれど、力はお前よりある）。

［類］まーしゃがま。

まーく [maːku] 【形容詞】［C］（人の）

体が小さい；（ものが）小さい。 【例】

ばー　いみかいきゃー　あぐたが　な

かんな　んながーんな　まーくかたい

（私は幼い時は同級生のなかで一番背が

低かった）。うぬ　んながーんな　まー

くかい　えんぴっちゅぎゃー　すてぃ

る（この一番短い鉛筆を捨てろ）。［類］

いみ。

まーくん　ない [maːkun nai] 【成

句】［r/rr 語幹］体を丸くする、身を屈

（かが）める。 【例】っしかいば　どぅ

ーや　まーくん　なりゅーたい（寒く

て体が丸くなった）。まーくん　ならだ

かー　うまから　とぅーらいん（身を

かがめないとそこを通れない）。

まーしゃ [maːɕa] 【名詞】［C］（何か

を）回す人。 【例】なそぅーぎーぬ　

すたぬ　ばう　まーしゃがま（茄の木

の下で棒を回す人　［この比喩から「背

が低い人」という意味に使われる］）。

まーじゅん [maːʑun] 1○【副詞】ほか

の人と同じことを、同じように；一緒

に。 【例】んーなとぅ　まーじゅん　

あっそう（皆と同じようにやりなさい）。

じょ　まーじゅん　ふぁーでぃ（さあ、

一緒に食べよう）。 2○【形容詞】同じ。

【例】ういとぅ　かいとぅー　まーじゅ

んむぬ（これとあれはおなじようなも

のだ）。

まーす [maːsɨ] 1○【動詞】［s/h 語幹］［A］

回転させる；（別の人に）回す。 【例】

くまう　まーす（コマを回す）。まーす

がにゅー　まーひー　あそぅー（鉄の

輪っかを回して遊ぶ）。うぬ　んまじゃ

きゅー　ばぬんかいまい　まーひーふ

ぃーる（そのおいしい酒を私のところ

にも回してくれ）。 2○【動詞】［s/h 語幹］

［A］（凧を）あげる。【例】かびとぅいゆ

　まーす（凧をあげる）。［類］あぎー。

まーそぅ [maːsu] 【名詞】［C］塩。

【例】まーそぅー　なんー（塩をなめる）。

まーそぅー　かきー（塩をふる）。

まーそぅさうず [maːsusauzɨ] 【名

詞】〘祭礼〙（魔よけのため）塩で清める

こと。 【例】うまんな　やなむぬぬど

ぅ　ういば　まーそぅさうず　あっそ

ぅ（ここは悪いものがいるので塩でき

よめろ）。

まーそぅにー [maːsuniː]【名詞】塩

だけで煮る魚の料理法、塩ゆで。 【例】

あいっぞぅぬ　まーそぅにーや　むい

とぅ　んまい（アイゴの塩ゆではとて

も美味しい）。

まーた [maːta]【名詞】［C］〘祭礼〙魔

除けの目印［ススキの葉で輪っかを作

り、それを作物を植えた直ぐの畑や、持
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まーた

って行かれたくない物に刺して魔除け

とした。人が亡くなったときにはマー

タを両門におき、入り口には棒をおい

て魔除けとした］。 【例】まーたう　

ゆー（魔除けを結う）。まーたー　ゆっ

ゔぃー　うまんさすてぃがー　まずむ

ぬまい　ひとぅまい　とぃや　はらん

（マータを結ってここにさしたら魔物も

人も（これを）とってはいかない）。

まーだぎゃー [maːdaɡjaː]【副詞】ま

あまあ、ある程度。 【例】まーだぎゃ

ー　がばー　っぞぅ　あたい（まあま

あ大きな魚だった）。

まーっさ [maːssa] 【名詞】（ふらつい

たりしない）まともな歩き方。【例】ま

ーっさ　んﾟん（ふらつかずにちゃんと

歩く）。やらびぬ　まーっさう　んﾟみ

ゅーば　みーみーる（赤ちゃんがちゃ

んと歩いているので見てみて）。びゅー

いびとぅぬ　まーっさ　んﾟまだ　あい

きゅー（酔っ払いがふらついて歩いて

いる）。［類］っさ。

まーっぞぅ [maːzzu] 【名詞】（追い

込み漁でとるようなアイゴやブダイな

どの）近海魚。 【例】かっちゅんつき

ゃー　まーっぞぅどぅ　んまかい（カ

ツオより近海魚が美味しい）。

まーに [maːni]【名詞】［C］〘植〙黒つ

ぐ、皮を紐として使う植物。 【例】ま

ぐー　かやとぅ　まーにぬ　かーひど

ぅ　ちゅっふぁい（糸入れかごは茅と

黒つぐの皮で作られる）。くーすふぁや

う　まーにぬ　ばなひー　ふっでぃー

　あそぅびゅーたい（木登りトカゲを

黒つぐの罠で括って遊んでいた）。

まーにんぎん [maːniŋɡin] 【名詞】

普通の人、正常な人、真人間。【例】か

りゃー　ほぅりむぬー　あらん、まー

にんぎん（彼は馬鹿者ではなくまとも

な人だ）。

まーぬ [maːnu]【副詞】動詞、形容詞を

修飾して程度が大きいことを表す、あ

まり［否定を表す表現と呼応して程度

が大きくないことを表す。共通語の「あ

まり」と違って理由節では使えない。共

通語の理由節に当たる表現では、「あて

ぃ　はーさ　ふぁいみーてぃがー　ば

たぬどぅ　やみゅーたい（あんまりた

くさん食べたら、おなかを壊した）」の

ように事実条件節を使い、「あてぃ（と

ても）」を使う］。 【例】おい　ゆがか

なまい　まーぬ　ばいんつな（おい、あ

んまりぶつくさ言うな）。うらー　まー

ぬ　じゃうっふぁにゃーん（それは余

り良くない）。ばが　っちゃー　っぞぅ

ー　まーぬ　ほぅいっふぁ　にゃーっ

だん　（私の釣った魚はあまり大きく

なかった）。まーぬ　むぬー　ふぁうて

ぃがー　ばたぬどぅ　やんがまた（あ

んまりたくさんたべるとおなかを壊す

よ）。

まーび [maːbi]【名詞】［A］真似。【例】

ひとぅぬ　まーびゅーぎゃー　あすな

（人の真似はするな）。
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まーぶ

まーぶ [maːbu] 【感動詞】子馬が離れ

かけたときに離れないようにこちらに

もどれと呼ぶときに使う呼びかけ。

まーぷい [maːpui] 1○【動詞】［r/rr 語

幹］（暗いところから明るいところにで

て目が）くらむ；（太陽などをみて）ま

ぶしくて目がくらむ。【例】えいがかん

から　いでぃー　みーや　まーぷりー

　あいつぐりむぬ　あたい（映画館か

らでて目がくらんで歩きにくかった）。

てぃだー　みー　みーや　まーぷりゅ

ーたい（太陽を見て目がくらんだ）。 2○

【動詞】［r/rr 語幹］目まいがする、目が

回る、フラフラする。【例】みーや　ま

ーぷりーどぅー（目まいがしている）。

［類］まぐい。

まーぷら [maːpura]【名詞】めまい。

【例】まーぷら　ひーどぅー（目が回っ

ている）。

まーま [maːma]【名詞】［C］後妻、継

母。【例】やなくんじゃう　まーま（意

地が悪い継母）。［類］まーまんま。

まーま [maːma]【名詞】［C］げんこつ。

【例】まーまう　ちゃらてぃー　ふぁ

ーす（げんこつをがちんとくらわす）。

まーまんま [maːmamma]【名詞】後

妻、継母。 ［類］まーま。

まーゆ [maːju]【名詞】［A］〘魚〙フエ

フキダイ。

まーゆ [maːju] 【名詞】［A］ヤシ油。

【例】まーゆひー　さたてぃんぷらう　

やつ（ヤシ油で沖縄風ドーナツを揚げ

る）。

まーらす [maːrasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

回す、回らす。 【例】まーすがにゅー

　まーらす（鉄の輪っかを回す［遊び

の一種］）。［類］まーす。

まーる [maːru] 【名詞】［A］順番、順

序が回ってくること。 【例】んなーま

ー　ばが　まーる（今は私の順番）。ぶ

どぅい　まーる（踊りの順番）。［類］ま

ーい。

まーんぐとぅ [maːŋɡutu]【名詞】真

実、本当のこと。 【例】うらー　まー

んぐとぅな（それは本当ですか）。あが

いー　あがいー　ぶとぅー　すにーは

りーにゃーんよー、うらー　まーんぐ

とぅよー（あー、旦那は死んでしまっ

た、本当なんだ（信じられない））。

まーんてぃー [maːntiː] 1○【名詞】（嘘

でなく）本当のこと、（偽物でなく）本当

のもの。【例】っゔぁが　あっじゅーく

とぅー　まーんてぃーや　あらん（お

前の言っていることは間違っている）。

っゔぁが　さんすーぬ　くたいや　ま

ーんてぃーや　あらん（お前の算数の

答えは正しくない）。くぬ　だいやー　

まーんてぃーぬ　むぬ（このダイヤは

本物だ）。 2○【副詞】本当に。【例】き

ゅーや　まーんてぃー　あつかいばな

らん（今日は本当に暑くて仕方がない）。

くぬいぬ　わーつっちゃ　まーんてぃ

ー　さだかー　ひらいん（最近のお天
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まい

気は本当に予測できない）。からー　ま

ーんてぃー　うむくとぅあい　ひとぅ

（彼は本当に頭がいい人だ）。 3○【感動

詞】なるほど、なるほどだよ、本当、本

当だよ。【例】まーんてぃーだら（なる

ほどね）。

まい [mai]【接尾辞】尊敬の動詞接辞　

子音語幹動詞の未然形に付く。母音語

幹動詞では、「さまい」。

まい [mai]【名詞】［C］（空間的に、人、

もの、場所などの）前；（時間的に）前。

【例】っゔぁー　ばが　まいん　たち

（君は僕の前にたちなさい）。やーぬ　ま

いん　ばすぬ　ていりゅーじょぬ　あ

い（家の前にバス停がある）。かいが　

みーゆー　まいんどぅ　ばー　たうい

たいが　おーかん（彼が見ている前で

私は倒れたらしい）。あしぬ　まいん　

うぬ　っそぅいゆ　ぬみ（朝ごはんの

前にこの薬を飲みなさい）。まいや　ん

ぎー　あい（相手が何か言う前に先を

読んで言う）。しーしーたが　んみゃい

ー　まいん　さきゅー　いだほぅーき

（先生方がいらっしゃる前に酒を出して

おきなさい）。

まい [mai]【動詞】［r/rr 語幹］［C］大便

をする。【例】っしんきー　っそぅー　

まい（トイレに行って大便をする）。っ

そぅ　まりや　てぃーゆ　あらい（大

便をした後は手を洗え）。

まい [mai]【動詞】［母音語幹］［C］（鷹

のような大きな鳥などが上空を）ゆっ

くり舞うように飛ぶ。 ［類］まう。

まい [mai] 【名詞】［B］米。 【例】ま

いぬい（（米の）おにぎり）。まいだーら

（米俵）。［類］くみ。

まい [mai] 1○【名詞】［C］近く、近所；

時間的に近く。 【例】しょーがっこー

や　ばんてぃが　やーぬ　まいんどぅ

　あい（小学校は我が家の近くにある）。

まっちゃー　まいがまん　あい（店は

すぐ近くにある）。いんな　すぐ　まい

（海はすぐ近くだ）。きゅーりょーびゃ

ー　んめ　まいん　なりーどぅー（給

料日が間近になっている）。 2○【形容詞】

［C］空間的に近い；時間的に近い。【例】

んながーんな　まいかい　まっちゃー

　んじゃんどぅ　あい（一番近い店は

どこにあるの）。くまからー　っさらぬ

どぅ　ぶらんつきゃー　まいかい（こ

こからだったら平良のほうが保良より

近い）。とぅんでぃさうがつとぅ　くり

すますとぅ　いでぃがどぅ　まいかい

（冬至の集まりとクリスマスとどっちが

時期的に近いですか）。

まい [mai] 1○【助詞】〘副助詞〙「も」［（名

詞や、名詞＋格助詞について）ほかの

人、もの、ことに加えてそれもという

累加の意味を加える］。 【例】ばんま

い　いかっじゃー　っゔぁまい　いき

ーふぃーる（私も行くのでお前も行っ

てくれ）。きゅーまい　まうきじゅくー

　にゃーん（今日も仕事はない）。うぬ

　んまじゃきゅー　ばぬんかいまい　
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まい

まーひーふぃーる（そのおいしい酒を

私のところにも回してくれ）。 2○【助詞】

〘副助詞〙「も」［（疑問詞や数詞、疑問詞

や数詞＋格助詞について）否定ととも

に使われて、「だれも、なにも、どこも、

いくらも、いつも、（３人）も～ない」

という全部否定の意味を加える］。【例】

うぐなーいんかい　いきーみーてぃが

ー　たるまい　みーっだん（集まりに

行ってみたらだれもいなかった）。ふに

ゃー　みゃーてぃぬ　にゃーだかー　

んじゃまい　いかいん（舟は目的地が

ないとどこにも行けない）。ばー　かい

んかいや　んめ　みっふぁさまい　な

うまい　にゃーん（わたしは彼女には

憎しみもなにもない）。ふぁうむぬーぎ

ゃー　なうゆまい　むまん（食べ物は

どんなものでも好き嫌いがない）。いじ

ゅーまい　ふぁーっだん（どちらもた

べなかった）。 3○【助詞】〘副助詞〙「で

も」［（疑問詞、疑問詞＋格助詞につい

て）それらすべてという意味を加える］。

【例】ばー　なうまい　んち（私は何で

も沢山ある）。からー　なうまい　っし

ーどぅー（あの人はなんでも知ってい

る）。やらびゃー　たるんかいまい　あ

まいあまいてぃー　ひーゆー（子供は

だれにでも愛嬌をふりまく）。なうまい

　ゆぬむぬ（どれでも同じだ）。いつま

い　にゅーたぎむぬ（いつも眠そうだ）。

みゃーくずつんな　んじゃからまい　

はーさぬ　ひとぅぬ　すまー　ならひ

ー　んみゃい（ミャークズツにはそこ

らじゅうから多くの人々がどっと押し

寄せて来る［＜どこからも村をどよめ

かせていらっしゃる］）。でぃんぬ　あ

いてぃがー　なうまい　かーいどぅす

（金があればなんでも買える）。いかっさ

まい　ふぁうたいそぅが、んめひー　

ふぁうぶすむぬ　あたい（たくさん食

べたが、もっと食べたかった［＜いく

らでもたべたが］）。 4○【助詞】〘副助詞〙

「～も、～まで」［（名詞（特に数詞）や、

名詞（特に数詞）＋格助詞について）程

度が極端なこと、（予測より）多いこと

あるいは少ないことを表す］。【例】うほ

ぅがぬ　いみやーがまんまい　ひとぅ

ぬ　うい（こんなちいさな家にも人が

住んでいる）。ばいさう　あすてぃがー

　っふぁ　んまがたーひーまい　とぅ

がまいどぅす（悪事を働いたら子孫代

々まで非難される）。あかうまい　あら

ーん　かうさだりゃ（髪も洗わない不

潔な奴）。んﾟぬ　あぐたが　みちゃー

いまい　っちゅーたい（昨日友達が３

人も来た）。みどぅんな　いちじかんま

い　まつたいそぅが　くーっだん（妻

を一時間も待ったがこなかった）。ささ

ぎゆーいんかいや　ごじゅーめいまい

　ゆらばっだん（結婚式には５０人も

呼ばなかった）。ひとぅむてぃから　む

ぬまい　ふぁーんば　やーすかいば　

ならん（朝から食事もしてないので腹

が減って仕方がない）。っゔぁー　にじ

ゅーまんえんまい　むちーどぅー（お

前は 20 万円も持っているのか）。から

ー　ふらんすごーまい　あっじゃいど

ぅすちゃ（あいつはフランス語も話せ
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まいがーす

るんだって）。 5○【助詞】〘副助詞〙「も」

［（量を表す名詞について）概数を表す］。

【例】にしぇんえんまい　あいてぃがー

　たらうどぅす（二千円もあれば足り

るだろう）。

まいがーす [maiɡaːsɨ] 【名詞】ポン

菓子。

まいかき [maikaki]【名詞】〘道具〙前

掛［馬の首に掛け、馬と鋤（すき）と繋

ぐ馬具］。 ［変異］まいがき。

まいがき [maiɡaki]【名詞】〘道具〙前

掛［馬の首に掛け、馬と鋤（すき）と繋

ぐ馬具］。 ［変異］まいかき。

まいだつ [maidatsɨ] 【名詞】（馬など

が）両前足を上げること。 【例】びき

　ぬーまぬどぅ　まいだっちゃ　ひー

ゆー（雄馬が両前足を上げている）。

まいちゃ [maitɕa] 【名詞】［C］着物

の裾。 【例】んまが　つんぬ　まいち

ゃう　かつん（母親の着物の裾をつか

む）。

まいつ [maitsɨ] 【名詞】［A］手斧、薪

割用の斧。 【例】まいつひー　たむぬ

ー　ばい（斧で薪を割る）。

まいぬ　あらいずー [mainu
araizɨː] 【名詞】米のとぎ汁。 【例】ま

いぬ　あらいずーゆ　いたきーすてぃ

ー（米のとぎ汁をすてる）。

まいぬい [mainui] 【名詞】米のおに

ぎり［普通なにも味を付けず、球状に握

る］。

まいふが [maifuɡa]【形容詞】かしこ

い、お利口さんだ［こどもをほめるとき

に使う］。 【例】まいふが　やらび（お

利口さん）。かいがどぅ　んながーんな

　まいふがかい（彼が一番おりこうさ

んだ）。［類］まうふが。

まいやー　まいにつ [maijaː
mainitsɨ]【成句】日ごと夜ごと、寝ても

覚めても、いつも。 【例】まいやーま

いにつ　かなす　みどぅんぬ　くとぅ

ー　うむいーゆー（いつも好きな彼女

のことを思っている）。

まう [mau]【動詞】［w 語幹］［C］（鷹の

ような大きな鳥などが上空を）ゆっく

り舞うように飛ぶ。 【例】たかぬどぅ

　やぐみ　はーさ　まいゆー（鷹がと

てもたくさん飛んでいる）。［類］まい。

まう [mau] 【名詞】［C］〘祭礼〙自分

自身の守り神、先祖神。 【例】うなが

　まうや　うなが　やーんどぅ　あい

（自分自身の守り神は自分自身の家にあ

る）。［類］まうかん。

まうかん [maukan]【名詞】〘祭礼〙個

人の守り神、先祖神。 【例】とぅかん

てぃんな　んまぬ　まうかんかいどぅ

　てぃーゆ　かみー（トゥカンティに

は母親の守り神に手を合わす）。まうか

んかい　むぬー　すきー（守り神にお

供えをする）。［類］まう。

まうき [mauki] 1○【動詞】［母音語幹］

［C］（仕事などについて）儲かる；（お金
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まうき

を）儲ける、稼ぐ。 【例】くぬ　すか

まー　まうきどぅす（この仕事は儲か

る）。でぃんな　まうきー　ふぁう（金

を稼いで生活する）。でぃん　まうきが

（金を稼ぎに（行こう））。［類］まうつ。

2○【名詞】［C］稼ぎ、儲け。【例】きゅー

ぬ　まうきゃー　やぐみ　はーさ（今

日の稼ぎはとても多い）。きゅーぬ　ま

うきゃー　うさきがま（今日の稼ぎは

たったこれだけしかない）。きゅーや　

なうぬ　まうきまい　にゃーん（きょ

うは何の稼ぎもない）。

まうきじゅく [maukiʑuku] 【名詞】

儲ける手段、稼げる仕事、飯のたね；仕

事。 【例】まうきじゅくー　とぅみー

くーでぃ（稼げる仕事を探してくる）。

きゅーまい　まうきじゅくー　にゃー

ん（今日も仕事はない）。

まうきゃー [maukjaː] 1○【名詞】南側

にある隣家　［西原は絶対方位を使用

しているので南側が「前」になる］。

【例】まうきゃーた（南側の家の人たち）。

2○【名詞】何かを基準としてその前方；

物の前方部。【例】まうきゃーん　たち

（（私の）前に立て）。きーぬ　まうきゃ

ーん　はうぬ　うい（木の前にヘビが

いる［ヘビは木と話し手の間にいる］）。

くるまぬ　まうきゃーぬ　やぶりーに

ゃーん（車の前方部が壊れた）。っゔぁ

が　まうきゃーゆ　とぅみる（あなた

の前の方を探せ）。

まうつ [mautsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］

儲かる、儲ける、稼ぐ。 ［変異］まう

ふ。［類］まうき。

まうとぅ [mautu] 【名詞】［C］直進

したところ、（よそ見せず）真っ直ぐの

方向（へ進む）。 【例】しやくしょー　

うまぬ　まうとぅんどぅ　あい（市役

所はここをまっすぐ行ったところにあ

る）。まうとぅー　みー　あいき（真っ

直ぐ前を見て歩け）。まうとぅー　たみ

ー　あいき（（よそ見せず）真っ直ぐ歩

け）。

まうふ [maufu] 【動詞】［k 語幹］［C］

儲かる、儲ける、稼ぐ。 ［変異］まう

つ。［類］まうき。

まうゆ　あき [mauju aki] 【成句】

［母音語幹］〘祭礼〙自分自身の守護神を

持つこと。 【例】かんぶり　びとぅー

　まうゆ　あきばどぅ　なうい（神の

ことで病んでいる人は自分自身の守護

神を持てば治る）。［類］まうゆ　あぎ。

まうゆ　あぎ [mauju aɡi] 【成句】

［母音語幹］〘祭礼〙自分自身の守護神を

持つこと。 ［類］まうゆ　あき。

まか [maka] 【名詞】［C］～次第だ；～

による；～の意志による［「名詞＋が/ぬ」

の後に付ける］。【例】あすむ　ほぅん

むー　っゔぁが　まか（やる、やらな

いはお前次第だ）。うるー　きみー　く

とぅー　ひゅーいぬ　まか（それをや

るのは日取りによる）。にんぎんぬ　ん

ぬっちゃ　てぃだやぐみぬ　まか（人
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まかい

の命は畏れ多い神様の思し召しのまま

だ）。

まかい [makai]【名詞】［C］お椀、お茶

碗。 【例】んっつーゆ　いり　まかい

ゆ　むちーくー（おつゆを入れるお椀

をもってこい）。まいゆ　まかいん　い

りー　ふぁう（ごはんをお茶碗に入れ

て食べる）。まかいだうー（お茶碗、皿、

湯吞等の食器）。んまー　ゆいや　ふぁ

いぬ　あとぅんな　まかいだうーゆ　

あらう（お母さんは夕食後食器を洗う）。

ってぃつ　あい　まかいや　ばいやす

むぬ（一つしかないお椀は割れやすい

［＞一人っ子は死ぬとなにも残らないと

いうことのたとえ］）。

まがい [maɡai]【動詞】［r/rr 語幹］［A］

（ものが）まがる；（道を）まがる。【例】

くぬ　かにふっじゃ　まがるーば、ま

うとぅーぬ　むぬー　むちーくー（こ

の釘は曲がっているのでまっすぐなの

をもってこい）。かまぬ　ゆまたう　ん

すんかい　まがりー　いき（あそこの

十字路を右に曲がっていけ）。

まがい [maɡai] 【名詞】［A］角；横道

（誘惑）。 【例】かまぬ　まがいから　

いき（あそこの角を曲がれ）。なうぬ　

まがいてぃー　にゃーだ　わいてぃー

　かない（横道にそれずにがんばれ）。

まかない [makanai]【名詞】料理を作

ること；料理を作る人。 【例】やーふ

つ　ゆーいぬ　まかないゆ　あす（新

築祝いの料理を担当する）。ばー　むぬ

にー　まかないどぅ　あたい（私はも

のを煮る係りだった）。

まかや [makaja]【名詞】［B］茅。【例】

まぐー　まかやとぅ　まーにぬ　かー

ひどぅ　ちゅっふぁいーゆー（マグ（か

ごの一種）は茅と黒つぐの皮（で作っ

た紐）で作られている）。［類］かや。

まき [maki] 1○【動詞】［母音語幹］［A］

負ける。 【例】きゅーぬ　うんどーか

いんな　ばんちゃー　まきーにゃーん

（今日の運動会で私達は負けた）。 2○【名

詞】［A］負け。【例】っゔぁー　まき（あ

なたは負けだ）。

まきならい [makinarai] 1○【形容詞】

（相手に対して）いつも負けている人、

負け癖がついている人、（勝負における）

カモ。 【例】かにゃー　ばぬんな　い

つまい　まきならいがま（カニは私の

カモだ）。からー　かにんな　まきなら

い　ひとぅ　やいば　きゅーまい　か

ちゃいん　はず（彼はカニにはいつも

負けている人なので今日も勝てないだ

ろう）。 2○【名詞】（相手に対して）い

つも負けている、負け癖がついている、

（勝負における）カモである。【例】きゅ

ーまい　まきならいがまぬ　っちゅー

（今日もカモが来た）。

まきゃーい [makjaːi] 1○【動詞】［r/rr

語幹］（家や部屋が）散らかった、整理

整頓されていない。 【例】まきゃーい

　まっちゃぬ　むぬー　むいとぅ　と

ぅみらいん（整理整頓されていない店
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まきゃーす

の商品は全然探せない）。やーゆ　まき

ゃーらすな（家を散らかすな）。くじゃ

ひっちゃ　まきゃーるーば　まさぐん

　あっそぅ（客間がちらかっているの

で整理しろ［「くじゃひつ」は寝室でも

あった］）。 2○【動詞】［母音語幹］（家や

部屋が）散らかった、整理整頓されて

いない。

まきゃーす [makjaːsɨ]【動詞】［s/h 語

幹］（ものをこわして）散乱させる、（部

屋などを）とり散らす、（風などがもの

を）飛び散らかす。 【例】まかいゆ　

ばりー　まきゃーす（お椀を割って散

乱させる）。かでぃん　かびーや　まき

ゃーはいにゃーん（風に紙が飛び散ら

かされた）。

まきゃーらす [makjaːrasɨ] 【動詞】

［s/h 語幹］（ものをこわして）散乱させ

る、（部屋などを）とり散らす、（風など

がものを）飛び散らかす。

まぐ [maɡu] 【名詞】［C］〘道具〙丸め

た茅を黒つぐの紐で縛って作ったカゴ。

苧麻を紡いだ糸を入れたりする。 【例】

まぐんかい　ぶーや　んﾟみー　うるー

　いりー（カゴに苧麻を糸に紡いだ糸

を入れる）。

まぐい [maɡui]【動詞】［r/rr 語幹］［A］

目がくらくらする、混乱する。【例】ば

ー　うきー　ふたきな　やいば　みー

や　まぐりーどぅー（私は起きてすぐ

だから目がくらくらしている）。まぐり

んまり（バカな奴）。［類］まーぷい。

まくがん [makuɡan] 【名詞】〘生物〙

ヤシガニ。【例】まくがんな　ちゅーか

いば　とぅらいぎっふぁにゃーん（ヤシ

ガニは力が強いので捕れそうにない）。

まくぶ [makubu]【名詞】［C］〘魚〙シ

ロクラベラ；ブダイの一種で大きなこ

ぶがある。

まくぶなます [makubunamasɨ]【名

詞】〘祭礼〙御嶽で使われる言葉で「芋

の葉の和え物」を意味する。文字通り

にはマクブ（ブダイの一種）の刺身で、

芋の葉をマクブの刺身にみたてる。

まぐみん [maɡumin] 【名詞】全体的

に丸まった耳　［「まぐ」は宮古上布の

糸を入れるかご］。

まさい [masai]【動詞】［r/rr 語幹］［C］

（他人と比べて）能力、容姿が優れてい

る。 【例】ひとぅんつきゃー　まさり

（人より優れた人間になれ）。かぬ　みど

ぅんぬどぅ　つむかぎさー　まさりゅ

ー（あの女性のほうが心がきれいだ）。

まさが [masaɡa]【名詞】［C］正しいこ

と、ちゃんとしていること。 【例】ま

さがー　にゃ－んんまり（どうしよう

もない奴）。かりゃー　ぶらふきゃ　や

いば　かいが　むぬいゆぎゃー　まさ

がんな　つかだうり（彼はほら吹きだ

から彼の話はまともには聞くな）。［類］

まなが、まさぐ、まさぎ。

まさがぬ [masaɡanu]【連体詞】（人に

関して）真面目な；（仕事に関して）丁
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まさがぬ

寧な、ちゃんとした；（仕事に関して）

まともな正業である。 【例】ぶとぅー

ぎゃー　まさがぬ　びぎどぅんぬ　と

ぅみる（旦那には真面目な男性を探せ）。

やーゆぎゃー　まさがぬ　さやふん　

たぬみー　まさがぬ　やーゆ　ちゅっ

ふぃ（家はちゃんとした大工に頼んで

ちゃんとした家を建てろ）。んなまぬ　

すかまー　なまりー　まさがぬ　すか

まう　あっそぅ（今の仕事をやめてま

ともな仕事をしろ）。［類］まさぎぬ、ま

さぐぬ、まながぬ。

まさがん [masaɡan] 【副詞】ちゃん

と、きちんと、しっかりと、気を付けて、

正確に　［副詞化の接尾辞「てぃー」を

伴うことも多い］。【例】ゆまたうぎゃ

ー　まさがん　あいき（十字路は気を

付けて歩け）。でぃんぬぎゃー　まちが

いや　にゃーん　やうん　まさがんて

ぃー　ゆみ（お金は間違いのないよう

にちゃんと正確に数えろ）。まさがん　

みーる（ちゃんと見なさい）。まさがん

てぃ－　かんがいる（ちゃんと考えよ）。

むぬーぎゃー　まさがんてぃー　ふぁ

い（ご飯はちゃんと食べなさい）。まさ

がんてぃー　びじ（ちゃんと座れ）。や

らびゅーぎゃー　まさがんてぃー　み

ーる（子供はちゃんと管理しなさい）。

［類］まながん、まさぐん、まさぎん。

まさりー [masariː] 【副詞】比較する

ためにつける副詞、（ほかの人、ものと

比べて）よりもっと。 【例】くぬ　ひ

とぅぬどぅ　かいんつきゃー　まさり

ー　うむくとぅ　あいかい（この人の

ほうが彼よりもっと賢い）。くぬ　くる

まぬどぅ　かぬ　くるまんつきゃー　

まさりー　あっゔぁうぎゃー　ふぁー

ん（この車のほうがあの車より燃費が

いい）。まさりーまい　ういがどぅ　ば

いかい（かえって彼がもっと悪い［＞

　彼のほうがもっとわるい］）。

まさりーまい [masariːmai] 【成句】

どういたしまして、こちらこそ。 【例】

「すでぃがほー」てぃー　あっじゃいて

ぃがー　「まさりーまい」てぃ　かい

すばどぅ　じゃうかい（「すでぃがほー」

といわれたら「まさりーまい」と返事

するのがいい）。

まじゃ [maʑa] 【名詞】［A］〘地名〙真

謝［西原の北東の海岸でそこから漁に

出る］。【例】すまぬ　ひとぅんみゃー

　まじゃから　ふにゅー　いだす（西

原の人は真謝港から船を出す）。でぃん

がにゃー　むぬゆんぱじゅら　やいば

　まじゃん　いつきゃたーひーまい　

むぬいゆぎゃー　つっちゃはん（ディ

ンガニはおしゃべりだから真謝につく

まで話は途切れさせない）。

ましん [maɕin]【副詞】多めに。【例】

ばぬんな　ましんがま　ふぃーる（私

にはちょっと多めにくれ）。

ます [masɨ] 【助数詞】畑の助数詞［四

角の形が升に似ているため］。【例】っ

ゔぁー　はいや　いふます　あり　や

いば（あなたは畑はいくつあるか）。な
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ます

なます　あきゅーとぅい、やそぅます

　あきゅーとぅい（七つの畑を開墾し

ていて、八つの畑を開墾していて［古謡

「うほぅらだつ」から］）。

ます [masɨ] 【名詞】［A］～の方がよい。

［述語としてしか使えない］。【例】くい

とぅ　くいとぅー　いでぃがどぅ　ま

す（これとこれとはどっちがいい）。っ

ぞぅんつきゃー　わーぬどぅ　ます　

やいば　わーゆ　かいくー（魚より豚

肉がいいので、豚肉を買ってこい）。う

まどぅ　ます（そこがよい）。ほぃさー

　ます（大きいほうがいい）。

まず [mazɨ]【副詞】先ず、先ずは。【例】

まず　っゔぁから　あっそぅ（まずお

前からやれ）。まずてぃー　ひーみーみ

ーる（先ずやってみなさい）。［類］まず

がー。

まず [mazɨ] 【動詞】［g 語幹］［A］（女

性器に）男性器を挿入する、交接する、

まぐわう、セックスする「目的格をと

る］。 【例】ひーゆ　まず（性交する）。

ぴーゆぎゃー　ふなずっちゃーん　ま

ず（女性器に男性器を挿入し、上下の

動きをしながら交接する）。

まずがー [mazɨɡaː] 【副詞】先ず、先

ずは。【例】まずがーてぃー　ひーみー

みーる（先ずはやってみなさい）。［類］

まず。

ますぎた [masɨɡita] 【名詞】石垣。

【例】ないんどぅ　ますぎたー　っちゅ

りーにゃーん（地震で石垣が倒壊した）。

ぬぬずん　ますぎた（きれいに積まれ

た石垣）。

ますむい [masɨmui]【名詞】〘祭礼〙ミ

ャークズツの祭事の一つで、枡に酒を

盛って新生児の健康祈願をすること。

【例】ますむいんな　うぬ　とぅすん　

んまいたい　っふぁがまんみう　すま

ぬ　たから　ほぅでぃ　すまぬ　んー

なひー　あーぐ　あいっちゃーん　か

んにがい　あす（マスムイにはその年

に生まれた新生児たちを村の宝にしよ

うと村人全員で歌を歌いながら祈願す

る）。

まずむぬ [mazɨmunu] 1○【名詞】幽霊、

魔物、化け物。 【例】まずむぬー　う

とぅるすむぬ（幽霊は怖い）。うまんな

　まずむぬぬ　うい（そこには幽霊が

いる）。かりゃー　まずむんつきゃー　

むいとぅぬ　まずむぬ（彼は幽霊より

も更に怖い化け物だ）。［変異］まずむ

ん。 2○【名詞】人を軽蔑していうののし

りことば、やつ。【例】んずぎ　まずむ

ぬ（醜い奴［皮肉で身だしなみの悪い人

に使う］）。くぬ　まずむぬ（この野郎）。

ほぅりまずむぬ（馬鹿なやつ）。うむく

とぅー　にゃーん　まずむぬ（学のな

いやつ）。でぃんな　にゃーん、でぃん

ぐ　まずむぬんみ（金のない、金に恵

まれない貧乏人達）。ぬそぅどぅまずむ

ぬ（盗人）。［変異］まずむん。

まずむぬぬ　あかばたうい
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まずむぬぬ　あかばたうい

[mazɨmununu akabataui] 【名詞】〘植〙

ウリ科の一年草のツル植物、オキナワ

スズメウリ。

まずむぬぬぬーま [mazɨmu-
nununuːma] 【名詞】〘昆〙ナナフシ。

まずむぬぬみーつつうさ
[mazɨmununumiːtsɨtsɨusa] 【名詞】〘植〙

シロバナセンダングサ［＜化け物の目

を突く草］。【例】やまう　あいつてぃ

がー　まずむぬぬみーつつうさぬ　と

ぅずぬどぅ　うんそぅく　たばい（野

山を歩いたらシロバナセンダングサの

刺が沢山くっつく）。

まずむぬん　んつみらい
[mazɨmunun ntsɨmirai] 【成句】金縛り

にあう。 【例】まずむぬん　んつみら

いーにゃーん（金縛りにあった）。

まずむん [mazɨmun] 1○【名詞】幽霊、

魔物、化け物。 ［変異］まずむぬ。 2○

【名詞】人を軽蔑していうののしりこと

ば、やつ。［変異］まずむぬ。

まずん [mazɨn] 【動詞】［m 語幹］［A］

沢山の物を積みあげる。 ［類］まずん

ー、まずんみ。

まずんー [mazɨnː]【動詞】［mm 語幹］

沢山の物を積みあげる。 【例】かやう

　まずんー（茅をたくさん積みあげる）。

ほぅんぬ　まずんみ（本をつみあげろ）。

あいや　ぶーっじゅぎゃー　まずんま

ん（サトウキビはそんなふうに積むも

んじゃない）。［類］まずん、まずんみ。

まずんみ [mazɨmmi]【動詞】［母音語

幹］沢山の物を積みあげる。 ［類］ま

ずんー、まずん。

まそぅー [masuː] 1○【名詞】［A］正

面、まっすぐ。 【例】まそぅーん　や

どぅふつぬ　あい（正面に入り口があ

る）。うまぬ　んっちゅ　まそぅーん　

あいき（この道をまっすぐ歩きなさい）。

［類］まうとぅ。2○【名詞】［A］回りくど

くなくて、率直な物言い；率直なこと。

【例】むぬいゆぎゃー　まそぅーから　

あい（ものは（回りくどくいわず）はっ

きりと言え）。からー　やぐみ　まそぅ

ーびとぅ（彼はとても率直な人だ）。

また [mata] 1○【名詞】［B］股。 【例】

はずぬ　また（足のまたぐら）。またぬ

どぅ　かうかいば　ならん（股がかゆ

くてしかたがない）。またうぎゃー　ひ

らかだうり（股を開くな）。ながまたび

とぅ（足が長い人）。［類］またばい。 2○

【名詞】［B］歩幅、歩数の数えかた、～

歩。【例】ほぅまたびとぅ（歩幅の大き

い人）。いみまたがまひー　あいつ（小

さい歩幅で歩く）。かまたーひーや　と

ぅまたひーや　いかいどぅす（あそこ

までは 10 歩でいける）。ながまたひー

　あいつ（長い歩幅で歩く）。っさらた

ーひーや　ひとぅまた（平良までは一

股だ［＞とても近い］）。

また [mata] 【副詞】もう一度繰り返す
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また

さま、また、再度。【例】じょ　また　

さき　ぬまでぃ（また酒を飲もう）。か

らー　また　きゅーまい　っちゅーい

（彼は今日もまた来た）。また　あそぅー

が　んみゃてぃ（また、遊びにいらっ

しゃい）。がっこーん　ほぅんな　ばっ

しにゃーんば　また　いつたい（学校

に本を忘れたのでまた行った）。

また [mata] 【名詞】［B］一つから二つ

（以上に）別れているもの；木のまた（Y

字になっている部分、木が枝分かれし

ている部分）。【例】かまんかい　いつ

ふっちゃ　ふたまたん　なりゅー（あ

っち側に行く入り口は二股になってい

る）。きーぬ　またひー　ぐむかんぬ　

ちゅっふ（木のまたでパチンコ［＝ス

リングショット］を作る）。また　なゆ

り　なりゅー　さやよー（木のまたに

実っている豆のさやよ［古謡「豆が花」

から］）。

また [mata] 【形容詞】［B］大便をした

い。 【例】っそぅまたむぬ（糞をした

い）。っそぅまたかいば　んびゃーいん

（ウンコがしたくて我慢できない）。

また [mata]【接頭辞】（動詞基本形の前

につき）二度～をすること。 【例】ま

たにゅー（二度寝）。またばい（二度食

い［食べた後におなかがすいてまたす

ぐ食べること］）。またいつぬ　なんっ

じゅぎゃー　ほぅん（二度行くという

面倒なことはするな［＞仕事は一回行

って済ませろ］）。

また [mata] 【間投詞】〘フィラー〙（つ

なぎの言葉として口癖的に使う）。

またーたい [mataːtai] 【動詞】［r/rr

語幹］（幼児、病人などが）膝を伸ばし

たままで、不安定な歩き方をする、た

どたどしく歩き始める；飛び越える。

［変異］またたい。

またぎす [mataɡisɨ]【名詞】部下、下

のもの、奴隷、召使い、（比ゆ的に）奴

隷のように従ってしまうこと。 【例】

またぎっそぅ　まーぬ　しつきな（下

の者をあまり酷使するな）。にんぎんな

　うむくとぅ　あいひとぅぬ　またぎ

す（人間は（どうしても）学のある人の

言うことを聞いてしまうものだ）。にん

ぎんな　つむぬ　またぎす（人間は心

の良い人には共感する［＜従ってしま

う］）。にんぎんな　でぃんぬ　またぎ

す（人は金の奴隷だ）。

またぐい [mataɡui]【動詞】［r/rr 語幹］

（またを開いてなにかの上を）超える、

またぐ。 【例】うまう　またぐりー　

くー（そこをまたいで来い）。ひとぅー

ぎゃー　またぐらん（人をまたいでは

いけない）。びだ　かつがまう　またぐ

らっじゃーきー　たうりー　てぃーや

　ぶりーにゃーん（低い垣根をまたご

うとして転んで手を骨折した）。うまぬ

　ふぐんぬ　またぎー　くいる（ここ

の溝をまたいで越えろ）。［類］またず。

またず [matazɨ] 【動詞】［g 語幹］［C］

（またを開いてなにかの上を）超える、
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またず

またぐ。 【例】うまう　またぎー　く

ー（そこをまたいで来い）。うまぬ　ば

だー　ふかかいば　うまうぎゃー　ま

たがん（ここの溝は深いからここはま

たがない）。［類］またぐい。

またずつ [matazɨtsɨ] 【名詞】また聞

き。 ［変異］またつつ。

またたーい [matataːi] 【動詞】［r/rr

語幹］（幼児、病人などが）膝を伸ばし

たままで、不安定な歩き方をする、た

どたどしく歩き始める；飛び越える。

［変異］またたい。

またたい [matatai] 1○【動詞】［r/rr 語

幹］（幼児、病人などが）膝を伸ばした

ままで、不安定な歩き方をする、たどた

どしく歩き始める；飛び越える。 【例】

やらびゃー　んめ　またたりーどぅー

（赤ちゃんはもう歩き始めている）。うま

う　またたりーくー（そこを飛び越え

て来い）。［変異］またーたい、またたー

い。 2○【名詞】（赤ん坊の）よちよち歩

き、（病人の）ふらふら歩く様子。【例】

ぱーや　やっとぅがま　やんな　なう

りどぅ　がいとぅがいとぅ　またたい

ゆ　ひーゆー（おばあちゃんなんとか

病気が治ってふらふらあるいている）。

またたいあいつ [matataiaitsɨ]【名

詞】よちよち歩き。【例】やらびゃー　

またたいあいっちゃ　ひーどぅー（赤

ちゃんはよちよち歩きしている）。

またつつ [matatsɨtsɨ] 【名詞】また聞

き。 【例】ひとぅっじゃう　またつつ

　あす（他人の噂をまた聞きする）。く

らー　またつつ　やいば　なうてぃま

い　あっじゃいん（これはまた聞きな

のでなんとも言えない）。［変異］また

ずつ。

またにゅー [matanjuː] 【名詞】二度

寝、起きて直ぐにまた眠ること。 【例】

またにゅーゆぎゃー　ほぅん（二度寝

はしない）。きゅーや　またにゅーや　

ひー　にゅーたかいば　ならん（今日

は二度寝して眠くてならない）。

またばい [matabai]【名詞】またぐら、

股間。 【例】またばいぬ　かうかいば

　ならん（またぐらがかゆくてしかた

がない）。［類］また。

またま [matama] 【名詞】［C］分け前。

【例】っゔぁが　またまー　うさき（お

前の分け前はこれだけだ）。［変異］ま

だま。

まだま [madama]【名詞】［C］分け前。

［変異］またま。

またまぶた [matamabuta]【名詞】想

像以上に多い分け前。 【例】きゅーぬ

　ばが　ばきだまー　またまぶた（今

日の私の分け前は想像以上に多い）。［変

異］まだまぶた。

まだまぶた [madamabuta]【名詞】想

像以上に多い分け前。 ［変異］またま

ぶた。

またんまが [matammaɡa]【名詞】ひ

孫。 【例】またんまがー　かなすかい
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まつ

ばならん（ひ孫は可愛くてしかたがな

い）。

まつ [matsɨ] 1○【動詞】［c/t 語幹］［C］時

間が来るまで場所を動かずにいる、時

間が来るのを待つ、（人を）待つ。【例】

んなまー　ひーちゃがま　まてぃ（ち

ょっと待てよ［言葉を思い出すときな

どに言う］）。うまん　まちうき（ここで

待っていろ）。さんじたーひー　まつた

い（三時まで待った）。ばぬーぎゃー　

まちゃだ　さつん　いき（私を待たな

いで先に行ってください）。ゆながい　

まちゅーそぅが　かりゃー　いつがみ

まい　くーん（長い間まっているが彼

はいつまでも来ない）。っゔぁー　いつ

までぃまい　まちゃいん（お前のこと

をいつまでも待てない［＞（私は）お前

のことをいつまでも待ってはいられな

い）。ばっそぅ　まつ（バスを待つ）。か

いが　ふーきゃたーひー　まちゃでぃ

（彼が来るまで待とう）。 2○【動詞】［c/t

語幹］［C］（動詞基本形＋「むぬー」に

ついて「～するのを」）待つ。【例】みど

ぅんぬ　ふーむぬー　まつはてぃらい

ん（妻が来るのを待ちあぐねる）。かり

ゃー　あみぬ　やんむぬー　まちゃだ

　いでぃーはりーにゃーん（彼は雨が

止むのを待たずに出かけた）。かいが　

むぬいゆ　あいむぬー　まつ（彼がも

のを言うのを待つ）。

まつ [matsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］（水

を）まく；（植物に）水をやる；（穀物

等の種を）まく。 【例】みなかんかい

　みっじゅ　まつ（庭に水をまく）。み

なかぬ　きーんかい　みっじゅ　まき

（庭の木に水をやれ）。むぬだにゅー　ま

つ（穀物の種を蒔く）。［変異］まふ。

まつ [matsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］（網

などを）巻き取る；（ひもなどを）ねじ

り合わせて編む；（ねじなどを）巻く。

【例】あんぬ　まき（網を巻きとれ）。

うぶんﾟなう　まつ（錨の綱をよって作

る）。［変異］まふ。

まつ [matsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］（煙

などが）立ち込める、充満する。 ［変

異］まふ。

まつー [matsɨː]【動詞】［vv 語幹幹］［A］

（糸などが）絡みあう、もつれる。［類］

まつっゔぃ、まつっだい。

まつぎ [matsɨɡi] 【名詞】［C］まつ毛。

【例】ながまつぎ（長いまつ毛）。ひと

ぅーぎゃー　まつぎぬ　すたからー　

みーん（人を見下すな　［＜　人をま

つ毛の下から見るな」）。かいが　まつ

ぎんな　つまよーじまい　ぬーいどぅ

す（彼のまつ毛には爪楊枝も乗る）。

まつぎー [matsɨɡiː]【名詞】松の木。

【例】まつぎーたむぬ（松の木の薪）。ん

きゃーんな　まつぎーひーどぅ　やー

ぬ　ゆかう　ちゅっふゅーたい（昔は

松の木で家の床を作っていた）。

まっこー [makkoː]【名詞】〘植〙ハリ

ツルマサキ、鑑賞用の低木。 【例】き

つぎ　まっこーぎーゆ　みなかん　い
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まっこー

びー（きれいなハリツルマサキを庭に

植える）。まっこーうや（まっこーを取

ってきて売って歩く人）。［類］まっこ

ーぎー。

まっこー [makkoː] 【名詞】面と向か

ってはっきりということ、直接。 【例】

まっこーから　あいや　あたらんてぃ

ー　あい（面と向かってそれは間違っ

ていると言う）。あいや　みそぅかむ

ぬいや　ほぅだ　まっこーん　あっじ

（そんなふうにひそひそと話をせずに、

直接言ってやれ）。

まっさーら [massaːra] 1○【名詞】真

っ白。【例】かびーや　むいとぅ　まっ

さーら（紙はとても真っ白だ）。 2○【形

容詞】真っ白だ、真っ白な。【例】うい

がどぅ　まっさーらかい（こっちのほ

うが真っ白だ）。

まっず [mazzɨ]【動詞】［zz/dd 語幹］［C］

混ぜる。 【例】とぅぬかとぅ　みりき

んくーゆ　まっでぃる（卵とメリケン

粉を混ぜろ）。［類］まっでぃ、まんき、

まんつ。

まっちゃ [mattɕa] 【名詞】［B］商店。

【例】まっちゃー　まいがまん　あい

（店はすぐ近くにある）。すきゃーりまっ

ちゃ（ごちゃごちゃした商店）。

まつっゔぃ [matsɨvvi]【動詞】［母音

語幹］（糸などが）絡みあう、もつれる。

【例】いとぅー　まつっゔぃーにゃー

ん（糸は絡んでしまった）。てぃぐすい

ぬ　まつっゔゅーば　はなひー　ふぃ

ーる（釣り糸が絡まったからほどいて

くれ）。［類］まつー、まつっだい。

まつっだい [matsɨddai]【動詞】［r/rr

語幹］（糸などが）絡みあう、もつれる。

［類］まつー、まつっゔぃ。

まっでぃ [maddi]【動詞】［母音語幹］

［C］混ぜる。 【例】さきんかい　ぶー

どぅるー　まっでぃー　みるくじゃき

ゅー　ちゅっふぃ（酒に練乳を混ぜて

ミルク酒を作れ）。［類］まんき、まん

つ、まっず。

まつぬみん [matsɨnumin]【名詞】松

茸（マツタケ）。 【例】まつぬみん　と

ぅいが　ぬーだんかい　いつ（松茸を

取りにヌーダに行く［ヌーダは地名。ヌ

ー（野）タ（田）の意味］）。

まっふぁ [maffa] 【名詞】［B］枕。

【例】たかまっふぁ（高い枕）。んきゃー

んな　まっふぁー　にゃーっだん（昔

は枕はなかった）。

まてぃ [mati]【接尾辞】尊敬の動詞接

辞「まい」の依頼形。子音語幹動詞の未

然形に付く。母音語幹動詞では、「さま

てぃ」。 【例】みゃらまてぃ（お召し上

がりください）。うまん　びじゃまてぃ

（ここお座りください）。

まとぅ [matu] 1○【名詞】［C］的、目当

て。 【例】んじゃんかい　いつかたー

　にゃーだ　まとぅー　にゃーだ　ふ

にゅー　いだす（どこにいくあてもな
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まどぅ

く船を出す［＜いく場所もなく、目当て

もなく］）。うまぬ　まとぅんかい　た

みーみーる（この的にあててみろ）。 2○

【名詞】［C］頼り。【例】ばー　っゔぁう

どぅ　まとぅー　ほぅー（私はあなた

を頼りにしている）。っふぁんみぬどぅ

　ばが　まとぅ（子供たちが私の頼り

だ）。んまがぬ　はたらっちゃ　まとぅ

ー　ひらいん（孫の働きは期待できな

い）。

まどぅ [madu]【名詞】［C］（なにかを

するための）時間；（することがなくて）

暇だ。 【例】きゅーや　なうちゅんま

　まどぅー　にゃーん（今日はぜんぜ

ん暇はない）。きゅーや　あみゃー　っ

ふぃー　まどぅ（今日は雨が降って暇

だ）。

まどぅ [madu]【名詞】［C］普段。【例】

かりゃー　まどぅからどぅ　やなくん

じゃう（彼は普段から根性がわるい）。

まどぅんな　はいぬ　すかまうどぅ　

あす（普段は畑仕事をする）。

まどぅゔぁい [maduvai]【名詞】間

食、間食すること。 【例】まどぅゔぁ

いゆ　とぅい（間食を摂る）。まどぅゔ

ぁい　あすてぃがー　っふぁいどぅす

（間食すると太る）。まどぅゔぁいむぬ

（間食）。［変異］まどぅばい。

まどぅばい [madubai]【名詞】間食、

間食すること。 ［変異］まどぅゔぁい。

まどぅばんまい [madubammai]
【名詞】間食。

まとぅんかでぃ [matuŋkadi] 【名

詞】順風、追い風。 【例】ふにゃー　

まとぅんかじゃー　うきー　やぐみ　

はーむぬ（舟は順風を受けてとても速

い）。

まない [manai] 【形容詞】［C］おとな

しい、優しい。【例】かいが　ぶとぅー

　やぐみ　まない　じゃうびとぅ（彼

女の旦那はおとなしくていい人だ）。っ

ざー　ういびとぅん　なりー　ひっち

ゃがま　まないふ　なりーゆー（父は

年をとって、すこし優しくなった）。

まないん [manain]【副詞】きちんと、

ちゃんと、正確に［「まないんてぃー」

も可］。【例】まないん　とぅず　っふ

ぁうぎゃー　みばからだかー（ちゃん

と　妻子は養わないと（いけない））。ま

ないんてぃー　かたなうぎゃー　つか

い（気をつけて包丁を使いなさい）。っ

さー　きらはんやうんてぃー　やらび

ゅーぎゃー　まないんてぃー　みーる

（つまづかないように［つまづかせない

ように］子供は注意してみなさい）。

まながぬ [manaɡanu]【形容詞】真面

目な、ちゃんとした。【例】ぶとぅーぎ

ゃー　まながぬ　びぎどぅんぬ　とぅ

みる（夫にはちゃんとした男性を探せ）。

［類］まさがぬ、まさぎぬ、まさぐぬ。

まながん [manaɡan] 【副詞】ちゃん

と、きちんと、しっかりと、気を付け

て、正確に［「まながんてぃー」も可］。

【例】うぬ　まかいゆぎゃー　まなが
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まなぎん

ん　ゆすぎ（このお椀はちゃんとゆす

ぎなさい）。むぬーぎゃー　まながん　

ふぁい（食事はきちんと食べなさい）。

［類］まさがん、まさぐん、まさぎん。

まなぎん [manaɡin] 【副詞】きちん

と、ちゃんと、正確に［「まなぎんてぃ

ー」も可］。 【例】すかまうぎゃー　

まなぎん　あっそぅ（仕事はちゃんと

やりなさい）。［類］まさがん、まさぎ

ん、まさぐん、まながん、まなぎん、ま

なぐん。

まなぐん [manaɡun] 【副詞】きちん

と、ちゃんと、正確に［「まなぐんてぃ

ー」も可］。 【例】むぬーぎゃー　まな

ぐんてぃー　ふぁい（ご飯はちゃんと

行儀よく食べなさい）。まなぐん　びじ

（ちゃんと座れ）。［類］まさがんてぃー、

まさぎんてぃー、まさぐんてぃー、まな

がんてぃー、まなぎんてぃー。

まなちゃ [manatɕa]【名詞】［B］まな

板。 【例】まなちゃうぎゃー　つかう

てぃがー　あらい（まな板は使ったら

洗え）。

まなや [manaja]【名詞】［C］可愛い子

供；おばあさんなどが孫に声をかける

ときの呼びかけのことば。 【例】まな

や、ぱーが　まいんかい　くー（いい

こちゃん、おばあちゃんのところにお

いで）。

まに [mani] 【名詞】［B］畝（うね）。

【例】ぶーっじゅぎゃー　まにゃー　あ

ぎどぅ　いびー（サトウキビは畝をあ

げて植える）。

まびつ [mabitsɨ] 1○【動詞】［k 語幹］［C］

（密生した作物を）間引く。 【例】きゅ

ーや　あかふにゅー　まびかだかー　

ならん（今日はニンジンを間引かない

といけない）。［変異］まびふ。 2○【名詞】

［C］間引くこと。【例】あーゆ　まびつ

　あす（（密生した）粟を間引きする）。

［変異］まびふ。

まびとぅ [mabitu] 【名詞】［C］3 歳

以上のこども［昔は３歳までに死ぬ子

供が多かった］。【例】やらびゃー　ん

め　まびとぅん　なりーにゃーん（子

供はやっと（生き延びて）三歳以上に

なった）。［類］まーにんぎん。

まびふ [mabifu] 1○【動詞】［k 語幹］［C］

（密生した作物を）間引く。 ［変異］ま

びつ。 2○【名詞】［C］間引くこと。［変

異］まびつ。

まふ [mafu] 【動詞】［k 語幹］［A］（煙

などが）立ち込める、充満する。 【例】

うまんな　たばくぬ　きゅーすぬどぅ

　まきゅー（ここには　たばこの煙が

充満している）。［変異］まつ。

まふ [mafu] 【動詞】［k 語幹］［A］（網

などを）巻き取る；（ひもなどを）ねじ

り合わせて編む；（ねじなどを）巻く。

【例】あんぬ　まき（網を巻きとれ）。と

けーぬ　にじゅー　まつ（時計のねじ

を巻く）。［変異］まつ。
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まふ

まふ [mafu] 【動詞】［k 語幹］［C］（水

を）まく；（植物に）水をやる；（穀物等

の種を）まく。 ［変異］まつ。

まぶゆ [mabuju] 【名詞】［B］〘魚〙テ

ングハギ。 【例】まぶゆぬ　っぞぅな

ます（てんぐはぎの刺身）。

ままーい [mamaːi] 【名詞】周辺、近

い人間関係。 【例】うまぬ　ままーい

ゆ　とぅみる（そこの周辺を探せ）。ま

ーにゃー　なかまうたきぬ　ままーい

んどぅ　あい（黒つぐは仲間御嶽の周

りにある）。ばが　やーぬ　ままーいん

な　びょーいんな　にゃーん（私の家

の近くには病院はない）。ばが　ままー

いんな　いしゃー　みーん（私の知り

合いには医者はいない）。

ままさ [mamasa] 【名詞】［C］継父。

【例】ままさうぎゃー　みっふぁかいば

　みーたっふぁにゃーん（継父は嫌い

だから見たくない）。［類］ままさっざ。

ままさっざ [mamasazza] 【名詞】継

父。 ［類］ままさ。

ままみ [mamami]【名詞】［A］枝豆の

一種。

まみ [mami] 【動詞】［母音語幹］［A］

（薬を）塗る。 【例】ふがさんかい　っ

そぅいゆ　まみる（おできに薬を塗れ）。

ぱーや　あかんかい　わーぬ　あっゔ

ぁう　まみー（おばあさんは髪に豚の

油をつける［豚の油を整髪料として使

うこともあった］）。

まみ [mami] 【名詞】［B］腎臓。 【例】

ひんじゃぬ　まみ（ヤギの腎臓）。

まみ [mami]【名詞】［B］豆、特にあず

き、大豆のことを言う。 【例】だいず

まみ（大豆）。まみゅー　ひきー　たう

ふー　ちゅふー（大豆をひいて豆腐を

作る）。まみそぅいまい（あずきご飯の

おにぎり）。

まみく [mamiku] 【名詞】［C］きなこ

［大豆を煎って焦がし臼でひいて粉にし

たもの。これに砂糖を入れて食べる。菓

子の材料としても用いる］。【例】まみ

ゃー　いーきー　まみくー　ちゅふー

（大豆を煎ってきなこをつくる）。［変異］

まみぐ。

まみぐ [mamiɡu]【名詞】［C］きなこ。

［変異］まみく。

まみそぅいまい [mamisuimai]【名

詞】小豆ご飯、赤飯、普通おにぎりにし

て食べる。 【例】さうがつんな　まみ

そぅいまいゆ　ふぁう（正月には赤飯

のおにぎりを食べる）。

まみっじゃにゃーだ [mamiʑʑan-
jaːda] 【成句】どれもこれも、誰もかれ

も；区別ができないで。 【例】うまん

　いだはいゆー　むぬーぎゃー　まみ

っじゃにゃーだ　ふぁい（ここにださ

れているたべものをどれもこれもみん

な食べなさい）。かぬきゃが　はだぬ　

ひとぅんみゃー　たうかー　ぬくらだ

　まみっじゃにゃーだ　せんそーん　

すにー　はりーにゃーん（彼等の年頃
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まみっじゃにゃーん

の人たちは一人残らず誰もかれも戦争

で亡くなってしまった）。うるーまい　

かるーまい　まみっじゃにゃーだ　っ

じる（それもこれもみんな貰いなさい）。

いらばだ　まみっじゃにゃーだ　とぅ

い（選ばないで全て取れ）。やまとぅ

ぬ　にんぎんみゃー　っぞぬ　なーゆ

ぎゃー　まみっじゃにゃーだ　っさん

（県外の人間は魚の名前は区別がつかな

い）。

まみっじゃにゃーん [mamiʑʑan-
jaːn] 1○【成句】（どれもこれも、誰もか

れも）区別ができない。 【例】くぬい

ぬ　かしゅんみゃー　たるがたるがが

ら　まみっじゃにゃーん（最近の歌手

たちは誰が誰やら区別がつかない）。う

いまい　くいまい　まみじゃにゃーん

ばかーい　じゃうとぅー　やいば　ふ

ぁい（これもそれも　どれも（区別が

できないくらい）おいしいから　食べ

なさい）。 2○【成句】（人や場面に合わせ

て）加減できない。【例】まみっじゃに

ゃーんんまり（手加減を知らない奴）。

まみな [mamina] 【名詞】［C］モヤシ。

【例】まみなう　ふぁう（もやしを食

べる）。

まみふー [mamifuː]【動詞】［f/ff 語幹］

勝負する、勝つ、かなう　［「全然かな

わない」という意味で否定形で使われ

ることが多い］。【例】ばぬんかい　ま

みっふぃーみーる（俺に挑戦してみろ）。

ばー　はーさにゃーや　かいんな　ま

みっふぁん（私は、競走は彼には全然

かなわない）。っゔぁー　ばぬんかいや

　まみっふぁん（あなたは私にはかな

わないよ）。［類］まみっふぃ。

まみまーらしゃ [mamimaːraɕa]

【名詞】〘鳥〙ツバメ。 【例】まみまー

らしゃぬ　みーらいゆーば　まみまい

　とぅい　ずぶん（ツバメが渡ってく

る頃なので小豆を収穫する時分になっ

ている［秋の初め、十五夜のころ］）。

まむちゃ [mamutɕa] 【名詞】［C］き

れいにたたむこと。 【例】つんな　は

っでぃー　まむちゃー　ひー　うっき

ゅーたい（着物を脱いできちんとたた

んで置いていた）。

まゆ [maju]【名詞】［B］猫。【例】まゆ

ー　ゆむぬーどぅ　とぅい（猫は鼠を

とる）。まゆー　つかなう（猫を飼う）。

からぱいまゆがま（灰のついた猫　［古

謡「池間ぬ主」から］）。

まゆ [maju] 【名詞】［B］眉毛。 ［類］

まゆぎー。

まゆぎー [majuɡiː] 【名詞】眉毛。

【例】ういびとぅ　なりー　まゆぎーま

い　っそぅふ　なりーどぅ（年取って

眉毛も白くなっている）。［類］まゆ。

まゆずきゃふ [majuzɨkjafu] 1○【名

詞】〘鳥〙カモメ。 ［類］つきゃふ。 2○

【名詞】不美人。【例】かぬ　みどぅんな

　むいとぅぬ　まゆずきゃふ（あの女

はとても不美人だ）。［類］んずぎ。
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まら

まら [mara] 【名詞】［B］男根、おちん

ちん。【例】まらぬどぅ　ういゆー（男

根がかたくなっている）。あさまら（朝

の勃起した男根）。

まらういかびっちゃ [marauik-
abittɕa]【名詞】〘魚〙ツノダシ。 【例】

まらういかびっちゃー　きつぎむぬが

ま（ツノダシはとてもきれいだ）。

まらちゃー [maratɕaː] 【名詞】男根

を合わすこと、仲のいい男同士の友達

の形容。 【例】かにとぅ　まさいや　

まらちゃーあぐ（カニとマサイはとて

も仲が良い子供の時からの親友だ）。

まり [mari] 【名詞】［A］稀（まれ）。

【例】うらー　まりんどぅ　あい（それ

は稀にある）。

まる [maru] 【形容詞】［A］（ものの長

さが）短い；（時間が）短い。 【例】ま

るんぬつ（短い命）。うぬ　くばずーぬ

　んﾟなー　まるかいば　みっじゃ　ん

ﾟまいん（この釣瓶の縄は短いので水が

汲めない）。くぬいぬ　しょーがっこー

ぬ　やすみじかんな　まるかいば　あ

そぅばいん（最近の小学校の休み時間

は短いので遊べない）。

まるた [maruta] 【名詞】［A］丸太。

【例】まるたひー　やーゆ　ふつ（丸太

で家を建てる）。

まるつ [marutsɨ]【動詞】［k 語幹］［A］

（縄で）縛る、まとめる、丸める、（網の

口を）とじる。 ［変異］まるふ。

まるふ [marufu] 【動詞】［k 語幹］［A］

（縄で）縛る、まとめる、丸める、（網の

口を）とじる。 【例】っゔぁうぎゃー

　むぬいゆ　つかだかー　まるかっど

ー（お前は言うことを聞かないと縛り

あげるぞ）。ぐんな　せんぎばかーい　

はいりゅーば、じょ　あんな　たっゔ

ぃー　まるかでぃ（むろあじは千斤く

らいはいったので、網を引きよせて（網

の）口を閉じよう［１斤＝６００グラ

ム、「グン」は「ムッル」の成魚になっ

たもの］）。ひんじゃう　まるき（ヤギ

の（足を）しばれ）。ひんじゃぬ　はっ

じゅ　まるふ（山羊の足を縛る）。ぶー

っじゅ　まるふ（サトウキビを束ねる）。

［変異］まるつ。［類］すまい。

まるん [marun] 【動詞】［m 語幹］［A］

（ものを）丸める；（髪を）丸く結う；（人

を）丸め込む。 【例】かびーゆ　まる

みー　すてぃたい（紙を丸めて捨てた）。

あかう　まるん（髪を丸く結う）。ひと

ぅーぎゃー　まるまん（人を丸め込ま

ない［＞丸め込んではいけない］）。

まるんぬつ [marunnutsɨ] 【形容詞】

短命だ。【例】さきぬん　たばくふつ　

ひとぅんみゃー　まるんぬつむぬ（酒

飲みで喫煙者は短命だ）。

まんき [maŋki]【動詞】［母音語幹］［C］

混ぜる。 【例】うぬきゃが　ふたーっ

ちゅ　まんきる（その二つを混ぜなさ

い）。［類］まんつ、まっでぃ、まっず。

まんじゅー [manʑuː]【名詞】パパイ
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まんじゅー

ヤ、パパイヤの実。［変異］まんちゅー。

まんじゅーぎー [manʑuːɡiː] 【名

詞】パパイヤの木。 ［変異］まんちゅ

ーぎー。

まんず [manzɨ]【動詞】［zz/dd 語幹］［A］

（物が表面に）飛び出る、（ものが収ま

りきらずに）はみでる。 【例】やいー

　ほぅにゃー　まんでぃー　どぅーい

（瘦せて骨が飛び出ている）。［変異］ま

んっず。［類］まんでぃ、とぅんでぃ。

まんちゃー [mantɕaː] 【名詞】ごっ

たまぜ；異なる系統（人種など）の両親

を持つ子供。 【例】まいゆまい　おか

っじゅまい　まんちゃーや　ひー　ふ

ぁい（ご飯もおかずもごったまぜして

食べなさい）。

まんちゃー　かんちゃー [man-
tɕaː kantɕaː] 【名詞】ごちゃまぜにする

こと。 ［類］まんちゃー　くんちゃー。

まんちゃー　くんちゃー [man-
tɕaː kuntɕaː] 【名詞】ごちゃまぜにする

こと。 ［類］まんちゃー　かんちゃー。

まんちゅー [mantɕuː]【名詞】パパイ

ヤ、パパイヤの実。【例】うまんな　ん

みまいぬ　まんちゅーゆ　ふぁう（こ

こでは熟れる前のパパイヤを（野菜と

して）食べる）。まんちゅーや　まん　

やいば　んつきぬ　すたん　ういてぃ

がー　すずうす　あすちゃ（パパイヤ

は万だから［＞パパイヤは万の力があ

るから］、軒下に植えると家系が絶える

んだって［昔は家の近くには木を植え

ないほうがいいという生活の知恵があ

ったようである。さらに「まんちゅー」

の「まん」と「まんやいば」の「まん」

との掛詞、「んつき」が「軒下」と「お

さえつける」という意味上の掛詞、また

「すず」「うす」「あす」で脚韻をふんで

いる］）。［変異］まんじゅー。

まんちゅーぎー [mantɕuːɡiː] 【名

詞】パパイヤの木。 【例】んつきぬ　

すたぬ　まんちゅーぎーゆぎゃー　っ

ちゅひー　すてぃる（軒下のパパイヤ

の木は倒してしまえ）。［変異］まんじ

ゅーぎー。

まんつ [mantsɨ]【動詞】［A］混ぜる。

［類］まんき、まっでぃ、まっず。

まんっず [manzzɨ]【動詞】（物が表面

に）飛び出る、（ものが収まりきらずに）

はみでる。 ［変異］まんず。［類］まん

でぃ、とぅんでぃ。

まんでぃ [mandi]【動詞】［母音語幹］

［A］（物が表面に）飛び出る、（ものが収

まりきらずに）はみでる。 【例】やど

ぅから　かにふずぬどぅ　まんじゅー

（戸から釘が突きでている）。はいぬ　

んなかんな　ほぅいすぬどぅ　まんで

ぃーゆー（畑の真ん中には大岩が飛び

出ている）。っゔぁが　わいしゃっちゃ

　まんじゅーば　なかんかい　いりる

（ワイシャツがはみ出てるので中に入れ

ろ）。ぶーっじゅぎゃー　とらっくんか

いや　まんじゃはだ　つみ（サトウキ

ビは、はみださないようにトラックに

積め）。［類］まんず、とぅんでぃ。
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みー [miː] 1○【動詞】［母音語幹］［C］（目

で）見る。 【例】からー　いつまい　

てぃんぬ　ほぅっそぅ　みー（彼はい

つも空の星を見る）。かいが　すかまー

　みーちゃぎかいば　みーらいん（彼

の仕事はなってないので見るに耐えな

い）。かりゃー　つむでぃてぃがー　ま

いゆぎゃー　みーん（彼はいったん怒

ったら手が付けられない［＜前を見な

い］）。ふにゃー　みーらいだ　んぎー

にゃーん（船は見えなくなった）。ぶー

っじゃ　ぬそぅみー　てぃびゅーぎゃ

ー　まーりや　みーだ　ちゃー　ひん

ず（サトウキビを盗んで後ろを振り返

ることなく一目散に逃げる）。 2○【動詞】

［母音語幹］［C］（子供や老人などを）世

話する、見守る。【例】ういびとぅー　

みー（老人の面倒を見る）。［類］みばか

い。 3○【動詞】［母音語幹］［C］（否定の

形で、生き物が）いない；所有していな

い　［「うらん」と同義］。【例】んきゃ

ーんな　うまなぎんな　まゆー　みー

っだん（むかしはここらへんには猫は

いなかった）。ばー　みどぅんな　みー

ん（私は妻はいない）。ばが　ままーい

んな　いしゃー　みーん（私の知り合

いには医者はいない）。

みー [miː] 【補助動詞】（動詞連用形に

ついて）～てみる　［～みーみー（～て

みてみる）のように重ねて使うことも

ある］。【例】どぅんびゃう　みーみー

ぶすむぬ（マグロの大群を見てみたい）。

うぐなーいんかい　いきーみーてぃが

ー　たるまい　みーっだん（集まりに

行ってみたらだれもいなかった）。うる

ー　ふぁいみーみーる（これを食べて

みろ）。くぬ　むぬいゆ　あっじーみー

みーる（この単語を言ってみてくれ）。

あーぐー　あっじーみーみーる（歌を

歌ってみろ）。ひとぅかいま　いじゃい

みーみーでぃ（一度会ってみようか）。

みー [miː] 【名詞】［B］（貝などの）身。

【例】さぐなぬ　みーや　まーぬ　ん

まっふぁにゃーん（ほら貝の身はあま

りおいしくない）。やいがんな　みーや

　にゃーん（やせた蟹（かに）には中身

はない）。

みー [miː] 【名詞】［B］（失敗の）穴埋

め、（欠損の）穴埋め。 【例】ういが　

みーや　っふぁはいん（その穴埋めは

できない）。
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みー

みー [miː]【名詞】［B］目。【例】ほぅ

みー（大きな目）。みーや　ほぅらかだ

　ばらう（目は開けないで笑う［＞あま

りの嬉しさで笑うこと］）。みーや　に

ゃーんきゃ　ばらいーにゃーん（目が

なくなるほど笑った［＞沢山笑った］）。

みー [miː]【名詞】［B］使い物（になら

ない）。【例】うらー　なうぬ　みーん

な　ならん（それは何の役にも立たな

い）。っゔぁが　でぃんぬ　はーさ　あ

いたんてぃー　うらー　ばぬんな　な

うぬ　みーんまい　ならん（あなたが

お金が沢山あったとしてもしても私に

とっては何の役にも立たない）。

みー [miː]【形容詞】［B］新しい。【例】

みーやー（新築の家）。みーぐるま（新

車）。みーずん（新しい着物）。くいがど

ぅ　んながーんな　みーかい（これが

一番新しい）。

みー [miː]【接頭辞】メスの。 【例】み

ーうす（牝牛）。みーどぅい（めんどり）。

みーぬーま（雌（めす）馬）。みーひん

じゃ（雌（めす）山羊）。

みー　つつんく [miː tsɨtsɨŋku]【成

句】落ち着きないこと、慌てること、右

往左往していること　［「みーや/みーぬ

　つつんく」なども可］。 【例】やらび

ゃー　みーや　つつんくん　なりー　

んまう　とぅみーまーりゅー（子供は

右往左往して母親を探し回っている）。

［変異］みーつつんつ、みーつつんふ。

みー　つつんつ [miː tsɨtsɨntsɨ]【成

句】落ち着きないこと、慌てること、右

往左往していること　［「みーや/みーぬ

　つつんつ」なども可］。 ［変異］みー

つつんく、みーつつんふ。

みー　つつんふ [miː tsɨtsɨnfu]【成

句】落ち着きないこと、慌てること、右

往左往していること　［「みーや/みーぬ

　つつんふ」なども可］。 ［変異］みー

つつんく、みーつつんつ。

みーい [miːi] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］

（女性らしく）成熟する、女らしい体つ

きになっている。 ［類］みっり。

みーか [miːka]【名詞】［A］〘数詞〙三

日。

みーかいす [miːkaisɨ]【動詞】［s/h 語

幹］見返す。 【例】うやきんなりー　

かりゅーぎゃー　みーかいはでぃ（金

持ちになって彼を見返してやる）。［変

異］みかいす。

みーがしー [miːɡaɕiː] 【成句】（家の

修理の時などに）本当に手伝うのでは

なく、見ているだけで手伝っているの

だとすること（あるいは言うこと）。

みーかない [miːkanai] 【名詞】おと

とい、一昨日　［「今日」から数えると

三日前なので、「みー」になる］。

みーかない [miːkanai] 【名詞】目の

いい人。
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みーがまくーがま

み ー が ま く ー が ま [miːɡa-
makuːɡama] 【副詞】くまなく。 【例】

やーぬかぎゃー　みーがまくーがま　

とぅみたいそぅが　なうちゅんま　と

ぅみらいん（家の鍵はくまなく探した

が全く見つからない）。［類］いーがま

くーがま。

みーさみー [miːsamiː] 【名詞】見下

すこと。 【例】きばんてぃー　みーさ

みー　あすな（貧乏だと言って見下す

な）。［類］いみさみー。

みーそぅい [miːsui] 【成句】［r/rr 語

幹］眼光鋭い　［「みーや　そぅい/みー

ぬ　そぅい」も可］。 【例】じゅーどー

ぬ　せんしゅー　いつまい　みーや　

そぅりーどぅーい（柔道の選手はいつ

も眼光が鋭い）。

みーたう [miːtau]【名詞】外見、見映

え、見た目、見栄え；世間体。［類］み

ーとぅ、みーはー。

みーだつ [miːdatsɨ] 【名詞】独身女性

　［独身男性は「びきだつ」と言う］。

【例】ながみーだつ（年齢の高い独身女

性）。

みーちゃぎ [miːtɕaɡi] 【形容詞】（顔

かたち、服装などの）見た目が悪い、（仕

事などの）見栄えが悪い、（食べ物など

の）見た目が悪い；（言葉が）適切でな

い。 【例】からー　いつまい　やりず

んな　っちー　みーちゃぎかいば　な

らん（彼はいつもぼろ服を着ていて、と

ても見苦しい）。かいが　すかまー　み

ーちゃぎかいば　みーらいん（彼の仕

事は見るに耐えない）。うぬ　むぬー　

みーちゃぎあたいそぅがどぅ　ふぁう

てぃがー　んまい　あたい（その食べ

物は見た目は悪かったけれど食べたら

うまかった）。かりゃー　いつまい　ひ

とぅんかい　うっさひー　ひんぎーは

い　みーちゃぎんまり（彼はいつも人

のせいにしてにげていく卑怯者だ）。あ

いぬ　みーちゃぎ　むぬいゆぎゃー　

ほぅん（そんな下品な言い方をしては

いけない）。

みーつ [miːtsɨ]【名詞】［A］〘数詞〙三

つ。

みーつき [miːtsɨki] 【動詞】［母音語

幹］（人が別の人に）目をつける、（人や

ものを）凝視する、（けんか相手などを）

にらみつけ、（恋人が相手を）見つめる。

【例】っざー　っふぁう　みーつきー

　んみきゅー（お父さんは子供をにら

みつけて𠮟っている）。［類］みーつふ、

みーつつ。

みーつつ [miːtsɨtsɨ] 【動詞】［k 語幹］

（人が別の人に）目をつける、（人やもの

を）凝視する、（けんか相手などを）に

らみつけ、（恋人が相手を）見つめる。

【例】むぬいゆぎゃー　つかん　やらび

ゅー　みーつきー　うたい（言うこと

を聞かな子供をにらみつけていた）。み

どぅんな　ならが　かなす　ぶとぅー

　みーつきーうたい（妻は自分のいと
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みーつない　やらび

おしい夫を見つめていた）。［変異］み

ーつふ。［類］みーつき。

みーつない　やらび [miːtsɨnai
jarabi]【成句】若輩者、仕事のできない

大人［＜ 3 歳になる子供］。 【例】ばー

　んなーぎゃー　なうや　っさん　み

ーつない　やらび（私はまだまだ何も

知らない未熟者だ）。

みーつふ [miːtsɨfu] 【動詞】［k 語幹］

（人が別の人に）目をつける、（人やも

のを）凝視する、にらむ、（人を）見つ

める。 【例】ぎずぎゃうなー　しーし

ーん　みーつかいーにゃーん（腕白坊

主は先生に目をつけられた）。あいや　

ひとぅーぎゃー　みーつかん（そんな

に人をにらみつけない）。ばー　きーぬ

　はなぬ　たかう　みーつきゅーたい

（私は木の上のサシバを凝視した）。っゔ

ぁー　みがうどぅ　むいとぅ　みーつ

きゅーたいだら（お前はミガをじっと

見つめてただろう）。［変異］みーつつ。

［類］みーつき。

みーつむぬ [miːtsɨmunu] 【名詞】目

に入ったゴミ。 【例】みーんかいどぅ

　みーつむぬぬ　はいりー　にゃーん

ば　なんみーふぃーる（目にゴミがは

いってしまってなめて（とって）くだ

さい）。

みーてぃない [miːtinai] 【名詞】お

ととし、一昨年、2 年前［「今年」から数

えると三年前なので、「みー」になる］。

みーとぅ [miːtu]【名詞】［C］外見、見

映え、見た目、見栄え；世間体。 【例】

かりゃー　いつまい　やりずんな　っ

ちー　みーとぅんな　にゃーん　（彼

はいつも古い服を着て見た目が悪い）。

かいが　ぶどぅいや　みーとぅー　に

ゃーん（彼・彼女の踊りはさまになっ

ていない）。［変異］みーとぅー。［類］

みーたう、みーはー。

みーとぅー [miːtuː]【名詞】外見、見

映え、見た目、見栄え；世間体。 ［変

異］みーとぅ。

みーな [miːna]【名詞】［A］韮（にら）。

【例】みーなとぅ　まみなう　いたみ

ー（にらをもやしと炒める）。みーなう

　いびー（ニラを植える）。

みーぬ　すたみー [miːnu sɨtamiː]
【成句】見下すこと、蔑視、軽視。 【例】

ひとぅーぎゃー　みーぬ　すたみーゆ

ぎゃー　ほぅん（人を見下してはいけ

ない）。

みーぬっふぁ [miːnuffa]【名詞】瞳。

【例】っゔぁが　みーぬっふぁんかい

　うんそぅく　ほぅりーゆー（君の瞳

にとても魅了された）。っゔぁ　みーぬ

っふぁう　いつまい　みーみーぶすむ

ぬ（君の瞳をいつも見つめていたい）。

みーぬっふぁぬ　っふかいきゃー　わ

いてぃー　かなーだかー　ならん（瞳

が黒い間は頑張って働かないといけな

い）。

488



みーはー

みーはー [miːhaː]【名詞】外見、見映

え、見た目、見栄え；世間体。【例】あ

てぃ　ばかすかいば　みーはーや　に

ゃーん（とても恥かしくてあわせる顔

がない）。うぬ　つんな　みーはーや　

にゃーんば　うりゅーぎゃー　っちゃ

だうり（この服は見た目が悪いから着

るな）。ひとぅぬ　みーはーまい　にゃ

ーん（世間体が悪い）。［類］みーたう、

みーとぅ。

みーはぎ [miːhaɡi] 1○【名詞】（栄養不

足で）赤目になって目がよく見えない

人。［変異］みはぎ、みぱぎ、みーぱぎ。

2○【名詞】（一時的に充血して）目が赤

くなること；（一時的に充血して）目が

赤くなった人。［変異］みはぎ、みぱぎ、

みーぱぎ。3○【名詞】物探しが下手な人。

［変異］みはぎ、みぱぎ、みーぱぎ。

みーぱぎ [miːpaɡi] 1○【名詞】（栄養不

足で）赤目になって目がよく見えない

人。［変異］みはぎ、みぱぎ、みーはぎ。

2○【名詞】（一時的に充血して）目が赤

くなること；（一時的に充血して）目が

赤くなった人。［変異］みはぎ、みぱぎ、

みーはぎ。3○【名詞】物探しが下手な人。

［変異］みはぎ、みぱぎ、みーはぎ。

み ー は な ー 　 に ゃ ー ん
[miːhanaː njaːn]【成句】恥かしい、面目

がない。 ［変異］みはなー　にゃーん。

みーばらーしゃ [miːbaraːɕa] 【名

詞】目元が涼しくて笑顔がきれいな人。

【例】からー　いつまい　みーばらー

しゃがま（彼・彼女はいつも笑顔がき

れいだ）。

みーはん　かーはん [miːhan
kaːhan] 【副詞】何でもかんでも、めく

らめっぽう、手当たり次第、何でもかん

でも。 【例】みーはん　かーはん　ま

かいゆ　ばい（手当たり次第に茶碗を

割る）。［類］みっふぁかっふぁ。

みーぷかい [miːpukai]【形容詞】（光

などが）まぶしい。 【例】っふぁ　あ

なから　いでぃってぃ　みーてぃがー

　みー　ぷかいかいば　ならん（暗い

穴からでてきたものだからまぶしくて

しかたない）。［類］みーぷたい。

みーぶた [miːbuta] 【形容詞】見た目

より中身が多いこと。 【例】うぬ　っ

ぞぅー　いみむぬがま　やいそぅが　

みーぶたむぬ（この魚は小さいけれど

中身は多い）。やまー　にゃーん　すま

ー　みーぶたすま（山のない島はなか

みが多い［＞畑がたくさん作れる］）。

みーぷたい [miːputai]【形容詞】（光

などが）まぶしい。【例】きゅーぬ　て

ぃだー　みーぷたいかいば　ならん（今

日の太陽はまぶしくてならない）。［類］

みーぷかい。

みーまーい [miːmaːi]【動詞】［r/rr 語

幹］見て回る。 【例】かでぃふつぬ　

あとぅぬ　はいぬ　ぶーっじゅ　みー

まーい（台風の後の畑のサトウキビを

見て回る）。
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みーまーい

みーまーい [miːmaːi]【名詞】目が回

ること、目がくらむこと。 【例】っざ

ん　ぐるみきまーはい　みーまーい　

ひーうたい（お父さんにぐるぐる回さ

れて目が回った）。みーまーいや　ひー

　いじゃどぅ　いじゃががら　さだか

ーひらいん（目がくらんでどこがどこ

だか分からない）。

みーや　にゃーん [miːja njaːn]

【成句】目がなくなる［笑い顔を誇張し

た言い方］。 【例】みーや　にゃーん

きゃ　ばらいーにゃーん（沢山笑った

［＜目がなくなるほど沢山笑った］）。

みーや　ほぅらかんばかー
い [miːja hurakambakaːi]【成句】目が

開かないくらい、程度がはなはだしい

様子をあらわす。 【例】みーや　ほぅ

らかん　ばかーい　がーりー　まーり

ー　うたい（まぶしいくらいきれいに

［（あるいは）目も当てられないくらいは

でに］着飾って歩き回っていた）。みー

や　ほぅらかんばかーい　ばらいーに

ゃーん（目が開かなくなるほど笑った

［これ以上笑えないほど笑った］）。

みか [mika] 【名詞】［C］こめかみ。

【例】やいぬーまー　みかぬどぅ　ふぐ

みゅー（痩せた馬はこめかみがへっこ

んでいる）。

みが [miɡa]【名詞】［C］女性のこと、女

性の名前によくつかわれる　［ミガガ

マ、ユヌスミガ、カナスミガ、カニミガ、

ジャンミガ、ウツミガ、などがある］。

みがー [miɡaː] 【名詞】［B］瞼（まぶ

た）。【例】かやばたん　みがーや　さ

さいーにゃーん（小さい蜂にまぶたを

刺された）。

みかいす [mikaisɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

見返す。 ［変異］みーかいす。

みがつ [miɡatsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］

磨く。 ［変異］みがふ。

みがに [miɡani]【名詞】［C］眼鏡、水

中メガネ。 【例】みがにゃー　みーん

な　あーんば　みーむぬー　かーでぃ

（眼鏡があってないので新しいのを買お

う）。みがにまーいゆ　いなうん　あす

（素潜り漁を内海でする）。

みがにまーい [miɡanimaːi] 【名詞】

素潜り漁。【例】きゅーや　みがにまー

いや　ひー　たくとぅらでぃ（今日は

素潜り漁でタコを取ろう）。みがにまー

いや　ひー　っぞぅー　つかでぃ（素

潜りで魚を突こう）。

みがふ [miɡafu] 【動詞】［k 語幹］［C］

磨く。【例】くっちゅ　みがかでぃ（靴

を磨こう）。はーゆ　みがふ（歯を磨く）。

［変異］みがつ。

みくん [mikun] 1○【名詞】［C］計画、将

来性。 【例】すかまうぎゃー　みくん

な　たてぃー　あっそぅ（仕事は計画

を立ててやりなさい）。っゔぁが　んな

まぬ　すかまー　なうぬ　みくんな　

にゃーん（あなたのいまの仕事は何の

将来性もない）。［類］みくんさー。 2○
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みくんさ

【形容詞】［C］計画性がある、見通しが

ある、先を読む力がある［先を読みすぎ

て投機的だという悪い意味になること

もある］。【例】からー　みくんかい　び

とぅ（彼は見通しのある人だ）。っゔぁ

ー　かいが　みくんさーや　にゃーん

（あなたは彼のような先見の明がない）。

みくんさ [mikunsa] 【名詞】計画性、

先見の明。 ［変異］みくんさー。［類］

みくん。

みくんさー [mikunsaː] 【名詞】計画

性、先見の明；計画性、先見の明のある

人。 ［変異］みくんさ。

みくんじゅー [mikunʑuː] 1○【名詞】

計画性、先を読む力；先見の明がある

こと。 【例】からー　みくんじゅー　

やいば　かぶー　ほぅんまい　うどぅ

つてぃぬ　くとぅー　にゃーん（彼は

先を読む力があるので、株をやっても

損することはない）。からー　やぐみ　

みくんじゅー（彼は先を読む力がある）。

2○【形容詞】計画性がある、先を読む力

がある；先見の明がある。【例】かいが

どぅ　ばぬんつきゃー　みくんじゅー

かい（彼のほうが私より先が読める）。

みざし [mizaɕi]【名詞】［C］琉球王朝

時代の下級官僚、「池間の主」の下の地

位。 【例】みざししゅーとぅや　たき

ゃーあらん（目差主とは身分が違う［古

謡「豆が花」から］）。

みさだみ [misadami]【名詞】見定め、

目算。 【例】わーや　なんきん　あい

がてぃー　みさだみ　あっそぅ（豚は

何斤あるか見さだめなさい）。

みし [miɕi]【動詞】［母音語幹］［C］見

せる。【例】しゃしんぬ　みしー（写真

を見せる）。っゔぁが　うぬ　てぃがみ

ゅー　みしる（お前のその手紙を見せ

ろ）。からー　くぬいや　みはなうぎゃ

ー　みしん（彼は最近顔を見せない）。

みじゃつ [miʑatsɨ] 【動詞】［k 語幹］

［C］目が覚める、起きる。 ［変異］み

じゃふ。

みじゃふ [miʑafu] 【動詞】［k 語幹］

［C］目が覚める、起きる。 ［変異］み

じゃつ。［類］みじゃん、みそぅい。

みじゃみ [miʑami] 【名詞】［A］目覚

め、寝起き。 【例】くぬ　やらびぬ　

みじゃみゃー　いつまい　にゅーたぎ

むぬ（この子の寝起きはいつも眠たそ

う）。［類］みそぅい。

みじゃん [miʑan] 【動詞】［m 語幹］

［C］目が覚める、起きる。【例】やらび

ゃー　みじゃみー　どぅー（子供はも

う起きている）。ばー　きゅーや　しゃ

ーかぬ　さんじんどぅ　みじゃんたい

（私は今日は夜中の３時に起きた）。［類］

みじゃふ、みそぅい。

みじゅき [miʑuki] 【名詞】［C］魚の

多い漁場　［リーフとリーフの間の深

み、魚の通り道でもある］。 【例】っし

ん　ばらじゃんぬ　あす　とぅきゃん

な　みじゅきぬ　つぶん　あんな　は
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みじゅぬ

りゅーとぅいどぅ　っぞぅーぎゃー　

がにー　とぅい（リーフで追い込み漁

をするとき瀬と瀬の間の深みの壺に網

を張っていてそこに魚を追い込み巻き

込んでとる）。じょー、きゅーや　かま

ぬ　みじゅきんきー、あんぬ　はらで

ぃ（さあ、今日はあの漁場に行って網

を張ろう）。

みじゅぬ [miʑunu] 【名詞】［C］〘魚〙

イワシ。 【例】みじゅぬー　あんかい

　がにー（イワシを網に追いこむ）。み

じゅぬー　いみ　ほぅにがま　たかい

むぬ（イワシは小骨がたくさんある）。

みじゅら [miʑura] 【名詞】［C］〘魚〙

浜辺にいる小魚、和名不明。【例】みじ

ゅらー　あながまー　ほぅりー　うい

（ミジュラは小穴を掘ってそこにいる）。

みず [mizɨ] 【名詞】［B］水　［お湯の

こともさす］。【例】ひだがーぬ　みっ

じゅ　ぬん（ヒダガーの水を飲む）。み

っじゅ　んﾟん（水を汲む）。はいんかい

　みっじゅ　まつ（畑に水をまく）。ほ

ぅにゃんかい　みっじゅ　ふぃー（大

根に水をやる）。みっじゅ　あっちゃす

（お湯を沸かす）。うらー　あつみず　や

いば　まないんてぃー　むち（それは

お湯なので気を付けて持て）。あまみず

（淡水）。ほぅそぅみず（海水）。

みずがーら [mizɨɡaːra]【名詞】大き

な水流。 【例】あみゃー　っふぃぬ　

あとぅぬ　みずがーら（雨の後の大き

な水流）。

みずがさ [mizɨɡasa] 【名詞】水疱瘡、

水痘。【例】やらびんどぅ　みずがさぬ

　いじゅー（子供に水痘が出ている）。

みすかす [misɨkasɨ]【動詞】［s/h 語幹］

（隠された意図、嘘などを）見透かす。

【例】っゔぁが　あっじゅー　くとぅー

　みすかはいどぅー（あなたが言って

いることは見透かされている）。

みずかに [mizɨkani] 【名詞】ガラス。

【例】くぴんな　みずかに（瓶はガラ

ス（でできている））。

みすかむぬい [misɨkamunui]【名詞】

ひそひそ話、秘密の話。 ［変異］みそ

ぅかむぬい。

みすてぃ [misɨti] 【動詞】［母音語幹］

［C］見捨てる。 【例】うらー　つむー

　にゃーんんまり　やいば　みすてぃ

る（彼は心のない奴だから見捨てろ）。

みずぬっぞぅ [mizɨnuzzu] 【名詞】

〘魚〙フナ。 【例】みずぬっぞぅ　とぅ

い　うやがま（フナ取り専業のおじい

さん）。［類］たーぬぞぅ。

みずばな [mizɨbana] 【名詞】鼻水。

【例】かじゃー　ひきどぅ　みずばなぬ

　いじゅー（風邪ひいて鼻水が出てい

る）。［類］みずぱんだい。

みずぱんだい [mizɨpandai] 【名詞】

鼻水。 ［類］みずばな。

みずぶくい [mizɨbukui]【名詞】水で

ふやけていること；（水に浸かって）皮
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みずぶくい

膚がふやけること。 【例】みずぶくい

　ひーゆー　まみひー　たうふー　ち

ゅっふ（水につけてふくれた豆で豆腐

を作る）。ゆながい　うーぎー　みーき

ゃー　みずぶくい　ひーゆー（長時間

泳いだので水でふやけた）。

みそぅ [misu] 【名詞】［C］〘古語〙　

舟。 【例】ふにがま、みそぅがま（小

舟、小舟［古謡「唐人渡来」から］）。

みそぅい [misui] 1○【動詞】［r/rr 語幹］

［C］目覚める、起きる。 【例】んめ　

やらびゃー　みそぅりーどぅーい（子

供はもう目覚めている）。ばー　はーひ

ーから　みそぅりーどぅー（私は早い

うちから目覚めている）。やらびぬ　み

そぅりーや　すぐ　なつどぅす（（この）

子は目が覚めたらすぐ泣くよ）。［類］み

じゃん、みじゃふ。 2○【名詞】［C］目覚

め、寝起き。【例】みそぅいじゃう　や

らび（寝起きのいい子）。みそぅいばい

　やらび（寝起きの悪い子）。

みそぅかむぬい [misukamunui]
【名詞】ひそひそ話、秘密の話。 【例】

みどぅんみぬ　みそぅかむぬいゆ　ほ

ぅー（女性達がひそひそ話をしている）。

［変異］みすかむぬい。

みたまい [mitamai]【名詞】目が見え

ない人、盲人；もの探しのへたな人。

【例】からー　やみどぅ　みたまいん　

なりーにゃーん（彼は病気で目が見え

なくなってしまった）。みたまいんな

　にぐーや　とぅみらいん（探し物下

手にはシャコガイは見つけられない）。

［類］みたまら、みっふぁ。

みたまら [mitamara] 【名詞】目が見

えない人、盲人；もの探しのへたな人。

【例】おい　みたまら、っゔぁが　と

ぅみゅー　むぬー　すぐ　うまん　あ

いさ（この物探しのへたっぴー、お前の

探しているものはすぐそこにあるぞ）。

［類］みたまい、みっふぁ。

みちゃーい [mitɕaːi] 【名詞】〘数詞〙

三人。

みっゔぁい [mivvai] 【名詞】家庭的

で面倒見が良いこと。 【例】ほぅゆが

ーぬ　なかーにゃー　やぐみ　みっゔ

ぁい　あい　みどぅん（ホゥユガーの

次女はとても面倒見のよい女性だ）。

みつき [mitsɨki]【動詞】［母音語幹］［C］

睨む。 【例】やらびゅー　たやん　み

つきー（子供を強く睨む）。［類］みつつ。

みつず [mitsɨzɨ]【名詞】［A］探すのが

下手な人。 【例】むいとぅぬ　みつず

んまり（ほんとうに探すのがへたな奴

だ）。［類］みたまい。

みつつ [mitsɨtsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］

睨む。 ［変異］みつふ。［類］みつき。

みつふ [mitsɨfu] 【動詞】［k 語幹］［C］

睨む。 ［変異］みつつ。［類］みつき。

みっふぁ [miffa] 【名詞】［B］盲目の

人。 【例】みっふぁんま（盲目のお母

さん）。［類］みたまい、みたまら。
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みっふぁ

みっふぁ [miffa]【形容詞】［B］（人な

どが）嫌いだ、憎い、（他人を）差別を

する。

みっふぁ　かっふぁ [miffa kaffa]

【副詞】えり好みせず；めくらめっぽう、

手当たり次第。【例】むぬぎゃー　いら

ばだ　みっふぁかっふぁ　ふぁい（食

べ物はえり好みせず、何でも食べなさ

い）。あい　みっふぁかっふぁ　いっ

そぅ　てぃっゔぁんまい　まとぅんか

いや　あたらん（そんな風に手あたり

次第石を投げても的には当たらない）。

［類］みーはん　かーはん。

みっふぁさ [miffasa] 【名詞】（人を）

嫌うこと　［ペットなどにも使える］、

憎しみ。 【例】うぬ　みどぅんな　ひ

とぅー　みっふぁさ　あす　うむくと

ぅー　にゃーん　ひとぅ（この女性は

人を嫌うことを知らない人）。たるーま

い　みっふぁさ　ひーや　ならん（だ

れもきらってはいけない）。ばー　まさ

いゆーぎゃー　みっふぁさ（私はマサ

イは嫌いだ）。ばー　かいんかいや　ん

め　みっふぁさまい　なうまい　にゃ

ーん（わたしは彼女には憎しみもなに

もない）。

みっふぁまーい [miffamaːi]【名詞】

立ち眩み。 【例】みっふぁまーいぬ　

ひーゆー（立ち眩みがしている）。みっ

ふぁまーいやひー　がらてぃー　たう

りーにゃーん（立眩みしてばたっと倒

れた）。ばー　きゅーや　たちゃっで

ぃー　あすきゃー　みっふぁまーいや

　ひーたういぎかたい（私は今日は立

ち上がろうとしたらたちくらみがして、

倒れそうになった）。

みっり [mirri]【動詞】［母音語幹］［A］

（女性らしく）成熟する、女らしい体つ

きになっている。 【例】うぬ　みどぅ

んがまー　っちゃまりゅーががら　み

っりーどぅー（その女の子は成熟して

きているのか女らしい体つきになって

いる）。［類］みーい。

みとぅーす [mituːsɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］（景色などを）見渡す；（人の性格

などを）見通す；（人や会社などの将来

性を）見通す。 【例】ゆーかーまたー

ひー　みとぅーはいどぅーい（遠くま

で見渡せる）。っゔぁが　つむぬ　なか

ぬ　わるだくみゃー　みとぅーはいど

ぅー（お前の心の中の悪だくみはお見

通しだ）。かいが　かいしゃぬ　じゅー

ねんあとぅぬ　くとぅー　みとぅーは

いん（彼の会社の１０年あとのことは

見通せない）。

みどぅん [midun] 1○【名詞】［B］（成

人、未成人を問わず）女、女性。 【例】

かぬ　みどぅんな　つむかぎ（あの女

の人は性格がいい）。みどぅん　きょー

だい（姉妹）。 2○【名詞】［B］妻。【例】

からー　やぐみ　みどぅんかなっさび

とぅ（彼はとても愛妻家だ）。ばー　み

どぅんな　みーん（私は妻はいない）。

みっゔぁいあい　みどぅんぬ　とぅみ
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みどぅんそぅがい

ぶすむぬ（家庭のやりくりのうまい奥

さんを見つけたい）。［類］とぅず。

みどぅんそぅがい [midunsuɡai]
【名詞】男性が女性の格好をすること、女

装。

みどぅんっゔぁ [midunvva] 【名

詞】娘。 【例】あたらかぬ　みどぅん

っゔぁうぎゃー　っゔぁんかいや　ふ

ぃーん（大切な娘はお前にはやらない）。

ばー　みどぅんゔぁぬどぅ　みちゃー

い　うい（私は娘が三人いる）。

みどぅんぶす [midumbusɨ] 【名詞】

社会的に活躍していて影響力のある女

性　［＜みどぅん＝女、ぶす＝武士］。

【例】からー　うむくとぅあい　みどぅ

んぶす（彼女は賢くて優秀な女性だ）。

みなか [minaka] 【名詞】［C］前庭　

［家の後ろは家庭菜園（かふー）にする

のが普通］。【例】みなかぬ　っさう　

ひつ（庭の草を引きぬく）。

みばかい [mibakai] 1○【動詞】［r/rr 語

幹］（田んぼ、畑、家などを）手入れす

る、（組織、建物など全般を）管理する。

【例】かまぬ　はいぬ　ぬっさ　はい

ゆぎゃー　みばからんば　はいや　ず

みく　っさー　ういー　あばりゅーい

（あそこの畑の主は畑の手入れしないの

で畑は荒れ果てている）。かんちょーて

ぃー　こーみんかんぬ　みばかいたい

（館長として公民館を管理した）。［類］

みー、みばつ。 2○【動詞】［r/rr 語幹］（家

族、年寄、病人などの）世話をする。【例】

みがー　うっとぅがまう　わいてぃー

　みばかいたい（ミガは弟をよく世話

した）。っゔぁが　わいてぃー　みばき

ゅーば、っゔぁが　とぅっじゃ　みゃ

ーす　はず（あなたが一生懸命面倒を

見ているので、あなたの妻は楽なはず）。

まないん　とぅず　っふぁうぎゃー　

みばからだかー（ちゃんと　妻子は見

守らないと（いけないよ））。ういびとぅ

ぬ　っそぅすばい　みばかいゆ　あす

（老人の排便・排尿の世話をする）。やん

びとぅーぎゃー　みばかい（病人の世

話をする）。［類］みー、みばつ。 3○【動

詞】［r/rr 語幹］（人を）監視する、（人

を）見張る。【例】うぬ　ぎずぎゃうな

う　みばかりゅーき（この腕白小僧を

見張っておけ）。［類］みー、みばつ。

みはぎ [mihaɡi] 1○【名詞】［C］（栄養

不足で）赤目になって目がよく見えな

い人。 【例】んきゃーんな　みはぎゃ

ー　ひー　むぬー　みーらいっだ　ん

ぎたい　ひとぅまい　うたいちゃ（昔

は赤目でものが見えなくなる人もいた

そうだ）。［変異］みぱぎ、みーはぎ、み

ーぱぎ。［類］みはぎゃ。 2○【名詞】［C］

（一時的に充血して）目が赤くなること；

（一時的に充血して）目が赤くなった人。

【例】みはぎみー（（充血して）赤くなっ

た目）。みはぎびとぅ（赤目の人）。［変

異］みぱぎ、みーはぎ、みーぱぎ。［類］

みはぎゃ。 3○【名詞】［C］物探しが下

手な人。【例】ばー　みはぎ　やいば　
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みぱぎ

にぐーや　とぅみらいん（私はもの探

しが下手でシャコガイは見つけられな

い）。［変異］みぱぎ、みーはぎ、みーぱ

ぎ。［類］みはぎゃ。

みぱぎ [mipaɡi] 1○【名詞】［C］（栄養

不足で）赤目になって目がよく見えな

い人。［変異］みはぎ、みーはぎ、みー

ぱぎ。 2○【名詞】［C］（一時的に充血し

て）目が赤くなること；（一時的に充血

して）目が赤くなった人。［変異］みは

ぎ、みーはぎ、みーぱぎ。 3○【名詞】［C］

物探しが下手な人。［変異］みはぎ、み

ーはぎ、みーぱぎ。

みはぎゃ [mihaɡja] 1○【名詞】［C］（栄

養不足で）赤目になって目がよく見え

ない人。 ［類］みはぎ。 2○【名詞】［C］

目が赤くなること；目が（一時的に）赤

くなった人；赤目の人。［類］みはぎ。3○

【名詞】［C］もの探しのへたな人。［類］

みはぎ。

みはず [mihazɨ] 【動詞】［g 語幹］［C］

目が赤くなる、充血する。 【例】まず

むぬー　みーたんががら、みーや　み

はぎーどぅ（幽霊を見たのか目が赤く

なっている）。

みばつ [mibatsɨ] 1○【動詞】［k 語幹］［C］

（田んぼ、畑、家などを）手入れする、（組

織、建物など全般を）管理する。 ［変

異］みばふ。［類］みばかい。 2○【動詞】

［k 語幹］［C］（家族、年寄、病人などの）

世話をする。［変異］みばふ。［類］みば

かい。 3○【動詞】［k 語幹］［C］みはる。

［変異］みばふ。［類］みばかい。

みはな [mihana] 【名詞】［C］顔、顔

色。 【例】うどぅるきー　みはなんな

　いるー　にゃーん（びっくりして顔

に血色がない）。がんじゅーぎ　みはな

（元気そうな顔）。かいが　はなっさ　う

むっしかいば　んなない　みはなー　

にゃーんきゃ　ばらうたい（彼の話は

面白いのでみんな顔をくしゃくしゃに

して笑いこけた）。

みはなー　にゃーん [mihanaː
njaːn]【成句】恥かしい、面目がない。

【例】ばかすかいば　みはなーにゃーん

（恥ずかしくて人に合わせる顔がない）。

［変異］みーはなー　にゃーん。

みはなー　ほぅらかんばか
ーい [mihanaː hurakambakaːi]【成句】

合わせる顔がないくらい。 【例】みは

なー　ほぅらかいんばかーい　ばかす

かいばならっだん（合わせる顔がない

ぐらい恥ずかしかった）。

み は な が ー ゆ 　 ん つ [mi-
hanaɡaːju ntsɨ] 【成句】（他人の恥ず

かしいことを）ばらす、（真実の姿を明

らかにして）化けの皮をはがす。 【例】

んーなが　まいん　みはながーや　ん

かいーにゃーん（皆の前で恥ずかしい

ことをばらされた）。

みはなぶた [mihanabuta] 【形容詞】

（家族などが偉くなったりして）自慢だ、
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みはなぶた

（自分が成功したりして）得意満面だ。

【例】んまがー　しーしーんまい　なり

ー　やぐみ　みはなぶたむぬ（孫が教

師になってとても自慢だ）。からー　り

ゅーだいんかい　ごーかくー　ひー　

みはなぶたむぬ　はず（彼は琉球大に

合格して得意満面だろう）。

みばふ [mibafu] 1○【動詞】［k 語幹］［C］

（田んぼ、畑、家などを）手入れする、（組

織、建物など全般を）管理する。 ［変

異］みばつ。［類］みばかい。 2○【動詞】

［k 語幹］［C］（家族、年寄、病人などの）

世話をする。［変異］みばつ。［類］みば

かい。 3○【動詞】［k 語幹］［C］みはる。

［変異］みばつ。［類］みばかい。

みまーい [mimaːi] 【動詞】［r/rr 語幹］

見回る。 【例】ぶーっじゃ　ういゆー

んむてぃー　はいゆ　みまーい（サト

ウキビの芽が出ているかどうか畑を見

まわる）。

みまた [mimata]【名詞】［A］三叉路。

みみじゃー [mimiʑaː] 【名詞】〘魚〙

ヒメフエダイ。 【例】みみじゃ－や　

やぐみ　んまっぞぅ（ヒメフエダイは

とても美味しい魚だ）。

みゃー [mjaː] 【形容詞】［A］（芋やお

菓子が）ほくほくしている。 【例】み

ゃーんー　（ほくほくしたイモ）。くぬ

　んーな　みゃーむぬーひー　んまい

（この芋はほくほくしてうまい）。

みゃーか [mjaːka]【名詞】［A］昔の大

きな墓。 【例】んきゃーんぬ　とぅゆ

みゃぬ　みゃーか（昔の豊見親の墓）。

みゃーぎ [mjaːɡi] 1○【動詞】［母音語

幹］［C］（上を）見上げる。 【例】か

まぬ　やまぬ　はなう　みゃーぎーみ

ーる（あそこの山の上を見てみろ）。て

ぃんぬ　ほぅっそ　みゃーぎーみーる

（空の星を見上げてみなさい）。 2○【動

詞】［母音語幹］［C］（後ろを）振り向

く；訪問する；相手にする；挨拶する。

【例】ひゃうすんな　かぬきゃうまい　

みゃーぎーみーる（たまには彼らの家

にも行ってあげなさい）。からー　くま

うぎゃー　なんとぅが　みゃーぎーま

い　みーん（彼はここをまったく訪ね

て来ることもない）。かりゃ－　ばんち

ゅーぎゃー　なんとぅが　みゃーぎん

（彼は私達のことをちっともかまってく

れない）。かりゃー　ばぬんかい　いじ

ゃーばんまい　みゃーぎゃーとぅんま

　みーん（彼は私にあっても挨拶さえ

もしない）。から　あてぃ　えらいふ　

なりー　ばんてぃんな　みゃーぎらい

ん（彼はあんまりえらくなって我々に

は近寄りがたい）。

みゃーく [mjaːku] 1○【名詞】［A］治

世、現世、時代、。 【例】なかそね　と

ぅゆみゃが　みゃーく（仲宗根豊見親

の治世）。んなまー　かいが　みゃーく

（今は彼の時代だ）。くーみゃーく（苦し

い現世）。くーさぬ　みゃーくからー　

すんな　んがーい（苦しいこの世から
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みゃーく

逃れるためには死ぬしかない　［＝死

ぬのが逃れることだ］）。んなまー　ば

が　みゃーくー　あらん（今は私の時

代ではない）。 2○【名詞】［A］故郷、都。

【例】くまー　ばが　みゃーく（ここは

私の故郷だ）。んなまー　とーきょーぬ

どぅ　ばが　みゃーく（今は東京は私

の都だ［住めば都］）。

みゃーく [mjaːku] 【名詞】［A］宮古。

【例】くまー　みゃーくずま（ここは

宮古島です）。

みゃーくじょーふ [mjaːkuʑoːfu]

【名詞】宮古上布　［「宮古上布は」の

対応形は「みゃーくじょーっふぁ」「み

ゃーくじょーふー」のどちらでもよい。

「宮古上布を」の対応形は「みゃーくじ

ょーっふ」「みゃーくじょーふー」のど

ちらでもよい］。【例】みゃーくじょー

ふー　ぶーずん（宮古上布は苧麻でで

きた着物だ）。

みゃーくずつ [mjaːkuzɨtsɨ] 【名詞】

〘祭礼〙お盆から約 60 日後の甲午の日

に行われる池間系の人の一年で最大の

祭事。 【例】みゃーくずつんな　んじ

ゃからまい　はーさぬ　ひとぅぬ　す

まー　ならひー　んみゃい（ミャーク

ズツにはそこらじゅうから多くの方々

が地面をどんどんと響かせて押し寄せ

る）。みゃーくずつんな　ますむい　ぶ

ーとぅいぬ　あい（ミャークズツには

マスムイ、ブートゥイがある）。

みゃーくなぎ [mjaːkunaɡi] 【副詞】

永久に、永遠に。【例】ばんてぃが　う

やきゃー　みゃーくなぎ　ふぁーいん

（私たちの富は永久に食い尽くせない）。

みゃーす [mjaːsɨ] 1○【形容詞】［A］（病

気が治って）体調がいい。【例】やんな

　なうりー　みゃーすふ　なりーどぅ

ー（病気が治って体調がよい）。 2○【形

容詞】［A］生活に余裕がある、（生活が）

楽である、裕福な；（仕事などが）楽だ。

【例】ふぁう　みゃーす（（食べるのに

事欠かない）楽な生活）。かまぬ　きな

いや　みゃーす　きない（向こうの家

は裕福だ）。くぬいや　てぃまーまい

　あがりー　みゃーすふ　なりーどぅ

（最近は給与も上がって生活が楽になっ

た）。みゃーす　すかまてぃや　にゃー

ん（楽な仕事（というもの）はない）。

みゃーす [mjaːsɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

［C］（違いを調べるために見たり、持っ

たりして）比べる。 【例】うぬ　ふた

ーっちゅ　みゃーひーみーる（この２

つを比べてみなさい）。くぬ　さきとぅ

　うぬ　さきゅー　ぬみー　みゃーひ

ーみーる（この酒とその酒を飲んで比

べてみなさい）。

みゃーてぃ [mjaːti] 【名詞】［C］目

的地、生きがい。 【例】くぬ　ひこー

きゃー　んじゃんかいぬ　みゃーてぃ

（この飛行機はどこが目的地なんだ）。ふ

にゃー　みゃーてぃぬ　にゃーだかー

　んじゃまい　いかいん（舟は目的地

がないとどこにも行けない）。っふぁん
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みゃーなか

まがぬどぅ　ばが　みゃーてぃ（子や

孫が私の生きがい）。［類］まとぅ。

みゃーなか [mjaːnaka] 【名詞】〘祭

礼〙御嶽の建物の外側にある神事を行

う場所。

みゃーらび [mjaːrabi] 【名詞】浮気

っぽい女性。 【例】みゃーらび　みど

ぅん（みだらな女）。

みゃい [mjai]【動詞】［r 語幹］［C］ふ

ぁう（食べる）の尊敬語形。

みやらび [mijarabi]【名詞】〘歌語〙一

七、八の若い女性。 【例】みやらび　

かぎさ（若い女性の美しさ）。

みゃらまてぃ [mjaramati] 【成句】

食べてください（「ふぁう（食べる）の

敬語形　「みゃい」の依頼形）。 【例】

てぃーや　いかーひー　かーっそぅ　

とぅい　みゃらまてぃ（手を伸ばして

お菓子を取って食べてください）。なま

っそぅ　みゃらまてぃ（刺身をお召し

上がり下さい）。

みゅーい [mjuːi] 【名詞】［C］（男女

を問わず）両親の兄弟のこども、甥（お

い）、姪（めい）。【例】ぶばがまー　み

ゅーいんつきゃーまい　うっとぅ（末

っ子のおばさんは甥（姪）よりも年下

だ）。みゅーいっふぁんみ（甥っ子たち

（姪っ子たち））。みちゃーいぬ　みゅー

い（三名の甥（姪））。

みゅーとぅ [mjuːtu] 【名詞】［A］夫

婦。 【例】かなすぎ　みゅーとぅ（仲

がよさそうな夫婦）。うぬきゃが　ふた

ーいや　みゅーとぅん　なりーどぅー

（彼ら二人は夫婦になった）。［類］とぅ

ずぶとぅ。

みゅーぶき [mjuːbuki]【名詞】（神様

の）おかげ、おかげで。 【例】くぬく

とぅー　やぐみぬ　みゅーぶき（この

ことは神様のおかげだ）。やぐみぬ　み

ゅーぶき　たすきらいたい（畏れ多い

神様のおかげで）。［類］うぶき。

みりきんくー [mirikiŋkuː] 【名詞】

メリケン粉。 ［変異］みりきんぐー。

［類］みるくんぐー、みるくんくー。

みりきんぐー [mirikiŋɡuː] 【名詞】

メリケン粉。 【例】みりきんぐーひー

　てんぷらう　やつ（メリケン粉で天

ぷらを揚げる）。［変異］みりきんくー。

［類］みるくんぐー、みるくんくー。

みるくじゃき [mirukuʑaki] 【名詞】

ミルク酒［泡盛に練乳を混ぜてつくる

飲み物］。【例】さきんかい　ぶーどぅ

るー　まっでぃー　みるくじゃきゅー

　ちゅっふぃ（酒に練乳を混ぜてミル

ク酒を作れ）。

みるくんくー [mirukuŋkuː] 【名詞】

メリケン粉。 ［変異］みるくんぐー。

［類］みりきんくー、みりきんぐー。

みるくんぐー [mirukuŋɡuː] 【名詞】

メリケン粉。 ［変異］みるくんくー。

［類］みりきんくー、みりきんぐー。
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みん

みん [min] 【名詞】［B］耳　［聴覚機

能ではなく体外に出ている耳の部分は

「みんばに」という］。 【例】みん　と

ぅーき　ういびと（小さい音でもよく

聞こえる老人）。ういびとぅん　なりー

　みんな　つかいんふ　なりゅー（年

寄りになって耳が遠くなった）。みんぬ

　ひっぱい（耳を引っ張る）。みんぬ　

かうかいば　ならん（耳がかゆくてし

かたない）。

みんがくむん [miŋɡakumun] 【名

詞】耳学問。

みんがみ [miŋɡami] 【名詞】取っ手

のついた甕（かめ）。 【例】んそぅがみ

ゃー　みんがみ（味噌がめは取っ手の

ついたかめだ）。

みんきゃ [miŋkja]【名詞】［C］するめ

イカ。 【例】みんきゃー　ひつにむぬ

（スルメは硬い）。みんきゃー　はーばす

んかい　っふぁまりーにゃーん（スル

メイカが歯の間にはさまった）。

みんぐ [miŋɡu] 【名詞】［C］耳の遠い

人。 【例】みがにまーいびとぅんみゃ

ー　みんぐむぬ（素潜り漁をするひと

たちは耳が遠い）。［類］みんぴちゃら、

ながみん。

みんだい [mindai]【名詞】耳だれ、耳

漏。 【例】やみどぅ　みんだいぬ　い

じゅー（病気して耳垂れが出ている）。

みんたっゔぁ [mintavva]【名詞】顔

面平手打ち、びんた。 【例】みんたっ

ゔぁう　ったつ（ビンタを張る）。みん

たっゔぁう　ふぁーす（ビンタを張る）。

ばいさーひー　しーしーん　みんたっ

ゔぁー　ったかいにゃーん（悪さをし

て先生に平手打ちされた）。

みんたま [mintama] 【名詞】目ん玉、

目玉。 【例】っぞぅぬ　みんたまう　

ふぁう（魚の目ん玉を食べる）。

みんとぅーきゃ [mintuːkja]【名詞】

耳のいい人、耳ざとい人。 【例】かり

ゃー　みんとぅーきゃ（彼は耳ざとい

人だ）。［類］みんぴーきゃ。

みんながはな [minnaɡahana] 【名

詞】（主に女性が）旧暦三月三日の大潮

のときに浜に行き、触って清める潮。

【例】さにつんな　みんながはなう　う

がんが　いんかい　いつ（旧暦の 3 月 3

日には海水を祈願に行く［＞海水で身

を清めるため］）。

みんぬっそぅ [minnussu]【名詞】耳

垢。 【例】みんぬ　っそぅー　とぅい

（耳垢を取る）。

みんばに [mimbani]【名詞】耳、耳の

外に出ている部分（耳殻、耳翼）。【例】

っざん　みんばにゅー　ちゅーく　か

つみらいたい（父親につよく耳を引っ

張られた）。

みんぴーき [mimpiːki]【名詞】（皮が

はがれるような激しい）床ずれ。 【例】

うぬ　ういびとぅぬ　みんぴーきゃー
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みんぴーきゃ

　やぐみ　やなむぬどぅ　あたい（こ

の年寄りの床ずれはとてもひどい）。

みんぴーきゃ [mimpiːkja] 【名詞】

耳の良く聞こえる人。 ［類］みんとぅ

ーきゃ。

みんぴちゃら [mimpitɕara] 【名詞】

耳の遠い人、難聴の人。 【例】ながい

つびとぅんみゃー　みんぴちゃらぬど

ぅ　んち（すもぐりで深く潜れる人は

難聴が多い）。［変異］みんひつら、みん

ぴつら。［類］みんぐ、ながみん。

みんひつら [minhitsɨra] 【名詞】耳

の遠い人、難聴の人。 ［変異］みんぴ

ちゃら。

みんぴつら [mimpitsɨra] 【名詞】耳

の遠い人、難聴の人。 【例】からー　

みんぴつら　やいば　みんな　つかん

（彼は難聴だからよく耳は（あまり）聴

こえない）。［変異］みんひつら、みんぴ

ちゃら。

みんぶーら [mimbuːra] 【名詞】（脂

っこくて食べにくいため）身震いする

こと（脂っこい豚専用のことば）。【例】

わーぬ　あっゔぁう　みんぶーらーひ

ー　ふぁう（豚の脂肉を身震いして食

べる）。わーぬ　あっゔぁう　ふぁうて

ぃがー　みんぶーら　あす（豚のあぶ

ら肉を食べると身震いする）。みんぶー

ら　あすっちゃーん　わーぬ　あっゔ

ぁう　ふぁう（身震いしながら豚の脂

肉を食べる）。
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む

むー [muː] 【名詞】［B］藻。 【例】い

んぬ　むー（海の藻）。むーや　なびー

むぬ（藻はすべりやすい）。うまなぎん

な　むーぬどぅ　ういゆー（ここら辺

は藻が生えている）。

むーす [muːsɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［A］

燃やす。【例】うまっちゅ　むーす（火

を燃やす）。くぬ　きーや　むーはっで

ぃ　ほぅばんまい　むいん（この木は

燃やそうとしても燃えない）。

むーっず [muːzzɨ] 【動詞】［zz/dd 語

幹］（老眼で目が）ぼやける、（老化で目

が）見えにくくなる。 【例】くぬいや

　ういびとぅ　なりーどぅ　みーや　

むーっじゅー（最近年を取って目がぼ

やけている）。みーや　むーっでぃどぅ

　いみずーがまー　みーらいん（目が

ぼやけて小さい字は見えない）。とぅっ

さ　とぅいどぅ　みーぬ　むーっでぃ

　っちゅー（年取って老眼になってい

る）。むーっでぃ　みー（老眼化してぼ

やけた目）。［類］むーっでぃ。

むーっでぃ [muːddi] 【動詞】［母音

語幹］（老眼で目が）ぼやける、（老化

で目が）見えにくくなる。 ［類］むー

っず。

むい [mui] 1○【動詞】［r/rr 語幹］［C］（こ

どもの）守をする、子守をする。 【例】

っふぁう　むい（子供の守をする）。 2○

【名詞】［C］子守、子守をすること。【例】

っふぁむい（子守り）。

むい [mui] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］（酒

やご飯などを器に）盛る、（上の方に）

捧げる。 【例】まかいんかい　まいゆ

　はーさ　むい（ちゃわんにご飯をた

くさんもる）。みゃーくずつんな　ちゃ

ばんかい　さきゃー　いりどぅ　うる

ー　むい（ミャークズツには茶碗に酒

を入れそれを上方にささげる）。

むい [mui] 【動詞】［母音語幹］［A］燃

える。 【例】うまっちゃ　むいーどぅ

ー（火は燃えている）。んみぎーや　な

んとぅが　むいん（湿った木はなかな

か燃えない）。

むい [mui] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］（人

や動物などが）群れる、（植物などが）

群生する、（魚が）群れる。 【例】みゃ

ーくずつんな　じゃーがまん　ひとぅ
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むい

ぬ　はーさ　むいゆー（ミャークズツ

にはジャーガマに人がたくさん集まっ

ている）。ぎすつぬどぅ　いーぶーん　

むいとぅ　むいゆー（ススキが北支部

にたくさん群生しているている）［「い

ーぶー」は西原集落の東西南北区画の

中の北の区画をさす］。むっるー　むい

ゆー（ムロアジが群れている）。

むい [mui] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］（果

物などを）もぎ取る、摘み取る。 【例】

んーたう　むい（木の実をもぎ取る）。

ばんちゅくらう　むい（グアバを捥ぎ

取る）。

むい [mui] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］（ブ

ランコ、ゆりかご、などを）揺する、子

守のためにブランコを揺するように子

供を揺する。 【例】やらびゅー　ぶら

んこんかい　ぬーひー　むい（こども

をブランコにのせて揺する）。なつっじ

ゃやらびゅー　むい（泣いている子を

揺する）。

むい [mui] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］（液

体が外に）漏れる。 【例】みずぬどぅ

　むりゅーい（水が漏れている）。すば

いぬどぅ　むいぎかい（小便が漏れそ

うだ）。

むい [mui] 【名詞】［B］〘祭礼〙御嶽の

あるところ、杜（もり）、「ななむい」と

してしか使わず、単独では使わない。

むい [mui] 【接頭辞】形容詞について

程度がはなはだしいことを表す　［限

られた単語にのみ用いられる］。 【例】

ばー　かりゅーぎゃー　むいみっふぁ

（私は彼のことが大嫌いだ）。きゅーや　

むいひぐる（今日はとても寒い）。から

ー　むいとぅぬ　むいほぅりむぬ（彼

は大バカ者だ）。

むいあに [muiani] 【名詞】子守姉。

【例】ばが　むいあにゃー　ほぅゆがー

ぬ　はーに（私の子守姉はホゥユガー

の長女お姉ちゃんだ）。っゔぁー　まさ

いが　むいあに　やいば　わいてぃ　

かないら（お前はマサイの子守なので、

がんばってね）。

むいがーい [muiɡaːi]【名詞】（周りの

様子などが）全体的に変わること、（人

の様子、雰囲気などが）全体的に変わ

ること。 【例】かまー　んきゃーんと

ぅや　むいがーい（向こうは昔とはす

っかり変わった）。あがいにゃーぬ　み

ががまー　ほぅいふ　なりー　むいと

ぅ　あぱらぎふ　なりー　むいがーい

や　ひーどぅー（東隣のミガちゃんは

大きくなって、とてもきれいになって

雰囲気が変わった）。

むいじゃうき [muiʑauki]【名詞】〘道

具〙箕（み）［米などの穀物の脱穀の際

に殻や塵を取り除くための農具］。【例】

むいじゃうきひー　ぷきゅー　とぅば

す（箕で小さなゴミを飛ばす）。

むいた [muita]【名詞】［C］（木の葉な

どが風で吹きだまった）集まり、（魚な

どの）群。 【例】かまぬ　むいたう　

504



むいだり

とぅみーみーる（向こうの木の葉の集

まっているところを探してみなさい）。

むいたがまんな　きーぬはーなぎぬど

ぅ　あい（風の吹き溜まりには木の葉

などがある）。っぞぅー　ひとぅむいた

ひー　ひゃっき　あぎらいどぅ　うた

い（魚は（一網で）一群れ百斤あげるこ

とができた）。

むいだり [muidari] 【形容詞】とても

つかれている、過労状態だ。 【例】き

ゅーや　んめ　むいだり（今日はもう

ひどく疲れている）。きゅーや　くーす

かまー　ひー　むいだりかいば　なら

ん（今日はきついしごとをしてだるく

て仕方がない）。

むいつ [muitsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］

（機械、車などが）動く、（人間や動物な

どが）動く、（休んでないで）働き始め

る、（石やものなどおいてあるものがお

したりして）動く、（心が）動く。 ［変

異］むゆふ、むいふ、むゆつ。

むいつき [muitsɨki] 【副詞】（ものを）

みんなまとめて、合計で。 【例】うま

ぬ　みーっちゃ　むいつきー　いかっ

さが（ここの 3 つはまとめていくらで

すか）。

むいとぅ [muitu] 1○【副詞】程度の大

きいことを表す、とても、たいへん；（後

ろに否定を伴って）「全然、決して」（～

しない）［「むいとぅどぅ」のように「ど

ぅ」を伴うこともある」）。 【例】むい

とぅ　はーさぬ　ひとぅぬどぅ　うぐ

なーりゅー（とてもたくさんの人が集

まっている）。むいとぅどぅ　ひとぅぬ

　むぬいゆぎゃー　つかん（全然人の

言うことに従わない）。 2○【副詞】動詞

を修飾して程度がはなはだしいことを

表す副詞、とても、（能力的に）とても

（できない）、ほとんど（しない）。【例】

ばー　みががまうどぅ　むいとぅ　ぬ

ずみゅー（私はミガをとても愛してい

る）。ういとぅ　くいとぅや　むいとぅ

　んーしーどぅー（それとこれとはよ

く似ている）。すーがくのもんだいや　

むずかすかいば　ばぬんな　むいとぅ

　っさいん（数学の問題は難しすぎて

私にはとてもわからない）。くぬいや　

むいとぅ　あいきや　うらん（最近は

ほとんど歩いてない）。

むいふ [muifu] 【動詞】［k 語幹］［C］

（機械、車などが）動く、（人間や動物な

どが）動く、（休んでないで）働き始め

る、（石やものなどおいてあるものがお

したりして）動く、（心が）動く。 ［変

異］むゆふ、むゆつ。

むいぶい [muibui] 【動詞】［r/rr 語幹］

（年取って）ぼける；（異性に）凄く惚れ

ている、夢中になっている。 ［類］む

いぶり。

むいぶり [muiburi] 1○【動詞】［母音語

幹］（年取って）ぼける；（異性に）凄く

惚れている、夢中になっている。 【例】

ばー　っゔぁんかいや　むいぶり（私

はあなたには凄く惚れている）。からー
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むいんとぅー

　みがんかい　　むいとぅ　むいぶり

ゃー　ひーどぅー（彼はミガにすっか

りむちゅうだ）。ばー　ういびとぅん　

なりー　むいぶりゃー　ひー　なうゆ

まい　っさん（私は年取ってぼけてし

まってなにも分からない）。［類］むい

ぶい。 2○【形容詞】ばかもの。【例】かり

ゃー　むいとぅぬ　むいぶりむぬ（彼

はとても大変なばかだよ）。

むいんとぅー [muintuː]【名詞】（体

が）ずぶ濡れになること。【例】あみん

　っふぁいー　むいんとぅーや　ひー

うたい（雨に降られてずぶ濡れになっ

た）。きゅーや　ほぅすず　あみん　っ

ふぁいー　むいんとぅー　あたい（今

日は大粒の雨に降られてずぶ濡れだっ

た）。［変異］むいんとぅー。［類］むい

んみ。

むいんみ [muimmi]【名詞】（体が）ず

ぶ濡れになること。 【例】あみん　っ

ふぁいー　むいんみゃー　ひーうたい

（雨に降られてずぶ濡れになった）。き

ゅーや　ほぅすず　あみん　っふぁい

ー　むいんみ　あたい（今日は大粒の

雨に降られてずぶ濡れだった）。［変異］

むいんみー。［類］むいんとぅ。

むいんみー [muimmiː] 【名詞】（体

が）ずぶ濡れになること。 ［変異］む

いんみ。

むがい [muɡai] 1○【動詞】［r/rr 語幹］

［A］お腹の中が（食あたりなどで）ゴロ

ゴロすること。 ［変異］むぎゃい。 2○

【動詞】［r/rr 語幹］［A］（怒りで）はらわ

たが煮えくり返ること。［変異］むぎゃ

い。 3○【動詞】［r/rr 語幹］［A］（水など

が）濁る。［変異］むぎゃい。

むがく [muɡaku]【名詞】［A］無学、学

校教育を受けていない人。 【例】ばー

　むがく　やいば　ずーや　ゆまいん

（私は無学だから字は読めない）。

むがっらす [muɡarrasɨ]【動詞】［s/h

語幹］（液体を）掻き回す；（まとまりな

どを）掻き乱す。 ［変異］むぎゃらす。

むがらす [muɡarasɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］（液体を）掻き回す；（まとまりな

どを）掻き乱す。 ［変異］むぎゃらす。

むき [muki] 【名詞】［C］向き、得意分

野　「むきむき」と重ねて使うことが

多い。 【例】うなが　むきむきぬ　す

かまう　とぅみ　あっそぅ（自分の向

いている仕事を探せ）。

むぎゃ [muɡja]【名詞】［C］〘魚〙キン

メダイもどき、鰹釣り用の餌の一つ。

【例】しゃーかん　あんな　はりー　む

ぎゃう　とぅい（未明に網を張ってキ

ンメダイもどきを取る）。

むぎゃい [muɡjai] 1○【動詞】［r/rr 語

幹］［A］お腹の中が（食あたりなどで）

ゴロゴロすること。【例】っさり　むぬ

ー　ふぁいー　ばたー　むぎゃりーど

ぅー（腐ったものを食べてお腹の中が

ゴロゴロなっている）。ひんじゃー　ふ

ぁいみーてぃがー　ばたー　むぎゃっ
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むきゃう

らはいにゃーん（やぎを食べたらお腹

の調子が悪くなってしまった）。［変異］

むがい。［類］むがっり、むぎゃっり。2○

【動詞】［r/rr 語幹］［A］（怒りで）はらわ

たが煮えくり返ること。【例】かさます

かいば　ばたぬ　なかー　むぎゃっり

ーどぅー（いらいらしてお腹の中は煮

えたぎっている）。［変異］むがい。［類］

むがっり、むぎゃっり。 3○【動詞】［r/rr

語幹］［A］（水などが）濁る。【例】う

まぬ　みっじゃ　むぎゃっりーどぅー

（そこの水は濁っている）。［変異］むが

い。［類］むがっり、むぎゃっり。

むきゃう [mukjau] 【名詞】［A］〘植〙

グミ。

むきゃうんーた [mukjaunːta] 【名

詞】グミの実。

むぎゃっらす [muɡjarrasɨ] 【動詞】

［s/h 語幹］（液体を）掻き回す；（まとま

りなどを）掻き乱す。 ［変異］むぎゃ

らす。

むぎゃっり [muɡjarri] 1○【動詞】［母

音語幹］お腹の中が（食あたりなどで）

ゴロゴロすること。［類］むぎゃい、ん

ぎゃい。 2○【動詞】［母音語幹］（怒りで）

はらわたが煮えくり返ること。［類］む

ぎゃい、んぎゃい。 3○【動詞】［母音語

幹］（水などが）濁る。［類］むぎゃい、

んぎゃい。

むぎゃらす [muɡjarasɨ] 【動詞】［s/h

語幹］（液体を）掻き回す；（まとまり

などを）掻き乱す。 【例】んっちゅ　

むぎゃらし（みきをかきまぜろ）［んつ

＝粟や米を噛んで発酵させたもの、御

酒（みき）］。うむくとぅ　にゃーん　

ほぅりむぬぬ　うぐなーいんかい　は

いりってぃ　うまぬ　うぐなーいや　

むがらーはいにゃーん（思慮分別のな

い馬鹿者が集会に入ってきてそこの集

会は掻き乱された）。［変異］むがらす、

むがっらす、むぎゃっらす、んがらす、

んがっらす、んぎゃっらす、。

むく [muku]【名詞】［C］婿；入り婿　

［家から見た言い方、女性本人から見た

夫は「ぶとぅ」と言う］。 【例】ばんて

ぃが　むくー　やぐみ　かないびとぅ

（うちの婿はとてもはたらきものだ）。か

まぬ　やーや　みどぅんっゔぁ　たー

な　やいば　むくー　とぅらだかー　

ならん（向こうの家は娘だけだから入

り婿を取らないといけない）。

むぐい [muɡui]【動詞】［r/rr 語幹］［A］

潜る。 【例】うまんかい　むぐりー　

くぶすみゃう　とぅい（そこに潜って

甲イカをとれ）。

むす [musɨ]【名詞】［B］虫。【例】みど

ぅんな　んーむっそぅどぅ　うんそぅ

く　いっゔぃー（女の人は芋虫をとて

も怖がる）。いっそぅ　かいすきゃー　

むすぬ　はーさ　いでぃっちゅーたい

（石をひっくりかえしたら虫がたくさん

出てきた）。ばたむす（お腹の寄生虫）。

むず [muzɨ]【名詞】［B］麦。 【例】と
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むずうはつ

ぅいぬ　むっじゅ　ほぅしゃー　とぅ

くまんかい　っちゅーば　うるー　う

っち（鳥が麦を干してある所に来てい

るからそれを追い返せ）。

むずうはつ [muzɨuhatsɨ]【名詞】〘祭

礼〙初物の麦　［麦の初穂の祭り］。

【例】むずうぱつぬ　にがい（麦の初穂

の祈願）。［変異］むずうぱつ。

むずうぱつ [muzɨupatsɨ]【名詞】〘祭

礼〙初物の麦　［麦の初穂の祭り］。

［変異］むずうはつ。

むずかす [muzɨkasɨ] 【形容詞】（問題

などが）難しい；（人が）付き合い方が

むずかしい。 【例】すーがくー　むず

かすかいば　っさいん（数学は難しく

て分からない）。からー　むずかす　ひ

とぅ　やいば　むぬいばどぅ　ばいか

い（彼は難しい人だから、（彼に）しゃ

べっていいことはない）。［変異］むつ

かす。

むずく [muzɨku] 【名詞】［C］〘食〙は

ったい粉［麦を煎って焦がし、臼でひい

て粉にしたもの。これに砂糖を入れて

食べる。菓子の材料としても用いる］。

むずぐる [muzɨɡuru] 【名詞】麦の茎。

【例】むずぐるー　たむぬー　むーす

（麦の茎を薪として燃やす）。

むずたっじゃ [muzɨtaʑʑa] 【名詞】

初収穫の麦を炊いたもの。【例】きゅー

や　うーんまが　やーん　むずたっじ

ゃう　ふぁう（今日はウーンマの家で

初収穫の麦を炊いたものを食べる［「ウ

ーンマ」はナナムイの長のこと］）。

むずなか [muzɨnaka] 【名詞】麦畑。

【例】ばんてぃが　むずなかー　ふずん

みなぎんどぅ　あい（うちの麦畑はフ

ズンミあたりにある）。

むずぬうぱつにがい [muzɨnuu-
patsɨniɡai] 【名詞】〘祭礼〙麦の初収穫

の祈願［「むずうはつ」参照］。

むすぬぬん [musɨnunun]【名詞】〘祭

礼〙虫払いの願い　［舟のようなものを

木で作り、それに害虫等を載せて流す。

害虫駆除のための祈願］。［類］むすぬ

ぬんばらい、むすぬぬんばらいにがい。

むすぬぬんばらい [musɨnunum-
barai] 【名詞】〘祭礼〙　虫払いの願い。

［類］むすぬぬん、むすぬぬんばらい

にがい。

むすぬぬんばらいにがい
[musɨnunumbarainiɡai] 【名詞】〘祭礼〙

　虫払いの願い。［類］むすぬぬん、む

すぬぬんばらい。

むたぎ [mutaɡi] 【動詞】［母音語幹］

［C］持ち上げる。 ［類］むたず。

むたず [mutazɨ] 【動詞】［g 語幹］［C］

持ち上げる。【例】うるー　むたぎー　

ふぃーる（それを持ち上げてくれ）。あ

きんさうひー　いっそぅ　むたず（金

棒で（てこの原理で）石を持ち上げる）。

［類］むたぎ。
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むだす

むだす [mudasɨ]【動詞】［s/h 語幹］［C］

（元の状態に）戻す；（元の持ちぬしに）

返却する。 【例】っゔぁが　かいっち

ゃー　むぬー　やぶりーゆーば　うり

ゅーぎゃー　むだし（あなたが買って

きたものは壊れているからそれは返品

しなさい）。［変異］むどぅす。 2○【動詞】

［r/rr 語幹］［C］寄りかかる。

むちゃい [mutɕai] 1○【動詞】［母音語

幹］［C］寄りかかる。 【例】ばぬんか

い　むちゃいる（私（の体）によりかか

れ）。

むつー [mutsɨː]【名詞】［B］餅。【例】

むつーゆ　ふぁう（餅を食べる）。むつ

ーゆ　つふ（餅をつく）。

むつ [mutsɨ] 1○【動詞】［c/t 語幹］［C］

（ものを手に）持つ、（ものを）所有す

る。 【例】んなない　ゆーいぬ　うさ

いや　ってぃつ　むっちゃひー　はり

ーにゃーん（全員お祝いの料理をそれ

ぞれ持ち帰った）。っざらう　むちって

ぃ　っさう　かり（鎌を持ってきて草

を刈れ）。うつなーんかいぬ　むぬー　

かいんかい　あっちゃいーむたすたい

（沖縄への物を彼に頼んで（預けて）持

たした）。ばー　くるまう　むちや　う

らん（私は車を持ってない）。はいゆ　

むつ（畑をもつ）。 2○【動詞】［c/t 語幹］

［C］（夫、妻を）持つ、（家庭を）持つ；

（仕事を）持つ。【例】なかーにゃー　ぶ

とぅー　むちゃだ　やーん　うい（次

女は結婚しないで家にいる）。きないゆ

　むつ（家庭を持つ、家庭内をうまく

世話する）。すかまう　むつ（仕事を持

つ）。 3○【動詞】［c/t 語幹］［C］（子を）

そだてる、教育を受けさせる；（家庭内

のいろんなことの）世話をする、（村の

いろんなことの）面倒を見る　「すまう

　むつ」などの形で（代表として村の

もろもろのことを）する。【例】っふぁ

う　じゃうずん　むつ（子供を立派に

育てる）。っふぁう　だいがくんかい　

むつ（子供を大学にやる）。ばー　んな

ーぎゃー　っふぁー　むちゃー　うら

んば、っふぁぬ　むつかたー　っさん

（わたしはまだ子供がいないので子供の

育て方はわからない）。そーむん　なり

ー　すまう　むつ（自治会長になって

村の世話をする）。

むつ [mutsɨ]【動詞】［c/t 語幹］［C］連用

形で移動手段を表す、（車、自転車、舟

を）運転して、操って。 【例】くるま

ー　むちー　っさらんかい　いつ（車

を運転して平良に行く）。ぬーまう　む

ちー　はいんかい　いつ（馬を駆（か）

って畑に行く）。

むつ [mutsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］（み

かんの皮などを）むく、（サトウキビの

皮などを）はぎとる。 【例】ぶーっじ

ゅ　むきー　ふぁう（サトウキビ（の

皮）をむいて食べる）。ふにゅーぬ　か

ーゆ　むつ（ミカンの皮をむく）。みは

ながーゆ　むきゅーだら（顔の皮をむ

く［＞面子を潰す］）。
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むつ

むつ [mutsɨ]【形容詞】［A］もちもちし

ている、ねばねばしている。【例】むつ

ーや　むつむぬ（餅はもちもちしてい

るものだ）。んﾟむぬ　いとぅー　むつ

むぬ（クモの糸はねばねばしている）。

むつ [mutsɨ]【名詞】［C］（私の、あなた

などの）分、分け前。 ［変異］むてぃ。

むつ [mutsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］（仕

事などが）向いている。 ［変異］むふ。

むつかす [mutsɨkasɨ]【形容詞】（問題

などが）難しい；（人が）付き合い方が

むずかしい。 【例】かいが　つむー　

むずかすかいば　っさいん（彼女の心

は難しくて分からない）。かいが　なー

や　むずかすかいば　かかいん（彼の

名前は難しくて書けない）。［変異］む

ずかす。

むっしーとぅい [muɕɕiːtui]【動詞】

［r/rr 語幹］（貼られたものを）はがす；

（かさぶたなどをむりに）取る。 【例】

ぽすたーゆ　むっしーとぅい（ポスタ

ーをはがせ）。ほぅがさぬ　かたうさう

　むっしとぅいや　だみ（おできのか

さぶたをとってはいけない）。

むっそぅ [mussu]【名詞】［B］筵（む

しろ）。 【例】むっそぅー　すき（筵を

敷け）。むっそぅー　たくび（筵を片付

けよ）。

むったーい [muttaːi]【動詞】［r/rr 語

幹］（ものとものとが）くっ付く、（人

に）くっついて回る。 【例】かびーゆ

　ぬいひー　むったーらし（紙を糊で

くっ付けろ）。かーらう　やーぬいひー

　むったーらし（瓦を漆喰でくっつけ

ろ）。うぬきゃが　ふたーいや　いつま

い　むったーりーどぅー（その二人は

いつもくっ付いてまわっている）。［類］

むったーう、むったーっゔぃ。

むったーう [muttaːu]【動詞】［vv 語

幹幹］（ものとものとが）くっ付く、（人

に）くっついて回る。 ［類］むったー

い、むったーゔぃ。

むったーっゔぁす [muttaːvvasɨ]
1○【動詞】［s/h 語幹］（ものとものとを）

くっ付ける、（人を）くっつかせる。

［類］むったーらす。 2○【動詞】［s/h 語

幹］（木などを抜くために）ゆりうごか

す。【例】うぬ　きーゆぎゃー　むった

ーゔぁひー　んぎ（この木を揺りうご

かして抜け）。

むったーっゔぃ [muttaːvvi]【動詞】

［母音語幹］（ものとものとが）くっ付

く、（人に）くっついて回る。 ［類］む

ったーう。

むったーらす [muttaːrasɨ] 【動詞】

［s/h 語幹］（ものとものとを）くっ付け

る、（人を）くっつかせる。 【例】ば

か　みどぅんとぅ　びきどぅんぬ　む

ったーらす（若い男女を結びつける）。

［類］むったーっゔぁす。

むつみ [mutsɨmi] 【名詞】［A］餅のよ

うに粘りけのあること。 【例】むつー
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むっる

や　むつみぬどぅ　あい（餅は粘りけ

がある）。

むっる [murru]【名詞】［A］〘魚〙　ム

ロアジ［ムロアジがおおきくなるとグ

ンと呼ばれる］。【例】むっるー　むい

ゆー（ムロアジが群れている／ムロア

ジはむれるものだ）。むっるぬ　がばー

むぬーどぅ　ぐんてぃー　あい（ムロ

アジの大きいものをグンと言う）。

むてぃ [muti]【名詞】［C］（私の、あな

たなどの）分、分け前。【例】つーや　

やらびぬ　むてぃ（母乳は赤ちゃんの

分だ）。うさきひーや　ばが　ふぁうぬ

　むちゃまい　にゃーん（これくらい

では私の食べる分もない［「たま（分）」

は、「ふぁう　たま」を使い、「ふぁうぬ

　たま」とは言えない。「むちゃ」は「ふ

ぁうぬ　むちゃ、ふぁう　むちゃ」両方

とも言える］）。［変異］むつ。［類］たま。

むとぅ [mutu]【名詞】［C］墓。 【例】

くまー　ばんてぃが　むとぅ（ここは

私達の墓だ）。たかっじゃーむとぅ（タ

カッジャーの墓　［タカッジャーは家

の名前］）。あくまがまうぎゃー　むと

ぅんかいや　いりん（生後間もなく亡

くなった子供は墓には入れない）。［類］

はか。

むとぅ [mutu]【名詞】［C］本、元、基、

当て、頼り。 【例】っふぁう　むとぅ

ん　あす（子供を（家の）基にする［＜

子供を大切にする］）。

むとぅー　だき [mutuː daki] 【成

句】［母音語幹］働いた分に見合った報

酬をもらう。【例】ばー　っじだまー　

ういひー　むとぅー　だきーどぅ（自

分の配当分はこれで十分だ）。

むどぅい [mudui] 【動詞】［r/rr 語幹］

［C］（元の状態に）戻る；（元の位置に）

帰る；ボケる。 【例】うぬ　ぶりーに

ゃーん　ほぅにゃー　むとぅんかいや

　むどぅらん（この折った骨はもとに

はもどらない）。かまんかい　むどぅり

ー　はりーにゃーん（向こうに戻って

行った）。んなまどぅ　すかまから　む

どぅりー　ったい（今、仕事から戻って

きた）。ういびとぅー　んめ　むどぅり

ーどぅー（老人はもうボケている）。う

いびとぅなりどぅ　むどぅりゅー（年

取って呆けている）。

むどぅす [mudusɨ] 1○【動詞】［s/h 語

幹］［C］（元の状態に）戻す；（元の持ち

ぬしに）返却する。 【例】っゔぁが　

むゆかひーやー　むぬーぎゃー　むと

ぅんかい　むどぅし（お前が動かした

ものをもとに戻せ）。うらー　だみな　

むぬ　やいば　まっちゃんかい　むど

ぅし（それは不良品だから、店に返品し

なさい）。［変異］むだす。 2○【動詞】［C］

食べ物を戻す（吐く）。【例】むぬー　む

どぅす（食べ物を吐く）。［類］あぎー。

むとぅやー [mutujaː]【名詞】本家。

【例】あがいにゃーや　むとぅやー　か

ーばた（東隣は本家のカーバタだ）。き
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むない

じゃいんな　むとぅやーんきー　そぅ

ーかう　あす（祭事には本家に行って

焼香する）。

むない [munai] 【名詞】［C］他人の動

作を無意識にまねてしまうこと。 【例】

っさだ　ういきゃー　すまとぅらぬ　

むないゆ　あす（無意識のうちに相撲

取りの動作をする）。すまう　みーとぅ

きゃんな　むないゆ　あす（相撲を観

戦するとき関取の動作を無意識のうち

に真似る）。

むぬ [munu] 1○【名詞】［B］物質、物；

人、者［この意味では敬意を表す人には

使えない］；前に出た名詞を繰り返さな

いための代用形、もの、の。【例】っふ

ぁかいば　むぬー　とぅみらいん（暗

くてものが探せない）。かまんどぅ　み

ーや　みーん　ひんな　むぬぬ　あい

（あそこに見たことのない変なものがあ

る）。うまんな　みーむぬー　にゃーん

（そこには新しいものはない）。っゔぁ

ー　んじゃぬ　むぬが（お前はどこの

村の者だい）。うぬ　あかくっちゃ　ば

がむぬ　（その赤い靴は、私のだ）。く

りゃー　っざが　くつ。ばが　むぬー

　かい（これは、お父さんの靴だ。私の

はあれだ）。あかりんごぬ　さらぬ　は

なん　あい　むぬー　とぅい　ふぁう

たい（赤いリンゴが皿の上にあるのを

取って食べた）。 2○【名詞】［B］食事、

食べ物；餌。【例】むぬー　ふぁう（食

事する）。いんな　むぬー　ふぃーきゃ

たーひーや　びーないや　とぅんま　

ほぅだ　むゆかん（犬は食餌を与える

までは微動だにせず動かない）。 3○【名

詞】［B］節を取って動作の対象を表す。

【例】たなかさんな　くじゅから　しん

ぶんな　ゆんむぬー　なまりーにゃー

ん（田中さんは去年から新聞を読むの

をやめた）。とぅないぬ　とぅずぬ　ば

が　とぅずんかい　はなす　ほぅー　

むぬー　つふたい（隣の奥さんがうち

のに話しているのを聞いた）。 4○【名詞】

［B］分裂文の主題部分につく、「節＋の

は、なになにだ」の「の」の位置に使わ

れる。【例】びきどぅんっゔぁぬ　ぬー

りったい　むぬー　くぬ　くるま（息

子が乗ってきたのは、この車だ）。かぬ

　っふぁぬ　なきゅー　むぬー　やー

すかいばどぅ　なきゅー（あの子が泣

いているのは、腹がへっているからだ

　［「なきゅー（泣いている）は繰り返

した方がよい］）。 5○【接尾辞】形容詞の

語幹について名詞化をする接尾辞。述

語として使われ、活用させるときは繋

辞（コピュラ）をつける。【例】あいつぐ

りむぬ（歩きにくい）。っそぅまたむぬ

（大便がしたい）。やぐみ　うとぅるすむ

ぬ　あたい（とても恐ろしかった）。

むぬー　あかす [munuː akasɨ]【成

句】［s/h 語幹］（過去・未来のことを）占

う。 【例】むぬすーぬ　むぬー　あか

す（ユタが過去・未来のことを占う）。

むぬー　ゆん [munuː jun] 1○【成句】

［m 語幹］お喋りする。 【例】まーぬ　

むぬー　ゆんな（余りお喋りするな）。
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むぬい

かぬ　むぬゆみゃー　いつまい　むぬ

ー　ゆみーうい（あのお喋りはいつも

喋りっぱなしだ）。むぬゆんあぐ（お喋

り友達）。 2○【成句】［m 語幹］駄々を

こねる。【例】やらびゃー　むぬー　ゆ

みんきー　ぎっじゃひらいん（子供は

駄々をこねていうことがきかせられな

い）。

むぬい [munui] 1○【名詞】［B］お喋り、

話し、言うこと、言葉。【例】むぬいゆ

　ゆん（お喋りをする）。むぬいゆぎゃ

ー　つっちゃはん（おしゃべりを途切

れさせない）。っゔぁー　まーぬ　むぬ

いゆぎゃー　むぬっじゃだうり（お前

はあんまりしゃべるな）。いたらーん　

むぬいゆぎゃー　あっじゃすな（バカ

な言動はさせるな）。 2○【名詞】［B］言

葉、言語、方言。【例】すまぬ　むぬい

（故郷の言葉）。きたてぃむぬい（ほかの

地域の言葉）。いきまぬ　むぬい（池間

のことば）。くぬいぬ　ばかむぬんみゃ

ー　むぬいや　つつそぅが　むぬっじ

ゃいん（最近の若者たちは村のことば

は聞けるが、聞きとれても話せない）。

［類］ふつ、うつ。

むぬいっゔぃ [munuivvi]【名詞】こ

わがること、ものおじ。 【例】やらび

ゃー　むぬいっゔゅーぎゃー　ほぅん

（子供というのはものおじじしないもの

だ）。

むぬいぶっさ [munuibussa] 【名詞】

話したがること；そのような人。 【例】

かりゃー　むぬいぶっさ、ふっちゃ　

なまらん　ひとぅ（彼ははなしたがり

で、くちがとまらないひとだ）。

むぬうぶい [munuubui] 【名詞】物

覚え。 【例】ういびとぅ　なりーどぅ

　むぬうぶいや　ひらいん（年取って

物覚えがわるい）。

むぬがま [munuɡama]【名詞】小食の

人；食が細いこと。 【例】むぬがまー

　むぬーぎゃー　いかっさー　ふぁー

ん（小食の人は食事はいくらも食べな

い）。かりゃー　むぬがまびとぅ　やい

ば　まーぬ　むぬーぎゃー　ふぁーん

（彼は食が細いから余り飯を食べない）。

［類］むぬがみゃ、むぬがみゃびとぅ。

むぬがみゃ [munuɡamja]【名詞】小

食の人、食の細い人。 ［類］むぬがま、

むぬがみびとぅ。

むぬかんがい [munukaŋɡai]【名詞】

思案、ものを考えること。 【例】ばぬ

んな　かなまいや　やみー　むぬかん

がいや　ひらいん（私は頭が痛くて、も

のをかんがえられない）。

むぬくや [munukuja]【名詞】乞食、他

人の所に行って食べ物をもらって食べ

る人。 【例】むぬくやー　ひとぅぬ　

やーや　あいきーまーりー　むぬ　っ

じー　ふぁう（物乞いは人の家を歩き

回って飯をもらって食べる）。

むぬすー [munusɨː] 【名詞】霊能力を

持ち、ものを言い当てる人、祈祷師、ユ
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むぬすー

タ。 【例】かりゃー　じゃうむぬすー

　やいば　ゆーどぅ　あたらす（彼女

は非常に強い霊力がある人なのでよく

言い当てる）。むぬすーぬ　なうやひー

　んまー　すにーはりにゃーんがてぃ

ー　あかす（祈祷師がどうして母親は

なくなったかという）。びきむぬすーぬ

　むぬー　あかす（男性の祈祷師が吉

凶を占う）。

むぬだに [munudani] 【名詞】穀物の

種。 【例】むぬだにゅーぎゃー　いら

うどぅす、ひとぅだにゅーまい　いら

うどぅす（穀物の種は選ぶもの、人の

血統も選ぶもの［「結婚相手は家柄を選

べ」と言う格言］）。

むぬっしゃう [munuɕɕau] 【名詞】

事をしそんじること。 【例】ますぎた

う　ばらっでぃ　あすきゃー　むぬっ

しゃうや　ひー　うじゃー　ぶりーふ

ぁいーにゃーん（石垣を割ろうとした

ら、失敗して腕を折ってしまった）。

む ぬ っ じ ゃ ん ぐ と ぅ
[munuʑʑaŋɡutu] 【成句】何も聞かない

で、何も言わないで、無断で。【例】か

りゃー　んめ　あてぃくとぅ　がずか

いば　ひとぅぬ　やー　ってぃーや　

むぬっじゃんぐとぅ　なうゆまい　ん

め　むちーはい（彼はあまりにもけち

なので人の家に来ては何も聞かないで

何でももうもっていく）。

むぬにー [mununiː]【名詞】食事を準

備すること。 【例】きゅーや　むぬに

ー　ぐな（今日は食事を準備する係り

だ）。

むぬばっし [munubaɕɕi] 1○【名詞】物

忘れ。 【例】きゅーや　むぬばっしゃ

ー　ひー　でぃんまい　やーん　ばっ

しってぃにゃーん（今日はいろいろ忘

れてお金も家に忘れてきてしまった）。

2○【形容詞】物忘れ。【例】ういびとぅ

　なりーどぅ　むぬばっしかいばなら

ん（年取って物忘れがひどい）。

むぬふぁいじゃら [munufaiʑara]

【名詞】食事用の皿；仕事［「物を食べる

皿」からの比喩］。 ［類］むぬふぁうじ

ゃら。

むぬふぁう　はかうつ [mun-
ufau hakautsɨ]【成句】生活の糧、仕事。

【例】きゅーまい　あちゃまい　むぬ

ふぁう　はかうっちゃ　にゃーん、ん

みゃ　とぅず　っふぁんみんな　なう

ゆ　ふぃーでぃが（きょうもあしたも

仕事がない、妻子に何を食べさせよう

か）。

むぬふぁうじゃら [munufauʑara]

【名詞】食事用の皿；仕事［「物を食べる

皿」からの比喩］。 【例】やーんな　む

ぬふぁうじゃらまい　にゃーん（家に

は食事用の皿もない）。むぬふぁうじゃ

らまい　にゃーんば　むぬまい　ふぁ

ーいん（仕事もないので食事にもあり

つけない）。きゅーまい　むぬふぁうじ

ゃらー　にゃーん（今日も仕事がない）。

ばー　すかまー　にゃーだ　んぎーに
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むぬふぁうふつ

ゃーんば　むぬふぁうじゃらー　とぅ

みーくーでぃ（私は仕事がなくなった

ので仕事を探しに行って行こう）。［類］

むぬふぁいじゃら。

むぬふぁうふつ [munufaufutsɨ]【名

詞】仕事、仕事口。 【例】むぬふぁう

ふつまい　にゃーんば　むぬまい　ふ

ぁーいん（仕事もないので食事にもあ

りつけない）。

むぬゆみゃ [munujumja] 【名詞】よ

く喋る人、おしゃべり、お喋りの人、口

数の多い人。 【例】かぬ　むぬゆみゃ

ー　ひとぅいがーまーすまい　むぬー

　ゆみーどぅーい（あのおしゃべりは

一日中話をしている）。かりゃー　むい

とぅぬ　ふちゃ　むぬゆみゃ（彼女は

とてもおしゃべり　口数が多い）。おい

　むぬゆみゃ、まーぬ　むぬーぎゃー

　ゆまだうり（おい　お喋り、余り喋

るな）。［類］むぬゆんぱじゅら。

む ぬ ゆ ん ぱ じ ゅ ら [munu-
jumpaʑura]【名詞】おしゃべり。【例】

でぃんがにゃー　むぬゆんぱじゅら　

やいば　まじゃん　つききゃたーひー

まい　むぬいゆぎゃー　つっちゃはん

（ディンガニはおしゃべりなので真謝に

つくまで話を切らさない）。［類］むぬ

ゆみゃ。

むふ [mufu] 【動詞】［k 語幹］［A］（ミ

カンの皮などを）むく、（サトウキビの

皮などを）はぎとる。 【例】ふにゅー

ぬ　かーゆ　むふ（ミカンの皮をむく）。

ぶーっじゅ　むきー　ふぁう（サトウ

キビ（の皮）をむいて食べる）。［変異］

むつ。［類］むき。

むふ [mufu]【動詞】［k 語幹］［A］（仕事

などが）向いている。 【例】ばぬんな

　やーぬ　なかぬ　すかまんつきゃー

　あらぬ　すかまぬどぅ　むふ（私に

は屋内の仕事より屋外の仕事の方が向

いている）。っゔぁんかいや　ひゃくめ

ーとるんつきゃー　せんごひゃくめー

とるぬどぅ　むふ（お前には 100 ｍよ

りも 1500 ｍのほうが向いている）。う

ぬ　すかまー　っゔぁんかいや　むき

や　うらん（この仕事はお前にはむい

ていない）。［変異］むつ。

むむ [mumu] 【名詞】［B］もも、ふと

もも。 【例】くぬ　とぅいぬ　むむー

　がばー　やいば　やぐみ　あいでぃ

むぬ（この鶏のももは大きくて、食べ

でがある）。［類］むむに。

むむくーら [mumukuːra] 【名詞】胃

袋。 【例】ひんじゃぬ　むむくーらう

　うまつん　あっゔぃー　やきー　ふ

ぁう（山羊の胃袋を火にあぶって焼い

て食べる）。

むむに [mumuni] 【名詞】［B］ふとも

も。 【例】がばー　むむに（大きなふ

ともも）。［類］むむ。

むむはい [mumuhai] 【名詞】〘祭礼〙

百回の祈願［祈願の最後に繰り返す言

葉の一部］。【例】ひとぅはいや　むむ
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むやい

はい　ふたはいや　しぇんはい（一回

の祈願は百回の祈願と同じで、二回の

祈願は千回の祈願と同じだ）。

むやい [mujai] 1○【名詞】［A］もやい

［頼母子講　何名かのメンバーが月に一

回位の割で集まって定額のお金を出し

合い、それを順番かクジでメンバーの

誰かが受け取る仕組みで、メンバーの

親睦にもなっている］；また、そこで集

まったお金。 【例】じょ　むやいゆ　

すきゃきっじゃ　っゔぁまい　はいり

ー　ふぃーる（もやいを始めるのでお

前も入ってくれ）。ばー　むやいゆぎゃ

ー　んなま　なまらっじゃー　あとぅ

ぬ　ぶんたーひー　はらいーうかでぃ

（私はもやいを今回でやめようと思うの

で後の分まで払っておこう）。きゅーや

　むやいぬ　あいば　すかまうぎゃー

　はーひー　とぅどぅみでぃ（今日は

もやいがあるので仕事を早めに終わろ

う）。きゅーや　むやいゆ　とぅらでぃ

（今日は、もやいで集まったお金をもら

おう）。 2○【名詞】［A］集まっている人。

【例】かまぬ　むやいや　なうゆどぅ　

ほぅーがい（向こうの集団はなにをし

ているのかな）。［類］うぐなーい。

むやがい [mujaɡai]【動詞】［r/rr 語幹］

脹（ふく）れる；（土地などが）盛り上

がる。 【例】むつーや　やつきゃ　む

やがりーにゃーん（餅を焼いたら脹れ

た）。かまー　むやがりどぅ　ままーい

んつきゃー　たかかい（あそこは盛り

上がっていて周囲より高い）。

むやがらす [mujaɡarasɨ]【動詞】［s/h

語幹］（食べ物を入れ物に）山盛りにす

る、（荷台などにものを）山盛りに積む。

【例】ういが　たまうぎゃー　びらふ

んかい　っぞぅーぎゃー　むやがらし

（彼の分け前をびくに魚を山盛りにしな

さい）。さらんかい　おかっじゅぎゃー

　むやがらひー　ふぁーでぃ（皿にお

かずをたくさん盛って食べよう）。ばし

ゃんかい　っさう　むやがらす（馬車

に草を山盛りに積む）。

むゆか [mujuka] 【名詞】［A］〘数詞〙

六日。

むゆつ [mujutsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］

（機械、車などが）動く、（人間や動物な

どが）動く、（休んでないで）働き始め

る、（石やものなどおいてあるものがお

したりして）動く、（心が）動く。 ［変

異］むゆふ、うゆふ、ういふ、ういつ、

うゆつ。

むゆぬひとぅ [mujunuhitu] 【名詞】

〘数詞〙六人。

むゆふ [mujufu] 【動詞】［k 語幹］［C］

（機械、車などが）動く、（人間や動物な

どが）動く、（休んでないで）働き始め

る、（石やものなどおいてあるものがお

したりして）動く、（心が）動く。【例】

うぬ　くるまー　やぶりどぅ　むゆか

ん（この車は壊れて動かない）。くぬ　

やーや　ないんまい　むゆかん（この

家は地震でも動かない）。ばが　みどぅ

んやらびゃー　ほぅんやーんかい　い
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むらがい

つてぃがー　ひとぅとぅくまから　む

ゆふてぃぬ　くとぅー　にゃーっだん

（私の娘は本屋に行くと一か所から動く

ことはなかった）。うまうぎゃー　むゆ

ふな（そこを動くな）。やらびゃー　い

つまい　むいきーまーりゅーば　まさ

がん　みーうき（（この）子はいつも動

き回るのでちゃんと見ておきなさい）。

すまとぅらー　なうばい　うさばんま

い　むいつてぃぬ　くとぅー　にゃー

ん（相撲取りはどんなに押しても動く

ということはない）。かいが　てぃびた

いや　ずーん　むったーりー　なんと

ぅが　むゆかん（彼のお尻は地面にく

っ付いていて全然動かない［＞尻が重

くて働かない］）。いんな　むぬー　ふぃ

ーきゃたーひーや　びーないや　とぅ

んま　ほぅだ　むゆかん（犬は食餌を

与えるまでは微動だにせず動かない）。

くぬ　きかいや　くまう　うすきゃー

　すぐ　むゆつどぅす（この機械はこ

こを押すとすぐ動く）。くぬ　ほぅいっ

さ　なうばい　うさばんまい　むゆか

ん（この大石はどんなに押しても動か

ない）。むゆかん　やうんてぃー　ぶり

ゅー　てぃーんかい　ぎぶっそぅ　あ

す（動かないように折れた手にギブス

をする）。なうばいぬ　あぱらぎ　みど

ぅんぬ　みーたんてぃー　ばが　つむ

ー　むゆかん（どんなにきれいな女性

を見ても私の心は動かない）。［変異］む

いふ、むいつ、むゆつ、ういふ、ういつ、

うゆつ、うゆふ。

むらがい [muraɡai]【動詞】［r/rr 語幹］

群になる。 【例】っぞぅぬどぅ　はー

さ　むらがりゅー（魚が沢山群れにな

っている）。

むらだてぃ [muradati] 【名詞】村立

て［村を新しく開拓すること］。 【例】

んすむらむらだてぃ（西原村立て）。［類］

すまだてぃ。

むらだみにがい [muradaminiɡai]
【名詞】〘祭礼〙村の鎮守祈願、旧暦 10

月頃。

むらに [murani]【名詞】［C］子守する

こと、また子守する人。 【例】なつっ

じゃやらびぬ　むらに（泣き虫の子の

守り）。

むりゃがい [murjaɡai] 【動詞】［r/rr

語幹］（湧き水が）湧き出る、（土など

が）盛り上がる。 【例】ばきみずぬど

ぅ　そぅくから　むりゃがりゅー（湧

き水が（水の）底から湧き出ている）。

んたう　むりゃがらし（土を盛れ）。

むるす [murusɨ] 【名詞】［A］小石。

【例】いすぐーばいぬ　むるっそぅ　っ

そぅい（石が混ざった畑の石をとりの

ぞけ）。

むん [mun] 【動詞】［m 語幹］［A］（食

べ物、事柄、人などを）えり好みする；

（人などを）差別する；（人を）気に入ら

ない（という）。 【例】ふぁうむぬー

ぎゃー　なうゆまい　むまん（食べ物

はどんなものでも好き嫌いがない）。び
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むん

きどぅん　みどぅんてぃーや　むまだ

　かないかい　ひとぅー　いらび（男

女を問わず仕事のできる人を選べ）。き

ばんびとぅやんてぃー　あいや　ひと

ぅーぎゃー　むまん（貧乏人だと言っ

てそんなふうに人を差別してはいけな

い）。くぬ　やらびゃー　ひとぅーぎゃ

ー　むまん。　（人見知りをしない）。

うぬ　みどぅんな　うぬ　びきどぅん

ぬぎゃー　むみどぅ　うたい（この女

性はこの男性を気に入らないと言って

いた）。

むん [mun] 【動詞】［m 語幹］［A］（体

をほぐすために）もむ。 【例】はっじ

ゅ　むん（足をもむ）。かたむっそぅ　

むみー　ふぃーる（肩をもんでくれ）。

むんたうー [muntauː]【動詞】［vv 語

幹幹］よくあえる；（紙などを）くしゃ

くしゃにする。 【例】あいじゅーゆぎ

ゃー　むんたっゔぃ（和え物はよくあ

えなさい）。かびーゆ　むんたっゔぃー

　まーくん　なす（紙をくしゃくしゃ

にして丸める）。
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も

もーふ [moːfu] 【名詞】［C］毛布。

もくもー [mokumoː]【名詞】〘植〙　

木麻黄（もくもう）。 【例】もくもーぎ

ー（木麻黄の木）。
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もくもー
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や

や [ja] 【助詞】（提題助詞「あ」の変異

形：長母音、二重母音で終わる名詞の

後に付く。 【例】きゅーや（今日は）。

はうや（ヘビは）。［変異］あ。

や [ja]【助詞】（第二目的格助詞「あ」の

変異形：長母音、二重母音で終わる名

詞の後に付く。 【例】まいや　すいは

んきんかい　んしーだー（米を炊飯器

にかけた［＞米を入れてスイッチを入

れた］）。［変異］あ。［類］ゆ。

やー [jaː]【名詞】［C］家；（家の中とい

う意味で）部屋。 【例】やりやー（古

い家）。やーゆ　ふつ（家を建てる［＜

家を葺く］）。やーゆ　いだす（家を建て

る/建増しする）。うほぅがぬ　やーんま

い　ひとぅー　みーん（こんな大きな

家にも人は住んでいない）。やーからー

　むぬー　いでぃや　ふぁーいん（家

からは何も出てこないので食べられな

い　［＞家そのものは金を生まない］）。

やーかず [jaːkazɨ]【名詞】各家、それ

ぞれの家。 【例】やーかっじゃ　まー

りー　ばいでぃんぬ　っじ（各戸を回

って、分担金をもらう）。んじゃぬ　や

ーんまい　やーかずぬ　かず　まうか

んぬ　うらまい（どこの家にもそれぞ

れご先祖神がいらっしゃる）。

やーがま [jaːɡama] 【名詞】（小さい）

家、小屋。 【例】ばんてぃが　やーが

まぬどぅ　んじゃぬ　やーんつきゃー

まい　じゃうかい（自分の家がどこの

家よりもいい）。

やーがま　くーがま [jaːɡama
kuːɡama] 【成句】一軒一軒。 【例】や

らびゅー　やーがま　くーがま　いじ

ゃどぅーす　とぅみー　まーい（子供

を一軒一軒、一軒残さずすべて探し回

る）。

やーから　しーからー　い
でぃん [jaːkara ɕiːkaraː idin] 【成句】

全然外出しない　［「まい」を付けるこ

ともある］。［変異］やーから　すーか

ら　いでぃん。

やーから　すーから　いで
ぃん [jaːkara sɨːkara idin] 【成句】全

然外出しない　［「まい」を付けること

もある］。 【例】からー　いつまい　

やーから　すーから　いでぃん（彼は

いつも家の中に閉じこもって外に出な
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やーき

い）。びき　ういびとぅんみゃー　や

ーからまい　すーからまい　いでぃん

（男の年寄たちは全然外出しない）。［変

異］やーから　しーからー　いでぃん。

やーき [jaːki]【名詞】［C］家族。【例】

やーきゃー　ななぬ　ひとぅ（家族は

７名です）。［類］やーでぃ、やーにん

じゅ。

やーぐまい [jaːɡumai] 1○【動詞】［r/rr

語幹］病気等で家に籠る、巣ごもりす

る。 【例】くぬいや　ころなー　ひー

　やーぐまりゅー（最近はコロナで巣

ごもりしている）。ばんてぃが　ういび

とぅー　やーぐまりゃーひー　っそぅ

すばいや　ゆみん　むちゃいゆー（う

ちの年寄りは家で寝たきりで、しもの

世話を嫁にしてもらっている）。 2○【名

詞】病気等で家に籠ること、巣ごもり。

【例】かりゃー　はっじゃ　ぶりどぅ　

やーぐまいや　ひーうい（彼女は足を

折って家にこもっている）。ゆながいや

　やーぐまいゆぎゃー　あすたっふぁ

にゃーん（ながいこと巣ごもりはした

くない）。［変異］やぐまい。

やーじゃう [jaːʑau]【名詞】治療；老

人が老齢で寝たきりになって世話を受

けること。 【例】みーぬ　やーじゃう

や　ひどぅ　にゅーいんな　ひーうた

い（目の治療で入院していた）。ばんて

ぃが　ぱーや　ういびとぅん　なりー

　ながやーじゃうや　ほぅー（うちの

祖母は年を取って家でずっと寝たきり

でいる）。

やーす [jaːsɨ]【形容詞】［B］ひもじい、

腹が減っている。 【例】ひとぅむてぃ

から　むぬまい　ふぁーんば　やーす

かいば　ならん（朝から食事もできな

いのでお腹が減って仕方がない）。やー

すかいば　まいまい　みーらいん（ひ

もじくて前も見えない［＞腹が減って

どうしようもない］）。

やーずみゃ [jaːzɨmja] 【名詞】ヤモ

リ。 【例】やーずみゃぬ　っけっけっ

けてぃー　なきゅー（ヤモリがけっけ

っけと鳴いている）。てぃんじゃうん　

やーずみゃぬ　はーどぅるー（天井に

ヤモリが這っている）。

やーだまずー [jaːdamazɨː] 【名詞】

長男が引き継ぐ畑［条件が一番いい畑

は長男が引き継ぐ］。【例】やーだまず

ーゆぎゃー　うっとぅんみんかいや　

ふぃーん（やーだまずーは弟たちには

やらない）。

やーたり [jaːtari] 【形容詞】（おかゆ

やスープなどが）トロトロして軟らか

い；（天ぷら粉などを溶いたもの、ごは

んなどが）水分が多すぎて、柔らかす

ぎる；（土などが）ドロドロして（歩き

にくい）。【例】しらゆーや　やーたり

むぬ（出産のときに配るお粥はトロト

ロして軟らかい）。あみゃー　っふぃぬ

　あとぅぬ　はいぬ　んたー　やーた

りかいばならん（雨が降ったあとの畑

の土はどろどろしててしかたがない）。
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やーつ

やーつ [jaːtsɨ] 【名詞】［A］〘数詞〙八

つ。

やーっさがーき [jaːssaɡaːki] 【名

詞】飢え、ひもじさ、空腹。 【例】き

ゅーや　ひとぅむてぃから　むぬー　

ふぁーだ　やーっさがーきゃー　ひー

うたい（今日は朝から食事していない

ので腹が減っていた）。つーにゃんまぬ

　っふぁー　いつまい　やーっさがー

き（乳の出ない母親の子供はいつも空

腹だ）。

やーっさばた [jaːssabata] 【名詞】

（食事から時間がたって）腹が減る時間。

【例】んめ　じゅーにじ　なるーば　

やらびんみゃー　やーっさばた（もう

１２時になるのでこどもたちはお腹が

すく時分だ）。［類］やーっさばな。

やーっそぅ [jaːssu] 【名詞】飢饉。

【例】くとぅっさ　あみまい　っふぁん

　ひゃーいたーな　やいば　やーっそ

ぅんどぅ　ないぎかい（今年は雨も降

らない干ばつばかりだから飢饉になり

そうだ）。くじゅー　ひむひー　やぐみ

　やーっそぅ　あたい（去年は干ばつ

で大変な飢饉だった）。

やーでぃ [jaːdi] 【名詞】［C］家族。

［類］やーにんじゅ、やーき。

やーなか [jaːnaka] 【名詞】家の中。

【例】あみぬ　っふぃーふーば　やーな

かんかい　はいり（雨が降ってきたの

で家の中にはいりなさい）。まさい、や

ーなかんたーな　うらだ　あら　って

ぃー　あそぅび（マサイ、家の中にば

かりいないで、外に来て遊べよ）。

やーならいや　ほぅかなら
い [jaːnaraija hukanarai] 【成句】家庭

での教育が外でも生かされる。 【例】

やーならいや　ほぅかならい　やいば

　やらびゅーぎゃー　やーん　や－で

ぃ　わいてぃー　ならーはだかー　な

らん（家庭教育は社会教育なので子供

たちを家族でしっかりと教育しなけれ

ばならない）。

やーに [jaːni] 【名詞】［C］来年［＝今

年の次の年］；次の年［＝ある年の次の

年］。【例】やーにゃー　みゃーくんか

い　んみゃいーふぃーさまてぃ（来年

は宮古に来てください）。ばんてぃが　

んまがー　やーにからー　しょーがっ

こー（うちの孫は来年からは小学校だ）。

やーにたーひーや　さきゃー　ぬまい

ん（来年までは酒は飲めない）。うんぬ

　やーに（その次の年［＜その時の次

の年］）。

やーにんじゅ [jaːninʑu] 【名詞】家

族。 ［類］やーでぃ、やーき。

やーぬい [jaːnui] 【名詞】家の瓦に塗

る漆喰。 【例】かーらんかい　やーぬ

いゆ　ぬい（瓦に漆喰を塗る）。［類］や

ーむつー。

やーぬくび [jaːnukubi] 【名詞】か

やぶきの家のススキの茎で編んだ壁。
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やーばす

【例】やーぬくびゅー　ぎすつぬ　すず

ひー　あん（家の壁をススキの茎で編

む）。

やーばす [jaːbasɨ]【名詞】家と家との

間。 【例】うまぬ　やーばっさ　ふき

らいん（ここの家と家との間は通り抜

けられない）。うまぬやーばっそぅぎゃ

ーふきん（ここの家と家との間は通り

抜けるな）。うまぬやーばっそぅふきる

（ここの家と家との間を通り抜けろ）。

やーばん [jaːban] 【名詞】留守番。

【例】やーばんぬ　あす（留守番をする）。

かにんかい　やーばんぬ　たぬん（カ

ニに留守番を頼む）。

やーふつかしー [jaːfutsɨkaɕiː] 【名

詞】家づくりの手伝い。【例】やーふつ

かしーゆ　あす（家づくりの手伝いを

する）。きゅーや　かーばったが　やー

んかい　やーふつかしーんかい　いつ

がまた（今日はカワバタの家に家づく

りの手伝いに行くことになっている）。

っざが　やーふつかしーんかい　いき

ゅー　とぅくまんかい　いきー　むぬ

ー　っじーふぁう（父親が家づくりの

手伝いに行っているところに行って食

べ物をもらって食べる）。［類］やーふ

つすきなふ。

やーふつすきなふ [jaːfutsɨsɨki-
nafu]【名詞】家づくりの加勢（手伝い）。

［類］やーふつかしー。

やーま [jaːma]【名詞】［A］〘地名〙八

重山。 【例】やーまんな　おもとだけ

てぃぬ　たかやまぬどぅ　あい（八重

山には於茂登岳という高い山がある）。

やーむつー [jaːmutsɨː] 【名詞】家の

瓦に塗る漆喰。 ［類］やーぬい。

やーら [jaːra] 【形容詞】［A］やわら

かい。 【例】んそぅなー　やーらむぬ

（みそ菜はやわらかい）。やーら　むつ

ー（やわらかい餅）。やーら　んた（や

わらかい土）。

やーらあみ [jaːraami] 【名詞】細か

い雨、やわらかい雨。 【例】やーらあ

みがまぬ　っふゅー（霧雨が降ってい

る）。

やーんな　てぃびゃー　つ
かん [jaːnna tibjaː tsɨkan] 【成句】家

にじっとしていられないこと。 【例】

うぬ　みどぅんな　いつまい　やーん

な　てぃびゃー　つかん（その女性は

いつも家にじっとしていられない）。

やーんまが [jaːmmaɡa]【名詞】内孫。

【例】やーんまがぬどぅ　かなすかい

（内孫の方が可愛い）。

やい [jai]【動詞】［r/rr 語幹］［A］コピュ

ラ　「あい」の変異形、文末では通常使

わない。［「やいば（だから）」、「やいそ

ぅが（だけれど）」、「やらばんまい（で

あっても）」など、「～ば」、「～そぅが」、

「動詞未然形＋ばんまい」などの接続形

式を伴って使われる。否定形、過去形、

過去否定形は「あい」を使い、それぞれ

「あらん」、「あたい」、「あらっだん」とな
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やい

る］。【例】くぬ　とぅいぬ　むむー　

がばー　やいば　やぐみ　あいでぃむ

ぬ（この鶏のももは大きくて、食べでが

ある）。きゅーや　さうがつ　やいば　

そぅーかうやーんきー　むぬー　すき

ーくーでぃ（今日は正月なので実家に

行ってものをそなえてこよう）。たかか

らばんまい　やすからばんまい　なう

やらばんまい　かーでぃ（（値段が）高

かろうが安かろうが何でも良いから買

います）。［変異］えい。［類］あい。

やい [jai]【動詞】［母音語幹］［A］痩せ

る。 【例】かにゃー　くじゅんつきゃ

　むいとぅ　やいーどぅーい（カニは

去年よりかなり痩せているね）。むぬー

ぎゃー　ふぁーだ　やいる（飯は食わ

ないで痩せなさい）。

やい [jai]【形容詞】［B］瘦せた。【例】

やい　ひんじゃ（瘦せた山羊）。やいび

とぅ（瘦せた人）。んながーな　やいか

い　ひんじゃー　くいた（一番痩せて

いるヤギはこれだ）。

やいぐら [jaiɡura] 【名詞】非常に瘦

せている人や生き物。 【例】やいぐら

ぬーま（非常に痩せた馬）。［類］やい

さぎ。

やいさぎ [jaisaɡi]【名詞】非常に瘦せ

ている人や生き物。 ［類］やいぐら。

やいっち [jaittɕi] 【動詞】［c/cc 語幹］

やせる。 【例】やいっちびとぅ（やせ

た人）。［変異］やいっつ。

やいっつ [jaittsɨ] 【動詞】［c/cc 語幹］

やせる。 【例】かにゃー　くじゅんつ

きゃー　むいとぅ　やいっちーどぅー

（カニは去年よりかなりやせている）。

［変異］やいっち。

やいてぃがー [jaitiɡaː]【接続詞】だ

ったら、じゃあ［コピュラ「あい」に

条件形「～てぃがー」が付いたもの］。

［変異］やてぃがー、えてぃがー、あい

やてぃがー、あいえてぃが。

やいば [jaiba] 【接続詞】～だから［コ

ピュラ「あい」の変異形「やい」に理由

を表す「～ば」が付いたもの］。［変異］

えいば。

やいばどぅ [jaibadu] 【成句】～だか

ら（こそ）［「やいば（だから）」に焦点

助詞「どぅ」の付いた形］。 ［変異］え

いばどぅ。

やいん [jain]【動詞】［m 語幹］［A］（水

中に）飛び込む；潜る。 【例】うまん

かい　やいみーみーる（ここに飛び込

んでごらん）。［変異］やうん。［類］や

うんつ、やいんつ。

やいんつ [jaintsɨ]【動詞】［k 語幹］（水

中に）飛び込む; 　潜る。 【例】うまん

どぅ　たくぬ　ういば　やいんき（そ

こにタコがいるから飛び込め）。［変異］

やいんふ、やうんつ、やうんふ。［類］や

うん、やいん、やぐん。

やいんふ [jainfu]【動詞】［k 語幹］（水

中に）飛び込む; 潜る。 ［変異］やりん
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やうか

つ、やうんつ、やうんふ。［類］やうん、

やいん、やぐん。

やうか [jauka]【名詞】［A］〘数詞〙八

日。

やうかん [jaukan] 【助動詞】「節＋が

おーかん」あるいは「名詞＋がおーか

ん」の形を取って、現在の観察状況や

伝聞状況から～と推論できるというこ

とを表す、～らしい、～ようだ。 ［変異］

おーかん。

やうたい [jautai] 【名詞】姿、形、格

好、様子、見かけ。 【例】じゃうぎ　

やうたい（良さそうな姿）。かりゃー　

やうたいや　にゃーん　んまり（彼は

不格好な奴だ）。やうたいや　にゃーん

　つん　つーかた（格好の良くない着

物の着け方）。

やうん [jaun] 【接尾辞】動詞基本形に

ついて動作の目的や結果を表す、よう

に（～する）、ように（なる）。【例】やき

ゅーぬ　ぼーるぬ　とぅびーふーば　

あたらんやうん　うそぅんたい（野球

のボールが飛んできたのであたらない

ようにしゃがんだ）。［類］やうんてぃ。

やうん [jaun] 【動詞】［m 語幹］［A］

（水中に）飛び込む；潜る。 ［変異］や

いん。

やうんつ [jauntsɨ] 【動詞】［k 語幹］

（水中に）飛び込む; 　潜る。［変異］や

うんふ、やいんつ。

やうんてぃー [jauntiː]【接尾辞】動

詞基本形について動作の目的や結果を

表す、ように（～する）、ように（なる）

［「やうん」のように「てぃー」を省略す

ることもできる］。 【例】とぅいぬ　

ふーやうんてぃー　くまんかい　むぬ

ー　うっきーうき（鳥が来るようにこ

こにえさをおいておけ）。ばが　っふぁ

ー　うーがいやうんてぃーなりゅーい

（うち子は泳げるようになったよ）。［類］

やうん。

やうんふ [jaunfu]【動詞】［k 語幹］（水

中に）飛び込む; 潜る。 ［変異］やうん

つ、やいんつ、やいんふ。

やかーら [jakaːra] 【名詞】（人やもの

の）傍ら、そば；（建物などの）となり。

［類］やかた。

やかた [jakata] 1○【名詞】［B］胴体の

両側。 2○【名詞】［B］（人やものの）傍

ら、そば；（建物などの）となり。【例】

ばが　やかたん　びじ（私の傍に座れ）。

かにが　ふにぬ　やかたんどぅ　っざ

くー　あい（カニの舟のすぐそばに櫂

（かい）がある）。ばんてぃが　やかた

んな　まさいたが　やーぬどぅ　あい

（うちの隣にはマサイの家がある）。

やかたばた [jakatabata] 【名詞】横

腹、脇腹。 【例】やかたばたぬ　やみ

ゅー（わき腹が痛い）。

やかたぶに [jakatabuni] 【名詞】肋

骨、あばら骨。 ［類］さうきぶに。
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やがます

やがます [jaɡamasɨ]【形容詞】やかま

しい、うるさい。 【例】やがますんま

りんみ（うるさい奴ども）。っゔぁー　

やがますかいば　むぬいな（お前はう

るさいから喋るな）。［類］んがます。

やから [jakara] 1○【名詞】［A］怖い人、

すぐ暴力をふるう人。 【例】やからび

とぅ（怖い人）。からー　むいとぅぬ　

やから　やいば　かいが　まいんかい

　いふな（あいつはとっても怖い人な

ので彼の近くによるな）。 2○【名詞】［A］

人に対する蔑称、やつ。【例】あうみー

やから（虚勢を張っている奴）。かぬ　

やからー　やからびとぅ　やいば　う

るーぎゃー　たきゅーぎゃー　ほぅだ

うり（あいつは怖い奴だから、（あいつ

の）相手をするな）。 3○【形容詞】［A］

怖い、すぐ暴力をふるう。【例】まさい

や　やからかいば　うとぅるすかいば

　ならん（マサイはすぐ暴力をふるう

ので怖くて仕方がない）。

やぐい [jaɡui] 【名詞】［B］大声、怒

鳴り声。 【例】やぐいやひー　やどぅ

ゆん　あす（大声でケンカする）。うま

んな　やぐいゆぎゃー　いだはだうり

（ここでは大声を出さないでおけ）。あい

や　やぐいゆぎゃー　かきん（そんな

に大声を出すな）。からー　みんぐ　や

いば　やぐいゆ　かきる（彼は耳が遠

いから大声で話しかけなさい）。やぐい

や　かきー　いっゔぁす（大声（怒鳴

り声）をかけて脅す）。

やぐまい [jaɡumai]【名詞】病気等で

家に籠ること、巣ごもり。 ［変異］や

ーぐまい。

やぐみ [jaɡumi] 1○【形容詞】［A］大変

な；（程度が）ひどい。 【例】やぐみ　

ぐとぅ（大変なこと［いいことにも悪い

ことにも使える］）。くぬいや　やぐみ

　あみぬどぅ　っふゅー（最近はひど

い大雨が降っている）。かんな　やぐみ

むぬ（神様は畏れ多い）。 2○【副詞】と

ても、非常に。【例】やぐみ　うとぅる

す　びとぅ（とても怖い人）。やぐみ　

あぱらぎ　みどぅん（とても美しい女

性）。やぐみ　うむくとぅ　あいひとぅ

（大変頭の良い人）。やぐみ　ふちゃ　み

どぅん（とても口数の多い女性）。

やぐみ [jaɡumi]【名詞】［A］畏れ多い

神様。 【例】やぐみぬ　みゅーぶき　

たすきー　ふぃーさまてぃ（畏れ多い

神様の御慈悲で助けて下さい）。にんぎ

んな　てぃだやぐみぬ　まか（人の一

生は畏れ多いお天道様次第だ）。にがい

まにゃーん　うむきまにゃーん　ほぅ

やぐみゃー　たすきー　ふぃーさまい

（祈願した通りに、思った通りに神様は

助けて下さる）。

やぐみ　あみ [jaɡumi ami] 【名詞】

大変な雨、大雨。

やぐん [jaɡun] 【動詞】［m 語幹］［A］

飛び込む；潜る。 【例】うまんかい　

やぐみ（ここに飛び込め）。からー　た

くー　とぅらっでぃ　うぎんな　むち
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やすー

ー　やぐみゅー（彼はタコをとるため

に銛（もり）を持って潜っている）。［類］

やいん、やうん、やうんつ。

やすー [jasɨː] 【名詞】［A］ヤスリ。

【例】やすーひー　とぅぎ（ヤスリで研

げ）。

やすだい [jasɨdai]【形容詞】安い、安

価な。 【例】やすだい　ぐるま（安価

な車）。くぬ　やーぬ　んながーんな　

やすだいかい（この家が一番安い）。

やすつ [jasɨtsɨ] 【名詞】［C］敷地［家

屋の意味ではない］。【例】がばー　や

すつ（大きい敷地）。

やすまい [jasɨmai] 【動詞】［r/rr 語幹］

（心が）穏やかになる、休まる。 【例】

つむー　んみゃー　やすまりーどぅー

（心はもう穏やかになっている）。くぬ　

あーぐー　つふてぃがー　つむまい　

やすまいどぅす（この歌を聞くと心も

落ち着く）。

やずまい [jazɨmai]【動詞】［r/rr 語幹］

子供が産めなくなる。【例】ばが　みど

ぅんな　んめ　やずまりーどぅー（私

の妻は子供が産めなくなった）。くぬ　

うっさ　とぅっさ　とぅいー　やずま

りーどぅー（この牛は年を取って子が

産めなくなった）。

やずまい [jazɨmai] 【名詞】子の産め

なくなった女性、牝馬、牝牛等。 【例】

かぬ　ぬーまー　やずまいん　なりー

にゃーん（あの馬は子が産めなくなっ

た）。［変異］やずまり。［類］やずまら。

やすます [jasɨmasɨ]【動詞】［s/h 語幹］

（心を）落ち着ける、（体を）休ませる、。

【例】つむー　やすまひーから　ばが

　はなっそぅ　つき（心を落ち着けて

から、私の話を聞きなさい）。からー　

くーかいはず　やいば　ひーちゃがま

　やすまし（彼は疲れているはずだか

ら、すこし休ませなさい）。

やずまら [jazɨmara]【名詞】子の産め

なくなった女性、牝馬、牝牛等。 ［類］

やずまい、やずまり。

やずまり [jazɨmari]【名詞】子の産め

なくなった女性、牝馬、牝牛等。 ［変

異］やずまい。

やすん [jasɨn] 【動詞】［m 語幹］［C］

（心が）穏やかになる、休まる、（気持ち

が）鎮まる；（仕事などの手を止めて）

休む。 【例】ばー　かまらすかいば　

つむー　やすまらん（私は悲しくて心

が休まらない）。すかまうぎゃー　やす

ん　やすん　あっそぅ（仕事は休みな

がらやれ）。ばー　くーかいば　ひっち

ゃがま　やすまでぃ（私は疲れたので

すこしやすもう）。

やそぅる [jasuru] 【名詞】［A］一反、

300 坪。 【例】やそぅるばい（一反の

畑）。ばんてぃが　やすっちゃ　やそ

ぅる　あり（うちの敷地は３００坪あ

る）。
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やそぅるぱず

やそぅるぱず [jasurupazɨ] 【名詞】

一反足、足の裏が大きい足。 【例】あ

いぬ　やそぅるぱずんかいや　くっち

ゃ　すなーはいん（こんな大きい足に

は靴は合わすことはできない）。

やちゅ [jatɕu]【名詞】［C］お灸。【例】

やちゅー　あす（お灸をすえる）。やち

ゅー　ひーゆー（お灸をしている）。

やちゅーさ [jatɕuːsa]【名詞】〘植〙ヨ

モギ、モグサ　［お灸に使う］。 【例】

やちゅーさう　ひんじゃじるんかい　

いりー（ヨモギを山羊汁に入れる）。は

ずぬ　つぶー　やちゅーさひー　やつ

（足のつぼをもぐさで焼く［＞足のつぼ

にお灸をすえる］）。

やつ [jatsɨ]【動詞】［k 語幹］［A］（残り

火の灰のなかで）料理する、（豚やヤギ

などを）火であぶる；油で揚げる；（家

を誤って）火事にする。 【例】んきゃ

ーんな　っぞぅーぎゃー　からぱいん

かい　いりどぅ　やきゅーたい（昔は

魚を残り火の灰に入れて焼いた）。ひん

じゃう　やつ（山羊を屠殺して（毛を

取るために）焼く）。っぞぅー　あっゔ

ぁひー　やつ（魚を油で揚げる）。さた

てぃんぷらう　やつ（沖縄風ドーナツ

を油で揚げる）。にゅーっちゃーん　た

ばくー　ふつてぃがー　やーゆぎゃー

　やきどぅ　ふぁう（寝ながらたばこ

を吸うと家を燃やしてしまう）。［変異］

やふ。

やっゔぁす [javvasɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］（機械類を）故障させる、壊す；（人

間関係などを）壊す。【例】くるまー　

ちゃーらひー　やっゔぁひーにゃーん

（車をぶつけて壊してしまった）。あうや

ーや　ひー　どぅす　やっゔぁーひー

にゃーん（けんかをして友達関係を壊

してしまった）。［変異］やっゔゃす。

やっゔぃ [javvi] 【動詞】［母音語幹］

［C］失敗する、故障する、ダメになる。

【例】とぅずとぅみ　やっゔぃーにゃー

ん（奥さんを選びそこなって結婚が破

綻してしまった）。ぶとぅむつ　やっゔ

ぃーにゃーん（夫を選びそこなって、結

婚が破綻してしまった）。くるまー　や

っゔぃー　にゃーん（車が故障した）。

やっゔぃぐるま [javviɡuruma]【名

詞】故障した車。

やっゔぃじゃた [javviʑata]【名詞】

等外の黒糖　［黒糖には等級があり、上

位から特等、一等、二等、等外となって

いた］。

やっゔぃずん [javvizɨn] 【名詞】ぼ

ろ着物。

やっゔゃ [javvja] 1○【名詞】［C］怖

い人、良く叱る人、性格の荒い動物。

【例】やっゔゃっざ（怖いお父さん［＞

叱ったり怒ったりするお父さん］）。 2○

【形容詞】［C］性格の荒い（人、動物）。

【例】まさいが　っざぬどぅ　んながー

んな　やっゔゃかい（マサイのお父さ

んが一番怖い）。
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やっゔゃす

やっゔゃす [javvjasɨ]【動詞】［s/h 語

幹］（機械類を）故障させる、壊す；（人

間関係などを）壊す。 ［変異］やっゔ

ぁす。

やっかいな [jakkaina] 【連体詞】煩

わしい、厄介な。 【例】うらー　んめ

　やっかいな　くとぅ（それはもう煩

わしいことだ）。

やつっぞぅ [jatsɨzzu]【名詞】焼き魚

　［残り火の灰で焼いた魚］。

やっとぅ [jattu] 1○【名詞】［A］やっ

とのこと、ぎりぎり　［「ん」をつけて、

副詞としても使う］。 【例】やっとぅ

ぬ　くとぅがま　うらー　ひらいたい

（やっとのことでそれができた）。やらび

ゃー　やっとぅん　にっゔぃーにゃー

ん（子供がやっと寝た）。 2○【副詞】や

っと、何とか、辛うじて、やっとのこと

で。【例】あかやっとぅがまどぅ　ひら

いたい（なんとかやっとのことできた）。

だいがくんかいや　やっとぅがまどぅ

　ごーかくあすたい（大学には辛うじ

て合格した）。じゅーじぬ　かいぎんか

い　やっとぅがま　まにあうたい（10

時の会議にやっとまにあった）。ういび

とぅー　やっとぅがまどぅ　あいきゅ

ー（年寄りはやっとのことで歩いてい

る）。

やつんー [jatsɨnː] 【名詞】焼き芋　

［残り火の灰で焼いたサツマイモ］。

やてぃがー [jatiɡaː] 【接続詞】だっ

たら、じゃあ「やいてぃがー」の変異

形。 【例】A：あちゃー　かでぃふつ

ちゃ。　 B：やてぃがー　あちゃー　

いきまー　いかいん（A：明日は台風だ

ってさ。B：だったら明日は池間は行け

ない）。［変異］あいえてぃがー、あいや

てぃがー、やいてぃがー、えてぃがー。

やどぅ [jadu] 【名詞】［B］戸、雨戸、

ドア。 【例】やどぅー　しみる（戸を

閉めろ）。やどぅー　あきる（戸を開け

ろ）。かまからどぅ　あみぬ　いりゅー

ば　やどぅー　っふぃ（あそこから雨

がはいっているから、戸を閉めろ）。

やどぅばす [jadubasɨ] 【名詞】戸の

通り道、敷居。 【例】やどぅばすん　

いすがまぬ　っふぃー　やどぅー　な

んとぅが　あきらいん（敷居に小石が

はさまって、戸がどうしても開けられ

ない）。やどぅばすがまや　うとぅだか

　かりゃーよー　ならん　やどぅ　さ

ぎまちゅーりよ（敷居は音が出るので、

ならない戸（むしろなど）を下げてま

っておいてくれ）［古謡　「伊良部トウ

ガニ」から［一部改変］］。

やどぅふつ [jadufutsɨ] 【名詞】玄関

先、戸口。 【例】やどぅふつんな　た

ちゃだ　なかんかい　はいりーんみゃ

てぃ（玄関に立っていないで、中にお

入りください）。

やどぅむら [jadumura] 【名詞】〘貝〙

水字貝　［魔除けのために玄関先や門

に下げる］。
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やどぅゆん

やどぅゆん [jadujun]【名詞】戸口で

の罵り合い、他人に聞いてもらうため

にするののしり合い。 【例】うぬ　と

ぅずぶとぅー　やどぅゆんな　ひどぅ

　ばみきゅーたい（その夫婦は（玄関

先で）口喧嘩をしてののしり合ってい

た）。やぐいやひー　やどぅゆん　あす

（大声でケンカする）。やどぅゆんぬぎゃ

ー　ほぅん（ケンカはしない）。うぬき

ゃが　とぅずぶとぅー　ばかかいきゃ

ー　うんそぅく　やどぅゆんぬまい　

ひーうたい（その夫婦は若い頃はいつ

もよくケンカしていた）。くーさぬ　や

どぅゆん（生活の苦しさゆえにおこる

　どなりあい/いいあい/喧嘩）。

やどぅゆんぬ　すー [jadujunnu
sɨː] 【名詞】良くもめ事を起こす人。

【例】かりゃー　いつまい　やどぅゆん

ぬ　すー（彼女はいつもトラブルメー

カーだ）。

やな [jana] 【接頭辞】名詞/形容詞につ

いて駄目なこと、悪いことを表す接頭

辞。

やなうつ [janautsɨ] 【名詞】悪口。

［変異］やなふつ。

やなうむくとぅ [janaumukutu]【名

詞】悪知恵。【例】からー　やなうむく

とぅびとぅ（彼は悪知恵の働くやつだ）。

やなうむくとくぅーひー　ひとぅー　

だまひー　でぃんぬ　まうきたい（悪

知恵を働かせて、他人をだまして、金を

もうけた）。

やなくんじゃう [janakunʑau] 【名

詞】根性の悪いこと、またそのような

人。 ［類］やなつむつ。

やなじゃい [janaʑai] 1○【名詞】噓つ

き、ずるい人、信用できない人。 【例】

かりゃー　やなじゃい　やいば　かい

んな　すかはいな（彼はうそつきなの

で彼にだまされるな）。 2○【形容詞】嘘

をつく、ずるい、信用できない。【例】

かりゃー　やなじゃいかいば　ならん

（彼はとてもずるい）。やなじゃいんまり

（噓つき野郎）。

やなづむ [janazɨmu] 1○【名詞】意地悪

な行為；またそのような人。 【例】た

るんかいまい　やなずむー　ひーや　

ならん（誰に対しても意地悪をしては

いけない）。かりゃー　やなづむんまり

（彼は性格が悪い奴だ）。 2○【形容詞】性

格が悪い。【例】やらびあいきゃ　んな

がーんな　やなずむかい　ぬーまん　

っふぁいにゃーんっだん（こどものこ

ろ一番性格が悪い馬に噛まれたことが

ある）。かにんつきゃー　まさいがどぅ

　やなずむかい（カニよりマサイの方

が性格が悪い）。［類］やなばた。

やなつむつ [janatsɨmutsɨ]【名詞】根

性が悪いこと、またその人。【例】あい

ぬ　やなつむっちゃ　むちや　だみだ

ら（そんな悪い根性ではいけない）。か

りゃー　やなつむつんまり（彼は根性

の悪い奴だ）。まさいや　やなつむぬ　

やいば　うるーぎゃー　たきゃー　ほ
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やなばた

ぅだうり（マサイは意地が悪い奴だか

ら相手にするな）。

やなばた [janabata]【名詞】性格が悪

い。 【例】かりゃー　やなばたかいば

ならん（彼はとても性格が悪い）。やな

ばたんまり（性格が悪い奴）。［類］やな

づむ。

やなばた [janabata] 【名詞】小型の

蜂；すぐに怒り出す人。 【例】んなま

がたがま　っさー　かりゅーとぅい　

やなばたがまん　っふぁいーにゃーん

（さっき草を刈っているとき小さい蜂に

刺されてしまった）。からー　やなばた

がま　やいば　すぐ　つむでぃどぅす

（彼は短気だからすぐに怒りだす）。　

かりゃー　いつまい　つむでぃぬ　や

なばた（彼はいつも怒っている根性の

悪い奴だ）。［類］かやばた。

やなふつ [janafutsɨ] 【名詞】悪口。

【例】ひとぅぬ　やなふっちゅぎゃー　

ほぅん（人の悪口を言ってはいけない）。

やなふっちゃ　うながどぅーんかいど

ぅ　まーりーふー（悪口は自分自身に

回ってくる）。やなふつういびとぅ（口

の悪い年寄り）。［変異］やなうつ。

やなむぬ [janamunu]【名詞】幽霊、悪

霊。 【例】やなむぬぬ　うい（幽霊が

いる）。やなむぬ　はらす　にがい（ネ

ズミや、害虫などをはらう祈願）。［類］

まずむぬ。

やなやん [janajan]【名詞】（死に至る

ような）重い病気。 【例】うやー　や

なやんなひー　すにーにゃーん（おじ

いさんは重い病気で亡くなった）。ばか

むぬんかい　やなやんな　たばりー　

すにーはりーにゃーん（若者に悪い病

気がついてなくなってしまった）。

やなわざ [janawaza] 【名詞】嫌な仕

事、大変な仕事。 【例】くまぬ　すか

まー　やぐみ　やなわざ（ここの仕事

は大変嫌な仕事だ）。

やなんじゃ [jananʑa]【名詞】無能な

やつ；悪いやつ、ひどい奴。【例】すか

まー　ひらいん　やなんじゃ（仕事が

できないでくの坊）。からー　やなんじ

ゃ　やいば　かいん　だまはいな（彼

は悪い奴だから彼にだまされるな）。

やぱ [japa] 【形容詞】［B］（竹などが）

柔軟性がある；（人柄が）穏やかな。

【例】っぞぅつー　やぱ　さうがま（魚

釣り用の柔軟な竿）。からー　つむかぎ

　やぱびとぅ（彼は心の良い穏やかな

人だ）。

やぱあみ [japaami]【名詞】細かい雨。

【例】ゆびゃー　やぱあみがまぬどぅ

　っふゅーたい（昨晩は細かい雨が降

っていた）。

やびじ [jabiʑi]【名詞】［A］〘地名〙八

重干瀬、池間の北方のリーフ、礁（しょ

う）。

やびとぅ [jabitu]【名詞】［C］ままご

と。 ［類］やびとぅがま、やびとぅが

んが、やびとぅがんがー。
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やびとぅがま

やびとぅがま [jabituɡama] 【名詞】

ままごと。 ［類］やびとぅ、やびとぅ

がんが、やびとぅがんがー。

やびとぅがんが [jabituɡaŋɡa]【名

詞】ままごと。 ［類］やびとぅ、やび

とぅがま、やびとぅがんがー。

やびとぅがんがー [jabituɡaŋɡaː]
【名詞】ままごと。 【例】やびとぅがん

がーひー　あそぅー（ままごとして遊

ぶ）。［類］やびとぅ、やびとぅがま、や

びとぅがんが。

やびとぅんーな [jabitunːna] 【名

詞】皆さん、家族みんな。 【例】やび

とぅんーなひー　くぬ　すかまうぎゃ

ー　かなーでぃ（皆でこの仕事をがん

ばろう）。やびとぅんーな　がんじゅー

やひー　うらまいんな（みなさんお元

気ですか）。みゃーくずつんな　すまぬ

　やびとぅん－なひー　ぶどぅい（み

ゃーくずつでは村をあげてみなで踊り

ます）。

やふ [jafu]【動詞】［k 語幹］［A］（残り

火の灰のなかで）料理する、（豚やヤギ

などを）火であぶる；油で揚げる；（家

を誤って）火事にする。 ［変異］やつ。

やふ [jafu]【名詞】［A］厄、厄年。【例】

やふ　ずぶんな　うながどぅーゆぎゃ

ー　うながどぅーひー　わいてぃー　

みばからだかー　ならん（厄年には自

分で自分の体調をちゃんと管理しなけ

ればならない）。にんぎんぬ　やふどぅ

っさ　ななじゅーにさんよ（人の厄年

は 72、3 歳だよ）。

やぶいしゃ [jabuiɕa]【名詞】医師の

資格なしで医療行為を行う人、もぐり

の医者（日本語の「やぶ医者」と異な

り、医師免許は持っていない）。 【例】

かなまいぬ　やみゅーば　やぶいしゃ

ぬ　まいんかい　いつたい（頭が痛い

のでやぶ医者の所に行った）。

やふず [jafuzɨ]【名詞】［C］（家の中で

あちこち）探し回ること；出かける準

備に時間がかかること。 【例】っゔぁ

ー　なうゆどぅ　やふっじゃ　ほぅー

（あなたは何を探し回っている）。やふず

んまり（出かける準備に時間がかかる

人）。

やふどぅす [jafudusɨ] 【名詞】厄年。

［類］やふばな。

やふばな [jafubana] 【名詞】厄年。

［類］やふどぅす。

やふびとぅ [jafubitu] 【名詞】厄の

人；（厄と関係なく）病気がちのひと。

［類］がびゃう。

やま [jama]【名詞】［B］〘道具〙鋤（す

き）、畑を浅く耕すための農機具。【例】

やまひー　ずーゆ　ひつ（鋤で畑を耕

す）。

やま [jama]【名詞】［B］山。【例】みゃ

ーくんな　たかやまー　にゃーん（宮

古には高い山はない）。やまぬ　はぎ
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やまあす

ーてぃがー　たうかー　つつぬ　ゆー、

やまぬ　あうんてぃがー　ふぁうぬ　

ゆー　ぬんぬ　ゆー（山が禿げたら、ひ

とりひとり突く世の中、山が青くなっ

たら食べる世の中、飲む世の中だ［＞山

が禿げたらお互い殺し合いの世、山が

青くなったらちゃんと飲み食いできる

豊かな世の中だ］）。

やまあす [jamaasɨ] 【名詞】山のふも

と。

やまいん [jamain]【名詞】野良犬；不

美人。

やまがらかじゃ [jamaɡarakaʑa]

【名詞】野生の生き物の臭い。【例】はう

や　やまがらかじゃぬどぅ　あす（ヘ

ビは野生の匂いがする）。

やまぐ [jamaɡu] 【名詞】［C］すぐ怒

り出す人、短気な人。 【例】からー　

やまぐ　やいば　かいんかいや　なう

ちゃーにゃー　むぬいな（あいつは短

気なので気をつけてものを言え）。

やまざる [jamazaru]【名詞】山猿；不

美人；親しい人への呼びかけ語。 【例】

おい　やまじゃる　っゔぁー　んじゃ

んかいが（おい、山猿、お前はどこに

（行くの）か）。［変異］やまじゃる。

やまじゃる [jamaʑaru] 【名詞】山

猿；不美人；親しい人への呼びかけ語。

［変異］やまざる。

やます [jamasɨ]【動詞】［s/h 語幹］［C］

（体の一部を）くじく、痛める。 【例】

はっじゅ　やます（足をくじく）。

やまずん [jamazɨn]【名詞】山積み。

【例】ぶーっじゅ　やまづん　あす（サ

トウキビを山積みする）。

やまだつ [jamadatsɨ] 【名詞】下痢。

【例】やまだっちゅ　ふかす（下痢して

もらす）。やらびゃー　やまだっちゃ　

ひどぅ　ちびるんな　っそぅだりゃー

ひー　まーりゅー（子供は下痢してお

尻は糞がついて歩きまわっている）。ば

ー　やまだっちゃひー　くーかいばな

らん（私は下痢して苦しくてならない）。

やらびあいきゃ　わーぬ　あっゔぁー

　はーさ　ふぁいー　やまだっちゃ　

ほぅーたい（子供の頃は豚の脂肉を食

べ過ぎて下痢していた）。

やまだん [jamadan] 【名詞】ヤマダ

ニ。 【例】やまんな　やまだんぬ　う

い（山にはヤマダニがいる）。

やまとぅ [jamatu]【名詞】［B］日本本

土。 【例】やまとぅんかい　いつ（日

本本土に行く）。やまとぅびとぅ（日本

本土の人）。

やままゆ [jamamaju]【名詞】野良猫；

不美人の形容；親しい人への呼びかけ

としても使う。

やらー [jaraː]【助詞】コピュラ「やい」

の提題形、「の中では」「としては」。

［変異］やりゃー。［類］かりゃー。
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やらう

やらう [jarau] 【名詞】［A］〘植〙テリ

ハボク。

やらうぎー [jarauɡiː] 【名詞】〘植〙

テリハボク。 【例】やらうぎーぬ　な

い（てりはぼくの実）。［類］やらうだに

ぎー。

やらうだに [jaraudani] 【名詞】〘植〙

テリハボクの実。

やらうだにぎー [jaraudaniɡiː]【名

詞】〘植〙テリハボク。 ［類］やらう

ぎー。

やらし [jaraɕi] 【感動詞】けんかや勝

負をけしかけるときの呼びかけ語、頑

張れ。 【例】やらし、　わいてぃー　

あっそぅ（さあ行け　頑張れ）。

やらばん [jaraban] 【助詞】〘接続助

詞〙（名詞について）譲歩を表す、～で

も、～であろうが。 【例】なうやらば

ん　ばー　うつなーんかい　いかでぃ

（どうしても私は沖縄に行く）。ういびと

ぅやらばん、ばかむぬやらばん、やら

びやらばん、すまぬ　うんどーかいん

な　んなない　いでぃだかー　ならん

（老人でも、若者でも、子供でも、村の

運動会には出なければならない）。

やらばんまい [jarabammai] 【助詞】

〘接続助詞〙（名詞について）譲歩を表

す、～でも、～であろうが。

やらび [jarabi]【名詞】［C］子供。【例】

やらび　あいきゃ（子供の頃）。やらび

っじゃんまり（子供っぽい奴）。やらび

んみゃー　かまんきー　あそぅび（子

供たちはあっちに行って遊べ）。やらび

つかいや　どぅーつかい（能力のない

者を使うと責任は自分自身に回ってく

る）。

やらびなー [jarabinaː] 【名詞】幼名

　［かつては戸籍に登録した名前以外

に村独特の幼名があった］。【例】ばが

　やらびなーや　まさい、がっこーぬ

　なーや　ひろゆき（私の幼名はマサ

イで、戸籍上の名は博之です）。

やらん [jaran]【助詞】〘接続助詞〙（名

詞について）譲歩を表す、～でも、～で

あろうが。

やらんまい [jarammai] 【助詞】〘接

続助詞〙（名詞について）譲歩を表す、～

でも、～であろうが。

やり [jari] 1○【形容詞】［B］（ものが）使

い古された；（ものや動物、人が）ダメ

な、使い物にならない［接頭辞的に使う

ことが多い］。 【例】やりぐるま（おん

ぼろ車）。やりさなず（古いふんどし）。

やりやーゆ　っちゅす（古い家を壊す）。

やり　づんぬ　つくきー　つー（古い

着物を（何枚も）重ねて着ける）。くぬ

　つんな　やりふ　なりー　んめ　っ

ちゃいん（この服は古くなってもう着

られない）。 2○【名詞】［B］使い古した

もの；ダメな、使い物にならない動物

や人。【例】うらー　やり　やいば　う

るーぎゃー　つかーだうり（これは使
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やりがい

い物にならないのでこれは使うな）。く

じゅ　っゔぁから　かうたい　ぬーま

ー　やり　あたい（去年おまえから買

った馬は使い物にならなかった）。

やりがい [jariɡai]【形容詞】（ものが）

使い古された；（ものや動物、人が）ダ

メな、使い物にならない。 【例】うぬ

　つんな　やりがいむぬ（この着物は

古い）。

やりがい [jariɡai]【名詞】使い古され

たもの；ダメなものや動物、人、使い物

にならないものや動物、人。

やりがに [jariɡani] 【名詞】スクラッ

プ（鉄、真鍮等の廃品）。 【例】やりが

にやー（廃品回収業者）。

やりずん [jarizɨn]【名詞】古い着物。

【例】ふゆんな　やりずんぬ　つくきー

　つーまい　あす　かうーまい　あす

たい（冬には古い着物を重ねて着たり、

（夜寝るときに布団がわり）かけたりも

した）。

やりっしゅーつ [jariɕɕuːtsɨ]【動詞】

［k 語幹］（動作やものを）そのまま放置

しておく。 【例】なつっじゃ　やらび

ゅーぎゃー　やりっしゅーき（泣き虫

はそのまま泣かして置け）。うまぬ　あ

ふたうぎゃー　やりっしゅーき（そこ

のごみはそのままほうっておけ）。れい

ぞーこんかい　いりだ　やりっしゅー

てぃがー　っぞぅー　っさりーにゃー

ん（冷蔵庫に入れずにほっといたら魚

は腐ってしまった）。［変異］やりっし

ゅーふ。

やりっしゅーふ [jariɕɕuːfu]【動詞】

［k 語幹］（動作やものを）そのまま放置

しておく。 ［変異］やりっしゅーつ。

やりゃー [jarjaː]【助詞】コピュラ「あ

い」の変異形「やい」の提題形、「の中

では」「としては」。 【例】んすむらぬ

　ひとぅやりゃー　うとぅなす（西原

の人の中ではおとなしい）。みどぅんや

りゃー　たかびとぅ（女の人の中では

背が高い）。［変異］やらー。［類］かり

ゃー。

やん [jan] 【動詞】［m 語幹］［C］（体の

部位が）痛む；病気だ。 【例】んじゃ

ぬどぅ　やみゅー（どこが痛いか）。か

なまいぬどぅ　やみゅー（頭が痛い）。

からー　ばたぬどぅ　やみゅーが　お

ーかん（彼は胃腸がわるいらしい）。

やん [jan]【名詞】［C］病気；痛いこと。

【例】やんびとぅ（病人）。いしゃー　

やんぬ　ゆふなす（医者は病気を治す）。

かなまいぬ　やん（頭の病［「頭が痛い」

という意味にもなる］）。すんやん（命

にかかわる病気）。

やん [jan] 【形容詞】［C］痛い。 【例】

とぅっさ　とぅいどぅ　くすまい　や

んかいば　ならん（年取って腰も痛く

てならない）。いちゃ　ふがさー　いで

ぃー　やんかいば　ならん（痛いおで

きが出て痛くてならない）。
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やんふい

やんふい [janfui]【名詞】仮病；病気

をしているふりをする人。

やんふや [janfuja] 【名詞】病気をし

ているふりをする人。
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やんふや
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ゆ

ゆ [ju]【助詞】〘格助詞〙目的格助詞「う」

の変異形、「を」：長母音、二重母音、u

で終わる名詞の後に付く。 【例】はう

ゆ　かつん（ヘビをつかまえる）。みー

ゆ　っさがい（目を閉じる）。［変異］う。

［類］や。

ゆー [juː]【動詞】［vv 語幹幹］［A］（縄

を）結（ゆ）う［村では自前でロープを

作るために 3 本の縄を 3 名でねじって

回す］；（髪を）結上げる。 【例】まー

たう　ゆー（魔除けの輪を作る）。んﾟ

なう　ゆー（綱をねじってよる）。うぶ

んﾟなう　ゆっゔぃー　ちゅっふ（錨の

綱をよって作る）。かなーいや　みどぅ

んまい　びきどぅんまい　からっじゅ

ぎゃー　ゆっゔぃどぅ　うたい（昔は

女性も男性も髪を結っていた）。きゅー

や　ぶどぅいぬ　あいば　からっじゃ

　ゆっゔぃーから　いかでぃ（今日は

踊りがあるので髪を結い上げてから行

こう）。ぶーいとぅー　っそぅかいば　

ばぬんな　ゆっゔぁいん（この苧麻糸

は細いので私にはよって糸にできない

［苧麻の繊維は２本をよって糸にする］）。

［類］ゆい、ゆーい、ゆっゔぃ。

ゆー [juː] 【名詞】［B］世、世の中、時

代、時世。 【例】なうい　ゆー（豊か

な世）。いっさゆー（戦の世）。

ゆー [juː] 【名詞】［B］裕福、幸運、豊

穣。 【例】ゆーあい　ひとぅ（幸運の

人）。ゆーむつ　ひとぅ（幸運に恵まれ

た人）。

ゆー [juː] 【動詞】［vv 語幹幹］［A］吸

う、しゃぶる；吸い取る。【例】うなが

　ほぅーゆびゅー　ゆー　やらび（自

分の親指をしゃぶる子供）。

ゆー [juː]【名詞】［B］お粥。 【例】ゆ

ーゆ　ふぁう（おかゆを食べる［「人の

成功を祝う」と言う意味でも使う］）。

ゆー [juː]【名詞】［B］晩、夜。【例】き

ゅーが　ゆー（今晩［「きゅーぬ　ゆー」

とも言う］）。つつぬ　ゆー（月の夜）。

ゆー [juː] 【形容詞】［B］（体が）弱い、

（勝負などに）弱い。 【例】からー　

がびゃうかいば　どぅーぬ　ゆーかい

（あいつは病気がちで体が弱い）。かりゃ

ー　すまう　とぅらばんまい　なうゆ

　ほぅばんまい　むいとぅ　ゆーむぬ

539



ゆー

（彼は相撲をとっても何をしてもとても

弱い）。ほぅゆー（勝負にとても弱い）。

ゆー [juː] 【動詞】［vv 語幹幹］［A］恐

がる。 ［変異］うー。

ゆーい [juːi] 【動詞】［母音語幹］［A］

（縄を）結（ゆ）う［村では自前でロープ

を作るために 3 本の縄を 3 名でねじっ

て回す］；（髪を）結上げる。 ［類］ゆ

い、ゆー、ゆっゔぃ。

ゆーい [juːi] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］

（人や動物が）弱る、衰える；（食用動物

や魚などが）腐って食べられなくなる。

【例】ういびとぅ　ないてぃがー　は

っじゃ　ゆーりー　でぃーゆ　つかだ

かー　ぶらかいーがまた（年取ったら

足が弱って杖を突かないとひっくり返

る）。ういびとぅ　なりどぅ　はずまい

　くすまい　ゆーりゅー（年取って足

も腰も弱っている）。とぅす　とぅいが

なか　ゆーりーはい（年を取るにつれ

て弱っていく）。っぞぅー　ゆーりーど

ぅ（この魚は腐っている）。

ゆーい [juːi]【名詞】［A］〘祭礼〙お祝

い；1 月 1 ５日の後生（ぐそう）の正月

　［家族や親族が集まって家族や子孫

の健康・発展を祈願する。西原では１

５日に行われ、平良では１６日に行わ

れる。これは昔平良の役人たちの家族

に供するために魚を取ってくるために

１日前にやったことによる］。【例】さ

さぎゆーい（結婚祝）。やーふつゆーい

（新築祝）。やーぬ　ゆーい（新築祝い、

改築祝いなどを含む家の祝い）。っふぁ

ぬ　ゆーい（出産祝い）。んまがぬ　ゆ

ーい（孫の出産祝い）。ゆーいぬ　うさ

いや　んなない　んまがたが　うなが

たまたま　ってぃつ　むっちゃひー　

はりーにゃーん（お祝いの料理はみん

な孫がそれぞれひとつずつ持たされて

帰った）。

ゆーいでぃん [juːidin]【名詞】お祝

いとして渡すお金、祝儀。 【例】ゆー

いでぃんぬ　さんぜんえん　とぅらす

たい（祝儀を３千円渡した）。

ゆーか [juːka] 【名詞】［C］夜更かし。

【例】きゅーまい　ゆーか（今日も夜

更かしだ）。ゆび　ゆーかー　ひー　に

にゅーや　かっらんに　なりゅー（昨

晩、夜更かをして、眠くてこっくりこっ

くりしている）。んﾟぬが　ゆーや　ゆ

ーか　あすたい（昨晩は夜更かしした）。

んﾟぬー　ゆーか　あたい（昨晩は夜更

かしだった）。

ゆーか [juːka]【名詞】［A］４日。【例】

くまぬ　すかまー　ゆーか　かかいど

ぅす（この仕事は４日かかる）。

ゆーがー [juːɡaː] 【形容詞】（体や精

神が）弱い。 【例】からー　ゆーがー

（彼は弱い）。ゆーがーずむびとぅ（気の

弱い人）。［類］ゆー。

ゆーがーい [juːɡaːi] 【名詞】時代が

変わること、世がわり。 【例】ゆーが

ーいや　ひー　みゃーすふ　なりーど
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ゆーかーま

ぅー（世がわりして生活は楽になって

いる）。あめりかゆーから　やまとぅゆ

ーんかい　ゆーがーい（アメリカの世

から日本の世に世変わり［アメリカ占

領時代から日本に返還されたこと］）。

ゆーかーま [juːkaːma] 【名詞】遠い

ところ。【例】ゆーかーまぬ　いん（遠

くの海）。うじゃーぬ　ゆーかーまから

　んみゃいーふぃーさまい　やぐみ　

すでぃがほー（はるか遠方からいらし

てくださって大変感謝いたします）。

ゆーかない [juːkanai] 【名詞】 3 日

前　［文字通りには４日前。数えで数え

るので４日前は３日前になる］。

ゆーくい [juːkui] 【名詞】〘祭礼〙な

なむい（7 杜）の女性たちの神様への裕

福の祈願、無病息災、五穀豊穣の祈願

　［「ユークイ」と「ミャークズツ」は

西原の二大祭事］。【例】ゆーくいんな

　ぱーたー　よーんてぃるてぃ　あい

っちゃ－ん　すまう　あいきーまーい

（ユークイにはおばあさん達は世を豊か

にして下さいと言いながら集落を歩き

回る）。

ゆーぐむい [juːɡumui] 【名詞】〘祭

礼〙夜籠り。 【例】うたきんぬ　ゆー

ぐむいぬ　かんにがい（御嶽での夜籠

りの祈願）。うたきん　ゆーぐむいあす

（御嶽で夜籠りする）。［変異］ゆぐむい。

ゆーさ [juːsa]【名詞】［C］〘鳥〙鷺（サ

ギ）。 【例】ながぬどぅ　ゆーさ（首の

長い鷺）［首が長い人のあだ名としても

使われる］。

ゆーず [juːzɨ]【動詞】［zz/dd 語幹］［C］

茹でる。【例】わーゆ　ゆーでぃ（豚肉

を茹でなさい）。［変異］ゆーっず。［類］

ゆーでぃ。

ゆーだみにがい [juːdaminiɡai]【名

詞】〘祭礼〙世鎮めの祈願。

ゆーつ [juːtsɨ] 【名詞】［A］〘数詞〙四

つ。

ゆーっず [juːzzɨ]【動詞】［zz/dd 語幹］

茹でる。 ［変異］ゆーず。

ゆーてぃ [juːti] 【名詞】［A］〘数詞〙

四年。

ゆーでぃ [juːdi] 【動詞】［母音語幹］

［C］茹でる。 【例】わーゆ　ゆーでぃ

る（豚肉を茹でなさい）。［類］ゆーず。

ゆーてぃあとぅ [juːtiatu] 【名詞】

3 年後　［文字通りには４年あとである

が、数えで数えるので３年あとになる］。

ゆーてぃない [juːtinai] 【名詞】 3

年前　［文字通りには４年前であるが、

数えで数えるので３年前になる］。

ゆーなぎー [juːnaɡiː] 【名詞】〘植〙

オオハマボウ　アオイ科の常緑高木。

【例】ゆーなぎーぬ　はーひー　まいぬ

いゆ　んない（オオハマボウの葉でお

にぎりをにぎる）。［類］ゆなぎー。
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ゆーふらがん

ゆーふらがん [juːfuraɡan] 【名詞】

〘生物〙ソデカラッポガニ。 【例】ゆー

ふらがんな　なうぬ　ふぁう　どぅく

ままい　にゃーん（ソデカラッポガニ

には何の食べるところもない）。

ゆーらす [juːrasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

（縛ったものなどを）緩める。 【例】う

ぬ　なーゆ　ひーちゃがま　ゆーらし

（この縄を少しだけ緩めろ）。

ゆーんてぃる [juːntiru]【成句】〘祭

礼〙「裕福を満たせ」という意味の祈願

の言葉。【例】ゆーくいんな　ななむい

ぬ　ぱーたー　うきゃんひー　かなま

いや　うそぅいどぅ　ゆーんてぃる　

ゆーんてぃるてぃー　ななむいや　ま

ーりー　かんな　にがいーうたい（ユ

ークイにはナナムイのおばあさんたち

は、つる草で頭を覆って、世を裕福で

満たせ、裕福で満たせとナナムイを回

って祈願していた）。［変異］よーんて

ぃる。

ゆい [jui] 1○【動詞】［r/rr 語幹］［A］（風

などで）揺れる；揺らす；（篩（ふるい）

などに）かけてより分ける。【例】かで

ぃふつんな　きーぬ　ゆりゅー（台風

で木が揺れている）。ぶらんこー　ゆい

（ブランコを揺らす）。しーなうひー　み

りくんぐーゆ　ゆい（ふるいでメリケ

ン粉をよりわける）。 2○【動詞】［r/rr 語

幹］［A］揺り動かす　［赤ちゃんの名

前を付けるために、まず最初にお盆に

神様、先祖神の名前を書いた紙を小さ

く丸めて乗せて、お盆を揺り動かす。3

回連続して落ちたものがその子の名前

となる］。【例】っふぁぬ　なーゆ　ゆい

（赤ちゃんの名前の候補を揺り動かす）。

ゆい [jui] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］（場

所に）たち寄る；（船などが）流れ着く、

（魚の群れが）おしよせる。 【例】むと

ぅやーんかい　ゆい（実家に寄る）。ゆ

ーかーまから　やりふにぬどぅ　ゆり

っちゅー（遠くからぼろ船が漂着した）。

むっるぬどぅ　まじゃんかい　ゆりー

っちゅーい（ムロアジが真謝におし寄

せてきている）。

ゆい [jui] 【動詞】［母音語幹］［A］（縄

を）結（ゆ）う［村では自前でロープを

作るために 3 本の縄を 3 名でねじって

回す］；（髪を）結上げる。 【例】から

っじゅ　ゆいー（髪を結上げる）。［類］

ゆー、ゆっゔぃ、ゆーい。

ゆい [jui] 【名詞】［A］（農作業などを）

お互いに助け合うこと。 【例】きゅー

や　かにたが　ぶーずたうすぬ　ゆい

んかい　いかだかー　ならん（今日は

カニのうちのサトウキビの収穫の手伝

いに行かないといけない）。［類］ゆい

まーる。

ゆい [jui]【名詞】［C］夕食。 【例】ゆ

いゆ　ふぁう（夕食を食べる）。ゆいが

　そぅー（夕食のおかず）［「ゆいぬ　そ

ぅー」とも言う］。ゆいや　ふぁいから

　にっゔぃ（夕食食べてから眠ろ）。ゆ
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ゆい

いぬ　そぅがいゆ　ほぅだかー　なら

ん（夕食の支度をしないといけない）。

ゆい [jui] 【名詞】［B］（年齢の）間隔、

間。 【例】うぬきゃー　ふたーつが　

ゆいや　ひぬ　きゃうだいどぅ　あた

い（彼らは２歳ちがいのきょうだいだ

った）。

ゆいまーる [juimaːru] 【名詞】相互

扶助。 【例】きゅーや　やーふつ　す

きなふぬ　ゆいまーる（今日は家づく

りの相互扶助だ）。［類］ゆい。

ゆいまい　ひーまい [juimai hiː-
mai] 【成句】昼も夜も。 【例】ゆいま

い　ひーまい　みどぅんぬ　くとぅー

　うむー（昼も夜も妻のことを思う）。

ゆか [juka] 【名詞】［B］床。 【例】ん

きゃーんな　まつぎーひーどぅ　やー

ぬ　ゆかう　ちゅっふゅーたい（昔は

松の木で家の床を作っていた）。なかゆ

か（食事をする部屋）。

ゆが [juɡa] 【形容詞】［A］（釘や腰な

ど）曲がった；（心が）曲がった。【例】

ゆがかにふっじゅ　すんばし（曲がっ

た釘をのばせ）。ゆがんつ（曲がりくね

った道）。ゆながい　びじゅーてぃがー

　くっさ　ゆがふなりー　にゅーぐり

むぬ（ながく座っていると腰が曲がっ

て眠りにくい）。ゆがうむくとぅ（悪知

恵）。ゆががなまい（常識に外れたこと

を言う人）。

ゆかい [jukai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

（精神的に）豊かになる、金持ちになる。

【例】んまがー　だいがくんかい　ごー

かくー　ひー　ゆかりーにゃーん（孫

が大学に合格してうれしい）。でぃんぬ

　はーさ　まうきー　ゆからでぃ（お金

をたくさんもうけて裕福になろう）。ば

んちゃー　ゆかりー　ふぁいゆー（私

たちはゆたかに生活している）。

ゆかい　ういびとぅ [jukai
uibitu] 【成句】それなりに年を取っ

ている人。 【例】かいまい　んめ　ゆ

かい　ういびとぅ　なりーどぅ（彼も

それなりに年を取っている）。

ゆがいな [juɡaina]【形容詞】面白い、

愉快な、滑稽な、剽軽（ひょうきん）な。

【例】かりゃー　ゆがいなびとぅ（彼

は面白い人だ）。かにゃー　ゆがいなが

ま（カニは滑稽な人だ）。ゆがいなんま

り（面白い奴）。ゆがいな　はなす（面

白い話）。

ゆかいびとぅ [jukaibitu]【名詞】金

持ち；身分の高い人、えらい人。 【例】

くぬ　すまん　んながーんな　ゆかい

びとぅー　たる（この村で一番裕福な

人は誰ですか）。［類］ゆかいむぬ。

ゆかいむぬ [jukaimunu] 【名詞】金

持ち；身分の高い人、えらい人。 ［類］

ゆかいびとぅ。

ゆがうむくとぅ [juɡaumukutu]【名

詞】悪知恵、よこしまな考え。【例】ゆ
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ゆががなまい

がうむくとぅ　むちや　ならん（悪い

考えを持ってはいけない）。

ゆががなまい [juɡaɡanamai] 【名

詞】頭の格好が悪い人；ずるい奴、バカ

な奴、バカなことを言う（考える）人、

へそ曲がり、話の的を射ていない人。

【例】ばー　かぬ　ゆががなまいん　ず

みく　だまくらはいーにゃーん（私は

あのバカな奴に見事に騙されてしまっ

たた）。かりゃー　ゆががなまい　えい

ば　ひとぅぬ　むぬいゆぎゃー　つか

ん（彼はへそ曲がりなので人の言う事

を聞かない）。［類］ゆががなまりゃ。

ゆががなまりゃ [juɡaɡanamarja]

【名詞】頭の格好が悪い人；ずるい奴、バ

カな奴、バカなことを言う（考える）人、

へそ曲がり、話の的を射ていない人。

【例】かりゃー　ひとぅぬ　はなっそぅ

ぎゃー　つかん　ゆががなまりゃ（彼

は人の話に耳を傾けない協調性にない

人だ）。［類］ゆががなまい。

ゆかす [jukasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［C］

だます。 【例】あいや　ひとぅーぎゃ

ー　ゆかはだうり（そんなに人をだま

すな）。［変異］ゆくす。

ゆがずー [juɡazɨː] 【名詞】理屈っぽ

いこと。 【例】ゆがずーびとぅ（理屈

っぽい人）。

ゆがたい [juɡatai]【名詞】世間話、お

しゃべり。 【例】みどぅんんみぬ　ゆ

がたいゆ　すきゃきてぃがー　んめ　

ゆさらびたーひー　なまらん（女性た

ちがおしゃべりを始めるともう夕方ま

で止まらない）。ういびとぅんみぬ　ゆ

がたい（年寄りたちの世間話）。ゆがた

い　あぐ（お喋り友達）。かなすぎない

やひー　ゆがたいがま　あす（愛おし

そうにお喋りする）。

ゆかどぅ [jukadu] 【名詞】［A］四つ

角；十字路。 【例】やーぬ　ゆかどぅ

んかい　まーそぅー　はうい（家の四

つの角に（魔除けの）塩をまく）。やー

ぬ　ゆかどぅんな　かんぬどぅ　うい

（家の４つの角には神がいる）。ゆかどぅ

－ぎゃー　まさぐん　あいき（十字路

は気を付けて歩け）。［類］ゆまた。

ゆがはず [juɡahazɨ] 【名詞】がに股。

【例】ぬーまん　ぬーいてぃがー　ゆ

がはずんどぅ　ないちゃ（馬に乗ると

がに股になるそうだ）。

ゆがばらい [juɡabarai] 【名詞】（相

手を）馬鹿にして笑うこと。

ゆがほぅー [juɡahuː] 【名詞】豊年、

豊作。 【例】くとぅっさ　ゆがほぅー

　やーにゃー　がんじゅー（今年は豊

作、来年は健康）。

ゆがほぅーあみ [juɡahuːami] 【名

詞】恵みの雨。

ゆがまーい [juɡamaːi] 【動詞】［r/rr

語幹］これといった目的なく歩き回る。

【例】っゔぁー　んじゃんかい　いき
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ゆかりゃ

どぅ　ゆがまーいったいが（あなたは

どこをほっつき歩いてきたの）。

ゆかりゃ [jukarja] 【名詞】［C］豊か

な人、幸せ者。 【例】かいがどぅ　ん

ながーんな　ゆかりゃ（彼が一番金持

ちだ）。

ゆがん [juɡan] 1○【動詞】［m 語幹］［A］

（釘、体が）曲がる、（戸などが）歪む、

（考えなどが）歪む。 【例】くぬ　かに

ふっじゃ　ゆがみーどぅー（この釘は

曲がっている）。くすぬ　ゆがん（腰が

曲がる）。くぬ　やどぅー　ゆがみゅ

ーば　まうとぅん　なうし（この戸は

歪んでるからまっすぐに直せ）。 2○【名

詞】［B］身体の歪み；心の歪み、間違え。

【例】くすぬ　ゆがんぬ　なうし（腰の

ゆがみを直しなさい）。やらびゅーぎゃ

ー　かんがなすぬ　みゅーぶき　ゆが

んてぃや　にゃーだ　すぐらひー　ふ

ぃーさまてぃ（子供たちが神様のおか

げを持って間違いを起こすことなく立

派になれ［祈願の文句］）。

ゆぎゃー [juɡjaː] 【助詞】（格助詞＋

提題）「うぎゃー」の変異形、目的格形

に提題を付けた形、「をば」に当たる。

【例】うぬ　まかいゆぎゃー　まなが

んてぃー　ゆすぎ（このお椀をちゃん

とゆすげ）。ゆそぅみーゆぎゃー　ほぅ

だうり（よそ見をするな）。くまぬ　だ

いゆぎゃー　かまんかい　ゆっじゃし

（ここのテーブルを向こうに寄せろ）。や

ーぬ　んつきんな　まんじゅーゆぎゃ

ー　いびん（家の軒下にはパパイヤの

木は植えない）。［変異］うぎゃー。

ゆく [juku] 【名詞】［C］欲。 【例】ゆ

くじゅー（欲深い）。ゆくじゅーんまり

（欲深い奴）。ゆくじゅーびとぅ（貪欲な

人）。うなが　ゆくん　ふぁーいー　う

どぅきー　はりーにゃーん（自分自身

の欲に負けて損をした）。

ゆくー [jukuː] 【動詞】［w 語幹］［C］

憩う、休む。 【例】じょー　ゆくーで

ぃ（さあ　休もう）。うや、ゆくーまて

ぃ（おじいさん、おやすみなさい）。［類］

ゆくい。

ゆくい [jukui] 1○【動詞】［母音語幹］

［C］休む。 【例】じょー　ゆくいでぃ

（さあ休もう）。うまん　ゆくいる（そこ

で休みなさい）。［類］ゆくー。 2○【名詞】

［C］休憩。【例】さんじゆくい（三時の

休憩）。くまん　ひーまゆくい　ほぅで

ぃ（ここで昼休みをしよう/ここで昼ご

はん食べよう）。

ゆくし [jukuɕi] 【名詞】［C］嘘、でた

らめ。 ［変異］ゆくす。

ゆくす [jukusɨ] 【名詞】［C］嘘、でた

らめ。 【例】まーぬ　ゆくす　むぬい

ゆぎゃー　あすな（あんまりでたらめ

を言うな）。ういが　はなっさ　ゆくす

むぬいどぅ　はーさかい（彼の話は嘘

の話が多い）。［変異］ゆくし。

ゆくす [jukusɨ]【動詞】［s/h 語幹］［C］

だます。 ［変異］ゆかす。
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ゆくたーい

ゆくたーい [jukutaːi] 【動詞】［r 語

幹］（疲れて）横になる、横たわる。

【例】すかまー　だりってぃ　ゆくたー

りゅー（仕事で疲れてきて横になって

いる）。まうきゃーいんな　さんしんば

なりぬどぅ　ゆくたーりゅー（大浦湾

にはサンシンバナリが横たわってる）。

ゆくぬどぅ [jukunudu]【名詞】気管

支。 【例】むぬーどぅ　ゆくぬどぅん

かい　かからひーにゃーん（食べ物を

気管支に入れてしまった）。

ゆぐむい [juɡumui]【名詞】〘祭礼〙夜

籠り。 ［変異］ゆーぐむい。

ゆくん [jukun] 【動詞】［m 語幹］［A］

いきむ、りきむ、力を入れる。 【例】

まぱい　っふぁー　んなま　いでぃー

くーっじゃうば　わいてぃー　んくみ

（マパイ、子供は今産道から出て来よう

としているからしっかりと力め）。［類］

んくん。

ゆさらび [jusarabi] 【名詞】夕方。

【例】ゆさらび　なりどぅ　やらびゃー

　ふがますふ　なりゅー（夕方になっ

て子供がうるさくなっている）。ゆさら

び　ないてぃがー　やらびゃー　んま

うどぅ　とぅみー（夕暮れになると子

供は母親を探す）。

ゆさらびがた [jusarabiɡata]【名詞】

夕方ごろ。

ゆす [jusɨ]【形容詞】［B］（農地が）肥え

た、豊かな、肥沃な。【例】くぬ　はい

や　ゆすばい（この畑は土地が肥えて

いる）。ゆすかいずーどぅ　むぬー　で

ぃきー（肥沃な土地に作物ができる）。

ゆずー [juzɨː] 【名詞】［C］夜釣り。

【例】ゆずーんかい　いつ（夜釣りに行

く）。

ゆすず [jusɨzɨ] 【動詞】［g 語幹］［A］

（食器などを）ゆすぐ、すすぐ；（口を）

すすぐ、うがいする。 【例】うぬ　ま

かいゆぎゃー　まながんてぃー　ゆす

ぎ（このお椀をちゃんとゆすげ）。むぬ

ー　ふぁいぬ　あとぅんな　ふっちゅ

　ゆすず（食後は口をすすぐ）。つんぬ

　ゆすず（着物を濯ぐ）。

ゆすばい [jusɨbai] 【名詞】寝小便。

【例】ゆすばいや　っしー　んまん　ん

みかいにゃーん（寝小便をしてお母さ

んに𠮟られた）。やらびゃー　きゅーま

い　また　ゆすばい（子供は今日も又

寝小便だ）。

ゆすばいふかしゃ [jusɨbaifukaɕa]

【名詞】寝小便をする人。 【例】くぬ　

ゆすばいふかしゃ、きゅーまい　また

　ゆすばい（この寝小便たれ、今日も

また寝小便か）。

ゆそぅ [jusu] 【名詞】［C］（本来ある

ところとは）別のところ、よそ。 【例】

いつまい　ゆそぅんかいや　いかだど

ぅ　やーん　うい（いつも外出しない

で家にいる）。ゆそぅみーゆぎゃー　ほ

ぅだうり（よそ見をするな）。
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ゆそぅずま

ゆそぅずま [jusuzɨma] 【名詞】他の

集落。 【例】ばぬんな　ゆそぅずまむ

ぬいや　つかいん（私にはよその村の

言葉は聞き取れない）。

ゆそぅでぃー [jusudiː]【名詞】利き

手でないほうの手。 【例】ちゅーしゃ

うぎゃー　ゆそぅでぃーん　うつばど

ぅ　じゃうかい（注射は利き手でない

方に打つのがいい）。

ゆだ [juda] 【名詞】［B］枝。 【例】か

でぃふつん　きーぬ　ゆだー　ぶりー

にゃーん（台風で木の枝が折れた）。ゆ

だなゆり　なりゅー　まみよー（枝に

たわわに実っている豆よ［古謡「豆が

花」から）。

ゆたーい [jutaːi]【名詞】〘数詞〙四人。

ゆだい [judai] 【名詞】［B］よだれ。

【例】ゆだいゆ　たらす（よだれを垂ら

す）。くぬ　ゆだら、っゔぁが　ゆだい

ゆ　ふき（このよだれたらし、お前の

よだれをふけ）。

ゆだたかーい [judatakaːi] 【動詞】

［r/rr 語幹］木に枝が密集していること。

［変異］ゆだだかい。

ゆだだかい [judadakai]【動詞】［r/rr

語幹］木に枝が密集していること。【例】

ふにゅーぎーや　ゆだー　たかりーど

ぅー（ミカンの木は枝が集っている）。

［変異］ゆだたかーい。

ゆたみつ [jutamitsɨ] 【動詞】［k 語幹］

ふらつく。 【例】ゆたみきー　あいつ

（よたよたと歩く）。［変異］ゆだみふ。

ゆたみふ [jutamifu] 【動詞】［k 語幹］

ふらつく。 ［変異］ゆたみつ。

ゆたゆたてぃー [jutajutatiː]【オノ

マトペ】よたよたと。 【例】びゅーい

　びとぅー　ゆた　ゆたてぃー　あい

きー　まーりゅー（酔っぱらいはよた

よたと歩き回っている）。

ゆだら [judara] 【名詞】［C］よだれを

垂らしている人。 【例】ほぅりゆだら

（馬鹿な奴）。

ゆちり [jutɕiri] 【名詞】［C］役にたつ

こと、使い道。 【例】うりゃー　ゆち

りゃー　にゃーんば　てぃっゔぃ　す

てぃる（それは役に立たないので捨て

ろ）。うりゃー　なうぬ　ゆちりゃー　

あいどぅすな（それは何の役に立つの

か）。っゔぁー　すかまー　ひらいん　

ゆちりゃーにゃーんんまり（お前は仕

事のできないどうしようもない奴だ）。

［変異］よちり。

ゆつ [jutsɨ] 【名詞】［B］斧。 【例】ゆ

つひー　きーゆ　なず（斧で木をたた

き切る）。

ゆっゔぁす [juvvasɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］「ゆー（怖がる、恐れる）」の使役形、

「怖がらせる」。 ［変異］いっゔぁす。

ゆっゔぃ [juvvi] 【動詞】［母音語幹］

［A］（縄を）結（ゆ）う［村では自前でロ
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ゆっゔぃ

ープを作るために 3 本の縄を 3 名でね

じって回す］；（髪を）結上げる。 ［類］

ゆい、ゆー、ゆーい。

ゆっじゃす [juʑʑasɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］（別の位置に）移動させる、寄せる。

【例】くまぬ　だいゆぎゃー　かまん

かい　ゆっじゃし（ここのテーブルを

向こうに寄せろ）。

ゆっず [juzzɨ]【動詞】［zz/dd 語幹］［A］

ある地点に近づく；ある地点から離れ

て別の地点に近づく。 【例】ばが　か

まんかい　ゆっじゃでぃ（私があっち

に行きましょう）。ばが　まいんかい　

ゆっでぃー　くー（私の近くに寄れ）。

ゆったーゔぁす [juttaːvasɨ]【動詞】

［s/h 語幹］揺さぶる。【例】きーゆ　ゆ

ったーゔぁす（木を揺り動かす）。

ゆっだき [juddaki] 【名詞】四つ竹　

［幅４センチ、長さ１０センチ位の竹で

できたカスタネットのような打楽器。二

枚で一組、これを両手に持ち（計四枚）

踊りに合わせて音を出す］。【例】ゆっ

だきゅー　ったきー　ぶどぅい（四竹

を叩いて踊る）。

ゆっでぃ [juddi] 【動詞】［母音語幹］

［A］ある地点に近づく；ある地点から

離れて別の地点に近づく。 【例】くま

んかい　ゆっでぃー　くー（ここに近

づいて来い）。かまんかい　ゆっでぃる

（あっちに寄れ）。

ゆどぅます [judumasɨ] 【動詞】［s/h

語幹］淀ませる；（人、車などを）ある

場所にとどまらせる；ものを炊くとき

に弱火にしておく、また、火を止めてお

いて一定時間おいて、味をしみさせた

り、さましたりする。 【例】ころな　

ういるっそぅぎゃー　やーぬ　なかん

な　ゆどぅまはだ　あらんかい　なが

すばどぅ　じゃうかい（コロナウイル

スは部屋の中にとどめずに外に流すの

がいい）。うぬきゃが　ふたーいゆぎゃ

ー　うまん　ゆどぅまほぅーき（彼ら

二人をそこにとどめておけ）。んーなび

ゅー　ゆどぅます（芋鍋を（味をしみ

させるため）弱火にしておく）。やきぬ

　ふたきなぬ　てぃんぷらー　あつか

いば　ひーちゃがま　ゆどぅまひーか

ら　ふぁい（揚げたばかりの沖縄風ド

ーナツは熱いのですこしさましてから

食べなさい）。

ゆどぅん [judun] 1○【動詞】［m 語幹］

［A］（水などが）淀む、（人、車などが）

一か所にとどまる。 【例】みっじゃ　

ゆどぅみーどぅーい（水は淀んでいる）。

かでぃふっちゃ　ゆぬとぅくまんどぅ

　ゆどぅみゅーがおーかん（台風は同

じ所に居座っているようだ）。 2○【名詞】

［B］よどみ、止まること。【例】っぞぅ

ー　みずぬ　ゆどぅんどぅ　うい（魚

は水のよどみにいる）。なうぬ　ゆどぅ

んてぃーまい　にゃーだ、　かかいて

ぃーまい　にゃーだ　かなーすみー　

ふぃーさまてぃ（（子供たちが）何の淀
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ゆなうす

みもなく、障害もなく、頑張らせてくだ

さいませ［＞（子供たちが）立ち止まる

こともなく、障害にもまけず、がんばる

ようお導きください］［祈願の文句］）。

ゆなうす [junausɨ] 【名詞】世直し。

【例】とぅゆみゃー　ゆなうす　あす（豊

見親は世直しする［＞指導者はいい世

の中を作る（べきだ）］）。

ゆなか [junaka] 【名詞】［B］夜中。

【例】んきゃーんな　ゆなかん　うきゅ

ー　ひとぅー　まーぬ　みーっだん（昔

は夜中に起きている人はあまりいなか

った）。

ゆながい [junaɡai]【名詞】長い期間；

長い間［副詞としても使われる］。【例】

ゆながいぬ　ゆくい（長い間の休み）。

きたてぃ　ゆながい（とても長い間）。

ゆながい　まちゅーそぅが　かりゃー

　いつがみまい　くーん（長い間まっ

ているが彼はいつまでも来ない）。やら

びゃー　ゆながい　とぅみたいそぅが

どぅ　とぅみらいっだん（子供を長時

間探したが見つからなかった）。ばー　

かりゅーぎゃー　ゆながい　みーや　

みーっだん（私は彼を長い間見たこと

なかった）。

ゆなかばい [junakabai] 【名詞】畑

仕事で帰りが遅くなること、仕事で帰

りが遅いこと、帰りが遅くなること。

【例】きゅーや　ゆなかばい（今日は帰

りが遅くなる）。んまー　きゅーまい　

ゆなかばい（お母さんは今日も仕事で

帰りが遅い）。

ゆなぎー [junaɡiː] 【名詞】〘植〙オオ

ハマボウ　アオイ科の常緑高木。 【例】

んきゃーんな　ゆなぎーぬ　はーひど

ぅ　まいぬいゆ　んなりゅーたい（昔

はオオハマボウの葉っぱでおにぎりを

握っていた［炊き立てのご飯は熱いの

でオオハマボウの葉にご飯を載せて包

んで握った］）。［類］ゆーなぎー。

ゆなつ [junatsɨ]【名詞】［C］夜泣き。

【例】ゆなつ　あす　やらび（夜泣きす

る子供）。

ゆに [juni]【名詞】［B］粟。【例】あー

ぬ　くとぅーどぅ　ゆにてぃーまい　

あい（粟のことをユニとも言う）。［類］

あー。

ゆぬ [junu] 【形容詞】［B］同じ、同じ

だ；似ている。 【例】ゆぬ　ぶーりゃ

（同じ年ごろ）。ゆぬ　とぅす（同じ年

齢）。ゆぬ　たうかーちゃう　やいてぃ

がー　みどぅんっゔぁどぅ　じゃうか

い（同じひとりだったら女の子の方が

良い）。ゆぬ　だい（同じ値段）。ゆぬ　

ほぅりむぬ（同じようなバカ）。ゆぬ　

すま（同郷）。ゆぬ　ひとぅっでぃ（同

じ干支の人）。ゆぬ　たらき（同じ家系）。

ゆぬ　うむい（同じ思い）。ゆぬ　ほぅ

い（同じ大きさ）。ゆぬ　たかさ（同じ

高さ）。ゆぬ　どぅきゃ（同じ時間）。ゆ

ぬ　たき（同程度）。ゆぬ　たま（同じ

分け前）。ういとぅ　くいとぅー　ゆぬ
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ゆぬーい

（それとこれとは同じだ）。くいとぅ　ゆ

ぬかい　むぬー　いだし（これと同じ

ものを出せ）。ういがどぅ　くいとぅ　

んながーんな　ゆぬかい（それがこれ

と一番似ている）。ばんまい　ゆぬ　む

ぬー　いらばでぃ（私も同じものにし

よう）。

ゆぬーい [junuːi]【名詞】一年の同じ

時期、一周年、一周忌、満一年、一年後

の同じ季節・時期・折。 【例】くつす

まい　まみまつ　ゆぬーいぬどぅ　っ

ちゅー（今年も豆を蒔く季節がきた）。

［変異］ゆぬい。

ゆぬい [junui] 【名詞】［C］一年の同

じ時期、一周年、一周忌、満一年、一年

後の同じ季節・時期・折。 ［変異］ゆ

ぬーい。

ゆぬす [junusɨ] 【名詞】［C］神様の名

前。人名にも使われる。 【例】ゆぬっ

さ　あぱらぎ（ユヌスはきれいだ）。

ゆぬそぅい [junusui] 1○【名詞】似て

いるもの、同じもの。【例】ふたかー　

ゆぬそぅい（双子は似ている）。うぬき

ゃが　ふたーっちゃ　ゆぬそぅい（こ

の二つは似ている）。っゔぁまい　ばん

とぅ　ゆぬそぅいゆ　いらび（君も僕

と同じものを選べ）。［類］ゆぬむぬ。 2○

【形容詞】似ている、同じ。【例】ういが

どぅ　かいとぅ　ゆぬそぅいかい（そ

れがあれと同じだ）。

ゆぬむぬ [junumunu]【名詞】同じも

の、同じだ；（「動詞未然形・＋（ば）ん

まい　ゆぬむぬ」の形で）～てもいい。

【例】ういとぅ　くいとぅー　ゆぬむぬ

（それとこれとは同じだ）。まさいが　

みがん　ふぃーやー　むぬ　かにが　

むぬとぅ　ゆぬむぬ　あたい（マサイ

がミガにやったものはカニが持ってい

るものと同じだった）。っゔぁが　ほぅ

すかいてぃがー　ふぃーんまい　ゆぬ

むぬ（君が欲しいなら上げてもいいよ）。

ばんまい　っゔぁとぅ　ひとぅみ　い

かばんまい　ゆぬむぬ（私も君と一緒

に行ってもいいよ）。

ゆぬりゃ [junurja]【名詞】［C］（作物

を植える）折、時節、季節。 【例】ゆ

ぬりゃ　なりーどぅーば　ぶーずまい

　いびだかーならん（時節になってい

るからサトウキビも植え付けないとな

らない）。［類］ゆぬい。

ゆばい [jubai] 【名詞】［B］夜這い。

【例】ほぅりむぬー　ゆばいほぅっじゃ

　いきー　かつみらいーにゃーん（馬

鹿者は夜這いしようとして捕まった）。

ゆび [jubi]【名詞】［C］昨晩。【例】ば

ー　ゆびの　くとぅーぎゃー　うぶい

や　うらん（私は昨晩のことは覚えて

いない）。ゆびゃー　ゆながいたーひー

　うきゅーたいば　ににゅーや　ひー

どぅー（昨晩は長いこと起きていたの

で居眠りをしていた）。ゆびゃー　あみ

ぬ　っふゅーたい（昨夜は雨が降って

いた）。

ゆびだー [jubidaː] 【名詞】足が深く
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ゆびだー

までめり込む田んぼ。

ゆぶそぅ [jubusu] 【名詞】［C］つむ

じ。 【例】かぬ　やらびんな　ゆぶそ

ぅぬどぅ　みーつまい　ゆーつまい　

ありゅー（あの子にはつむじが三つも

四つもある）。

ゆぶそぅかでぃ [jubusukadi] 【名

詞】つむじ風。 【例】うんどうじょー

んな　ゆぶすかでぃがまぬどぅ　ふき

ゅー（運動場にはつむじ風が吹いてい

る）。ゆぶそぅ　かでぃぬどぅ　ふきゃ

ぎゃりゅー（つむじ風が舞い上がって

いる）。

ゆふない [jufunai] 【動詞】［r/rr 語幹］

（病気などが）良くなる　［成績などが

良くなる場合は、「じゃうふない」を使

う］。【例】かなまいやんな　ゆふなり

ーどぅ（頭痛は良くなっている）。

ゆふなうらす [jufunaurasɨ] 【動詞】

［s/h 語幹］（病気などを）直す、（機械な

どを）修理する。【例】くるまー　ゆふ

　なうらはい　どぅー（車は直った）。

ゆふなし [jufunaɕi] 【動詞】［母音語

幹］（病気などを）直す、（機械などを）

修理する。 ［類］ゆふなす。

ゆふなす [jufunasɨ] 【動詞】［s 語幹］

（病気などを）直す、（機械などを）修理

する。 【例】いしゃー　やんぬ　ゆふ

なす（医者は病気を治す）。くるまう　

ゆふなし（この車を修理しろ）。［類］ゆ

ふなし。

ゆまた [jumata] 【名詞】［B］十字路。

【例】ゆまたうぎゃー　まさぐん　あ

いき（十字路は気を付けて歩け）。［類］

ゆかどぅ。

ゆみ [jumi]【名詞】［A］嫁。 【例】つ

むかぎ　あぱらぎ　ゆみ（きだてが良

くて美人の嫁）。ゆみんかい　いだす

（嫁に出す）。ゆみゅー　っじ（嫁をもら

う）。かーばったが　みどぅんっゔぁう

　ゆみんかい　っじたい（カワバタの

娘を嫁にもらった）。

ゆみ [jumi] 【名詞】［B］夢。 ［変異］

いみ。

ゆみーまーい [jumiːmaːi] 【動詞】

［r/rr 語幹］（噂話を）言いふらす。【例】

かりゃー　ひとぅっじゃぬ　すー　や

いば　いつまい　ひとぅぬ　くとぅー

　ゆみーまーい（彼は噂話の発信源だ

からいつも人のことをいいふらす）。

ゆむじゃ [jumuʑa] 【名詞】［C］年を

取ってできるしみ、老斑。 【例】うい

びとぅ　ないてぃがー　ゆむじゃぬど

ぅ　いでぃーふー（年を取るとしみが

出てくる）。

ゆむぬ [jumunu]【名詞】［C］ネズミ；

無能な人を軽蔑して指す罵声語、やつ。

【例】まゆー　ゆむぬーどぅ　とぅい

（猫は鼠をとる）。くぬ　なうや　ひらい

ん　ゆむぬ（この何もできない奴）。く

ぬ　ほぅりゆむぬ（この馬鹿野郎）。
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ゆむぬ　だすからん

ゆむぬ　だすからん [jumunu
dasɨkaran] 【成句】頼りにならない。

【例】ゆむぬ　だすからん　んまり（頼

りにならないどうしようもないやつ）。

ゆら [jura] 【名詞】［C］〘魚〙小さい魚

の名前。

ゆら [jura] 【名詞】［C］（農作業の）時

期、（台風などの）季節。 【例】んみゆ

ら（熟する時期）。かいゆら（刈り取る

時期）。ぶーずぶいゆら　ってぃーどぅ

ー（サトウキビ収穫の時期がきている）。

かでぃふつゆらん　ないてぃがー　あ

うそぅんぬどぅ　うんそぅく　とぅび

ーふー（台風の季節にあるとトンボが

たくさん飛んでくる）。

ゆら [jura] 【名詞】［C］クラゲ、毒ク

ラゲ。 【例】ながでぃーゆら（毒クラ

ゲ）。

ゆらい [jurai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

放浪する、迷子になる。【例】かりゃー

　やまとぅん　ゆらりー　まーりゅー

たい（彼は内地に放浪していた）。うぬ

　っふぁー　ゆらりどぅ　んまー　と

ぅみかにー　なきーうたい（その子供

は迷子になって、母親が見つけられな

くて泣いていた）。やらびゃー　ゆらり

ー　ほぅりみつっじゃ　ひーうい（子

供は迷子になってパニックになってい

る）。

ゆらう [jurau] 【動詞】［b 語幹］［A］

（名前を）呼ぶ、来いという；（会などに

人を）招待する。 【例】ひとぅぬ　な

ーゆ　ゆらう（人の名前を呼ぶ）。んま

がどぅ　っゔぁう　ゆらびゅー（お母

さんがお前を呼んでいる）。ゆーいんか

い　ひとぅー　ゆらう（お祝いに人を

招く）。

ゆらがす [juraɡasɨ]【動詞】［s/h 語幹］

（風などが木などを）ゆらす。 ［変異］

ゆるがす。

ゆらき [juraki]【動詞】［母音語幹］［C］

譲る。 ［変異］ゆるき。

ゆらぎ [juraɡi]【動詞】［母音語幹］［A］

ゆれる、ゆらぐ。［変異］ゆるぎ。［類］

ゆりず、ゆりぎ、ゆらず。

ゆらす [jurasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［C］

許す。 【例】ぬそぅどぅーぎゃー　ゆ

らはん（泥棒を許さない）。［変異］ゆる

す。［類］ゆるがす。

ゆらす [jurasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［C］

揺らす。 【例】かでぃぬどぅ　きーぬ

　はーゆ　ゆらほぅーたい（風が木の

葉を揺らしていた）。まんじゅーぎー

ゆ　ゆらひー　まんじゅーゆ　うたし

（パパイヤの木を揺らしてパパイヤの実

を落とせ）。［類］ゆい。

ゆらず [jurazɨ] 【動詞】［g 語幹］［A］

ゆれる、ゆらぐ。［変異］ゆるず。［類］

ゆりず、ゆりぎ、ゆらぎ。

ゆらつ [juratsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］

譲る。 ［変異］ゆらふ、ゆるつ、ゆる

ふ。［類］ゆるき。
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ゆらふ

ゆらふ [jurafu] 【動詞】［k 語幹］［A］

譲る。 ［変異］ゆらつ、ゆるつ、ゆる

ふ。［類］ゆるき。

ゆらら [jurara]【名詞】［C］放浪者、流

れ者。 【例】やまとぅゆらら（内地か

らの放浪者）。

ゆららす [jurarasɨ]【動詞】［s/h 語幹］

行方不明にさせる、迷子にさせる。【例】

っふぁー　ゆららひー　むいとぅ　し

ば（子供を迷子にさせてしまってとて

も心配だ）。

ゆらりむぬ [jurarimunu] 【名詞】あ

ちこち落ち着きなく移動する人、流れ

者。 【例】やまとぅゆらりむぬ（内地

からの浮浪者）。

ゆらりんまり [jurarimmari]【名詞】

流れ者。

ゆりぎ [juriɡi]【動詞】［母音語幹］［A］

ゆれる、ゆらぐ。 ［類］ゆりず、ゆら

ず、ゆらぎ、ゆるず。

ゆりぎ [juriɡi]【名詞】［A］流木。【例】

うきぬ　ゆりぎぬ　すたんな　かっち

ゅぬ　うい（沖の流木の下にはカツオ

がいる）。

ゆりず [jurizɨ]【動詞】［g 語幹］［A］ゆ

れる、ゆらぐ。 ［類］ゆりぎ、ゆらず、

ゆらぎ、ゆるず。

ゆる [juru] 【名詞】［C］（農具等の）取

っ手、柄。 【例】っざらぬ　ゆる（鎌

の取っ手）。っふぁつぬ　ゆる（鍬の取

っ手）。

ゆるがす [juruɡasɨ]【動詞】［s/h 語幹］

（風などが木などを）ゆらす。 【例】か

でぃぬどぅ　きーぬ　はーゆ　ゆるが

ほぅーたい（風が木の葉を揺らしてい

た）。まんじゅーぎー　ゆるがひー　ま

んじゅーゆ　うたし（パパイヤの木を

揺らしてパパイヤの実を落とせ）。［変

異］ゆらがす。［類］ゆらす。

ゆるき [juruki]【動詞】［母音語幹］［C］

譲る。 【例】ゆまん　ほぅんぬ　いち

ゅふんかい　ゆるきたい（読まなくな

った本をいとこに譲った）。［変異］ゆ

らき。［類］ゆるつ、ゆらつ。

ゆるぎ [juruɡi]【動詞】［母音語幹］［A］

ゆれる、ゆらぐ。［変異］ゆらぎ。［類］

ゆるず、ゆらず、ゆらぎ、ゆりず。

ゆるす [jurusɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［C］

許す。 【例】うりゅーぎゃー　ゆるす

な（そいつを許すな）。［変異］ゆらす。

ゆるす [jurusɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［C］

ゆれる、ゆらぐ。 ［類］ゆるつ。

ゆるず [juruzɨ] 【動詞】［g 語幹］［A］

ゆれる、ゆらぐ。 【例】かでぃふつん

な　きーぬ　ゆるず（台風には木がゆ

れる）。［変異］ゆりず。［類］ゆるぎ、ゆ

らぎ、ゆりぎ、ゆりず。

ゆるつ [jurutsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］

ゆれる、ゆらぐ。 【例】うらー　ゆる
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ゆるつ

つてぃぬ　くとぅー　にゃーん（それ

が揺れ動くということはない）。［変異］

ゆるふ。

ゆるつ [jurutsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］

（緊張を）ゆるめる。 【例】つむー　ゆ

るつ（心を緩める［リラックスする］）。

［変異］ゆるふ。

ゆるつ [jurutsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］

譲る。［変異］ゆるふ、ゆらふ、ゆらつ。

ゆるふ [jurufu] 【動詞】［k 語幹］［C］

ゆれる、ゆらぐ。 【例】ゆるす［変異］

ゆるつ。

ゆるふ [jurufu] 【動詞】［k 語幹］［C］

（緊張を）ゆるめる。 ［変異］ゆるつ。

ゆるふ [jurufu] 【動詞】［k 語幹］［A］

譲る。［変異］ゆるつ、ゆらふ、ゆらつ。

ゆるみ [jurumi] 1○【動詞】［母音語幹］

［C］（精神や糸などの緊張が）ゆるむ。

［類］ゆるん。 2○【動詞】［母音語幹］［C］

（精神や、帯状のものの緊張を）ゆるめ

る。［類］ゆるん、ゆるます。

ゆるん [jurun] 1○【動詞】［m 語幹］［C］

（精神や糸などの緊張が）ゆるむ。【例】

つむー　ゆるん（心が緩む）。［類］ゆる

み。2○【動詞】［m 語幹］［C］（精神や、帯

状のものの緊張を）ゆるめる。【例】ば

ー　そぅくーゆ　ゆるまでぃ（私は帯

紐をゆるめよう）。さんしんぬ　ちるー

　ひーちゃがま　ゆるみ（三線の弦を

すこし緩めろ）。［類］ゆるみ、ゆるます。

ゆん [jun] 1○【動詞】［m 語幹］［C］（本

や文字を）読む。 【例】ほぅんぬ　ゆ

ん（本を読む）。ばぬんな　うぬ　ずー

や　ゆまいん（私にはその字は読めま

せん）。 2○【動詞】［m 語幹］［C］（いくつ

あるか）数える；（数を）数える。【例】

でぃんぬ　ゆん（お金を数える）。かう

ー　ゆん（線香を数える）。っぞぅー　

いふから　あいがてぃー　ゆみ（魚が

何匹あるか数えろ）。とぅーたーひー　

ゆみ（10 まで数えろ）。 3○【動詞】［m

語幹］［C］（話を）する、（おしゃべり

を）する。【例】むぬー　ゆん（おしゃ

べりする）。むぬいゆ　ゆん（おしゃべ

りをする）。ひとぅから　つきゃー　は

なっそぅぎゃー　ゆんな（人から聞い

た話をするな）。くぬいや　んきゃーん

ばなっそぅ　ゆん　ひとぅー　みーん

（近頃は昔話をする人がいない）。 4○【動

詞】［m 語幹］［C］駄々をこねる　［「む

ぬー　ゆん」の形で現れるのが普通］。

【例】まーぬ　むぬーぎゃー　ゆまだう

り（あまりだだをこねるな）。んまが　

はいんかいてぃ　あすきゃー　やらび

ゃー　むぬー　ゆみんきゅー（お母さ

んが畑に行こうとすると子供は（行く

なと）駄々をこねている）。なかさん

　うとぅがま　ゆまさん　うとぅがま

（弟よ、泣かさないよ、駄々をこねさせ

ないよ［「ちゃんとお守りをするので泣

いちゃだめ、駄々こねちゃダメ」とい

う意味の子守歌［古謡「東里真中（あが

いじゃとぅんなか）」から］）。 5○【動詞】

［m 語幹］［C］（願いを）唱える、祈願す
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ゆん

る。【例】ふつゆん（口で唱えながら祈

願する）。かんかいぬ　にがいゆ　ゆん

（神への祈願を唱える）。

ゆん [jun] 【名詞】［B］弓。 【例】ゆ

んぬ　ひつ（弓を引く）。

ゆんぶに [jumbuni]【名詞】あばら骨

（弓の様になっている骨）。 ［類］あば

らぶに。
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ゆんぶに
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よ

よーんてぃる [joːntiru]【成句】〘祭

礼〙「裕福を満たせ」という意味の祈願

の言葉。 ［変異］ゆーんてぃる。

よーんなー [joːnnaː] 【副詞】ゆっく

りと、音を立てずしずかに。 【例】む

ぬーぎゃー　よーんなー　ふぁい（食

事はゆっくりと食べなさい）。やらびゃ

ー　にっゔゅーば　よーんなー　あい

き（子供が寝ているからしずかに歩け）。

［類］よーんなーなー。

よーんなーなー [joːnnaːnaː] 【副

詞】ゆっくりと、音を立てずしずかに。

［類］よーんなー。

よちり [jotɕiri] 【名詞】［C］役にたつ

こと、使い道。 ［変異］ゆちり。
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よちり
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ら

らく [raku] 【名詞】［B］楽。 【例】ら く　ほぅでぃ（楽をしよう）。
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らく
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り

りす [risɨ]【名詞】［B］金利。【例】で ぃんぬ　りっさ　たかかいば　ならん

（金利が高すぎる）。
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りす
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ろ

ろくまく [rokumaku]【名詞】肋膜炎。 【例】ろくまくーひー　すんたい（肋

膜炎で亡くなった）。
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ろくまく
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わ

わー [waː] 【名詞】［C］豚。 【例】ば

んてぃが　やーんな　わーゆ　つかな

い　うたい（我が家では豚を飼ってい

た）。

わーかう [waːkau] 【形容詞】不気味

で怖い；危険だ。 【例】かまー　わー

かう　どぅくま（向こうは怖いところ

だ）。うまー　わーかうかいば　うまん

かい　いかだうり（そこは危ないから

そこにはいくな）。

わーくらしゃ [waːkuraɕa] 【名詞】

豚の屠殺人。 ［類］わーしゃー。

わ ー く ら す か ん に が い
[waːkurasɨkanniɡai] 【名詞】〘祭礼〙人

の身代わりに豚の命を神に捧げる祈願。

【例】いーがまん　わーくらす　かん

にがい　あすたい（イーガマで豚を命

の身代わりとする祈願をした［イーガ

マはヒダガーの西側］）。［変異］わーく

らすがんにがい。

わ ー く ら す が ん に が い
[waːkurasɨɡanniɡai] 【名詞】〘祭礼〙人

の身代わりに豚の命を神に捧げる祈願。

［変異］わーくらすかんにがい。

わーしゃー [waːɕaː] 【名詞】豚の屠

殺人。 ［類］わーくらしゃ。

わーじゃう [waːʑau] 【名詞】豚肉の

好きな人。

わーつつ [waːtsɨtsɨ] 【名詞】天気。

【例】きゅーや　じゃう　わーつつ（今

日は良い天気だ）。んﾟぬー　やな　わ

ーつつどぅ　あたい（きのうは悪い天

気だった［天気が悪かった］）。きゅーや

　ひとぅむてぃから　あみふー　わー

つつ（今日は朝から雨降り天気だ）。

わーつな [waːtsɨna]【形容詞】無礼な、

傲慢な。 【例】からー　むいとぅぬ　

わーつなんまり（あいつはとても無礼

な奴だ）。

わーない [waːnai] 【名詞】くちげん

か。 【例】うぬきゃが　とぅずぶとぅ

ー　いつまい　わーない　あっさ　す

かま（その夫婦はいつもけんかをする

ことは日常茶飯事だ）。［類］やどぅゆ

ん、わーないやどぅゆん。

わーないやどぅゆん [waːnai-
jadujun]【名詞】くちげんか。［類］わ

ーない。
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わーにむん

わーにむん [waːnimun]【名詞】豚の

煮物。 【例】さうがつんな　わーにむ

んぬ　ふぁう（正月には豚の煮物を食

べる）。

わーぬたうに [waːnutauni] 【名詞】

豚のエサ入れ。

わーぬっし [waːnuɕɕi] 【名詞】豚小

屋。 ［類］わーぬやー。

わーぬやー [waːnujaː] 【名詞】豚小

屋。 ［類］わーぬっし。

わーばん [waːban]【名詞】「名詞＋｛～

ぬ・が｝」や「節＋ぬ」の後ろについて

「～だけでなくその他に、～の上に」を表

す。 ［変異］あーばん。

わーび [waːbi] 【名詞】［A］上、高い

方；上座；上級。 ［変異］あーび。

わーぶり [waːburi]【形容詞】馬鹿だ、

馬鹿な。 【例】あいぬ　わーぶり　む

ぬいゆぎゃー　あいな（そんな馬鹿な

話はするな）。わーぶりんまりゃー　た

きゃー　ひらいん（バカな性分の奴は

相手にできない）。

わーら [waːra] 【名詞】［A］上の方；

上座。 【例】やーぬ　わーらんどぅ　

たかぬ　とぅびゅー（家の上の方にサ

シバが飛んでいる）。やまぬ　わーらな

ぎゅー　みーる（山の上のほうを見ろ）。

そぅじゃたー　わーらんかい　いかま

てぃ（先輩方は上座の方にいらしてく

ださい）。［類］あーぎ。

わいてぃー [waitiː] 【副詞】しっか

りと、一生懸命に。 【例】うなが　は

だんな　わいてぃー　かないー　とぅ

ず　っふぁうぎゃー　つかなーだかー

ならん（自分が生きている間にはしっ

かりと働いて妻子を養わないとならな

い）。うたきぬ　うだいゆぎゃー　わい

てぃー　かなーでぃ（御嶽の役割はし

っかり果たそう）。わいてぃー　んびゃ

う（一生懸命に我慢する）。じょー　や

びとぅーんーな　わいてぃー　そぅる

きーみーでぃ（さあ、みんな元気よく

頑張ろう［＜頑張ってみよう］）。

わいる [wairu]【名詞】［C］賄賂。【例】

わいるーひや　ならん（賄賂をしては

駄目だ）。［類］かまい。

わざしゃー [wazaɕaː] 【名詞】技巧

派。 【例】かぬ　すまとぅらー　やぐ

み　わざしゃー（あの相撲取りは凄い

技巧派だ）。

わだち [wadatɕi] 【名詞】［C］轍（わ

だち）。

わちゃく [watɕaku]【名詞】［C］いた

ずら、悪さ、意地悪、邪魔。【例】ひとぅ

んかいや　がいっじゅまい　わちゃく

ーまい　ほぅん（他人には害もするな、

悪さもするな）。あいや　ひとぅーぎゃ

ー　わちゃくーぎゃー　ほぅん（そん

なには人に意地悪しない［＜人を］）。ま

ーぬ　ばぬんかい　わちゃく　あすな

（あまり私に悪さをするな）。まーぬ　ば
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わちゃくんまり

ぬー　わちゃく　あすな（あんまり私

を邪魔するな）。

わちゃくんまり [watɕakummari]
【名詞】いたずらもの。

567



わちゃくんまり
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ん

ん [n] 【助詞】〘格助詞〙（場所を表す名

詞について）位置、目標を表す、「に」；

（場所を表す名詞について）動作が行わ

れる場所、イベントがある場所を表す、

「で」；（時間を表す名詞について）時点

を表す、「に」；（人を表す名詞について）

与格を表す、「に」；（人を表す名詞に

ついて）受け身、使役の動作主を表す、

「に」。 【例】くるーぎゃー　んじゃん

　うっつばどぅ　じゃうかい（これは

どこに置けばいいの）。うまん　まちゅ

ーき（ここで待っていてくれ）。しがつ

ん　みゃーくずまん　とらいあすろん

ぬ　あい（４月に宮古島でトライアス

ロン大会がある）。さんじん　さーりが

　くーでぃ（３時に迎えに来るよ）。か

いんな　ゆーてぃないん　いじゃいた

い　くとぅぬ　あい（あの人には３年

前にあったことがある［数えで数える

ので「ゆーてぃない（４年前）」は共通

語では３年前、「ん」はなくてもよい］）。

かにゃー　ばいさー　ひー　んまん　

んみかいたい（カニは悪いことをして

お母さんに叱られた）。うるーぎゃー　

たるがなーん　あすみる（それは誰か

他の人にやらせろ）。

ん [n] 【接尾辞】否定形をつくる。母音

で終わる動詞の語幹について単純否定

を表す［「みー（見る）＋ん＝みーん」、

「いび（植える）＋ん＝いびん」］。語幹

が子音で終わる動詞は、未然形に「ん」

を加える。意志否定は「ん」のかわりに

「じゃーん」を付ける：例「みーじゃー

ん」「いびじゃーん」、「かかじゃーん」。

んー [nː]【副詞】沢山。【例】みーつぬ

　んﾟなう　ゆいー　がばー　んﾟなう

　なう（３本の縄を編んで太い縄をな

った）。うぬ　くばずーぬ　んﾟなー　

まるかいば　みっじゃ　んﾟまいん（こ

の釣瓶の縄は短いので水は汲めない）。

ぶーずたうすぬ　んﾟなう　なう（サト

ウキビ収穫用の縄をなう）。ぶーずたう

すたーひんな　んﾟなー　ないうとぅい

　つかーだかーならん（サトウキビの

収穫までには綱をなっておいて使わな

いといけない）。

んー [nː]【動詞】［mm 語幹］［C］（果物

などが）熟する。 【例】ぬーまう　ひ

んがんやうんてぃー　んﾟなず（馬を逃

げないように繋ぐ）。くまぬ　ぎすつん

　ぬーまぬ　んﾟなう　んﾟなぎゅーき
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んー

（ここのススキに馬の綱を繋いでおけ）。

んー [nː]【動詞】［mm 語幹］［A］紡ぐ。

んー [nː] 【動詞】［mm 語幹］［C］おで

きが中の膿が出せる程に化膿している、

膿む。【例】んﾟぬ　みゃーくん　つふ

たい（昨日宮古に着いた）。っう゛ぁー

　んﾟぬ　なうゆどぅ　ほぅーたー（昨

日は何をしていたの）。

んー [nː] 【動詞】［mm 語幹］［A］（雨

などに）濡れる。 【例】つーび　んﾟぬ

がんぬ　とぅい（交尾しているガザミ

をとる）。いんぬ　あいきゅーきゃー　

んﾟぬがんぬ　んﾟん（海（の浅瀬を）を

歩いていた時にノコギリガサミを踏ん

だ）。

んー [nː] 【名詞】［B］芋。 【例】んﾟ

むぬ　いでぃっちゅー（雲がでてきた

［＜出てきている］）。

んーぎー [nːɡiː]【名詞】芋づる。【例】

てぃんぬ　んﾟむまい　きーぬ　んﾟむ

まい　ゆぬ　んﾟむ（天の雲も木の蜘蛛

も同じ「くも」だ）。［類］くーむや。

んーぎーなます [nːɡiːnamasɨ] 【名

詞】〘祭礼〙祭礼の時大型ブダイの代わ

り使う芋の葉の和え物。 【例】っし　

んﾟん（潮干狩り［＜リーフを踏む］）。

んﾟんはっじゃき（踏み外す）。びゅー

いびとぅぬ　まーっさ　んﾟまだ　あい

きゅー（酔っ払いがふらついて歩いて

いる）。んたう　んﾟん（土をこねる）。

んーく [nːku] 【名詞】［B］濃。 【例】

くっちゅ　んﾟん（靴を履く）。あっちゃ

う　んﾟん（下駄を履く）。なうや　んﾟ

まん　っさぱずひー　やまんかい　は

いりー　いつたい（何も履かない裸足

で山に入っていった）。うぬ　やらびぬ

　くつぬ　んﾟんかたー　ぐーはん（そ

の子の靴の履き方は左右反対だ）。

んーくず [nːkuzɨ] 【名詞】芋の澱粉

［夏場の芋の沢山取れる時期に、芋を擦

った物を布袋に入れて汁を絞り、沈殿

させた物、夏にぜんざいを作る材料。

【例】ふにぬ　あかまう　んﾟみ（船底に

溜まった水を汲め）。くばずーひー　み

っじゅ　んﾟん（釣瓶で水を汲む）。み

っじゅ　んﾟみー　くー（水を汲んで来

い）。

んーさ [nːsa] 【形容詞】［C］似たよう

な、同じような。［類］んﾟんたーぐー、

んﾟんたーぐーたー。

んーしぬ [nːɕinu]【連体詞】よく似た

（もの、人）；似た者（夫婦）。 【例】う

りゅーぎゃー　んﾟんたー　ぐーたー　

あっそぅ（それを踏みつぶせ）。いっち

ゃー　っさん　むぬいゆ　あい　ひと

ぅぎゃー　んﾟんたーぐーたーや　ひー

　いちゃまし（筋の通らないことを言

う人を責めてやっつけろ）。［類］んﾟん

たー、んﾟんたーぐーたー。

んーじゃに [nːʑani] 【名詞】乾燥イ

モ、冬の食用に芋をを 3 ミリ位の厚さ
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んーじゃに

に切って干したもの。 ［類］んﾟんた

ー、んﾟんたーぐー。

んーす [nːsɨ] 【動詞】［s 語幹］［A］似

ている。 ［類］んﾟんびつ、んﾟんびふ。

んーす [nːsɨ]【動詞】［s/h 語幹］［A］似

ている。 【例】いんぬ　っそぅー　ん

ﾟんびきーにゃーん（犬の糞を踏んづけ

てしまった）。くるまん　んﾟんびかい

にゃーん（車にひかれた）。［変異］んﾟ

んびふ。［類］んﾟんびき。

んーす [nːsɨ]【動詞】［s/h 語幹］［A］の

せる。 ［変異］んﾟんびつ。［類］んﾟん

びき。

んーずん [nːzɨn]【動詞】［m 語幹］山

積みする。 【例】ばぬんたーな　まー

ぬ　んー　むちゃすな（私にだけ余り

沢山持たすな）。

んーずん [nːzɨn]【動詞】［m 語幹］山

積みする。 ［類］んみ。

んーた [nːta] 【名詞】［C］木の実。

【例】ぶーゆ　んー（苧麻を紡ぐ）。［類］

んみ。

んーだみにがい [nːdaminiɡai]【名

詞】〘祭礼〙イモがたくさんできるよう

に行う祈願、五穀豊穣のねがい。 【例】

ふがさぬ　んー（おできが膿む）。［類］

んみ。

んーだり [nːdari]【名詞】芋のお粥。

［類］んみ。

んーつ [nːtsɨ]【名詞】［A］〘数詞〙六つ。

【例】んーぬ　ふぁう（芋を食べる）。

みゃーんー（ほくほくした芋）。んーな

　ふたうず　あり（芋は 2 個ある）。

んーでぃ [nːdi] 【感動詞】〘応答詞〙

（同年齢または年下に対する返事）うん、

そうだ。 【例】んーぎーや　あうたん

なりー　ういー　はやいー　どぅーい

（芋のつるは青々と生えて蔓は伸び繁っ

ている）。んーぎーぬ　はー（芋づるの

葉っぱ）。んーぎーゆ　いび（芋づるを

植える）。

んーてぃーまい　すんてぃ
ーまい [nːtiːmai sɨntiːmai]【成句】う

んともすんとも、音沙汰がない。 ［類］

ぶーたなます。

んーでぃだーら [nːdidaːra]【名詞】

なんでも言うことを聞く人、イエスマ

ン。 【例】ほぅがさー　んみーどぅー

ば　んーくー　あーし（おできは赤く

化膿しているので濃を出せ）。

んーでぃだーり [nːdidaːri] 【名詞】

なんでも言うことを聞く人、イエスマ

ン。 【例】んーくずひー　ぜんざいゆ

　ちゅっふ（芋くずでぜんざいをつく

る）。んーな　かなひー　ひぎー　んー

くっじゅ　とぅい（芋を下ろし金で薄

く削って芋の澱粉を取る）。

んーでぃだーりゃ [nːdidaːrja]【名

詞】なんでも言うことを聞く人、イエス

マン。 【例】うぬ　ふたーっちゃ　ん
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んーとぅ

ーさむぬ（この二つは似たようなもの

だ）。うぬきゃが　とぅずぶとぅー　ん

ーさむぬ（その夫婦は似た者同士だ）。

んーとぅ [nːtu]【オノマトペ】苦しく

て唸るときの声、うんうん、うーん、う

ー。 【例】んーしぬ　やーぬどぅ　な

らびゅー（似たような家が並んでいる）。

んーしぬ　っざっふぁ（よく似た父子）。

んーしぬ　とぅずぶとぅ（お似合いの

夫婦）。

んーな [nːna] 【名詞】［C］みんな、全

員、全部。 【例】ふゆんな　なつん　

ちゅっふゃー　んーじゃにゅー　ふぁ

う（冬には夏に作っておいた乾燥芋を

食べる）。

んーなか [nːnaka]【名詞】芋畑。【例】

ういとぅ　くいとぅや　むいてぅ　ん

ーしーどぅー（それとこれとはよく似

ている）。うぬきゃが　っざっふぁー　

ゆーどぅ　んーしーゆー（その父子は

よく似ている）。［類］んーす（s/h 語幹）。

んーにーなび [nːniːnabi]【名詞】芋

を炊く鍋。 ［類］んーす（s 語幹）。

んーぬ　かー [nːnu kaː] 【名詞】芋

の皮。 ［類］ぬーす（s 語幹）。

んーぬい [nːnui] 【名詞】芋のおにぎ

り。 【例】ばしゃんかい　ぶーっじゅ

　んーずん　あっそぅ（荷馬車にサト

ウキビを山積みする）。

んーぱ [nːpa]【感動詞】〘応答詞〙いや

だ。 【例】ばしゃんかい　ぶーっじゅ

　んーずん　あっそぅ（荷馬車にサト

ウキビを山積みする）。

んーばとぅ [nːbatu]【名詞】〘昆〙コ

ガネムシの幼虫。【例】ばんつぎーぬ　

んーた（桑の実）。むきゃうんーた（グ

ミの実）。かにゅーんーた（山ブドウの

実）。

んーぶ [nːbu] 【名詞】［C］へそ。

んーぷら [nːpura] 【名詞】〘道具〙芋

掘り用の棒、潮干狩りにも使う。 【例】

くぬ　んーだりゃー　やぐみ　かただ

り（この芋のお粥はこってりしている）。

んーな　むみー　んーだりゅー　ちゅ

っふぁでぃ（芋を手で練って芋粥をつ

くろう）。

んーむつ [nːmutsɨ] 【動詞】［c/t 語幹］

背負い込む。

んがーい [ŋɡaːi] 【動詞】［母音語幹］

逃れる、まぬがれる。 【例】んーでぃ

だら（そうなんだよ）。んーでぃ　っゔ

ぁが　あいが　にゃーん（うん、おま

えの言う通りだ）。 A: うらー　とぅぬ

か? 　 B: んーでぃ（A: それは卵かい　

B: うん、そう）。 A: っゔぁー　あちゃ

ー　っさらんかい？　 B: んーでぃ（A:

君は、明日平良に行くの　 B：うん）。

んがーい [ŋɡaːi]【動詞】［r/rr 語幹］逃

れる、まぬがれる。 【例】かいからー

　んーてぃーまい　すんてぃーまい　

なうてぃーまい　にゃーん（あいつか

らはうんともすんとも言ってこない）。

572



んがーす

んがーす [ŋɡaːsɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

逃す；ゆるす。 【例】うむくとぅーに

ゃーん　んーでぃだーら（自分の考え

のないイエスマン）。からー　んでぃだ

ーら　やいば　なうてぃー　あっじゃ

ばんまい　んーでぃ、えー、おーてぃ

どぅ　あいだ（あいつはイエスマンだ

から、なんと言っても、はい、えー、そ

うですと言った）。うまぬ　かいしゃぬ

　やくいんな　しゃちょうんかい　ん

ーでぃだーら（ここの会社の役員たち

は社長のイエスマン［＜社長にイエス

マン］）。うりゃー　あいてぃー　あす

てぃがー　あい、かいてぃー　あすて

ぃがー　かいてぃぬ　んーでぃだーら

（あいつは、こうと言ったら、こう、あ

あと言ったら、ああというイエスマン

だ）。［類］んーでぃだーり、んーでぃだ

ーりゃ。

んがーらす [ŋɡaːrasɨ]【動詞】［s/h 語

幹］逃す、ゆるす。 ［類］んーでぃだ

ーら、んーでぃだーりゃ。

んかい [ŋkai] 【動詞】［母音語幹］［A］

迎える、案内する。 ［類］んーでぃだ

ーり、んーでぃだーら。

んかい [ŋkai]【名詞】［A］迎え。【例】

かりゃー　かなまいや　やみどぅ　む

いとぅ　んーとう　んなりゅーたい（彼

は頭がいたくて、ひどく「うんうん」う

なっていた）。

んかい [ŋkai] 【名詞】［A］（人の）向

かい側、（家などの）向かい側。 【例】

やびとぅーんーな　がんじゅーやひー

　うらまいんなー（皆さんお元気でい

らっしゃいますか）。んーなが　なかん

な　んながーんな　ういがどぅ　じゃ

うかい（みんなのなかでこれが一番い

い）。［類］んなない。

んかい [ŋkai] 【助詞】〘格助詞〙（場所

を表す名詞について）位置、目標を表

す、「に」；（人を表す名詞について）与

格をあらわす、「に」。

んがい [ŋɡai]【動詞】［C］抜かれる。

んかいかでぃ [ŋkaikadi]【名詞】向

かい風。

んかう [ŋkau]【動詞】［w 語幹］［A］迎

える。 【例】んーぬいゆ　ふぁう（芋

のおにぎりを食べる）。ん－ぬいゆ　ん

ない（芋のおにぎりを握る）。

んかう [ŋkau] 【動詞】［w 語幹］［A］

（手を）差し出す、向う。 【例】ばー　

んーぱ、うまんかいや　いかじゃーん

（私はいやだ。そこには行かない）。［類］

んば、あかんば、あかふそぅ。

んがす [ŋɡasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［C］

逃す；ゆるす。

んがっらす [ŋɡarrasɨ]【動詞】［s/h 語

幹］（液体を）掻き回す；（まとまりなど

を）掻き乱す。 【例】ながんーぶ（長

いへそ）。

んがます [ŋɡamasɨ]【形容詞】やかま

しい、うるさい。 【例】んーぷらひー
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んがらす

　しなう　とぅい（芋掘り棒でハマグ

リをとる）。

んがらす [ŋɡarasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

（液体を）掻き回す；（まとまりなどを）

掻き乱す。 【例】たうかーひー　んー

むつ（一人で背負い込む）。

んき [ŋki] 【接尾辞】（動詞基本形につ

いて相互動作、複数動作、連続動作を表

す）～お互いに～し合う、みんなで～す

る、（一人が）ずっとする。 【例】くー

　すかまから　んがーい（きつい仕事

から逃れる）。くーさぬ　みゃーくから

ー　すんな　んがーい（苦しい現世か

らは死ぬことが（苦から）逃れること）。

［類］んがーい（r/rr 語幹）。

んぎ [ŋɡi]【動詞】［母音語幹］［C］動詞

の否定連用形「～だ」について、「～な

くなる」を表す。 ［類］んがーい（母

音語幹）。

んぎ [ŋɡi] 【名詞】［B］〘植〙アダンの

木。 ［変異］んがす、んがーらす。

んきー [ŋkiː] 1○【助詞】名詞について、

「目的地に行って（～する）」を表す［「い

きー」を伴うこともある］。 【例】んが

ーらひー　ふぃーさまてぃ（ゆるして

下さい）。ぎんとぅどぅ　っゔぁが　う

るー　ひーやーてぃがー　っゔぁうぎ

ゃー　んがーらはん（もしもあなたが

それをやったとしたらあなたを許さな

い）。［変異］んがす、んがーす。 2○【助

詞】動詞基本形について、その動作の

程度が多いこと、あるいはその結果を

表す、「～して（～する）」、「とても～し

ていて」。【例】どぅっそぅ　んかいが

（友達を迎えに（行く））。しーしーゆ　

かまんかい　んかいる（先生をあちら

に案内して差し上げろ）。［類］んかう。

3○【接尾辞】（動詞基本形について相互

動作、複数動作、連続動作を表す）～お

互いに～し合う、みんなで～する、（一

人が）ずっとする、。【例】うくいとぅ　

んかい（送りと迎え）。

んぎゃ [ŋɡja] 【形容詞】［B］苦い。

【例】ばが　んかいん　びじ（私の向か

いに座れ）。ばが　やーや　くぬ　まっ

ちゃぬ　んかいんどぅ　あい（私の家

はこの店の向かい側にあります）。

んぎゃー [ŋɡjaː] 【オノマトペ】赤ん

坊の泣き声、おぎゃー。【例】あがいん

かい（東に）。うつなーんかい（沖縄に）。

やらびゃー　んまぬ　あらんかい　い

でぃでぃー　あすてぃがー　いつまい

　がんない（子供は母親が外出しよう

としたら、いつも駄々をこねる）。きば

んかいば　うむくとぅ　あらばんまい

　あーぎぬ　がっこーんかいや　いか

はいん（貧乏なので　学力があったと

しても　上の学校には　行かせられな

い）。ばぬんかい　うるー　ふぃーさま

てぃ（私にそれをください）。［類］ん。

んきゃーす [ŋkjaːsɨ] 【動詞】［s/h 語

幹］（人を互いに）向かい合わせる。

［変異］ぬがい。
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んきゃーん

んきゃーん [ŋkjaːn] 【名詞】昔。

んきゃーんあーぐ [ŋkjaːnaːɡu]

【名詞】古謡。 ［類］んかい。

んきゃーんじゅく [ŋkjaːnʑuku]

【名詞】金言、格言、諺。 ［変異］んき

ゃう。

んぎゃい [ŋɡjai] 【名詞】［B］胆嚢。

［変異］んがーす、んがーらす。

んきゃう [ŋkjau]【動詞】［w 語幹］［A］

（手を）差し出す、向う。 ［変異］むぎ

ゃらす。

んきゃぎ [ŋkjaɡi]【動詞】［母音語幹］

［A］召し上がる。 【例】んがますんま

り（うるさい奴）。［変異］んぎゃます。

［類］やがます。

んぎゃっらす [ŋɡjarrasɨ]【動詞】［s/h

語幹］（液体を）掻き回す；（まとまりな

どを）掻き乱す。 ［変異］むぎゃらす。

んきゃでぃ [ŋkjadi] 【名詞】［B］ム

カデ。 ［変異］んきー。

んきゃふ [ŋkjafu]【名詞】［B］〘食〙海

ブドウ。 【例】くぬいや　んめ　みん

まい　つかいだ　んぎーにゃーん（最

近はもう耳も聞こえなくなった）。ばー

　くじゅから　さきゅー　ぬまだ　ん

ぎにゃーん（私は去年から酒を飲まな

くなった）。くぬいや　んめ　おとーり

ゃー　ほぅだ　んぎーなりーにゃーん

（最近はオトーリはやらなくなってしま

った）。［類］んず。

んぎゃます [ŋɡjamasɨ] 【形容詞】や

かましい、うるさい。 【例】んぎやま

ー　まーりどぅ　あだなっそぅ　とぅ

いったい（アダンの木の山を回って気

根を取ってきた）。［類］あだんぎー。

んぎゃらす [ŋɡjarasɨ]【動詞】［s/h 語

幹］（液体を）掻き回す；（まとまりな

どを）掻き乱す。 【例】っゔぁ　どぅ

るびーたかいば　かーんきー　あらい

くー（お前は泥だらけだから井戸で洗

って来い）。ばー　すかまんきー　でぃ

んぬ　ぶいくーでぃ（私は仕事に行っ

て、お金をかせいで来よう）。っさらん

きー　いきー　そぅばう　ふぁーでぃ

（平良に行ってそばを食べよう）。

んくん [ŋkun]【動詞】［m 語幹］［A］力

む。 【例】やらびゃー　むぬーゆみん

きー　ぎっじゃひらいん（子供は駄々

をこねていうことをきかすことができ

ない）。んまんかい　すがりんきー　が

んない（母親に縋り付いて駄々を捏ね

る）。かばんかい　つんぬ　ばいんきー

　いりる（カバンに衣類を詰め込め）。

んげ [ŋɡe]【感動詞】しまった、困った。

【例】まさいとぅ　かにゃー　ったつ

んきーうたい（マサイとカニは殴りあ

っていた）。うぬきゃが　とぅずぶとぅ

ー　かなすんきーうたい（その夫婦は

愛し合っていた）。みーつきんきーうた

い（にらみあっていた、みつめあって

いた）。かりゃー　いつがみまい　なつ

んきーうたい（彼はずっと泣いていた）。
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んげーしまい

んなない　ばらいんきー　うたい（み

んな笑いあっていた）。すまとぅらたー

　ちゃんこなびゅー　ふぁうんきー　

うたい（相撲取りたちはちゃんこなべ

をたらふく食べていた）。［変異］んき。

んげーしまい [ŋɡeːɕimai] 【感動詞】

しまった、困った。 【例】っそぅいや

　んぎゃむぬ（薬は苦い）。がうらー　

んぎゃ（ニガウリは苦い）。

んさ [nsa]【形容詞】［B］良い、構わな

い。 【例】あかっゔぁぬ　んぎゃーて

ぃー　なつ（赤ちゃんがおぎゃーと泣

く）。

んさぐ [nsaɡu]【名詞】［C］〘蔑称〙乞

食、身分の低い人［＜昔の役人の奴隷］。

【例】すまう　とぅい　とぅきゃんな

　ふたーいゆ　まず　んきゃーす（相

撲を取るときには二人を先ずは向い合

せる）。

んし [nɕi] 【名詞】［B］背負い投げ。

【例】んきゃーん　ばなす（昔話）。んき

ゃーんな　きばん　あたいそぅが　ん

なまー　うやき（昔は貧乏だったが今

は金持ちだ）。ばんちゃー　んきゃーん

な　きばんかいば　ならっだん（私た

ちは昔はとても貧乏だった）。

んし [nɕi] 【動詞】［母音語幹］［A］（鍋

などをかまどなどに）かける；炊飯器

のスイッチを入れる。

んじゃ [nʑa] 【名詞】［C］〘蔑称〙下

司、奴隷、昔身分の低かった人、下男、

下人、人を蔑む時に使う言葉の一つ。

【例】んきゃーんじゅくー　やぐみむぬ

（格言は素晴らしい）。「やー　ならいや

　ほぅか　ならい」、くらー　んきゃー

んじゅく（「家庭での躾けは大切［＜家

の教育は外の教育だ］」、これは諺だ）。

んじゃ [nʑa]【名詞】［C］〘疑問詞〙場

所を尋ねる疑問詞、どこ。 【例】んぎ

ゃいや　んぎゃかいば　とぅい　すて

ぃる（胆嚢は苦いので取って捨てなさ

い）。

んじゃうな [nʑauna]【形容詞】残念

な、残念だ；かわいそうな、かわいそう

だ。 【例】くまんかい　てぃーゆ　ん

きゃーし（ここに手を差しだしなさい）。

ふにゃー　うつなーんかいどぅ　んき

ゃいーゆー（船は沖縄に向かっている）。

［変異］んかう。

んじゃどぅーす　かまどぅ
ーす [nʑaduːsɨ kamaduːsɨ] 【成句】あ

ちこち、方々。 【例】なまっそぅ　ん

きゃぎさまてぃ（刺身を召し上がって

下さい）。

んじゃとぅうたき [nʑatuutaki]
【名詞】〘祭礼〙西原集落の北東にある御

嶽。 ［変異］むぎゃらす。

んじゃみ [nʑami] 1○【動詞】［母音語

幹］［A］目が覚める。【例】んきゃでぃ

ん　かまいてぃがー　いちゃむぬ（ム

カデに噛まれたら痛い）。んきゃでぃん

　ささいーにゃーん（ムカデに刺され

た）。 2○【名詞】［B］寝覚め。
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んじゃん

んじゃん [nʑan]【動詞】［m 語幹］［A］

目が覚める。 【例】んぎゃます　やら

びんみ（うるさい子供たち）。［変異］ん

がます。［類］やがます。

んじゅあん [nʑuan] 【名詞】〘道具〙

袋網。 ［変異］むがらす。

んじゅかす [nʑukasɨ] 【動詞】［s/h

語幹］見逃す、許す。 【例】わいてぃ

ー　んくまだかー　っふぁー　なさい

ん（うんと力まないと子供は産めない）。

［類］ゆくん。

んす [nsɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［A］（鍋

などをかまどなどに）かける；炊飯器

のスイッチを入れる。 ［類］んげーし

まい。

んす [nsɨ] 【名詞】［A］北、西原の後方

（北）。 ［類］んげー。

んす [nsɨ]【名詞】［A］右。 【例】うい

がどぅ　んさはず（それが良いはずだ）。

うい　やらばんまい　んさ（それでも

よい［＞構わない］）。たかからば　んさ

てぃぬ　くとぅー　にゃーん（値段が

高いからと言って良いと言うわけでは

ない）。ういどぅ　んさかい（それがい

い）。［類］じゃう。

んす [nsɨ] 【形容詞】［A］肥沃な。

んず [nzɨ] 1○【動詞】［g 語幹］［C］追い

抜く、追い越す。［変異］にし。 2○【動

詞】［g 語幹］［C］先回りする、気持ち

を読む。［類］んす。

んず [nzɨ]【動詞】［g 語幹］［C］動詞の

否定連用形「～だ」について、「～なくな

る」を表す。 【例】やなんじゃ（駄目

なやつ）。くぬんじゃ（このゲス野郎）。

［類］またぎす。

んず [nzɨ]【動詞】［g 語幹］［C］脱ぐ。

【例】んじゃなぎ（どこら辺）。っゔぁー

　んじゃんかいが（お前はどこに（いく

の）か［出会ったときの挨拶］）。うらー

　んじゃんまい　かーいどぅす（それ

はどこでも買えるよ）。んじゃう　とぅ

みばんまい　にゃーっだん（どこを探

してもなかった）。［変異］いじゃ。［類］

いゃ。

んず [nzɨ] 【動詞】［g 語幹］［C］（刺さ

っているものを）抜く；（歯を）抜く。

【例】ばー　くじゅ　ぶとぅー　すな

ひー　んじゃうなかいば　ならっだん

（私は去年夫を亡くして残念でならなか

った）。ういびとぅ　なりー　くすま

い　ぶりー　んじゃうなかいば　なら

ん（年取って腰も曲がって残念でなら

ない）。くぬいぬ　ばかむぬんみゃー

　すまぬ　むぬいゆまい　っさんば　

んじゃうなむぬ（近頃の若者には方言

がわからないから、かわいそうなもの

だ）。

んず [nzɨ]【名詞】［C］刺。 【例】やら

びゅー　んじゃどぅーす　かまどぅ－

す　とぅみー　まーいたい（子供をあ

ちこち探し回った）。［変異］いじゃど

ぅーす　かまどぅーす。
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んずーつん

んずーつん [nzɨːtsɨn] 【動詞】［m 語

幹］沢山積み込む。

んずぎ [nzɨɡi] 【形容詞】［B］見苦し

い、美しくない。

んずぎゃ [nzɨɡja]【名詞】［C］醜い奴、

不美人。

んすでぃー [nsɨdiː] 【名詞】利き手、

右手。 【例】やらびゃー　んなーぎゃ

ー　んじゃまん（子供はまだ寝覚めな

い）。

んすぬかー [nsɨnukaː]【名詞】〘地名〙

ンスヌカー、西原の北西にある大浦湾

に流れ込む湧水のでるところで、以前

は生活のための取水や洗濯などのため

に使われていた。ヒダガーから北に１

００ｍ位離れたところにある。

んすばい [nsɨbai]【名詞】土の肥えた

畑。 【例】ぬそぅどぅぎゃー　んじゅ

かはん（泥棒は見逃さない）。

んすむら [nsɨmura]【名詞】〘地名〙西

原。 【例】んーなびゅー　かまどぅん

かい　んす（いも鍋をかまどにのせる）。

まいや　すいはんきんかい　んしーだ

ー（米を炊飯器にかけた［＞米を入れ

てスイッチを入れた］）。［類］んし。

んそぅ [nsu]【名詞】［B］味噌。【例】

んすぬ　そぅく　ばい（北の低地にあ

る畑）。

んそぅだりかずつ [nsudarikazɨtsɨ]
【名詞】味噌煮込み［味噌を水に溶かし、

芋ずるの葉や刺身などを入れた煮込み

汁。ウニの色に似ているのでこう呼ば

れる］。 【例】んすでぃー（右手）。ん

す　なぎ（右の方面）。

んそぅな [nsuna]【名詞】［B］みそ菜。

【例】んすばい（肥沃な畑）。くぬ　ん

すばいんな　むぬぬどぅ　ゆー　でぃ

きー（この肥沃な畑では作物がよくで

きる）。

んた [nta] 【名詞】［B］土。 【例】か

ぬ　にゅーふたらー　んめ　んがいー

にゃーん（あの足の遅いやつはもう追

い抜かれた）。とぅばひー　まうきゃー

ぬ　ひとぅー　んがし（早く走って前

の人を追い越せ）。［変異］ぬず。

んだい [ndai] 1○【動詞】［r/rr 語幹］［C］

（傷が）化膿する。［変異］ぬず。2○【動

詞】［r/rr 語幹］［C］（本などを）破る、

（機械などを）壊す。【例】ばー　うい

びとぅ　なりどぅ　ひとぅぬ　むぬい

や　つかいだ　んぎゅー（私は年取っ

て人の話が聞こえなくなっている）。ふ

にゃー　みーらいだ　んぎーにゃーん

（船は見えなくなった）。［変異］んぎ。

［類］なりゅー。

んだい [ndai]【名詞】［C］化膿した傷。

【例】っゔぁが　っふすーつんぬ　ん

ぎーみーる（お前の汚いきものをぬぎ

なさい）。

んだいむぬ [ndaimunu] 【名詞】傷

物。 【例】うぬ　かにふっじゅ　んぎ

（この釘を抜け）。はーゆ　んぎ（歯を抜
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んたう

け）。べー　うりゅー　んぎーふぃーる

（おい、それを抜いてくれ）。

んたう [ntau]【動詞】［b 語幹］［C］指

先でもてあそぶ、いじくる；やっつけ

る。【例】んっじゅ　んず（刺を抜く）。

んずぬどぅ　はずんかい　くまりーに

ゃん（刺が足に刺さった）。

んたす [ntasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［C］

満たす。 【例】にーゆ　ばしゃんかい

　んずーつん（荷を馬車に沢山積み込

む）。

んたつ [ntatsɨ] 【動詞】［k 語幹］［A］

背伸びする。 【例】んずぎ　やままゆ

（醜い山猫［不美人の比喩］）。

んたふ [ntafu]【動詞】［k 語幹］［A］背

伸びする。

んち [ntɕi] 【動詞】［母音語幹］［C］沢

山ある、大勢いる。

んち [ntɕi]【動詞】［母音語幹］［C］（容

器が）いっぱいになる；（おなかが）い

っぱいになる；（潮が）満ちる；たくさ

んある；おおぜいいる。 【例】やらび

ゃー　んすぬかーん　うーっふいーに

ゃーん（子供はンスヌカーで溺れた）。

んちゃ [ntɕa]【感動詞】〘応答詞〙そう

だ。 【例】ゆきだき　ばいや　やぐみ

　んすばい（横竹畑はとても土が肥え

ている）。

んちゃがい [ntɕaɡai]【動詞】［r/rr 語

幹］潮が満ちる。

んちゃがい　じゅー [ntɕaɡai
ʑuː] 【名詞】満潮、上げ潮、満ち潮。

【例】なまんそぅ（まだ熟成していない

味噌）。んそぅだり（味噌煮込み）。

んちゃみ [ntɕami]【動詞】［母音語幹］

［A］収める、片づける；捕まえる。

んちゃん [ntɕan]【動詞】［m 語幹］［A］

収める、片づける；捕まえる。【例】ん

そぅなー　やーらむぬ（みそ菜はやわ

らかい）。

んつ [ntsɨ]【動詞】［c/t 語幹］［C］（容器

が）いっぱいになる；（おなかが）いっ

ぱいになる；（潮が）満ちる；たくさん

ある；おおぜいいる。 【例】っふんた

（黒土）。あかんた（赤土）。んたう　む

りゃがりゃし（土を盛り上がらせろ）。

んつ [ntsɨ] 【名詞】［B］神酒（みき）。

【例】ほぅがさー　んだりーにゃーん

（おできは化膿してしまった）。

んつ [ntsɨ]【名詞】［C］道。【例】ほぅ

んぬ　んだい（本を破る）。くるまー　

んだりー　どぅー（（その）車は壊れて

いる）。つんな　んだりーにゃーん（着

物は破れてしまった）。

んつき [ntsɨki]【名詞】［B］軒。 【例】

うぬ　ひでぃーや　っざらひー　ひー

きー　んだいん　なりーにゃーんむぬ

（このケロイド状の傷跡は鎌で切って化

膿してできたものだ）。［類］ほぅがさ。

んつき [ntsɨki]【名詞】［B］（家の）軒。
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んつきゃー

んつきゃー [ntsɨkjaː]【助詞】（「名詞、

動詞基本形、動詞基本形＋（そぅ）」に

ついて）比較を表す、～より～の方が。

【例】ふーずきばらんぬ　んたう（ほお

ずきをいじくる）。やらびんな　おもち

ゃう　んたばし（子供にはおもちゃを

いじらせろ）。まさいや　かにん　んた

ばい　にゃーん（マサイはカニにやっ

つけられた）。

んつだてぃ [ntsɨdati]【成句】道に沿

って。 【例】みずがみんかい　みっじ

ゅ　んたし（水瓶に水を満たせ）。

んっつー [nttsɨː] 【名詞】味噌汁、お

つゆ。 【例】かまう　んたきーみーる

（向うを背伸びして見なさい）。［変異］

んたふ。

んっつーきな [nttsɨːkina]【名詞】お

つゆ用しゃもじ。 ［変異］んたつ。

んつっさ [ntsɨssa]【名詞】道草。【例】

ばー　でぃんな　んち（私はお金は沢

山ある）。ひとぅぬどぅ　んちゅー（人

が大勢いる）。なうまい　かまぬ　やー

んな　んちゅー（何でも向こうの家に

は沢山ある［＞向こうの家にはなんで

もたくさんある］）。［変異］んてぃ。

んつなか [ntsɨnaka] 【名詞】道半ば、

（道の）途中；（仕事などが）完成してい

ないこと。 ［変異］んてぃ、んつ。

んつふさ [ntsɨfusa] 【名詞】道草。

【例】んちゃ　んちゃ　あいどぅ　あた

い（そうだ、そうだ、そうだった）。

んつみ [ntsɨmi]【動詞】［母音語幹］［A］

（人を逃げないように）押さえる；押し

て出す。

んつやっゔゃしゃ [ntsɨjavvjaɕa]

【名詞】ブルドーザー［＜んつ（道）＋

やっゔぁしゃ（壊すもの）］。 【例】ん

ちゃがいじゅーぬ　そぅーや　ひゃー

むぬ（満ち潮の潮の流れは早い）。

んつん [ntsɨn] 【動詞】［m 語幹］［A］

（人を逃げないように）押さえる；押し

て出す。 【例】まかいゆぎゃー　んち

ゃみる（お椀は片付けなさい）。うぬ　

ぬそぅどぅー　んちゃみる（その泥棒

を捕まえろ）。［類］んちゃん。

んつん [ntsɨn] 【名詞】［B］ニキビ。

［類］んちゃみ。

んてぃ [nti] 【動詞】［母音語幹］［C］

（容器が）いっぱいになる；（おなかが）

いっぱいになる；（潮が）満ちる；たく

さんある；おおぜいいる。 【例】ばた

ー　んてぃーどぅー（腹いっぱいにな

っている）。んなまー　そぅーんつ（今

は満潮だ）。んなーぎゃー　そぅーや　

んたん（まだ潮は満ちていない）。［類］

んち、んてぃ。

んでぃ [ndi]【名詞】［A］〘疑問詞〙ど

れ、どっち［人でも物でも可］。 【例】

んつがまー　ばきーどぅー（お神酒が

発酵している）。ほぅっびゅーいんな　

んっちゅ　なかまうたきん　ぬん（ホ

ゥッビューイでは、お神酒を仲間御嶽

580



んどぅら

で飲む［ホゥッビューイは豊作祈願の

祭礼の一つ］）。

んどぅら [ndura]【名詞】［C］一番大

切なところ、中心部。 【例】んつばた

（道端）。やまんつ（山道）。いすぐーん

つ（石ころだらけの道）。どぅる　んつ

（泥道）。んつなか（途中）。んっちゅ　

ばっしーにゃーん（道を忘れた）。くぬ

　んっちゃ　あたりゅーんむな（この

道はあってるか）。

んﾟな [n̥na]【名詞】［B］綱、縄。【例】

やーぬ　んつき（家の軒）。んつきぬ　

すたぬ　まんちゅーぎーゆぎゃー　っ

ちゅひー　すてぃる（軒下のパパイヤ

の木を取ってしまえ）。

んな [nna]【名詞】［B］サザエなどの巻

貝の総称。 【例】やーぬ　んつきんな

　まんじゅーゆぎゃー　いびん（家の

軒下にはパパイヤの木は植えない）。

んな [nna] 【名詞】［B］何もないこと。

【例】っぞぅんつきゃー　わーぬどぅ

　たかだいかい（魚より豚肉の方が値

段が高い）。なうんつきゃーまい　かい

がどぅ　じゃうかい（何よりもあれが

良い）。にんぎんな　っじんつきゃー　

ふぃーばどぅ　ほぅからすかい（人間

は貰うよりも与える方が嬉しい［「っじ

そぅんつきゃー」でもよい］）。かんがい

んつきゃー　ひとぅんかい　つふばど

ぅ　はーかい（考えるより人に聞いた

ほうがはやい）。みーんつきゃー　あす

ばどぅ　むずかすかい（みるよりやる

ほうがむずかしい）。

んなーき [nnaːki]【名詞】半分。【例】

んつだてぃ　あいき（道に沿って歩け）。

んなーぎゃー [nnaːɡjaː] 【副詞】動

詞の否定形が後続して、まだ（～ない）。

【例】んなんっつー（具の何も入ってい

ない味噌汁）。んっつー　ちゅっふ（味

噌汁を作る）。

んない [nnai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

〘古語〙ある地点から離れて別の地点に

移動する、（あっちに）寄る、（あっち

に）行く；（自分の家に）帰る［命令形

を使うのが普通］。

んない [nnai] 【動詞】［母音語幹］［C］

〘古語〙ある地点から離れて別の地点に

移動する、（あっちに）寄る、（あっち

に）行く；（自分の家に）帰る［命令形

を使うのが普通］。【例】がっこーから

ー　んつっさうぎゃー　ほぅだ　やー

んかいや　まうとぅん　くー（学校か

らは道草しないで家には真っ直ぐ帰り

なさい）。っゔぁー　んじゃんどぅ　ん

つふさー　ふぁいうた（お前はどこで

道草食っていた）。［変異］んつふさ。

んない [nnai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

（おにぎりを）握る。 【例】かりゃー　

っさらんかい　はりーにゃーんそぅが

　んなーぎゃー　んつなかはず（彼は

平良に行ったがまだ途中のはずだ）。ひ

ゃーくー　んつなか（百歳は（まだ人生
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んない

の）途中だ）。すかまー　んなーぎゃー

　んつなかがま（仕事はまだ途中だ）。

んない [nnai] 【動詞】［r/rr 語幹］［C］

うなる。 ［変異］んつっさ。

んなう [nnau]【動詞】［w 語幹］［C］合

う、比較できる。 【例】ひんじゃう　

んつみる（ヤギを押さえつけろ）。［類］

んつん。

んなか [nnaka] 【名詞】［B］真ん中。

【例】くるまぬどぅ　んつやゔゃしゃん

かい　うちゃーりーにゃーん（車がブ

ルトーザーにぶつかった）。

んながーんな [nnaɡaːnna] 【副詞】

一番。 【例】うぬ　ぎずぎゃうな　や

らびゅー　ひんぎや　はらんやうんて

ぃー　んつみゅーき（この腕白小僧を

逃げないようにおさえておけ）。んつん

　つきる（押さえつけろ）。んつんぬ　

んつみー　いだし（にきびを押してだ

せ）。［類］んつみ。

んなかばら [nnakabara] 【名詞】家

の中心の柱（くじゃしつ（居間）となか

ゆか（ダイニング）の間にある柱）、大

黒柱；家の主人。 【例】んつんぬ　ん

つみー　あーし（ニキビを押さえて潰

せ）。

んなぐ [nnaɡu]【名詞】［B］砂。【例】

まかいん　んてぃきゃたーひー　みっ

じゅ　いりる（お椀に一杯になるまで

水を入れろ）。そぅーや　んてぃーどぅ

（潮は満ちている）。そぅーや　んなーぎ

ゃー　んてぃん（潮はまだ満ちていな

い）。ばたー　んてぃー　どぅー（お腹

はいっぱいだ）。でぃんな　んてぃーど

ぅーだら（金はたくさんある）。［変異］

んち。［類］んつ。

んなくず [nnakuzɨ]【名詞】〘地名〙昔

の西原の呼び名、西原の昔の集落。【例】

ばが　たまー　んでぃ（私の分け前は

どれだ）。［変異］いでぃ。

んなす [nnasɨ] 1○【動詞】［C］（ものを）

別の場所に移動させる、どける。 【例】

はいぬ　んどぅら（畑で作物がよくで

きるところ）。わーぬ　んどぅら（豚肉

で一番おいしいところ）。 2○【補助動

詞】（動詞連用形に付いて、移動させて

取り除くことを表す）～てしまう。【例】

かりゃー　いすびとぅ　やいば　っし

んﾟんかい　いつてぃがー　たくから　

にぐーから　んなから　なうゆまい　

はーさ　とぅいどぅす（彼は幸運な人

だから潮干狩りに行くとタコからシャ

コガイからサザエから何でも沢山とれ

る）。っし　んﾟんなひー　んな　とぅ

いが（潮干狩りしてサザエ取りに）。っ

しんﾟんきー　んなう　とぅい（潮干狩

りに行ってサザエをとる）。

んﾟなず [n̥nazɨ] 【動詞】［g 語幹］繋

ぐ。【例】んなんっつー（具の何も入っ

ていないみそ汁）。んなんっつーんな　

んなぬどぅ　はいりゅー（具の入って

いない味噌汁にはサザエが入っている

［＜なにもない味噌汁にはなにもないも
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んなずつ

のが入っている。［「んな（サザエ）」と

「んな（何もないこと）」をかけた］ジョ

ーク）。

んなずつ [nnazɨtsɨ]【名詞】杵（きね）。

【例】うりゅーぎゃー　ほぅいかいば　

んなーきん　ばきる（それは大きいの

で半分に分けろ）。ういが　んなーき　

っゔぃー　ふぃーる（それの半分売っ

てくれ）。はいぬ　んなーきゃー　っゔ

ぁが　たま（畑の半分（の土地は）あな

たの取り分だ）。ばぬんな　ういが　ん

なーき　ばきー　ふぃーさまてぃ（私

にはそれの半分分けて下さい）。ばが　

たまー　っゔぁが　むぬぬ　んなーき

が　ほぅい（私の分はあなたのものの

半分だ）。

んなとぅ [nnatu] 1○【名詞】［A］干瀬

と島との間の内海。 【例】んなーぎゃ

ー　ふぁーん（まだ食べていない［＜食

べない］）。からー　んなーぎゃー　くー

ん（彼はまだ来ていない［＜来ない］）。

［類］んなまぎゃー。 2○【名詞】［A］港。

【例】うまん　うらだ　かまんかい　ん

なり（ここにいないで向こうに行け）。

やーんかい　んなり（家に帰れ）。

んなない [nnanai] 【名詞】全て、全

部、全員、皆。 ［類］ゆっづ、んない

（r/rr 語幹）。

んなぱぎ [nnapaɡi]【名詞】全くない

こと。 【例】んーぬいゆ　んなり（芋

のお握りを握れ）。ゆなぎーぬ　はーひ

ー　まいぬいゆ　んない（ゆうなの木

の葉でおにぎりを握る）。

んなま [nnama] 【名詞】［C］今。

んなまがしゅく [nnamaɡaɕuku]

【名詞】今のところ、今ごろ。 【例】か

いが　むぬいとぅ　あすくとぅー　ん

なーん（彼の言うことと　やることは

　合わない）。

んなまがそぅく [nnamaɡasuku]

【名詞】今のところ、今ごろ。 【例】ん

なかぬひー（ミャークズツの中日）。あ

がいじゃとぅ　んなか（東里真中［歌

の題］）。

んなまがた [nnamaɡata] 【名詞】今

しがた。 【例】んながーんな　まうき

ゃー（一番前）。んながーんな　てぃび

（一番後ろ）。んながーんな　でぃきぶつ

（一番良く勉強ができる人）。

んなまぎゃー [nnamaɡjaː] 【副詞】

まだ。 【例】んなかばらう　たてぃー

（大黒柱をたてる）。やーぬ　んなかばら

ん　いすがまう　うっつ（落とした魂

をもどすために家の大黒柱に小石を置

く）。っざー　やーぬ　んなかばら（お

父さんは大黒柱だ）。［類］やーぬんな

かばら。

んなまどぅーら [nnamaduːra]【名

詞】今ごろ。【例】んなぐばま（砂浜）。

んなぐとぅ　せめんとぅじゃりゃー　

まっでぃー　こんくりゅー　ちゅっふ
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んなまぬちゃん

（砂とセメントと砂利を混ぜてコンクリ

ートを作る）。

んなまぬちゃん [nnamanutɕan]

【副詞】今のうちに。 【例】あかうぎー

　うたきゃー　んきゃーんぬ　んなく

ず　うたきちゃ（アカウギー御嶽は昔

のンナクズ御嶽だってさ）。

んならす [nnarasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］

移動させる。 【例】うりゅーぎゃー　

かまんかい　んなし（これは向こうに

移動してしまえ）。うらー　んぶかいば

　ばぬんな　たうかーひや　んなはい

ん（それは重いので一人では移動でき

ない）。

んぬ [nnu] 【名詞】［B］蓑（みの）。

【例】んなとぅんどぅ　っぞぅまい　た

くまい　なうまい　うい（内海に魚も

タコも何でもいる）。

んﾟぬ [n̥nu] 【名詞】［B］角（つの）。

【例】うりゅーぎゃーかまんかいむゆか

ひーんなし（これを向こうに動かして

しまえ）。

んﾟぬ [n̥nu] 【名詞】［C］昨日。 【例】

んなづつひー　まいゆ　つつ（杵で米

をつく）。

んﾟぬがん [n̥nuɡan] 【名詞】〘生物〙

ワタリガニ科タイワンガサミ、ノコギ

リガサミ。 【例】すまぬ　ふつんな　

んなとぅぬどぅ　あい（島の入り口に

は港がある）。んなとぅんどぅ　ふにゃ

ー　とぅまい（港に船は泊まる）。ふに

ゃー　んなとぅんかいどぅ　つふ（船

は港に着く）。

んぬつ [nnutsɨ]【名詞】［C］命。【例】

んなない　ふぁい（全部食べなさい）。

んなないひー　ふぁい（全員で食べな

さい）。んなないが　たま（全員分）。す

まぬ　やびとぅー　んなない　うぐな

ーらまてぃ（村の人々全員集まって下

さい）。

んぬつじゅー [nnutsɨʑuː] 【形容詞】

強運だ、強運の。 【例】きゅーぬ　い

んな　んなぱぎ　あたい（今日の漁果

は皆無だった）。

んぬつすてぃ [nnutsɨsɨti]【名詞】危

険な仕事、命を捨てる様なもの。 【例】

んなまが　っさー　しばー　にゃーん

（今のところ心配はない）。んなま　そぅ

ぐ　うまんかい　いき（今すぐそこに

行け）。んなまがたがま（今し方）。

ん ぬ つ だ み に が い [nnutsɨ-
daminiɡai]【名詞】〘祭礼〙健康祈願、健

康長寿の祈願［＜命を取られないよう

に命を留めさせるための祈願］。 【例】

いんびとぅんみ　やーつふばなー　ん

なまがしゅくー　あらん（漁師たちが

家につく時間はまだまだ先だ）。［変異］

んなまがそぅく。［類］んなまがしゃく。

んぬつだみわー [nnutsɨdamiwaː]
【名詞】〘祭礼〙ヌツダミ祈願のための生

贄の豚。 ［変異］んなまがしゅく。
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んぬつぬ　はだ

んぬつぬ　はだ [nnutsɨnu hada]

【成句】一生涯、生きている限り。【例】

かりゃー　んなまがたどぅ　やーんか

い　はたい（彼はついさっき家に帰っ

た）。

んぬつびゃー [nnutsɨbjaː]【名詞】早

死に。【例】んなまぎゃー　やらび（ま

だ子供だ）。［類］んなーぎゃー。

んぬつふぁう [nnutsɨfau]【名詞】危

険な仕事、命を捨てる様なもの。 【例】

っゔぁー　なうやひー　んなまどぅー

ら　ったいば（お前はなんでいまごろ

きたんだ）。んなまどぅーら　なりーか

ら　ふーたんてぃ　なうまい　にゃー

ん（今ごろ来てもなにもないよ）。

んば [mba]【感動詞】〘応答詞〙いいえ、

いやだ、「あかんば、あかふそぅ」はよ

り否定が強い。 【例】んなま　んなま

ぬちゃん　うまぬ　すかまうぎゃー　

ひーすてぃでぃ（今、今のうちにそこ

の仕事をやってしまおう）。

んぱい [mpai] 【動詞】［r/rr 語幹］［A］

踏ん張る、頑張る；頑張りすぎてぐっ

たりする。 【例】うりゅーぎゃー　か

まんかい　んならし（これを向こうに

移動させなさい）。

んばす [mbasɨ] 【動詞】［s/h 語幹］［C］

のばす。 【例】んきゃーんな　あみふ

ーんな　んぬー　かっゔゅーたい（昔

は雨ふりには蓑を被っていた）。

んばだら [mbadara] 【感動詞】〘応答

詞〙いや、いやだよ。 【例】ながんぬ

つ（長命）。きゅーや　んぬつぶい　に

がいほぅでぃ（今日はンヌツブイ願い

をしよう［＞（漁などに出て）危険な目

にあって、命が助かったので神様への

お礼を言う祈願をする］）。んぬっちゅ

ぎゃー　あたらっさ　ほぅだかーなら

ん（命は大切にしないとならない）。か

んがなすから　んぬっちゅ　ぶい（神

様から命を頂く）。んぬっちゃ　むつぎ

っふぁにゃーん（命は持ちそうにない）。

たるまい　んぬちゃ　っとぅつ（誰も

みな命は 1 つだ）。んぬつぬ　ふかっで

ぃー　あすきゃ　くらはいたい（息の

根がとまるぐらいなぐられた）。

んびゃい [mbjai] 【動詞】［母音語幹］

［C］我慢する、耐え忍ぶ。 【例】んぬ

つじゅーびとぅ（運が強い人）。

んびゃう [mbjau] 【動詞】［w 語幹］

［C］耐え忍ぶ、我慢する。 【例】だい

だままーいや　うなが　んぬつすてぃ

（ダイナマイトでの密漁は命を捨てるよ

うなもの）。［類］んぬつふぁう。

んふ [nfu] 【形容詞】［B］（気候が）あ

たたかい、（空間が）あたたかい。【例】

わーや　くらひー　んぬつだみ　にが

いゆ　あすたい（豚を殺して（生贄と

して）ンヌツダミの祈願をした）。むぬ

すーや　ゆらびー　んぬつだみにがい

ゆ　あすたい（ユタを呼んでンヌツダ

ミの祈願をした）。
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んぶ

んぶ [mbu]【形容詞】［A］（ものの重量

が）重い、（体調がわるく体が）重く感

じる。

んぶさ [mbusa] 【名詞】［A］重さ。

【例】っゔぁがくとぅー　んぬつぬ　は

だ　ばっしらいん（あなたのことは一

生涯忘れられない）。

んぶす [mbusɨ] 【動詞】［A］蒸す；水

分を蒸発させるために弱火にする、蒸

らす。【例】んぬつびゃー　びとぅ（早

死にの人）。

んぶだーい [mbudaːi] 【動詞】［r/rr

語幹］うつぶせになる、伏せる。 ［類］

んぬつすてぃ。

んふばーい [nfubaːi]【動詞】［r/rr 語

幹］（火にあたって）温もる、（温かいも

のを飲んだりして）温まる。 【例】ば

ー　んば（私はいやだ）。 A：じょー　

あちゃー　いんかい　　 B: んば（A: さ

あー、明日は海に行こう　 B: いやだ）。

A：あれー　じょーはい　ひとぅみ　

いかでぃ　 B: んばよ（A: あれ、一緒に

行こうよ　 B: いやなんだよ）。［類］ん

ーぱ、あかんば、あかふそぅ。

んぶらす [mburasɨ]【動詞】［s/h 語幹］

蒸す；水分を蒸発させるために弱火に

する。 【例】ぬーまうぎゃー　んぱら

し（馬を踏ん張らせろ［ハーリーの後

の余興で馬の力比べの勝負の時に使わ

れる表現］）。わいてぃー　んぱり（し

っかり頑張れ）。あてぃ　んぱりゃー　

ひー　むいだり（余りにも頑張ったの

で疲労困ぱいだ）。

んふん [nfun]【動詞】［m 語幹］［C］暖

を取る。【例】どぅーゆ　んばす（胴体

をのばす）。はりがにゅー　んばす（針

金をのばす）。くっそぅ　んばす（腰を

伸ばす）。

んま [mma] 【名詞】［C］お母さん。

【例】んばてぃー　あすてぃがー　んば

だら、っゔぁ　たうかー　はり（いや

と言ったらいやだよ。お前一人で行け）。

［類］んば。

んま [mma] 【形容詞】［B］美味い。

［類］んびゃう。

んまーさ [mmaːsa] 【名詞】両親［＜

んま（母）＋あさ（父）］。 【例】きば

ん　かたいそぅが　わいてぃー　んび

ゃうたい（貧乏だったが一生懸命に耐

え忍んだ）。っそぅまたかいば　んびゃ

ーいん（糞したくて我慢できない）。か

なすがまが　くとぅー　うむーてぃが

ー　ばぬんな　んびゃーいっだん（カ

ナスちゃんのことを思ったら私は我慢

ができなかった）。やらび　あいきゃー

　ふゆんな　っしかいば　んびゃーい

っだん（子供の頃は冬には寒くて我慢

できなかった）。［類］んびゃい。

んまい [mmai]【動詞】［r/rr 語幹］［A］

生まれる。 【例】びーずん　なりー　

んふふ　なりーどぅ（春になって温く

なっている）。くまー　んふむぬ（ここ

はあたたかい）。
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んまい

んまい [mmai]【接尾辞】動詞未然形や

形容詞について譲歩を表す、「～ても」。

【例】んぶ　やらびゅー　くんず（重

い子供をおんぶする）。うらー　んぶか

いば　むちゃいん（それは重くて持て

ない）。うーつっちゃ　んぶむぬ（大鎚

は重い）。きゅーや　あみっふぁうじゃ

うむ　なうむ　どぅーぬ　んぶかいば

　ならん（今日は雨が降るような気配

で体が重くてならない［＜雨がふりそ

うなのかなにか］）。

んまが [mmaɡa]【名詞】［C］孫。【例】

くぬ　いすぬ　んぶさー　いかっさ　

ばかーい（この石の重さはどれくらい

だ）。

んまぎ [mmaɡi]【形容詞】［B］（食べ物

が）美味しそうな、（容姿などが）綺麗

な。【例】ふきゃぎゅー　んぶす（団子

を蒸す）。んーな　たっでぃぬ　あとぅ

んな　んぶすばどぅ　んまかい（芋が

煮えた後は、蒸らした方がうまい）。ふ

きゃぎゃー　ぷかかいば　んぶひー　

ふぁーでぃ（団子は固いので蒸して食

べよう）。んめ　んーな　にーゆーば　

んーぬ　すーや　すたみー　んぶらは

でぃ（もう芋は煮えて煮汁をこぼして

水分を蒸発させよう）。［類］んぶらす。

んます [mmasɨ]【動詞】［s/h 語幹］［A］

湿らす、濡れさせる。 【例】うまん　

んぶだーり（そこに伏せなさい）。

んまちゃ [mmatɕa]【名詞】［C］バカ

なことを言う人、何をするかわからな

いやつ。 【例】うまつん　んふばーい

（火に（当たって）温もる）。っし　どぅ

きゃん　あつ　んっつーゆ　ぬんてぃ

がー　どぅーぬどぅ　んふばーい（寒

いときは熱いみそ汁を飲むと体が温ま

る）。

んまつ [mmatsɨ] 1○【形容詞】［A］バカ

な、横着な。 ［類］んぶす。 2○【感動

詞】〘応答詞〙予測できなこと、あり得

ないことが起きたときに発することば、

そんなばかな、まさか。【例】うまっち

ゅ　んふん（火に当たって暖を取る）。

んまっざ [mmazza]【名詞】両親［＜

んま（母）＋っざ（父）］。 【例】みど

ぅんっゔぁー　んまぬ　かーぎゃー　

むちゃん（女の子は母親の顔より美し

さは劣る）。

んまつまー [mmatsɨmaː] 【名詞】バ

カなことを言う人、何をするかわから

ないやつ。 【例】きじゃいんな　んま

むぬぬどぅ　いでぃー（祭事には美味

しいものがでる）。なまにー　むぬー　

んまっふぁにゃーん（生煮えのものは

美味しくない）。っぞぅぬ　んまさ　あ

い　むぬー　にゃーん（魚ほど美味し

いものはない）。

んまてぃだ [mmatida] 【名詞】〘歌

語〙池間に来ていた役人の側室・愛人・

現地妻。 【例】ばんてぃが　んまーさ

ー　がんじゅー（私たちの両親は元気

だ）。んまーさーうぎゃー　たかさ　あ

っそぅ（両親を大切にしなさい）。んま
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んまぬ　みはながま

ーさー　すなひや　うむくとぅぬどぅ

　いでぃー（両親を亡くすと知恵、思

いやりもでるものだ）。

んまぬ　みはながま [mmanu
mihanaɡama] 【成句】お母さんそっく

り［＜母親の顔］。 【例】ばが　っざー

　しょーわ　にねんどぅ　んまいたい

（私の父は昭和二年に生まれた）。くじゅ

　ばぬん　びきっゔぁぬ　んまいたい

（去年私に男の子が生まれた）。

んまぬは [mmanuha] 【名詞】南、午

の方角。 【例】すまぬ　ばかむぬんみ

ぬ　なかんな　すまぬ　むぬいや　つ

かいんまい　むぬっじゃいん　ひとぅ

まい　はーさ　ういどぅす（村の若者

の中には村の言葉は聞けても話せない

人もたくさんいますよ）。ばー　なう

ぬ　くとぅぬ　あらんまい　はらでぃ

（俺は何があっても帰るのだ）。たかから

んまい　やすからんまい　なうやらん

まい　かーでぃ（（値段が）高かろうが

安かろうが何でも良いから買います）。

［類］ばんまい。

んまぬはでぃー [mmanuhadiː]【名

詞】〘地名〙南支部［西原の南の方の地

域］。 【例】んな－ぎゃー　んまがー

　みーん（まだ孫はいない）。んまがー

　なうばいぬ　すかまうどぅ　ひーゆ

ー（お孫さんはどんな仕事をされてま

すか）。ばー　んまがー　みちゃーい　

うり（私は孫が三人いる）。

んまは [mmaha]【感動詞】〘応答詞〙い

やだ。 【例】んまぎ　むぬ（美味しそ

うなもの）。んまぎ　あか（綺麗な髪）。

んまばす [mmabasɨ] 【名詞】〘昆〙蜂

の一種、ヤエヤマアシナガバチ。 【例】

ぬぬー　んます（布を湿らす）。

んまむぬ [mmamunu]【名詞】ご馳走。

【例】おい　んまちゃ（おい、バカ者）。

［類］んまつまー。

んまゆい [mmajui]【名詞】〘祭礼〙ナ

ナムイの神司を選ぶこと。 【例】かり

ゃー　むいとぅぬ　んまつむぬ（彼は

とても横着な奴だ）。

んまらーひー [mmaraːhiː] 【成句】

（「名詞＋属格」について）その名詞が持

つ性質と同じように（する）。【例】A：

かぬきゃが　ふたーいや　とぅずぶと

ぅん　ないがまたちゃ　 B: んまつ（A:

　あの二人は夫婦になるんだって　 B:

まさか）。A:：かりゃー　すにー　にゃ

ーんちゃ　　 B: んまつ（A: 彼は死んだ

そうだ　 B: 　そんなばかな）。

んまり [mmari] 1○【接尾辞】形容詞に

ついて、そういう性質をもった人を表

す、やつ。 2○【接尾辞】「名詞＋属格」

について～似ている；（名詞について）

例示や比況をあらわす、～ように、まる

で～ようだ。【例】かりゃー　んまつま

ーんまり　やいば　きゅーや　なうゆ

　あすががら　っさいん（あいつはい

きなり馬鹿なことをする奴だから、今

日は何をするかわからない）。んまつ
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んまり

まーゆぎゃー　たきゅーぎゃー　ほぅ

ん（バカは相手にしない［＞相手にす

るな］）。かりゃー　むいとぅぬ　んま

つまー　ほぅりむぬ（彼はとてもバカ

な奴だ）。［類］んまちゃ。

んまり [mmari]【名詞】［A］生まれ。

んまりじゃう [mmariʑau] 【名詞】

性分、性格。

んまりなうす [mmarinausɨ] 【動詞】

［s/h 語幹］生まれかわる。

んまりながーぬ [mmarinaɡaːnu]

【連体詞】生まれながらの。

んまりばん [mmariban]【名詞】蒙古

斑。 【例】A:：うりゅー　ひー　ふぃ

ーる　 B:。んまは　ばー　んまは（A:

これをやってくれ。　 B: いや、私はい

やだ）。［類］んば。

んまりやっゔぃ [mmarijavvi] 【名

詞】成長するに従い可愛くなくなるこ

と、またそういう人。

んまんなか [mmannaka]【名詞】〘祭

礼〙祭礼　煙草（ウタキの言葉）。【例】

かぬきゃが　まいんどぅ　んまむぬぬ

　あい（あの人たちの所にご馳走があ

る）。

んみ [mmi]【動詞】［母音語幹］［A］（雨

などに）濡れる。

んみ [mmi]【動詞】［母音語幹］［C］（果

物などが）熟する。 【例】からー　っ

ぞぅぬ　んまらーひー　ひゃーたん　

うーがいどぅす（あいつは魚のように

早く泳げるよ）。ばが　ひーゆーが　ん

まらーひー　あっそぅ（私がやってい

るようにやってください）。やらびぬ　

てぃーぬ　んまらーひー　いみでぃー

がま（こどもの手のように小さい）。

んみ [mmi] 【動詞】［C］おできが中の

膿が出せる程に化膿している、膿む。

【例】っゔぁんな　すかままい　ひらい

んな、　みーちゃぎんまり（お前には仕

事もできないのか、見苦しい奴だ）。う

むくとぅーにゃーんんまり（バカなや

つ［＜知恵がない奴］）。やなんまり（ダ

メなやつ）。

んみ [mmi] 【名詞】［B］山の名前の後

ろにつける接尾辞、みね。【例】ばが　

っふぁー　ばがんまり（私の子供は私

に似ている）。っゔぁがんまりー　あぱ

らぎ　ひとぅー　みーや　みーん（あ

なたのようにきれいな人は見たことが

ありません）。

んみ [mmi]【名詞】［B］群れ［「っぞぅ

んみ（魚の群れ」のように接尾辞的に

も用いられる］。【例】ばが　んまりゃ

ー　んすむら（私の生まれは西原だ）。

んみ [mmi] 【接尾辞】複数を示す接辞

［人間を表す普通名詞に付く、指示詞、代

名詞、家族名詞は「かいた、くいた、っ

ざた「－た」を持ちいる。 【例】やな

　んまりじゃう（駄目な性分）。くぬ　

うむくとぅー　にゃーん　んまりじゃ
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んみ

う（この性悪野郎め）。んじゃうな　ん

まりじゃう（残念な性格）。

んみ [mmi]【名詞】［B］胸、心。 【例】

かぬ　やらびゃー　んまりなうひーど

ぅー（あの子は生まれかわった）。んま

りなうしよー（立派になれよ［＜生ま

れかわれ］）。

んみうつ [mmiutsɨ]【名詞】胸。【例】

からー　んまり　ながーぬ　うむくと

ぅ　あいひとぅ（彼は生まれながらの

頭の良い人）。

んみかみばら [mmikamibara] 【名

詞】床柱。 【例】んまりばんな　てぃ

びたいんどぅ　あい（蒙古斑はお尻に

ある）。

んみつ [mmitsɨ] 【動詞】［k 語幹］［C］

𠮟る。 【例】うぬやらびゃー　やらび

がまあいきゃー　むいとぅ　あぱらぎ

がまあたいそぅがどぅ　ほぅいふなり

みてぃが　んまりやっゔゃーほぅ（こ

の子は赤ちゃんの頃はとても可愛かっ

たけれど、成長したらかわいくなくな

っている）。

んみふ [mmifu] 【動詞】［k 語幹］［C］

𠮟る。【例】んまんなかぬ　ゆーい（た

ばこ祝い［うたきでみなで煙草を回す

祭礼の一部］）。

んみゃ [mmja] 【副詞】もう、すでに。

【例】あみん　んみー（雨に濡れる）。

ざいんきー　んみーにゃーん（ずぶ濡

れになった）。［類］んー。

んみゃ [mmja] 【感動詞】大変だ、困

った。 【例】ばんちゅくらー　んみー

どぅーい（グァバは熟している）。ばさ

ぬ　ないや　んなーぎゃー　んみや　

うらん（バナナの実はまだ熟していな

い）。ふにゅーや　んみーどぅーい（ミ

カンは熟している）。ばんつぎーぬ　ん

ーたー　んみーどぅーい（桑の実は熟

している）。［類］んー。

んみゃ [mmja] 【感動詞】〘フィラー〙

もう、あの。【例】ふがさー　んみーど

ぅ（おできは膿んでいる）。［類］んー。

んみゃ [mmja] 【副詞】もう、すでに。

【例】ふずんみ（西原の後方の嶺）。

んみゃーす [mmjaːsɨ]【動詞】［s/h 語

幹］比べる。 【例】ぶるくんぬ　んみ

（グルクンの群れ）。っぞぅぬどぅ　やぐ

み　んみん　なりゅー（魚が大群をな

している）。

んみゃーてぃ [mmjaːti]【成句】「ん

みゃい」の命令形、いらっしゃいませ。

【例】しーしーんみ（先生たち）。やら

びんみ（こどもたち）。

んみゃい [mmjai]【動詞】［A］「いる、

行く」の尊敬形、いらっしゃる。 【例】

つむから　んみから　っゔぁうぎゃー

　むいとぅ　かなす（心からあなたの

事は大好きだ［＜心から胸から］）。つ

むまい　んみまい　やすまらん（心が

休まらない［＜心も胸も］）。［類］んみ

うつ。
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んみゃがま

んみゃがま [mmjaɡama] 【感動詞】

大変、大変だ、困った。 【例】んみう

つぬ　やみゅー（胸が痛い［「心が痛む」

という意味はない］）。やぐみ　じゃう

ぎ　んみうっちゃ　ひーどぅー（（運動

選手などが）立派な胸をしている［「乳

房が大きい」という意味はない］）。はと

ぅ　んみうつ（鳩胸）。［変異］んみゅー

つ。［類］んみ。

んみゃてぃ [mmjati]【名詞】［A］〘植

物〙ヒメクマヤナギ（直径４ミリ位の

紫色の実をつける木）。

んみゃてぃ [mmjati] 【成句】「んみ

ゃい」の命令形、いらっしゃいませ。

【例】ぎずぎゃうな　やらびゃー　きゅ

ーまい　んみかい　うたい（いたずら

な子は今日も怒られていた）。ひとぅぬ

　っふぁうぎゃー　まーぬ　んみかん

（他人のこどもをあんまり叱らない［＞

叱ってはいけない］）。にんぎんぬ　っ

ふぁー　んみきー　ならーすんつきゃ

ー　ほぅみー　ならーすばどぅ　じゃ

うかい（人間の子供は𠮟って教えるよ

りも褒めて教えた方が良い）。んまん　

んみかいにゃーん（母親に𠮟られた）。

［変異］んみふ。

んみゃてぃんーたぎー [mmjat-
inːtaɡiː]【名詞】〘植物〙ヒメクマヤナギ

（直径４ミリ位の紫色の実をつける木）。

［変異］んみつ。

んみゃひ [mmjahi]【副詞】もっと、こ

れ以上は。 ［変異］んめ。

んみゃひー [mmjahiː] 【副詞】もっ

と、これ以上は。 ［変異］んめ。

んみゅーつ [mmjuːtsɨ] 【名詞】胸。

［変異］んめ。

んﾟむ [m̥mu]【名詞】［B］雲。［変異］

んめ。

んﾟむ [m̥mu]【名詞】［B］蜘蛛（クモ）。

【例】ういとぅ　くりゅー　んみゃー

し（それとこれを比べろ）。

んめ [mme]【副詞】もう、すでに。［変

異］んめてぃ、んみゃてぃ。

んめ [mme]【感動詞】〘フィラー〙もう、

あの。 【例】んみゃてぃ（いらっしゃ

い）。きゅーや　しーしーがどぅ　かて

いほうもんな　ひー　んみゃい（今日

は先生が家庭訪問でいらっしゃる）。し

ーしーがどぅ　んみゃい（先生がいら

っしゃる）。

んめ　ばいふ [mme baifu] 【成句】

更に何倍も。 【例】んみゃ、んみゃが

ま　やらびゃー　ひんがひーにゃーん

（大変、大変だ。子供を逃がしてしまっ

た）。ばー　きゅーや　だりー　んみゃ

がまてぃどぅほぅー（私は今日はつか

れて、大変だった）。んみゃ　んみゃ　

んみゃよ、ぶとぅぬ　くとぅー　むい

とぅ　しばよ（あーもう、夫のことが

とても心配だ）。

んめ　んめよ [mme mmejo]【成句】

もう　もう大変。 ［類］んみゃてぃん

ーたぎー。
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んめーら

んめーら [mmeːra]【感動詞】〘フィラ

ー〙えーとね、あのね［＜んめ＋いら］。

［変異］んめてぃ、んみゃーてぃ。

んめちゃう [mmetɕau]【動詞】［w 語

幹］大変なことになる、大変だ。 ［類］

んみゃてぃ。

んめてぃ [mmeti]【成句】「んみゃい」

の命令形、いらっしゃいませ。 ［変異］

んめひ、んめひー、んみゃひー。

んめひ [mmehi]【副詞】もっと、これ

以上は。 【例】かまんな　さきゃー　

んみゃひー　あり（あそこには酒がも

っとある）。ばぬんかい　んみゃひー　

さきゅー　つぎ（私にもっと酒をつげ）。

ういがどぅ　かいんつきゃー　んみゃ

ひー　ばいふ　じゃうかい（これがあ

れよりも更に何倍も良い）。んみゃひー

　ばいふ　あい（更にもっと悪く言う）。

ばー　んめ　びとぅりーどぅー、んみゃ

ひや　ふぁーいん（私はもうおなかが

いっぱいでこれ以上は食べられない）。

んみゃひー　ふぃーさまてぃ（もっと

下さい）。［変異］んめひ、んめひー、ん

みゃひ。

んめひー [mmehiː]【副詞】もっと、こ

れ以上は。 ［変異］んみうつ。

んﾟん [n̥n] 1○【動詞】［m 語幹］［A］踏

む；（踏んで）こねる。 【例】んめ　よ

じ　なりーどぅーな（もう 4 時になっ

たのか）。あわてぃる、　んめ　ふにん

　ぬーいうくいがまた（急げ、もう船に

乗り遅れるぞ）。［変異］んみゃ。 2○【動

詞】［m 語幹］［A］履く。［変異］んみゃ。

んﾟん [n̥n]【動詞】［m 語幹］［A］汲む。

【例】ういがどぅ　かいんつきゃー　

んめばいふ　じゃうかい（これがあれ

よりも更に何倍も良い）。

んﾟんたー [n̥ntaː] 【名詞】滅茶苦茶

に踏みつけること、（人を）非難してや

っつけること。 【例】んめ　んめよ　

ぶとぅー　すにーにゃーん。（ああ、も

う大変だ、夫は死んでしまった）。

んﾟんたーぐー [n̥ntaːɡuː]【名詞】滅

茶苦茶に踏みつけること、（人を）非難

してやっつけること。

んﾟんたーぐーたー [n̥ntaːɡuːtaː]
【名詞】滅茶苦茶に踏みつけること、（人

を）非難してやっつけること。【例】ば

ー　んﾟぬ　うーっふぃー　んめちゃう

たい（私は昨日溺れかけて大変だった

［＜溺れて］）。

んﾟんびき [m̥mbiki]【動詞】［母音語

幹］踏んづける。［変異］んみゃーてぃ。

んﾟんびつ [m̥mbitsɨ]【動詞】［k 語幹］

踏んづける。 ［変異］んみゃひー、ん

めひー。

んﾟんびふ [m̥mbifu]【動詞】［k 語幹］

踏んづける。 【例】かまんな　さきゃ

ー　んめひー　あり（あそこには酒が

もっとある）。ばぬんかい　んめひー　

さきゅー　つぎ（私にもっと酒をつげ）。
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んﾟんびふ

んめひー　ばいふ　あい（更にもっと

悪く言う）。んめひー　わいてぃー　あ

っそぅ（もっと頑張れ）。んめひー　ふ

ぁい（もっと食べなさい）。［変異］んみ

ゃひ、んめひー。
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んﾟんびふ
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逆引き

ああざんねんだ/ああ残念だ . . .あがい、あがえ

ああしまった/ああしまった . . .あがい、あがえ

あい/藍 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あい

アイゴ/アイゴ . . . . . . . . . . . . . . あい、あいっぞぅ

アイゴのちぎょ/アイゴ（稚魚） . . . . . . . そぅく

アイゴのちぎょのしおづけ/アイゴ（稚魚の塩

漬け） . . . . . . . . そぅくがらす、そぅくがらそぅ

あいさつする/挨拶する . . . . . うがん、みゃーぎ

あいしょう/相性 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はだ

あいする/愛する . . . . . . . . . . . . . . かなす、うむー

あいだ/間（すこしの） . . . . . . . . . .あたばかーい

あいだ/間（空間） . . . . . . . . . . . . . . . . ばし、ばす

あいだ/間（空間、時間） . . . . . . . . . . . . . . あいま

あいだ/間 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . どぅー

あいだをあける/間をあけるひだたす、ひだつ、

ひだてぃ、

あいつというやつは/あいつというやつは うい

てぃっじゅまい

あいてにしない/相手にしない たきゃーならん

あいてにならない/相手にならない たきゃーな

らん

あいま/合間 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あいま

あう/会う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あう、いじゃう

あう/合う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すなう、んなう

あえる/和える . . . . . . . . . . . . . . あい、むんたうー

あお/青 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あう

あおぎみること/仰ぎ見ること . . .あぱなつみー

あおぐ/扇ぐ . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あうー、あうず

あおくなる/青くなる . . . . . . . あうん、あうたん

あおさ/あおさ【食】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あーさ

あおだいしょう/青大将（ヘビ） . . . . . あうなず

アオブダイ/アオブダイ【魚】 . . . . . . . . . .ぶーた

あおむけ/あおむけ . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あぱなつ

あおむけになる/仰向けになる あぱなつ、あぱ

なふ

あおられる/煽られる . . .ぶらーい、ぶりゃーい

あおる/煽る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あうい

あか/垢 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .なば、ぐず

あか/赤 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あか

あかい/赤い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あか

あかいべん/赤い便 . . . . . . . . . . . . . . . . あかふそぅ

アカイラウツ/アカイラウツ【魚】 あかいらう

つ

あかく/赤く（＿なる） . . . . . . . . . . . . . . あかたん

あかくする/赤くする . . . . . . . . . . . . . . . . あかます

あかくなる/赤くなる . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あかん

あかげ/赤毛 . . . . . . . . . . . . . . あかぎー、あかばに

あかげのひと/赤毛の人 . . . . . . . . . . . . . . . . はーか

アカショウビン/アカショウビン【鳥】 うつぐ

ーかっゔゃ

あかつち/赤土 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あかんた

あかにく/赤肉 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すーす

あかめ/赤目（目が見えない） みーはぎ、みー

ぱぎ、みはぎ、みぱぎ、みはぎゃ
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あかメバル/赤メバル【魚】 . . . . . . . . . .あかじん

あかり/明かり . . . . . . . . . . . . . . . . あかい、ひかい

あがる/上がる（雨が） . . . . . . . . . . . . . . . . あかい

あがる/上がる（太陽などが） . . . . . . . . . .あがい

あがる/上がる（舞台などに） . . . . . . . . . .ぬーい

あかるい/明るい . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あか

あかるくする/明るくする . . . . . . . . . . . .あからす

あかるくなる/明るくなる . . あかたん、あかん、

あき、あつ、あふ、ひかい

あかんぼう/赤ん坊 . . あかっゔぁ、だつっゔぁ、

ばかっゔぁ

あき/秋 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あき

あきない/商い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あつない

アキノノゲシ/アキノノゲシ【植】 . . とぅなら、

とぅるな

あきびん/空瓶 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . からぐぴん

あきる/飽きる . . . . . . . がうい、がうり、かまい

あく/空く（ガラガラに） がらみつ、がらみふ

あく/開く . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あーつ、あーふ

あく/空く . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あつ、あふ

あくじ/悪事 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ばいさ

あくび/あくび . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あふず

あぐら/あぐら . . . . . . . . . . . . . . . . びきどぅんびー

あくりょう/悪霊 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やなむぬ

あけがた/明け方 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あかつつ

あけたりしめたり/開けたり閉めたり あきや　

ふー　ふー

あける/開ける あーつ、あーふ、びだつ、びだ

ふ、びらつ、びらふ、あき、ほぅらつ、ほぅら

ふ、びだかす、びらかす

あける/開ける（穴を） . . . . . . . . . . . . . . ほぅがす

あける/明ける . . . . . . . . . . . . . . あつ、あふ、あき

あげる/揚げる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やつ、やふ

あげる/あげる（手をさしだして） . . .にゃーい

あげる/あげる（ものを） . . . . . . . . . . . . . . ふぃー

あげる/あげる（凧を） . . . . . . . . . . . . . . . . まーす

あご/あご . . . . . . . . . . . . . . . . うとぅがい、かまつ

アコヤガイ/アコヤガイ【貝】 . . . . . . . ぎすぐや

あさ/朝 すつむてぃ、すとぅむてぃ、ひとぅむ

てぃ

あさい/浅い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あさ

あさって/明後日 . . . . . . . あさってぃ、あさてぃ

あさぶくろ/麻袋 . . . . . . . . . . . . . . . . たうしんがー

アザミ/アザミ【植】 . . . . . . . . . . . .はまぐんばう

あさゆう/朝夕 . . . . . . . ひとぅむてぃ　ゆさらび

あし/足 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はず

あし/足（足裏が大きい） . . . . . . . やそぅるぱず

アジ/アジ（ムロアジ）【魚】 . . . . . . . . . . .むっる

アジ/アジ（ムロアジの成魚） . . . . . . . . . . . .ぐん

アジ/アジ（メアジ） . . . . . . . . . . . . . . . . . . .がつぬ

あじ/味 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あず

あしあと/足跡 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .まー

あしおと/足音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はずなら

あじがうすい/味がうすい . . . . . . . . . . . . . . . . あま

あじかげん/味加減 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あんばい

あしがすくむ/足がすくむ . . . . . . . . . . . .っさかう

あしくび/足首 . . . . . . . . . .っさ、ひさ、はずふず

あした/明日 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あちゃ

あしどり/足取り . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あす

あしのおそいひと/足の遅い人 . . .にゅーふたら

あしのかこう/足の甲 っさ、ひさ、っさびじゃ

あしのふじゆうなひと/足の不自由なひと ない

ぎゃ、ないず

あずき/あずき . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .まみ

あずける/預ける . . . . . . . . . . . . . . あずき、あずつ

あせ/汗 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あし、すー

あせも/あせも . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あしん

あせる/焦る . . . . . . . . . .しゃーみつ、しゃーみふ

あそこ/あそこ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かま

あそび/遊び . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あそぅー

あそぶ/遊ぶ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あそぅー

あたえる/与える（賄賂などを） . . . . . てぃだい
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あたたかい/あたたかい . . . . . . . . . . . . . . . . . . .んふ

あたたまる/温まる . . . . . . . . . . . . . . . . んふばーい

あたためる/あたためるあったす、あっちゃす、

たっじゃす

あたま/頭 . . . . . . . . . . . .かなまい、ずー、ずぶる

あたまのよい/頭の良い . . . . . . . うむくとぅあい

あたまをさげる/頭を下げる . . . . . . . . . . . .うがん

あだめい/あだ名 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あらなー

あたらしい/新しい . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みー

～あたり/～あたり . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なぎ

あたり/当たり . . . . . . . . . . . . . . . . あたい、あたり

あたりさわり/あたりさわり . . . . . あたいさわい

あたる/当る . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あたい、あうー

あたる/当たる（火に） . . あっゔぃ、ほぅてぃ、

ほぅてぃー

アダン/アダン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あだん

アダンのき/アダンの木 . . . . . あだんぎー、んぎ

アダンのきこん/アダンの気根 . . . . . . . あだなす

アダンのしん/アダンの芯 . . . . . . . . . . . . . . . . ばす

アダンのは/アダンの葉 . . . . . . . . . . . . . . あだんば

あちこち/あちこち うまくま、あまかま、あま

くま、いじゃまい　かままい、うまかま、いじ

ゃどぅーす　かまどぅーす、んじゃどぅーす

　かまどぅーす

あちこちふるひと/あちこち触る人 てぃー　ば

っじゃーしゃ

あちら/あちら . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あま

あちらこちら/あちらこちら . . .かどぅ　かどぅ

あつい/熱い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あつ

あつい/暑い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あつ

あつい/熱い（体が） . . . . . . . . . . . . . . . . ほぅみつ

あつがり/暑がり . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あつさむい

あつくなる/熱くなる ほぅみつ、ほぅみふ、あ

っち、あっつ

あつさ/熱さ・暑さ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あつさ

あっさり/あっさり . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . がら

あった/あった（存在動詞過去形） . . . . . あたい

あっというま/あっという間 . . . . . . . . . .あたふず

あっというまに/あっという間に . . あたくまん、

あたふずん、ちゅきゃー

あつまらせる/集まらせる . . . . . . . . . . . . . . あらす

あつまり/集まり . . . . . . . . . .むいた、うぐなーい

あつまる/集まる（人が） . . . . . . . . . .うぐなーい

あつまる/集まる（人以外のものが） . . .たかい

あつまるところ/集まるところ（魚などが） き

じゅる

あつめる/集める（お金を） . . . . . . . . . .うぐない

あつめる/集める（人を） . . . . . . . . . . . . . . . . がに

あて/当て . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あてぃ、むとぅ

あてる/当てる . . . . . . . . . . . . . . あうー、あっゔぃ

あと/後 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あとぅ

あとおし/後押し . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . くす

あとざん/後産 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あとぅざん

あとしまつのわるいひと/後始末の悪い人 てぃ

びふきゃ、てぃびふぎゃ、てぃびふちゃ、てぃ

びほぅきゃ、てぃびほぅぎゃ、てぃびほぅちゃ

あとひといき/あと一息 あとぅ　ひとぅむちゃ

き

あな/穴 . . . . . . . あーぶ、あな、ひーき、ぴーき

あなうめ/穴埋め . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みー

あながあく/穴があく . . . . . . . . . .ほぅぎ、ほぅず

あなた/あなた . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っゔぁ

あなをあける/穴をあける ひーつ、ひーふ、ぴ

ーつ、ぴーふ、ほぅがす、ほぅぎ、ほぅず

あなをうめる/穴を埋める . . . . . . . . . . . .っふぁす

あに/兄 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅじゃ

あにとあね/兄と姉 . . . . . . . . . . . . . . あにそぅじゃ

あね/姉 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あに

あの/あの（指示形容詞） . . . . . . . . . . . . . . . . かぬ

あの/あの（フィラー） . . . . . . . . . .んみゃ、んめ

あのー/あのー（フィラー）なうがら、あうぬー

あのちょっと/あのちょっと（掛け声） はいゆ
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はい

あのね/あのね（注意喚起） . . . . . . . . . . . . . . いら

あのねー/あのねー（フィラー） かぬいー、ん

めーら

あのひと/あの人 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かい

あのひとたち/あの人たち かぬきゃ、かぬきゃ

た

あのよ/あの世 . . あぬゆ、あぬゆー、かぬゆー、

かんぬゆー

あばた/あばた . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ずみじゃ

あばらほね/あばら骨あばらぶに、さうきぶに、

やかたぶに、ゆんぶに

あばらや/あばら屋 . . . . . . . . . . . . . . . . あばらやー

あばれる/暴れる . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あい、あり

あばれんぼう/暴ん坊 . . . . . ふしびゃ、ばうちら

アヒル/アヒル【鳥】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .がーな

あびる/浴びる . . . . . . . あみ、あみかうー、あん

アブ/アブ【昆】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あぶ

あぶら/脂・油 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あっゔぁ

あぶらっこい/脂っこい . . . . . . . あっゔぁびーた

あぶらまみれ/油まみれ . . . . . . . あっゔぁびーた

あぶらまみれ/油まみれ . . . . . . . あっゔぁびーた

アフリカマイマイ/アフリカマイマイ【生物】

たいわんばるんな

あぶる/あぶる . . . . . . . . . . . . . . あうー、あっゔぃ

あふれている/あふれている . . . . . . . . . . . .びーた

あふれる/溢れる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あふい

あぶれる/あぶれる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はぐい

あまあし/雨足 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あみすず

あまい/甘い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あずま

あまえる/甘える . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あまい

あまくなる/甘くなる（太陽にさらして） ない

あまごい/雨乞い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あまぐい

あまだれ/雨だれ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あまだい

あまつぶ/雨粒 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あみすず

あまみず/雨水 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あまみず

あまやかす/甘やかす . . . . . . . . . . . . . . . . あまーす

あまやどり/雨宿り . . . . . . . . . . . . . . あみがっふぃ

あまり/あまり（＋否定） . . . . . . . . . . . . . . まーぬ

あまり/余り（＿ので） あてぃ、あてぃくとぅ

あみ/網 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あん

あみカゴ/編みカゴ . . . . . . . . . . . . . . . . あんでぃら

あむ/編む . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あん、まつ、まふ

あめ/雨 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あみ

あめ/雨（恵みの） . . . . . . . . . . . .ゆがほぅーあみ

あめ/雨（細かい） . . . . . . . . . . . . . . . . やーらあみ

あめ/雨（細かい） . . . . . . . . . . . . . . . . . . .やぱあみ

あめ/雨（長く続く） . . . . . . . . . . . .ながーみふー

あめ/飴 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あみじゃた

あめふり/雨降り . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あみふー

アメンボ/アメンボ【昆】 . . . . . あみっふぁしゃ

あや/綾（模様） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あや

あやかる/あやかる . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あやかい

あやしい/怪しい . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あやす

あやつる/操る（車などを） . . . . . . . . . . . . . . むつ

あやふやだ/あやふやだ . . . . . . . . . . . . . . あやすふ

あやまる/謝る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うがん

あらい/粗い（仕事が） てぃじゃーかー、あら

あらい/荒い（性格が） . . . . . . . . . . . . . . やっゔゃ

あらう/洗う（体、食器などを） . . . . . . . あらう

あらう/洗う（顔や手を） . . . . . . . . . . . . . . . . すみ

あらだてる/荒立てるほぅーみつ、ほぅーみふ、

ばいんつ、ばいんふ、ばいんき

あらまあ/あらまあ（おどろき） . . . . . . . . . .あや

あり/蟻【昆】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あかい

ありえない/ありえない . . . . . . . . . . . . . . たーらん

ありがたい/ありがたい . . . . . . . . . . . . . . ひるます

ありがとう/ありがとう . . . . . . . . . .すでぃがほー

ある/ある（存在動詞） . . . . . . . . . . . .あい、あり

あるきはじめ/歩き始め . . . . . . . . . .あいつびゃー

あるきはじめる/歩き始める（子供が） またー

たい、またたーい、またたい
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あるきまわる/歩き回る . . .まーい、ゆがまーい

あるく/歩く . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あいつ、あいふ

あるく/歩く（ふらつきながら） . . . . . . . . . .たい

あるくこと/歩くこと . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たつ

あるけないひと/歩けない人 いじゃい、いじゃ

ら、たくっゔぁ

あることないこと/あることないこと あいくと

ぅ　にゃーんくとぅ

あるていど/ある程度 . . . . . . . . . . . .まーだぎゃー

あるとき/ある時 ひとぅいひゃうす、ひとぅひ

ゃうな

あるとし/ある年 . . ひとぅてぃ、ひとぅてぃー、

ひとぅてぃーない、ひとぅてぃない

あるにち/ある日ひとぅい、ひとぅいひゃうす、

ひとぅひゃうな

あれ/あれ（指示名詞） . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かい

あれ！/あれ！（軽い驚き）おごい、おごえ、あ

ば、かや、かやはい

あれこれ/あれこれ . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あいかい

あれこれすること/あれこれすること あいあす

　かいあす、あやす　かやす

あれもこれも/あれもこれも ういまい　かいま

い

あれる/荒れる（田畑が） . . . . . . . . . . . . . . あばい

あわ/粟 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あー、ゆに、ぐる

あわせる/合わせる . . . . . . . . . .あーす、すなーす

あわせる/合わせる（ちょっとずつ） . . .かてぃ

あわてふためくこと/慌てふためくこと つつん

く、つつんつ

あわてもの/慌て者かかみきゃ、ちゃーふきゃ、

とぅっふゃ、とぅとぅっふゃ

あわてる/慌てる あわてぃ、つつんつ、つつん

ふ、つとぅっつ、つとぅっふ、つつっとぅ、つ

つっふ、つとぅふー

あわのおにぎり/粟のおにぎり . . . . . . . あーぬい

あわのはつもの/粟の初もの . . . . . あーぬうはつ

あわばたけ/粟畑 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あーなか

アワビ/アワビ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あーび

あんいな/安易な . . . . . . . . . . . . . . . . . . .どぅーやす

あんしんだ/安心だ . . .うくっとぅ、うむいやす

あんぜんきがん/安全祈願 . . . . . . . . . .きんだてぃ

あんな/あんな . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あいぬ

あんないする/案内する . . . . . . . . . . . . . . . . んかい

あんなことも/あんなことも . . .あいぬ　かいぬ

あんなもの/あんなもの あいぬむぬ　かいぬむ

ぬ

あんなやつら/あんなやつら . . . . . . . あうぬんみ

いい/言い（「あい」の連用形） . . . . . . . . あっじ

いいえ/いいえ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .んば

いいかい/いいかい（念押し） . . . . . . . . . . . .いら

いいかげん/いい加減 たいがいじゃんみん、な

まはんか、なまはんぱ

いいかげんなやつ/いい加減な奴 . . はんちまー、

はんつまー

いいきかすこと/言い聞かすこと . . . . . . . . . .ぎず

いいたいほうだい/言いたい放題 ふつあじゃー

な

いいなづけ/いいなづけ . . . . . . . . . . . .いーなずき

いいふらす/言いふらす . . . . . . . . . .ゆみーまーい

いう/言う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あい

いう（けんじょうご）/言う（謙譲語） っさい

いう（つまらないことを）/言う（つまらない

ことを） . . . . . . . . . . . . . . . . . ぐーみつ、ぐーみふ

いうことをきかない/言うことを聞かない かき

らいん

いえ/家 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .やー

いえ/言え（「あい」の命令形） . . . . . . . . あっじ

イエスマン/イエスマン んーでぃだーら、んー

でぃだーり、んーでぃだーりゃ

いえのなか/家の中 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .やーなか

イカ/イカ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あうきゃ

いがい/以外 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ほぅか
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いかけや/鋳掛屋（鍋を直す） . . .なびぬ　くー

いかにも/いかにも（＝見るからに） なうがが

ら

いかめしくする/厳しくする きちゅみ、きつみ

いかりづな/錨綱 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うぶん゜な

いかる/怒る . . . . . . . . . . . . . . . . . . .つむー　いだす

いき/息 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .いつ

いきおい/勢い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いつき

いきがい/生きがい . . . . . . . あてぃ、みゃーてぃ

いきかえらせる/生き返らせる . . . . . . . いっだす

いきができない/息ができない いつっふぃ、い

つふー

いきぎれする/息切れする っふぁみつ、っふぁ

みふ、はーみつ、はーみふ

いきごみ/意気込み . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あらいず

いきごむ/意気込む . . . . . . . . . . . . . . . . しゃーがい

いきなり/いきなり かぱ、なうちゃーなー、な

うちゃーにゃー

いきなれた/行きなれた道 . . . . . . . . . .あいつんつ

いきのね/息の根 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .いつぬにー

いきもの/生もの . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なまむぬ

いきる/生きる . . . . . いっず、いっでぃ、ふぁう

いく/行く . . . . . . . . . . . . . . . . . . .いつ、いふ、はい

いく/行く（聞き手のところに） . . . . . . . . . .ふー

いく/行く（下の方の畑に） . . . . . . . . . . . . . . うり

いく/行く【尊敬語】 . . . . . . . . . . . . . . . . んみゃい

いく/行く（漁に） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うり

いくさ/戦 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いっさ

いくつ/いくつ【疑問詞】 . . . . . . . . . . . . . . いふつ

いくら/いくら【疑問詞】 いさか、いさき、い

かっさ

いくら/いくら . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .いふ

いくらでも/いくらでも . . . . . . . . . .いかっさまい

いくらも/いくらも（否定＋） . . .いかっさまい

いご/囲碁 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぐー

いし/石 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .いす

いし/石（土がかたまったもの） . . .いすぬまら

いしうす/石臼 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いすうす

いしがき/石垣 ますぎた、ぬぬずん、ぬぬずん

ますぎた

イシガニ/イシガニ【生物】 . . . . . . . . . . . .ばたら

いじくる/いじくる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んたう

いしころ/石ころ（畑の中の） . . . . . . . . . .いさら

いしだらけ/石だらけ（畑） . . . . . . . . . . . .いさら

いしのまじったはたけ/石の混じった畑 いさら

ばい

いじめる/いじめる . . ひつつ、ひつふ、ひつき、

ばーふー、いちゃます

いじわる/意地悪 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . わちゃく

いじわるいひと/意地悪な人 . . . . . ばたふっじゃ

いじわるするやつ/意地悪する奴 ばた　ふっで

ぃんまり

いじわるなこうい・ひと/意地悪な行為・人 や

なづむ

いじをはる/意地をはる しゃーみつ、しゃーみ

ふ、しゃーい

いじん/偉人 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぶす

いす/椅子 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いす

いすわる/居座る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . びじゃい

いすわるひと/居座る人 . . . . . . . . . . . .ながてぃび

いせえび/伊勢海老【生物】 . . . . . . . . . .いびがん

いぜん/以前 . . .はーひー、ひゃーひー、ひゃー

いそいで/急いで . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はやまり

いそがしい/忙しい いそぅがす、はんた、ぱん

た

いそがしいじき/忙しい時期 . . . . . . . . . . . .ばんず

いそがせる/急がせる いそぅがす、すきゃかす

イソギンチャク/イソギンチャク【生物】 っぞ

ぅぬみー

いそぐ/急ぐ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あわてぃ

イソマグロ/イソマグロ【魚】 . . . . . とぅかきん

いた/板 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いちゃ
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いたい/痛い . . . . . . . . . . . . . . いちゃ、すん、やん

いたい！/痛い！ . . .あがー、あがい、あっがー

いたずら/いたずら てぃーばっじゃーす、わち

ゃく

いたずらもの/いたずらもの . . .わちゃくんまり

いただく/頂く . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぶい

いたみ/痛み . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いちゃん

いたむ/痛むやん、さす、そぅっゔぃ、いちゃん

いたむ/痛む（心が） . . . . . . . . . . . . . . . . つむやん

いためる/痛める . . . . . . . やます、ない、ないー

いち/１（番号） . . . . . . . . . . . . . . . . てー、てぃー

イチゴ/イチゴ . . . . . . . . . . . . . . ぱんきまらんーた

いちど/一度 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひとぅん

いちにち/一日 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひとぅい

いちにちじゅう/一日中 . . ひとぅいがーまーす、

ひとぅいぎゃーみゃーす

いちねんかん/一年間 ひとぅてぃ、ひとぅてぃ

ー、ひとぅてぃーない、ひとぅてぃない

いちねんご/一年後 . . . . . . . . . . . .ふたてぃあとぅ

いちねんまえ/一年前 . . . . . . . . . . . .ふたてぃない

いちばん/一番（最上級） . . . . . . . んながーんな

いちもくさんに/一目散に . . . . . とぅとぅっふぃ

いちりんのはな/一輪の花 . . . . . . . . . .ひとぅはな

いつ/いつ【疑問詞】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いつ

いつか/五日 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .いつか

いっかい/一回 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひとぅん

いっかのはじ/一家の恥 . . . . . . . なーすたらしゃ

いっき/一気 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひとぅいつ

いっけんいっけん/一軒一軒 やーがま　くーが

ま

いっけんや/一軒家 . . . . . . . . . .ひとぅきゅーやー

いつごろ/いつ頃【疑問詞】 . . . . . いつばかーい

いつごろか/いつ頃か . . . . . . . . . . . . . . いつががら

いっさい/一歳 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひてぃつ

いっさく/一昨 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みーかない

いっしゅうする/一周する . . . . . . . だきーまーい

いっしゅうねん/一周年 . . . . . ゆぬーい、ゆぬい

いっしゅん/一瞬 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かたとぅき

いっしょうがい/一生涯 . . . . . . . んぬつぬ　はだ

いっしょうけんめいに/一生懸命に わいてぃー

いっしょくふん/一食分 . . . . . . . ひとぅひゃーい

いっしょに/一緒に てぃびゃーい、てぃびゃー

うい

いっしょに/一緒に . . . . . ひとぅみ、まーじゅん

いっしょにいること/一緒にいること . . .そぅい

いっそう/いっそう . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たった

いったん/一反（300 坪） . . . . . . . . . . . . やそぅる

いっちする/一致する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あう

いつつ/五つ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .いつつ

いっとき/一時 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いっとぅつ

いつなんどき/いつ何時 . . . . . . . いつなんどぅつ

いつのまにか/いつの間にか っさだ　ういきゃ

いっぽんつり/一本釣り . . . . . . . . . . . . . . てぃなー

いつまでも/いつまでも . . . . . . . . . .いつがみまい

いつも/いつも いつまい、ちゃー、ひつん、ま

いやー　まいにつ

いつもいつも/いつもいつも とぅすかず　はだ

かず

いと/糸 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いちゅ、いとぅ

いど/井戸 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かー

いどうする/移動する . . . . . . . . . . . . . . . . . . .まーい

いとおしい/愛おしい . . . . . . . かなす、あたらす

いとこ/いとこ . . . . . . . . . . . . . . いちふ、いちゅふ

いどし/亥年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . びどぅい

いとまき/糸巻【道具】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ばふ

いない/いない（生き物が） . . . . . . . . . . . . . . みー

いなくなる/いなくなる . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うす

いにかなう/意に適う つむん　かなう、すなう

いぬ/犬 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .いん

いぬとり/犬捕り . . . . . . . . . . . . . . . . いんくらしゃ

イヌマキ/イヌマキ【植】 . . . . . . . . . . . .きゃーぎ

いねみつ/稲光 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いなびかい
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いねむり/居眠り . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ににゅー

いのち/命 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いつ、んぬつ

いのる/祈る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かみ

いばる/威張る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いばい

いばるひと/威張る人 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .いばら

いびき/いびき . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はなならす

いびきをかく/いびきをかく . . .はなう　ならす

いぶくろ/胃袋 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . むむくーら

イボ/イボ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ふつびゃ

いま/今 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んなま

いまごろ/今ごろ んなまがしゅく、んなまがそ

ぅく、んなまどぅーら

いましがた/今しがた . . . . . . . . . . . . . . んなまがた

いまのうちに/今のうちに . . . . . んなまぬちゃん

いまのところ/今のところ んなまがしゅく、ん

なまがそぅく

いも/芋 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .んー

いも/芋【古語】 . . . . . . . . . . . . . . . . ずーくまりゃ

いも/芋（取り残しの） . . .あかうぎーぬ　んー

いもうと/妹 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うっとぅ

いもづる/芋づる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んーぎー

いものおかゆ/芋のお粥 . . . . . . . . . . . . . . んーだり

いものおにぎり/いものおにぎり . . . . . んーぬい

いものでんぷん/芋の澱粉 . . . . . . . . . . . .んーくず

いもばたけ/芋畑 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んーなか

いもほりぼう/芋掘り棒 . . . . . . . . . . . . . . んーぷら

いもをたくなべ/芋を炊く鍋 . . . . . んーにーなび

いやだ/いやだあかふそぅ、なうんだい、んば、

んーぱ、んまは

いやだよ/いやだよ . . . . . . . . . . . . . . . . . . .んばだら

イライラする/イライラする かさます、かかい

っじゃんふ、つむかさみつ、はだたつ

いらだつ/苛立つ . . . . . . . . . .かさみつ、かさみふ

いらっしゃいませ/いらっしゃいませ んみゃー

てぃ、んみゃてぃ、んめてぃ

いらない/要らない いらじゃーらん、いらじゃ

らーん、いらじゃらん、いらじゃい

いらべ/伊良部【地名】 . . . . . . . . . . . . . . . . いらう

いりえ/入江 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いー

いりぐち/入り口 ふつ、はいーふつ、はいふつ

いりひたること/入り浸ること . . . . . いりびたい

いる/煎る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いーつ、いーふ

いる/いる（人、動物などが存在する） . . .うい

いる/要る . . いり、いー、いらじゃい、かむー、

かむい

いる/いる【尊敬語】 . . . . . . . . . . . . . . . . んみゃい

いる/いる（たくさん） がっゔぁみつ、がっゔ

ぁみふ

いるい/衣類 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つんかー

イルカ/イルカ . . . . . . . . . . . . . . . . . . .じゃかひとぅ

いれずみ/刺青 . . .いりずみ、はいつつ、はずつ

いれば/入れ歯 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いりばー

いれる/入れる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いー、いり

いれる/入れる（組み込む） . . . . . . . . . . . . . . くみ

いれる/入れる（注ぎ込む） . . .あうぎ、あうず

いろいろ/色々 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .たてぃたてぃ

いろぐろのひと/色黒の人 . . . . . . . . . . . .っふがー

いわ/岩（リーフと島の間にある） . . あかやー、

かんふ、しー

いわ/岩（固い） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぐー

いわかげ/岩陰 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .きす

イワシ/イワシ【魚】 . . . . . . . . . . . . . . . . みじゅぬ

いんかく/陰核（クリトリス） なかち、なかつ

いんかん/印鑑 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はん

いんけい/陰茎 . . . . . . . はんきまら、ぱんきまら

いんのう/陰嚢 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ふぐい、たに

いんもう/陰毛 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っふぎ

いんれきごがつころ/陰暦５月ころ ぼーしゅー

ういざん/初産 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ういざん

うう/うー（うめき声） . . . . . . . . . . . . . . んーとぅ

ううん/うーん（うめき声） . . . . . . . . . .んーとぅ

うえ/上あーばん、わーばん、あーぎ、あーび、
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わーび、はな、うい

うえ/飢え . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やーっさがーき

うえあご/上あご . . . . . . . . . . . .あずがー、あずく

ウエスト/ウエスト . . . . . . . . . . . . . . . . . . .すまーた

うえにあるいわ/上にある岩 . . . . . . . はながんふ

うえのほう/上の方 . . . . . . . . . .あーはな、わーら

うえる/植える . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .いび

うかぶ/浮ぶ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うきゃがい

うき/雨季 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つーき

うけこたえ/受け答え . . . . . . . . . . . . . . うきくたい

うごかす/動かす . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ゆっじゃす

うごく/動くういつ、ういふ、うゆつ、うゆふ、

むいつ、むいふ、むゆつ、むゆふ

うごく/動く（ヘビなどがニョロニョロと） ぶ

じゅみつ、ぶじゅみふ

うし/牛 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うす

うし/牛（子供がうめなくなっている牝牛） や

ずまい、やずまら、やずまり

うしなう/失う . . . . . . . . . . . . . . . . はぐい、はぐり

ウジむし/ウジ虫 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うずむす

うしろ/後ろ . . . . . . . . . . . . . . . . っしばら、てぃび

うしろまえ/後ろ前 . . . . . . . . . . . .てぃびゃーまい

うす/臼 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うす

うすい/薄い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っそぅがー

ウズラ/ウズラ【鳥】 . . . . . . . . . . . . . . . . うっじゃ

うそ/嘘 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆくし、ゆくす

うそつき/噓つき やなじゃい、ばくらう、ぶら

ふきゃ

うた/歌 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あーぐ

うたいかた/歌い方（その人独特の） . . . . . さぐ

うたう/歌う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あい

うたがう/疑う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うたがう

うたき/御嶽 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うたき

うたきのなか/御嶽のなか . . . . . . . . . . . .うどぅぬ

うちうみ/内海 . . . . . . . . . . . . . . いなう、んなとぅ

～うちに/～うちに（している＿） . . . . . ちゃん

うちまご/内孫 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やーんまが

うちわ/うちわ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あうず

うつ/打つ（打ち込む） . . . . . . . うんつ、うんふ

うつ/打つ（ボールなどを） . . . . . . . . . .あったみ

うつくしい/美しい . . . . . かぎ、きつぎ、んまぎ

うつくしいこと/美しいこと . . . . . . . . . . . .かぎさ

うつくしくない/美しくない . . . . . . . . . . . .んずぎ

うつす/移す . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うっちゃす

うつす/写す . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うっちゃす

うつふせ/うつ伏せ . . . . . . . . . .うすん、うそぅん

うつふせになる/うつ伏せになる うすみ、うす

ん、うそぅみ、うそぅん、んぶだーい

ウツボ/ウツボ【魚】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うず

うつむく/うつむく うすんつ、うすんふ、うそ

ぅんつ、うそぅんふ

うつる/移る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うっつ

うつる/写る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うっつ

うつわ/器 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かいしき

うで/腕 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うでぃ

うでのいいりょうし/腕のいい漁師 いんかない

びとぅ、いんじゃう

ウナギ/ウナギ【魚】 . . . . . . . うなず、きふなず

うなる/唸る ぬーず、ぬーっず、ぬーでぃ、ぬ

ーっでぃ、んない

ウニ/ウニ【生物】【食】 . . . . . . . . . . . . . . . . . .うん

うね/畝 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .まに

うね/畝（広さの単位） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . せ

うねり/うねり . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なぐい

うばう/奪う ばかい、ばかう、がっじゅい、が

どぅい

うま/馬 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぬーま

うまい/美味い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .んま

うまごや/馬小屋 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たつ

うまのたてがみ/馬のたてがみ ぬーまぬ　かん

ぎ

うまれ/生まれ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んまり
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うまれそだち/生まれ育ち . . . . . . . . . . . .ういだつ

うまれながらの/生まれながらの んまりながー

ぬ

うまれる/生まれる . . . . . . . . . . . .すでぃ、んまい

うみ/海 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .いん

うみ/濃 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んーく

ウミウシ/ウミウシ【生物】 . . . . . . . . . .いんうす

うみどり/海鳥 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いんどぅい

うみねこ/海猫 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つきゃふ

うみのおや/産みの親 . . . . . . . . . . . . . . . . なすんま

うみのちかく/海のちかく . . . . . . . . . . . .いんばた

うみのふかいところ/海の深いところ あうそぅ

うみブドウ/海ブドウ . . . . . . . . . . . . . . . . んきゃふ

ウミヘビ/ウミヘビ【海洋動物】 . . . . . いんばう

うむ/膿む . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んー、んみ

うむ/産む . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なす

うめる/埋める . . . . . うずん、ふさがい、ふさず

うやまう/敬う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なーぎ

うら/裏 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . てぃび

うらがえし/裏がえし . . . . . . . . . . . . . . ほぅがさー

うらがえし/裏返し さかー、さかさ、さかさー

うらかえしに/裏返しに . . . . . . . . . . . . . . くさーん

うらて/裏手 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っしばら

うらなう/占う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あかす

うらなう/占う . . . . . . . . . . . . . . . . むぬー　あかす

うらやましい/羨ましい . . . . . . . . . . . .そぅーじゃ

うらやましがる/うらやましがる そぅーん、ひ

がん

うり/瓜【果物・野菜】 . . . . . . . . . . . . . . あかうい

うりふたつ/瓜二つ . . .あーぬいや　ばりーどぅ

うる/売る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うー

うる/うる（海藻） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うる

うるう/潤う . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うるー、うるい

うるうづき/閏月 . . . . . . . あまいずつ、うるずつ

うるうどし/閏年 . . あまいどぅす、うるどぅす、

うるーどぅす

うるおいのじき/潤いの時期（農業用語） うり

ー

うるさい/うるさい . . がじゃみつ、がじゃみふ、

やがます、んがます、んぎゃます

うれしい/嬉しい . . . . . . . ふからす、ほぅからす

うれしいこと/うれしいこと . . . . . ほぅからっさ

うれしがりだ/嬉しがり . . . . . . . ふからっさむい

うろおぼえ/うろ覚え . . . . . . . . . . . . . . なまうぶい

ウロコ/ウロコ . . . . . . . . . . . . . . . . いーき、いーつ

うわきっぽいじょせい/浮気っぽい女性 みゃー

らび

うわさ/噂 っさ、ふさ、ひとぅっさ、ひとぅっ

じゃ、ひとぅぬっさ、ひとぬふさ

うわさはなしをする/うわさ話をする ひとぅぬ

　っさ　あす

うわさをよくするひと/噂をよくする人 ひとぅ

っじゃぬ　すー

うん/運 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うん、ふー

うん/うん（返事） . . . . . . . . . . . .えー、んーでぃ

うんうん/うんうん（うめき声） . . . . . んーとぅ

うんがいい/運がいい . . . . . . . . . . . .いす、いそぅ

うんがいいこと/運がいいこと . . . . . . . . . . . .いす

うんてんする/運転する . . . . . . . くるまう　むつ

え/え？（ききかえし） . . . . . . . . なうばいてぃー

えーと/えーと（話始めの言い淀み） いら、な

うがら

えーと/えーと（フィラー） . . また、んめーら、

なうてぃどぅ　あい

エイ/エイ【生物】 . . . . . . . . . . . .いー、かまんた

えいえんに/永遠に . . . . . . . . . . . . . . みゃーくなぎ

えがおがきれいなひと/笑顔がきれいな人 みー

ばらーしゃ

えさ/餌 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . びじゅ

えさにするこざかな/餌にする小魚 . . . . . じゃぐ

えだ/枝 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ゆだ

えたいのしれない/得体のしれない . . いかがら、
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いきゃがら

えだまめ/枝豆 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ままみ

えっ/えっ（聞き返し） . . . . . . . . . . . .なー、あか

えと/干支 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とぅい

えと/干支（自分の生まれた） . . . . . とぅすびー

エビ/エビ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さい

エラ/エラ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いら、さん

えらいひと/偉い人 ほぅがなまい、ほぅっびと

ぅ、ゆかいびとぅ、ゆかいむぬ

えらびにえらんで/選びに選んで いらびってぃ

えらぶ/選ぶ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .いらう

えらぶる/偉ぶる . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ひとぅふい

えらぶること/偉ぶること ひとぅふい、ひとぅ

ふりゃ

えり/襟 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .つんぬふず

えりごのみする/えり好みする . . . . . . . . . . . .むん

えんせき/縁石 . . . . . . . . . . . .ふずつ、ふずついす

えんちょうする/延長する . . . . . . . . . .そぅんうー

えんぽう/遠方 . . .かじゃー、かなーい、かない

お/緒 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぶー

おい/甥 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みゅーい

おい/おい（呼びかけ） . . . . . . . . . . . . . . . . . . .おい

おいかえす/追い返す うっつ、うーっつ、うっ

たーす、うっちゃーす、うっちーはらす

おいかけさせる/追いかけさせる うっちゃらす

おいかける/追いかける うっつ、うーっつ、う

ったーす、うっちゃーす、うー、うーい

おいこす/追い越すすったーうー、すったうー、

すったーす、すったーっゔぁす、すってぃ、す

ってぃっゔぁーす、すてぃー、すてぃーうー、

すてぃうー、すてぃらーす、すてぃらす

おいこみりょう/追い込み漁 あんつかい、あん

つかいまーい、ばらじゃん

おいこむ/追い込む . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . しみ

おいしげる/生い繁る . . . . . . . . . .はやい、うやい

おいしそうな/美味しそうな . . . . . . . . . . . .んまぎ

おいだす/追い出す うっつ、うーっつ、うった

ーす、うっちゃーす

おいぬく/追い抜く . . . . . . . . . . . . . . . . ぬず、んず

おいのり/おいのり【祭礼】 . . . . . . . ういびらい

おいる/老いる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うい

おいわい/お祝い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆーい

おうぎ/扇 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あうず

おうし/雄牛 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . びきうす

おうし/雄牛（体の大きい） . . . . . . . . . .ばふうす

おうじる/応じる うーでぃ、うーっでぃ、うー

ず、うーっず

おうちゃくな/横着な . . . . . . . . . . . . . . . . . . .んまつ

おうふく/往復 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .いつむどぅい

おえる/終える . . . . . . . . . . . . . . あがい、あがいー

おおあめ/大雨 やぐみ　あみ、すまうてぃあみ

おおい/覆い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うそぅい

おおい/多い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はーさ、ぶた

おおう/覆う うー、うーい、うーう、うーっゔ

ぃ、うそぅー、うそぅい

おおうそ/大嘘 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うぷだらか

おおうなばら/大海原 とぅー、とぅなか、ほぅ

とぅー

おおがらだ/大柄だ . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ほぅがら

おおがらなひと/大柄な人 . . . . . . . . . . . .だんびー

おおきい/大きい . . . . . うほぅ、ほぅい、がばー

おおきい/大きい（＝年上） . . . . . . . はー、ほぅ

おおきいあな/大きい穴 . . . . . . . . . . . . . . . . はーな

おおきいこっかく/大きい骨格 ほぅっぶに、ほ

ぅぶに

おおきくする/大きくする . . . . . . . . . . . .でぃかす

おおきさ/大きさ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ほぅいさ

おおきなおわん/大きなお椀 そぅんがん、そぅ

んがんまかい

おおきなハンママ/大きなハンマー . . .うーつつ

おおぐい/大食い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うにゃ

おおぐいだ/大食いだ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うん
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おおぐちをたたくひと/大口をたたく人 ほぅー

ちゃ

おおくのひとがあつまること/多くの人が集ま

ること . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なみじゅるい

おおげさ/大げさ . . . . . . . . . . . .ふーき、ほぅーき

おおげさなやつ/大げさな奴 . . . . . . . . . . . .あばさ

おおげさにいう/大げさに言う ほぅーき、ほぅ

ーつ

おおげさにいうこと/大げさに言うこと ほぅむ

ぬい、ほぅむぬゆい

おおごえ/大声 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やぐい

おおざっぱだ/おおざっぱだ . . . . . . . . . . . .ばばん

おおしお/大潮（旧暦） . . . . . . . . . . . . . . . . さにつ

オオセジヒメジ/オオセジヒメジ【魚】 かたか

す

おおどおり/大通り . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ほぅんつ

おおなみ/大波 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ほぅなん

オオハマボウ/オオハマボウ【植】ゆーなぎー、

ゆなぎー

おおぼらふき/大ぼら吹き . . ほぅっぶらふきゃ、

ほぅむぬゆみゃ

おおまた/大股 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ほぅっばば

おおまただ/大股だ . . . . . . . . . . . . . . . . ほぅっばば

おおむぎ/大麦 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ほぅむず

おおめに/多めに . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ましん

おかあさん/お母さん . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んま

オカガニ/オカガニ【生物】 . . . . . . . . . .あらがん

おかげ/お陰で . . . . . . . . . . . .みゅーぶき、うぶき

おかず/おかず . . . . . . . . . . . .かてぃむぬ、そぅー

おかず/おかず（食欲をそそる） . . . . . あいでぃ

おかずなしに/おかずなしに . . . . . . . . . .あぱつな

おかゆ/お粥 . . . . . . . ゆー、うぶゆー、しらゆー

オカラ/オカラ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たうふがす

おき/沖 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うき

おきなわ/沖縄【地名】 . . . . . . . . . . . . . . うつなー

オキナワスズメウリ/オキナワスズメウリ【果

物・野菜】 . . . . . . . . まずむぬぬ　あかばたうい

おきなわふうドーナツ/沖縄風ドーナツ さたて

ぃんぷら

オキナワヤスデ/オキナワヤスデ なまだんむす

おきび/熾火 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うつー

おぎゃー/おぎゃー（赤ん坊の泣き声） んぎゃ

ー

おきゅう/お灸 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やちゅ

おきる/起きる うき、みじゃつ、みじゃふ、み

じゃん、みそぅい

おきん/お金 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .でぃん

おく/置く . . . . . . . うっつ、うっふ、びし、びす

おく/奥 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うつ

おくざしき/奥座敷 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うらじゃ

おくさん/奥さん . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うやんま

おくば/奥歯 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うすばー

おくびょう/臆病 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かうがま

おくびょうもの/臆病者 あうみー、あうみーや

から

おくめ/奥目 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふかみー

おくりもの/贈り物 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .てぃだい

おくる/送る . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うくい、いだす

おくること/送ること . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うくい

おくれる/遅れる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うくい

おこげ/おこげ（鍋の底にへばりついた食べ物）

くるず、てぃびふっでぃむぬ

おこげごはん/おこげご飯 . . . . . . . なんつつまい

おこす/起こす . . . . . . . . . . . . . . . . うかす、うくす

おこたる/怠る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うくたい

おこつ/お骨 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . くつ

おこらせる/怒らせる . . つむだす、ばたっさい、

ばたふさい

おこりっぽいひと/怒りっぽい人 . . . . . つむじゃ

おこる/怒る . . . . . . . . . . . .つむいでぃ、つむでぃ

おこる/起こる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うくい

おごる/奢る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . てぃだい
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おさえつける/押さえつける うさい、くんつき

おさえる/押さえる . . . . . . . . . . . .んつみ、んつん

おさないころ/幼いころ . . . . . . . . . .いみかいきゃ

おさまる/収まる . . . . . . . いー、いり、うさまい

おさめる/収める . . . . . . . . . .んちゃみ、んちゃん

おさめる/納める . . . . . . . . . . . . . . うさみ、うさん

おさんしたての/お産したての . . . . . . . . . . . .しら

おさんしたてのいえ/お産したての家 しらやー

おしあい/押し合い . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うすあい

おじいさん/おじいさん . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うや

おしいれ/押入れ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . おしいり

おしえ/教え . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ならい

おしえる/教える . . . . . . . . . . . .ならーす、っさす

おしえること/教えること . . . . . . . . . . . .ならーす

おじさん/おじさん . . . . . . . ぶじゃ、ぶじゃがま

おしたおす/押し倒す . . . . . . . . . . . . . . うすぶらす

おしだす/押しだす . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あーす

おしつける/押し付ける うす、うさす、うっさ

す

おしゃべり/おしゃべり . . . . . . . . . . . . . . ゆがたい

おしゃべりする/お喋りする . . . . . むぬー　ゆん

おしゃべりなひと/おしゃべりな人 あばさ、ふ

ちゃ、むぬゆみゃ、むぬゆんぱじゅら、

おしゃれ/おしゃれ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . がーい

おしゃれな/おしゃれな . . . . . . . . . . . . . . . . しゃり

おしゃれをする/おしゃれをする . . . . . . . がーい

おしよせる/おしよせる がーらみつ、がーらみ

ふ、ゆい

おしり/お尻 てぃび、てぃびぐー、てぃびたい

おしりのあな/お尻（の穴） ちーぬん、ちーる

ん、ちびぬん、ちびるん、てぃーぬん、てぃー

るん、てぃびるん、てぃびぬん

おしろい/おしろい . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うしろい

おす/押す . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うす

おす/雄 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .びき

おすうま/雄馬 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . びきぬーま

おせじ/おせじ . . . . . あずまうつ、あっゔぁうつ

おせじをいう/お世辞を言う . . . . . . . . . . . .びらう

おぜん/お膳 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うすつ

おそい/遅い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .にゅー

おそろしい/恐ろしい . . . . . . . . . . . . . . ほぅーぐる

おだてにのりやすいひと/おだてに乗りやすい

人 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ほぅみばやー

おだてる/おだてる うだつ、うだてぃ、さぱー

す、ひゃーす、ぴゃーす

おたふくかぜ/おたふく風邪 . . . . . たうしんばい

おだやかな/穏やかな . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やぱ

おだやかになる/穏やかになる やすまい、やす

ん

おちついて/落ち着いて たみーたみ、たみーた

みー

おちつかない/落ち着かない たっゔぁみつ、た

っゔぁみふ、てぃびがる

おちつかないようす/落ち着かない様子 ほぅり

みつず

おちつきがない/落ち着きがない かさみき、か

さみつ、たまっさにゃーん

おちつきがないひと/落ち着きがない人 ぱじゅ

ら、てぃびがる

おちつける/落ち着ける . . . . . . . . . . . . . . やすます

おちゃうけ/お茶うけ . . . . . . . . . . . . . . . . ちゃうき

おちる/落ちる（穴などに）ぶりんつ、ぶりんふ

おちる/落ちる うてぃ、さんじゃい、しゃんじ

ゃい

おつかい/お使い . . . . . . . . . . . . . . . . . . .くまづかい

おっくう/億劫 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うっくー

おっと/夫 . . . . . . . . . . . . . . . . びきどぅん、ぶとぅ

おつゆ/おつゆ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んっつー

おでき/おでき . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ほぅがさ

おでこ/おでこ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふたい

おてんばだ/おてんば . . . . . . . . . . . . . . てぃんぱな

おと/音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .なら
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おと/音（音楽用語） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . にー

おと/音（食べる時に出る） . . . . . . . . . .ふつなら

おと/音（高い音調） . . . . . . . . . . . . . . . . いちゅに

おとうさん/お父さん . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っざ

おとうと/弟 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うっとぅ

おとこ/男 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . びきどぅん

おとこどうしのともだち/男同士の友達 まらち

ゃー

おとこのこ/男の子【歌語】 . . . . . . . . . . . . . . びく

おとさた/音沙汰 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うとぅさた

おとさたがない/音沙汰がない んーてぃーまい

　すんてぃーまい

おとす/落とす . . . . . . . . . . . . . . うたす、うとぅす

おどす/脅す うどぅす、いっゔぁす、ゆっゔぁ

す

おととい/おととい . . . . . . . . . . . . . . . . みーかない

おととし/おととし . . . . . . . . . . . . . . みーてぃない

おとなしい/おとなしい うくっとぅ、うとぅな

す、とぅどぅか、まない

おとなっぽくなる/大人っぽくなる っちゃまい

おとのさま/お殿様 . . . . . . . . . . . . . . とぅぬがなす

おともする/お供する . . .とぅむーす、とぅむす

おどり/踊り . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぶどぅい

おどる/踊る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぶどぅい

おとろえる/衰える . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すがい

おどろかす/驚かすうどぅるかす、いっゔぁす、

ゆっゔぁす

おどろき/驚き . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うどぅるつ

おどろく/驚く うどぅるつ、うどぅるふ、たま

がい、だまがい

おどろくこと/驚くこと . . たまがい、だまがい、

かぱたまがい

おとをだす/音を出す（ドタンと）だんまみつ、

だんまみふ

おとをたてる/音を立てる（ガラガラと） がら

みつ、がらみふ

おなかがゴロゴロなる/お腹がゴロゴロなる む

がい、むぎゃい、むぎゃっり

おなかのちょうし/お腹の調子 . . . . . . . ばたずみ

おなじ/同じ . . .まーじゅん、ゆぬ、ゆぬそぅい

おなじもの/同じもの . . .ゆぬそぅい、ゆぬむぬ

おなじような/同じような . . . . . . . . . . . . . . んーさ

おなら/おなら . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひー、ぴー

おならをする/おならをする . . . . . . . ひつ、ひふ

おに/鬼 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うん

オニオコゼ/オニオコゼ【魚】 . . . . . . . . . . . .あぱ

おにぎり/おにぎり . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぬい

オニヒトデ/オニヒトデ【生物】 . . . . . たうんぎ

おの/斧 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ゆつ

おばあさん/おばあさん . . . . . . . . . . . .はー、ぱー

おばあさん/子供を外に出すおばあさん【祭礼】

いだすぱー

おばけ/おばけ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ほぅーぐる

おばさん/おばさん . . ぶば、ぶばがま、ぶばま、

ぶばんま

おはらい/お祓い【祭礼】 . . . . . . . . . .さうずばり

おはらがへる/お腹が減る . . . . . . . . . . . . . . . . すー

おび/帯 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅくー

おびえること/おびえること . . . . . . . . . . . . . . けー

おぼえ/覚え . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うぶい

おぼえる/覚える . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うぶい

おぼれる/溺れる うーっふ、うーっふぃ、うー

ふ、うーふー

おぼん/お盆 . . . . . . . . . . . . . . しちぐつ、しつぐつ

おまえ/お前 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .っゔぁ

おまえたち/お前たち . . .っゔぁどぅ、っゔぁる

おみやげ/お土産 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つとぅ

おもい/思い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うむい

おもい/重い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んぶ

おもいあがる/思い上がる . . . . . . . . . .つきゃがい

おもいこがれる/思い焦がれる . . .うむいくがい

おもいだす/思い出す . . . . . . . . . . . . . . うむいだす
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おもいのまま/思いのまま うむいが　にゃーん

おもいやりがない/思いやりがない つむー　に

ゃーん

おもう/思う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うむー

おもがい/おもがい（馬具の一種） . . .うむがい

おもかじ/面舵 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うむかじ

おもさ/重さ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .んぶさ

おもさ/重さ（容器の） . . . . . . . . . . . . . . ふーたい

おもしろい/面白い . . . . . . . うむっし、ゆがいな

おもしろおかしい/面白おかしい . . . . . . . ばかす

おもしろくない/面白くない かさます、ずみゃ

ー　にゃーん

おやこ/親子 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うやっふぁ

おゆ/お湯 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みず

およぐ/泳ぐ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うーず

およそ/およそ（量名詞の後） . . . . . . . . . .ほぅだ

およぶ/及ぶ . . うーでぃ、うーっでぃ、うーず、

うーっず

おりいと/織り糸 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かし

おりくち/降り口 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うりふつ

おりこうさん/お利口さん（誉め言葉） まいふ

が

おりる/降りる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うり

おる/折る（体の一部を） . . . . . かくん、がぐん

おる/織る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うい

おる/折る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぶい、ぶり

おれる/折れる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぶい、ぶり

おろかな/おろかな . . . . . . . . . . . . . . . . ふとぅてぃ

おろしがね/下ろし金 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かな

おろす/おろす（魚を） . . . . . . . . . . . . . . . . うかす

おろす/下ろす . . . . . . . . . . . . . . . . うらす、うるす

おわらせる/終わらせる すつなす、すてぃなす

おわり/終わり . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うわい

おわり/終わり（話の最後のしめくくりのこと

ば） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とー

おわる/終わる はつ、はてぃ、うわい、なっち

ゃい、とぅどぅまい

おわん/お椀 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .まかい

おんぎ/恩義 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うんず

おんどり/雄鶏 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . びきどぅい

～か/～か . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ががら

か/蚊 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かじゃん

か/か（真偽疑問） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . な

が/我（をはる） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . がー

が/蛾【昆】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あんぐーにゃ

が/が（間接疑問） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . が

が/が（疑問詞疑問） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . が

が/が（疑問詞疑問） . . . . . . . . . . . . . . . . . . .そぅが

が/が（所有格助詞） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぬ

が/が（主格所有格助詞） . . . . . . . . . . . . . . ぬ、が

かい/櫂 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っざく

かい/甲斐 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かい

がい/害 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .がい

かいがん/海岸 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はま

かいけい/会計 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さんだん

がいけん/外見 みーたう、みーとぅ、みーとぅ

ー、みーはー

かいこんする/開墾する . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あき

がいしょう/外傷 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ほぅがさ

かいしんする/改心する . . . . . つむがーい　あす

かいじんそう/海神草（薬草） . . . . . なちゃーら

かいすい/海水 ほぅそぅー、ほぅそぅみず、ほ

ぅっそぅ、ほぅっそぅー、ふそぅみず

かいせん/疥癬 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かうしゃー

かいせんはだ/疥癬肌 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さみ

かいてき/快適 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ずみ

かいな/腕 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かいな

かいならす/飼いならす . . . . . . . . . . . . . . . . ならす

かう/買う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かう

かう/飼う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .つかなう

かう（つけで）/買う（つけで） . . . . . . . さがい

かえす/返す . . . . . . . . . . . . . . . . かいす、とぅらす
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かえす/帰す . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はらす

かえす/返す（金を） . . . . . . . . . . . . . . . . とぅらす

かえりがおそくなること/帰りが遅くなること

ゆなかばい

かえる/帰る . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はい、むどぅい

かえる/変える . . . . . . . . . .かい、かーらす、なす

カエル/カエル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うんた

かお/顔 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みはな

かおいろ/顔色 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みはな

かおいろがわるい/顔色が悪い . . . . . はだっさり

かおだち/顔だち . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かーぎ

かがくひりょう/化学肥料 . . . . . . . . . . . . . . きんぴ

かかと/かかと . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あどぅ

かがみ/鏡 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かがん

かがむこと/かがむこと . . . . . うすん、うそぅん

かがめる/屈める（体の一部を）かくん、がぐん

かがやき/輝き . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひかい

～がかり/～係り（名詞のあとにつく） . . . ぐな

かかる/かかる（病気に） . . . . . . . . . . . . . . たばい

かかわる/関わる . . . . . かかい、かむー、かむい

かかんな/果敢な . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はてぃ

かき/牡蠣 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いすぬみー

かぎ/鉤（ものをつりさげるもの） . . . . . . . がず

かきあつめる/搔き集める . . . . . . . . . . . .かかっず

かきね/垣根 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かつ、かつに

かきまわす/掻き回す . . . . . むがっらす、むがら

す、むぎゃっらす、むぎゃらす、んがっらす、

んがらす、んぎゃっらす、んぎゃらす、ききゃ

ーす、きぎゃーす、ききゃーらす

かきゅうかんりょう/下級官僚（歴史） みざし

かきゅうやくにん/下級役人（歴史） . . . . . うや

かく/掻く . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かつ、かふ

かく/かく（汗を） . . . . . . . . . . . . . . . . かつ、かふ

かく/書く . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かつ、かふ

かぐ/嗅ぐ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かん

かくいえ/各家 . . . . . . . . . .きないかず、やーかず

かくじ/各自 . . . . . . . . . . . . . . うながどぅーどぅー

かくす/隠す うー、うーい、うーう、うーっゔ

ぃ、かっふぁす、ばちゃみ、ばちゃん

かくれる/隠れる . . . . . . . . . . . . . . かっふ、かふー

かげ/影・陰 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かぎ

がけ/崖 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はなた、はなむつ

かけっこ/かけっこ はーさにゃー、ひゃーさに

ゃー

がけのうえ/崖の上（海岸ぞい） . . . . . . . しばな

かけら/欠片 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かきら

かける/かける（水などを） . . あみかっゔぁす、

あみかっゔぃ、あみかっゔぁらす

かける/かける（布団を） . . .かうー、かっゔぃ

かける/かける（声を） . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かき

かける/かける（鍋などを火に） . . .んし、んす

かげんできない/加減できない まみっじゃにゃ

ーん

カゴ/籠（苧麻糸などを入れる） . . . . . . . . . .まぐ

かご/籠（海で使う） . . . . . . . . . . . . . . . . . . .びらふ

かこむ/囲む . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かくん

かさ/傘・笠 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さな

かさねる/重ねる つくつ、つくふ、かさん、か

さに、かさみ、あーす

かさぶた/かさぶた . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かたうさ

かし/菓子 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かーす

かじ/舵 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かず

かしぎ/かしぎ（機織り道具） . . . . . . . . . .かしぎ

かしこい/かしこい . . . . . . . . . . . . . . . . . . .まいふが

かじつ/果実 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . きーぬない

かじや/鍛冶屋 . . . . . かっじゃ、かんじゃーやー

ガジュマルのき/ガジュマルの木 がずはなぎー

～かしら/～かしらびゃー、びゃーい、びゃーん

かじる/かじる . . . . . はんち、はんつ、はんっつ

かじること/かじること . . . . . はんつ、はんっつ

かす/貸す . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かす、からす

かす/かす（残り物） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かす
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カズラ/カズラ【植】 . . . . . . . . . . . . . . . . きゃーん

かする/擦る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かすい

かすれこえ/かすれ声 . . . . . . . . . . . . . . . . あやぐい

かぜ/風 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かでぃ

かぜ/風（春一番） . . . . . . . . . . . . . . うだつまーい

かぜ/風邪 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はなひつ

かぜがつよいこと/風が強いこと . . . . . かじゃう

かせぎ/稼ぎ . . . . . . . . . . . . . . . . はたらつ、まうき

かせぐ/稼ぐ . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あらす、まうき

かぜをひく/風邪をひく . . . . . . . . . .はなう　ひつ

かぞえる/数える . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆん

かぞく/家族 やーき、やーでぃ、やーにんじゅ

かぞくみんな/家族みんな . . . . . やびとぅんーな

かた/肩 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かたむす

かたあしとび/片足飛び【遊戯】 けんけんぱー

かたい/固い（食べ物） . . . . . . . . . . . . . . かたぐー

かたい/固い（固まっている）くぱ、ふか、ぷか

かたくなる/固くなる、硬くなる くぱい、ぷか

い、ほぅかい

かたすみ/片隅 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かたうた

かたち/形 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .やうたい

かたづける/片付ける たくー、たくび、ばちゃ

み、ばちゃん、んちゃみ、んちゃん

かたづけること/片付けること . . . . . . . ばちゃん

かたっぱしから/片っ端から かたふっじゃから

カタツムリ/カタツムリ【生物】 . . . . . はるんな

かたぶりあめ/片ぶり雨 かたぶい、かたぶいあ

み

かたほうのあたま/片方の頭 . . . . . かたかなまい

かたまりになっていること/塊になっているこ

と . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たにく

かたまる/固まる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かたまい

かたみ/形見 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かたみ

かたむく/傾く かたうつ、かたうふ、かたうき

かたむける/傾ける . . . . . . . かたうつ、かたうふ

かため/片目 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かたみー

かたよる/片寄る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かたゆい

かちく/家畜 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いつむす

がちゃんと/がちゃんと . . . . . . . . . .じゃらてぃー

ガチャンと/ガチャンと（物を叩く、割る） じ

ゃらてぃー、ちゃら

かつ/勝つ . . .うゆー、かつ、まみふー、がーい

カツオ/カツオ（中型）【魚】 . . . . . . ちゅーばん

カツオ/カツオ（大型）【魚】 . . . . . . . . だいばん

カツオ/カツオ（近海にいる）【魚】うぶしゅー

カツオ/カツオ【魚】 . . . . . . . . . . . . . . . . かっちゅ

カツオのしんぞう/カツオの心臓 . . .うどぅるつ

がつがつ/がつがつ . . . . . . . . . . . . . . . . . . .がうがう

かつぐ/担ぐ . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かたみ、かたん

かっこいい/かっこいい . . . . . . . . . .ずみ、ずみぎ

かっこう/恰好 . . . . . . . . . . . . . . すがた、やうたい

がっこう/学校 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . がっこー

かっこうをつける/格好をつける なうふい、な

うふや

かっこうをつけるひと/格好をつける人 なうふ

い、なうふや

かっちり/かっちり . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . がふ

～がつよいひと/～が強い人 . . . . . . . . . . . . じゅー

かてい/家庭 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .きない

かど/角 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かどぅ、まがい

～かな/～かな . . . びゃー、びゃーい、びゃーん

かなう/叶う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かなう

かなしい/悲しい . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かまらす

かなづち/金槌 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . げんのー

かなぼう/金棒 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あきんさう

かなめ/かなめ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かなみ

カニ/カニ（ソデガラッパ）【生物】っふぁむら

がん

カニ/カニ（小型）【生物】 . . . . . . . . . . .っさかん

カニ/カニ【生物】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かん

がにまた/がに股 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆがはず

かね/鐘 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かに
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かねじゃく/曲尺【道具】 . . . . . ばんじゅーがに

かねまわり/金回り . . . . . . . . . . . . . . . . でぃんぐり

かねもち/金持ち うやき、ゆかいびとぅ、ゆか

いむぬ

かのうする/化膿する . . . . . . . . . . . . . . . . . . .んだい

かのじょ/彼女（三人称代名詞） . . . . . . . . . .かい

がぶり/がぶり（勢いよく食べる） . . . . . . . がう

かぶる/かぶる（借金を） いっかうー、いっか

っゔぁす、いっかっゔぁらす

かぶる/かぶる（布団を） . . .かうー、かっゔぃ

かべ/壁 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .くび

カボチャ/カボチャ【果物・野菜】 . . . . . なんく

かま/鎌【道具】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っざら

かまう/かまう . . . . . . . . . . . . . . . . かむー、かむい

カマキリ/カマキリ【昆】 . . .さーるかもーたー

カマス/カマス【魚】 . . . . . . . かまさー、かます

かまど/かまど【道具】 . . . . . かまどぅ、うかま

カマボコ/カマボコ . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かまばく

かまわずにおく/構わずにおく っしゅーつ、っ

しゅーふ

がまんする/我慢する . . . . . んびゃい、んびゃう

かみ/神様 かん、うい、かんがなす、てぃんた

うがなす

かみ/紙 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かびー

かみ/髪 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あか

かみ/髪 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . からい、からず

かみきれない/噛みきれない . . .ひつに、すぴに

かみさま/神様（命の神様） . . . . . . . . . .ばかばう

かみさま/神様（新生児記帳の） うちゃうぬす

かみさま/神様（最高位の） . . . . . . . . . .かんぱな

かみだな/神棚 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かんだな

かみなり/雷 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かんない

かむ/噛む . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かん、ふー

かめ/瓶 . . . . . . . . . . . . . . かみ、くぴん、みんがみ

カメムシ/カメムシ【昆】 . . . . . . . . . . . .たーがみ

カモ/カモ（＝簡単にだまされる人） まきなら

い

かもい/鴨居 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かむい

～かもしれない/～かもしれない . . . . . . . . . .がら

カモメ/カモメ . . . . . . . . . . . . . . . . . . .まゆずきゃふ

かや/茅 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まかや

かや/蚊帳 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かちゃ　

かやぶきのいえ　/かやぶきの家 . . . . . かややー

かゆい/痒い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かう

～かよ/～かよ（終助詞） . . . . . . . . . . . . . . ね、ま

かよう/通う . . . . . . . . . .かゆー、あいつ、あいふ

かよわせる/通わせる . . . . . . . . . . . . . . . . . . .いだす

から/殻 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .から

から/から（出発点） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . から

から/から（理由） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ば

がら/柄 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .がら

からい/辛い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . から

からいばり/空威張り . . . . . . . . . . . . . . からいばい

からかう/からかう . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ばーふー

ガラガラと/ガラガラ（戸を開ける音） がらが

らてぃー

ガラガラと/ガラガラ（倒れる様子） がらてぃ

ー

からげる/絡げる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . からぎ

カラス/カラス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . がらさ

ガラス/ガラス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みずかに

からだ/体 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . からた、どぅー

からだがだるい/体がだるい . . . . . . . . . .ちるだい

からて/空手 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .てぃー

からみ/絡み . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . がでぃらく

～がり/～がり . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .さむい

かりる/借りる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かい

かる/刈る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なず、かい

かるい/軽い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . がる

かるいし/軽石 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . がるいす

かれ/彼（三人称代名詞） . . . . . . . . . . . . . . . . かい

かれら/彼ら . . . . . . . . . . . .うぬきゃ、うぬきゃた
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かれる/枯れる . . . . . さい、さり、ない、ないー

かれる（こえが）/かれる（声が） . . . . . . . かり

かわいがる/可愛がる . . . . . . . . . .かなっさ　あす

かわいがること/かわいがること . . . . . かなっさ

かわいくなくなる/可愛くなくなる ういやっゔ

ぃ

かわいくなる/可愛くなる . . . . . . . . . .ういなうす

かわいこども/可愛い子供 まなや、あぱらぎが

ま

かわいそうだ/可哀想だ んじゃうな、つんだら

さ

かわいそうな/可哀想な . . . . . . . . . .つんだらすぎ

かわいそうなひと/可哀想な人 . . . . . つんだらさ

かわかす/乾かす . . . . . . . . . .かーかす、かーらす

かわく/渇く かーつ、かーふ、かーらつ、かー

らふ、かーき

かわく/乾く . . . . . かーい、かーき、さい、さり

かわくこと/乾くこと . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かーい

かわった/変わった . . . . . . . きたてぃ、ひるます

カワハギ/カワハギ【魚】 . . . . . . . . . .かーはぎゃ

かわら/瓦 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かーら

かわらげり/瓦蹴り【遊戯】 . . . . . . . かーらきー

かわらや/瓦屋 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つぶや

かわり/代わり . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かーい

かわりばえ/代わり映え . . . . . . . . . . . .かーいばい

かわりばな/変わりばな . . . . . . . . . . . .かーいばな

かわる/代わる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かーい

かわる/変わる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ない

かん/缶 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かーかに

かんがえ/考え . . .うむくとぅ、かんがい、ずー

かんがえる/考える . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かんがい

かんかく/間隔 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ゆい

かんけり/缶蹴り【遊戯】 . . . . . . . . . . . .かんきり

がんこうするどい/眼光鋭い . . . . . . . みーそぅい

がんこだ/頑固 . . . . . . . . . . . .がんく、ずーじゅー

かんざし/かんざし . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ずーぱ

かんし/監視 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ばん

かんしする/監視する . . . . . . . みばかい、みばつ

かんしょく/間食 . . まどぅゔぁい、まどぅばい、

まどぅばんまい

かんせいする/完成するとぅずます、とぅずみ、

とぅずん、とぅどぅます、とぅどぅみ、とぅど

ぅん

かんそうイモ/乾燥イモ . . . . . . . . . . . .んーじゃに

かんだかいこえ/甲高い声 . . . . . . . . . . . .ちりぐい

かんたん/簡単 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いちころ

かんたんだ/簡単 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ちゃーす

かんたんに/簡単に . . . . . . . . . . . . . . がら、ちょろ

かんちがい/勘違い . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ばっぱい

かんちょう/干潮 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .そぅーひー

かんつうさせる/貫通させる . . . . . . . . . .とぅーす

かんな/鉋 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かな

かんぱ/寒波 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ひーふ、ぴーふ

かんばつ/干ばつ . . .ひでぃー、ひむ、ひゃーい

がんばらせる/頑張らせる . . . . . . . . . .くんぱらす

がんばる/頑張る . . くんぱい、んぱい、かなう、

そぅるき

がんばれ/頑張れ（激励の言葉） . . . . . . . やらし

かんびょう/看病 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かんびょー

かんぴょう/干瓢 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かんぴょー

がんぺき/岸壁 . . . . . . . . . . . . . . . . いんぬ　すばな

かんまんな/緩慢な . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぬっちー

かんまんのさがおおきいじき/干満の差が大き

い時期 . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅーうつ、そぅーつ

かんり/管理 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かず、きず

かんりする/管理する . . . . . . . みばかい、みばつ

かんろ/寒露（１０月ころ） . . . . . . . . . . . .かんる

き/木 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .きー

きえうせる/消え失せる ふがいり、すーん　な

い

きえる/消える . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . きゃーい

きおちさせる/気落ちさせる . . . . . . . . . .ほぅがす
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きおちする/気落ちする . . . . . . . . . .つむー　だり

きがいをくわえる/危害を加える . . . . . . . あやみ

きがえ/着替え . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つがい

きがえる/着替える . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つがい

きかざる/着飾る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅがい

きかせる/聞かせる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つかす

きがん/祈願 . . . . . . . . . . . . . . かんにがい、にがい

きかんし/気管支 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ゆくぬどぅ

きがんする/祈願する うがん、ゆん、てぃーゆ

　かみ、てぃーゆ　かん

きがんのためのぶた/祈願のための豚 んぬつだ

みわー

ききごたえ/聞きごたえ . . . . . . . . . . . .つつぐたい

ききしたがう/聞き従う っふぁーす、ふぁーす

ききじょうず/聞き上手 . . . . . . . . . .つつじゃうず

ききて/利き手 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んすでぃー

ききてでないほうのて/利き手でないほうの手

ゆそぅでぃー

きぎのなか/木々の中 . . . . . . . . . . . . . . きーぬみー

ききほれること/聞きほれること . . . . . つつぶり

ききもらす/聞き洩らす . . . . . . . . . . . .つつむらす

ききよう/聞きよう . . . . . . . . . . . . . . . . . . .つつやう

ききん/飢饉 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やーっそぅ

きく/聞く . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つつ、つふ

きく/効く . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つつ、つふ

きくふり/聞くふり . . . . . . . . . . . . . . . . . . .つつふい

きけん/危険 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . わーかう

きげんがなおる/機嫌が直る . . .つむー　なうす

きけんなしごと/危険な仕事 んぬつすてぃ、ん

ぬつふぁう

きげんをなおす/機嫌を直す . . .つむー　なうす

ぎこうは/技巧派 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .わざしゃー

きこえる/聞こえる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つかい

きさくな/気さくな . . . . . . . . . . . . . . . . はだっさり

きさせる/着させる . . . . . っちゃす、っちゃすみ

きざむ/刻む . . . . . . . . . . . . . . . . きざん、きじゃん

ぎじゅつりょくのあるひと/技術力のある人 く

までぃー

キス/キス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふつんきゃー

きず/傷 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んだい

きずあと/傷跡 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひでぃー

きずがつく/傷がつくすーはがい、すーぱがい、

すーはぎ、すーぱぎ、すーはず、すーぱず

キスする/キスする . . . . . . . ふつんつ、ふつんふ

きずもの/傷物 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んだいむぬ

きせつ/季節 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ゆら、ゆぬりゃ

きせる/着せる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っちゃす

キセル/キセル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ってぃー

きた/来た（「ふー」の過去形） . . . . . . . . ったい

きた/北 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .んす、うい

きたしぶ/北支部 . . . . . . . . . . . . . . . . にぬはでぃー

きたない/汚い . . . . . . . . . . . .っしゃな、っふすー

きたのほうがく/北の方角 . . . . . . . . . . . . . . にぬは

きちょうめんな/几帳面な . . . . . . . . . . . .くまやき

きちんと/きちんと . . じゅんてぃー、まさがん、

まないん、まながん、まなぎん、まなぐん

きちんとしている/きちんとしている かぎでぃ

ー

きつくする/きつくする . . . . . . . . . .っふぁまらす

きっぽう/吉報 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かばすぐい

きとう/亀頭 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はんき、ぱんき

きとうし/祈祷師 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . むぬすー

きなこ/きなこ . . . . . . . . . . . . . . . . まみく、まみぐ

きにいらない/気に入らない つむんな　かなー

ん

きにいる/気に入る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かなう

きね/杵 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んなずつ

きのう/昨日 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ん゜ぬ

きのこ/茸 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . きーぬみん

きのてっぺん/木のてっぺん . . . . . きーぬそぅら

きのね/木の根 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . きーぬにー

きば/牙 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つーばー
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きばこ/木箱【道具】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うだい

きびなご/きびなご【魚】 . . . . . . . . . .さりっぞぅ

きぶんがわるい/気分が悪い（天気のせいで）

あんまーす

きまえがいい/気前がいい . . .つむかぎ、ばばん

きまえがいいひと/気前がいいひと てぃだいび

とぅ、ほぅでぃー

きまずい/気まずい . . . . . . . . . . . . . . . . どぅーぐり

きめつける/決め付ける きちゅみ、きつみ、き

みつき、きみつつ

きも/肝 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .つむ

きもち/気持ち . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つー、つむ

きもちよい/気持ち良い ずみ、ずみぎ、すみゃ

ーす、がーい

きもちわるい/気持ち悪い ずみゃー　にゃーん

きもの/着物 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つん

きもの/着物（ユークイの時に着る） かんつ　

ぱだ

きもの/着物（繕いのある） . . . . . . . . . .くーずん

きもののきかがくもよう/着物の幾何学模様 ぶ

い

きもののすそ/着物の裾 つんぬっそぅ、まいち

ゃ

きものをいれるはこ/着物を入れる箱 . . . . . ひつ

ぎゃく/逆 . . . . . . . . . .さかー、さかさ、さかさー

ぎゃくたいする/虐待する . . . . . . . . . . . . . . しつき

ぎゃくに/逆に . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あい　あらだ

きゃくま/客間 . . . . . . . くじゃしつ、くじゃひつ

キャベツ/キャベツ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たまな

きゅうくつ/窮屈 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .っふぁまい

きゅうけい/休憩 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆくい

きゅうす/急須 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ちゅーか

きゅうに/急に あたくまん、あたふずん、かぱ

きゅうにおこりだすひと/急に怒り出す人 つむ

びゃー

きゅうひと/九人 . . . . . . . . . . . . . . っくぬぬひとぅ

きゅうり/うり【果物・野菜】 . . . . . . . . . . . .うい

きゅうり/きゅうり . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うい

きゅうりょうとり/給料取り . . . . . しゅくとぅら

きょう/今日 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .きゅー

きょういく/教育 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ならい

きょううん/強運 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うんじゅー

きょううんだ/強運だ うんじゅー、んぬつじゅ

ー

ぎょうぎのわるい/行儀の悪いならーっしゃう、

ならっしゃう

きょうそう/競争 . . . . . . . . . . . . . . . . はーさにゃー

きょうだい/兄弟 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .きゃうだい

きようなひと/器用な人 てぃまさり、てぃまさ

りゃ

きょうふう/強風 . . . . . . . . . . . . . . ぶだひつまーい

きょうりょくする/協力する てぃーゆ　とぅい

ぎょぐ/漁具 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いんだうー

ぎょじょう/漁場 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みじゅき

きょねん/去年 . . . . . . . . . .くじゅ、ふたてぃない

きょり/距離 . . . . . . . . . . . . . . . . いじゃー、どぅー

ぎょろうほうし/漁労奉仕【祭礼】 . . .うやいん

きらいだ/嫌いだ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みっふぁ

きらいになる/嫌いになる . . . . . . . . . . . . . . かまい

きらす/切らす（タバコなどを） きらす、つっ

ちゃす

ぎり/義理 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぎり

きりきず/切り傷 . . . . . . . . . . . . . . . . そぅりんだい

キリギリス/キリギリス【昆】 . . .ちんくるがた

きりくち/切り口 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つーふつ

きりさめ/霧雨 . . . . . . . . . . . .いみすず　あみがま

ぎりのちち/義理の父 . . すたさ、すとぅまうや、

すとぅまっざ、ままさ、ままさっざ

ぎりのはは/義理の母 すとぅま、すとぅまんま

きりぼしだいこん/切り干し大根 . . . . . しんぎり

きりょく/気力 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .つー

きる/着る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つー
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きる/切る つつー、つっつ、すーつー、すーっ

つ、つってぃ、きー、

きる/切る（髪の毛を） . . . . . . . . . . . . . . . . そぅい

きる/切る（木を） . . . . . . . . . . . . . . . . ばつ、ばふ

きれあじのよい/切れ味の良い . . . . . . . . . . . .つー

きれいだ/綺麗だ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かぎ

きれいな/綺麗な . . . . . . . . . . . . . . きつぎ、んまぎ

きれいにする/きれいにする（土地を） っさび

きれいにする/きれいにする . . .ぬぐい、ぬぐう

きれない/切れない . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひずー

きれる/切れる つつー、つっつ、すーつー、す

ーっつ、つってぃ、きー、

きわだった/際立った . . . . . . . . . . . . . . . . きたてぃ

きわだって/際立って . . . . . . . . . . . .だんかーりー

きをつかうひと/気をつかう人 つむつかうひと

ぅ、つむつかうびとぅ

きをつけて/気を付けて . . .まさがん、まながん

きん/斤（重さの単位） . . . . . . . . . . . . . . き、きん

ぎん/銀 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なんざ

きんかいぎょ/近海魚 . . . . . . . . . . . . . . まーっぞぅ

きんがん/近眼 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ちかみ

きんせい/金星 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あかぶす

きんちゃく/巾着 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .きんちゃく

キンチャクぶくろ/キンチャク袋 . . .ばたふくる

きんちょう/緊張 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .しゅしゃー

きんにく/筋肉 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひつに

ぎんばえ/銀蝿 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あうばい

キンメダイもどき/キンメダイもどき【魚】 む

ぎゃ

グアバ/グアバ . . . . . ばんちくら、ばんちゅくら

くいしんぼう/食いしん坊 . . . . . . . . . . . .かうきゃ

クイチャーおどり/クイチャー踊り くいちゃー

くうひと/食う人（接辞的に使う） . . . . . ふぁや

くうふく/空腹 . . . . . . . やーす、やーっさがーき

くき/茎 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . から、ぐる、すず

くぎ/釘 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かにふず、ふず

くくる/括る（＝縛る） . . . . . . . . . . . . . . . . すまい

くくる/括る（首を） . . . . . . . ふっず、ふっでぃ

くさ/草 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .っさ、ふさ

くさい/臭い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っさ、ふさ

くさかり/草刈り . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っさかい

くさゼミ/草ゼミ【昆】 . . . . . . . っさずみゃがま

くさっている/腐っている . . . . . . . . . .にゅーさい

くさび/楔 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っさび

くさむしり/草むしり . . . . . . . . . . . . . . あっじゃき

くさる/腐るっさり、っさい、ふさり、ふさい、

ゆーい、そぅっゔぃ

くし/櫛 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ふす

くじうんのよいひと/くじ運の良い人 ふずやぱ

くじうんのわるいひと/くじ運の悪い人 ふずく

ぱ

くじく/くじく . . . . . . . . . . . . . . . . . . .だに、やます

くじびき/くじびき . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふず

くしゃみ/くしゃみ . . . . . . . くしゃん、はなひつ

くしゃみをする/くしゃみをする はなう　ひつ

クジラ/クジラ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふっじゃ

くず/くず くず、あいだい、あいだり、あいだ

りくず、ありだい、ありだいくず、ありだり

くすぐったい/くすぐったい . . . . . . . . . .ひぎゃう

くすぐる/くすぐる . . . . . . . ばじゃう、ばじゅー

くすり/薬 . . . . . . . っそぅい、ふすい、ふそぅい

くずれおちる/崩れ落ちる ぶりんつ、ぶりんふ

くせ/癖 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ふし、ふす

くそ/糞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っそぅ、ふそぅ

くだりざか/下り坂 . . . . . . . . . . . . . . . . ひゃーんつ

くち/口 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うつ、ふつ

くち/口（のっぺりした） . . . . . . . . . . . .っさうつ

くちうるさい/口うるさいふがます、やがます、

んがます、んぎゃます

くちがうまい/口が上手い . . . . . . . . . .ふつかない

くちぐるま/口車 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ふつぐるま

くちげんか/口喧嘩 わーない、わーないやどぅ
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ゆん

くちごたえ/口答え . . . . . . . . . . . . . . . . ふつぐたい

くちさき/口先 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ふつぬそぅら

くちた/朽ちた . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふとぅてぃ

くちだし/口出し . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ふついでぃ

ぐちっぽい/愚痴っぽい . . . . . . . . . . . . . . . . ふがい

くちひげ/口髭 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふつひぎ

くちびる/唇 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すば

くちびるのはじ/唇の端 . . . . . . . . . . . . . . . . はずつ

くちぶえ/口笛 すばびー、ひーだき、ぴーだき

くちべた/口下手 . . . . . . . . . . . . . . . . ふつ　くぱら

くちる/朽ちる . . . . . . . . . .ふとぅつ、ふとぅてぃ

ぐつぐつ/ぐつぐつ（物が煮える様子） ぼろぼ

ろ

クッション/クッション（頭に載せる） かうす

ぐったりする/ぐったりする . . . . . . . . . . . .んぱい

くっつく/くっつく . . むったーい、むったーう、

むったーっゔぃ、たばい、くんつき

くっつける/くっつける むったーっゔぁす、む

ったーらす

くっつける/ピタッと . . . . . . . . . . . . . . たいてぃー

ぐでぃんぶー/御前風（お祝いの時の歌） ぐで

ぃんぶー

～くてはならない/～くてはならない . . . ならん

くどく/口説く . . . . . . . . . . . .ふどぅつ、ふどぅふ

クバ/クバ【植】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . くば

くばる/配る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .くばい

くび/首 . . . . . . . . . . . . . . . . ぬどぅ、ぬぶい、ふず

くびすじ/首すじ . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぬどぅふず

くびのたかさ/首の高さ . . . . . . . . . . . .ぬどぅだつ

くびのほね/首の骨 . . . . . . . . . . . . . . . . ぬどぅぶに

くべつができない/区別ができない まみっじゃ

にゃーだ、まみっじゃにゃーん

くべつする/区別する . . . . . . . . . . . . . . . . きたてぃ

くぼみ/くぼみ . . . . . . . . . . . . . . . . ふぐみ、ふぐん

クマゼミ/クマゼミ【昆】 . . . . . . . かーらずみゃ

くまなく/くまなく . . . . . . . . . .みーがまくーがま

クマノミ/クマノミ【魚】 . . . . . . . あっゔぁみー

くみ/組（学校での） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふん

グミ/グミ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .むきゃう

くみたてる/組み立てる . . . . . . . . . . . .かつ、かふ

くむ/汲む . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ん゜ん

くも/蜘蛛 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ん゜む

くも/蜘蛛（室内にいる小型の） . . . . . くーむや

くも/雲 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ん゜む

くもつ/供物 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すきむぬ

くやしい/悔しい . . . . . . . っちゃんふ、かさます

くら/鞍【馬具】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふら

～くらい/～位（時間） . . . . . . . . . . . . . . . . .ぎゃー

～くらい/～くらい . . . . . だちゃー、だちゃーい

～くらい/～くらい . . . . . . . . . .ばかーい、あたい

～くらい/～くらい（その＿） しゃく、しゅく、

そぅく

くらい/暗い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .っふぁ

くらいひょうじょう/暗い表情 うむてぃふさが

い

ぐらぐら/ぐらぐら . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぼろぼろ

くらくらする/くらくらする . . . . . . . . . . . .まぐい

クラゲ/クラゲ . . . . . . . . . .ゆら、かいまたさなず

ぐらつく/ぐらつく たっゔぁみつ、たっゔぁみ

ふ

くらべる/比べる . . . . . . . んみゃーす、みゃーす

くりぶね/くりぶね . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さばに

くりましま/来間島【地名】 . . . . . . . . . .っふぃま

くる/来る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふー

グルクン/グルクン【魚】 . . . . . . . . . . . .ぐるくん

くるしい/苦しい . . . . . . . . . . . . . . くー、つむやん

くるしさ/苦しさ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . くーさ

くるしむ/苦しむ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いちゃん

くるしめる/苦しめる . . . . . . . . . .つむー　やます

くるしんでいること/苦しんでいること くたん

でぃ
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ぐるっと/ぐるっと . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とぅん

くるぶし/踝 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . くるぶす

くるぶしのほね/くるぶしの骨 . . . . . あまんぶに

クルマバッタ/クルマバッタ【昆】 ぬーまぬふ

らがた

くれる/くれる（物を） . . . . . . . . . . . . . . . . ふぃー

くろい/黒い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っふ

くろう/苦労 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あまたなんず

くろうさせる/苦労させる . . . . . . . . . .くっじゃす

くろうする/苦労する . . . . . . . くっず、くっでぃ

くろくする/黒くする . . . . . . . . . . . . . . . . っふます

くろくなった/黒くなった . . . . . . . . . . . .っふすー

くろくなる/黒くなる . . . . . . . . . .っふみ、っふん

くろずんでいること/黒ずんでいること くでぃ

くろだい/黒鯛【魚】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つん

くろつぐ/黒つぐ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まーに

クロホホジャク/クロホージャク（蛾の一種）

ぐーにゃ

くわ/鍬【道具】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っふぁつ

くわえる/加える（サービスとして） たっかー

す

くわえる/加える . . . . . . . . . . . . . . . . たす、そぅい

クワズイモ/クワズイモ【植】 びゅーいがっさ

くわのき/桑の木 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ばんつぎー

くわのみ/桑の実 ばんつぎーぬない、ばんつぎ

ーぬみー

け/毛 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .きー

けいかく/計画 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みくん

けいかくせい/計画性 みくん、みくんさ、みく

んさー、みくんじゅー

けいご/敬語 うやまいむぬい、なーぎ　むぬい

けいこつ/脛骨 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .そぅからぶに

けいざいりょく/経済力 . . . . . . . . . . . .てぃじゅー

けいさん/計算 . . . . . . . . . . . .けーさん、さんみん

けいさんだかい/計算高い . . . . . . . . . .さいじゅー

けいし/軽視 . . . . . . . . . . . . . . . . みーぬ　すたみー

けいひ/経費 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .けーひ

けいりょうする/計量する . . . . . . . . . . . . . . . . かき

けいれん/痙攣 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . がらさない

けす/消す . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .きゃーす

けずる/削る . . . . . . . . . . . . . . . . . . .きっず、そぅー

げた/下駄 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あっちゃ

げたのお/下駄の緒 . . . . . . . . . . . .あっちゃぬぶー

けだるい/気だるい . . . . . どぅーすたい、ぶがり

ケチ/ケチ がず、いみでぃーがま、ほぅーらー

しゃ、ほぅーらしゃ

ケチだ/ケチだ . . . . . . . . . . . . . . . . かーかん、がず

ケチな/ケチな . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ほぅーらーす

けっかん/血管 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はいつー

けっこん/結婚 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ささぎ

けっこんしき/結婚式 . . . . . . . . . . . .ささぎゆーい

けっこんをもうしこむ/結婚を申し込む あらい

だす

けっしょくがないこと/血色がないこと あうっ

どぅい

けっそん/欠損 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あな

けってん/欠点 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あら

げっとう/月桃 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さにん

けつにょう/血尿 . . . . . . . . . . . . . . . . あかつすばい

けつべん/血便 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つまい

げにん/下人 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .んじゃ

けはい/気配 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふーふつ

けびょう/仮病 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やんふい

けびょう/仮病 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やんふや

けぶかい/毛深い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . きーふか

けぶかいこと/毛深いこと . . . . . . . . . . . .きーがら

けむし/毛虫 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . きーむす

けむたい/煙たい . . . . . . . . . . . .きゅー、きゅーす

けむり/煙 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .きゅーす

げり/下痢 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .やまだつ

げりをする/下痢をする . . . . . . . . . . . .さぎ、さず

ける/蹴る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . きー
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けれど/けれど . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅが

～けん/～軒 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . きゅー

けん/腱 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はいつー

げん/弦（三線の） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ちる

げんいん/原因 . . . . . . . . . . . . . . なずき、つみゃー

けんえんのなか/犬猿の仲 . . . . . いんとぅ　まゆ

けんお/嫌悪 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みっふぁさ

ケンカ/ケンカ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あうやー

げんかくな/厳格な . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . きつみ

ケンカする/ケンカする . . . . . . . . . . . . . . . . たばい

げんき/元気 . . .いず、いずびゃーき、いずぶた

げんきがない/元気がない . . . . . . . . . . . .つーだり

げんきだ/元気だ そぅるき、いずびゃーき、い

ずぶた

けんきゃくだ/健脚だ . . . . . . . . . . . . . . はずじゅー

ケンケンあそび/ケンケン遊び【遊戯】 だいし

ゃ、かたいしゃ

けんこうこつ/肩甲骨 . . . . . . . . . . . . . . しびらぶに

けんこうだ/健康だ . . . . . . . . . . . . . . . . がんじゅー

げんこつ/げんこつ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まーま

けんし/犬歯 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つーばー

げんせんする/厳選する いらびーつー、いらび

ってぃ

げんちづま/現地妻【古語】 . . . . . . . んまてぃだ

げんど/限度 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たき

～こ/～個（芋の助数詞） . . . . . . . . . . . . . . . . .うず

～こ/～個 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .くー

～こ/～個（サトウキビ、芋などの助数詞）すず

こ/子と孫 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っふぁんまが

～ご/～語 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ふつ

こい/濃い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かた、くーた

こいし/小石なうさ、あら、いすぐー、むるす、

ぐりし、ぐりす、さだり

こいしだらけ/小石だらけ . . . . . . . . . . . .いすぐー

こいつ/こいつ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .くい

こいびと/恋人 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うむい

こう/乞う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . くー、くい

こう/こう（指示副詞） . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かい

～ごう/～合 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . がう

ごう/合（180cc） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .がう

こうイカ/甲イカ【生物】 くーすみゃ、くぶす

みゃ

こううんなひと/幸運な人 いすびとぅ、いそぅ

びとぅ

こうかいあんぜん/航海安全 かりうし、かりう

す、かりゅーし、かりゆし、かりゆす

こうかく/口角 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はずつ

こうかだ/高価だ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たかだい

こうがん/睾丸 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ほぅだに

こうかんする/交換する . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かい

こうげきにでる/攻撃に出る . . . . . . . . . . . .うぐい

こうささせる/交差させる . . .がでぃ、がやーす

こうじ/麹 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かうず

こうじつ/口実 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なずき

こうしゅう/口臭 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ふつかじゃ

こうぞ/楮【植】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かびーぎー

こうたい/交替・交代 . . . . . . . . . . . . . . . . こーたい

こうたいさせる/交代させる . . . . . . . . . .かーらす

こうたいする/交代する . . . . . . . . . . . . . . . . かーい

こうつごうだ/好都合だ . . . . . . . . . . . . . . いーばー

こうとうぶ/後頭部 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うっそぅ

こうはい/後輩 . . . . . . . うっとっそぅ、すたっさ

こうばしい/香ばしい . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かばす

こうびする/交尾する . . . . . . . . . . . .つー、つーび

こうふんする/興奮する . . .ほぅみつ、ほぅみふ

ごうまん/傲慢 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . わーつな

こうむいん/公務員 . . . . . . . . . . . . . . しゅくとぅら

こうむる/被る . . . . . . . . . . . . . . かうー、かっゔぃ

こうりゃん/高粱【植】 . . . . . ほぅぎゃん、ぐる

こうろ/香炉 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かうる

こうろん/口論 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .がー

こえ/声 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .くい
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こえ/声（甲高い） . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あかぐい

こえかわり/声変わり . . . . . . . . . . . . . . くいがーい

こえた/肥えた（土地が） . . . . . . . . . .ゆす、んす

こえだめ/肥溜め . . . . . . . . . . . . . . . . . . .すいひだみ

こえる/超える . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .くい

こがたな/小刀 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . しーぐ

こがね/黄金 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .くがに

コガネムシ/コガネムシ【昆】 . . . . . んーばとぅ

こがれる/焦がれる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . くがい

こがれること/焦がれること . . . . . . . . . . . .くがい

こかん/股間 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . またばい

こかんせつリンパせん/股関節リンパ腺 いんま

らだに

ゴキブリ/ゴキブリ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . びーや

こきょう/故郷 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .すま

こぐ/漕ぐ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . くず

こくじん/黒人 . . . . . . . . . . . . . くろんぼー（卑語）

ごくちかく/ごく近く . . . . . . . . . . . . . . ひとぅまた

こくとう/黒糖（質の悪い） . . .やっゔぃじゃた

こくもつのたね/穀物の種 . . . . . . . . . . . .むぬだに

こくもつをたたくぼう/穀物をたたく棒 あうく

ゴクリゴクリ/ゴクリゴクリ . . . . . . . . . .がぶがぶ

こげた/焦げた . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なんつつ

ここ/ここ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うま、くま

ごご/午後 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひーまあとぅ

こごえること/凍えること . . . . . . . っしさぶかい

こごと/小言 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . くぐとぅ

ここのか/九日 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っくぬか

ここのつ/九つ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っくぬつ

ごごよじころ/午後４時ころ . . . . . . . うりななつ

こころ/心 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つむ

こころおだやかだ/心穏やかだ . . . . . . . つむたみ

こころおだやかにする/心穏やかにする . . .たみ

こころがかよいあうひと/心が通い合う人 つむ

ちゃー、つむちゃい

こころかわりする/心変わりする つむがーい　

あす

こころのつよいひと/心の強い人 ちゅーずむび

とぅ

こころのなか/心の中 . . . . . . . . . . . . . . つむぬなか

こころのひろいひと/心の広い人 ほぅずむ、ほ

ぅっずむ

ごさい/後妻 あとぅがま、あとぅどぅみ、まー

ま、まーまんま

こざかな/小魚 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みじゅら

こさめ/小雨 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いみあみ

こし/腰 . . . . . . . . . . . . . . . . くー、くす、くすぐー

こしお/小潮 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なまそぅ

こじき/乞食 . . . . . . . . . . . . . . . . むぬくや、んさぐ

こしぼね/腰骨 . . . . . . . . . . . .くーぶに、くすぶに

こじま/小島 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はなり、ぱなり

こしまき/腰巻 . . . . . . . . . . . .いちゃん、うちゃん

こじゅうと/小姑 うやすとぅ、すたさうっとぅ

こしょうする/故障する . . . . . . . . . . . . . . やっゔぃ

こす/漉す . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . くす

こそぐ/こそぐ . . . . . . . . . .そぅっふぃ、そぅふー

こそげとる/こそげとる . . . . . . . . . . . . . . ふっでぃ

こそだて/子育て . . . . . . . . . . . . . . . . . . .っふぁむつ

こそだてじょうず/子育て上手 っふぁむつじゃ

うず

こそだてじょうずな/子育て上手な っふぁむつ

じゃうず

こそだてのさいちゅう/子育ての最中 っふぁむ

つばな、っふぁむつばんず

ごちそう/ご馳走 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んまむぬ

ごちゃまぜ/ごちゃまぜ まんちゃー　かんちゃ

ー、まんちゃー　くんちゃー

こちょう/誇張 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ほぅーき

こちらがわ/こちら側 . . . . . くぬちゃ、くまかた

こちらこそ/こちらこそ . . . . . . . . . .まさりーまい

こっくりするどうさ/こっくりする動作 かっら

こっけいな/滑稽な . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ゆがいな
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こっそりと/こっそりと . . . . . . . . . . . .っさんふい

ごったかえす/ごった返す . . . . . . . . . . . .っしがい

こってりしている/こってりしている かただり

ゴツン/ゴツン . . . . . . . がんま、がっゔぁ、ごん

こと/こと . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . くとぅ

ごと/ごと（数詞の後） . . . . . . . . . . . . . . . . . . .なー

ことば/言葉 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . むぬい、うつ

こども/子供 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .っふぁ、やらび

こども/子供（おもに私生児） . . . . . . . . . . . .たみ

こども/子供（三才以上） . . . . . . . . . . . .まびとぅ

こども/子供（亡くなった） . . . . . . . あくまがま

こども/子供（寝つきの悪い） にゅーふがます

こども/子供（小さい時から歩ける） はずかな

いやらび

こども/子供（手のかからない） . . .はだやらび

こどもがうめなくなること/子供が産めなくな

ること . . . . . . . . . . . . . . . . . なさがい、なすあがい

こどもができないこと/子供ができないこと た

にず

こどもをうむ/子供を産む . . . . . . . . . .っふぁなす

ことわざ/諺 . . . . . . . . . . . . . . . . んきゃーんじゅく

ことわる/断る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たっつ

こな/粉 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .くー

こなごな/粉々 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぐまみ

こなごなにする/粉々にする っさかす、っさか

らす

こなす/こなす . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . くなす

ごにん/五人 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いつぬひとぅ

こねる/こねる . . . . . . . . . . . . . . . . ぐに、ぐにゃい

この/この . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うぬ、くぬ

このたかさ/この高さ . . . . . . . . . .うだか、うだつ

このひと/この人 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うい、くい

このひとたち/この人たち くぬきゃ、くぬきゃ

た

このみ/木の実 . . . . . . . . . . . .んーた、きーぬない

このように/このように . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かい

コバエ/コバエ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すばい

こぶ/瘤 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅーに

こぶくろ/小袋（ミカンなどの） . . . . . . . つがき

こぶね/小舟 . . . . . . . . . . . . . . . . さばに、そぅーに

ごぼう/ごぼう . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぐんばう

こぼす/こぼす . . . . . . . . . . . . . . . . いたき、いたつ

こま/こま（おもちゃ） . . . . . . . . . . . . . . . . くーる

こまかい/細かい くま、ぐま、っそぅ、っゔぁ

ーす

こまかいゴミ/細かいゴミ . . . . . . . ぷき、ほぅき

こまかく/細かく . . . . . . . . . .ぐまたん、ぐまみん

ごまかす/ごまかす . . . . . はぐらかす、はぐらす

こまぎれ/細切れ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぐまずー

こまった/困ったなあ あーき、んげ、んげーし

まい、んみゃ、んみゃがま

こまらす/困らす . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . だらす

こまること/こまること . . . . . . . . . .ふたっとぅり

ゴミ/ゴミ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あふた

ゴミ/ゴミ（目に入った） . . . . . . . . . .みーつむぬ

こみあう/混み合う しかかい、すかかい、すき

ゃかい、っさかい

こみあげる/こみあげる . . . . . . . . . . . .つきゃがい

ごみくず/ごみくずくず、あいだい、あいだり、

あいだりくず、ありだい、ありだいくず、あり

だり

こみち/小道 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅーずがま

ゴム/ゴム . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぐむ

こむら/こむら . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . くっゔぁ

こむらかえり/こむら返り . . . . . . . くっゔぁがい

こむらかえりする/こむら返りする くっゔぁ　

あがい

こめ/米 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .くみ、まい

こめかみ/こめかみ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みか

こめのおにぎり/米のおにぎり . . . . . . . まいぬい

こめのとぎしる/米のとぎ汁 まいぬ　あらいず

ー
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こもり/子守 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . むい

こもりあね/子守姉 . . . . . . . くずあに、むいあに

こもりすること/子守すること・人 っふぁさー

い、っふぁむい、むらに

こもりをする/子守をするからがい、からがう、

むい、さーい

こもる/籠る . . . . . くまい、くむい、やーぐまい

こもること/籠ること . . . . . . . . . .くまい、くむい

こや/小屋 . . . . . . . . . .やーがま、うずんばらやー

こやすかい/子安貝 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すびー

こゆび/小指 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .くゆび

こよう/古謡 . . . . . . . . . . . . . . . . んきゃーんあーぐ

こよみ/暦 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . くゆん

こら/こら（制止命令） . . . . . . . . . . . . . . . . あがい

こらしめる/懲らしめる . . . . . . . . . . . . . . . . くらす

こりごりだ/懲りごりだ . . . . . うばいが　うばい

これ/これ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うい、くい

これくらい/これくらい くなぎ、くぬぎ、かな

ぎ、うじゃー

これくらいのおおきさ/これくらいの大きさ

【指示副詞】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うほぅが

これだけ/これだけ . . うさか、うさき、くさか、

くさき、ふさか、ふさき

ころ/ころ . . . . . . . . . . . .しゃく、しゅく、そぅく

ごろ/頃 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ふつ

ゴロゴロする/ゴロゴロする（おなかが） むが

い、むぎゃい、むぎゃっり

ころす/殺す . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .くらす

ごろつき/ごろつき . . . . . . . . . . . . . . . . ぐるったー

ころばす/転ばす . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かいらす

ころぶ/転ぶ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かいー

こわい/怖いうとぅるす、ほぅーぐる、やから、

わーかう

こわいばしょ/怖い場所 . . . . . . . . . .あらどぅくま

こわいひと/怖い人 . . . . . . . . . .やから、やっゔゃ

こわがる/怖がる・恐がる . . うー、うーっゔぃ、

ゆー、たまがい、だまがい、いっゔぃ

こわがる/怖がる . . . . . . . . . . . . . . ほぅーぐるうー

こわがること/怖がること むぬいっゔぃ、たま

がい、だまがい

こわす/壊す やっゔぁす、やっゔゃす、っちゅ

す、んだい

こわれる/壊れる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っちゅい

こんき/根気 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .くんつ

こんきょのない/根拠のない にーまい　そぅら

まい　にゃーん

こんざつ/混雑ひとぅだかーい、ひとぅだかい、

ひとぅっゔぁまい

こんざつする/混雑する がじゃみつ、がじゃみ

ふ、まぐい

こんじょうがわるい/根性が悪い すくつ、そぅ

くつ、すくつな、そぅくつな

こんじょうがわるいこと/根性が悪いこと やな

つむつ

こんじょうのわるいこと・ひと/根性の悪いこ

と・人 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .やなくんじゃう

こんぜつ/根絶 にーだーす、にーだーつ、にー

だす、にーだつ

こんな/こんな あいぬ、かいぬ、かんだっちゃ

る

こんなたかさ/こんな高さ . . . . . . . . . . . . . . かだき

こんなに/こんなに . . . . . . . . . . . . . . かい、かだき

こんなにたくさん/こんなにたくさん うさきな

ー

こんねん/今年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . くとぅす

こんぶ/昆布 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .くー、くーわー

こんやくしき/婚約式 . . . . . . . あらいだすゆーい

～さ/～さ（形容詞のあと） . . . . . . . . . . . . . . . . .さ

さ/差 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .さー

さー/さー（さそい） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . べー

ザーザーと/ザーザーと ざーざーてぃー、じゃ

ーじゃーてぃー
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さあ/さあ（掛け声）じょ、じょー、じょーはい

さいかい/最下位 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . びり

さいきん/最近 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . くぬい

さいこうだ/最高だ ずみ、ずみぎ、すみゃーす

さいし/妻子 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とぅずっふぁ

さいじ/祭事 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぶいむぬ

さいじつ/祭日 . . . . . . . . . . . .ひゅーい、きじゃい

さいしょ/最初 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あらはな

さいせいき/最盛期 . . . . . . . ばんず、さらばんず

さいそくする/催促する . . . . . . . . . . . . . . . . . . .しみ

さいど/再度 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . また

さいばいする/栽培する . . .ちゅっふ、ちゅふー

ざいばん/在番【歴史】 . . . . . . . . . . . . . . ざいばん

さえ/さえ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .とぅんま

～さえしたら/～さえしたら .じゃーん　あすて

ぃがー

～さえも/～さえも . . . . . . . .ちゅんな、ちゅんま

さえも/さえも . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とぅんま

さお/竿 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .さう

さか/坂 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .さかま、さかまんつ

さかい/境 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さかい

さかえる/栄える . . . . . . . . . . . .はい、はいでぃー

さかさ/さかさ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ほぅがさー

さかさま/さかさま さかー、さかさ、さかさー

さがしまわること/探し回ること . . . . . . . やふず

さがしもとめる/捜し求める . . . . . . . . . . . .あだつ

さがす/探す・捜す . . はばつ、はばふ、ふっず、

ふっでぃ、とぅみ

さかずき/盃 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さかずき

さがすのがへたなひと/探すのが下手な人 みつ

ず

さかな/魚 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っぞぅ

さかなのとりぶん/魚の取り分 . . . . . っぞぅだま

さかなのめ/魚の目（皮膚病） . . .っぞぅぬみー

さかなをほねごときること/魚を骨ごと切るこ

と . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ほぅにずー

さかや/酒屋 . . . . . . . . . .さきたりやー、さきやー

さがる/下がる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さがい

さき/先 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .さつ

さぎ/鷺 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆーさ

さきのほう/先の方 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅら

さきまわりする/先回りする . . . . . . . ぬず、んず

さく/咲く . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さつ、さふ

さく/裂く っさつ、っさふ、さつ、さふ、ひっ

ちゃつ、ひっちゃふ

さくばん/昨晩 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ゆび

さけ/酒 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .さき

さけかす/酒かす . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たりかす

さげすむ/さげすむ . . . . . . . . . . . . . . . . . . .すたらす

さけのせき/酒の席 . . . . . . . . . .さきぬんどぅくま

さけのみ/酒飲み . . さきじゃう、さきじゃうぐ、

さきぬみゃ、さきふぁや

さけのみずわり/酒の水割り . . . . . たんかーばい

さけのみともだち/酒飲み友達 . . さきぬんあぐ、

さきぬんどぅす

さげる/下げる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さぎ、さず

ざこつ/坐骨 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .てぃびぐーぶに

サザエのふた/サザエの蓋 . . . . . . . . . .っそぅひだ

ささげる/捧げる . . . . . . . むい、うさぎ、うさず

ささし/指さし . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うゆびずつ

さじ/佐司（昔の役職の一つ）【歴史】 . . . .さず

さしこむ/差し込む うすんつ、うすんふ、うそ

ぅんつ、うそぅんふ

さししめす/指し示す . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さす

さしだす/差し出す . . . . . . . . . .んかう、んきゃう

サシバ/サシバ（成鳥）【鳥】 . . . . . . . . つんみー

サシバ/サシバ【鳥】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たか

サシバのようちょう/サシバ（幼鳥）【鳥】たり

かす

さしみ/刺身 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .なます

さす/指す . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さす

さす/刺す . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さす
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さす/差す . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さす

さす/さす（寒さが肌を） . . . . . . . . . . . . . . . . さす

させる/させる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あすみ

さだまる/さだまる . . . . . . . . . . . . . . . . . . .にだまい

さだめる/定める . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . にだん

ざつ/雑 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . てぃじゃーかー

さっき/さっき . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .きさ

さっき/さっき きさから、はーひー、ひゃーひ

ー

さっさと/さっさとったてぃー、じゃってぃー、

すたすた、すたすたてぃー、すたてぃー、ばじ

ゃばじゃてぃー、はやまり

ざつだ/雑だ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はーだ

ザッと/ザッと . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ばーってぃー

ざつな/雑な（仕事が）はーだ、てぃじゃーかー

さであみ/叉手網【道具】 さでぃ、さでぃあん

さとう/砂糖 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さた

サトウキビ/サトウキビ . . . . . . . . . . . . . . . . ぶーず

サトウキビしゅうかく/サトウキビ収穫 ぶーず

たうす、ぶーずぶい

サトウキビのくき/サトウキビの茎ぶーずぐる、

ぶーずすず

サトウキビのくき/サトウキビの茎・葉 ぶーず

がら

サトウキビのたね/サトウキビの種 . . . . . . . さに

サトウキビはたけのなか/サトウキビ畑の中 ぶ

ーずなか

さばく/捌く さばつ、さばふ、ばっじゃい、ば

っじゃう、ばっず、ばっじゃす

さびしい/寂しい . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さびす

さべつ/差別 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たきだき

さべつする/差別する . . . . . . . . . .むん、ひだてぃ

～さま/～様 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っさり

さまざまの/様々の . . . . . . . . . . . .たてぃたてぃぬ

さます/さます . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さまらす

さむい/寒い . . . . . . . . . . . .っし、ひぐい、ひぐる

さむがりだ/寒がりだ . . . . . . . . . . . . . . っしさむい

さむがりや/寒がりや . . . . . . . . . . . . . . っしさむや

さむけ/寒気 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ひぐい

さむさ/寒さ . . . . . . . . . .っしさ、ひーさ、ぴーさ

さむさ/寒さ っぞぅ　すん　びーふ、ほぅにぶ

かい

さめ/鮫 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .さば

さめる/冷める . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さまい

さゆうはんたい/左右反対 . . . . . . . . . . . .ぐーはん

さようでございます/さようでございます はー

サヨリ/サヨリ【魚】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .さゆい

さら/皿 さら、むぬふぁいじゃら、むぬふぁう

じゃら

さらいねん/再来年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さらに

さらう/浚う（泥などを） . . . . . . . . . . . . . . さらう

さらす/晒す . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .なーす

さらに/更に . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たった、つず

サラリリマン/サラリーマン . . . . . しゅくとぅら

さる/猿 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .さる

ざる/ざる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ばーき

サルカケミカン/サルカケミカン【植】 さるか

さわぐ/騒ぐ . . . . ばみつ、ばみふ、あかばみつ、

あかばみふ、ほぅみつ、ほぅみふ、ぶっゔぁみ

つ、ぶっゔぁみふ、がんみつ、がんみふ

さわぐこと/騒ぐこと . . . . . ばみつ、あかばみつ

さわやかな/爽やかな . . . . . . . . . . . . . . すみゃーす

さわる/触る . . . . . . . . . . . .てぃー　ばっじゃーす

さわる/触る（熱いものに） . . . . . . . . . . . .っさい

さをつける/差をつける すったーうー、すった

ーす、すったーっゔぁす、すったうー、すって

ぃ、すってぃっゔぁーす、すてぃー、すてぃー

うー、すてぃうー、ひだつ、ひだてぃ

さんかする/参加する . . . . . そぅるつ、そぅるふ

サンゴ/サンゴ . . . . . . . . . . . . . . . . うる、うるいす

さんさろ/三叉路 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みまた

さんしん/三線 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さんしん
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さんしんのこま/三線の駒 . . . . . . . . . . . . . . ぬーま

さんすう/算数 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さんじゅつ

さんにん/三人 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みちゃーい

さんねんご/3 年後 . . . . . . . . . . . . ゆーてぃあとぅ

ざんねんだ/残念だ . . . . . . . . . . . . . . . . んじゃうな

さんねんまえ/3 年前 . . . . . . . . . . . . ゆーてぃない

さんらんさせる/散乱させる . . . . . すきゃーらす

さんらんする/散乱する . . . . . . . . . . . .すきゃーい

～しあう/～しあう . . . . . . . . . . . . . . んき、んきー

しあげる/仕上げる . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ひつなす

しあわせうん/幸せ運 . . . . . . . . . . . . . . . . ふつかた

しあわせだ/幸せだ . . . . . ふからす、ほぅからす

しあわせもの/幸せ者 . . . . . . . . . . . . . . . . ゆかりゃ

しあん/思案 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . むぬかんがい

じいこうい/自慰行為（女性の） . . .てぃんびー

じいこうい/自慰行為（男性の） . . .てぃんまら

しお/塩 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まーそぅ

しお/塩【祭礼】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . くぱん

しお/潮 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅー

しおがみちる/潮が満ちる . . . . . . . . . .んちゃがい

しおがみちる/潮が満ちる . . . . . . . そぅー　んつ

しおから/塩辛 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . しおから

しおからい/塩辛い . . . . . . . . . . . . . . . . . . .そぅから

しおづけにする/塩漬けにする . . . . . . . . . . . .つき

しおひがりり/潮干狩り . . . . . . . . . . . .っしん゜ん

しおゆで/塩ゆで . . . . . . . . . . . . . . . . まーそぅにー

しかし/しかし あいえいそぅが、あいやいそぅ

が、あいやそぅが、あっそぅが

しかたなく/しかたなく あなむぬー、あにゃむ

ぬー

～しかねる/～しかねる . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かに

しがみつく/しがみつく . . . . . . . . . . . . . . くんつき

しかめる/しかめる（顔を） . . .すかん、すかみ

しかる/叱る あなみ、あなん、ばいくみ、ばい

くん

しかる/𠮟る . . . . . . . . . . . . . . . . . . .んみつ、んみふ

しかん/歯間 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はばす

じかんがかかること/時間がかかること やふず

じき/時季 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すつ、ゆぬりゃ

じき/時期 . . . . . . . . . . . . . . . . ずぶん、ばな、ゆら

しきい/敷居 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やどぅばす

しきいし/敷石 . . . . . . . . . . . .ふずつ、ふずついす

しきち/敷地 . . . . . . . . . . . . . . . . とぅくぬ、やすつ

しきのちかいこと/死期の近いこと . . すんがた、

すんばた

しく/敷くしつ、しふ、ひつ、ひふ、すつ、すふ

しけ/時化 . . . . . . . . . . . .かでぃうす、かでぃうつ

しげらせる/繁らせる . . . . . はやーす、はやらす

しげる/繁る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ばかばい

じこかんりのうりょく/自己管理能力 どぅーむ

つ

じごくみみ/地獄耳 . . . . . . . . . . . . . . とぅーきみん

しごと/仕事 . . すかま、しゅく、まうきじゅく、

ふぁうふつ、さら、むぬふぁいじゃら、むぬふ

ぁうじゃら、むぬふぁうふつ

しごと/仕事（余計な） . . . . . . . . . .あまたすかま

しごと/仕事 . . .すかま、むぬふぁう　はかうつ

しごとがおそいひと/仕事が遅い人 てぃむちゃ

ー

しごとがざつなひと/仕事が雑な人 あらでぃー

びとぅ

しごとができない/仕事ができない なっちゃか

ん、なっちゃらん、ふそぅだすからん

しごとがへたなひと/仕事が下手な人 . . .びちゃ

しごとくち/仕事口 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふつ

しごとなかま/仕事仲間 . . . . . しんか、にんじゅ

しごとのよくできる/仕事の良くできる かない

しごとをしない/仕事をしない（障害などで）

ふそぅだすからん

しごとをなまけること/仕事を怠けること なま

ずん

しごのせかい/死後の世界 . . . . . . . . . .かまぬゆー
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しさいしゃ/司祭者（ナナムイ) . . . . . . .うーんま

じじょ/次女 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なかーに

ししょう/支障 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あたいさわい

じしん/地震 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ない

じしんがある/自信がある . . . . . . . . . . . .かいくん

じしんがない/自信がない . . . . . . . . . .うかーすふ

じしんがないこと/自信がないこと うかーすふ

しずかだ/静かだ（人の性質） うくっとぅ、と

ぅどぅか

しずかに/静かに（音を立てずに）よーんなー、

よーんなーなー、すなーか

しずかにしていること/静かにしていること と

ぅくっとぅ　

しずまる/静まる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うさまい

しずむ/沈む（太陽などが） . . . . . いー、いりー

しずむ/沈む . . . . . . . . . . . . . . . . . . .すずみ、すずん

しせいじ/私生児 . . . . . . . あかさ、あかさっゔぁ

じせいしょくぶつ/自生植物 . . . . . ならういむぬ

じせいしんがない/自制心がない うながつむー

ぎゃー　むちゃん

～しそうにない/～しそうにない .ぎっふぁにゃ

ーん

～しそこねる/～しそこねる . . . . . . . . . .っしゃう

した/舌 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .った

～したい/～したい . . . . . . . . . . . . . . ぶす、ほぅす

しだい/次第 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とぅか、まか

じだい/時代 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆー

～しだいだ/～次第だ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . だー

したがう/従う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅい

～したがる/～したがる . . . . . . . . . .ぶす、ほぅす

したく/支度 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅがい

したしそうな/親しそうな . . . . . . . . . . . .かなすぎ

したば/下葉 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すたばー

～したら/～したら . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . きゃ

しち/七 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .なな

じっか/実家 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .そぅーかうやー

しっかりした/しっかりした . . . . . . . . . . . .はすか

しっかりと/しっかりと（＝一生懸命に） わい

てぃー

しっくい/漆喰 . . .ぬい、やーぬい、やーむつー

しつける/躾ける . . . . . ひつき、ひつつ、しつき

じっし/実子 . . . . . . . . . .なすっゔぁ、なすっふぁ

しっそうする/疾走する . . . . . . . . . . . .ふきゃかす

しったかぶり/知ったかぶり . . . . . . . . . . . . . . ふや

しっとする/嫉妬する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たい

しっぱい/失敗 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .むぬっしゃう

しっぱいする/失敗する はんし、はんじ、はん

つ、はんでぃ、はんじゃつ、はんず、はっじゃ

き、はっじゃす、はっじゃつ、やっゔぃ

しっぽ/尻尾 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .じゅー

じつぼ/実母 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なすんま

しつもんする/質問する . . . . . . . . . . . .つつ、つふ

しつれい/失礼 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ふつあまーす

～しておいて/～しておいて . . . . . . . . . .うとぅい

～してほしい/～してほしい . . . . . . . . . . . . ほぅす

しどうやく/指導役 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .さつばい

～しない/～しない . . . . . . . . . . . . . . . . . . .じゃーん

～しないと/～しないと . . . . . . . . . . . . . . . . .だかー

～しながら/～しながら . . . . . . . . . . . . っちゃーん

しなせる/死なせる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すなす

しなる/撓る . . . . . . . . . . . . . . たうみつ、たうみふ

～しにくい/～しにくい . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぐり

しにそこない/死に損ない . . . . . すんぱっじゃき

しにものぐるいい/死に物狂い . . . . . すんぱてぃ

しぬ/死ぬ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すん

しぬほどすきなこと/死ぬほど好きなこと すん

ぶり

しはいする/支配する . . . . . うそぅー、うそぅい

しばる/縛るまるつ、まるふ、すまい、ふんず、

くび

じひびき/地響き . . . . . ずない、ずなり、ずなら

しびれ/痺れ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っさ
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しびれる/痺れる（足などが） . . .っさ　ん゜ん

じぶん/自分 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うな

じぶん/自分 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . どぅー、なら

じぶんじしん/自分自身 . . . . . . . . . .うながどぅー

じぶんたち/自分たち なーどぅ、なーる、なら

どぅ、ならる

じぶんのからだ/自分の体 . . . . . . . うながどぅー

じぶんのぶん/自分の分 . . . . . . . . . . . .うながたま

じべた/地べた . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . からずー

しぼむ/しぼむ . . . . . . . すぶん、ひだん、びだん

しぼる/搾る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .すぶい

しま/島 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .すま

しまい/姉妹 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . きゃうだい

しまう/しまう すずみ、すずん、つずん、ばち

ゃみ、ばちゃん

しまった/しまった（失敗したとき発する声）

えげ、えげー、えっげー、しまい、んげ、んげ

ーしまい

しまとうみのせってん/島と海の接点 すまーす

しまとしまとのあいだ/島と島との間 すまばす

しまな/島菜【果物・野菜】 . . . . . . . . . . . .しまな

しまる/閉まる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ふー

しまわけ/島分け . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すまばき

じまん/自慢 . . . . . . . . . .ふつがーい、みはなぶた

じまんする/自慢するいばい、がーい、’ふっち

ゃ　はまい

じまんすること/自慢すること いばい、いばい

さー

じまんするひと/自慢する人 . . . . . . . いばいさー

しみこむ/染み込む . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . にまい

しみる/しみる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っゔゅー

しみる/しみる（歯に） . . びぎゃう、ぴぎゃう、

ひぎゃう

しめきること/締め切ること . . . . . . . . . . . .くぶー

じめじめする/じめじめする . . . . . . . . . . . .びーた

しめつける/しめつける . . . . . きちゅみ、きつみ

しめっぽい/湿っぽい . . . . . すとぅい、すぷたい

しめらす/湿らす . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んます

しめる/閉める . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふー、しみ

しめる/湿る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すとぅい

しめる/締める . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .しみ

じめん/地面 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ずー

ジャー/ジャー（水の流れる音）ただーてぃー、

だだてぃー

じゃあ/じゃあ（別れ際のあいさつ） あてぃが

ー、っちゃー

じゃあ/じゃあ（接続助詞） えてぃがー、やて

ぃがー、やいてぃがー

しゃかいせい/社会性 . . . . . . . まーいうむくとぅ

しゃがむ/しゃがむうすみ、うすん、うそぅみ、

うそぅん

しゃがむこと/しゃがむこと うすん、うそぅん

じゃくはいもの/若輩者 . . .みーつない　やらび

シャコガイ/シャコガイ . . . . . . . . . . . . . . . . にぐー

シャコガイのから/シャコガイの殻 . . .あずくや

しゃし/斜視 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .さうみ

しゃっきん/借金 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うっか

しゃっくり/しゃっくり . . . . . . . . . . . . . . . . っさび

～じゃないかな　/～じゃないかな　 . . . . . あら

しゃぶる/しゃぶる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆー

しゃべる/喋る ばいんき、ばいんつ、ばいんふ

じゃま/邪魔 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . わちゃく

しゃもじ/しゃもじ . . . . . . . きな、んっつーきな

じゃり/砂利 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .じゃり

じゃれつく/じゃれつく . . . . . . . . . . . .あい、あり

～じゅう/～中 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . がーまーす

じゅう/十 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とぅー

しゅうい/周囲 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まーい

しゅうかいじょ/集会所 . . . . . . . . . .ずんみじゃー

しゅうかくがない/収穫がない いすぱぎ、いそ

ぅぱぎ

しゅうかくする/収穫する（サトウキビを） た
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うす

しゅうかん/習慣 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なり

しゅうぎ/祝儀 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ゆーいでぃん

じゅうけつする/充血する（目が） . . . . . みはず

じゅうごや/十五夜 . . . . . . . . . . . . . . . . じゅーぐや

じゅうじろ/十字路 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆまた

しゅうぜんする/修繕する からがい、からがう

しゅうと/舅（夫または妻の父） . . . . . . . すたさ

しゅうとめ/姑 . . . . . . . すとぅま、すとぅまんま

じゅうなんせいがある/柔軟性がある . . . . . やぱ

じゅうばこ/重箱 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .じゅーばく

じゅうぶん/十分 . . . . . . . . . .かーん、じゃうぶん

じゅうぶん/十分（＝「もう、けっこうです」）

とー　とー

じゅうぶんだ/十分だ あまり　かまり、かーん

じゅうぶんに/十分に あてぃ、あてぃ　かーん

しゅうへん/周辺 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ままーい

じゅうまんする/充満する . . . . . . . . . .まつ、まふ

しゅうりょうする/終了する とぅずます、とぅ

ずみ、とぅずん、とぅどぅます、とぅどぅみ、

とぅどぅん

じゅくしてない/熟してない . . . . . . . . . . . . . . ばか

じゅくすい/熟睡 . . . . . . . ひとぅに、ひとぅにー

じゅくする/熟する . . . . . . . . . . . . . . . . んー、んみ

しゅごう/酒豪 . . . . . . . . . . . .さきじゅーばりがみ

ジュゴン/ジュゴン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . じゃん

しゅしょく/主食 ほぅっばんまい、ほぅばんま

い

しゅじん/主人 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んなかばら

じゅずだま/じゅずだま【植】 . . . . . . . . . .すだま

しゅっさんりょくがなくなる/出産力がなくな

る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .なさがい、なすあがい

しゅっせする/出世する . . .すぐい、ぬびゃがい

しゅり/首里【地名】 . . . . . . . . . うやぐに【歌語】

しゅるい/種類 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たぐい

じゅんばん/順番 . . . . . . . . . . . . . . . . ばん、まーい

じゅんび/準備 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅがい

じゅんぷう/順風 . . . . . . . . . . . . . . まとぅんかでぃ

じょいん/女陰 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うやんま

ショウガ/ショウガ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さうか

しょうがい/障害 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かかい

しょうがつ/正月 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さうがつ

じょうきょう/状況 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ばー

しょうきょくてきだ/消極的だ うすんつ、うそ

ぅんつ

しょうこう/焼香 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .そぅーかう

しょうじき/正直 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .しょーじき

しょうしょくのひと/小食の人 むぬがま、むぬ

がみゃ、

じょうず/上手 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . じゃうず

しょうたいする/招待する とぅむーす、とぅむ

す

しょうてん/商店 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まっちゃ

じょうとうだ/上等だ . . . . . . . . . . . .じゃうとぅー

～しようとしていたら/～しようとしていたら

っじゃーきゃー、っじゃーんきー、っじゃいき

ー、っじゃうかー、っじゃうきー、っじゃんき

ー

しょうにん/商人 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あきゃうだ

じょうのあるひと/情のある人つむあいひとぅ、

つむあいびとぅ

じょうぶ/丈夫 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .どぅーじゅー

しょうべん/小便 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すばい

しょうべんをする/小便をする . . . . . . . . . . . .すー

しょうめん/正面 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まそぅー

しょうらいせい/将来性 . . . . . . . . . . . . . . . . みくん

しょくあたりする/食あたりする . . . . . びゅーい

しょくじうん/食事運 . . . . . . . . . . . . . . ふぁうふー

しょくじのじゅんび/食事の準備 . . . . . むぬにー

しょくべに/食紅 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あかぐー

じょせい/女性 . . . . . . . . . . . . . . . . みどぅん、みが

じょせい/女性（乳の出ない） . . . . . . . つーにゃ
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じょせい/女性（品のある） . . . . . . . . . .ぶなりゃ

じょせい/女性（子供がうめなくなっている）

やずまい、やずまら、やずまり

じょせい/女性（年のいった独身の） ながみー

だつ

じょせいうつわ/女性器 . . . . . . . . . . . .ひー、ぴー

じょそう/女装 . . . . . . . . . . . . . . みどぅんそぅがい

しょっちゅう/しょっちゅう . . . . . . . . . . . .ちゃー

しょにち/初日 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あらび

しょりする/処理する . . . . . . . . . . . . . . . . . . .くなす

しらが/白髪 . . . . . . . . . . . .っさぎ、っそぅっさぎ

しらせる/知らせる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っさす

しらないふり/しらないふり . . . . . . . っさんふい

シラミ/シラミ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っさん

シラミのたまご/シラミの卵 . . . . . . . . . . . .ぎっさ

しりのおもいこと/尻の重いこと びーぐず、び

だく、びだくげった

しりのおもいひと/尻の重い人 びーた、びーぐ

じゃ、びじゃら

しりょ/思慮 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さう

しる/知る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すー

しる/汁 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .すー

しろあり/白蟻 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っさい

しろい/白い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .っそぅ

しろくする/白くする . . . . . . . . . . . . . . っそぅます

しろくなる/白くなる . . . . . . . . . . . . . . . . っそぅん

シロクラベラ/シロクラベラ【魚】 . . . . . まくぶ

シロバナセンダングサ/シロバナセンダングサ

【植】 . . . . . . . . . . . . . . . . まずむぬぬみーつつうさ

しわくちゃ/皺くちゃ . . . . . . . . . . . . . . . . すかたい

しんけいつう/神経痛 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かや

しんじつ/真実 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .まーんぐとぅ

しんせいなばしょ/神聖な場所 . . . . . . . . . . . .いび

しんせき/親戚 いつむん、うとぅじゃ、はらう

ず、かたい、なーどぅが　かた

しんせきいちぞく/親戚一族 . . . . . . . . . . . .たらき

しんせきのいえ/親戚の家 . . . . . そぅーかうやー

じんぞう/腎臓 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .まみ

じんたい/靭帯 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はいつー

しんたいしょうがいじ/身体障碍児 かたーっゔ

ぁ

しんちょう/身長 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たき

しんちょうに/慎重に たみーたみ、たみーたみ

ー

しんぱいだ/心配だ . . . . . . . . . . . . . . . . しば、しわ

しんゆう/親友 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . くんぱにー

しんようする/信用する . . . . . . . つむー　ゆるつ

しんようできる/信用できる . . . . . . . . . . . .つかい

す/巣 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .すー

す/酢 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .すー

すいえい/水泳 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うーず

スイカ/スイカ . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あかばたうい

すいじかい/水字貝 やどぅむら、びきやどぅむ

ら、うす

すいじゃく/衰弱 ながやーじゃう、ながやうじ

ょう

すいぜんじな/水前寺菜【果物・野菜】はんだま

すいせんする/推薦する . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うす

すいとう/水稲 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たーまい

すいとる/吸い取る . . . . . . . . . . . . . . . . . . .すっでぃ

すいひ/水肥 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .すいひ

すいぶん/水分 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .すー

すいりゅう/水流 . . . . . . . . . .がーら、みずがーら

すう/吸う（タバコを） . . . . . . . . . . . .ふき、ふつ

すうじあそび/数字遊び【遊】 . . . . . . . . . .さむい

すうはい/崇拝 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たかさ

すえっこ/末っ子 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .なすっちゃ

すがた/姿 . . . . . . . . . . . . . . . . そぅぎゃう、すがた

すがりつく/縋りつく . . . . . . . . . .すがい、すがり

すき/好き . . . . . . . すつ、すふ、ぬずん、かなす

すき/鋤【道具】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .すき、やま

すきだ/好きだ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かなす
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すきなひと/好きな人 そぅまりゃ、そぅみゃー

すきま/すき間 . . . . . . . . . . . . . . ばし、ばす、まー

すく/鋤く . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すつ、すふ

すく/空く そぅつ、そぅふ、すつ、すふ、すく

すぐ/直ぐ . . . . . . . . . .すぐ　てぃびから、とぅん

すくいあみ/すくい網【道具】 さでぃ、さでぃ

あん

すくう/掬う っそぅー、そぅっふぃ、そぅふー

すぐそこ/すぐそこ . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うまがま

すくない/少ない . . いから、いからさ、さかふ、

ひーちゃ、ぴーちゃ

すぐに/すぐに . . . . . そぅぐ、すぐ、ちゅきゃー

スクラップ/スクラップ . . . . . . . . . . . . . . やりがに

すぐれる/優れる まさい、うーでぃ、うーっで

ぃ、うーず、うーっず

スケベなひと/スケベな人 . . . . . . . とぅいしゃう

スコール/スコール . . . . . . . . . . . . . . なつぬ　あみ

すこし/すこし . . . . . . . . . . . .ひーちゃ、ぴーちゃ

すこしして/すこしして . . . . . . . . . . . .あい　あり

すこしのりょう/少しの量・時間 . . . . . . . いひな

すごもり/巣ごもり . . . . . やーぐまい、やぐまい

すす/煤 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .すす

ススキ/ススキ . . . . . . . . . .ぎひつ、ぎすつ、ずー

ススキのくき/ススキの茎 . . . . . . . . . . . .すっだき

ススキのたきぎ/ススキの薪 すずだむぬ、すっ

だむぬ

すすぐ/すすぐ . . . . . . . すすず、ぶーつ、ぶーふ

すずしい/涼しい . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すだす

すずなりになる/鈴なりになる . . . . . . . . . .すだい

スズメ/スズメ . . っふぁどぅい、っふぁどぅら、

っふぁどぅりゃ、ちゅんくら、ちゅんちゅん

スズメダイ/スズメダイ【魚】 ひつ、たなっら

すだつ/巣立つ すだき、すだつ、そぅだき、そ

ぅだつ

すたれる/廃れる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すたい

～ずつ/ずつ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なー

すっぱい/酸っぱい . . . . . . . . . . . . . . すー、そぅー

すでに/すでに . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .きさ

すでに/すでに いつから、きさから、ちゅきゃ

ー、はー、ひゃーん、ひゃー、んみゃ、んみゃ、

んめ

すてる/捨てる . . . . . . . すてぃ、すたみ、すたん

すてる/捨てる（＝水などをこぼす） . . あうぎ、

あうず

すな/砂 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んなぐ

すね/脛 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅから

ずばぬけている/ずば抜けている . . あやたーい、

あやたい、あやたーり、あやたーりー、あやた

り、あやたりー

すばやい/素早い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すびゃー

すばらしい/素晴らしい ずみ、かさび　かぎさ

ずぶぬれ/ずぶ濡れ ざいんみ、じゃいんみ、む

いんとぅー、むいんみ、むいんみー

すべすべ/すべすべした . . . . . . . ぴたー、なびー

すべすべする/すべすべする（肌などが） ぴた

みつ、ぴたみふ

すべて/全て . . . . . . . がす、なうまい　んなない

すべりやすい/滑りやすい . . . . . . . . . . . .そぅくい

すべる/滑る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅくい

ズボッ/ズボッ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .だふ

すます/澄ます（水などを） . . . . . . . . . . . .すます

すみ/墨 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すん、っふぃ

すみ/隅 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぶー、あっじゃ

すみにくい/住みにくい . . . . . . . . . . . . . . ういぐり

すむ/住む . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うい

すむ/澄む . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すみ、すん

すもう/相撲 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すま

すもぐりりょう/素潜り漁 . . . . . . . みがにまーい

すりきず/擦り傷 . . . . . . . . . . . .すーぱぎ　んだい

すりきる/擦り切る . . . . . . . . . . . . . . . . すーとぅず

すりむく/擦りむく . . すーはがい、すーぱがい、

すーはぎ、すーぱぎ、すーはず、すーぱず
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する/擦る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すー、すーす

する/する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あす

ずるい/ずるい . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やなじゃい

～するから/～するから . . . . . . . . . . . . . . っじゃー

～するくらい/～するくらい . . . . . . . . . .ばかーい

～することがむずかしい/～することが難しい

かに

～するとき/～するとき . . . . . . . . . . . . . . . . . . .きゃ

～するな/～するな . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . だうり

～するはずだ/～するはずだ . . . . . . . . . . . . がまた

するめイカ/するめイカ . . . . . . . . . . . . . . みんきゃ

ずれる/ずれる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅくい

すわる/座る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . びー

せいえき/精液 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .しる

せいかい/正解 . . . . . . . . . . . . . . . . あたい、あたり

せいかがない/成果がない いすぱぎ、いそぅぱ

ぎ

せいかく/性格 . . . . . . . . . .んまりじゃう、つむつ

せいかくがわるい/性格が悪い やなばた、やな

づむ

せいかくに/正確に まさがん、まないん、まな

がん、まなぎん、まなぐん

せいかつする/生活する . . . . . . . . . .くず、ふぁう

ぜいきん/税金 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . じゃうなう

せいけつな/清潔な . . . . . . . . . . . . . . . . そぅるみつ

せいこうする/成功する . . . . . . . . . .そぅいなうい

せいざ/正座 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たつびー

せいじゅくする/成熟する みーい、みっり、っ

ちゃまい

せいそう/盛装 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かぎそぅがい

せいちょうがおそい/成長が遅い . . ぶちゃうな、

ぶちゅーい

せいちょうがおそいこども/成長が遅い子供 ぶ

ちゅーながま

せいちょうさせる/成長させる でぃかす、なう

らす

せいちょうしている/成長している はだっさり

せいちょうする/成長する（作物などが） あう

ん

せいちょうする/成長するくーい、そぅんうー、

うい、たきたらい

せいちょうする/成長する（子供が） ほぅどぅ

い

せいちょうとともにかわいくなること・人/成

長とともにかわいくなること・人 . んまりやっ

ゔぃ

せいちょうのよくないもの/成長の良くないも

の . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ないくっじゃ

せいと/生徒 . . . . . . . しーとぅ、しーとぅやらび

せいとう/製糖 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . しーたう

せいねん/青年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . にしゃい

せいびする/整備する . . . . . . . . . . . . . . . . . . .っさび

せいり/生理 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あかぶか

せいりする/整理する . . . . . . . . . . . . . . . . . . .つずん

せいれい/精霊 . . . . . . . . . . . . . . きじゃ、きじゃら

セイロンベンケイソウ/セイロンベンケイソウ

【植】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はーからういうさ

せおいこむ/背負い込む . . . . . . . . . . . . . . んーむつ

せおいなげ/背負い投げ にし、んし、あーった

つばう

せおう/背負う . . . . . . . . . . . . . . あんぱつ、くんず

せかす/せかす . . . . . . . あぎまーす、すきゃかす

せがひくいひと/背が低い人 . . . . . . . . . . . .まーく

せき/咳 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いさぐ、いっだい

せきはん/赤飯 . . . . . . . . . . . . . . . . まみそぅいまい

せきゆランプ/石油ランプ (ウーンマが持つ）う

ーんま　とぅーい

せきゆランプのしん/石油ランプの芯 とぅーず

ん

せけんてい/世間体 みーたう、みーとぅ、みー

とぅー、みーはー

せしめる/せしめる . . . . . . . . . . . . . . . . びつ、びふ
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～せずに/～せずに . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .だ

せっかい/石灰 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いすばい

せっきょくてき/積極的 . . . . . . . . . . . . . . そぅるき

セックスする/セックスする . . . . . . . . . . . . . . まず

せっけん/石鹼 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さぷん

せっこう/石工 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .いすじゃやふ

せっしょくする/接触する . . . . . . . . . . . . . . かかい

せっとくする/説得する . . ふどぅつ、ふどぅふ、

ばいくみ、ばいくん

ぜっぺき/絶壁 . . . . . . . . . . . . . . . . はなた、すばな

せつめいがつく/説明がつく . . . . . . . . . . . . . . あう

せなか/背中 . . . . . . . くさんみ、しびら、ながに

せのびする/背伸びする . . . . . . . んたつ、んたふ

せぼね/背骨 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .しぶに

せまい/狭い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . しば

セミ/セミ【昆】 . . . . . つみゃ、なまだんずみゃ

せめる/責める . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .しみ

せわ/世話 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .からがい

せわをする/世話をする みばかい、みばつ、か

らがい、からがう、つかなう、むつ、みー

ぜんいん/全員 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んーな

せんけんのめい/先見の明 . . みくん、みくんさ、

みくんじゅー

せんこう/線香 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かう

せんこういれ/線香入れ . . . . . . . . . . . . . . かうつつ

せんしゅ/船首 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ふにぬはなず

せんせい/先生 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . しーしー

ぜんぜん/全然 . . . . . てぃんくーとぅんま、なう

ちゅん、なうちゅんな、なうちゅんま、なうと

ぅん、なうとぅんな、なうとぅんま、なんとぅ

が、むいとぅ

ぜんぜん～ない/全然～ない . . . . . . . なうとぅが

せんそう/戦争 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いっさ

せんぞしん/先祖神 . . まう、まうかん、うぷず、

うほぅず

せんたん/先端 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅら

ぜんてい/前庭 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みなか

せんとう/先頭 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さつばい

せんどう/船頭 . . . . . . . . . . . . . . しどぅ、しんどぅ

せんどうする/先導する . . . . . . . . . . . . . . . . さだい

せんとうぶぶん/先頭部分（船の） はなず、は

なでぃ

せんぱいたち/先輩たち . . . . . . . そぅじゃっそぅ

せんぱいやくのおにいさん/先輩役のお兄さん

さだいそぅじゃ

せんぱいやくのおねえさん/先輩役のお姉さん

さだいあに

せんび/船尾 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .とぅむ

ぜんぶ/全部 . . . . . . . . . . . . . . . . んなない、んーな

ぜんぽうぶ/前方部 . . . . . . . . . . . . . . . . まうきゃー

せんまいとうし/千枚通し【道具】 . . . . . . . いー

せんめんき/洗面器 . . . . . . . . . . . . . . . . びんだらい

そあく/粗悪 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .びちゃ

そあくなもの/粗悪なもの . . . . . . . . . . . . . . びちゃ

そいつ/そいつ（指示名詞） . . . . . . . うい、くい

そいとげる/添い遂げる . . . . . . . . . . . . . . . . なうい

～そう/～艘（船をかぞえる助数詞） . . . . . うな

そう/沿う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅい

そう/そう（指示副詞）あい、かい、あんし、あ

んしー、あんち、あんちー、あんてぃ、あんて

ぃー、はい

そういうことだ/そういうことだ あいてぃぬ　

くとぅ、あいてぃぬ　むぬ

そういうわけだ/そう言うわけだ あいぬ　ばー

そうか/そうか（返事） . . . . . . . . . . . . . . . . あいな

そうかな/そうかな（疑い） . . . . . あいびゃーん

そうかも/そうかもあんしーがら、あんしがら、

あんちーがら、あんちがら

そうかもしれない/そうかもしれない あいてぃ

んぬがら、あいてぃんむがら

そうごふじょ/相互扶助 . . . . . . . . . . . .ゆいまーる

そうじ/掃除 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .さうず
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そうしき/葬式 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そーしき

そうしたら/そうしたら . . . . . . . あやすてぃがー

そうしているうちに/そうしている中に あいほ

ぅーきゃー、あやほぅーきゃー

そうしなさい/そうしなさい . . あい　あっそぅ、

あいっそぅ、あやっそぅ

そうじゅくだ/早熟だ . . . . . . . っちゃまいびゃー

ぞうすい/雑炊 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . じゅーさ

そうそうと/早々と . . .はー、ひゃー、ひゃーん

～そうだ/～そうだ（様態） . . . . . . . . . . . . . . . . .ぎ

～そうだ/～そうだ（伝聞）ちゃ、てぃんど、て

ぃんどー、はーらー

そうだ/そうだ（返事） あいだーだら、あいだ

ら、はい、んちゃ、んーでぃ

そうだ/そうだ（伝聞） . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ちゃ

そうだから/そうだから あいほぅーば、あやほ

ぅーば

そうだそうだ/そうだそうだ（肯定） あいてぃ

んどー

そうだったら/そうだったら . . . . . あいえてぃが

ー、あいやいてぃがー、あいやてぃがー、かい

えてぃがー、かいやてぃがー

そうだって/そうだって（伝聞） . . . . . あいちゃ

そうだろう/そうだろう . . . . . . . . . . . . . . あいはず

そうだん/相談 . . . . . . . . . . . .さうだん、だんがー

そうちょう/早朝 ひとぅむてぃ、しゃーか、あ

きしゃる、はーひー、ひゃーひー

そうではない/そうではない . . . . . なうやあらん

そうではなくて/そうではなくて あい　あらだ

～そうな/～そうな . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぎ

そうなんだ/そうなんだ . . あいてぃー、あいば、

あいびゃ

ぞうひびょう/象皮病 . . . . . . . . . . . . . . . . っさやん

そうめん/素麵 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さうみん

そうらしい/そうらしい あいぎだうり、あいて

ぃんどー

ぞうり/草履 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さば

そえる/添える . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅい

ソクズ/ソクズ【植】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たず

ぞくぞくする/ぞくぞくする . . . . . . . . . .かすかう

そこ/そこ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うま

そこ/底 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅく

そこなう/損なう . . . . . . . . . . . . . . . . . . .つふはんず

そこびえ/底冷え . . そぅくびー、そぅくひぐい、

そぅくひぐる

そこらへん/そこら辺 . . . . . . . . . . . . . . . . うまなぎ

そざつ/粗雑 すくつ、すくつな、そぅくつ、そ

ぅくつな

そざつなひと/粗雑な人 . . . . . すくつ、そぅくつ

そして/そして . . . . . . . . . . . .あいひー、あやひー

そそぐ/注ぐ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つず、さす

そそのかす/そそのかす . . . . . . . . . . . . . . さぱーす

そだつ/育つ すだき、すだつ、そぅだき、そぅ

だつ、すだてぃ、そぅだつ、そぅだてぃ

そだてる/育てる すだてぃ、そぅだつ、そぅだ

てぃ、そぅだつ、むつ、つかなう

そっくり/そっくり . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅい

そっちょく/率直 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まそぅー

そっちょくに/率直に . . . . . . . . . . . . . . . . あらから

そで/袖 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅでぃ

そであみ/袖網【道具】きたあん、そぅでぃあん

ソデカラッポガニ/ソデカラッポガニ【生物】

ゆーふらがん

そと/外 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あら

そとうみ/外海 . . . . . . . . . . . . . . ひゃうな、ほぅか

そとがけ/外掛け（相撲用語） . . . . . . . あらまた

そとがわ/外側 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ほぅか

そとにでる/外に出る . . . . . とぅがい、とぅんぎ

そなえもの/供え物 . . . . . . . . . . . . . . . . すきじゅー

そなえる/供える . . . . . . . うさぎ、うさず、すき

その/その（指示形容詞） . . . . . . . . . .うぬ、くぬ

そのあとで/そのあとで . . .あいひー、あやひー
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そのていど/その程度 うぬしゅく、うんそぅく

そのていどだ/その程度だ . . . . . . . . . . . . . . . . だー

そのはずだ/そのはずだ . . . . . . . . . . . . . . あいはず

そのひと/その人 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うい、くい

そのように/そのように . . あい、あいや、あや、

かい、はいどー

そば/そば（＝近く）やかーら、やかた、そぅば

そふぼ/祖父母 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぱーとぅうや

そまつ/粗末 すくつ、すくつな、そぅくつ、そ

ぅくつな

そまつにあつかう/粗末にあつかう すてぃじゃ

ん

そまる/染まる . . . . . . . . . . . . . . そぅん、そぅまい

そむく/背く . . . . . . . . . . . . . . そぅむつ、そぅむふ

そめもの/染物 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅみむぬ

そめる/染める . . . . . . . . . . . . . . . . そぅみ、そぅん

そよかぜ/そよ風 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .なぐかでぃ

そる/剃る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅい

それ/それ（指示名詞） . . . . . . . . . . . .うい、くい

それじゃあ/それじゃあ . . . . . . . . . .あいえてぃが

ー、あいやいてぃがー、あいやてぃがー、かい

えてぃがー、かいやてぃがー

それぞれ/それぞれ . . . . . . . うながどぅーどぅー

それでは/それでは（別れ際のあいさつ）【応答

詞】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あてぃがー、っちゃー

それら/それら . . . . . . . . . .うぬきゃ、うぬきゃた

そろう/揃う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅるー

そろばん/算盤 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そろばん

そん/損 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅん

そんけい/尊敬 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たかさ

そんけいする/尊敬する . . . . . . . なーず、たかび

そんしつがく/損失額 . . . . . . . . . . . . . . . . うどぅき

そんな/そんなあいぬ、あな、あなる、あにゃ、

あにゃる、あんだっちゃる

そんなにはやく/そんなに早く ういが　はーさ

そんなばかな/そんなばかな . . . . . . . . . . . .んまつ

そんりつて/村立て . . . . . . . . . . . . . . . . むらだてぃ

そんをする/損をする . . . . . うどぅつ、うどぅふ

だ/だ（コピュラ） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あい

～たい/～たい . . . . . . . . . . . . . . . . .ほぅっさ　あす

たいかく/体格 . . . . . . . . . . . . . . . . からた、どぅー

たいきばんせい/大器晩成 . . . . . . . あとぅなうい

だいく/大工 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .さやふ

だいく/大工（下手な） てぃーぬん　じゃやふ

たいくつだ/退屈だ なう　あすかたー　にゃー

ん

だいくどうぐ/大工道具 . . . . . . . . . .さやふだうー

たいぐん/大群 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ほぅーんみ

だいこくばしら/大黒柱 . . . . . . . . . . . .んなかばら

だいこん/大根 うほぅにゃ、ほぅにゃ、はらふ

にゃ

だいじな/大事な . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かりー

だいじょうぶ/大丈夫 . . . . . . . . . .なうまいあらん

だいしょうべん/大小便 . . . . . . . . . .っそぅすばい

だいじんしま/大神島【地名】 . . . . . . . . . .うがん

だいず/大豆 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まみ

たいせつだ/大切だ あたらか、あたらき、あた

らす、ひるます

たいせつな/大切な . . . . . あたらかぬ、あたらす

たいせつなもの/大切なもの・こと . . あたらか、

あたらき、くがに

たいせつにする/大切にする . . . . . . . . . . . .かなす

だいたいこつぶぶん/大腿骨部分 . . . . . . . がまく

たいだだ/怠惰だ . . . . . . . . . .なまずー、なまだん

たいちょうがいい/体調がいい . . . . . . . みゃーす

たいど/態度 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すがた、たい

だいどころ/台所 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なかじゃ

だいどころのかみ/台所の神 . . . . . . . うかまがん

だいなしになる/台無しになる . . . . . . . . . .たくみ

ダイナマイト/ダイナマイト . . . . . . . . . .だいだま

たいばん/胎盤 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あとぅざん

たいふう/台風 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かでぃふつ
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たいへんだ！/大変だ！（叫び）んみゃ、んみゃ

がま、んめ　んめよ

たいへんな/大変な . . . . . . . . . .やぐみ、むいとぅ

たいへんなことになる/大変なことになる んめ

ちゃう

だいべんをする/大便をする . . . . . . . . . . . . . . まい

たいよう/太陽 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . てぃだ

タイラギかい/タイラギ貝 とぅいがますだしゃ

たいらなこと/平らなこと . . . . . . . . . . . .とぅなみ

たいらにする/平らにするなだらき、なだらつ、

なだらかす、ならす、とぅなみ

たいりょう/大漁 . . . . . . . . . . . . . . . . いそぅ、いす

たいりょうだ/大漁だ . . . . . . . . . . . .いす、いそぅ

たいりょうになる/大漁になる . . . . . . . でぃかす

たいりょく/体力 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たや

たいりょくがある/体力がある . . .どぅーじゅー

タイワンウチワヤンマ/タイワンウチワヤンマ

【昆】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たーまーら

タイワンガサミ/タイワンガサミ【生物】 . . ん゜

ぬがん

タイワンツチイナゴ/タイワンツチイナゴ【昆】

はーかがた

たおす/倒す . . . . . たうす、っちゅす、っちゅす

タオル/タオル . . . . . . . . . . . . . . . . さず、うつつー

たおれる/倒れる がらかいー、たうい、っちゅ

い、ひなかい

たかい/高い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たか

たかさ/高さ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たか

たかさ/高さ . . . . . . . たか、っさだつ、ひさだつ

タカサゴ/タカサゴ【魚】 ぶるくん、ぐるくん

たかせかい/高瀬貝 った、たかんな、っさうち

ゃ

タガメ/タガメ【昆】 . . .たーがみ、たーぬかみ

たがやす/耕す . . . . . . . . . . . . . . . . すかす、かでぃ

～だから/～だからえいば、やいば、やいばどぅ

たからがい/宝貝 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すびー

たかる/たかる（餌に） . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あり

～たがる/～たがる . . . . . . . . . . . . ほぅっさ　あす

たきぎ/薪 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .たむぬ、きだむぬ

たきぎごや/薪小屋 . . . . . . . . . . . . . . . . たむぬぶー

たきぎのたば/薪の束 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すず

たく/焚く（線香を） . . . . . . . . . . . . . . たつ、たふ

たく/炊く（温める） . . . . . . . . . . . . . . たっじゃす

たく/炊く . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . にー

だく/抱く . . .かったつ、かったふ、だつ、だふ

たくさん/沢山 . . . . . . . . . . . . . . うんそぅく、んー

たくさん/沢山（こんなに） . . .かさき、かだき

たくさんある/沢山ある . . . . . . . . . . . . . . . . . . .んち

たくす/託す . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あっちゃい

たくらむ/企む . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たくん

たぐる/手繰る . . . . . . . . . . . . . . たうー、たっゔぃ

～だけ/～だけ . . . . . . . . . . . . たーな、だき、なー

たけうま/竹馬 . . . . . . . . . . . .きーはず、きーぱず

たけかご/竹籠 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さうき

たけのつつ/竹の筒【道具】 . . . . . . . . . .つみぐる

たけのふし/竹の節 . . . . . . . . . . . . . . . . たきぬふす

タコ/タコ【生物】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たく

たこ/凧 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かびとぅい

タコのくんせい/タコの燻製 . . . . . . . かーきだく

タコのす/タコの巣 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あでぃふ

だす/出す . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いだす

たすけあい/助け合い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆい

たすける/助ける . . .にゃーい、たすき、たすつ

たずねてくる/訪ねてくる . . . . . かむー、かむい

たずねる/訪ねる . . . . . ただつ、ただふ、まーい

～だそうだ/～だそうだ（伝聞） . . . . . あいちゃ

だだ/だ（コピュラ） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あい

たたきつける/たたきつける . . . . . . . . . .たいつき

たたく/叩く（人や物を）うちゃい、うちゃう、

ったつ、ったふ

たたく/叩く（道具を使って）っつつ、っつふ、

つつつ、つつふ
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たたく/叩く（手をあげて） . . . . . . . . . .にゃーい

たたく/叩く（戸をドンドン） . . . . . がばみかす

たたく/叩く（強く） . . . . . . . . . .だみ、あったみ

ただしい/正しい . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あたい

ただしいこと/正しいこと . . . . . . . . . . . . . . まさが

たたせる/立たせる . . . . . . . . . . . . . . . . . . .たちゃす

たたみ/畳 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たたん

たたむ/畳む . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .たたん

たたむこと/たたむこと . . . . . . . . . . . . . . まむちゃ

だだをこねる/駄々をこねる . . ゆん、がんない、

しゃーがい、にーら　くず、にーだ　くず、ふ

がます、むぬー　ゆん

だだをこねること/だだをこねること . . にーだ、

にーら、にーだ　くず、にーら　くず

～たち/～たち . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んみ

たちあがる/立ち上がる . . . . . . . . . . . . . . . . . . .たつ

たちおうじょう/立ち往生 . . . . . . . ふたっとぅり

たちくらみ/立ち眩み . . . . . . . . . .みっふぁまーい

たちすわり/立ち座り . . . . . . . . . . . .たかはずびー

たちよる/たち寄る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆい

たつ/立つ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たつ

だっこくする/脱穀する . . . . . . . そぅー、っさび

だった/だった（コピュラ過去形） . . . . . あたい

だったら/だったら . . えてぃがー、やてぃがー、

やいてぃがー

だって/だって（伝聞） . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ちゃ

たづな/手綱 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .たずな

タツノオトシゴ/タツノオトシゴ【生物】 いん

ぬーまがま

だっぴする/脱皮する . . . . . . . . . . . . . . . . . . .すでぃ

たつまき/竜巻 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あまいなう

だつもうびょう/脱毛病 . . . . . . . . . . . . . . はいがさ

たてがみ/たてがみ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かんぎ

たてる/建てる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふつ、ふふ

たてる/立てる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たちゃす

たとえる/たとえる . . . . . . . . . . . . . . . . . . .たとぅい

～だな/～だな . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ふだー

ダニ/ダニ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . だん

たにん/他人 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ひとぅ

たね/種 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .たに

たねうま/種馬 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さにんま

たのしい/楽しい . . . . . . . ふからす、ほぅからす

たのしいこと/楽しいこと . . . . . . . ほぅからっさ

たのむ/頼む . . . . . . . . . . . . . . たぬん、あっちゃい

たのもしこう/頼母子講 . . . . . . . . . . . . . . . . むやい

たばこ/煙草（祭礼用） . . . . . . . . . . . .んまんなか

たばこ/煙草 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .たばく

たばこいれ/煙草入れ ほぅじゃう、うやんまふ

くる

たばねる/束ねる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すまい

たび/旅 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .たび

たべがたい/食べ難い（脂っこくて） きちゅい

たべで/食べで . . . . . . . . . . . . . . . . ふぁいでぃむぬ

たべでがある/食べでがある . . . . . . . . . .あいでぃ

たべてください/食べてください（尊敬語） み

ゃらまてぃ

たべもの/食べ物むぬ、ふぁうむぬ、はんまい、

たべもの/食べ物（吹き出物を誘発する） ばか

ばいむぬ

たべられなくなる/食べられなくなるふとぅつ、

ふとぅてぃ

たべる/食べる（がつがつと） がうみつ、がう

みふ

たべる/食べる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふぁう

たべる/食べる（インフォーマル＝食う） ふぁ

いぱなつ

たべる/食べる（尊敬語＝召し上がる） みゃい

ダマ/ダマ（衣類にできるもの） . . . . . . . . . .だま

たまご/卵 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .とぅぬか

たまご/卵（カニなどがおなかにはらむ） ふぐ

い

たまご/卵（孵化しないもの） . . . . . . . . . .すむい
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たまご/卵（魚の） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はらん

だまされる/騙される . . . . . . . . . . . .だんまくらす

たましい/魂 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .たます

だましとる/騙し取る . . . . . . . じゅるん、じるん

たまじゃり/玉砂利 . . . . . . . . . . . . . . . . たまじゃり

だます/騙すだます、すかす、ゆかす、ゆくす、

たくみ、ふぁう

たまに/たまに ひゃうす、ひゃうな、ひとぅば

た、ひとぅばたなー、ひとぅひゃーい

たまる/溜まる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たまい

だみごえ/濁声 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っさぐい

たむし/たむし（皮膚病） . . . . . . . . . . . . . . うさば

だめ/駄目 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . だみ

だめ/駄目だ . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かにゃり、やな

ためいき/ため息 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ほぅいつ

ためいけ/ため池 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ほぅらな

だめだ/駄目だ . . . . . かない、かにゃい、ならん

だめな/駄目な . . . . . やり、やりがい、ひんたら

だめなやつ/駄目なやつ ふとぅた、びだ、びだ

っふぃ、びだふー

ためる/貯める . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .たみ

たもあみ/たも網 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たぶ

～だよ/～だよ . . . . . . . .だら、さ、どぅす、どー

だよね/だよね . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅーで

たより/頼り . . . . . . . . . .たない、まとぅ、むとぅ

たよりにならない/頼りにならない ゆむぬ　だ

すからん

たよりにならないやつ/頼りにならない奴 きば

すがりゃ

～たら/～たら（仮定）ったー、てぃがー、とぅ

ー

～だらけだ/～だらけだ（「泥＿」） . . . . . びーた

たらす/垂らす . . . . . . . . . . . . . . たり、すったらす

ダラダラ/だらだらする（活発でない） だるー

だらだらする/だらだらする（何かをするとき

の様子） . . . . . . . . . . . . . . . . . たらみつ、たらみふ

～たらどうだ/～たらどうだ . . . . . . . . . . . . . . . . .ば

たらましま/多良間島【地名】 . . . . . . . . . .たらま

～たり～たりする/～たり～たりする .そぅー　

やい　うい、そぅー　やい　ひーうい

たりょうな/多量な（雨などが） . . .うとぅるす

たりる/足りる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たらう

たる/樽 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .たる

だるい/だるい . . . . . . . . . .だい、だり、むいだり

だれ/誰【疑問詞】 . . .たる、たーどぅ、たーる

だれか/誰か . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たるががら

たれさがる/垂れ下がる . . . . . . . . . . . . . . すかたい

たれさがること/垂れ下がること . . . . . すかたい

だれもかれも/誰もかれもまみっじゃにゃーだ、

ういまい　かいまい

たれる/垂れる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .たり

～だろう/～だろう . . . . . . . . . . . . . . . . . . .さ、だら

だろうか/だろうか . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あら

だろうね/だろうね . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あら

たわむれる/戯れる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . じゃり

たわら/俵 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たーら

たん/痰 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いっだい

たんき/短気 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つむがま

たんきだ/短気だ あたずむ、あちゃーな、あじ

ゃーな、たんつ

たんきなひと/短気な人 . . やまぐ、たんちゃー、

あらずむびとぅ

だんご/団子 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふきゃぎ

だんこん/男根 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .まら

だんこんをあわすこと/男根を合わすこと まら

ちゃー

たんすい/淡水 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あまみず

だんだんに/だんだん . . . . . . . . . . . . . . . . だんだん

たんとう/担当 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ばん

たんとうさせる/担当させる . . . . . . . . . . . . . . びす

たんとうしゃ/担当者 . . . . . . . . . . . . . . . . いんぐな

だんどり/段取り . . . . . . . だんどぅい、はかうつ
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たんのう/胆嚢 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んぎゃい

たんぼ/田んぼ（足のもぐる） . . . . . . . ゆびだー

たんめいだ/短命だ . . . . . . . . . . . . . . . . まるんぬつ

だんをとる/暖を取る . . . . . . . . . . . . . . . . . . .んふん

ち/血 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あかつ、つー

ぢ/痔 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .じー

チーク/チーク . . . . . っざくぎー、っさんすぎー

ちーさいいも/小さい芋 . . .いみすず　んーがま

ちーさいこぶ/小さいこぶ . . . . . . . . . .ぶっとぅる

ちーさいゴミ/小さいゴミ . . . . . . . . . . . . . . . . くぴ

ちーさいもの/小さいもの・人 ちゃんくら、ち

ゃんくる

ちいさい/小さい . . . . . . . . . . . . . . . . いみ、まーく

ちいさい/小さい（蔑称） . . ずくず、ずくにゃ、

ずふず、ずふにゃ、ずまる

ちいさいひと/小さい人 . . ずふにゃ、ずくにゃ、

ずまる、ずくず、ずふず

ちいさく/小さく . . . . . . . . . .ぐまたん、ぐまみん

ちいさなしま/小さな島 . . . . . . . . . そぅに【歌語】

ちいさなむし/小さな虫（抱卵中の鳥につく）

とぅいむす

ちいさなものおき/小さな物置 . . . . . . . . . .くーい

ちえ/知恵 うむくとぅ、あまいうむくとぅ、さ

う、しゃう

ちかい/近い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まい

ちがう/違う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あらん

ちがう/ちがう . . . . . . . . . . . . . . . . . . .なうやあらん

ちかく/近く . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まい 1

ちかづく/近づく . . . . . うす、ゆっず、ゆっでぃ

ちから/力 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たや

ちからいっぱい/力いっぱい びゃーき、たやび

ゃーき、たやん

ちからもち/力持ち . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たや

ちくび/乳首 つぶん、つぶんがま、つーぬ、つ

ーぬ　ふつ

ちしき/知識 . . . . . . . . . . . . . . がっこーうむくとぅ

ちすじ/血筋 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さに

ちせい/治世 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みゃーく

ちち/乳 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .つー

ちちおや/父親 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .っざ

ちぢめさせる/縮めさせる . . . . . . . . . .かくまらす

ちぢれげ/縮れ毛 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . がぐ

チビアシナガバチ/チビアシナガバチ【昆】 か

やばた

ちぶさ/乳房 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つー

ちゃわん/茶碗 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まかい

～ちゃん/～ちゃん（指小辞） . . . . . . . . . . . . がま

ちゃんと/ちゃんと . . じゅんてぃー、まさがん、

まないん、まながん、まなぎん、まなぐん

ちゃんとした/ちゃんとした まさがぬ、まなが

ぬ

ちゃんとしていない/ちゃんとしていない あじ

ゃーな

ちゅうごく/中国 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とう

ちゅうしょく/昼食 . . . . . . . . . . . . . . . . ひーまむぬ

ちゅうしんぶ/中心部 . . . . . . . . . . . . . . . . んどぅら

ちゅうせい/中性 . . . . . . . . . .ひーまら、ぴーまら

ちゅうとはんぱな/中途半端な . . . . . . . . . .はーだ

ちょう/蝶【昆】あやばさ、あやばに、あやぎた

ちょうげん/調弦 ちるだみ、ちんだみ、つんだ

み

ちょうげんする/調弦する . . . . . . . . . . . . . . . . たみ

ちょうじょ/長女 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はーに

ちょうしょう/嘲笑 . . . . . . . . . . . . . . . . すたばらい

ちょうじょう/頂上 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つず

ちょうしょく/朝食 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あし

ちょうなん/長男 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ほぅーや

ちょうめい/長命 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ながんぬつ

ちょうり・ちょうりにん/調理・調理人 まかな

い

ちょうりゅう/潮流 そぅー、そぅーてぃ、そぅ

ーでぃ
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ちょっと/ちょっと . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なま

ちょま/苧麻 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぶー、ぶばい

ちらかる/散らかる . . すきゃーい、すきゃーり、

まきゃーい

ちり/塵 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .さうずがら

ちりょう/治療 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やーじゃう

つえ/杖 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぐしゃん、でぃー

つかい/使い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .つかい

つかいがって/使い勝手 . . . . . . . . . . . .つかいでぃ

つかいみち/使い道 . . . . . . . . . . . . . . . . つかいはー

つかいものにならない/使い物にならないみー、

びだっふぃ、びだふー、やり、やりがい

つかいものにならないもの/使い物にならない

もの . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やり、やりがい

つかう/使う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .つかう

つかえない/使えない（機械など） . . .びだふー

つかまえる/捕まえる かつみ、かつん、んちゃ

み、んちゃん

つかむ/つかむ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つかん

つかれ/疲れ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . だり、ぶがい

つかれさせる/疲れさせる . . . . . . . . . . . . . . だらす

つかれている/疲れている だい、だり、むいだ

り

つかれる/疲れる . . . . . . . だり、ぶがい、くがい

つき/月 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つつ、つっちゅ

つきあいのひろいひと/付き合いの広い人 てぃ

ーっそぅぎびとぅ

つきあう/付き合う . . . . . . . . . . . .ただつ、ただふ

つきさす/突き刺す . . . . . . . . . .さうー、さっゔぃ

つきでる/突き出る とぅんず、とぅんでぃ、と

ぅがい、とぅんぎ

つぎのねん/次の年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やーに

つきまとう/付きまとう . . . . . . . . . . . .あい、あり

つきよ/月夜 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つっちゅ

つきる/尽きる . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はつ、はてぃ

つく/突く . . . . . . . . . . . . . . . . . . .つつ、つふ、だみ

つく/着く . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つつ、つふ

つぐ/継ぐ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つず

つく（きねで）/搗く（杵で） . . . . . つつ、つふ

つくりかえ/造り替え . . . . . . . . . .ちゅっふぃかい

つくる/作る . . . . . . . . . . . . . . ちゅっふ、ちゅふー

つくる/作る（船を） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はず

つくる/作る（神酒を） . . . . . . . . . . . .たり、たい

つくろい/繕い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .くー

つくろう/繕う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ちゅっふい

つけとどけ/つけとどけ . . . . . . . . . . . . . . . . ひらい

つける/漬ける . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .つき

つける/付ける . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .つぎ

つける/つける（火を） . . . . . . . . . . . . . . . . たつき

つたえる/伝える . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っさい

つたわる/伝わる とぅーずき、とぅーずつ、と

ぅーずふ

つち/土 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .んた

つつく/つつく っつつ、っつふ、つつつ、つつ

ふ、

つな/綱 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ん゜な

つながる/繋がる . . . . . . . . . . . . . . . . . . .つぎゃーい

つなぐ/繋ぐ . . . . . . . . . . . . . . . . つなず、ん゜なず

つなげる/つなげる . . . . . . . . . . . . . . つぎゃーらす

つねに/常に . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ひつん

つねる/つねる . . . . . . . . . . . . . . . . つん、つんむい

つの/角 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ん゜ぬ

ツノダシ/ツノダシ【魚】 まらういかびっちゃ

つのまた/つのまた . . . . . . . . . . . . . . . . あかぐすな

ツノマタりょうり/ツノマタ料理 . . .うるだうふ

つば/唾 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .つず

つばさ/翼 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はに、はにがい

ツバメ/ツバメ【鳥】 . . . . . . . . . .まみまーらしゃ

つぶ/粒 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .すず

つぶる/つぶる（目を） つー、つっゔぃ、っさ

がい

つぼ/壺 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .つぶ
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つぼ/壺（酒を入れる） . . . . . . . . . . . . . . . . ばかす

つぼみ/蕾 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つぶん

つま/妻 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とぅず、みどぅん

つまにする/妻にする . . . . . . . . . . . . . . とぅずあす

つまみ/つまみ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うさい

つまらない/つまらない . . . . . . . . . . . .いたらーん

つみ/罪 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とぅが

つみあげる/積みあげる まずん、まずんー、ま

ずんみ

つみかさねる/積み重ねる つんつき、つんつふ

つみこむ/積み込む . . . . . . . . . . . . . . . . んずーつん

つむ/積む . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つん

つむぐ/紡ぐ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つん、んー

つむじ/つむじ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆぶそぅ

つむじかぜ/つむじ風 . . . . . . . . . .ゆぶそぅかでぃ

つめ/爪 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .つみ

つめこむ/詰め込む ばいんき、ばいんつ、ばい

んふ

つめたい/冷たい . . . . . . . . . . . . . . ひぐい、ひぐる

つゆ/梅雨 . . . . . . . . . . . . . . . . ながーみ、なちゃみ

つゆ/露 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ちゅー

つよい/強い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ちゅー

つよく/強く . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ちゅーく

つよくなる/強くなる . . . . . . . . . . . . . . . . ちゅーい

つよそうな/強そうな . . . . . . . . . . . . . . . . ちゅーぎ

つらい/つらい（病気で） . . びだ、びだっふぃ、

びだふー

つらぬく/貫く . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とぅーかす

つりいと/釣り糸 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .てぃぐすい

つりはり/釣り針 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つー

つる/釣る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つー

つるはし/鶴嘴【道具】 . . . . . . . . . . . .ながうちゃ

つるべ/釣瓶 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . くばずー

つれご/連れ子 . . .なさんっゔぁ、なさんっふぁ

つれる/連れる . . . . . . . . . . . . . . . . さーい、そぅい

て/手 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .てぃー

て/手（稼ぎ＿） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . びー

で/で（手段） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .から

で/で（道具） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ひー

で/で（場所） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ん

で/で（格助詞、場所） . . . . . . . . . . . .ん、んかい

であう/出会う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いじゃう

～てあげる/～てあげる . . . . . . . . . . . . . . . . .ふぃー

てあし/手足 . . . . . . . . . .てぃーはず、てぃーぱず

てあらいうつわ/手洗い器 . . . . . . . . . . . .ちょーず

～てある/～てある . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あい

である/である（コピュラ） . . . . . . . . . . . . . . あい

デイゴ/デイゴ【植】 . . . . . じゅふぎ、じゅふず

ていど/程度 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たき

ていねいだ/丁寧だ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . くま

ていねいな/丁寧な . . . . . . . . . . . .くま、まさがぬ

でいり/出入り . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いでぃいー

でいりぐち/出入口 . . . . . . . . . .いでぃーはいーふ

つ、いでぃーはいふつ、いでぃはいーふつ、い

でぃはいふつ

～ている/～ている . . . . . うい、すんつ、つんつ

ていれ/手入れ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . からがい

ていれする/手入れする みばかい、みばつ、か

らがい、からがう

～ておく/～ておく . . . . . . . . . . . . うっつ、うっふ

ておの/手斧 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .まいつ

ておりき/手織り機 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ずばた

てがかからない/手がかからない . . . . . . . . . .はだ

でかける/出かける . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たつ

てがちーさいひと/手が小さい人 いみでぃーが

ま

てきせつでない/適切でない . . . . . . . みーちゃぎ

できたら/できたら . . . . . . . . . . . . . . ないてぃがー

できない/とてもむいとぅ、がいず、やぐみ、き

たてぃ、じゃまーにゃーだ、じゃまーにゃーん

できる/できる（作物が） . . . . . . . . . . . . . . でぃき

できる/できる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひらい
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できるかぎり/できる限り . . .ひらいがにゃーん

てぐすねをひく/手ぐすね . . . . . . . . . .てぃぐすに

てくび/手首 . . . . . . . . . . . .てぃーふず、てぃふず

～てくる/～てくる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふー

～てくれる/～てくれる . . . . . . . . . . . . . . . . .ふぃー

てさぐりする/手探りする . . . . . . . . . . . .さどぅい

～てしまう/～てしまう すてぃ、ふぁう、はい、

にゃーん

でそろう/出揃う いでぃそぅるー、いでそぅる

い

てつ/鉄 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かに

てつだい/手伝い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かしー

てつだい/手伝い（建築時の無料奉仕） すきな

ふ

てっていしてやる/徹底してやる . . . . . . . . . .つー

～でどうしようもない/～でどうしようもない

さんまい　すなーにゃーん

てにおえない/手に負えない ぎっじゃ　ひらい

ん

てぬき/手抜き . . . . . . . . . . . . . . . . てぃじゃーかー

てのひら/手のひら . . . . . . . . . . . . . . . . . . .てぃびら

～ではない/～ではない（コピュラ否定形） .あ

らん

てまちん/手間賃 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . てぃまー

てまちんでのかせぎ/手間賃での稼ぎ てぃまー

ぶい

てまのかかる/手間のかかる . . . . . てぃーたーり

～てみる/～てみる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みー

～てみると/～てみると . . . . . . . . . . . . . . . . .とぅー

でむいてくる/出向いてくる . . .かむー、かむい

～ても/～ても . . . . . . . . . . . . . . ばんまい、んまい

～でも/～でも（接続助詞） .やらばん、やらば

んまい、やらん、やらんまい

でも/でも . . あいえいそぅが、あいやいそぅが、

あいやそぅが、あっそぅが

でも/でも（疑問詞＋＿） . . . . . . . . . . . . . . . . まい

～てやる/～てやる . . . . . . . . . .とぅらす、ふぃー

テリハボク/テリハボク【植】 やらう、やらう

だに、やらうぎー、やらうだにぎー

でる/出る（月などが） . . . . . . . . . . . . . . . . あがい

でる/出る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いでぃ

てをだす/手を出す . . . . . . . . . . . . . . . . . . .にゃーい

てをとじる/手を閉じる . . . . . . . . . . . . . . . . つずん

てん/天 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . てぃん

てんかん/癲癇 . . .たまつつやん、つっゔぃやん

てんかんのほっさをおこす/癲癇の発作をおこ

すたまーつつ、たまつつ、たまーつふ、たまつ

ふ、つー、つっゔぃ

てんき/天気 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . わーつつ

てんきあめ/天気雨 . . . . . . . . . . . .ひーてぃーあみ

てんきがおだやかになる/天気がおだやかにな

る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とぅり

テングハギ/テングハギ【魚】 . . . . . . . . . .まぶゆ

てんじょう/天井 てぃんじゃう、じゃうそぅく

でんせんびょう/伝染病 . . . . . . . . . . . . . . ほぅーつ

てんのたかさ/天の高さ . . . . . . . . . .てぃんぬたか

てんぷら/天ぷら . . . . . . . . . . . . . . . . . . .てぃんぷら

と/戸 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .やどぅ

と/と（引用） . . . . . てぃー、てぃがー、とぅー

ドア/ドア . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やどぅ

といあわす/問い合わす . . . . . . . . . . . .とぅやーす

という/という（引用） . . . . . . . . . . . . . . . . てぃぬ

～というものは/～というものは . . . . . てぃーや

といし/砥石 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .とぅす

といただす/問いただす . . . . . . . さばつ、さばふ

トイレ/トイレ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .っし

トイレおすい/トイレ汚水 . . . . . . . . . . . . . . しーる

どう/銅 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あかがに

どう/どう（疑問詞） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . だ

どういう/どういう【疑問詞】 . . . . . . . なうばい

どういうつもりで/どういうつもりで なうす　

ふぁーっでぃ
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どういたしまして/どういたしまして まさりー

まい

とうか/十日 . . . . . . . . . . . . . . . . とぅーか、とぅか

とうがらし/唐辛子 . . . . . . . . . .くーす、くーそぅ

とうがん/冬瓜 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅー

どうきゅうせい/同級生 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あぐ

どうぐ/道具 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .だうー

どうくつ/洞窟 . . あーぶ、あぶ、がま、はーな、

はーぶ

トウゴロウイワシ/トウゴロウイワシ【魚】 は

だら

とうじ/冬至 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とぅんでぃ

～どうし/～同士 . . . . . . . . . . . . . . . . .じゃーにゃー

とうじしょうがつ/冬至正月 とぅんでぃさうが

つ

どうしたんだろう/どうしたんだろう なうがが

らむぬ、なうてぃぬ　ばーが

どうして/どうして（疑問詞） なうやひー、な

んとぅが

とうしぶ/東支部 . . . . . . . . . . . .とぅらぬはでぃー

どうしようもない/どうしようもない . . . . . . . な

うや　あすかたーにゃーん、ならーっしゃう、

まーいかたー　にゃーん

とうそうしん/闘争心 . . . . . . . . . . . . . . . . あらいず

どうだい/どうだい（＝うまくやってるか）（あ

いさつ） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なうばいが

どうたいのりょうがわ/胴体の両側 . . . . . やかた

とうちする/統治する . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ならす

どうねんせい/同年生 . . . . . . . . . . . .ひとぅっでぃ

とうふ/豆腐 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .たうふ

どうぶつ/動物 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いつむす

どうやって/どうやって . . . . . . . . . . . . . . なうばい

どうり/道理 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .だうり

とおい/遠い . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かーま、かなた

とおい/遠い（ずっと＿） . . . . . . . . . . . .かじゃー

とおいこと/遠いこと . . . . . . . . . . . .うじゃーなー

とおいところ/遠いところ . . . . . . . . . .ゆーかーま

とおく/遠く . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かーま、かなた

とおす/通す . . とぅーつ、とぅーふ、とぅーす、

っちゃんつ、っちゃんふ、くまらす

とおす/通す（ススキを魚のエラに） . . つーつ、

つーふ、つーっつ、つーっふ

とおまわりをする/遠回りをする . . . . . . . まーい

とおりぬける/通り抜ける . . .ふつ、ふふ、ふき

とおる/通る . . . . . . . . . . . . . . . . とぅーい、くまい

トカゲ/トカゲ くーすふぁや、くーそぅふぁや

トカゲ/トカゲ（岸の上に生息） ひーまばかっ

じゃ

とがめる/咎める . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とぅがん

とがる/尖がる とぅんず、とぅんでぃ、とぅが

い、とぅんぎ

とき/時 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とぅきゃ、とぅつ

ときどき/時々 . . ひとぅひゃーい、ひとぅばた、

ひとぅばたなー

ドキドキする/ドキドキする ぷとぅみつ、ぷと

ぅみふ

どきょう/度胸 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . どきょー

どきょうがない/度胸がない ばたー　にゃーん

ときょうそう/徒競走 . . . . . . . . . .ひゃーさにゃー

とく/とく（髪を） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . きっず

とぐ/研ぐ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とぅず

どくしんじょせい/独身女性 みーだつ、しょじ

ょ

どくしんだんせい/独身男性 . . . . . . . . . .びきだつ

とぐち/戸口 . . .やどぅふつ、いでぃーはいーふ

つ、いでぃーはいふつ、いでぃはいーふつ、い

でぃはいふつ

とくとうびょう/禿頭病 . . . . . . . . . . . . . . はいがさ

とくべつに/特別に . . あやかーり、あやかりー、

うったーてぃー、きたてぃ、だんかーりー、ぶ

んかいり、ぶんかっり、ぶんかりー

とげ/刺 . . . . . . . . . . . . . . . . つーず、とぅず、んず
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どける/どける . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んなす

とこ/床 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . からゆか

どこ/どこ【疑問詞】 . . . . . . . . . .いじゃ、んじゃ

とこずれ/床ずれ . . . . . みんぴーき、にゅーぱぎ

とこのま/床の間 . . . . . くじゃしつ、くじゃひつ

とこばしら/床柱 . . . . . . . . . . . . . . . . んみかみばら

どこも/どこもかしこも . . .いーがま　くーがま

とこや/床屋 あかすやー、あかそぅいやー、さ

んぱつやー

とさか/とさか . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かんぎ

とさつにん/屠殺人 わーくらしゃ、わーしゃー

とじこもる/閉じこもる . . . . . . . . . . . . . . . . くまい

とじこもる/閉じこもる（奥の小部屋に） ぶー

や　とぅい

としごろ/年頃 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はだ

としそうおうでないこと/年相応でないこと は

だ

～として/～として（引用） . . . . . . . . . . . . てぃー

～としての/～としての . . . . . . . . . . . . . . . . .てぃぬ

～としては/～としては . . . . . やらー、やりゃー

としとった/年取った . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . がば

としのこう/年の功 . . . . . . . . . . . .とぅすぬ　くー

としのちかいもの/年の近いもの ぶーら、ぶー

りゃ

としより/年寄り . . .ういびとぅ、がばういびと

としよりくさい/年寄りくさい ういびとぅ　ふ

い

とじる/とじる . . . . . . . . . . . . . . . . まるつ、まるふ

ドスン/ドスン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .だふ

どたんどたん/どたんどたん . . .どんま　どんま

とち/土地 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ずー

とちゅう/途中 あいつんつ、いつんつ、んつな

か

とっきしたひふ/突起した皮膚 . . . . . . . つーきゃ

とっくに/とっくに . . . . . . . . . . . . . . . . . . .いつから

とつぜんに/突然にあたふずん、じゃらてぃー、

なうちゃーなー、なうちゃーにゃー

どっち/どっち【疑問詞】 . . . . . いでぃ、んでぃ

とって/取っ手 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ゆる

とっぴょうしもない/突拍子もない . . .あーつな

とっぷう/突風 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かでぃまーい

～とどうじに/～と同時に . . . . . . . . . . . . ふたきな

とどく/届く とぅーずき、とぅーずつ、とぅー

ずふ、いかう

とどける/届ける とぅーずき、とぅーずつ、と

ぅーずふ

とどまらせる/留まらせる . . . . . . . . . .ゆどぅます

とどまる/留まる ゆどぅん、びじゃい、とぅど

ぅまい

とどめる/留める . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たみ

となり/となり . . . . . . . . . . . . . . やかーら、やかた

どなりこむ/怒鳴りこむ . . ばいんき、ばいんつ、

ばいんふ

とにかく　/とにかく　 . . . . . . . . . . . . . . あうぬー

との/との（引用） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . てぃぬ

トノサマガエル/トノサマガエル【生物】 なび

ーうんた

～とは/～とは . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . てぃーや

とびあがる/飛び上がる . . とぅぬぎ、とぅぬず、

とぅびゃがい、とぅびゃぎゃい

とびこえる/飛び越える またーたい、またたー

い、またたい、とぅぬず、とぅんくい

とびこむ/飛び込むやいん、やうん、やいんつ、

やうんつ、やぐん

とびでる/飛び出る まんず、まんっず、まんで

ぃ

トビハゼ/トビハゼ【魚】 . . . . . . . . . . . . . . たかま

とぶ/飛ぶ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とぅー

とぶ/飛ぶ（鳥が） . . . . . . . . . . . . . . . . まい、まう

とほうにくれる/途方に暮れる なうや　あすか

たーにゃーん

どま/土間 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . どぅま
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とまどう/戸惑う . . . . . . . . . . . . . . . . どぅまっゔぃ

とまり/泊まり . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とぅまい

とまりこみりょう/泊まり込み漁 とぅまいいん

とまる/泊まる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とぅまい

とまる/止まる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なまい

ともだち/友達 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . どぅす

とらのひ/寅の日 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .とぅらぬい

トラブルメーカー/トラブルメーカー ふっとぅ

らー

とられる/取られる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . びかい

とり/鳥 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とぅい

とりえ/取り柄 . . . . . . . . . . . . . . . . とぅいどぅくま

とりかえす/取り返すうかう、うかび、ばかい、

ばかう、とぅいかいす

とりかえる/取り替える . . . . . . . . . . . . . . . . かーい

とりそこなう/取り損なう . . とぅいはっじゃつ、

とぅいはっじゃふ

とりつかれる/とりつかれる . . . . . . . . . . . .たばい

とりのぞく/取り除く . . . . . . . . . .はらう、うさす

とりのまうむれ/鳥の舞う群れ . . . . . とぅいまつ

とりはだ/鳥肌 . . . . . . . . . .きーどぅるん、さんぎ

とりはだがたつ/鳥肌が立つ はぎゃう、ひぎゃ

う

とりぶん/取り分 . . . . . . . っじだま、とぅいまい

とりめ/鳥目 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とぅいみ

とる/取る . . . . . . . . . とぅい、かつ、かふ、はず、

とる/採る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とぅい

とる/撮る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とぅい

とる/取る（賭けで勝ったものを） びつ、びふ

とる/とる（席を） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とぅい

どれ/どれ【疑問詞】 . . . . . . . . . .いでぃ、んでぃ

どれい/奴隷 . . . . . . . . . . . . . . . . またぎす、んじゃ

どれくらい/どれくらい【疑問詞】 いさか、い

さき、いかっさ、いだき、いなぎ、いぷぎ、い

ほぅぎ

どれもこれも/どれもこれも まみっじゃにゃー

だ

どろ/泥 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . どぅる

とろう/徒労 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あまたすかま

どろつち/泥土 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . どぅるんた

ドロドロ/ドロドロ（溶けて柔らかい） やーた

り

どろぼう/泥棒 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぬそぅどぅ

どろまみれ/泥まみれ どぅるだり、どぅるびー

た

どんと/どんと（叩く、何かを置く） . . だんま、

どぅんま

ドンドン/ドンドン（＿叩く） . . . . . . . がっゔぁ

どんどん/どんどん（＿食べる） . . . . . どんない

どんな/どんな【疑問詞】 . . . . . . . . . . . .なうばい

トンボ/トンボ . . . . . . . . . . . .あうそぅん、あきず

とんぼかえり/とんぼ返り（行ってすぐ戻るこ

と） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つつむどぅい

な/な（禁止） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . な

ない/無い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .にゃーん

ないねつ/内熱 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うつにつ

なう/綯う（縄を） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なう

なえ/苗 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ない

なえる/萎える . . . . . . . . . .すぶん、ない、ないー

なおす/直すなうす、ゆふなうらす、ゆふなし、

ゆふなす

なおる/治る . . . . . . . . . . . . . . . . なうい、ゆふない

なか/中 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .なか

なか/中（内面） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なか

ながい/長い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なが

ながいあいだ/長い間 . . . . . うながい、ゆながい

ながいぎょうれつ/長い行列 . . . . . . . . . .ながつず

ながいこと/長いこと . . . . . . . . . . . .うじゃーなー

ながいもの/長いもの . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ながさ

ながさ/長さ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ながさ

ながす/流す . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ながす

なかたがい/仲違い . . . . . . . . . . . . . . . . なかたがい
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ながっちり/ながっちり びーぐず、びだく、び

だくげった

なかなか/なかなか . . . . . . . . . . . . . . . . なんとぅが

なかま/仲間 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひつ

なかまはずれにする/仲間外れにする . . さるつ、

さるふ

なかみ/中身 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なか

なかよし/仲良し . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぐー

ながれつく/流れ着く . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆい

ながれもの/流れ者 ゆらら、ゆらりむぬ、ゆら

りんまり

ながれる/流れる（ゴーゴーと） . . がーらみつ、

がーらみふ

ながれる/流れる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ながい

なぎ/凪 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なぎ、とぅり

なきおとし/泣落し . . . . . . . . . . . . . . . . なつむぬい

なぎきること/薙ぎ切ること . . . . . . . . . .なずばい

なきげん/泣き言 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .なつむぬい

なぎたおす/薙ぎ倒す . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なぎ

なきむし/泣き虫 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .なつっじゃ

なく/泣く・鳴く . . . . . . . . . . . . . . . . . . .なつ、なふ

なく/無く . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . にゃーんひー

なくす/亡くす . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すなす

なくす/失くす . . . . . . . . . . . . . . にゃーす、すてぃ

なくてはならない/なくてはならない あらだか

ーならんむぬ、にゃーだかー

なくなる/なくなる うす、ひっがい、にゃーだ

　んず

なぐる/殴るなっじゅい、なず、なぎ、ったつ、

ったふ

なぐる/殴る（げんこつで） っふぁす、ふぁー

す、つっちゅい

なぐる/殴る（強く） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . だみ

なげあみ/投げ網 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うちゃん

なげる/投げる たいつき、とぅいたいつき、と

ぅいてぃっゔぃ、とぅいまやーす、ちゅー、て

ぃっゔぃ

なさけぶかい/情け深い . . . . . . . . . . . . . . つむかぎ

なさってください/なさってください . . .まてぃ

なさる/なさる（尊敬語接尾辞） . . . . . . . さまい

なすび/なすび【果物・野菜】 . . . . . . . なそぅー

なぜ/なぜ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なうやひー

なだめる/なだめる . . .あじゃんつ、あじゃんふ

なつ/夏 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .なつ

なでる/撫でる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なでぃ

ななつ/七つ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ななつ

ナナフシ/ナナフシ【昆】 . . .まずむぬぬぬーま

ナナムイ/ナナムイ【祭礼】 . . . . . . . . . .ゆーくい

なに/何【疑問詞】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なう

なに？/なに？（ききかえし） . . . . . . . . . . . . . なー

なにか/なにか . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なうががら

なにくそ/なにくそ（自己激励） あやら、あや

らがま、あらら、あららがま

なにも/何も なうちゅん、なうちゅんな、なう

ちゅんま、なうとぅん、なうとぅんな、なうと

ぅんま、なうまい

なにもないこと/何もないこと . . . . . . . . . . . .んな

なにをいってるんだ/何を言ってるんだ あっは

ーいー、あっはーえー

なにをしに/何をしに . . . . . なうふぁーっでぃー

なのか/七日 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .なぬか

～なので/～なので . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やひー

なびく/なびく . . . . . . . . . . . . . . . . なびつ、なびふ

なべ/鍋 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .なび

ナポレオンフィシュ/ナポレオンフィシュ【魚】

ひろし

なま/生 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .なま

なまいきなやつ/生意気な奴 . . . . . . . なまちゃー

なまえ/名前 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なー

なまぐさい/生臭い . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あうさり

なまけくせ/怠け癖 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . だいさ

なまけもの/怠けもの . . だらく、だらくげった、
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びだっふゃ、なまずー、なまずん、なまだん、

だいむぬ、なまちゃ、ふゆー、だいぎし

なまけものだ/怠け者だ なっちゃかん、なっち

ゃらん、だい、だらく、だらくげった、ふゆー

ナマコ/ナマコ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つつー

なまにえ/生煮え . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なまにー

なまにえだ/生煮え . . . . . . . . . . . . . . . . . . .なまにー

なまはんぱ/生半端 . . . . . . . . . . . . . . . . なまっじゃ

なまみず/生水 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なまみず

なみ/波 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なん、ぶりなん

なみうちきわ/波うち際 . . . . . . . . . . . . . . . . あらは

なみだ/涙 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なだ

ナミダクロハギ/ナミダクロハギ【魚】 くーす

きゃ

なみだもろい/涙もろい . . . . . . . . . . . . . . なだやす

なみだもろいこと/涙もろいこと・人 なだやす

なめらかな/滑らかな . . . . . . . . . . . . . . . . . . .なびー

なめる/舐める . . . . . . . . . . . . . . . . なんー、なんみ

なやむ/悩む . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つむー　やん

～なら/～なら（仮定）ったー、てぃがー、とぅ

ー

ならい/習い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ならい

ならう/習う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ならう

ならす/鳴らす . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ならす

ならす/ならす（土地を） . . . . . . . . . . . .とぅなみ

ならぶ/並ぶ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ならう

ならべる/並べる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なみ

なりひびく/鳴り響く . . . . . . . . . . . . . . . . とぅゆん

なる/鳴る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ない

なるべく/なるべく . . . . . . . . . . . . . . ないてぃがー

なるほど/なるほど . . . . . . . . . . . . . . まーんてぃー

なれる/慣れる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .なり

なわ/縄 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ん゜な、なー

なんかい/何回【疑問詞】 いふかいま、いふん

なんかいも/何回も . . . . . . . . . . . . . . . . うんそぅく

なんぎ/難儀 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .なんず

なんきんぶくろ/南京袋 . . . . . . . . . .たうしんがー

なんきんむし/南京虫【昆】 . . . . . . . . . .あやぬん

なんさい/何歳【疑問詞】 . . . . . . . . . . . . . . いふつ

なんしぶ/南支部 . . . . . . . . . . . . . . んまぬはでぃー

なんせき/何隻 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .いふ

～なんだ/～なんだ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . だら

なんだ/なんだ（軽蔑） . . . . . . . おーか、おーこ

なんだって？/何だって？ なうてぃー、なうば

いてぃー、あか

～なんだよ/～なんだよ . . . . . . . . . .そぅーで、ば

なんちょうのひと/難聴の人 みんぴちゃら、み

んひつら、みんぴつら

なんで/なんで【疑問詞】 . . . . . . . . . .なうじゃん

なんであっても/何であっても なう　やらばん

まい

なんでだよ/何でだよ . . . . . . . . . . . . . . なうんだい

なんでも/何でも なうやらばん、なうやらばん

まい、なうやらん、なうやらんまい

なんでもかんでも/何でもかんでも みーはん　

かーはん

なんでもない/何でもない . . . . . なうまいあらん

なんというか/何というかあうぬー、なうがら、

なうてぃどぅ　あい

なんとか/何とか . . . . . . . なんとぅが、やっとぅ

なんとなく/何となく なうちゃーなー、なうち

ゃーにゃー、なうががら、なま

なんとまあ/何とまあ . . . . . . . あがい　たんでぃ

なんにち/何日【疑問詞】 . . . . . . . . . . . . . . いふか

なんのために/何のために . . なう　ほぅっでぃ、

なうす　ふぁーっでぃ、なうふぁーっでぃー、

なうっしゃー、なうっしゃーなー

なんばいも/何倍も . . . . . . . . . . . . . . んめ　ばいふ

なんびき/何匹・何頭【疑問詞】 . . . . . いふから

なんひと/何人【疑問詞】 . . . . . . . . . .いふたーい

なんぼん/何本【疑問詞】 いふーず、いふすず

～に/～に（動作の目的） . . . . . . . . . . . . . . . . . . .が
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に/荷 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .にー

に/に（格助詞、目的地） . . . . . . . . . .ん、んかい

に/に（格助詞、時間） . . . . . . . . . . . .ん、んかい

に/に（与格） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ん、んかい

に/に（受け身、使役動作主） . . . . . ん、んかい

にあう/似あう . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あう

にえる/煮える . . . . . . . . . . . . . . . . . . .たっず、にー

におい/におい . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かじゃ

においがつく/においがつく . . . . . . . . . .そぅまい

にがい/苦い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .んぎゃ

ニガウリ/ニガウリ【果物・野菜】 . . . . . がうら

にがす/逃がす んがーす、んがす、んがーらす

ニキビ/ニキビ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んつん

にぎやかな/賑やかな . . . . . . . . . . . . . . . . そぅるき

にぎる/握る . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かつん、かつみ

にぎる/握る（おにぎりを） . . . . . . . . . . . .んない

にくい/憎い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みっふぁ

にくしみ/憎しみ . . . . . . . . . . . . . . . . . . .みっふぁさ

にくらしい/憎らしい . . . . . . . . . . . . . . . . はだたつ

にげる/逃げる . . . . . . . . . . . . . . . . ひんぎ、ひんず

ニコニコするようす　/ニコニコする様子　 あ

まいあまい

にごる/濁る . . .むがい、むぎゃい、むぎゃっり

にし/西 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .いー

にじ/虹 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .てぃんばう

にししぶ/西支部 . . . . . . . . . . . . . . さいぬはでぃー

にしどなり/西隣 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .いーにゃー

にしのほう/西の方 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .さいぬは

にしはら/西原【地名】 . . . . . . . . . . . . . . んすむら

にしもひがしも/西も東も いーゆまい　あがい

ゆまい

にたもの/似た者 . . . . . . . んーしぬ、ゆぬそぅい

にたような/似たような . . . . . . . . . . . . . . . . んーさ

にっちゅう/日中 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さなか

にっぽんほんど/日本本土 . . . . . . . . . . . .やまとぅ

にている/似ている . . . . . . . . . . . . . . んーす、ゆぬ

にているようす/似ている様子 . . . . . . . . . .ちゃら

にどね/二度寝 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . またにゅー

にぶいこ/鈍い子 ぬっちーやらび、ぬっちゃー

にまいがい/二枚貝 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . しな

にもの/煮物 . . . . . . . . . . . . . . . . にーむぬ、にむぬ

にものなべ/煮物鍋 . . . . . . . . . . . .うーじゅるかき

ニョロニョロ/ニョロニョロ . . . . . ぶじゅぶじゅ

にら/韮 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みーな

にらむ/にらむ . . みーつつ、みーつふ、みつつ、

みつふ、みつき、みーつき

にる/煮る . . . . . . . . . . . . . . . . . . .にー、たっじゃす

にんぎょう/人形 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ひとぅかた

にんじん/人参 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あかほぅにゃ

にんしんさせる/妊娠させる . . . . . . . . . .はらます

にんしんする/妊娠する . . . . . . . . . . . . . . . . はらん

にんそう/人相 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . にんそぅー

ニンニク/ニンニク . . . . . . . . . . . . . . . . ひー、ぴー

ぬいめ/縫い目 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぬいみ

ぬう/縫う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぬー

ぬか/糠 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぬか

ぬがす/脱がす . . . . . . . . . .はだかす、はっだかす

ぬかれる/抜かれる . . . . . . . . . . . .ぬがい、んがい

ぬく/抜く . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んず

ぬぐ/脱ぐ んず、はだき、はだつ、はっず、は

っだき、はっだつ、はっでぃ

ぬけがら/脱け殻 . . . . . すでぃがら、すでぃぐる

ぬける/抜ける . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あぱい

ぬすむ/盗む . . . . . . . . . . . . . . . . ぬそぅん、とぅい

ぬの/布 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぬぬ

ぬる/塗る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まみ

ぬれる/濡れる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んー、んみ

ね/根 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .にー、っさに、ふさに

ね/ね（終助詞） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いー

ね/ね（話初めの言い淀み） . . . . . . . . . . . . . . いら

ねあせ/寝汗 . . . . . . . . . . . . . . にあし、にゅーあし

ねいき/寝息 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .にーつ
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ねいりばな/寝入りばな にっゔぃばな、にじゃ

ま

ねうち/値打ち . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . にうち

ねおき/寝起き . . . . . . . . . . . .みじゃみ、みそぅい

ネギ/ネギ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つんま

ねぐるしい/寝苦しい . . . . . . . . . . . . . . にゅーぐり

ねこ/猫 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .まゆ

ねごこちがよいこと/寝心地が良いこと にゅー

ずみ

ねごと/寝言 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . にむぬい

ねざめめ/寝覚め . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んじゃみ

ねじまげる/捻じ曲げる . . . . . . . . . . . . . . . . . . .がに

ねしょうべん/寝小便 . . . . . . . . . . . . . . . . ゆすばい

ねしょうべんをするひと/寝小便をする人 ゆす

ばいふかしゃ

ねじる/ねじる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひにー

ネズミ/ネズミ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆむぬ

ねぞうがわるい/寝相が悪い にゅーあじゃーな

ねそべる/寝そべる . . . . . . . . . .ながんぶ　だーい

ねたふり/寝たふり . . . . . . . . . . . . . . . . にゅーふい

ねだる/ねだる . . . . . . . . . . . . . . . . あなみ、あなん

ねちがい/寝違い . . . . . . . . . . . . . . にゅーやっゔぃ

ねつ/熱 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .につ

ねつきのわるいこ/寝つきの悪い子 にゅーふが

ます

ねとまりす/寝泊り（少年たちの行動） とぅん

から

ねばしょ/寝場所 にゅーどぅくな、にゅーどぅ

くま

ねばっこい/粘っこい . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ひつに

ねばねばしている/ねばねばしている . . . . . むつ

ねばりけ/粘りけ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . むつみ

ねばりづよい/ねばりづよい . . . . . . . . . .はいつー

ねぶそく/寝不足 . . . . . . . なまにー、なまにゅー

ねぶそくだ/寝不足だ . . . . . . . . . .にゅーたらーん

ねぼけ/寝ぼけ . . . . . . . にじゃま、にじゃまうつ

ねぼけどり/寝ぼけ鳥 にぶいどぅい、にぶりど

ぅい

ねぼける/寝ぼける . . . . . . . . . . . .にぶい、にぶり

ねぼすけ/寝坊助 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .にゅーたら

ねむい/眠い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . にゅーた

ねむのき/ねむの木【植】 . . . . . にゅーたらぎー

ねむりこけている/眠りこけている . . . . . たーい

ねむる/眠る . . . . . . . . . . . . . . . . にゅー、にっゔぃ

ねもと/根本 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . にむとぅ

ねらう/ねらう . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .たみ

ねる/寝る . . . . . . . . . . . . . . . . . . .にゅー、にっゔぃ

ねんざさせる/捻挫させる . . . . . . . . . . . .ないらす

ねんざする/捻挫する . . . . . . . . . . . .ない、ないー

ねんじゅも/念珠藻（バクテリアの一種） ぬい

じゅー

ねんど/粘土 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふちゃんた

ねんれい/年齢 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とぅす

の/の（格助詞、所有） . . . . . . . . . . . . . . . . ぬ、が

～のいうとおり/～の言うとおり .あいがにゃー

ん

のうか/農家 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はるやー

のうぐ/農具 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あさぎ

のうりょくしだいで/能力次第で うむくとぅさ

ーりどぅ

のうりょくのないもの/能力のない者ぎったー、

げったー

～のか/～のか（疑念） . . . . . . . . . .がら、ががら

のがす/逃す . . .んがーす、んがす、んがーらす

のがれる/逃れる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んがーい

のこ/軒 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んつき

のこぎり/のこぎり【道具】 . . . . . . . . . .ぬくずー

ノコギリガサミ/ノコギリガサミ【生物】 . . ん゜

ぬがん

のこす/残す . . . . . . . ぬかす、ぬくす、あまらす

のこり/残り . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぬくい

のこりかす/残りかす . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぬかす
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のこりび/残り火 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うつー

のこりもの/残りもの . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あまい

のこりものにはふくがある/残り物には福があ

る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あとぅだま　うーだま

のこる/残る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぬくい

～のころ/～のころ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . きゃ

のせる/乗せるあーす、うーす、ぬーす、んーす

のせる/載せる（荷を頭に） . . . . . . . . . . . . . . かみ

のぞく/覗くぬさき、ぬさつ、ぬすつ、ぬそぅき

のぞみ/望み . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぬずん

～のだ/～のだ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さー　やい

のちのよ/後の世 . . . . . . . . . . . . . . . . あとぅぬゆー

～ので/～ので . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ば

のど/喉 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぬどぅ、ぬぶい

のどぼとけ/のどぼとけ . . . . . . . . . . . .ぬどぅぐら

～のなかでは/～の中では . . . やらー、やりゃー

ののしりあい/罵り合い . . . . . . . . . . . .やどぅゆん

のばす/伸ばすんばす、いかーす、そぅんうー、

そぅんばす

のはら/野原 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぬー

のびあがる/伸びあがる . . . . . . . . . . . .ぬびゃがい

のびる/延びる . . . . . . . ぬー、ぬび、そぅんうー

のびる/伸びる（業績が） . . . . . . . . . .ぬびゃがい

のびる/野蒜【植】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぬびー

のぼせる/のぼせる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぬぶす

のぼる/昇る（太陽などが） あかん、あき、あ

つ、あふ

のぼる/登る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぬーい

ノミ/ノミ【道具】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぬん

のみ/蚤 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぬん

のみこむ/飲み込む . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぬんくん

のむ/飲む . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぬん

のらいぬ/野良犬 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やまいん

のらねこ/野良猫 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やままゆ

のり/海苔 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぬい

のり/糊 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぬい

のりくみいん/乗組員 . . . . . . . しんか、にんじゅ

のる/乗る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぬーい

のろい/呪い . . . . . . . . . . . . . . . . いっだま、ぬるい

のろう/呪う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぬるー

は/刃（包丁などの） . . . . . . . . . . . . . . はー、ふつ

は/歯 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はー

は/葉 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はー

は/は（提題助詞） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あ

はい/灰 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . からぱい

はい/はい（返事） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . おー

はい/はい（ていねいな返事） . . . . . おーっさり

～ばい/～倍 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふさ

ハイカラなひと/ハイカラな人 . . . . . . . はいから

ハイキビ/ハイキビ【植】 . . . . . . . . . . . . . . なだつ

はいすいこう/排水溝 . . . . . . . . . . . .はいすーばだ

はいぞう/肺臓 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ふく

ばいど/培土 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ばいど

ばいどく/梅毒 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ばいどく

ハイビスカス/ハイビスカス【植】 . . .はなぎー

はいぶんする/映える . . . . . . . . . . . .たまう　うつ

はいる/入る . . . . . . . . . . . . . . いー、いり、はいー

はう/這う . . . . . . . . . . . .はーどぅい、はう、はい

ハエ/ハエ【昆】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はい

はえる/生える . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うい

はえる/映える . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はい、ばい

～ばえ/～映え . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はい

はおとをたてる/羽音をたてる がっゔぁんなり

ー、ぐっゔぁんなりー

はか/墓 . . . . . . . . . . . . . . はか、むとぅ、みゃーか

バカ/バカ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぐどぅん

バカげた/バカげた . . . . . . . . . . . . . . . . ほぅりふい

はがす/はがす（張り付いた物を） むっしーと

ぅい

はがす/はがす（うろこなどを） いーき、いー

つ、はず

ばかだ/馬鹿だ いたらーん、わーぶり、むいぶ
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り、んまつ

はかどる/捗る はかどぅい、ぬーがい、ぬびゃ

がい

ばかなこと/馬鹿なこと . . . . . . . ほぅりむぬゆん

バカなことをいうひと/馬鹿なことを言う人 ん

まちゃ、んまつまー

バカなやつ/馬鹿者 ほぅりむぬ、ほぅりぎちく

ら、ほぅりぎちくや、ゆががなまい、ゆががな

まりゃ、ひなじゃ

ばかにしてわらうこと/馬鹿にして笑うこと ゆ

がばらい

ばかにする/馬鹿にするばーふー、すたばらう、

うさい

ばかやろう/馬鹿野郎（罵声語） . . かなまりゃ、

っふた、っふなた

はかり/秤 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はかい

はかる/測る . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はかい、はかり

はきけがする/吐き気がする . . . . . . . びばくーす

はく/吐く（唾を） . . . . . . . とぅぱつ、とぅぱふ

はく/吐く（気分が悪くてものを） びばつ、び

ばふ、むどぅす

はく/掃く . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はうつ、はうふ

はく/履く . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ん゜ん

はぐ/はぐ（皮を） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はず

はぐき/歯茎 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はばす

はくじょうだ/薄情だ . . . . . ひぐる、つむひぐる

はくじょうな/薄情な つむー　にゃーん、つむ

ひぐりゃ

はくじょうなひと/薄情な人 つむひぐる、ひぐ

る

はくせん/白癬（みずむし、たむし） っさぱや

ばくち/博打 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . でぃんびつ

ばくはつする/爆発する はずき、はずつ、ぱず

つ

はぐらかす/はぐらかす はぐらかす、はぐらす

はぐれる/はぐれる . . . . . . . . . . . .はぐい、はぐり

ばくろう/馬喰 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ばくらう

はげ/はげ（頭に髪の毛がないこと） . . . . . はぎ

ばけもの/化け物 . . . . . . . . . .まずむぬ、まずむん

はげる/はげる（頭が） . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はぎ

ばける/化ける . . .ひがい、ひがいー、ひがっり

はこ/箱 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はく

はこフグ/箱フグ【魚】 . . . . . . . . . . . . . . . . くーた

はこメガネ/箱メガネ（水中メガネ） . . . . . たぐ

バサッと/バサッと（木を切る） . . がじゃてぃ、

じゃらてぃー

ハサミ/ハサミ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はさん

はさむ/挟む . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はさん

はさんする/破産する . . . . . . . うどぅき、ひがい

はし/端 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はた、あっじゃ

はし/箸 . . . . . . . . . . . . . . うます、うみゃす、はす

はしか/麻疹 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かさ

はじめる/始める . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すきゃき

ばしゃ/馬車 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ばしゃ

ばしょう/芭蕉【植】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ばさ

はしら/柱 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はら

はしらせる/走らせる（船を） . . . . . . . . . .はらす

はしる/走るそぅー、とぅばす、そぅっゔぁす、

あいつ、あいふ

はしる/走る（勢いよく） . . . . . . . . . .そぅっゔぃ

はしる/走る（一目散に） . . . . . . . . . .ぶんみかす

はずかしい/恥ずかしいみーはなー　にゃーん、

みはなー　にゃーん、ばかす

はずす/外す（物を） . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はなす

はずす/外す（的を）はんし、はんじ、はんつ、

はんでぃ、はんじゃつ、はんず

～はずだよ/～はずだよ . . . . . . . . . . . . . . はっどー

ハスノハギリ/ハスノハギリ【植】 たまびーぎ

ー

はずれる/外れる（仲間から）はっず、はっでぃ

はだ/肌 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はだ

はたおり/織機 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぬぬばた
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はたおりき/機織り機 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はた

はだかうま/裸馬 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はだかんま

はたけ/畑 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はい、かふー

はたけ/畑（土地の超えている） . . . . . んすばい

はたけ/畑（長男が引き継ぐ） . . .やーだまずー

はたけのばんや/畑の番屋 . . . . . . . はるばんやー

はださむい/肌寒い . . あうひぐる、あうぴぐる、

なまひぐる

はだし/裸足 . . .からはず、からぱず、っさぱず

パタッと/パタッと . . . . . . . . . . . . . . . . ぱたてぃー

バタバタさせる/バタバタさせる . . ばたらみつ、

ばたらみふ

はためかせる/はためかせる . . . . . . . . . .ぶりゃう

はたらき/働き . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はたらつ

はたらく/働く . . . . . . . . . . . .はたらつ、はたらふ

はち/蜂（小型） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やなばた

ばち/ばち（があたる） . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ばつ

ぱちんこ/ぱちんこ（子供のおもちゃ） ぐむか

ん

ばちんと/ばちんと . . . . . . . ぱかてぃ、ばかてぃ

ばつ/罰 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ばつ

はっきりと/はっきりと . . . . . . . . . .じゅんてぃー

はっきりものをいうひと/はっきりものを言う

人 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あらうつびとぅ

はっこうする/発酵する . . . . . . . . . . . .ばき、ばつ

はつじょうする/発情する . . . . . っさい、っさり

はっせいする/発生する . . . . . . . . . . . . . . . . いでぃ

バッタ/バッタ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かた

はったいこな/はったい粉 . . . . . . . . . . . . . . むずく

はて/はて（遠いところ） . . . . . . . . . . . . . . はてぃ

はとはのあいだ/歯と歯の間 . . . . . . . . . .はーばす

はな/花 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はな

はな/鼻 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はな

はなお/鼻緒 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はなぶー

はなさき/鼻先（動物の） . . .はなず、はなでぃ

はなし/話 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はなす、むぬい

はなしあい/話し合い . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ずんみ

はなしあう/話し合う（集まって） うぐなーい

はなしたがること/話したがること・人 むぬい

ぶっさ

はなす/話す . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆん

はなす/離す . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はなす

ハナタカサゴ/ハナタカサゴ【魚】 あうぐるく

ん

はなたれこぞう/鼻たれ小僧 はんだら、ぱんだ

ら

バナナ/バナナ . . . . . . . . . . . . . . . . ばさ、ばさない

バナナのき/バナナの木 . . . . . . . . . . . . . . ばさぎー

はなはだしい/はなはだしい むい、みーや　ほ

ぅらかんばかーい

はなみず/鼻水はなみず、みずばな、はんだい、

みずぱんだい

はなれる/離れる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はない

ばにく/馬肉 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぬーまじゅー

はね/羽根 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はに

はねかえる/跳ね返る . . . . . . . . . . . . . . . . はにぐい

はのないひと/歯のない人 . . . . . . . . . . . .はーもー

ははー/ははー（ていねいな返事） . . . . . . . はー

パパイヤ/パパイヤ . . .まんじゅー、まんちゅー

パパイヤのき/パパイヤの木 . . まんじゅーぎー、

まんちゅーぎー

はばがひろい/幅が広い . . . . . . . . . . . .ほぅっばば

バフンウニ/バフンウニ【生物】【食】うんかず

つ、かずつ

はへん/破片 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ばい、ばり

はま/浜 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひだ、はた、はま

ハマオモト/ハマオモト【植】 . . . . . . . さでぃふ

はまそい/浜沿い . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はまだてぃ

はまばん/浜番 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひだばん

はまべ/浜辺 . . . . . . . . . . . . . . はまうつ、はまふつ

はまゆう/浜木綿【植】 . . . . . . . . . . . . . . さでぃふ

はまる/はまる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はまい
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はみでる/はみ出る まんず、まんっず、まんで

ぃ、はんでぃ

はめつする/破滅する . . . . . . . . . . . . . . . . ひっがい

はもの/刃物 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はむぬ

はやい/早い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はー、ひゃー

はやい/速い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はー、ひゃー

はやいこと/速いこと . . . . . . . . . . . .あいつびゃー

はやいじぶん/早い時分 はーひー、ひゃーひー

はやうまれ/早生まれ . . . . . . . . . . . . . . ばかんまり

はやおき/早起き . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . にがら

はやく/早く はやまり、ひゃー、はーひー、ひ

ゃーひー

はやく/速く はやまり、ひゃー、はーひー、ひ

ゃーひー

はやくち/早口 . . . . . . . . . .はーうつ、はーらうつ

はやさ/速さ . . . . . . . . . . . . . . . . はーさ、ひゃーさ

はやじにに/早死に . . . . . . . . . . . . . . んぬつびゃー

はやまる/早まる . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ひゃーまい

はやる/流行る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はやい

はやる/はやる（心が） . . . . . . . . . . . .しゃーがい

はら/腹 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ばた

はらう/払う（ほこりなどを） ぶぶーい、ぶぶ

い、はらう

はらう/払う（金を） . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はらう

はらがたつ/腹が立つ . . . . . . . . . . . .ばた　ふさい

はらがへるじかん/腹が減る時間 やーっさばた

ばらす/ばらす . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あぱらす

ばらす/ばらす（秘密を） てぃびゅー　ほぅが

す、みはながーゆ　んつ

はらだたしい/腹立たしい ばたっさい、ばたふ

さい

ハラナガスズメバチ/ハラナガスズメバチ【昆】

たうんまばす

はらのほね/腹の骨（大笑いの誇張） ばたぶに

はらをたてる/腹を立てる . . . . . . . . . . . . . . . . たい

はり/梁 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はり、つばい

はり/針 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はい

ハリセンボン/ハリセンボン【魚】 . . . . . あばさ

ハリツルマサキ/ハリツルマサキ【植】 まっこ

ー

はる/貼る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はい

はる/春 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はる

はるさき/春先 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . びーずん

はるのじゅんぷう/春の順風 . . . . . . . . . .うかずー

ハルノノゲシ/ハルノノゲシ【植】 ふつな、ふ

つにゃ

はれ/晴れ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とぅり

はれつする/破裂する はずき、はずつ、ぱずつ

はれる/腫れる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふくい

ばれる/ばれる . . . . . . . . . .てぃびゅー　ほぅがす

はわせる/這わせる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はーす

ばん/晩 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ゆー

はんえい/繁栄 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はんじゃう

はんげつばん/半月板（軟骨組織） っそぅひだ

ぶに

はんごろし/半殺し . . . . . . . . . . . . . . . . . . .なまずん

はんじょう/繁盛 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はんじゃう

はんせいしん/反省心 うどぅるつ　うむくとぅ

はんだん/判断 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つっとぅい

パンツ/パンツ（下着） . . . . . . . . . . . . . . さるまた

はんぱもの/半端もの . . . . . . . . . . . . . . はんぱむぬ

はんぶん/半分 . . . . . . . . . . . . . . んなーき、なから

ばんや/番屋 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ばんや

はんろん/反論 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふつぐたい

ひ/火 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うまつ

ひあがる/干上る . . . . . . . . . . . . . . . . . . .さい、さり

ひえ/稗 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .つん

ひえる/冷える . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひぐい

ひかくする/比較する . . うーでぃ、うーっでぃ、

うーず、うーっず、なみ

ひがし/東 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あがい

ひがしどなり/東隣 . . . . . . . . . . . . . . あがいにゃー
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ひがしのほう/東の方 . . . . . . . . . . . . . . とぅらぬは

ひかり/光 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひかい

ひかる/光る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ひかい

ひがん/彼岸 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ひがん

ひきあげる/引き上げる . . . . . . . . . . . . . . . . . . .がに

ひきうける/引き受ける あみかうー、あみかっ

ゔぁす、あみかっゔぃ

ひきかえす/引き返す . . . . . . . . . . . .ひつむどぅい

ひきかえすこと/引き返すこと . . .ひつむどぅい

ヒキガエル/ヒキガエル【生物】 . . さみうんた、

っふなた、さみっふなた

ひきさく/引き裂く . . .ひっちゃつ、ひっちゃふ

ひきしお/引き潮 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ひーそぅー

ひきずる/引きずる . . . . . . . っさびつ、っさびふ

ひきだし/引き出し . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . しつ

ひきぬく/引き抜く . . . . . . . . . . . . . . . . ひつ、ひふ

ひく/引く . . . . . . . . . . . . . . . . ないず、ひつ、ひふ

ひく/弾く（楽器を） . . . . . . . . . . . . . . ひつ、ひふ

ひく/引く（潮が） . . . . . . . . . .すー、ひつ、ひふ

ひく/ひく（風邪を） . . . . . . . . . . . . . . ひつ、ひふ

ひくい/低い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . びだ

ひくいはな/低い鼻 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .っさばな

ひくくする/低くする ひだます、びだます、ひ

だまらす、びだまらす

ひげ/髭 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ひぎ

ひげね/ひげ根 . . . . . . . . . .っさでぃ、っさでぃら

ひごとよごと/日ごと夜ごと まいやー　まいに

つ

ひざ/ひざ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すぐす

ひざし/陽ざし . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひーてぃー

ひさまつしゅうらく/久松集落【地名】 ぬだつ

ひじ/肘 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ひず

ひしゃく/柄杓 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .さし

ひじょうに/非常に がいず、やぐみ、じゃまー

にゃーだ、ぶんかいり、ぶんかっり、ぶんかり

ー

ひそひそはなし/ひそひそ話 みすかむぬい、み

そぅかむぬい

ひたい/額 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふたい

ひたい/額（広い） . . . . . . . . . . . . . . . . ほぅーたい

ひだり/左 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひだい

ひだりききのひと/左利きの人 . . . . . . . . . .ひだら

ひっかかる/引っかかるすっかかう、かかっず、

かかいっじゃんふ

ひっかく/引っ搔く . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かかっず

ひっかける/引っかける . . . . . . . . . . . . . . . . ふんず

ひっくりかえす/ひっくり返す かいらす、ぶら

かいす

ひっくりかえる/ひっくり返る ぶらかいー、ぶ

らかいり

びっくりさせる/びっくりさせる . . .たまがらす

ひっこす/引っ越す . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ひっくす

ひっぱりだす/引っ張り出す ひったうー、ひっ

たっゔぃ

ひっぱりだすこと/引っ張り出すこと ひったん

ぐー

ひっぱる/引っ張る . . . . . . . . . . . .ひきゃう、がに

ひつよう/必要 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いりよー

ひつようだ/必要だ . . いー、いり、いらじゃい、

かむー、かむい

ひつようのない/必要のない いたらーん、いら

じゃーらん、いらじゃらーん、いらじゃらん、

いらじゃい

ひでり/ひでり . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひでぃー

ひと/人 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひとぅ

ひとあみ/一網（追い込み漁で） . . .ひとぅあん

ひどい/ひどい . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やぐみ

ひといき/一息 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひとぅいつ

びどう/微動 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぶーない

ひとかけら/ひとかけら ひとぅかき、ひとぅつ

がき

ひとかぶ/一株 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ひとぅむとぅ
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ひとつ/一つ ひてぃつ、ってぃつ、てーち、て

ぃーち

ひとつちがい/1 つ違い . . . . . . . .ひてぃつがゆい

ひととおり/ひととおり . . . . . . . . . .ばーってぃー

ひとのせいにする/人のせいにする うさす、う

っさす

ひとみ/瞳 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みーぬっふぁ

ひとみしり/人見知り . . . . . . . . . .ひとぅいっゔぃ

ひとみしりしない/人見知りしない はだっさり

ひとよい/人酔い . . . . . . . . . . . . . . ひとぅびゅーい

ひとり/一人 . . . . . . . . . . . .たうかー、たうきゃー

ひどり/日取り . . .ひー、ひかず、あーびゅーい

ひとりごと/独り言 たうかーむぬい、たうかー

むぬゆん

ひとりのこらず/ひとり残らず たうかーぬから

だ、たうかーぬくらだ

ひとりもの/独り者 . . . . . . . . . . . .かたてぃーむぬ

ひなんする/非難する あいつー、あいっち、あ

いっつ、あいってぃ、とぅがん

ビニールシート/ビニールシート . . . . . . . テント

ひねる/ひねる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひにー

ひのかみ/火の神 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うぶく

ひばち/火鉢 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .っじゅ

ひばり/ひばり【鳥】 . . . . . . . . . . . . . . がやんちゅ

ひびく/響む . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とぅゆん

ひふがかぶれること/皮膚がかぶれること かじ

ゃまき

ひふがふやけること/皮膚がふやけること みず

ぶくい

ひま/暇 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まー、まどぅ

ひまご/ひ孫 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . またんまが

ヒメクマヤナギ/ヒメクマヤナギ【植】 んみゃ

てぃ、んみゃてぃんーたぎー、あーらうんーた

ヒメフエダイ/ヒメフエダイ【魚】 みみじゃー

ヒメヘビ/ヒメヘビ . . . . . . . . . . . . . . . . がらさばう

ひも/紐 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぶー

ひもじい/ひもじい . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やーす

ひやけ/日焼け . . . . . . . . . . . . . . ひーてぃーじゃり

ひやす/冷やす . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひぐらす

ひゃっきん/100 斤 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひゃっき

びょうき/病気 . . . . . . . . . . . . . . . . やん、やなやん

びょうきがちのひと/病気がちの人 . . .がびゃう

びょうきにかかる/病気にかかる . . . . . . . たかい

びょうきになる/病気になる . . . . . . . . . . . . . . やん

びょうきのようじょう/病気の養生 ながやーじ

ゃう、ながやうじょう

ひょうきんな/剽軽な . . . . . . . . . . . . . . . . ゆがいな

びょうじゃくだ/病弱だ . . . . . . . . . . . . . . がびゃう

ひょうじょう/表情 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うむてぃ

ひょうじょう/表情（暗い） . . . . . . . . . .ふさがい

ひょうたん/瓢箪 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つぐい

ひょうばんをさげるひと/評判を下げる人 すた

らしゃ

ひょうひ/表皮 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あらがー

ひょうめん/表面 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あーはな

ヒヨドリ/ヒヨドリ . . . . . . . . . . . .びっぴーまちゃ

ひより/日より . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ひー

ヒラアジ/ヒラアジ【魚】 . . . . . . . . . . . . . . がーら

ひらく/開く . . . . . あうばじゃかい、あうばだか

い、あうばじゃかす、あうばじゃからす、あう

ばだかす、あうばだからす、びだつ、びだふ、

びらつ、びらふ、ばだかす、ばだつ

ひらけっはなし/開けっ放し . . .あーきどぅーき

ひらたくする/平たくする . . . . . . . . . .っさたらす

ひらぺったい/平ぺったい . . . . . . . . . . . .っさたら

ひらら/平良【地名】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .っさら

びり/びり . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぎー

ビリッと/ビリッと（紙を破る） . . がじゃてぃ、

じゃらてぃー

ひりょう/肥料 . . . . . . . っふぁい、ほぅっゔぁい

ヒル/ヒル【生物】 . . . . . . . . . . . . . . . . たーぬぴー

ひるすぎ/昼過ぎ . . . . . . . . . . . . . . . . ひーまあとぅ

654



ひるま/昼間 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ひーま、すかま

ひるもよるも/昼も夜も . . .ゆいまい　ひーまい

ヒレナガスズメダイ/ヒレナガスズメダイ【魚】

いしだ、くるきゃ

ひろい/広い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .がばー

ひろいこころ/広い心 . . .ほぅずむ、ほぅっずむ

ひろう/拾う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っそぅー

びろう/檳榔【植】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . くば

ひろがる/広がる . . . . . . . っそぅがい、っそぅぎ

ひろがる/広がる（植物が） . . . . . . . . . . . .うやい

ひろがる/広がる（吹き出物などが） ばかばい

ひろげさせる/広げさせる ばじゃかす、ばじゃ

からす、ばじゃかい

ひろげる/広げる びだつ、びだふ、びらつ、び

らふ、ばだつ、ばじゃかい、あうばじゃかい、

あうばだかい、びだかす、びらかす、ばだか

す、ばじゃかす、ばじゃからす、あうばじゃか

す、あうばじゃからす、あうばだかす、あうば

だからす、っそぅず、っそぅがい、っそぅぎ

ひろげること/広げること あうばじゃかい、あ

うばだかい

ひろば/広場 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .じゃー

ひんい/品位 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すな

ひんそう/貧相 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひんそぅー

びんた/びんた . . . . . . . . . . . . . . . . . . .みんたっゔぁ

ひんば/牝馬（子供がうめなくなっている） や

ずまい、やずまら、やずまり

ひんぱんに/頻繫に . . . . . . . ひつん、うんそぅく

びんぼうしょう/貧乏性 . . . . . . . きばんさだます

びんぼうそうな/貧乏そうな . . . . . . . . . .きばすぎ

びんぼうだ/貧乏きばす、きばん、きばすがい、

ひんそぅー

ぶあつい/分厚い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あつぐー

ふい/不意 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あたくま

ふいに/不意に . . . . . . . . . . . . . . . . . . .じゃらてぃー

フィラリア/フィラリア . . . . . . . . . . . . . . . . しんき

ふうかく/風格 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .すな

ふうふ/夫婦 . . . . . . . とぅずぶとぅ、みゅーとぅ

ふえ/笛 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ひーだき、ぴーだき

フエフキダイ/フエフキダイ【魚】 . . っふなず、

まーゆ

ふえる/増える . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かじゅい

ぶか/部下 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .またぎす

ふかい/深い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふか

ふかいところ/深いところ . . . . . . . ふかいぬみー

ふかさ/深さ . . . . . . . . . . . . . . っさだつ、ひさだつ

ふきかえしのかぜ/吹き返しの風 . . かいしうす、

かいしうつ、かいしふつ、かいすうす、かいす

うつ、かいすふつ

ぶきみだ/不気味だ . . . . . . . . . . . . . . . . . . .わーかう

ぶきようだ/不器用だ . . . . . . . . . . . . . . てぃーくぱ

ぶきようなひと/不器用な人 . . . . . . . てぃーくぱ

ふく/拭く . . . . . . . . . . . . . . ふつ、ふふ、っそぅい

ふく/吹く . . . . . . . . . . . . . . . . ふき、ふつ、ぶらう

フグ/フグ【魚】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うにゃ

ふくぎ/福木 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っくつぎー

ふくむ/含む . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .っふん

ふくらはぎ/ふくらはぎ . . . . . . . . . . . . . . くっゔぁ

ふくれる/脹れる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . むやがい

ふくろ/袋 . . . . . . . . . . . . . . . . かます、かますぐー

ふくろあみ/袋網 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .んじゅあん

フクロウ/フクロウ【鳥】 . . . . . . . . . .こーどぅい

フケ/フケ . . . . . . . . . . . .っさぶき、ぷき、ほぅき

ふけつだ/不潔だ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . びーた

ふけつな/不潔な（頭髪など） かうさだい、か

うさだり

ふけつな/不潔な . . . . . . . . . .すぷたい、っしゃな

ふけつなひと/不潔な人 すぷたら、かうさだり

ゃ

ふける/更ける（夜が） . . . . . . . . . . . . . . . . . . .いり

ふさい/負債 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あんぱつ

ふさいでいるもの/ふさぐもの・こと ふさがい
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ふさがる/ふさがる . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ふさがい

ふさぐ/ふさぐ . . ふさがい、ふさず、っさがい、

つっず

ふざける/ふざける . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . じゃり

ふし/節 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ふす

ふしぎだ/不思議だ . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ひるます

ふしぎな/不思議な . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひんな

ふしぶし/節々 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふすぶす

ふせい/不正 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なかまーい

ふせる/伏せる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んぶだーい

ふそくをおぎなう/不足を補う . . . . . . . たらーす

ぶた/豚 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .わー

ぶた/豚（子供の産めなくなったメス） あぴゃ

ー、あぴゃーわー

ぶた/豚（正月に食べるために飼っている） さ

うがつわー

ぶたい/舞台 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぶだい

ブダイ/ブダイ【魚】 . . . . . . . . . . . . . . . . いらうつ

ふたご/双子 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ふたか

ぶたこや/豚小屋 . . . . . わーぬっし、わーぬやー

ふたつ/二つ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふたーつ

ぶたにくのすきなひと/豚肉の好きな人 わーじ

ゃう

ぶたのエサいれ/豚のエサ入れ . . .わーぬたうに

ぶたのにもの/豚の煮物 . . . . . . . . . . . .わーにむん

ふたり/二人 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふたーい

ふだん/普段 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .いつぐ、まどぅ

ふち/縁 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ふつ

ブチアイゴ/ブチアイゴ【魚】 . . . . . . . うきゃん

ふつか/二日 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ふつか

ふつかよい/二日酔い さきぬっち、さきくたん

でぃ

ぶつかる/ぶつかる うちゃい、うちゃう、うち

ゃーい、ちゃーい

ぶつける/ぶつける . . . . . うちゃーす、ふぁーす

ブッソウゲ/ブッソウゲ【植】 . . . . . . . はなぎー

ふっとうする/沸騰する . . ふき、ふつ、あっち、

あっつ

ぶつぶつと/ぶつぶつと . . . . . ぶいたが　ぶいた

ふところ/懐 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふとぅくる

ふとっている/太っている . . . . . . . . . . . . . . . . うだ

ふとっていること/太っていること ほぅりっふ

ぁい

ふとる/太る . . . . . . . . . . . . . . . . うだい、っふぁい

フナ/フナ【魚】 . . たーっぞぅ、たーぬっぞぅ、

みずぬっぞぅ

ふなぞこにたまったみず/船底にたまった水 あ

かま

ふなつききば/舟着き場 . . . . . . . . . . . . . . ふなつき

フナむし/フナ虫 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かーじゃい

ふなよい/船酔い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふない

ふにんになる/不妊になる . . . . . . . . . . . .やずまい

ふね/舟、船 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふに

ふね/舟【古語】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みそぅ

ふねしゅうのうごや/舟収納小屋 ふなばんやー

ふねのいかり/船の碇 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うぶ

ふねのみおくり/舟の見送り . . . . . . . ふなうさぎ

ふびじん/不美人 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つきゃふ

ふまんをいう/不満を言う . . .ふがい、ふがいり

ふみつけること/踏みつけること . . ん゜んたー、

ん゜んたーぐー、ん゜んたーぐーたー

ふむ/踏む . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ん゜ん

ふもと/ふもと . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あす

ふやす/増やす . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かじゅーす

ふゆ/冬 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ふゆ

ぶらさがる/ぶら下がる さがい、っさがい、さ

ぎ、さず

ふらつく/ふらつく たっゔぁみつ、たっゔぁみ

ふ、たーう、たーっゔぃ、ゆたみつ、ゆたみふ

ふらつくようす/ふらつく様子 . . . . . . . かいらく

ぶらぶらしているひと/ぶらぶらしている人 び

だふくり、びだふくる
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ぶらぶらする/ぶらぶらする びだっふぃ、びだ

ふー

フラフラと/フラフラと かっらみきー、たいた

い

～ふり/～ふり . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふい

ふりまわす/振り回す . . . . . . . . . . . . . . . . ぶーうー

ふりむく/振り向く . . . . . . . . . . . . . . . . . . .みゃーぎ

ふりんおんな/不倫女 . . . . . . . . . . . . . . . . いんばい

ふる/降る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふー

ふる/振る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふい

ふるい/ふるい【道具】 . . . . . . . . . . . . . . しーなう

ふるい/古い（食べ物が） . . . . . . . . . . . . . . . . がば

ふるいきもの/古い着物 . . . . . . . . . . . . . . やりずん

ふるえる/震える . . . . . . . . . .ほぅーい、ほぅーり

ブルドドザザ/ブルドーザー んつやっゔゃしゃ

ぶるぶる/ブルブル（震える） . . .ぷとぅぷとぅ

ふるまうこと/ふるまい . . . . . . . . . . . . . . . . ばばん

ぶれい/無礼 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぶりー

ぶれいな/無礼な . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . わーつな

ふろしき/風呂敷 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うつつー

ぶんそうおうなふるまいをする/分相応な振る

舞いをする . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぶがなす

ぶんたんきん/分担金 . . ばなむぬ、いでぃみー、

いでぃみーはらいみー

ふんづける/踏んづけるん ん゚びき、ん ん゚びつ

ふんどし/ふんどし . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さなず

ふんにょう/糞尿 . . . . . . . . . . . . . . . . ふそぅすばい

ぶんぱいする/分配する . . . . . . . . . . . . . . たまぐつ

ふんべつ/分別 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つっとぅい

ふんべつのない/分別のない いっちゃー　っさ

ん

へー/へー（軽蔑的な驚き） . . . . . . . . . .えへーい

へいきん/平均 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とぅなみ

へいたんな/平坦な . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なだら

へいていする/平定する . . . . . . . . . . . . . . . . ならす

～べきだ/～べきだ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . がまた

へこませる/へこませる . . ひだます、びだます、

ひだまらす、びだまらす

へこむ/へこむ . . . . . . . . ふぐん, ひだん、びだん

へそ/へそ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んーぶ

へた/下手 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . びちゃ

べたぼれ/べたぼれ . . . . . . . . . . . . . . . . . . .すんぶり

ヘチマ/ヘチマ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なびゃーら

ペッ/ペッ（唾を吐くおと） . . . . . . . . . . . .とぅぱ

べっし/蔑視 . . . . . . . . . . . . . . . . みーぬ　すたみー

ペット/ペット . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いつむす

ヘビ/ヘビ . . . . . . . . . . . . . . . . . . .なず、はう、ぱう

へや/部屋 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やー

へや/部屋（奥にある小さい） . . . . . . . うつばら

へや/部屋（奥座敷） . . . . . . . . . . . . . . . . うらじゃ

へや/部屋（奥の小さな＿） . . .うつぬ　くーい

へら/へら（料理道具） . . . . . . . . . .ひら、いびら

ベラ/ベラ【魚】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あかじゃら

へらす/減らす . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひつ、ひふ

へり/縁 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はた

へる/減る . . . . . . . . . . . . . . . . ひつ、ひふ、ひない

へんか/変化 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . むいがーい

へんかする/変化する ひがい、ひがいー、ひが

っり

ペンキ/ペンキ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぬい

べんきょう/勉強 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ずー

へんしゅ/変種 . . . . . . . さにがーい、たにがーい

へんじん/変人 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . がいにん

へんだ/変だ いかがら、いきゃがら、なうがが

らむぬ、ひるます

へんな/変な . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ひんな

へんなきもちになる/変な気持ちになる っさか

う

へんなひと・じょうきょう/変な人・状況 いか

がら、いきゃがら

ほ/帆 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ほぅー

ほ/穂 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぶばな
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ボール/ボール . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まーい

～ぽい/～ぽい . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .っじゃ

ぼう/棒 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ばう

ぼう/棒（粟をたたく） . . . . . . . あーったつばう

ぼうがいする/妨害する . . . . . . . . . . . . . . . . つっず

ほうがよい/方がよい . . . . . . . . . . . .ます、とぅか

ほうき/ほうき . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はうつ

ほうげん/方言 . . . . . . . . . . . .すまうつ、すまふつ

ぼうこう/膀胱 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .すばいづつん

ほうさく/豊作 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆがほぅー

ほうしゃれいきゃく/放射冷却 . . .とぅりひぐい

ぼうず/坊主 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ばうず

ほうちする/放置する やりっしゅーつ、やりっ

しゅーふ

ほうちょう/包丁 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かたな

ほうほう/方法 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っちゃー

ほうぼう/方々いじゃどぅーす　かまどぅーす、

んじゃどぅーす　かまどぅーす

ほうもんする/訪問する . . . . . . . . . . . . . . みゃーぎ

ほうらいまい/ほうらい米 . . . . . . . ほーらいまい

ほうらんする/抱卵する . . . . . . . . . . . . . . . . すだす

ほうりなげる/放り投げる てぃっゔゃーがらー

す、てぃっゔゃーがらす、てぃっゔゃがらー

す、てぃっゔゃがらす

ぼうりょくをふるう/暴力をふるう . . . . . やから

ほうろうする/放浪する . . . . . . . . . . . . . . . . ゆらい

ほえる/吠える . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぶい

ほおずき/ほおずき ふーずき、ふーずきばらん

ほかのしゅうらく/他の集落 . . . . . . . ゆそぅずま

ぼく/ぼく . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ばー、ばん

ぼくが/僕が . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ばが

ぼくたち/僕たち . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ばんてぃ

ぼくたちを/僕たちを . . . . . . . . . . . . . . ばんちゅー

ぼくに/僕に . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ばぬんかい

ぼくの/僕の . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ばが

ほくほくしている/ほくほくしている . . .みゃー

ホクロ/ホクロ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あじゃ

ぼくを/僕を . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ばぬー

ぼける/ぼける . . . . . . . . . . . .むいぶい、むいぶり

ほこり/ほこり . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぷき、ほぅき

ほし/星 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ほぅす

ほしい/欲しい . . ほぅす、ほぅすん、ほぅーい、

ほぅーん、ほぅっさ　あす

ほしがる/欲しがる ほぅす、ほぅすん、ほぅー

い、ほぅーん、ほぅっさ　あす

ほじくる/ほじくる . . . . . . . . . .ふっず、ふっでぃ

ほす/干す . . . . . . . . . .かーかす、さらす、ほぅす

ほたる/蛍【昆】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たっゔゃ

ぼっきする/勃起する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うい

ほっしがる/欲しがる . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ほぅす

ぼつらくする/没落する . . . . . . . . . . . . . . . . さびー

ほてる/火照る . . . . . . . . . . . .ほぅみつ、ほぅみふ

～ほど/～ほど . . . . . . . . . .だちゃー、だちゃーい

ほど/程（時間名詞の後） . . . . . . . . . . . . . . ぎゃー

ほどく/ほどく ほぅどぅつ、ほぅどぅふ、はな

す

ほね/骨 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ほぅに

ほねみにこたえる/骨身にこたえる（寒さなど

が） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ほぅにぶかい

ほのふくらみ/穂のふくらみ . . . . . . . . . . . .ばるん

ほはば/歩幅 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あす、あす

ほめちぎる/ほめちぎる . . .ほぅみたーっゔぁす

ほめる/ほめる . . . . . . . ほぅみ、ほぅん、なーず

ぼやける/ぼやける . . . . . むーっず、むーっでぃ

ボラ/ボラ【魚】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ながゆ

ぼら/保良【地名】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぶら

ほら　ほら/ほら　ほら（注意喚起） くや　く

や

ほらがい/ほら貝 . . . . . . . . . . . . . . . . さぐな、った

ほらふき/ほら吹きほぅらふきゃ、ぶらふきゃ、

ひゃーくいち

ほらをふくこと/ほらを吹くこと . . .ほぅらふつ
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ほりおこす/掘り起こす . . . . . . . . . . . . . . . . くーす

ほる/掘る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ほぅい、かでぃ

ほれる/惚れる . . . . . . . . . . . . . . . . ほぅい、ほぅり

ぼろきもの/ぼろ着物 . . . . . . . . . . . .やっゔぃずん

～ほん/本（茎を数える助数詞） . . . . . . . . . .うず

ほん/本 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ほぅん

ぼん/盆 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぶん

ポンがし/ポン菓子 . . . . . . . . . . . . . . . . まいがーす

ほんけ/本家 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . むとぅやー

ほんしょう/本性 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すがた

ほんとう/本当 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .まーんてぃー

ほんとうに/本当に . . あやかーり、あやかりー、

ぎんとぅどぅ、まーんてぃー

ほんとうのこと/本当のこと まーんぐとぅ、ま

ーんてぃー

ほんとうのもの/本当のもの . . . . . まーんてぃー

ぼんやりしたひと/ぼんやりした人とぅりばら、

ふたっとら

ぼんやりする/ぼんやりする ふたっとぅい、ふ

たっとぅり、とぅりばい

まあまあ/まあまあ . . . . . . . . . . . . . . まーだぎゃー

まいごにさせる/迷子にさせる . . . . . . . ゆららす

まいごになる/迷子になる . . . . . . . . . . . . . . ゆらい

まいった　まいった/参った　参った うばいが

　うばい

まいとしまいとし/毎年毎年 とぅすかず　はだ

かず

まいる/参る . . . . . . . . . . . . . . . . . . .がうい、がうり

まえ/前 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .まい

まえかけ/前掛（馬具） . . .まいかき、まいがき

まがった/曲がった . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆが

まがる/曲がる . . .ゆがん、まがい、ぶい、ぶり

まきえする/撒き餌する . . . . . . . . . . . . . . . . あらす

まきがい/巻貝 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .んな

まきつける/巻きつける . . .からまつ、からまふ

まく/巻く . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まつ、まふ

まく/まく（水や種を）まつ、まふ、はうい、は

うり

まく/まく（種を） . . . . . . . . . . . .うらす、うるす

まくら/枕 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .まっふぁ

マグロ/マグロ【魚】 . . . . . . . . . . . .しび、しゅび

マグロのむれ/マグロの群れ . . . . . . . どぅんぎゃ

まけ/負け . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まき

まけぐせ/負け癖 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .まきならい

まける/負ける . . . . . . がうい、がーらい、、まき

まご/孫 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んまが

まさか/まさか あがいがあがい、だいずがだい

ず、なうてぃー、んまつ

まさる/勝る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うゆー

まじか/間近 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はだ

まじめな/真面目な . . . . . . . まさがぬ、まながぬ

まじゃ/真謝【地名】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .まじゃ

ます/枡【道具】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つが

まず/先ず . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まず、まずがー

まぜる/混ぜる まっず、まっでぃ、まんき、ま

んつ

また/股 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .また

また/また（繰り返す） . . . . . . . . . . . . . . . . . . .また

まだ/まだ（～ない） . . . . . . . . . . . . んなーぎゃー

まだ/まだ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んなまぎゃー

またきき/また聞き . . . . . . . またずつ、またつつ

またぐ/またぐ . . . . . . . . . . . . . . またぐい、またず

またとない/またとない . . . . . . . ありや　みーん

マダラハタ/マダラハタ【魚】 . . . . . . . . . .にばら

まちがい/間違い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ばっぱい

まちがいだ/間違いだ . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あらん

まちがえる/間違える . . . . . . . . . . . . . . . . ばっぱい

まちがったかんがえのひと/間違った考えの人

かなまりゃ

まちがっている/まちがっている . . . . . あたらん

まつ/待つ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まつ

まっか/真っ赤 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はーか
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まつけ/まつ毛 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まつぎ

まっしろ/真っ白 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .まっさーら

まっすぐ/真っ直ぐ . . . . . . . . . . . . . . . . . . .まうとぅ

まったくないこと/全くないこと . . . . . んなぱぎ

まつたけ/松茸 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まつぬみん

マッチ/マッチ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つきだき

まつのき/松の木 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まつぎー

まで/まで（目的地） . . . . . . . . . .がみ、たーひー

まで/まで（程度） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まい

までに/まで（到達点） . . . . . . . . . . . . . . たーひー

までに/までに（時間） . . . . . . . . . . . . . . たーひー

まと/的 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まとぅ

まとめて/まとめて（全部で） . . . . . . . むいつき

まとめる/まとめる（縄などで）まるつ、まるふ

まともなあるきかた/まともな歩き方 まーっさ

まともなひとげん/まともな人間 . . . . . にんぎん

まとわりつく/まとわりつく . . . . . . . . . . . .たかい

まないた/まな板 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まなちゃ

まなぶ/学ぶ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ならう

まぬがれる/まぬがれる . . . . . . . . . . . . . . んがーい

まね/真似 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まーび

まね/真似（無意識でやる） . . . . . . . . . . . .むない

まびく/間引く . . . . . . . . . . . . . . . . まびつ、まびふ

まぶしい/まぶしい ひかい、みーぷかい、みー

ぷたい

まぶた/瞼 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みがー

ままごと/ままごと . . やびとぅ、やびとぅがま、

やびとぅがんが、やびとぅがんがー

ままはは/継母 . . . . . . . . . . . .まーま、まーまんま

まみれ/まみれ（どろまみれ） . . . . . . . . . .びーた

～まみれだ/～まみれだ（名詞に後続） . . . だり

マメ/マメ（「あうく」を使って手にできた）あ

うくばら

まめ/まめ（手などにできる）はら、かうすばら

まめ/豆 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .まみ

まめのさや/豆のさや . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さや

まもの/魔物 ほぅーぐる、まずむぬ、まずむん

まもりがみ/守り神 . . . . . . . . . . . .まう、まうかん

まゆげ/眉毛 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .まゆ、まゆぎー

まよう/迷う ふたっとぅい、ふたっとぅり、ど

ぅまっゔぃ

まよわせる/迷わせる . . . . . . . . . .ふたっとぅらす

まり/まり . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まーい

まるくする/丸くする . . . . . . . . . .まーくん　ない

まるくゆう/丸く結う（髪を） . . . . . . . . . .まるん

まるた/丸太 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .まるた

マルヒラアジ/マルヒラアジ【魚】 . . .うつみつ

まるめこむ/丸め込む（人を） . . . . . . . . . .まるん

まるめる/丸める . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まるん

まれ/稀 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .まり

まわす/回す . . . . . . . まーす、まーらす、まーい

マングロロブ/マングローブ【植】 あんつきぎ

ー

マングロロブガサミ/マングローブガサミ【生

物】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . がさみ

まんぞくする/満足する ぷぎ、ほぅぎ、つむー

　ぷず、つむー　ほぅず、つむー　ほぅず

まんちょう/満潮 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .そぅーんつ

まんなか/真ん中 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んなか

まんぷくになる/満腹になる ばたんつ、ばたん

ふ、びとぅい

み/実 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ない

み/実（アダンの外側の） . . . . . . . . . . . . . . . . つば

み/箕（脱穀に使う農具） . . . . . . . むいじゃうき

み/身 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .みー

みあげる/見上げる . . . . . . . . . . . . . . . . . . .みゃーぎ

みうち/身内 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うつない

みおくる/見送る . . . . . . . . . . . . . . うさぎ、うさず

みかえす/見返す . . . . . . . みーかいす、みかいす

みがく/磨く . . . . . . . . . . . . . . . . . . .みがつ、みがふ

みかた/味方 ひつ、かた、ふん、なーどぅが　

かた
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みかた/味方 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふん

みがるな/身軽な . . . . . . . . . . . . . . . . . . .どぅーやす

みかん/みかん . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふにゅー

みき/幹 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .から

みき/神酒 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んつ

みぎ/右 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .んす

みぎて/右手 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んすでぃー

みくだしてみること/見下して見る事 いみさみ

ー

みくだすこと/見下すこと すたみー、みーさみ

ー、ほぅりむぬみー

みぐるしい/見苦しい . . . . . . . . . . . . . . . . . . .んずぎ

みごとな/見事な . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ずみぎ

みさき/岬 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .とぅがい

みさご/鶚【鳥】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たんた

みさだめ/見定め . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みさだみ

みじかい/短い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .まる

みず/水 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .みず

みず/水（船底にたまったもの） . . . . . . . . . .あか

みず/水【幼児語】 . . . . . . . . . . . . . . . . うぶ、おぶ

みずあび/水浴び . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うーず

みすかす/見透かす . . . . . . . . . . . . . . . . . . .みすかす

みずくみ/水汲み . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かーうり

みずさし/水差 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . しゃし

みすてる/見捨てる . . . . . . . . . . . . . . . . . . .みすてぃ

みずぼうそう/水疱瘡 . . . . . . . . . . . . . . . . みずがさ

みせびらかす/見せびらかす そぅーます、ほぅ

ーます、ほぅーらーす、ほぅーらかす、ほぅー

らす、さらす、うじゅます

みせる/見せる . . . . . . . . . . . . . . . . . . .みし、さらす

みそ/味噌 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んそぅ

みぞ/溝 . . . . . . . ふぐみ、ふぐん、ばだ、ばだく

みぞおち/みぞおち . . . . . . . . . . . . . . . . . . .つむうつ

みそしる/味噌汁 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んっつー

みそな/みそ菜 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んそぅな

みそにこみみ/味噌煮込み . . .んそぅだりかずつ

みたいな/みたいな . . .しゃく、しゅく、そぅく

みたす/満たす . . . . . . . . . .ぷず、ほぅず、んたす

みため/見た目 みーたう、みーとぅ、みーとぅ

ー、みーはー

みためがわるい/見た目が悪い . . . . . みーちゃぎ

みち/道 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んつ、あいつんつ

みちあふれている/満ち溢れている . . . . . . . ぶた

みちくさ/道草 . . . . . . . . . . . .んつっさ、んつふさ

みちしお/満ち潮 . . . . . . . . . .んちゃがい　じゅー

みちにそって/道に沿って . . . . . . . . . .んつだてぃ

みちる/満ちる . . . . . . . . . . . .んち、んつ、んてぃ

みっか/三日 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .みーか

みっかまえ/3 日前 . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆーかない

みつける/見つける . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とぅみ

みっつ/三つ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .みーつ

みつな/密な . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かた

みつめる/見つめる みーつき、みーつつ、みー

つふ

みつもる/見積もる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うさい

みとおす/見通す . . . . . . . . . . . . . . . . . . .みとぅーす

みな/皆 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んなない

みなさん/皆さん . . . . . . . . . . . . . . やびとぅんーな

みなと/港 . . . . . . . . . . . . . . んなとぅ、ふつむとぅ

みなみ/南 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はい、んまぬは

みなみかぜ/南風 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はいかでぃ

みなみのあたり/南の辺り . . . . . . . . . . . .はいばら

みにくいやつ/醜い奴 . . . . . . . . . . . . . . . . んずぎゃ

みね/みね . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んみ

みの/蓑 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .んぬ

ミノカサゴ/ミノカサゴ【鳥】 . . . . . いんどぅい

みのがす/見逃す . . . . . . . . . . . . . . . . . . .んじゅかす

みのほど/身の程 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .うながたき

みのらせる/実らせる . . . . . . . . . . . . . . . . なうらす

みのる/実る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ない、なうい

みはる/見張る . . . . . みばつ、みばふ、みばかい

みぶり/身振り（その人独特の） . . . . . . . . . .さぐ
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みぶるい/身震い（脂っこい豚を食べた後の）

みんぶーら

みぶん/身分 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . たき

みまわる/見回る . . . . . . . . . . . . . . . . . . .みーまーい

みみ/耳 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .みん

みみ/耳（丸まった） . . . . . . . . . . . . . . . . まぐみん

みみ/耳（外の部分） . . . . . . . . . . . . . . . . みんばに

みみあか/耳垢 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .みんぬっそぅ

みみがくもん/耳学問 . . . . . . . . . . . .みんがくむん

みみがとおい/耳が遠い . . . . . . . . . . . . . . ながみん

ミミズ/ミミズ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ずみず

みみだれ/耳だれ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みんだい

みみのいいひと/耳のいい人 . . みんとぅーきゃ、

みんぴーきゃ

みみのとおいひと/耳の遠い人 みんぐ、ながみ

ん

ミャークズツのさいしゅうび/ミャークズツの

最終日 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あとぅぬひー

みやこ/宮古 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みゃーく

みやこ/都 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .みゃーく

みやこじょうふ/宮古上布 ぶーずん、みゃーく

じょーふ

みやこソバ/宮古ソバ . . . . . . . . . . . . . . . . . . .そぅば

みる/見る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みー

ミルクざけ/ミルク酒 . . . . . . . . . . . .みるくじゃき

みわたす/見渡す . . . . . . . . . . . . . . . . . . .みとぅーす

みをかがめる/身を屈める . . . . . まーくん　ない

みんな/みんな . . . . . . . . . . . .んーな、あるまずー

むいか/六日 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .むゆか

むかいあう/向かい合う . . .ふつんつ、ふつんふ

むかいあわせる/向かい合わせる . . .んきゃーす

むかいかぜ/向かい風 . . . . . . . . . . . .んかいかでぃ

むかいがわ/向かい側 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .んかい

むかう/向かう . . . . . . . たみ、んかう、んきゃう

むかえ/迎え . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .んかい

むかえる/迎える . . . . . . . . . . . . . . んかい、んかう

むがく/無学 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .むがく

むかし/昔 ひゃー、んきゃーん、かなーい、か

ない

ムカデ/ムカデ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んきゃでぃ

むぎ/麦 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .むず

むぎのくき/麦の茎 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .むずぐる

むぎばたけ/麦畑 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . むずなか

むぎをたいたもの/麦を炊いたもの むずたっじ

ゃ

むく/向く . . . . . . . . . . . .むつ、むふ、ふつ　あす

むく/むく（皮を） . . . . . . . . . . . . . . . . むつ、むふ

むくちなひと/無口な人 . . . . . . . . . . . .ぬどぅむぬ

むこ/婿 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .むく

むこうがわ/向こう側 . . . . . かぬちゃ、かまかた

むし/無視 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うぬっさかん

むし/虫 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .むす

むしのつくき/虫の付く木 うきゃん、うきゃん

ぎー

むしのはいったイモ/虫のはいったイモ ふとぅ

てぃんー

むしば/虫歯 ふてぃてぃばー、ふとぅてぃばー

むしりとる/むしりとる . . . . . . . むっしーとぅい

むしろ/筵 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .むっそぅ

むす/蒸す . . . . . . . . . . . . . . . . . . .んぶす、んぶらす

むずかしい/難しい きつみ、むずかす、むつか

す

むずがゆい/むず痒い . . . . . . . . . . . . . . . . かすかう

むすびめ/結び目 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .すまいふつ

むすめ/娘 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みどぅんっゔぁ

むだづかいする/無駄遣いする すかーらす、す

きゃーい、すきゃーらす、たーす

むだな/無駄な . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あまた

むだんで/無断で . . . . . . . . . .むぬっじゃんぐとぅ

むちゅう/夢中 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ほぅり

むちゅうになる/夢中になる むいぶい、むいぶ

り
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むつ/六つ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んーつ

むね/胸 . . . . . . . . . .んみ、んみうつ、んみゅーつ

むのう/無能 . . . . . なっちゃかん、なっちゃらん

むのうなひと/無能な人 なっちゃかん、なっち

ゃらん

むら/村 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .すま

ムラサキガイ/ムラサキガイ . . . . . . . . . .ぎしぐや

むらさきカタバミ/紫カタバミ たいわんなーず

つ

むらだて/村立て . . . . . . . . . . . . . . . . . . .すまだてぃ

むらばんしょ/村番所 . . . . . . . . . . . . . . ぶんみゃー

むれ/群れ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んみ、むいた

むれになる/群になる . . . . . . . . . . . . . . . . むらがい

むれる/群れる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .むい

め/目 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .みー

め/茅 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .かや

めあて/目当て . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まとぅ

めい/姪 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みゅーい

メイシバ/メイシバ【植】 . . . . . . . . . . . . . . がんな

めいわく/めいわく . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . がいず

めがくらむ/目がくらむ . . . . . . . . . . . . . . まーぷい

めかけ/めかけ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . にごー

めがさめる/目が覚める . . んじゃみ、んじゃん、

みそぅい

めかた/目方 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .きんみ

めがね/眼鏡 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .みがに

メガネクロハギ/メガネクロハギ【魚】 くーす

きゃ

めがまわる/目が回る ぐるみつ、ぐるみふ、ま

ーぷい

めくらめっぽう/めくらめっぽう みーはん　か

ーはん、みっふぁ　かっふぁ

めざめ/目覚め . . . . . . . . . . . .みじゃみ、みそぅい

めしあがる/召し上がる（「たべる」の尊敬語）

んきゃぎ

メジロ/メジロ あうまちゃ、あうまっちゃ、っ

さい

めす/めす . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みー

めだま/目玉 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みんたま

めでたい/めでたい . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かぎ

メナガオサガニ/メナガオサガニ【生物】 はい

まがん

めのいいひと/目のいい人 . . . . . . . . . .みーかない

めまい/めまい . . . . . . . . . .みーまーい、まーぷら

めまいがする/目まいがするまーぷい、たーう、

たーっゔぃ

メリケンこ/メリケン粉 みりきんくー、みりき

んぐー、みるくんくー、みるくんぐー

めをつける/目をつける . . みーつき、みーつつ、

みーつふ

めんどうな/面倒な . . . . . . . . . . . . . . てぃーたーり

めんどうみがいいこと・ひと/面倒見がいいこ

と・人 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みっゔぁい

めんどうをみる/面倒を見る ひとぅぬ　くとぅ

　あす

めんぼくがない/面目がない みーはなー　にゃ

ーん、みはなー　にゃーん

～も/～も（数詞の後、程度が多い） . . . . . まい

も/藻 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なば、むー、くず

も/も（副助詞） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まい

もう/もう（フィラー） . . . . . . . . . .んみゃ、んめ

もう/もう . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んみゃ、んめ

もうかる/儲かる . . . . . まうつ、まうふ、まうき

もうけ/儲け . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .まうき

もうける/儲ける . . . . . . . . . . . . . . まうき、まうつ

もうこはん/蒙古斑 . . . . . . . . . . . . . . . . んまりばん

もうじん/盲人 みたまい、みたまら、みっふぁ

もうたいへんだ/もう大変だ（驚いた時） あが

い　んみゃ

もうふ/毛布 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .もーふ

もえる/燃える . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .むい

もぎとる/もぎ取る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . むい
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モグサ/モグサ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やちゅーさ

モクズガニ/モクズガニ【生物】 . . .いさうがん

もくてき/目的 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .たみ

もくてきち/目的地 . . . . . . . . . . . . . . . . みゃーてぃ

もくもう/木麻黄【植】 . . . . . . . . . . . . . . もくもー

モグラ/モグラ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . じゃか

もぐりのいしゃ/もぐりの医者 . . . . . やぶいしゃ

もぐる/潜る やいん、やうん、やぐん、むぐい

もじ/文字 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ずー

もしも/もしも . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぎんとぅどぅ

モズク/モズク . . . . . . . . . . . . . . すぬい、そぅぬい

もたもたする/もたもたする . . . . . . . . . . . .ふずー

もち/餅 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . むつー

もちあげる/持ち上げる . . . . . . . むたぎ、むたず

もちぬし/持ち主 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ぬす

もちもちしている/もちもちしている . . . . . むつ

もつ/持つ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . むつ

もっこ/もっこ【道具】 . . . . . . . . . . . . . . . . あうだ

もっと/もっとんみゃひ、んみゃひー、んめひ、

んめひー

もつれ/もつれ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . がでぃらく

もつれる/もつれる まつー、まつっゔぃ、まつ

っだい

もと/元 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . むとぅ

もどす/戻す . . . . . . . . . . . . . . . . むだす、むどぅす

もとめる/求める . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あだてぃ

もどる/戻る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . むどぅい

もどる/戻る（実家に） . . . . . . . . . .ひつむどぅい

もの/もの . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . むぬ

ものいればこ/物入れ箱 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .しつ

ものおきごや/物置小屋 . . . . . . . . . . . . . . . . あさぎ

ものおぼえ/物覚え . . . . . . . . . . . . . . . . むぬうぶい

ものかげ/物陰 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かたか

ものさがしがへたなひと/物探しが下手な人 み

ーはぎ、みーぱぎ、みはぎ、みぱぎ、みはぎゃ、

みたまい、みたまら

ものしずかに/物静かに . . . . . . . . . .さびーてぃー

ものしり/物知り . . . . . . . . . . . . . . . . . . .すーじゅー

ものにこだわらない/ものにこだわらない ばば

ん

ものわすれ/物忘れ . . . . . . . . . . . . . . . . むぬばっし

もむ/もむ（肩などを） . . . . . . . . . . . . . . . . . . .むん

もも/もも . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . むむ、むむに

もやい/もやい . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . むやい

モヤシ/モヤシ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まみな

もやす/燃やす . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . むーす

もよう/模様（＿をだすこと） . . . . . . . . . .ずだき

もらう/もらう . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っじ、ぶい

もらす/漏らす . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふかす

もり/銛【道具】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うぎん

もりあがる/盛り上がる むやがい、むりゃがい

もる/盛る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . むい

もれる/漏れる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .むい

もん/門 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . じゃう

もんく/文句 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふがます

もんくをいう/文句を言うばいんつ、ばいんふ、

ばいみつ、ばいみふ、ばいんき、ぶいたみつ、

ぶいたみふ、たいみつ、たいみふ、だいみつ、

だいみふ、ぶいみつ、ぶいみふ、がんない、ぐ

に、ぐにゃい

もんくをいうひと/文句を言う人 ふがます、ふ

がましゃ、ぶいみきゃ

やえやま/八重山【地名】 . . . . . . . . . . . . . . やーま

ヤエヤマアシナガバチ/ヤエヤマアシナガバチ

【昆】 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んまばす

やかましい/やかましい . . ふがます、やがます、

んがます、んぎゃます

やぎ/山羊 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ひんじゃ

やぎ/山羊（中性の） ひーまらひんじゃ、ぴー

まらひんじゃ

やきいも/焼き芋 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やつんー

やきざかな/焼き魚 . . . . . . . . . . . . . . . . やつっぞぅ
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やく/焼く . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やつ、やふ

やく/焼く（皮膚を日に） . . . . . . . . . . . . . . . . にー

やく/役（＿にたつ） . . . . . . . . . .ゆちり、よちり

ヤクシマイワシ/ヤクシマイワシ【魚】 はだら

やくどうする/躍動する . . . . . . . . . . . . . . そぅるき

やくどし/厄年 . . .やふ、やふどぅす、やふばな

やくにたたない/役に立たない ひんた、ひんた

ぐー

やくにん/役人 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . しゅー

やくのひと/厄の人 . . . . . . . . . . . . . . . . やふびとぅ

やくわり/役割 . . . . . . . . . . . . . . かたあき、たぐい

やくわり/役割【祭礼】 . . . . . . . . . . . . . . . . うだい

やけどする/火傷する . . . . . . . . . . . . . . . . っさらす

やさい/野菜（塩付けした） . . . . . . . . . . . .つきな

やさしい/優しい . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まない

やさしいひと/優しい人 つむあいひとぅ、つむ

あいびとぅ

やさしさ/優しさ . . . . . . . . . . . .なかずむ、なかち

ヤシあぶら/ヤシ油 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まーゆ

ヤシガニ/ヤシガニ【生物】 . . . . . . . . . .まくがん

やしなう/養う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つかなう

やすい/安い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やすだい

やすませる/休ませる . . . . . . . . . . . . . . . . やすます

やすまる/休まる . . . . . . . . . . . .やすん、やすまい

やすみ/休み . . . . . . . . . . . . . . いちゅま、いとぅま

やすむ/休む . . . . . . . . やすん、ゆくー、、ゆくい

ヤスリ/ヤスリ【道具】 . . . . . . . . . . . . . . . . やすー

やせせているひと・どうぶつ/瘦せている人・

動物 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .やいぐら、やいさぎ

やせた/瘦せた . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .やい

やせる/痩せる . . . . . やい、やいっち、やいっつ

やつ/奴 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やから

やつ/奴（接尾辞） . . . . . . . . . . . . . . . . . . .～んまり

やっかいな/厄介な . . . . . . . . . . . . . . . . やっかいな

やっつ/八つ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .やーつ

やっつける/やっつける . . . . . . . . . . . . . . . . んたう

やっと/やっと . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やっとぅ

やっとのことで/やっとのことであかやっとぅ、

やっとぅ

やつれる/やつれる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . すがい

ヤドカリ/ヤドカリ【生物】 . . . . . . . . . . . .あまん

ヤドカリのおはら/ヤドカリのお腹 . . . . . . . たに

やびじ/八重干瀬【地名】 . . . . . . . . . . . . . . やびじ

やぶる/破る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .んだい

やま/山 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .やま

やま/山（高い岩山） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さん

ヤマダニ/ヤマダニ . . . . . . . . . . . . . . . . . . .やまだん

やまづみ/山積み . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やまずん

やまづみする/山積みする . . . . . . . . . . . .んーずん

やまのふもと/山のふもと . . . . . . . . . . . .やまあす

やまばと/山鳩 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はとぅ

やまブドウ/山ブドウ . . . . . . . . . .かにゅーんーた

やまもりにする/山盛りにする . . . . . むやがらす

やみ/病み（神のことで） . . . . . . . . . . . .かんぶり

やめる/やめる（仕事などを） なっちゃい、な

まい

やもうしょう/夜盲症 . . . . . . . . . . . . . . . . とぅいみ

ヤモリ/ヤモリ【生物】 . . . . . . . . . . . .やーずみゃ

やらせる/やらせる . . . . . . . . . .とぅとぅっふぁす

やりかた/やり方 あすかた、すきゃき、はかう

つ

やりくりじょうず/やりくり上手（家計など）

きないむつじゃうず

やりとげる/やり遂げる . . . . . . . . . . . . . . . . はんし

やる/やる（＝する） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . あす

やる/やる（＝あげる） . . . . . . . . . . . . . . . . ふぃー

やるきがでない/やる気がでない . . . . . つーだり

やれ/やれ（「あす」の命令形） . . . . . . あっそぅ

やろう/野郎 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ひゃー

やわらかい/やわらかい . . . . . . . . . . . . . . . . やーら

やわらかすぎる/柔らかすぎる . . . . . . . やーたり

やんちゃ/やんちゃ . . . . . . . . . . . . . . ぎずぎゃうな
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ゆいあげる/結上げる ゆー、ゆーい、ゆい、ゆ

っゔぃ

ゆいごん/遺言 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いがんぐい

ゆう/結う . . . . . ゆー、ゆーい、ゆい、ゆっゔぃ

ゆうかく/遊郭 . . . . . . . さかなやー、さかぬやー

ゆうがた/夕方 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆさらび

ゆうかん/勇敢 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はてぃ

ゆうき/勇気 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いず

ゆうしゅうなひと/優秀な人 . . . . . . . でぃきぶつ

ゆうしゅうなりょうし/優秀な漁師 . . .いんばう

ゆうじょ/遊女 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . じゅり

ゆうしょく/夕食 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆい

ゆうのうだ/有能だ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はうか

ゆうのうなひと/有能な人 ちゅーばー、はうか

ゆうふく/裕福 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ゆー

ゆうふくな/裕福な . . . . . . . . . . . . . . . . . . .みゃーす

ゆうれい/幽霊 まずむぬ、まずむん、やなむぬ

ゆか/床 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ゆか

ゆかいな/愉快な . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆがいな

ゆがみ/歪み . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ゆがん

ゆさぶる/揺さぶる . . . . . . . . . . . .ゆったーゔぁす

ゆしとうふ/ゆし豆腐 . . . . . . . . . . . . . . たうふゆー

ゆすぐ/ゆすぐ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆすず

ゆする/揺する むい、ぶーうー、ぶーっゔぁす

ゆずる/譲る ゆらき、ゆらつ、ゆるき、ゆるつ

ユタ/ユタ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .むぬすー

ゆたかになる/豊かになる . . . . . . . . . . . . . . ゆかい

ゆっくりと/ゆっくりと よーんなー、よーんな

ーなー

ゆでる/茹でる . . .ゆーず、ゆーっず、ゆーでぃ

ゆのみ/湯吞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ちゃばん

ゆび/指 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うゆび

ゆびわ/指輪 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . てぃがに

ゆみ/弓 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ゆん

ゆめ/夢 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .いみ、ゆみ

ゆらぐ/ゆらぐ ゆらぎ、ゆらず、ゆりぎ、ゆり

ず、ゆるぎ、ゆるす、ゆるず、ゆるつ

ゆらす/揺らす ゆい、ゆらす、ゆらがす、ゆる

がす

ゆりうごかす/揺り動かす ぶったーらす、むっ

たーっゔぁす

ゆるす/許す . . . . . ゆらす、ゆるす、んじゅかす

ゆるむ/緩む . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ゆるみ、ゆるん

ゆるめる/緩めるゆるつ、ゆるふ、’ゆるみ、ゆ

るん、ゆーらす

ゆれる/揺れる ゆらぎ、ゆらず、ゆりぎ、ゆり

ず、ゆるぎ、ゆるす、ゆるず、ゆるつ、ゆい、

たっゔぁみつ、たっゔぁみふ

よ/よ（終助詞） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さ、どー

よあけ/夜明け . . . . . . . . . . . . . . . . . . .なまじゃーか

よい/酔い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .びゅーい

よい/良い . . . . . . . . . . . . . . . . かぎ、じゃう、んさ

よいてんき/良い天気 . . . . . . . . . .じゃうどぅきゃ

よいひどり/良い日取り じゃうひかず、じゃう

ひゅーい

よう/酔う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .びゅーい

よういだ/容易だ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ちゃーす

よういな/容易な . . . . . . . . . . . . . . . . . . .どぅーやす

ようか/八日 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .やうか

ようき/容器 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .たうに

ようす/様子 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やうたい

～ようだ/～ようだ（推論）おーかん、やうかん

ようてん/要点 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .つぶ

ようと/用途 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つかいはー

～ように/～ように（「まるで～の＿」） .んまり

ように/ように . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . にゃーん

ように/～ように（する）やうん、やうんてぃー

ように/～ように（なる）やうん、やうんてぃー

ようめい/幼名 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やらびなー

よかったね/良かったね（応答） . . . . . いーばー

よがわり/世がわり . . . . . . . . . . . . . . . . ゆーがーい

よく/欲 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ゆく
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よくあつ/抑圧（精神的） . . . . . . . すずうそぅい

よく～するひと/よく～する人 . . . . . . . . . .じゅー

よくせい/抑制 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .たみ

よこになる/横になる . . . . . . . . . . . . . . ゆくたーい

よこみち/横道 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まがい

よごもり/夜籠り【祭礼】ゆーぐむい、ゆぐむい

よごれ/汚れ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なば

よごれた/汚れた . . . . . . . . . .っしゃな、っふすー

よそ/よそ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆそぅ

よそうがつかない/予想がつかない . . .うかーす

よそおい/装い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅがい

よそおう/装う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . そぅがい

よそく/予測 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さんみん

よそくする/予測する . . . . . . . . . . . . . . . . . . .たみす

よたよたと/よたよたと . . . . . . . ゆたゆたてぃー

よだれ/よだれっそぅすー、ふつすー、ゆだい、

ゆだら

よちよち/よちよち . . . . . . . . . . . . . . . . . . .たいたい

よちよちあるき/よちよち歩き またたい、また

たいあいつ

よつあしあるき/四つ足歩き（赤ちゃんの） た

かはずばい

よっか/４日 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ゆーか

よつかど/四つ角 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆかどぅ

よつだけ/四つ竹 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆっだき

よっつ/四つ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ゆーつ

よつばのクローバー/四葉のクローバー たいわ

んなーずつ

よづり/夜釣り . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆずー

よどませる/淀ませる . . . . . . . . . . . . . . ゆどぅます

よどみ/淀み . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆどぅん

よどむ/淀む . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆどぅん

よなおし/世直し . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆなうす

よなか/夜中 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .にーか、ゆなか

よなき/夜泣き . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆなつ

よにん/四人 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆたーい

よねん/四年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆーてぃ

よのなか/世の中 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆー

よばい/夜這い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆばい

よぶ/呼ぶ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆらう

よふかし/夜更かし . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆーか

よむ/読む . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆん

よめ/嫁 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ゆみ

ヨモギ/ヨモギ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やちゅーさ

～より/～より . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . んつきゃー

よりいじょうの/より以上の . . . . . . . . . .かてぃぬ

よりかかる/寄りかかる . . . . . うかい、むちゃい

よりかかる/寄りかかる . . .くっそぅ　たでぃー

よりもっと/よりもっと . . . . . . . . . . . . . . まさりー

よる/夜 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ゆー

よるのりょう/夜の漁 . . . . . . . . . . . . . . . . いじゃい

よろこばしい/喜ばしい . . . . . . . . . . . . . . . . かばす

よわい/弱い . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ゆー、ゆーがー

よわる/弱る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ゆーい

らいう/雷雨 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かんないあみ

らいねん/来年 . . . . . . . やーに、ふたてぃあとぅ

ライびょうかんじゃ/ライ病患者 あいたー、く

んきゃ

らく/楽 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .らく

らくだ/楽だ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . みゃーす

～らしい/～らしい（推論） .おーかん、やうか

ん、っじゃ、てぃんど、てぃんどー、はーらー

らっかせい/落花生 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ずまみ

ラッキョウ/ラッキョウ . . . . . . . . . . . . . . だきゃう

らんおう/卵黄 . . . . . . . . . .とぅぬかぬ　あかみー

ランプ/ランプ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . とぅーい

らんぼうな/乱暴な . . . . . . . . . . . . . . . . . . .あーつな

らんぼうに/乱暴に（扱う）すくつ、そぅくつ、

すくつな、そぅくつな

らんぼうもの/乱暴者 . . . . . . . . . . . . . . . . あーつな

リーフ/リーフ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .っし

リーフのそとがわのうみ/リーフの外側の海 ほ
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ぅか

りかい/理解 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .さだか

りかいできる/理解できる . . . . . . . . . . . . . . つかい

りかいりょく/理解力 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . かん

りきむ/力む . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ゆくん、んくん

りくつっぽい/理屈っぽい . . . . . . . . . . . .ゆがずー

りくとう/陸稲 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . はたきまい

りこん/離婚 とぅずぶとぅばきゃーい、とぅず

ぶとぅばかーい

りし/利子 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . りす

りっぱなたいかく/立派な体格 . . . . . ほぅどぅー

りゅうぼく/流木 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆりぎ

りょう/漁 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .はまうり

りょう/量 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふさ

りょうがえ/両替 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .でぃんぐり

りょうがえする/両替する . . . . . . . . . . . . . . . . くり

りょうけんがせまい/料簡が狭い . . . . . いみずむ

りょうし/漁師 . . . . . . . いんしゃー、いんまーら

りょうしなかま/漁師仲間 . . . . . . . いんにんじゅ

りょうしん/両親 . . . . . . . . . .んまーさ、んまっざ

りょうてい/料亭 . . . . . さかなやー、さかぬやー

りょうまえあしをあげること/両前足を上げる

こと（馬の動作） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まいだつ

りょうり/料理 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . うさい

りょうりする/料理する . . . . . . . . . . . .やつ、やふ

りんか/隣家 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . まうきゃー

りんげつ/臨月 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . なすずつ

りんじん/隣人 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さとぅびと

リンパせん/リンパ腺 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . だに

リンパせん/リンパ腺（脇の） . . . . . ばっだだに

りんびょう/淋病 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ずんびゃう

るすばん/留守番 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やーばん

れいき/冷気 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ひぐるつー

れいせい/冷静 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . つむたみ

れいせいなひと/冷静な人 つむたみ、つむたみ

ゃ

れいりょくがつよい/霊力が強い . . . . . かんだか

レスリング/レスリング . . . . . . . . . . . . . . うすあい

～れば/～れば（仮定） . . . . . . . . . . . . . . . . .ったー

ろうあしゃ/聾唖者 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . いーさ

ろうどうりょく/労働力 . . . . . . . . . .ひとぅでぃー

ろうはん/老斑 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆむじゃ

ろうひする/浪費する . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ふぁう

ロクセンスズメダイ/ロクセンスズメダイ【魚】

あうびつ

ロクセンフエダイ/ロクセンフエダイ【魚】 あ

かんちゃ

ろくにん/六人 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .むゆぬひとぅ

ろくまくえん/肋膜炎 . . . . . . . . . . . . . . . . ろくまく

ろっこつ/肋骨 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やかたぶに

ロロプ/ロープ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ぶー

わいろ/賄賂 . . . . . . かまい、てぃだい、、わいる

わかい/若い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ばか

わかいじょせい/若い女性 . . . . . . . . . . . .みやらび

わかいだんせい/若い男性 . . . . . . . . . . . .びきりゃ

わかくみえる/若く見える ばかさう、ばかしゃ

う

わかくみえるひと/若く見える人 ばかさう、ば

かしゃう

わかす/沸かす あったす、あっちゃす、ばかす

わがまま/わがまま . . . . . . . がいず、ほぅんだい

わかもの/若者 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ばかむぬ

わかる/分かる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .すー

わかれ/別れ . . . . . . . . . . . .ばかーい、ばきゃーい

わかれる/別れる . . . . . . . ばかーい、ばきゃーい

わき/脇 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ばっだ

わきが/腋臭 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ばっだかじゃ

わきげ/脇毛 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ばっだぎー

わきでる/湧き出る . . .むりゃがい、ばき、ばつ

わきばら/脇腹 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . やかたばた

わきまでのふかさ/脇までの深さ . . ばっだだき、

ばっだだつ
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わく/湧く . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ばつ、ばふ、ばき

わけ/わけ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ばー

わけあたえる/分け与える . . . . . . . . . . . .っそぅず

わけたかみのけ/分けた髪の毛（の人） ばきが

み

わけまえ/分け前 . . . . たま、ばきだま、またま、

まだま、っじだま、とぅいまい、ふつだま、む

つ、むてぃ

わけまえ/分け前（多い） うだまぶた、またま

ぶた、まだまぶた

わける/分ける . . . . . . . . . .なかーい、ゆい、ばき

わざと/わざと . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さらたみ

わざわざ/わざわざ うったーてぃー、さらたみ

わずかのあいだ/僅かの間 . . . . . . . ひとぅむつき

わずらわしい/煩わしい . . . . . . . . . . . .やっかいな

わすれる/忘れる . . . . . . . . . . . . . . ばすー、ばっし

わたし/私 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ばー、ばん

わたしが/私が . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ばが

わたしたち/私たち . . . . . . . . . .ばんた、ばんてぃ

わたしたちを/私たちを . . . . . . . . . . . .ばんちゅー

わたしに/私に . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ばぬんかい

わたしの/私の . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ばが

わたしを/私を . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ばぬー

わたす/わたす（賄賂を） . . . . . . . . . . . . . . びらう

わたす/渡す . . . . . . . . . . . . . . . . ふぃー、とぅらす

わだち/轍 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . わだち

わたる/渡る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ばたい

わな/罠 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ばな

わめく/喚く . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ばみつ、ばみふ

わら/藁 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ばら

わらい/笑い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ばらい

わらう/笑う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ばらう

わらう/笑う（ニコニコと） . . あまい、はがみ、

はがみつ、はがみんつ、はがん

わらじ/草鞋 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ふだみ

わりあてきん/割り当て金 . . . . . . . . . .ばいでぃん

わる/割る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ばい

わるい/悪い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ばい、やな

わるいくせ/悪い癖 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . しゅく

わるいせいかく/悪い性格 . . . . . . . . . .くんじゃう

わるいやつ/悪いやつ . . . . . . . . . . . . . . やなんじゃ

わるく/悪く . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ばいふ

わるくち/悪口 あっく、あっくー、あっこ、あ

っこー、やなうつ、やなふつ、っさ

わるくちをいう/悪口を言うふやず、ふぁーず、

ふぁやず

わるだくみ/悪だくみ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . さい

わるぢえ/悪知恵 ゆがうむくとぅ、やなうむく

とぅ

われる/割れる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . っさき

わんぱくぼうず/腕白坊主 . . . . . . . . . . . .ばうちら

ワンワン/ワンワン（犬の鳴き声） . . .ばうばう

を/を（格助詞） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . う、ゆ

～をば/～をば（「うぎゃー」の変異形）うぎゃ

ー

～をば/～をば . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ゆぎゃー

～んだよ/～んだよ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ふだー
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